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社会 的 な 不良 者 。 真 の 不良 者 。 両 者 の 違い 。 
社会 的 な 良い 者 。 社 会 的 な 不良 者 。 そ の 定義 。 
社会 的 不良 行為 。 そ の 実行 者 と し て の 不良 者 。 
社会 的 不良 行為 。 性差 が も た ら す 問題 。 
社会 的 な 不良 者 。 そ の 分 類 。 
社会 的 な 良い 者 。 社 会 的 な 不良 者 。 そ の 二 次 元 分 類 。 
真 の 良い 者 。 真 の 不良 者 。 
生き が いり 。 充実 し た 人 生 。 それら の 源 。 
は じ め に 。 АБО, 
生き が いと は 、 何 か ? 
生き が いと 生計 。 
7 АТА ? 
УИС 5 ИЖЕ. 
ALORA C. FAOFE. 
生物 や 人 間 に と っ て の 生き が い 。 


子孫 を 後世 に 残す 上 で 、 重 要 な こと 。 

失敗 人 生 。 

将来 的 に 無効 化 さ れる 行為 。 そ れ を 、 自 発 的 に 実行 する こと 。 

人 生 を 消費 する こと 。 

人 生 に お ける 、 そ の 他 の 生き が い 。 

ITE FF 

社会 的 な 有名 さと 子孫 。 

世代 内 の 記憶 と 、 子 孫 。 

ПИРС. 

ЛЕС, BE. 

子 随 が 」 ゴミ に な る 問題 。 

и НАЧАВ 

権利 と し て の 、 子 孫 の 残 存 。 

生き が いと 、 物 品 の 買い 支え 。 

子孫 残存 と 、 能 力 の 必要 性 。 

生き が いと 、 生 活 ス タイ ル と の 関連 。 

人 生 に お いて 、 最 も 大 切な こと 。 
AROMBCIEMB. その 利点 と 欠点 。 

資源 所 有 者 の 利点 と 欠点 。 

資源 非 所 有 者 の 利点 と 欠点 。 

資源 所 有 者 と 資源 非 所 有 者 と の 関係 。 
= С, 経済 的 格差 の 発生 。 その 原因 と 解消 法 。 

248 С, 経済 的 格差 の 発生 。 その 原因 と 解消 法 。 
社会 的 上 位 者 の 心理 。 社 会 的 下位 者 の 心理 。 

社会 的 上 位 者 の 心理 。 社 会 的 下位 者 の 心理 。 

生物 の 社会 。 社 会 的 な 上 下関 係 。 そ れ ら の 決定 要因 。 
社会 的 上 位 者 。 
社会 的 下位 者 。 

国家 の 本 質 。 生 物 の 本 質 と の 関係 。 

本 文 。 国 家 の 本 質 。 НОЖ CORA. 
生物 の 神経 系 の 、 コ ンピュータ ー シ ミ ュ レ ーション に よる 、 リ アル 
な 再現 。 心理 学 や 社会 学 へ の 応用 。 

生物 の 、 神 経 系 と 精神 と 社会 。 

神経 系 の 研究 。 そ の 内 容 分 類 。 

生物 の 心理 学 。 

神経 系 と 、 生 物 の 個体 。 

生物 の 神経 系 と 、 生 物 の 魂 。 

HERE, HEE, 

AH AANA OD SET]. ЖАНР] НМ, УФЕ, Y 

Ухта, 


EWICBIFS, НЕО, а, 
神経 系 の 社会 学 。 そ の 、 プ ログ ラミ ング 技術 に よる 、 研 究 の 実 
=. 
生物 OO 神经 回路 O 宪 装 上 上、 去 机 区 尖 召 、 生 物 O 神 经 系 四 社会 行 
動 の 再現 。 そ の た め に 、 ク リア すべ き 、 課題 。 
三 二 又 人 神经 系 。 
ミニ マム 神経 系 の 社会 学 。 
ミニ マム 神経 系 の 構成 要素 。 
生物 の 社会 。 生 物 の 神経 系 。 そ れ ら の シミ ュ レ ーション 。 
生物 神 終 系 や 、 生 物 社会 の 、 人 工 的 な 生成 。 マ イク ロロ 
ニュ ー ロ コン ピュ ー タ の 生成 と 、 相 互 作用 。 実 動 プ ログ ラ 
ム ソ ー ス コー ド 生 成 の 実践 。 そ れ ら の 手順 の 概要 。 
作成 が 必要 な 、 神 経 系 の シミ ュ レ ーション プロ グラ ム の 内 
容 。 そ の 作成 に 当たっ て 、 考 慮 すべ き 点 。 
神经 系 人 人 O、 机 能 O 罕 装 。 
НА УПУ5Е=УЙЯ. ФЕЯ, 
神経 系 プロ グラ ミン グ 。 その 初期 に 決定 すべ き 、 内 容 。 
神経 系 プロ グラ ミン グ 。 そ の 例題 の 設定 。 
(参考 ) 論理 回 路 に お ける 、 関 数 モジ ュー ル 。 
神経 系 の プロ グラ ミン グ 。 そ の 開発 に お ける 、 適 格 者 。 
HEADY SaL—-Yayve. 
mHeAYSaL—-YaYy, FO, VVFFORVV VI 
よる 、 和 実現 。 
神経 回 路 網 の 配線 。 そ れ ら の 、 設 計 と デバ ッ グ の 、 容 易 
化 。 路 線 バ ス の 路線 系 統 図 の 転用 。 
神経 系 の 動き の 基盤 を な す 、 生 物 の 根源 的 な 行動 。 
дне |< 5. РУ IORIAD, М, 
神経 回 路 の 設計 図 。 そ の 凡例 。 
4 < 5. НЕСОЛНЛ. ФЕ 
神経 回 路 の 学習 機能 の 設計 に お ける 、 注 意 事項 。 
神経 回 路 に お ける 、 入 出力 の 自動 調節 の 、 必 要 性 。 
神経 回 路 に お ける 、 入 出力 の 自動 調節 。 神経 回 路 に お け 
る 、 必 要 な 、 構 成 要 素 。 
ある 神経 系 か ら 、 別 の 神経 系 へ の 、 神 経 回 路 の コピ ー。 そ 
の メカ ニズム の 設計 。 
生物 の 神経 系 に お ける 、 反 転出 力 を 行う 能力 の 、 欠 如 。 
神 縦 系 に お ける 、 敵 と 味方 と の 区 別 。 そ の メカ ニズム の 設 
he 
神経 回 路 の プロ グラ ミン グ 。 そ の 最初 期 段 階 の 、 実 現 。 
神経 系 に お ける 、 学 習 と 忘却 。 そ れ ら の 、 プ ログ ラミ ング 


に よる 、 和 実現 。 
神経 系 に お ける 、 神 経 回 路 の 新規 創出 。 そ の た め の 、 神 経 
系 自身 に よる 、 試 行 錯誤 。 神 縦 系 に お ける 、 思 考 。 そ れ ら 
の 、 プ ログ ラミ ング に よる 、 和 実現 。 
神経 系 に お ける 、 新 規 の 神経 回 路 の 、 自 動 生成 。 そ の プロ 
セス 。 
生物 に お ける 、 資 源 の 入手 と 、 障 害 物 の 除去 。 そ れ ら の 、 
神経 回 路 プ ログ ラミ ング に よる 、 和 実現 。 
神経 回 路 の 実装 に 必要 な 、 基 本 的 な 神経 回 路 の 、 モ ジュ ー 
ル 化 。 それ ら の 、 基 本 的 な ライ ブラ リ と し て の 、 整備 。 
神経 回 路 の 設計 の 、 自 動 化 。 そ の 必要 性 。 
神経 回 路 の 設計 に お ける 、 最 上 位 の 概念 。 そ れ ら の 設定 の 
必要 性 。 
神経 系 に お ける 、 存 在 中 の 環境 を 入れ 替え る 能力 。 神経 系 
に お ける 、 環 境 の 中 を 移動 する 能力 。 それら の 、 実 聞 。 
神経 系 に お ける 、 環 境 を 変動 させ る 能力 。 そ の 、 和 実装 。 
神経 系 に お ける 、 環 境 に 対し て 、 九 印 を 、 行 い 、 残 す 、 能 
7. EO. ER. 
神経 系 に お ける 、 環 境 と の 間 で 、 信 号 や 記紀 を や り 取 りす 
る 、 人 能力 。 そ の 、 和 実装 。 
環境 に お ける 、 神 経 系 に 対し て 、 任 意 の タイ ミン グ で 、 任 
意 の 入力 刺激 を 発生 する 、 能 力 。 そ の 、 実 装 。 
神経 系 に お ける 、 権 利 関係 。 それ ら の 、 和 実装 。 
神経 系 に よる 、 他 の 存在 に お ける 資源 性 の 有無 の 、 認 識 。 
その 可能 性 の 、 実 装 。 
神経 系 に よる 、 他 の 存在 に お ける 生物 性 の 有無 の 、 発 見 や 
認識 。 そ の 可能 性 の 、 実 装 。 
神経 回 路 の 設計 の 、 遺 伝 的 な 規定 や 決定 。 そ の 実装 。 
神経 系 に お ける 、 出 力 細胞 。 そ の 働き 。 
生物 の 神経 回 路 に お ける 、 フ ィ ー ド バッ ク 機 能 の 、 実 装 。 
出力 細胞 に よる 出力 。 そ の 有効 性 の 、 神 経 系 自身 に よる 、 
arf, CORMMAETIO ER, 
生物 の 神経 系 に お ける 、 資 源 の 入手 。 そ の 簡略 化 さ れ た 、 
基本 的 な プロ セス 。 
ВЕНЕ. 通信 に よる 移動 。 そ の 実像 。 
神経 回 路 の モジ ュー ル 化 の 、 必 要 性 。 
神経 回 路 の プロ グラ ミン グ 。 その 、python 育 語 に よる 、 サ 
ンプ ブル ヨコ ゴー= ド 。 

無神論 と 殊 の 救済 に つい て 。 脳 神経 科学 で 生き よう ! 

は じ め に 


脳 の 活動 を 監視 する ヘル メッ ト や へ アバ ンド 。 それ ら の 存在 に 
kS, BROOKE, 

死後 の 世界 は 存在 し な い 。 HEAL, SH. 

無 宗教 や 無神論 者 の 人 で も 救 わ れる こと 。 そ の 実現 方 法 。 
全て の 神 は 、 人 造 神 で ある 。 

大 自然 は 、 人 格 を 持た な い 。 それ は 、 神 に は な り 得 な い 。 
本 当 の 聖人 。 

ЛЕФЕЯ, FR. ATS. 

神 を 信じ な く て も 、 久 は 当たら な い 。 

精神 病 と し て の 宗教 信仰 。 精 神 科 医 と し て の 無神論 
BOAYORS. 

At, Watt. FELICE, 

無神論 や 無 宗教 の 主張 。 そ れ は 、 脳 神経 科学 に 基づい て 行え 
I<, fbi. 

生物 や 人 間 に と っ て 、 最 も 大 切な こと 。 

生物 の 脳 と 、 人 間 の 脳 は 、 共 通 で ある こと 。 

善行 を 行う 存在 。 そ れ は 、 救 われ る 必要 が ある 。 

人 間 が 、 神 が 存在 し な い 条 件 下 で 、 六 行 を する こと 。 そ の よう 
に 持っ て いく 方 法 。 そ の 確立 。 そ れ が 必要 で ある こと 。 

神 や 宗教 無し で 、 人 々 に 対し て 、 善 行 を 行う 気 を 起こ させ る 方 
x. 

神 や 宗教 を 、 不 要 に する こと 。 そ の た め に 、 —BMRMSST 
と 。 そ れ は 、 何 か ? 

プラ ス の 価値 の ある 存在 と し て 、 残 り た いこ と 。 

人 間 が 救 わ れる に は 、 ど うす れ ば 良い か ? 

生き 残れ な けれ ば 、 何 も な ら な いこ と 。 

従来 の 神 や 宗教 。 それ ら の 本 当 の 存在 意義 。 そ れ ら の 代替 と な 
る 存在 と し て の 、 脳 の スキ ャ ン ニ ング 。 

BASHC. Инне, 

無神論 や 無 宗教 は 、 地 動 説 と 似 て いる 。 

無神論 を 主張 する 人 が 少な いい 理由 は ? 

自立 や 自助 の 思想 と し て の 、 無神論 。 

相互 兵助 の コミ ュ ニ ティ と 、 そ の 統合 の シン ボル 。 

この 世に は 、 超 人 的 な 存在 に よる 加護 は 、 無 いこ と 。 

生命 は 、 皆 、 原 淵 を 負っ て いる こと 。 

実証 主義 。 証拠 主義 。 そ れ ら に よっ て 、 生 きる こと 。 
创造 主 不 要 论 

マル クス 主義 の 衰退 。 科 学 的 唯物 論 の 今後 の 発展 。 

死 と 、 救 い 。 神 や 宗教 の 起源 。 

無限 な 生命 を 得 た い 思 い 。 宗 教 の か らく り 。 


宗教 と セッ クス 。 

無神論 に よっ て 、 人 間 社 会 を 上 手 く 回 すこ と 。 機 能 主 義 的 な 無 

神 論 。 

脳神経 科学 の 発展 と 、 宗 教 の 消失 。 

現 人 神 。 そ れ は 、 和 実現 不可 能 で ある 。 

脳 の スキ ャ ン ニ ング に よっ て 、 善人 か 悪人 か を 麟 定 で きる よう 

ec 

権力 者 へ の 対応 。 

ずる い 人 、 小 賢 し い 人 へ の 対応 。 

遺伝 学 の 発展 と 、 無 神 論 。 

Adi FAS ELS Oi RE REED, MBP, BAO. 

人 間 は 、 結 局 は 、 猿 で あり 、 動 物 の 一 種 で ある 。 

人 工 装 買 が 、 神 に な る こと 。 

機能 主義 的 生き 方 、 人 生 観 。 無神論 と の 関連 。 

歴史 の 法則 。 シ ステ ム と し て の 歴史 。 生物 に と っ て の 歴史 。 

は じ め に 。 本 書 の 目的 。 

歴史 の 法則 の 解明 。 そのため に 必要 な 、 主 な 視点 。 
(1 ) 現状 の 課題 
RR 


歴史 の 法則 の 抽出 作業 を 行う こと 。 そ の た め に 必要 
知識 。 

歴史 の 法則 の 抽出 作業 。 そ の 実践 。 

4. 1 ) 歴史 書 の 文 斉 。 そ の 言い 換え の 作業 。 

4 . 2 ) 歴史 の 法則 や 歴史 の 部 品 。 そ れ ら の 抜き 出 
を 


) 
] 提 
4) 
( 
( 
L а その 重要 ポイ ント 。 


> 
va 
水 过 


G. 文化 . 芸術 . 科学 

Н. 宗教 
и 
5. 1 ) 勢力 の 興亡 の ルー ト 、 コ ー ス 
5. а ト 、 コ ー ス 
5. а: 

5 . 3 . 2 ) 後退 の 法則 


(5) 
( 
( 
( 
( 


[ 参考 ] РФхХЕФЕ\ А. ФИА) 
る 手法 。 
(参考 ) 既存 の 歴史 書 。 そ の 記述 の 一 般 化 。 そ の 事 
例 。 
生物 性 。 人 間 性 。 汎 用 的 な リス ト 。 
生物 性 。 人 間 性 。 汎 用 的 な リス ト 。 作成 の 方 針 。 そ の 説明 。 
生物 性 。 人 間 性 。 汎 用 的 な リス ト 。 根 本 原理 。 
生物 性 。 人間 性 。 汎 用 的 な リス ト 。 和 詳細 な 内 容 の 一 覧 。 
追加 の 内 容 。2022 年 9 月 初出 。 生 物 的 神経 系 。 そ の 神経 回 路 の 、 設 
計 と 実装 。 液 体 性 と 気体 性 。 男女 の 性 差 。 そ れ ら の 、 神 経 回 路 へ 
QD, FROME, 
1800$. 2022105). WNBA, ФНО, 
95, ВЕ, 物理 的 力学 の 一 環 と し て の 、 生 物 的 
力学 。 生 物 の 精神 に お ける 傷 や 病 。 それ ら の 神経 回 路 に よる 、 表 
现 。 
追加 内 容 。2022 年 10 月 初出 。 そ の 2。 НИНА 5. HE 
AOA REC. MAARTEO RE. 
追加 内 容 。2022 年 10 月 初出 。 そ の 3。 生物 的 神経 系 に お ける 発達 障 
害 と 、 気 体 性 や 液体 性 と 、 性 差 と の 、 関 連 。 МЕН SMTA 
と 、 信 頼 の 形成 と の 、 関 連 。 神 縦 回 路 に お ける 傷 の 治癒 と 、 カ ウン 
セリ ング や 心理 療法 と の 、 関 連 。 男 女 の 恋 愛 感 情 に お ける 特性 の 、 
性 差 。 
16072. 202210 НЯ. £04, ЭНН 5. MAH 
異性 。 そ の 特質 。 生 物 一 般 に お ける 、 絶 力 的 な 個体 。 そ の 特質 。 
追加 内 容 。2022 年 11 月 初出 。 生 物 に お ける 、 圧 力 や スト レス や 欲 
求 不満 や 葛藤 や 矛盾 。 生 物 に お ける 、 社 会 的 抑圧 。 生 物 に お ける 、 
親子 関係 の 成立 。 生 物 力 学 は 、 物 理 的 な 力学 の 一 環 で ある こと 。 液 
体 性 の 生物 と 気体 性 の 生物 。 生 物 の 神 縦 系 に お ける 、 訓 語 と 戦略 立 
案 と の 、 共 通 性 。 生物 の 神経 系 に お ける 、 意 識 と 無意識 。 
追加 内 容 。2022 年 11 月 初出 。 そ の 2。 生物 や 無生物 に お ける 、 資 源 
管理 。 生物 や 無生物 に お ける 、 急 所 。 気体 性 社会 や 液体 性 社会 に お 
ける 、 急 所 。 
追加 内 容 。2022 年 11 月 初出 。 そ の 3。 生物 の 有 性 生殖 に お ける 、 病 
気 や 障害 の 、 分 類 。 
MAAR. 2023415 FROMM. #8395, 74- ЕАУ 
ク 待 機 機能 の 実装 。 生 物 に お ける 恋愛 。 情 報 通 信 産業 と 、 商 業 や 交 
通 物流 産業 と の 、 共 通 性 や 同質 性 。 
追加 内 容 。2023 年 2 月 中 旬 初 出 。 そ の 1。 生物 に お ける 、 自 己 複製 
や 自己 増殖 。 そ れ ら の プロ セス の 、 コ ンピュータ シミ ュ レ ーション 
に よる 実装 。 


追加 内 容 。2023 年 2 月 中 旬 初出 。 そ の 2。 生物 的 神経 系 プロ グラ ミ 
ング に お ける 、 機 能 実装 の 進め 方 。 

追加 内 容 。2023 年 2 月 中 旬 初 出 。 そ の 3。 物質 や 生物 に お ける 、 IN 
ラド ックス 。 社 会 的 パラ ドッ クス と し て の 、 社 会 的 な 嘘つき や 社会 
的 な 矛盾 と 、 社 会 的 な 正 し さ の 主張 と の 関連 。 物質 や 生物 の 進化 に 
お ける 、 良 好 な 進化 と 、 不 良 な 進化 。 そ うし た 進化 に お ける 、 パラ 
РУ. 

追加 内 容 。2023 年 2 月 下 旬 初 出 。 乏 OD1。 生 物 上 资本 主义 。 生物 个 
体 に お ける 、 社 会 的 資本 の 蓄積 と 、 社 会 主義 や 共産 主義 と の 関連 。 
追加 内 容 。2023 年 2 月 下旬 初出 。 そ の 2。 物質 や 生物 に お ける 、 保 
存 力 の 行使 。 女 性 的 職業 と の 関連 。 

追加 内 容 。2023 年 3 月 上 旬 初 出 。 生 物 に お ける 、 配 偶 者 選択 の ポリ 
シー。 液体 性 や 気体 性 の 、 社 会 的 強制 。 

追加 内 容 。2023 年 3 月 中 旬 初 出 。 生 物 的 神経 系 に お ける フィ ー ド 
バッ ク 機 構 の 、 コ ンピュータ シミ ュ レ ーション 。 そ の ソー スコ ー 


追加 内 容 。2023 年 4 月 下旬 初出 。 生 物 的 神 終 系 の シミ ュ レ ーション 
に つい て の 、Python の ソー スコ ー ド の 追加 。 

追加 内 容 。2023 年 5 月 中 旬 初 出 。 生物 に お ける 條 伝 情報 の 、 文 字 列 
や 配列 に よる 表現 。 生物 に お ける 、 自 己 複製 や 自己 増殖 や 減数 分 釧 
や 有 性 生殖 。 それ ら の 動作 原理 に つい て の シミ ュ レ ーション プロ グ 
ラム の 実装 。 

追加 内 容 。2023 年 6 月 上 旬 初 出 。 生 物 と 社会 的 禁忌 と 社会 的 真実 。 
真 に 役立つ 科学 理論 の 確立 と の 関連 。 

追加 内 容 。2023 年 6 月 中 旬 初 出 。 生物 と 、 社 会 的 禁忌 と 、 保 存 力 や 
保存 的 思想 。 生 物 に お ける 性 差 の 機能 分 化 。 そ の 根本 的 な 原因 。 
追加 内 容 。2023 年 6 月 下旬 初出 。 有 性 生殖 の 生物 に お ける 、 性 的 誘 
引力 の 根源 。 

追加 内 容 。2023 年 7 月 下旬 初出 。 有 性 生殖 の 生物 に お ける 、 生 活水 
準 の 規定 要因 。 保存 性 の 生物 が 好む 行動 。 生物 に と っ て の ユー ザビ 
リティ 。 

追加 内 容 。2023 年 8 月 下旬 初出 。 エ ネル ギー 的 思想 。 気 体 的 思想 。 
保存 的 思想 。 液体 的 思想 。 そ れ ら の 、 生 物 的 神経 系 に よる 実現 。 そ 
れ ら の 、 神 経 回 路 に よる 実現 。 男女 の 性 差 と の 関連 。 

追加 内 容 。2024 年 1 月 中 旬 初 出 。 女 性 に お ける 性 的 誘引 力 。 それら 
を も た ら す 、 女 性 の 生体 的 機構 。 男 性 差別 。 そ の 根源 的 な 要因 。 
追加 内 容 。2024 年 1 月 下旬 。 周 囲 か ら の 働き か け に 対す る 、 保 存 性 
物質 と エネ ルギー 性 物質 の 、 反 応 。 物質 動作 の 、 論 理 回 路 や 神経 回 
路 や コン ピュ ー タ プロ セス と し て の 、 表 現 。 エ ネル ギー 性 思想 や 保 
存 性 思想 が 、 科 学研 究 に 対し て も た ら す 、 分 析 視 点 の 歪み 。 生 物 の 


дн [ря |< $175. ЗБ НЕ, 
追加 内 容 。2024 年 2 月 上 旬 。 和 生物 D、 活 动 一 般 包 神经 回路 上 神经 细 
胞 に お ける 、 エ ネル ギー 性 と 保存 性 。 生 物 の 行動 に お ける 性 差 と の 
関連 。 
追加 内 容 。2024 年 5 月 下旬 。 生物 に と っ て の 情報 。 そ れ ら の 種類 の 
分 類 。 生 物 に と っ て の 目的 。 生物 に と っ て の 生き や すさ の 実現 と 、 
生物 に お ける 、 自 己 制御 や 環境 制御 と の 関係 に つい て 。 
追加 内 容 。2024 年 10 月 下旬 。 男女 の 性 差 。 そ の 本 質 に つい て の 、 
比 只 を 用 いた 、 総 合 的 な 要約 。 
私 の 書籍 に つい て の 関連 情報 。 
私 の 主要 な 書籍 。 そ れ ら の 内 容 の 、 維 合 的 な 要約 。 
筆者 の 執筆 の 目的 と 、 そ の 実現 に 当たっ て の 方 法論 。 
参考 文献 。 
私 が 執筆 し た 全て の 書籍 。 そ の 一 覧 。 
МОЕ И. THSOBHMROFOLAICDIIT. 
私 O 略 历 。 


生物 一 般 に お ける 、 心 理 と 社会 。 人 間 へ の 適用 。 


хи 


А トル 。 ЕМФЖЕ. Al 
質 。 それ ら は 同一 で ある 。 


は じ め に 。 生物 は 暗黒 で ある 。 人 
[Е は 暗黒 で あ る 。 


人 間 の 存在 。 人間 の 本 性 。 

それ は 、 き れい 事 で は 済ま され な い 。 

それ は 、 暗 黒 で ある 。 

筆者 は 、 そ れ に つい て 、 内 容 を 分 析 し 、 結 果 を リス ト ア ッ プ し た 。 
Salt, ИЕР, FMA, REC. 


その 基盤 に は 、 次 の 内 容 が 存在 する 。 
生物 の 存在 。 生 物 の 本 質 。 そ の 暗黒 性 。 


(初出 2008 年 9 月 。2020 年 7 月 。 ) 


生物 の 存在 。 生物 の 本 質 。 そ の 暗 
ABE. 


生物 の 暗黒 性 。 そ の 理由 。 


生物 は 、 そ の 存在 が 暗黒 で ある 。 
生物 は 、 そ の 本 性 が 暗黒 で ある 。 


生物 の 暗黒 性 。 
その 理由 。 
それ は 、 次 の 通り で ある 。 


(1) 

生物 は 、 次 の 内 容 を 、 必 然 的 に 内 包 す る 。 
(A) その 生存 の 強制 。 

(B) そ の 生存 に お ける 苦 酷 さ 。 


生物 は 、 生 存 の 必要 性 を 、 遺 伝 的 に 強制 され て いる 。 
「 生 存 へ の 圧力 。 1 

生物 は 、 そ れ に よっ て 、 仕 方 な く 動く 。 

生物 は 、 仕 方 な く 、 生 き 続 ける 。 

生物 は 、 好 き で 生き て いる の で は な い 。 

生物 は 、 自 分 の 意思 で 、 自 主 的 に 生き て いる の で は な い ,。 
生物 は 、 そ の 存在 の 存続 を 、 強 制 さ れ て いる 。 

その 強制 力 は 、 生 物 本 体 に 内 蔵 さ れ て いる 。 

生物 は 、 そ れ か ら は 、 逃 れる こと が で き な い ,。 

それ は 、 生 物 に と っ て 、 宿 命 で ある 。 

生物 は 、 そ れ を 、 根 源 的 に 持つ 。 

生物 は 、 以 下 を 、 代 々 に わた っ て 、 内 上 蔵 す る 。 

「 生 存 へ の 圧力 。 1 


生物 は 、 以 下 の 体 質 を 内 蔵 する 。 

(A) 生存 を 強制 され る 体質 。 

(В) それ に 対し て 、 盲 目的 に 従う 体質 。 
奴隷 体質 。 

操り 人 形 の よう な 体質 。 


生物 に と っ て 、 そ の 生存 は 、 自 分 の 意思 に 基づく も の で は 、 全 く な 
い 。 

生物 は 、 自 主 的 な 意思 と は 無関係 に 、 生 存 を 強制 され る 。 

そう し た 生物 は 、 そ の 存在 その も の が 暗黒 で ある 。 


(2) 

生物 は 、 以 下 の こ と し か 考え な い 。 

(A) BS. 

(BB) 自身 の 子孫 。 

(С) それ ら の 生存 。 

生物 は 、 以 下 の こ と し か 考え な い 。 

(A) BS. 

(BB) 自身 の 子孫 。 

(С) それ ら の 生存 双 件 の 向上 。 

生物 は 、 他 の 生物 の こと は 、 考 えな い 。 

生物 は 、 そ の 本 質 に お いて 、 利 己 的 で ある 。 
生物 は 、 そ の 本 質 に お いて 、 自 己 中 心 的 で ある 。 
それ は 、 生 物 の 存在 に お いて 、 別 の 暗黒 性 を も た ら す 。 


(3) 

资源 。， 

それ は 、 生 物 が 生き 延び る た め に 、 必 須 で ある 。 

その 数 量 は 、 限 られ て いる 。 

その た め 、 生 物 は 、 そ れ ら の 資源 を 奪い 合 つ 。 

魅力 的 な 異性 。 生物 に と っ て は 、 そ れ も 、 資 源 と し て 、 捉 えら れ 
る 


生物 は 、 生 存 競 争 を 繰り 広げ る 。 
hit. TECHS. 
そこ で は 、 次 の 内 容 が 、 絶 え ず 発生 する 。 


- 1 ) 生物 同士 の 支配 と 従属 の 関係 。 


(3 
(3-2) 生 物 同 士 で の 終 し 合い の 関係 。 


それ は 、 異 種 間 で も 、 同 種 間 で も 、 発 生 す る 。 

生き 残れ な い 生 物 が 、 た くさ ん 発生 する 。 

それ は 、 生 物 に と っ て 、 ВПП МСФО. 
それ は 、 和 生物 の 存在 に お いて 、 別 の 暗黒 性 を も た ら す 。 


(初出 2020 年 7 月 。 ) 


生存 を 強制 する 力 。 生 存 へ の 圧力 。 生 物 へ の 
規制 。 


生物 が 、 様 々 な 暗黒 性 を 持つ こと 。 
それ ら の 背景 に は 、 以下 の 存在 が ある 。 
(1 ) 生存 を 強制 する 力 。 

(2 ) 生存 へ の 圧力 。 


それ ら は 、 生 物 に 対し て 、 以 下 の 実 現 を 強制 する 。 
「 生 存 の 持続 。 」 

ЕТ, Me, 以下 の 側面 に お いて 、 東 縛 す る 。 
(A) その 存在 。 

(В ) その 社会 的 行動 。 

それ ら は 、 生 物 固 有 で ある 。 

生物 は 、 そ れ ら を 、 自 身 の 中 に 、 内 蔵 する 。 


それ ら の 力 や 圧力 は 、 以 下 の 内 容 を 、 生 成す る 。 

「 規 制 。 」 

「 生物 が 持つ 、 固 有 の 社会 規範 。 」 

生物 は 、 そ れ に 、 自 動 的 に 従う 。 

生物 は 、 そ れ に 従う こと を 、 絶 え ず 強制 され て いる 。 
生物 は 、 そ れ に 対し て 、 逆 らち うこ と が で き な い 。 
生物 は 、 そ れ を 、 生 まれ つき 、 体 内 に 、 強 制 的 に 、 埋 め 込 まれ て い 
5. 

生物 は 、 そ れ を 、 子 孫 代 々 に わた っ て 受け 継ぐ 。 
それ は 、 生 物 に と っ て 、 永 遠 に 続く 。 

それ は 、 生 物 固 有 で ある 。 

Silt, ne, BBO. ARTS. 

それ は 、 次 の よう に 呼べ る 。 

『 生物 へ の 規制 。 」 


(初出 2020 年 7 月 。 ) 


生物 へ の 規制 。 そ の 性 質 。 


「 生 物 へ の 規制 。 」 

それ は 、 次 の よう な 性 質 を 持つ 。 
(1-1) 生 物 固 有 の 規制 。 

(1- 2) 生 物 が 最初 か ら 持 つ 規制 。 
(1-3) 生 物 が 本 来 持つ 規制 。 


4 ) 生物 が 根源 的 に 持つ 規制 。 
5 ) 生物 を 、 生 物 と し て 存在 させ る こと 。 そ の た め の 規 制 。 


OY ^^ 
— — 


2-1) 生物 を 支配 する 規制 。 
2-2) 生物 に 対し て 強制 力 を 持つ 規制 。 


oN 


(初出 2020 年 7 月 。 ) 


生物 へ の 規制 。 そ の 内 容 。 


「 生 物 へ の 規制 。 」 

その 規制 は 、 生 物 に 対し て 、 以 下 の 内 容 を 、 強 制す る 。 

C1) 

自身 が 生存 し て いる 状態 

Е. BRET, 自動 的 に 存続 させ る こと 。 

その 生存 の 持続 

それ を 、 生ま れつ き 、 生物 の 中 に 、 埋 め 込 むこ と 。 

生物 が 、 そ れ ら の 受容 を 、 一 生 、 強 制 さ れる こと 。 

生物 が 、 そ れ ら の 受容 を 、 無 意識 の うち に 、 一 方 的 に 、 強 制 さ れる 


生物 が 、 そ れ ら の 受容 を 、 自 身 の 意図 に 反し て いて も 、 強 制 さ れる 
C1 

ag. 

それ ら の 行為 に は 、 苦 痛 が 伴う こと 。 

その 苦痛 を 、 生 まれ つき 、 生 物 の 中 に 、 埋 め 込 むこ と 。 

生物 は その 苦痛 を 、 無 意識 の うち に 、 一 方 的 に 、 強 制 さ れる こ 


nis, その 苦痛 を 、 自 身 の 意 図 に 反し て いて も 、 強 制 さ れる こ 


生物 は 、 そ れ ら の 行為 を 、 な る べく 回 避 す べき こと 。 


(1-2) 

AIS. 

自 伤 。 

それ ら の 行為 に は 、 苦 痛 が 伴う こと 。 


その 苦痛 を 、 生 まれ つき 、 生 物 の 中 に 、 埋 め 込 むこ と 。 
生物 は 、 そ の 苦痛 を 、 無 意識 の うち に 、 一 方 的 に 、 強 制 さ れる こ 


а 
生物 は 、 そ の 苦痛 を 、 自 身 の 意 図 に 反し て いて も 、 強 制 さ れる こ 


о 


生物 は 、 そ れ ら の 行為 を 、 な る べく 回 避 す べき こと 。 


(2) 

自身 の 子孫 を 生成 する こと 。 

その た め に 生殖 行為 を する こと 。 

その 生殖 行為 を 、 本 能 的 に 、 自 動 的 に 行う こと 。 

その 生殖 行為 の 実行 。 

それ を 、 生 まれ つき 、 生 物 の 中 に 、 埋 め 込 むこ と 。 

生物 は 、 そ れ ら の 行為 の 実行 を 、 無 意識 の うち に 、 一 方 的 に 、 強 制 
され る こと 。 

生物 は 、 そ れ ら の 行為 の 実行 を 、 自 身 の 意図 に 反し て いて も 、 強 制 
され る こと 。 


(3) 

ВОС с, 

ВОРОН 9 ФСС, 

その た め に 、 生 存 競 争 を する こと 。 

その た め に 、 生 存 奈 件 を 向上 させ る こと 。 

それ ら の 行為 を 、 本 能 的 に 、 自 動 的 に 行う こと 。 

それ ら の 行為 の 実行 。 

それ を 、 生 まれ つき 、 生 物 の 中 に 、 埋 め 込 むこ と 。 

生物 は 、 そ れ ら の 行為 の 実行 を 、 無 意識 の うち に 、 一 方 的 に 、 強 制 
され る こと 。 

生物 は 、 そ れ ら の 行為 の 実行 を 、 自 身 の 意 図 に 反し て いて も 、 強 制 
され る こと 。 


(4) 

その 生存 の 持続 。 

EDFAOEM, 

それ ら が 、 生 物 に と っ て 、 子 孫 代々 に わた っ て 、 永 久 的 に 、 自 動 化 
され る こと 。 

それ ら を 、 生 物 に 対し て 、 そ の 子孫 代々 に わた っ て 、 永 久 的 に 、 強 
制す る こと 。 

それ ら の 受容 。 


それ ら の 行為 の 実行 。 

それ ら を 、 生 まれ つき 、 生 物 の 中 に 、 埋 め 込 むこ と 。 

生物 は 、 そ れ ら を 、 無 意識 の うち に 、 一 方 的 に 、 強 制 さ れる こと 。 
生物 は 、 そ れ ら を 、 自 身 の 意 図 に 反し て いて も 、 強 制 さ れる こと 。 


(5) 

生物 の 存続 。 

その 永久 化 。 

永遠 の 生物 。 

その 実現 。 

それ が 、 生 物 に と っ て 、 自 動 化 され る こと 。 

それ を 、 生 まれ つき 、 生 物 の 中 に 、 埋 め 込 むこ と 。 

生物 は 、 そ れ ら の 受容 を 、 無 意識 の うち に 、 一 方 的 に 、 強 制 さ れる 
こと 。 

生物 は 、 そ れ ら の 受容 を 、 自 身 の 意 図 に 反し て いて も 、 強 制 さ れる 
се. 


(6) 

それ ら の 受容 。 

それ ら の 行為 の 実行 。 

(6-1) 

生物 が 、 それら を 行う 場合 。 

生物 が 。 それら を 行わ な い 場 合 。 

それ は 、 次 の よう な 、「 結果 の 分 岐 」 を 、 生 物 に 対し て 、 自 動 的 に 
も た ら す 。 

(6-1-1) 生 物 は 、 そ れ ら を する 。 
する と 、 生 物 は 、 以 下 の 結 果 を 得る 。 
(A) 快感 を 覚え る こと 。 

(BB ) 和 幸福 感 を 得る こと 。 

(C) 正義 感 を 得る こと 。 

(р) 優越 感 を 得る こと 。 

(E ) 有 力 感 を 得る こと 。 


- 1 - 2 ) 生物 は 、 そ れ ら を し な い 。 
=. МЗ, 以下 の 結果 を 得る 。 

) 不快 感 を 覚え る こと 。 

) 不幸 感 を 得る こと 。 

) BRASS ce, 

) HSRe8Sce, 

) 無力 感 を 得る こと 。 


(6-2) そ れ ら の 感覚 の 取得 。 

それ が 、 生 物 に と っ て 、 自 動 化 され る こと 。 

それ を 、 生 まれ つき 、 生 物 の 中 に 、 埋 め 込 むこ と 。 

生物 は 、 そ れ ら の 感覚 の 取得 を 、 無 意識 の うち に 、 一 方 的 に 、 強 制 
され る こと 。 

生物 は 、 そ れ ら の 感覚 の 取得 を 、 自 身 の 意 図 に 反し て いて も 、 強 制 
され る こと 。 


「 生 物 へ の 規制 。 」 

それ は 、 生 物 に 対し て 、 一 方 的 に 強制 され た 規制 で ある 。 
そし て 、 生 物 は 、 そ の 規制 を 、 生 まれ つき 内 蔵 し て いる 。 
以下 の こと の 実現 。 

それ は 、 生 物 に と っ て 、 根 本 的 に 、 困 難 で ある 。 

(1) その 規制 を 、 避 ける こと 。 

(2) その 規制 を 、 無 か っ た こと に する こと 。 

(3) そ の 規制 を 、 無 視 す る こと 。 


生物 は 、 生 き に くさ を 抱え て いる 。 
生き る こと 。 

それ は 、 生 物 に と っ て 、 人 不快 で ある 。 

し か し 、 生 物 は 、 生 き 続 ける し か な い 。 
生き る こと 。 

生物 は 、 そ れ を 、 生 まれ つき 、 強 制 さ れ て いる 。 
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生物 が 、 そ の 一 生 を 、 充 実 さ せる こと 。 そ の 


条 件 。 


生物 が 、 そ の 一 生 を 、 成 功 さ せる こと 。 
生物 が 、 そ の 一 生 を 、 充 実 さ せる こと 。 
生物 が 、 そ の 一 生 に 、 満 足す る こと 。 


それ ら の 実現 。 
その 決め 手 は 何 か ? 


それ は 、 以下 で ある 。 
生物 へ の 規制 。 それに 、 適 応 す る こと 。 


それ は 、 す な わ ち 、 以下 で ある 。 
НВФ. Пе, Нее 
( 1) 人 遺伝 的 子孫 。 

例 。 血 縁 が ある 子供 。 息 子 。 女 。 


( 2) 文化 的 子孫 。 

例 1 . 血縁 の 無い 弟子 。 

例 2 . 彼ら 自身 の 作品 。 

それ ら は 、 以下 を 、 高 い レ ベル で 、 実 現す べき で ある 。 
例 。 新 規 性 。 独 創 性 。 完 成 度 。 品 質 。 耐 久 性 。 


その 場合 、 で きれ ば 、 AFORE MET EDM, 望ま し い 。 
彼ら 自身 の 子 拓 の 全滅 。 そ れ を 防ぐ こと 。 

(1) 彼ら 自身 の 子 拓 。 そ れ ら の 数 を 、 多 くす る こと 

それ ら を 、 和 複数 生成 する こと 


)R5BSOFR それら の 分 布 を 、 分 散 さ せる こと 。 
- 1 ) 室 間 的 な 分 散 。 場 所 を ずら すこ と 

- 2 ) 時 間 的 な 分 散 。 時 期 を ずら すこ と 

ら を 、 同 時 に 実現 する こと 。 


(3 ) 彼ら 自身 の 子 拓 。 それら 衝 自 の 生存 し や すさ 。 その レベ ル を 
高め る こと 。 

|, 能力 の 高 さ 。 品 質 の 高 さ 。 

上 記 は 、 以下 の た め に 必要 で ある 。 

彼ら 自身 の 子 随 。 それら の 永続 し や ゃ すさ 。 そ の 確実 さ 。 そ の 実現 。 


生物 は 、 そ れ ら を 実現 する 。 

そう し て 、 生 物 は 、 以 下 が 可 能 に な る 。 

( 1) 彼ら の 毎日 の 生活 を 、 充 実 し た 気分 で 、 送 る こと 。 
(2 ) 彼ら の 一 生 を 、 満 足し て 、 終え る こと 。 


それ は 、 人 間 も 同 様 で ある 。 


人 間 が 、 そ の 一 生 を 、 充 実 さ せる こと 。 
その た め に は 、 上 記 の どれ か を 、 和 実現 すれ ば 良い 。 
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生物 が 、 нас. ЗФ. 


生物 は 、 以 下 の 行 為 で 、 救済 さ れる 。 
ВОЕН Ce, それに 成功 する こと 。 
その 試み を 、 生 き て いる 間 に や リ り 尽く すこ と 。 
УЗ, МТО сСФ5. 

遺伝 的 子孫 。 文 化 的 子孫 。 


その 行為 は 、 以 下 の 内 容 で ある 。 生物 へ の 規制 へ の 適合 。 
これ は 、 人 間 も 同 様 で ある 。 

生物 へ の 規制 へ の 適合 。 

それ が 、 以下 を 救済 する 。 

生物 の 存在 。 生物 の 精神 。 

それ に 、 以下 は 必要 無い 。 神 。 


自身 の 子 擬 を 後世 に 継承 する こと 。 そ うし て 、 自 身 の 存 在 を 永続 さ 
せる こと 。 

これ は 、 以下 と 同等 で ある 。 

永遠 の 生物 を 得る こと 。 

死後 、 天 国 に 行く こと 。 
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生物 は 、 宗 教 を 必要 と する 。 


生物 は 、 以 下 を 持つ 。 生 きる こと へ の 意思 。 こ れ は 、 植 物 も 同様 で 
DS. 


生物 は 、 生 き 続 ける 。 
その た め に 、 生 物 は 、 以 下 の ( A ) の 存在 を 必要 と する 。 


(А) 

//// 

生物 に と っ て 、 頼 れる 存在 。 
生物 に 対し て 、 以下 を 与え る 存在 。 
保護 。 

加護 。 

安心 。 

生き る 意思 。 

FES Rx. 


生物 に と っ て 、 そ の 依存 の 対象 。 
//// 


単独 で 生き て 行く こと 。 
独力 で 生き て 行く こと 。 
それ は 、 生 物 に と っ て 、 困 難 で ある 。 
それ は 、 生 物 に と っ て 、 不 安 で ある 。 
それ は 、 生 物 に と っ て 、 恐 怖 で ある 。 


生物 は 、 阪 独 で ある 。 

生物 は 、 無 力 で ある 。 

生物 は 、 何 か に 頼り た い 。 

それ は 、 人 間 以 外 の 動物 も 同様 で ある 。 例 。 ひ な 鳥 に と っ て の 親 
Fo 


上 记 OD (A) の 存在 は 、 生 物 に と っ て 、 必 要 で ある 。 
それ は 、 実 在 し て いな く て も 、 必 要 で ある 。 
それ は 、 和 実在 不可 能 で あっ て も 、 必 要 で ある 。 


生物 は 、 そ れ が 存在 し な いと 、 心 理 的 に 不安 で ある 。 
生物 は 、 そ れ が 存在 し な いと 、 生 き て 行く 勇気 を 持て な い 。 
上 记 OD (A) の 存在 。 そ れ は 、 生 物 に と っ て 、 本 質 的 に 必要 で あ 


о 


それ は 、 以 下 の 発生 の 起源 で ある 。 
TA. COMB. 


mA, CORB, LVWOFECOEO SS. 

それ は 、 生 物 が 共通 に 所 持 す る 。 

それ を 持つ 生物 の 種類 は 、 人 間 に 限 定 さ れ な い 。 そ れ へ の 欲求 は 、 
生物 に と っ て 、 不 可 避 で ある 。 


Religion. Reliance. それ ら の 言葉 は 、 英 語 で は 、 つ づり が 共通 で あ 
る 。 


例え ば 、 人 間 は 、 以下 の 存在 を 想定 し た 。 

BELT. MIB. HH. COMM, 

定住 生活 様式 。 前 例 。 そ の 保持 者 。 古 参 者 。 そ れ が 書か れ た デー 
夕 。 经 典 。 
生物 に と っ て の 、 頼 れる 存在 。 

それ を 必要 と する 生物 の 種類 は 、 人 間 に 限 定 さ れ な い 。 


示 教 。 そ れ は 、 以下 の 総称 で ある 。 頼る こと 。 頼る 心理 。 頼 る 行 
为 


生物 は 、 全 て 宗教 を 持つ 。 宗 教 は 、 人 間 の 専売 特許 で は 無い 。 
宗教 の 対象 を 、 人 間 に 限 定 す る 行為 。 そ うし て 、 人 間 存 在 を 、 選 民 
と し て 捉え る 行為 。 

それ は 、 生 物 一 般 に と っ て 、 以下 の 行為 に 当たる 。 それ は 、 高 慢 で 
ある 。 そ れ は 、 思 い 上 が っ て いる 。 


生物 に と っ て の 、 頼 れる 存在 。 人 間 に と っ て の 、 頼 れる 存在 。 
遺伝 学 。 神 経 科 学 。 そ れ ら の 科学 者 や 無神論 者 。 彼 ら は 、 上 記 の 
СА) に 相当 する 存在 を 、 人 々 に 対し て 、 示 す 必 要 が ある 。 そう で 
な いと 、 人 々 は 、 精 神 的 に 耐え られ な い 。 

遺伝 学 。 神 経 科 学 。 そ れ ら と 宗教 と の 両立 。 そ れ が 必要 で ある 。 
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生物 へ の 規制 。 人間 へ の 適用 。 


人 間 も 、 生 物 の 一 種 と し て 、 絶 え ず 、 次 の 内 容 の 支配 トト に ある 。 
「 生物 が 持つ 、 固 有 の 社会 規範 。 ， 
「 生 物 へ の 規制 。 」 


例 。 人 間 の 男性 の 場合 。 

男性 は 、 女 体 を 好む 。 

男性 は 、 女 体 に 対し て 、 性 的 に 誘引 され る 。 
男性 は 、 以 下 を 好む 。 

( 1) 女体 を 触る こと 。 女 体 を 犯す こと 。 

(2 ) 女体 の 評価 。 そ の ラン ク 付 け 。 

し か し 、 そ れ は 、 男 性 に と っ て 、 自 発 的 行為 で は な い 。 


女体 を 好き に な る こと 。 
男性 は 、 そ れ を 、 生 まれ つき 、 強 制 さ れ て いる 。 


それ は 、 生 物 へ の 規制 に 基づく 。 


「 生物 へ の 規制 。 ， 
それ が 、 人 間 の 生活 に お いて 、 次 の 内 容 を 、 絶 え ず 、 も た らし て い 


る 。 

苦 酷 さ 。 暗 黒 性 。 

その 内 容 の 、 人 間 に お ける 事例 。 

それ は 、 以下 の 内 容 で ある 。 

「 人 間 へ の 規制 。 」 

Bald, ИЖ, 以下 の よう に まとめ た 。 


人 間 へ の 規制 。 そ れ ら に お いて 、 特 に 暗黒 で ある 側面 。 そ れ ら の 内 
容 を 、 暗 黒 面 に 尋 っ た も の 。 それ ら の 説明 。 それ ら の 詳細 な リス 


ト 。 
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人 間 の 本 性 の 層 化 。 


人 間 の 本 性 や 特性 は 、 次 の 内 容 で 、 構 成 さ れ て いる 。 
「 以下 の よう な 層 の 堆積 。 」 


1 上 位 O 屋 

(4) AMOR (表層 ) 
(3) 動物 の 層 

(2) 生物 O 屋 

(1 ) 物质 O 屋 (SE) 
} 下 位 の 層 


人 間 の 特性 は 、 以 下 の よ うに な る 。 

( 1) 物質 と し て の 特性 。 例 。 重 量 が ある こと 。 

(2 ) 生物 と し て の 特性 。 例 。 遺 伝 子 を 持つ こと 。 呼吸 を する こ 
と 


(3 ) 動物 と し て の 特性 。 例 。 移 動 を する こと 。 


次 の 内 容 を 探す こと は か な り 難 し い 。 
「 他 の 動物 に 無い 、 人 間 独 自 の 本 性 、 特 性 。 」 


宗教 で 、 次 の よう な 主張 を する こと 。 
「 良心 は 、 一 般 の 動物 に は 無い 。 良心 は 、 人 間 に し か な い 。 4 


し か し 、 次 の よう な 内 容 の 動画 が 、 実 際 に 存在 する 。 

「 猫 同士 が 、 餌 の 譲り 合い を する 。 1 

猫 は 、 人 間 以 外 の 動物 で ある 。 

そこ で 、 次 の 可能 性 が 存在 する 。 

「 人間 以外 の 動物 に も 、 恨 心 が あ る 。 | 

この 問題 を 解決 する に は 、 以下 の こと が 必要 で ある 。 

「 人 間 以 外 の 動物 に つい て 、 そ の 社会 心理 を 、 解 明 す る こと 。 1 
動き 回 る 生物 は 、 動 物 の 中 に 、 含 め る 。 例え ば 、 BH, 
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人 間 へ の 規制 。 そ の 暗黒 面 。 


人 間 の 暗黒 面 。 そ の リス ト 。10 箇 人 条 。 


人 間 の 精神 。 そ れ が 本 源 的 に 持つ 、 暗 黒 面 。 

それ は 、 人 間 に と っ て 、 本 質 的 で ある 。 

それ は 、 人 間 に と っ て 、 逃 れる こと が 難し い 。 

その 内 容 を 、10 箇 系 へ と 、 コ ン パ クト に まとめ て みた 。 

(1) 快楽 に は まる こと 。 

(1-1) 安 楽に は まる こと 。 楽 を し よう と する こと 。 人 怠 ける こ 
と 。 手抜き を し よう と する こと 。 

(1- 2) 快感 に は まる こと 。 気 持ち いい こと に は まる こと 。 セ ッ 
クス を する こと 。 お いし い 食 物 を 沢山 食べ る こと 。 い い 匂 い を か ぐ 
こと 。 た ば こ や 麻 薬 に は まる こと 。 
(2-1) 違 反する こと 。 失 敗 す る こと 

(2-2) Вэ. WROTE, ВЕРЕС, 
BSo0nrtlessegTce, AM. BR. 

(3) MTS CE, ROTKE, ECEMSSEFSADRZESIO 
張る こと 。 

(4) 自 惚れ る こと 。 高 慢 で ある こと 。 

(5 ) 他 人 を 押し の け て 、 自 身 の 宣 伝 を する こと 。 自 身 を 前 面 に 押 
し 出す こと 。 他 人 を 支配 する こと 。 

(6 ) 見 捨て る こと 。 困 っ て いる 人 を 助け な いこ と 。 他 人 を 使い 搭 
て る こと 。 

(7 ) 裏 切る こと 。 寝 返る こと 。 密 通す る こと 。 嘘 を つく こと 。 
(8 ) 配 慮 し な いこ と 。 嫌 が ら せ を する こと 。 ЕНЕЗдСЬ, 55 
いも の を いじ め る こと 。 

(9) 略 礁 する こと 。 横 取り を する こと 。 

(1 .0 ) 生 物 。 人間 。 そ れ ら の 絆 傷 を 行う こと 。 有 用 な も の の 破壊 
を 行う こと 。 
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人 間 の 暗黒 面 。 そ の 詳細 な 説明 。 


人 間 の 暗黒 面 。 問 題 意識 。 


筆者 は 、 次 の よう に 考え る 。 
「 私 は 、 人 間 に 生 まれ て こ な け れ ば 、 よ か っ た 。」 


生物 と し て 、 そ の 存在 や 精神 が 、 酷 すぎ る こと 
人 間 の 存在 や 精神 は 、 汚 過ぎ る 。 

人 間 の 存在 や 精神 は 、 不 良 で ある 。 

人 間 の 存在 や 精神 は 、 ネ ガ テ ィ ブ で ある 。 

人 間 の 存在 や 精神 は 、 本 来 的 に 汚染 され て いる 。 
人 間 の 存在 や 精神 は 、 暗 黒 で ある 。 


生物 や 人 間 は 、 ど ん な と ころ が 酷い の か ? 


その 存在 が 、 穫 小 で 、 つ ま ら な いこ と 。 

それ は 、 以下 の 理由 に よる 。 

「 人間 は 、 生 物 の 一 種 で ある 。 1 

それ は 、 人 間 に と っ て 、 次 の も の で ある 。 

"fm, Child, UNSNB. ИЗ ЕВ СФЬ. | 


それ は 、 以 下 の 内 容 を 持つ 。 
“生物 上 し て の 限界 о 1 


その 内 容 は 、 何 か ? 
開 者 は 、 以 下 の 内 容 を 、 人 箇 休 書き に し て 、 コ ン パ クト に まとめ て み 


た 。 
「 生物 や 人 間 が 持つ 精神 。 


それ が 持つ 、 本 源 的 な 側面 。 
それ が 持つ 、 本 質 的 で 、 逃 れ が た い 側 面 。 
その 暗黒 面 。 」 
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人 間 の 本 性 は 、 不 良性 や 暗黒 性 で ある 。 


「 人 間 の 存在 や 精神 に お ける 、 不 良性 や 暗黒 性 。 」 
それ は 、 ど こ に 由来 する か ? 
それ は 、 次 の 通り で ある 。 

(1) 生 物 で ある こと 。 

( 2) 動物 で ある こと 。 


その 根本 問題 は 、 他 の 種類 の 生物 と 共通 で ある 。 
例え ば 、 カ プ ト ム シ の オス と メス 。 
それ は 、 人 間 特 有 で は な い 。 


次 の よう に 考え る こと 。 

(1 ) 人 間 だ けが 、 宗 教 的 に 原 湯 を 持つ 。 
(2 ) 人 間 だ けが 、 救 われ る 。 

それ は 、 次 の 内 容 の 表れ で ある 。 

「 無 知 。 思 い 上 が リ り の 心 。」 


生物 や 人 間 は 、 自 身 の こ と が 一 番目 で ある 。 
生物 や 人 間 は 、 自 身 の こ と を 、 他 者 より も 、 優 先 す る 。 
生物 や 人 間 は 、 他 者 に 対し て 酷い 扱い を する 。 
生物 や 人 間 は 、 自 身 を 有利 に する 。 

その た め 、 生 物 や 人 間 は 、 他 者 を 平気 で 跡 落 と す 。 
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Ее (<, MINFTSCeH, COR. 


生物 と し て の 成功 。 そ れ は 何 か ? 

それ は 、 以下 の 内 容 を 、 後 世に 残す こと で ある 。 

( 1) 自身 の 遺伝 的 子孫 。 

( 2) 自身 の 文化 的 子孫 。 

生物 は 、 そ れ を 残せ た 。 そ の 生物 は 、 勝 ち 組 で ある 。 
生物 は 、 そ れ を 残せ な か っ た 。 その 生物 は 、 負 け 組 で ある 。 


人 間 も 、 こ うし た 傾向 を 受け 継ぐ 。 

以下 の 人 々 を 、 社 会 的 に 見 下 し 、 馬 鹿 に する こと 。 
(1 ) 結婚 で き な い 人 。 

( 2) 自身 の 子供 を 持て な い 人 。 
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自身 の 存続 。 そ の 最 優先 。 


男女 は 、 両 方 と も 、 次 の こと の 実現 の た め に 、 何 で も する こと 。 
「 自 身 の 遺 伝 的 子 拓 を 、 後 世に 残す こと 。 1 


次 の こと に 、 落 命 に な る こと 。 
「 自 身 の 意 見 や 価値 観 。 そ れ ら を 、 文 化 的 子 拓 と し て 、 後 世に 残す 
ем. 1 


食べ る 必要 が ある こと 。 
次 の こと を 、 人 遺伝 的 に 義務 付け られ て いる こと 。 
「 生 存 状 態 の 維持 。 」 


それ を 、 遺 伝 的 に 、 強 制 さ れ て いる こと 。 


他人 を 平気 で 押し の ける こと 。 
男女 と も 、 自 身 の こ と を 最 優先 する こと 。 
自己 優先 で ある こと 。 


それ は 、 性 別 で は 、 次 の 通り で ある 。 


女性 は 、 次 の 通り で ある 。 
( 1) 自己 保 身 的 。 
( 2) 自己 中 心 的 。 


男性 は 、 次 の 通り で ある 。 
(11) 自己 拡大 的 。 


仮に 、 人 間 が 、 次 の 状態 に な っ た 、 と する 。 
(1 ) 彼 は 、 生 存 競 争 に 負け た 。 
(2 ) 彼 は 、 生 存 競争 で 、 不 利 に な っ た 。 


する と 、 そ の 人 間 は 、 死 ぬ し か な い 。 
そう し た 人 間 は 、 生 きる し か ば ね に な る 。 
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味方 の 数 を 増やす こと 。 敵 を 消す こと 。 


味方 の 数 を 増やす こと 。 

それ は 、 次 の 存在 で ある 。 

「 有 益 な 存在 。 」 
(ТМ ЕЕ, 7O-»Y. 
( 2 ) 协力 者 。 


散在 消 才 忆 上。 
それ は 、 次 の 存在 で ある 。 
「 有 害 な 存在 。 」 


(1 ) 反対 の 存在 。 異 質 の 存在 。 
(2 ) ライ バル 。 


自身 へ の 同質 者 を 受容 する こと 
互い に 、 仲 間 を 作る こと 。 
互い に 、 助 け 合 うこ と 。 


自身 へ の 異質 者 を 拒絶 する こと 。 
EN5e, ЗЕЕ) СЕ 
それ ら を 、 攻 撃 す る こと 。 

それ ら の 存在 を 抹消 する こと 


人 間 に と っ て 、 他 者 は 、 以 下 の 和 存在 で ある 。 
(1-1) 人 遺伝 的 な 同質 者 。 
(1- 2) 人 遺伝 的 な 異質 者 。 


(2-1) 人 文化 的 な 同質 者 。 
(2-2) 人 文化 的 な 異質 者 。 


異質 者 を 消去 する こと 


異質 者 と は 。 以下 の 通り で ある 。 

(1 ) 人 遺伝 面 や 血縁 面 で 遠い 存在 。 例 えば 、 人 種 が 違う 人 。 

(2) 文化 面 で 遠い 存在 。 例 えば 、 宗 教 や 思想 倍 矯 が 違う 人 。 

2 - 1 ) 生活 面 で は 、 以 下 の 通 り で ある 。 

2-1-1) 移 動 生 活 様式 。 そ の 人 は 、 個 人 の 自由 独立 を 否定 す 


定住 生活 様式 。 そ の 人 は 、 定 住 集 団 内 部 の 和合 に 対 
る 。 


他人 と 価値 観 を 共有 する こと 。 
そう し て 、 彼 自身 を 拡張 する こと 。 そ うし て 、 気 が 大 きく な る こ 
と 


そう し て 、 生 き 残 りや すく な る こと 。 そ うし て 、 安心 する こと 
人 間 に と っ て 、 同 じ 価 値 観 の 共有 者 は 、 将 成 者 で ある 。 


自身 へ の 区 成 者 。 彼 ら を 受容 する こと 。 
互い に 、 仲 間 を 作る こと 。 


互い に 、 助 け 合 うこ と 。 


自身 へ の 反対 者 や 批 交 者 や ライ バル を 拒絶 する こと 。 
それ ら を 、 准 た く 拒 否 す る こと 。 

それ ら を 、 攻 撃 す る こと 。 

それ ら の 存在 を 抹消 する こと 。 


人 間 に と っ て 、 他 者 は 、 以 下 の 和 存在 で ある 。 
(1-1) 人 遺伝 的 な 賛成 者 。 
(1- 2) 遺 伝 的 な 反対 者 。 


(2-1) ХК, 
(2 - 2) 文 化 的 芯 反 对 者 。 
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貫 傷 や 破壊 を 行う こと 。 


FMPABORmBETISC Cc. 
有用 な も の の 破壊 を 行う こと 。 


次 の こと を 平気 で 行う こと 。 
Геос, FR, Е. HI, BA. |1 
人 間 に と っ て 、 そ の 対象 は 、 次 の 存在 で ある 。 
「 自 身 に と っ て 、 都 合 の 悪い 存在 。 」 


その 滴 害 の 分 類 は 、 次 の 通り で ある 。 
(1) £MORE. 
(2) 文化 の 抹消 。 
(3 ) 情報 の 抹消 。 


それ は 、 性 別 で 見 る と 、 次 の 通り で ある 。 
( 1) 男性 は 、 次 の こと を 平気 で 行う 。 
自己 拡大 に 邪魔 な 人 々 を 、 毅 害し 、 虐 殺す る こと 。 


) 女性 は 、 次 の (2 - 1 ) に つい て 、 次 の (2 - 2 ) を 平気 で 


1 ) 自己 中 心性 を 損ね る 、 自 身 に と っ て 気にいら な いい 人 間 。 
2-1) その 人 を 、 定 住 集 団 か ら 追 放す る こと 

- 2 - 2 ) その 人 を 、 ど この 集団 に も 入れ な くさ せる こと 。 
2-3) その 人 を 、 死 な せる こと 。 


人 間 社 会 で は 、 そ れ は 、 当 然 の こと と みな され る 。 


次 の (1 ) の 状況 で 、 次 の ( 2) を 行う こと 。 
それ に つい て 、 何 も 癌 お うと し な いこ と 。 

( 1 ) 緊急 時 。 戦 争 時 。 治 安 が 悪い 時 。 

( 2 ) 彼ら が 危な い 敵 と みな し た 相手 を 滴 害 する こと 
それ は 、 む し ろ 称 費 さ れる 。 

ЯН. ВЖЕ 5, "ВЖХЕХ, BORA ES. 


都合 の 悪い 文化 財 や 、 情 報 を 、 破 壊し 、 抹 消す る こと 
それ が 、 有 用 で あっ て も 、 そ うす る こと 


上 位 者 は 、 下 位 者 を 、 勝 手 に 毅 害 し 、 抹 消す る 。 
その 上 位 者 は 、 何 も 言わ れ な い 。 

例え ば 、 日 本 の 武士 に よる 農民 の 試し 斬り 。 
HAIL VPAUNDABAICLS BARE. 


(Ric, EMEA PUBIC UT. ME PHReE mo. CFS, 
TSC, Ни, HESONAU, 
下位 者 は 、 そ の 存在 を 処分 され る 。 


仮に 、 下 位 者 が 、 同 等 の 者 か 上 位 者 を 毅 害 し た 、 と する 。 
する と 、 ト 下位 者 は 、 上 位 者 に よっ て 、 処 罰 さ れる 。 
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有 能 さや 、 B7ISeEBMRISCC 


有 能 さや 、 有力 さ を 譜 示す る こと 


バト ル を 好む こと 。 

マウ ント 合戦 を 好む こと 

次 の こと を 好む こと 。 

「 自 身 の 力 を 議 示 する こと 。 1 

勝ち 負け に うる さい こと 。 

社会 に 認め られ る た め に 、 勝 つこ と 。 
ВСЕ, НВФ ЖЕНЕ С, 


HOCK, COUT, HAWICBRECHSCRRANScCE, そう 
し て 、 社会 的 に 上 位 に な る こと 。 


それ は 、 性 別 で 見 る と 、 次 の 通り で ある 。 

( 1) 男性 は 、 有 能 さ を 誇示 する 。 男 性 は 、 そ うし て 、 無 能 者 を い 
じ め る 。 

(2 ) 女 性 は 、 上 位 性 、 中 心性 を 誇示 する 。 女 性 は 、 そ うし て 、 下 
位 者 や 周辺 者 を いじ め る 。 


自慢 する こと 
自己 宣伝 する こと 


プラ イ ド が 高 いこ と 。 
自惚れ る こと 。 
高慢 で ある こと 。 
自画 自 敬 する こと 

次 の こと が 、 不 快 で ある こと 。 


「 他 人 か ら 自 慢 さ れる こと 。」 
人 間 社 会 に お いて は 、 和 自慢 は 、 社 会 的 批 交 の 対象 で あぁ る 。 


HLEISNABWKDSCTScE, 
EOD, ROS, BE CHScCE, 


НЕВЕ СНЕ, BISMURAICe. COUT, ЕСС 
と 。 

失敗 や 敗北 を する こと 。 そ うし て 、 彼 の プラ イド を 傷付け る こと 。 
そう し て 落ち 込む こと 。 

ENSICDIIT, НЕЕ СС 

し か し 、 そ れ は 、 次 の 表れ で ある 。 

「 本 来 持 つ 、 隠 れ た プラ イド の 高 さ 。 」 


仮に 、 人 間 に と っ て 、 自 慢 が 可能 な 状況 が 回 復 し た 、 と する 。 
それ は 、 次 の こと で ある 。 

(11) 成功 し 、 勝 利 す る こと 。 そ うし て 、 社 会 的 地位 が 再度 向上 す 
る こと 。 

(2) 自慢 が 可能 な 状況 が 、 思 わ ず 突 然 実 現す る こと 

する と 、 人 間 は 、 議 虚 な 外面 が 外れ る 。 人 間 は 、 自然 に 自慢 する 。 


他人 を 押し の け て 、 自 身 に つい て 宣伝 を する こと 
自身 の 存在 を 、 前 面 に 押し 出す こと 
他人 を 支配 する こと 


生得 的 に 、 次 の 視点 を 持つ こ と 。 


彼ら は 、 有 力 者 に 対し て 、 絶 力 を 感じ る 。 
彼ら は 、 無 力 者 に 対し て 、 絶 力 を 感じ な い 。 


男性 は 、 女 性 的 女性 に 対し て 、 性 的 燃 力 を 感じ る 。 
彼女 は 、 社 会 に お ける 有力 者 で ある 。 

男性 は 、 男 性 的 女性 に 対し て 、 性 的 魅力 を 感じ な い 。 
彼女 は 、 社 会 に お ける 無力 者 で ある 。 


女性 は 、 男 性 的 男性 に 対し て 、 性 的 魅力 を 感じ る 。 
彼 は 、 社 会 に お ける 有力 者 で ある 。 

女性 は 、 女 性 的 男性 に 対し て 、 性 的 魅力 を 感じ な い 。 
彼 は 、 社 会 に お ける 無力 者 で ある 。 


彼ら は 、 絶 力 的 に な ろう と する 。 
彼ら は 、 有 力 者 に な ろう と する 。 
彼ら は 、 無 力 者 に な る こと を 避け る 。 
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RIRT м 


Шла. 

羨む こと 。 

上 に 上 が ろう と する 人 の 足 を 、 引 っ 張る こと 。 
Ели ©. 

次 の こと が 不快 で ある こと 。 

「 他 人 が 良い 思い を する こと 。」 


他人 の 足 を 引っ 張る こと 。 

他人 を 、 ラ イ バ ル と 見 な し て 、 攻 撃 す る こと 。 

他人 の 落ち 度 を 見 つけ て 、 他 人 を 引き ずり 落と すこ と 。 

他人 に ダメ ー ジ を 上 与え る こと 。 

他人 が 、 展 い 生 活 を 送る こと を 不可 能 に する こと 。 

他人 に 対し て 、 不 快 な 思い を させ る こと 。 

他人 に 対し て 、 以下 の 行為 を し て 、 心 理 的 ダメ ー ジ を 与え る こと 。 
(1 ) 又 上 一 力 一 行为 。 

(2 ) 了 3 三 咎 八 之 一 0 暴露 。 


他人 を 不幸 に し よう と する こと 。 


も し も 、 他 人 が 、 手 の 届か な いと ころ に 上 昇 し た と する 。 
する と 、 人 間 は 、 そ の 他人 を 、「 天 上 の 人 」 と 見 な す 。 
その 他人 を 、 全 面 的 に 称 次 する こと 。 

その 他人 の 栄光 に あず か ろう と する こと 。 

その お こぼれ を も ら お うと する こと 。 

そう し た 「 栄 光 浴 」 を 好む こと 。 
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ИЕРЕЙ, УСС. 


特権 や 既得 権益 を 作る こと 。 
それ ら を 容認 する こと 。 


限ら れ た 、 生 存 上 の 資源 を 取り 合う こと 。 
それ ら を 独占 し て 、 茎 得 権益 化す る こと 。 
その 状態 を 排他 的 に 維持 する こと 。 
そう し て 、 社 会 的 格差 を 作る こと 。 
そう し た 状態 を 、 永 続 化 さ せる こと 。 
例え ば 、 結 婚 の た め の 、 異 性 の 取り 合い 。 
例え ば 、 不 足す る 食糧 の 取り 合い 。 


人 間 に は 、 特 権 的 な 人 が いる 。 

彼ら は 、 最 初 か ら 、 存 在 す る 。 

彼ら は 、 何 も し な く て も 良い 。 

彼ら は 、 次 の (1 ) に お いて 、 次 の ( 2 ) の こと を 、 約 束 さ れ て い 
る 。 
(1) НВФ, НВФ 9 CE, 

(2 ) と て も 上 位 で ある こと 。 と て も 有利 で ある こと 。 

彼ら は 、 上 流 定住 集団 の メン バー で ある 。 

Е ФЕЯ, Я, СЕ СС. 

彼ら の 特権 的 待遇 は 、 代 々 、 平 然 と 引き 継が れる 。 

彼ら は 、 例 えば 、 以下 の 通り で ある 。 

(1 ) 资产 家 。 资 本 家 。 (地主 。 生 産 設 備 や イン フラ の 所 有 者 。 ) 
(2 ) 有力 者 の 一 家 。 王 家 。 в, 


既得 権益 を 好む こと 。 


生物 や 人 間 は 、 血 縁 や 家族 で 生き る 。 

生物 や 人 間 に と っ て 、 そ れ は 、 定 住 集 団 と な る 。 
そう し た 定住 集団 は 、 茎 得 権益 の 維持 を 生み や すい 。 
それ は 、 生 物 が 持つ 、 暗 黒 の 宿命 で ある 。 


「 特権 や 既得 権益 を 持っ た 人 々 。 上位 者 。 」 

下位 者 は 、 彼 ら に よっ て 、 虚 げ られ る 。 

そう し た 下位 者 は 、 反 乱 を 起こ す 。 

下位 者 は 、 そ うし て 、 彼 ら を 、 潰 す 。 

し か し 、 そ うし た 下位 者 が 、 今 度 は 、 上 位 者 に な る 。 

そう し た 新た な 上 位 者 は 、 以下 の も の を 、 新 た に 、 平 気 で 、 作 リ り 出 
す 。 
自身 の 特権 や 既得 権益 。 

彼ら は 、 そ れ を 、 維 持 し 始め る 。 


そう し た 人 間 は 、 新 た な 上 流 定 住 集団 を 作る 。 
再び 、 そ れ を 永続 化 さ せよ うと する こと 。 
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支配 する こと 。 


支配 する こと 。 


地位 や 権力 を 持 と うと する こと 。 

そう し て 、 以下 の 内 容 を 、 優 先 的 に 通 そ うと する こと 。 
自身 の 主張 。 自身 の 価値 観 。 

そう し て 、 反 対 者 を 抹 角 する こと 。 

反対 者 を 集団 か ら 追 放す る こと 。 


弾圧 を する こと 。 
弱い 者 いじ め を する こと 。 


以下 の 存在 を 、 消 去 す る こと 。 
(1) 彼ら に 反対 する 存在 。 
(2 ) 彼ら の ライ バル 。 


支配 欲 が 強い こと 。 

親 が 、 子 供 を 支配 する 。 

上 位 者 が 、 下 位 者 を 支配 する 。 

有力 者 が 、 無 力 者 を 支配 する 。 

有人 能 者 が 、 無 能 者 を 支配 する 。 

о 支配 者 に よっ て 、 奴隷 や 道具 と し て 、 扱 われ 


BUaL Loe, 平然 と し て 行う こと 。 
それ を 、 し つこ さく 行 うこ と 。 


スト レス 発散 を する こと 。 

弱い 者 を 、 そ の た め の 道 具 に する こと 。 
弱い 者 を 、 そ の た め に 、 犠牲 に する こと 
それ を 、 何 と も 思わ な いこ と 。 
弱い 者 を 虐 滴 し て 楽し むこ と 。 


生き て いく に は 、 そ れ を 、 受 け 入 れる し か な いこ と 。 
(初出 2008 年 9 月 。2020 年 7 月 。 ) 


вузе, MMICTSEcCe 


ВЕС. 
横取り を する こと 


自身 の 生物 や 立場 の 有利 さ を 保 つこ と 。 
その た め に 、 他 人 を 平気 で 犠牲 に する こと 。 
その た め に 、 他 人 に 対し て 、 奴 隷 労 働 を させ る こと 。 


他人 の 成功 を 勝手 に 自身 の 手柄 に する こと 

他人 の 持ち 物 を 横取り し 、 和 奪う こと 。 

他人 に 自身 の 責任 を 負わ せる こと 。 そ うし て 、 他 人 を 、 い け に え に 
する こと 。 

以下 の 主張 を する こと 


「 私 は 、 こ の 行為 を 、 他 人 を 助け る た め に 、 行 っ た 。 1 

し か し 、 そ れ は 、 和 実際 は 、 以下 の 内 容 の 実現 が 最 優先 で ある 。 
(1) 彼ら 自身 の 利益 。 

(2 ) 5850282. 
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嘘 を つく こと 。 


違反 する こと 
失敗 する こと 


裏切る こと 。 

寝返る こと 。 

密 通 する こと 

嘘 を つく こと 。 
裏切り を すぐ 行う こと 。 

自身 の 利益 や 都合 を 優先 する こと 
他人 と の 約束 。 それ を 、 守ら な いこ と 。 
信頼 で き な い こと 。 


人 間 が 約束 を 守る 理由 。 

「 社 会 的 に 死な な いた め 。 1 

( 1) 定住 集 団 か ら 追 放さ れ な いた め 。 

(2) 社会 的 上 位 者 に 処 久 や 訴追 を され な いた め 。 
(2-1) 移 動 生活 様式 。 天 の 絶対 者 に よっ て 、 地 獄 に 落と され な 
いた め 

( 3 ) 社会 的 全 用 を 失わ な いた め 。 


自身 の 保身 が 優先 で ある こと 。 
その た め 、 態度 が 、 後 ろ 向 き に な る こと 。 
社会 的 に 不利 に な ら な いた め に 、 しぶしぶ 約束 を 守る こと 。 


隠蔽 する こと 。 
次 の こと を 、 対 外 的 に 隠 そ うと する こと 


СТЕФЕН еее с 
(2) 彼ら 自身 の 起こ し た 失敗 。 
(3 ) 彼ら 自身 の 起こ し た 違反 。 


(初出 2008 年 9 月 。2020 年 7 月 。 ) 


保身 する こと 


保身 する こと 


責任 を 回 避 す る こと 

責任 を 転嫁 する こと 

自身 の 失敗 の 責 Е. 他人 に 擦り 付け る こと 
自己 擁護 を する こと 

SUReTScEe, © 

その た め の 草 論 術 を 身 に 付け る こと 


本 来 、 次 D (1 ) の 存在 な の に 、 次 の ( 2) の こと を 行う こと 。 


(1 ) 强 者 。 加 害 者 。 
(2 ) 弱者 を 気 取 る こと 。 被害 者 を 気 取 る こと 


そう し て 、 次 の 内 容 を 両立 させ る こと 。 
(1 
(2 


(Ric, RAMS. CTS. 
TSC, ЛЕ, HASAN ICEDOLICTS. 


下位 者 に 責任 を 押し 付け る こと 


自身 の 立場 を 良く し よう と する こと 
次 の こと を し よう と する こと 


ГЕЕВ ИЕ. 3 
良心 的 行動 を 、 計 算 ず ぱく で 行う こと 。 
偽善 者 で ある こと 。 


安全 地帯 に いよ うと する こと 。 

次 の よう に する こと 。 

「 定住 集 団 か ら 、 追 放さ れ な いよ うに する こと 。」』」 

自身 の 周囲 の 他 者 。 彼 ら に 対し て 、 盛 ん に 、 気 配り や 、 尾 度 を する 
こと 。 

次 の こと を 、 回 避 す る こと 。 

「「『 弱 い 者 いじ め 」 の 標的 に な る こと 。」』」 

その た め 、 自 身 も いじ め る 側 に 回 る こと 。 


自身 を 、 保 護 し て も ら お うと する こと 。 
権威 主義 者 で ある こと 。 


メン タル が 弱い こと 。 
権威 に すがり つく こと 。 
権威 に 反対 する 者 を 、 抹 毅 す る こと 。 


それ は 、 性 別 で 見 る と 、 次 の 通り で ある 。 
( 1) 男性 は 、 次 の 存在 に すがり つく 。 
「 絶 対 者 と し て の 、 天 の 神 。 そ の 款 教 的 指導 者 。 」 


( 2) 女性 は 、 次 の 存在 に 、 隷 従 する 。 
「 古 参 者 。 」 

彼ら は 、 次 の 内 容 を 持つ 。 
「 前 例 。 し きた り 。 知識 。 」 


次 に 対し て 、 弱 いこ と 。 
「 お べ ん ち ゃ ら 。 取り 入り 。 1 


НЕНСИ С. 

FFL, ЛЮФЖЕаЕ “9. 
Нес“. 

BAeSelice, 

HFlBe, WAL. BRL. HATSCE. 


HHBOREE, FOvITScCE, 


ROA, HAVWICBML, HRTSCE, 


(1) аа, 

それ は 、 次 の こと を 守れ な い 人 で ある 。 

「 移動 生活 様式 。 定 住 生活 様式 。 そ れ ら の 維持 の た め の 社 会 規 
$6. 4 


彼ら に 対し て 、 次 の こと を 平気 で 行う こと 。 
「 定 住 集団 か ら の 追放 。 | 


その 実行 者 は 、 以 下 の こ と を 、 予 め 知 っ て いる 。 
「 追 放さ れ た 人 が 、 生 き て いけ な いこ と 。」 
その 実行 者 は 、 冷 酷 で 残酷 で ある 。 


(2 ) 異端 者 。 異 常 者 。 

彼ら に 対し て 、 次 の こと を 行う こと 。 
尋問 。 隔離 。 処 刑 。 

彼ら を 、 弱 者 と し て 、 い じ め る こと 。 


(3 ) RRA. A. 

彼ら は 、 人 間 に と っ て 、 次 の 存在 で ある 。 
「 生存 上 の 足 を 引っ 張る 存在 。 」 

彼ら を 差別 する こと 。 


それ は 、 性 別 で 見 る と 、 次 の 通り で ある 。 

(11) 女性 は 、 以 下 の 人 し か 助け よう と し な い 。 
「 同 じ 仲 良し 定住 集団 の メン バー。 3 

( 2) 男性 は 、 以 下 の 人 し か 助け よう と し な い 。 
「 同 じ 宗 教 や 価値 観 の 人 間 同 士 。 」 


ЕС О, ШБ, MELT. МФИ. 
Е, Н—А& и. 
彼ら は 、 消 去 さ れる 。 
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快楽 に は まる こと 。 


快楽 に は まる こと 。 
それ は 、 次 の よう な 内 容 で ある 。 


(1) 快感 に は まる こと 。 
気持 ちい いこ と に は まる こと 。 
セッ クス を する こと 。 

お いし い 食 物 を 沢山 食べ る こと 。 
いい 匂い を か ご うと する こと 。 
た ば こ や 麻 薬 に は まる こと 。 


( 2) 安楽 に は まる こと 。 
楽 を し た いこ と 。 

意 け 者 で ある こと 。 
手抜き を する こと 。 


苦労 する こと 。 そう する こと で 、 初 め て 自身 の 子 擬 を 残せ る こと 。 
仕方 な く 、 苦 労 す る こと 。 


(3 ) 辛い 思い を 、 下 位 者 や 無力 者 に 対し て 、 押 し 付け る こと 。 
下位 者 や 無力 者 に 対し て 、 人 労働 の 義務 を 課す こと 。 

次 の こと を 、 悪 いこ と と 見 な すこ と 。 

「 下 位 者 や 無力 者 が 、 働 か な いこ と 。」 


下位 者 や 無力 者 に 向かっ て 、 次 の よう に 洗脳 する こと 。 
「 人 間 は 、 労 働 す べき だ 。 | 

上 位 者 や 有力 者 は 、 楽 を し て 、 遊 ん で 暮らし て いる 。 
上 位 者 や 有力 者 は 、 そ れ に つい て 、 何 も 言わ れ な い 。。 
そう し た 上 位 者 や 有力 者 は 、 却 っ て 、 尊 敬 さ れる 。 


生物 や 人 間 の 本 質 は 、 次 の 通り で ある 。 
ГА СЖ са. 1 
その 実現 の た め に 、 劣 位 者 を 犠牲 に する こと 
搾取 する こと 。 
女性 は 、 男 性 の 労働 に よっ て 、 遊 ん で 暮らす 。 


(4) 快感 を 求め ゆる こと 。 不快 な 存在 を 避け る こと 。 
次 の こと を し な いこ と 。 

「 不 快 で 不都合 な 真実 。 そ の 追求 。 」 

その 邪魔 を する こと 

それ を 、 隠 べ い する こと 。 

それ を 追求 する 者 を 、 抹 毅 す る こと 


次 の こと の み を 、 受 け 入 れる こと 。 
TSNlicd, RBZ5ASER. AHSORIWSR, BO 


ПИ 


Е. 1 
それ は 、 例 えば 、 次 の 通り で ある 。 
「 天 国 。 救い 。」 


そう いう こと ば か り 言 お うと する こと 。 
それ は 、 例 えば 、 次 の 人 で ある 。 
"EA. Е, | 


それ は 、 生物 と し て の 限界 で ある 。 


( 5) 気持 ちの 良い こと の み を する こと 
それ は 、 例 えば 、 以下 の 通り で ある 。 
「 セ ックス 。 お いし い 食 事 。 ぜ いた く 。 1 


次 の こと し か 受 け 入 れ な いこ と 。 
「 気 分 が 良く な る こと 。」 


次 の こと を 、 受 け 入 れ な いこ と 。 
「 気 分 を 害する こと 。」』 


次 の こと の み 受 け 和 信 れ る こと 。 
「 彼 ら 自 身 の 立 場 を 良く する こと 。」』 


次 の こと を 、 受 け 入 れ な いこ と 。 
「 彼 ら 自 身 の 立 場 に と っ て 、 都 合 が 悪い こと 。」 
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身勝手 で ある こと 。 


他人 を 、 見 捨て る こと 。 


他人 を 、 見 捨て る こと 。 

困っ て いる 人 を 助け な いこ と 。 

他人 を 、 使 い 捨 て る こと 。 

彼ら 自身 を 優先 する こと 。 

彼ら 自身 が 良けれ ば 、 他 人 の 存在 は ど は う で も よい こと 。 
人 間 に と っ て 、 他 人 は どう な っ て も よい 。 


次 の こと を する こと 。 

(1) 彼ら 自身 の 生き 残り を 図る こと 。 
(2 ) 彼ら 自身 の 立場 を 良く する こと 。 
その た め に 、 他 人 を 犠牲 に する こと 。 


自身 勝手 で ある こと 。 
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嫌がら せ を する こと 。 


他人 に 対し て 、 配 慮 し な いこ と 。 
次 の こと を する こと 。 
「 他 人 が 嫌がる こと 。」 


他人 に 対し て 、 嫌 が ら せ を する こと 。 

他人 に 対し て 、 意 地 悪 を する こと 。 
弱い 者 を いじ め る こと 。 

それ を 、 次 の 目的 で 行う こと 。 

(1) 彼ら 自身 の スト レス を 、 発 前 する た め 。 
(2-1) ラ イ バ ル に 対し て 、 ダ メー ジ を 与え る た め 。 
(2-2) ラ イ バ ル の 存在 を 、 抹 消す る た め 。 


(初出 2008 年 9 月 。2020 年 7 月 。 ) 


人 間 の 愛情 。 そ の 限界 。 


ГЕ. 1 

人 間 に と っ て 、 愛情 は 、 次 に 限定 され る 。 

彼ら 自身 の 定住 集団 の 内 部 。 それは 、 以下 の 存在 で ある 。 
(1 ) それ は 、 外 部 に 対し て 、 閉 じ て い る 。 

(2 ) それ は 、 親 し い 。 

(3 ) それ は 、 彼 ら と 、 共 通 の 利益 を 持つ 。 


は 、 例 えば 、 次 の 通り で ある 。 
) 女性 の 愛情 。 

) 親 か ら 子 供 へ の 愛情 。 

) 恋人 同士 の 愛情 。 

) 夫婦 間 の 愛情 。 


それ は 、 特 権 が 無い と 、 授 受 で き な い 。 
その 授受 は 、 次 の こと が 前 提 と な る 。 
「 同 じ 定 住 集団 の メン バー で ある こと 。」 


人 間 に お いて は 、 次 の 内 容 は 、 稀 薄 で ある 。 
「「 不 特定 他 者 」 へ の 愛情 。 」 


тих, ВЕС, леНрвие, этапви. 
「 天 の 絶対 者 に よる 、 宗 教 的 な 権威 や 久 則 。 | 


それ は 、 定 住 生 活 様式 で は 、 次 の 通り で ある 。 

それ は 、 定 住 集 団 内 部 の メン バー に 限定 され る 。 
それ は 、 部 外 者 の 場合 、 以 下 の 人 に 限定 され る 。 

「 お 客 様 。 そ の 人 は 、 彼 ら に お 金 を 出し て くれ る 。」 
仮に に その 人 が 、 彼 ら に お 金 を 出せ な く な っ た 、 と する 。 
する と 、 彼 ら は 、 そ の 人 に 対し て 、 施 端 に 冷た く な る 。 
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人 間 の 慈善 。 そ の 限界 。 


Е, 」 

それ は 、 人 間 に と っ て 、 次 の 内 容 で ある 。 

「 恵 まれ た 上 位 者 か ら 、 恵 まれ な い 下 位 者 へ の 、 施 し 。 」 
それ は 、 次 の 心 に 基づく 。 

「 上位 者 に よる 、 下 位 者 へ の 憐れみ 。 | 


それ は 、 社 会 的 な 見 下 し で ある 。 
それ は 、 ベ ペ ベット へ の 餌 や り の 一 種 で ある 。 
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人 間 の 良心 。 そ の 限界 。 


「 良 心 。 ， 
それ は 、 人 間 に と っ て 、 次 の 内 容 で ある 。 
(1) 人 助け 。 


(2) 共感 。 


ЛИНЗ, УРСС И, 
共感 は 、 対 人 関係 的 に 歓迎 され る 。 


し か し 、 実 際 に は 、 そ れ ら に 対し て は 、 返 礼 は 、 無 い 。 
それ ら は 、 取 られ 損 に な りや すい 。 

それ ら を 行う 人 は 、 以下 の 扱い を 受け る 。 

( 1) 彼ら は 、 た か られ る 。 

( 2) 彼ら は 、 む し り 取 られ る 。 

(3 ) 彼ら は 、 捨 て られ る 。 

(4) 彼ら は 、 だ まさ れる 。 


人 間 社 会 で は 、 次 の こと は 、 存 在 し に くい 。 
「 純 粋 で 無垢 な 心 に よる 、 人 助け 。 」 


共感 の 行為 を 、 上 位 者 に よっ て 、 強 制 さ れ や すい こと 。 


人 助け は 、 無 知 な 子供 が や る 。 
彼 は 、 思 い 切 り だ まさ れる 。 
彼 は 、 痛 い 目 に 合う 。 

な の で 、 彼 は 、 二 度 と や ら な い ,。 


良心 的 な 行為 。 そ れ は 、 以 下 の 和 目的 で 行わ れる 。 


C1) 

次 の こと を 好ま な いこ と 。 

「 他 人 に よっ て 、 嫌 な こと を され る こと 。 1 

な の で 、 人 間 は 、 彼 ら 自身 も 、 他 人 に 嫌 な こと を し な い 。 
それ は 、 お 互い 様 で ある 。 

その 社会 行動 は 、 い ざと いう 時 の 、 保 険 の 一 種 で ある 。 
その 社会 慣行 を 普及 させ る こと 。 

そう し て 、 次 の 内 容 を 確保 する こと 。 

「 彼 ら 自 身 の 精 神 の 安定 。 」 


それ は 、 結 局 、 人 間 に と っ て 、 次 の こと で ある 。 
「 彼 ら 自 身 に と っ て 、 都 含 が 良い こと 。 4 


(2) 


仮に 、 人 間 が 、 彼 ら 自 身 が 困っ た 、 と する 。 す る と 、 人 間 は 、 誰 か 
に 助け て も らい た い 。 

な の で 、 人 間 は 、 困 っ て いる 人 を 助け る 。 

それ は 、 お 互い 様 で ある 。 

その 社会 行動 は 、 い ざと いう 時 の 、 保 険 の 一 種 で ある 。 

その 社会 慣行 を 普及 させ る こと 。 

そう し て 、 次 の 内 容 を 確保 する こと 。 

「 彼 ら 自 身 の 保 全 。 1 


それ は 、 結 局 、 人 間 に と っ て 、 次 の こと で ある 。 
「 彼 ら 自 身 に と っ て 、 都 含 が 良い こと 。」 


(3) 

仮に 、 次 の (3 - 1 ) の 存在 が 、 次 の (3 - 2 ) の こと を 盲 っ た 、 
と する 。 

その こと を 、 喜 ん で 信じ る こと 。 

その こと を 、 喜 ん で 実行 する こと 。 


(3-1) 権 威 あ る 存在 。 例 えば 、 天 の 父 な る 神 。 
(3-2)「 こ の 行い は 、 良 い 行 い だ 。 」 

次 の 内 容 に 従う こと 。 

"HR DOSFEDSDCC. | 


そう し て 、 安 心 し た いこ と 。 
そう し て 、 保 身 を し た いこ と 。 


そう し て 、 天 国 に 行く こと 。 


(4) 
以下 の 存在 を 、 か わい そう に 思う こと 。 
「 下 位 者 。 そ れ は 、 上 恵まれ な い 。 И, М> СЪ. 1 


そう し た 下位 者 に 、 次 の こと を する こと 。 
「 憐 れ み を か ける こと 。 救っ て あげ る こと 。」』」 


そう し て 、 自 身の上 位 性 を 確認 し た いこ と 。 
そう し て 、 プ ライ ド を 上 げた いこ と 。 
そう し て 、 マ ウン ト を 取り た いこ と 。 


(5) 

定住 集団 内 部 で 、 周 囲 の ご 機嫌 を 取っ て お きた いこ と 。 

彼ら 自身 が 、 定 住 集 団 内 に 残り た いこ と 。 

彼ら 自身 が 、 定 住 集 団 か ら 、 追 いり 出さ れ な いよ うに し た いこ と 。 
彼ら 自身 が 、 安 全 地 帯 に いた いこ と 。 


その た め 、 次 の こと を する こと 。 

「 集 団 内 部 で の 、 助 け 合 い 。 1 

次 の こと を 防ぐ こと 。 

「 定 住 集 団 か ら 追 放さ れる こと 。」 

その た め 、 人 々 の 間 に 、 次 の こと が 起き る こと 。 
「 人 助け され た こと へ の 返礼 の 義務 化 。 贈 答 。 」 


(6) 

次 の 行為 を し た いこ と 。 

「 社 会 的 に 焦 め られ る 行為 。 」 

そう し て 、 自 身 の 名 声 を 上 げ る こと 。 

そう し て 、 彼 自身 の 立ち 位置 を 有利 に する こと 。 


(7) 

移动 生活 样式 。 

同じ 価値 観 の 人 た ち 同 士 で の み 、 助 け 合 うこ と 。 

他人 と 、 持 つ 価値 観 が 違う 場合 、 互 い を 攻撃 する こと 。 
HAIL ЖЖ. 


(初出 2008 年 9 月 。2020 年 7 月 。 ) 


見 か け の 良さ を 好む こと 。 


fas IFO C. 
きれ い ご と を 主張 する こと 。 


EOMBBAEA. FAXIITSCE, 
その 存在 を 、 美 化す る こと 。 

見 か け を 良く する こと 。 
化粧 を する こと 。 

きれ いい ご と や 理想 を 盛ん に 主張 する こと 。 
天国 に 行き た いこ と 。 


そう し た きれ い ご と や 理想 は 、 実 際 に は 、 和 実現 不可 能 で ある 。 
それ は 、 次 の 内 容 の た めで ある 。 
「 人 間 が 持つ 、 醒 悪 な 本 性 。 」 


そう し た きれ い ご と や 理想 は 、 例 えば 、 次 の 通り で ある 。 
「 人 権 の 尊重 。 性 差別 反対 。 人 種差 別 反 対 。 」 


実際 に は 、 逆 の こと ば か りや っ て いる こと 。 
それ ら は 、 和 実現 する 見 込み は 無い 。 


(初出 2008 年 9 月 。2020 年 7 月 。 ) 


生物 嫌い の 生物 。 人間 嫌い の 人 。 


生物 嫌悪 の 思想 。 人 間 嫌悪 の 思想 。 


生物 嫌悪 の 思想 。 

それ は 、 以下 の 内 容 で ある 。 

生物 を 嫌悪 する こと 。 そ の 考え の 内 容 を 、 主 張 す る こと 。 
生物 の 本 質 に 対し て 、 マ イナ ス の 酢 価 や 感情 を 、 抱 ぐ こ と 。 


人 間 嫌 悪 の 思想 。 

それ は 、 以 下 の 内 容 で ある 。 

人 間 を 嫌悪 する こと 。 そ の 考え の 内 容 を 、 主 張 す る こと 。 
人 間 の 本 質 に 対し て 、 マ イナ ス の 評価 や 感情 を 、 抱 く こ と 。 
人 間 は 、 生 物 の 一 種 で ある 。 


人 間 憎 悪 の 思想 は 、 生 物 嫌悪 の 思想 の 一 環 で ある 。 


( 2021 年 5 月 初出 。 ) 


人 間 嫌 い の 人 。 彼 は 、 何 に な り た いか ? 
筆者 は 、 次 の よう に 考え る 。 

「 人 間 は 、 男 も 女 も 、 駄 目 な 存在 だ 。 ) 

筆者 は 、 人 間 は 、 男 も 女 も 大 嫌い で ある 。 

筆者 は 、 人 間 と し て 生ま れ て き て 失敗 だ っ た 。 

筆者 は 、 生 物 と し て 生ま れ て き て 失敗 だ っ た 。 

筆者 は 、 自 身 に つい て 、 次 の よう に 考え る 。 

TRAIL RCA ) 

筆者 は 、 以 下 の 存 在 に な り た い 。 

「 生 物 以 外 の 物質 。 」 


(初出 2008 年 9 月 。2020 年 7 月 。 ) 


人 間 嫌 い の 人 。 彼 の 生き 方 。 


筆者 は 、 人 間 が 嫌い で ある 。 

筆者 は 、 例 えば 、 次 の こと を 推奨 する 。 
「 社 会 的 な 引き こも リ り 。 |1 

「 他 人 に な る べく 会 わな いこ と 。 1 


人 間 関 係 を 最小 限 に 抑え る 方 法 。 


それ は 、 何 か ? 

それ は 、 投 資 家 生活 で ある 。 
彼 は 、 医 悪 な 人 間 存 在 を 我慢 する 。 
彼 は 、 し ば らく 働く 。 

彼 は 、 投 資す る 。 

彼 は 、 そ うし て 、 お 金 を 貯め る 。 


彼 は 、 生 物 の 一 種 で ある 。 

彼 は 、 何 と か 生き て いく 必要 が ある 。 
彼 に は 、 次 の こと の 実現 が 、 必 須 で ある 。 
「 社 会 的 サー ビス を 利用 する こと 。」 


彼 は 、 そ の 際 、 対 価 を 支払 う の み に する 。 
彼 は 、 嫌 な 人 に は 、 必 要 な 対価 を 支払 う 。 
そう すれ ば 、 そ の 相手 は 、 黙 る 。 

彼 は 、 人 格 的 な 接触 は し な い 。 

彼 は 、 次 の よう に 考え る 。 

「 ぜ いた く は 、 人 生 に お いて 、 意 味 が 無い 。 」 


(初出 2008 年 9 月 。2020 年 7 月 。 ) 


人 間 嫌 い の 人 。 彼 の 生き が い 。 


筆者 は 、 人 間 が 嫌い で ある 。 
筆者 は 、 例 えば 、 次 の こと を 推奨 する 。 


「 人 間 嫌 い の 人 。 彼 が 、 次 の よう な 生き が い を 持つ こと 。 1 
彼 の 生き が い は 、 例 えば 、 次 の 内 容 で ある 。 


『 社 会 的 真実 を 追求 する こと 。 その 結果 を 、 文 化 的 子 折 と し て 、 後 
世に 残す こと 。 1 


彼 は 、 ネ ッ ト 上 で 、 人 間 観 察 を や る 。 
彼 は 、 人 間 の 真実 を 、 暗 黒 面 を 含め て 、 追 求 する 。 
彼 は 、 そ れ を 、 どん どん 情報 公開 する 。 


彼 は 、 そ うし て 、 次 の こと を 行う 。 
「 生 物 や 人 間 へ の 復讐 。 」 


彼 は 、 そ の 結果 、 人 間 社 会 の 中 に 、 支 持 者 が いな く な る 。 
EN, TEICMBSELICRS, 
彼 は 、 社 会 的 に 孤立 する 。 


彼 は 、 気 を 遣う 他人 が いな く な る 。 
彼 は 、 何 を 主張 し て も 、 怖く な い 。 
彼 は 、 社 会 的 に 無敵 の 人 に な る 。 


(初出 2008 年 9 月 。2020 年 7 月 。 ) 


人 間 嫌 い の 人 。 社 会 的 真実 に 近づく こと 。 そ 
の 方 法 。 


そう し た 社会 的 真実 に 近づく 方 法 。 

ND 

「 彼 が 、 そ の 思想 に お いて 、 雑 菌 に 感染 する こと 。」 

「 彼 が 、 そ の 思想 に お いて 、 そ うし た 雑菌 へ の 免疫 を 付け る こ 
а 


それ は 、 以 下 の 考 え に 接 する こと で ある 。 
(1 ) それ は 、 大 量 で ある 。 

(2) その 内 容 は 、 雑 多 で ある 。 

(3) その 内 容 は 、 互 い に 矛 盾 する 。 


彼 は 、 そ の 中 か ら 、 次 の 内 容 を 、 自 力 で 見 つけ る 。 
「 彼 は 、 次 の よう に 考え る 。「 そ の 内 容 は 、 次 の 能力 を 持つ 。 」」 
「 人間 社会 に お ける 様々 な 現象 を 、 上 手 に 説明 する 力 。 4 


(初出 2008 年 9 月 。2020 年 7 月 。 ) 


人 間 嫌 い の 人 。 社 会 的 真実 に 近づく こと 。 そ 
の 心がけ 。 


そう し た 社会 的 真実 に 近づく こと 。 そ の た め に は 、 彼 に は 、 あ る 心 
が けが 必要 で ある 。 
それ は 、 以下 の 通り で ある 。 


(А) BE. 

(A- 1) 以 下 の 内 容 を 採用 する こと 。 
TER CHSce, 

自然 で ある こと 。 天然 で ある こと 。 


(A- 2) 以 下 の 内 容 を 回 避 す る こと 。 
自分 に 都合 の 良い こと 。 利害 。 そ れ ら の 重視 。 
人 為 的 な こと 。 作為 。 操 作 。 

不正 。 


(B ) 视点 。 
(B-1) 以 下 の 内 容 を 採用 する こと 。 
公平 で ある こと 。 

客観 的 で ある こと 。 

SHCHScE, 

多面 的 で ある こと 。 

(TRH CHScTE, 

新しい こと 。 


(B-2) 以 下 の 内 容 を 回 避 す る こと 。 
歪曲 。 


偏り 。 


以下 の 心がけ が 、 特 に 重要 で ある 。 


以下 の こと を 、 誤 ける こと 。 

( 1) 自身 の 保 身 。 み ん な の 注目 を 集め る こと 。 自 身 の 権 益 の 拡 
大 。 それ ら を 図る こと 

( 2 ) その 実現 の た め に 、 以 下 の こ と を する こと 

(2-1) 社 会 へ の 適応 を 、 優 先 す る こと 。 

(2-2) 人 間 や 社会 。 それ ら に 対し て 、 迎 合 す る こと 

(2-3) 人 間 や 社会 が 持つ 、 偏 っ た 価値 観 。 そ れ へ と 、 染 まる こ 
aoe 

(2-4) そ の 結果 、 自 身 の 考 え を 、 人 為 的 に 歪曲 する こと 
(2-5) そ の 結果 、 次 の 内 容 を 失う こと 。 

視点 の 公平 さ 。 態度 の 正和 直さ 。 


(初出 2008 年 9 月 。2020 年 7 月 。 ) 


女性 優位 社会 に お ける 、 社 会 研究 者 の 、 無 能 
性 。 


女性 優位 社会 に お ける 、 社 会 研究 者 の 、 無 能 性 。 
例 。 日 本 の 社会 学者 の 、 無 能 性 。 
その 発生 の 要因 は 、 以下 の よ うな 内 容 で ある 。 


1 

社会 研究 Te. 彼ら 自身 の 、 心 理 的 傾向 。 

(1) 

自己 保身 性 が 強 過ぎ る こと 。 

自己 保身 を 最 優 先 す る 研究 ば か り 行 うこ と 。 研 究 遂 行 に お ける 、 上 

位 者 へ の 尾 度 や 婦 び を 、 社 会 的 真実 の 主張 より も 、 優 先 す る こと 。 
上 位 者 が 喜ぶ 内 容 の 研究 ば か り 、 行 うこ と 。 上 位 者 が 変わ る と 、 そ 
れ に 応じ て 、 主 張 内 容 を 、 新 た な 上 位 者 の 意 に 沿う 形 へ と 、 そ の 都 

度 、 無 意識 の うち に 、 堂 返し する 形 で 、 大 帽 に 歪曲 する こと 。 上位 
者 の 政策 を 批 交 す る 研究 発表 を 、 自 主 規 制 し て 、 社 会 的 に 抹消 する 
こと 。 

自己 の 安全 確保 を 優先 し 過ぎ る こと 。 退 軸 性 が 強 過 ぎる こと 。 失敗 


を 、 徹 底 的 に 恐れ る こと 。 権 威 の ある 前 例 的 学説 の デッド コピ ー 
と 、 そ の 前 話 学 ば か り 、 行 うこ と 。 未 知 の リス ク に 溢れ る 、 新 機軸 
の 探査 的 研究 の 実行 を 、 安 全 第 一 の 思考 に 基づい て 、 徹 底 的 に 回 避 
する こと 。 その た め 、 前 例 踏 覇 と 前 例 改 良 の 研究 し か 、 出 来 な いこ 
と 。 
自己 が 所 属す る 定住 集団 と し て の 学校 や 企業 や 役所 や 地域 な ど へ の 
所 属 の 維持 を 、 最 優先 し 過ぎ る こと 。 自 己 が 所 属す る 定住 集団 か ら 
追放 され る 危険 の ある 内 容 の 研究 を 、 徹 底 的 に 回 避 す る こと 。 そ の 
た め 、 研 究 内 容 決定 の 自由 が 、 大 幅 に 制限 され る こと 。 そ の た め 
に 、 社 会 的 真実 の 解明 を 、 過 激 過 ぎる と し て 、 嫌 うこ と 。 

(2) 
同調 や 調和 の 重視 が 、 強 過 ぎる こ = “о 
周囲 の 意向 や 全体 の 意向 に 合わ せ た 内 容 の 研究 し か 、 実 行 し よう と 
し な いこ と 。 同 調 や 調和 を 乱す 異論 を 出す こと を 、 徹 底 的 に 回 避 す 
る こと 。 異 論 提 出 の 実行 者 を 、 研 究 者 の 定住 集団 内 部 か ら 、 勝 手 に 
追放 する こと 。 その た め 、 研 究 に お ける 、 個 人 行動 の 自由 が 、 大 幅 
に 制限 され る こと 。 和 研究 進行 に お ける 、 相 互 統制 と 相互 監視 と 相互 
検 閣 が 、 行 き 過 ぎる こと 。 
最新 の 流行 に 沿っ た 研究 し か 、 し な いこ と 。 和 主流 に 沿っ た 研究 し 
か 、 し な いこ と 。 

(3) 
自己 中 心性 が 強 過ぎ る こと 。 

見 栄 を 張り 過ぎ る こと 。 プラ ス の 注目 を 浴び る こと を 、 最 優先 し 過 
ぎる こと 。 恥 を か く こ と を 、 恐れ 過ぎ る こと 。 その た め に 、 外面 的 
で 表面 的 な 効果 の 強い 、 華 直 な 綺 麗 事 の 研究 ば か り 遂 行 す る こと 。 
その た め に 、 社 会 的 真実 の 解明 を 、 地 味 過 ぎる と し て 、 疎か に する 
こと 。 

高慢 過ぎ る こと 。 尊 大 過ぎ る こと 。 専 制 支配 の 重視 が 、 強 過ぎ る こ 

と 。 
下位 者 に 対す る 、 研 究 上 の 専制 支配 を 、 容 赦 無 く 行 うこ と 。 下位 者 

を 、 彼 ら 自 身 へ と 、 隷 従 さ せる こと し か 、 出 来 な いこ と 。 下位 者 に 
よる 、 彼 ら 自 身 の 意 思 に 反する 内 容 の 研究 を 、 禁 止 す る こと し か 、 
出来 な いこ と 。 彼 ら 自 身 の 意思 に 反する 内 容 の 研究 ? を 行っ た 下位 者 
=. | is 遇 し た り 追 放し た りす る こと し か 、 出来 な いこ と 。 

(4) 
温室 指向 が 強 過 ぎる こと 。 
安全 で 快適 で 楽 な 研究 ば か り 、 や ろう と する こと 。 危 ない 作業 や 苦 
役 や 汚れ 作業 を 伴う 研究 を 、 下 位 者 や 部 外 者 へ と 、 丸 投げ する こ 
と 。 そ の 結果 、 リ アル な 社会 的 現実 に 接触 する 機会 を 、 失 うこ と 。 
(5) 


閉鎖 性 が 強 過 ぎる こと 。 隠 べ い 体質 が 強 過 ぎる こと 。 

部 内 者 内 部 や 縁故 者 内 部 だ け で 、 研 究 の 遂行 を 、 固 め て し まう こ 
と 。 和 研究 の 進め 方 が 、 外 部 か ら の 新鮮 な 風通し に 、 欠 ける こと 。 
彼ら 自身 に と っ て 不都合 な 内 実 を 、 外 部 に 漏らさ な いこ と に 、 注 意 
を 払い 過ぎ る こと 。 内 部 告発 的 な 研究 が 、 出 来 な いこ と 。 

(6) 

Din 

究 を 上 手 く や っ た 周囲 の 研究 者 に 妨 如 し て 、 そ の 研究 の 進行 を 、 
に 邪魔 し て 、 そ の 将来 の 芽 を 、 こ と ご と く 潰 し て し まう こと 。 
(7) 
el eae 体感 や 融合 感 が 、 強 過ぎ る こと 。 

究 対 象 に 対し て 、 客 観 的 な 姿勢 を 、 取 れ な いこ と 。 和 研究 対象 に 対 
pis 感情 移入 や 共感 の 度合 い が 、 強 過ぎ る こと 。 研究 対 象 に 対す 
る 、 科 学 的 態度 を 、 取 れ な いこ と 。 和 研究 対象 を 、 ОЗС, L 
CLEDCL, ЧТО, MANIC. Исса. EK 
存 の 科学 的 研究 の デッド コピ ー は 出来 る が 、 科 学 的 研究 その も の 
は 、 全 く 出 来 な いこ と 。 


2 . 

社会 その も の の 体質 。 

社会 に お ける 、 内 部 情報 の 機密 性 が 、 強 過ぎ る こと 。 

社会 研究 の 遂行 に お いて 取得 が 必要 な エビ デン ス が 、 何 で も 、 オ フ 
レコ と され 、 和 実質 的 に 、 取 得 禁 止 と な る こと 。 


( 2022 年 5 月 初出 。 ) 


男性 優位 社会 に お ける 、 社 会 研究 者 の 、 無 能 
性 。 


彼ら は 、 移 動 生活 様式 の 採用 に よっ て 、 男 性 性 の 優位 化 と 、 女 性 性 
の 抑圧 と に 、 一 応 、 成 功 し て いる 。 

し か し 。 

彼ら は 、 女 性 に 対す る 、 潜 在 的 な 恐怖 心 を 、 無 意識 の うち に 、 強 く 
抱い て いる 。 

彼ら は 、 女 性 の 優位 性 を 認め る こと が 、 精神 的 に 、 不 可能 で ある 。 
彼ら は 、 女 性 優位 社会 の 存在 を 認め る こと が 、 精 神 的 に 、 不 可能 で 


ある 。 


彼ら は 、 移 動 生活 様式 の 採用 に よっ て 、 家 畜 の 飼育 と 層 肖 を 

時 、 生 活 上 の 必要 に 迫 ら れ て 、 行 っ て いる 。 

彼ら は 、 人 間 の 存在 を 、 家 畜 の 存在 と 、 峰 別して 考え る こと し か 、 
出来 な い 。 

彼ら は 、 人 間 の 存在 を 、 他 の 生物 の 存在 と 、 唆 別して 考え る こと し 
か 、 出 来 な い 。 

彼ら は 、 人 間 を 、 生 物 の 一 員 と し て 捉え る こと が 、 精神 的 に 、 不 可 


彼ら は 、 人 間 の 本 質 を 、 生物 の 本 質 へ と 包含 し て 考え る こと が 、 精 
神 的 に 、 不 可能 で ある 。 

彼ら は 、 人 間 と 生物 に 共通 する 社会 的 価値 感 の 把握 が 、 精 神 的 に 、 
不可 能 で ある 。 

その 結果 。 

彼ら に お いて は 、 生 物 の 社会 や 人 間 の 社会 の 把握 の 視点 に お いて 、 
修復 不可 能 な 歪み が 、 常 時 、 生 じ て し まっ うっ 。 

その 結果 。 

客観 性 や 論理 性 や 科学 性 や 分 析 性 に 優れ た 視点 を 持つ こと が 、 せ っ 
か く 、 出 来 て いる に も 関わ ら ず 。 

彼ら は 、 生 物 社 会 や 人 間 社 会 の 把握 能力 に お いて 、 常 時 、 永 続 的 

lc, 無能 に な っ て し まう っ うっ 。 


( 2022 年 5 月 初出 。 ) 


生物 の 心理 。 そ の 光明 性 。 その 暗 
ay 


生物 办 通 に 持つ 心理 。 生 物 が 共通 に 持つ 意 


思 。 


生物 が 共通 に 持つ 心理 。 生 物 が 共通 に 持つ 意思 。 
その 内 容 は 、 以 下 の 通 り で ある 。 


(A) 基本 の 心理 。 
(1) 根幹 。 
私 は 、 生 きた い 。 


(2) その 本 能 性 。 その 消去 不能 性 。 
私 は 、 な ぜ 生 きた いと 思う の か ? 
私 は 、 そ の こと に つい て 、 展 く 分 か ら な い 。 


私 は 、 気 が 付い た ら 、 い つの 間 に か 、 自 然 と そう 


いる 。 


私 は 、 生 まれ つき 、 そ う 思 う よ う に な っ て いる 。 


私 は 、 そ れ を 消す 方 法 を 、 知 ら な い 。 
それ は 、 生 物 の 本 能 で ある 。 


(3 ) 自 分 自身 の 存在 の 保持 。 
私 は 、 私 自身 を 永続 させ た い ,。 
私 は 、 私 自身 の 命 を 守り た い 。 
私 は 、 健 康 で あり た い 。 

私 は 、 私 自身 の 子 擬 が 欲し い 。 


(4 ) 自 分 自身 の 存在 の 拡大 。 

私 は 、 私 自身 を 拡大 させ た い 。 

私 は 、 私 自身 の 子 拓 を た くさ ん 持ち た い 。 
Fld, МНО”, НЕА ТЕЬ\. 
私 は 、 成 功 し た い 。 

私 は 、 他 者 に 受け 入れ られ た い 。 

私 は 、 他 者 に 喜ん で も らい た い 。 


( 5) 生き る 手段 の 獲得 。 
(5 - 1) 自 分 自身 の 努力 。 
私 は 、 能 力 を 高め た い 。 

私 は 、 体 調 を 良く し た い 。 


(5-2) 助 け て くれ る 他 者 の 獲得 。 
私 は 、 助 け て くれ る 存在 が 欲し い 。 
私 は 、 私 自身 の 理解 者 が 欲し い 。 
私 は 、 友 人 が 欲し い 。 

私 は 、 頼 れる 存在 が 欲し い 。 


(В) МФИ, ФУ УЛ, 


思う よう 


に な っ て 


それ は 、 以 下 の ( 1) か ら 、 以下 の ( 4 ) ФВ, 195. 


( 1) 生存 環境 へ の 直面 。 現実 へ の 真 面 。 そ の 厳し さ 。 そ の 体感 。 
その 実感 。 

生き る こと は 厳し い 。 

生き る こと は 困難 で ある 。 

生き る こと は 大 変 で ある 。 

生き る こと は 辛い 。 


(2) ネガ ティ ブ な 心理 の 発生 。 
私 は 、 生 きる こと を 放 華 し た い 。 
私 は 、 生 きる こと を 中 止 し た い 。 
私 は 、 生 きる こと か ら 人 逃避 し た い 。 
私 は 、 死 に た い 。 


(3) 生 きる こと へ の 再度 の 覚醒 。 
私 は 、 死 ぬ の は 怖い 。 

私 は 、 死 ぬ の は 嫌 だ 。 

私 は 、 と りあ え ず 、 生 きよ う 。 
私 は 、 明 日 も 、 何 と か 生き よう 。 


(4 ) ポジ ティ ブ な 心理 の 発生 。 
(4-1) 生 きる こと の 育 定 。 
生き る こと は 、 そ れ 自 体 、 良 いこ と だ 。 


(4- 2) 未 来 へ の 期待 。 

明日 は 、 き っ と 良い こと が ある 。 明日 に 期待 し よう 。 
生き る こと に 希望 を 持 と う 。 

生き る こと に 期待 を 持 と う 。 


(4-3) 基 本 の 心理 の 実現 。 そ の イベ ント の 発生 。 それ に よる 、 
充足 感 の 発生 。 

私 は 、 生 き て いて 良かっ た 。 

私 は 、 充 実 し て いる 。 

生き る こと は 楽し い 。 

生き る こと は 素晴らし い 。 


(初出 2020 年 8 月 。 ) 


生物 。 人間 。 彼ら 自身 の 生涯 を 光明 性 で 満た 
9. 


生物 や 人 間 の 本 性 は 、 暗 黒 で ある 。 

生物 や 人 間 は 、 彼 ら 自 身 の 暗 黒 性 を 不快 に 感じ る 。 生 物 や 人 間 は 、 
彼ら 自身 の 暗黒 性 を 打ち 消 そ うと し て 、 光 明 性 を 、 必 死に な っ て 指 
向 す る 。 生 物 や 人 間 は 、 彼 ら 自 身 の 生 涯 を 、 光 明 性 で 満た そう と す 
る 。 生物 は 、 本 源 的 に 、 光 明 性 を 望む 。 

生物 や 人 間 に と っ て 、 暗 黒 性 の 実現 は 、 容 易 で 楽 で ある 。 生物 や 人 
間 に と っ て 、 光 明 性 の 実現 は 、 苦 し く 困 難 で ある 。 

生物 や 人 間 に と っ て 、 暗 黒 性 の 実現 可能 性 は 、 多 大 で ある 。 生物 や 
人 間 に と っ て 、 光 明 性 の 実現 可能 性 は 、 希 少 で ある 。 

生物 や 人 間 に と っ て 、 暗 黒 性 の 実現 と 持続 は 、 日 常 化 し 、 常 態 化 す 
る 。 生物 や 人 間 に と っ て 、 光 明 性 の 実現 と 持続 は 、 一 瞬 で 終わ る 。 
生物 や 人 間 に よ る 、 宗 教 や 理想 と いっ た 光明 性 の 絶え ざる 追求 。 そ 
れ は 、 以下 の 内 容 で ある 。 

彼ら 自身 の 本 性 が 暗黒 で ある こと 。 彼 ら 自 身 の 日 常 が 暗黒 続き で あ 
る こと 。 そ れ ら の 裏返し の 内 容 で ある こと 。 

生物 や 人 間 は 、 МТО (1 ) の 存在 を 想定 し な いと 、 以下 の ( 2 ) 
の 状態 に 陥る 。 


C1) 

絶対 者 や 最高 権威 者 。 例 。 宗 教 に お ける 神 。 神格 化 され た 、 理 想 の 
追求 者 や 指導 者 。 

それ ら の 実在 。 そ れ ら に よる 、 世 界 中 の 生物 や 人 間 に 対 する 、 絶 え 
ざる 監視 や 統制 。 

(2) 

光明 性 の ある 行動 を 、 自 主 的 に 取る こと が 出来 な いこ と 。 

暗黒 性 に 満ち た 行動 を 、 エ ンド レス に 繰り 返す こと 。 


生物 。 人間 。 彼ら 自身 の 生涯 を 光明 性 で 満た す 方 法 。 そ れ は 何 か ? 
生物 。 人間 。 彼 ら の 光明 性 の 側面 。 彼 ら が 、 生 涯 に お いて 、 光 明 性 
を 見 出す に は どう すれ ば よい か ? 生物 や 人 間 が 光明 性 を 見 出し や す 
く な る 最良 の ノウ 八 ウ や 方 法 。 そ れ ら は 、 以下 の 内 容 で ある 。 


ELLE 


C1) 


生き や すさ 。 生物 の 生存 に と っ て プラ ス で ある こと 。 それら は 、 光 
明 性 に つなが る 。 

生き に くさ 。 死 。 生 物 の 生存 に と っ て マイ ナス で ある こと 。 それ ら 
は 、 暗 黒 性 に つなが る 。 

生物 は 、 生 き や す く な る と 、 光 明 性 を 感じ る 。 

光明 性 を 得る に は 、 生 き や す さ を 求め れ ば 良い 。 


(2) 

+), RSEBSOTEH. KSEBSOTKH KSBSORME. FO 
存在 。 そ れ ら は 、 光 明 性 に つなが る 。 

子 無 し で ある こと 。 後 継 者 の 不在 。 そ れ ら は 、 暗 黒 性 に つなが る 。 
生物 は 、 彼 ら 自 身 の 子 供 や 子孫 や 後継 者 が いる と 、 光 明 性 を 感じ 

る 。 
光明 性 を 得る に は 、 彼 ら 自 身 の 子 供 や 子 擬 や 後継 者 を 生成 し 、 育 成 
すれ ば 良い 。 


(3) 

味方 。 支 え 。 同 類 。 そ れ ら は 、 光 明 性 に つなが る 。 

敵 。 ラ イ バ ル 。 無 関心 者 。 冷 淡 な 傍観 者 。 そ れ ら は 、 暗 黒 性 に つ な 
が る 。 

生物 は 、 味 方 や 同類 と 一 緒 に いる と 、 光 明 性 を 感じ る 。 生物 は 、 支 
え が あ る と 、 光 明 性 を 感じ る 。 

光明 性 を 得る に は 、 味 方 や 支え を 獲得 すれ ば 良い 。 


(4) 

光 。 明るい 領 域 。 安 全 な 領域 。 解 決 の や り 方 が 分 か っ て いる 領域 。 
正確 な 予測 や 予報 が ある 貧 域 。 そ れ ら は 、 光 明 性 に つなが る 。 

間 。 暗い 領域 。 未 知 の リス キー な 領域 。 危険 な 領域 。 解 決 の や リ ワ 方 
が 不明 か 紅 無 な 領域 。 正 確 な 予測 や 予報 が 無い 領域 。 そ れ ら は 、 暗 
黒 性 に つなが る 。 

生物 は 、 光 の 当たる 、 安 全 な 償 域 に いる と 、 光 明 性 を 感じ る 。 生 物 
は 、 解決 方 法 を 新た に 発見 し 発明 する か 、 和 解決 方 法 が 既に 分 か っ て 
いる と 、 光 明 性 を 感じ る 。 生物 は 、 正 確 な 予測 や 予報 が ある と 、 光 
明 性 を 感じ る 。 

光明 性 を 得る に は 、 光 や 安全 な 領域 に いれ ば 良い 。 光 明 性 を 得る に 
は 、 解決 方 法 を 得 れ ば 良い 。 光 明 性 を 得る に は 、 正 確 な 予測 や 予報 
を 得 れ ば 良い 。 


(5) 
成功 。 達成 。 そ れ ら は 、 光 明 性 に つなが る 。 


失敗 。 不 達 。 未 達 。 そ れ ら は 、 暗 黒 性 に つなが る 。 

生物 は 、 成 功 し 、 達 成す る と 、 光 明 性 を 感じ る 。 生 物 は 、 難 易 度 の 
より 高い 課題 に つい て 、 成 功 し 、 達 成 を 実現 する ほど 、 光 明 性 を 、 
より 強く 感じ る 。 

光明 性 を 得る に は 、 成 功 し 、 達 成す れ ば 良い 。 


(6) 

好き な こと 。 し た いこ と 。 それら は 、 光 明 性 に つなが る 。 

嫌い な こと 。 嫌 な こと 。 それ ら は 、 暗 黒 性 に つなが る 。 

生物 は 、 好 きなこ と や 、 し た いこ と を する と 、 光 明 性 を 感じ る 。 
光明 性 を 得る に は 、 好 きなこ と や 、 し た いこ と を 、 和 実行 すれ ば 良 
い 。 


(7) 

有 能 性 。 優 位 性 。 強 さ 。 それ ら は 、 光 明 性 に つなが る 。 

無能 性 。 劣 位 性 。 弱 さ 。 それら は 、 暗 黒 性 に つなが る 。 

生物 は 、 有 能 に な り 、 強 く な り 、 優 位 に 立つ と 、 光 明 性 を 感じ る 。 
光明 性 を 得る に は 、 有 能 に な り 、 強 く な り 、 優 位 に 立て ば 良い 。 


(8) 

快感 。 快 適さ 。 それ ら は 、 光 明 性 に つなが る 。 

不快 さ 。 それ は 、 暗 黒 性 に つなが る 。 

生物 は 、 快 感 が ある と 、 光 明 性 を 感じ る 。 生物 は 、 快 適 だ と 、 光 明 
性 を 感じ る 。 

光明 性 を 得る に は 、 快 感 や 、 快 適さ を 得 れ ば 良い 。 

ある 生物 に と っ て 快適 な 行動 は 、 別 の 生物 に と っ て は 、 人 不快 で ある 
こと が 多い 。 


(9) 

ポジ ティ ブ さ 。 前 向き で ある こと 。 それ ら は 、 光 明 性 に つなが る 。 
ネガ ティ ブ さ 。 後ろ 向き で ある こと 。 それ ら は 、 暗 黒 性 に つなが 
る 。 

生物 は 、 ポ ジテ ィ ブ で 前 向き だ と 、 光 明 性 を 感じ る 。 
光明 性 を 得る に は 、 ポ ジテ ィ ブ で 、 前 向き で いれ ば 良い 。 


(10) 

合っ て いる こと 。 それ は 、 光 明 性 に つなが る 。 

違っ て いる こと 。 それ は 、 暗黒 性 に つなが る 。 

生物 は 、 合 っ て いる と 、 光 明 性 を 感じ る 。 生物 は 、 同 意 や 合意 が 得 
られ る と 、 光 明 性 を 感じ る 。 


光明 性 を 得る に は 、 同 意 や 合意 を 得 れ ば 良い 。 


(11) 

温か いこ と 。 それ は 、 光 明 性 に つなが る 。 

ZBlické, ЕС. 暑い こと 。 それ ら は 、 暗 黒 性 に つなが る 。 
生物 は 、 温 か いと 、 光 明 性 を 感じ る 。 生物 は 、 熱 いと 、 強 力 な 光明 
性 を 感じ る 。 

光明 性 を 得る に は 、 温 暖 な 気候 の 下 で 生き れ ば 良い 。 


(12) 

Руд. MB, ПБ, ЖЕ М5. 

異性 に 振ら れる こと 。 そ れ ら は 、 暗 黒 性 に つなが る 。 

МЗ, УФА, ЛЕСУ, 
光明 性 を 感じ る 。 

光明 性 を 得る に は 、 好 み の 和 肉体 の 、 気 が 合う 異性 と の セッ クス に よ 
SASSI ИЗ и \. 


(13) 

生活 水準 の 高 さ 。 衣食 住 に お ける 十分 さ ぐ 。 それ ら は 、 光 明 性 に つ な 
が る 。 

生活 水準 の 低 さ 。 衣食住 に お ける 不足 。 それら は 、 暗 黒 性 に つなが 
る 


生物 は 、 生 活水 準 が 高く 、 十 分 に 衣食 住 を 満た せる と 、 光 明 性 を 感 
じ る 。 
光明 性 を 得る に は 、 高 い 生 活水 準 や 、 十 分 な 衣食 住 を 得 れ ば 良い 。 


(14) 

良い こと 。 生物 の 生存 に と っ て プラ ス に な る こと を する こと 。 和 生物 
の 生存 を 助け る こと 。 それ ら は 、 光 明 性 に つなが る 。 生物 は 、 そ れ 
ら を する と 、 光 明 性 を 感じ る 。 

悪い こと 。 生物 の 生存 に と っ て マイ ナス に な る こと を する こと 。 生 
物 の 生存 を 妨害 する こと 。 生物 を 毅 害 する こと 。 それ ら は 、 暗 黒 性 
に つなが る 。 生物 は 、 そ れ ら を する と 、 暗 黒 性 を 感じ る 。 

光明 性 を 得る に は 、 生 物 の 生存 に と っ て プラ ス に な る こと を し た 
り 、 生 物 の 生存 を 助け れ ば 良い 。 


C15) 

問題 が 無い こと 。 そ れ は 、 光 明 性 に つなが る 。 

問題 が ある こと 。 それ ら は 、 暗 黒 性 に つなが る 。 

生物 は 、 問 題 を 解決 する と 、 ポ ジテ ィ ブ な 光明 性 の 世界 に 入る こと 


が 出来 る 。 
光明 性 を 得る に は 、 問 題 を 解決 すれ ば 良い 。 


(16) 

笑み 。 幸 せ 。 楽 しみ 。 そ れ ら は 、 光 明 性 に つなが る 。 

$0. Иа. 不幸 。 そ れ ら は 、 暗 黒 性 に つなが る 。 

生物 は 、 笑 み が あ る と 、 光 明 性 を 感じ る 。 生 物 は 、 幸 せ が あ る と 、 
光明 性 を 感じ る 。 生物 は 、 楽 し み が あ る と 、 光 明 性 を 感じ る 。 
光明 性 を 得る に は 、 笑 み を 忘れ ず 、 楽 し く 過 ご し 、 幸 せ を 掴め ば 良 
い 。 


(17) 

将来 性 。 希 望 。 それ ら は 、 光 明 性 に つなが る 。 

将来 性 の 無 さ 。 希 望 の 無 さ 。 そ れ ら は 、 暗 黒 性 に つなが る 。 
生物 は 、 将 来 性 が ある と 、 光 明 性 を 感じ る 。 生物 は 、 希 望 が ある 
と 、 光 明 性 を 感じ る 。 

光明 性 を 得る に は 、 和 将来 性 や 希望 を 得 れ ば 良い 。 


(18) 
FMACSCE, ЕН9ъсе. нуу сЕ. それ ら 
は 、 光 明 性 に つなが る 。 

未完 成 の まま 放置 する こと 。 和 実現 で き な い こと 。 課題 を クリ ア 出 来 
な いけ こと 。 そ れ ら は 、 暗 黒 性 に つなが る 。 

生物 は 、 完 成 さ せ 、 実 現さ せ 、 ク リア させ る と 、 光 明 性 を 感じ る 。 
光明 性 を 得る に は 、 和 完成 し 、 実 現し 、 課 題 を クリ ア す れ ば 良い 。 


C19) 

願望 が 計 う こと 。 そ れ ら は 、 光 明 性 に つなが る 。 

願望 が 計 わ な いこ と 。 そ れ ら は 、 暗 黒 性 に つなが る 。 
生物 は 、 願 望 が 叶う か 、 叶 いそ うだ と 、 光 明 性 を 感じ る 。 
光明 性 を 得る に は 、 願 望 を 叶え れ ば 良い 。 


(20) 

選ば れる こと 。 認 め ら れる こと 。 そ れ ら は 、 光 明 性 に つなが る 。 
選ば れ な いこ と 。 認 め ら れ な いこ と 。 そ れ ら は 、 暗 黒 性 に つなが 
る 。 

生物 は 、 選 ば れる と 、 光 明 性 を 感じ る 。 生物 は 、 認 め ら れる と 、 光 
明 性 を 感じ る 。 

光明 性 を 得る に は 、 選 ば れ 、 認 め ら れれ ば 良い 。 


(21) 

プラ ス の 意味 で 注目 され る こと 。 人 気 者 に な る こと 。 他 者 か ら 必 要 
ESNS CK, FEMGS CE, 売れっ子 に な る こと 。 稼げ る こ 

と 。 和 輸出 超過 に な る こと 。 財政 的 に 黒字 で ある こと 。 財政 的 に 食べ 
て いけ る こと 。 生 物 が 、 彼 ら 自 身 の 有 人 能 さ を 確認 で きる こと 。 和 生物 
は 、 そ うな る と 、 光 明 性 を 感じ る 。 それ ら は 、 光 明 性 に つなが る 。 
光明 性 を 得る に は 、 プ ラス の 意味 で 注目 され 、 人 気 を 得 て 、 他 者 か 
ら 必 要 と され 、 志 要 を 獲得 し て 、 売 れ っ 子 に な っ て 、 稼 げ て 、 輸 出 
超過 を 実現 で き て 、 財政 的 な 黒字 を 実現 で き て 、 財 政 的 に 食べ て い 
く こ と が 出来 て 、 彼 ら 自 身 の 有 能 性 を 確認 で きる よう に すれ ば 良 

い 。 


(22) 

ook 1) DERAEHATSCe, それ ら は 、 光 明 性 に つなが る 。 
seo! PERES SND TEI, RATSCE, それ ら は 、 暗 黒 
性 に つなが る 。 

光明 性 を 得る に は 、 女 張 りや 権益 を 占有 すれ ば 良い 。 


(23) 

調和 。 そ れ は 、 光 明 性 に つなが る 。 

不調 和 。 そ れ は 、 暗 黒 性 に つなが る 。 

生物 は 、 調 和 を 得る と 、 光 明 性 を 得 や すい 。 生物 は 、 意 見 や 方 針 が 
周囲 と 合致 する と 、 光 明 性 を 得 や すい 。 

光明 性 を 得る に は 、 周 囲 と の 意見 や 方 針 の 合致 を 得 れ ば 良い 。 
生物 は 、 周 囲 を 説得 で きそう な 意見 や 方 針 を 掲げ る と 、 光 明 性 を 得 
や すい 。 

光明 性 を 得る に は 、 調 和 を 重視 し 、 周 囲 を 説得 で きそう な 意見 や 方 
針 を 掲げ れ ば 良い 。 


(24) 

自然 さ 。 そ れ は 、 光 明 性 に つなが る 。 

不 自 然 さ 。 作 為 性 。 そ れ は 、 暗 黒 性 に つなが る 。 
光明 性 を 得る に は 、 自 然 に 振る 舞 え ば 良い 。 


(25) 

健康 で ある こと 。 元気 で ある こと 。 無傷 で ある こと 。 それ ら は 、 光 
明 性 に つなが る 。 

病気 で ある こと 。 元気 が 無い こと 。 人 傷つい て いる こと 。 それ ら は 、 
暗黒 性 に つなが る 。 

光明 性 を 得る に は 、 健 康 で 、 元 気 で 、 無 傷 で いる よう に すれ ば 良 


い 。 
光明 性 を 得る に は 、 病 気 や 傷 を 治せ ば 良い 。 


(26) 

リラ ックス 。 そ れ は 、 光 明 性 に つなが る 。 

緊張 。 ス トレ ス 。 そ れ は 、 暗 黒 性 に つなが る 。 

光明 性 を 得る に は 、 リ ラッ クス 出来 る よう に すれ ば 良い 。 


(27) 

主導 者 の 場合 。 

付い て くる 他 者 が いる と 、 光 明 性 を 得 や すい こと 。 

REBITLIC CARLIE, ЖЕНЕВЕ <. 

主導 者 が 光明 性 を 得る に は 、 他 者 が 付い て くる よう な 主導 性 を 発揮 
すれ ば 良い 。 

従者 の 場合 。 

主導 者 と 意見 が 合致 する と 、 光 明 性 を 得 や すい こと 。 

主導 者 と 意見 が 合わ な いと 、 光 明 性 は 得 ら れ な いこ と 。 

従者 が 光明 性 を 得る に は 、 意 見 の 合う 主導 者 を 見 つけ て 、 従 う よ う 
に すれ ば 良い 。 


(28) 

生物 は 、 弱 音 を 吐く と 、 光 明 性 を 得 に くい 。 生物 は 、 隠 し 事 を する 
と 、 光 明 性 を 得 に くい 。 生物 は 、 憎 悪 を むき 出し に する と 、 光 明 性 
を 得 に くい 。 生物 は 、 他 の 生物 を 才 傷 する と 、 光 明 性 を 得 に くい 。 
生物 は 、 ネ ガ テ ィ ブ だ と 、 光 明 性 を 得 に くい 。 

で も 、 生物 は 、 そ れ ら を 抑止 し 続け る こと に 耐え られ な く な る こと 
も ある 。 

うま く 行 か な いこ と の 連続 が も た ら す 、 ス トレ ス の 区 積 。 周囲 か ら 
圧力 や 危害 を 加え られ る こと に よる 、 ス トレ ス の 蓄積 。 自 身 が 暗黒 
性 に 満ち た 行動 を 実行 し た こと に 対す る 、 自 身 に 対す る 不快 感 や 自 


BOX. 

生物 は 、 そ うし た ネガ ティ ブ プ な 内 実 を 、 外 部 に 向かっ て 、 吐 く 必 要 
DBS. 

生物 や 人 間 は 、 そ の こと で 、 内 心 の スト レス や 葛藤 や 傷 を 癒 や すこ 
と が 出来 る 。 


倍 頼 で きる 他 者 へ の 、 秘 密 の 相談 や 告白 。 

例 。 宗 教 指導 者 へ の 告 解 。 カ ウン セラ ー へ の 秘密 の 相談 や 告白 。 配 
偶 者 や 親子 へ の 秘密 の 相談 や 告白 。 友 人 へ の 秘密 の 相談 や 告白 。 
生物 は 、 悩 み の 打 ち 明 け や 告 白 を 行う に 足る 倍 頼 関係 を 、 他 者 と の 
間 で 構築 で き て いる と 、 光 明 性 を 得 や すい 。 


同じ 入力 刺激 に つい て 、 常 に 同じ 出力 を 吐き 出す よう に する こと 。 
それ が 、 信 頼 の 源 と な る 。 

生物 は 、 信 頼 が ある と 、 光 明 性 を 得 や すい 。 

光明 性 を 得る に は 、 信 頼 を 得 れ ば 良い 。 

生物 は 、 内 心 の スト レス や 葛藤 や 傷 が 癒え る と 、 光 明 性 を 得 や す 

い 。 

光明 性 を 得る に は 、 以下 の 内 容 を 実行 すれ ば 良い 。 信 頼 で きる 他 者 
に 対し て 、 悩み を 告白 し 相談 する こと 。 そ の こと で 、 内 心 の スト レ 
ス や 葛藤 や 傷 を 癒 や すこ と 。 


AAA 

款 教 や 理想 は 、 生 物 に 光明 性 を 見 せ て くれ る 思想 や 儀式 で ある 。 宗 
教 の 祈り は 、 生 物 が 光明 性 を 追い 求め る 姿 を 表し て いる 。 

光明 性 の 世界 と は 、 生 物 に と っ て の 天国 で ある 。 Е, TOUR 
に お いて 、 心 の 底 か ら リ ラッ クス で き 、 快 感 に 漫 る こと が 出来 る 。 
視覚 を 持た な い 生 物 。 視 覚 が 故障 し た 生物 。 彼 ら は 、 光 明 性 を 頁 接 
は 知ら な い が 、 そ れ に 相当 する 代わ り の 感覚 を 所 持 し て いる と 考え 
られ る 。 


( 2021 年 11 月 初出 。 ) 


自分 自身 の 生物 を 光明 に 変え る に は 。 
生物 は 、 自 分 自身 の 生物 を 、 光 明 に 変え た い 。 

その た め に は 、 生 物 は 、 以 下 の 行 為 を すれ ば 良い 。 
生物 へ の 規制 に 従う こと 。 

生物 へ の 規制 。 そ れ へ の 適応 を 実現 する こと 。 

生物 へ の 規制 。 そ れ へ の 適応 を 体現 する こと 。 


その 実感 を 持つ 体験 を する こと 。 それ に 成功 する こと 。 


例 。 

周囲 の 他 者 に 貢献 する こと 。 

そう し て 、 周 囲 の 他 者 に 受け 入れ られ る こと 。 
そう し て 、 自 分 自身 の 理解 者 を 得る こと 。 


例 。 
янв’ а АСС. 
AABSOTMELDOSCEe, 
язвой иже осы. 


Оо, ЕСИ С“. 
自分 自身 の 生物 を 賭け る 対象 。 

自分 自身 の 生物 を 打ち 込む 対象 。 

それ ら の 対象 を 明確 化 で きる こと 。 

それ ら の 対象 を 得 ら れる こと 。 

以下 の 実現 を 、 最 終 的 に 可能 に する こと 。 


生物 へ の 規制 。 そ れ へ の 適応 。 そ の 実現 。 
生物 へ の 規制 。 そ れ へ の 適応 。 そ の 体現 。 


その 実感 で 、 自 分 自身 の 毎日 を 総括 する こと 。 
その 実感 で 、 一 日 の 終わ り を 締め くく る こと 。 


その 実感 で 、 自 分 自身 の 生物 を 総括 する こと 。 
その 実感 で 、 自 分 自身 の 生物 を 締め くく る こと 。 


(初出 2020 年 8 月 。 ) 


生物 の バト ン 。 生物 の リレー。 生物 の 運 


生物 は 、 生 殖 を 行う 。 
生物 は 、 新 旧 の 世代 交代 を 行う 。 


a 
Ao 


それ は 、 前 の 世代 か ら 、 次 の 世代 へ と 、 生 物 の バト ン を 受け 渡す 形 


で 行わ れる 。 
仮に 、 前 の 世代 が 、 次 の 世代 へ の 生物 の バト ン の 受け 渡し に 成功 し 
た 、 と する 。 


する と 、 前 の 世代 は 、 安 心して 、 老 豪 し 、 死 ぬ 。 


それ ら は 、 以下 の よ うに 表現 可能 で ある 。 
//// 

生物 の 継承 。 

生物 の リレー。 

//// 


以下 の (1 ) は 、 以 下 の ( 2 ) を 実現 する 。 

以下 の ( 1 ) は 、 そ れ に よっ て 、 以下 の ( 3 ) が 可能 と な る 。 
(1 ) 生物 。 

(2-1) 生 物 の リレー を 実行 する こと 。 
(2-2) 生 物 の リレー に 成功 する こと 。 

(3 ) 自 分 の 一 生 を 、 充 実 し た 内 容 と する こと 。 そ の 実現 。 
それ は 、 以 下 の 行 為 の 。 一 つの 類型 で あぁ る 。 

生物 へ の 規制 に 従っ て 生き る こと 。 


生物 は 、 そ の こと で 、 以下 の ( 4 ) の 内 容 を 、 運 命 付 けら れ て い 
る 。 

(4-1) 生 まれ る こと 。 死 ぬこ と 。 

(4-2) 若 さ を 保 て な いこ と 。 老 衰 す る こと 。 


それ ら は 、 和 生物 に と っ て 、 強 制 さ れ た も の で ある 。 
それ ら は 、 以 下 の ( 5 ) DEDICATE TH S. 


AAA 
(5 ) 生物 の 運命 。 
//// 


それ ら は 、 以下 の 内 容 の 、 一 つの 類型 で ある 。 
生物 へ の 規制 の 、 全 て の 生物 へ の 、 例 外 な き 強 制 。 


(初出 2020 年 8 月 。 ) 


生物 O 椎 利 。 生 物 O 偷 理 。 生 物 O 宿 命 。 


CA) 生物 の 権利 。 
生物 は 、 み ん な 、 生 物 へ の 規制 に 従っ て 動 こ っ と し て いる 。 


//// 

以下 の (1 ) は 、 以 下 の ( 2 ) の 内 容 を 実現 する 。 
以下 の ( 1 ) は 、 そ うし て 、 以下 の ( 3 ) を 可能 に する 。 
(1 ) 生物 。 

(2 ) 生物 へ の 規制 に 従っ て 動く こと 。 
(3-1) 和 幸せ に な る こと 。 そ の 実現 。 

(3-2) 明 る いい 一 生 を 送る こと 。 そ の 実現 。 

//// 

(1) 生物 へ の 規制 に 従っ て 生き る こと 。 

生物 自身 が 、 上 記 の ( 1 ) を 選択 する 場合 。 

各々 の 生物 は 、 次 の ( 2 ) の 事項 を 考慮 する 必要 が ある 。 
(2 ) 他 の 生物 の 意思 。 

他 の 生物 。 彼ら は 、 各 々 の 生物 の 周囲 に 存在 する 。 


//// 

以下 の ( 1 ) だ け で な く 、 以下 の (2 ) も 、 以 下 の ( 3 ) の 内 容 を 
実行 する 。 

以下 の (2 ) も 、 以 下 の ( 4 ) を 実現 し よう と し て いる 。 

(1 ) 生物 自身 。 

(2 ) 他 の 生物 。 

(3 ) 生物 へ の 規制 に 従っ て 動 こ うっ と する 行為 。 

(4) 幸 せ に な る こと 。 明 る い ー 生 を 送る こと 。 


C1) 
以 下 D (2) を 実行 する 上 で 、 以 下 の ( 5 ) の 態度 が 必要 で ある 。 


(5) 
以下 の (3 ) に お ける 、 以下 の ( 4) の 内 容 の 尊重 。 


送る 一 ー 生 。 そ の 内 容 の 明る さ 。 
生物 へ の 規制 に 従っ て 生き る こと 。 それ を 容易 に 実現 で 


他 の 生物 は 、 以 下 の 権 利 を 持つ 。 

(1 ) 生物 へ の 規制 に 従っ て 生き る 権利 。 

(2) そう し て 、 幸 せ に 生き る こと が で きる 権利 。 

(3) う そう し て 、 明 る い ー 生 を 送る こと が で きる 権利 。 
生物 同士 は 、 そ の こと を 互い に 、 あ る 程度 配慮 すべ き で ある 。 
それ は 、 以 下 の ( 7 ) の よう に 表現 可能 で ある 。 

//// 

(7 ) 生物 の 権利 。 

AAA 


СВ ) 生物 四 偷 理 。 


//// 

生物 の 権利 。 

それ は 、 例 えば 、 以下 の 内 容 に 相当 する 。 

ТЗ, МТФ (3 ) の 意識 の 原型 で ある 。 

以下 の (3 ) は 、 以 下 の ( 4) ORO, FETS. 


(4) 

以下 の (1 ) に お ける 、 以下 の ( 2 ) 。 それ を 実現 する こと 
(11) 人 間 。 そ れ は 、 生 物 の 一 種 で ある 。 

(2-1) 他 人 を 生存 し や すく する こと 
(3-1) 人 権 意識 。 


2 ) 他 の 動植物 を 生存 し や すく する こと 
2 ) 環境 保護 の 意識 。 


i ^^ 


(2-3) 他 の 動植物 を 安易 に 肖 さ な いこ と 。 


(3-3) 杀生 抑制 D 意 识 。 


//// 

以下 の ( 1 ) に は 、 以 下 の ( 4 ) に つい て の 認識 が 必要 で ある 。 
(4) 

以下 の ( 2 ) は 、 自 分 自身 と 同様 に 、 以 下 の ( 3 ) を 持っ て いる 
(1 ) 生物 。 

(2 ) 他 の 生物 。 

(3) 生 きる 意思 。 

(3-1) 生 物 へ の 規制 に 従っ て 生き る 意思 。 

( 3-2 ) 幸せ に 生き た い 意 思 。 

(3-3) 明るい 一 生 を 送り た いい 意思 。 

//// 


各々 の 生物 は 、 自 分 の 生物 を 賭け て 、 活 動 し て いる 。 
その た め 、 以下 の (1 ) 同士 で は 、 以 下 の ( 2 ) が 発生 する 。 
Enid, BETS, 

( 1) 異な る 生物 同士 。 

(2 -1) 互 い に 利 害 が 反する こと 。 

(2-2) そ の た め 、 互 い に 滴 穀 を し 合う こと 。 


fl, AIC K Si BAIOIES. 
fl, Dt VAI KSEAMADBRE, AOR, 


ある 生物 は 、 生 物 へ の 規制 に 従っ て 生き る こと が で きる 。 
一 方 、 別 の 生物 は 、 生 物 へ の 規制 か ら 外 れ て 生き る し か な い 。 
ЕЕ 5. 


ФЕИ, HMOUL-ORMICLI, FRBARERU CSS. 
FA, WOLMA, BROETAC EMOUL—-MMT 5. 


ある 生物 は 、 OE 


ある 生物 は 、 豊 か な 一 生 を 送る こと が で きる 。 
一 方 、 別 の 生物 は 、 貢 し い 一 生 を 送る し か な い 。 


こう し た 事態 は 頻発 する 。 それ は 、 理 不 尽 で ある 。 


こう し た 理不尽 の 発生 。 その 頻度 は 、 本 来 、 少 な い 方 が 良い 。 


TLE. 
生物 に は 、 以 下 の 性 質 が ある 。 
自分 自身 の 一 生 の 明る さ 。 それ を 、 禁 限 ま で 追求 する 性 質 。 


ある 生物 は 、 以 下 の 内 容 を 実行 する こと で 、 そ れ を 実現 する 。 
生物 へ の 規制 に 従っ て 生き る こと 。 
その 生物 は そう し て 幸せ に な れる 。 そ れ は 、 生 物 の 光明 性 で ある 。 


その 際 、 生 物 は 、 他 の 生物 の 一 生 を 、 平 気 で 踏み 台 に し て 、 犠 牲 に 
TS. 

それ は 、 生 物 の 暗黒 性 で ある 。 

それ は 、 生 物 の 生存 に 必要 な 資源 は 、 限 られ て いる か ら で あ る 。 


し か し 、 そ れ だ け で は な い 。 

以下 の (1 ) は 、 以 下 の ( 3 ) の 行為 を 、 平 気 で 行う 。 

以下 の ( 1 ) は 、 そ れ を 、 以下 の ( 2 ) の 実現 の た め に 、 行 う 。 
(1) 生物 。 

(2-1) 自 分 自身 の 快楽 や 、 ぜ いた く 。 
(3-1) 他 の 生物 を 飽 え させ る こと 。 


(2-2) 自 分 自身 の 明る い ー 生 。 
(3-2) 他 の 生物 の 一 生 を 犠牲 に する こと 。 


生物 は 、 基 本 的 に 、 他 の 生物 に 配慮 し な い 。 
これ は 、 別 に 人 間 に 限 っ た こと で は 無い 。 


生物 は 、 生 きる 際 に 、 他 の 生物 か ら の 協力 が 必要 で ある 。 

生物 は 、 単 独 で 生き る こと は 難し い 。 

生物 は 、 一 見 、 単 独 で 生き て いる よう に 見 える 。 

し か し 、 実 際 は 、 そ うし た 生物 も 、 他 の 生物 か ら 、 助 力 を 受け て い 


それ は 、 普 通 で ある 。 
それ は 、 当 然 で ある 。 


Я. MFR, MERA, Е, MAS. ФС, REM COMA 
を 受け て いる 。 


Я. 人間 は 、 他 の 生物 の 身体 を 食べ る 。 人 間 は 、 そ うし て 栄養 等 を 
得 て い る 。 


以下 の (1 ) は 、 以 下 の (て 3) を 、 必要 と する 。 
それ は 、 以 下 の ( 2 ) の 実行 に お いて 、 必 要 で ある 。 
それ は 、 必 須 で ある 。 

(1 ) 生物 。 

(2 ) 自 分 自身 が 生き る こと 。 

(3-1) 他 の 生物 へ の 配慮 。 

(3-2) 他 の 生物 へ の 共感 。 


し か し 、 そ れ は 、 生 物 に と っ て 、 難 し い 。 


//// 

以下 の (1 ) の 内 容 は 、 当 然 で ある 。 

(1-1) 光 明 性 を 実現 する 生物 。 そ れ は 、 多 い 方 が 良い 。 
(1- 2) 暗 黒 性 に 沈む 生物 。 そ れ は 、 少 な い 方 が 良い 。 


以下 の ( 2 ) の 実現 は 、 上 記 の ( 1 ) の た め に 、 当 然 で ある 。 
(2-1) 光 明 性 を 実現 する 生物 。 そ の 増加 。 
(2-2) 暗 黒 性 に 沈む 生物 。 そ の 減少 。 


上 記 の ( 2 ) は 、 以 下 の ( 5 ) の た め に 、 な る べく 実現 し た 方 が 良 
い 。 


(5) 

以下 の (3 ) に と っ て 、 以下 の ( 4) を 可能 に する こと 
(3 ) 生物 。 

(4) 自分 自身 が 光明 性 を 伴っ て 生き る こと 

それ は 、 以 下 の ( 6 ) の よう に 表現 可能 で ある 。 

//// 

(6 ) 生物 の 倫理 。 

И 


(C)EMORCTE. Ев. 


ЕЕ 
それ は 、 生 物 に と っ て 、 必 要 で ある 。 
し か し 、 そ の 実現 は 、 難 し い 。 


//// 
以下 の (1 ) は 、 以 下 の ( 2 ) の 実現 に つい て 、 以下 の (3 ) の 状 
態 で ある 。 
(1 ) 生物 。 
- 1) 自分 自身 が 光明 性 を 伴っ て 生き る こと 
- 1 ) Е Ссфос“. 


一 一 
WN 


(2-2) 他 の 生物 の 光明 性 の 実現 。 
(3-2-1) 配 慮 上 し な いこ と 。 
(3-2-2) そ も そ も 配 慮 する 能力 に 到 け て いる こと 。 


それ は 、 生 物 の 暗黒 性 で ある 。 
は 、 以 下 の ( 4 ) の 行為 を 実行 する 。 


の 目的 達成 の た め に 。 
に 対し て 。 


SZ 

— 
S 9 
一 一 一 
UW NM 一 
トン 


生 

自分 自身 の 一 生 の 光明 性 の 実現 。 

他 の 生物 の 一 生 。 他 の 生物 が 持つ 、 生 物 そ の も の 。 
平気 で 犠牲 に する こと 。 


それ は 、 生 物 の 暗黒 性 で ある 。 


ИИ 
ane (1) う は 、 一 見 、 以 下 の ( 2 ) を 実行 し て いる よう に 見 え 


し か し 実際 は 、 以 下 の ( 1 ) は 、 以 下 の ( 4) の 内 容 で 動い て い 


О (3 ) の 上 和 目的 の た め に 。 

(1 ) 生物 。 

) 生物 の 倫理 へ の 配慮 。 そのため に 、 高 い 理 想 を 掲げ る こと 。 
自分 自身 の 生物 の 光明 性 。 それ を 更に 増す こと 。 そ の 実現 。 


(2 
(3) 
(4) 自己 中 心 的 芯 动 机 。 


それ は 、 和 生物 の 暗黒 性 で ある 。 


例 。 

人 間 に よ る 、 高 い 理 想 を 掲げ た 社会 運動 。 性 差別 反対 。 人 種差 別 撤 
廃 。 

それ は 、 き れい ご と の 主張 で 終わ りや すい 。 


//// 

以下 の (1 ) В, ARO C2) を 実行 し よう と する 。 

その た め 、 以下 の (1 ) は 、 以 下 の ( 3 ) に つい て 、 以下 の ( 4 ) 
の 状態 に 陥る 。 

(1 ) 生物 。 

(2 ) 自分 自身 の 生物 の 光明 性 。 そ の 実現 。 

(3 ) 自 分 自身 の 生物 の 暗黒 性 。 そ こ か ら 逃 れる こと 。 
(4) その 実現 が 困難 で ある こと 。 

それ は 、 以 下 の ( 5 ) の よう に 表現 可能 で ある 。 

/// 

(5-1) 生 物 の 自己 矛盾 。 

(5-2) 生 物 の 宿命 。 


> 


> 


/// 


//// 

以 下 D (D ) は 、 生 物 に と っ て 、 解 決 す べ き 、 大 き な 課 題 で ある 。 
(D-1) 生 物 か ら の 暗黒 性 の 消去 。 

(D-2) 生 物 の 光明 性 の 普遍 化 。 


生物 の 一 種 で ある 人 間 は 、 上 記 の ( D ) を 、 未 だ に 両立 で き て いな 
い 。 


以下 の (1 ) は 、 以 下 の ( 3 ) の 状態 で ある 。 

以下 の ( 2 ) で ある 限り リ 。 

(1 ) 生物 。 

( 2) 生き て いる 状態 。 そ の 持続 。 

(3) 上 記 の (D) の 両立 。 そ れ が 永遠 に 不可 能 で ある こと 。 


(初出 2020 年 8 月 。 ) 


生物 の 義務 。 生き る こと 。 


AAA 

以下 の (1 ) に と っ て 。 

以下 の (2 ) は 、 以 下 の ( 3 ) の 内 容 で ある 。 
(1 ) 生物 。 

(2) 生 きる 行為 。 

(3) 

それ は 、 根 本 的 に 面倒 で ある 。 

End, ЖИ. 

それ は 、 根 本 的 に 困難 で ある 。 


それ で も 、 生 物 は 、 生 きる し か な い 。 


以下 の (1 ) に と っ て 。 

以下 の (2 ) は 、 以 下 の (3 ) の 内 容 で ある 。 

(1) 生物 。 

( 2) 生き る 行為 。 

(3 ) それ は 、 ど うし て も 、 や ら な けれ ば ぱ ば ならない 。 


それ は 、 以 下 の ( 4 ) の よう に 表現 可能 で ある 。 
[AAA 

(4) МЕ СФ. 

ИИ 


(初出 2020 年 8 月 。 ) 


感情 。 情 動 。 生 物 維持 と の 関連 。 


感情 。 情 动 。 


ЕЕ Е DT. TIAZADNIF ADS, ИННА Ц, 
反応 する 仕組 み 。 
それ は 、 以下 の よう な 段階 を 踏む 。 


C1) 

環境 変動 。 
//// 
生物 の 身体 。 
// 
その 内 部 環境 。 
その 外部 環境 。 
AAA 


それ ら の 検知 。 


(2) 

検知 結果 の 知覚 。 
- 無意識 的 。 

- 意識 的 。 


(3) 

生物 に と っ て の 価値 。 生 物 自 身 の 生 物 維持 に と っ て の 効果 。 そ の 評 
価 。 その 数 値 。 

- プラ ス 。 

- マイ ナス 。 


プラ ス は 、 光 明 性 。 それは 、 快 感 を 生み 出す 。 
マイ ナス は 、 暗 黒 性 。 そ れ は 、 不 快感 を 生み 出す 。 


例 。 


安全 。 それ は 、 プ ラス の 価値 で ある 。 
危険 。 それは 、 マ イナ ス の 価値 で ある 。 


その 数 値 の 持つ 、 性 質 。 


- 大 きい こと 。 
- 小さ いこ と 。 


- 48889 5-6“. 
- ВВ = В ОИС <. 


(4) 
生物 が 行う 反応 。 


- 働き か け を 行う こと 。 攻 撃 。 防 御 。 
- 働き か け を 行わ な いこ と 。 和 静止 。 


- 积极 的 。 
- 消极 的 。 


- 表 出 。 
- Hrs, HN. Baik. 


例 。 

// 

Re, ЕЕ, УРАФЕНЕН, TNS ORA, 
MIRE EMMGICCOT. NTF AORRAH. CNS OR, 
泣く こと 。 MHRA, номе SM, навес 
と 。 プ ラス と マイ ナス の 両方 。 例 。 嬉 し 泣き 。 

喜ぶ こと 。 積極 的 な 表 出 。 生 物 維持 に と っ て 、 プ ラス の 環境 変動 が 
起き た 場合 。 

怒 る こと 。 積 極 的 な 表 出 。 生 物 維持 に と っ て 、 マ イナ ス の 環境 変動 
が 起き た 場合 。 働 きか け を 行う こと 。 攻 撃 。 悲 し み が ベ ー ス に な っ 
て いる こと 。 

静か に 、 悲 し むこ と 。 消 極 的 な 抑制 。 生 物 維 持 に と っ て 、 マ イナ ス 


С еее. MEMTETIDACE, ВЕ, 
楽し むこ と 。 積 極 的 な 表 出 。 生 物 維持 に と っ て 、 プ ラス の 環境 変動 
が 起き た 場合 。 働 きか け を 行う こと 。 攻 撃 。 喜 び が ベー ス に な っ て 
いる こと 。 

// 


生物 維持 に 敏感 で ある ほど 、 そ の 生物 は 、 感 情 的 に な る 。 
生物 維持 に 鈍感 で ある ほど 、 そ の 生物 は 、 音 感 情 的 に な る 。 


生物 維持 を 重視 する ほど 、 そ の 生物 は 、 感 情 的 に な る 。 
生物 維持 を 軽視 する ほど 、 そ の 生物 は 、 間 感 情 的 に な る 。 


生物 維持 に 熱心 で ら る ほど 、 そ の 生物 は 、 感 情 的 に な る 。 
生物 維持 に 准 や や か で ある ほど 、 そ の 生物 は 、 音 感 情 的 に な る 。 


生物 は 、 自 己 保 身 的 で ある ほど 、 感 情 的 に な る 。 
生物 は 、 捨 て 身 的 で ある ほど 、 音 感 情 的 に な る 。 


例 。 

女性 は 、 自 己 保身 性 で 動く 。 
男性 は 、 捨 て 身 で 動く 。 

女性 は 、 男 性 より も 、 感 情 的 に な る 。 
РЕ, WHALE. ЗЕВС 5. 


(2021 年 12 月 初出 。 ) 


生物 社会 の 人 工 的 な 生成 。 


マイ クロ ニュ ー ロ コン ピュ ー タ 同士 の 相互 作用 に よっ て 、 人 工 の 小 
ВЕНА ЕО, Chik, НН С$05, Я 
な る 。 


単 ー ニ ュー ロン と 、 そ れ ら の 組み 合わ せ で 、 ニ ュー ロコ ンピュータ 
を 作る こと 。 も し く は 、 ニ ュー ロコ ンピュータ ベー ス の 人 工 知 能 
を 、 改造 する こと 。 


それ ら の ニュ ー ロ コン ピュ ー タ 同士 を 相互 作用 させ て 、 マ イク ロロ な 
ニュ ー ロ コン ピュ ー タ 社会 を 作る こと 。 


それ ら は 、 以 下 の 内 容 の 実現 に つなが る 。 

// 

生物 社会 の 基盤 を 知る こと 。 

ane 人 間 以 外 の 生物 と の 、 コ ミュ ニケ ーション 。 そ の 方 法 の 確 
。 その 基礎 を 得る こと 。 

и 


その 際 に は 、 以 下 の 内 容 の 実現 が 、 重 要 で ある 。 

生物 に と っ て の 環境 。 そ の 状態 の 検知 。 そ の 結果 数 値 。 そ れ が 、 生 
物 の 維持 に と っ て 、 プ ラス か マイ ナス か を 、 生 物 自 身 が 麟 定 する こ 
と 。 そ の 仕組 み を 、 生 物 と し て の マイ クロ ニュ ー ロ コン ピュ ー タ の 
内 部 に 、 入 れる こと 


( 2021 年 12 月 初出 。 ) 


生物 の 代理 。 移 動 生活 様式 中 心 社会 の 場合 。 


生物 の 代理 。 

移動 生活 様式 中 心 社会 の 場合 。 

絶対 者 が 作っ た 、 FR. ENE, ЛАБ ВН №1159 5 
こと 。 そ れ を 禁じ る こと 。 


例 。 

絢 対 者 の 神 が 作 っ た 、 生 物 進 化 の 秩序 。 そ れ を 、 人 間 が 勝手 に 改変 
する こと 。 それ を 禁じ る こと 。 
АУТ, НТ, ИБС SHIR. 

クロ ー ン 人 間 の 生成 。 そ の 禁止 。 

人 間 活 動 が も た ら す 気候 変動 。 そ れ が も た ら す 、 人 間 以 外 の 生物 の 
3. СФЕЕ, 


ある 生物 が 、 絶 対 者 に よっ て 、 特 別に 選ば れ た 存在 で ある こと 。 そ 
ФЕНА, 


ある 生物 が 、 他 の 生物 より も 、 社 会 的 上 位 者 で ある こと 。 そ の 正当 
化 。 
ある 生物 に 対す る 扱い が 、 他 の 生物 に 対す る 扱い に 比べ て 、 格 上 で 
ある こと 。 そ の 正当 化 。 

// 

例 。 

人 間 が 、 他 の 生物 より も 、 上 位 の 存在 で ある こと 。 その 正当 化 。 
// 


FIM, ФО, МЗ эс. ФЕН, 
// 

例 。 

лНЕ$5. Еф. СЕН, 

// 


その た め 、 あ る 生物 が 、 以下 の 状況 の 発生 を 、 回 避 す る こと 。 

i 

彼ら 自身 の 社会 的 格付 け 。 それ が 、 他 の 類似 の 生物 に 対す る 社会 的 
格付 け と 、 同 格 に な る こと 。 

// 


//// 

例 。 

ある 生物 が 、 
ある 生物 が 、 
る こと 。 


皮 ら 自身 の 生殖 行為 を 、 末 向き 、 否 定 す る こと 。 
皮 ら 自身 が 所 有する 、 性 的 誘引 力 を 、 表 向き 、 否 定 す 


へ — 


= 


// 

例 。 

人 間 の 場合 。 

セッ クス 。 НА. ПРОБЕ. 

性 的 誘惑 の 否定 。 売 春の 否定 。 

それ ら に よる 、 以下 の 内 容 の 実現 。 

家畜 が 、 本 能 の まま に 、 セ ックス する こと 。 そ の 育 定 。 

人 間 が 、 家 間 と 同様 に 、 本 能 の まま に 、 セ ックス する こと 。 ФЕ 
定 。 


人 間 と 家畜 と の 差別 化 。 そ の 正当 化 。 


AMIEKS, RBORR FOE. 
ИИ 


(2021 年 12 月 初出 。 ) 


生物 に と っ て の 理想 。 その 実現 
Ix, ANB] ВЕ CHS, 


総論 。 生物 に と っ て の 理想 。 生 物 の 本 質 。 そ 
の 両者 の 関係 。 


(1) 
生物 に と っ て の 理想 。 


(2) 
生物 の 本 質 。 


上 記 の 両者 は 、 互 い に 相 容れ な い 。 
上 記 の 両者 は 、 互 い に 対 立 す る 。 


生物 と 人 間 と の 関係 。 
人 間 は 、 生 物 に 含ま れる 。 
人 間 は 、 生 物 の 一 種 で ある 。 


生物 に と っ て の 理想 。 
М4, ФАСО, ПНС, H<CBeEDITSNS, 


М4, CONBICMUT, КУНИС, 8105. 
EN, ИЕ ФЛЕЖС, Е СФ5. 


ЕФИМ CHG LICK. 
Fils, = ЕВА СИ, 5 TEA, GRA. 


生物 に と っ て の 理想 。 


その 内 容 を 、 彼 ら 自 身 の 手 に よっ て 、 真 に 実現 する こと 。 
その こと は 、 生 物 に と っ て 、 不 可能 で ある こと 。 


彼ら 自身 に お ける 、 そ の よう な 限界 の 存在 。 
生物 は 、 そ れ に つい て 、 そ も そ も 気 付く こと が 出来 な い 。 


( 初出 2021 年 2 月 。 ) 


生物 の 本 質 。 それ ら の 主要 な 内 容 。 


生物 の 本 質 。 
それ ら の 主要 な 内 容 は 、 以 下 の 通 り で ある 。 


СА) 

優先 的 に 、 生 存 し た いこ と 。 

優先 的 に 、 自 身 の 子 孫 を 残し た いこ と 。 
それ ら の 実現 を 、 最 優先 する こと 。 


社会 的 に 有利 に な り た いこ と 。 


社会 的 に 不利 に な る こと 。 
そう し た 事態 の 発生 を 、 避 けた いこ と 。 


自身 の 利益 。 

社会 的 に 有利 に な る た め の 手 段 。 
ИБ ЖЕ SCC. 

その 可能 性 が 確保 され て いる こと 。 


(А- 1-1) 
初期 状態 。 
最初 の 状態 。 


(A-1-2) 
既 亿 、 时 间 杰 经 过 L 碟 后 四 状态 。 


(А- 2-1) 
社会 的 に 有利 に な る た め の 手 段 。 
それ ら を 何 も 持 た な い 状 態 。 


(A-2-2) 

社会 的 に 有利 に な る た め の 手 段 。 
それ ら を 持っ て いる 状態 。 

その 状態 を 、 維 持 で きる こと 。 


(A-3-1) 
社会 的 に 有利 に な る た め の 手 段 。 
それ ら を 獲得 で きる 可能 性 が ある こと 。 


(A-3-1-1) 
自身 に よる 、 具 体 的 な 行動 の 実行 。 
その 実現 の 可能 性 。 
それ が 存在 する こと 。 


(A-3-1-1-1) 

自身 に 固有 の オ 能 を 生か せる こと 。 
その 実現 の 可能 性 。 

それ が 存在 する こと 。 


ое [Dy 
自身 に よる 努力 や 労力 。 

それ ら が 、 結 果 に お いて 、 報 われ る こと 。 
その 実現 の 可能 性 。 

それ が 存在 する こと 。 


(A-3-1-2) 
それ ら を 実現 可能 な 、 社 会 環境 。 
それ が 存在 する こと 。 


(A-3-2) 
社会 的 に 有利 に な る た め の 手 段 。 
それ ら を 獲得 で きる 可能 性 が 無い こと 。 


(A-3-2-1) 

自身 に よる 、 具 体 的 な 行動 の 実行 。 
その 実現 の 可能 性 。 

それ が 存在 し な いこ と 。 


(A-3-2-1-1) 

自身 に 固有 の オ 能 を 生か せる こと 。 
その 実現 の 可能 性 。 

それ が 存在 し な いこ と 。 


о 
自身 に よる 努力 や 労力 。 

それ ら が 、 結 果 に お いて 、 報 われ る こと 。 
その 実現 の 可能 性 。 

それ が 存在 し な いこ と 。 


(A-3-2-2) 
それ ら を 実現 可能 な 、 社 会 環境 。 
それ が 存在 し な いこ と 。 


例 。 
有 能 な 遺伝 子 を 所 持 し て いる こと 。 


4, ЕФ(А- 1-1) の タイ ミン グ に お いて 、 上 記 の (A 
- 2-2) の 状態 に ある こと 。 


例 。 

機会 の 平等 が 、 社 会 的 に 確保 され て いる こと 。 

生物 が 、 上 記 の (A - 1 - 1 ) の タイ ミン グ に お いて 、 上 記 の (A 
- 3-1) の 状態 に ある こと 。 


例 。 
千 果 の 平等 が 、 社 会 的 に 確保 され て いる こと 。 


/// 

生物 が 、 上 記 の (A -3 - 1) の 状態 に ある こと 。 

その 結果 、 生 物 が 、 上 記 の (A- 1- 2 ) の タイ ミン グ に お いて 、 
上 記 の (A- 2 - 2 ) の 状態 に ある こと 。 


СВ) 

自身 と 同質 な 存在 を 、 自 身 と 異質 な 存在 より も 、 優 先 す る こと 。 
自身 と の 間 に お ける 、 遣 伝 的 な 同一 性 。 

自身 と の 間 に お ける 、 文 化 的 な 同一 性 。 

それ ら の 保持 者 を 、 そ れ ら の 音 保 持 者 より も 、 優 先 す る こと 。 


遺伝 的 な 属性 。 
文化 的 な 属性 。 
それ ら の 内 容 に お いて 、 違 う 者 同士 。 


彼ら は 、 互 い に 、 異 な る 理想 を 持つ こと 。 
彼ら は 、 互 い に 、 同 じ 理 想 を 持つ こと が 出来 な いこ と 。 


(О) 
生存 し て いく 上 で 、 楽 が で きる こと 。 


自身 に と っ て 快い こと だ け を 、 し て いる こと 。 


それ だ け で 、 自 身 が 、 十 分 に 生存 で きる こと 。 
それ だ け で 、 自 身 が 、 十 分 に 子孫 を 残せ る こと 。 


生存 し て いく 上 で 、 苦 労 を し な く て 済む こと 。 
生存 し て いく 上 で 、 ハ ー ド な 思い を し な く て 済む こと 。 
生存 し て いく 上 で 、 リ スク を 取ら ず に 済む こと 。 


(DU1 ) 
そう し た 状態 を 、 確 保 で きる こと 。 
その 可能 性 が ある こと 。 


(CDU2) 
そう し た 状態 を 、 確 保 で きる こと 。 
その 可能 性 が 無い こと 。 


(初出 2021 年 2 月 。 ) 


生物 に と っ て の 理想 。 そ の 実現 が 不可 能 で あ 
る こと 。 


生物 に と っ て の 理想 。 
それ は 、 例 えば 、 以下 の よう な 内 容 で ある 。 


C1) 

(1-1) 

個人 の 自由 。 

相互 の 自由 独立 。 

それ は 、 男 性 に と っ て の 理想 で ある 。 

その 内 容 は 、 女 性 の 理想 と は 、 相 容れ な い 。 


1-2) 


全体 の 調和 。 

相互 の 一 体 性 や 共感 の 確保 。 

それ は 、 女 性 に と っ て の 理想 で ある 。 

その 内 容 は 、 男 性 の 理想 と は 、 相 容れ な い 。 


それ ら は 、 以 下 の タ イプ に 玩 当 する 。 


生物 の 本 質 。 
その て (C ) の 内 容 に 菱 当 する タイ ププ 。 


os 


(2-1) 
(2-1-1) 
特権 を 無く すこ と 
既得 権益 を 無く すこ と 


それ ら は 、 以下 の よう な 存在 に と っ て の 理想 で ある 。 


初期 状態 に お いて 、 何 も 無い 状態 か ら ス ター ト す る 者 。 
初期 状態 に お いて 、 特 権 や 既得 権益 を 、 持 た な い 者 。 
現状 に お いて 、 特 権 や 既得 権益 を 、 持 た な い 者 。 
社会 の 下層 か ら ス ター ト す る 者 。 

社会 の 下層 に お いて 生活 し て いる 者 。 


その 内 容 は 、 以下 の よ うな 存在 に と っ て の 理想 と は 、 相 容れ な い 。 
初期 状態 に お いて 、 特 権 や 既得 権益 を 、 持 っ て いる 者 。 
現状 に お いて 、 特 権 や 既得 権益 を 、 持 っ て いる 者 。 


社会 の 上 層 か ら ス ター ト す る 者 。 
社会 の 上 層 に お いて 生活 し て いる 者 。 


それ は 、 以下 の よ うな 内 容 で ある 。 


FED. ИДЕМ. 
それ ら の リセ ッ ト 。 


それ は 、 以下 の タイ プ に 鞍 当 する 。 


/// 

生物 の 本 質 。 

その て A ) の 内 容 に 該当 する タイ プ 。 
(A-1-1) お よび (A-3-1)。 


/// 
生物 の 本 質 。 
その て (に C ) の 内 容 に 該当 する タイ プ 。 


/// 

生物 の 本 質 。 

その (て D ) の 内 容 に 該当 する タイ プ 。 
( О - 1 Ds 


(2-1-2) 
特権 の 維持 。 
既得 権益 の 維持 。 


それ は 、 以下 の タイ プ に 鞍 当 する 。 
/// 


生物 の 本 質 。 
その (A-2-2) の 内 容 に 該当 する タイ プ 。 


/// 
生物 の 本 質 。 
その て (C ) の 内 容 に 該当 する タイ プ 。 


それ ら は 、 以下 の よ うな 存在 に と っ て の 理想 で ある 。 


初期 状態 に お いて 、 特 権 や 既得 権益 を 、 持 っ て いる 者 。 
現状 に お いて 、 特 権 や 既得 権 浴 を 、 持 っ て いる 者 。 
社会 の 上 層 か ら ス ター ト す る 者 。 

社会 の 上 層 に お いて 生活 し て いる 者 。 


ФИЗ, 以下 の よう な 存在 に と っ て の 理想 と は 、 相 容れ な い 。 


初期 状態 に お いて 、 何 も 無い 状態 か ゥ ら ス ター ト す る 者 。 
初期 状態 に お いて 、 特 権 や 既得 権益 を 、 持 た な い 者 。 
現状 に お いて 、 特 権 や 既得 権益 を 、 持 た な い 者 。 
社会 の 下層 か ら ス ター ト す る 者 。 

社会 の 下層 に お いて 生活 し て いる 者 。 


/// 

生物 の 本 質 。 

その (て D ) の 内 容 に 該当 する タイ プ 。 
( О 一 1 ) 


(2-2) 
差別 の 撤廃 。 
IC CE, ОТС ЖЬЯ5С С. 


それ 自身 と 同質 な 存在 。 


それ 自身 と は 異質 な 存在 。 
その 両者 を 、 同 じ よ うに 扱う こと 。 


それ は 、 以下 の 内 容 と 、 互 い に 相 容れ な い 。 


生物 の 本 質 。 

その (BB ) DO 内 容 亿 该 当 才 吾 夕 T 了 。 
( 例 ) 

/// 


経済 的 な 格差 。 


権力 面 で の 格差 。 


ИИ. 
遺伝 的 な 差 。 


// 
性 差 。 
例 。 
男女 。 


AN 

外見 的 な 特徴 の 差 。 
例 。 

人 种 。 


/// 

文化 D 差 。 

例 。 

異 文 化 の 所 有 者 。 


それ ら は 、 以下 の 内 容 と 、 互 い に 相 容れ な い 。 


生物 の 本 質 。 
ФС) の 内 容 に 該当 する タイ プ 。 


例 。 

款 教 的 な 正 し さ 。 
主義 的 な 正 し さ 。 
政治 的 な 正 し さ 。 


(4) 
平和 。 
和 平 。 


それ ら は 、 以下 の 内 容 と 、 互 い に 相 容れ な い 。 


生物 の 本 質 。 
その て ( A ) の 内 容 に 該当 する タイ プ 。 


生物 の 本 質 。 
その て D ) の 内 容 に 該当 する タイ プ 。 


生物 は 、 以 下 の よ うな 内 容 の 実現 を 、 目 指す 。 
より 良い ポジ ショ ン に 就く こと 。 


そう し た ポジ ショ ン の 数 は 、 限 られ て いる 。 

生物 は 、 互 い に 、 そ の 位置 へ の 着任 を 賭け て 、 和 争う 。 

生物 に お いて 、 相 互 の 利害 対立 は 、 必 然 的 に 生じ る 。 

その た め 、 生物 に お いて 、 相 互 の 争い が 絢 え る こと は 、 無 い 。 


相互 の 利害 対立 を 抑止 する こと 。 

平和 の 実現 。 

生物 に と っ て 、 そ の 実現 は 、 一 時 的 な も の に 終わ る 。 
生物 に と っ て 、 そ の 永続 的 な 実現 は 、 本 質 的 に 、 難 し い 。 


(5) 
権利 。 


それ ら は 、 以下 の 内 容 と 、 互 い に 相 容れ な い 。 


生物 の 本 質 。 
=Ф (А) の 内 容 に 該当 する タイ ププ 。 


生物 は 、 以 下 の 内 容 の 実現 を 、 目 指す 。 

自身 の 意見 や 行為 を 、 周 囲 に 対し て 、 通 すこ と 。 

それ は 、 生 物 に と っ て 、 自 身 の 利益 を 確保 する た め に 、 必 須 で あ 
る 。 


Е, CORRE, BSOBAMCUT. ERTS, 


その た め に は 、 以下 の 内 容 の 実現 が 、 必 要 で ある 。 
自身 の 利益 に 反する 意見 。 

その 主張 者 。 

そう し た 存在 と し て の 他 者 。 


自身 の 利益 に 反する 行為 。 
その 実行 者 。 
そう し た 存在 と し て の 他 者 。 


それ ら の 存在 を 、 消 すこ と 。 

それ ら の 存在 を 、 潰 すこ と 。 

それ ら の 存在 を 、 抑 え 込 むこ と 。 

それ ら の 存在 の 斉 動 を 、 制 限 す る こと 。 

それ ら の 存在 の 斉 動 を 、 処 罰する こと 。 

それ ら の 存在 を 、 自 身 に 対し て 、 服 従 さ せる こと 。 


その た め 、 生 物 は 、 他 者 の 権利 を 、 容 易 に 侵害 する 。 


自身 の 権利 。 

他 者 の 権利 。 

それ ら の 両方 を 、 尊重 する こと 。 

生物 に と っ て 、 そ の 実現 は 、 本 質 的 に 、 難 し い 。 


(初出 2021 年 2 月 。 ) 


生物 に と っ て の 理想 郷 。 


生物 に と っ て の 理想 。 
その 内 容 が 、 真 に 実現 され た 世界 。 
そう し た 世界 は 、 生 物 に よっ て 、 以下 の よう に 呼ば れ て いる 。 


極楽 浄土 。 
桃源 郷 。 


( 初出 2021 年 2 月 。 ) 


生物 に と っ て の 理想 と 、 


(1) 
生物 に と っ て の 理想 。 
それ ら の 実現 を 主唱 する 思想 。 


(2) 


生物 に と っ て の 理想 。 
それ ら の 実現 を 主唱 する 存在 。 


リベラ リズ ム 。 


その 主唱 。 


(2) 
社会 運動 家 。 
イデ オロ ー グ 。 


( 初出 2021 年 2 月 。 ) 


生物 に と っ て の 理想 。 そ れ が 持つ 、 生 物 に 
と っ て の 効果 。 


生物 に と っ て の 理想 。 

生物 が 、 そ の 内 容 に 対し て 、 心 理 的 に 、 強 く 意 き つけ られ る こと 。 
+r, ФАСО. ИКС, ВПС а. 

その 原因 。 


C1) 

IBAOEBICLII, ULRFO(A) の 内 容 を 、 実 現さ せる こと 。 

その 実現 を 、 強 く 願 望 す る こと 。 

生物 に と っ て 、 そ の 実現 は 、 一 見 し た 限り で は 、 あ た か も 可能 で あ 
る か の よう に 、 思 える こと 。 


СА) 
生物 に と っ て 、 楽 な 状態 を 、 永 遠 に 得る こと 。 
生物 に と っ て 、 快い 状態 を 、 永 遠 に 得る こと 。 


(2) 

理想 四 信奉 人 上 0 、 以 下 D B)ONADS, ЖИ“. 

その 実現 を 、 強 く 願 望 す る こと 。 

生物 に と っ て 、 そ の 実現 は 、 一 見 し た 限り で は 、 あ た か も 可能 で あ 
る か の よう に 、 思 える こと 。 


理想 DO 信奉 人 十 D、 以 下 D (B ) の 内 容 を 、 克 服 す る こと 
その 実現 を 、 強 く 願 望 す る こと 


生物 に と っ て 、 そ の 実現 は 、 一 見 し た 限り で は 、 あ た か も 可能 で あ 
る か の よう に 、 思 える こと 。 


СВ) 
生物 の 本 質 が も た ら す 、 苫 酷 な 人 生 の 現実 。 


(初出 2021 年 2 月 。 ) 


生物 に と っ て の 、 理 想 と 、 現 実 。 


現実 の 真相 。 

それ に つい て 、 和 徹底 的 に 、 究 明 を 行う こと 。 

それ が 、 生 物 に と っ て 、 本 来 、 必 要 で ある 。 

理想 。 そ の 内 容 は 、 生 物 に と っ て 、 心 地 良 く 、 快 い 。 
現実 。 そ の 内 容 は 、 生 物 に と っ て 、 苦 酷 で あり 、 不 快 で ある 。 
生物 は 、 心 地 良 い 、 RUIABIOWILT, BANS, 
НЗ, SHR. АИС, Нее, 
生物 は 、 心 地 良 い 、 快い 内 容 を 、 専 ら 、 追 求 す る 。 
生物 は 、 以 下 の よ うな 状況 の 発生 を 、 徹 底 的 に 回 避 す る 。 
// 

苦 酷 な 、 不 快 な 内 容 。 

その 解明 。 

それ ら の 内 容 へ の 直面 。 

// 


その よう な 結果 。 

生物 は 、 理 想 を 、 専 ら 、 追 求 する 。 
生物 は 、 現 実 逃 避 を 、 実 行 する 。 
真実 。 

それ は 、 現 実 で ある 。 


真実 を 、 知 る こと 。 
それ は 、 以下 の 内 容 で ある 。 
苦 酷 な 現実 に 、 真 面 す る こと 。 


それ は 、 以下 の 内 容 を 、 改 め て 認識 する こと で ある 。 
// 


ЕАН ЗЕ, 
それ が 、 生 物 に と っ て 回 避 不 能 で ある こと 。 
И 


生物 に と っ て の 真実 。 

C1) 

ИЗ, EWRBSMAATS, TRAHIETHS, 
それ は 、 生 物 の 本 質 で ある 。 

それ は 、 生 物 自 身 に と っ て 、 人 不快 で あぁ る 。 

し か し 、 そ れ は 、 生 物 自 身 に と っ て 、 有 用 で ある 。 
それ は 、 生 物 に と っ て 、 以下 の 内 容 で ある 。 

// 

それ は 、 和 生物 の 生存 と 存続 の 原動力 で あぁ る 。 

それ は 、 生 物 の 発展 の 原動力 で ある 。 

それ は 、 生 物 の 進歩 の 原動力 で ある 。 

// 


(2) 

それ は 、 以 下 の 内容 に つい て の 実態 で ある 。 

// 

生物 を 取り 巻く 環境 。 

それ ら が 内 包 す る 、 生 物 に と っ て の 、 苦 酷 な 生き に くさ 。 
// 


生物 は 、 真 実 を 知る こと を 、 回 避 す る 。 
生物 は 、 理 想 の 追求 に 、 傾 く 。 


#Blt, ULFONRBORRE, ERTS. 
真実 を 追求 する こと 。 


ENE, HAL 以下 の よう な 場合 で も 、 徹 底 的 に 実行 する こと 。 


// 

その こと で 、 結 果 的 に 不快 な 思い を 、 多大 に 経験 する こと 。 
その よう な 状況 の 発生 。 

それ が 、 矛 期 さ れる 場合 。 

// 


真実 を 知る こと 。 


それ を 、 理 想 の 追求 より も 、 優 先 さ せる こと 。 


真実 を 知る こと 


それ は 、 生 物 に と っ て 、 当 面 は 、 不 快 で ある 。 
し か し 、 そ れ は 、 結 局 、 生 物 自 身 に と っ て 、 特 来 的 に 、 


Do 


真実 を 知る こと 。 
苦 酷 な 現実 を 知る こと 
例 。 


男女 の 性 差 を 、 徹 底 的 に 解明 する こと 。 


男性 に よる 、 女 性 の 支配 。 
女性 に よる 、 男 性 の 支配 。 


それ ら の 双方 に 内 在 す る 、 苫 酷 な 現実 。 
それ を 、 徹 底 的 に 、 明 ら か に する こと 。 


真実 を 回 避 す る こと 
理想 を 追求 する こと 

例 。 

男女 平等 を 唱え る こと 。 

性 差別 の 撤廃 を 、 唱 える こと 。 
男女 の 性 差 を 否定 する こと 
男女 の 性 差 に つい て の 研究 

その よう な 研究 を 、 禁止 する こと 


その よう な 研究 の 進展 を 、 阻止 する こと 


(初出 2021 年 3 月 。 ) 


AFORE, EWO 
者 の 間 に お ける 、 同 質 性 。 


必ず 役 に 立 


8. tom 


人 間 の 身体 。 生 物 の 身体 。 男 女 の 性 差 。 そ の 


根本 的 な 規定 要因 。 


生物 の 身体 。 
それ は 、 生 殖 細 胞 の 乗り 物 で ある 。 
それ は 、 和 生殖 細 胞 に と っ て 、 単 な る 道具 で ある 。 


生物 の 存在 に お ける 、 和 生殖 細 胞 が 所 有する 、 中 心性 や 中 枢 性 。 
生物 の 存在 に お ける 、 和 生殖 細 胞 が 所 有する 、 根 本 的 な 重要 性 や 優先 
性 。 

その こと に 対す る 認識 。 

それ は 、 生 物 や 人 間 の 活動 の 理解 に と っ て 、 根 本 的 に 重要 で ある 。 
それ は 、 生 物 や 人 間 の 性 差 の 理解 に と っ て 、 根 本 的 に 重要 で ある 。 


生物 の 雄 の 身体 。 
それ は 、 精 子 の 乗り 物 で ある 。 
それ は 、 精 子 に と っ て 、 単 な る 道具 で ある 。 


生物 の 雌 の 身体 。 
それ は 、 卵 子 の 乗り 物 で ある 。 
それ は 、 卵 子 に と っ て 、 単 な る 道具 で ある 。 


人 間 の 男性 の 身体 。 
それ は 、 精 子 の 乗り 物 で ある 。 
それ は 、 精 子 に と っ て 、 単 な る 道具 で ある 。 


人 間 の 女性 の 身体 。 
それ は 、 卵 子 の 乗り 物 で ある 。 
それ は 、 卵 子 に と っ て 、 単 な る 道具 で ある 。 


男女 の 性 差 。 
それ ら は 、 全 て 、 精 子 と 卵子 の 差 に 、 根 本 的 に 由来 する 。 


精子 と 卵子 と の 受精 。 

生殖 行为 。 

自己 複製 。 

それ ら が 、 男 女 の 生 物 活動 の メイ ン で ある こと 。 


人 間 の 男女 に お ける 、 高 い 知 的 能力 や 、 高 い 運 動 能力 。 
それ ら の 存在 は 、 男 女 の 生 物 活動 に と っ て 、 あ くま で 副 次 的 で ある 
ete 


それ ら の 内 容 は 、 生 殖 細胞 の 性 質 の 反映 に 過ぎ な いこ と 。 


生物 に お ける 、 性 差 の 本 質 。 
人 間 に お ける 、 性 差 の 本 質 。 
ЕЯ, ВСМС, НЕОЕСФЬ. 


人 間 の 男女 の 性 差 。 

その 存在 は 、 生 物 と し て の 、 有 性 生殖 に 基づく 。 

それ は 、 精 子 と 琉 子 が 存在 する 限り け 、 消 去 す る こと は 、 不 可能 で あ 
る 。 

それ は 、 人 間 が 、 有 性 生殖 を 行う 生物 の 一 種 で ある 限り 、 消 去 す る 
こと は 、 不 可能 で ある 。 


男女 の 性 差 を 否定 する こと 。 
それ は 、 男 女 の 生 物性 の 否定 で ある 。 


男女 の 性 差 を 否定 する 人 々 。 

例 。 欧 米 や 日 韓 に お ける 、 リ ベラ リズ ム の 活動 家 た ち 。 
彼ら は 、 生 物 以 外 の 存在 に な る し か 無い 。 

彼ら は 、 単 性 生殖 の 生物 に な る し か 無い 。 


ーー 部 の 生物 が 持つ 、 高 度 な 知性 。 

一 部 の 生物 が 持つ 、 高 度 な 運動 能力 。 

それ ら は 、 結 局 は 、 全 て 、 以下 の 内 容 に 過ぎ な い 。 

下記 の 内 容 を 実現 する た め の 、 単 な る 道具 や 手段 。 

その 生物 が 、 人 遺伝 的 子 拓 や 文化 的 子 指 を 、 後 世に 残す こと 。 


生物 に お ける 高度 な 知性 や 運動 能力 。 
それ ら は 、 そ の 生物 の 本 質 で は 無い 。 


生物 の 本 質 。 

それ は 、 UFO (Al) の 内 容 で ある 。 
(Al ) 

彼ら 自身 の 存在 の 複製 を 、 後 世に 残す こと 。 


人 間 に お ける 、 極 め て 高度 な 知性 。 


それ ら は 、 人 間 の 本 質 で は 無い 。 


人 間 の 本 質 。 

それ は 、 以下 の (A2 ) の 内 容 で ある 。 

CA2 ) 

生物 の 一 種 と し て 、 彼 ら 自 身 の 存在 の 複製 を 、 後 世に 残す こと 


人 間 に よ る 高度 な 知性 の 所 持 。 
それ は 、 以 下 の 内 容 に 過ぎ な い 。 
上 記 の (A2 ) の 内 容 を 実現 する た め の 手 段 の ー つ 。 


ある 生物 が 、 仮 に 、 高 度 な 知性 を 所 持 し て いる 、 と する 。 
その こと は 、 以 下 の 場 合 、 そ の 生物 に と っ て 、 全 く 価 値 が 無い 。 
それ を 所 持 す る こと で 、 下 記 の 内 容 を 、 実 現 出来 な い 場 合 。 
生物 の 一 種 と し て 、 彼 ら 自 身 の 存 在 の 複製 を 、 後 世に 残す こと 


AAA 
Я. АР. 
// 
恒温 動物 で ある こと 。 
彼ら 自身 の 生存 維持 の た め 、 絢 え ず 、 エ ネル ギー 源 と し て の 食料 
を 、 毎日 、 恒常 的 に 、 大 量 に 、 摂 取 し 続け る 必要 が ある こと 。 
その こと の 、 生 物 と し て の 、 根 本 的 な 効率 の 悪さ 。 
彼ら 自身 の 生存 維持 の た め 、 絶 え ず 、 彼 ら 自 身 の 身 体 を 、 外 部 の 物 
品 や エネ ルギー の 大 量 消費 に よっ て 、 保温 し た I), 冷却 し た り 、 し 
続け る 必要 が ある こと 。 
その こと の 、 生 物 と し て の 、 根 本 的 な 効率 の 悪さ 。 
// 
知 的 な 潜在 能力 は 、 高 いこ と 。 
し か し 、 以 下 の 内 容 の 実現 が 、 生 理 的 に 不可 能 で ある こと 。 
生存 維持 に 必要 な 行動 様式 。 そ の 、 短 時 間 で の 学習 。 


その 生存 維持 に 必要 な 行動 様式 。 そ の 学習 。 
その こと に 、 膨 大 な 時 間 と 手間 と コス ト が 掛か る こと 。 


その 子供 の 養育 。 
その こと に 、 無 韻 に 、 時 間 と 手間 と コス ト が 掛か る こと 。 


// 
それ ら の 内 容 が も た ら す 、 生 物 と し て の 、 根 本 的 な 効率 の 悪さ 。 


その 度合 い が 、 途 方 も 無い こと 。 
その 度合 い が 、 と て も 深刻 で ある こと 。 


RSICKS. JEM CHAR, EMAAR, 

その 結果 は 、 以 下 の 内 容 で ある 。 

地球 上 に 、 無 駄 に 、 大 き な 気 候 変 動 を も た ら す こと 。 

そし て 、 結 局 は 、 彼 ら 自 身 の 生 物 を 維持 出来 ず に 、 自 滅する こと 。 
//// 


( 2021 年 9 月 初出 ) 


生物 の 維持 。 そ の 実現 の た め の 、 前 提 共 件 。 


生物 の 維持 。 
彼ら 自身 の 身体 の 維持 。 
生殖 行動 に よる 、 自 己 複製 。 後 世に 、 彼 ら 自 身 の 子 療 を 残す こと 。 


それ ら の 実現 の 前 提 苗 件 と し て 、 必 須 な も の 。 それ は 、 以下 の 内 容 
CHS. 


(1) 

機能 的 物資 の 獲得 。 エ ネル ギー。 水 分 。 養 分 。 栄 養 。 

生物 の 維持 に と っ て 、 最 も 重要 な 物資 や 資源 。 そ れ ら の 、 獲 得 。 
その た め に 必要 な 能力 や 既 得 権益 の 獲得 。 

その 結果 、 得 られ る 、 彼 ら 自 身 の 社 会 的 地位 。 そ の 上 位 性 の 獲得 。 
その こと が も た ら す 、 彼 ら 自 身 の 、 社 会 的 優位 性 の 、 自 己 確認 。 そ 
の 達成 。 

生物 は 、 そ れ ら の た め な ら 、 何 で も する 。 

Ei, We, HS. Tek. 専制 支 配 。 隷 従 。 強制 労 働 。 苦 役 。 


(2) 
物理 的 存在 と し て の 、 生 物 の 身体 。 そ の 居場所 の 獲得 。 
住む と ころ 。 


毎日 、 寝 起き を し て 、 暮 ら す と ころ 。 
配偶 者 や 子供 と 、 共 同 生 活 を 送る と ころ 。 
生殖 行為 と 、 子 供 の 養育 行為 を 行う と ころ 。 


外敵 か ら 、 身 体 を 守る と こる ろ 。 

住処 。 巣 。 家 。 それら の 、 獲 得 。 

その こと に よる 、 彼 ら 自 身 の 生 活 や 、 彼 ら の 子供 の 生育 環境 の 、 安 
хе. ИБО. Е. 

生物 は 、 そ の た め に 、 必 死に な っ て 働く 。 


(3) 
脅威 か ら の 防衛 。 田 威 に 対す る 攻撃 や 反撃 。 


2k. 
それ は 、 以 下 の 内 容 で ある 。 


(3-1) 
内 部 环境 。 
Tax. RE. Я. TB. 


(3-2) 
外 部 环境 。 


(3-2-1) 
無生物 の 無機 環境 。 
過酷 な 気候 。 RE BARS, FILO. Hk, KWOK, 


(3-2-2) 

他 の 生物 た ち 。 

敵 。 彼 ら 自 身 に 危害 を 加え に 来る 相手 。 彼 ら 自 身 を 肖 し に 来る 相 
手 。 捕 食 者 。 

ライ バル 。 彼ら 自身 の 競争 相手 。 彼 ら 自 身 の 所 有する 了 既得 権益 を 侵 
害する 相手 。 


それ ら の 交 威 か ら 、 彼 ら 自 身 の 身体 を 防御 し 、 反 撃 し 、 攻 撃 す る こ 
と 。 そのため の 物品 や 義 備 。 

as. $2, 兵器 。 BE, 

BRC. Hz. 


雄 。 
それ ら の 武器 や 兵器 や 閑 備 の 、 開 発 者 や 製造 者 や 使用 者 。 


ЩЕ, 
#ЬЗ НОВОЕ, БИН, ИС С, it 


に 戦わ せる 。 

WEIS, HEI UC, НФ ся, BSS. 

彼ら 自身 の 装備 は 、 丸 腰 で ある 。 

生物 は 、 丸 腰 状 態 の 方 が 、 危 な い 存 在 と 見 な され に くく 、 攻 撃 さ れ 
に くい 。 

その こと は 、 彼 ら 自 身 の 自 己 保身 に と っ て 、 よ りり 有利 で ある 。 
WEIS, ЕВЕ, SC. ИСО. 

雌 は 、 彼 ら 自 身 は 、 雄 に 護衛 され た 状態 で 、 安 全 地 帯 に 滞 田 する 。 


例 。 

カプ トム シ の 場合 。 
Е, eH. 
WEIL, FAS FEEL, 


例 。 

人 間 の 場合 。 

HA ULEAED, AHORA, MELE, BRLEITSC 
ey 

その 可能 性 が 、 大 きい こと 。 

その こと で 、 女 性 の 心身 が 傷つく こと 。 
С 


女性 が 、 想 定 外 の 妊娠 を し た 場合 。 

生ま れ て 来 た 、 彼 ら 自 身 の 子供 。 

その 子供 を 、 自 力 で 、 経 済 的 に 苦労 し な が ら 、 育 て る こと 。 
EOFS, MICE. FIL. 

配偶 者 と は 、 違 う 男 性 。 彼 の 子供 を 、 配 偶 者 の 男性 に 、 経 済 的 に 養 
Betsce,. FN, 


生物 は 、 そ の よう に し て 、 彼 ら 自 身 の 生 物 を 維持 し つつ 、 彼 ら 自 身 
の 子孫 の 生成 を 行う 。 
( 2022 年 1 月 初出 。 ) 


生物 に お ける 、 基 本 的 欲求 。 生物 に お ける 、 


基本 的 傾向 。 


生物 に お ける 、 基 本 的 欲求 。 そ れ は 、 以 下 の 内 容 で ある 。 


AAA 
要約 。 


生き や すさ の 実現 。 


生き や すさ の 持続 や 永続 。 

生存 状態 の 持続 。 衣食 住 を 確保 する こと 。 

ЕЯ. FRE. НС се, 生殖 。 НЕ, ХИ 
的 作品 の 自作 。 


生き や すさ の 増大 や 拡大 。 

有人 能 性 の 獲得 。 

資源 や 富 や 設備 の 蓄積 。 既得 権益 の 蓄積 。 新 た な 領域 の 開拓 。 
生き や すさ を 阻害 する 要因 の 除去 。 田 威 や ライ バル の 存在 を 、 除 去 
する こと 。 


AAA 


AAA 


主 存 に お ける 、 м oe 
それ ら の 保有 を 確認 する こと 
それ ら の 水準 の 高 さ 。 それ を 、 他 の 生物 に 対し て 、 示 すこ と 


既得 権 六 を 、 た くさ ん 所 有 し て いる こと 。 富裕 で ある こと 。 
それ ら の 保有 を 確認 する こと 
それ ら の 水準 の 高 さ 。 それ を 、 他 の 生物 に 対し て 、 示 すこ と 


その 結果 。 

他 の 生物 か ら 、 上 位 者 と し て 扱わ れる こと 。 他 の 生物 か ら 、 尊 敬 さ 
れる こと 。 

それ ら の 保有 を 確認 する こと が 、 絶 え ず 必要 で ある こと 。 


その 実現 の 容易 性 や 、 そ の 実現 の 平易 性 。 そ の 実現 の 安全 性 。 
それ ら の 保有 を 確認 する こと 。 


それ ら の 保有 を 確認 する こと が 出来 な い 場 合 。 そ れ ら を 喪失 し た 場 
合 。 精神 的 に 落ち 込み 、 ス トレ ス を 汐 め る こと 。 

彼ら 自身 の 能力 上 の 長所 を 伸ばす こと 。 そ の こと で 、 生き や すさ 
を 、 向 上 させ る こと 。 

彼ら 自身 の 能力 上 の 欠点 を 無く すこ と 。 その こと で 、 生き や すさ の 
低下 の 発生 を 、 防 止 す る こと 。 

それ ら の 、 館 く こ と な き 追 求 。 向上心 を 、 所 有する こと 。 


ИЕ 


生存 に お ける 、 利 益 の 確保 。 生存 に お ける 、 損 失 の 回 避 。 
収支 に お ける 、 黒 字 の 確保 。 収支 に お ける 、 赤 字 の 回 避 。 
それ ら の 追求 。 

彼ら 自身 の 衣食 住 の 質 や 量 を 、 少 し で も 多く 、 向 上 させ る こと 。 食 
い 扶 持 を 、 少 し で も 多く 、 稼 ぐ こ と 。 

その こと で 、 彼 ら 自 身 の 生 活 の 質 や 量 を 、 全 力 で 向上 させ る こと 。 
その こと で 、 彼 ら 自 身 の 生 き や す さ を 、 向 上 させ る こと 。 


損失 が も た ら す 、 彼 ら 自 身 の 衣 食 住 の 質 や 量 の 低下 。 損 失 が も た ら 
す 、 彼 ら 自 身 の 生活 の 質 の 低下 。 

それ ら が も た ら す 、 彼 ら 自 身 の 生 き や す さ の 低下 。 

その 発生 を 、 全 力 で 回 避 す る こと 


//// 


生存 に お ける 、 自 己 光 明 性 。 その 保有 を 確認 する こと 

彼ら 自身 が 、 プ ラス の 存在 で ある こと 。 

彼ら 自身 の 内 部 に 、 光 明 を 、 宿 し て いる こと 。 その 光量 。 その 発光 
の 持続 性 や 永続 性 。 そ れ ら の 保有 を 確認 する こと 

それ ら の 水準 の 高 さ 。 それ を 、 他 の 生物 に 対し て 、 示す こと 。 

他 の 生物 に と っ て 、 光 明 を 与え る 存在 に な る こと 。 他 の 生物 に と っ 
て 、 生 き や す さ を 与え る 存在 に な る こと 。 

生物 同士 の 相互 扶助 や 相互 協力 。 生物 同士 の 社会 的 > 业 。 
SDLIMKRICSIFS,. 8%. ВЫ». ЕР. 

それ ら を 所 し て いる こと 。 そ の 保有 を 確認 する こと 

それ ら の 水準 の 高 さ 。 


それ ら に お ける 、 独創 性 や 、 新 規 開拓 性 や 、 先 進 性 。 そ れ ら の 水準 
の 高 さ 。 

それ ら に お ける 、 安 定性 や 、 就 達 性 や 、 就 練 性 。 そ れ ら の 水準 の 高 
さ 


それ を 、 他 の 生物 に 対し て 、 示 すこ と 。 


ФА, 

他 の 生物 か ら 、 感 謝 さ れる こと 。 

他 の 生物 か ら 、 必 要 と され る こと 。 他 の 生物 か ら の 需要 が ある こ 

ta 

他 の 生物 か ら 、 頼 られ る こと 。 他 の 生物 か ら 、 依 存 を 受け る こと 。 
他 の 生物 か ら 、 懐 か れる こと 。 他 の 生物 か ら 、 朋 さ れる こと 。 

他 の 生物 に 対し て 、 快 感 を 与え る こと 。 他 の 生物 を 、 快 適 に させ る 
こと 。 他 の 生物 の 気持 ち を 、 満 足 さ せる こと 。 

それ ら に つい て の 、 プ ラス の フィ ー ド バッ ク を 、 他 の 生物 か ら 、 受 
ける こと 。 

それ ら に つい て の 、 プ ラス の 評価 を 、 他 の 生物 か ら 、 受 ける こと 。 


それ ら の 保有 を 確認 する こと が 、 絶 え ず 必要 で ある こと 。 それ ら の 
保有 を 確認 する こと を 、 絶 え ず 求め る こと 。 

それ ら の 保有 を 確認 する こと 。 そ の 実現 の 容易 性 や 、 そ の 実現 の 平 
易 性 。 そ の 実現 の 安全 性 。 それら を 、 絶 え ず 求め る こと 。 

それ ら の 保有 を 確認 する こと が 出来 な いり 場合 。 そ れ ら を 喪失 し た 場 
合 。 精神 的 に 落ち 込み 、 ス トレ ス を 溜め る こと 。 


//// 


15395. НЕЕФЕЖЕРЕЕН, СОННИ СЫ. 
彼ら 自身 の 存在 。 彼 ら 自 身 の 生 存 状 態 そ の も の 。 tn5e, ВЕН 
能 で ある こと 。 それ ら を 、 受 容 可 能 で ある こと 。 

彼ら 自身 の 生存 価値 。 そ れ ら の 高 さ 。 自 尊 心 。 彼 ら 自 身 の 尊 厳 性 。 
彼ら 自身 の 威信 。 それ ら を 、 確 保 可能 で ある こと 。 

彼ら 自身 の 生存 に お ける 、 有 意味 性 や 有意 義 性 や 重要 性 。 それ ら 

を 、 確保 可能 で ある こと 。 

彼ら 自身 の 存在 を 、 大 事 に する こと 。 彼ら 自身 の 存在 を 、 大 切 に す 
る こと 。 

彼ら 自身 の 健康 に 対し て 、 気 を 遣う こと 。 

自 毅 や 自 傷 を 考え る 状態 か ら 、 遠 いこ と 。 

それ ら の 度合 い 。 それ ら の 保有 を 確認 する こと 。 

それ ら の 水準 の 高 さ 。 


ОМА, BENBHMERISCe., hO#LMMS, BER 
され る こと 。 他 の 生物 か ら 、 尊 敬 さ れる こと 。 

それ ら は 、 そ の 生物 の 内 部 に 、 光 明 を も た ら す こと 。 

それ ら は 、 そ の 生物 に と っ て 、 生 きる た め の 原 動力 と な る こと 。 
それ ら を 、 絶 え ず 求め る こと 。 

それ ら の 保有 を 確認 する こと が 出来 な い 場 合 。 それ ら を 喪失 し た 場 
A. 精神 的 に 落ち 込み 、 ス トレ ス を 溜め る こと 。 


[AAA 

生存 に お ける 、 自 己 決定 性 と 、 自 己 実現 性 。 そ の 保有 を 確認 する こ 
全 5 

#395, ACOBSOR MTR. CORASHMIT SC 
と 


物事 を 、 彼 ら 自 身 の 思 い 通 り に 、 決 定 で きる こと 。 

物事 を 、 彼 ら 自 身 の 思 い 通 り に 、 実 現 で きる こと 。 

彼ら 自身 の 願い が 、 容 易 に 、 叶 うこ と 。 

彼ら 自身 の 意見 や 意思 が 、 容 易 に 、 通 る こと 。 

それ ら の 保有 を 確認 する こと 。 

それ ら の 水準 の 高 さ 。 そ れ を 、 他 の 生物 に 対し て 、 示 すこ と 


その 結果 。 

ФЕН, HAICHIIC, ХСС Е. 

それ ら を 、 絶 え ず 求め る こと 

к SC EMURAIUBA, ENS ERK LIEB 
合 。 精神 的 に 落ち 込み 、 ス トレ ス を 溜め る こと 。 


//// 


彼ら 自身 の 生き や すさ を 阻害 する 要因 。 

彼ら 自身 の 存在 を 、 否 定 す る 要因 。 
Е. о 
例 。 

脅威 。 ライバル 。 Rms. tine. MRS. 


それ ら に 対し て 、 徹 底 的 な 批 示 や 非難 を 、 加 える こと 。 
それ ら を 、 和 徹底 的 に 除去 する こと 。 それ ら を 、 徹 底 的 に 消去 する こ 


と 。 それ ら を 、 徹底 的 に 撲滅 する こと 。 

それ ら を 、 徹底 的 に 追放 する こと 。 

それ ら を 、 徹 底 的 に 抑圧 する こと 。 

それ ら の 跡地 を 、 彼 ら 自 身 の 生 き や す さ を 促進 する 要因 に よっ て 、 
一 方 的 に 、 上 書き する こと 。 

彼ら 自身 の 生き や すさ を 阻害 する 価値 観 を 、 彼 ら 自 身 の 生 き や す さ 
を 促進 する 価値 観 に よっ て 、 一 方 的 に 、 上 書き する こと 。 

彼ら 自身 の 生き や すさ を 阻害 する 他 の 生物 の 存在 を 、 彼 ら 自 身 の 生 
き や す さ を 促進 する 別 の 生物 の 存在 に よっ て 、 一 方 的 に 、 上 書き す 
る こと 。 

それ ら の 実現 。 


それ ら の 保有 を 確認 する こと 。 

その 実現 の 容易 性 や 、 そ の 実現 の 平易 性 。 そ の 実現 の 安全 性 。 そ れ 
ら を 、 絶 え ず 求め る こと 。 

それ ら の 保有 を 確認 する こと が 出来 な いり 場合 。 そ れ ら を 喪失 し た 場 
合 。 精 神 的 に 落ち 込み 、 ス トレ ス を 溜め る こと 。 


AAA 


生存 に お ける 、 救い の 希求 。 生存 に お ける 、 援 助 の 希求 。 

生き や すさ の 欠如 を 、 感 じ る 場合 。 

生き て いく 上 で の 苦し さ を 、 感 じ る 場合 。 

生き て いく 上 で の 悩み を 、 感 じ る 場合 。 

生き て いく 上 で の 不安 を 、 感 じ る 場合 。 

生き て いく 上 で の 不満 を 、 感 じ る 場合 。 

それ ら の 原因 。 

今後 の 環境 変動 の 不 確 実 性 。 そ れ が 引き 起こ す 、 彼 ら 自 身 の 、 心 の 
迷い 。 

彼ら 自身 の 、 生 き て いく 上 で の 能力 不足 。 

周囲 環境 の 不良 性 。 そ の 生物 が 所 属す る 社会 の 不良 性 。 

助力 者 の 欠如 。 見 守っ て くれ る 者 の 欠如 。 心 配 し て くれ る 者 の 欠 
УП. 孤独 。 

それ ら に 気付 く こ と 。 


欲求 の 実現 が 出来 な い 場 合 。 欲求 が 充足 され た 状態 を 、 喪 失 し た 場 
生活 が 苦し く な る こと 。 
病気 に 確 患 す る こと 。 


それ ら の 結果 。 

i スト レス を 汐 BDScE, 強い 不安 を 感じ る こ 
と 。 心 が 乱れ る こと 

これ 以上 、 生き て いけ な いと 、 思 い 』 埋め る こと 。 

そう し た 、 マ イナ ス の 状態 か ら 脱 出す る た め に 、 周 囲 に 対し て 、 救 
いや 助け を 、 求 め る こと 。 

そう し た 、 マ イナ ス の 状態 か ら 脱 出す る た め に 、 周 囲 に 対し て 、 頼 
ce, 


救い を 求め る 対象 。 助 け を 求め る 対象 。 頼 る 対象 。 


生活 の 苦し さ を 、 取 リ り 除 く 存 在 。 
心 の 乱れ を 、 取 リ り 除 く 存 在 。 

心 の 不安 を 、 取 り 除 く 存 在 。 

心 の 迷い を 、 取 リ り 除 く 存 在 。 

スト レス を 、 取 リ り 除 く 和 存在 。 
病気 を 、 取 リ り 除 く 存 在 。 

生活 上 の 能力 不足 を 、 取 り 除 く 存 在 。 
孤独 を 、 取 り 除 く 存 在 。 
不満 を 、 取 り 除 く 存 在 。 


生活 の 安定 を 、 も た ら す 存在 。 
心 の 平安 を 、 も た ら す 存在 。 


生き て いく 上 で の 苦悩 。 

それ ら を 打ち 明け る 相手 と な る 、 他 者 。 

それ ら を 傾聴 し て くれ る 、 他 者 。 

苦悩 を 相談 する 相手 と な る 、 他 者 。 

例 。 カ ウン セラ ー。 MA. Kas. MBAAE. VMBOWF. 


生き て いく 上 で の 迷い 。 そ れ ら を 解消 し て くれ る 、 他 者 。 
今後 の 進路 を 指南 し て くれ る 、 他 者 。 
例 。 指 導 者 。 ア ドバイ ザー。 


生き て いく 上 で の 能力 不足 。 そ れ ら を 解消 し て くれ る 、 他 者 。 例 。 
養育 者 。 教育 者 。 教師 。 教材 提供 者 。 ト レー ナー。 介護 者 。 


生き て いく 上 で の スト レス 。 
それ ら を 解消 し て くれ る 、 他 者 。 


それ は 、 以 下 の 内 容 で ある 。 


// 

生活 上 の 、 人 息抜き や 、 気 晴らし や 、 感 動 の 機会 。 

それ ら を 提供 し て くれ る 、 他 者 。 

fl, エンター テイ ナー。 音楽 家 。 ク リエ イタ ー。 料理 人 。 


生活 上 の 不満 の 、 制 け 口 。 

それ ら を 提供 し て くれ る 、 他 者 。 

例 。 サ ンド バッ グ 。 い じ め や 虐待 や 差別 を 行う 対象 の 、 他 者 。 
// 


病気 を 治療 し て くれ る 、 他 者 。 

例 。 医 者 。 看 護 師 。 薬剤 師 。 

一 緒 に 居 て くれ る 、 他 者 。 居 場所 を 提供 し て くれ る 、 他 者 。 
Ol, Acie. MaRS. MA. 仲間 。 共 同体 。 団 体 。 


その よう な 他 者 。 

彼ら は 、 以 下 の よ うな 共通 性 を 持つ 。 
// 

その 1。 


生き や すさ の 確保 の 面 で 、 既 に 余裕 が ある 、 他 の 生物 。 
それ は 、 有 能 者 で ある 。 それ は 、 有 既得 権益 の 保持 者 で ある 。 
それ は 、 社 会 的 上 位 者 で ある 。 

それ は 、 権 力 者 で ある 。 


その 2 。 

生物 の 持つ 能力 的 限界 を 、 超 越し た 存在 。 神 。 

それ は 、 絶 対 者 で ある 。 それ は 、 全 能 者 で ある 。 Child, BHAT 
HS, それ は 、 神 聖 な 者 で ある 。 それ は 、 悟 り を 開い た 者 で ある 。 
そう し た 存在 と 、 生 物 と を 、 媒 介する 、 他 の 生物 。 宗 教 指導 者 。 


その 3 。 

生き て いる 上 で の 、 他 の 生物 と の 共感 。 
生き て いる 上 で の 、 趣 味 や 嗜好 の 合致 。 
それ ら を も た ら す 存在 。 


例 。 
作家 。 ク リエ イタ ー。 


その 4。 

性 的 快感 。 

それ ら を も た ら す 存在 。 

例 。 

配偶 者 。 恋 愛 の 相手 。 不 倫 の 相手 。 

売春 の 相手 。 

アダ ルト ビデ オ 。 ア ダル ト ア ニ メ 。 ア ダル トゲ ー ム 。 それ ら の 制作 
者 と 出演 者 。 


// 


その 5 。 

上 記 の 存在 に よる アウ ト プ ッ ト 。 それら の 内 容 。 

示 教 。 聖 書 。 経 典 。 説 教 集 。 

クリ エイ ター の 作品 。 文 学 作品 。 芸術 作品 。 美 術 作 品 。 コ ミッ ク 。 
アニ メ 。 ゲ ー ム 。 


//// 


生き や すさ を 、 確 保 す る こと 。 それ は 、 生 物 に と っ て 、 権 力 の 源泉 
で ある 。 
生き や すさ を 増やす こと 。 それ は 、 生 物 に と っ て 、 権 力 の 増大 で あ 


る 。 

生き や すさ を 実現 し た 者 。 そ れ は 、 権 力 者 で ある 。 

権力 者 。 彼 ら は 、 以下 の よう な 生物 で ある 。 有 能 者 。 ВАРЫ 
持 者 。 


AAA 
他 の 生物 と の 、 生 物 と し て の 共通 性 の 感知 。 他 の 生物 に 対す る 、 共 
感 


他 の 生物 の 体験 を 、 彼 ら 自 身 の 体験 に 置き 換え て 、 考 える こと 。 
他 の 生物 の 生き や すさ を 奪う こと 。 そ の こと が 、 他 の 生物 に も た ら 
す 不 利益 。 

その 発生 を 、 彼 ら 自 身 の 身 に 置き 換え て 、 考 える こと 。 

その こと に 対す る 、 後 ろ め た さ 。 そ の こと に 対す る 、 溝 の 意識 。 そ 


ПФОЖ, ПЕ ><+С5, ЕВ ФИФЕ), 
Е НЕ, BUCcCelecut, ВЕКЫЕОИ 9 5- 


それ ら を 、 無 意識 の うち に 持つ こと 。 


他 の 生物 の 生き や すさ を 促進 する こと 。 そ の こと が 、 他 の 生物 に も 
た ら す 利益 。 

その 発生 を 、 彼 ら 自 身 の 身 に 置き 換え て 、 考 える こと 。 

それ に よっ て 生じ る 、 凛 良 な 心 。 それ に よっ て 生じ る 、 徳 の 心 。 そ 
れ ら に よっ て 、 彼 ら 自 身 の 心 が 、 晴 れる こと 。 

彼ら 自身 が 、 良 いこ と を し た と し て 、 斉 定 的 な 自己 本 価 を する こ 


それ ら を 、 無 意識 の うち に 持つ こと 。 
ИИ 
И 


生物 に よる 、 上 記 の 様々 な 欲求 の 実現 。 
彼ら 自身 の 生き や すさ の 実現 。 

彼ら 自身 の 光明 性 の 実現 。 

それ は 、 以 下 の 内 容 で ある 。 


生物 社会 に お いて 、 社 会 的 上 位 者 に な る こと 。 


その 結果 。 

それ は 、 以下 の 内 容 で ある 。 

他 の 生物 か ら 、 生 き や す さ を 、 和 奪う こと 。 

他 の 生物 を 、 一 方 的 に 、 滴 すこ と 。 他 の 生物 を 、 一 方 的 に 、 傷 付け 
る こと 。 

他 の 生物 を 、 劣 位 に 買 く こと 。 

他 の 生物 を 、 軽 視 す る こと 。 

他 の 生物 に 対し て 、 一 方 的 に 、 説 教 を する こと 。 他 の 生物 に 対し 
<. 一 方 的 に 、 教 育 を する こと 。 

他 の 生物 の 意思 を 、 通 さ な い こと 。 他 の 生物 の 意思 を 、 一 方 的 に 、 
BATS CE, 
ОМЕН, Alc. GBETSce, НОНО 
=, Ес“. 

他 の 生物 を 、 彼 ら 自 身 の 思 い 通 り に 、 動 か すこ と 。 


上 記 の 内 容 。 それは 、 以下 の 内 容 で ある 。 

高慢 に な る こと 。 働 慢 に な る こと 。 尊 大 に な る こと 。 
他 の 生物 の 生き や すさ を 、 低 下さ せる こと 。 

他 の 生物 の 、 基 本 的 欲求 の 実現 を 、 阻 害する こと 。 
他 の 生物 に 対し て 、 暗 黒 を も た ら す こと 。 


上 記 の 内 容 。 そ れ は 、 以 下 の 内 容 で ある 。 
生物 自身 が 本 質 的 に 持つ 、 暗 黒 性 その も の 。 生物 自身 が 持つ 、 原 
ЗЕ, 


RSM, CALPCHABHEDSUNSCe, RSM, SSRI 
ら 逃 れる こと 。 

それ は 、 彼 ら 自 身 の 生 き や す さ を 求め る 限り けり 、 本 質 的 に 、 不 可能 で 
ある 。 

それ は 、 彼 ら 自 身 の 光 明 性 を 求め る 限り 、 本 質 的 に 、 不 可能 で あ 


о 


そう し た 本 質 的 暗黒 性 を 、 彼 ら 自 身 の 手 で 、 軽 減 す る こと 。 彼 ら 自 
ВНЕ, ИБ НВФ: С, #9 Фе“. 

それ ら を 実現 する 、 具 体 的 な 方 法 。 

それ は 、 以 下 の 内 容 で ある 。 


НЕС, Richio, ФМ, 

ВЫХ, ФБ НЕ) эс <. RSEICMULC. eS 
こと 。 

彼ら に も た らし た 暗黒 性 。 そ れ を 、 低 減 さ せる こと 。 

その 実現 の た め の 行 動 を 、 実 際 に 起こ すこ と 。 

それ は 、 以下 の 内 容 で ある 。 


彼ら 自身 の 生き や すさ の 追求 の 度合 い 。 それ を 、 低 減 さ せる こと 。 
他 の 生物 の 生き や すさ 。 他 の 生物 の 光明 性 。 それ ら の 実現 に つい 

て 、 も っ う 少し 、 き ちん と 配慮 を する こと 。 

それ ら に つい て 、 た だ 祈念 する の で は な く 、 和 実際 に 、 行 動 を 起こ す 
こと 。 

それ ら は 、 以下 の 内 容 で ある 。 


生物 同士 の 、 生 き や す さ の 譲り 合い 。 生 物 同 士 の 、 生 き や す さ の 融 
通 。 
生物 同士 の 、 光 明 性 の 譲り 合い 。 生 物 同 士 の 、 光 明 性 の 融通 。 


それ ら を 、 局 所 的 で 無く 、 普遍 的 に 、 実 現す る こと 。 
それ ら を 、 一 時 的 で 無く 、 永 続 的 に 、 実 現す る こと 。 
それ ら を 、 表 面 的 で な く 、 深 く 、 実 現す る こと 。 


それ ら の 実現 。 

それ は 、 生 物 自身 に と っ て 、 本 質 的 に 、 と て も 困難 で ある 。 

それ は 、 一 部 分 だ け で 終わ る 。 それは 、 長続き し な い 。 それ は 、 表 
面 だ け で 、 終 わる 。 

それ は 、 以下 の 内 容 の み で 、 終 わる 。 

例 。 

安全 地帯 か ら の 、 無 責任 な 同情 の 表明 。 

上 か ら 目 線 の 憐れみ に 基づく 、 慈善 活動 。 

ACTA, BSD, BSE. 

ЕВА, CORN. 


その 理由 。 そ れ は 、 以下 の 内 容 で ある 。 


//// 

C1) 

HEH EWM, HAN КСО, GRE RISC. BET SC 
と 。 それ は 、 以下 の 内 容 で ある 。 

社会 的 上 下関 係 の 逆転 や 転 首 。 下 員 上 。 下 か ら の 革命 。 そ れ ら を 、 
社会 的 上 位 者 自身 が 、 自 発 的 に 、 引 き 起 こす こと 。 

そう し た 、 社 会 的 上 下関 係 の 逆転 や 転 首 の 発生 。 

そう し た 状況 は 、 社 会 的 上 位 者 に と っ て 、 本 質 的 に 、 不 快 で ある こ 


ど s 
その 理由 。 
// 
C1- 1) 


それ は 、 今 まで 蓄積 し て きた 茎 得 権益 を 失う こと を 、 意 味 す る 。 
それ は 、 社 会 的 上 位 者 に と っ て 、 生 き や す さ の 喪失 に つなが る 。 
それ は 、 生 物 の 基本 的 欲求 に 、 反 する 。 

社会 的 上 位 者 は 、 そ の 発生 を 、 何 と し て で も 避け た い 。 


CT- 
そう し た 行為 は 、 彼 ら 自 身 の 社 会 的 威信 を 、 低 下さ せる 。 


enlist, R5BSORBMS, 85. 

それ は 、 彼 ら 自 身 の 生 き や す さ を 、 低 下さ せる 。 

それ は 、 生 物 の 基本 的 欲求 に 、 反 する 。 

社会 的 上 位 者 は 、 そ の 発生 を 、 何 と し て で も 避け た い 。 


謝 漠 が も た ら す 、 そ うし た 欠点 。 

それ は 、 社 会 的 上 位 者 に と っ て 、 謝 唱 が も た ら す 以下 の 利点 を 、 上 
回 る 。 

悪い こと を し た こと に 対す る 、 後 ろ め た さ の 感覚 。 

ОН <, ЕНОТ, ВИС“. 


И 


(2) 

ЕР MUBICMT 5, ИНФ, 

その こと が 、 社 会 的 上 位 者 に 対し て も た ら す 、 経 済 的 な 損失 。 
それ は 、 社 会 的 上 位 者 に と っ て 、 生 き や す さ の 喪失 に つなが る 。 
社会 的 上 位 者 は 、 そ の 発生 を 何と し て で も 避け た い 。 


//// 


(3) 

彼ら 自身 が 、 生 き や す さ を 譲っ た 、 他 の 生物 。 彼 ら 自 身 が 、 生 き や 
すさ を 融通 し た 、 他 の 生物 。 

そう し た 他 の 生物 は 、 彼 ら 自 身 に と っ て 、 以下 の 存在 へ と 、 変 化す 
る 。 
生き や すさ に お ける 優位 性 や 有利 性 の 、 新 た な 獲得 者 。 
生き や すさ に お ける 優位 性 や 有利 性 を 、 新 た に 上 昇 き させ た 者 。 
新た な 潜在 的 ライ バル 。 ЕВЕ, 

下 講 上 や 、 下 か ら の 革命 を 、 新 た に 、 引 き 起 こす 者 。 


//// 


上 記 の 結果 。 

社会 的 上 位 者 。 

彼ら は 、 そ うし た 他 の 生物 に 対し て 、 生 き や す さ を 積極 的 に 融通 す 
る こと を 、 一 方 的 に 中 止 す る 。 

彼ら は 、 そ うし た 他 の 生物 を 、 再 び 、 抑 圧する 。 

彼ら は 、 そ うし た 他 の 生物 を 、 な か な か 救 わ な い 。 

彼ら は 、 そ うし た 他 の 生物 に 対し て 、 再 び 、 暗 黒 性 を も た ら す 。 


А 


光明 。 灯 火 。 
それ ら は 、 そ れ ら の 周囲 を 、 相 対 的 に 。、 よ り 暗 黒 に する 。 
それ ら は 、 そ れ ら の 周囲 の 相対 的 な 暗黒 性 を 、 よ り 際 立た せる 。 


そう し た 、 相 対 的 な 暗黒 性 の 深化 。 
それ は 、 光 明 そ れ 自 身 に よっ て 、 も た ら さ れる 。 


ある 生物 に よる 、 光 明 性 の 追求 と 実現 。 
それ は 、 そ の 周囲 の 生物 を 、 相 対 的 に 、 暗 黒 化 さ せる 。 


その 結果 。 

光明 性 は 、 そ れ を 追求 し た 生物 に 対し て 、 原 漠 を 発生 させ る 。 
生物 。 そ れ は 、 社 会 の 中 で 生き る 限り けり 、 相 対 的 な 存在 で ある 。 
生物 。 そ れ は 、 社 会 の 中 で 生き る 限り 、 優 劣 関係 や 上 下関 係 か ら 、 
逃れ る こと は 、 不 可能 で ある 。 


その 結果 。 

社会 に お いて 、 あ る 生物 が 、 相 対 的 に 光明 性 を 獲得 する と 、 他 の 生 
物 は 、 相 対 的 に 暗黒 化す る 。 

生物 の 社会 その も の 。 社会 的 な 地位 が 保有 する 、 本 質 的 な 相対 性 。 
それ ら は 、 生 物 の 持つ 暗黒 性 の 、 源 泉 で ある 。 

それ は 、 生 物 の 持つ 原 湯 の 、 源 泉 で ある 。 

それ は 、 生 物 に と っ て の 救い を 、 根 本 的 に 阻害 する 。 


生物 。 それは 、 本 質 的 に 、 救 いれ を 求め る 存在 で ある 。 
生物 。 それは 、 本 質 的 に 、 救 われ な い 和 存在 で ある 。 
それ ら は 、 以下 の 内 容 で ある 。 


生物 その も の が 内 包 す る 、 限 界 。 
生物 の 、 存 在 面 に お ける 、 乱 小 性 。 
生物 の 、 存 在 面 に お ける 、 つ ま ら な さ 。 
生物 の 、 存 在 面 に お ける 、 不 良性 。 
生物 の 、 和 存在 面 に お ける 、 未 熟 さ 。 


彼ら 自身 が 、 そ れ ら を 、 常 に 自覚 する こと 。 
彼ら 自身 が 、 そ れ ら を 、 常 に 自戒 する こと 。 


その こと は 、 生 物 の 精神 を 、 よ り 成 長 さ せる 。 
その こと は 、 生 物 の 社会 を 、 よ り 生 き や す く する 。 


AAA 


( 2022 年 2 月 初出 。 ) 


生物 に と っ て の 、 生 き や す さ 。 その 内 容 分 


类 


Те) 


C1) 
生物 を 続け や すい こと 。 
生存 状態 を 続け や すい こと 。 
保身 の 実現 。 


(2) 
FRERLPTIWCE, 
遺伝 的 子孫 。 
文化 的 子孫 。 


(3) 
生存 の 容易 性 。 


(3-1) 
生存 上 の 困難 。 

EO, VRS, 

その 、 乗 り 越 え や すさ 。 


スト レス 。 

それ は 、 以下 の よう な 内 容 で ある 。 
生存 上 の 困難 。 

それ に 対す る 、 走 面 。 


(3-2) 

生存 上 の 困難 。 

それ を 、 乗 り 越 える こと 。 
その 実現 。 

その 、 容 易 さ 。 

その た め の 、 助 力 の 得 や すさ 。 


(3-3) 

生存 上 の 困難 。 

その 、 回 避 し や すさ 。 

それ に 対す る 、 面 え や すさ 。 


(3-4) 
生存 上 に お ける 、 負 荷 。 
生存 上 に お ける 、 負 担 。 
生存 上 に お ける 、 人 労力 。 
それ ら の 、 少 な さ 。 


(4) В 
生存 に 必要 な 資源 。 


(4-1) 
生存 に 必要 な 資源 。 
その 所 有 。 

EO, BS, 

EQ, thieblle< se, 
その 、 所 有 し や すさ 。 
その 、 保 持 し や すさ 。 
その 、 持 続 し や すさ 。 


(4-2) 
生存 に 必要 な 資源 。 
その 獲得 。 
その 実現 。 


その た め の チ ャ レン ジ 。 
その 、 し や すさ 。 

その 、 成 功 し や すさ 。 

その 失敗 時 に お ける 、 回 復 の し や すさ 。 


(5) 

生存 上 の 競争 。 
生存 上 の 勝負 。 

それ ら に お ける 、 勝 ちや すさ 。 
それ ら に お ける 、 負 け に くさ 。 


(6) 
(6-1-1) 
生存 上 の 優位 性 。 


その 、 獲 得 し や すさ 。 
その 、 維 持 し や すさ 。 


(6-1-2) 
生存 上 の 劣 位 性 。 
その 、 回 避 し や すさ 。 


(6-2-1) 
生存 上 の 上 位 性 。 
その 、 獲 得 し や すさ 。 
その 、 維 持 し や すさ 。 


(6-2-2) 
生存 上 の 下位 性 。 
その 、 回 避 し や すさ 。 


(7) 

故障 し に くさ 。 

MMO. BLPTS, 
故障 か ら の 、 回 復 し や すさ 。 


(8) 
生存 上 の 助力 。 
その 得 や すさ 。 


(8-1) 


生存 上 の 助力 者 。 
その 得 や すさ 。 


(8-2) 

生存 上 の 助力 。 

それ を 得る た め に 支払 う 、 対 価 。 
その 所 持 。 

その 面 に お ける 、 豊 か さ 。 
その 面 に お ける 、 富 裕 性 。 


(9) 

生存 の 持続 。 

それ に 関す る 、 和 将来 展望 。 
その 、 持 ちや すさ 。 


(9-1) 
BA SL SSK. 
その 、 描 き や す さ 。 


(9-2) 
将来 に 関す る 、 夢 や 、 希 望 や 、 光 明 。 
それ ら の 、 持 ちや すさ 。 


(10) 
生存 に 向け た 行動 。 
その 、 起 こし や すさ 。 


(10-1) 
积极 性 。 
その 、 所 持 。 


(10-2) 
推進 力 。 
その 多 さ 。 

その 効率 の 高 さ 。 


(10-3) 
エネ ルギー。 
==. 


その 効率 の 高 さ 。 
その 持続 性 。 


(11) 
生存 に 必要 な 能力 。 
その 水準 の 高 さ 。 


(11-1) 
困難 へ の 対応 。 
その 能力 の 高 さ 。 


(11-2) 
困難 へ の 対応 。 
その ノウ ハウ の 所 有 。 
その 豊か さ 。 


(12) 
生存 の 容易 な 環境 。 


(12-1) 
生存 の 容易 な 環境 。 

その 、 和 人 手 し や すさ 。 

その 、 持 続 さ せ や すさ 。 

その 場所 へ の 、 定 住 し や ゃ すさ 。 


(12-2) 

生存 の 容易 な 環境 。 

その 内 部 へ の 、 加 和信 し や すさ 。 
その 内 部 へ の 、 所 属し や すさ 。 
その 内 部 か ら の 、 追 放さ れ に くさ 。 


(12-3) 
生存 の 容易 な 環境 
その 内 部 へ の 、 定 住 。 
その 内 部 へ の 、 所 属 。 
それ ら の 持続 性 。 
それ ら の 永続 性 。 
それ ら の 安定 性 。 


(12-4) 
生存 の 困難 な 環境 。 

その 場所 か ら の 、 脱 出し や すさ 。 
生存 の 容易 な 環境 。 

その 場所 へ の 、 移 動 し や すさ 。 
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良い 存在 。 良い 生物 。 良い 人 。 ВИ, = 


の 分 類 。 


良い 存在 。 
良い 生物 。 
良い 人 。 

良い 異性 。 


それ は 、 以下 の よう な 存在 で ある 。 

それ は 、 周 囲 の 他 者 に 対し て 、 生 き や す さ を 、 配 分 し て くれ る 。 
それ は 、 周 囲 の 他 者 の 生物 を 、 続 き や す く し て くれ る 。 
Ent, AHOhBOFRE, KRLPT<K UT<KNS, 


(初出 2021 年 4 月 。 ) 


友だち 。 そ の 分 類 。 


友だち 。 
それ は 、 以 下 の よ うな 対人 関係 で ある 。 
それ は 、 以下 の よう な 指標 に よっ て 、 表 現さ れる 。 


助け 。 
その 輸出 。 


その 輸入 。 


彼ら 自身 が 、 相 手 を 、 助 ける こと 。 
相手 が 、 彼 ら 自 身 を 、 助 け て くれ る こと 


それ ら の 関係 。 
それ を 持つ こと 。 


その 、 頻 度 の 多 さ 。 

その 、 長期 の 持続 性 。 
その 、 収支 バラ ンス の 民 さ 。 
その 、 自 主 性 の 高 さ 。 


(初出 2021 年 4 月 。 ) 


本 書 の 内 容 。 そ の 最終 的 な 目的 。 


本 書 の 内 容 。 
その 最終 的 な 目的 。 


それ は 、 以下 の よう な 内 容 で ある 。 


生物 の 本 質 。 
性 差 の 本 質 。 
それ ら を 、 突 く 内 容 。 
それ ら の 執筆 と 公開 。 


それ ら の 内 容 は 、 い ずれ も 、 以下 の 一 環 で ある 。 
生物 が 取る 、 共 通 の 社会 的 行動 。 


生物 の 社会 の 本 質 。 
それ ら の 内 容 の ピッ クア ッ プ 。 


人 間 の 本 質 。 
生物 の 本 質 。 
それ ら の 同質 性 。 
それ ら の 共通 性 。 
それ に つい て の 指摘 。 


社会 的 真実 の 追求 。 

それ は 、 以下 の 内 容 に 、 迫 る こと で ある 。 
人 間 の 本 質 。 

生物 の 本 質 。 


本 書 の 内 容 。 
その 最終 的 な 目的 。 
それ は 、 以下 の よう な 内 容 で ある 。 


生物 の 本 質 。 
人 間 の 本 質 。 
その 両者 が 持つ 、 共 通 の 暗黒 性 。 


人 間 の 本 質 。 
その 暗黒 性 。 


それ は 、 以下 の 内 容 で ある 。 
生物 の 本 質 。 
その 暗黒 性 。 
その 、 一 環 。 
その 、 一 類型 。 


(初出 2021 年 4 月 。 ) 


社会 的 真実 に つい て の 情報 。 そ れ を 、 閉 書 と 
し て 、 公 開 す る こと 。 その 行為 が 持つ 、 危 険 


性 。 


社会 的 真実 に つい て の 情報 。 
それ を 、 著 書 と し て 、 公 開 す る こと 。 


生物 の 本 質 。 

性 差 の 本 質 。 

それ ら を 、 突 く 行 為 。 

例 。 

それ ら を 、 突 く 内 容 の 書籍 。 
ENG, METS, 
その 内 容 を 、 公 開 す る こと 。 


それ ら の 行為 は 、 以 下 の 内 容 で ある 。 
生物 。 

その 一 類型 と し て の 、 人 問 。 

彼ら が 持つ 、 社 会 的 な 禁忌 。 

それ に 対し て 、 抵 触 す る こと 。 

その 状況 が 、 発 生 す る こと 。 

その こと が 、 不 可 避 で ある こと 。 


移動 生活 様式 中 心 社 会 。 

男性 優位 社会 。 

その 生活 の 根幹 を 形成 し て いる 、 思 想 。 
その 前 提 。 

それ を 、 破 壊す る こと 。 
AMERBCeEKANTS CE, 
EOcee, BETScCE, 

ЛЕ. RBECOMERA. 

それ ら を 、 以下 の よ うに 、 扱 うこ と 。 
それ ら を 、 生 物 と し て 、 同 一 視 す る こと 。 
それ ら を 、 生 物 と し て 、 共 通 視 する こと 。 
その 主張 の 実行 。 


その 結果 。 

移動 生活 様式 者 の 人 間 。 

彼ら は 、 以 下 の 行 為 が 、 精 神 的 に 不可 能 に な る 。 
REE, MIC, 


その 結果 。 

移動 生活 様式 者 の 人 間 。 

彼ら は 、 自 然 環 境 に 、 適 応 出来 な く な る 。 
彼ら は 、 生 き て いけ な く な る 。 


女性 社会 。 

女性 優位 社会 。 
それ ら の 内 実 。 

それ を 、 分 析 す る こと 。 
その 内 容 を 、 公 開 す る こと 。 
それ は 、 以 下 の 内 容 で ある 。 


それ ら の 社会 に お ける 、 根 本 的 な 機密 情報 。 
Фит, жЕЗ оС. 
その 実行 。 


それ ら の 行為 。 

それ は 、 上 記 の 各々 の 社会 に と っ て 、 以下 の 内 容 に 、 該 当 す る 。 
重大 な 、 社 会 的 な 禁忌 。 

その 、 和 容赦 無い 実行 。 


上 記 の 各々 の 社会 の 人 々 に よる 、 以下 の 行為 。 
その 筆者 が も た ら す 、 上 記 の 結果 。 
それ に 対し て 、 以下 の 行為 を 実行 する こと 。 
その 筆者 に 対す る 、 社 会 的 な 制裁 。 
その 筆者 に 対す る 、 社 会 的 な 処 劉 。 


それ ら の 容赦 な い 、 即 時 の 実行 。 
それ は 、 結 果 的 に 、 全 世界 的 な も の に な る 。 


その 筆者 は 、 そ れ に 対し て 、 備 える 必要 が ある 。 

その 筆者 は 、 そ の 実施 の 可能 性 に つい て 、 今 の うち か ら 、 想 定 す る 
必要 が ある 。 

その 筆者 は 、 以 下 の 内 容 を 、 リ スト アッ プ す る 必要 が ある 。 

その 筆者 が 執筆 し た 、 電 子 書 籍 デー タ 。 

その 、 外 部 社会 に よる 、 抹 消 。 

それ を 防止 する た め の 、 様 々 な 手立て 。 


ED LEH le P 5, 

その 実施 。 

例 。 

その 筆者 が 、 以 下 の 事 態 の 発生 を 被る こと 。 
その 可能 性 は 、 十 分 に ある 。 


その 筆者 に と っ て の 、 第 三 者 に 当たる 人 X 々 。 

彼ら は 、 そ の 筆者 の 電子 書籍 の 内 容 を 、 知 っ た 。 

その 筆者 に 対す る 、 立 ち 合 いと 、 監 視 。 

彼ら に よる 、 そ れ ら の 行為 の 実行 。 

その 筆者 が 、 そ の 状況 の 下 で 、 彼ら か ら 、 以下 の 行為 を 、 強 要 さ れ 
る こと 。 

その 筆者 の 電子 書籍 ファ イル 。 

それ ら の デー タ を 、 外 部 アー カイ ブサ イト か ら 、 完 全 に 抹消 する こ 
と 。 


その 筆者 の 電子 書籍 の 内 容 。 

それ は 、 そ の 筆者 の 周囲 の 人 々 か ら は 、 例 えば 、 以 下 の よ うに 、 解 
釈 さ れる 。 

その 内 容 は 、 以 下 の よ うに 捉え られ る 。 

統合 失調 症 の 患者 。 

彼 に よる 、 キ チ ガ イ じ みた 、 自 生 思 考 。 

その 蓄積 物 。 

その 産物 。 

その 内 容 は 、 精 神 病 者 の 妄想 で ある 。 
ФИЗ, sce MR TCHS. 

その 内 容 は 、 無 意味 で ある 。 

その 内 容 は 、 役 立た ず で ある 。 

その 内 容 は 、 社 会 的 に 有害 で ある 。 

その 内 容 は 、 即 刻 、 人 間 世 界 全 体 か ら 、 消 去 さ れる べき で ある 。 


この 患者 に 対し て は 、 以下 の 対策 が 、 講 じ ら れ る べき で ある 。 
今後 、 彼 自身 の 心 の 中 に お いて 、 こ うし た 自生 思考 が 、 二 度 と 起き 
な いよ うに する こと 。 


この 患者 は 、 精 神 科 病院 に お いて 、 徹 底 的 に 、 治 療 と 更生 を 受け る 
べき で ある 。 


その 結果 。 
予想 され る 事態 。 


予想 され る 結末 。 

その 筆者 。 

彼 は 、 そ の 残り の 生涯 を 、 以下 の よ うに 過ごす 。 
精神 科 病 院 の 隔離 病棟 へ と 、 入 院 を 強制 され る こと 。 
その 場所 に お いて 、 以下 の よう に 、 過 ご すこ と 。 
重症 患者 と し て 、 過 ご すこ と 。 

思想 の 自由 を 上 与え られ ず に 、 過 ご すこ と 。 

無 意 味 に 、 過 ご すこ と 。 


例 。 

その 筆者 。 

彼 は 、 以 下 の 事 態 の 発生 を 被る 可能 性 が ある 。 
彼 の 実家 。 

彼 の 両親 。 


彼ら は 、 以 下 の 内 容 を 、 知 っ た 。 

彼ら 自身 の 子供 が 、 電 子 書 籍 を 執筆 し た こと 。 

その 内 容 。 

彼ら 自身 の 子供 に 対す る 、 立 ち 合 いと 、 人 監視 。 

彼 の 両親 に よる 、 そ れ ら の 行為 の 実行 。 

その 状況 の 下 で 、 彼 ら か ら 、 以下 の 行為 を 、 強 要 さ れる こと 。 
彼ら の 子供 が 、 そ の 状況 の 下 で 、 彼ら か ら 、 以下 の 行為 を 、 強 要 さ 
れる こと 。 

彼ら の 子供 が 、 執 筆 し た 電子 書籍 。 

それ ら の 内 容 が 保存 され た 、 電 子 デ ー タ と し て の ファ イル 。 
それ ら の デー タ を 、 外 部 アー カイ ブサ イト か ら 、 完 全 に 抹消 する こ 
と 。 


その こと へ の 対策 。 


その 筆者 が 所 有する パソ コン 。 

その 内 部 に 存在 する 、 フ ァイル や 、 パ スワ ー ド の デー タ 。 
それ ら を 、 外 部 か ら の アク セス 不能 な 状態 に する こと 。 
それ ら の 存在 を 、 隠 べ い する こと 。 

それ を 、 走 ぐに 、 実 行 出 来る よう に する こと 。 

その 必要 性 が 。 と て も 大 きい こと 。 


その 筆者 が 作成 し た 、 電 子 書 籍 ファ イル 。 
その 登録 先 と し て の 、 ア ー カ イプサ イト 。 


その サイ ト の パス ワー ド 。 


その 変更 。 
その 消去 。 


その サイ ト の アカ ウン ト 。 
EQ, BAS Met. 
その 、 複 数 化 。 


その サイ ト の パス ワー ド 。 
それ を 、 パ ソコ ン で は 消去 する こと 。 
それ を 、 パ ソコ ン に は 、 一切 、 覚 え 込 ませ な いよ うに する こと 


それ ら の 行為 を 、 定 期 的 に 、 実 行 す る こと 


これ ら の 電子 書籍 の 存在 。 

これ ら の 電子 書籍 の 実在 。 

それ を 、 目 立た な いよ うに 隠す こと 。 

それ を 、 周 囲 の 誰 に 対し て も 、 生 前 は 、 告 知 し な いよ うに する こ 
と 。 

例 。 

天文 学者 の コペル ニク ス 。 

彼 は 、 過 去 に お いて 、 天 動 説 に 反する 地動 説 を 、 新 た に 唱え た 。 
彼 と 同じ や り 方 を する こと 


上 記 の 内 容 の 発生 。 
それ は 、 以 下 の 場 合 に 、 限 られ る 。 
その 筆者 。 
彼 が 、 あ る 程度 、 そ の 名 前 が 社会 的 に 知ら れ て いる 場合 。 
彼 が 、 社 会 的 に 影響 力 が ある 場合 。 


その 筆者 。 

彼 が 、 無 名 な 場合 。 

彼 が 持つ 社会 的 な 影響 力 。 
それ が 皆無 で ある 場合 。 


EOE. 

彼 は 、 上 記 の 心配 を 、 あ まり し な く て 良い 。 

彼 の 書籍 。 

それ ら の 読者 は 、 い つま で 経っ て も 、 ほ ぼ 皆 無 で ある 。 
それ ら の 内 容 は 、 社 会 的 に 、 無 関心 の まま 、 放 買 さ れる 。 


それ ら は 、 以下 の 状態 に な る 。 

それ ら は 、 そ も そ も 、 最 初 か ら 存 在 し な か っ た 。 
それ と 、 同 様 の 状態 。 

その 、 持 続 。 


彼 は 、 そ の 点 で は 、 以下 の 内 容 に つい て は 、 特 に 心配 し な く て 良 
い 。 

彼 自身 の 書籍 。 

その 執筆 。 

その 内 容 の 公開 。 

それ に 伴う 、 以下 の 内 容 の 発生 。 

彼 自身 の 生物 に お ける 、 人 危険 。 


(初出 2021 年 4 月 。 ) 


機密 情報 の 公開 。 社 会 的 真実 の 解明 と の 関 
連 。 


社会 的 な 上 位 者 。 

彼ら は 、 社 会 を 流通 する 情報 を 、 平 然 と し て 、 盗 聴 す る 。 
社会 的 な 下位 者 。 

彼ら は 、 そ うし た 情報 を 、 社 会 的 な 上 位 者 に 対し て 、 平 然 と し て 、 
提供 する 。 


ある 生物 が 、 社 会 的 な 優位 性 を 、 実 現す る こと 。 
ある 生物 が 、 そ の 有利 な 状態 を 、 保 持 す る こと 。 
その 実現 に と っ て 必要 な 、 情 報 。 


その よう な 情報 。 

その 内 容 が 公開 され た 場合 。 

その こと は 、 そ の 生物 に 対し て 、 以下 の 副作用 を も た ら す 。 
それ は 、 彼 自身 の 社会 的 な 弱点 を 、 公 開 す る 。 

それ は 、 彼 自身 に 対し て 、 騰 弱 性 を も た ら す 。 


その た め に 、 そ の 生物 に と っ て 、 以下 の 内 容 の 実現 が 必須 と な る 。 
その よう な 情報 。 


その 、 取 りり 扱い に お ける 、 機 密 性 。 
それ を 、 保 持 し 続け る こと 。 

彼 自 身 の プ ライ バシ ー。 

それ ら を 、 保護 す る こと 。 


機密 情報 。 

それ は 、 以 下 の よ うに 、 分 類 さ れる 。 
個人 的 な 情報 。 

社会 的 な 情報 。 

集団 的 な 情報 。 


その 内 容 。 
それ ら は 、 以下 の 内 容 の 解明 へ と 、 真 結 す る 。 
社会 的 真実 。 
その 真相 。 


СА) 
個人 ベー ス の 機密 情報 。 
個人 ベース の プラ イバシー。 
個人 ベー ス の 機密 性 。 

それ ら の 必要 性 や 、 そ の 発生 。 


個人 ベー ス の 機密 情報 。 

それ は 、 個 々 人 の 人 々 が 生成 する 。 

个 名 人 OO 头脑 O 内 部 。 

その 場所 に お いて は 、 以 下 の 内 容 が 、 存 在 し な い 。 
その 内 容 に 関す る 、 プ ライ バシ ー。 


人 々 は 、 そ れ を 、 以下 の ( 1) の 目的 で 、 提 供する 。 
人 々 は 、 そ れ を 、 以下 の ( 2 ) の 人 物 に 対し て 、 提 供する 。 
人 々 は 、 そ れ を 、 以下 の (3 ) の 形式 で 、 提 供する 。 


(1) 

生活 上 の サー ビス 。 
それ ら の 利用 。 

(2) 

そう し た サー ビス を 提供 する 他 者 。 
(3) 

Bulle, ВАС м. 


それ は 、 高 い 水 準 の セキ ュ リ ティ を 、 必 要 と する 。 


そう し た 機密 情報 。 

社会 的 な トッ プ の 上 位 者 に よる 、 そ の 盗聴 。 
その 事実 。 

EDR. 


この よう な 状況 の 発生 。 
それ は 、 男 性 優位 社会 に お いて 、 頻 発する 。 
それ は 、 移 動 生活 様 式 に お いて 、 頻 発する 。 


例 。 

アメ リカ 。 

スノー デン 氏 。 

国家 の 上 位 者 の 行為 に 関す る 、 実 情 。 
RICKS, CONBORE. 


СВ) 
集団 ベー ス の 機密 情報 。 


機密 情報 。 

それ ら は 、 以下 の 場所 に に お いて 、 流 通す る 
人 々 が 所 属す る 、 定 住 集団 。 

その 内 部 。 


所 属 定住 集団 ベー ス の プラ イバシー。 
所 属 定 住 集 団 ベ ー ス の 機密 性 。 
それ ら の 必要 性 。 

その 発生 。 


集団 ベー ス の 機密 情報 。 

それ は 、 所 属 定住 集団 内 部 の 人 々 に よっ て 、 生 成 さ れる 。 
その 場所 に お いて は 、 以下 の 内 容 が 、 存 在 し な い 。 

その 内 容 に 関す る 、 プ ライ バシ ー。 

彼ら は 、 そ の 内 容 を 、 以下 の 目的 で 、 共 有する 。 

定住 生活 様式 上 で 生じ る 、 様 々 な 必要 性 。 

それ ら の 発生 に 対し て 、 対 処す る こと 。 

その ノウ 人 ハウ を 、 共 有する こと 。 

それ ら は 。 大量 で ある 。 


それ ら の 内 容 は 、 詳 細 で ある 。 
それ は 、 以 下 の 内 容 を 、 必 要 と する 。 
高い 水準 の セキ ュ リ ティ 。 


そう し た 機密 情報 。 
EDR. 


この よう な 状況 の 発生 。 
それ は 、 女 性 優位 社会 に お いて 、 頻 発する 。 
それ は 、 定 住 生活 様式 に お いて 、 頻 発する 。 


例 。 

日 本 の 中 央 官庁 。 

そこ で 働く 、 高 級 官 僚 た ち 。 

彼ら に よる 、 以下 の 内 容 に 関す る 、 内 部 告発 。 
その 内 部 で 行わ れ て いる 、 不 正 な 行為 。 

その 内 部 で 行わ れ て いる 、 不 良 な 行為 。 


(初出 2021 年 4 月 。 ) 


社会 的 真実 を 、 取 得する こと 。 その た め に 必 
要 な 行為 。 


既存 の 社会 規範 。 
その 内 容 を 、 破 壊す る こと 。 
その 内 容 に 対し て 、 違 反する こと 。 


既存 の 社会 規範 。 

その 守護 者 。 

その 存在 。 

それ を 、 破 壊す る こと 。 


既存 の 社会 規範 。 

その 守護 者 。 

その 意思 。 

その 内 容 に 対し て 、 違 反する こと 。 


そう し た 行為 を 、 繰 けり 返す こと 。 
そう し た 行為 を 、 沢 山 、 行 うこ と 。 


社会 的 真実 に 近づく こと 。 
その 実現 。 
その た め に は 、 そ れ ら の 実行 が 、 必 須 で ある こと 。 


既存 の 社会 規範 。 

それ は 、 以 下 の 目 的 の た め に 、 生 成 さ れ て いる 。 
以下 の 存在 に と っ て の 、 不 都合 な 社会 的 真実 。 
それ ら を 隠 べ いす る こと 。 


社会 的 上 位 者 。 
社会 的 優位 者 。 


既存 の 社会 規範 。 

それ に 適応 する こと 。 

その こと で 、 社 会 的 に 昇進 する こと 。 
それ ら の 内 容 を 実現 し た 者 。 


既存 の 社会 規範 。 

それ ら の 大 本 で 作成 し た 者 。 

例 。 

日 本 社会 に お ける 、 ア メリ カ 。 

Slt. ARB BAS, RAHI Le. 


社会 的 上 位 者 。 

社会 的 優位 者 。 

彼ら の 意思 。 

その 内 容 を 、 破 壊す る こと 。 

その 内 容 に 対し て 、 違 反する こと 。 
そう し た 行為 を 、 繰 り 返 すこ と 。 
そう し た 行為 を 、 沢 山 、 行 うこ と 。 


社会 的 真実 に 近づく こと 。 


その 実現 。 
その た め に は 、 そ れ ら の 実行 が 、 必 須 で ある こと 。 


( 初出 2021 年 4 月 。 ) 


人 間 の 本 質 に 、 迫 る こと 。 その た め に 必要 
な 、 考 え 方 。 


人 間 の 本 質 に 、 迫 る こと 。 
その た め に 必要 な 、 考 え 方 。 


それ は 、 以下 の よう な 内 容 で ある 。 


以下 の よう な 行為 を 、 実 行 す る こと 。 
人 間 と 、 他 の 生物 と を 、 区 別 す る こと 。 
人 間 と 、 他 の 生物 と を 、 差 別 す る こと 。 
その よう に 人 行動 上 し て は な ら な い ,。 


以下 の よう に 、 思考 す る こと 。 

人 間 は 、 他 の 生物 に 比べ て 、 よ り 優 位 で ある 。 

人 間 は 、 他 の 生物 に 比べ て 、 よ り 上 位 で ある 。 

人 間 は 、 他 の 生物 に 比べ て 、 よ り 選 ば れ た 、 特 別 な 存在 で ある 。 
その よう に 思考 し て は な ら な い 。 


例 。 

лс, RBCe, KaTSce, 
лс, касса, ZnTScCe, 
その よう に 人 行動 上 し て は な ら な い ,。 


以下 の よう に 、 思 考 す る こと 。 
ЛЕН, RBITLN TT, ОСЬ Ь. 


лав, RBICEEN TT, О ЕС 5. 
Ан, RBICEN CT. ИЗ, 特別 な 存在 で あぁ る 。 
その よう に 思考 し て は な ら な い 。 


以下 の よう に 、 思 考 す る こと 。 

人 間 は 、 家 間 に 比べ て 、 よ り 優 位 で ある 。 

AFAIK, RBITENT. KV EMCHS, 

ЛЗ RBICEN CT. Blink, 特別 な 存在 で ある 。 
その よう に 思考 し て は な ら な い 。 


人 間 は 、 生 物 の 一 種 で ある 。 


人 間 の 本 質 。 

人 間 性 。 

その 内 容 は 、 生 物 の 本 質 の 一 環 で ある 。 

その 内 容 は 、 他 の 生物 の 本 質 と 、 一 致す る 。 
その 内 容 は 、 生 物 一 般 の 本 質 と 、 一 致す る 。 
その 内 容 は 、 他 の 生物 の 本 質 と 、 共 通 で ある 。 


人 間 の 本 質 。 

それ を 追求 する こと 。 

その た め に は 、 以下 の 内 容 を 、 実 行 す れ ば 良い 。 
生物 の 本 質 。 

それ を 、 追 求 す る こと 。 

その 実行 を 、 先 ん じ て 、 実 施す る こと 。 

その 実行 を 、 最 優先 する こと 。 

その 実行 を 、 徹 底 的 に 、 実 施す る こと 。 


人 間 の 本 質 に 到達 する こと 。 

その た め に は 、 以 下 の 内 容 を 、 実 現す れ ば 良い 。 
様々 な 生物 。 

それ ら の 間 に 共 通す る 、 基 盤 。 

それ ら の 間 に 共 通す る 、 本 質 。 

生物 の 本 質 。 

それ に 、 到 達する こと 。 

その た め に は 、 以 下 の 内 容 を 、 実 行 す れ ば 良い 。 
生物 の 本 質 。 

それ を 、 解 明 す る こと 。 

その 実行 を 、 先 ん じ て 、 実 施す る こと 。 

その 実行 を 、 最 優先 する こと 。 


その 実行 を 、 徹 底 的 に 、 実 施す る こと 。 


人 間 の 本 質 。 

それ は 、 以 下 の 内 容 で ある 。 
生物 に 共通 の 本 質 。 
その 一 類型 。 


人 間 に と っ て の 理想 。 
それ は 、 生 物 に と っ て の 理想 と 、 同 一 で ある 。 


人 間 が 理想 を 追い 求め る 場合 。 

人 間 は 、 以 下 の 内 容 を 、 実 現す べき で ある 。 
C1) 

以下 の 行為 を 、 回 避 す る こと 。 

人 間 固 有 の 理想 。 

それ を 、 追 い 求 め る こと 。 

(2) 

以下 の 行為 を 、 最 優先 する こと 。 

生物 共通 の 理想 。 

それ を 、 追 い 求 め る こと 。 


人 間 は 、 生 物 の 一 類型 で ある 。 

人 間 固 有 の 理想 。 

それ は 、 以下 の 地点 に 、 存 在 す る 。 
生物 共通 の 理想 。 

EDERAL. 


( 初出 2021 年 4 月 。 ) 


ЗЕ. АУ ФНЯ, DEORE. 
の 有無 。 それら の 、 以下 の 内 容 の 発生 と の 関 
連 。 ЧЕН. 社会 的 な 厚遇 と 准 遇 。 社 


会 的 な 差別 や 虐待 。 


生物 の 世界 に お いて は 、 以下 の よう な 状況 が 、 本 質 的 に 発生 する 。 


// 

遺伝 的 子 拓 を 残せ る 生物 が 、 遺 伝 的 子 拓 を 残せ な い 生 物 よ り も 、 社 
会 的 に 優位 に 立つ こと 。 

恋愛 カッ プル を 形成 出来 る 生物 や 、 恋 愛 カ ッ プ ル を 形成 出来 た 生物 
が 、 恋 愛 カ ッ プ ル を 形成 出来 な い 生 物 よ り も 、 社 会 的 に 優位 に 立つ 
こと 。 

結婚 で きる 生物 や 、 結 婚 出 来 た 生 物 が 、 結 婚 出 来 な い 生 物 よ り も 、 
社会 的 に 優位 に 立つ こと 。 

遺伝 的 子 泉 を 生成 出来 る 生物 や 、 遺 伝 的 子 拓 を 生成 出来 た 生物 が 、 
遺伝 的 子 泉 を 生成 出来 な い 生 物 よ り も 、 社 会 的 に 優位 に 立つ こと 。 
// 


// 

ЗПУ, HSH(CHSeensce, ВУ 
Е, НЕВИС“. 

MED у УЛЕБ 5+, БЕЛ У ЛЕНЫ ЕТЕМ 
が 、 社 会 的 に 厚遇 され る こと 。 恋 愛 カ ッ プ ル を 形成 出来 な い 生 物 

が 、 社会 的 に 准 遇 され る こと 。 

千 婚 出来 る 生物 や 、 結 婚 出 来 た 生 物 が 、 社 会 的 に 厚遇 され る こと 。 
結 婚 出来 な い 生 物 が 、 社 会 的 に 冷遇 され る こと 。 

遺伝 的 子 泉 を 生成 出来 る 生物 や 、 遺 伝 的 子 拓 を 生成 出来 た 生物 が 、 
社会 的 に 厚遇 され る こと 。 人 遺伝 的 子 拓 を 生成 出来 な い 生 物 が 、 社 会 
的 に 冷遇 され る こと 。 

// 


// 

遺伝 的 子 拓 を 残せ る 生物 が 、 遺 伝 的 子 拓 を 残せ な い 生 物 を 、 社 会 的 
に 開 別 し 、 虚 待 す る こと 。 

恋愛 カッ プル を 形成 出来 る 生物 や 、 恋 愛 カ ッ プ ル を 形成 出来 た 生物 
が 、 恋 愛 カ ッ プ ル を 形成 出来 な い 生 物 を 、 社 会 的 に 差別 し 、 虐 待 す 
る こと 。 

結婚 出来 る 生物 や 、 結 婚 出 来 た 生 物 が 、 結 婚 出 来 な い 生 物 を 、 社 会 
的 に 差別 し 、 虐 待 す る こと 。 

遺伝 的 子 泉 を 生成 出来 る 生物 や 、 遺 伝 的 子 拓 を 生成 出来 た 生物 が 、 
遺伝 的 子 朱 を 生成 出来 な いり 生物 を 、 社 会 的 に 差別 し 、 虐 待 す る こ 

と 3 

// 


例 。 日 本 政府 。 そ の 、 コ ロナ ウイ ルス 感染 症 対 策 。 子供 の いる 世帯 
に 対し て 、 手 厚い 助成 金 を 挟 え た こと 。 子 供 の いな い 世 帯 や 、 結 婚 
出来 て いな い 世 帯 に 対し て 、 何 も 助成 金 を 挟 え な か っ た こと 。 


(2021 年 12 月 初出 。 ) 


親 と 子供 と の 関係 。 生 物 の 本 質 と の 関連 。 


親子 の 間 に お ける 、 上 下関 係 。 

その 生成 。 

その 、 次 世代 に お ける 、 再 生産 。 

その 本 質 は 、 生 物 の 本 質 に 、 基 づい て いる 。 
親 が 、 上 位 者 で ある こと 。 

子供 が 、 下 位 者 で ある こと 。 

例 。 

キリ スト 教 。 

乏 O 绝 对 者 O 神 。 

そこ に お ける 、 人 父子 の 間 の 上 下関 係 。 
(ER, 

そこ に お ける 、 以下 の 内 容 の 、 社 会 的 な 推奨 。 
子供 に よる 、 MEH. 


子供 の 生成 。 
その 時 点 。 
親 は 、 有 力 で あぁ る こと 。 
子供 は 、 無 力 で ある こと 。 


子供 の 生成 。 

子供 の 養育 。 

その 時 点 。 

親 は 、 既 に 、 自 立 し て いる こと 。 

子供 は 、 未 だ に 、 自 立 し て いな いこ と 。 
子供 が 、 親 に 対し て 、 依 存する こと 。 

それ は 、 以下 の 実現 の た め に 、 必 須 で ある 。 
子供 自身 の 生存 。 

子供 自身 に よる 、 そ の 維持 。 


子供 の 生成 。 

その 時 点 。 

親 は 、 生 存 に 必要 な 資源 を 、 持 っ て いる こと 。 
子供 は 、 生 存 に 必要 な 資源 を 、 持 た な いこ と 。 
親 は 、 そ の 資源 を 、 子 供 に 対し て 、 譲 渡す る こと 
その 譲渡 。 

それ は 、 無 償 で は 無い 。 

ФЕИ, RAM <. 

例 。 

SRO RBI. 

养育 O 能 力 。 

養育 の 知識 。 


そう し た 関係 。 
それ ら は 、 生 涯 に わた っ て 永続 する こと 。 


上 記 の 関係 。 

それ ら は 、 生 物 に お いて 、 一般 的 に 、 観 察 可能 で ある 。 
それ ら は 、 生 物 に お いて 、 広 午 に 、 観 察 可能 で ある 。 
人 間 の 親子 関係 。 

それ は 、 そ の 一 例 で ある 。 


(初出 2021 年 4 月 。 ) 


人 生 に お ける 、 生 殖 の 本 質 視 と 、 そ の 隠 べ 
人 間 に お ける 、 そ うし た 行為 の 発生 。 生 
物 の 本 質 と の 関連 


(1) 

生殖 行为 。 

乏 机 亿 对 地 吾 、 和 欲求 。 
その 所 有 。 


それ は 、 人 間 に お いて は 、 以下 の よう な 内 容 で ある 。 
それ は 、 生 涯 に わた る 。 
それ は 、 本 質 的 で ある 。 
それ は 、 連 続 的 で ある 。 


人 間 は 、 上 記 の 事項 に つい て 、 以 下 の 行 為 を 、 実 行 する 。 
生殖 行为 。 

それ に 対す る 、 欲 求 。 

その 所 有 。 


その 、 彼 ら 自 身 の 内 面 に お ける 、 実 在 。 
その 強固 さ 。 
その 強大 さ 。 


tne, RAS, GBETSCC, 
それ を 、 隠 べ い する こと 。 


そう し た 人 間 の 特質 。 
それ は 、 生 物 の 本 質 と 、 深 く 関 連 す る 。 


(2) 
人 間 と 、 他 の 生物 と の 共通 性 。 
生殖 に お ける 側面 。 


人 生 に お ける 、 生 殖 の 本 質 視 。 
生殖 行为 。 

それ に 対す る 、 欲 求 。 
その 所 有 。 

それ は 、 と て も 強い 。 

それ は 、 生 涯 に わた っ て 、 続 く 。 
それ は 、 本 質 的 で ある 。 

それ は 、 連 続 的 で ある 。 


彼ら 自身 の 遺伝 的 子孫 。 

それ ら を 、 後 世 へ と 、 残 存 さ せる こと 。 
その 実現 。 

それ に 対す る 、 本 質 的 な 欲求 。 

その 実現 の 成功 者 。 
СЖ 9 5. ME. 

その 実現 の 失敗 者 。 

彼ら に 対す る 、 軽 藤 。 


そう し た 欲求 。 
その 、 人 遺伝 的 な 、 生 身 の 身体 へ の 組み 込み 。 


その 欲求 。 

その 存在 を 、 直視 す る こと 。 

その 存在 を 、 露骨 に 茜 定 する こと 。 
それ ら の 実行 。 


それ ら を 回 避 す る こと 。 
それ ら を 否定 する こと 。 


例 。 

生殖 行为 。 

それ を 、 淫 行 と 呼ぶ こと 。 
tne, «= BOCES, 


生殖 行为 。 

性 的 欲求 。 

それ ら の 回 避 。 

それ を 実現 する 者 。 

彼ら を 、 聖 人 と 呼ぶ こと 。 
彼ら を 、 尊 敬 す る こと 。 


例 。 

配偶 者 以外 の 者 と の 間 の 、 生 殖 行為 。 
EN, BWZCMATE, 
tne, «= BOCES, 


配偶 者 以外 の 者 と の 間 の 、 生 殖 行 為 。 
配偶 者 以外 の 者 に 対す る 、 性 的 欲求 。 
= ИБ OB, 

それ を 実現 する 者 。 

彼ら を 、 貞 激 で ある と 、 見 な すこ と 。 
彼ら を 、 称 資す る こと 。 


(3) 

人 間 と 、 他 の 生物 と の 区 別 。 

人 間 に お ける 、 そ の 心理 の 発生 。 

その 、 人 遺伝 的 な 、 生 身 の 身体 へ の 埋め 込み 。 


(3-1-1) 

人 生 に お ける 、 生 殖 の 本 質 視 。 
生殖 行為 。 

それ に 対す る 、 欲求 。 

その 所 有 。 

それ は 、 と て も 強い 。 

それ は 、 生 涯 に わた っ て 、 続 く 。 
それ は 、 本 質 的 で ある 。 

それ は 、 連 続 的 で ある 。 


(3-1-2) 

彼ら 自身 の 遺伝 的 子孫 。 

それ ら を 、 後 世 へ と 、 残 存 さ せる こと 。 
その 実現 。 

それ に 対す る 、 本 質 的 な 欲求 。 
そう し た 欲求 。 


その 、 遺 伝 的 な 、 生 身 の 身 体 へ の 組み 込み 


(3-1-3) 
配偶 者 以外 と の 異性 。 
SCOR Ст, ЕТ. 
その 実現 に 対す る 、 本 質 的 な 欲求 。 


(3-2) 
//// 

上 記 の 欲求 。 
その 存在 。 
その 実在 。 
その 強大 さ 。 


Ene, BHITSCe 
2ne, BAICHETSCe 


の 欲求 に 忠実 な 行為 。 
tne, ВЕСЕ ФСС 
//// 


それ ら の 行為 。 


それ を 、 以下 の 内 容 と 、 見 な すこ と 。 


社会 的 な 禁忌 。 


それ ら の 行為 。 

それ を 、 表 向き 、 禁 止 す る こと 。 
それ を 、 表 向き 、 回 避 す る こと 。 
それ を 、 表 向き 、 否 定 す る こと 。 


(3-3) 

他 の 種類 の 生物 た ち 。 

彼ら に つい て 、 一 方 的 に 、 以 下 の ひよ うに 、 見 な すこ と 。 
//// 

彼ら は 、 以 下 の 内 容 を 、 和 実行 す る 。 


それ ら の 欲求 の 存在 。 
tne, BHICBETScCE, 


EORRITCBERTIA. 
Ene, HBBICZRTS cE, 
//// 


他 の 種類 の 生物 た ち 。 
彼ら の 取る 、 そ うし た 行為 。 


それ に 対し て 、 表 向き 、 否 定 的 な 態度 を 取る こと 。 
ENIM LT. RAS, 以下 の 内 容 を 、 主 張 す る こと 。 
人 間 が 持つ 、 以 下 の 能 力 。 

上 記 の 行為 の 実行 。 

それ を 回 避 す る 能力 。 


その 能力 の 存在 。 
それ を 、 強 調 す る こと 。 


その 結果 、 表 向き 、 以下 の 内 容 を 、 主 張 す る こと 。 
人 間 が 持つ 、 他 の 種類 の 生物 た ち に 対す る 、 優 越 性 。 


(3-4) 
人 間 に お ける 、 そ うし た 行為 の 発生 。 


その 原因 。 
それ は 、 以 下 の 内 容 で ある 。 


(3-4-1) 

人 間 が 、 雑 食性 の 生物 で ある こと 。 
彼ら 自身 の 食糧 。 

その 確保 。 

その 必要 量 の 多 さ 。 

その 必要 性 。 

その 発生 。 

それ は 、 永 続 的 で ある 。 

それ は 、 持 続 的 で ある 。 


その 実現 の た め に 、 以下 の 行為 の 実行 が 、 不 可 避 で ある こと 。 


thOFMA. MATScE, 

その こと に 対す る 、 心 理 的 な 抵抗 。 
EOC EMTS, DENG. 
それ ら の 存在 。 

その 心理 的 矛盾 。 

それ ら の 解決 に 対す る 、 欲 求 。 


ОЕ а, MATS, 
その 行為 の 正当 化 。 
例 。 


動物 。 
魚類 。 


鳥類 。 


ПВА, 
それ ら は 、 人 間 に 類 似 し た 存在 で ある 。 
それ ら は 、 人 間 と 同類 の 存在 で ある 。 


野生 動物 。 
例 。 
猪 。 
鹿 。 


飼育 動物 。 


an 
FM 类 о 


果樹 類 。 
移動 生活 様式 の 場合 。 


нЕ) эс. 
REET эс. 
9 SCC, 


その こと に 対す る 、 心 理 的 な 抵抗 。 
その こと に 対す る 、 心 理 的 な 忠 踏 。 


その 存在 、 
その 心理 的 矛盾 。 


それ ら の 解決 。 

その 実現 に 対す る 、 欲 求 。 
その 行為 。 

その こと に 対す る 、 正 当 化 。 


(3-4-2) 

生物 の 大 半 は 、 発 情 期 を 持つ 。 

一 方 、 人 間 は 、 以 下 の 内 容 の 実現 が 、 可 能 で ある 。 
年 中 、 時 間 を 問わ ず に 、 性 的 な 発情 を 、 行 うこ と 。 


その 特徴 。 

その 、 人 間 に お ける 特有 性 。 

その 、 人 間 に お ける 固有 性 。 

その 強 さ 。 

その 面 で の 、 以下 の 内 容 に お ける 、 程 度 の 強 さ 。 


生物 の 中 に お ける 、 人 間 が 持つ 、 特 殊 性 。 
それ ら の 存在 。 


(3-4-2-1) 

生殖 行为 中 。 

その 行為 その も の に つい て 、 以下 の 内 容 を 実現 する こと 。 
感覚 。 知 覚 。 思考 。 

それ ら に 対す る 、 心 理 的 な 集中 。 

その た め に 必要 な 、 生 存 上 の 対応 。 


その 結果 、 もたらさ れる 、 以下 の よう な 娘 作 用 。 
それ に 対す る 、 対 応 。 
その 必要 性 。 


生殖 行为 中 。 

思考 力 。 

身辺 の 防御 を 行う 力 。 

それ ら が 弱体 化す る こと 。 

それ に 対す る 、 対 応 。 

その 必要 性 。 

その 対策 の 、 人 間 心 理 に 対す る 、 遺 伝 的 な 、 埋 め 込 み 。 


それ は 、 以下 の よう な 内 容 で ある 。 


//// 

性 的 な 発情 の モー ド 。 
平常 心 の モー ド 。 

//// 

上 記 の 両者 を 、 区 別 す る こと 。 

上 記 の 両者 の 混在 を 、 回 避 す る こと 。 


(3-4-2-2) 

生殖 器官 。 

生殖 行为 。 

ИБ сх 9 5. ЕВЕ, 

Фес 95. ЕВ». 

その 心理 の 、 遺 伝 的 な 、 生 体 へ の 埋め 込み 。 


(3-4-2-3) 

発情 期 。 

平常 期 。 

それ ら の 期間 の 実現 。 

その こと を 、 常 時 、 両 立 さ せる こと 。 
それ ら の 両者 。 

それ ら を 、 相 互 に 、 切 り 替 える こと 。 
それ ら の 実現 。 

それ は 、 常 時 で ある 。 

それ は 、 有 瞬時 で ある 。 

それ ら を 、 可 能 に する こと 。 


Са) 
生殖 行为 。 
=. 
それ が も た ら す 、 和 重大 性 。 


それ ら に 対す る 、 重 大 な 決心 。 
それ ら に 対す る 、 重 大 な 決意 。 
人 生 に お ける 、 そ の 必要 性 。 
その 強力 さ 。 
それ ら の 発生 。 


その こと に 対す る 、 社 会 的 な 覚悟 。 
その 必要 性 。 


それ ら に 対す る 、 注 意 の 喚起 。 
その 心理 の 、 遺 伝 的 な 、 生 体 へ の 埋め 込み 。 


(ee a eee 
出 产 行 为 。 

人 間 に お ける 、 そ の 危険 性 。 
それ ら の 発生 。 

その こと に 対す る 、 社 会 的 覚悟 。 

その 必要 性 。 

それ ら に 対す る 、 注 意 の 喚起 。 

その 心理 の 、 遺 伝 的 な 、 生 体 へ の 埋め 込み 。 


(3-4-2-6) 
子供 の 出生 。 
それ が も た ら す 、 以下 の 内 容 の 発生 。 


(3-4-2-6-1) 

親 に よる 、 子 供し の 養育 。 

その 社会 的 な 義務 。 

その 状態 が 、 長 期間 に わた っ て 持 、 続 する こと 。 
それ が も た ら す 、 心 理 的 な 重圧 。 
それ ら の 発生 。 

その こと に 対す る 、 社 会 的 な 覚悟 。 

その 必要 性 。 

それ ら へ の 注意 の 喚起 。 

その 心理 の 、 遺 伝 的 な 、 生 体 へ の 埋め 込み 。 


(3-4-2-6-2) 

親 に よる 、 子 供 の 養育 。 

その 社会 的 な 義務 。 

= ФАЗЕ, 

それ が 、 も た ら す 、 以下 の 内 容 。 
その 、 程 度 の 大 き さ 。 


子供 の 人 生 に お ける 、 ダ メー ジ 。 


それ が 、 片 親 に よる も の で ある 場合 。 
それ が 、 も た ら す 、 以下 の 内 容 。 
その 、 程 度 の 大 き さ 。 


も つう 一 方 の 親 。 
その 人 生 に お ける 、 ダ メー ジ 。 


それ ら の 発生 。 

それ に 対す る 、 社 会 的 な 回 避 。 

それ に 対す る 、 社 会 的 な 制限 。 

それ に 対す る 、 社 会 的 な 制裁 。 
それ ら の 必要 性 。 

それ ら へ の 注意 の 喚起 。 

その 心理 の 、 遺 伝 的 な 、 生 体 へ の 埋め 込み 。 


(3-4-2-6-3) 

子供 の 養育 。 

それ に 必要 な 、 人 員 。 

それ に 必要 な 、 人 労力 。 

人 間 に お ける 、 そ れ ら の 程度 の 多 さ 。 

その 作業 に お いて 、 以 下 の 内 容 の 実現 が 、 必 須 で ある こと 。 


双方 の 配偶 者 。 

息 縁 関係 者 。 

彼ら の 間 に お ける 、 共 同 作 業 。 
彼ら の 間 に お ける 、 協 力 。 
彼ら の 間 に お ける 、 相 互 扶助 。 
それ ら の 実現 。 


(3-4-2-6-4) 

子供 の 養育 。 

それ に 必要 な 、 期 間 。 

人 間 に お ける 、 そ の 長期 性 。 

その 作業 に お いて 、 以 下 の 内 容 の 実現 が 、 必 須 で ある こと 。 


双方 の 配偶 者 。 

MARAE. 

彼ら の 間 に お ける 、 共 同 作 業 。 
彼ら の 間 に お ける 、 協 力 。 
彼ら の 間 に お ける 、 相 互 扶助 。 
それ ら の 実現 。 


その 結果 、 以 下 の 必 要 性 が 、 双 方 の 配偶 者 の 間 に 、 生 じ る こと 。 
彼ら 自身 の 配偶 者 。 
その 人 物 と の 間 に お いて 、 以下 の 内 容 を 、 実 現す る こと 。 


共同 生活 。 
その 長期 間 の 、 持 続 。 
その 必要 性 。 


それ が も た ら す 、 以下 の 内 容 の 発生 。 


双方 の 間 に お ける 、 良 好 な 対人 関係 。 
その 維持 。 
その 社会 的 な 義務 。 


上 記 の 状態 が 、 長 期間 に わた っ て 、 持 続 す る こと 。 
それ が も た ら す 、 心 理 的 な 重圧 。 

それ ら の 発生 。 

その こと に 対す る 、 社 会 的 な 覚悟 。 

その 必要 性 。 

それ ら に 対す る 、 注 意 の 喚起 。 

その 心理 の 、 遺 伝 的 な 、 生 体 へ の 埋め 込み 。 


(3-4-2-7) 
配偶 者 と の 不仲 。 

その 発生 。 

その 持続 。 

それ が 、 も た ら す 、 以 下 内 容 。 
その 大 き さ 。 


双方 の 配偶 者 。 
彼ら 自身 の 人 生 に お ける 、 ダ メー ジ 。 


その 発生 。 
その 原因 が 、 一 方 の 配偶 者 の 側 に 、 専 ら 、 存 在 す る 場合 。 
それ が 、 も た ら す 、 以下 の 内 容 。 


も つう 一 方 の 配偶 者 。 
その 人 物 の 人 生 に お ける 、 ダ メー ジ 。 
その 大 き さ 。 


それ ら の 発生 。 

それ に 対す る 、 社 会 的 な 回 避 。 

それ に 対す る 、 社 会 的 な 制限 。 

それ に 対す る 、 社 会 的 な 制 替 。 
それ ら の 必要 性 。 

それ ら へ の 注意 の 喚起 。 

その 心理 の 、 遺 伝 的 な 、 生 体 へ の 埋め 込み 。 


(3-4-2-8) 
配偶 者 以外 の 異性 。 

彼ら と の 間 に お ける 、 生 殖 行 為 。 
その 実現 。 

それ に 対す る 、 本 質 的 な 欲求 。 


ある 生物 。 

一 類型 と し て の 人 間 。 
彼ら が 、 そ の 欲求 に 対し て 、 従 っ た 場合 。 
И, ЖЕН, 
И, BBE >? 万 场合 。 
それ は 、 UFOWBI, BATS. 


配偶 者 に 対す る 、 浮 気 。 
その こと に よる 、 配 偶 者 に 対す る 、 裏 切り 。 


それ が 、 も た ら す 、 以 下 の 内 容 。 


彼ら 自身 の 結婚 相手 。 
彼ら 自身 の 交際 相手 。 

上 記 の 人 物 の 人 生 に お ける 、 ダ メー ジ 。 
その 程度 の 大 き さ 。 
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その 結果 、 以下 の 状況 が 、 も た ら さ れる こと 。 
庶子 の 誕生 。 


それ が 、 以下 の (A ) の 内 容 に 対し て も た ら す 、 


作用 。 


(А) 

MAD A. 

その 正当 性 。 
ФЕ. 
庶子 の 養育 。 

その の 責任 の 所 在 。 
それ ら の 確定 。 


СВ) 


LAF @ ( B ) Oeil 


社会 的 な 混乱 。 
心理 的 な 混乱 。 
それ ら の 大 き さ 。 


(初出 2021 年 4 月 。 ) 


人 間 と 、 他 の 生物 と の 間 に お ける 、 了 断絶 や 、 
根本 的 な 相違 。 そ れ ら の 主張 の 、 移 動 生 活 様 
式 と の 関連 。 


(1) 

// 

人 間 と 、 他 の 生物 と の 間 に お ける 、 断 絶 や 、 根 本 的 な 相違 。 
AMC, RBCORMICSITS, 断絶 や 、 根 本 的 な 相違 。 


人 間 の 特権 性 。 


人 間 の 上 位 性 や 、 優 位 性 。 

他 の 生物 の 下位 性 や 、 劣 位 性 。 
// 

それ ら を 強調 する こと 。 


例 。 

// 

ユダ ヤ 教 。 

キリ スト 教 。 

イス ラム 教 。 

それ ら の 宗教 の 教義 。 
// 


(2) 
他 の 生物 に は 見 られ な い 、 人 間 特 有 の 高い 知能 。 
それ ら を 、 強 調 す る こと 。 


(3) 

ヒュ ー マ ニ ズム 。 

人 間 特 有 の 理想 。 

その 実現 を 追求 する こと 。 
例 。 

А. 


上 记 O (1). 。 上 記 の ( 2 ) 。 上 記 の (3 ) 。 
そう し た 思想 は 、 移 動 生活 様式 の 社会 に お いて 、 頻 発する 。 


その こと の 背景 。 

移動 生活 様式 。 

それ は 、 以下 の 内 容 で ある 。 

ФБ. 

ФА. 

Re OBZ. 

それ ら の 行為 を 、 毎 日 、 繰 り 返 すこ と 。 

そう し た 生活 を 、 何 世代 に も わた っ て 、 永 続 的 に 送る こと 。 
それ が 、 人 々 が 、 生 き て 行く 上 で 、 必 須 で ある こと 。 


仮に 、 あ る 人 物 が 、 人 間 と 家畜 と を 、 同 一 視 し た 場合 。 
その 人 物 の 精神 が 、 崩 壊す る こと 。 


(初出 2021 年 3 月 。 ) 


人 間 社 会 の 現実 。 上 位 者 と 下位 者 と の 関係 。 
人 間 の 下位 者 が 持つ 、 家 畜 的 な 性 質 。 


人 間 社 会 。 

その 現実 。 

上 位 者 は 、 下 位 者 に 対し て 、 強制 的 に 命 念 する 。 

上 位 者 は 、 下 位 者 の 命運 を 、 強 制 的 に 奪う 。 

上 位 者 は 、 下 位 者 を 、 強 制 的 に 労働 させ る 。 

上 位 者 は 、 下 位 者 を 、 搾 取 す る 。 

上 位 者 は 、 そ れ ら の 行為 に よっ て 得 た 富 を 、 蓄 積 する 。 

ЕН, ИБ, ВИЕыС Ис, RSEBRBOFRNKC, RIT 


継ぐ 。 
上 位 者 は 、 そ の こと で 、 彼 ら 自 身の上 位 性 を 、 永 続 さ せる 。 


それ は 、 以 下 の 内 容 で ある 。 

// 

上 位 者 が 、 下 位 者 を 、 一 方 的 に 使役 し て いる こと 。 

上 位 者 が 、 下 位 者 の 意思 や 運命 を 、 一 方 的 に 左右 し て いる こと 。 
上 位 者 が 、 下 位 者 の 生物 を 、 一 方 的 に 、 使 い 捨 て て いる こと 。 
人 間 社 会 に お いて 、 ト 下位 者 は 、 上 位 者 の 奴隷 で ある こと 。 

// 


それ ら は 、 結 局 は 、 以下 の 内 容 で ある 。 

// 

上 位 者 の 人 間 が 、 下 位 者 の 人 間 を 、 家 畜 扱 れい し て いる こと 。 
人 間 社 会 に お いて 、 ト 下位 者 は 、 上 位 者 の 家畜 で ある こと 。 
ИХ 


その こと は 、 結 局 、 以 下 の 内 容 で ある 。 

И. 

(1) 

АНЕ$5. Ех 9 SR. 

人 間 社 会 に お ける 、 上 位 者 に よる 、 下 位 者 に 対す る 扱い 。 
それ ら の 内 容 が 、 同 一 で ある こと 。 


(2) 

人 間 た ち 。 

彼ら 自身 より も 下位 の 人 間 。 

彼ら 自身 の 家畜 。 

彼ら 自身 に よる 、 そ れ ら の 存在 に 対す る 扱い 方 。 
そこ に お ける 、 差異 や 相違 。 

それ が 、 そ れ ら 両者 の 間 で 、 特 に 存在 し な いこ と 。 
// 


その こと は 、 結 局 、 以 下 の 内 容 で ある 。 


C1) 
ЛЕ. 


(2) 


他 の 生物 。 
例 。 


2 Е. 


上 记 OD (1). 。 上 記 の ( 2 ) 。 

// 

その 両者 の 間 に 存 在 す る 、 連 続 性 。 
その 両者 の 間 に 存 在 す る 、 同 質 性 。 
その 両者 の 間 に 存 在 す る 、 同 一 性 。 
// 

ENS OFREICDIITO, BA OREM. 


(初出 2021 年 3 月 。 ) 


人 間 社 会 の 真実 に 、 到 達する こと 。 COA 
法 。 


人 間 社 会 の 真実 に 、 到 達する こと 。 

その こと の 、 簡 単 な 、 実 現 の 方 法 。 

それ は 、 人 間 が 、 以下 の 内 容 に 、 気 付く こと で ある 。 

// 

人 間 と 、 他 の 生物 と の 間 に お ける 、 以 下 の 内 容 の 関連 性 。 
その 両者 の 間 に 存 在 す る 、 連 続 性 。 

その 両者 の 間 に 存 在 す る 、 同 質 性 。 

その 両者 の 間 に 存 在 す る 、 同 一 性 。 

ie 


C1) 

// 

(1-1) 

人 間 。 他 の 生物 。 

それ ら の 間 に お ける 、 根 本 的 な 相違 。 
それ ら の 間 に お ける 、 根 本 的 な 断絶 。 


それ ら の 存在 を 、 強 調 す る こと 
(1-2) 

人 間 特 有 の 高い 知能 。 

それ を 、 強 調 す る こと 
(1-3) 

人 間 特 有 の 理想 。 

それ を 、 追 求 す る こと 

// 


上 记 OD (1). 
それ ら の 行為 が 、 人 間 に と っ て 、 無 意味 で ある こと 。 


人 間 が 、 そ れ ら の 行為 を 続け る 場合 。 


人 間 に と っ て 、 以下 の 内 容 の 実現 が 、 永 久 に 不可 能 で ある こと 。 
// 

人 間 社 会 の 真実 に 、 到 達する こと 

人 間 性 の 本 質 に 、 到 達する こと 。 


1 ) の 行為 に 代わ っ て 、 新 た に 、 次 の よう な 行為 を 、 実 行 


その 両者 の 間 に お ける 、 А, 
その 両者 の 間 に お ける 、 相 違 。 

// 

それ ら が 、 存 在 し な いこ と 。 

その こと に 、 新た に 、 気 付く こと 。 
その こと を 、 改 め て 、 認 識 し 真 す こと 


人 間 。 
他 の 生物 。 
// 


その 両者 の 間 に お ける 、 連 続 性 。 

その 両者 の 間 に お ける 、 同 質 性 。 

その 両者 の 間 に お ける 、 同 一 性 。 

// 

それ ら が 、 明 ら か に 、 存 在 す る こと 。 
その こと に 、 新 た に 、 気 付く こと 。 
その こと を 、 改 め て 、 認 識 し 直す こと 。 


(2-2) 
人 間 が 、 生 物 の 一 種 で ある こと 。 


人 間 の 本 質 。 
それ が 、 以下 の 場所 へ と 、 完 全 に 包摂 され る こと 。 


// 

лож, 生物 の 本 質 。 

その 両者 は 、 同 一 で ある こと 。 
その 両者 は 、 同 質 で ある こと 。 
// 

ПИН, BETSTE, 


上 记 OD (2). 

それ ら の 行為 は 、 人 間 に と っ て 、 以下 の 内 容 の 実現 の た め に 、 必 須 
で ある 。 

// 

人 間 社 会 の 真実 に 、 到 達する こと 。 

人 間 性 の 本 質 に 、 到 達する こと 。 

// 


(初出 2021 年 3 月 。 ) 


人 間 は 、 世 界 社 会 レベ ル に お いて 、 生 物 の 本 
質 や 、 人 間 の 本 錦 や 、 社 会 の 本 質 に 迫る こと 
が 、 不 可能 で ある 。 


(1) 

移动 生活 样式 。 

== с ЛЕ RBA, НЕС, MHL. ALANS, + 
895. 

АН, Ес СОНИ, ARNICB MLAS, + 
895. 

人 間 は 、 そ の こと を 、 彼 ら 自 身 に よる 生殖 行為 に お いて 、 特 に 、 実 
感 す る 。 

лав, RBS, ARMICMALAMNS, HTS. 

ЛИ, ЛЕС, RBS. FEAT. Ш T SVEHICeSNS, 
ЛЕВ, ЛЕС, APUIOLMSe, 829 ДЕНЬ. 
人 間 は 、 人 間 を 、 生 物 の 一 環 と し て 捉え る こと が 、 不 可能 に な る 。 
それ ゆえ 、 人 間 は 、 生 物 の 本 質 や 、 人 間 の 本 質 や 、 社 会 の 本 質 に 迫 
る こと が 、 出 来 な い 。 


(2) 

定住 生活 様式 。 

そこ で は 、 人 間 は 、 植 物 の 栽培 と 収穫 を 中 心 に 、 生 活 す る 。 
ЛВ, ЛЕС, ЛВУЛОЕ а, FEET. МА СЗ SH 
EM. ll. 

人 間 は 、 人 間 を 、 生 物 の 一 環 と し て 捉え る こと が 、 可 能 で ある 。 
し か し 、 そ の 社会 の 内 情 は 、 内 部 情報 が 、 機 密 扱 いさ れ て 、 音 公 開 
の まま で ある 。 

それ ゆえ 、 人 間 は 、 そ の 社会 の 内 情 に つい て 、 分 析 を 進め る こと 
が 、 出 来 な い 。 

それ ゆえ 、 人 間 は 、 生 物 の 本 質 や 、 人 間 の 本 質 や 、 社 会 の 本 質 に 迫 
る こと が 、 出 来 な い 。 


人 間 の 生活 様式 は 、 上 記 の 二 種 類 ひ の み で ある 。 
それ ゆえ 、 人 間 は 、 世 界 社会 レベ ル に お いて 、 生 物 の 本 質 や 、 人 間 
の 本 質 や 、 社 会 の 本 質 に 迫る こと が 、 出 来 な い 。 


(初出 2021 年 5 月 ) 


蜜 の 生物 。 疎 の 生物 。 密 の 人 。 疎 の 人 。 


生物 に は 、 次 の 二 種 類 が ある 。 密 の 生物 。 疎 の 生物 。 

人 間 に は 、 次 の 二 種 類 が ある 。 密 の 人 。 疎 の 人 。 

密 の 存在 。 そ れ は 、 液 体 的 性 質 を 持つ 。 そ れ は 、 狭 い 限 定 さ れ た 令 
域 に 、 高 密度 で 、 密 集 し て 、 定 着 し 、 定 住 し た 状態 で 、 存 在 す る 。 
ЖФ, СИЗ, АЕ. ИЗ, Al ROB 
に 、 低 密度 で 、 離 散 し て 、 絶 え ず 移動 する 状態 で 、 存 在 す る 。 
女性 。 彼 ら は 、 密 の 人 で ある 。 彼ら は 、 狭 い 限 定 さ れ た 安全 領域 
に 、 高 密度 で 、 密 集 し て 、 定 着 し 、 定 住 し た 状態 で 、 存 在 す る 。 
男性 。 彼ら は 、 疎 の 人 で ある 。 彼ら は 、 ど の よう な 危険 が 待っ て い 
る か 分 か ら な い 、 広 い 無 限 の 領域 に 、 低 密度 で 、 離 散 し て 、 絶 え ず 
移動 する 状態 で 、 存 在 す る 。 

定住 生活 様式 者 。 彼 ら は 、 密 の 人 で ある 。 彼ら は 、 一 箇所 に 先祖 
代々 永住 し て 、 集 約 的 農業 を 営む 。 

移動 生活 様式 者 。 彼 ら は 、 疎 の 人 で ある 。 彼ら は 、 多 数 の 地点 間 を 
移動 し て 、 粗 放 的 農業 を 営む 。 


大 規模 感染 症 へ の 社会 的 な 対策 。 例 。 コロ ナウ イル ス 感 染 症 。 そ れ 
は 、 密 な 行動 を 禁止 し 、 疎 な 行動 を 推進 する 。 

大 規模 感染 症 に よる ダメ ー ジ 。 そ れ は 、 密 の 人 に お いて 、 大 きく 、 
疎 の 人 に お いて 、 小 さい 。 

大 規模 感染 症 に よる ダメ ー ジ 。 性 差 と の 関連 。 例 。 コ ロナ ウイ ルス 
感染 症 。 そ れ は 、 女 性 に お いて 、 大 きく 、 男 性 に お いて 、 小 さい 。 
大 規模 感染 症 に よる ダメ ー ジ 。 生活 内 容 の 差 と の 関連 。 例 。 コ ロナ 
ウイ ルス 感染 症 。 それは 、 定 住 生活 様 式 に お いて 、 大 きく 、 移 動 生 
活 様式 に お いて 、 小 さい 。 


(初出 2021 年 7 月 。 ) 


大 別 。 そ れ は 、 生 物 や 人 間 の 本 質 で ある 。 


差別 。 そ れ は 、 生 物 の 本 質 で ある 。 そ の 意識 は 、 生 物 に 、 常 駐 し 、 
消去 不能 で ある 。 


生物 は 、 彼 ら 自 身 と 、 形 質 面 で 共通 性 や 同一 性 の 大 きい 存在 を 好 
む 。 
生物 は 、 彼 ら 自身 と 、 形 質 面 で 共通 性 や 同一 性 の 小さ い 和 存在 を 嫌 
> 


生物 は 、 彼 ら 自 身 と 、 同 質 な 者 を 好む 。 
生物 は 、 彼 ら 自 身 と 、 異 質 な 者 を 嫌う 。 
例 。 人 種 の 違い 。 肌 の 色 の 違い 。 顔 立ち の 違い 。 


生物 は 、 生 存 能 力 に お ける 、 優 位 性 や 有 能 性 を 所 持 す る 存在 を 、 好 
む 。 
生物 は 、 生 和 存 能 力 に お ける 、 苑 位 性 や 無能 性 を 所 持 す る 存在 を 、 嬢 
Do 


生物 。 そ れ は 、 以下 の よう に 行動 する 。 

彼 自 身 が 、 生 存 能 力 に お ける 、 優 位 性 、 有 人 能 性 を 所 持 す る 存在 で あ 
る 場合 。 生物 は 、 そ の こと を 積極 的 に 認め 、 自 己 高揚 に 陥り 、 彼 自 
ВЕНУ 5. 

他 者 が 、 彼 自身 と 同様 に 、 優 位 で 有 能 で ある 場合 。 生物 は 、 そ うし 
た 他 者 に 対し て 、 ラ イ バ ル 視 を 行い 、 対 抗 心 を 燃やす 。 

他 者 が 、 彼 自身 より も 、 劣 位 で 無能 で ある 場合 。 生物 は 、 そ うし た 
他 者 に 対し て 、 見 下 し や 任 蔵 を 行い 、 一 方 的 に 説教 を 行い 、 お も 

жит, АЛЬ, 

ESM, 生存 能 力 に お ける 、 劣 位 性 、 無 能 性 を 所 持 す る 存在 で あ 
る 場合 。 生 物 は 、 そ の こと を 認め た が ら ず 、 自 己 嫌 悪 に 陥り 、 彼 自 
身 を 否定 する 。 

他 者 が 、 彼 自身 と 同様 に 、 労 位 で 無能 で ある 場合 。 生物 は 、 同 族 嫌 
悪 に 陥る 。 

彼 自 身 が 、 生 存 能 力 に お ける 、 劣 位 性 、 無 能 性 を 所 持 す る 存在 で あ 
る 場合 。 生物 は 、 新 た に 、 彼 自身 が 、 生 存 能 力 に お ける 、 優 位 性 、 
有人 能 性 を 所 持 す る 存在 に な り た いと 、 強 く 望 み 、 努 力 を 行う 。 そ の 
後 、 生 物 は 、 優 位 者 、 有 人 能 者 に 対し て 、 挑 戦 し よう と する 。 TOPE 
BY’, ABICRDSc, НЕ Лист х, Яр 
に な る 。 

そこ に は 、 優 位 者 と 劣 位 者 、 有 能 者 と 無能 者 、 そ れ ら 両者 の 間 に お 
LIC. 差別 が 、 公 然 と 存在 する 。 そ うし た 差別 は 、 生 物 の 本 質 に 基 
づく 。 そ こ で は 、 彼 自身 の 生存 し や すさ や 、 生存 能 力 の 大 小 に よっ 
て 、 全 て の 待遇 が 決ま る 。 生物 の 一 種 と し て の 人 間 も 、 そ うし た 開 


別 意識 を 、 公 然 と 持つ 。 


生物 の 持つ 、 生 殖 に お ける 成功 性 や 、 優 位 性 。 そ れ は 、 彼 自身 の コ 
ピー を 、 後 世 へ と 、 な る べく 沢山 、 生 存 上 の 優位 性 を 保持 し た 状態 
で 、 残 すこ と で ある 。 


社会 的 生殖 差別 の 分 類 。 

男性 の 場合 。 自 己 拡大 性 へ の 成功 の 度合 い 。 

女性 の 場合 。 自 己 温存 性 へ の 成功 の 度合 い 。 

セッ クス の 機会 の 獲得 成功 の 有無 。 生 殖 へ の 成功 の 有無 。 子 振 の 残 
存 の 度合 い の 大 小 。 

生殖 に 成功 し た 生物 が 、 有 能 視 され 、 優 位 と な る 。 生殖 に 失敗 し た 
生物 が 、 無 能 視 され 、 劣 位 と な る 。 

そこ に は 、 両 者 の 間 に お いて 、 差別 が 、 公 然 と 存在 する 。 そ うし た 
差別 は 、 生 物 の 本 質 に 基づく 。 生 物 の 一 種 と し て の 人 間 も 、 そ うし 
た 差別 意識 を 、 公 然 と 持つ 。 


社会 的 性 的 不能 者 。 そ れ は 、 以 下 の 内 容 の 存在 で ある 。 

ИЕ 

AMEE, Е ЕСИ, 

性 的 魅力 に 欠け る 者 。 そ れ ゆ え 、 異 性 か ら 相 手 に され な い 者 。 

性 行為 を 、 上 手 に 遂行 で き な い 者 。 そ れ ゆ え 、 異性 か ら 相 手 に され 
な い 者 。 

性 行为 所 对 L 世 、 恐 怖 在 抱 《 者 。 

生身 の 異性 に 対し て 、 性 交渉 を し な い 者 。 仮 想 の 異性 や 、 生 身 の 異 
性 の 代用 品 に 対し て 、 性 交渉 を する 者 。 

性 行為 か ら の 超越 を 目指 す 者 。 

性 的 能力 を 失っ た 者 。 例 。 手 術 に よる 生殖 細胞 の 摘出 。 高 鹸 化 に よ 
る 性 的 能力 の 喪失 。 

//// 


社会 的 性 的 不能 者 。 彼 ら は 、 彼 ら 自 身 の 生 身 の コ ピー を 後世 に 残さ 
な い 。 彼ら は 、 生 物 の 本 質 に 反し た 行動 を 取る 。 そ れ ゆ え 、 彼 ら 
は 、 社 会 的 に 、 差 別 や 嫌悪 や 見 下 し の 対象 に な る 。 


移動 生活 様式 に お ける 、 男 性 が 持つ 、 生 活 能 力 面 で の 優位 性 と 、 女 
性 が 持つ 、 生 活 能 力 面 で の 劣 位 性 。 例 。 欧米 諸 国 。 中 東 諸 国 。 
定住 生活 様式 に お ける 、 女 性 が 持つ 、 生 活 能力 面 で の 優位 性 と 、 男 
性 が 持つ 、 生 活 能 力 面 で の 劣 位 性 。 例 。 中 国 、 朝 鮮 、 日 本 、 ロ シ 


ア 。 


そこ に は 、 両 者 の 間 に お いて 、 差別 が 、 公 然 と 存在 する 。 そ うし た 
差別 は 、 生 物 の 本 質 に 基づく 。 生 物 の 一 種 と し て の 人 間 も 、 そ うし 
た 差別 意識 を 、 公 然 と 持つ 。 


(初出 2021 年 7 月 。 ) 


血縁 関係 の 分 類 。 血 縁 制度 の 分 類 。 


ШРИ. 


ЕН, ИБН, 
FMMEO, ИБН ЕВЕ, 
ЕЕ, ИБН, 
SMMEO, ИБН, 


二 个 体 以 上 O 生 物 。 


彼ら が 、 上 記 の 内 容 に 基づい て 、 社 会 関係 を 、 形 成す る こと 。 
彼ら が 、 上 記 の 内 容 に 基づい て 、 縁 故 を 、 形 成す る こと 。 
彼ら が 、 上 記 の 内 容 に 基づい て 、 繋 が り を 、 形 成す る こと 。 
彼ら が 、 上 記 の 内 容 に 基づい て 、 共 同 生 活 を 、 営 むこ と 。 
その 生活 集団 。 そ の 生活 ネッ トワ ー ク 。 


彼ら が 、 そ の 場 に お いて 、 ず っ と 生活 し 続け る こと 。 
彼ら が 、 そ の 場 に お いて 、 ず っ と 居住 し 続け る こと 。 
その 定住 集団 。 そ の 定住 ネッ トワ ー ク 。 

その 制度 化 。 

EN, MAE CHS. 


血 绿 制度 。 
その 分 類 。 


//// 
(1) 


MAROC, COMM. 


(1-1) 

極 を 作る 場合 。 

集団 。 

(1-1-1) 

父方 中 心 。 父 系 。 

(1-1-2) 

BARD BA. 

(1-2) 

極 を 作ら な い 場 合 。 

ネッ トワ ー ク 。 

//// 

(2) 

氏 姓 の 系 譜 。 そ の 追跡 。 そ の 長 さ 。 
(2-1) 

永代 。 

(2-2) 

数 代 。 それ は 、 永 続 し な い 。 
(2-3) 

一 代 。 

//// 


(3) 
その 場 の 権力 者 。 そ の 場 の 支配 者 。 


(3-1) 
父親 。 父 権 。 移動 生活 様式 。 


(3-2) 
母親 。 母 権 。 定住 生活 様式 。 


//// 


(4) 

Mee, HEWICERITSCe. 

その 度合 い 。 

遺伝 的 繋が り を 、 社 会 的 に 重視 する こと 。 
その 度合 い 。 


血縁 に 基づく 定住 生活 様式 。 
それ を 、 社 会 的 に 重視 する こと 。 
その 度合 い 。 


(4-1) 
絶対 視 。 


(4-2) 
重視 。 


(4-3) 

軽視 。 

\ 非 血縁 に 基づく 、 共 同 の 、 定 住 生 活 様式 。 
それ を 、 社 会 的 に 重視 する こと 。 


AAA 


(5) 
分 析 の 対象 と な る 、 生 物 の 社会 。 
その 分 類 。 


(5-1) 
無 性 生 殖 。 


(5-2) 
有 性 生殖 。 


(5-2-1) 
植物 。 


(5-2-2) 
动物 。 
Е. 


上 記 の 内 容 に 基づく 、(5-2-2) 人 間 社 会 の 分 類 。 

具体 的 な 例 。 

中 国 。(1-1-1) 集 团 。 父系 。 (2-1) 永 代 。(3-2) 母 闪 。(4-1) 绝 对 视 。 
日 本 。 1-1-1) 集 団 。 父 系 。(2-2) 数 代 。 それ は 、 永続 し な い 。(3-2) 
母親 。(4-3) 軽 視 。 

ロシア 。(1-1-1) 集 団 。 父 系 。(2-3) 一 代 。(3-2) 母 親 。(4-3) 重 視 。 
タイ 。(1-2) ネ ットワーク 。(2-1) 了 永代 。(3-2) 母 親 。(4-3) 重 視 。 


人 種 制度 も 、 血 縁 制度 の 一 環 で ある 。 
民族 制度 も 、 血 縁 制度 の 一 環 で ある 。 
それ ら の 形成 は 、 人 間 相 互 の 遺伝 的 な 繋が り の 濃淡 に 基づく 。 


(初出 2021 年 5 月 。 ) 


iE 货 Sats. 

それ は 、 以下 の よ うな 内 容 で ある 。 
// 

稼げ な い 社 会 。 
生活 費 が か さむ 社会 。 

通貨 の 保持 者 が 楽 な 社会 。 
SOARES LIAS. 

// 


通货 安 社 会 。 

それ は 、 以下 の よう な 内 容 で ある 。 

// 

稼げ る 社会 。 

生活 費 が か さま な い 社 会 

en し し \ 社 会 
BOARS L < な し \ 社 会 
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通貨 高 社 会 が 、 通 貨 安 社会 へ と 、 変 化し た 場合 。 

и で 、 富 を 築い て いた 者 。 彼ら の 富 が 、 失 われ 
る こと 。 ЕО, ЕН СЕ 

社会 的 通貨 以外 に よる 貯 昔 で 、 富 を 築 ИСИ, ШБОЕМ. № 

持 さ れる こと 。 彼ら の 生活 が 、 豊 か な まま で ある こと 。 

社会 的 通貨 に よる 貯 昔 から 、 社 会 的 通貨 以外 に よる 貯 落 へ の 、 事 前 

の 切り 替え の 実施 。 実体 の ある 資産 の 、 事 前 の 蓄積 。 そ れ ら が 、 富 

の 維持 に お いて 、 と て も 有効 で ある こと 。 


貨 安 社会 が 、 通 貨 高 社会 へ と 、 変 化し た 場合 。 
ee ee ae いて いた 者 。 彼ら の 富 が 、 増 える 
ct, 


生物 の 行動 の 変化 。 そ れ は 、 慣 性 の 法則 に 従う 。 そ れ は 、 生 物 に 
と っ て 、 真 ぐに は 、 変 更 不可 能 で ある 。 


м 通貨 高 社 会 へ と 、 変 化す る こと 。 そ の 次 に 、 通 貨 高 
На, 貨 安 社 会 へ と 、 変 化す る こと 
това. 社会 的 通貨 に よる 貯蓄 で 、 BER く 行 為 。 そ の 持続 を 、 
賀 危機 の 発生 が 徐々 に 迫っ て も 、 直 ぐに は 、 な か な か 止め られ な 


貞 高 社会 の 問題 。 
通貨 高 が 、 社 会 に 与え る 影響 。 

高 貧乏 。 何 を 実行 する に も 、 費用 面 で 高く 付く こと 。 その た 
め 、 経 済 的 な 競争 力 が 全 滅 する こと 。 稼げ な く な る こと 。 高 付加 価 
値 の 製品 し か 、 採 算 が 合わ な く な る こと 。 人 々 の 購買 力 が 低下 し 
て 、 商 品 の 価格 が 安く な る こと 。 何 も 稼げ な い 状 態 に お いて 、 通 貨 
安 を 避け る よう に な る こと 。 


女性 優位 社会 が 、 支 配 者 の 男性 優位 社会 に よっ て 、 通 貨 高 を 強制 さ 
れ て いる 場合 。 

例 。 ア メリ カ に よっ て 、 通 貨 高 を 強制 され て いる 、 日 本 社会 

その よう な 女性 優位 社会 に お いて は 、 社 会 の 人 々 が 、 自己 保身 第 一 
で 行動 する 。 その た め 、 人 々 は 、 社 会 的 上 位 者 の 男性 優位 社会 の 政 
策 に 、 誰 も 批 剃 や 反抗 を 出来 ず に 、 ひ た すら 従う だ け で ある 。 そ の 
よう な 女性 優位 社会 に お いて 、 ПОНИ, ЛЕНЕ 
的 タブ ー と 化す 。 そ の た め 、 どん どん 社会 は 、 一 方 的 に 、 高 速 に 、 
衰退 し て 行く 。 人 々 は どん どん 人 貢 し く な る 。 そ の 社会 は 、 自 力 で 

は 、 復 活 が 不可 能 で ある 。 


その こと に 対す る 解決 策 。 

社会 の 債務 超過 に よる 、 財政 破綻 が も た ら す 、 大 幅 な 通貨 安 の 実 
現 。 

それ に 伴う 輸出 産業 の 国内 製造 拠点 の 復活 。 

その 実現 に よる 、 国 際 的 に 稼ぐ 力 の 復活 の み 。 

それ は 、 引 済 的 危機 の 発生 で ある 。 それ は 、 経 済 的 敗戦 で ある 。 < 
れ は 、 経 済 的 恥辱 で ある 。 

女性 優位 社会 の 人 々 は 、 自 己 保 身 第 一 で 、 安 全 第 一 で 、 見 栄 っ 張 リ ワリ 
で ある 。 そ の た め 、 府 も 、 自 力 で 、 そ の 解決 策 を 、 採 用 する こと が 
出来 な い 。 そのため 、 そ の 人 々 は 、 ど ん どん 引 済 的 に 追い 詰め られ 
る の み 。 

それ は 、 社 会 の 全面 的 な 壊滅 や 、 経 済 の 全面 的 焦土 化 を 、 も た ら 
す 


それ は 、 以 下 の 状況 の 再来 で ある 。 
例 。 太 平 洋 戦 争 に お ける 、 日 本 の 敗戦 。 


( 2021 年 12 月 初出 。 ) 


通貨 。 言語 。 物理 キー ボー ド の 文字 キー an 
У]. CENSOR PAM tC, Ш 
関連 


& > 


不 統一 。 斉 語 の 不 統一 。 そ れ ら の 発生 原因 の 共通 性 。 


両替 容易 性 。 
SRR, ЕТО НЕД ВНЕ НЕ, 


\ 
Г. 


оо oY 


Ol 
ОН 


о 


Bist im \OF8 4] < ORE. 

ae 

mMaAAt. ВЕЕР, 

学習 困難 性 。 

既得 権益 の 確保 。 既得 権益 の 井 失 の 阻止 。 
// 


それ ら 同 士 の 、 密 接 な 関連 。 


СВ) 
物理 キー ボー ド の 文字 キー 配列 の 、 世 界 的 な 統一 。 そ の 状態 の 永 
続 。 そ の 発生 原因 。 


// 

文字 キー 配列 の 学習 困難 性 。 発 音 の 、 ア ルフ ァ ベ ッ ト に よる 表記 の 
容易 性 。 

// 


その 状態 か ら の 脱却 方 法 。 

// 

キー トッ プ を 自由 に 置換 する こと 。 そ の 実現 を 可能 に する こと 。 
キー 和 人力 設計 用 の プロ グラ ミン グ 言 語 を 活用 する こと 。 そ の 実現 を 
可能 に する こと 。 例 。AutoHotKey。 

アル ファ ベッ ト か ら の 脱却 。 そ の 実現 を 可能 に する こと 。 

新た な 別 の 文字 キー 配列 の 学習 容易 性 。 そ の 実現 を 可能 に する こ 
と 


и 

Bist im \OF8) < ORE. 

// 

学習 困難 性 。 

既得 権益 の 確保 。 既得 権益 の 井 失 の 阻止 。 
// 


それ ら 同 士 の 、 密 接 な 関連 。 


既得 権益 者 や 既得 権 苔 確保 手段 か ら の 解放 。 

既得 権益 者 や 既得 権 菩 確保 手段 の 抹消 や 無力 化 。 

それ ら は 、 以 下 の ( 1 ) に と っ て 、 以 下 の ( 2 ) を 実現 する た め 
に 、 本 質 的 に 必要 で ある 。 


C1) 
Е. Slt, PRERORHORADS, RIS. 疎外 され て 
いる 。 


2) 
彼ら の 生活 の 向上 。 彼 ら の 社会 的 地位 の 向上 。 


既得 椎 益 确保 手段 上 L 民 OOD 通 货 
既得 権益 確保 手段 と し て の 言语 。 
既得 権益 確保 手段 と し て の 、 物 理 キ ー ボ ー ド の 文字 キー 配列 。 


А Ч ре = 確保 手段 と し て の 性 質 。 そ の 性 質 の 抹消 。 
(1) それ は 、 界 統 一 の 通貨 の 誕生 を 、 可 能 に する 。 

(2) それ は 、 оне 可能 に する 。 

言語 に お ける 、 eh alps = 確保 手段 と し て の 性 質 。 そ の 性 質 の 抹消 。 
(1) それ は 、 界 統 一 の 斉 語 の 誕生 を 、 可 能 に する 。 

(2) それ は 、 ЕН 可能 に する 。 


物理 キー ボー ド の 文字 キー 配列 に お ける 、 有 既得 権益 確保 手段 と し て 
の 性 質 。 その 性 質 の 抹消 。 

(1) それ は 、 個 人 の 文字 キー 配列 の 誕生 を 、 可 能 に する 。 

( 2 ) それ は 、 全 世界 統一 の 文字 キー 配列 の 誕生 を 、 可 能 に する 。 


( 2021 年 12 月 初出 。 ) 


生物 に と っ て の 、 物 語 。 


物語 。 
それ は 、 以 下 の 内 容 で ある 。 


物質 一 般 に お ける 、 そ れ ら の 状態 の 、 時 系 列 の 変動 。 
物質 一 般 が 送る 、 生 涯 。 

それ ら の 内 容 に つい て の 記述 。 

その 対象 が 、 動 物 や 人 間 で ある 必要 性 は 、 特 に 、 全 く 無 い 。 
例 。 

日 の 出 。 


日 の 入り 。 
火山 の 噴火 。 


C1) 


物質 の 性 質 。 
無機 物 。 
有機 物 。 
生物 。 


(2) 
(2-1) 
生涯 の 期間 。 
無期 限 。 
有期 限 。 


寿命 の 存在 。 


7х 


予知 不可 能 性 。 
緩急 の テン ポ ボ の 良さ 。 


(3-3) 
飽き が 来 な いこ と 。 
目新し さ 。 


複雑 さ 。 
単調 で 無い こと 。 


(4) 
感動 が ある こと 。 


(5) 

状態 の 、 生 物 に と っ て の 良好 さ 。 
快感 。 

心地 よさ 。 

调和 。 

ЕС. 

リラ ックス 。 

癒し 。 


( 初出 2021 年 4 月 。 ) 


物語 に お ける 、 感 動 。 そ の 発生 の 要因 。 生物 
に と っ て の 場合 。 


物語 に お ける 、 感 動 。 
その 発生 の 要因 。 
生物 に と っ て の 場合 。 


(1) 

生物 の 存続 の 危機 。 

KS Fi, St. 危機 。 それ ら の 発生 。 
生物 の 存続 面 に お ける 、 劣 位 性 や 無能 性 。 
その 生物 に と っ て の 運 語 。 

(1-1) 

その 逃れ に くさ 。 


その 克服 。 


(1-2-1) 
その た め の 努 力 。 
その た め の 創 意 工 夫 。 


(1-2-1-1) 

その 内 容 の 、 目 新 し さ 。 

その 内 容 に お ける 、 和 刺激 の 大 き さ 。 
その 内 容 に お ける 、 刺 激 の 強 さ 。 


(1-2-1-2) 

その 内 容 の 、 品 質 水 準 の 高 さ 。 

その 内 容 の 、 完 成 度 の 高 さ 。 

それ ら の 実現 の た め の 、 難 易 度 の 高 さ 。 


(1-2-1-3) 
その 内 容 の 、 参 考 に な る 度合 い の 大 き さ 。 


(1-2-2) 
それ が も た ら す 、 カ タル シス の 強 さ 。 


(2) 

生物 の 存続 レベ ル の アッ プ の 実現 。 

生き 残る こと 。 

子 手 を 生成 し 、 後 世に 残す こと 。 

それ ら の 実現 。 

それ が も た ら す 、 快感 。 

その 快感 の 生成 は 、 生 物 に と っ て 、 本 質 的 で ある 。 


(3) 

生物 力 の 高 さ の 表現 。 

有 能 性 の 表現 。 

その 内 容 の 提示 が 、 な され て いる こと 。 


(4) 

FIC CDTO, ЖЕ, 
FMI CDTO, ЕЕ, 

その 内 容 の 提示 が 、 な され て いる こと 。 


ある 生物 に よる 、 生 物 一 般 に と っ て 、 理 想 的 な 行動 。 
ある 生物 に よる 、 他 の 生物 に 対す る 、 援 助 の 行動 。 
その 内 容 の 提示 が 、 な され て いる こと 。 


(5) 

社会 的 な 羨望 の 対象 。 
社会 的 な 上 位 者 。 
豊富 な 資源 の 所 有 者 。 

それ に 相当 する 生物 。 

その 社会 的 行動 の 内 実 。 

その 生活 の 内 実 。 

その 内 容 の 提示 が 、 な され て いる こと 。 


(初出 2021 年 4 月 。 ) 


生物 に と っ て の 物語 。 そ の 内 容 の 分 類 。 


喜び 。 

生存 に と っ て 、 プ ラス の 感覚 。 
それ を 与え る イベ ント の 発生 。 
その 内 容 の 描写 。 


(1-2) 

悲剧 。 

悲し み 。 

生存 に と っ て 、 マ イナ ス の 感覚 。 
それ を 与え る イベ ント の 発生 。 
その 内 容 の 描写 。 


(2) 
(2-1) 


快感 。 

(2-1-1) 

ЕМС 9 5 ЗЕ, ЗЕ, 
平和 さ 。 

日 常 性 。 

その 描写 。 


(2-1-2) 

生物 存続 に 対す る 充実 感 。 

その 描写 。 

彼ら 自身 の 子孫 を 増殖 させ る 行為 。 
生殖 行為 。 

それ ら を 促す 描写 。 

アダ ルト ビデ オ 。 

アダ ルト アニ メ 。 


(2-2) 

不 快感 

生物 存 绩 [< 2/9 SBR. 

その 描写 。 

ホラ ー。 

スプ ラッ ター。 

それ は 、 多 大 な 刺激 を 、 生 物 に 対し て 、 も た ら す 。 
それ は 、 充 実感 が ある 。 


(3) 

(3-1) 

運命 を 、 受 容 す る こと 。 
運命 に 、 従 うこ と 。 
失敗 。 

負け る こと 。 


Ев. 

Е, E¥lext LT. 以下 の 内 容 に よっ て 、 も た ら さ れる 。 
生物 の 社会 に お ける 、 根 本 的 な 不 合理 性 。 

その 存在 面 に お ける 、 巨 大 さ 。 


(3-2) 
運命 を 、 乗 り 越え る こと 。 
運命 を 、 超 越す る こと 


成 功 。 
勝利 。 


シリ アス で ある こと 。 


(5) 

(5-1) 

生存 の た め に 必要 な 感覚 器官 。 
その 行使 。 

それ が 、 フ ル 回 転 で ある こと 。 
刺激 が 多い こと 。 
刺激 が 大 きい こと 。 

目 が 覚め る 度合 い が 大 きい こと 。 
腎 張 感 が 大 きい こと 。 

重大 事件 の 発生 。 

その 描写 。 

それ ら の 度合 い の 高 さ 。 

それ が 、 充 実感 を 、 生 物 に 与え る 。 


(5-2) 

生存 の た め に 必要 な 感覚 器官 。 
その 行使 。 

それ が 、 最 低 限 の 回 転 で ある こと 。 
刺激 が 少な いこ と 。 
刺激 が 小さ いこ と 。 

リラ ックス する こと 


まどろみ 。 
それ ら の 度合 い の 高 さ 。 
それ が 、 休 息 感 を 、 生 物 に 与え る 。 


(初出 2021 年 5 月 。 ) 


表層 。 基層 。 AE. CNSOKRAO, EVO 
本 質 と の 関連 


ИА 
表層 。 
// 

基层 。 
深層 。 
//// 


それ ら の 区 別 が 、 生 物 の 本 質 を 知る 上 で 、 必 要 で ある 。 


生物 た ち 。 
彼ら の 社会 規範 。 
彼ら の 行動 様式 。 
彼ら の 価値 観 。 


表層 と 、 


基層 と の 間 に お いて 、 双 方 が 、 内 容 面 で 、 矛 盾 する こと 。 


それ ら の 発生 。 


それ は 、 


例 。 


生物 に お いて 、 多 発する 。 


男性 優位 社会 を 、 社 会 的 上 位 者 に 戴 い た 状態 。 


その 状態 


p の 、 女 性 優位 社会 。 


そう し た 女性 優位 社会 の 人 々 。 


彼ら は 、 
し か し 、 


poe 


on 
と 。 


表層 G 


表層 で は 、 男 性 的 価値 観 を 、 盛 ん に 主張 する こと 。 
彼ら は 、 基 層 で は 、 女 性 的 価値 観 の み で 、 動 く こ と 。 


表層 で は 、 男 性 的 社会 規 男 を 、 盛 ん に 遵守 し よう と する こ 
彼ら は 、 基 層 で は 、 女 性 的 社会 規範 の み を 、 遵 守 す る こ 


男性 的 価値 観 を 主張 する こと 。 


それ 自体 が 、 基 層 の 女性 的 価値 観 の 表れ で ある 。 


表层 下、 男性 的 社会 规范 在 遵守 才 吾 二 上。 
それ 自体 が 、 基 層 の 女性 的 社会 規範 の 表れ で ある 。 


それ ら は 、 以下 の 内 容 で ある 。 

//// 

上 位 者 に 対し て 、 婦 びる こと 。 

上 位 者 に 対し て 、 懐く こと 。 

ЕС ut, NETSCE, 

上 位 者 に 対し て 、 取 り 入 る こと 。 

// 

EMC EC EMBEDS, НЕО) < BSce, 

その こと で 、 自 己 保 身 の 水 準 を 、 よ り 高 ゆめ る こと が で きる こと 。 
その こと で 、 社 会 的 昇進 を 実現 する こと 。 

// 

その 結果 、 彼 ら 自 身 が 、 上 位 者 に な る こと 。 

その 結果 、 彼 ら は 、 彼 ら 自 身 の 社会 に 対し て 、 専 制 支配 者 と し て 、 
新た に 君臨 出来 る こと 。 

その 結 果 、 自 己 保 身 の 水 準 を 、 最 高 レ ベル に 引き 上 げ る こと 。 


// 

それ ら を 実現 し た いこ と 。 

その 願望 が と て も 強い こと 。 

そう し た 事前 の 計算 に 従っ て 、 動 く こ と 。 

それ を 、 社 会 の ほとん ど 全 員 が 、 一 斉 に 、 相 互 に 同調 し て 、 行 うこ 
と 

//// 


その 女性 優位 社会 に と っ て の 上 位 者 を 、 男 性 優位 社会 の 人 々 と 捉え 
る こと 。 

女性 優位 社会 の 人 々 。 

彼ら は 、 女 性 的 価値 観 を 行使 し て 、 上 位 者 の 男性 的 価値 観 に 対し 
i {BO S. 

ОФ; с И СОКИ, 


例 。 

民主 主義 。 

自由 主義 。 
討論 の 公開 性 。 
個人 の 人 権 の 尊重 。 


その こと で 、 彼 ら 自 身 の 行 為 を 、 矛 盾 無く 、 和 説明 で きる こと 。 
(初出 2021 年 5 月 。 ) 


救助 。 援 助 。 福祉 。 搾取 。 生物 の 本 質 と の 関 


連 。 


(А) 
救助 。 援 助 。 


ある 生物 が 、 そ れ 自 身 の 生 存 を 後回し に し て 、 他 の 生物 の 生存 を 、 
優先 させ る こと 。 

ある 生物 が 、 他 の 生物 を 、 救 助 す る こと 。 

その 行為 の 実行 。 

ИЗ, МФ, KCTS. 

из НЕК, MBSNS, 

Е, Мес. ЖЕН, 


それ は 、 以 下 の 内 容 の 実現 に と っ て 、 欠 か せな い 。 
生物 に よる 、 物 語 の 作成 。 
その 結果 が も た ら す 、 社 会 的 な 成功 。 


それ は 、 根 本 的 に 、 高 い 社 会 的 直 要 が ある 。 


し か し 、 生 物 は 、 実 際 に は 、 そ れ を 、 ほ と ん ど 実 行 し な い 。 
生物 は 、 そ れ 自 身 の 生 存 を 、 最 優先 する 。 

生物 は 、 そ の た め に 、 他 の 生物 の 生存 を 、 平 然 と し て 、 犠 牲 に す 
る 。 
生物 は 、 他 の 生物 の 生存 を 、 後 回 し に する 。 
それ は 、 生 物 の 本 質 で ある 。 


他 の 生物 の 生存 を 優先 させ る こと 。 
それ は 、 生 物 の 本 質 に 、 反 する 。 
生物 は 、 そ の 実行 を 、 本 質 的 に 、 回 避 す る 。 
その 理由 は 、 以下 の 内 容 で ある 。 


その 生物 自身 の 生存 を 、 優 先 し て 確保 する た め 。 


他 の 生物 の 生存 を 優先 させ る こと 。 
それ は 、 そ の 生物 に と っ て は 、 赤 字 の 事業 で ある 。 


他 の 生物 の 生存 を 優先 させ る こと 。 

それ は 、 他 の 生物 に と っ て 、 以下 の 内 容 と し て 、 捉 えら れる 。 
上 記 の 行為 の 実行 者 。 そ の 生物 。 

その 生物 に 対し て 、 搾 取 や 収 稚 を 、 実 行 す る こと 。 

その こと で 、 他 の 生物 自身 が 、 生 存 上 、 楽 が 出来 る こと 。 

その 実現 の た め の 、 絶 好 の 機会 。 

その 到来 。 

他 の 生物 は 、 そ の 生物 に 対し て 、 平 然 と し て 、 持 ち 逃 げ や 、 控 取 


4- 一 


を 、 行 うつ 。 


他 の 生物 の 生存 を 優先 させ る こと 。 
それ を 実行 する 生物 は 、 生 き て 行け ず 、 死 滅する 。 
それ は 、 生 物 と し て は 、 和 失敗 で ある 。 


他 の 生物 の 生存 を 優先 させ る こと 。 
それ は 、 生 物 に と っ て 、 只 の 理想 で ある 。 


他 の 生物 の 生存 を 優先 させ る こと 。 

その 行為 の 実行 。 

それ は 、 生 物 に と っ て 、 以下 の よう に 、 利 用 され る 。 

その 生物 自身 の 生存 水準 を 、 な り ふ り リ 構わ ず 、 上 げ る こと 。 
その 実現 の た め の 、 自 己 宣伝 。 

过 0 恰好 OO 材料 。 


他 の 生物 の 生存 を 優先 させ る こと 。 

それ は 、 生 物 に よっ て 、 以下 の 形 で 、 頻 繁 に 利用 され る 。 

その 行為 の 実行 。 

その こと で 、 そ の 生物 自身 の 存在 を 、 理 想 化 する こと 。 

その こと で 、 そ の 生物 自身 の 存在 を 、 社 会 的 に 上 位 へ と 上 昇 さ せる 


その こと で 、 以下 の 内 容 の 実現 を 、 可 能 に する こと 。 

その 生物 が 、 他 の 社会 的 下位 の 生物 か ら 、 搾 取 を 行う こと 。 
それ を 可能 に する 、 社 会 的 な 立場 。 

その 生物 が 、 そ れ を 、 新 た に 獲得 する こと 。 


その 結果 、 そ の 生物 が 、 そ うし た 搾取 を 成功 させ る こと 。 
その 実現 の た め の 道 具 。 


搾取 。 
ある 生物 に よる 、 他 の 生物 に 対す る 、 搾 取 や 収奪 。 
それ は 、 そ の 生物 に と っ て 、 以下 の 内 容 で ある 。 


その 生物 に と っ て 、 生 存 に 必要 な 資源 。 
その 人 入手 を 、 よ り 容 易 に する こと 。 


その 生物 の 、 環 境 変 動 へ の 適応 。 
その 生物 が 、 そ の 実現 の た め に 、 行 う 労苦 。 
その 度合 い を 、 軽 減 す る こと 。 


その 生物 の 、 環 境 変 動 へ の 適応 。 

その た め に 必要 な 、 能 力 。 

その 獲得 。 

その 生物 が 、 そ の 実現 の た め に 、 行 う 労苦 。 
それ を 、 不 要 に する こと 。 


それ は 、 そ の 生物 を 、 よ り 生 存 し や すく させ る 。 

社会 的 上 位 者 の 生物 は 、 社 会 的 下位 者 の 生物 に 対し て 、 公 然 と 、 搾 
取 を 行う 。 

その 行為 は 、 社 会 的 に ' 非 難 さ れ な い 。 

それ は 、 そ れ を 実行 する 側 の 生物 に と っ て 、 本 質 的 に 、 望 まし い 。 


(C) 

社会 福祉 。 

ある 生物 。 

彼 は 、 自 力 で の 生存 が 困難 に な っ た 。 

その 生物 に 対す る 、 他 の 生物 に よる 、 以下 の 行為 の 実行 。 
その 生物 の 生存 の 維持 。 

その 実現 の た め の 、 サ ポー ト や 援助 。 

有人 能 な 生物 に よる 、 無 能 な 生物 に 対す る 、 援 助 。 

その 内 容 は 、 以 下 の よ うに 、 分 類 さ れる 。 


C1) 

BNC. BRNATACORMICSITS, ИТФ. 
彼ら 自身 の 生存 の 維持 。 

それ に 必要 な 、 行 為 や 資源 。 

それ ら の 、 一 方 か ら 、 他 方 へ の 、 融 通 。 

FIC KS. RIOTS SHH. 

親 に よる 、 子 供 に 対す る 援助 。 

(2) 

遺伝 的 な つなが り の 無い 生物 の 間 に お ける 、 以下 の 行為 。 
彼ら 自身 の 生存 の 維持 。 

それ に 必要 な 、 サ ポー ト や 援助 。 

それ ら の 、 一 方 か ら 、 他 方 へ の 、 社 会 的 な 融通 。 


無能 な 生物 。 社 会 福祉 の 対象 者 。 
それ は 、 以 下 の よ うに 、 分 類 さ れる 。 


C1) 
元 は 、 有 能 だ っ た 者 。 
(1-1) 


失敗 し て 、 無 資源 の 状態 に 陥っ た 、 有 人 能 者 。 
彼 に は 、 以 下 の 内 容 が 、 無 い 。 

彼 自身 の 生存 性 の 向上 。 

その 実現 の た め に 活用 で きる 、 手 持ち の 資源 。 


その た め 、 彼 は 、 実 質 的 に 、 無 能 で ある 。 
(1-2) 

元 は 、 健 常 者 だ っ た 者 。 

新た に 、 病 気持 ち に な っ た 者 。 

新た に 、 障 害 持ち に な っ た 者 。 

その こと で 、 新た に 、 無 能 に な っ た 者 。 


(2) 

最初 か ら の 無能 者 。 

(2-1) 

生ま れ た 当初 か ら 、 病 気 や 障害 を 持っ て いる 、 無 能 者 。 
(2-2) 


健康 だ が 、 生 まれ つき 、 無 能 な 者 。 
オ 能 の 無い 者 。 
社会 不適 合 者 。 


無能 な 生物 。 
その 生物 が 、 以下 の 内 容 を 、 豊 富 に 所 有 し て いる 場合 。 
既得 椎 益 5148 当 す る 資源 。 


その 生物 が 所 属す る 、 遣 伝 的 な 血縁 定住 集団 。 
その 集団 が 、 社 会 的 上 位 の 存在 と し て 、 見 な され て いる 場合 。 
その 集団 が 、 既 に 、 安 定 し た 、 高 い 社 会 的 地位 を 、 確 立 し て いる 場 


> 
Flo 


その 生物 は 、 以 下 の 内 容 の 実現 が 、 十 分 に 可能 で ある 。 
仮に 、 自 力 で の 生存 が 、 困 難 に な っ た 場合 。 

社会 的 上 位 者 と し て 、 和 存在 し 続け る こと 。 

その 実現 。 

その 容易 性 の 確保 。 


その 生物 は 、 社 会 福祉 に 頼る 必要 が 無い 。 


社会 福祉 。 

それ は 、 社 会 的 上 位 者 に と っ て は 、 以 下 の よ うに 、 捉 えら れる 。 
社会 的 下位 者 に よる 、 社 会 的 上 位 者 に 対す る 、 搾 取 。 

社会 的 下位 者 に よる 、 社 会 的 上 位 者 か ら の 、 持 ち 逃 げ 。 

社会 的 下位 者 に よる 、 社 会 的 上 位 者 に 対す る 、 対 抗 や 反抗 。 
その 社会 的 制度 化 。 

その 試み 。 

それ は 、 女 性 優位 社会 で は 、 社 会 的 禁忌 で ある 。 

その 実行 者 は 、 女 性 優位 社会 で は 、 公 然 と し て 、 以下 の 扱い を 受け 
る 。 

社会 的 な 否定 。 

社会 的 な 攻撃 。 

周囲 の 他 者 に よっ て 、 そ れ ら の 行為 の 対象 と 、 見 な され る こと 。 
例 。 

日 本 社会 

生活 保護 受給 の 申請 の 行為 


男性 優位 社会 。 

そこ で は 、 社 会 的 上 位 者 も 、 チ ャ レン ジ を 行う 。 

ЕН, НЕЮ ЕН, СЖ 5. 

その こと で 、 社 会 的 上 位 者 は 、 社 会 的 下位 に 、 一 時 的 に 転落 する 。 


そう し た 状況 の 発生 。 
それ が 、 そ の 社会 の 中 に お いて 、 日 常 化す る 。 


そこ で は 、 以下 の 内 容 の 実現 が 、 必 須 で ある 。 

ある 生物 。 

チャ レン ジ へ の 失敗 者 。 

彼 自身 が 、 そ の 状態 か ら の 回 復 を 行う こと 。 

彼 自身 が 、 そ の 実現 の た め 、 社 会 福祉 に 一 時 的 に 頼る こと 。 
その 実現 の た め の 、 社 会 的 イン フラ 。 

その 確保 。 

その 事前 の 用 意 。 


女性 優位 社会 。 

彼ら は 、 チ ャ レン ジ の 行為 を 、 以下 の 内 容 と し て 、 捉 える 。 
彼ら 自身 の 保身 を 憎 か す 、 危険 な 行為 。 

彼ら は 、 チ ャ レン ジ の 実践 を 、 社 会 的 に 禁止 する 。 


彼ら は 、 以 下 の 内 容 の 行為 の な み を 、 社 会 的 に 許可 する 。 
安全 な 前 例 。 
Ба, ШБ, тес, 


社会 福祉 に 頼る こと 。 
それ は 、 男 性 優位 社会 で は 、 特 に 忌避 され な い 。 
それ は 、 女 性 優位 社会 で は 、 徹 底 的 に 忌 民 され る 。 


社会 福祉 に 頼る こと 。 
その 行為 の 実行 者 。 


彼 は 、 女 性 優位 社会 で は 、 以 下 の よ うな 存在 で ある 。 
彼 は 、 社 会 的 下位 者 で ある 。 

彼 は 、 社 会 的 無能 者 で ある 。 

彼 は 、 社 会 的 な 傷 藤 の 対象 で ある 。 


彼 は 、 男 性 優位 社会 で は 、 以下 の よう な 存在 で ある 。 
チャ レン ジャ ー。 

彼 自身 に お ける 成功 。 

EOE cB SiG. 

彼 は 、 そ の 中 和 途 に お いて 、 一 時 的 に 失敗 し た 。 

彼 は 、 そ の 時 点 で は 、 社 会 的 下位 者 で ある 。 


彼 は 、 再 び 、 新 た な チャ レン ジ を 実行 する 。 
彼 は 、 そ の こと に より 、 社 会 的 成功 を 収め る 。 
彼 は 、 社 会 的 上 位 者 に な る 。 

そう し た 可能 性 を 秘め た 存在 。 


彼 は 、 社 会 的 に は 、 あ る 程度 、 好 意 的 に 扱わ れる 。 


( 初出 2021 年 4 月 。 ) 


生物 に と っ て の 、 和 社会 的 な 羨望 の 対象 。 
は 、 社 会 的 上 位 者 に な り た い 。 


社会 的 な 羨望 。 
その 対象 者 。 
それ は 、 以 下 の よ うに 、 人 分類 さ れる 。 


C1) 

社会 的 上 位 者 。 

名 门 血 绿 集团 D 义 之 八 一 。 

国家 元 首 。 

(2) 

社会 に お ける 、 資 源 の 主要 な 占有 者 。 
お 金持ち 。 


その よう な 生物 。 

彼ら の 生活 内 容 。 

その 活写 。 

彼ら の 生涯 。 

そこ に お いて 、 彼 ら 自 身 が 得る 、 様 々 な 経験 。 
それ ら の 内 容 。 

その 追 体験 。 

視聴 者 が 。 そ の こと で 、 以下 の 内 容 を 、 実 現す る こと 。 


生物 


社会 的 上 位 者 。 

資源 の 占有 者 。 

あたかも 、 そ うし た 存在 に な っ た よう な 気分 。 
Sax LEARIT, С. STE, 


視聴 者 は 、 以 下 の 内 容 の 欲求 を 、 強 く 持 つ 。 
彼ら 自身 が 、 社 会 的 上 位 者 に な る こと 。 

それ は 、 実 際 は 、 実 現 不可 能 で あっ て も 良い 。 
それ は 、 仮 の 形 で も 良い 。 

その 実現 を 、 必 死に な っ て 、 望む こと 。 


その 実現 の た め に 、 作 られ る 物語 。 
それ は 、 根 本 的 に 、 高 い 社 会 的 吉 要 が ある 。 


生物 。 
彼ら は 、 以 下 の 内 容 を 、 実 現し た い 。 
彼ら 自身 が 、 社 会 的 上 位 者 に な る こと 。 


彼ら は 、 以 下 の 内 容 を 、 知 り た い 。 
彼ら 自身 が 、 社 会 的 上 位 者 に な る 方 法 。 


彼ら は 、 以 下 の 状 態 を 、 実 現し た い 。 


社会 的 上 位 者 と し て の 状態 。 
彼ら 自身 が 、 そ れ を 、 生 涯 に わた っ て 、 続 ける こと 。 


彼ら 自身 が 、 そ の 状態 を 、 子 拓 代 々 に わた っ て 、 残 すこ と 。 
それ は 、 彼 ら 自 身 に お ける 、 生 涯 の 希望 で あぁ る 。 
それ は 、 彼 ら 自 身 に お ける 、 生 涯 の 目標 で ある 。 


社会 的 上 位 者 は 、 以 下 の よ うな 社会 的 な 構造 物 の 上 に 乗っ て 、 動 
< 


HEA Ки DES, BE. 

社会 的 下位 者 た ち が 、 そ れ を 、 い つ 崩 すか ? 
>И RUBEEM, ПЖ, ИЭМ? 

その タイ ミン グ を 、 知 る こと 。 

その 実現 は 、 社 会 的 上 位 者 に と っ て 、 不 可能 で ある 。 


HSH MUBESM, НЕЕ, AMTSCE, 

その こと で 、 社 会 的 下位 者 た ち 自 身 が 、 社 会 的 上 位 者 に な る こと 。 
社会 的 下位 者 た ち が 、 そ の 行為 を 、 い つ 実 行 す る か ? 

その タイ ミン グ を 、 知 る こと 。 

その 実現 は 、 社 会 的 上 位 者 に と っ て 、 不 可能 で ある 。 


社会 的 上 位 者 は 、 そ の 恐怖 に 、 毎 日 居 え て 、 暮 ら す 。 
社会 的 下位 者 た ち 。 

彼ら が 作る 、 社 会 的 な 劇 車 。 

彼ら が 、 そ れ を 、 崩 さ な い こと 。 

RSM, Иж, Васы, 

彼ら が 、 そ れ を 、 現 状 維 持 す る こと 。 


彼ら が 、 上 位 者 に 対し て 、 離 反し な いこ と 。 
そう し た 状態 の 保持 。 


社会 的 上 位 者 は 、 そ の 実現 の た め に 、 必 死に な っ て 、 行動 する 。 
(初出 2021 年 4 月 。 ) 


HD 


家畜 的 社会 関係 。 対 等 的 社会 関係 。 それら の 
生成 。 生 物 社会 の 本 質 。 


ЕЕ». ФЕН, 


eh К, ЕЮ ЕС, Вайс 5. 
社会 的 下位 者 は 、 社 会 的 上 位 者 の 家畜 で ある 。 

社会 的 下位 者 は 、 社 会 的 上 位 者 に よる 搾取 対象 で ある 。 
社会 的 下位 者 は 、 社 会 的 上 位 者 の 養分 で ある 。 


その 社会 関係 。 そ れ は 、 以 下 の 内 容 で ある 。 
家 冀 的 社会 阅 傈 。 


その 社会 関係 の 生成 。 
それ は 、 生 物 社 会 に お いて 、 以下 の 状況 が 起き る 限り 、 不 可 避 で あ 
る 。 


社会 的 上 位 者 と 、 社 会 的 下位 者 と の 、 地 位 的 な 分 離 が 起き る こと 。 
社会 的 地位 の 分 離 。 そ の 原因 。 


C1) 
環境 適応 能力 。 それら の 有無 。 
有 能 性 。 / 無能 性 。 


個体 間 の 能力 差 。 
個体 間 の 能力 の 多様 性 。 


遺伝 的 な 能力 。 


文化 的 な 能力 。 


(2) 
ВЕ, 


資源 の 所 有 。 
設備 の 所 有 。 
AROMA. 
それ ら の 有無 。 


所 有 性 。 / 非 所 有 性 。 

占有 性 。 / 非 占 有 性 。 
АБ. 文化 的 な 既得 権益 。 

ma. MAS SAS. / 非 椎 益 者 。 借 用 者 。 召 使 ! \。 


上 記 の 原因 が も た ら す 、 結 果 。 
それ は 、 以 下 の 内 容 で ある 。 


C1) 

環境 適応 能力 。 

その 、 異 な る 生物 間 に お ける 、 個 体 差 。 
それ が 、 社 会 的 地位 の 分 離 を 、 生 成す る 。 
それ が 、 家 畜 的 社会 関係 を 、 生 成す る 。 


無能 者 は 、 有 人 能 者 に よっ て 、 人 飼育 さ れ て いる 。 
НЕВЕ, ARBORS CHS. 

無能 者 は 、 有 能 者 に よる 搾取 対象 で ある 。 
無能 者 は 、 有 能 者 の 養分 で ある 。 

無能 者 は 、 有 能 者 の 玩具 で ある 。 


(2) 

既得 権益 の 占有 。 

その 、 異 な る 生物 間 に お ける 、 個 体 差 。 
それ が 、 社 会 的 地位 の 分 離 を 、 生 成す る 。 
それ が 、 家 畜 的 社会 関係 を 、 生 成す る 。 


既得 権益 の 非 占有 者 は 、 茎 得 権益 の 占有 者 に よっ て 、 飼 育 さ れ て い 
る 


MittmOl |4, ВЕ ФСФ. 
ВАЕМЕ ООН AAS, ВЕ ЕН + ЗН СФ5. 
MittmOl Aalst, ЕЕ ФСФ. 
ВЕРЕ ВЕНЕ Aalst, ЕЕ ФЕ СФ 5. 


REN AASRA. 
その 多様 な 側面 。 
それ は 、 以 下 の 内 容 で ある 。 


C1) 
経済 的 な 側面 。 
(1-1) 

投資 家 。 / 投資 家 に よる 、 投 資 先 。 企 業 家 。 
例 。 


資本 主義 。 資金 の 投資 。 SHORE. 


それ は 、 以 下 の 関 係 で ある 。 


飼育 者 。 / =. 
搾取 者 。 / 被 控 取 者 。 


PHA, RARICLIOC, MASNTIIS. 
ERAS, RARORBCHS. 

企業 家 は 、 投 資 家 に よる 搾取 対象 で ある 。 
企業 家 は 、 投 資 家 の 養 分 で ある 。 

企業 家 は 、 投 資 家 の 玩 具 で ある 。 


(1-2) 
所 有 者 。 / 借用 者 。 


例 。 
資本 主義 。 生産 設備 の 用 意 。 


それ は 、 以 下 の 関 係 で ある 。 
飼育 者 。 / =. 
搾取 者 。 / 被 控 取 者 。 


借用 者 は 、 所 有 者 に よっ て 、 人 飼育 され て いる 。 
ЕР, MPABORE CHS. 

借用 者 は 、 所 有 者 に よる 搾取 対象 で ある 。 
借用 者 は 、 所 有 者 の 養分 で ある 。 

借用 者 は 、 所 有 者 の 玩具 で ある 。 


例 。 

女性 。 生 殖 設 備 の 所 有 者 。 人生 投 資 家 。 / 男性 。 生 殖 設 備 の 借用 
者 。 企業 家 。 

企業 家 の 男 性 は 、 人 生 投資 者 の 女性 に よっ て 、 飼 育 さ れ て いる 。 
企業 家 の 男 性 は 、 人 生 投 資 家 の 女性 の 家 畜 で ある 。 

ЕКО AFRBKOREHI KS, «ЕЕ СФ 
5. 

企業 家 の 男 性 は 、 人 生 投 資 家 の 女性 の 養分 で ある 。 

企業 家 の 男 性 は 、 人 生 投 資 家 の 女性 の 玩具 で ある 。 


(2) 
社会 的 な 側面 


(2-1) 
管理 者 。 / 管理 を 受け る 者 。 


例 。 
企業 。 
政府 機関 。 
学校 。 


ШРИ. 


管理 者 。 そ れ は 、 社 会 的 上 位 者 で ある 。 

管理 を 受け る 者 。 そ れ は 、 社 会 的 下位 者 で ある 。 
それ ら の 菅 理 の 本 質 。 

管理 者 に よる 、 菅 理 を 受け る 者 の 支配 。 

その 社会 的 制度 化 。 

それ に 伴う 、 茎 得 権益 の 発生 。 


管理 を 受け る 者 は 、 飼 理 者 に よっ て 、 飼 育 さ れ て いる 。 
管理 を 受け る 者 は 、 管 理 者 の 家畜 で ある 。 

管理 を 受け る 者 は 、 菅 理 者 に よる 搾取 対象 で ある 。 
管理 を 受け る 者 は 、 管 理 者 の 養分 で ある 。 

管理 を 受け る 者 は 、 管 理 者 の 玩具 で ある 。 


(2-2) 
教育 者 。 / 教育 を 受け る 者 。 


例 。 
企業 。 
政府 機関 。 
学校 。 


MARA. 


教育 者 。 そ れ は 、 社 会 的 上 位 者 で ある 。 
教育 を 受け る 者 。 そ れ は 、 社 会 的 下位 者 で ある 。 


それ ら の 教育 の 本 質 。 

教育 者 に よる 、 教 育 を 受け る 者 の 支配 。 
その 社会 的 制度 化 。 

それ に 伴う 、 茎 得 権益 の 発生 。 


教育 を 受け る 者 は 、 教 育 者 に よっ て 、 飼 育 さ れ て いる 。 
в 54 AEBORECHS, 

教育 を 受け る 者 は 、 教 育 者 に よる 搾取 対象 で ある 。 
教育 を 受け る 者 は 、 教 育 者 の 養分 で ある 。 

教育 を 受け る 者 は 、 教 育 者 の 玩具 で ある 。 


(2-3) 
指導 者 。 / 指導 を 受け る 者 。 


例 。 

社会 的 理想 。 例 。 社 会 主義 。 共 産 主 義 。 リ ベラ リズ ム 。 
未 教 。 例 。 キ リス ト 教 。 イ スラ ム 教 。 仏 教 。 
教育 機関 。 例 。 大 学 。 

運動 競技 の クラ ブ 。 例 。 野 球 。 水 泳 。 


指導 者 。 そ れ は 、 社 会 的 上 位 者 で ある 。 
指導 を 受け る 者 。 そ れ は 、 社 会 的 下位 者 で ある 。 


それ ら の 指導 の 本 質 。 

指導 者 に よる 、 指 導 を 受け る 者 の 支配 。 
その 社会 的 制度 化 。 

それ に 伴う 、 茎 得 権益 の 発生 。 


指導 を 受け る 者 は 、 指 導 者 に よっ て 、 人 飼育 され て いる 。 
指導 を 受け る 者 は 、 指 導 者 の 家 間 で ある 。 

指導 を 受け る 者 は 、 指 導 者 に よる 搾取 対象 で ある 。 
指導 を 受け る 者 は 、 指 導 者 の 養分 で ある 。 

指導 を 受け る 者 は 、 指 導 者 の 玩具 で ある 。 


(2-4) 
選出 者 。 / 投票 者 。 


例 。 
民主 主義 。 


選出 者 。 そ れ は 、 社 会 的 上 位 者 で ある 。 
投票 者 。 そ れ は 、 社 会 的 下位 者 で ある 。 


民主 主義 の 本 質 。 
被 支配 者 に よる 、 


支配 者 の 選出 。 


社会 的 下位 者 に よる 、 社 会 的 上 位 者 の 選出 。 


その 社会 的 制度 化 。 


ДИС, ЕЯ 


SHE mOF +, 


投票 者 は 、 選 出 者 に よっ て 、 人 飼育 さ れ て いる 。 
ЗЕ. ШОКЕ CHS. 

投票 者 は 、 選 出 者 に よる 搾取 対象 で ある 。 
投票 者 は 、 選 出 者 の 養分 で ある 。 

投票 者 は 、 選 出 者 の 玩具 で ある 。 


(2-5) 


イン フル エン サー。 / 影響 の 受容 者 。 


例 。 
$№. 


イン フル エン サー。 


それ は 、 社 会 的 上 位 者 で ある 。 


影響 の 受容 者 。 そ れ は 、 社 会 的 下位 者 で ある 。 


SNS の 本 質 。 


影 線 の 受容 者 に よる 、 イ ン フ ル エ ン サ ー の 支持 。 


被 支配 者 に よる 、 


支配 者 の 支持 。 


社会 的 下位 者 に よる 、 社 会 的 上 位 者 の 支持 。 


その 社会 的 制度 化 。 


ДИС, ВЯ 


影響 の 受容 者 は 、 
影響 の 受容 者 は 、 
影響 の 受容 者 は 、 
影响 O 受 容 者 | 于 、 
影響 の 受容 者 は 、 


SHE mOF +, 


TYINWIVE-lckIT. HBENTNS. 
TYINWLYY-OREBCHS. 

イン フル エン サー に よる 搾取 対象 で ある 。 
イン フル エン サー の 甚 分 で ある 。 

イン フル エン サー の 玩具 で ある 。 


家 益 的 社会 六 他。 
その 根本 的 な 解消 方 法 。 
それ は 、 以 下 の 内 容 で ある 。 


対等 的 社会 関係 。 
その 構築 。 


それ は 、 生 物 に と っ て 、 社 会 的 な 快適 さ を 、 も た ら す 。 
それ は 、 生 物 に と っ て 、 本 質 的 に 、 望 まし い 。 


対等 的 社会 関係 。 
その 具体 的 な 構築 方 法 。 


それ は 、 以 下 の 内 容 で ある 。 


(C1) 
環境 適応 能力 の 個体 差 。 


CT-1) 
環境 適応 能力 の 個体 差 。 そ れ を 、 無 く ぐ さ な い 場 合 。 そ れ を 、 活 か す 


xa 
場合 。 


(1-1-1) 
RGSRAOMABEALICKS, WSR. МИ HANDRO 
相互 関係 。 

その 生成 。 

それ ら の 定期 的 な 発生 。 

それ ら の 恒常 的 な 、 永 続 的 な 発生 。 

それ ら の 社会 的 制度 化 。 


(1-1-2) 

环境 变动 。 

その 定期 的 な 発生 。 

それ に 伴う 、 有 能 者 と 無能 者 の 、 社 会 的 な 交替 。 


環境 適応 能力 の 面 に お ける 、 有 能 者 。 
彼ら が 、 環 境 訟 動 に よっ て 、 新 た に 、 無 能 者 に な る こと 。 


環境 適応 能力 の 面 に お ける 、 無 能 者 。 
‘RSD, НЕСК с, 新た に 、 有 人 能 者 に な る こと 。 


それ ら の 定期 的 な 発生 。 
それ ら の 恒常 的 な 、 永 続 的 な 発生 。 
それ ら の 社会 的 制度 化 。 


例 。 
生物 の 活動 が も た ら す 、 和 気候 変動 。 


(12) 
環境 適応 能力 の 個体 差 。 
ВЕ Е ЧЕМ, 


遺伝 的 な 個体 差 。 
文化 的 な 個体 差 。 


それ ら を 、 社 会 的 に 、 恒 常 的 に 、 永 続 的 に 、 無 くす こと 。 


(2) 
Battin ЧЕМ, 


(2-1) 

既得 椎 益 D 个 体 差 。 

それ を 、 無 ぐさ な いり 場合 。 

それ を 、 あ る 程度 の 期間 、 活 か す 場 合 。 


既得 椎 益 D、 定 期 的 丰 初 期 化 。 
既得 权益 D、 定 期 的 万 、 社 会 的 再 分 配 。 


例 。 

社会 的 革命 。 

それ ら の 定期 的 な 発生 。 

それ ら の 恒常 的 な 、 永 続 的 な 発生 。 
それ ら の 社会 的 制度 化 。 


(2-2) 


既得 権益 の 個体 差 。 そ れ を 、 無 くす 場合 。 


既 得 権益 の 所 有 の 、 全 面 的 な 禁止 。 
あら ゆる 所 有 の 、 社 会 的 な 禁止 。 
その 恒常 化 。 

その 永続 化 。 

それ ら の 社会 的 制度 化 。 


(3) 
上 记 OD (1) 上 、 上 记 O (2 ) の 、 組 み 合 わせ 。 


RIA FE, 
未知 の 領域 に お ける 、 試 行 錯 誤 と 失敗 の 繰り 返し 。 
その 最 中 に お ける 、 偶 然 の 成功 。 

発明 。 

発見 。 


それ に 伴う 、 以下 の 状況 の 発生 。 


無能 者 が 、 有 能 者 に な る こと 。 

既得 権益 を 持た な い 者 が 、 新 た な 権益 を 占有 する こと 。 
それ ら の 定期 的 な 発生 。 

それ ら の 恒常 的 な 、 永 続 的 な 発生 。 

それ ら の 社会 的 制度 化 。 


例 。 

弱小 だ っ た ウィ ルス 。 

彼ら の 、 容 然 変異 に よる 、 世 界 的 な 大 増殖 。 
その 発生 。 


例 。 

無産 の 人 が 、 新 た な 金地 金 の 鉱 且 を 、 偶 然 に 発見 し て 、 そ の 占有 者 
に な る こと 。 

その こと で 、 彼 が 一 定期 間 、 良 い 暮 らし を する こと 。 


社会 関係 の 対等 化 。 
その 社会 的 な 実行 。 
それ ら は 、 定 期 的 な 、 社 会 的 ガー ベジ コレ クシ ョ ン で ある 。 


(2021 年 12 月 初出 。 ) 


生物 に よる 、 エ ビデ ンス の 提示 。 そ の 限界 。 


生物 は 、 他 者 に 対し て 、 以下 の 内 容 し か 、 提 示し な い 。 


それ 自身 の 生存 へ の 利益 の 確保 。 
その 実現 に と っ て 、 都 合 の 良い エビ デン ス 。 


生物 は 、 他 者 に 対し て 、 以下 の 内 容 に つい て は 、 提 示 を 省略 する 。 
それ 自身 に と っ て 、 都 合 の 悪い エビ デン ス 。 


エビ デン ス の 提示 。 

その 徹底 。 

その 実現 の た め の 、 社 会 的 な 指示 。 
それ は 、 役 に 立た な い 。 


(初出 2021 年 4 月 。 ) 


生物 。 そ の 純 物質 的 な 本 質 。 その 利己 性 。 そ 
の 革新 性 。 そ れ ら の 純 物 質 レベ ル で の 実現 。 


(1) 

生物 の 場合 。 

それ 自身 の 生存 を 指向 する こと 。 
それ 自身 の 増殖 を 、 指 向 す る こと 。 


それ 自身 の 、 和 存在 面 に お ける 永続 性 。 


その 実現 を 、 指 向 す る こと 。 


以下 の 内 容 の 実現 を 、 指 向 す る こと 。 
それ 自身 の コピ ー。 

それ 自身 に と っ て の 子孫 。 
それ ら の 生成 。 

それ ら の 生存 。 

それ ら の 増加 。 

それ ら の 永続 。 


そう し た 性 質 を 持つ 物質 。 
それ ら は 、 種 類 を 問わ ず 、 全 て 、 生 物 と 呼ぶ が こと が 可能 で ある 。 
それ は 、 特 に 、DNA に 限定 され な い 。 


生物 物質 が 、 そ れ 自 身 の コ ピー を 生成 する こと 。 
その 動作 。 

その 行動 。 

それ は 、 無 意思 で ある 。 

それ は 、 自 動 的 で ある 。 

それ は 、 機 械 的 で ある 。 

それ は 、 無 機 質 で ある 。 


生物 物質 の セル フ コ ピ ー。 

そこ に お ける 、 コ ピー の エラ ー の 発生 。 

その 発生 は 、 自 動 的 で ある 。 

その 発生 は 、 無 機 的 で ある 。 

それ は 、 生 物 物 質 に と っ て 、 以 下 の 内 容 を 、 生 み 出 す 。 
存在 面 に お ける 新規 性 。 

それ は 、 以下 の 内 容 で ある 。 

生物 物質 一 船 が 持つ 、 革 新 性 や 創造 性 。 
それ ら の 起源 。 


生物 物質 。 

それ は 、 本 質 的 に 、 創 造 的 で ある 。 

それ は 、 本 質 的 に 、 革 新 的 で ある 。 

それ は 、 以下 の 場合 に お いて も 、 豊富 に 存在 する 。 
生物 物質 が 、 自 動 的 で ある 場合 。 


生物 物質 。 


例 。 

DNA の 人 遺伝 子 。 

その 自己 複製 。 

その 自己 増殖 。 

それ は 、 自 動 的 で ある 。 
それ は 、 無 機 了 的 で ある 。 
それ は 、 意 思 を 伴わ な い 。 


有 性 生殖 の 生物 の 雌雄 。 
例 。 
人 間 の 男女 。 


その 性 差 。 
その 発生 。 


異性 に 対す る 性 的 誘引 力 。 
その 発生 。 


それ ら の 内 容 。 

それ が 、 事 前 に 決定 し て いる こと 。 
nila, с, венисы. 
その 発生 。 

それ は 、 自 動 的 で ある こと 。 


その 生 殖 行為 。 
その 発生 。 
それ は 、 自 動 的 で ある こと 。 


その 生物 自身 の 意思 に よる 、 そ れ ら の コン トロ ー ル 。 
それ は 、 本 質 的 に 、 不 可能 で ある 。 

それ は 、 生 物 で ある 以上 、 無 くせ な い 。 

それ は 、 生 物 で ある 以上 、 回 誤 出 来 な い 。 


生物 物質 は 、 全 て 、 そ れ 自 身 の 存 続 を 、 最 優先 させ る 。 
それ は 、 自 動 的 で ある 。 
それ は 、 無 機 的 で ある 。 
それ は 、 物 質 レ ベル に お いて 、 本 質 的 に 、 利 己 的 で ある 。 


その 存続 。 
その 増殖 。 


その 度合 い の 最 大 化 。 
その 永続 化 。 


EORMIC CD COMBE. 

その 実現 に と っ て の ライ バル 。 
そう し た 存在 を 、 拝 除 す る こと 。 
そう し た 存在 を 、 抹 消す る こと 。 


それ は 、 生 物 に と っ て 、 本 質 的 な 利益 に 当たる 。 


その 利益 の 確保 。 
その 利益 の 追求 。 
生物 は 、 そ れ ら を 目的 と し て 、 専 ら 、 動 く 。 


生物 の 、 そ れ 自 身 の 、 生 存 面 に お ける 優位 性 。 
生物 は 、 そ れ を 、 確 認 し た が る 。 
生物 は 、 そ れ を 、 和 実感 し た が る 。 


生物 に お ける 、 そ うし た 欲求 の 発生 。 
それ は 、 自 動 的 で ある 。 
それ は 、 恒 常 的 で ある 。 
それ は 、 星 盛 で ある 。 
それ は 、 生 物 に と っ て 、 本 質 的 で ある 。 


生物 が 持つ 、 利 己 性 。 
生物 が 持つ 、 誇 ワ 。 
それ は 、 そ の 実現 に お いて 、 自 動 的 で ある 。 


生物 は 、 自 動 的 な 存在 で ある 。 
その 欲求 や 動作 の 根源 は 、 自 動 的 に 生成 され る 。 
その 欲求 や 動作 の 根源 は 、 自 動 的 に 決定 され る 。 
人 間 は 、 生 物 の 一 種 で ある 。 
人 間 は 、 自 動 的 な 存在 で ある 。 
その 欲求 や 動作 の 根源 は 、 自 動 的 に 生成 され る 。 
その 欲求 や 動作 の 根源 は 、 自 動 的 に 決定 され る 。 


例 。 
欲 。 
性 欲 。 
生存 面 に お ける 優位 性 の 確認 に つい て の 欲求 。 


(2) 

生物 。 

その 進化 。 

それ は 、 環 境 変 動 へ の 適応 で ある 。 


生物 の 進化 。 

その 概 訪 に つい て 、 今 まで 取ら れ て 来 た 考 え 方 。 
それ は 、 以 下 の 内 容 で ある 。 

進化 論 。 

生存 競争 。 

自然 淘汰 。 

(2 Fis 35 BY 

優れ た 生物 の み が 、 生 き 残 る 。 

生物 は 、 進 化す る ほど 、 優 れ た 存在 と な る 。 

人 間 は 、 そ うし た 進化 に お ける 、 最 終 形 態 で ある 。 
人 間 は 、 そ うし た 進化 に お ける 、 宛 成形 で ある 。 
人 間 は 、 そ うし た 進化 に お ける 、 最 高 形態 で ある 。 
人 間 は 、 そ うし た 進化 に お ける 、 理 想 形 で ある 。 
人 間 は 、 他 の 生物 に 比べ て 、 よ り 進 化し て いる 。 
人 間 は 、 他 の 生物 に 比べ て 、 よ り 優 位 で あぁ る 。 


それ ら の 考え 方 の 根底 に ある も の 。 

移動 生活 様式 者 。 

その 社会 規 男 。 

Е, AMC. RB, ЕСС, AITS. 
APIEKS, RBOKRPIRA, 

その 行為 は 、 彼 ら 自 身 の 生 存 の た め に 必須 で ある 。 
その 行為 の 正当 化 。 


それ は 、 以下 の 内 容 の 発生 を 防止 する た め に 、 必 須 で ある 。 
彼ら 自身 の 精神 状態 の 不安 定 化 。 

彼ら 自身 の 精神 状態 の 崩壊 

その 必須 性 が 生じ る 理由 。 


生物 の 本 質 。 
人 間 の 本 質 。 


その 正しい 把握 に と っ て 、 必 須 の 考え 方 。 
それ は 、 以 下 の 内 容 で ある 。 


人 間 と 、 他 の 生物 と は 、 同 類 で ある 。 
人 間 と 、 他 の 生物 と は 、 仲 間 同 士 で ある 。 
人 間 と 、 他 の 生物 を 、 分 け て は いけ な い 。 


例 。 

лс, RBCS, ЕЯ СФ5. 
лас, касч, НЫЕ CHS. 
лас, RBS. освоив. 


その 考え 方 が も た ら す 、 移 動 生 活 様式 者 に お ける 、 問 題 点 。 
生物 が 、 仲 間 同 士 で 、 相 互 に 、 肖 垢 の 行為 を 、 実 行 し 合う こと 。 
それ は 、 生 物 に と っ て 、 精 神 的 に 負担 で ある 。 

それ は 、 生 物 に と っ て 、 精 神 的 に 耐え られ な い 。 

それ は 、 生 物 に と っ て 、 精 神 状 態 の 不安 定 化 を も た ら す 。 

それ は 、 生 物 に と っ て 、 精 神 状態 の 崩壊 を も た ら す 。 

生物 は 、 そ の 行為 を 、 必 死に な っ て 、 回 避 す る 。 


仮に 、 生 物 と し て の 人 間 が 、 以下 の よ うに 考え た 場合 。 
лс, RBCS, ЕЯ СФ5. 
лас, RBIs, НЕЕ CHS. 


AMM, ква, 35-е. 

それ は 、 以下 の 内 容 に 、 相 当 す る 。 

BSLMM, НОМ, МЗ СС. 
ФЕ, RESICCOCOMME. MATS, 


それ が 、 生 物 と し て の 人 間 に 対 し て も た ら す 結果 。 
彼ら 自身 の 精神 状態 の 不安 定 化 。 

彼ら 自身 の 精神 状態 の 崩壊 。 

彼ら 自身 に お ける 、 精 神 的 混乱 の 発生 。 

その 結果 。 

以下 の 状況 が 、 発 生 す る 。 

彼ら は 、 精 神 の 正常 性 を 、 喪 失 す る 。 


精神 の 正常 性 。 


その 保持 は 、 以 下 の 内 容 に 、 相 当 す る 。 
彼ら 自身 が 移動 生活 様式 を 存続 する こと 
EO, BRR. 


彼ら は 、 環 境 適 応力 を 失う 。 
彼ら は 、 死 滅する 。 


移動 生活 様式 者 た ち 。 
彼ら に と っ て 、 そ の 発生 の 回 避 が 、 必 須 で ある 。 


彼ら は 、 そ の 実現 の た め に 、 以下 の 行為 を 、 必 須 と する 。 
以下 の 内 容 の 実現 を 、 全 面 的 に 、 諦 め る こと 。 
生物 の 本 質 。 

人 間 の 本 質 。 

生物 や 人 間 に お ける 、 社 会 的 真実 

それ ら の 内 容 へ の 、 真 の 到達 。 

その 試行 。 

その 達成 。 


(3) 

生存 競争 。 

優勝 劣 敗 。 

ある 時 点 に お ける 、 優 れ た 適応 者 。 

彼 が 、 別 の 時 点 に お いて 、 そ う で ある 保証 。 
それ は 、 全 く 和 存在 し な い 。 


環境 変 動 は 、 大 きい 。 

环境 变动 。 

その 結果 は 、 常 に 、 新 し い 。 

その 結果 は 、 常 に 、 未 知 で ある 。 

ある 生物 。 

彼 が 、 ある 時 点 に お いて 、 ある 環境 に 適応 し て いる 場合 。 
彼 が 、 別 の 時 点 で 、 別 の 環境 に 適応 で き て いる こと 。 
その 保証 は 、 全 く 存 在 し な い 。 

ある 生物 。 

彼 が 、 あ る 時 点 に お いて 、 優 位 に な っ て いる 場合 。 

彼 が 、 別 の 時 点 に お いて 、 以 前 と 同様 に 、 優 位 に な れる こと 。 


その 保証 は 、 全 く 存 在 し な い 。 

ある 生物 。 

彼 が 、 あ る 時 点 に お いて 、 理 想 形 に な っ て いる 場合 。 

彼 が 、 別 の 時 点 に お いて 、 以前 と 同様 に 、 理 想 形 に な れる こと 。 
その 保証 は 、 全 く 存 在 し な い 。 


それ ら の 持続 。 
それ は 、 一 時 的 で ある 。 
それ は 、 以下 の 期間 内 に お いて の み 、 可 能 で ある 。 


环境 变动 O 幅 。 
それ が 小さ いこ と 。 
その 状態 の 持続 する 期間 。 


環境 変動 の 結果 。 

その 目新し さ 。 
それ が 小さ いこ と 。 

その 状態 の 持続 する 期間 。 


それ は 、 直 ぐ 終 わる 。 
Enid, HI. 


環境 変動 の 結果 。 
生物 物質 に お ける 、 環 境 適 応 の 能力 。 
その 、 生 物 物 質 の 間 に お ける 、 優 劣 。 


ある 時 点 に お ける 無能 者 。 
彼 が 、 別 の 時 点 に お いて 、 有 人 能 者 に な る こと 。 
それ は 、 日 常 的 で ある 。 


ある 時 点 に お ける 有 能 
彼 が 、 別 の 時 点 に お いて 、 無 能 者 に な る こと 。 
それ は 、 日 常 的 で ある 。 


ある 時 点 に お ける 劣 位 者 。 
彼 が 、 別 の 時 点 に お いて 、 優位 者 に な る こと 。 
それ は 、 日 常 的 で ある 。 


ある 時 点 に お ける 優位 者 。 
彼 が 、 別 の 時 点 に お いて 、 劣 位 者 に な る こと 。 
それ は 、 日 常 的 で ある 。 


ー つ の 生物 物質 に お いて 、 様 々 な 側面 が セット で 、 常 に 、 同 居 し 
て いる 。 

ー つ の 生物 物質 に お いて 、 以下 の 両者 が 、 セ ッ ト で 、 常 に 、 同 居 し 
て いる 。 

有 能 な 部 分 。 

無能 な 部 分 。 


生物 物質 は 、 あ る 面 で は 、 有 能 で あり 、 別 の 面 で は 、 無 能 で ある 。 


全て に お いて 、 有 能 で ある こと 。 
その 状態 を 持続 させ る こと 。 
その 実現 は 、 生 物 物 質 に と っ て 、 難 し い 。 


ある 種 の 生物 物質 。 

その 構成 要素 。 

ある 部 分 の 有人 能 性 。 

ある 部 分 の 無能 性 。 

それ ら の 度合 い 。 

それ ら の 双方 を 、 同 時 に 測定 し た 結果 。 

ПЗ ФЕН С. ЕЕВС. BIO Л 
れ 替 わる 。 


НЕВЕ. 

その 実現 は 、 生 物 に と っ て 、 難 し い 。 
BAA. 

それ は 、 和 実際 に は 、 特 に 実現 し て いな い 。 


Э2ЕЕМ, НЕ. 
無能 者 で ある 生物 は 、 普 通 に 生き 残る 。 
以下 の 場合 。 


その 生物 。 

彼 は 、 先 祖 か ら 、 豊富 な 資源 を 、 了 既得 権 六 と し て 受け 継い で いる 。 
その 結果 。 

彼 は 、 社 会 的 上 位 者 と し て 、 引 き 続 き 、 和 存在 出 来る 。 


その 結果 。 

その 生物 は 、 以 下 の 内 容 の 実現 が 、 可 能 で ある 。 
彼 自身 の 生存 の た め に 、 以下 の 行為 を 行う こと 。 
社会 的 下位 者 に 対す る 搾取 。 

その 行為 を 、 平 然 と し て 、 行 うこ と 。 


その 結果 。 

その 生物 は 、 以 下 の 内 容 の 実現 が 、 可 能 で ある 。 
楽 な 生活 を 送る こと 。 

容易 に 、 生 存 し 続け る こと 。 
НЕЕ, ПНС CE, 


生物 の 進化 。 
生物 の 更 な る 高度 化 。 
その 実現 は 、 以 下 の 場 合 の み に 、 限 られ る 。 


それ ら の 生物 に よる 、 環 境 刻 動 へ の 適応 。 
その 状態 が 、 あ る 程度 、 持 続 し た 場合 。 


それ は 、 以下 の 内 容 で ある 。 

環境 変動 。 

それ が 、 一 定 の 幅 の 範囲 内 に 収まっ て いる こと 。 
その 状態 の 持続 。 

ある 生物 に お ける 、 そ の 状況 へ の 適応 。 

ある 生物 に お ける 、 そ の 能力 の 向上 。 


それ は 、 以下 の 時 点 に お いて 、 あ っ け な く 崩壊 する 。 
新た な 環境 変動 。 
それ が 、 そ の 幅 を 超え て 発生 する こと 。 


ある 特定 の 生物 の 優位 性 。 

例 。 

人 間 の 優位 性 。 

それ は 、 生 物 の 歴史 に お いて 、 一 時 的 で ある 。 

それ は 、 新 た な 環境 変動 に よっ て 、 容 易 に 消失 する 。 


新た な 環境 変動 。 


その 内 容 は 、 生 物 に と っ て 、 根 本 的 に 、 未 知 で ある 。 
それ は 、 生 物 に と っ て 、 予 測 不可 能 で ある 。 


それ は 、 了 既存 の 生物 に と っ て 、 以下 の 内 容 で ある 。 
以下 の 内 容 の 実現 。 
彼ら が 、 そ れ に 対し て 、 引 き 続 き 、 適 応 す る こと 。 


その 可能 性 の 有無 。 
その こと に つい て の 、 事 前 の 情報 。 
その こと が 、 彼 ら 自 身 に と っ て 、 一 切 、 不 明 で ある こと 。 


環境 変動 。 

それ は 、 生 物 に と っ て 、 巨 大 過ぎ る 存在 で ある 。 
生物 は 、 環 境 刻 動 の 支配 ト に 、 一 方 的 に 買 か れ 続 ける 。 
生物 は 、 環 境 変 動 に 対し て 、 無 力 で ある 。 


ある 生物 が 、 他 の 生物 に 対し て 、 優 位 性 を 持続 させ る こと 。 
それ は 、 根 本 的 に 、 難 し い 。 

生物 間 に お ける 、 優 位 性 に つい て の 関係 。 

それ は 、 

生物 の 自己 複製 。 

その 過程 に お ける 、 複製 エ ラー の 、 自 動 的 な 発生 。 

その こと に よる 、 以下 の 内 容 の 発生 。 

その 生物 が 、 存 在 面 に お いて 、 新規 化す る こと 。 


その 結果 。 
それ ら の 生物 の 間 に お いて 、 新 た な 優劣 関係 が 発生 する 。 


生物 間 に お ける 、 優 位 性 に つい て の 関係 。 
それ は 、 そ の こと で 、 和 容易 に 入れ 替わる 。 
例 。 

コロ ナウ ィ ル ス 。 

それ は 、 人 間 を 、 高 確率 で 、 死 亡 さ せる 。 
その 新種 の 突然 変異 株 。 

ПБ АЖ ЗС г, 


人 間 が 、 そ の こと に 対し て 、 有 効 な 対策 を 打 て ず に いる こと 。 
人 間 が 、 そ れ に よっ て 、 生 物 維 持 の 面 に お いて 、 翻 弄 さ れ 続 け て い 
る こと 。 


(初出 2021 年 4 月 。 ) 


生物 に お ける 、 悪 行 。 


生物 に お ける 、 悪 行 。 
それ は 、 以下 の 内 容 で ある 。 


他 の 生物 の 存続 を 、 田 か すこ と 。 
他 の 生物 の 存続 の 水準 を 、 劣 化 さ せる こと 。 
他 の 生物 に 、 生 存 上 の 苦痛 を 与え る こと 。 


それ は 、 下 記 の ( 1 ) が 、 
それ は 、 下 記 の ( 2 ) を 、 
下記 の ( 1 ) は 、 そ れ を 、 


の (2 ) に 対し て 、 行 う 。 
の て (3 ) の 内 容 に 、 変 える 。 
の (4 ) の 目的 の た め に 、 行 うつ 。 


cu cu cu 


(1) 
ある 生物 。 
優位 者 。 
上 位 者 。 
有 力 者 。 


(2) 
別 の 生物 。 
Fue. 
下 位 者 。 


生存 上 の 苦労 の 押し 付け 。 


(4-3) 

彼ら 自身 の 優位 性 。 
彼ら 自身 の 上 位 性 。 
彼ら 自身 の 有力 性 。 
それ ら の 確認 。 


彼ら 自身 の 所 有する 支配 力 。 
その 確認 。 


(4-4) 
その 行為 の 実行 に よる 、 快 感 の 獲得 。 
その 行為 の 実行 に よる 、 満 足 感 の 獲得 。 


例 。 

女性 の 悪行 。 

女性 優位 社会 の 人 々 の 悪行 。 

定住 生活 様式 者 た ちの 悪行 。 

その 内 容 は 、 社 会 的 に 隠蔽 され て いる 。 
その 内 容 は 、 知 られ て いな い 。 


定住 集団 内 部 に お ける 、 調 和 の 存在 。 
その 認定 
上 記 の С B ) が 、 そ れ を 乱 し た こと 。 


CTD 
LD の (A ) に よる 、 そ の 実行 。 


) に 対し て 、 以下 の 行為 を 、 実 行 す る こと 。 

部 に お いて 、 RR 
を 、 定 住 集 団 か ら 追 放す る こと 

を 、 定 住 集 団 か ら 締 め 出 すこ と 

を 、 そ の 生存 に 必要 な 資源 か ら 、 締 め 出 すこ と 

を 、 生 き て 行け な くす る こと 。 


cu cu cu CL H cu 


rr Stil 


(1)。 

上 記 の (A ) に よる 、 そ の 実行 。 
その 実行 が 、 窓 意 的 で ある こと 。 
その 実行 が 、 感 情 的 で ある こと 。 
その 実行 が 、 気 分 次 第 で 、 行 われ る こと 。 
その 実行 に お いて 、 根 拠 が 無い こと 。 
その 実行 に 当たっ て 、 集 団 行動 を 取る こと 。 


上 記 の (A ) 。 

彼ら が 、 行 動 面 で 、 一 体 化 する こと 

彼ら が 、 行 動 面 で 、 徒 覚 を 組む こと 。 

彼ら が 、 そ の こと で 、 和 実行 時 の 保身 の 度合 い を 、 高 め る こと 。 
彼ら が 、 そ の 実行 に 当たっ て 、 以下 の 内 容 を 、 強 調 す る こと 
実行 者 側 の 多数 性 。 

実行 者 側 の 全会 一 致 性 。 


悪行 (1 )。 
上 記 の С А 2 に よる 、 その 実行 。 


て いら れる こと 。 

彼ら 自身 の 保身 。 

彼ら 自身 に よる 責任 逃れ 。 

それ ら の 実現 が 、 最 初 か ら 、 問 題 無 く 、 十 分 に 可能 で ある こと 。 
彼ら は 、 そ の 実現 可能 性 の 有無 を 、 事 前 に 十分 に 検討 する こと 


彼ら は 、 そ の 実行 内 容 に 関し て 、 関 係 者 間 で 、 事 前 に 合意 する こ 


彼ら は 、 соБЕЛЯе, ВОИС, BV. ТЕЖ 
1). 実行 する こと 

彼ら は 、 そ の 実行 を 、 他 の 下位 者 に 、 や ら せ る こと 。 

その 結果 。 

НЕ, Еф (В) に 対し て 、 真 接 、 手 を 下さ な いこ と 。 


悪行 (1 )。 
上 記 の (A ) に よる 、 そ の 実行 。 
彼ら は 、 そ れ を 、 無力 な 対象 に 対し て 、 手 加減 無く 、 行 うこ と 。 


仮に 、 上 記 の (B ) が 、 抵 抗 し た 場合 。 


(B-1) 
上 记 OD (В) に よる 、 上 記 の (A ) に 対す る 抵抗 。 
その 行為 内 容 。 


上 記 の (A ) は 、 上 記 の (BB - 1) 自体 を 、 以 下 の 内 容 と し て 、 捉 
える こと 。 

それ は 、 上 位 者 に 対す る 批 痢 に 、 相 当 す る 。 

それ は 、 社 会 規範 に 違反 する 。 


上 記 の (A ) は 、 上 記 の (B - 1), BAITS. 
上 記 の (A ) は 、 上 記 の ( B ) *, BHT 5. 


悪行 (1 ) 。 

上 記 の (A ) に よる 、 そ の 実行 。 

彼ら は 、 そ れ を 、 上 記 の (BB ) が 無 抵抗 に な る まで 、 和 徹底 的 に 、 実 
行 す る こと 。 


LicM (В) が 、 以下 の よ うな 存在 で ある 場合 。 


上 記 の (A ) に よる 、 そ の 実行 。 
彼ら は 、 そ れ を 、 そ うし た 上 記 の (BB ) に 対し て 、 以下 の 形 で 、 実 
行 す る こと 。 
彼ら は 、 多 数 涯 を 形成 する こと 
数 の 面 に お ける 、 多 数 性 。 
その こと が も た ら す 、 勢 力 面 に お ける 優位 性 。 
それ ら を 、 和 平然と 活用 する こと 。 


悪行 (1 )。 
上 記 の (A ) に よる 、 そ の 実行 。 
в, Пе, НЕС, Же, Псы. 


集団 内 部 に お ける 、 一 人 を 除く 全員 。 
彼ら が 、 完 全 に 一 体 に な る こと 。 
彼ら が 、 完 全 に 同調 する こと 。 

彼ら は 、 残 り の 一 人 を 、 上 記 の 


(B) と し て 、 指 定 す る こと 
彼ら は 、 そ の 単独 者 を 、 そ の 悪行 (1 ) の 


実行 の 対象 に する こと 。 


悪行 (1 ) 。 
上 記 の (A ) に よる 、 そ の 実行 。 
その 実行 の 木目 が 、 細 か いこ と 。 
その 実行 に お いて 、 重 箱 の 隅 を 突く こと 。 
その 実行 の 持続 期間 が 、 長 いこ と 。 
その 実行 が WIIDKCHERHOS RCE, 
その 実行 に お いて 、 隙 が 無い こと 。 
その 実行 が 、 徹 底 し て いる こと 。 
その 実行 に お いて 、 容 赦 が 無い こと 。 


悪行 (1 )。 
その 実行 に 対す る 、 関 係 者 に 対す る 口止め 。 
END, косе а. 


その 実行 に つい て の 社会 的 真実 。 

その 内 容 の 、 機 密 情 報 化 。 

その 内 容 に つい て 、 集 団 的 な プラ イバシー を 、 確 保 す る こと 。 
それ ら が 、 徹 底 し て いる こと 。 


悪行 (2 )。 

上 記 の (A ) に よる 、 悪 行 ( 1 ) の 実行 。 
その 内 容 の 、 集 団 内 部 に お ける 、 機 密 情 報 化 。 
上 記 の (A ) に よる 、 そ の 実施 。 


その 双方 の 内 部 情報 。 
その 公開 者 。 
その 内 部 告発 者 。 


悪行 (3 )。 

上 記 の (A ) MN, ERHOCC)ICMUT. TRAMP. BAA, 
下す こと 。 

上 記 の ( A ) が 、 上 記 の ( C ) の 存在 を 、 社 会 的 に 抹消 する こと 。 
上 记 OD (A) М, ne, Ех, PREUT. ТСС. 

上 記 の ( A ) が 、 そ れ を 、 秘 密 裏 に 行う こと 。 

上 記 の (A ) が 、 そ の 痕跡 を 、 一 切 残 さ な い こと 。 

上 記 の (A ) が 、 そ の 後 、 平 然 と し て 、 和 綺 出 な 顔 を し て いる こと 。 
上 記 の (A ) が 、 悪 行 ( 3 ) の 存在 を 、 表 面 化 させ な いこ と 。 


) が 、 そ れ ら の 実行 に 対し て 、 問 題 無い 振り を する こ 


ха 


FeO (А), < ПБФЕРНЕНИС, ВЕНЕ) СЫ. 
FiO (А), ПБФЕРНЕНИС, BliReERTS TE, 
上 记 OD (A) の 態度 が 、 そ れ ら に お いて 、 徹 底 し て いる こと 。 


悪行 (1 ) 。 

悪行 ( 2). 

悪行 (3 )。 

それ ら の 実行 。 

上 記 の (A ) が 、 そ の こと に つい て 、 以 下 の 内 容 を 、 主 張 す る こ 
と 


その 、 落 ち 度 の 無 さ 。 
その 、 社 会 的 な 正当 性 。 


上 記 の (A ) が 、 彼 ら 自 身 を 、 被 害 者 と みな すこ と 。 
上 記 の (A ) が 、 以下 の 内 容 を 、 主 張 す る こと 。 

上 記 の 悪行 の 発生 に つい て の 、 大 本 の 責任 。 

それ が 、 上 記 の ( B ) に 、 が ある こと 。 

上 記 の (BB ) に 対し て 、 責 任 の 擦り 付け を 行う こと 。 
上 記 の (A ) に よる 、 そ うし た 主張 の 声 。 

それ が 、 大 きい こと 。 

上 記 の ( A ) は 、 そ の 主張 に お いて 、 以下 の 存在 を 、 バ ッ ク に 付け 
る こと 。 

社会 的 上 位 者 。 

社会 的 有力 者 。 


上 記 の ( A ) が 、 以 下 の 内 容 を 、 主 張 す る こと 。 

彼ら 自身 が 、 有 力 な 定住 集団 の 、 古 参 者 で あり 、 正 式 メ ン バ ー で あ 
る こと 。 

彼ら 自身 の 、 社 会 的 な 上 位 性 。 

彼ら 自身 の 、 社 会 的 な 正統 性 。 

上 記 の ( A ) が 、 上 記 の 悪行 の 実行 に よっ て 、 そ れ ら を 、 詩 示す る 
こと 。 


HBO (A) が 、 上 記 の 悪行 の 実行 を 、 以 下 の 用 途 に 、 活 用 する こ 
HBO (A) に 対す る 、 他 の 潜在 的 な 批 鹿 者 。 


それ に 相当 する 、 他 の メン バー。 
彼ら に 対す る 、 見 せしめ 。 


上 記 の ( A ) が 、 そ の こと で 、 以下 の 内 容 を 、 実 行 す る こと 。 
HS BSlowats SHH, 

その 発生 。 

それ を 、 公 然 と 抑止 し 、 禁 止 す る こと 。 


上 記 の ( A ) に よる 、 上 記 の 悪行 の 実行 。 

上 記 の ( A ) が 、 そ れ に つい て 、 以下 の 対策 を 、 実 施す る こと 。 
EOI MS SHA. 

そう し た 人 物 が 、 発 生 し な いよ うに する こと 。 

その た め に 、 以下 の 対策 を 、 実 施す る こと 。 

メン バー 間 に お ける 相互 監視 。 

メン バー 間 に お ける 密告 。 

それ ら の 活用 を 、 徹 底 す る こと 。 


定住 集団 内 部 に お ける 、 他 の メン バー に 対す る 、 懐 数 や ガス 抜き 。 
それ ら の 活用 を 、 徹 底 す る こと 。 


定住 集団 内 部 に お ける 、 メ ン バ ー 同 士 の 社会 関係 に お いて 、 以下 の 
内 容 を 、 強 化す る こと 。 

既存 の 調和 の 順守 。 

既存 の 調和 に 対す る 無 批 痢 性 。 

内 部 情報 の 機密 性 の 保持 。 そ の 順守 。 

それ ら の 徹底 の 度合 い 。 

それ を 、 更 に 、 深 め よ うと し て いる こと 。 


上 記 の (A ) に よる 、 上 記 の 悪行 の 実行 。 

上 记 OD (A ) が 、 そ れ を 、 以下 の 内 容 の 実現 の た め に 、 使 うこ と 。 
定住 集団 内 部 に お ける 既得 権益 者 。 

彼ら の 立場 の 更 な る 強化 。 


上 記 の (A ) に よる 、 上 記 の 悪行 の 実行 。 
上 記 の ( A ) が 、 そ の 実行 に よっ て 、 以下 の 内 容 を 、 強 化す る こ 


ERMA BORA. 
その 度合 い 。 
それ を 、 更 に 、 深 め よ うと し て いる こと 。 


上 記 の (A ) に よる 、 上 記 の 悪行 の 実行 。 
その 結果 。 


上 記 の ( B ) に お ける 、 社 会 的 な 居場所 の 喪失 。 

上 记 OD (В) に お ける 、 社 会 的 な 居場所 か ら の 締め 出し 。 

それ に よる 、 上 記 の (BB ) の 、 社 会 に お ける 生存 可能 性 の 喪失 。 

上 記 の (A ) は 、 そ れ ら を 、 和 目的 と し て 、 上 記 の 悪行 を 、 実 行 す る 
こと 。 


生物 の 悪行 。 
その 生成 の 根本 的 な 原因 。 
それ は 、 以下 の 内 容 で ある 。 


生物 を 取り 巻く 環境 。 
環境 刻 動 の 大 き さ 。 
それ へ の 対処 可能 性 の 不 確 実 さ 。 


環境 変動 が 、 新 た に 、 絶 え ず 、 起 きる こと 。 
その 制御 が 、 能 力 的 に 、 不 可能 で ある こと 。 
その 変動 結果 に 、 従 うし か 無い こと 。 


環境 変動 に 対す る 無力 性 を 、 絶 え ず 、 実 感 す る こと 。 


環境 変動 の 予見 可能 性 の 低 さ 。 
それ が 彼ら 自身 に も た ら す 、 彼 ら 自 身 の 生 存 の 存続 の 実現 へ の 不 
安 。 


彼ら 自身 の 生存 の 存続 の 実現 の 確実 性 を 上 げた いこ と 。 
その 確実 性 を 、 絶 え ず 実感 し た いこ と 。 
それ に より 、 不 安 感 を 、 絶 え ず 払 し ょ くし た いこ と 。 


その た め に 、 以下 の 内 容 を 、 絶 え ず 確認 し た いこ と 。 
彼ら 自身 の 生存 に お ける 、 有 能 性 。 

彼ら 自身 の 生存 に お ける 、 優 位 性 。 

彼ら 自身 の 生存 に お ける 、 上 位 性 。 

彼ら 自身 の 生存 の 確実 性 。 

その 所 有 。 

その 水準 の 上 昇 。 

その 既得 権益 化 。 

その 維持 。 


その た め に 必要 な 、 彼 ら 自 身 の 、 社 会 的 な 優位 性 。 
その た め に 必要 な 、 彼 ら 自 身 の 、 社 会 的 な 上 位 性 。 
それ ら を 、 絢 え ず 、 生 成 し た いこ と 。 

それ ら を 、 絶 え ず 、 真 ぐに 、 確 認 し た いこ と 。 


その 実現 の た め の 、 他 者 の 安易 な 道具 化 。 


そう し た 欲求 の 所 有 。 
それ が 、 以 下 の 内 容 を 、 生 み 出 す 。 
生物 に よる 、 悪 行 。 


生物 (A ) 。 

彼ら 自身 が 持つ 、 生 存 面 に お ける 優位 性 。 
彼ら 自身 が 持つ 、 生 存 面 に お ける 上 位 性 。 
彼ら 自身 が 、 そ れ ら の 確認 を し た いこ と 。 


その た め の 道 具 と し て の 、 劣 位 者 CB ) 。 
その 存在 。 
生物 (A ) 自身 が 、 そ れ を 、 絶えず 、 作 り た いこ と 。 


劣 位 者 (B ) が 、 生 物 ( A ) BSORMEEBDT CE 

劣 位 者 (B ) ) に よる 、 生 物 ( A ) 自身 に 対す る 、 反 抗 や 抵抗 。 
生物 СА) 自身 が 、 そ れ を 、 許せ な いこ と 。 

生物 ( A +5. ЭВ (В) へ の 搾取 。 

生物 ( A ) は 、 そ れ に よっ て 、 利 益 を 上 げ る 。 

ры その こと で 、 以下 の 内 容 の 水準 を 、 更 に 上 げた いこ 


ЕВЕ, 
その 可能 性 。 
その 確実 性 。 


生物 ( A ) は 、 以 下 の 内 容 を 、 実 現し た い 。 

生物 ( A ) が 、 彼 ら 自 身 の 生 存 を 確実 視 す る こと 

生物 ( A ) が 、 そ の こと を 可能 に する こと 。 
ES DE RR 


Нов, 


周囲 環境 。 
それ ら に 対す る 、 コ ント ロー ル 能 力 。 
それ ら に 対す る 、 支 配 力 。 


生物 (A ) は 、 そ の こと を 、 何 と か し て 、 実 現し た いこ と 。 


生物 。 
彼 が 、 以 下 の 内 容 を 、 得 た いこ と 。 
彼 自身 に お ける 、 生 存 面 で の 有 能 感 。 


その 欲求 の 深 さ 。 

その 欲求 の 、 底 知れ な い 、 無 限 性 。 

その 欲求 の 小 ま し さ 。 

その 欲求 が 、 周 囲 の 他 者 に 対し て 与え る 、 不 快 さ 。 
その 欲求 は 、 生 物 の 本 質 に 基づく 。 


生物 の 本 質 。 
ИЗ, Е СФО. 
それ は 、 不 快 で ある 。 


( 初出 2021 年 4 月 。 ) 


生物 の 本 質 を 突く こと 。 それ は 、 生 物 に と っ 
cae 不快 で ある 。 


生物 の 本 質 を 突く こと 。 

それ は 、 以 下 の 内 容 で ある 。 

生物 に と っ て の 急所 を 、 付 く こ と 。 

生物 に と っ て の 急所 を 、 思 い 切 り 、 痛 撃 す る こと 。 


それ は 、 生 物 に と っ て 、 根 本 的 に 、 不 快 で ある 。 


人 間 の 本 質 を 突く こと 。 
それ は 、 以 下 の 内 容 で ある 。 


人 間 に と っ て の 急所 を 、 付 く こ と 。 
人 間 に と っ て の 急所 を 、 思 い 切 り 、 痛 撃 す る こと 。 


それ は 、 人 間 に と っ て 、 根 本 的 に 、 不 快 で ある 。 


それ ら の 不快 な 体験 。 
その 防止 方 法 。 


生物 の 本 質 を 、 な る べく 見 な いこ と 。 
人 間 の 本 質 を 、 な る べく 見 な いこ と 。 


生物 の 本 質 。 

人 間 の 本 質 。 

それ ら に 関す る 内 容 の 記述 。 

それ を 、 な る べく 視聴 し な いこ と 。 

それ ら に 関す る 内 容 の 記述 へ の 接触 。 

それ を 、 な る べく 遠ざけ る こと 。 

代わ り に 、 以 下 の 内 容 を 、 生 涯 に わた っ て 、 視 聴 し 続け る こと 。 
生物 に と っ て の 理想 や 天国 や 桃源 郷 。 

人 間 に と っ て の 理想 や 天国 や 桃源 卿 。 


それ は 、 生 物 に と っ て 、 根 本 的 に 、 快 い 。 
それ は 、 人 間 に と っ て 、 根 本 的 に 、 快 い 。 


それ は 、 生 物 の 生存 に と っ て 、 何 の 役 に も 立た な い 。 
それ は 、 人 間 の 生存 に と っ て 、 何 の 役 に も 立た な い 。 


それ は 、 生 物 に と っ て 、 只 の 麻薬 で ある 。 
それ は 、 人 間 に と っ て 、 只 の 麻薬 で ある 。 


(初出 2021 年 4 月 。 ) 


社会 的 真実 の 解明 。 そ の 効果 的 な 手法 。 


社会 的 真実 の 解明 。 
その 効果 的 な 手法 。 
それ は 、 以下 の 内 容 で ある 。 


(1) 
社会 的 真実 の 解明 。 
そこ に お いて 、 エ ビデ ンス の 提示 を 、 目 指 さ な いこ と 。 


社会 的 真実 の 解明 。 
そこ に お いて は 、 エ ビデ ンス の 提示 を 、 目 指し て は いけ な い 。 


研究 や 調査 に お いて 、 エ ビデ ンス の 収集 や 提示 を 、 前 提 と する こ 


それ は 、 以 下 の 用 途 に は 、 役 に 立た な い 。 
ある 社会 集団 。 

それ が 、 以下 の 性 質 を 、 持 つ 場 合 。 

集団 内 部 を 隠蔽 する こと 。 


そう し た 社会 集団 。 
ФЕВ. 
その 解明 。 

その 明示 。 


その 理由 。 

そう し た 社会 集団 に つい て の エビ デン ス 。 

その 提供 者 は 、 内 部 告発 者 と 見 な され る 。 

СОН SHARC. М. ДНИ, 
その 提供 者 は 、 集 団 内 部 で 、 そ の 存在 を 、 抹 消さ れる 。 
それ は 、 そ の 提供 者 に と っ て 、 根 本 的 に 、 有 害 で ある 。 


生物 と し て の 人 間 。 

彼 は 、 結 局 は 、 以 下 の 内 容 し か 、 記 述 し な いこ と 。 
彼 自 身 に と っ て 、 都 合 の 良い エビ デン ス 。 

その 限界 を 、 知 る べき で ある こと 。 


社会 的 真実 の 解明 。 

そこ で は 、 以 下 の 態 度 が 、 必 要 で ある 。 
著述 内 容 の 詳細 化 を 、 目 指 さ な いこ と 。 
著述 内 容 の 具体 化 を 、 目 指 さ な いこ と 。 


(2) 

社会 的 真実 。 

その 効果 的 な 解明 。 

その 実現 。 

そこ で は 、 以 下 の 態 度 が 、 必 要 で ある 。 


以下 の 著述 スタ イル を 、 採 用 する こと 。 
以下 の 著述 上 の 視点 を 、 採 用 する こと 。 


(2-1) 
関数 化 。 
部 品 化 。 


(2-2) 
総括 化 。 
仿 晤 化 。 
РАМЕ. 


(2-3) 
生物 外 の 視点 。 
生物 を 超越 し た 視点 。 


(初出 2021 年 4 月 。 ) 


血統 や 品種 と 、 生 物 の 本 質 。 


血统 。 
品种 。 


それ は 、 以 下 の 内 容 で ある 。 

//// 

(1) 

祖先 か ら 続い て いる 、 子 孫 の つ な が り 。 
祖先 か ら 続 いて いる 、 子 孫 の 筋 。 


(1-1) 
祖先 か ら 続 いて いる 、 遺 伝 子 の 複製 の 連続 性 。 
祖先 か ら 続 いて いる 、 人 遺伝 子 の 共通 性 。 


(1-2) 
祖先 か ら 続 いて いる 、 後 天 的 な 教育 内 容 の 共通 性 。 
//// 


血统 。 血 筋 。 
品种 。 

それ ら の 持続 。 
それ ら の 永続 。 


生物 や 人 間 は 、 そ の 内 容 の 実現 を 、 と て も 重視 する 。 
それ は 、 彼 ら 自 身 の 子 拓 を 、 後 世 へ と 、 残 し 続け る こと で ある 。 
それ は 、 生 物 の 本 質 で ある 。 


血統 の 良さ 。 
その 内 容 は 、 以 下 の (1〕) と 、 以下 の (2) と の 、 掛 け 合 わせ で ある 。 


(1) 
(1-1) 
家柄 。 
(1-2) 
族 。 
属 。 
筋 。 


(1-3) 


(2) 

良好 で ある こと 。 
Be CHSce, 
WMCHS cE, 
上 流 で ある こと 。 
有名 で ある こと 。 


血统 DO 良 立 。 

それ は 、 以 下 の よ うな 個体 に よっ て 、 社 会 的 に 占有 され る 。 

それ は 、 以下 の よ うな 個体 に よっ て 、 代 々 、 独 占 的 に 、 拝 他 的 に 、 
社会 的 に 継承 され る 。 


//// 

社会 的 な 上 位 者 。 

社会 的 な 成功 者 。 

社会 的 な 有 能 者 。 

社会 的 な 有力 者 。 

社会 的 な 有名 者 。 

社会 的 な 既得 権 六 の 占有 者 。 

社会 的 な 身分 。 そ の 上 流 性 。 そ の 高中 性 。 そ れ ら の 保持 者 。 


//// 


Mee. RAM, 
それ は 、 以下 の 生物 を 対象 と し て 、 記 述 さ れる 。 
人 間 。 競走 馬 。 犬 や 猫 な どの ペッ ト 。 


Ш. ЗФ. 
その 対象 は 、 以 下 の 生 物 に 、 限 定 さ れる 。 
血液 で 動く 、 動 物 。 


植物 に も 、 名 門 の 品種 が 、 存 在 す る 。 
例 。 

日 本 の 水稲 の 一 部 の 品種 。 

日 本 の 苺 の 一 部 の 品種 。 


動物 や 人 間 に お ける 、 和 血統 書 。 
植物 に お ける 、 品 種 証明 。 
それ ら は 、 以下 の 内 容 で ある 。 


生物 に お ける 、 以 下 の 征 明 。 

(1) 

上 位 者 特性 所 持 证 明 。 

上 位 者 の 特性 。 そ の 所 持 に つい て の 和 証明 。 


(1-1) 
上 位 者 遺伝 子 所 持 証 明 。 
上 位 者 遺伝 子 。 そ の 所 持 に つい て の 和 証明 。 


(1-2) 
上 位 者 教育 所 持 证 明 。 
上 位 者 が 受け る 教育 。 そ の 所 持 に つい て の 証明 。 


それ ら は 、 上 内 体 的 に は 、 以 下 の 内 容 で ある 。 


AAA 
// 
社会 的 な 上 位 者 。 
社会 的 な 成功 者 。 


社会 的 な 有 能 者 。 

社会 的 な 有力 者 。 

社会 的 な 有名 者 。 

社会 的 な 既得 権 六 の 占有 者 。 

社会 的 な 身分 。 そ の 上 流 性 。 そ の 高中 性 。 そ れ ら の 保持 者 。 
// 


(1) 
彼ら 自身 の 間 で 、 独 占 的 に 維持 され て きた 、 様 々 な 特性 。 
彼ら 自身 の 間 で 、 独 占 的 に 受け 継が れ て きた 、 様 々 な 特性 。 


(1-1) 
彼ら 自身 の 間 で 、 受 け 継 が れ て きた 、 人 遺伝 子 。 
彼ら 自身 の 間 で 、 受 け 継 が れ て きた 、 遺 伝 的 子孫 。 


(1-2) 

彼ら 自身 の 間 で 、 受 け 継 が れ て きた 、 後 天 的 な 教育 内 容 。 
彼ら 自身 の 間 で 、 受 け 継 が れ て きた 、 文 化 的 子孫 。 

AAA 


その 所 有 者 で ある こと 。 
その 証明 書 。 そ の 証明 デー タ 。 
その 所 有 者 で ある こと 。 


彼ら が 、 彼 ら 自 身 の 出自 に 、 重 き を 置く 場合 。 
名 門 性 。 

名 家 性 。 

その 所 有 者 で ある こと 。 

その 出身 者 で ある こと 。 

その 証明 書 。 そ の 証明 デー タ 。 

その 所 有 者 で ある こと 。 


( 2021 年 5 月 初出 。 ) 


асс, WOE, 


自己 顕示 欲 は 、 自 分 自身 は 一 魚の 存在 で ある こと を 、 周 囲 に 対し て 
見 せ び ぜ びら か し た く な る 欲求 で ある 。 

自己 顕示 欲 は 、 生 物 に 付き 物 で ある 。 それ は 、 生 物 の 本 質 で ある 。 
生物 が 内 蔵 す る 、 以下 の 性 質 。 

彼ら 自身 の 生存 上 の 優位 性 を 、 そ の 都度 、 い ちい ち 確 認 し た く な る 
性 質 。 

その 性 質 が 、 彼 ら 自 身 に 、 自 己 顕示 欲 を 、 も た らし て いる 。 

それ は 、 生 物 に 。、 ア ウト プッ ト の 面 に お ける 、 独 創 性 や 高い 完成 度 
を も た ら す 。 

それ は 、 彼 ら 自 身 の 生存 四 の 優位 性 を 高め る こと に つなが る 。 

し か し 、 自 己 顕示 欲 が も た ら す 浪費 に よっ て 、 生 物 は 、 か えっ て 生 
活 が 苦し く な る 。 

それ は 、 そ の 生物 の 、 生 存 上 の 優位 性 を 、 結 果 的 に 、 損 な っ て し ま 
っ 。 


( 2021 年 9 月 初出 ) 


気候 変動 。 地球 温 暖 化 。 生 物 と の 関連 。 


気候 変動 。 

それ は 、 生 物 に 対し て 、 未 知 の 新た な 環境 へ の 適応 を 、 要 求 する 。 
それ は 、 一 部 の 生物 に と っ て は 、 マ イナ ス で ある 。 

それ は 、 一 部 の 生物 に と っ て は 、 プ ラス で ある 。 

それ は 、 一 部 の 生物 に と っ て は 、 特 に 影響 が 無い 。 


例 。 

地球 温暖 化 。 

冷 源 な 気候 の 下 の 生 物 は 、 衰 退 す る 。 

例 。 西 欧 や 北欧 や 北米 の エリ ア に お ける 、 人 間 や 、 そ の 他 の 動 植 
物 。 

熱帯 の 生物 は 、 更 に 、 隆 盛 す る 。 

Hl, Siete. 


地 球 温暖 化 。 
それ は 、 生 物 に よっ て 、 マ イナ ス で も プラ ス で も ある 。 


=, BUTE TAU, 

例 。 

НАШЕ, SOBER, 

それ は 、 地 球 上 の 二酸化 淡 素 を 減ら す 。 

それ は 、 地 球 温暖 化 に 、 ブ レー キ を 掛け る 。 
それ は 、 地 球 上 の 酸素 を 増やす 。 

それ は 、 生 物 を 生き や すく する 。 

それ は 、 生 物 に と っ て 、 と て も 良い こと で ある 。 


地球 温暖 化 を 、 一 方 的 に 、 悪 と 見 な す 者 。 

それ は 、 以 下 の よ うな 生物 の み で ある 。 

// 

IPMS TURD FOL, 

例 。 西 欧 や 北欧 や 北米 の エリ ア に お ける 、 人 間 。 


と て も 低い 海抜 の 下 で 暮らす 、 陸 上 の 生物 。 
例 。 大 洋 の 中 の 超 低 海 抜 の 小さ な 島 の 下 で 暮らす 、 人 間 。 
// 


( 2022 年 1 月 初出 。 ) 


生物 と 愛情 。 


爱情 。 
相手 の 生物 に 好意 を 抱く こと 。 そ の 相手 の 生物 を 独占 する こと 


好意 の 相互 性 。 両 思い 。 独占 の 相互 性 。 そ れ ら の 実現 。 

その こと で 、 生 物 は 、 幸 福 に な る こと が 出来 る 。 

例 。 

a 結婚 。 配 偶 者 と の 共同 で 、 遺 伝 的 子 振 を 残す こ 


ое, MARCHA C. хит Ce 


片思い 。 好 意 や 愛情 の 一 方 通行 。 
その 状態 で は 、 生 物 は 、 あ まり 幸福 に は な れ な い 。 


生物 が 、 彼 ら 自 身 の 愛 情 を 注ぐ 、 対 象 。 

それ は 、 以 下 の 内 容 で ある 。 

И 

RS EB SMR ЦЕ, ЭВИТА\ ХИТ. 

例 。 彼 ら 自 身 の 子 供 。 彼 ら 自 身 の 教 え 子 。 彼 ら 自 身 の 趣 味 や 好み に 
合致 し た 、 書 籍 や 音楽 の 内 容 。 


彼ら 自身 を 、 有 効 に 育て 上 げた 、 遺 伝 的 祖先 や 、 文 化 的 祖先 。 
Ol, Fi. AB, 


RS BSOBBNWTRERE CHL HE. 
fl, METRO, Bt. Aces. 


Be eee о rene ee 


例 。 彼 ら 自 身 が 好き な 、 異 性 。 彼 ら 自 身 が 好き な 、 絵 画 。 
// 


Blac, Hz. 
男性 の 行動 様式 は 、 気 体 的 で ある 。 
女性 の 行動 様式 は 、 液 体 的 で ある 。 


男性 の 愛情 は 、 気 体 的 で ある 。 
ИЗ, BEAT CHS. 
それ は 、 広 大 な 室 間 へ と 、 拡 が る 。 


女性 の 愛情 は 、 液 体 的 で ある 。 
それ は 、 密 着 的 で ある 。 
それ は 、 狭 い 室 間 の 内 部 に 、 集 中 する 。 


例 。 父 の 愛情 。 そ れ は 、 気 体 的 な 愛情 で ある 。 
例 。 キ リス ト 教 に お ける 、 父 な る 神 か ら 、 子 へ の 、 愛 情 。 


母 の 愛情 。 そ れ は 、 液 体 的 な 愛情 で ある 。 
例 。 日 本 社会 に お ける 、 母 子 癒 着 と 、 母 子 の 愛着 。 


( 2022 年 1 月 初出 。 ) 


生物 と 、 所 有 や 占有 や 私 有 。 


生物 は 、 よ り 多 く の 対 象 を 占有 する ほど 、 よ リ り 生 存 の 可能 性 が 高 ま 
る 。 AA その こと は 、 生 物 に 、 利 益 を も た ら す 。 対象 の 占有 状 

態 。 それは 、 既得 権益 で ある 。 占有 へ の 欲求 は 、 生 物 同 士 の 間 に 、 

ЕЯ Нео, MAT SHS, 

PRES. WREMMLTSCENORR, $95. MAO 
象 。 そ れ は 、 以下 の 内 容 で ある 。 ЕО, ИВ, 実用 の 対象 。 

道具 。 

ВАХ. А!) АА 1), \. HAOMIRN\OK, ВХ 
+4588 1) ОЖ, HAOMA/\OBBIEN DARK, ВНЕ 
BA IFAD №ЕНХ ID ВЕЕ^ФААЖ, ХО ВЕЛ ФАЖ. HAIKRBOKR 

{CA\DERRK, FISHER DERK, 

HOMRICMTSHABRM, COWRADA Bl. ФПБ MBIT 

と 。 それ ら の 掛け 合わ せ が 、 ス トー カー を 生み 出す 。 あら ゆる 生物 
は 、 ス トー カー に な る 可能 性 を 持つ 。 

生物 に お ける 、 占 有 の 対象 。 そ れ は 、 以下 の 内 容 で ある 。 他 の 生 

物 。 物資 。 

ある 生物 が 、 他 の 生物 を 、 私 有する こと 。 あ る 生物 が 、 他 の 生物 

を 、 占 有する こと 。 それ ら の 占有 の 対象 。 

Ol, У, Е, ЕЕ, 爱 玩 植物 。 爱 玩 动物 。 爱 玩 对 象 D 人 
間 。 道 具 と し て の 人 間 。 奴隷 。 

例 。 日 系 企業 の 所 有 者 が 、 そ の 企業 の 従業 員 を 、 彼 ら の 生涯 に わ 

た っ て 、 私 有する こと 。 日 系 の 教育 機関 の 師匠 が 、 和 弟子 を 私 有する 
こと 。 日 本 の 天皇 家 が 、 国 民 を 私 有する こと 


( 2022 年 2 月 初出 。 ) 


生物 の 欲求 。 そ の 存在 の 筐 高 性 の 確認 。 


あら ゆる 生物 は 、 彼 ら 自 身 を 、 世 界 に お いて 、 最 高 の 存在 で ある 
と 、 思 い 込 む 。 

あら ゆる 生物 は 、 自 惚れ を 持つ 。 あ ら ゆ る 生物 は 、 誇 り を 持つ 。 
あら ゆる 生物 は 、 彼 ら 自 身 の 、 Е EE 性 在 、 绝 


え ず 確認 し よう と する 。 それ は 、 生 物 同 士 の 間 に 、 生 存 競争 や 、 生 
き 残 る た め の 戦 争 を 、 絶 え ず 引き 起こ す 。 

人 間 の 場合 。 

例 。 男 性 優位 社会 。 ユダ ヤ 人 の 選民 意識 。 

例 。 女 性 優位 社会 。 中 国人 の 中 華 思 想 。 

それ ら の 所 有 者 は 、 人 間 に 限 ら な い 。 そ れ ら は 、 全 て の 生物 が 、 無 
意識 の うち に 、 所 有 し て いる 。 


( 2022 年 2 月 初出 。 ) 


生物 と 社会 性 。 


生物 に お ける 、 社 会 性 の 濃淡 の 度合 い 。 それ は 、 以下 の 内 容 で あ 

る 。 

//// 

社会 的 相互 作用 の 濃淡 の 度合 い 。 

例 。 

社会 的 相互 作用 が 濃い こと 。 それは 、 対 人 湿度 の 高 さ を も た ら す 。 
社会 的 相互 作用 が 淡い こと 。 それは 、 対 人 湿度 の 低 さ を も た ら す 。 
// 

社会 的 分 業 制 の 濃淡 の 度合 い 。 そ の こと に 基づく 、 相 互 依存 性 の 濃 
淡 の 度合 い 。 

例 。 

社会 的 分 業 が 進む ほど 、 生 物 同 士 の 相互 依存 性 が 高まる 。 


// 
社会 的 上 下関 係 の 濃淡 の 度合 い 。 
例 。 


社会 的 上 下関 係 を 遵守 する 者 。 例 。 犬 。 
社会 的 上 下関 係 か ら 自 由 な 者 。 例 。 猫 。 
//// 


( 2022 年 2 月 初出 。 ) 


生物 と 、 休 息 や 睡眠 。 


生物 は 、 活 動 を 続け る と 、 疲 労 す る 。 生物 は 、 活 動 を 続け る と 、 気 
力 と 体力 を 、 消 耗 する 。 

生物 は 、 活 動 を 続け る と 、 身 体 や 精神 が 充電 切れ に な る 。 

生物 は 、 活 動 を 続け る と 、 眠 く な る 。 

そう し た 生物 に は 、 休 息 や 睡眠 が 必要 で ある 。 

休息 や 睡眠 を 取れ な い 生 物 。 無理 に 活動 し 続け る 生物 。 無理 に 覚醒 
し 続け る 生物 。 彼 ら は 、 や が て 死ぬ 。 例 。 過 労 死 。 

生物 は 、 生 存 し 続け る た め に 、 休 息 や 睡眠 が 必須 で ある 。 

し か し 、 同 時 に 、 以下 の 内 容 に つい て も 、 考 慮 が 必要 で ある 。 
休息 や 睡眠 が 多 過 ぎる 生物 。 例 。 人 怠 情 な 生物 。 精神病 者 の 生物 。 
彼ら に お いて は 、 各 種 の 、 生 存 に 必要 な 活動 が 、 進 まな い 。 

その 結果 。 彼 ら は 、 環 境 に 適応 出来 な く な り 、 衣 食 住 を 得 ら れ な く 
な り 、 や が て 死ん で し まう っ う 。 

生物 に お いて は 、 休 息 や 睡眠 と 、 活 動 や 覚醒 と の 、 バ ラン ス を 取る 
こと が 必要 で ある 。 

社会 的 上 位 者 は 、 生 活 箇 件 が 良好 な の で 、 休 息 や 睡眠 を 取り や す 
い 。 彼ら の 体調 は 、 た いて い 、 良 好 で ある 。 

社会 的 上 位 者 は 、 生 活 箇 件 が 劣悪 な の で 、 休 息 や 睡眠 を 取り に く 
い 。 彼ら の 体調 は 、 し ば し ば 、 不 良 で ある 。 


( 2022 年 2 月 初出 。 ) 


FMC. Ме, НЕЕ. 


=. ФМ, HOLME, BRED, ATI CHStEN 
する こと 。 

生物 に よる 、 骸 傷 の 対象 。 脅 威 と な る 、 他 の 生物 。 敵 。 彼 ら 自 身 の 
有人 能 性 や 既得 権益 を 田 か す 、 他 の 生物 。 ライバル 。 彼ら 自身 と 、 有 
能 性 や 既得 権益 を 競う 、 他 の 生物 。 彼 ら 自 身 の 食糧 と な る 、 他 の 生 
物 。 


5. СФ, 

РИКИ. WRCBRSEWMORKE, НЗЕКСЫНТ О, ВН 
ける こと 。 

ratMints. 対象 と な る 生物 の 精神 を 、 狂 わせ た り 、 傷 付け る こ 
七 5 

ЧА. MRCBSELME, HAM cHmetE, ВЖЕ 
者 や 精神 障害 者 に し た り 、 す る こと 。 


ある 生物 が 、 他 の 生物 を 滴 傷 する こと 。 そ の こと が 、 そ の 生物 に 
と っ て 、 悪 行 や 洪 と 感じ られ る 理由 。 

ある 生物 が 、 他 の 生物 の 毅 傷 を 嫌う 理由 。 それは 、 以下 の 内 容 で あ 
る 。 

//// 

そう し た 他 の 生物 が 、 同 じ 生 物 と し て の 共通 性 を 持つ こと 。 そう し 
た 他 の 生物 の 生き 様 に 対し て 、 あ る 生物 が 、 共 感 す る こと 。 

そう し た 生物 間 の 共通 性 。 そ うし た 生物 間 に お ける 、 共 感 の 発生 の 
源泉 。 そ れこ そ が 、 生 物 の 本 質 で ある 。 

生物 の 本 質 。 それ は 、 物 質 に お ける 、 自 発 的 な 、 存 続 や 増殖 で あ 
る 。 そ れ は 、 細 胞 を 持つ 動植物 に お いて は 、 水 分 や 、 BaP, НЕ 
物 の 、 自 発 的 な 流動 で ある 。 それ は 、 生 き や す さ の 追求 で ある 。 
// 

EDLEHOLMM, REORICZIFSHBH, COMBS, それ を 、 
ある 生物 が 、 あ た か も 、 彼 ら 自 身 の 痛 み の 様 に 感じ て 、 心 苦し く な 
る こと 。 

そう し た 他 の 生物 が 、 滴 傷 の 結果 、 死 ん だ り 、 弱 っ た りす る こと 。 
それ を 、 あ る 生物 が 。、 あ た か も 、 和 彼ら 自身 が 、 死 ん だ り 、 弱 っ た り 
する よう に 感じ て 、 心 苦し く な る こと 。 

//// 


ある 生物 に お ける 、 他 の 生物 に 対す る 共感 。 そ の 度合 い が 、 極 端 に 
VV GS. COLMS, HOLME, MRPICREITS. FOL 
た 生物 。 そ れ は 、 サ イコ パス で ある 。 

ある 生物 に お ける 、 自 己 保 身 性 や 、 自 己 中 心性 。 そ の 度合 い が 、 標 
се MBE. COLMA, HOLME, НЗ 5. = 
うし た 生物 。 それは 、 ナ ル シ ス ト で ある 。 

彼ら は 、 男 性 に も 、 女 性 に も 、 共 通 に 存在 する 。 


生物 は 、 彼 ら 自 身 よ り も 、 よ りり 上 位 の 有 能 さ を 持 つ 他 の 生物 の こと 
を 、 独 力 で 、 肖 傷 し よう と し な い 。 
な ぜ な ら 、 そ うし た 、 よ り 上 位 の 生物 に 負け て 、 返 けり 討ち され る か 


5, 

>И, ЗО ТМФ, EREAAC. FOLK. ОЕ 

ФФ, HANDHPF-HI-TICKIDT, METS. 

Я. H&Wn¥lckoCHESNERMEEIC. ЕЕ), A 

間 。 

И т 軍隊 を 動員 し て 暗 滴 する 、 そ の 国 の 無 
最上 位 者 。 


護衛 や 保護 。 あ る 生物 が 、 他 の 生物 の 命 を 、 守 る こと 。 


生物 に よる 、 護 衛 や 保護 の 対象 。 味 方 と な る 、 他 の 生物 。 社 会 的 分 
ROMAIMFCRS, HOLM. ЗЕЕ, НЕЯВЕЕНСФ> 
て 、 彼 ら 自 身 の 食糧 に な ら な い 、 他 の 生物 。 


護衛 。 他 の 生物 が 、 あ る 生物 より も 、 有 人 能 性 や 既得 権 共に お いて 、 
より 上 位 で ある 場合 。 
例 。 女 性 優位 社会 。 男性 が 、 女 性 を 、 護 衛 す る こと 。 


保護 。 他 の 生物 が 、 あ る 生物 より も 、 有 能 性 や 既得 権益 に お いて 、 
より 下位 で あぁ る 場合 。 


//// 
例 。 
男性 優位 社会 。 男性 が 、 女 性 を 、 保 護 す る こと 
// 


例 。 

彼ら 自身 の こと を 、 以下 の 内 容 で ある と 、 勝 手 に 思い 込ん だ 、 生 物 
た ち 。 

生物 社会 や 地球 環境 に お ける 、 謀 者 や 選民 。 

そう し た 無力 で 無能 な 生物 。 彼 ら に よる 、 自 分 勝手 な 、 自 然 保護 活 

動 や 、 環 境 保護 活動 。 

そう し た 生物 。 それ は 、 欧 米 諸国 の 人 間 で ある 。 

そう し た 自然 保護 活動 や 環境 保護 活動 。 そ れ ら は 、 地 球 上 の 、 ほ ん 
の 少し の 、 大 気 変動 や 、 мы 他 の 生物 の 大 増殖 に よっ て 、 
それ ら の 例 , 

火山 の 大 噴火 に よる 気候 の 寒冷 化 。 

大 地震 に よる 大 津波 の 軸 来 。 

大 き な 随 石 や 惑星 の 、 地 球 へ の 衝突 。 

致死 率 の 高い ウィ ルス や 細菌 。 彼 ら が 、 そ れ ら に 、 感 染 す る こと 。 
その 、 大 流行 。 


//// 
( 2022 年 2 月 初出 。 ) 


生物 と 支配 。 


支配 する 生物 。 そ れ は 、 社 会 的 上 位 者 で ある 。 
支配 され る 生物 。 そ れ は 、 社 会 的 下位 者 で ある 。 


支配 。 

社会 的 上 位 者 が 、 社 会 的 下位 者 の 生 毅 上 与 奪 を 、 握 る こと 。 社 会 的 上 
位 者 が 、 社 会 的 下位 者 の 権益 を 、 搾 取 す る こと 。 そ れ ら の 状態 の 持 
続 。 そ の 状態 を 実現 し 、 保 持 す る 力 。 そ の 所 有 者 は 、 権 力 者 で あ 
る 。 


権力 者 。 彼 ら は 、 生 物 と は 、 必 ず し も 限ら な い 。 

例 。 無 機 的 な 環境 。 無機 的 な 物質 。 大 気 や 地 穀 。 そ れ ら の 、 大 き な 
変動 。 そ れ ら の 、 極 端 な 状態 で の 固定 化 。 例 。 暴 風 。 津 波 。 洪 水 。 
ЕЕ. BS. BS. 

Я. BRN Git, 有機 的 な 化学 物質 。 それ ら の 、 大 き な 変 動 。 そ 
れ ら の 、 極 端 な 状態 で の 固定 化 。 有 機 的 な 有 吾 ガス の 大 量 発生 。 


上 位 者 と 下位 者 の 間 に お ける 、 差 異 。 そ の 生起 要因 。 そ れ は 、 以 下 
の 内 容 で ある 。 Batt. Rem CNSOBBOSZS. tN5 
は 、 権 力 の 源泉 で ある 。 


上 下関 係 。 

社会 的 上 位 者 。 彼 ら は 、 次 の うち の 、 い ずれ か 、 あ る い は 、 両 方 で 
ある 。 有 能 者 。 既得 権 注 の 保持 者 。 

社会 的 下位 者 。 彼 ら は 、 次 の うち の 、 い ずれ か 、 あ る い は 、 両 方 で 
ある 。 無 能 者 。 既得 権益 を 持た な い 者 。 


彼ら 自身 の こと を 、 上 位 者 と 考え る 生物 。 彼 ら は 、 必 ず し も 、 実 際 
に 上 位 者 で ある と は 、 限 ら な い 。 


彼ら 自身 の こと を 、 下 位 者 と 考え る 生物 。 彼ら は 、 必 ず し も 、 実 際 

に 下位 者 で ある と は 、 限 ら な い 。 

そう し た 上 下関 係 の 、 リ アル な 評価 。 そ の 決着 の 手段 。 そ れ は 、 以 

下 の 内 容 で ある 。 ЯЗ. BIA, 戦争 。 論争 。 決 園 。 競 技 。 試 合 。 勝 

負 。 そこ に は 、 公平 ЕЕ CHS. 

EDLEBERBETI, 

その 遂行 は 、 社 会 的 な 生物 に と っ て は 、 独 力 で は 難し い 。 社 会 的 な 

ЕН, ACOWUSELASB TCHS, Я. AAORBRMFIM ORF 

=. #3 WROAROFIRE, BRICKS. AROHSH RE 

фу, RSlomlT, ЕЕ, НЕМА, ЦИ 

То 

ОЗ, JIEHAWREWICED ЖУСЕСФЬ. ЗЕЯ 

会 的 な 生物 は 、 え こ ひ いき を し よう と する 動機 に 、 欠 け て いる 。 

例 。 人 間 社 会 か ら 、 人 追放 され 、 隔 離さ れ た 、 統 合 失 調 症 の 患者 。 

その 遂行 は 、 無 機 的 な 物質 に と っ て は 、 独 力 で 可能 で ある 。 無機 的 

な 物質 は 、 え こ ひい き を する こと が 、 そ れ 自 身 で は 、 そ も そ も 不 可 
能 で ある 。 例 。 НЗ. FOB), Я. НБ, ТР. 

スト ッ プ ウォ ッ チ 。 温度 计 。 

その 遂行 は 、 意 思 を 持た な い 有 機 的 な 物質 に と っ て は 、 独 力 で 可能 

ge 意思 を 持た な いい 有機 的 な 物質 は 、 え こ ひ いき を する こと 
それ 自身 で は 、 そ も そ も 不 可能 で ある 。 И. ОП НХ, 

а 

その 結果 に より 、 新 た な 社会 的 上 下関 係 が 、 確 定 す る 。 勝 者 。 彼 ら 

は 、 新 た に 上 位 者 に な る 。 敗者 。 彼ら は 、 新 た に 下位 者 に な る 。 

その 結果 に より 、 新 た な 社会 的 支配 関係 が 、 生 成す る 。 新た な 上 位 

者 。 彼 ら は 、 新 た に 支配 者 に な る 。 新た な 下位 者 。 彼ら は 、 新 た に 

従属 者 に な る 。 

勇气 。 

社会 的 下位 者 が 、 社 会 的 上 位 者 に 対し て 、 歯 向かう こと 。 そ の 実現 

に と っ て 必要 な 、 動 機 づ け の カカ 。 


男性 優位 社会 に お ける 支配 。 移動 生活 様式 に お ける 支配 。 そ れ は 、 
暴力 支配 で ある 。 
女性 優位 社会 に お ける 支配 。 定住 生活 様式 に お ける 支配 。 それは 、 
専制 支配 で ある 。 


男性 的 支配 。 暴力 支配 。 それは 、 気 体 的 支配 で ある 。 
例 。 人 台風 や ハリ ケー ン が も た ら す 、 暴 風 。 そ れ が も た ら す 、 破 壊 的 
な 被害 。 


例 。 太 平 洋 戦争 に お ける 、 ア メリ カ に よる 、 日 本 に 対す る 室 爆 。 
例 。 男 性 優位 社会 に お ける 、 男 性 に よる 、 女 性 に 対す る 、 性 的 暴 


Л. 
それ は 、 以 下 の よ うに 分 類 可 能 で ある 。 身 体 的 な 暴力 。 精神 的 な 暴 
力 。 


女性 的 支配 。 専制 支配 。 それは 、 液 体 的 支配 で ある 。 

例 。 海 底 地 震 や 海底 火山 噴火 が も た ら す 、 大 き な 津 波 。 そ れ が 陸地 
に も た ら す 、 壊 滅 的 な 被害 。 

例 。 大 雨 が も た ら す 、 大 き な 洪 水 。 そ れ が 陸地 に も た ら す 、 壊 滅 的 
な 被害 。 

例 。 中 国 や ロシア に よる 、 属 国 の 支配 。 

例 。 女 性 優位 社会 に お ける 、 女 性 に よる 、 男 性 に 対す る 、 小 遣い 制 
の 強制 。 

それ は 、 以 下 の よ うに 分 類 可 能 で ある 。 身 体 的 な 専制 。 精 神 的 な 専 
制 。 


血縁 関 係 に お ける 支配 と 従属 の 関係 。 それ は 、 親 子 関係 で ある 。 
例 。 男 性 優位 社会 に お ける 、 人 父子 関係 。 それは 、 父 親 に よる 、 子 供 
に 対す る 、 気 体 的 支配 で ある 。 

例 。 女 性 優位 社会 に お ける 、 母 子 関係 。 そ れ は 、 母 親 に よる 、 子 供 
に 対す る 、 液 体 的 支配 で ある 。 


その 他 の 、 支 配 の 分 類 。 

柔らか い 支 配 と 、 硬 い 剛 性 の 支配 。 融 通 が 利く 支配 と 、 融 通 が 利 か 
な い 支 配 。 

穏やか で 平和 な 支配 と 、 狂 猛 で 戦闘 的 な 支配 。 八 上 流 の 支配 と 、 タ 
Л ЖФ с. 

緩い 支配 と 、 き つい 支配 。 安楽 な 支配 と 、 昔 酷 な 支配 。 

腰 の 低い 支配 と 、 高 圧 的 な 支配 。 

武力 に よる 支配 と 、 事 務 や 言論 に よる 支配 と 、 技 術 に よる 支配 。 武 
官 に よる 支配 と 、 文 官 に よる 支配 と 、 技 官 に よる 支配 。 

表向き の 支配 と 、 実 質 的 な 支配 。 顕在 的 な 支配 と 、 潜 在 的 な 支配 。 
表向き の 代 寿 者 に よる 支配 と 、 裏 方 の 黒幕 に よる 支配 。 女 性 優位 社 
会 に お ける 、 男 性 に よる 天 向 き の 支 配 と 、 そ の 男性 の 母親 に よる 実 
質 的 な 支配 。 


既存 の 社会 的 上 下関 係 を 、 意 図 的 に 、 強 化 さ せる こと 。 それは 、 以 
下 の 内 容 で ある 。 


社会 的 差别 。 


既存 の 社会 的 上 下関 係 を 、 意 図 的 に 、 解 体 し た り 、 弱 体 化 させ た り 
する こと 。 

社会 的 平等 の 実現 。 

そう し た 理想 。 そ れ は 、 以下 の 内 容 で ある 。 

既存 の 社会 的 上 下関 係 を 、 意 図 的 に 、 初 期 化 する こと 。 革 命 思 想 。 
既存 の 社会 的 上 下関 係 を 、 意 図 的 に 、 無 くす こと 。 無 政府 主義 。 
EO 意図 的 に 、 交 替 可 能 に する こと 。 REE 


既存 の 社会 的 上 下関 係 を 、 意図 的 に 、 転 首 さ せ 、 逆 転 さ せる こと 。 
共産 主義 。 

既存 の 社会 的 上 下関 係 を 、 意 図 的 に 、 平 坦 化 する こと 。 社 会 主義 。 
既存 の 社会 的 上 下関 係 を 、 意 図 的 に 、 目 立た な くす る こと 。 療 善 思 
想 。 リ ベラ リズ ム 。 


ある 生物 が 生成 し た 、 個 人 的 な 規範 。 そ れ は 、 個 人 的 正義 で ある 。 
それ ら の 内 容 は 、 以 下 の 場 合 、 生 物 の 本 質 に 照ら し て 、 妥 当 で あ 

る 。 そ の 規範 が 、 以下 の 内 容 を 、 目 指し て いる 場合 。 生 物 に と っ て 
の 生き や すさ 。 その 実現 。 

それ ら の 内 容 は 、 以 下 の 場 合 、 生 物 の 本 質 に 照ら し て 、 妥 当 と は 青 
えな い 。 そ の 規範 が 、 以 下 の 内 容 を 、 目 指し て いな い 場 合 。 生 物 に 
と っ て の 生き や すさ 。 そ の 実現 。 

それ ら の 内 容 は 、 生 物 毎 に 、 異 な る 。 


社会 的 上 位 者 が 生成 し た 、 社 会 規範 。 それは 、 道 徳 で ある 。 それ 
4, BCHS. それ は 、 社 会 的 正義 で ある 。 

それ ら の 内 容 は 、 以 下 の 場 合 、 生 物 の 本 質 に 照ら し て 、 有 朗 当 で あ 
5. その 社会 的 上 位 者 が 、 以下 の 内 容 を 、 目 指し て いる 場合 。 社 会 
的 下位 者 に と っ て の 生き や すさ 。 その 社会 的 な 実現 。 
それ ら の 内 容 は 、 以 下 の 場 合 、 生 物 の 本 質 に 照ら し て 、 有 朗 当 と は 青 
えな い 。 そ の 社会 的 上 位 者 が 、 以下 の 内 容 を 、 目 指し て いな い 場 
合 。 社 会 的 下位 者 に と っ て の 生き や すさ 。 その 社会 的 な 実現 。 
それ ら の 内 容 は 、 社 会 毎 に 、 異 な る 。 


( 2022 年 2 月 初出 。 ) 


生物 と 、 生 き や す さ と 、 政 治 や 、 法 律 や 、 経 


$52 
/月 o 


//// 


政治 。 

複数 の 生物 間 に お ける 、 生 き や す さ の 配分 の 行為 。 
それ ら の 配分 は 、 上 位 者 に と っ て 有利 で あり 、 下位 者 に と っ て 不利 
で ある 。 


権利 。 
各々 の 生物 が 持つ 、 生 き や す さ の 配分 の 決定 の 権限 。 


地位 。 
各々 の 生物 に お ける 、 保 持 す る 権利 の レベ ル の 高 さ 。 


上 位 者 。 
地位 が 高い 生物 。 


二 


下 位 者 


地位 が 低い 生物 。 

REAR, Е. 

上 位 者 の 集合 。 下位 者 の 集合 。 そ れ ら の 、 統 計 的 な 分 離 

//// 

秩序 。 

複数 の 生物 問 に お ける 、 生 き や す さ の 配分 に お ける 取り 決め や ルー 
ル 。 

慣習 。 

それ ら の 内 容 の 固定 化 や 慣性 化 。 

法律 。 


それ ら の 内 容 の 明文 化 。 
それ ら の 内 容 は 、 生 物 の 基本 的 レー ル や 、 生 物 へ の 規制 に 基づく 。 


司法 。 

複数 の 生物 間 に お ける 、 生 き や す さ の 配分 を 巡る 、 和 争い 。 
それ ら の 発生 。 

EN5 ФЕ. 

それ ら の 調停 に お ける 、 UFONRO, ОМЕН 5, 
准 化 。 

生き や すさ の 配分 の 、 基 準 。 

その 社会 的 な 仕組 み 。 


統治 機構 。 

生物 の 間 に お ける 、 生 き や す さ の 配分 の 決定 。 

その 局面 に お ける 、 上 位 者 に よる 、 意 思 の 引 徹 可能 性 。 
その 局面 に お ける 、 下位 者 に よる 、 意 思 の 引 徹 不能 性 。 
その 局面 に お ける 、 上 位 者 に よる 、 下 位 者 の 支配 。 
その 社会 的 な 仕組 み 。 

その 社会 的 な 、 上 下方 向 の 積み 重ね 。 


国家 。 

そう し た 統治 機構 が 、 以 下 の 閑 件 を 満た す 形 で 、 成 立 し た も の 。 
// 

互い に 、 一 定 以 上 同質 的 な 、 多 数 の 生物 。 

彼ら の 間 に お いて 、 成 立 し た も の 。 


// 

一 定 の サイ ズ 以 上 で 、 成 立 し た も の 。 
// 

//// 

収支 。 

// 

生き や すさ の 獲得 。 


生物 が 、 そ の 活動 に お いて 費やし た コス ト 。 

生物 が 、 そ の た め に 消費 し た 、 エ ネル ギー の 質 と 量 の 大 き さ 。 
ИИ. 

その 結果 。 

生物 が 、 実 際 に 獲得 し た 、 生 き や す さ の 質 と 量 の 大 き さ 。 

// 


利益 。 / 损失 。 
収支 の プラ ス 。 / 収支 の マイ ナス 。 
収支 の 黒字 。 / 収支 の 赤字 。 


収支 に お ける 、 生 物 の 理想 
利益 の 最大 化 。 損失 の 最小 化 。 


経済 。 

複数 の 生物 に よる 、 生 き や す さ を 確保 する た め の 活 動 。 
複数 の 生物 の 間 に お ける 、 生 き や す さ の 交換 。 
それ ら の 活動 。 


£3 ite, 


生き や すさ の 交換 の た め の 、 ト ー ク ン 。 
複数 の 生物 の 間 に お いて 、 共 通 の 価値 を 持つ 、 ト ー ク ン 。 


協業 。 
複数 の 生物 が 、 生 き や す さ の 確保 の 行為 を 共同 で 行う こと 。 
彼ら が 、 そ うし て 確保 し た 生き や すさ を 、 共同 で 配分 する こと 


分 業 。 
複数 の 生物 が 、 各 自 の 能力 を 最大 限 発 揮 で きる 分 野 に 特 化 する こ 
と 


彼ら が 、 そ の 状態 で 、 生 き や す さ の 確保 の 行為 を 行う こと 。 
彼ら が 、 そ うし て 確保 し た 生き や すさ を 、 以 下 の 内 容 と 、 交 換 す る 


こと 。 
彼ら が 、 自 力 で は 確保 や 調達 が 困難 な 内 容 の 、 生 き や す さ 。 


契约 。 
複数 の 生物 の 間 に お ける 、 生 き や す さ の 配分 や 交換 の 取り決め 。 


//// 


民主 制 。 
複数 の 生物 間 に お ける 、 生 き や す さ の 配分 。 
その あり 方 を 、 以下 の 方 法 で 、 決 め る こと 


男性 優位 社会 の 場合 。 移 動 生活 様式 の 場合 。 
その 生物 社会 に お ける 、 全 て の 生物 に よる 多数 決 。 


女性 優位 社会 の 場合 。 定 住 生活 様式 の 場合 。 
その 生物 社会 に お ける 、 全 て の 生物 に よる 満場 一 致 。 


生き や すさ の 配分 。 


その あり 方 の 決定 に お いて 、 そ こ か ら 排 除 さ れる 者 を 、 出 さ な い こ 
と 。 


//// 


生物 の 理想 

生き 続け る こと 。 

彼ら 自身 の 存在 や 存続 の 度合 い を 、 時 間 的 、 室 間 的 に 、 最 大 化す る 
こと 。 

生き や すい こと 。 


確保 可能 な 、 生 き や す さ の 質 と 量 を 、 最 大 化す る こと 


生物 社会 の 理想 

全て の 生物 が 、 生き 続け る こと が 出来 る こと 

全て の 生物 の 生活 水準 が 、 生き 続け る た め に 、 十 分 で ある こと 。 
全て の 生物 が 、 彼 ら 自 身 の 望 む 、 生 き や す さ の 質 と 量 を 、 確 保 で き 
る こと 。 


複数 の 生物 の 問 に お いて 、 生 き や す さ の 配分 が 、 正 当 に な され る こ 
と 


生き や すさ の 確保 の た め に 費やし た 、 頁 献 。 

生き や すさ を 確保 する 、 能 力 、 

FEDS SORROKOIAP LE, Л. 

FEDS ФФ LIE, В. 

全て の 生物 が 、 そ れ ら に 見 合っ た 質 と 量 の 、 生 き や す さ の 配分 を 受 
ける こと 。 


全て の 生物 が 、 生 き や す さ の 低下 し た 状態 か ら 、 回 復 出 来る こと 。 


生物 の 望む 生き や すさ の 質 と 量 。 
それ ら は 、 生 物 に よっ て 、 異 な る 。 


欲 深 な 生物 。 
生き や すさ の 配分 に お いて 、 大 き な 配 分 を 望む 生物 。 


meaty, 
生き や すさ の 配分 に お いて 、 少 し の 配分 で 満足 する 生物 。 


効率 の 悪い 生物 。 
生物 維持 の た め に 、 多 量 の 生き や すさ を 必要 と する 生物 。 


効率 の 良い 生物 。 
生物 維持 の た め に 、 少 量 の 生き や すさ で 十分 行け る 生物 。 


例 。 
人 間 。 彼 ら は 、 以 下 の 内 容 で ある 。 
往 深 な 生物 。 効 率 の 悪い 生物 。 


生き や すさ を 確保 する 能力 。 


遺伝 的 能力 。 遣 伝 子 。 
文化 的 能力 。 神経 系 に お ける 、 神 経 細胞 の シナ プス の 可 育 性 。 


それ ら 両 者 は 、 外 部 環境 の あり 方 に 依存 する 。 
外部 環境 が 茜 酷 で ある ほど 、 そ うし た 能力 は 、 よ り 磨 か れ 、 よ り 高 
KS. 


例 。 

ユダ ヤ 人 。 

彼ら は 、 確 団 と し た 土地 の 所 有 が 社会 的 に 許さ れ て 来 な か っ た 。 
彼ら の 能力 の 高 さ 。 彼 ら の 社会 的 な 影 線 力 の 大 き さ 。 

//// 


下位 者 に よる 、 上 位 者 に 対す る 、 従 属 。 


それ は 、 以下 の よう に 分 類 さ れる 。 


下位 者 が 、 上 位 者 に 対し て 、 自 発 的 に 、 従 属す る こと 。 
権威 。 


上 位 者 の 持つ 。 そう し た 従属 を 引き 起こ す 、 カ 。 
ВЕ. ЕО <, 


反抗 。 異 議 申 し 立て 。 
下位 者 が 、 上 位 者 に 対し て 、 自 発 的 に は 、 従 属し な いこ と 。 


圧政 。 
上 位 者 が 、 下 位 者 に 対し て 、 従 属 を 、 強 制す る こと 。 


宽容 。 
上 位 者 が 、 下 位 者 に 対し て 、 従 属 を 、 強 制 し な いこ と 。 


独裁 。 
-ADLMEM, FEPTSOMAOMMRE,. BIEHTScCE, 


国家 。 
最上 位 者 を 頂点 と する 、 多 数 の 生物 の 間 に お ける 、 上 下関 係 の 連鎖 
や 積み 重ね 。 


AAA 


зи. RA HF. 
複数 の 生物 の 間 に お ける 、 生 き や す さ の 配分 を 巡る 、 利 害 の 衝突 。 


平和 。 
それ ら の 衝突 が 、 生 物 の 間 に お いて 、 収拾 され る こと 。 そ の 状態 が 
続く こと 。 


秩序 の 発生 。 
その 基本 的 な 内 容 。 
それ は 、 複 数 の 生物 の 間 に お ける 、 半 争 の 中 止 と 、 平 和 の 実現 で あ 


5. 


男性 優位 社会 の 場合 。 移 動 生活 様式 の 場合 。 

Ка LMecCRBATSce, 

下位 者 が そう する こと で 、 彼 ら 自身 の 個 別 の 権限 を 、 上 位 者 へ 
と 、 雪 議 す る こと 。 

例 。 

Ух. HERA 


女性 優位 社会 の 場合 。 定 住 生活 様 式 の 場合 。 

上 位 者 に よる 、 下位 者 の 存在 自体 の 、 丸 呑み 。 
下位 者 が 、 そ の 実現 を 、 上 位 者 に 対し て 、 望 むこ と 。 
例 。 

РЕ. 128%. 


//// 

最上 位 者 の 、 望 まし い 振 る 舞い 。 そ の 理想 形 。 

上 上 位 者 が 、 下 位 者 の た め に 、 尽 くす こと 。 

その 内 容 は 、 現 実に は 、 あ まり 実在 し な い ,。 

その 実現 は 、 現 実に は 、 生 物 の 本 質 か ら は 、 難 し い 。 
例 。 

男性 優位 社会 。 

欧米 諸国 。 キ リス ト 教 に お ける 、 聖 

女性 優位 社会 。 

中 国 。 韓国 。 依 教 に お ける 、 君 子 。 


( 2022 年 2 月 初出 。 ) 


生物 の 感情 と 、 生 き や す さ 。 


生物 に お ける 、 感 情 の 上 昇 。 

それ は 、 生 物 に お ける 、 生 き や す さ の 上 昇 に よっ て 、 起 きる 。 
例 。 

喜び 。 楽 し み 。 


生物 に お ける 、 感 情 の 下降 。 

それ は 、 生 物 に お ける 、 生 き や す さ の 下降 に よっ て 、 起 きる 。 
例 。 

mL, RL, HDD, 


生き や すさ が 上 昇 し や すい 生物 。 
感情 が 上 昇 し や すい 生物 。 
彼ら は 、 陽 気 で ある 。 

彼ら の 価値 観 は 、 プ ラス で ある 。 


生き や すさ が 下降 し や すい 生物 。 
感情 が 下降 し や すい 生物 。 
彼ら は 、 陰 気 で ある 。 

彼ら の 価値 観 は 、 マ イナ ス で ある 。 


生き や すさ の 水準 が 、 急 変 す る こと 。 

環境 が 、 生 物 に 対し て も た ら す 、 和 刺激 。 

その 内 容 が 、 急 変 す る こと 。 

それ ら は 、 生 物 に 、 驚 き の 感 情 を 、 も た ら す 。 
生き や すさ の 水準 が 、 急 降下 する こと 。 

その 可能 性 が 急上昇 する こと 。 

それ は 、 生 物 に 、 恐 怖 の 感情 を 、 も た ら す 。 


生き や すさ の 水準 が 、 低 下 し た まま 、 上 昇 し な いこ と 。 
それ は 、 生 物 に 、 病 気 を も た ら す 。 


生き や すさ の 水準 が 、 高 いま ま 、 低 下 し な いこ と 。 
それ は 、 生 物 に 、 健 康 を も た ら す 。 


生き や すさ の 水準 が 、 安 定 し て いる こと 。 
それ は 、 生 物 に 、 安 心 の 感情 を 、 も た ら す 。 


生き や すさ の 水準 が 、 不 定 で ある こと 。 


それ は 、 生 物 に 、 不 安 の 感情 を 、 も た ら す 。 


ある 生物 に 対し て 、 他 の 生物 や 、 他 の 無機 物 が も た ら す 、 生 き や す 
さ 


その 水準 が 安定 し て いる こと 。 
それ は 、 あ る 生物 に 、 そ れ ら に 対す る 倍 頼 の 感情 を 、 も た ら す 。 


ある 生物 に 対し て 、 他 の 生物 や 、 他 の 無機 物 が も た ら す 、 生 き や す 
さ 


その 水準 が 不定 で ある こと 。 
それ は 、 あ る 生物 に 、 そ れ ら に 対す る 不 倍 の 感情 を 、 も た ら す 。 


( 2022 年 2 月 初出 。 ) 


生物 と 、 生 き や す さ と 、 負 荷 。 


生き や すさ を 確保 する た め の 活 動 。 
それ ら が 、 生 物 に 与 える 、 負 荷 。 


その 水準 が 、 低 いこ と 。 
それ は 、 以下 の 内 容 で ある 。 
楽 で ある こと 。 


その 水準 が 、 高 いこ と 。 
それ は 、 以下 の 内 容 で ある 。 
йе. 疲れ る こと 。 


上 位 者 は 、 下 位 者 に 対し て 、 負 荷 の 高い 活動 を 、 一 方 的 に 、 押 し 付 
ける 。 

上 位 者 は 、 そ の こと で 、 一 方 的 に 、 楽 を する 。 

下位 者 は 、 そ の こと で 、 一 方 的 に 、 苦 し む 。 

下位 者 は 、 そ の こと で 、 一 方 的 に 、 疲 れる 。 


生物 に 対す る 負荷 の 発生 。 
それ が 、 一 定 の 水準 を 超え た 場合 。 


その 生物 は 、 身 体 が 折れ る 。 
その 生物 は 、 身 体 が 傷つく 。 


その 生物 は 、 心 が 折れ る 。 
ФЕ, 5. 


生物 に 対す る 負荷 の 発生 。 

その 度合 い を 、 低 め る こと 。 

それ は 、 身 体 の 傷 や 身体 の 折れ の 治療 に と っ て 、 効 果 的 で ある 。 
それ は 、 夫 病 の 治療 に と っ て 、 効 果 的 で ある 。 


矛盾 。 
互い に 相反 する 内 容 の 負荷 。 
それ ら が 、 同 時 に 、 あ る 生物 に 、 上 与え られ る こと 。 


上 位 者 は 、 下 位 者 に 対し て 、 和 矛盾 し た 内 容 の 活動 を 、 一 方 的 に 、 押 
し 付け る 。 

上 位 者 は 、 そ の こと で 、 一 方 的 に 、 悩 みか ら 解 放さ れる 。 

下位 者 は 、 そ の こと で 、 一 方 的 に 、 悩 む 。 


生物 に 対す る 矛盾 の 発生 。 

それ が 、 一 定 の 水準 を 超え た 場合 。 

その 生物 は 、 心 が 変 に な る 。 

その 生物 は 、 心 が 狂っ 。 

その 生物 は 、 統 合 失 調 症 に な る 。 

生物 に 対す る 矛盾 の 発生 。 

その 度合 い を 、 低 め る こと 。 

それ は 、 統 合 失 調 症 の 治療 に と っ て 、 効 果 的 で ある 。 


( 2022 年 2 月 初出 。 ) 


生物 の 本 質 に 基づい た 、 依 教 に 対す る 考察 。 


ЕЖ. ИЗ, 以下 の 内 容 で ある 。 

女性 優位 社会 に お ける 、 理 想 的 な 社会 規範 。 そ の 内 容 の 分 析 。 
女性 優位 社会 に お ける 、 理 想 的 な 社会 的 上 位 者 。 彼 ら の 社会 的 性 
格 。 そ の 内 容 の 分 析 。 

女性 優位 社会 に お ける 、 理 想 的 な 支配 。 理 想 的 な 専制 支配 。 そ の 内 
容 の 分 析 。 


( 2022 年 2 月 初出 。 ) 


生物 の 本 質 に 基づい た 、 ユ ダ ヤ 教 や キリ スト 
教 や イス ラム 教 に 対す る 考察 。 


ユダ ヤ 教 や キリ スト 教 や イス ラム 教 。 そ れ は 、 以下 の 内 容 で ある 。 
男性 優位 社会 に お ける 、 理 想 的 な 社会 規範 。 そ の 内 容 の 分 析 。 
男性 優位 社会 に お ける 、 理 想 的 な 社会 的 上 位 者 。 絶 対 者 。 唯一 神 。 
彼ら の 社会 的 性 格 。 そ の 内 容 の 分 析 。 

男性 優位 社会 に お ける 、 理 想 的 な 支配 。 理 想 的 な 暴力 支配 。 そ の 内 
容 の 分 析 。 


( 2022 年 2 月 初出 。 ) 


生物 の 本 質 に 基づい た 、 仏 教 に 対す る 考察 。 


人 間 の 一 生 は 、 苦 で ある こと 。 そう し た 思想 。 

その 内 容 は 、 以 下 の (* ) を 前 提 と する と 、 妥 当 で ある 。 

(* ) 生物 が 所 有する 、 本 質 的 な 暗黒 性 。 

人 間 は 、 苦 か ら の 解脱 が 必要 で ある こと 。 一切 の 苦 か ら 解 放さ れ た 
境地 。 悟り の 境地 。 BR. その 理想 化 。 そ うし た 思想 。 

その 内 容 は 、 以 下 の (* ) を 前 提 と する と 、 妥 当 で ある 。 

(*) 生物 に お ける 、 生 き や す さ の 追求 。 そ の 行為 の 、 生 物 に と っ 
て の 、 根 源 的 な 必要 性 。 


輪廻 思想 。 あ る 生物 が 、 別 の 生物 へ と 、 生 まれ 変わ る こと 。 

その 輪廻 の 奈 件 。 前 世に お いて 、 番 行 を 行っ た 生物 。 彼ら は 、 よ り 
上 位 の 生物 へ と 、 生 まれ 変わ る こと 。 前 世に お いて 、 悪 行 を 行っ た 
生物 。 彼 ら は 、 よ り 下 位 の 生物 へ と 、 生 まれ 変わ る こと 。 

その 思想 は 、 以 下 の (* ) を 前 提 と する と 、 全 く 、 上 手 く 説明 で き 
な いり 。 それは 、 大 き な 欠 陥 で ある 。 

(*) 生物 に お ける 、 遺 伝 子 の 存在 。 生物 の 身体 や 精神 は 、 あ る 程 
度 、 先 天 的 に 決定 され て いて 、 不 変 で ある こと 。 

(* 生物 の 身体 や 精神 が 、 死 後 、 無 に 帰す る こと 。 


転生 思想 。 あ る 生物 が 、 そ の 死後 に お いて 、 別 の 世界 へ と 、 転 生 す 
る こと 。 

その 転生 の 共 件 。 前 世に お いて 、 番 行 を 行っ た 生物 。 彼 ら は 、 上 位 
の 良い 世界 へ と 、 移 動 す る こと 。 前 世に お いて 、 悪 行 を 行っ た 生 
物 。 彼 ら は 、 下 位 の 苦し い 世 界 へ と 、 移 動 す る こと 。 
それ ら の 思想 は 、 以 下 の (* ) を 前 提 と する と 、 全 く 、 上 手 く 説明 
で き な い 。 それは 、 大 き な 欠 陥 で ある 。 

(* ) 生物 の 身体 や 精神 が 、 死 後 、 無 に 帰す る こと 。 


( 2022 年 2 月 初出 。 ) 


生物 位 理 。 そ の 内 容 が 目指 すべ き 、 上 真 の 方 向 
Е. 


現行 の 、 了 欧米 諸国 が 先導 する 生物 倫理 。 

その 内 容 の 、 根 本 的 な 破壊 と 、 新 秩序 の 成立 を 、 目 指す こと 
その 効果 的 な 手段 。 

それ は 、 以下 の 内 容 の 実現 で ある 。 

人 間 と 、 他 の 生物 と の 間 に 、 一 線 を 引く こと 。 

その 実現 を 、 不 可能 に する こと 。 

その た め の 効 果 的 な 説明 を 用 意 す る こと 。 

生物 は 、 人 間 に と っ て の 、 上 位 概念 で ある こと 。 

人 間 の 存在 は 、 生 物 の 存在 に よっ て 、 包 含 さ れる こと 。 


人 間 は 、 生 物 の 一 種 で あり 、 生 物 の 一 環 で ある こと 。 
人 間 と 、 他 の 生物 と を 、 区 別 せ ず 、 同 じ 生 物 と し て 、 共 通 に 捉え る 
ご と 。 


生物 の 尊厳 。 

それ は 、 以 下 の 内 容 で ある 。 

生物 を 、 生 き に くく し て は な ら な い 。 
生物 を 、 導 傷 し て は な ら な い 。 
ОНА L TILES 1. 
Flt, НЕ ИСИ. 
自 傷 や 自殺 を し て は な ら な い ,。 


ЕЕ 5, Е, 

生物 に お ける 、 自 傷 や 他 傷 。 

BERT ELMORE. 

ВЕ. 

PICKS, REHFOMAOAL ORL. 


食糧 に 当たる 、 他 の 生物 。 

それ ら の 生物 を 、 毅 傷 す る こと 。 
Ва, КСО, МНС. 
Re OBR. 


ある 生物 に よる 、 他 の 生物 に 対す る 、 搾 取 や 収奪 や 酷使 。 


ある 生物 が 、 彼 自身 を 、 よ り 生 き や す く する た め に 、 他 の 生物 を 、 
より 生き に くく する こと 。 


ある 生物 が 、 彼 自身 を 、 生 き に くさ か ら 解 放す る た め に 、 以下 の よ 
うな 行為 を 実行 する こと 。 

彼 自身 の 生活 に お いて 、 不 摂 生 を する こと 。 

彼 自 身 の 生 物 を 、 奪 うこ と 。 


生物 に よる 、 そ うし た 行為 。 

それ ら の 行為 は 、 生 物 の 尊厳 に 反する 。 

それ ら の 行為 は 、 生 物 の 間 で 、 毎 日 、 当 た り 前 の よう に 、 行 われ て 
いる 。 

それ ら の 行為 は 、 人 々 の 間 で 、 毎 日 、 当 た り 前 の よう に 、 行 われ て 
いる 。 


Е, SBRCBOShOLWERABlic, ЖЕНЫ, БАСЬ 
まっ うっ 。 

生物 は 、 他 の 生物 を 綴 し て 食べ な いと 、 生 き て いけ な い 。 

女性 は 、 男 性 を 酷使 し な いと 、 彼 ら 自 身 が 享受 し て きた 、 快 適 な 温 
室生 活 を 、 保 て な い 。 


生物 は 、 自 他 の 生物 の 尊厳 を 傷つけ な いと 、 生 き て いけ な い 。 
生物 の 尊厳 を 、 過 剰 に 重視 する こと 。 

それ は 、 生 物 に と っ て 、 意味 が 無い 。 

それ は 、 生 物 に と っ て 、 人 飾り物 の 、 役 に 立た な いい 理想 に 過ぎ な い 。 


クロ ー ン 生物 。 

生物 の クロ ー ニ ング 。 

遺伝 的 クロ ー ニ ング 。 

双生児 の 出産 。 

文化 的 クロ ー ニ ング 。 

子供 の 教育 。 

女性 優位 社会 に お ける 、 文 化 的 クロ ー ニ ング の 恒常 的 な 発生 。 
女性 優位 社会 に お ける 、 社 会 的 な 同調 圧力 。 

それ は 、 行 動 面 に お ける クロ ー ニ ング を 、 人々 の 間 に 、 恒 常 
発生 させ る 。 

女性 優位 社会 の 人 々 は 、 文 化 的 クロ ー ニ ング の 行為 を 、 普 通 に 、 社 
会 ルー ル に 合致 し た 形 で 、 日 常 的 に 行っ て いる 。 

自己 複製 。 

クロ ー ニ ング 。 

遺伝 子 の 自己 複製 。 

行動 や 文化 の 、 複 製 。 

それ は 、 生 物 を 、 生 物 た らし め る 行為 で ある 。 

それ は 、 生 物 に と っ て 、 普 通 で あり 、 当 た りり 前 で ある 。 

それ は 、 単 性 生殖 か 、 有 性 生殖 か の 、 違 けれ だ け で ある 。 

それ ら は 、 以 下 の 内 容 で ある 。 

重大 な 病気 へ の 確 患 な ど で 、 結 婚 出 来 な か っ た 、 有 性 生殖 の 生物 。 
彼ら が 、 子 孫 を 残す た め の 、 素 晴らし いい 手段 。 

それ ら は 、 普 遂に 、 社 会 的 に 承認 され る べき で ある 。 


男性 優位 社会 の 思想 。 
絶対 者 に よる 、 生 物 の 創造 。 
絶対 者 に よる 、 生 物 に お ける 生殖 ルー ル の 、 決 定 。 


人 間 は 、 そ の ルー ル に 違反 し て は いけ な いこ と 。 

人 間 は 、 そ の ルー ル を 改変 し て は いけ な いこ と 。 

そう し た 思想 

それ は 、 思 想 的 な 信 向 で ある 。 

その 思想 は 、 女 性 優位 社会 の 人 々 の 心 に は 、 絡 か な い 。 

その 主張 は 、 和 証拠 が 無い 。 

生物 は 、 生 殖 ル ー ル の 、 自 己 決 定 権 を 、 生 まれ な が ら に 、 持 つ 。 
生物 た ち が 、 彼 ら 自 身 の 生 き や す さ を 最大 化す る こと 。 

生物 た ち が 、 そ の 実現 の た め に 、 彼 ら 自 身 の 生 殖 ル ー ル を 、 最 適 化 
する こと 。 

それ ら の 実現 に 対す る 、 生 物 の 権利 。 

その 権利 は 、 大 切 に 保護 され る べき で ある 。 


生物 操作 の 技術 の 、 積 極 的 な 開発 。 

生物 活动 DO 内 容 D、 人 为 的 人 改变 。 

その 推進 に 、 歯 止め が 効か な く な る こと 

それ を 恐れ て 、 技 術 開発 の 門 を 、 勝手 に 閉じ る こと 。 

それ は 、 例 えば 、 以下 の 内 容 で ある 。 

例 。 

高 性 能 の 、 肖 傷 能 力 が 強 す ぎる 、 兵器 を 、 余 り に も 沢山 作っ て し 
まっ た こと 。 

その た め 、 大 規模 な 本 格 的 な 戦争 が で き な く な っ た こと 。 

例 。 

セッ クス 未経験 の 男女 に お ける 、 セ ックス 行為 へ の 恐怖 や 不安 。 


それ は 、 単 に 、 未 知 へ の 恐怖 や 不安 に 過ぎ な い 。 

それ は 、 騰 病 者 の 妄想 で ある 。 

それ は 、 社 会 に 前 進 を も た ら さ な い 。 

それ は 、 社 会 に 停滞 を も た ら す 。 

Enid, ЕОс ВИО. 

例 。 

女性 。 

(Old, SRE. ROBSOSAOABIC. SAUTUIS. 
彼ら は 、 生 殖 に お ける 、 有 既得 権益 者 で ある 。 

彼ら は 、 人 工 子 宮 の 開 発 に 対し て 、 反 対す る 。 


それ は 、 社 会 の 改革 を 、 阻 害する 。 
それ は 、 社 会 的 に 、 有 害 で ある 。 


生物 操作 技術 の 利用 。 

А それ に つい て 、 試 行 錯誤 し て 、 チ ャ レン ジ す る こと 。 
の 姿勢 が 、 以下 の 内 容 の 実現 に と っ て 、 大 切 で ある 。 

в. 前 進 。 

その 実現 。 

それ は 、 人 間 ば か り で な く 、 他 の 生物 に と っ て も 、 有 意義 で ある 。 

と に か く 、 色 々 、 ト ライ し て みる こと 。 

その こと が 、 大 切 で ある 。 

私 は 、 そ の 門 を 、 開 きた い 。 


( 2022 年 2 月 初出 。 ) 


生物 と 、 地 球 温暖 化 。 


地球 温暖 化 の 防止 。 その キャ ン ペ ー ン の 、 激 化 。 

地球 温暖 化 で 困る の は 、 冷 涼 な 気候 の 下 で 暮らし て きた 生物 だ け で 
ある 。 

地球 温暖 化 は 、 熱 帯 地域 で 暮らし て きた 生物 の 、 府 力 拡大 を も た ら 


可. 
それ は 、 熱 帯 地 域 の 生物 に と っ て は 、 良 いこ と で ある 。 
熱帯 地域 の 生物 は 、 地 球 温 暖 化 を 、 積 極 的 に 推進 する だ ろう ろう 。 


( 2022 年 2 月 初出 。 ) 


無能 な 生物 と 、 外 部 社会 。 


生物 や 人 間 の 社会 に お いて 。 

ある 生物 や 人 間 が 、 無 能 な 状態 で 、 社 会 に 出 た 場合 。 

そう し た 生物 や 人 間 に は 、 ひ た すら 、 虐 待 と 搾取 が 待っ て いる 。 
病気 の せい で 、 す っ か り リ 無 能 な 状態 が 続い て いる 、 生 物 や 人 間 。 


女性 優位 社会 。 定住 生活 様 = 


彼ら は 、 当 分 は 、 以下 の よう な 存在 に な る こと を 、 目 指 さ ざ る を 得 
な い 。 
社会 に 出 ず に 、 引 きこ も り 生 活 を 送る 者 。 


男性 優位 社会 。 移動 生活 様式 。 

彼ら は 、 当 分 は 、 以下 の よう な 存在 に な る こと を 、 目 指 さ ざ る を 得 
な い 。 

社会 的 交际 在 避 付 如、 孤独 芯 音 独行 动 者 。 


( 2022 年 2 月 初出 。 ) 


社会 的 存在 と し て の 、 生 物 。 


生物 は 、 以 下 の 行 動 を 、 本 質 的 に 、 指 向 す る 。 
自己 複製 。 自己 増 殖 。 

単独 性 を 、 指 向 し な いこ と 。 

単独 で は 、 存 続 し な いこ と 。 

生物 は 、 そ の 原初 や 原点 に お いて 、 本 質 的 に 、 社 会 的 存在 で ある 。 
生物 は 、 社 会 か ら 逃 げ る こと が 、 本 質 的 に 、 困 難 で ある 。 

生物 は 、 そ の 原初 や 原点 に お いて 、 本 質 的 に 、 社 会 的 上 下関 係 を 、 
#895. 

生物 は 、 社 会 的 上 下関 係 か ら 逃 げ る こと が 、 本 質 的 に 、 困 難 で あ 
る 。 


生物 が 、 社 会 的 上 下関 係 か ら 、 解 放さ れる 方 法 。 
社会 的 同位 者 に な る こと 。 同 質 者 。 社 会 的 分 業 関係 の 異質 者 。 
期間 限定 で 、 社 会 か ら 脱 出し て 、 単 独 行動 者 に な る こと 。 


( 2022 年 2 月 初出 。 ) 


生物 に お ける 、 同 質 性 と 異質 性 の 確保 。 


同質 者 。 

同士 。 仲 間 。 

それ ら は 、 生 物 に 対し て 、 以下 の よ うな 感覚 を 生み 出す 。 
自己 拡張 。 


生物 に お ける 、 同 質 性 の 確保 。 

生物 が 、 社 会 の 中 で 、 同 質 者 を 増やす こと 。 
例 。 

mA, Bia. 広告 。 営業 。 

それ ら は 、 生 物 に と っ て 、 以 下 の 内 容 で ある 。 
自己 増殖 。 自 己 複製 。 

それ ら は 、 和 生物 の 本 質 で ある 。 

それ ら は 、 生 物 に と っ て 、 根 本 的 に 望ま し い 。 


それ は 、 以下 の 内 容 と 、 同 等 で ある 。 
彼ら 自身 の 文化 的 クロ ー ン を 、 増 や すこ と 。 
彼ら 自身 の 文化 的 子 指 を 、 増 や すこ と 。 


そう し た 生物 。 

彼ら は 、 気 分 が 上 昇 す る 。 
彼ら は 、 気 持ち が 大 きく な る 。 
彼ら は 、 安 心 す る 。 
彼ら は 、 明 る く な る 。 


同質 者 は 、 以 下 の よ うに 、 分 類 さ れる 。 

// 

遺伝 的 同質 者 。 例 。 ク ロー ン 。 MT. 

文化 的 同質 者 。 例 。 同 調 者 。 同 期 者 。 類 似 者 。 同 じ 目 的 を 持つ 者 。 
共有 者 。 

上 下関 係 に お ける 同質 者 。 例 。 上位 者 同士 。 以下 の よう な 行動 を 行 
う 者 。 上 流 の 血統 の 維持 。 上 流 文化 の 維持 。 

// 


純粋 性 。 純 血性 。 そ れ ら の 確保 。 

一 体 性 。 融 合 性 。 調 和 。 そ れ ら の 確保 。 
それ は 、 以下 の 内 容 で ある 。 

強い 同質 性 。 そ の 確保 と 、 維 持 。 

それ は 、 排 他 性 を 、 生 み 出 す 。 

それ は 、 異 質 性 の 拝 除 を 、 生 み 出 す 。 

それ は 、 異 質 者 に 対す る 差別 を 、 生 み 出 す 。 


上 位 者 と 同質 な 下位 者 は 、 上 位 者 と 異質 な 下位 者 より も 、 よ り 良 好 
な 水準 の 扱い を 、 上 位 者 か ら 、 受 ける 。 
上 位 者 と 異質 な 下位 者 は 、 上 位 者 と 同質 な 下位 者 より も 、 よ り 劣 悪 
な 水準 の 扱い を 、 上 位 者 か ら 、 受 ける 。 


雑種 性 。 多様 性 。 

それ は 、 以下 の 内 容 で ある 。 

異質 性 の 混入 。 

自己 複製 の 不 完全 性 。 

自己 増殖 の 不 完全 性 。 

それ は 、 生 物 に と っ て 、 和 評価 が 低い 。 

し か し 、 そ れ は 、 生 物 に 、 以 下 の 能 力 を 、 新 た に 、 も た ら す 。 
多様 に 変転 する 環境 。 

その 中 で 、 和 生き抜く 能力 。 

それ は 、 生 物 に と っ て 、 本 質 的 に 、 番 で ある 。 

生物 は 、 生 殖 に お いて 、 そ れ を 、 自 動 的 に 、 実 現す る 。 
それ は 、 以 下 の 内 容 で ある 。 

有 性 生殖 。 


ライ バル 。 

それ は 、 以下 の 内 容 で ある 。 

互い に 協力 し な い 、 同 質 者 。 

互い に 、 同 じ 権 益 獲 得 の 獲得 を 目指 す 、 同 質 者 。 
ある 生物 に と っ て 、 ネ ガ テ ィ プ な 、 同 質 者 。 


包含 する 者 。 上位 互 換 者 。 
彼ら は 、 同 質 者 の 間 に お ける 、 上 位 者 で ある 。 


民族 。 

それ は 、 以下 の 内 容 で ある 。 

遺伝 的 同質 性 と 、 文 化 的 同質 性 と の 、 両 方 の 掛け 合わ せ 。 
その こと に よっ て 、 同 質 者 同士 が 、 集 合 し た も の 。 


种 。 品 种 。 血 统 。 血 绿 。 
それ は 、 以下 の 内 容 で ある 。 
遺伝 的 同質 性 に よっ て 、 同 質 者 同士 が 、 集 合 し た も の 。 


同位 者 。 

それ は 、 以下 の 内 容 で ある 。 

時 間 的 に 、 室 間 的 に 、 同 じ 立 ち 位 置 を 、 所 有する 者 。 

同期 者 。 同 郷 者 。 同 一 水準 の 者 。 同 一 の 評価 を 持つ 者 。 同 一 の 資格 
を 持つ 者 。 


生物 は 、 同 質 者 に 対す る 協力 を 、 異 質 者 に 対す る 協力 より も 、 優 先 


生物 は 、 異 質 者 に 対す る 搾取 や 虐待 を 、 同 質 者 に 対す る 搾取 や 虐待 

より も 、 優 先 す る 。 

生物 は 、 生 存 維持 に お ける 余裕 が 無く な っ た 場合 、 同 質 者 に 対し て 

も 、 搾 取 や 虐待 を 、 止 が を 得 ず 、 行 う 。 

ER RE RR 
る 。 

生物 は 、 生 存 維持 に お ける 余裕 が 無く な っ た 場合 、 同 質 者 も 、 止 む 

#159. TRAUMAS S. 

生物 は 、 同 質 者 が ライ バル と 化し た 場合 、 同 質 者 も 、 止 が を 得 ず 、 

НО 5. 
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生物 の 生存 維持 に お ける 、 優 先 性 。 


生物 の 生存 維持 に お ける 、 優 先 性 。 

同質 者 が 、 異 質 者 より も 、 優 先 さ れる こと 。 

貴重 性 の ある 存在 が 、 足 重 性 の 無い 存在 より も 、 優 先 さ れる こと 。 
女性 が 、 男 性 より も 、 優 先 さ れる こと 。 

将来 性 の ある 存在 が 、 和 将来 性 の 無い 存在 より も 、 優 先 さ れる こと 。 
子供 が 、 親 より も 、 優 先 さ れる こと 。 

上 位 者 が 、 下 位 者 より も 、 優 先 さ れる こと 。 


( 2022 年 2 月 初出 。 ) 


ASH Ки, SWORE. 


下位 者 は 、 ほ と ん どの 場合 、 純 然 た る 下位 者 で は 無い 。 

下位 者 の 中 に お ける 、 指 導 者 や 中 心 者 。 

彼ら は 、 相 対 的 に 上 位 者 で ある 。 

下位 者 た ちの 中 に お いて 、 更 に 、 相 対 的 な 上 位 者 と 、 相 対 的 な 下位 
者 が 存在 する 。 

相対 的 な 上 位 者 は 、 相 対 的 な 下位 者 を 、 虐 待 し 、 搾 取 す る 。 
下位 者 は 、 以 下 の 内 容 を 、 盛 ん に 主張 する 。 

"我々 は 、 社 会 的 に 虐待 され 、 搾 取 さ れ て いる 。" 

し か し 、 彼 ら も 、 以下 の よう な 者 を 、 平 然 と 、 虐 待 し 、 搾 取 し て い 
る 。 

現在 、 彼 ら 自 身 よ り も 、 よ り 下 位 者 に 相当 する 者 。 

彼ら の 地位 が 少し で も 上 昇 し た 場合 。 

彼ら は 、 程 無く 、 新 た な 下位 者 に 対す る 虐待 と 搾取 を 、 平 然 と 、 開 
始 す る 。 

彼ら は 、 上 位 者 と 同様 の 原 沸 を 、 持 つ 。 

生物 の 原 唱 か ら 逃 れ ら れる 者 は 、 府 も 存在 し な い 。 


( 2022 年 2 月 初出 。 ) 


SMe, Ba PRE, 


革命 。 

それ は 、 以 下 の 内 容 で ある 。 
上 位 者 O 一 操 。 

それ は 、 以下 の 内 容 で ある 。 
// 

有 能 者 O 一 操 。 
既得 椎 益 者 O 一 操 。 

// 


それ は 、 新 た な 上 位 者 を 、 再 び 生 み 出 す だ け で ある 。 
社会 的 上 下関 係 は 、 再 び 、 新 た に 、 確 定 す る 。 
そこ で は 、 新 た な 上 位 者 に よる 、 新 た な 下位 者 へ の 虐待 と 搾取 が 、 


新た に 、 常 態 化 する 。 
その た め 、 革 命 は 、 一 回 だ け で な く 、 複 数 回 、 定 期 的 に 、 繰 り 返 し 
行わ れる 必要 が ある 。 


革命 は 、 既 存 の 共産 主義 の 理論 で は 、 一 回 し か 不可 能 で ある 。 
それ は 、 理 論 的 欠陥 で ある 。 


革命 が も た ら す 、 社 会 の 急激 な 初期 化 。 そ の 北 害 。 
それ は 、 以 下 の 内 容 で ある 。 

// 

有 能 者 O 一 操 。 

それ は 、 社 会 を 、 無 能 者 だ ら け に する 。 

それ は 、 社 会 の 品質 の 悪化 に つなが る 。 


// 

新た な 最上 位 者 の 地位 を 巡る 、 新 た な 上 位 者 同士 の 内 部 抗争 。 そ の 
激化 。 

それ は 、 社 会 の 運営 を 、 混 乱 さ せ 、 揮 化 さ せる 。 

それ は 、 社 会 の 品質 の 悪化 に つなが る 。 

// 


それ ら の 防止 。 

社会 的 上 下 移動 の 自由 化 。 

社会 的 上 下 移 動 に お ける 、 流 動 性 の 確保 。 

社会 的 上 下 移動 の 通路 や 配管 。 

その 拡張 。 

その 手段 の ーー つが 、 民 主 制 で ある 。 

民主 政 の 社会 。 

社会 的 上 位 者 は 、 そ の 通路 や 配 念 を 、 上 か ら 庄 ま ら せよ うと し て 、 
必死 に な る 。 

社会 的 下位 者 は 、 そ の 通路 や 配 念 を 、 下 か ら 拡 張 し よう と し て 、 必 
死に な る 。 


社会 的 上 下 移動 。 そ の 流動 性 の 確保 。 そ の 自由 化 。 そ の た め の 通 路 
PEEO. 2. 

それ は 、 以 下 の よ うな 社会 で は 、 根 本 的 に 、 嫌 われ る 。 

移動 その も の を 嫌う 社会 。 定住 生活 様式 。 女 性 優位 社会 。 

そこ で は 、 上 下関 係 が 、 流 動 化 が 困難 で 、 固 定 化 する 。 

そこ で は 、 下 位 者 の 不満 が 、 逃 げ 場 が 無い た め 、 蓄 積 し 、 爆 発 す 


る 。 
その た め 、 定 住 生 活 様式 や 女性 優位 社会 で は 、 革 命 が 、 根 本 的 に 、 


発生 し や すい 。 


移動 生活 様式 や 、 男 性 優位 社会 で は 、 革 命 は 、 相 対 的 に 発生 し に く 
i 

それ ら の 社会 に お いて も 、 革 命 が 起 きる 。 

それ は 、 以下 の 場合 で あぁ る 。 

有効 な 社会 的 上 下 移 動 が 、 実 質 的 に 不可 能 に な っ た 場合 。 

移動 生活 様式 や 、 男 性 優位 社会 。 

そこ で は 、 以下 の よう な 状況 が 、 発 生 し や すい 。 

機会 の 平等 が も た ら す 、 自 由 競 争 。 

その 場 に お ける 、 成 功 者 。 

社会 的 上 下 移 動 の 自由 性 。 そ の 利点 を 、 最 大 限 に 享受 し た 者 。 
新た な 富裕 層 。 既得 権益 の 新た な 所 有 者 。 

そう し た 、 富 裕 層 の 、 茎 得 権益 の 所 有 者 た ち 。 

彼ら は 、 豊 富 な 物量 作戦 を 用 いて 、 高 額 な 教育 費用 を 投じ て 、 以下 
の 行為 を 、 実行 する 。 

彼ら 自身 の 無能 な 子 随 を 、 あ る 程度 、 有 人 能 者 に 、 無 理 矢 理 、 仕 立て 
上 げ る こと 。 

し か し 、 教 育 効果 は 、 本 来 、 有 人 能 な 下位 者 の 子 随 に 挟 え た ほう が 、 
社会 的 に 、 よ り 高 く 得 られ や すい 。 

その 方 が 、 社 会 の 品質 は 、 よ り 高 まる 。 

富裕 層 の 茎 得 権益 の 所 有 者 た ち 。 

彼ら は 、 彼 ら 自 身 の 既 得 権益 の 力 に よっ て 、 以 下 の 行 為 を 実行 す 
る 。 

彼ら 自身 の 無能 な 子 随 へ と 、 高 等 教育 の 機会 を 、 独 占 さ せる こと 。 
彼ら 自身 の 無能 な 子 了 拓 へ と 、 上 約 の 職業 へ の 就職 の 機会 を 、 独 占 さ 
せる こと 。 

彼ら は 、 そ の こと で 、 社 会 の 品質 を 、 故 意 に 代 下さ せ て いる 。 
それ は 、 社 会 的 な 害悪 で ある 。 

彼ら は 、 社 会 に お ける 高等 教育 の 費用 を 、 高 騰 さ せる 。 

彼ら は 、 社 会 に お ける 、 上 級 の 職業 へ の 就職 に 必要 な 費用 を 、 高 騰 
させ る 。 

彼ら は 、 そ の こと で 、 以下 の 内 容 を 、 経 済 的 に 不可 能 に させ る 。 
下位 者 に よる 、 高 等 教育 の 費用 の 支払 い 。 

下位 者 に よる 、 上 約 の 職業 へ の 就職 。 

彼ら は 、 下 位 者 の 有人 能 な 子 拓 を 、 教 育 の 機会 か ら 、 強引 に 締め 出 
す 。 
彼ら は 、 下 位 者 を 、 社 会 的 に 上 昇 出来 な いよ うに する 。 

その こと で 、 彼 ら は 、 上 位 者 の 立場 を 、 後 世 の 子 拓 へ と 、 振 他 的 
|<. 独占 的 に 、 継 承 す る 。 


その 結果 。 

社会 的 上 下 移動 の 通路 。 

それ は 、 表 面 的 に は 開い て いる が 、 実 質 的 に は 、 閉 じ ら れ た まま と 
な る 。 

そこ で は 、 社 会 的 上 下関 係 が 、 流 動 性 を すっ か リ り 失 い 、 固 定 化 す 
る 


そこ で は 、 下 位 者 の 不満 が 、 逃 げ 場 が 無い た め 、 蓄 積 し 、 爆 発 す 
る 


その 結果 、 革 命 が 、 起 きる 。 
例 。 
近い 将来 の アメ リカ 社会 。 
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生物 と 、 有 能 性 。 


有 能 性 。 

それ が 発揮 され た 、 成 果物 。 製品 。 演 技 。 
それ を 発揮 する 、 生 物 。 RIA. 演技 者 。 有人 能 者 。 
それ ら は 、 生 き や す さ を 、 向 上 させ る 。 
ENS5Ik, EMMITT, RBRESASB. 
ПБ, H¥lckot. в< И. 
それ ら は 、 生 物 の 社会 の 品質 を 向上 させ る 。 


無能 性 。 

それ が 発揮 され た 、 成 果物 。 Rin. HR 
それ を 発揮 する 、 生 物 。 RIA. 演技 者 。 無 能 者 。 
それ ら は 、 生 き や す さ を 、 低 下さ せる 。 
それ ら は 、 生 物 に 対し て 、 不 快感 を 与え る 。 
ПБ, Mick. < ИИ, 
それ ら は 、 生 物 の 社会 の 品質 を 低下 させ る 。 


女性 優位 社会 に お ける 、 有 能 者 。 
定住 生活 様式 に お ける 、 有 能 者 。 


彼ら は 、 以 下 の 能 力 の 持ち 主 で ある 。 
// 

連れ 立っ て 行動 する 、 能 力 。 

調和 を 生成 し 、 維 持 す る 、 能 力 。 
前 例 を 、 丸 呑み し て 習得 する 、 能 力 。 
// 


男性 優位 社会 に お ける 、 有 能 者 。 

移動 生活 様式 に お ける 、 有 能 者 。 

彼ら は 、 以 下 の 能 力 の 持ち 主 で ある 。 

// 

独立 的 な 個人 行動 を 行う 、 能 力 。 

攻撃 的 な チャ レン ジ を 行う 、 能 力 。 

未知 の 領域 に お いて 、 最 終 的 に 成功 する 、 能 力 。 
// 


( 2022 年 2 月 初出 。 ) 


生物 と 、 評 価 。 


評価 。 

それ は 、 以 下 の 内 容 で ある 。 
// 

ある 生物 。 


彼 自 身 の 、 環 境 適 応 に お ける 、 有 利 不利 。 

その 度合 い に つ いて の 、 情 報 の 把 据 。 

彼 自 身 の 立 ち 位置 の 、 上 下方 向 に お ける 、 測 定 結果 。 
その 値 に つい て の 、 他 の 生物 と の 、 相 対 的 な 比較 。 

それ ら に つい て の 、 フ ィ ー ド バッ ク さ れ た 、 結 果 の 情報 。 
// 


АШОТ. 


彼 自 身 が 起こ し た 、 行 動 。 そ の 結果 の 、 良 し 悪し 。 
彼 自 身 が 質 か れ て いる 、 環 境 。 そ の 状況 の 、 良 し 悪し 。 
// 


評価 の 行動 。 
例 。 
Нл. ЖЕ. AHR. 批評 。 


相対 評価 。 

それ が 成立 する た め の 前 提 箇 件 。 

比較 対象 が 、 存 在 す る こと 。 

比較 対象 は 、 他 の 生物 が 、 同 時 に 存在 する 場合 、 必 ず 存 在 す る こ 
と 。 

比較 対象 は 、 社 会 に お いて 、 必 ず 存 在 す る こと 。 

相対 評価 は 、 社 会 に お いて 、 必 ず 、 付 き 物 で ある 。 

相対 評 価 は 、 生 物 に お いて 、 必 ず 、 付 き 物 で ある 。 


AMMO, ЕЕ. 

SB Lf, сс, BODSOMM, thes OFF 
価 。 

送信 し た 、 評 価 に つい て の 情報 。 自 己 に 対す る 本 価 。 他 者 に 対す る 
РА. 


評価 反応 。 評 価 情報 の フィ ー ド バッ ク 。 

それ は 、 生 物 に と っ て 、 必 須 の 情報 で ある 。 

それ ら が 、 和 存在 する こと 。 

それ ら が 、 受 倍 可 能 で ある こと 。 

それ は 、 生 物 に と っ て 、 彼 自身 が 生き て いく 上 で 、 必 須 の 閑 件 で あ 
る 。 


АИ, 受信 出来 な いり 場合 。 

生物 は 、 以 下 の 内 容 が 、 分 か ら な く な る 。 

彼 自 身 の 、 環 境 に お ける 、 周 囲 の 状況 。 

80, +=сФ95, WSs, 

生物 は 、 以 下 の 内 容 の 実行 が 、 不 可能 に な る 。 

彼 自 身 の 、 環 境 適 応 に お ける 、 有 利 不 利 。 そ れ に つい て の 、 情 報 。 
その 把 据 。 

その 結果 。 


生物 は 、 と て も 、 不 安 に な る 。 
生物 は 、 気 が 狂い そう に な る 。 


生物 は 、 本 質 的 に 、 評 価 を 、 と て も 欲し が る 。 
生物 は 、 評 価 無し で は 、 生 き て いけ な い 。 


Sint, AAA. REGIME, СОСО. 
生物 は 、 良 好 な 評価 無し で は 、 生 き て いけ な い 。 


評価 を 行う 者 。 


当事者 。 / 第 三 者 。 
// 


aOR. 


当事者 。 / 第 三 者 。 


// 
АИ 5, 
// 


良好 な 評価 。 プラ ス の 評価 。 

彼 自 身 を 取り 巻く 状況 が 、 有 利 で ある こと 。 有利 性 の 確認 。 そ れ に 
つい て の 、 情 報 。 

彼 自 身 の 立 ち 位 置 が 、 上 位 で ある こと 。 上位 性 の 確認 。 そ れ に つい 


TO, Е. 

彼 自 身 が 、 生 き や す く な っ て いる こと 。 生 き や す さ の 確認 。 そ れ に 
つい て の 、 情 報 。 

// 

ARGH, 悪い 評価 。 マ イナ ス の 評価 。 

彼 自 身 を 取り 巻く 状況 が 、 不 利 で ある こと 。 不利 性 の 確認 。 そ れ に 
つい て の 、 情 報 。 

彼 自 身 の 立 ち 位 置 が 、 下 位 で ある こと 。 下位 性 の 確認 。 そ れ に つい 
て の 、 情 報 。 

彼 自 身 が 、 生 き に くく な っ て いる こと 。 生き に くさ の 確認 。 そ れ に 
つい て の 、 情 報 。 

// 


afi, СФО, 
//// 
新規 で ある こと 。 初 回 で ある こと 。 / 二 回 目 以 降 で ある こと 。 


一 回 目 以降 の 場合 。 
変化 が ある こと 。 / 変化 が 無い こと 。 現状 維持 。 


変化 あり の 場合 。 
上 昇 。 / 下降 。 


Ш. ФИФ, 


BE / 否定 。 

受容 。 / 拒絶 。 

好む こと 。 / 嫌う こと 。 

共感 。 / 非 共感 や 、 無 視 や 、 無 関心 。 
同意 。 / 異議 申し 立て 。 

MES PER, / 批判 包 非 亲 。 

従順 。 / ЖЖ. 

Яж. / Е. 

勝ち 。 / 負け 。 


それ ら は 、 以下 の 内 容 へ と 、 収 薄 す る 。 


有人 能 性 の 獲得 。 / 有 能 性 の 喪失 。 
権益 の 獲得 。 / 権益 の 喪失 。 


= ИТФИЯЛе, WATS. 
生き や すさ の 獲得 。 /LEPT SORE, 


それ ら は 、 生 物 に 対し て 、 以 下 の 感 覚 を 、 も た ら す 。 
快感 。/ 不快 感 。 


本 価 が 上 が っ た 場合 。 
Bic と 。 陽気 に な る こと 。 


A Mee ln 
悲し むこ 。 HOCK ce, 落ち 込む こと 。 


MN 
安心 する こと 


評価 が いっ た ん 下がっ た 後 、 再 び 、 上 昇 し た 場合 。 
傷 が 韻 や され る こと 。 上 回復 する こと 。 


評価 が 上 が る 可能 性 が ある 場合 。 
期待 する こと 


ЕРШ RA’ S =] ВЕН Sina. 
不安 に な る こと 。 


評価 の 受容 。 

評価 が 上 が る こと 。 

生き や すさ の 向上 に つい て の 、 情 報 
それ は 、 生 物 に と っ て 、 受 容 し や すい 。 


評価 が 下がる こと 。 

生き や すさ の 下降 に つい て の 、 情 報 。 
それ は 、 生 物 に と っ て 、 受 容 し に くい 。 
//// 


評価 の 変動 。 そ の 要因 。 
ある 生物 。 


彼 自身 が 取っ た 、 行 動 。 そ の 結果 。 
成功 。 / 失敗 。 


aM CxS 5178). 

それ は 、 以 下 の 内 容 で ある 。 
返礼 。 

ый. 


彼 自 身 の 評 価 。 そ れ を 上 げた 他 者 。 そ の 他 者 に 対す る 行動 。 
その 他 者 の 、 生 き や す さ 。 それ を 、 故意 に 、 上 昇 さ せる こと 。 
例 。 

感謝 。 利 益 の 積極 的 な 融通 。 


彼 自 身 の 評価 。 そ れ を 下げ た 他 者 。 そ の 他 者 に 対す る 行動 。 
その 他 者 の 、 生 き や す さ 。 それ を 、 故意 に 、 下 降 さ せる こと 。 
例 。 

反撃 。 報復 。 復 讐 。 返り 討ち 。 

それ ら は 、 以下 の 内 容 で ある 。 

о Е 

呪い 。 

悪口 を 言う こと 。 

悪い 噂 を 流す こと 。 

度 魔 する こと 。 足 を 引っ 張る こと 

а 


上 位 者 に 対す る 評価 。 
本 価 者 が 、 自 己 保身 を し た い 場 合 。 例 。 評 価 者 が 、 女 性 の 場合 。 
それ は 、 故意 に 、 良好 に な る 。 


評価 が 行わ れる 状況 。 

// 

公開 。 他 者 の 見 て いる と ころ 。 開放 性 。 / AEA. BOR TE 
いと ころ 。 機 密 性 。 

// 

良好 な 環境 。 / 不良 な 環境 。 

BANC, / 劣悪 な 環境 。 

プラ ス の 環境 。 / マイ ナス の 環境 。 


温室 环境 。 / 苦 酷 な 環境 。 
上 位 の 環境 。 / 下位 の 環境 。 
有利 な 環境 。 / 不利 な 環境 。 
И. 


ВВ, 

それ は 、 以下 の 内 容 で ある 。 

// 

自己 存続 。 自己 保身 。 自 己 拡 大 。 自 己 増殖 。 
それ ら は 、 生 物 の 本 質 的 な 行動 で ある 。 
それ ら の 、 有 効 化 と 、 無 効 化 。 

それ ら の 、 促 進 と 抑制 。 そ の 新た な 必要 性 。 
それ ら を 確定 する 、 外 部 情報 。 

// 


それ は 、 以 下 の 内 容 で ある 。 

// 

生物 に と っ て 、 最 も 重要 な 、 情 報 。 
// 


評価 に 対し て 、 生 起す る 感情 。 
それ は 、 以 下 の 内 容 で ある 。 


// 
生物 に と っ て 、 最 も 基本 的 な 、 感 情 。 
// 


評価 の 公正 性 。 評 価 の 客観 性 。 

それ ら の 確保 。 

それ は 、 生 物 に と っ て 、 本 質 的 に 、 難 し い 。 

その 理由 。 

生き や すさ の 向上 。 そ の 私 的 な 追求 。 

私利 私欲 。 

生物 毎 の 、 生 物 維持 に お ける 、 独 立 性 。 
生物 に お いて 、 そ れ ら の 度合 い が 、 と て も 強い こと 。 


( 2022 年 2 月 初出 。 ) 


FMC. REPAH. 


ある 生物 。 
彼 自 身 の 取 っ た 行動 。 
その 成功 と 失敗 。 


彼 自身 の 立ち 位 買 。 
その 上 昇 と 下降 。 
それ ら の 内 容 に つい て の 、 振 り 返 り 。 


RA SPUBDNTINS, Aik. 
その 、 正 確 な 把握 。 


その 実現 に と っ て 、 必 要 な 行動 。 
行動 の 一 時 停止 。 

静止 。 

М, ИЯ, 


その 実現 に と っ て 、 必 要 な 態度 。 
В S 0 

感情 か ら の 解放 。 

客観 性 。 

仿 晤 性 。 


( 2022 年 2 月 初出 。 ) 


生物 と 、 攻 撃 や 防御 。 


生き や すさ の 増大 を 図る こと 。 
生き や すさ の 減少 の 回 避 を 図る こと 。 
それ ら は 、 和 生物 に と っ て 、 基 本 的 な 欲求 で ある 。 


ЕЙ ФЕЯ Ес, BR PHEICRSFE, 


敵 。 ライバル 。 
そう し た 、 無 機 物 。 
そう し た 、 他 の 生物 。 


Ke, 

Enb5e, ARINC. MMULEKSETSTCE, 
防御 。 

それ ら か ら 、 彼 自身 の 心身 を 、 守 ろう と する こと 。 
反撃 。 

それ ら に よる 攻撃 に 対し て 、 返 し の 攻撃 を する こと 。 
妥协 。 


それ ら と 、 何 と か し て 、 共 存 し よう と する こと 。 


物理 的 な 、 攻 撃 と 防御 。 

例 。 

それ ら へ の 爆撃 を 行う こと 。 
ИИ, ЕЕ) с. 


精神 的 な 、 攻 撃 と 防御 。 

例 。 

それ ら に つい て 、 悪 い 噂 を 流す こと 。 
それ に 対し て 、 耳 を 寒 ぐ こと 。 


攻撃 と 防御 。 
それ ら に 、 必 要 な も の 。 
武器 。 Ize. 


物理 的 な 武器 や 武義 。 
例 。 刀 剣 。 ミ サイ ル 。 


精神 的 な 武器 や 武義 。 
例 。 理 論 武 義 。 


武装 へ の 対応 を 、 外 部 か ら 、 強 制 的 に 、 丸 投げ され る こと 。 
武装 を 、 彼 ら 自 身 で 、 積 極 的 に 行う こと 。 

その こと で 、 彼 ら 自 身 は 、 攻 撃 に よっ て 、 傷 つき に くい こと 。 
そう し た 生物 。 

例 。 男 性 。 


武装 を 、 彼 ら 自 身 の 外 部 へ と 、 丸 投げ する こと 

武装 を 、 彼 ら 自 身 で は 、 民 ける こと 。 

その こと で 、 彼 ら の 内 部 に お ける 調和 を 、 図 る こと 。 

その こと で 、 以下 の 内 容 を 、 維 持 す る こと 。 

彼ら の 内 部 に お ける 、 高 い 水 準 の 生き や すさ 。 そう し た 、 快適 な 現 
状 。 

その こと で 、 彼 ら 自 身 は 、 攻 撃 に よっ て 、 和 容易 に 傷つく こと 。 
その こと で 、 彼 ら 自 身 は 、 精 神 的 に 、 容 易 に 、 取 り 乱 し 、 逆 上 する 
Es 

その こと で 、 彼 ら 自 身 は 、 精 神 的 な 、 傷 の 癒 や し を 、 絢 え ず 求め る 
こと 。 

そう し た 生物 。 

例 。 女 性 。 温 室 集団 に お ける 、 生物 た ち 


( 2022 年 2 月 初出 。 ) 


生物 と 種 。 


有 性 生殖 の 場合 。 
遺伝 的 な 同質 性 。 
それ が 確保 され た 生物 同士 の み が 、 以下 の 内 容 を 、 実 現 出来 る こ 


と 。 
配偶 者 の 関係 を 作っ て 、 共 同 の 遺伝 的 子 擬 を 残す こと 
そう し た 仕組 み 。 


現状 の 進化 論 の 、 徹 底 的 な 破壊 
種 の 起源 に つい て の 、 今 まで と は 全く 違う 、 新 た な 説明 を 考え る こ 
ee 


その た め に は 、 種 の 分 化 の 説明 が 出来 れ ば 、 そ れ で 十分 で ある こ 


о 


種 の 分 化 。 
それ は 、 遺 伝 子 の 自己 複製 時 の エラ ー の 発生 に よる 突然 変異 の み 


<, GHATS 3. 
それ 以外 の 特別 な 仕組 み は 、 生 物 に は 、 特 に 存在 し な い 。 


種 の 分 化 。 

それ は 、 意 図 的 で は 無い 。 

それ は 、 全 て 偶然 で あり 、 全 自動 的 で あり 、 機 械 的 で あぁ る 。 

種 の 系 統 の 先端 部 分 の 種 。 

それ ら の 内 部 に お いて は 、 大 きく 変動 する 環境 の 下 で 、 偶 然 に 、 遺 
伝 子 の 自己 複製 の エラ ー が 、 続 いて 起き て いる だ け で ある 。 

それ ら は 、 和 生物 と し て は 、 特 に 、 優 れ て は いな い 。 


種 の 分 化 。 

その メカ ニズム 。 

それ は 、 以下 の プ ロ セ ス に よっ て 、 自 動 的 に 発生 する 。 

遺伝 子 の 自己 複製 の 繰り 返し の 過程 に お いて 。 

遺伝 情報 の コピ ー の エラ ー の 発生 に より 、 そ の 前 後に お ける 人 遺伝 的 
同質 性 が 、 確 保 で き な く な る こと 

遺伝 子 の 同質 性 が 、 配 偶 者 間 で 、 確 保 で き な く な る こと 。 

その コン ピュ ー タ ー に よる シミ ュ レ ーション が 、 可 能 で ある 。 


な ぜ 、 配 偶 者 間 の 遺伝 的 同質 性 が 確保 で き な い と 、 生 物 は 、 有 性 生 
殖 に 失敗 する か ? 

配偶 者 間 の 遺伝 的 異質 性 が 、 有 性 生殖 に お いて 導 容 され る 和男 囲 。 
それ は 、 ど の 位 、 存 在 す る の か ? 

その メカ ニズム の 解明 が 、 重 要 で ある 。 


無 性 生 殖 と 、 有 性 生殖 と の 、 2 系 統 の 生殖 方 式 。 

それ ら は 、 な ぜ 、 分 化し て いる の か ? 

それ ら は 、 現 在 、 ど の よう な メカ ニズム で 、 分 化し て いる の か ? 
全て は 、 自 動 複製 時 の エラ ー の 蓄積 の み に よ っ て 、 説 明 出 来る 。 


減数 分 裂 の 発生 の 起源 。 

男女 の 性 差 の 起源 。 

それ は 、 遣 伝 子 の 自動 複製 時 の エラ ー の 蓄積 の み に よ っ て 、 和 説明 出 
来る 。 

その コン ピュ ー タ ー シ ミ ュ レ ーション に よる 実現 が 、 重 要 で ある 。 


減数 分 烈 。 
同型 配偶 子 か ら 、 異 型 配偶 子 の 発生 。 
配偶 子 に お ける 、 大 小 の 格差 の 出現 。 


それ ら を 、 導 出す る こと 。 

その こと は 、 人 遺伝 子 の 自動 複製 時 の エラ ー の 蓄積 の み に よ っ て 、 ヨ 8 
明 出 来る 。 

その コン ピュ ー タ ー シ ミ ュ レ ーション に よる 実現 が 、 重 要 で ある 。 


自己 複製 の 対象 と な る 人 遺 伝 情報 の 数 が 、 全 数 か ら 半 数 へ と 、 い き な 
その 際 に 、 選 伝 情報 の 半分 が 、 ラ ンダ ム に 、 自 動 的 に 、 切 り 拾 て ら 
ОЕ. 

Enid, BRFORMERBOIS—OBROHICE > T. ЗВ 
SSR 


自己 複製 時 の 、 遺 伝 情 報 の 等 分 の 分 割 。 

その 、 遣 伝 情報 の 複製 エラ ー に よる 、 自 動 的 な 発生 。 

その メカ ニズム の 解明 。 

その コン ピュ ー タ ー シ ミ ュ レ ーション に よる 実現 が 、 重 要 で ある 。 


情報 の 自己 複製 。 

その 、 自 動 的 な 発生 。 

情報 の 、 遺 伝 情報 化 。 

その メカ ニズム の 解明 。 

その の コンピュー ター シミ ュ レ ーション に よる 実現 が 、 重 要 で ある 。 


( 2022 年 3 月 初出 。 ) 


生態 学 。 そ の 内 容 の 根本 的 な 変革 。 そ の 必要 
性 


生態 学 。 

それ は 、 以下 の 内 容 で ある 。 

以下 の 内 容 を 、 新 た に 解明 する た め の 、 知 的 な 活動 。 
// 

生物 の 生き 様 。 

生物 の 分 布 。 


he 


生物 界 。 

それ は 、 閉 鎖 的 な 場 で は 無い 。 

それ は 、 開 放 的 な 場 で ある 。 

それ は 、 以 下 の 内 容 を 前 提 と し て いる 。 
// 

新た な 存在 に よる 、 外 部 か ら の 侵入 。 
// 


生物 界 。 

それ は 、 恒 常 性 に 基づく も の で は 無い 。 

それ は 、 絶 え ず 大 きく 変化 する 。 

そう し た 大 変動 は 、 以 下 の 内 容 の 発生 に 基づく 。 
// 

МЕНЕ $15. ЖФ, 

外部 環境 に お ける 、 変 動 の 発生 。 


// 

生物 界 。 

それ は 、 以 下 の 内 容 で は 無い 。 

it 

内 部 調和 に 基づく 、 静 的 な 生態 系 。 
// 


それ は 、 不 調和 で 、 動 的 に 動く 。 

それ は 、 以 下 の 内 容 で ある 。 

ИИА 

生物 間 に お ける 、 生 き や す さ の 相互 交換 。 
その 実現 の た め の 、 生 態 的 市 場 。 


// 
生物 間 に お ける 、 生 き や す さ の 奪い 合い 。 
その 実現 の た め の 、 生 態 的 戦場 。 


//// 

生物 の 生き 様 。 

それ は 、 以下 の 視点 に 基づい て 、 捉 える 必要 が ある 。 
// 


種 単位 の 多様 性 で は 無く 、 個 体 単位 の 多様 性 に 基づい た 、 視 点 。 
// 


ЕАН, ФП SBA. 
それ ら は 、 種 単位 で は 無く 、 個 体 単位 で 起き る 。 


生物 の 生き 様 。 

それ は 、 以下 の 視点 に 基づい て 、 捉 える 必要 が ある 。 

// 

種 単 位 の 集団 主義 で は 無く 、 個 体 単位 の 個人 主義 に 基づい た 、 視 
点 。 


// 


生物 の 生き 様 。 

その 分 析 。 

それ は 、 人 遺伝 的 多様 性 と 、 文 化 的 多様 性 と の 、 双 方 を 、 対 象 と す 
る 。 


生物 の 生き 様 。 

その 分 析 を 実行 する た め の 、 視 点 。 

以下 の (1 ) の 視点 か ら 、 以 下 の ( 2 ) の 視点 へ の 、 視 点 の 移行 。 
その 実現 が 、 新 た に 必要 で ある 。 

ИРИ 

C1) 

既得 椎 益 保有 者 〇 、 视 点 。 

それ に 基づく 、 生 物 の 生き 様 に お ける 、 以 下 の 内 容 の 実現 。 
現状 維持 。 

その よう な 視点 。 

// 

(2) 

既得 权益 非 保有 者 D、 视 点 。 

それ に 基づく 、 生 物 の 生き 様 に お ける 、 以 下 の 内 容 の 実現 。 
新規 の 革命 。 新 規 の 現状 破壊 。 新 秩序 の 樹立 。 

その よう な 視点 。 

TEE 


既得 椎 益 保有 者 。 
欧米 諸国 の 人 々 や 研究 者 た ち 。 


彼ら は 、 人 間 の こと を 、 以下 の よう に 、 勝 手 に 認識 し て いる 。 
// 


生物 界 に お ける 、 最 高 の 有 能 者 。 

生物 界 に お ける 、 最 高 の 既 得 権益 所 有 者 。 
生物 界 に お ける 、 最 上 位 者 。 

// 


彼ら は 、 以 下 の 内 容 の 実現 を 、 最 優先 に 考え る 。 

// 

彼ら 自身 が 勝手 に 想定 する 、 生 物 界 に お ける 、 人 間 の 、 そ の よう に 
優越 し た 地位 。 

そう し た 現状 。 

О, 

// 


彼ら は 、 そ うし た 現状 を 、 以 下 の よ うに 、 考 える 。 

// 

EDLCMKE, ЗОНЕ LICE, 

そう し た 現状 を 、 そ の まま 恒常 性 を 持た せ て 、 永 続 さ せ た い こと 。 
// 


彼ら は 、 そ れ ら の 目的 の 達成 の た め に 、 AFORE L, ik 
用 し て いる 。 

// 

生態 系 。 

// 


彼 己 二、 上 记 O 概 念 | 基 刀 总、 以 下 DO 内 容 在 、 强 力 I 指 向 L、 推 进 
し 続け て いる 。 


// 
生物 の 生き 様 。 そ の 現状 の 、 保 全 と 保護 。 
// 


彼ら は 、 人 間 の こと を 、 以下 の よう に 、 勝 手 に 認識 し て いる 。 
УХ 

最 上 位 O 万 能 者 。 

地球 環境 変動 の 制御 を 行う 者 。 

生物 界 全 体 の 制御 を 行う 者 。 

他 の 生物 と は 明確 に 区 別 さ れ た 、 格 上 の 者 。 

Lf 


彼ら は 、 以 下 の 内 容 の 実現 を 、 心 の 底 か ら 恐 れ て いる 。 


//// 

人 間 以 外 の 生物 に よる 、 生 物 界 の 代替 的 な 支配 。 

その 新た な 実現 。 

И. 

彼ら 以外 の 地域 の 人 々 に よる 、 人 間 社 会 の 代替 的 な 支配 。 
その 新た な 実現 。 

AAA 


生態 系 の 保全 。 

生態 系 の 保護 。 

それ ら の 概念 。 

それ ら は 、 以 下 の 内 容 で ある 。 

// 

彼ら が 、 彼 ら 自 身 の 茎 得 権益 の 維持 の た め に 、 勝 手 に 設定 し た 内 
容 。 

彼ら の 都合 を 第 一 に 考え た 、 自 分 勝手 な 、 一 方 的 な 、 内 容 。 
=> ЦЕ, ЖЕНЕ Л Л 

// 


それ ら は 、 以 下 の 内 容 に 、 基 づい て いる 。 

彼ら 自身 の 移動 生活 様式 に お ける 、 以 下 の 行 為 の 必須 性 。 
// 

Ret, AMEO, |. 

лс, APMUMOEWEO, IBF. 


// 

それ は 、 以下 の 内 容 で ある 。 

// 

RS НЕЕ ЕЕ 9, RANG, BSP MEROE 
只 。 

// 


その 点 、 彼 ら は 、 生 物 学 や 生態 学 に お いて 、 永 遠 に 、 真 実に た どり 
着く こと が 出来 な い 。 

その 点 、 彼 ら の 生物 学 や 生態 学 の 理論 は 、 永 遠 に 、 間 違っ た 状態 
を 、 持 続 す る 。 


EA le に 対し て 、 上 真実 を も た ら す こと 
その 実現 の た め に は 、 第 三 者 の 伏 的 な 視点 が 、 必須 で ある 。 


私 は 、 そ の 視点 を 、 提 供し た い 。 


既得 権益 保有 者 。 

欧米 諸国 の 人 々 や 研究 者 た ち 。 

彼ら の 、 生 物 学 や 生態 学 に 対す る 、 上 記 の よう な 視点 。 
それ ら は 、 以 下 の 内 容 で ある 。 


// 
単なる 思い 上 が り 。 
妄想 


思考 に お ける 、 根 本 的 な 、 修 正 不 可能 な 、 人 歪み 。 
ie 


生物 界 。 
それ は 、 以 下 の 内 容 で は 無い 。 
// 


外部 に 対し て 、 閉 じ て い る こと 。 

内 部 調和 性 や 、 恒 常 性 を 、 持 つこ と 。 
+HRACHS CE, 

// 


生物 界 。 

それ は 、 以 下 の 内 容 で ある 。 

// 

開放 的 で ある こと 。 

自由 で ある こと 。 

内 部 の 生物 に 対し て 、 厳 し く 、 容 赦 が 無い こと 。 
その 内 部 の 状態 が 、 絢 え ず 激 動 す る こと 。 

// 


生物 界 に お いて は 、 以 下 の 事 象 が 、 頻 繁 に 発生 する 。 
//// 

RAG ICRI <. МОМ, 

様々 な 生物 に よる 、 自 由 な 出入 り 。 

We 

それ ら の 頻度 は 、 激 し い 。 


例 。 

渡り 鳥 の 大 群 。 

飛翔 性 の バッ タ の 大 群 。 

彼ら に よる 、 広 域 移動 と 、 特 定 エ リア へ の 侵入 。 


例 。 

ウィ ルス 。 

ЕЖУ СЕ, 
//// 


生物 界 。 

それ は 、 以下 の 内 容 で ある 。 

//// 

生态 的 市 场 。 

生物 同士 が 生き や すさ を 相戸 交換 する 、 場 所 。 

// 

生態 的 戦場 。 

生物 同士 が 、 彼 ら 自 身 の 生 き や す さ の 向上 や 維持 を 賭け て 、 
恒常 的 に 争い 続け る 、 場 所 。 

//// 


生物 界 に お いて は 、 以下 の 内 容 が 、 連 続 的 に 発生 する 。 
革命 。 


上 位 者 二 下 位 者 D、 交 蔡 。 


生物 界 に お ける 、 最 上 位 者 。 
それ は 、 人 間 で は 無い 。 

それ は 、 生 物 で も 無い 。 
ИЗ, УЗИ СФО. 


生物 界 の 内 部 に お いて 、 人 間 が 最上 位 で ある こと 。 
人 間 に お ける 、 そ の よう な 、 考 え 。 

それ は 、 以 下 の 内 容 に 、 基 づく 。 

// 

人 間 に お ける 、 他 の 生物 に 対す る 、 無 知 。 

人 間 に お ける 、 環 境 探 査 能力 の 限界 。 

// 


そう し た 探査 を より 進め た 場合 。 
МТФ, ЕСН 5 С С, 
その 可能 性 。 

それ は 、 十 分 に 高い 。 

// 


互い に 


人 間 以 外 の 生物 が 、 人 間 よ り も 優位 で ある こと 。 
// 


生物 界 に お ける 、 生 物 の 優位 性 。 
その 指標 。 

それ は 、 以 下 の 内 容 で ある 。 

// 

遺伝 的 子孫 。 

文化 的 子孫 。 

それ ら の 数 。 

それ ら の 存続 し や すさ 。 

それ ら の 増殖 し や すさ 。 

それ ら の 存続 や 増殖 に お ける 、 環 境 負荷 の 小さ さ 。 
// 


そう し た 点 で は 、 人 間 は 、 以下 の 内 容 で ある 。 
//// 

彼ら 自身 の 生存 の 維持 。 

その 実現 に お ける 、 環 境 負荷 。 

それ が 、 や た ら と 大 きい 和 存在 。 

資源 の 無駄 遣い ば か りす る 存在 。 

// 

彼ら 自身 の 生存 の 維持 。 

その 実現 の 能力 に お いて 、 無能 な 存在 。 

// 
thOFMIC CDT. IBN CT. BR. FE. 
//// 


人 間 が 、 他 の 生物 に 対し て 、 優 位 で ある こと 。 

ЕЕ, 

それ は 、 上 記 の 指標 か ら は 、 決 し て 正しく な い 。 

生物 界 に お いて は 、 む し ろ 、 以下 の 存在 が 、 よ り 優 位 で あり 、 よ り 
繁 永 LT 如 。 


生物 界 の 内 部 に お ける 、 和 存在 する 生物 の 入れ 替わり 。 
その 度合 い は 、 激 し い 。 


生物 界 に お ける 、 人 間 の 存在 や 繁栄 。 

それ ら が 、 以下 の 原因 に より 、 一 時 的 な も の に 終わ る こと 。 
ФА. 

それ は 、 と て も 高い 。 

//// 

無機 環境 が 、 大 幅 に 変動 する こと 。 

// 

他 の 、 よ りり 有力 な 生物 。 

彼ら が 、 突 然 変 異 に より 、 新 た に 出現 する こと 。 

//// 


( 2022 年 4 月 初出 。 ) 


生物 の 生体 。 そ の 操作 。 そ の 加工 。 それら 
は 、 生 物 固 有 の 権利 で ある 。 


生物 の 生体 。 

その 操作 。 

その 加工 。 

例 。 

生物 の 遺伝 子 。 そ れ ら の 操作 。 
生物 の 神経 系 。 そ れ ら の 操作 。 


それ ら は 、 正 当 化 され る 。 


ある 生物 が 、 他 の 生物 の 生体 を 、 操 作 す る こと 。 

ある 生物 が 、 他 の 生物 の 生体 を 、 加 工 す る こと 。 

それ ら は 、 結 局 は 、 以下 の 内 容 で ある 。 

// 

ЕЕ < 5. MHOLMMWEIMS 5, УК, RF PCy 


あ 
a5 


// 


それ ら は 、 単 な る 物理 的 現象 で ある 。 
それ ら の 行為 の 実行 は 、 本 来 、 ど の 生物 に と っ て も 、 自 由 で ある 。 
それ ら は 、 生 物 固 有 の 権利 で ある 。 


それ ら の 行為 を 実行 する た め の 知 的 な 能力 。 

そう し た 能力 を 持っ た 生物 。 

そう し た 生物 は 、 人 間 に 限 ら ず 、 誰 で も 、 生 体操 作 の 権利 を 有 す 
る 。 


生体 の コン トロ ー ル 。 
それ ら は 、 物 理 現象 の 一 環 で ある 。 
それ ら は 、 絢 対 者 の 存在 を 、 特 に 必要 と し な い 。 


生物 の 生体 。 そ れ ら の 操作 。 
生物 の 遺伝 子 。 そ れ ら の 操作 。 
生物 の 神経 系 。 そ れ ら の 操作 。 
それ ら が 持つ 、 明 る い 可 能 性 。 


それ ら は 、 以下 の 内 容 を 、 実 現す る 。 
//// 

生物 に お ける 、 種 の 制約 。 

生物 に お ける 、 行 動 上 の 制約 。 

それ ら を 、 取 り 払 うこ と 。 

生物 を 、 そ れ ら か ら 、 解 放す る こと 。 


// 

生物 の 多様 性 を 促進 する こと 。 

ti 

個々 の 生物 の 生き や すさ を 、 向 上 させ る こと 。 


// 
新た な タイ プ の 生物 を 、 生 み 出 すこ と 。 
AAA 


そう し て 生ま れ た 、 新 た な 生物 。 
彼ら が 、 以 下 の 内 容 と な る こと 。 
// 

既存 の 生物 に と っ て の 、 ЕВЕ, 
// 

その 可能 性 は 、 と て も 大 きい 。 


LAL. 

それ ら は 、 同 時 に 、 以下 の 内 容 を 、 実 現す る 。 
// 

地球 上 に お ける 、 生 物 の 生き や すさ 。 

その 水準 に お ける 、 向 上 。 

それ が 、 確 実に 、 促 進 さ れる こと 。 

// 


例 。 

ある 生物 が 、 以 下 の ( 1 ) を 、 以 下 の ( 2) へ と 、 新 た に 組み 込む 
ご と s 

C1) 

彼 自身 の 遺伝 子 の 、 一 部 か 、 全 部 。 

(2) 

他 の 、 よ り 有 能 な 生物 。 そ の 遺伝 子 。 


その こと で 、 彼 自身 の 分 身 は 、 以 下 の 内 容 を 、 実 現す る 。 
// 

より 、 有 人 能 に な る こと 。 

より 、 生 き 残 りや すく な る こと 。 

и 

ИБ ЧЕН RlICECHS. 


生物 の 生体 。 そ れ ら の 操作 。 

生物 の 遺伝 子 。 そ れ ら の 操作 。 
生物 の 神経 系 。 そ れ ら の 操作 。 

それ ら は 、 以下 の 内 容 を 、 も た ら す 。 


// 
生物 た ちの 有り 様 。 そ の 自由 化 。 
// 


それ ら を 実現 する た め の 、 機 会 。 
それ は 、 全 て の 生物 に 対し て 、 平 等 に 開か れる べき で ある 。 


例 。 

ある 人 間 が 、 以 下 の ( 1 ) を 、 以 下 の ( 2 ) へ と 、 埋 め 込 むこ と 。 
(1) 

彼 自身 の 遺伝 子 の 一 部 。 


(2) 
#8 CHIR G SRA, RS Oat. 


EM, ZOTEC, МФ 1) に 対し て 、 МТО (2) を 、 新 た 
に 与え る こと 


C1) 

彼 自身 の 遺伝 的 子孫 。 

(2) 

水中 に ずっ と 潜っ た まま で 、 生 き 続 ける こと 。 
その 実現 を 、 可 能 に する こと 。 
そう し た 能力 。 

水中 生活 者 と し て の 、 能 力 。 


例 。 

ある 人 間 が 、 以 下 の ( 1 ) を 、 以 下 の ( 2 ) へ と 、 埋 め 込 むこ と 。 
C1) 

人 間 や イル カ の よう な 高い 知能 を 持つ 生物 。 

そう し た 生物 の 遺伝 子 。 

それ ら の 一 部 。 

(2) 

#8 CHIR G SRA, RS Oat. 


人 間 が 、 そ の こと で 、 以下 の 内 容 の 生物 を 、 新 た に 生み 出す こと 
// 

高い 知能 を 備え た 、 魚 類 。 

// 


そう し た 、 高 い 知 能 の 魚類 た ち 

彼ら に 対し て 、 人 間 が 、 彼 自身 の 文化 的 子孫 を 、 広め る こと 

その こ と が 、 新た に 可能 こ な る こ と 。 

その こと で 、 以下 の 内 容 が 実現 する こと 

// 

全て の 人 間 が 、 死 汰 する こと 。 

その よう な 状況 が 、 実 際 に 発生 する こと 。 

その 後 も 、 人 間 の 文化 的 子 拓 が 、 他 の 生物 の 間 で 、 問 題 無 く 、 生 き 
続け る こと 。 

// 


生物 の 生体 。 
その 操作 。 
その 発展 形 。 


例 。 

人 間 の 社会 。 
妊娠 の 中 絶 。 
胎児 の 間引き 。 
HERO 85| =. 


ИБ =, ОКМ СС. 
СИ, AYtEUUSHROHSME CHS. 
それ は 、 女 性 優位 社会 に は 、 適 用 され な い 。 


それ ら は 、 女 性 優位 社会 で は 、 正 当 化 され る 。 

それ ら は 、 女 性 が 本 来生 得 的 に 所 有する 権限 で ある 。 
それ ら の 自由 化 。 

それ は 、 社 会 的 に 、 明 る い 可 能 性 を 持つ 。 


胎児 。 


BRIA 
Zz JLo 


彼ら は 、 文 化 的 記憶 を 、 ほ と ん ど 持 た な い 。 
彼ら は 、 結 局 は 、 生 まれ て いな い の と 、 一緒 で ある 。 


胎児 。 


BRIA 
Zz JLo 


女性 優位 社会 に お いて 。 
彼ら は 、 女 性 の 私 的 な 所 有 物 で ある 。 


女性 は 、 彼 ら に 関し て 、 以 下 の 内 容 を 所 有する 。 
// 

彼ら の 存在 を 、 自 由 に 処分 で きる 権限 。 

// 


それ は 、 以下 の 内 容 で ある 。 

ff 

女性 に お ける 、 望 まな い 妊 娠 に 対す る 、 基 本 的 な 対策 。 
// 


それ は 、 女 性 に 対し て 、 セ ックス の 自由 化 を 、 も た ら す 。 
それ は 、 女 性 の 権力 の 更 な る 強化 に 、 繋 が る 。 
それ は 、 過 剰 な 人 口 の 削減 に 対す る 、 切 り 札 で ある 。 


例 。 

ある 女性 に お いて 。 

彼女 自身 の 出産 後 の し ば らく の 一 定期 間 。 

彼女 自身 が 出産 し た 嘩 児 。 
ОБЕРОН. 

それ に つい て の 権限 。 

そう し た 権限 を 、 彼 女 自 身 に 対し て 、 認 め る こと 。 


( 2022 年 4 月 初出 。 ) 


生物 と 秩序 。 生物 と 法律 。 


生物 は 、 誰 で も 、 一 定 の 法 秩序 に 従っ て 、 動 いて いる 。 
生物 の 行動 は 、 無 秩序 で は 無い 。 


秩序 。 

その 社会 的 な 決定 者 。 

それ は 、 以下 の 者 で ある 。 

ie 

彼 自身 の こと を 、 社 会 的 な 上 位 者 と 見 な す 者 。 
// 


秩序 。 

それ は 、 本 来 、 生 物 の 特 個 体 が 、 独 自 に 所 有 し て いる 。 
それ は 、 生 物 固 有 の 、 パ ター ン 化 され た 動作 で ある 。 
それ は 、 以下 の よ うな 目的 を 、 持 つ 。 

Es 

より 良い 生き や すさ の 追求 。 

自己 複製 。 自己 増殖 。 

自己 保身 。 自己 の 恒常 性 の 維持 。 

// 


秩序 。 
Е, ЕВС, EMOMAORET, FETS. 


秩序 。 
それ は 、 以 下 の 内 容 で ある 。 


// 
生物 の 各個 体 特有 の 、 パ ター ン 化 され た 個性 。 
// 


それ ら を 、 収集 し 、 明 文化 し 、 体 系 化し た 、 ア ウト プッ ト 。 
それ は 、 以下 の 内 容 で ある 。 


// 
生物 固有 の 、 法 律 。 
// 


無秩序 。 
社会 的 アノ ミー。 


それ は 、 上 位 者 の 視点 に 、 基 づい て いる 。 
それ は 、 下 位 者 に よる 、 行 動 で ある 。 

その 行動 の 内 容 。 

それ は 、 上 位 者 の 意 に 、 沿 わな い 。 

それ は 、 ト 下位 者 自身 の 秩序 に 、 沿 っ て いる 。 


それ は 、 無 知 な 観察 者 の 視点 に 、 基 づい て いる 。 
それ は 、 そ の 観察 の 対象 者 に よる 、 行 動 で ある 。 
その 行動 の 内 容 。 

それ は 、 観 察 者 の 意 に 、 沿 わな い 。 

それ は 、 観 察 の 対象 者 自身 の 秩序 に 、 沿 っ て いる 。 


( 2022 年 4 月 初出 。 ) 


生物 学 や 生態 学 に お ける 、 人 間 や 生物 に 対す 


視点 。 男性 優位 社会 の 場合 。 


男性 優位 社会 の 人 々 。 

彼ら の 、 思 考 面 に お ける 限界 。 

それ は 、 以下 の 内 容 で ある 。 

AAA 

人 間 と 、 そ れ 以 外 の 生物 と を 、 区 別 す る こと 

人 間 を 、 そ れ 以 外 の 生物 た ちよ り も 、 よ り 上 位 へ と 、 位 買付け る こ 
と 。 

それ ら の 実行 。 そ れ ら の 実現 。 

その こと に 対し て 、 必 死に な る こと 。 

そう し た 強迫 観 訪 に 、 絶 え ず 囚われ て いる こと 。 

その こと に より 、 以下 の 内 容 が 、 彼 ら 自 身 の 精 神 の 中 に 、 絶 え ず 生 
じ る こと 。 

// 

生物 学 や 生態 学 に お ける 、 人 間 や 生物 に 対す る 、 視 点 。 

EQ, RAN BA. 

EO, ЖЕ, #0. 

//// 


彼ら 自身 に よる 、 そ れ ら の 超越 。 

その 根本 的 な 方 法 。 

それ は 、 以 下 の 内 容 で ある 。 

// 

ROMRBCUCHAULTIIS, BHHOMEMWES 
それ ら に お ける 、 人 間 と の 同質 性 。 

その 度合 い を 、 大 きく 減ら すこ と 


例 。 

そう し た 陸上 動物 の 知能 。 

それ ら を 、 遺 伝 子 操作 に よっ て 、 大 きく 減ら し 、 簡 略 化 する こと 。 
そう し た 陸上 動物 の 感情 。 

ПЕ. ВЕРНЕЕ. BH, B<Tce 

そう し た 陸上 動物 。 

彼ら を 、 遺 伝 子 操作 に よっ て 、 無 感情 な ロボ ッ ト 化 する こと 

// 


上 記 の 内 容 の 実現 の た め に 、 必 要 な こ 
それ は 、 以下 の 内 容 で ある 。 

// 

そう し た 陸上 動物 の 神経 系 の 動作 。 
それ ら の 探査 と 解明 。 

// 


( 2022 年 4 月 初出 。 ) 


生物 と 集団 。 


生物 同士 の 相互 作用 。 生物 同士 の 近接 性 。 物 理 的 な 相互 作用 や 近接 
性 。 遠 隔 通信 的 な 相互 作用 や 近接 性 。 そ れ ら が 同時 に 成立 し た 場 
合 。 生 物 同 士 に お いて 、 集 団 が 成立 する こと 。 

生物 同士 の 集団 形成 に お ける 、 契 機 や 取っ 掛か り 。 

同質 者 同士 の 、 一 体 性 や 、 融 合 性 や 、 親 密 性 や 、 調 和 。 そ れ ら が 、 
生物 同士 の 問 に お いて 、 存 在 す る こと 。 

異質 者 同士 の 問 に お ける 、 生 き や す さ の 相互 融通 や 相互 交 換 。 そ の 
実現 の た め の 、 相 互 協 力 や 相互 分 業 。 そ れ ら の 必要 性 。 そ れ ら が 、 
生物 同士 の 問 に お いて 、 存 在 す る こと 。 


同質 者 の 集団 と し て の 、 コ ミュ ニテ ィ や 、 ゲ マイ ン シ ャ フト や 、 第 
一 次 集团 。 

遺伝 的 同質 者 。 同 じ 遺 伝 子 の 共有 者 。 遺伝 的 先祖 と 、 遺 伝 的 子孫 。 

生物 の 種 。 男 性 同士 。 女 性 同士 。 

文化 的 同質 者 。 同 じ 文 化 の 共有 者 。 移動 生活 様式 。 定 住 生活 様 式 。 

遺伝 的 同質 者 と 文化 的 同質 者 と の 掛け 合わ せ の 集団 と し て の 、 民 

族 。 

遺伝 的 同質 者 の 集団 と し て の 、 息 縁 集団 。 そ の 、 以下 の 内 容 と の 掛 
け 含 わせ と し て の 、 家族 。 遺 伝 的 異質 者 同士 の ある い は 、 異 性 の 
配偶 者 同士 の 、 生 殖 の 場 。 


異質 者 同士 の 協力 の た め の 集 団 と し て の 、 ア ソシエ ーション や 、 ゲ 
ゼル シャ フト や 、 第 二 次 集団 。 
遺伝 的 異質 者 同士 の 、 ある い は 、 異 性 の 配偶 者 同士 の 、 生 殖 と 、 子 


ADORED, tah, 家族 。 


開放 的 な 集団 。 部 内 者 と 部 外 者 と の 区 別 が 、 緩 いこ と 。 部 外 者 が 、 
集団 の 内 部 へ と 、 加 入 す る こと 。 そ の 実現 が 、 部 内 者 へ の 縁故 を 持 
た な く て も 、 可 能 で ある か 、 容 易 で ある こと 。 移 動 生 活 様式 の 集 

団 。 男 性 優位 社会 に お ける 集団 。 気 体 的 集団 。 

閉鎖 的 な 集団 。 排 他 的 な 集団 。 部 内 者 と 部 外 者 と の 区 別 が 、 厳 し い 
こと 。 部 外 者 が 、 集 団 の 内 部 へ と 、 加 入 す る こと 。 CORMM В 
内 者 へ の 縁故 を 持た な い 限 り 、 不 可能 で ある か 、 困 難 で ある こと 。 
定住 生活 様式 の 集団 。 女 性 優位 社会 に お ける 集団 。 液 体 的 集団 。 


( 2022 年 5 月 初出 。 ) 


生物 と 既得 権益 。 そ の 、 資 本 主義 や 社会 主義 
と の 関連 。 従 来 の マル クス 主義 に 対す る 批 
Fl, その 代替 案 の 提 案 。 


従来 の 政治 学 や 経済 学 や 社会 学 に お ける 、 資 本 主義 と 社会 主義 。 
それ ら の 概念 を 、 対 立 物 と し て 考え る こと 。 

例 。 従 来 の マル クス 主義 の 信奉 者 。 従 来 の 資本 主義 の 信奉 者 。 
そう し た 思考 は 、 頭 が 悪い 。 

それ ら は 、 概 念 分 類 と し て の 出来 が 、 悪 い 。 

も っ と 出来 の 良い 概念 分 類 の 思考 が 、 十 分 に 可能 で ある 。 

そう し た 概念 分 類 。 私 は 、 そ れ を 、 試 し に 考案 し た 。 そ れ は 、 以下 
の よう な 内 容 で ある 。 


AAA 
РЕМ, 生き や すさ の 所 有 。 HEPITASONEA. Hl. BE. м 
源 。 设 备 。 椎 利 。 椎 限 。 绿 故 。 


ВЕ, ЯН, 
BEMATY OA. Я, MFORSERHS, УХУ. 
社会 的 縁故 が メイ ン の 場合 。 例 。 既存 の 社会 主義 社会 。 中 国 。 


C1) 

Ем. ФЕЙН, COMA. 

その 、 促進 や 増進 vs. その 、 抑 制 。 そ の 、 定 期 的 な 初期 化 。 

その 、 自 由 化 。 vs. その 、 規 制 や 統制 。 

その 蓄積 や 私 有 を 、 認め な い 場 合 。 生 物 は 、 や る 気 を 失う 。 生物 の 
生活 水準 は 、 低 下す る 。 例 。 以前 の ソビエト 連邦 や 中 国 。 

その 蓄積 や 私 有 を 、 認 め る 場合 。 生物 は 、 や る 気 を 出す 。 生 物 の 生 
活水 準 は 、 上 昇 す る 。 例 。 欧米 諸国 。 


os Stim. その 蓄積 。 そ の 私 有 。 それ ら を 、 認 め る こと 。 その こと 
、 生 物 に と っ て 、 本 来 的 に 望ま し い 。 

Я На СОНИ AAPREGEAORIN 

と 、 そ れ が も た らし た 、 高 度 経済 成長 。 


上 記 の 内 容 は 、 全 世界 的 に 、 成 立 す る 。 
それ は 、 生 物 社会 に お ける 、 法 則 で ある 。 


(2) 
ВЕ, С ФВ, 
その 社会 的 格差 。 


その 拡大 。 そ の 現状 維持 。vs. COMA. 
その 固定 化 。vs. その 流動 化 。 


その 社会 的 分 配 。 
その 独占 。 vs. その 、 ば ら 撤 き 。 
その 偏り 。 上 位 者 へ の 念 重 。 下位 者 へ の 偏重 。 vs. その 平等 性 。 


ВЕ. ФЕЙ. 

その 再 投資 その 収集 。 その 回 収 。 

投資 する 者 。 収集 する 者 。 回 収 す る 者 。 彼 ら は 、 上 位 者 と な る 。 
投資 され る 者 。 収集 され る 者 。 回収 され る 者 。 彼 ら は 、 下 位 者 と な 
る 。 


ЕЕ. СФЕРЫ. 
その 能力 。 
有 能 者 。 彼ら は 、 富 裕 に な る 。 彼ら は 、 有 産 者 に な る 。 彼ら は 、 上 


位 者 と な る 。 
無能 者 。 彼ら は 、 貢 困 に な る 。 彼ら は 、 無 産 者 に な る 。 彼ら は 、 下 
位 者 と な る 。 


ВЕ, С ФВ, 

EDSHR. ИЗ 以下 の 内 容 を 生み 出す 。 
社会 的 上 下関 係 。 

既得 権 六 を 多く 所 有する 者 。 彼 ら は 、 上 位 者 と な る 。 
既得 権 六 を 少な く 所 有する 者 。 彼 ら は 、 下 位 者 と な る 。 


(3) 

既得 権 凛 。 そ の 蓄積 。 

その 現状 維持 。 

既 得 権益 を 多く 所 有する 者 。 上 位 者 。 そ の 現状 は 、 彼 ら に と っ て 、 
望ま し い 。 彼ら は 、 そ の 現状 の 、 維 持 や 強化 を 、 指 向 す る 。 

既得 権 凛 を 少な く 所 有する 者 。 下位 者 。 そ の 現状 は 、 彼 ら に と っ 

て 、 望 まし く 無 い 。 彼 ら は 、 そ の 現状 の 、 打 破 や 弱体 化 を 、 指 向 す 


る 。 

その 現状 維持 に 対す る 、 資 否 の 態度 。 

それ は 、 社 会 的 な 立場 の 違い に よっ て 、 大 きく 異な る 。 
それ は 、 社 会 的 な 立場 の 違い に よっ て 、 大 きく 対立 する 。 


社会 的 上 下関 係 。 そ の 偏在 。 そ の 固定 化 。 そ の 格差 の 拡大 。 そ の 転 
ЕВЕ, 

例 。 

資本 主義 国家 と し て の アメ リカ に お ける 、 超 富裕 層 の 発生 と 、 彼 ら 
に よる 、 そ の 現状 の 、 維 持 や 強化 。 そ の 強力 性 。 そ の 強欲 性 。 
社会 主義 国家 と し て の 中 国 に お ける 、 超 特権 層 の 発生 と 、 彼 ら に よ 
る 、 そ の 現状 の 、 維 持 や 強化 。 そ の 強力 性 。 そ の 強欲 性 。 


それ ら の 発生 。 そ の 要因 。 

遺伝 的 な 有人 能 性 。 既得 権 落 。 それ ら の 大 量 性 。 そ れ ら の 上 質 性 。 そ 
れ ら の 、 一 部 の 者 に よる 、 先 祖 代 々 に わた る 、 振 他 的 な 占有 。 それ 
ら の 現状 維持 。 


それ ら の 発生 。 それ に 対す る 次 否 。 
既得 権益 を 多く 所 有する 者 。 上位 者 。 そ れ は 、 彼 ら に と っ て 、 望 ま 


し い 。 彼ら は 、 そ の 、 維 持 や 永続 化 を 、 指 向 す る 。 
既得 権 六 を 少な く 所 有する 者 。 下位 者 。 そ れ は 、 彼 ら に と っ て 、 望 
まし くさく 無い 。 彼 ら は 、 そ の 打倒 や 、 革 命 を 、 指 向 する 。 


それ ら の 発生 。 

それ は 、 社 会 に お いて 、 不 成長 や 停滞 や 衰退 や 汰 亡 を 、 生 み 出 す 。 
それ は 、 社 会 に お ける 生き や すさ を 、 減 ら す 。 

それ は 、 社 会 に お ける 生き に くさ を 、 増 や す 。 


それ ら の 発生 。 

それ は 、 生 物 に と っ て 、 本 質 的 に 、 望 まし く な い 。 それは 、 生 物 に 
と っ て 、 本 来 的 に 、 是 正 さ れる か 、 打 倒さ れる べき で ある 。 

上 記 の 内 容 は 、 全 世界 的 に 、 成 立 す る 。 

それ は 、 生 物 社会 に お ける 、 法 則 で ある 。 


マル クス は 、 本 来 、 上 記 の 内 容 の 定式 化 を 行う べき で あっ た 。 し か 
し 、 彼 は 、 そ の レベ ル に は 、 到 達し な か っ た 。 

彼 は 、 そ の まま の 状態 で 、 以 下 の よ うな 内 容 を 主張 し た 。 

// 

既得 権益 。 その 蓄積 や 私 有 の 、 全 面 的 な 否定 。 

既得 権益 。 そ の 一 回 の み の 初 期 化 。 例 。 プロ レタ リア 革 命 の 生起 に 
お ける 、 一 回 性 。 そ の こと へ の 固執 。 

その 後 、 新 た な 上 位 者 に お いて 発生 する 、 茎 得 権益 の 占有 。 そう し 
た 社会 的 格差 の 永続 化 。 そ れ ら の 容 謙 。 

// 


マル クス と 、 そ の 信奉 者 た ち に よる 、 そ れ ら の 主張 。 

その 内 容 は 、 以 下 の よ うな 視点 か ら 眺 め た 場合 、 根 本 的 に 、 間 違い 
で ある 。 

生物 社会 の 法則 か ら の 、 視 点 。 


上 記 の 内 容 は 、 本 来 は 、 以 下 の よ うな 内 容 で ある べき で ある 。 
ДРИ 

C1) 

iis, COBEPUAD, SE. 


(2) 
ВЕ. СФ, ФЕН. その 持続 。 そ の 発生 。 そ の 
こと が も た ら す 、 以下 の 状況 。 


// 

社会 的 上 下関 係 。 そ の 偏在 。 そ の 固定 化 。 そ の 格差 の 拡大 。 そ の 転 
fa BEL. 

// 

ENSEDEED, HER. 

それ ら の 、 定 期 的 な 、 是 正 や 初期 化 。 


上 記 の (1 ) と (2 ) の 内 容 の 、 社 会 的 制度 化 。 

その 実現 に よる 、 社 会 的 生き や すさ の 、 恒 常 的 な 確保 。 そ の 、 根 本 
的 な 、 必 要 性 や 重要 性 。 

AAA 


上 記 の 内 容 の 主張 。 

その 内 容 は 、 以 下 の よ うな 視点 か ら 眺 め た 場合 、 根 本 的 に 、 妥 当 で 
HS. 

生物 社会 の 法則 か ら の 、 視 点 。 

AAA 


( 2022 年 5 月 初出 。 ) 


生物 の 経済 学 と 、 生 物 社会 の 改革 と の 関連 。 
TEROARIOBRAFO, Я, 


従来 の 、 近 代 の 西欧 諸国 の 社会 を モデ ル に し て 開発 され た 、 人 間 の 
経済 学 の 理論 。 

例 。 マル クス の 資本 論 。 

それ ら は 、 人 間 の 本 質 の 基盤 部 分 に 潜む 、 生 物 の 本 質 の 内 容 を 、 あ 
まり 反映 し て いな い 。 

現実 の 、 人 間 の 経済 活動 の 内 容 。 

それ ら は 、 生 物 一 般 の 経済 活動 の ルー ル に 従っ て 、 動 いて いる 。 


ЖФ, РНЕ ЛИОНЕ, ЛЕО 


理论 Alo 

私 は 、 そ れ ら の 基盤 部 分 の 内 容 を 、 生 物 の 経済 学 と し て 、 最 初 か 
>. вен. 

それ ら は 、 以 下 の 内 容 で ある 。 


EDD, БУХта) COO, BIR. 
生存 状態 の 維持 。 自 己 保 身 の 持続 。 

ЕЕ, ЕЖА НЯ, № ЗЕЕ. 
その コス ト を 、 絶 え ず 、 ね ん 出し 続け る こと 。 

その 余力 の 所 有 。 

それ が 、 生 物 に と っ て の 、 生 存 に お ける 、 固 定 費用 に 当たる 


生物 に お ける 、 生 存 状 態 の 維持 。 生物 に お ける 、 彼 ら 自 身 の 生体 維 
持 。 


それ ら に 必要 な 、 消 費 物 。 そ れ ら に 必要 な 、 生 き や す さ その も の 。 
C1) 

エネ ルギー。 栄 養 。 ミ ネ ラ ル 分 。 水 分 。 

// 

無機 物 か ら 得 る 場合 。 

他 の 生物 か ら 得 る 場合 。 

// 

(2-1) 

それ ら の 獲 得 の た め に 必要 な 、 費 用 。 

(2-2) 

それ ら の 獲得 と は 無関係 に 。 

その 生物 自身 の 生存 状態 の 維持 その も の の た め に 。 

生物 自身 の 心身 に よっ て 、 そ の 生存 期間 中 に お いて 、 恒 常 的 に 消費 
され る 物品 の 、 費 用 。 


生き や すさ が 持つ 、 生 物 の 生存 に 役立つ 働き その も の 。 
その 働き の 提供 者 。 労 働 者 。 


生体 維持 に お ける 収支 。 生 存 収支 。 

// 
MZAPBFORE. WIR. RL. ВИ, 3M. 
MWZONTIANTFACOOBA. НЕ, 
ЧУ, Mii. BR. 富裕 化 。 強 大 化 。 
// 


生き や すさ 。 そ の 、 自 己 生 産 。 

生産 設備 と 、 生 産 資源 の 、 自 己 所 有 が 、 前 提 と な る こと 。 
// 

収支 が 赤字 の 場合 。 持 ち 出 し 。 

収 云 が プラ スマ イナ ス ゼ ロ の 場合 。 自 転 車 操 業 。 

収支 が 黒字 の 場合 。 蓄積 。 

// 


生き や すさ 。 その 、 他 の 生物 か ら の 取得 。 
ЕСН, ЭН, НН, ШВ. DR. 

// 

収支 が 赤字 の 場合 。 朝 責 。 

収支 が プラ スマ イナ ス ゼ ロロ の 場合 。 対 価 交換 。 
収支 が 黒字 の 場合 。 収奪 や 搾取 。 


生き や すさ の 取得 の 行為 。 

自己 生産 。 

他 の 生物 に 対す る 外注 。 

(1) 

他 の 生物 を 、 生 存 さ せ た ま ま 、 行 う 場合 。 

他 の 生物 が 、 彼 ら 自 身 の 生 命 そ の も の と は 別に 生み 出す 生産 物 の 、 
摂取 や 丸呑み 。 

例 。 分 泌 物 。 種 を 除い た 果実 分 。 樹 液 。 乳 製品 。 酷 農 。 

上 位 者 に よる 、 下 位 者 の 生産 物 の 摂取 の 場合 。 栽培 。 飼 育 。 


下位 者 に よる 、 上 位 者 の 生産 物 の 摂取 の 場合 。 寄 生 。 

(2) 

他 の 生物 の 生命 を 奪う 形 で 、 行 う 場合 。 

他 の 生物 の 生体 の 、 生 きた まま で の 摂取 や 丸呑み 。 捕 食 。 
(3) 

他 の 生物 の 死体 に 集 る 形 で 、 行 う 場合 。 

他 の 生物 の 死体 の 摂取 や 丸呑み 。 解体 。 ハ ゲタ カカ の よう な 行為 。 


資本 。 

生物 に と っ て 、 生 き や す さ を 生み 出す た め の 、 元 手 と な る 、 財 産 。 
それ ら は 、 生 物 に と っ て 、 結 局 は 、 以 下 の 内 容 と 、 同 じ で ある 。 
既得 椎 益 


(3) 
生産 設備 の 製造 。 そ の た め に 必要 な コス ト 負 担 に つい て の 、 所 有 資 
源 や 、 所 有 設 備 に お ける 余力 の 発生 と 、 そ の 所 有 。 


(4) 

生産 物 に お ける 、 生 産 余 剰 の 発生 。 例 。 豊 作 。 

(5) 

消費 物 に お ける 、 消 費 残 余 の 発生 。 例 。 食 べ 残 し 。 

(6) 

生存 収支 に お ける 、 黒 字 。 そ の 蓄積 の 結果 の 物品 。 例 。 ЕН. Я, 
換 券 。 

(7) 

生物 の 間 で 構築 され て いる 、 彼 ら 自 身 が 生き や すさ を 生み 出す た め 
に 必要 な 、 協 業 関係 の ネッ トワ ー ク 。 


HE 


生き や すさ の 消費 の 行為 。 
// 
消費 能力 の 自前 で の 保持 。 
他 の 生物 に 対す る 外注 。 
// 


生き や すさ の 消費 の 後 。 
廃棄 物 の 発生 。 その 廃 茎 処理 と 、 そ の 廃 乗 コス ト へ の 支払 い の 必 要 


生物 と 利害 。 


利益 。 

生物 自身 が 所 有する 、 生 き や す さ 。 
生物 自身 が 新た に 獲得 する 、 生 き や す さ 。 
生物 自身 が 新た に 蓄積 する 、 生 き や す さ 。 

それ ら の 質量 の 最大 化 を 、 絶 え ず 追求 する こと 


損害 。 

生物 自身 が 所 有する 、 生 き に くさ 。 

生物 自身 が 新た に 背負 う 、 生 き に くさ 。 

生物 自身 が 新た に 蓄積 する 、 生 き に くさ 。 

それ ら の 質 量 の 最小 化 を 、 絶 え ず 追求 する こと 


それ ら は 、 和 生物 の 生涯 に お ける 、 最 大 目標 で ある 。 
それ ら の 目標 は 、 生 物 に お いて 、 彼 ら 自 身 の 子 了 拓 代 々 へ と 、 次 々 
と 、 永 続 的 に 、 伝 達 さ れ 、 継 承 さ れ て いく 。 


生物 。 

Е 条 件 。 

彼 自 身 が 利益 を 得る 、 条 件 。 

RAS Dene ae 在 蓄积 到 六 о, 2, 


それ は 、 以 下 の 内 容 で ある 。 


// 
生き や すさ の 生産 。 EC 
生き や すさ の 交換 。 そ の 交換 品 は 、 商 品 で ある 。 
// 


生物 に お ける 、 生 き や す さ の 井 失 。 

// 

C1) 

па ЕЯ SESPT AO, ЖЕ. 

(2) 

権益 の 所 有 者 に よる 、 借 用 者 か ら の 、 和 賃貸 料 の 徴収 。 

その こと に よる 、 所 有 者 に よる 、 借 用 者 か ら の 、 一 方 的 な 、 生 き や 
すさ の は さく 鶴 。 

(3) 

有 能 者 に よる 、 無 能 者 に 対す る 一 方 的 な コン トロ ー ル や 操作 や 侵略 
の 実施 。 

その こと に よる 、 有 能 者 に よる 、 無 能 者 に 対す る 、 一 方 的 な 、 生 き 
や すさ の は く 奪 や 強奪 。 


生物 社会 に お ける 、 社 会 的 停滞 。 

ある 生物 が 、 生 き や す さ を 、 о 

その 生物 が 、 そ の 現状 に 十分 に 、 満 足し て いる 場合 。 

その 生物 に よる 、 а ое < 換 は 、 起 き に くい 。 

その 生物 に よる 、 他 の 生物 に 対す る 、 更 な る 搾取 や 収奪 は 、 起 き に 
くし 1。 


ある 生物 が 、 現 状 の 生き や すさ に 、 十 分 に 満足 し て いる 場合 

その 生物 に よる 、 更 な る 生産 や 消費 や 交換 は 、 起 き に くい 。 

その 生物 に よる 、 他 の 生物 に 対す る 、 更 な る 搾取 や 収奪 は 、 起 き に 
くし \。 

その 生物 に よる 、 生 産 や 交換 に お ける 、 有 能 性 の 、 更 な る 向上 は 、 
起き に くい 。 

その 生物 に よる 、 生 産 や 交換 に お ける 、 既 得 権益 の 蓄積 度 の 、 更 な 
る 向上 は 、 起 き に くい 。 

交通 や 通信 の 欠如 。 そ の こと が も た ら す 、 新規 情 報 の 欠如 。 


例 。 
それ ら は 、 西 欧 諸 国 に お ける 、 中 世 の 社 会 的 停滞 を 、 引 き 起 こし 


生物 社会 に お ける 、 産 業 革 命 と 、 近 代 化 。 

ある 生物 が 、 現状 の 生き や すさ に 、 感 覚 的 に 、 既 に 飽和 し た 場合 。 
ある 生物 が 、 現 状 の 生き や すさ に 、 新 た に 不満 を 覚え る 場合 。 
その 生物 に よる 、 更 な る 生産 や 消費 や 交換 が 、 起 きやすい 。 

その 生物 に よる 、 他 の 生物 に 対す る 、 更 な る 搾取 や 収奪 が 、 起 き や 
すい 。 

その 生物 に よる 、 生 産 や 交換 に お ける 、 有 能 性 の 、 更 な る 向上 が 、 
起き や すい 。 

その 生物 に よる 、 生 き や す さ に お ける 剰余 の 、 大 量 発生 が 、 起 き や 
すい 。 

その 生物 に よる 、 生 産 や 交換 に お ける 、 了 茎 得 権益 の 蓄積 度 の 、 更 な 
る 向上 が 、 起 きやすい 。 

生物 た ち に お ける 、 そ れ ら の 心理 的 要因 は 、 生 物 の 社会 に 対し て 、 
変動 や 革命 を も た ら す 。 


ある 生物 が 、 現 状 の 生き や すさ に 、 感 覚 的 に 、 既 に 飽和 し た 場合 。 
限界 効用 の 遮 減 が 起き た 場合 。 

交通 や 通信 の 発達 。 そ れ ら の 手段 を 生み 出す 資源 や i НОЕ, 
その こと に よる 、 よ り 広 いい エリ ア に 関す る 新規 情報 の 得 や すさ の 向 
JES 

その こと に より 、 新 規 の 生き や すさ を 内 包 す る 権益 の 存在 を 、 新 た 
に 知る こと 。 

そう し た 、 新 規 の 、 新 鮮 な 感覚 に 満ち た 生き や すさ を 、 НЕ, В 
先 的 に 、 入 手 し 、 確 保 し た く な る こと 。 

その こと へ の 動機 付け が 、 新 た に 急速 に 強まる こと 。 


ある 生物 が 、 現 状 の 生き や すさ に 、 新た に 不満 を 覚え る 場合 。 
a et ee 
5 

その こと に より 、 よ り 上 位 の 生き や すさ を 内 包 す る 資源 の 存在 を 、 
新た に 知る こと 。 

その こと に より 、 よ リ り 上 位 の 生き や すさ を 生産 可能 な 設備 の 存在 


を 、 新 た に 知る こと 。 

その こと に より 、 生 き や す さ の 確保 に お いて 、 よ リ り 上位 の 、 他 者 の 
存在 を 、 新 た に 知る こと 。 

そう し た 生き や すさ を 、 更 に 向上 させ る 手段 を 、 新 た に 、 優 先 的 
IC, AFL. RULES BSCE, 


その こと に よる 、 生 産 や 交換 に お ける 、 有 能 性 の 、 更 な る 向上 。 


例 。 
生産 に 必要 な 各種 資源 の 得 や すさ の 、 鉱 業 や 農業 に お ける 、 新 た な 
向上 。 


農地 に お ける 、 農 作物 の 収穫 力 の 、 新 た な 向上 。 

生産 設備 の 開発 に お ける 、 工 学 的 な 技術 革新 。 

生産 し た 物品 の 相互 交換 を 行う た め の 、 商 業 手段 の 、 発 達 の 促進 。 
その こと に よる 、 生 産 や 交換 に お ける 、 了 既得 権益 の 蓄積 度 の 、 更 な 
る 向上 。 

例 。 既 得 権 共 の 高度 の 蓄積 者 に お ける 、 生 き や す さ に お ける 和 球 余 の 
大 量 発生 。 

その こと が も た ら す 、 彼 ら 自 身 に お ける 、 新 規 の 設備 投資 の し や す 
さ の 、 大 幅 な 向上 。 

それ ら の 、 発 生 。 


交通 や 通信 の 発達 。 

その こと に よる 、 行 動 の 自由 の 獲得 度 の 、 新 た な 向上 。 

その こと に よる 、 よ りり 広い エリ ア へ の 新 規 の 進出 し や すさ 。 ФЕ 
得度 の 、 新 た な 向上 。 

男性 優位 の 価値 観 に 基づく 、 未 知 の 侍 域 に 、 積 極 的 に 、 進 出し 、 成 
功 し よう と する 、 チ ャ レン ジ 精 神 。 

その 発揮 し や すさ の 、 新た な 向上 。 

その こと に よる 、 新規 の 発明 や 発見 の 生起 の 度合 い の 、 新 た な 向 
Es 

EMCEE KS, HEORMICRTSNRO, KAPHA, Hie 
OEAWO, НЕВЕ. 


例 。 
ИБ, РНИИ ЗЕНА, За ее О. 


生き や すさ を 内 包 し た 、 交 換 用 途 の 物品 。 

それ は 、 以下 の 内 容 で ある 。 商品 。 

CORES и. СИЗ 以下 の 内 容 で ある 。 商業 。 

交換 資源 。 販売 物品 。 

交換 設備 。 販売 店 。 

交換 設備 の 製造 。 販 売 設 備 の 構築 。 

交換 トー クン と し て の 貨幣 や 貴金属 。 そ れ ら の 蓄積 と し て の 、 資 
交換 を 行う 生物 同士 は 、 互い に 、 彼 ら 自 身 の 交 換 相 手 の 生 物 が 所 有 
し な い 属 性 を 、 備 えて いる 。 

交換 を 行う 生物 同士 は 、 互 い に 、 異 質 で ある 。 

交換 を 行う 生物 同士 は 、 互 い に 、 社 会 的 分 業 の 関係 に 入る 。 

生物 社会 は 、 生 き や す さ の 社会 的 交換 に つい て の 、 開 か れ た 市 場 で 
ある 。 


資源 その も の 。 生産 設備 その も の 。 それら の 生産 。 それ ら の 産出 。 
それ ら の 採取 。 それ ら の 収集 
それ ら が 、 FEMOWS, Chit, UFONSCHS. т, Gh 


=, 
それ ら が 、 生 物 の 場合 。 そ れ は 、 以下 の 内 容 で あぁ る 。 農業 。 


他 の 生物 に 対す る 、 生き や すさ の 提供 。 

その 対価 と し て の 、 生 き や す さ その も の 。 

その 対価 と し て の 、 任 意 の 種類 の 生き や すさ を 、 自 由 に 入手 可能 に 
する た め の 況 換 の 貨幣 。 

それ ら の 蓄積 。 


生き や すさ 。 

それ ら の 働き を 内 上 蔵 す る 、 物品 や 情報 。 
例 。 

生物 が 生き て いく た め の 栄 礁 ИЕ >. М. 

季 に お いて も 、 穀 物 を 栽培 で きる よう に 、 温 室内 部 を 温め る た め 

НОВ 

穀物 を 栽培 する た め に 必要 な 、 水 。 

その 水利 を 実現 する 、 生産 設備 と し て の 、 土 木 機械 に お いて 。 

それ ら の 製造 上 の 原料 と な る 、 鉄 。 

それ ら の 製造 工 竹 に お いて 、 鉄 を 溶解 させ る 高熱 を 出す た め に 必要 
i. BK 

それ ら の 製造 に 必要 な 、 技 術 情報 。 


それ ら の 、 生産 8 эн. Hl, 食糧 と し て の 穀物 を 、 栽 培 し 生育 させ 

る 、 農 地 と 、 作 業 従事 者 。 

それ ら の 、 取 得 役 備 。 例 。 実 っ た 穀物 を 刈り 取る 、 コ ン バ イ ン の 機 
械 と 、 作 業 従 事 者 。 

それ ら の 、 消 費 設 備 。 例 。 口 膝 か ら 摂 取 し た 穀物 を 、 消 化 吸 収 す 

る 、 生 物 と し て の 人 間 の 、 胃 腸 。 

それ ら の 、 人 交換 設備 。 例 。 顧 客 の 現金 を 、 収穫 され た 新年 度 の 穀物 
と 交換 する 、 食 品 小売 り 店 の 、 建 物 と 小売 業者 と コン ピュ ー タ ー。 


所 有 者 が 、 借 用 者 に 対し て 、 彼 自身 が 所 有する 資源 や 設備 の 貸し 出 
し を 、 行 うこ と 。 

その 結果 。 

所 有 者 が 、 借 用 者 に 対し て 、 そ の 賃貸 料 を 、 不 労 所 得 と し て 得る こ 


と 。 

投資 する 者 は 、 上 位 者 で あり 、 投 資 さ れる 者 は 、 下 位 者 で ある 。 
投資 する 者 。 投 資 家 。 投 資 さ れる 者 。 企業 家 。 

例 。 

彼女 自身 が 所 有する 生殖 資源 や 生殖 設備 を 、 男 性 に 対し て 貸し 出す 


女性 。 

彼女 は 、 投 資 家 で あり 、 上 位 者 で ある 。 

それ ら を 女性 か ら 借 り 受 け て 、 生 涯 に わた っ て 、 そ れ ら の 賃貸 料 
を 、 女 性 に 対し て 支払 う 男 性 。 

彼 は 、 企 業 家 で あり 、 下 位 者 で ある 。 


資源 。 設 備 。 
それ ら の 所 有 。 それら の 提供 。 それら の 借用 。 それ ら の 生産 。 そ れ 
ら の 消費 。 


所 有 者 が 、 生 産物 の 提供 後 も 、 生 存 し 続け る 場合 。 

C1) 

所 有 者 が 、 借 用 者 より も 、 上 位 者 で ある か 、 対 等 者 で ある 場合 。 
所 有 者 は 、 借 用 者 か ら 、 不 労 所 得 を 得る 。 

借用 者 は 、 所 有 者 に 対し て 、 支 払い を 行う 。 

(2) 

所 有 者 が 、 借 用 者 より も 、 下 位 者 で ある 場合 。 

所 有 者 は 、 借 用 者 に よっ て 、 本 来 得 られ る は ず の 所 得 を 、 強 奪 さ 
れ 、 没 収 さ れ 、 搾 取 さ れる 。 

借用 者 は 、 所 有 者 に 対し て 、 踏み倒し を 行う 。 

それ は 、 所 有 者 に よる 、 借 用 者 に 対す る 、 朝 買 で ある 。 


生き や すさ の 生産 者 が 本 来 、 そ の 消費 者 か ら 得 る べき 、 有 償 の 対 
価 。 そ の 無償 化 。 

それ は 、 以下 の 内 容 で ある 。 

(1) 

施し 。 

上 位 者 に よる 、 下 位 者 に 対す る 、 彼 自身 の 所 得 を 一 方 的 に 与え る 、 
行為 。 

(2) 

ボラ ンティア 


ある 生物 に よる 、 他 の 対等 者 に 対し て 、 彼 自身 の 所 得 を 、 彼 自身 の 
好意 に よっ て 、 他 の 対等 者 と の 合意 の 上 で 渡す 、 行 為 。 

(3) 

搾取 。 

上 位 者 に よる 、 下位 者 に 対す る 、 下 位 者 の 所 得 を 一 方 的 に 強奪 す 
る 、 行 為 。 


搾取 。 

その 可能 性 。 

それ は 、 以下 の 存在 に よっ て 、 和 生じ る 。 
生物 同士 の 、 社 会 的 な 上 下関 係 。 

それ は 、 以下 の 存在 に よっ て 、 和 生じ る 。 
C1) 

生き や すさ の 生産 に お ける 、 有 人 能 さ と 無能 さ 。 


(3-1) 

所 有 物 の 自己 占有 を 持続 させ る 能力 の 大 き さ 。 自 衛 力 。 防 御 力 。 
他 者 に 奪わ れ な いこ と 。 

その た め の 対 策 や 戦略 を 立て る カカ 。 

その た め の 起 装 力 。 

その た め の 、 和 彼ら 自 身 の 仲間 に 該当 する 他 の 生物 た ち を 、 巧 み に 制 
СВЕ) SH. 

(3-2) 

他 の 生物 の 所 有 物 を 奪う 能力 の 大 き さ 。 MEN. BAN. Нл. 
その た め の 対 策 や 戦略 を 立て る カ 力 。 

その た め の 起 装 力 。 

その た め の 、 そ の た め の 、 彼 ら 自 身 の 仲 間 に 和 該当 する 他 の 生物 た ち 
=, панно ЕЕ) SH. 


ЕСН 5, НЕЕ, 
Я. РАЗЫ!) ФН, НФ, 


生物 に お ける 、 所 有 物 。 
それ は 、 以下 の 内 容 で ある 。 


ある 生物 に よる 、 他 の 生物 の 、 所 有 や 占有 。 

ある 生物 が 、 他 の 生物 を 、 以 下 の よ うな 形 で 、 一 方 的 に 、 使 用 し 活 
用 する こと 。 

// 

彼 自身 の 生き や すさ を 、 よ り 効 果 的 に 生成 する た め の 道 具 と し て 。 
他 の 生物 の 自由 意思 を 無視 する 形 で 。 

// 

それ は 、 以 下 の 内 容 で ある 。 


C1) 

生涯 に わた る 所 有 。 例 。 ベ ペッ ト 。 RB PBA. ZR Wak 
(2) 

一 时 的 所 有 。 時 限 的 所 有 。 Я. BARA, ЮУ, 


ある 生物 に よる 、 他 の 生物 の 所 有 。 
所 有する 者 は 、 上 位 者 で あり 、 所 有 さ れる 者 は 、 下 位 者 で ある 。 


生物 社会 に お ける 、 社 会 的 上 下関 係 の 法則 。 生 物 の 経済 と の 関連 。 


th 
ЕЖЕ, Е, КАН, MAL. BRL. HD 
35. 

// 


それ は 、 具 体 的 に は 、 以 下 の 内 容 で ある 。 


(1) 

2. 

他 の 生物 の 、 生 命 そ の も の を 、 抹 消す る こと 

ие n そ の も の を 、 相手 の 生物 の 意思 に 反し て 、 勝 手 
、 一 方 的 に 、 抹 消す る こと 


(2) 

虐待 。 

ОМЕН 5+ Е ОЕ, BA LMTSEcCE, 

相手 の 生物 の 、 意 思 決 定 の 自由 を 、 奪 うこ と 。 ЩЕ. HFOLM 
の 心身 を 、 傷 め つ ける こと 。 

相手 の 生物 を 、 彼 自身 の 私 的 な スト レス の 発散 の 道具 と する こと 。 
相手 の 生物 の 、 彼 自身 に 対す る 隷 従 の 度合 い を 、 増 や すこ と 

その こと で 、 相 手 の 生 物 の 、 彼 自身 に と っ て の 道具 化 の 度合 い を 、 
より 促進 する こと 


(3) 

搾取 。 

それ は 、 以 下 の 内 容 で ある 。 

(3-1 

相手 の 生物 と の 共同 作業 。 

その 結果 、 協 業 相手 の 生物 が 、 本 来 所 有 を 予定 する 、 生 き や す さ の 


\ Е 
分 量 。 


その 分 量 に つい て 、 実 際 に 相手 の 生物 に 渡す 分 量 を 、 本 来 渡す べき 
分 量 よ り も 、 故意 に 、 減 ら す こと 。 

ある 生物 が 、 他 の 、 よ り 下 位 者 の 生物 を 、 彼 自身 の 生き や すさ を 生 
成す る た め に 、 一 方 的 に 、 道 具 と し て 、 使 用 し 活用 する こと 。 
その 生物 が 。 

他 の 、 よ り 下 位 者 の 生物 に 対し て 。 

そう し て 得 ら れ た 、 生 き や す さ の 剰余 に お いて 。 

それ ら の 総量 の 中 の ご く 一 部 の み を 、 下 紀 労 働 へ の 、 形 式 的 な 褒賞 
や 対価 と し て 、 一 方 的 に 与え る こと 。 

その こと で 、 そ の 生物 が 、 他 の 生物 に 対し て 、 生 き や す さ の 搾取 や 
収奪 を 、 行 うこ と 。 

その こと で 、 そ の 生物 が 、 彼 自身 の 生き や すさ の 剰余 の 更 な る 蓄積 
を 、 よ り 大 規模 に 行う こと が 、 出 来る よう に な る こと 。 

その こと で 、 そ の 生物 が 、 彼 自身 の 生き や すさ を 、 自 分 勝手 に 、 よ 
り 大 幅 に 増やす こと が 、 出 来る よう に な る こと 。 


(3-2) 

相手 の 生物 と の 、 生 き や す さ の 交換 。 

生き や すさ の 価値 。 そ の 相場 に つい て の 情報 の 所 持 と 欠如 。 それ に 
基づく 、 相 対 的 な 社会 的 上 下関 係 。 

相手 が 所 有する 、 生 き や す さ の 価値 。 そ の 対価 を 支払 う 能 力 の 大 
小 。 そ れ に 基づく 、 相 対 的 な 社会 的 上 下関 係 。 

生き や すさ の 夫 要 と 供給 。 そ れ ら の バラ ンス に お ける 、 過 度 の 傾斜 
や 偏り 。 そ の 対価 の 支払 い の 有 有利 不 利 に お ける 、 相 対 的 な 社会 的 上 
下関 係 。 

生き や すさ の 交換 行為 に お ける 、 心 理 的 な 経験 値 や 慣れ や 強 塊 さ の 
度合 い の 、 大 小 。 そ れ に 基づく 、 相 対 的 な 社会 的 上 下関 係 。 

生き や すさ の 交換 に お ける 、 前 提 と し て の 、 大 元 か ら の 、 社 会 的 上 
下関 係 。 例 。 彼 ら が 、 匠 自 、 所 属す る 、 社 会 階級 や 社会 階層 。 そ れ 
ら の 上 下関 係 。 

そう し た 、 生 き や す さ の 交換 に お いて 。 

ある 生物 は 、 彼 自身 の 生き や すさ を 増やす た め に 、 以下 の 社会 的 行 
動 を 、 実 行 す る 。 

他 の 、 よ り 下 位 者 の 生物 に 対し て 、 一 方 的 に 、 以 下 の 行 動 を 取る こ 
と 


// 

彼 自身 の 商品 を 売り 惜しむ こと 。 

相手 の 商品 を 買い 叩く こと 。 

相手 か ら 余計 な 利子 や 手数 料 を 徴収 する こと 。 

// 

相手 に 対し て 、 上 記 の よう な 不利 な 扱い を し て 、 損 害 を 与え る こ 
と 


その こと で 、 そ の 生物 が 、 他 の 生物 に 対し て 、 生 き や す さ の 搾取 や 
収奪 を 、 行 うこ と 。 

その こと で 、 そ の 生物 が 、 彼 自身 の 生き や すさ の 剰余 の 更 な る 蓄積 
を 、 よ り 大 規模 に 行う こと が 、 出 来る よう に な る こと 。 

その こと で 、 そ の 生物 が 、 彼 自身 の 生き や すさ を 、 自 分 勝手 に 、 よ 
り 大 幅 に 増やす こと が 、 出 来る よう に な る こと 。 


生物 社会 に お ける 、 社 会 的 上 下関 係 が 引き 起こ す 、 社 会 経済 的 な 結 


果 。 
それ は 、 以 下 の 内 容 で ある 。 


生物 は 、 誰 で も 、 彼 ら 自 身 の 遺 伝 的 子孫 と 文化 的 子 拓 を 、 自 分 勝手 
に 、 際 限 無 く 、 増 や し た い 。 

生物 は 、 そ の 実現 の た め の 前 提 和 人 条件 を クリ ア す る た め に 、 HCH, 
彼ら 自身 の 生き や すさ を 、 自 分 勝手 に 、 際 限 無 く 、 増 や し た い 。 
生物 は 、 そ の た め に 、 誰 で も 、 よ り 下 位 者 の 、 他 の 生物 に 対し て 、 
FERNPUINS SE, BMA<. ROR. BIRT. 

Flt, GOCE, HCH. RESOLSE PT сева, BR 
無く 、 増 や そう と する 。 

(1-1) 

有人 能 な 生物 は 、 そ の こと で 、 彼 自身 の 生き や すさ の 所 有 の 蓄積 の 、 
大 幅 な 増加 に 成功 する 。 

その 結果 。 

彼 は 、 社 会 的 上 位 者 に な る 。 

彼 は 、 そ の こと で 、 収奪 や 搾取 の 対象 と な る 下位 者 を 、 よ り 増 や す 
こと に 、 成 功 す る 。 

彼 は 、 そ の こと で 、 彼 自身 の 生き や すさ の 所 有 の 蓄積 の 、 更 な る 大 
幅 な 増加 に 、 永 久 に 成功 し 続け る 。 環 境 訟 動 が 起き な い 限 リ 。 
(1-2) 

無能 な 生物 は 、 そ の こと で 、 彼 自身 の 生き や すさ の 蓄積 の 、 大 幅 な 
р-н Э 5, 

その 結果 。 

彼 は 、 生 き や す さ その も の の 借用 者 に な る 。 

彼 は 、 生 き や す さ を 生産 する 資源 や 設備 の 借用 者 に な る 。 

その 結果 、 彼 は 、 社 会 的 下位 者 に な る 。 

彼 は 、 そ の こと で 、 上 位 者 に よる 収奪 や 搾取 の 対象 と な る 度合 い 
が 、 よ り 増 加 し て し まう っ 。 

彼 は 、 そ の こと で 、 彼 自身 の 生き や すさ の 所 有 の 蓄積 の 増加 に 、 永 
久 に 失敗 し 続け る 。 環 境 変 動 が 起き な い 限 リ 。 


(2) 

EN5 OER. 

彼ら の 間 に 、 社 会 的 格差 が 。 そ れ ら を 、 ひ っ くり 返す こと が 困難 な 
形 で 、 次 第 に 、 確 固 た る 状態 で 、 生 成 さ れる 。 

そう し た 社会 的 格差 の 固定 化 さ れ た 状態 。 社 会 階級 。 社 会 階層 。 
そう し た 、 社 会 的 上 下関 係 の 変動 に お ける 、 流 動 性 の 欠如 。 

それ は 、 社 会 的 下位 者 の 、 子 孫 代々 に わた る 、 社 会 的 上 位 へ の 昇進 
Die, HAST. 


Е, ЧЕТА, MEBESPT &# МФ, ВЕНЕ 
づけ や チャ レン ジ 精 神 を 、 喪 失 さ せる 。 

それ は 、 社 会 的 上 位 者 の 、 現 状 の 生き や すさ に 対す る 、 満 足 や 購 ワ 
の 心理 を 、 生 み 出 す 。 

それ ら は 、 社 会 的 上 位 者 の 、 子 孫 代 々 に わた る 、 現 状 の 社会 の 現状 
維持 を 、 望 む 心 理 を 、 生 み 出 す 。 

それ は 、 社 会 的 上 位 者 の 、 子 療 代 々 に わた る 、 現 状 の 社会 的 上 位 の 
永続 的 独占 を 、 BOMBS, FANT, 

それ は 、 社 会 的 上 位 者 に よる 、 社 会 的 下位 者 の 上 位 へ の 新た な 昇進 
を 、 徹 底 的 に 阻止 し よう と する 心理 を 、 生 み 出 す 。 


(3) 

ENS OER. 

そう し た 社会 的 格差 の 固定 化 さ れ た 状態 。 社会 階級 。 社 会 階層 。 社 
会 体制 。 


それ は 、 そ の 生物 社会 に お ける 、 新 規 の 変動 を 、 停 止 さ せる 。 
それ は 、 そ の 生物 社会 か ら 、 新 規 の 刺激 を 、 抹 消す る 。 

それ は 、 そ の 生物 社会 か ら 、 社 会 的 上 位 者 に お ける 、 彼 ら 自 身 の 社 
会 的 地位 の 下降 に 対す る 腎 張 感 を 、 抹 消す る 。 

Ent, COLMUHSSMICHSIT 3, PRIN PHB PhP oa 
和 状态 着 低 需要 状态 在 、 生 办 出 才 。 

それ は 、 そ の 生物 社会 全体 の 、 生 き に くさ を 、 増 加 さ せる 。 

それ は 、 社 会 的 下位 者 の 生活 水準 を 悪化 させ る 。 

それ は 、 社 会 的 下位 者 を 、 心 理 的 に 、 ど ん どん 追い 詰め る 。 

それ は 、 社 会 的 下位 者 に 対し て 、 以 下 の よ うな 心理 を 発生 させ る 。 
// 

既存 の 社会 体制 の 初期 化 へ の 、 強 烈 な 願望 。 

社会 革命 へ の 、 強 烈 な 願望 。 

その こと に よる 、 彼 ら 自 身 に よる 、 社 会 的 上 位 へ の 昇進 。 

彼ら 自身 に お ける 、 そ れ ら の 実現 へ の 希望 の 、 新 た な 取得 。 

// 


それ ら は 、 社 会 的 下位 者 た ち に お いて 、 以下 の 社会 的 行動 を 、 引 き 
起こ す 。 

// 

社会 的 下位 者 同士 の 連帯 。 

その こと に よる 、 社 会 的 下位 者 た ちの 、 社 会 的 勢力 の 増大 。 

その こと に よる 、 社 会 的 下位 者 た ち に お ける 、 社 会 的 上 位 者 た ちと 
の 、 駆 け 引 き 能 力 の 、 新 た な 獲得 。 

その こと に よる 、 社 会 的 下位 者 た ち に お ける 、 社 会 的 上 位 者 た ち を 


打倒 する た め の 戦 略 立案 能力 の 、 新 た な 獲得 。 

その こと に よる 、 社 会 的 下位 者 た ち に お ける 、 社 会 革命 を 実行 する 
能力 の 、 新 た な 獲得 。 

その こと に よる 、 社 会 的 下位 者 た ち に よる 、 社 会 革命 の 実行 と 、 降 
存 の 社会 的 上 位 者 に お ける 、 有 人 能 性 や 既得 権益 の 抹消 の 実行 。 
その こと に よる 、 社 会 的 下位 者 た ちの 、 社 会 的 上 位 へ の 昇進 の 実 
現 。 

その こと に よる 、 社 会 的 下位 者 た ちの 、 彼 ら 自 身 に お ける 、 生 き や 
すさ の 増進 の 実現 。 

// 

そう し た 新た な 社会 的 上 位 者 に よる 、 新 た な 社会 的 下位 者 に 対す 
る 、 和 容赦 無い 、 虐 待 と 搾取 の 、 新 た な 開始 。 

そう し た 新た な 社会 的 上 位 者 に よる 、 際 限 の 無い 、 茎 得 権益 の 蓄積 
の 、 新 た な 開始 と 、 新 た な 実現 。 

その こと に よる 、 社 会 的 格差 の 出現 と 、 そ の 固定 化 の 、 再 度 の 、 新 
た な 発生 。 

その こと に よる 、 社 会 的 上 位 者 の 、 子 振 代 々 に わた る 、 現 状 の 社会 
的 上 位 の 永続 的 独占 を 、 望 む 心 理 の 、 再 度 の 、 新 た な 発生 。 

その こと に よる 、 社 会 的 上 位 者 に よる 、 社 会 的 下位 者 の 上 位 へ の 新 
た な 昇進 を 、 徹 底 的 に 阻止 し よう と する 心理 の 、 再 度 の 、 新 た な 発 
生 。 

その こと に よる 、 社 会 全体 に お ける 、 停 清 や 衰退 や 閉 寒 や 飽和 状態 
や 低 乾 要 状態 の 、 再 度 の 、 新 た な 発生 。 

その こと に よる 、 社 会 全体 の 生き に くさ の 、 再 度 の 、 新 た な 発生 。 
それ ら の 発生 の 、 必 然 性 が 、 生 物 の 本 質 に 照ら し た 場合 、 と て も 高 
いこ と 。 

// 


ЕЙЬФ, ВУ ЕЕ, СОЯ, 
上 記 の 内 容 に 対す る 、 社 会 経済 的 な 対策 。 
それ は 、 以 下 の 内 容 で ある 。 


(No.1 ) 

社会 革命 。 

それ は 、 従 来 の 共産 主義 革命 の よう に 、 一 回 だ け 実 施す る の で は 、 
社会 的 に は 、 ほ と ん ど 無 意味 で ある 。 

それ は 、 以 下 の よ うに 、 和 実施 され る べき で ある 。 

社会 革命 。 そ の 、 生 物 社 会 に お ける 、 定 期 化 。 

社会 階 才 や 社会 階層 や 社会 体制 の 初期 化 。 そ れ ら の 、 生 物 社会 に お 
ける 、 定 期 化 。 


それ ら の 、 生 物 社会 に お ける 、 恒 常 化 や 社会 制度 化 。 
その 実現 が 、 生 物 社会 の 生き や すさ を 、 絶 え ず 維持 する た め に 、 必 
須 で ある こと 。 


(No.2 ) 

社会 的 下位 者 た ちの 、 社 会 的 上 位 へ の 昇進 。 

社会 的 上 位 者 た ちの 、 社 会 的 下位 へ の 没落 。 

それ ら の 、 両 方 同時 の 実現 の 、 可 能 性 。 

それ ら を 、 社 会 的 に 、 常 時 、 十 分 に 高め て お く こ と 。 

その こと で 、 社 会 的 な 上 下方 向 の 流動 を 、 絶 え ず 確保 し 続け る こ 
ee 

その こと で 、 社 会 の 活性 化 や 、 社 会 の 風通し の 良さ を 、 絶 え ず 実現 
し 続け る こと 。 

その こと で 、 社 会 全体 を 、 絶 え ず 、 生 き や す く し 続け る こと 。 
その こと で 、 無 理 な 社会 革命 の 発生 を 無く ぐす こと 

その こと で 、 毎 回 の 社会 革命 中 の 、 社会 の 無駄 な 混乱 を 、 未 然 に 防 
止 す る こと 。 

その こと で 、 毎 回 の 社会 革命 後 の 、 新 た な 上 位 者 に よる 、 社 会 の 生 
き に くさ の 、 再 発生 の 繰り 返し を 、 未 然 に 防止 する こと 。 

それ ら の 実現 が 、 良 好 な 生物 社会 を 、 絶 え ず 維持 する た め に 、 必 須 
で ある こと 。 


( 2022 年 5 月 初出 。 ) 


生物 の 共同 体 。 そ の 形成 の 基盤 と し て の 、 生 
物 の 間 に お ける 、 共 通 性 と 統合 性 の 存在 。 気 
体 的 な 共同 体 と 、 液 体 的 な 共同 体 。 


生物 に お ける 、 相 互 の 共通 性 と 統合 性 の 本 質 的 な 重視 と 、 共 同体 の 
形成 。 移 動 生 活 様式 の 場合 。 定 住 生活 様 式 の 場合 。 
共同 体 。 そ の 、 従来 の 社会 学 に お ける 定義 。 


例 。 
R.M. マ ッ キ ー ヴ ァ ー に よる 、 コ ミュ ニテ ィ の 概念 。 そ れ は 、 以下 の 


内 容 で ある 。 

共同 生活 の 運営 。common life. 

人 間 の 間 に お ける 、 彼 ら 自 身 の 生 活 の 、 共 有 。 生物 の 間 に お ける 、 
彼ら 自身 の 生涯 の 、 共 有 。 

室 間 的 な 共有 。 時 間 的 な 共有 。 

無 目的 性 。 汎 用 性 。 明確 な 目的 が ある 場合 は 、 そ れ を 、association 
と し て 、 区 別して いる こと 。 

それ は 、 定 義 と し て は 、 狭 すぎ る こと 。 その 理論 内 容 は 、 交 通 や 通 
信 が 未 発達 の 、 社 会 的 な 状態 を 反映 し た 内 容 に 、 止 まっ て いる こ 

と 。 そ の 定義 内 容 の 打破 が 、 新 た に 必要 で ある こと 。 


例 。 

F. テ ン ニ ー ス に よる 、 ゲ マイ ン シ ャ フト の 概念 。 そ れ は 、 以下 の 内 
容 で ある 。 

本 質 意 思 に よる 、 人 間 の 間 の 結合 。 

相互 の 愛情 。 相互 の 親密 性 。 共 通 の 思い 出 の 所 有 。 

そこ で は 、 そ れ ら の 成立 の 前 提 和 祭 件 と な る 、 生 物 の 間 に お ける 、 朋 
情 や 親密 性 の 生じ る 条件 に つい て の 解明 が 、 欠 如 し て いる こと 。 
それ は 、 生 物 に お ける 、 有 愛情 や 親密 性 に よる 相互 結合 を 生み 出す 、 
心理 的 な 背景 基盤 に つい て の 、 基 本 知識 が 欠如 し た 状態 で 、 打 ち 立 
て られ た 、 古 抽 な 理論 で ある こと 。 そ の 理論 内 容 の 打破 が 、 新 た に 
必要 で ある こと 。 


FICK OS. МЕБ, 


共同 体 の 起源 。 

生物 の 、 集 団 や ネッ トワ ー ク の 形成 に お ける 、 契 機 。 共 通 性 。 統 合 
性 。 それら の 掛け 合わ せ 。commonness. unity. 

commonness に は 、 庶 民 性 と いう 別 の 意味 が 存在 する の で 、 混 同 し 
な いよ うに 、 注 意 が 必要 で ある こと 。 


共同 体 の 定義 。 

複数 の 生物 の 間 に お ける 、 共 通 性 や 統合 性 の 存在 。 彼 ら が 、 そ れ ら 
の 存在 に 基づい て 形成 する 、 集 団 や 組織 や ネッ トワ ー ク や 全体 社 
会 。 そ れ ら の 総称 。 

複数 の 生物 に よっ て 形成 され る 、 集 団 や 組織 や ネッ トワ ー ク や 全体 
社会 。 そ れ ら の 中 に 、 成 員 相 互 の 共通 性 や 統合 性 が 、 明 確 に 存在 す 
る こと 。 そ うし た 、 集 団 や 組織 や ネッ トワ ー ク や 全体 社会 の 、 総 


小 。 


生物 の 間 に お ける 、 共 通 性 や 統合 性 。 そ れ ら に 基づい て 形成 され 

る 、 生 物 の 共同 体 。 そ れ ら は 、 以下 の 内 容 を 、 生 物 の 間 に 、 生 み 出 
す 。 相互 の 愛情 。 相 互 の 親密 性 。 共 通 の 思い 出 の 所 有 。 

生物 に お ける 、 共 同体 の 成立 条件 。 生 物 相 互 の 間 で 、 共 通 属性 や 共 
通 利害 や 共通 関心 や 共通 興味 が ある こと 。 そ うし た 生物 相互 の 間 

で 、 意 思 や 意見 の 統合 の 可能 性 が ある こと 。 

そう し た 統合 の 形態 。 そ れ は 、 以下 の 内 容 で ある 。 単 極 の 場合 。 集 
団 。 双 極 や 多 極 の 場合 。 ネ ットワーク 。 目 的 が 有る 場合 。 組 織 。 


遺伝 的 な 共通 性 。 
血縁 集団 や 血縁 ネッ トワ ー ク 。 
遺伝 的 な 共通 属性 。 種 。 性 別 。 運 動 能力 。 知 的 能力 。 性 格 。 


移動 生活 様式 に お ける 、 和 血縁 集 団 。 例 。 ア ラブ 。 ト ルコ 。 
定住 生活 様式 に お ける 、 血 縁 集団 。 例 。 中 国 。 韓 国 。 


文化 的 な 共通 性 。 
ЕЕ. WE. 関心 。 興味 。 趣味 。 


生物 の 共同 体 。 イン フラ に お ける 、 そ の 成立 を 可能 に する 、 基 盤 。 
物理 的 な 存在 位 買 の 同一 性 や 近隣 性 。 人 間 社 会 に お ける 、 村 落 や 都 
市 。 
交通 に お ける 、 相 互 往 来 性 の 確保 。 
通信 に お ける 、 相 互 接続 性 の 確保 。 
それ ら に よる 、 室 間 や 時 間 の 、 共 同 利用 の 可能 性 の 、 確 保 。 


生物 の 共同 体 。 そ れ は 、 以 下 の よ うに 分 類 さ れる 。 
室 間 。 時 間 。 

それ ら 全 て の 共有 を 行う 場合 。 

それ ら の 部 分 的 な 共有 を 行う 場合 。 


気体 的 な 離散 性 。 そ うし た 性 質 で 動く 生物 の 場合 。 例 。 男 性 優位 社 
会 の 人 々 。 移動 生活 様式 の 人 々 。 
個人 主義 。 自由 主義 。 多様 性 の 重視 。 チ ャ レン ジ 精 神 。 そ れ ら の 価 


値 観 の 共有 。 
その こと に よる 、 彼 ら 自 身 の 存 在 内 容 に お ける 、 相 互 の 共通 性 と 統 
合 性 の 確保 。 


その こと に よる 、 相 互 の スム ー ズ な 協業 の 実現 。 
ОЗЕРА, НЫ, КЕКС, BERL TLISIC BED 
ら ず 、 共 同体 的 で ある こと 。 


それ は 、 以下 の 内 容 で ある 。 
気体 的 な 共同 体 。 


液体 的 な 、 一 体 性 や 融合 性 。 そ うし た 性 質 で 動く 生物 の 場合 。 例 。 
女性 優位 社会 の 人 々 。 

集団 主義 。 相互 統制 主義 。 調和 の 重視 。 安全 性 を 保証 する 前 例 の 、 
蓄積 と 改良 の 、 重 視 。 そ れ ら の 価値 観 の 共有 。 

その こと に よる 、 和 彼ら 自 身 の 存 在 内 容 に お ける 、 相 互 の 共通 性 と 統 
合 性 の 確保 。 

その こと に よる 、 相 互 の スム ー ズ な 協業 の 実現 。 

彼ら の 社会 関係 は 、 時 空間 的 に 、 心 理 的 に まとまり 、 一 体 化 し 、 
融合 し て お り 、 そ れ ら の 点 に お いて 、 根 源 的 に 、 共 同体 的 で ある こ 
と 。 

それ は 、 以下 の 内 容 で ある 。 

液体 的 な 共同 体 。 


( 2022 年 5 月 初出 。 ) 


生物 に お ける 、 社 会 的 な 、 優 位 性 や 上 位 性 。 
生物 に お ける 、 社 会 的 な 、 劣 位 性 や 下位 性 。 


生物 に お ける 、 社 会 的 な 、 優 位 性 や 上 位 性 。 そ れ は 、 以下 の 内 容 で 


ある 。 

有 能 性 。 茎 得 権 凛 。 そ れ ら の 所 有 に お ける 、 豊 潤 性 や 富裕 性 。 そ の 
度合 い の 、 社 会 的 に 、 相 対 的 な 、 高 さ 。 

生物 に お ける 、 社 会 的 な 、 劣 位 性 や 下位 性 。 そ れ は 、 以下 の 内 容 で 
ある 。 

有 能 性 。 茎 得 権 凛 。 それら の 所 有 に お ける 、 豊 潤 性 や 富裕 性 。 そ の 
度合 い の 、 社 会 的 に 、 相 対 的 な 、 低 さ 。 


生物 は 、 彼 ら 自 身 の 所 持 す る 、 社 会 的 な 優位 性 や 上 位 性 それ 自体 
と 、 そ の 事実 を 示す 情報 を 、 彼 ら 自 身 が 、 受 容 し た が る 。 

例 。 

彼ら 自身 に お ける 、 身 体 的 な 優等 性 や 、 身 体 的 な 標準 性 の 、 自 己 所 
有 の 受容 。 

彼ら 自身 に お ける 、 身 体 的 な 優等 感 や 、 身 体 的 な 標準 感 に 対す る 、 


自己 受容 の 積極 的 容認 。 
それ ら の 例 。 人 間 の 女性 に お ける 、 彼 女 自 身 の 女 体 カ ー ス ト の 高 さ 
に つい て の 、 自 己 受 容 の 積極 的 容認 。 


生物 は 、 彼 ら 自 身 の 所 持 す る 、 社 会 的 な 劣 位 性 や 下位 性 それ 自体 
と 、 そ の 事実 を 示す 情報 を 、 彼 ら 自 身 が 、 拒 絶 し た が る 。 

例 。 

彼ら 自身 に お ける 、 身 体 的 な 劣等 性 や 、 身 体 的 な 奇形 性 の 、 自 己 所 
有 の 拒絶 。 

彼ら 自身 に お ける 、 身 体 的 な 劣等 感 や 、 身 体 的 な 奇形 感 に 対す る 、 
自己 受容 の 拒絶 。 

それ ら の 例 。 人 間 の 女性 に お ける 、 彼 女 自 身 の 女 体 カ ー ス ト の 低 さ 
に つい て の 自己 受容 の 拒絶 。 


生物 は 、 以 下 の 内 容 を 、 周 囲 の 社会 や 全体 社会 に 向け て 、 公 開 し 、 
それ ら の 発信 や 誇示 を 促進 し た が る 。 

彼 自 身 の 所 持 す る 、 社 会 的 な 優位 性 や 上 位 性 。 そ れ 自 体 。 そ の 事実 
を 示す 情報 。 

例 。 

レー スク イー ン の 女性 が 、 以下 の 内 容 の 情報 を 、 周 囲 の 社会 や 全体 
社会 に 向け て 、 積 極 的 に 、SNS 配 信 し た が る こと 。 

彼女 自身 の 優れ た 容姿 に つい て の 写真 画像 。 


生物 は 、 以 下 の 内 容 を 、 周 囲 の 社会 や 全体 社会 に 向け て 、 隠 べ い 
し 、 そ れ ら の 発信 や 議 示 を 回 避 し た が る 。 

彼 自身 の 所 持 す る 、 社 会 的 な 劣 位 性 や 下位 性 。 そ れ 自 体 。 そ の 事実 
Е 示す 情報 。 

Я]. 

彼女 自身 の 身体 的 特徴 に 労 等 感 を 抱く 、 女 性 。 

彼女 が 、 以下 の 内 容 の 実現 を 、 拒 絶する こと 。 

彼女 が 、 以 下 の 内 容 の 情報 を 、 周 囲 の 社会 や 全体 社会 に 向け て 、 積 
極 的 に SNS 配 信 す る こと 。 

彼女 が 、 以 下 の 内 容 の 情報 を 、 他 者 に よっ て 、 周 囲 の 社会 や 全体 社 
会 に 向け て 、 勝 手 に SNS 配 信 さ れる こと 。 

彼女 自身 の 容姿 に つい て の 写真 画像 。 


生物 。 彼 ら 自 身 が 、 発 情 期 で 無い 場合 。 
彼ら は 、 以 下 の 内 容 を 、 周 囲 の 社会 や 全体 社会 に 向け て 、 隠 べ い す 


5. ЖЗ, CNSEOWNRO, ЖЕЪЕЖЕ, ОЕ. 
彼ら 自身 が 、 性 的 発情 中 の 状態 で ある こと を 示す 、 情 報 。 

彼ら 自身 の 性 的 発情 中 に お ける 、 彼 ら 自 身 の 生 体 反 応 。 それ ら の 内 
容 に つい て の 、 情 報 。 


生物 。 彼 ら 自 身 の 発情 期 が 、 不 定 で ある 場合 。 

彼ら は 、 以 下 の 内 容 を 、 周 囲 の 社会 や 全体 社会 に 向け て 、 隠 べ い す 
5. ЖЗ, < ПФО, ЕЖЕ, МОЕ. 
彼ら 自身 が 、 性 的 発情 中 の 状態 で ある こと を 示す 、 情 報 。 

彼ら 自身 の 性 的 発情 中 に お ける 、 彼 ら 自 身 の 生 体 反 応 。 それら の 内 
容 に つい て の 、 情 報 。 


例 。 
人 間 の 女性 が 、 周 囲 の 視線 が 集中 する 満員 電車 の 中 で 、 彼 女 自身 が 
痴漢 に 遭遇 し て 、 発 情 す る こと を 、 嫌 うこ と 。 


生物 は 、 彼 自身 の 所 有する 有 能 性 の 、 他 者 へ の 提供 に 対し て 、 借 用 
者 か ら 、 対 価 や 賃貸 料 を 、 強 制 的 に 、 徴 収 し よう と する 。 

生物 は 、 彼 自身 の 所 有する 物品 や 情報 や 権 共 の 、 他 者 へ の 貸し 出し 
に 対し て 、 借 用 者 か ら 、 賃 貸 料 を 、 強 制 的 に 、 徴 収 し よう と する 。 
生物 は 、 彼 自身 の 所 有する 物品 や 情報 や 権益 の 、 他 者 へ の 所 有 権 移 
転 に 対し て 、 購 入 者 か ら 、 対 価 を 、 強 制 的 に 、 徴 収 し よう と する 。 


生物 は 、 以 下 の 内 容 を 、 嫌 う 。 

彼 自 身 の 所 有する 有 能 性 。 

それ ら が 、 彼 自身 の 許可 無し に 、 他 の 生物 に よっ て 、 勝 手 に 、 使 用 
され る こと 。 

その 生物 は 、 そ うし た フリ ー ラ イダ ー に 対し て 、 徹 底 的 に 抗戦 し よ 
うと する 。 


生物 は 、 以 下 の 内 容 を 、 嫌 う 。 

彼 自 身 の 所 有する 物品 や 情報 や 権益 。 

それ ら が 、 彼 自身 の 許可 無し に 、 他 の 生物 か ら 、 勝 手 に 、 そ の 表面 
を 浸食 され た り リ 、 そ の 内 部 へ の 侵入 を 受け る こと 。 

その 生物 は 、 そ うし た 漫 食 者 や 侵入 者 に 対し て 、 徹 底 的 に 抗戦 し よ 
うと する 。 


生物 は 、 以 下 の 内 容 を 、 確 保 し た が る 。 


そう し た 、 フ リー ライ ダー に 対す る 抗戦 。 

そう し た 、 強 制 浸食 者 や 、 強 制 侵 入 者 に 対す る 抗戦 。 

そう し た 抗戦 に お ける 、 彼 自身 の 、 防 御 有 能 性 や 反撃 有 能 性 。 
そう し た 抗戦 に お ける 、 彼 自身 が 保有 する 、 和 防御 や 反撃 の た め の 資 
源 や 設備 の 、 有 効 性 。 

生物 は 、 以 下 の 内 容 を 、 周 囲 に 向け て 、 発 倍 し た が る 。 

それ ら の 有 能 性 の 確保 が 既に な され て いる こと 。 


生物 は 、 以 下 の 内 容 を 、 打 ち 消 し 、 周 囲 に 向け て 、 隠 べ い し た が 
る 


そう し た 、 フ リー ライ ダー に 対す る 抗戦 。 

そう し た 、 強 制 浸食 者 や 、 強 制 侵 入 者 に 対す る 抗戦 。 

そう し た 抗戦 に お ける 、 彼 自身 の 、 防 御 不能 性 や 反撃 不能 性 。 
そう し た 抗戦 に お ける 、 彼 自身 が 保有 する 、 和 防御 や 反撃 の た め の 資 
源 や 設備 の 、 無 効 性 。 


例 。 

人 間 の 女性 が 、 以下 の 内 容 を 、 嫌 うこ と 。 

彼女 が 、 周 囲 の 他 者 に よっ て 、 彼 女 自身 の 身体 を 、 彼 女 自身 の 許可 
無く 、 勝 手 に 触ら れる こと 。 

人 間 の 女性 が 、 WKOWNBe, ABI UTHSENScE, 彼女 自 
身 の 、 そ の こと に 対す る 、 人 防御 不能 性 。 

人 間 の 女性 が 、 そ うし た 状況 の 発生 を 、 嫌 うこ と 。 

それ は 、 以下 の 内 容 と 、 同 等 で ある 。 

不動 産物 件 の 所 有 者 が 、 彼 ら 自 身 の 所 有する 不動 産物 件 を 、 彼 ら 自 
身 の 許 可 無 く 、 他 者 に よっ て 、 そ の 表面 を 触ら れ た り 、 そ の 内 部 侵 
和信 を 受け る こと 。 


生物 は 、 そ れ ら の 心理 的 傾向 を 、 社 会 的 な ルー ル と し て 、 定 め よ う 
と し た が る 。 

生物 は 、 そ れ ら の 心理 的 傾向 に 反する 行為 を 行う 他 者 を 、 社 会 的 な 
ルー ル へ の 違反 者 と し て 、 定 め よ うと し た が る 。 


生物 は 、 他 の 生物 に 対し て 、 奪 取 や 搾取 を 、 勝 手 に 実行 し た が る 。 
その 生物 は 、 そ の こ と で 、 彼 自身 の 生き や すさ を 、 自 分 勝手 に 、 向 
上 させ る 。 


生物 は 、 他 の 生物 の 所 有する 有人 能 性 を 、 勝 手 に 使用 し た が る 。 


その 生物 は 、 そ の こ と で 、 彼 自身 の 生き や すさ を 、 自 分 勝手 に 、 向 
上 させ る 。 


上 位 者 は 、 下 位 者 の 所 有する 有人 能 性 を 、 勝 手 に 使用 し た が る 。 
その 上 位 者 は 、 そ の こと で 、 彼 自身 の 上 位 性 を 、 自 分 勝手 に 、 周 囲 
ICIS CT. BRITS, 


生物 は 、 他 の 生物 の 所 有する 物品 や 情報 や 権益 を 、 浸 食し 、 奪 取 し 
た が る 。 
その 生物 は 、 そ の こと で 、 彼 自身 の 生き や すさ を 、 自 分 勝手 に 、 向 
上 させ る 。 


上 位 者 は 、 下 位 者 の 所 有する 物品 や 情報 や 権 六 を 、 強 制 的 に 、 温 食 
し 、 奪 取 し た が る 。 
その 上 位 者 は 、 そ の こと で 、 彼 自身 の 上 位 性 を 、 自 分 勝手 に 、 周 囲 
ICAIS TC. BRITS. 


例 。 

人 間 の 場合 。 

筋力 が 弱い 女性 に 対し て 、 強 制 的 に 、 性 的 行為 を 行う 、 筋 力 が 強い 
男性 。 

例 。 

生物 の 場合 。 

女性 は 、 一 般 的 に 、 和 生殖 設備 の 大 半 を 自前 で 所 有する 機会 を 、 生 得 
的 に 確保 し て いる 。 

男性 は 、 一 般 的 に 、 生 殖 設 備 の 大 半 を 自前 で 所 有する 機会 を 、 生 得 
的 に 喪失 し て いる 。 

そう し た 女性 一 般 が 。、 そ うし た 男性 一 般 に 対し て 、 彼 女 自 身 が 所 有 
する 生殖 設備 の 貸し 出し と 引き 換え に 、 彼 自身 に 対し て 、 経 済 的 な 
朝 買 の 実行 を 、 生 涯 に わた っ て 、 強 制す る こと 。 

女性 一 般 が 、 そ うし た 行為 の 、 社 会 的 な 容認 や 、 社 会 的 な ルー ル 化 
を 、 促 進 し た が る こと 。 


その こと は 、 以下 の 内 容 と 、 同 等 で ある 。 

不動 産物 件 の 所 有 者 が 、 彼 ら 自 身 の 所 有する 物件 に つい て の 賃貸 料 
を 、 そ れ ら の 借用 者 か ら 、 強 制 的 に 徴収 する こと 。 

不動 産物 件 の 所 有 者 が 、 そ うし た 行為 の 、 社 会 的 な 容認 や 、 社 会 的 
な ルー ル 化 を 、 促 進 し た が る こと 。 


その 結論 。 

それ ら の こと は 、 以下 の 内 容 と 、 同 等 で ある 。 

有人 能 性 や 既得 権 共 の 所 有 者 が 、 そ れ ら に つい て の 賃貸 料 を 、 そ れ ら 
の 借用 者 か ら 、 強 制 的 に 徴収 する こと 。 

有人 能 性 や 既得 権 葵 の 所 有 者 が 、 そ うし た 行為 の 、 社 会 的 な 容認 や 、 
社会 的 な ルー ル 化 を 、 促 進 し た が る こと 。 

上 位 者 が 、 そ うし た 行為 の 、 社 会 的 な 容認 や 、 社 会 的 な ルー ル 化 
を 、 促 進 し た が る こと 。 


有人 能 性 や 既得 権益 の 所 有 者 。 彼 ら は 、 彼 ら 自 身 の 脅 威 や ライ バル の 
存在 を 、 社 会 的 に 抹消 し よう と する 。 

生物 が 、 以 下 の 内 容 を 、 周 囲 の 社会 や 全体 社会 に 向け て 、 公 開 し 、 
発信 し 、 誇 示す る こと 。 

彼 自身 の 所 持 す る 、 社 会 的 な 優位 性 や 上 位 性 。 そ れ 自 体 。 そ の 事実 
を 示す 情報 。 

それ は 、 彼 自身 の 上 位 者 や ライ バル の 心理 を 、 一 方 的 に 、 刺 激 す 
る 。 
それ は 、 彼 自身 の 上 位 者 や ライ バル に お いて 、 彼 自身 に 対す る 和 警 戒 
心 を 、 引 き 起 こす 。 


その 結果 。 

彼 自身 の 上 位 者 や ライ バル は 、 彼 自身 の 存在 を 社会 的 に 抹消 する 方 
向 へ と 、 動 き 出 す 。 

その こと は 、 彼 自身 の 生き や すさ を 、 大 きく 損ね る 。 

彼 は 、 彼 自身 に お いて 、 そ の 状況 の 発生 を 、 回 避 し よう と する 。 


その 結果 。 

Flt, RAS. 以下 の 内 容 を 、 周 囲 の 社会 や 全体 社会 に 向け 

て 、 隠 べ い し 、 そ れ ら の 発信 や 誇示 を 回 避 し よう と する 。 

彼 自身 の 所 持 す る 、 社 会 的 な 優位 性 や 上 位 性 。 そ れ 自 体 。 そ の 事実 
を 示す 情報 。 

生物 は 、 彼 自身 の 本 心 に お いて は 、 以 下 の 内 容 を 、 周 囲 の 社会 や 全 
体 社会 に 向け て 、 引 き 続 き 、 公 開 し 、 発 信 し 、 譜 示し よう と する 。 
彼 自身 の 所 持 す る 、 社 会 的 な 優位 性 や 上 位 性 。 そ れ 自 体 。 そ の 事実 
を 示す 情報 。 


それ ら 両 者 の 意思 の 、 彼 自身 の 生涯 に お ける 、 配 分 の 塩梅 の 調整 の 
難し さ 。 
それ は 、 生 物 に お ける 、 そ の 生涯 に わた っ て の 、 継 続 的 な 課題 で あ 


5. 
СИЗ, МЕН. ОИК ЕФЕ><Ф, KiERO RAT 


о 


ある 生物 が 所 有する 、 同 一 内 容 の 、 能 力 や 権益 。 

それ ら は 、 そ の 生物 が 存在 する 環境 に よっ て 、 有 効 で あっ た り 、 無 
効 で あっ た りす る 。 

例 。 

強力 な 、 独 創 的 論理 的 思考 力 。 強力 な 、 気 体 的 思考 力 。 

それ は 、 移 動 生 活 様式 に お いて 、 有 効 で ある 。 それ は 、 男 性 優位 社 
会 に お いて 、 有 効 で ある 。 

それ は 、 定 住 生 活 様式 に お いて 、 無 効 で ある 。 それ は 、 女 性 優位 社 
会 に お いて 、 無 効 で ある 。 

その 能力 の 、 所 有 者 。 

彼ら は 、 移 動 生 活 様 式 に お ける 、 有 人 能 者 で ある 。 彼ら は 、 男 性 優位 
社会 に お ける 、 有 人 能 者 で ある 。 彼ら は 、 そ れ ら の 社会 に お ける 、 上 
位 者 で ある 。 

彼ら は 、 定 住 生活 様式 に お ける 、 無 能 者 で ある 。 彼ら は 、 男 性 優位 
社会 に お ける 、 無 能 者 で ある 。 彼ら は 、 それら の 社会 に お ける 、 下 
位 者 で ある 。 

例 。 

強力 な 、 同 調 的 調和 的 思考 力 。 強力 な 、 液 体 的 思考 力 。 

それ は 、 定 住 生 活 様式 に お いて 、 有 効 で ある 。 それ は 、 女 性 優位 社 
会 に お いて 、 有 効 で ある 。 

それ は 、 移 動 生 活 様式 に お いて 、 無 効 で ある 。 それ は 、 男 性 優位 社 
会 に お いて 、 無 効 で ある 。 

その 能力 の 、 所 有 者 。 

彼ら は 、 定 住 生活 様式 に お ける 、 有 人 能 者 で ある 。 彼ら は 、 女 性 優位 
社会 に お ける 、 有 人 能 者 で ある 。 彼ら は 、 そ れ ら の 社会 に お ける 、 上 
位 者 で ある 。 

彼ら は 、 移 動 生 活 様 式 に お ける 、 無 能 者 で ある 。 彼ら は 、 男 性 優位 
社会 に お ける 、 無 能 者 で ある 。 彼ら は 、 そ れ ら の 社会 に お ける 、 下 
位 者 で ある 。 

例 。 

強力 な 、 水 利 港 激 用 の 、 ポ ンプ 。 

それ は 、 水 利 が 存在 する 環境 に お いて 、 有 効 で ある 。 

それ は 、 水 利 が 存在 し な い 環 境 に お いて 、 無 効 で ある 。 

その 設備 の 所 有 者 。 

彼ら は 、 水 利 が 存在 する 環境 の 社会 に お いて 、 優 位 で ある 。 彼ら 


は 、 そ れ ら の 社会 に お ける 、 上 位 者 で ある 。 

彼ら は 、 水 利 が 存在 し な い 環 境 の 社会 に お いて は 、 特 に 、 優 位 で 
は 、 全 く 無 い 。 彼 ら は 、 そ れ ら の 社会 に お ける 上 位 者 で ある と は 、 
言え な い 。 


ある 生物 が 、 そ の 生物 が 存在 する 環境 を 、 彼 自身 に よっ て 、 変 更 す 


その 生物 が 所 有する 、 能 力 や 権益 。 それら の 新た な 有効 化 や 無効 化 
に 対す る 備え を 、 予 め 完 了 さ せ て お く こ と 。 

例 。 

人 間 に よ る 、 大 量 の 石 湊 や 石油 な どの 、 エ ネル ギー 消費 。 それら が 
も た ら す 、 地 球 に お ける 、 気 候 温暖 化 。 人 間 が 、 そ の 発生 に 対す る 
対策 を 、 予 め 完 了 さ せ て お く こ と 。 


( 2022 年 5 月 初出 。 ) 


生物 に お ける 、 有 能 性 。 


生物 に お ける 、 生 き や す さ の 確保 し や すさ 。 

水分 。 栄 養分 。 生 活 に お ける 、 快適 性 。 生 活 が 、 楽 で ある こと 。 生 
活 に お ける 、 人 危険 や 田 威 の 、 回 避 し や すさ 。 それら の 確保 し や す 
さ 。 

生物 に お ける 、 自 己 保 存 や 自己 複製 の 、 実 現し や すさ 。 有 性 生殖 の 
場合 。 そ れ ら の 実現 に お いて 、 よ り 有 利 な 聞 件 を 所 有 し て いる 配偶 
者 。 そ うし た 配偶 者 の 、 獲 得 し や すさ 。 

#-ЕУНВЕ. УФ Ц 9 &. Bath ХК. 

# 健 康 さ 。 病 気 の 、 回 避 や 治癒 の 、 し や すさ 。 長生 き し や すさ 。 

# 心 身 の 能 力 。 勢力 の 強 さ 。 操 縦 性 の 良さ 。 機 動 性 。 詰 め の 強 力 
さ 。 強 囚 さ 。 敏 控 さ 。 持 続 性 。 エ ネル ギー 効率 性 。 

# 導 生理 的 基盤 の 良好 性 。 内 蔵 機能 の 良好 性 。 筋肉 や 骨 や 関節 の 良 
好 性 。 運 動 能力 。 

## 精 神 的 能力 。 神経 系 の 能力 。 知 的 能力 。 情 緒 的 基盤 の 良好 性 。 
# 生 き や す さ の 収支 を 、 黒 字 化 する 能力 。 生き や すさ の 、 自 己 生成 
能力 。 自 己 生 成 し た 生き や すさ の 、 交 換 や 販売 の 、 能 力 。 生き や す 
さ の 、 人 労働 に よる 、 獲 得 能 力 。 生き や すさ の 、 不 労 に よる 、 獲 得 能 


力 。 生き や すさ の 消費 に お ける 、 節 約 能 力 。 

# 生 き や す さ の 奪い 合い の た め の 、 競 争 や 闘争 に 、 打 ち 勝 つ 能 力 。 
社会 的 上 位 者 に な る 能力 。 獲 得 し た 社会 的 上 位 性 を 、 維 持 す る 能 
力 。 獲 得 し た 社会 的 上 位 性 を 、 子 拓 代 々 へ と 継承 する 、 能 力 。 


社会 的 な 上 位 性 。 
それ は 、 以 下 の 内 容 に より 、 構 成 さ れる 。 
ВЕ. PAS ЭФ, Е, 


社会 的 上 位 性 の 実現 に お いて は 、 有 能 性 が 、 よ り 本 質 的 で ある 。 
生物 は 、 既 得 権益 を 失っ た 場合 、 有 能 で あれ ば 、 再 び 、 了 既得 権 菩 
獲得 出来 て 、 社 会 的 上 位 性 を 、 取 り 戻 すこ と が 出来 る 。 

生物 は 、 無 能 な 場合 、 い っ た ん 、 取 得 権益 を 失う と 、 社 会 的 上 位 性 
を 、 取 り 戻 すこ と が 、 二 度 と 出来 な い 。 


( 2022 年 5 月 初出 。 ) 


生物 に お ける 、 社 会 思想 史 。 


生物 の 本 質 自体 が 生み 出す 、 彼 ら 自 身 の 社 会 生活 に お ける 、 根 本 的 
な 不快 感 の 、 連 続 的 発生 。 

それ ら は 、 以下 の 内 容 で ある 。 

к < ВИО, МОРЕ, 

ИБ Фу ВАН, Ша О СЕЯ9 ФСС. 

その こと で 、 彼 ら 自身 の 社 会 生活 を 、 抜 本 的 に 、 快 適 化 する こと 。 
それ は 、 以下 の 内 容 で ある 。 

社会 的 理想 の 実現 。 

その た め の 、 様 々 な 試行 錯誤 の 連続 。 そ れ ら の 時 系 列 的 発生 。 
それ ら の 内 容 の 、 リ アル タイ ム か 回 顧 で の 、 記 録 。 


生物 に お ける 、 政 治 思 想 史 。 
生物 に お ける 、 社 会 思想 。 

それ ら の 、 社 会 的 上 下関 係 の 領域 に 対す る 適用 。 
それ ら の 時 系 列 的 発生 。 

それ ら の 内 容 の 、 リ アル タイ ム か 回 顧 で の 、 記 録 。 


生物 に お ける 、 社 会 的 理想 。 


SM, НВ, ЖИ, WAL, BMTSCe 
その こと で 、 生 物 が 、 彼 ら 自 身 の 社 会 生活 を 、 抜 本 的 に 、 快 適 化 す 
る こと 。 

それ ら の 実現 を も た ら す た め に 、 彼 ら 自 身 の 社 会 生活 に お いて 、 優 
先 的 に 採用 すべ き と さ れる 、 考 え 方 や 、 行 動 の 枠組 み 。 


( 2022 年 5 月 初出 。 ) 


西欧 や 北米 に お ける 、 社 会 思想 の 、 特 徴 。 


近代 や 現代 の 、 西 欧 や 北米 に お ける 、 社 会 思想 の 特徴 。 そ れ ら は 、 
以下 の 内 容 で ある 。 


C1) 
気体 的 思想 。 そ の 思想 は 、 以 下 の 内 容 を 反映 し て いる 。 移 動 生 活 様 
式 。 社 会 に お ける 、 男 性 優位 。 


01 個人 主義 。 自 由 主 義 。 チ ャ レン ジ 精 神 。 上 位 者 に 対す る 、 個 人 
O 自 由 着 、 个 人 O 自 主 独立 性 D、 矶 保 。 上 位 者 亿 对 才 吾 批判 D、 种 
MASA. 

BANG, TFUAPIDSYAICHSIFTS, HER. 


02 理性 や 客観 性 や 論理 性 の 、 重 視 。 
具体 的 な 例 。 ド イツ や フラ ンス に お ける 、 理 性 重視 の 、 哲 学 。 


03 実証 的 な 科学 的 精神 の 、 重 視 。 
具体 的 な 例 。 プロテス タン ト の 精神 に 基づく 、 産 業 革命 と 科学 の 、 
進展 。 


(2) 
ARIS. HOES, IBAITSCe, 人間 を 、 他 の 生物 に 対す 
る 、 特 別 な 選ば れ た 上 位 者 と し て 、 扱 うこ と 。 そ うし た 、 強迫 観 


その 思想 は 、 以 下 の 内 容 を 反映 し て いる 。 

БУБЕН 5, REO. MACRO, ARES 
常態 化 。 
Shag. 


ARN RERMIRCUCORBSe, ЛИОНЕ МЕС С 
が 、 社 会 的 禁忌 で ある こと 。 
具体 的 な 例 。 旧約 聖書 に お ける 、 天 地 創 造 の プロ セス や 、 選 民 思 
想 。 そ れ ら の 、 社 会 的 な 信仰 。 


(3) 

APMICSIFS, ЕНФЫНОЮАЕ, ФЕФО, 社会 的 理想 の 実 
現 の 、 追 求 。 そ うし た 、 強 迫 観念 。 

例 。 上 位 者 に よる 、 下位 者 に 対す る 、 虐 待 と 搾取 の 常態 化 。 そ の こ 
と に 対す る 、 下 位 者 に お ける 不満 の 感情 や 、 上 位 者 に お ける 負い 目 
の 感情 。 そ れ ら の 社会 的 解決 に 対す る 、 強 い 願 望 。 

具体 的 な 例 。 フ ラン ス 革 命 。 社 会 主義 。 民主 主義 。 


(4 

人 貢 し く 苫 酷 な 、 周 囲 の 生存 環境 が も た ら す 、 以 下 の 内 容 の 社会 的 行 
為 。 架 室 の 絶対 者 に 対す る 、 心 理 的 な 救助 を 求め る 、 真 設 な 、 願 い 
や 祈り と 、 社 会 的 な 恭順 。 そ うし た 行為 に 対す る 、 強 迫 観 誇 。 
具体 的 な 例 。 キ リス ト 教 に お ける 、 父 な る 唯一 神 の 、 信 仰 。 宗 教 改 


ヘン 


ыы 


社会 的 な 最上 位 者 に お ける 、 彼 ら 自 身 の 、 絶 対 者 と の 同一 視 。 
具体 的 な 例 。 フ ラン ス や ドイ ツ や イギリス に お ける 、 絶 対 王政 。 


( 2022 年 5 月 初出 。 ) 


中 国 に お [7 5. 社会 思想 の 、 特徴 。 


古代 か ら 現 代 ま で の 、 中 国 に お ける 、 社 会 思想 の 特徴 。 そ れ ら は 、 
以下 の 内 容 で ある 。 


C1) 

液体 的 思想 。 

その 思想 は 、 以 下 の 内 容 を 反映 し て いる 。 和 定住 生活 様式 。 社 会 に お 
ける 、 女 性 優位 。 


01 調和 主義 。 同 調 主 義 。 全体 主 義 。 周 囲 の 流れ に 沿っ て 、 周 囲 の 
流れ に 合わ せ て 、 生 きる こと 。 周 囲 と の 、 一 体 性 や 融和 性 の 重視 。 
閉鎖 性 や 排他 性 。 前 例 踏 覇 と 前 例 改 良 。 


具体 的 な 例 。 道 教 。 


02 関係 や 縁故 の 構築 の 重視 。 規 制 と 統制 と 秩序 の 重視 。 社 会 的 最 
上 位 者 に よる 、 下位 者 に 対す る 、 社 会 的 な 操縦 や 制御 。 そ の 心得 。 
ЕАИС 9 ЭФ, Bib, RUBIKS, Ех 95, в 
а, 上 位 者 に よる 、 下 位 者 の 、 温 か な 包含 。 そ うし た 社会 関 
係 の 重視 。 社 会 的 上 下関 係 に 基づく 、 社 会 的 儀礼 の 重視 。 
АЖ, в. 


(2) 

воле $95, FEPTASOBUAUICHIIC, ЖЮ 
<, BA PEI. 5-е. ЧЕЙ ЕМЕФ, ЕМС 
持 。 そ の た め の 戦 略 や 知恵 。 

BANG, AFORE. 


( 2022 年 5 月 初出 。 ) 


生き や すさ の 無償 提供 。 製 品 の 無償 提供 。 そ 
うし た 人 行為 が 、 生 物 に 対し て も た ら す 、 効 
果 。 


製品 の 無償 提供 。 

それ は 、 以下 の 内 容 で ある 。 

生き や すさ の 無償 提供 。 

それ は 、 以下 の よう な 効果 を 、 も た ら す 。 

その 製品 の 、 普 及 し や すさ や 、 増 琉 の し や すさ の 、 最 大 化 。 

その 製品 の 、 増 殖 し や すさ や 、 和 生き残り や すさ の 、 最 大 化 。 

その 製品 の 製造 者 に お ける 、 彼 ら 自 身 の 子 拓 の 、 増 殖 し や すさ や 、 
生き 残り や すさ の 、 最 大 化 。 


( 2022 年 5 月 初出 。 ) 


高 者 要 の 生き や すさ の 、 供 給 。 そ うし た 行為 


生物 に 対し て も た ら す 、 効 果 。 


要 の 高い 、 生 き や す さ 。 
それ ら の 、 市 場 に 対す る 、 大 量 供給 。 
それ ら に 対す る 、 交 換 対 価 の 、 大 量 の 受け 取り 。 
それ ら の 大 量 の 蓄積 。 
それ は 、 以 下 の 内 容 で ある 。 
交換 可能 な 生き や すさ の 、 大 量 蓄 積 。 
既得 権益 の 大 量 蓄 積 。 
独立 性 の 強化 。 権 力 基 盤 の 強化 。 社 会 的 上 位 性 の 実現 。 


( 2022 年 5 月 初出 。 ) 


社会 に お ける 、 生 き や す さ の 蓄積 の 、 促 進 要 
Al 資本 主義 の 促進 要因 。 社 会 の 近代 化 の 妥 
因 。 


C1) 

男性 優位 社会 の 場合 。 気 体 的 思想 。 

例 。 西 欧 社会 の 近代 化 。M.Weber. "プロ テス タン ティ ズム の 倫理 
と 、 資 本 主義 の 精神 。" 


彼ら 自身 の 社会 が 内 包 す る 、 偶 相性 。 その 自覚 を 、 持 っ た こと 。 
そう し た 状態 か ら の 脱却 する こと 。 そ の た め に 、 絢 え ず 、 勤 勉 に 働 
く こ と 。 そ の こと で 、 上 豊潤 性 を 得る こと 。 その 実現 の 必要 が あっ た 


个 人 主义 。 自由 主義 。 独立 性 。 自 律 性 。 そ れ ら の 、 感 情 的 な 死守 。 
合理 性 や 客観 性 や 科学 性 。 

論理 性 。 

未知 領域 に 対す る 、 探 査 性 。 

自己 拡大 性 。 


КУ, Нов, 

情绪 表 出 O 欠 如 。 

弱肉强食 O 重 视 。 

死後 の 世界 に お いて 、 快 適 で 楽 な 暮らし を 、 し た いこ と 。 
ФЕ, ННЕзис, AAO MIO UT. Ива, Ш 
来る だ け 積 ん で お きた いこ と 。 

功徳 の 蓄積 。 そ れ は 、 労 働 へ の 対価 の 蓄積 で ある こと 。 

それ ら は 、 以 下 の 内 容 へ と 、 つ な が っ て いる こと 。 功利 性 の 追求 。 
そう し た 内 容 の 、 独 自 の 資本 主義 。 理 性 的 資本 主義 。 


(2) 
女性 優位 社会 の 場合 。 液 体 的 思想 。 
例 。 近 現代 の 中 国 に お ける 、 華 信 の 精神 。 


彼ら 自身 の 社会 が 内 包 す る 、 豊 潤 性 。 そ の 自覚 を 、 持 っ て いる こ 
と 


勤勉 性 。 

節約 性 。 

実利 性 。 

集団 主義 。 全体 主義 。 調 和 主 義 。 それ ら の 、 感 情 的 な 死守 。 
(Бла. ЕВА, 

縁故 や 関係 の 構築 の 重視 。 縁故 や 関係 の 無限 拡大 の 重視 。 そ れ ら の 
実現 の た め に 必要 な 、 共 感性 の 重視 。 

権益 配分 に お ける 、 部 内 者 限定 性 や 、 閉 鎖 性 や 、 拝 他 性 。 
MID LEHI PIO RE Cel MS 5, f< RS, APH, 
РАНЕЕ, ARGH. ARG. FATHER. ВЕ, 
HERRO EH. 


彼ら 自身 の 生存 の 存続 。 彼 ら 自 身 の 、 更 な る 富裕 化 。 

その た め の 、 投 資 効果 の 最大 化 。 そ の た め の 、 投 資 効果 の 永続 化 。 
それ ら の 実現 の た め に 、 手 段 を 選ば ず に 、 な けり ふり リ ワ 構 わ ず 、 何 で も 
や る こと 。 

それ ら の 実現 の た め に 、 時 間 や 手間 を 、 一 切 、 惜 し まな いこ と 。 
それ ら の 実現 の た め に 、 互 い に 、 全 て の 時 間 や 手間 を 、 全 力 で 捧げ 
る こと 。 

そう し た 内 容 の 、 独 自 の 資本 主義 。 何 で も や る 資本 主義 。 


( 2022 年 6 月 初出 。 ) 


社会 学 に お ける 、 伝 統 的 な 分 析 概 訪 に つい て 
の 、 再 検討 。 M.Weber. 


M.Weber. 

理念 型 。 

それ ら の 提唱 内 容 に つい て の 、 私 に よる 、 液 体 的 思想 や 、 生 物 本 位 
の 思想 に 基づく 、 批 麟 と 、 修 正 。 

それ ら は 、 以下 の 内 容 で ある 。 


M.Weber. 

価値 自由 。 

社会 研究 者 が 、 社 会 分 析 を 行う 前 提 と な る 価値 観 を 、 自 由 に 、 選 択 
で きる こと 。 

社会 研究 者 が 、 以 下 の 内 容 の 意識 を 、 持 つこ と 。 

彼 自 身 が 、 ど の 価値 観 に 基づい て 、 社 会 分 析 を 行っ て いる か ? 
その こと に つい て の 、 彼 自身 に よる 、 自 覚 。 


それ は 、 自 由 へ の 指向 に 、 基 づい て いる 。 

それ は 、 気体 的 思想 の み に 、 大 きく 偏っ て いる 。 

それ は 、 正 し く は 、 液 体 的 思想 へ の 対応 が 、 新 た に 必要 で ある 。 
液体 的 思想 の 場合 。 

それ は 、 以下 の 内 容 で ある 。 

価値 へ の 愛着 。 価値 へ の 一 体 融 合 化 。 

周囲 の 他 者 が 抱く 価値 と の 、 同 調 や 調和 の 、 確 保 。 


価値 自由 。 

それ は 、 結 局 は 、 以下 の 内 容 で ある 。 

気体 的 思想 が 内 包 す る 価値 に 対す る 、 愛 着 や 一 体 融合 化 。 
気体 的 思想 が 内 包 す る 価値 に 対す る 、 隷 従 。 


M.Weber. 


官僚 制 。 

明確 な 権限 の 分 配 。 

官職 に お ける 、 ヒ エラ ル ヒ ー の 原則 。 
文書 主義 の 原則 。 

公私 の 分 離 。 


職務 遂行 上 の 規則 の 習得 の 必要 化 と 、 そ の た め の 専 門 的 訓練 の 実 
施 。 
職務 の 専業 化 の 明確 化 。 


その 概念 は 、 気 体 的 思想 で 動く 社会 に お ける 、 組 織 や 集団 に 対し て 
の み 、 有 効 で ある 。 

液体 的 思想 で 動く 社会 に お ける 、 官 僚 制 。 

それ は 、 以 下 の 内 容 で ある 。 


権限 の アメ ー バ 的 な 融合 と 分 離 の 繰り 返し 。 

官職 に お ける 、 局 所 的 閉鎖 的 小 集 団 と 。、 そ れ ら を 繋ぐ ご ネッ トワ ー ク 
の 、 同 時 形成 の 、 原 則 。 

文書 非 公開 の 原則 。 

公私 の 融合 。 

A DU RA NE eee ager 
FIC BITS. BRE PALE PALATE OTE LR. 


M.Weber. 
カリ スマ 的 支配 。 Их. ВЯ. 


伝統 的 支配 。 

古く か ら の 、 し きた りや 、 家 柄 や 、 血 筋 な ど が 根拠 に な っ た 、 支 配 
関係 。 

長い 間 に 確 立 さ れ た 、 文 化 的 様式 。 

それ ら に 対す る 加 敬 。 それに よっ て 正当 化 さ れ た 、 支 配 。 

例 。 中 世 ヨ ー ロ ッ パ に お ける 、 世 謀 貴 族 に よる 、 支 配 。 


カリ スマ 的 支配 。 

上 位 者 個人 が 所 有する 、 超 人 的 な 資質 。 それに 対し て 、 下 位 者 が 、 
自発 的 に 、 進 ん で 服従 する こと 。 そ の よう な 支配 関係 。 

ある 上 位 者 個人 に 備わっ た 、 音 日 常 的 な 天 与 の 資質 。 カリ スマ 。 そ 


れ が 持つ 権威 。 
その 上 位 者 個人 に よる 、 秘 示 や 、 英 雄 的 行為 や 、 指 導 者 的 資質 の 提 


小。 

それ ら に 対す る 、 下位 者 に よる 、 全 面 的 な 、 人 格 的 な 、 帰 依 と 信 
頼 。 

それ ら に 基づく 、 支 配 。 

fl, Se. 呪術 者 。 英 雄 。 彼 ら に よる 、 社 会 支配 。 


合法 的 支配 。 

法 な どの 規則 が 根拠 に な っ た 支配 関係 。 

規則 に 対し て の 服従 が な され て いる こと 。 

制定 法規 の 妥当 性 に 対す る 、 信 念 。 

合理 的 に 作成 され た 規則 に 依拠 し た 、 客 観 的 な 権限 。 
それ ら に 基づい た 、 支 配 。 


それ ら は 、 分 類 と し て は 、 有 要素 選 元 の 度合 い に お いて 、 不 徹底 で あ 
る 。 
それ ら は 、 正 し く は 、 以下 の 内 容 で ある べき で ある 。 


ELLE 
社会 的 上 下関 係 の 遵守 。 


上 記 の 社会 的 行為 の 実行 に お ける 、 以 下 の よ うな 価値 観 の 、 重 視 。 


// 伝統 的 支配 。 

伝統 の 保持 。 

慣性 法則 へ の 依拠 性 。 

遺伝 的 な 、 同 質 性 や 純粋 性 。 文 化 的 な 、 同 質 性 や 純粋 性 。 
既得 権益 の 保持 。 


// カリ スマ 的 支配 。 
有 能 性 。 

个 人 性 。 

非 日 常 性 。 

キャ ラク ター の 濃 さ 。 


// 合法 的 支配 。 
根拠 の 明確 性 。 


合理 性 。 客 観 性 。 
AAA 
上 記 の 三 つ の 支配 類型 は 、 同 時 に 並存 する 。 


西欧 に お ける 、 社 会 の 近代 化 。 

それ は 、 男 性 優位 社会 の 、 移 動 生 活 様式 の 、 気 体 的 思想 の 、 伝 統 
に 、 忠 実に 基づい て いる 。 そ れ は 、 伝 統 的 支配 の 産物 で ある 。 
それ は 、 有 能 な 個々 人 に よる 、 ブ レー クス ルー に 、 依 拠 し て いる 。 
それ は 、 カ リス マ 的 支配 の 産物 で ある 。 

それ は 、 合 法 的 支配 の み の 産 物 で は 、 決 し て 無い 。 


M.Weber. 
伝統 的 行為 。 情動 的 行為 。 目 的 合理 的 行為 。 価 値 合理 的 行為 。 


i 

伝統 的 行為 。 行 為 の 目的 と 手段 が 、 共 に 習慣 化し て いる 、 行 為 。 伝 
統 的 な 慣行 と 慣習 に 基づく 行為 。 

彼 は 、 そ の 概念 の 形成 に お いて 、 以下 の 両者 が 持つ 対照 的 な 内 容 

を 、 彼 自身 の 不 注意 に よっ て 、 混 同 し て いる 。 

西欧 社会 に お ける 、 伝 統 了 的 な 、 個 人 主義 と 自由 主義 の よう な 気体 的 
思想 に 基づく 、 移 動 生活 様式 。 

女性 優位 社会 に お ける 、 前 例 踏 衣 と 前 例 蓄 積 の よう な 液体 的 思想 に 
基づく 、 定 住 生活 様 式 。 


革新 性 。 独 創 性 。 前 例 破 壊 性 。 
それ は 、 気 体 的 思想 の 社会 に お ける 、 伝 統 で ある 。 
それ は 、 伝 統 の 破壊 で は 、 少 し も 、 無 い 。 


伝統 の 破壊 。 

それ は 、 以下 の 内 容 で ある 。 

気体 的 思想 を 、 液 体 的 思想 に よっ て 、 上 書き する こと 。 
液体 的 思想 を 、 気 体 的 思想 に よっ て 、 上 書き する こと 。 


// 
情動 的 行為 。 行 為 の 目的 と 手段 が 、 感 情 に よっ て 決ま る 、 行 為 。 


Оз, UFONARBCTHS, 合理 性 の 追求 は 、 情 動 的 行為 で は 
無い 、 と する 主張 。 

それ は 、 生 物 的 見 地 か ら は 、 妥 当 で は な い 。 

合理 性 の 追求 。 そ れ は 、 気 体 的 思想 の 実行 を 生得 的 に 追求 する 、 男 
性 的 な 情動 に 、 基 づい て いる 。 

合理 性 は 、 情 動 性 の 一 種 で ある 。 

合理 性 を 、 情 動 性 と 切り 離し て 考え る 、 彼 の 概念 。 そ れ は 、 内 容 的 
Ic, RUCHS., 


If 

目的 合理 的 行為 。 合 理 的 な 目的 の 、 合 理 的 な 追求 。 

価値 合理 的 行為 。 彼 ら 自 身 が 、 心 情 的 に 信奉 す る 価値 の 実現 。 そ の 
目的 化 。 そ の 、 合 理 的 な 追求 。 

それ ら の 概念 は 、 以 下 の 内 容 で ある 。 不 合理 性 に 対す る 、 軽 藤 や 偏 
見 。 

それ は 、 生 物 的 見 地 か ら は 、 妥 当 で は な い 。 

それ は 、 正 し く は 、 以下 の よう な 内 容 で ある こと 。 

生き や すさ の 向上 に つなが る 行為 。 それら は 、 合 理性 の 有無 に 関わ 
ら ず 、 全 て 、 何 ら か の 形 で 、 生 物 に と っ て 、 環 境 適応 的 で ある 。 
例 。 

M.Weber の よう な 、 男 性 優位 社会 の 男性 に お ける 、 液 体 的 思想 の 実 
在 に 対す る 、 拒 絶 や 無 視 の 、 感 情 。 

それ ら の 感情 は 、 不 合理 的 で ある が 、 そ うし た 男性 が 、 彼 自身 の 精 
神 を 健康 に 保つ 上 で は 、 必 要 で ある こと 。 


M.Weber. 

彼 の 思想 に お いて は 、 以下 の よう な 傾向 が 、 根 強い 。 

(1) 

生物 と し て の 、 社 会 的 行為 に 対す る 動機 付け の 視点 。 そ うし た 視点 
が 、 完 全 に 欠如 し て いる こと 。 

社会 的 行為 に お ける 、 生 物 的 な 基盤 や 、 生 物 的 な 動機 付け 。 

それ は 、 以下 の よ うな 内 容 で ある 。 

自己 保存 。 自己 複製 。 自 己 増殖 。 自己 永 続 。 そ れ ら の 実現 。 生き や 
すさ の 獲得 。 生き や すさ の 実現 。 生き や すさ の 蓄積 。 生 き や す さ の 
占有 。 


2) 
ИЖЕ, МНС, RABID. ЖАКО, 76 
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绝 。 

それ ら は 、 生 物 社 会 一 般 や 人 間 社 会 の 把握 に お いて 、 内 容 の 人 歪曲 
や 、 和 視野 の 狭 容 を 、 も た らし て いる 。 

その 思想 内 容 の 適用 範囲 は 、 気 体 的 思想 の 社会 へ と 、 限 定 さ れる 。 
その 思想 内 容 は 、 決 し て 、 普 記 的 で は 、 あ り 得 な い 。 


( 2022 年 6 月 初出 。 ) 


社会 学 に お ける 、 伝 統 的 な 分 析 概 訪 に つい て 
の 、 再 検討 。 G.Simmel. 


G.Simmel. 

心 的 相互 作用 。 

それ は 、 生 物 的 な 見 地 か ら は 、 以下 の よう な 表現 へ と 、 書 き 換 えら 
れる 。 

神経 系 同士 の 相互 作用 。 


G.Simmel. 

社会 化 の 形式 。 

人 間 相 互 が 、 相 互 に 関わ り 合 っ て 、 社 会 と し て 、 ま と まり の ある 共 
同 生 活 を 、 生 み 出 し て いる 、 反 復 的 で 原理 的 な 、 形 式 。 


その 内 容 は 、 生 物 的 な 見 地 か ら は 、 以 下 の よ うな 表現 へ と 、 書 き 換 
えら れる 。 

神 妊 系 同士 が 、 相 互 作 用 に よっ て 生成 する 、 ネ ットワーク と し て の 
社会 。 そ の 生成 の 形式 。 


社会 化 の 形式 。 そ の 、G.Simmel に こよ る 、 提 唱 内 容 。 

それ ら は 、 以下 の 内 容 で ある 。 

EF RMA. EIA PRA. RM. WH MOAN, CREOER, 
それ ら は 、 生 物 的 な 見 地 に お いて 、 そ の まま 有効 利用 が 可能 な 、 優 
れ た 分 析 内 容 で ある 。 


G.Simmel. 

形式 社会 学 。 

人 間 社 会 に お ける 、 内 容 と 形式 と を 、 分 離す る こと 。 そう し た 形式 
を 、 社会 分 析 に お いて 、 独自 に 優先 し て 、 取 り 扱 うこ と 。 そう し た 
学問 。 

その 内 容 は 、 生 物 的 な 見 地 か ら は 、 以 下 の よ うな 表現 へ と 、 書 き 換 
えら れる 。 

神経 系 同士 の ネッ トワ ー ク や 社会 に お ける 、 内 容 と 形式 と を 、 分 離 
する こと 。 そ うし た 形式 を 、 社 会 分 析 に お いて 、 独 自 に 優先 し て 、 
取り 扱う こと 。 そ うし た 学問 。 

神経 系 同士 の ネッ トワ ー ク や 社会 に お ける 、 内 容 。 そ れ は 、 情 報 で 
ある 。 


G.Simmel. 


社会 变动 。 社 会 D 近 代 化 。 


// 
G.Simmel. 
同質 的 な 融合 状態 か ら 、 異 質 的 な 統合 状態 へ 。 


それ は 、 生 物 的 な 見 地 か ら は 、 適 切 で あぁ る 。 

それ は 、 以下 の 内 容 で ある 。 

各々 の 生物 に お ける 、 よ り 高 度 な 生き や すさ の 和 鐘 得 の 、 追 求 。 
彼ら に よる 、 そ うし た 行為 が も た ら す 、 社 会 的 分 業 の 進展 。 


それ は 、 液 体 的 思想 の 見 地 か ら は 、 不 適切 で ある 。 

液体 的 思想 の 社会 。 女 性 優位 社会 。 

そう し た 社会 は 、 社 会 全体 に お ける 、 同 質 性 や 同調 や 調和 を 、 最 優 
異 


先 で 、 確 保 す る 。 

そう し た 社会 に お いて は 、 同 質 的 な 融合 状態 が 、 上 位 で あり 、 異 質 
的 な 統合 状態 は 、 下 位 で ある 。 

そう し た 社会 に お いて は 、 社 会 全体 の 同質 的 な 融合 状態 を 、 先 ず 確 
保 す る 。 そ うし た 社会 は 、 そ の 範囲 内 に お いて 、 社 会 的 分 業 を 、 必 
要 に 応じ て 、 か な けり の 程度 まで 、 進 展 さ せる 。 

そう し た 液体 的 思想 の 社会 は 、 気 体 的 思想 の 社会 と 併存 する 形 で 、 


// 


// 

G.Simmel. 

有機 的 な 運命 共同 体 か ら 、 合 理 的 な 自発 的 集団 へ 。 

それ は 、 気 体 的 思想 の 見 地 に お いて の み 、 適 切 で ある 。 

それ は 、 液 体 的 思想 の 見 地 か ら は 、 不 適切 で ある 。 

液体 的 思想 の 社会 。 女 性 優位 社会 。 

そう し た 社会 に お いて は 、 集 団 や 全体 社会 が い 、 そ れ ら の メン バー が 
互い に 一 体 融合 化し て 、 ま と まっ て 動く 、 運 命 共同 体 で で 、 あ り 続 け 
る 。 
そう し た 社会 に お いて は 、 全 体 の 同調 や 調和 の 確保 が 、 最 優先 さ 
れ 、 そ の 範囲 上 内 で 、 合 理性 や 、 自 発 性 が 、 発 揮 さ れる 。 

そう し た 液体 的 思想 の 社会 は 、 気 体 的 思想 の 社会 と 併存 する 形 で 、 


// 


( 2022 年 6 月 初出 。 ) 


社会 学 に お ける 、 伝 統 的 な 分 析 概 訪 に つい て 
の 、 再 検討 。E.Durkheim. 


// 

E.Durkheim. 

社会 分 業 論 。 同 質 性 に 基づく 機械 的 連帯 か ら 、 異 質 性 に 基づく 有機 
的 連帯 へ 。 


それ は 、 生 物 的 な 見 地 か ら は 、 適 切 で ある 。 

それ は 、 以下 の 内 容 で ある 。 

各々 の 生物 に お ける 、 よ り 高 度 な 生き や すさ の 和 鐘 得 の 、 追 求 。 
彼ら に よる 、 そ うし た 行為 が も た ら す 、 社 会 的 分 業 の 進展 。 


それ は 、 液 体 的 思想 の 見 地 か ら は 、 不 適切 で ある 。 

液体 的 思想 の 社会 。 女 性 優位 社会 。 

そう し た 社会 は 、 社 会 全体 に お ける 、 同 質 性 や 同調 や 調和 を 、 最 優 
先 で 、 確 保 す る 。 


そう し た 社会 に お いて は 、 同 質 的 な 融合 状態 が 、 上 位 で あり 、 異 質 
的 な 統合 状態 は 、 下 位 で あぁ る 。 

そう し た 社会 に お いて は 、 社 会 全体 の 同質 的 な 融合 状態 を 、 先 ず 確 
保 す る 。 そ うし た 社会 は 、 そ の 苑 囲 内 に お いて 、 社 会 的 分 業 を 、 必 
要 に 応じ て 、 か な けり の 程度 まで 、 進 展 さ せる 。 

そう し た 液体 的 思想 の 社会 は 、 気 体 的 思想 の 社会 と 併存 する 形 で 、 
問題 無く 、 BOR LIT TIS. 

// 


// 

E.Durkheim. 

集合 意識 。 社会 の 、 個 人 に 対す る 外 在 性 。 社 会 に よる 、 個 人 に 対す 
る 、 外 的 拘束 。 

それ ら は 、 生 物 的 な 見 地 か ら は 、 適 切 で ある 。 

それ は 、 以下 の 内 容 で ある 。 

生物 の 存在 に お ける 、 本 質 的 な 、 複 数 性 。 

生物 に お ける 、 重 要 な 本 質 は 、 自 己 複製 と 、 自 己 増殖 で ある 。 
その 結果 。 

生物 は 、 単 体 で は 、 存 在 し な い 。 

生物 は 、 常 に 、 複 数 、 存 在 す る 。 

ФА. 

ある 生物 の 周囲 に は 、 常 に 、 他 の 生物 が 、 外 在 す る 。 

ある 生物 の 存在 は そう し た 周囲 の 他 の 生物 た ち に よっ て 、 外 的 に 
拘束 され る 。 

そう し た 複数 の 生物 同士 の 相互 作用 の ネッ トワ ー ク 。 そ れ が 、 生 物 
の 社会 で ある 。 

ФА. 

ФИФ, Blo, ИФА, WETS, 

ある 生物 の 存在 は そう し た 生物 の 社会 に よっ て 、 外 的 に 拘束 され 
る 。 


そう し た 衝 々 の 生物 に お ける 神経 系 活動 の 、 社 会 的 結合 体 や 、 社 会 
的 集合 体 。 そ れ が 、 集 合意 識 で ある 。 
// 


// 
E.Durkheim. 
=. ФО AGM. CONBRSeAERMTS CET Ч 


OC, Еве с“. 

それ は 、 生 物 的 な 見 地 か ら は 、 不 適切 で ある 。 

それ は 、 以下 の 内 容 で ある 。 

ある 生物 に 対し て 、 彼 ら 自 身 の 生 き や す さ を 減価 させ る 、 行 為 。 
ある 生物 に 対し て 、 生 き に くさ を も た ら す 、 行 為 。 

ЕП, +НФЖЕС$и\<, ЖЕЕСФ5. 

それ ら は 、 彼 ら 自 身 が 、 そ れ を 犯 馬 と 呼ば な く て も 、 了 既に 、 最 初 か 
ь. ЮЕСФ5. 

// 


// 

E.Durkheim. 

自 毅 の 概念 。 人 々 の 自 肖 率 の 高 さ は 、 人 々 が 所 属す る 集団 の 凝集 性 
の 低 さ に 、 比 例 す る こと 。 

それ は 、 生 物 的 な 見 地 に お いて は 、 以下 の 内 容 で ある 。 

単独 行動 する 生物 は 、 集 団 行動 する 生物 より も 、 和 孤立 無援 に 陥り や 
すい 。 

単独 行動 する 生物 は 、 集 団 行動 する 生物 より も 、 生 き や す さ の 確保 
に お いて 、 詰 みや すい 。 

単独 行動 する 生物 は 、 集 団 行 動 す る 生物 より も 、 和 将来 の 自己 生存 の 
見 通し に 関し て 、 絶 望 し や すい 。 

ФА. 

824178] 9 SAMs, #51189 540, SBRUPTU. 
単独 行動 する 生物 。 例 。 気体 的 思想 の 所 有 者 。 精子 。 男性 。 移 動 生 
活 様式 の 人 々 。 男性 優位 社会 の 人 々 。 

集団 行動 する 生物 。 例 。 液 体 的 思想 の 所 有 者 。 卵子 。 女 性 。 定 住 生 
活 様式 の 人 々 。 女 性 優位 社会 の 人 々 。 

// 


( 2022 年 6 月 初出 。 ) 


周囲 と の 同化 を 拒絶 する 、 生 物 や 人 間 。 彼ら 
を 待ち 受け る 、 苦 酷 な 運命 。 


НСО 9 5, М, 

4, AHOLMWAS, BEAN, MASNS. 

その 背景 。 

生物 は 、 自 己 複製 と 、 自 己 増 斑 に よっ て 、 専 ら 、 生 き 続 ける 。 
生物 は 、 彼 ら 自 身 と 同質 な 生物 を 、 自 己 と 相同 な 存在 と 見 な し 、 本 
質 的 に 、 好 む 。 

生物 は 、 彼 ら 自 身 と 異 買 な 生物 を 、 自 己 と 不 相 同 な 存在 と 見 な し 、 
本 質 的 に 、 嫌 う 。 

生物 は 、 同 質 性 を 、 本 質 的 に 、 好 む 。 

生物 は 、 異 質 性 を 、 本 質 的 に 、 嫌 う 。 

生物 は 、 彼 ら 自 身 と 同質 化す る 生物 を 、 本 質 的 に 、 好 む 。 

生物 は 、 彼 ら 自 身 と の 同質 化 を 拒否 する 生物 を 、 本 質 的 に 、 嫌 う 。 


人 間 の 場合 。 


例 。 

ドイ ツ 人 に よる 、 ユ ダ ヤ 人 に 対す る 、 迫 害 や 、 存 在 抹 消 の 、 試 み 。 
ナチ ズム 。 

その 根本 的 な 発生 原因 。 

ユダ ヤ 人 は 、 周 囲 の ドイ ツ 人 に 対す る 同化 を 、 歴 史 的 に 、 徹 底 的 

に 、 拒 絶 し 続け た か ら 。 

ユダ ヤ 人 は 、 周 囲 の 他 民 族 に 対す る 同化 を 、 現 在 に 至る まで 、 拒 絶 
し 続け て いる か ら 。 


例 。 

白色 人 種 に よる 、 黒 色 人 種 や 黄色 人 種 に 対す る 、 迫 害 や 、 開 別 の 、 
歴史 。 

その 根本 的 な 発生 原因 。 

黒色 人 種 や 葵 色 人 種 は 、 以 下 の 内 容 の 実現 が 、 現 在 に 至る まで 、 遺 
伝 的 に 不可 能 だ か ら 。 

皮膚 の 色 に お ける 、 周 囲 の 白色 人 種 に 対す る 、 同 化 。 


例 。 

欧米 諸国 に よる 、 ロ シア や 中 国 に 対す る 、 国 際 的 な 、 迫 害 や 差別 
の 、 試 み 。 

その 根本 的 な 発生 原因 。 

ロシア や 中 国 は 、 定 住 生活 様 式 で 、 液 体 的 思想 で 、 女 性 優位 で 、 動 
《。 


欧米 諸国 は 、 移 動 生 活 様式 で 、 気 体 的 思想 で 、 男 性 優位 で 、 動 く 。 
ロシア や 中 国 。 
彼ら 自身 の 、 生 活 様式 や 思想 に お ける 、 了 欧米 諸国 に 対す る 、 同 化 。 
それ は 、 食 糧 確保 の 環境 の 側面 に お いて 、 今 後 も 、 根 本 的 に 、 不 可 
能 で ある こと 。 


=” 
Е Ао 


人 間 の 場合 。 

周囲 の 他 者 と の 同化 を 拒絶 し 続け る 、 個 人 。 
彼 は 、 周 囲 の 他 者 か ら 、 迫 害さ れ 、 抹 消さ れる 。 
周囲 の 他 者 と の 同化 を 拒絶 し 続け る 、 人 % 々 。 
彼ら は 、 周 囲 の 他 者 か ら 、 迫 害さ れ 、 抹 消さ れる 。 
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社会 の 近代 化 。 そ の プロ セス の 把握 。 


社会 に お ける 、 発 展 段階 可 。 


(C1) 

男性 優位 社会 。 西欧 の 場合 。 液 体 的 状態 か ら 、 気 体 的 状態 へ の 、 移 
行 。 

例 。K.Marx. 生産 様式 の 発展 段階 。 

それ は 、 以下 の 複数 の 段階 を 、 踏 む 。 
// 

アジ ア 的 生産 様式 。 

古代 的 生产 样式 。 --- 奴隷 制 。 
封建 的 生産 様式 。 --- 封建 制 。 

近代 ブル ジョ ア 的 生産 様式 。 --- 資本 制 。 
// 


上 記 の 内 容 に つい て の 、 私 に よる 、 問 題 点 の 指摘 。 


それ は 、 以下 の 内 容 で ある 。 

液体 的 思想 か ら 、 気 体 的 思想 へ の 、 歴 史 的 発展 。 そ うし た 発展 に 伴 
>: 気体 的 思想 0OD 普 遍 化 と 、 液体 的 思想 の 消滅 。 

それ ら の 内 容 を 、 根 拠 無く 、 前 提 と し て 、 想 定 し て いる こと 。 
それ は 、 正 し く は 、 以下 の よう な 内 容 で ある こと 。 

液体 的 思想 と 、 気 体 的 思想 と の 、 並 立 的 分 業 状態 の 、 永 続 。 

それ は 、 以下 の よ うな 内 容 に 、 基 づく 。 

有 性 生殖 を 行う 、 生 物 に お いて 。 

生殖 細胞 と し て の 、 卵 子 と 、 精 子 と の 、 並 立 状 態 の 、 永 続 。 
生物 と し て の 、 女 性 性 と 、 男 性 性 と の 、 並 立 状 態 の 、 永 続 。 


(2) 
HBS, ARORA. MAHAR C. АКС, № 


Я. 
それ は 、 以下 の 複数 の 段階 を 、 踏 む 。 

// 

気体 的 思想 の 社会 に お ける 、 初 期 的 な 新 機軸 の 思想 の 、 発 見 や 発 
明 。 

気体 的 思想 の 社会 か ら 、 液 体 的 思想 の 社会 へ の 、 そ れ ら の ノウ ハウ 
の 、 コ ピー と 移転 。 

液体 的 思想 の 社会 に お ける 、 そ れ ら の 内 容 の 、 高 品質 化 。 

液体 的 思想 の 社会 に お ける 、 そ れ ら の 内 容 に お ける 、 最 高 の 完 成 度 
の 実現 。 

液体 的 思想 の 社会 に お ける 、 そ れ ら の 内 容 に お ける 、 最 終 的 な 完成 
形 の 出力 。 

// 


НЕКОЕ, НЕХ, 


C1) 
男性 優位 社会 。 気 体 的 思想 の 社会 。 西欧 の 場合 
それ ら の 、 社 会 УСЫ. ЗЕМЕЛЬ. ЗН, 


(2) 
女性 優位 社会 。 液 体 的 思想 の 社会 。 日 中 韓 の 場合 。 
それ ら の 、 社 会 近代 化 の 前 後に お ける 、 強固 な 存続 。 
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C1) 

無機 的 な 環境 変動 。 

降雨 量 の 低 下 。 それ ら が も た ら す 、 陸 上 生物 に お ける 、 水 分 の 確保 
に 対す る 、 世 界 規 模 の 、 新 た な 困難 性 。 

太陽 活動 の 変動 。 地球 の 火山 の 大 噴火 。 気 温 の 上 昇 や 低 下 。 それ ら 
が も た ら す 、 生 物 に お ける 、 食 糧 の 確保 に 対す る 、 世 界 規 模 の 、 新 
た な 困難 性 。 

地震 や 台風 や 津波 。 そ れ ら が も た ら す 、 生 物 に お ける 、 住 居 の 確保 
に 対す る 、 世 界 規 模 の 、 新 た な 困難 性 。 


(2) 
生物 的 な 環境 変動 。 


生物 に お ける 、 以 下 の 内 容 の 実現 に 対す る 、 上 限 の 無い 、 強 力 な 衝 
BO, FE. 

// 

彼ら 自身 に お ける 、 生 き や す さ の 向上 。 

彼ら 自身 に お ける 、 社 会 的 上 位 性 の 獲得 。 


彼ら 自身 が 、 い っ た ん 獲得 し 蓄積 し た 、 生 き や す さ 。 了 茎 得 権益 の 所 
有 。 それ ら の 、 持 続 や 永続 。 

彼ら 自身 が 、 い っ た ん 獲得 し 蓄積 し た 、 社 会 的 上 位 性 。 そ れ ら の 、 
持続 や 永続 。 


彼ら 自身 に お ける 、 生 き や す さ の 向上 。 

彼ら 自身 に お ける 、 社 会 的 上 位 性 の 獲得 。 

彼ら 自身 が 、 そ れ ら の 実現 の 容易 性 の 欠如 に つい て 、 既 存 の 社会 に 
対し て 、 不 満 を 持っ た 場合 。 

彼ら 自身 に よる 、 了 茎 得 権益 の 所 有 者 た ちか ら の 、 了 既得 権益 の 剥奪 。 
彼ら 自身 に よる 、 了 既存 の 社会 的 上 位 者 た ちの 、 追 い 落 と し 。 

それ ら の 実行 に よる 、 以下 の 内 容 の 実現 。 


彼ら 自身 に お ける 、 生 き や す さ の 、 更 な る 向上 。 
彼ら 自身 に お ける 、 社 会 的 上 位 性 の 、 更 な る 獲得 。 
ий 
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上 位 者 に よる 、 社 会 支配 。 下位 者 に よる 、 そ 
NIT 5 RA, €N5 OE. 


上 位 者 に よる 、 應 意 的 な 社会 支配 。 絶 対 主義 。 

上 位 者 に よる 、 個 人 的 な 社会 支配 。 独裁 。 

下位 者 た ち に よる 、 そ うし た 上 位 者 に 対す る 、 束 縛 の 実施 。 そ の 実 
現 可 能 性 の 、 確 保 。 そ の 必要 性 の 主張 。 

例 。 欧 米 諸 国 に お ける 、 民 主 主 義 。 


そう し た 主張 に 対す る 、 反 論 と 、 資 成 論 


ВЕ LMBICKS, ЕМС, MAM, SAC. 

それ は 、 社 会 に お ける 、 下 位 者 の 生き や すさ を 、 向 上 させ る 。 
Enldk, HAVE, FAESNSENRETHS. 

無能 な 下位 者 た ち に よる 、 そ うし た 上 位 者 に 対す る 、 束 縛 の 実施 。 
それ は 、 社 会 に お ける 、 ト 下位 者 自身 の 生き や すさ を 、 低 下さ せる 。 
それ は 、 社 会 的 に 、 禁 止 さ れる べき で ある 。 


無能 な 上 位 者 に よる 、 應 意 的 で 、 個 人 的 な 、 支 配 。 
それ は 、 社 会 に お ける 、 下 位 者 の 生き や すさ を 、 低 下さ せる 。 
それ は 、 社 会 的 に 、 禁 止 さ れる べき で ある 。 


下位 者 た ち に よる 、 上 位 者 に 対す る 、 束 縛 の 実施 。 そ の 実現 可能 性 
の 、 確 保 。 そ の 成功 に つい て の 、 主 張 。 

例 。 欧 米 諸 国 に お ける 、 議 会 制 民主 主義 の 成功 に つい て の 、 社 会 的 
主張 。 


それ は 、 和 実際 に は 、 以下 の よ うな 内 容 で ある 。 

他 の 上 位 者 た ち に よる 、 ラ イ バ ル の 上 位 者 た ち に 対す る 、 束 縛 の 実 
施 。 そ の 実現 可能 性 の 、 確 保 。 

そう し た 社会 に お ける 、 下位 者 た ち 。 

彼ら は 、 最 初 か ら 、 そ れ ら の 上 麗 帳 の 外 に 買 か れ た まま で ある 。 
彼ら は 、 上 位 者 た ち に 対す る 、 束 和 値 の 機会 を 、 実 際 に は 、 確 保 出来 
て いな い 。 

仮に 、 彼 ら が 、 あ る 上 位 者 を 、 束 縛 し た と し て も 、 代 わり に 、 別 の 
上 位 者 が 、 新 た な 支配 者 と し て 、 入 れ 替 わり で 、 登 場 す る だ け で あ 
る 。 
そう し た 社会 の 支配 権 は 、 限 定 さ れ た 上 位 者 た ちの 間 の 、 持 ち 回 リ 
に 、 な っ て いる 。 

そう し た 社会 の 支配 権 は 、 上 位 者 た ちの 間 に お いて 、 循環 的 に 、 占 
有 さ れ て いる 。 

そう し た 社会 の 支配 権 。 それは 、 下 位 者 た ちの と ころ へ は 、 和 実際 に 
は 、 な か な か 降り て 来 な い 。 
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生物 と 、 社 会 的 な 禁忌 。 


ある 生物 に お いて 。 

彼 自身 に と っ て の 同質 者 を 、 才 名 する こと 。 その 、 社 会 的 な 禁止 。 
他 の 生物 を 、 毅 色 す る こと 。 他 の 生物 の 身体 を 、 食 糧 と し て 、 利 用 
する 場合 。 他 の 生物 の 身体 を 、 生 活 上 の 資源 と し て 、 利 用 する 場 


例 。 毅 生 を 禁じ る 、 人 間 の 仏教 。 

他 の 生物 。 彼 ら は 、 彼 自身 と 同様 に 、 生 物 で ある 。 そ うし た 点 に お 
いて 、 彼 ら は 、 彼 自身 と 、 同 質 で ある 。 

彼 自 身 に と っ て の 同質 者 。 そ の 分 類 。 

遺伝 的 な 同質 者 。 

彼 自 身 に と っ て の 、 血 縁 関係 者 。 親 と 子供 と 孫 。 兄 弟 姉 妹 。 


Ш, ШЕФ! Омен З и. 
Я. ЛЕМА, 
ЖЖ 9 5, СФО, SH. 


彼 自身 と 近い 種類 の 、 他 の 生物 。 

例 。 人 間 に と っ て の 、 家 畜 。 哨 乳 類 の 、 動 物 や 家畜 。 

彼ら を 導 寺 す る 職業 に 就く 者 は 、 社 会 的 な 差別 の 対象 と な る こと 。 
例 。 日 本 の 被 差 別 集落 。 その 住民 た ち は 、 和 牛馬 の 層 肖 者 で ある 。 彼 
ら は 、 社 会 的 に 差別 され る 。 


彼 自 身 と 近い 種類 の 、 他 の 生物 た ち 

ПЕНИС SCE, 生活 を 維持 する こと が 、 必須 で あ 
る 場合 。 

その 行為 の 正当 化 が 、 彼 自身 の 精神 の 安定 化 の た め に 、 ど うし て も 
必須 で ある こと 。 

その た め の 対 策 。 


彼 自身 と 、 他 の 生物 と の 同質 性 を 、 認 め る こと 。 そ の 、 禁 止 。 

彼 自 身 と 、 他 の 生物 と の 、 同 質 性 を 連想 させ る 行為 。 そ れ ら の 、 
ihe, 

ASL, HOLMOSTEE, BISSCe, HABE. thot 
物 の 全て より も 、 上 位 に 置く こと 。 


例 。 

人 間 に お ける 、 移 動 生 活 様 式 の 社会 。 欧米 諸国 。 中 東 諸 国 。 
その 生活 様式 に お いて 、 以下 の 行為 の 維持 が 、 必須 で ある こと 。 
Ree, ABWICMATSCeE, その こと で 、 彼 ら 自 身 の 生 活 を 、 
維持 し 続け る こと 。 

その た め の 対 策 。 


人 間 と 、 他 の 生物 と の 同質 性 を 、 認 め る こと 。 FO. Hanes 
止 。 

人 間 を 、 生 物 一 般 へ と 、 含 め る こと 。 その 、 社 会 的 な 禁止 

人 間 と 、 他 の 生物 と の 、 同 質 性 を 連想 させ る 、 行 為 。 そ れ ら の 、 社 
会 的 な 忌避 。 


例 。 性 差 の 認識 や 、 性 的 誘引 や 、 性 行為 の 、 表 向き の 忌避 。 


人 間 と 、 他 の 生物 の 全て と を 、 唆 別 す る こと 。 人間 を 、 他 の 生物 の 
全て より も 、 上 位 に 買 く こと 。 


例 。 ユ ダ ヤ 教 や キリ スト 教 や イス ラム 教 。 


文化 的 な 同質 者 。 同じ 思想 を 倍 じ る 者 。 彼 ら を 、 導 夫 する こと 。 同 
士 討 ち 。 そ の 、 社 会 的 な 禁止 。 

文化 的 異質 者 は 、 文 化 的 同質 者 より も 、 滴 名 され や すい 。 

例 。 人 間 社 会 。 

宗教 的 な 異教 者 や 異端 者 に 対す る 、 導 燈 行為 の 、 頻 発 。 


ЕЕ, 9 ФСС. На, MATSCL. FO, 
社会 的 な 禁止 。 

Bleld, RHEL. MASNPIL). 男性 は 、 生 物 学 的 に 非 貴重 
で ある 。 女 性 は 、 生 物 学 的 に 費 重 で ある 。 


有 性 生殖 の 生物 の 場合 。 
性 行為 に お ル し \ て 。 


遺伝 的 に 近 過 ぎる 者 と の 間 で 、 共 同 の 遺伝 的 子 捧 を 、 作 ろう と する 

こと 。 そ の 、 社 会 的 な 禁止 。 

遺伝 的 な 同質 者 と の 間 で 、 性 行為 を 、 実 行 す る こと 。 近 親 相 女 。 そ 

の 、 社 会 的 な 禁止 。 

し か し 。 

遺伝 的 な 同質 者 と し て の 異性 が 、 絶 え ず 、 性 的 な 誘引 を 、 無 意識 の 

RR eas 実行 し 続け る こと 。 その他 者 自身 
その 性 的 誘引 に 、 負 ける こと 。 

を それ は 、 以 下 の 内 容 を や た ら す 。 

その 他 者 自身 の 本 意 に 反する 、 近 親 相 女 の 実行 。 

例 。 人 間 社 会 に お ける 、 近 親 相 女 の 、 あ る 程度 の 、 社 会 的 な 許容 。 


互換 性 の 無い 者 と の 間 で 、 共 同 の 子 泉 を 、 作 ろう と する こと 。 そ 
の 、 遣 伝 的 な 禁止 。 そ の 、 文 化 的 な 禁止 。 


遺伝 的 に 異質 過ぎ る 者 と の 間 で 、 共 同 の 遺伝 的 子 随 を 、 作 ろう と す 
る こと 。 人 遺伝 的 に 遠 過 ぎる 者 と の 間 で 、 共 同 の 遺伝 的 子 承 を 、 作 ろ 
うと する こと 。 

例 。 遺 伝 的 形質 の 異な る 者 。 彼ら は 、 彼 自身 と の 間 で 、 人 遺伝 的 な 互 
換 性 に 欠け る こと 。 


Я. ЛИН, BRSAMOMICSIT SIM, НЕСЯ И 
な いこ と 。 人 間 社 会 に お いて 、 獣 逆 が 、 推 奨 さ れ な いこ と 。 


文化 的 に 異質 過ぎ る 者 と の 間 で 、 共 同 の 遺伝 的 子 随 を 、 作 ろう と す 
る こと 。 文化 的 に 遠 過 ぎる 者 と の 間 で 、 共 同 の 遺伝 的 子 拓 を 、 作 ろ 
うと する こと 。 

例 。 言 語 や 習慣 の 異な る 者 。 彼ら は 、 彼 自身 と の 間 で 、 文 化 的 な 互 
換 性 に 欠け る こと 。 

Ol, ЛЕ, ЕО ЕВ оЕЖОНЕ ЖЖ, Sn 
は 、 生 活 上 の 葛藤 や 困難 を 、 生 み 出 すこ と 。 ПЗ, НЕСЯ 
され な いこ と 。 


発情 期 が 不定 な 生物 の 場合 。 
例 。 人 間 。 


発情 し て いな い 者 を 、 強 制 的 に 発情 させ よう と する こと 。 そ の 、 社 
会 的 な 禁止 。 
例 。 発 情 が 推奨 され な い 、 公 式 的 な 、 ビ ジネス ライ ク な 場面 。 


他 者 が 、 性 的 に 冷静 な 状態 で あ а 

(ROMBIUCEIVC. тн, WSAIBSHITCE. RO 
面前 に お いて 、 性 行為 の 画 ИЕ, пос 
と 。 ЕПЬФ, ЧЕКЕ, 


発情 し て いる 者 に 対し て 、 強 制 的 に 発情 を 解除 し よう と する こと 。 
EO, SIE, 

性 行為 中 に 、 相 手 に 対し て 、 性 的 に 冷静 な 話題 を 。 いき な り 持 ち 出 
すこ と 。 性 行為 中 に 、 相 手 に 対し て 、 客 観 的 な 論理 的 話題 を 、 い き 
な りり 持ち出す こと 。 それら の 、 社 会 的 な 禁止 。 


液体 的 思想 で 動く 社会 に お いて 、 気 体 的 思想 を 、 社 会 的 な 禁忌 と し 

て 、 抑 圧する こと 。 

女性 優位 で 動く 社会 に お いて 、 男 性 的 思想 を 、 社 会 的 な 禁忌 と し 
、 抑 庄 す る こと 。 

例 。 人 間 社 会 。 定 住 生活 様式 の 社会 。 

日 本 や 韓国 や 中 国 や ロシア に お いて 。 個 人 主義 。 自 由 主 義 。 内 部 情 

報 の 公開 。 上 位 者 へ の 批 麟 の 許容 。 それ ら の 思想 に 対す る 、 禁 止 や 


抑圧 や 弾 庄 が 、 頻 発する こと 


Sd a 社会 的 な 禁忌 と し 
、 抑 庄 す る こと 。 男 性 優位 で 動く 社会 に お いて 、 女 性 的 思想 を 

АВЕ UC. 抑圧 する こと 

例 。 人 間 社会 。 移動 生活 様式 の 社会 。 

欧米 諸国 に お いて 。 全体 主義 。 調 和 主 義 。 それら の 思想 に 対す る 、 

禁止 や 抑 庄 や 弾圧 が 、 頻 発する こと 

欧米 諸国 に お いて 。 女 性 自身 に よる 、 性 的 誘引 力 の 行使 や 、 妊 娠 中 

ABAD, EVE DRS. ПБ СХ 9 5. BIE PME PREM, ET 

る こと 。 


社会 的 禁忌 が 、 生 物 に 対し て も た ら す 、 作 用 。 


その 、 良い 作用 。 
生物 が 、 策 神 的 に 、 追 い 込 まれ ず に 済む こと 。 49. АИС, 
狂わ ず に 済む こと 、 


その 、 良 く な い 作 用 。 


社会 的 真実 は 、 社会 的 禁忌 の 彼岸 に 、 存 在 す る こと 。 

例 。 人 間 社 会 

移動 生活 様式 。 その 社会 的 禁忌 。 

人 間 を 、 生 物 一 般 へ と 、 含 め る こと 。 その 、 社 会 的 な 禁止 
社会 的 真実 。 

人 間 は 、 実 際 に は 、 生 物 一 般 に 、 含 まれ る こと 。 人 間 は 、 実 際 に 
は 、 生 物 一 般 と 、 同 質 で ある こと 。 人 間 の 神経 系 は 、 実 際 に は 、 生 
物 一 般 の 神経 系 と 、 同 質 で ある こと 。 


生物 が 、 社会 的 禁忌 の 回 性 を 遵守 する こと 。 

その 結果 。 そ の 生物 が 、 社 会 的 真実 に 対し て 、 永 遠 に 、 到 達 不 可能 
に な る こと 。 

その 結果 。 彼 ら が 、 生 物 の 、 心 理 や 社会 の 、 認 識 に お いて 、 永 遠 
に 、 間違っ た % GRE, 生み 出し 続け る こと 。 


例 。 人 間 社 会 。 移 動 生活 様式 の 人 々 。 

具体 例 。 欧 米 諸 国 。 中 東 諸 国 。 

RSM, ква, ARVICRATSCe 

彼ら が 、 人 間 と 、 他 の 生物 と を 、 精 神 的 な 必要 に 迫 られ て 、 根 拠 舞 


く 、 峰 別 し 続 ける こと 。 

その 結果 。 彼ら が 、 生 物 学 や 心理 学 や 社会 学 に お いて 、 間 違っ た 理 
ame, с, НОО оС. 

彼ら に お ける 、 そ うし た 無能 性 の 、 永 続 。 そ の 、 根 本 原因 と し て 
の 、 そ うし た 社会 的 禁忌 。 


例 。 人 間 社 会 。 定 住 生 活 様式 の 人 々 。 

具体 例 。 中 国 。 ロ シア 。 日 本 。 韓 国 。 
RSODiRCM, RBA ARVICMAET(C. AOE, 
Еф ARC. thoOtWee, IBALGAIICHOCE, 
それ は 、 以下 の 内 容 を 、 生 み 出 す 。 

生物 学 や 心理 学 や 社会 学 の 、 理 論 生 成 に お いて 。 
定住 生活 様式 の 人 々 。 

彼ら の 、 移 動 生 活 様式 の 人 々 に 対す る 、 能 力 的 な 、 優 位 性 。 
それ が 、 永 続 的 に 、 確 保 さ れる こと 。 


( 2022 年 7 月 初出 。 ) 


生物 に お ける 、 民 主 主 義 の 基本 。 


下位 者 に よる 、 上 位 者 に よる 虐待 と 搾取 か ら の 、 自 衛 の 確保 。 
その た め の 、 有 効 な 戦略 。 そ れ ら の 、 研 究 と 実行 。 
それ は 、 生 物 の 社会 に お ける 、 民 主 主 義 の 基本 を 、 形 成す る 。 


( 2022 年 7 月 初出 。 ) 


血縁 関係 。 親 子 関 係 。 それ ら の 、 
生物 に と っ て の 、 根 本 的 な 重要 
性 。 


生物 に お ける 、 息 縁 関係 と 親子 関係 。 


MAPA. 

遺伝 的 な 、 共 通 性 や 同質 性 。 

遺伝 的 な 先行 後 行 関係 。 先 行者 と し て の 、 先 祖 や 親 。 後 行者 と し て 
QD. FR ПФ, ИБО. 


親子 関係 。 


Fito 
遺伝 的 な 先行 者 。 

遺伝 子 複 製 を 行う 者 。 そ の 結果 と し て 、 新 た な クロ ー ン 生物 を 生み 
出す 者 。 

無 性 生 殖 。 全 面 的 な クロ ー ン の 生成 。 

有 性 生殖 。 半 面 的 な クロ ー ン の 生成 。 


養育 する 者 。 

生存 に 必要 な 酸素 や 水分 や 養分 。 生 存 に 必要 な 世話 。 それら を 与え 
る 者 。 

生存 に 役立つ 前 例 。 そ の 内 容 を 、 伝 え 教 える 者 。 

文化 的 な 先行 者 。 


子供 。 
遺伝 的 な 後 行者 。 
親 に よる 遺伝 子 複製 。 そ の 結果 と し て 、 新 た に 生ま れる 生物 。 


養育 され る 者 。 

生存 に 必要 な 酸素 や 水分 や 養分 。 生 存 に 必要 な 世話 。 それら を 貰う 
者 。 

生存 に 役立つ 前 例 。 そ の 内 容 を 教わる 者 。 
文化 的 な 後 行者 。 


遺伝 子 複 製 時 の 複製 エラ ー に 基づく 、 人 遺伝 的 な 突然 変異 。 
未知 の 領域 へ の 進出 と 、 そ の 場 に お ける 試行 錯誤 。 そ れ ら に 基 づ 
く 、 文 化 的 な 発明 や 発見 。 


それ ら が も た ら す 、 新規 性 や 革新 性 や 独創 性 。 そ れ ら の 、 初 め て の 
保持 者 。 
遺伝 的 な 先行 者 。 文 化 的 な 先行 者 。 


有 性 生殖 の 場合 。 そ の 性 分 化 が 、 二 類型 の 場合 。 
親 は 、 以下 の よう に 分 類 さ れる 。 

RQ. Am тир, ЕЕ, 勢力 拡大 者 。 自 己 捨て 身 

性 。 自 己 拡大 性 。 未 知 領域 へ の 進出 。 積極 的 な チャ レン ジ 。 そ うし 
た 精神 の 伝達 者 。 気 体 的 行動 様式 の 伝達 者 。 移 動 生活 様式 様式 に お 
ける 、 生 活 主 導 者 。 そ うし た 行動 様式 が 持つ 性 質 と し て の 、 人 父性 。 
その 保持 者 。 
Bm. Lh Пти, SBA. ше, 自己 保身 性 。 自 
己 中 心性 。 既 知 の 安全 領域 へ の 清田 。 退 在 的 な 前 例 踏 覇 。 そ うし た 
精神 の 伝達 者 。 液体 的 行動 様式 の 伝達 者 。 定 住 生 活 様式 様式 に お け 
る 、 生 活 主 導 者 。 そ うし た 行動 様式 が 持つ 性 質 と し て の 、 母 性 。 そ 
の 保持 者 。 


養育 性 に つい て の 視点 。 

親 は 、 以下 の よう に 分 類 さ れる 。 

生存 に 必要 な 酸素 や 水分 や 養分 。 養う 行為 。 

a 自己 成長 時 に 、 そ れ ら を 必要 と する 
fll, ВО, ME FAD M+ Fa ЕЕ ВН НФ, GN, 

See о 自己 成長 時 に 、 そ れ ら を 必要 と し 

な し \ 場 合 。 


生存 に 必要 な 世話 。 育て る 行為 。 

それ ら を 三 え る 場合 。 子供 が 十分 育つ まで に 、 長 期間 、 掛 か る 場 

2. Я. ВУ, 

я 子供 が 十分 育つ まで に 、 短 期間 で 済む 場 
。 Я. МЕ, 


生存 に 役立つ 前 例 。 そ うし た 行動 様式 。 

その 内 容 を 、 伝 え 教 える 場合 。 遺伝 的 な 伝達 。 文 化 的 な 伝達 。 
文化 的 な 伝達 が 必要 な 場合 。 

子供 が 、 そ れ ら の 内 容 を 、 遺 伝 的 に 、 予 め 、 十 分 に は 伝達 され て い 
な い 場 合 。 例 。 人 間 。 

その 内 容 を 、 伝 え 教 えな いり 場合 。 遺伝 的 な 伝達 。 文化 的 な 伝達 。 


文化 的 な 伝達 が 不要 な 場合 。 
子供 が 、 そ れ ら の 内 容 を 、 遺 伝 的 に 、 予 め 、 十 分 に 伝達 され て いる 
場合 。 例 。 ウ ミ ガ メ 。 


( 2022 年 5 月 初出 。 ) 


血縁 関係 。 それは 、 生 物 の 社会 の 中 心 で あ 
る 。 


社会 学 に お いて は 、 以 下 の 内 容 に つい て の 着目 が 、 も っ と 必要 で あ 
る 。 息 縁 関係 の 、 生 物 の 社会 に お ける 、 本 質 的 な 重要 性 。 


血縁 関係 は 、 以 下 の 内容 で ある 。 章 伝 的 共通 性 や 、 遺 伝 的 同一 性 を 
基盤 と する 、 生 物 同 士 の 社会 的 な 結合 。 血 縁 関係 は 、 生 物 の 社会 関 
係 の 基盤 で ある 。 


ШЕЯ, ALRONRBORNCHS. BIAFOURRBE tN 
ら の 自動 的 な 永続 。 


息 縁 関係 が 、 生 物 の 社会 の 中 心 に 位置 し て いる 。 生 物 の 社会 で は 、 
息 縁 関係 が 一 番 重 要 で ある 。 


血縁 関係 内 部 に お ける 支配 者 が 、 社 会 の 真 の 支配 者 と な る 。 それ 
は 、 以下 の よう な 存在 で ある 。 子育て で 主導 権 を 握る 存在 。 血 縁者 
79 < $1) S ЕЕК, SHOWAVYVEAY FO-IWS 
る 存在 。 例 。 日 本 の 母親 や 祖母 。 

息 縁 関係 か ら 離 れ た 企業 機関 の 支配 者 は 、 社 会 の 一 番 の 支配 者 で は 
無い 。 例 。 政府 の 代表 者 。 大 企業 の 代表 者 。 


血縁 を 制す る 者 が 、 社 会 を 制す る 。 


血 縁 集団 や 血縁 ネッ トワ ー ク の 分 析 。 それ ら は 、 社 会 分 析 に お い 
て 、 最 も 重要 で ある 。 


相手 と の 遺伝 的 共通 性 が 。 も た ら す 心理 的 効果 。 そ れ は 、 以下 の よ 
うな 内 容 で ある 。 気 安さ 。 親しみ や すさ 。 助け 合い 精神 の 芽生 え 。 
心理 的 な 弓 帯 や 結束 の 芽生 え 。 包み 隠さ ず に 、 本 音 を 斉 い 合え る こ 
と 。 共通 理解 へ の 至り や すさ 。 


息 縁 関係 の 発生 や 維持 は 、 遺 伝 子 の 複製 や 、 生 殖 行為 と 不可 分 で あ 
5. それは 、 生 物 の 基本 で ある 。 


突然 座 異 , それ は 、 以 下 の よ うな 内 容 で あぁ る 。 遺伝 子 の 複製 エエ 
ラー。 遺伝 子 の 世代 間 伝 達 に お ける 、 新 規 性 や 独創 性 の 発現 と 、 伝 
達 内 容 の 永続 性 の 消 江 。 子 供 に お ける 、 人 遺伝 的 形質 の 根本 的 な 革 
新 。 親 と 子供 と の 間 に お ける 、 人 遺伝 的 な 断絶 の 発生 。 


Ш, ИЗ, 以下 の よう な 存在 で ある 。 親 と 子供 。 父 親 。 母 

Pio 兄弟 姉妹 。 上 息子 と 娘 。 祖 父 。 祖 母 。 親 族 は 、 親 子 以 外 の 血縁 者 
で ある 。 

息 縁 者 同士 の 社会 関係 。 それ は 、 以 下 の よ うな 内 容 で ある 。 以前 の 
世代 の 血縁 者 に よる 、 次 世代 の 血縁 者 に 対す る 養育 。 以前 の 世代 の 
血縁 者 に よる 、 次 世代 の 血縁 者 に 対す る 支配 。 次 世代 の 血縁 者 に よ 
る 、 以 前 の 世代 の 血縁 者 に 対す る 介護 。 以前 の 世代 の 血縁 者 に よ 

る 、 そ れ ら の こと の 、 次 世代 の 血縁 者 に 対す る 強制 。 


配偶 者 。 そ れ は 、 以下 の よう な 存在 で ある 。 有 性 生殖 に お ける 、 異 
性 の 相手 。 有 性 生殖 に お ける 、 子 随 の 遺伝 子 の 共同 保有 者 。 

配偶 者 同士 。 そ れ は 、 以下 の よう な 関係 で ある 。 赤 の 他人 同士 が 、 
恋愛 感情 や 、 遺 伝 的 子 随 の 共有 と いう 共通 利害 で 、 結 ば れ て いる 関 
(A. ЖЗ. ВЕН Ш CHS. 


生物 が 遺伝 的 子 振 を 残せ る 条 件 。 そ れ は 、 以下 の よう な 内 容 で あ 
5. BIECOMHORG, BRHECUTOMAORG. 

C1) 

男性 の 場合 。 稼 ぐ 能 力 の 高 さ 。 身 体 の 強 さ 。 問題 を 解決 する 知能 の 
高 さ 。 他 者 を 支配 する 能力 の 高 さ 。 健 康 さ 。 女性 に 対し て 、 ま め に 
気遣い し て 取り 入る 能力 の 高 さ 。 

(2) 

Фе, BRPAITIVORS, AAASIEB SH, BORD 
IC, BBA CLCHERLSITSREIOMS. VT FIVEL CORE 
力 の 高 さ 。 他 者 を 支配 する 能力 の 高 さ 。 健 康 さ 。 


血縁 関 係 は 、 定 住 集 団 や 定住 ネッ トワ ー ク と の 類似 性 を 持つ 。 そ れ 


は 、 以下 の よう な 内 容 で ある 。 強固 な 維持 性 や 閉鎖 性 や 排他 性 の 存 


在 。 生物 に お ける 、 


既得 権 徐 の 世代 間 伝 達 や 、 世 代 間 維 持 の 基盤 。 


生物 に お ける 、 社 会 の 権力 構造 の 変わ り に くさ の 基盤 。 


血縁 関係 に は 、 有 力 
C1) 


な 血縁 関係 と 、 無 力 な 血縁 関係 と が ある 。 


有力 な 血縁 関係 。 そ れ は 、 以 下 の よ うな 内 容 で ある 。 有 能 で 優位 な 
遺伝 子 の 世代 間 伝 達 。 そ れ ら の 自動 的 な 永続 。 


(2) 
MSMR = 
遺伝 子 の 世代 間 伝 達 


血縁 と 家族 と の 関係 。 


れ は 、 以下 の よう な 内 容 で ある 。 ЕС 
。 それ ら の 自動 的 な 永続 。 


家族 と は 、 同 居 し て 共同 生活 を 営ん で いる 息 


縁者 と 配偶 者 で ある 。 


血縁 と 世帯 と の 関係 
配偶 者 で ある 。 


( 2021 年 12 月 初出 。 


mcr 


親 と 子供 は 以下 の よ 


. НС Ы-ФЕНеЕА СИ ШС 


) 


の 分 類 。 


うに 分 類 さ れる 。 


(1-1) Я=ФЪФЪФ. BOR, 
(1-2) XDI, MONTE. KOR, 


(2-1) 子 供 そ の も の 。 真 の 子供 。 
(2-2) 子 供 の 代わ り 。 子 供 の 代行 者 。 仮 の 子供 。 


(1) AGA. MOM, EHO, 


(2) 後天 的 な 親 。 

(2-1) В СФЗ, ВМ, BOHM MROMCK, ЗЕ 
ФФ. 

(2-2) Е\ФЗЯ. DITOR, THOR, MRORC, ЗЕШФ 
親 の 両方 。 

(2 -А)ЗЕШЖФЕЕ. ХХУ-. KA. ASE. 


(1 ) 先天 的 な 子供 。 親 に と っ て 、 血 録 で つなが っ た 子供 。 

(2 ) 後天 的 な 子供 。 親 に と っ て 、 息 縁 の 子供 と 、 非 血縁 の 子供 の 
両方 。 

(2 -1) 育 て の 対象 。 養 育 の 対象 。 養 子 の 里子 。 血 縁 の 子供 と 、 
' 非 血縁 の 子供 の 両方 。 

(2-2) 有 底 い の 対象 。 助 け の 対象 。 守 護 の 対象 。 血 縁 の 子供 と 、 
' 非 血縁 の 子供 の 両方 。 

(2 - AI) 非 血 绿 DO 场合 。 从 者 。 弟 子 。 

先天 性 、 後 天性 と 、 性 別 と の 掛け 合わ せ 。 


先天 的 父親 。 後 天 的 父親 。 
先天 的 母親 。 後 天 的 母親 。 


後天 性 に つい て 。 
後天 的 父親 。 父 親代わり 。 例 。 移動 生活 様式 の 社会 に お ける 天 の 父 
な る 神 。 


後天 的 母親 。 母 親代わり 。 例 。 定 住 生活 様式 の 社会 に お ける 地 母 
神 。 

3 

親 と し て の 性 質 と 、 性 別 と の 掛け 合わ せ 。 


父性 的 父親 。 母 性 的 父親 。 
父性 的 母親 。 母 性 的 母親 。 


父性 。 そ れ は 、 次 の 内 容 で ある 。 男性 性 の 、 親 と し て の 側面 。 生 理 
的 、 心 理 的 、 社 会 的 側面 。 


母性 。 そ れ は 、 次 の 内 容 で ある 。 女 性 性 の 、 親 と し て の 側面 。 生 理 
的 、 心 理 的 、 社 会 的 側面 。 


р М р ЗП 
© 
女性 性 男性 性 

"ООО `В» 


М 母性 ・ 父 性 と 女性 性 ・ 男 性 性 の 関係 


父 権 。 それは 、 次 の 内 容 で ある 。 人 父親 の 権力 が 強い こと 。 人 父性 の 社 
会 的 影響 力 が 強い こと 。 
母 権 。 そ れ は 、 次 の 内 容 で ある 。 母 親 の 権力 が 強い こと 。 母 性 の 社 
会 的 影響 力 が 強い こと 。 


父 権 社会 。 父親 の 権力 が 強い 社会 。 父 性 の 影響 力 が 強い 社会 。 
母 権 社 会 。 母 親 の 権力 が 強い 社会 。 母 性 の 影響 力 が 強い 社会 。 


定住 生活 様式 中 心 社会 。 例 。 東 アジ ア 。 ロ シア 。 そ の 社会 は 、 母 性 
的 母親 を 中 心 と し て 動く 。 

母性 的 母親 。 定住 集 団 の 社会 の 母親 な いし 母親 役 の 人 物 。 彼 女 は 、 
精神 が 純粋 に 女性 的 で ある 。 彼 女 は 、 女 性 性 の 源泉 で ある 。 母 性 的 
母親 は 、 そ の 社会 の 支配 者 で ある 。 母 性 的 母親 は 、 そ の 社会 の 有 能 
者 、 有力 者 、 権 力 者 で ある 。 彼女 は 、 そ の 社会 を 以下 の 内 容 に な る 
よう に 生成 し 構築 する 。 女 性 優位 社会 。 母 権 社 会 。 調 和 社 会 。 そ れ 
は 、 フ ェ ミ ニズム に と っ て の 理想 卿 で ある 。 

母性 的 父親 。 定 住 集 団 の 社会 の 父親 な いし 父親 役 の 人 物 。 彼 は 、 精 
神 が 女 性 化し て いる 。 彼 は 、 そ の 社会 の 従属 者 で ある 。 彼 は 、 そ の 
社会 に お いて 、 無 能 で 役立た ず の 厄介 者 で ある 。 


移動 生活 様式 中 心 社会 。 例 。 欧 米 諸国 。 そ の 社会 は 、 父 性 的 父親 を 
中 心 と し て 動く 。 


父性 的 父親 。 移 動 生 活 様式 の 社会 の 父親 な いし 父親 役 の 人 物 。 彼 

は 、 精 神 が 純粋 に 男性 的 で ある 。 彼 は 、 男 性 性 の 源泉 で ある 。 父 性 
的 父親 は 、 そ の 社会 の 支配 者 で ある 。 人 父性 的 父親 は 、 そ の 社会 の 有 
能 者 、 有 力 者 、 権 力 者 で ある 。 彼 は 、 そ の 社会 を 以下 の 内 容 に な る 
よう に 生成 し 構築 する 。 男性 優位 社会 。 父 権 社会 。 非 調和 社会 。 そ 
れ は 、 マ スキ ュ リ ズム に と っ て の 理想 卿 で ある 。 

父性 的 母親 。 移動 生 活 様式 の 社会 の 母親 な いし 母親 役 の 人 物 。 彼 女 
は 、 精 神 が 男 性 化し て いる 。 彼女 は 、 そ の 社会 の 従属 者 で ある 。 彼 
女 は 、 そ の 社会 に お いて 、 無 能 で 役立た ず の 厄介 者 で ある 。 


4. 
親 と 子供 の 機能 。 


親 が 果たす 機能 。 

FREES SCH, 子供 の 面倒 を 見 る こと 。 子 供 を 独り 立ち する 
まで 成長 させ る こと 。 子 供 を 経済 的 、 心 理 的 、 社 会 的 に 援助 する こ 
と 。 子供 を 精神 的 に 一 生 支 配 し 続け る こと 。 子 供 に 命 信 する こと 。 
子供 の 精神 に 対し て 一 生 影 響 を 及ぼ し 続け る こと 。 子 供 が 十分 成長 
し た の を 見 届け て 、 世 代 交 代 し て 、 一 生 を 終え る こと 。 


子 が 果たす 機能 。 

親 に と っ て の 次 世代 と な る こと 。 親 に よる 懇 玩 の 対象 と な る こと 。 
НС) се. Фес, HOMBRMeMeEStsce, Я 
СВЕ Ce, BVERET CE, 親 の 夢 や 理想 を 実現 させ る 
こと 。 無 事 生 き 残 る こと 。 親 に 育て て も ら っ た 皿 返 し を する こと 。 
老後 の 親 の 面倒 を 見 る こと 。 


大 人 と 子供 。 親 と 子供 。 こ の 両者 の 区 別 が 必要 で ある 。 
大 人 。 年 齢 が 高い こと 。 肉体 的 に 成就 し て いる こと 。 責任 を 取れ る 
こと 。 刻 断 力 が ある こと 。 争 済 的 に 自立 し て いる こと 。 
Я. РЕНН BTCUNSc ce, НЕА ЛИС. 


大 人 と 親 と 子供 の 性 質 は 、 以 下 の よ うに 掛け 合わ せる こと が で き 
る 。 


大 人 的 な 大 人 。 大 人 的 な 子供 。 子 供 的 な 大 人 。 子 供 的 な 子供 。 
大 人 的 な 親 。 大 人 的 な 子供 。 子 供 的 な 親 。 子供 的 な 子供 。 


親 的 な 親 。 親 的 な 子供 。 子 供 的 な 親 。 子供 的 な 子供 。 
親 的 な 大 人 。 親 的 な 子供 。 子 供 的 な 大 人 。 子 供 的 な 子供 。 


大 人 と 親 の 違 け は 何 か ? 
大 人 。 自 立 し て いる こと 。 助け や 底 い を 特に 必要 と し な いこ と 。 
親 。 他 人 を 生み 育て 、 助 け 、 底 うこ と 。 それ ら が 出来 る こと 。 


子供 の 特質 と は 何 か ? 
子供 。 自 立 し て いな いこ と 。 育成 や 助け や 底 い を 必要 と する こと 。 


5 . 
親 は 、 以 下 の よ うに 分 類 で きる 。 


(1 ыы 1 Жо, жиз, FER, 慈母 。 
(1-2) 厳 し い 親 。 子 供 を し ご く 親 。 子 供 を 虐待 する 親 。 厳 父 。 
52. BS. #8. 


(2 - 1) 子供 に 深い 関心 を 持つ 親 。 FEIT NE 情 在 注 《 亲 。 子 
HictS Dt OR. 

(2-2) 子 供 に 無関心 な 親 。 子 供 に 対し て 薄情 な 親 。 子 供 を 放任 
SF Si 


(3-1) 子 供 の 利益 の た め に 自身 の 人 生 を 捧げ る 親 。 子 供 に 尽く 
9. 

(3-2) 子 供 を 自身 の 利益 の た め に 利用 する 親 。 

(3-3) 子 供 よ り 自 身 の 利益 を 優先 する 弟 。 


子供 は 、 以 下 の よ うに 分 類 で きる 。 


(1-1) ЖоЖФУЖ, Вот, 
(1-2) ЖеУЖ, МЕ STE. 


(2-1) RICRIBOEHROTEK, MICRIIBREIECTH Я 
に 付き っ 切り の 子供 。 

(2-2) 親 に 無関心 な 子供 。 親 に 対し て 薄情 な 子供 。 親 を 放任 す 
る 子供 。 


(3-1) ЯФЖМЕФЕФЕНВОФЛЕ ЕН: #. MICR<KC ST 
子供 


(3 - 2) 親 を 自身 の 利益 の た め に 利用 する 子供 。 
(3-3) 親 より 自身 の 利益 を 優先 する 子供 。 


( 2020 年 11 月 初出 。 ) 


母性 と 父性 。 母 権 と 父 権 。 


母性 本 能 。 母親 の 本 能 。 そ れ は 、 子 供 の 精神 の 液化 を 促す 。 それ 
は 、 子 供 の 精神 の 定住 化 を 促す 。 
父性 本 能 。 父親 の 本 能 。 そ れ は 、 子 供 の 精神 の 気化 を 促す 。 それ 
は 、 子 供 の 精神 の 移動 化 を 促す 。 


定住 生活 様式 中 心 社 会 で は 、 母 性 が 子供 を 一 生 支 配 す る 。 そこで 
は 、 人 父性 は 軽視 され る 。 
移動 生活 様式 中 心 社 会 で は 、 父 性 が 子供 を 一 生 支 配 す る 。 そこで 
は 、 母 性 は 軽視 され る 。 


母性 は 、 子 供 を 親 の 中 に 包み 込ん で 保護 し つつ 、 経 済 的 自立 の た め 
の 能力 を 、 子 供 に 付き っ 切り で 身 に 付け させ る 。 

父性 は 、 子 供 を 親 か ら 精 神 的 に 分 離 ・ 独 立 さ せ た 上 で 、 子 供 が うま 
く 自 活 し て 行け る よう に 、 外 か ら フ ォ ロ ー・ 援 助 を 加え る 。 


母性 は "内 部 に 閉じ た "世界 に 子供 を 買 く 。 それは 、 自 身 の 子宮 胎内 
相当 の 世界 で ある 。 母 性 は 、 子 供 を 対人 面 で 、 他 者 に 癒着 ・ 依 存 さ 
せつ つ 、 子 供 の 経済 的 自立 を 図る 性 で ある 。 

父性 は "外部 へ と 開か れ た "世界 に 子供 を 買 こ うと する 。 父 性 は 、 子 
供 に 対し て 、 対 人 面 で の 分 離 ・ 独 立 を 促す 性 で ある 。 


フォ ロー する こと 。 
sua + = 

外部 環境 。 ^ 子供 

(寒さ 。 暑 さ 。 風 雨 の 強 さ 。 ) ху 


対外 的 な 、 開 放 性 や 露出 性 。 


図 。 母性 と 父性 と の 、 比 較 説明 。 


母性 。 母 椎 社会 。 父 性 。 父 椎 社会 。 


+ 
\ | 人 外人 の 切り 離し 。 個 人 の 自立 独立 。 個 
\ | 人 の 自由 。 低 密度 捧 態 。 そ れ ら の 維持 。 
集団 状態 。 高 密度 状 成員 の 行動 
それ =. 


態 。 そ れ ら の 維持 。 MERC ECL. \ 

7 ・ 高 速 で 動き 回 る こと 。 e ы 

人 / | ・ 成 員 を 分 離 自立 させ る こ 
я & 
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te 
(対外 面積 を 最小 


1 ) 
> 外部 に 対し て 閉鎖 的 で 排他 的 で ある こと 。 内 a 
部 に 入る こと が 難し いこ と 


・ 外 部 に 対し て 開放 的 で ある こと 。 
(内 部 に 入り や すい こと 。) 
・ 行 動 範 囲 が 制限 な く 拡 張 す る こと 。 


この 場合 、 子 供 の 役 を 取る の は 、 実 の 子供 と は 限ら ず 、 学 校 な ら 下 

妖 生 と か 、 職 場 な ら 部 下 と か 、 い ろ い ろ バ リエ ーション が ある 。 母 

性 、 父 性 の 役回り は 、 血 縁 で つなが っ た 家庭 の み に 止 ま ら ず 、 学 

校 、 職 場 等 に お いて 、 広 く 存 在 す る 。 

$, MAORI, 以下 の 簡単 な 表 に まとめ た 。 

番号 母性 父性 

総括 [调和 指向 。] 子供 [独立 指向 。] 子供 
が 、 他 者 と 一 体 化 し 調 が 、 他 者 か ら 分 離 、 独 
和 し て 生活 する こと を 立 し て 生活 する こと を 
促す こと 。 促す こと 。 

1 [内 部 閉鎖 指向 。] [外部 開放 指向 。] 

1-1 [包容 。 BS. tee. | [切開 。] 子供 を 閉じ 


1-2 


1-3 


1-4 


1-5 


子供 を 、 母 親 自身 の 中 こめ て いる 閉鎖 的 な 内 
(子宮 胎内 ) に 相当 す #82] 10 =, F 
ЕЕ, ФНС 
身 を 包み 込む 、 抱 く 形 と する こと 。 
で 守 ろ うと する こと 。 
(子宮 的 思考 。 ) 
[閉鎖 性 。 拝 他 性 。 内 [开放 性 。 内 外 非 区 
外 区 别 。] 母親 自身 と 别 。] 子供 を 、 外 界 に 
子供 の みか ら な る 、 外 向かっ て 開か れ た 、 外 
部 に 対し て 閉鎖 的 な 室 部 へ の アク セス が 可能 
間 を 作る こと 。 彼ら の な 室 間 に 買 こ うと する 
いる 室 間 内 部 = "ВФ こと 。 子 供 に 、 外 界 へ 
ВАЙ" BEIGE ФНЕВН< CE, HS 
し 、 外 部 か ら の アク セ の いる 室 間 と 外部 と は 
ス を シャ ッ ト ア ウト す 直接 つなが っ て いる と 
る こと 。 考え 、 区 別 を し な いこ 
と 。 
[内 部 隐蔽 。 内 部 保 [外 部 露出 。 公 开 性 。] 
=, |] 子供 を 母親 自身 外 に 不安 で 出 た が ら な 
の 中 に 旬 含 し た 状態 の い 子 供 を 、 強 制 的 に 連 
まま 保護 し 、 引 きこ れ 出 し て 、 外 の 室 気 に 
も っ て 外出 し た が ら な 触れ させ る こと 。 外 部 
い 子 供 が その まま 中 に 環境 に 直接 さら させ よ 
いる の を 許容 する 。 内 う 、 公 開 し よう と する 
情 を 外部 に 漏らさ ず 秘 こと 。 
蜜 に し よう と する こ 
と 。 
[気候 一 定 。 温 室 。 甘 [気候 刻 動 。 厳し さ 。] 
=. 母親 自身 の 胎内 外 部 气候 0 变动 着 风雨 
fA4O, вЕ-жс саёавьаи, & 
体温 程度 の 生 温 か い 、 暑 、 酷 寒 と な る こと も 
ちょ うど 心地 よい " ぬ ある 、 甘 さ の 無い " 議 
る ま 湯 "的 な 温度 の 和 奈 し い " 環 境 に 子供 を 軒 
件 の 良い 、 甘 い 環 境 こう と する こと 。 
= "温室 "に 子供 を 置 こ 
うと する こと 。 
[安全 域内 滞留 。] 今 [冒険 。 探 検 。] 外部 
いる 安全 の 確保 され た の 、 (危険 も 含め て ) 
(内 部 ) 領域 か ら 子 供 何 が 待ち 構え て いる か 
を 外 に 出さ な いよ うに 分 か ら な いい 未知 の 領域 


2-1 


2-2 


2-3 


2-4 


し よう と する こと 。 子 へ と 、 子 供 を 冒険 ・ 探 
供 を 危な い 目 に 合わ せ 検 に ( 知 的 な も の も 含 
な いよ うに 気 を 付け る め て ) 連れ て 行こ うと 


ray する こと 。 
[接続 指向 。 癒 着 指 [切断 指向 。 分 離 指 
向 。] 向 。] 


[接続 。] 子供 と 互い [切断 ・] 子供 を 突き 
に 密接 に つなが ろう と 放す こと 。 子 供 を 自分 
する こと 。 か ら 切 り 離 し て 、 一 定 
ФЕН 2435 
こと 。 子 供 と 母親 と の 
間 に 入 っ て 、 両 者 の 関 
係 を 切断 する こと 。 
as, 一 体 融合 。 [分 離 。] 子供 に 対し 
子供 と 一 体 化 する こ て 、 互 い に 離 れ た 、 
と 。 子 供 と 互い に くっ 別々 の 存在 で あろ うと 
つき 癒着 する の を 好 する こと 。 子 供 に 、 彼 
み 、 相 互 の 一 体 ・ 融 合 自身 の 独自 の 世界 を 大 
感 を 重んじ る こと 。 切 に する よう に 教え る 
こと 。 
[依存 状態 の 持続 。] [突き 放し 。] 子供 
子供 を いれ つま で も 親 に を 、 父 親 自 身 か ら 突 き 
懐か せ 、 依 存 さ せ た ま 放し 、 人 父親 か ら 離 れ 
まで いよ うと する こ て 、 彼 自身 が 、 一 人 で 
と 。 自活 で きる よう に する 
こと 。 彼 自身 の 心身 は 
彼 自身 で 守る 態度 を 、 
子供 に 身 に つけ させ る 
こと 。 
[サポ ー ト 。 ケ ア 。] [セル フケ ア の 促進 。] 
子供 の 身の回り を 手取 子供 が 彼 自身 の 面倒 を 
り 足 取り サポ ー ト し ケ ヶ ケ 彼 自 身 で 見 る よう に 、 


ア す る こと 。 子供 の セル フケ ア を 促 
進 さ せる こと 。 子供 を 
離れ て 見 守る こと 。 

[同一 指向 。] [差異 指向 。] 


[平等 。] 子供 の 間 に [差別 化 。] 子供 別 

格差 が で き な い よう に 、 彼 ら が 得意 ・ 不 得 
に 、 平 等 に 扱 お うと す вез оля. 
る こと 。 子供 別に 格差 設定 し 、 分 野 の 違 け に 


を 作る 場合 は 、 好 き 嫌 応じ て 、 箇 子供 に 対す 
いい によって 、 衝 子供 に る 扱い に 差 を 付け る こ 
対す る 扱い に 差 を 付け と 。 
る こと 。 
3-2 [ 非 競 争 。 画 一 性 。] [自由 競争 。 個性 化 。] 
子供 の 間 で 競争 を させ 子供 同士 で 自由 に 競争 
ず 、 仲 良く 横並び させ を させ 、 子 供 間 で の 能 
る (能力 を 画 一 化す 力 格 差 の 発生 を 容認 す 
る ) こと で 、 子 供 同 士 る こと 。 子 供 同士 が 、 
の 心理 的 な ー 体 感 、 同 互い に 異な る 個性 、 能 
ーー 性 を 確保 する こと 。 力 を 持つ こと を 認め 合 
う よ う に 誘導 する こ 
と 。 
ある 生物 は 、 母 性 だ け 、 父 性 だ け 持 っ て いる の で は な く 、 母 性 、 父 
性 を 両方 持っ て いる 。 そ の 割合 が 、 女 性 で は 母性 が 多く 、 男 性 で は 
父性 が 多く な る 。 
ある 生物 が 母性 的 、 父 性 的 と いう こと は 、 性 別 、 年 齢 、 親 子 に も 必 
ず し も 関係 し な い 。 つ まり 、 女 性 (男性) だ か ら と いっ て 母性 的 
(父性 的 ) と は 限ら ず 、 年 齢 が 高い (低い ) AS, FAC) EAS 
母性 ・ 父 性 的 (子供 的 ) と も 言え な い 。 
例 。 人間 の 場合 。 
日 本 の よう な ウェ ッ ト な 雰囲気 の 、 企 業 や 政党 の 流 閥 に お いて は 、 
男性 の 上 司 、 親方 が 、 部 下 、 手 下 に 対し て 、 一 体感 を 重んじ 、 包 容 
力 の あぁ る 母性 的 な 態度 を 取る こと が 多い 。 
中 高生 の 女の子 の よう に 、 本 来 子供 の 役 を 取る は ず の 、 比 較 的 低 年 
HOAD, VIDE CHD TEIROKDSARL CHEN CHE NE 
СКС, ВЕН СА DRDO CLIK T-AtBS 
5. 
日 本 の よう に 、 母 性 が 優勢 で 、 子 供 と 父親 の 関わ り が 少な く 、 人 父性 
が 不足 し て いる 社会 の 場合 。 母 性 を 担う 母親 が 、 父 性 を 実行 し な い 
か 、 で き な い 人 父親 に 代わ っ て 、 あ る 程度 父性 の 代行 を する 役割 を す 
る と いう 側面 も 、 存 在 す る 。 ( 例 。 子 供 を 外界 へ と 連れ 出す こと 。 
子供 を 叱る こと 。 ) 


[参考 文献 ] 
河合 隼雄 、 母 性 社会 日 本 の 病理 、1976、 中 央 公論 社 
松本 滋 、 父 性 的 宗教 ・ 母 性 的 宗教 、1987、 東 京 大 学 出 版 会 


(初出 2003 年 5 月 -2005 年 11 月 ) 


母性 ・ 父 性 と 、 女 性 性 ・ 男 性 性 と の 関係 


母性 、 父 性 は 、 そ れ ぞ れ 、 女 性 、 男 性 の 、 彼 ら 自 身 の 子 供 を 持っ た 
親 と し て の 側面 を 、 表 し て いる 。 

その 点 、 母 性 、 父 性 は 、 そ れ ぞ れ 、 女 性 性 、 男 性 性 の 、 親 と し て 
の 、 一 部 、 一 側面 と し て 捉え る こと が で きる 。 母性 が 女性 性 に 対応 
し 、 父 性 が 男性 性 に 対応 する 。 

母性 、 父 性 は 、 そ れ ぞ れ 女 性 性 、 男 性 性 の 中 に 包含 され る 、 一 部 で 
ある 。 て 下図 参照 。 ) 
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子供 を 持っ た 女性 が 母性 を 発揮 し 、 同 じ く 子供 を 持っ た 男性 が 父性 
を 発揮 する 。 
女性 、 男 性 それ ぞ れ が 、 以下 の よう な 側面 を 持つ 存在 と な っ た 場 


a 


(1) ЕЕ ОСИ, 無力 な 子供 に 頼ら れる 存在 。 子 供 を 十 
分 に 守る パワ ー を 持つ 存在 。 

( 2 ) 指導 者 、 教 育 者 と し て の 側面 。 何 も 知 ら な い 子 供 に 対し て 、 
生き て いく の に 必要 な 、 有 用 な ノウ 八 ウ を 教え る 存在 。 

( 3 ) 制御 者 と し て の 側面 。 わが まま 放題 の 子供 に 、 き ちん と 訓 う 


こと を 間 か せ 、 コ ント ロー ル し 、 制 御 す る 存在 。 
上 記 の よう な 、 子 供 を 育て る の に 必要 な 大 人 と し て 成熟 し た 存在 と 
な っ た 場合 。 


彼ら は 、 そ れ ぞ れ 、 母 性 、 父 性 を 持っ た こと に な る 。 


中 に は 、 母 親 ら し い 男 性 、 父 親 ら し い 女 性 も いる と 考え られ る 。 
その 場合 、 そ も そ も 、 基 盤 、 出 発 点 と し て 、 そ うし た 男性 は 女性 タ 
イプ で あり 、 そ うし た 女性 は 男性 タイ プ で ある 。 

その た め 、 彼 ら は 、 そ の 親 と し て の 側面 を 取り 出し た 場合 に 、 そ れ 
ぞ れ 母性 的 、 父 性 的 と な る 。 

また 、 そ うし た 男性 、 女 性 は 、 男 性 、 女 性 全体 の 中 で は 、 性 同一 性 
障害 を 持っ て いる 少数 派 と し て 位置 づけ られ る 。 


(初出 2008 年 04 月 ) 


子供 と 母性 ・ 父 性 関係 の 3 类 型 


[要旨 ] 子供 と 父性 ・ 母 性 と の 関係 は 、 以 下 の よ うに 分 ける こと が 出 
来る 。 

(1) 母子 癒着 型 = 母親 が 子供 を 完全 に 内 包 し 、 そ の 外側 を 父親 が 
守る か 、 人 父親 が 母親 に 内 包 さ れる タイ プ 。 

( 2 ) 父 介 在 型 = 父親 が 外周 を 守り つつ 、 母 親 と 子供 と の 間 に 割 っ 
て 入る 中 間 的 な タイ プ 。 

(3) 母子 分 離 型 = 父親 が 母親 と 子供 の 弓 帯 を 完全 に 断ち 切り 、 両 
者 を 分 離す る タイ ブ プ 。 


(1 ) が 、 社 会 に お いて 母性 の 力 が 強く 、 定 住 生活 様式 の 社会 に 当 
て は まる 。 


家庭 に お ける 、 子 供 と 母性 と 父性 の 関係 は 、 以 下 の 図 の 3 類型 に 分 
か れる 。 


子 癒着 タイ プ 
(母性 優位 。 外側 が 父性 。) 


г 父 介在 タイ ブ 母子 分 離 タ イブ 
(中 间 ) ( 父 性 优 位 ) 


ВЯ 図 . 母性 、 父性 の 対 子供 関係 の タイ プ 分 け 
(母性 优 位 。 内 側が 父性 。) 


(1 ) 母子 癒着 型 。 母親 が 子供 を 完全 に 包み 込ん で 守り 、 ides 
に 外周 を 父親 が 守る タイ プ 。 母 親 が 完全 に 子供 と 癒着 し て お り 、 
親 が その 間 に 割 っ て 入る こと が で きず 、 外側 か ら 見 守っ て いる タイ 
7. て (母性 優位 。 外側 が 父性 。 ) ある い は 父親 が 子供 同様 母親 に 包 
み 込 まれ て 甘え て いる タイ プ 。 て (母性 優位 。 内 側が 父性 。 ) EE 
活 様式 の 社会 で は 、 こ の うち "母性 優位 で 、 内 側が 父性 "の 類型 が 多 
く 見 られ る 。 


(2 ) 父 介 在 型 。 父親 が 、 母 親 と 子供 の 間 に 割 っ て 入り 、 人 父親 が 真 
接 子供 に 接触 し 、 見 る 割合 が 高い タイ プ 。 

(3 ) 母子 分 } 離 型 。 父親 が 母親 と 子供 の 弓 帯 を 完全 に 断ち 切り 、 両 
者 を 分 離す る タイ プ 。 移 動 生活 様式 の 社会 で は 、 こ の 類型 が 多く 見 
られ る 。 

(1) の 母子 癒着 型 は 、 母親 の 力 が 強い 、 母 権 社 会 の タイ プ で あ 
5. (3) の 母子 分 離 型 は 、 父 親 の 力 が 強い 、 父 権 社会 の タイ プ で 
ある 。 


(初出 2006 年 01 月 ) 


父性 ・ 母 性 と ドラ イ さ ・ ウ ェ ッ ト さ と の 関連 


ту НЕЕ, SHON MBISBHSCEAS. КУЛЬ 
会 は 、 父 性 の 力 が 強い 父 権 社会 と 斉 え る 。 


母性 は 、 親 と 子 が 相互 に 一 体 化 し 、 依 存 し 合う こと を 指向 する 点 、 
親 と 子 が 相互 に ベタ ベタ くっ つい て 離れ な い " ウ ェ ッ ト " な 性 質 を 持 
つ 。 そ の 点 、 ウ ェ ッ ト な 社会 は 、 母 性 の 力 が 強い 母 権 社会 で ある 。 
父性 は 、 親 と 子 が 、 相 互 に 分 離 独立 する こと を 指向 する 点 、 親 と 子 
が 相互 に バラ バラ に 離れ よう と する "ドラ イ " な 性 質 を 持つ 。 そ の 
点 、 ド ライ な 社会 は 、 父 性 の 力 が 強い 父 権 社会 で ある 。 


(初出 2003 年 5 月 -2004 年 7 月 ) 


母性 、 父 性 と 液体 、 気 体 


液体 分 子 運 動 は 、 母 性 的 に 感じ られ る 。 気体 分 子 運 動 は 、 父 性 的 に 
感じ られ る 。 


母性 的 な 行動 様式 は 、 液 体 分 子 運 動 と し て 捉え られ る 。 液体 分 子 運 
動 で は 、 各 分 子 個体 が 互い に くっ つき 、 一体 化し て 、 静 的 な 受け 身 
の 集団 を 作り 、 集 団 が 、 そ の 中 に 所 属す る 各個 体 を 包含 し 、 守 る 形 
に な っ て いる 。 そ れ は 、 母 性 の 、 自 分 の 成員 を 一 体 的 に 包含 し 、 外 
部 か ら 区 別して 守る 性 質 に 似 て いる 。 

父性 的 な 行動 様式 は 、 気 体 分 子 運 動 と し て 捉え られ る 。 気体 分 子 運 
動 で は 、 各 分 子 個体 が 、 互 い に 独 立 、 自 立 し て 、 自 分 で 自分 を 助 

け 、 守 る 形 で 、 自 由 に 動 的 に 拡散 し 、 動 き 回 る 。 それ は 、 人 父性 の 、 

自分 の 成員 を 積極 的 に 自立 、 独 立 さ せ て 、 未 知 の 領域 に 進む よう に 
働き か ける 性 質 に 似 て いる 。 

父性 は 、 子 供 の 行動 の 気体 化 を 行い 、 母 性 は 、 子 供 の 行動 の 液体 化 
を 行う 。 


(初出 2008 年 1 月 ) 


父性 ・ 母 性 と 子供 の 養育 


従来 、 子 育て の 役割 に つい て は 、 以 下 の よ うに 、 考 えら れ て 来 
た 。 "子供 を 産み 育て る 性 "は 、 専 ら 女 性 (母性 ) で ある 。 女 性 に 
は 、 子 ども を 養育 し た い 、 と いう 本 能 が ある 。 女 性 は 、" 母 性 本 
能 " を 持つ 。 し か し 、 そ れ ら の 考え に つい て は 、 再 検討 が 必要 で あ 


る 。 

(1 ) "子供 を 産む 性 "は 、 従 来 は 、 女 性 (母性 ) と 考え られ て き 
た 。 し か し 、 実 際 に は 、 子 供 の 誕生 に は 、 父 親 側 の 遺伝 子 の 存在 が 
必須 で あり 、 母 親 だ け で 産む こと は で き な い 。 ま た 、 母 親 が 子供 を 
産む 際 に 、 父 親 は 、 母 親 と 子供 の 安全 を 外側 か ら 守 る と いう 機能 を 
果たし て いる 。 そ の 点 、 子 供 は 、 男 女 ( 父 母 ) 共同 で 産む も の と 考 
える べき で ある 。 

(2 ) "子供 を 育て る 性 "は 、 従 来 は 、 女 性 (母性) で ある と 考え ら 


期間 が 和 父 わ る と 、 人 父親 の 、 育 児 に 対す る 介入 が 可能 と な っ て くる 。 

子育て に つい て 。 

人 間 の 場合 。 

例 。 父 性 の 強い 欧米 社会 で は 、 子 供 が 母親 か ら 引 き 離 され て 、 個 室 
で 寝 か さ れる 慣習 が 存在 する 。 これ は 、 人 父性 が 、 母 子 間 の 癒着 関係 
の 間 に 介 入 し て 、 子 供 を 母親 か ら 分 離 ・ 独 立 さ せる 働き を し て い 

る 、 と 考え られ る 。 それ は 、 育 児 に 父性 が 介入 し て いる こと を 示す 
好例 で ある 。 ちなみ に 、 母 性 の 強い 日 本 社会 で は 、 母 親 と 子供 が " 川 
の 字 " 状 に くっ つい て 寝る 慣習 と な っ て いる 。 

また 、 了 欧米 社会 で は 、 子 供 の 身の回り の 世話 に 父親 が 関わ る 時 間 

が 、 日 本 の よう に 母親 が 専ら 子供 の 面倒 を 見 る 社会 に 比べ て 、 よ り 
多め で ある と され る 。 (増田 光吉 '" ア メリ カ の 家族 ・ 日 本 の 家 

族 "1969、NHK 出 版 。 ) 

子育て に お いて 、 子 供 と 父親 (母親 ) の 結び つき が 強い こと と 、 社 
会 が 父性 的 (母性 的 ) で ある こと と の 間 に は 、 大 き な 関 係 が ある と 
考え られ る 。 


例 。 東 アジ ア や ロシア の よう に 、 子 供 の 面倒 を 母親 が 専ら 見 る 社会 
は 、 母 性 的 、 母 権 的 で あり 、 一 方 、 欧 米 の よう に 、 子 供 の 養育 に 父 
親 の 介入 度 が 大 きい 社会 は 、 父 性 的 、 父 権 的 で ある 。 

彼ら 自身 の 子供 に 大 きく 健康 に 賢く 育っ て ほし いこ と 。 その た め に 
で きる 限り の 支援 を 子供 に 対し て し た いこ と 。 そ うし た 子育て の 衝 
動 は 、 父 親 も 母親 も 、 親 と し て 共通 に 持っ て いる 

彼ら 自身 の 子供 と 心 の 触れ 合い を 持ち た いこ と 。 彼 ら 自 身 の 持 っ て 
いる ノウ 人 ハウ や 価値 観 。 そ れ ら の 内 容 を 、 子 供 に 伝え た いこ と 。 そ 
れ ら の 内 容 を 、 子 ども と 共有 し た いこ と 。 そ うし た 考え は 、 親 な ら 
男女 を 問わ ず 、 同 じ よ うに 内 蔵 し て いる 。 

こう し た 子育て 、 子 供 と の 触れ 合い を 求め る 衝動 。 そ れ は 、" 親 と し 
て の 本 能 " と 呼べ る 。 それ は 、 親 が 男性 で ある か 、 女 性 で ある か に 

よっ て 、" 父 性 本 能 " 母 性 本 能 " に 分 類 さ れる 。 

従来 は 、 子 供 と 近接 し て 触れ 合う タイ プ の 接し 方 を する 母性 が 、 傍 
目 か ら は 子供 に びっ た りく っ つい て いる た め 、 子 供 の 世話 を 、 よ り 
か い が い し くし て いる と 見 られ て 来 た 。 それ ゆえ 、 子 育て は 全 世 界 
に お いて 母性 の 専 権 事項 と 考え られ や すか っ た 。 

し か し 。 了 欧米 社会 の よう に 、 人 父性 の 持つ 、 子 供 に 対す る 独立 、 自 立 
心 の 演 養 を 目指 し た 子育て へ の 積極 的 介入 が 、 育 児 に お ける 母子 分 
離 と いう 形 を と っ て 、 和 実際 に 行わ れ て いる 社会 。 そ うし た 社会 が が 
存在 する こと 。 それ も 、 ま た 、 事 実 で ある 。 

欧米 社会 の よう な 父性 的 社会 の 場合 。 RHOBHE EBC SH 
が 、 子 供 の 世話 を 家事 雑事 の 一 環 と し て 、 人 父親 ( 夫 ) に 従属 する 形 
で 行っ て いる 。 そ の 点 で は 、 子 育て は 、 父 性 的 社会 に お いて は 、 必 
ず し も 母親 の 専 権 事項 と は 言え な い 。 人 父性 的 社会 に お いて は 、 む し 
ろ 、 子 育て に 対し て 父親 の 心理 的 な 影 絡 力 が 大 きく 働い て いる 。 そ 
こ で は 、" 父 性 本 能 " が 強く 働い て いる 。 

東 ア ジア や ロシア の よう に 母親 と 子供 が 癒着 する タイ プ の 、 母 性 の 
力 が 父性 に 比べ て 優勢 な 社会 。 そ うし た 社会 に お いて は 、 も と も 

と 、 子 育て は 母親 が 独占 する も の で あり 、 人 父親 は 関係 な い 、 と され 
て きた 。 それ ゆえ 、 そ うし た 社会 に お いて は 、 子 育て は 母親 の 専 権 
事項 で ある と する "母性 本 能 " イ デオ ロ ギ ー が 、 よ りり 受け 入れ られ や 
すか っ た 。 

し か し 。 仮 に 、 子 育て は 母親 が 行う も の で ある 、 と 考え る 場合 。 父 
性 の 支配 下 で 家事 労働 の 一 環 と し て 行う 父 権 社 会 。 母 親 が 子育て 上 
の 意思 決定 を 独占 する 母 権 社会 。 そ れ ら の 両者 の 社会 に お いて は 、 

同じ 母親 に よる 子育て と いっ て も 、" 母 性 "の 子育て に 影響 する 度合 
い 、 濃 密 さ に 、 相 当 の 格差 、 違 いれ が ある 。 

母 権 社 会 に お ける 女性 の 地位 保全 と いう 観点 か ら は 、 母 親 に と っ て 
は 、 以下 の 行動 を 取る こと が 、 よ り 得 策 で ある 。 従 来 通 り 、 子 育て 


の 権限 を 手放さ な いこ と 。 

その こと に 、 無 頓 着 な まま 、 以下 の よ うな 論調 を 、 機 械 的 に 母 権 社 
会 に 当て は め よ うと する 人 た ち が 、 多 すぎ る 。 

父 権 社会 。 母 性 の 薄い 社会 。 母 性 が 子育て に お いて 主導 権 を 握れ な 
い 社 会 。 そ うし た 社会 の 人 々 に よる 、 以 下 の よ うな 主張 。" 母 親 は 子 
育て の 雑事 か ら 解 放さ れる べき だ 。 " 


(初出 2003 年 5 月 -2004 年 7 月 ) 


母性 、 父 性 スキ ル の 世代 間 伝 達 


母性 、 父 性 は 、 女 性 性 、 男 性 性 を ベー ス に し つつ 、 子 育て 機能 、 ス 
キル と し て 、 新た に 別途 上 乗せ で 、 後 天 的 に 習得 、 獲 得 、 世 代 間 で 
バト ンタ ッ チ すべ きも の で ある 。 し か し 、 そ れ ら は 、 場 合 に よっ て 
は 消失 し 、 バ トン ミス の 世代 間 連 鎖 が 起き て し まう 。 以下 の 内 容 
は 、 そ の 際 の 対策 に つい て 述べ た も の で ある 。 


いつ まで も 実質 的 に 女 の ま まで 母 に な れ な い 女 性 が 、 父 性 的 社会 の 
女性 で ある 。 い つま で も 実質 的 に 男 の ま まで 父 に な れ な い 男 性 が 、 
母性 的 社会 の 男性 で ある 。 

彼ら は 、 以 下 の よ うな 行為 を 行う 。 

子供 を 生む だ け で 、 積 極 的 に 育て よう と し な いこ と 。 子 ども と 真 接 
向き あお うと せ ず 、 も う 一 方 の 性 に 子育て を 任せ て 、 自 分 は 子育て 
DSWwIFKSEFTSCE, 

母性 、 父 性 は 、 女 性 性 、 男 性 性 を ベー ス に し つつ 、 子 育て 機能 、 ス 
キル と し て 、 新た に 、 別 途上 乗せ で 、 後 天 的 に 習得 、 獲 得 、 世 代 間 
で バト ンタ ッ チ すべ きも の で ある 。 

定住 生活 様式 中 心 社会 の 女性 の よう に 、 強 い 母 性 を 持つ 女性 が 母親 
の 場合 。 彼 女 自 身 に よる 、 母 性 の バト ンタ ッ チ 。 そ れ は 、 娘 に 対し 
て は スム ー ズ に 行く 。 と ころ が 一 方 で は 、 彼 女 は 、 息 子 の 父性 を 消 
LT, ФСО, MALTLES. СЕВ, = 50 1ЕЕМЕВ 
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移動 生活 様式 中 心 社会 の 男性 の よう に 、 強 い 父 性 を 持つ 男性 が 父親 
の 場合 。 彼 自身 に よる 、 父 性 の バト ンタ ッ チ 。 それ は 、 息 子 に 対し 


て は スム ー ズ に 行く 。 と ころ が 一 方 で は 、 彼 は 、 娘 の 母性 を 消し 
て 、 弱 め て し まい 、 紛 失 し て し まう 。 そこ に は 、 そ うし た 副作用 
が 、 存 在 す る 。 

移動 生活 様式 中 心 社 会 の 女性 の よう に 、 人 父性 の 影 響 力 が 強く 、 母 性 
消失 の 女性 が 母親 で ある 場合 。 次 世代 の 子供 で ある 娘 は 、 母 性 を 受 
け 取 れ な い 。 そ の 結果 、 母 性 の バト ン ミ ス が 生じ る 。 その 結果 、 母 
性 消失 の 世代 間 連 鎖 が 起き る 。 

定住 生活 様式 中 心 社 会 の 男性 の よう に 、 母 性 の 影響 力 が 強く 、 父 性 
消失 の 男性 が 父親 で ある 場合 。 次 世代 の 子供 で ある 息子 は 、 父 性 を 
受け 取れ な い 。 そ の 結果 、 父 性 の バト ン ミ ス が 生じ る 。 そ の 結果 、 
父性 消失 の 世代 間 連 鎖 が 起き る 。 

こう し た バト ン ミ ス が 起き た 場合 。 誰 か 、 他 に 、 母 性 的 女性 、 父 性 
的 男性 を それ ぞ れ モデ ル に し て 、 母 性 、 父 性 を 受け 取る 必要 が 、 生 
じ る 。 

母性 を 消失 し た 移動 生活 様式 中 心 社 会 の 女性 。 彼 ら は 、 母 性 の 強い 
定住 生活 様式 中 心 社会 の 母 か ら 、 母 性 を 受け 取れ ば 、 良 い 。 

父性 を 消失 し た 定住 生活 様式 中 心 社 会 の 男性 。 彼 ら は 、 父 性 の 強い 
移動 生活 様式 中 心 社会 の 父 か ら 、 人 父性 を 受け 取れ ば 、 良 い 。 

その 場合 の 受け 取り 方 。 

例 。 フィクション 、 ノン フィ クシ ョ ン の 映画 、 ア ニ メ 、 書 籍 と か か 
ら 学 ぶ こ と 。 和 実際 に 、 生 身 の 母 性 的 女性 、 父 性 的 男性 か ら 、 講 師 、 
コー チ に な っ て も ら っ て 、 学 校 形式 で 教え て も ら う こと 。 

例 。 母 性 、 父 性 、 そ れ ぞ れ の 学習 用 の コン ピュ ー タ ソフ ト を 、 用 意 
する こと 。 

母性 スキ ル 、 父 性 スキ ル 、 そ れ ぞ れ の モデ ル 学 習 が 必要 で ある 。 
その 際 、 何 の スキ ル を どの よう に 習得 すれ ば 良い の か が 、 問 題 と な 
る 。 ま た 、 例 えば 、 母 性 の 強い 定住 生活 様式 中 心 社 会 に お いて は 、 
母性 スキ ル に つい て は 、 作 る こと が 出来 る が 、 父 性 スキ ル に つい て 
は 、 作 る こと が 出来 な い 。 


(初出 2012 年 8 月 ) 


母性 と "か わい いさ" 指向 


母性 は 、 彼 ら 自 身 よ り も 、 小 さい 、 か 弱い 存在 を 、 彼 ら 自 身 の 子 供 
同様 に 、 守 っ て あげ た い 、 抱 き し め た い 、 一体 化し た い 、 包 み 込 み 
た いと いう 、" か わい さ " 指 向 と 関係 が ある 。 そ こ に は 、 抱 き し め る 
こと に つい て 心地 良い 、 丸 い 、 ソ フト な 存在 を 求め る 傾向 が 、 あ 

る 。 
父性 は 、 対 象 (FH. ORY FRE) を 、 外 部 環境 が も た ら す 困難 
AMIR, FI SRSECEMCS, LAGIESMOPEMEL <I 
躍 で きる だ け の 、 ス ケー ル が 大 きく 、 強 力 で 堅固 な 存在 に し よう と 
する 、" 強 大 な 鋼鉄 "指向 と 関係 が ある 。 


[母性 的 態度 ] [父性 的 態度 ] 
= [か わい さ へ の 指向 。] [強大 な 鋼鉄 へ の 指 


か わい いも の ( 赤 ん 9. 対象 を 、 頑 丈 で 
坊 、 小 さ な ベ ペッ ト な 鋭さ を 備え た 強大 な も 
ど ) の 保育 に 、 興 味 が の に 育て る こと に 、 興 
ある こと 。 味 が ある こと 。 

1 [小さ さ 指 向 。] 小さ [大 き さ 指 向 。] 又 
いも の を 好む こと 。 ケール の 大 きい 、 圭 大 

な も の を 好む こと 。 

2 [か 弱 さ へ の 指向 。] [ 強 さ へ の 指向 。] 強 
か 弱い も の を 好む こ いも の を 好む こと 。 
| 

3 [細やか さ へ の 指向 。] MANO. 1D 
物事 の きめ 細か な 把握 事 の 大 ま か な 把 握 を 好 
を 好む こと 。 手先 の 器 む こと 。 

用 さ を 大 事 に する こ 
г. 

4 [円 形 指向 。] 先 の 丸 а, 1 ZO 
いも の を 好む こと 。 失っ た 、 鋭 いも の を 好 

むこ と 。 

5 [柔らか さ へ の 指向 。] [ 硬 さ や 固 さ へ の 指 
柔らか いも の を 好む こ 向 。] 硬い ( 固い ) も 
と 。 の を 好む こと 。 

一 派生 1 [特定 性 や 限定 性 へ の [大 局 性 や 一 般 性 へ の 
指向 。] 枝葉 末 節 に こ 指向 。] 大 局 的 な 物 の 
だ わる こと を 、 好 むこ 見 方 を 、 好 むこ と 。 
と 。 

"か わい い " も の 。 そ れ は 、 以下 の 内 容 で ある 。 その も の や 、 FON 

象 に 接する こと で 、 彼 ら 自 身 の 中 に 、 母 性 を 見 る も の 、 あ る い は 、 

母 を 感じ る も の 。 そ うし た も の 。 彼ら 自身 が 、 そ の 対象 や 、 そ の 相 

手 の 母 に な っ た か の よう な 感じ を 抱く こと 。 そ うし た 対象 、 相 手 の 


こと 。 それ ら を 、" か わい し い " と 称す る こと 。 

例 。 女 子 高生 た ち が 中 高 年 男性 の こと を 、" あ の お じ さ ん は 、 か わい 
い 。" と 調 う 場合 。 彼 ら は 、 彼 ら 自 身 の 中 に " 母 " を 見 て いる 。 彼 ら 
は 、 無 意識 の うち に 、 母 に な っ て 、" お じ さ ん "を 包含 し 、 抱 き し め 
た いい 、 守 っ て あげ た いい 、 と いっ た 気分 に な っ て いる 。 


日 本 女性 の よう な 母性 的 女性 。 彼 ら は 、" か わい い " と いう 概念 を 発 
明 し た 立役者 で ある 。 日 本 の アニ メ 、 コ ミッ ク 、 フ ィ ギ ュ ア な ど に 
見 られ る 、" か わい い "、" 萌 える キャ ラク ター デザ イン の 発明 に 大 
きく 貢献 し て いる 。 (いわ ゆる 、" 美 少女 、 "美少年 "の 、 キ ャ ラク 

ター デザ イン 。 ) これ は 、" か わい い 独 創 " と いう 言葉 に よっ て 、 表 
現 で き る 。 


(初出 2003 年 5 月 -2004 年 7 月 ) 


母性 的 組織 と 父性 的 組織 


母性 的 組織 は 、 組 織 に よっ て 成員 が "抱か れ 、 守 られ る "感覚 を 重 ん 
じ る 。 組織 が 母 で あり 、 成 員 は 子 で ある 。 人 父性 的 組織 で は 、 組 織 に 
属す る 各 成 員 が 、 互 い に 他 者 と は 分 離 、 独 立 し た 形 で 、 父 親代わり 
の 管理 者 に よる コン トロ ー ル を 受け な が ら 、 自 由 に 目標 を 達成 し よ 
うと する 。 

人 間 の 場合 。 

会 社 や 官庁 と いっ た 、 社 会 組織 に つい て も 、 母 性 と 父性 の 区 別 が 、 
当て は まる 。 

母性 的 組織 は 、 そ れ 自 体 が い 。 一 つの 大 き な ' 母 的 存在 "と し て 、 成 員 
の 前 に 現れ る 。 母 性 的 組織 に 入る こと は 、" 母 の 胎内 "に 入り 込み 、 
その 中 に 抱か れる こと と 同じ 感覚 を 、 成 員 に 対し て 、 与 える 。 
母性 的 組織 は 、 和 組織 に よっ て 成員 が "抱か れ 、 守 られ る "感覚 を 、 重 
ん じ る 。 和 組織 が 母 で あり 、 成 員 は 子 で ある 。 母性 的 組織 は 、 ど こま 
で が 、" 母 の 胎内 "に 相当 する か 、 和 範囲 に 明確 な 境界 線 を 引 こ うと す 
る 。 そ の た め 、 母 性 的 組織 は 、 組 織 の 内 と 外 を 峰 別 し よう と する 。 
母性 的 組織 は 、 以 下 の よ うな 特徴 を 持つ 。 それら の 内 部 に お ける 一 
体感 を 重要 視 し 、 そ れ ら の 外部 に 対し て 、 閉 鎖 的 で ある こと 。 それ 
ら の 内 部 で は 、 以下 の よう な 傾向 が み ら れ る こと 。 互 い の 、 温 か 


い 、 時 と し て "体温 = ぬる ま 湯 "的 な 、 一 体 融 合 、 和 合 感 を 維持 し よ 
うと する こと 。 そ の た め 、 そ の 成員 に 対し て 、 同 調 性 、 協 調 性 、 組 
織 全 体 へ の 奉仕 が 重んじ られ る こと 。 そ の 成員 に 対す る 、 和 干渉 の 度 
合い が 、 著 し いこ と 。 
母性 的 組織 の 成員 。 彼ら は 、 母 と し て の 処 織 に よっ て 、 彼 ら 自 身 を 
完全 に 呑み 込ま れ た 状態 と な る 。 彼ら は 、 組 織 に 対し て 、 全 て の 精 
力 、 エ ネル ギー を 吐き 出し 、 そ れ ら を 、 租 織 に 吸い 取ら れる 。 こ の 
場合 。 そ の 成員 は 、 完 全 に 、 そ の 組織 へ と 、 一 体 化 する 。 そ の 成員 
ны ФМ, ВЕЦ, RATS. 彼ら が 、 い っ た 
、 和 組織 に 入っ た 場合 。 彼 ら は 、 そ の 組織 か ら 、 不 要 と 見 な され て 
Hm 以外 は 、 そ の 組織 か ら 抜 け 出 る こと が 、 難 し い 。 
父性 的 組織 の 場合 。 そ の 組織 に 属す る 各 成 員 は 、 互 い に 他 者 と は 分 
離 、 独 立 し た 形 で 、 父 親代わり の 管理 者 に よる コン トロ ー ル を 受け 
な が ら 自 由 に 目標 を 達成 し よう と する 。 そ の 組織 は 、 そ の 外部 に 向 
か っ て 開か れ て お り 、 内 外 の 区 別 は 緩い 。 そ の 成員 は 、 そ の 組織 の 
一 員 で ある 前 に 、 一 個 の 独立 し た 自由 な 個人 で ぁ ある こと を 、 RES 
れる 。 そ の 成員 は 、 そ の 組織 か ら 抜 ける こと が 、 簡 単 で ある 。 


母性 的 組織 。 + 父性 的 組織 。 


図 。 母性 的 組織 と 、 父 性 的 組織 。 


母性 的 組織 で は 、 そ の 組織 の 管理 者 は 、 例 え 男 性 で あっ て も 、 母 親 
代わ り の 役割 を 、 そ の 成員 に 対し て 果たす 。 

父性 的 組織 で は 、 菅 理 者 は 、 父 親代わり と な る 。 

例 。 

定住 生活 様式 中 心 社会 の 企業 や 政府 。 そ の 組織 の あり 方 は 、 母 性 的 
で ある 。 移 動 生 活 様式 中 心 社会 の 企業 や 政府 。 そ の 組織 の あり 方 
、 父 性 的 で ある 。 


特定 D 目 的 在 过 成 地 名 万 抄 O 组 织 以 外 D、 地 域 社会 〈( 例 元 二 集落 ) 
の よう な 、 成 員 の 要求 を 包括 的 に 叶え る 社会 集団 で ある 、 コ ミュ ニ 
ティ の 場合 。 "母性 的 コミ ュ ニ ティ "、 "父性 的 コミ ュ ニ ティ "と いう 類 
型 を 、 想 定 可能 で ある こと 。 

全体 社会 の 場合 。 以下 の よう な 類型 を 、 想 定 可 能 で ある こと 。 
"母性 的 社会 。 (母性 支配 社会 。 母 性 優位 社会 。 母 権 社 会 。 ) "( 例 
えば 、 東 アジ ア や ロシア の 社会 。 ) 

"父性 的 社会 。 (父性 支配 社会 。 父 性 優位 社会 。 父 権 社会 。 ) "( 例 
Ald, 欧米 社会 。 ) 

それ ら の 性 質 は 、 母 性 的 組織 、 父 性 的 組織 と 共通 で ある 。 


(初出 2003 年 5 月 -2007 年 7 月 ) 


母 権 社会 と 父 権 社会 


母性 や 母 権 社会 は 、 そ の 内 外 を 区 別 し 、 そ の 内 部 の 一 定 枠 内 に お い 
て 、 相 互 に 一 体 化 し 、 調 和 す る こと を 、 指 向 す る 。 そ の 成員 は 、 母 
の 胎内 に 抱か れ て 、 守 られ て いる 。 そ の 母 は 、 成 員 を 依存 させ 、 成 
員 全 体 の 取り まとめ 、 包 含 を 行う 。 

父性 や 父 権 社 会 は 、 対 外 的 に 開か れ て お り リ 、 個 々 の 成員 が 相互 に 自 
立 独立 し て 、 高 速 で 動き 回 る こと を 、 指 向 す る 。 父 は 、 成 員 を 、 母 
胎 か ら 分 離し て 自立 させ 、 必 要 な 指示 、 援 助 を 行う 。 


ss 父性 


snl 4 - 
外部 環境 。 きき | 子供 
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対外 的 な 、 開 放 性 や 露出 性 。 


図 。 母性 と 父性 と の 、 比 較 説明 。 


母性 。 母 権 社会 。 父性 。 父 権 社会 。 
成員 の 行動 + 
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ВЕР ВЕК 
Е. 相互 の 和合 状 a 
能 。 そ れ ら の 維持 。 fais, 


・ 内 外 を 隔て る 膜 が 存在 する こと 。 
・ 麦 面 張力 が 存在 する こと 。 (対外 面積 を 最小 / 

化す る こと 。 ) J № 
> 外部 に 対し て 閉鎖 的 で 排他 的 で ある こと 。 内 
部 に 入る こと が 難し いこ と 。 


・ 外 部 に 対し て 開放 的 で ある こと 。 
(内 部 に 入り や すい こと 。) 
・ 行動 範囲 が 制限 な く 拡 張 す る こと 。 


(初出 2008 年 07 月 ) 


ROH, BOE 


"QO" СВ] < HEM, ВЕНЕ THI, Fee 


会 で あ る 。 
" 母 の 捉 " で 動く 社会 が 、 定 住 生 活 様式 中 心 社 会 で あり 、 女 性 優位 社 


会 で ある 。 
社会 的 な 捉 の 供給 源 。 そ れ は 、 父 だ け の も の で は な い ,。 


ВНЖ СЕ Б ИЕ, ВНЗ. И. MAPMBOER. HE 
他 性 。 

HORE. FHICHBOAG CE, それは 、 母 の し つけ で ある 。 それ 
は 、 母 性 的 母親 、 母 性 的 父親 に よっ て 行わ れる 。 父 の 捉 を 、 子 供 に 
埋め 込む こと 。 そ れ は 、 父 の し つけ で ある 。 それ は 、 人 父性 的 父親 、 
父性 的 母親 に よっ て 行わ れる 。 

河合 隼雄 は 、 こ うし た 母性 的 母親 、 母 性 的 父親 を 、 そ れ ぞ れ 、 土 壌 
を 扱う 農耕 社会 由来 と みな し て いる 。 彼 は 、 そ れ ぞ れ の こと を 、 土 
の 母 、 土 の 父 、 と 呼ん で いる 。 彼 は 、 一 方 、 父 性 的 母親 、 父 性 的 父 
親 を 、 天 室 と 結び つき の ある 、 遊 牧 社会 由来 と みな な し て いる 。 彼 

は 、 そ れ ぞ れ の こと を 、 天 の 母 、 天 の 父 、 と 呼ん で いる 。 

従来 の フロ イト や ユン グ の よう な 、 西 欧 流 の 父 の 捉 に よっ て 動く 社 
会 に お ける 、 考 え 。 そ れ は 、 以下 の よう な 内 容 で ある 。 父 が 母子 一 
体感 を 壊し て 、 社 会 的 規 男 を 教え こむ こと 。 こ うし た 考え は 、 全 世 
界 的 に 通用 する 考え で は 、 無 い 。 

日 本 社会 の よう に 、 母 の 控 に よっ て 動く 社会 。 そ うし た 社会 に お い 
て は 、 母 が 、 自 ら 、 社 会 的 規範 を 握っ て お り 、 知 っ て いる 。 そ うし 
た 社会 に お いて は 、 母 が 、 メ イン の 役割 で 、 社 会 の 捉 を 、 子 供 に 教 
え 込 むこ と が 、 行 われ て いる 。 そこで は 、 父 の 役割 は 、 副 次 的 な も 
の と な っ て いる 。 


(初出 2014 年 04 月 ) 


母 権 社会 と 、 父 権 社会 。 社 会 的 温室 性 と の 関 
連 。 社会 的 代表 性 と の 関連 。 


母親 の 権力 と 権威 に よっ て 、 動 く 社会 。 そ れ は 、 定 住 生 活 様式 中 心 
社会 で あり 、 女 性 優位 社会 で あり 、 母 権 社会 で ある 。 母 親 は 、 社 会 
に お ける 温室 性 の 、 根 源 で ある 。 代 末 者 は 、 温 室内 部 に 止ま る こと 
を 、 許 され ず 、 外 的 脅威 に 真 面 す る こと を 、 社 会 的 に 強い られ る 。 
母親 は 、 社 会 に お ける 非 代表 性 の 、 根 源 で ある 。 そ うし た 社会 で 

は 、 温 室 に 止ま る 支配 者 と 、 温 室 の 外 で 動く 代表 者 と は 、 別 々 で あ 
る 。 そう し た 社会 で は 、 代 表 者 は 、 見 か け だ け の 上 位 者 で あり 、 真 
の 上 位 者 で は 無い 。 そ うし た 社会 の 代表 者 。 そ れ は 、 父 親 で ある 。 
そう し た 社会 の 真 の 支配 者 。 そ れ は 、 母 親 で ある 。 そ うし た 社会 

は 、 強 固 な 温室 性 を 、 そ の 内 部 に 保有 つ する 。 


АФЛ СЖ, ШК Ча, ПЗ, ИЕН 
社会 で あり 、 男 性 優位 社会 で あり 、 父 権 社会 で ある 。 人 父親 は 、 社 会 
に お ける 間 温 室 性 の 、 根 源 で ある 。 人 父親 は 、 社 会 に お ける 代表 性 
の 、 根 源 で ある 。 そう し た 社会 で は 、 支 配 者 は 、 温 室 の 外 で 動く 代 
表 者 と 、 同 一 の 存在 で ある 。 そう し た 社会 で は 、 代 表 者 は 、 す な わ 
ち 、 真 の 上 位 者 で ある 。 そう し た 社会 に お ける 、 代 表 者 と 、 真 の 支 
配 者 と の 、 兼 任 者 。 そ れ は 、 父 親 で ある 。 そう し た 社会 に お ける 、 
母親 。 彼 ら に は 、 社 会 的 な 上 位 性 が 、 見 か け 上 も 、 実 質 的 に も 、 何 
も 存在 し な いり 。 そ うし た 社会 に お いて は 、 温 室 性 が 、 根 本 的 に 欠如 
し て いる 。 


母性 的 国家 と 父性 的 国家 


組織 に お ける 母性 と 父性 と の 対比 を 、 国 家 の レ ベル で 考え た 場合 。 
国家 が 一 人 の 巨大 な 母 と し て 立ち 現れ る 、 母 性 的 国家 。 国家 が 一 人 
の 巨大 な 父 と し て 立ち 現れ る 、 父 性 的 国家 。 そ れ ら の 両者 が 、 並 立 
的 に 存在 する 。 

その 外部 か ら 、 内 部 で 何 を や っ て いる か 、" カ ー テ ン " を 引か れ た よ 
うに 見 え に く い 、 鎖 国 的 で 内 閉 的 な 、 国 家 。 国民 同士 の 一 体感 や 和 
合 や 一 致 団結 を 偏重 し 、 規 制 や 社会 統制 を 好む 、 国 家 。 そ うし た 国 
Rit, BEA CHS. 

国民 の 自立 、 バ ラバ ラ さ を 許容 し 、 個 人 の 自由 を 尊重 する と と も 

に 、 外 部 に 対し て 開か れ た 、 国 家 。 そ うし た 国家 は 、 父 性 的 で あ 

る 。 


1980 年 代 ま で 続い た 、 人 間 社 会 に お ける 、 以 下 の 二 つの 陣営 の 、 世 
界 的 な 対立 。 個人 の 自由 と 権利 を 重視 する 、 了 欧米 の 自由 主義 陣営 。 

国家 集団 全体 の 利益 を 優先 する 、 ロ シア 、 中 国 と いっ た 社会 主義 陣 
営 。 そ れ ら の 自由 主義 陣営 = 父性 優位 の 陣営 。 そ れ ら の 社会 主義 陣 
営 = 母性 優位 の 陣営 。 そ れ ら の 対立 は 、 そ れ ゆ え 、 父 性 と 母性 の 対 
立 と し て 見 る こと が 、 可 能 で ある 。 

日 本 社会 は 、 表 向き は 、 父 性 的 な 自由 主義 陣営 に 属し て いた 。 し か 
し 、 そ の 社会 的 実態 は 、 国 家 に よる 銃 制 の 行き 届い た 、 官 公 庁 や 企 
業 集団 の 存続 を 第 一 に 考え る 、 社 会 主義 陣営 に 近い 、 母 性 的 な 体制 
で あっ た 。 そ の た め 、 日 本 は 、 了 欧米 か ら " 日 本 異質 論 " を 唱え られ 、 


対応 に 苦慮 する こと に な っ た 。 

か つて の 社会 主義 国 の うち 、 中 国 や 、 ロ シア や 、 北 朝鮮 は 、 皆 、 母 
性 的 な 陣営 へ と 、 分 類 さ れる 。 

欧米 先進 国 へ の 仲間 入り を 強く 指向 し 、 欧 米 と 精神 的 に 一 体 化 し た 
か に 見 える 、 日 本 。 そう し た 日 本 に つい て 、 そ の 国民 性 を 詳細 に 調 
べた 場合 。 日 本 社会 に は 、 実 際 に は 、 定 住 集 団 的 で 、 源 も ろ い 人 問 
関係 が 。 そ の 根底 に 、 色 濃く 存在 し て いる 。 その 結果 。 日 本 は 、 母 
性 的 な 陣営 へ と 、 分 類 さ れる 。 母性 的 国家 と し て の 日 本 は 、 父 性 的 
な 欧米 国家 の 一 員 と は 決し て 言え な い 。 日 本 は 、 む し ろ 、 中 国 や 、 
ロシア や 、 北 朝鮮 の 仲間 に 入る 。 


(初出 2003 年 5 月 -2004 年 7 月 ) 


愛国 心 の 違い と 父性 、 母 性 


ドラ イ で 気体 的 な 、 父 性 的 国家 。 

例 。 欧 米 諸国 。 

国民 各自 が 自由 に バラ バラ に 独立 し て 飛べ る 状態 を 、 国 家 が 、 こ れ 
まで 通り 保持 し て くれ る よう に する こと 。 国 家 が 、 国 民 た ちの 自由 
を 確保 し て くれ る こと 。 そ の 国民 た ち は 、 そ うし た 状態 を 失わ な い 
よう に する た め に 、 国 家 の 維 持 に 協力 し 、 国 家 の た め に 、 命 を 投げ 
出 そ う と する こと 。 それ ら が 、 人 父性 的 国家 に お ける 、 愛 国 心 の 源 と 
な っ て いる 。 


ウェ ッ ト で 液体 的 な 、 母 性 的 国家 。 

例 。 日 本 。 中 国 。 ロシア 。 

国民 各自 が 、 そ の 国家 の 内 部 に 入る 形 で 所 属す る こと 。 国 民 た ち に 
と っ て 、 国 家 は 、 完 全 に 一 体 融 合 化 する 対象 で ある こと 。 国 民 た ち 
は 、 そ うし た 国家 と 運命 を 共に する こと 。 国 民 た ち は 、 彼 ら 自 身 を 
規制 する 国家 の た め に 、 進 ん で 命 を 投げ 出 そ う と する こと 。 それ ら 
が 、 母 性 的 国家 に お ける 、 愛 国 心 の 源 と な っ て いる 。 


(初出 2014 年 4 月 ) 


近代 的 自我 と 父性 ・ 母 性 


移動 生活 様式 中 心 社 会 の 西欧 諸国 に お ける 、 自 由 主 義 、 個 人 と プラ 
イバシー の 尊 重 と いっ た 、 ド ライ な 近代 的 自我 に 合致 し て いる 性 

質 。 それ が 父性 で ある 。 

相互 の 一 体 融合 感 を 重んじ て 、 個 人 を 集団 に 従属 させ る こと を 好 

む 、 ウ ェ ッ ト な 母性 。 そ れ は 、 西欧 の 近代 的 自我 に 反する 存在 で あ 
5. それ は 、 近 代 的 自我 を 肖 す 存在 で ある 。 

自立 し た バラ バラ な 個人 が 、 自 由 に 動く こと 。 その こと を 理想 と す 
る 近代 以降 の 西欧 や アメ リカ 。 そ うし た 社会 は 、 父 性 の 強 さ が 確立 
され た 社会 で ある 。 

西欧 近代 に 見 られ る よう な 自我 が 、 社 会 的 に 、 確 立 し て いな いこ 

と 。 その 社会 に お ける 、 個 人 の 自立 の 程度 が 、 未 成就 で 弱い こと 。 
そう し た 、 日 本 や 、 中 国 や 、 ロ シア と いっ た 社会 。 そ れ ら の 社会 

は 、 母 性 が 優位 で ある と 育 え る 。 母性 は 、 個 人 を 集団 の 中 に 一 体 化 
させ 、 埋 没 さ せ 、 全 体 が 一 丸 と な っ て 動く よう に する こと を 得意 と 
する 。 

西欧 に お ける 、 近 代 的 自我 の 確立 それ は 、 母 性 の 抹 角 と 、 女 性 の 
弱体 化 に に 、 つ な が る も の で あっ た 。 

女性 解放 を 目指 す 、 欧 米 の フェ ミニ ズム 。 その 思想 は 、 本 来 で あれ 
$ 以下 の よう な 内 容 を 、 目 指す べき で あっ た 。 母 性 の 回 復 や 強化 
を 求め る こと 。 近 代 的 自我 が 、 所 属 集 団 の 中 へ と 、 融 解 し 溶け て 、 
無く な る こと 。 個 々 人 が 、 集 団 の 中 に 、 心地 良 ぐ く 一 体感 を も っ て 融 
合 す る こと 。 

欧米 の フェ ミニ スト た ち は 、 母 性 の 強い 、 ウ ェ ッ ト な 集団 主義 社会 
で ある 、 東 アジ ア や ロシア な ど を 模範 と すべ きだ っ た 。 

現在 の 欧米 フェ ミニ ズム の よう に 、 西 欧 近 代 的 な 確固 と し た 自我 を 
維持 し つつ 、 女 性 性 や 母性 を 強め る こと を 、 主 張 す る こと 。 それ ら 
は 、 内 容 的 に 、 互 い に 矛 盾 し て いる 。 それ ら を 同時 に 実現 する こと 
は 、 本 来 、 不 可能 な こと で ある 。 そう し た 矛盾 に 、 全 く 気 が 付い て 
いな いこ と 。 そ れ は 、 西 欧 フ ェ ミ ニス ト に お ける 、 根 本 的 な 弱点 で 
ある 。 

例 。 リ ベラ ル ・ フ ェ ミ ニズム の よう に 、 個 人 の 自由 を 唱え な が ら 、 
一 方 で 女性 の 力 の 拡大 を 主張 する こと 。 そ の 主張 は 、 明 ら か に 間 

違っ て いる 。 その 理由 。 本来 、 母 性 は 、 個 人 の 自由 より も 、 そ の 所 
属す る 集団 へ の 奉仕 や 調和 を 優先 する も の で ある か ら 。 仮に 、 そ う 
し た 女性 た ち が 、 個 人 の 自由 を 重んじ る 、 と いう 主張 を 続け る 場 


合 。 そ うし た 女性 た ち は 、 従 来 通り 、 ド ライ な 父性 に よる 支配 下 
で 、 拘 庄 さ れ た まま 、 く す ぶ り リ 続 ける 他 、 無 い 。 

定住 生活 様式 中 心 社 会 で ある 、 日 本 。 その 社会 に つい て は 、 表 向き 
に は 、 男 尊 女 操 で あり 、 女 性 が 差別 され て いる 、 と 主張 され て いる 
こと 。 し か し 、 そ の 社会 の 実態 は 、 実 際 に は 、 以下 の よう な 内 容 で 
ある こと 。 妻 = 母 が 、 家 庭 の 財布 の 組 や 、 子 供 の 教育 の 実権 を 、 
握っ て いる こと 。 妻 が 、 夫 を 、" 濡 れ 落 ち 葉 " と し て 、 邪 魔 者 扱い し 
て 、 邪 険 に 扱っ て いる こと 。 夫 = 父 が 、 家 庭 内 部 に 、 居 場所 を 何 も 
持つ こと が 出来 な いで いる こと 。 妖 が 、 息 子 と 嫁 を 、 強 権 的 に 支配 
し て いる こと 。 そ うし た 日 本 の よう な 、 母 権 社 会 の 実態 。 欧米 フェ 
ミニ スト た ち は 、 そ うし た 母 権 社会 の 実態 を 。、 も っ と よく 知る べき 
な の で は な か ろう つう か? 

本 来 、 そ れ を 助け る 役目 を 果たす 存在 は 、 日 本 の 女性 学者 や フェ ミ 
ニス ト た ち で ある べき で ある 。 し か し 、 彼 ら は 、 了 欧米 フェ ミニ スト 
の 作っ た 理論 を 、 そ の まま 日 本 に 直 輸 入 し 、 当 て は め る こと に 忙し 
い 。 彼ら 自身 は 、 母 権 社 会 の 住人 で ある に も 関わ ら ず 、 日 本 社会 の 
母性 優位 の 実態 に つい て 、 疎 い 。 そ れ ら は 、 有 皮肉 な 現実 で ある 。 
個人 の 自立 を 目指 す 、 西 欧 的 近代 性 。 そ の 基盤 を な す 、 父 性 中 心 の 
価値 観 。 個 我 の 集団 へ の 融解 や 一 体 化 を 目指 す 、 母 性 的 価値 観 。 そ 
れ ら は 、 互 い に 相 反する 存在 で ある 。 それ ら は 、 そ の まま で は 、 共 
存 は あり 得 な い 。 こ の 難し い 共 存 の 道 を 何と か 考え 出す こと 。 そ の 
こと が 、 性 差 心理 学 や 、 性 差 社会 学 の 研究 者 に と っ て 、 今 後 、 解 決 
が 求め られ る 、 最 重要 の 課題 で ある 。 


(初出 2003 年 5 月 -2004 年 7 月 ) 


父性 ・ 母 性 と 民主 主義 


民主 主義 の 基盤 を な す 価 値 観 。 そ れ ら の 生成 に つい て は 、 母 性 と 父 
性 と で その 担当 する 役割 が 異な っ て いる と 考え られ る 。 

個人 の 自由 や 、 個 人 の 人 権 の 、 尊 重 。 そ の 実現 に は 、 個 人 が 、 あ る 
程度 自律 性 を 持っ て 、 互 い に 分 離し て 動き 回 る こと が 出来 る こと 
が 、 必 要 で ある 。 これ は 、 母 性 の 中 に は 内 在 し な い 、 価 値 観 で あ 
る 。 こ れ は 、 母 性 に よっ て は 、 生 み 出 すこ と が で き な い 、 価 値 観 で 
ある 。 個 人 が 全体 に 温か く 包 み 込 まれ る こと を 目指 す 、 母 性 。 そ れ 


は 、 個 人 の 、 全 体 と の 調和 や 協調 を 、 重 視 す る 。 そ れ は 、 個 人 の 、 
全体 の た め の 奉 仕 や 犠牲 を 、 重 視 す る 。 母性 は 、 そ うし た 価値 観 へ 
と 、 専 ら 傾 き が ち で ある 。 個人 の 自由 や 、 個 人 の 人 権 の 、 尊 重 。 そ 
の 実現 に お いて は 、 ド ライ な 父性 の 出番 と な る 。 そ の 理由 。 父 性 
は 、 個 々 人 の 間 に お ける 、 相 互 の 分 離 や 独立 を 、 指 向 し 、 促 進 す 
る 。 

個々 人 の 間 に お ける 、 平 等 や 協調 。 そ の 実現 に つい て は 、 ウ ェ ッ ト 
な 母性 が 、 主 導 権 を 持っ て いる 。 そ の 理由 。 母 性 は 、 個 々 人 の 間 に 
$95, ЗЕЕ Я, fal, 95. 


(初出 2003 年 5 月 -2004 年 7 月 ) 


母性 的 、 父 性 的 な 、 住 宅 や オフ ィ ス 


定住 生活 様式 中 心 社会 の 、 住 宅 や オフ ィ ス 。 例 。 日 本 の 、 住 宅 や オ 
フィ ス 。 そ の 内 部 は 、 仕 急 り が 無い 大 部 屋 で ある 。 その 内 部 は 、 例 
え 、 仕 切り は あっ て も 、 ふ すま の よう に 、 藻 か っ た り 、 す ぐ 取 リ り 外 
せる よう に な っ て いる 。 そ の 内 部 は 、 そ の 外部 に 向かっ て 、 高 い 壁 
を 作っ て 、 外界 と 隔て られ て いる 。 そ うし た 構造 の 住宅 や オフ ィ 
ス 。 そ れ ら は 、 内 部 の 成員 間 の 一 体感 を 重視 し 、 対 外 的 に 閉鎖 的 で 
ある 。 それ ら は 、 そ うし た 点 で 、 母 性 的 で ある 。 


定住 生活 様式 中 心 社 会 の 、 住 宅 や オフ ィ ス は 、 母 性 的 な 特徴 を 、 
持っ て いる 。 移動 生活 様式 中 心 社 会 の 住宅 や オフ ィ ス は 、 人 父性 的 な 
特徴 を 、 持 っ て いる 。 そ の 理由 。 そ の 中 に 人 入居 する 、 個 人 や 組織 。 
それ ら が 、 そ れ ぞ れ 、 母 性 的 、 父 性 的 で ある か ら 。 

母性 的 な 、 住 宅 や オフ ィ ス 。 それら は 、 そ の 内 部 に お ける 、 成 員 間 
の 一 体感 を 重視 する 。 そ の 内 部 は 、 仕 切り が な いり 大 部 屋 で ある 。 そ 
の 内 部 は 、 例 え 、 仕 切り は あっ て も 、 ふ すま の よう に 薄かっ た り 、 
すぐ 取り 外せ る よう に な っ て いる 。 そ れ ら は 、" み ん な 一 緒 " の 作り 
と な っ て いる 。 それら の 内 部 に お いて 、 箇 成員 は 、 互 い に 他 の 成員 
の 療 動 を 見 な が ら 、 仕 事 を し た り 、 居 住 す る 。 そ の 点 、 そ れ ら に お 


いて は 、 成 員 間 の プラ イバシー が 、 無 い 。 

父性 的 な 、 住 宅 や オフ ィ ス 。 それ ら は 、 そ の 内 部 に お ける 、 個 々 人 
の 分 離 や 独立 を 、 重 視 す る 。 それ ら の 内 部 は 、 鍵 付き の 個室 に な っ 
て いる 。 そ れ ら の 内 部 は 、 机 毎 に 、 高 い 頑 丈 な 衝立 で 仕切 られ て い 
る 。 そ れ ら は 、 箇 成員 の 独立 性 や プラ イバシー を 重視 する 構造 に 、 
な っ て いる 。 


母性 的 な 、 住 宅 や オフ ィ ス 。 それ ら は 、 そ の 外部 に 向かっ て 、 閉 じ 
て いる 。 例 。 一 戸建て の 住宅 。 それら に お いて は 、 そ の 外部 に 向 

か っ て 、 高 い 壁 や 棚 が 張り めぐ ら さ れ て いる 。 それ ら は 、 外 界 か ら 
隔て られ て いる 。 それら は 、 部 外 者 の 侵入 を 許さ な い 、 義 鎖 的 な 構 
造 に 、 な っ て いる 。 

父性 的 な 、 住 宅 や オフ ィ ス 。 それ ら は 、 そ の 外部 に 向かっ て 、 開 い 
て いる 。 例 。 一 戸建て の 住宅 。 それら に お いて は 、 そ の 外部 に 向 

Doc, BD. НОЕ, ЕОс 5. 

母性 的 な 、 住 宅 や オフ ィ ス 。 それ ら は 、 そ の 成員 に と っ て は 、 そ れ 
自体 、 母 の 胎内 に 相当 する 。 それ ら の 内 部 に お いて は 、 成 員 相互 の 
温か い 一 体感 に 満ち た 交流 が ある 。 それ は 、 外 部 に 向かっ て 閉じ 

た 、 部 内 者 の 世界 に 限定 され た も の で ある 。 

定住 生活 様式 中 心 社会 の 、 宗 教 施 設 。 例 。 日 本 の 神社 。 そ れ ら は 、 
その 建物 や 境内 を 、 母 の 胎内 に 見 立て て いる 。 


(初出 2005 年 10 月 ) 


母性 的 職業 、 父 性 的 職業 


母性 的 職業 。 職 員 は 、 相 手 の こ と を 温か く 受 容 し 、 相 手 に 対し て 、 
サポ ー ト 、 ケ ア 、 世 話 を 行う 。 

父性 的 職業 。 職 員 は 、 相 手 に 対し て 、 相 手 の 自立 、 独 立 を 促進 し 、 
相手 を 突き 放す 。 職員 は 、 守 る べき 指針 や 、 一 人 で 生き 抜い て いく 
た め に 必要 な 知識 を 、 相 手 に 対し て 、 与 える 。 Wald, ASTOR 
か っ た 相手 を 処 久 する 。 


母性 的 職業 。 職 員 は 、 相 手 を 、 心 理 的 一 体 化 の 対象 と し て 、 温 か く 
受け 入れ 、 手 厚く 世話 、 サ ポー ト 、 ケ ア す る 。 職員 は 、 他 者 と 協調 
し 調和 し て 生き て 行く た め に 必要 な 知識 を 、 相 手 に 対し て 、 与 え 
5. ВЕ, ВЕ RibO Ss, ВСЯ =, НЕНСЖОЫ 
<. BG. 職員 は 、 調 和 を 乱 し た 相手 を 、 処 劉 し 、 追 放す る 。 
母性 的 職業 。 そ れ は 、 以下 の よう な 内 容 で ある 。 


( 1) 子供 の 、 世 話 、 サ ポー ト 、 ケ ア を 、 行 うこ と 。 保 育 士 、 幼 稚 
園 ~ 小 学 校 教 论 。 

(2 ) 病人 の 、 世 話 、 サ ポー ト 、 ケ ア 、 人 介助 を 、 行 うこ と 。 BE 
師 。 カ ウン セラ ー。 介護 福祉 士 。 

(3 ) 乗客 の 、 世 話 、 サ ポー ト 、 ケ ア を 、 行 うこ と 。 客 室 乗務 員 。 
( 4) 家族 の 、 世 話 、 サ ポー ト 、 ケ ア を 、 行 うこ と 。 主 婦 。 

(5 ) 顧客 に 対し て 、 く つろ ぎ や 、 安 息 の 場 を 、 提 供する こと 。 旅 
館 ・ ホ テル 職員 。 

(6 ) 顧客 の 栄養 摂取 に つい て 、 サ ポー ト 、 ケ ア 、 設計 を 、 行 うこ 
と 。 栄 養 士 。 

父性 的 職業 。 職 員 は 、 相 手 の 自立 、 独 立 を 促進 し 、 相 手 を 突き 放 
す 。 和 職員 は 、 守 る べき 指針 や 一 人 で 独立 し て 生き 抜い て いく た め に 
必要 な 知識 を 、 相 手 に 対し て 、 上 与え る 。 和 職員 は 、 客 観 的 な 見 地 か 
5, ОБЕ > ks. 職員 は 。 法 を 守ら な か っ た 相手 を 、 処 久 す 
5. 
父性 的 職業 。 そ れ は 、 以下 の よう な 内 容 で ある 。 

(1) 顧客 に 対し て 、 生 活 に 必要 な 道具 や 、 物 資 の 操作 方 法 を 、 教 
える こと 。 教 官 。 

(2a) 顧客 に 対し て 、 守 る べき 法 念 を 、 与 える こと 。 法 律 家 。 
(2b) ВЕ Ис, Е, Эс, EF. = 
ЕЙ 

(25) Ва, HRMLEWMLC. вазе е. 顧客 に 対し て 、 懲 玉 を 
БА, Bteatece, ES. НЕ. ИЕ. 


(初出 2005 年 11 月 ) 


密着 操作 、 遠 隔 操 作 と 、 母 性 、 父 性 


母性 的 社会 その 社会 に お いて は 、 相手 に 対し て 密着 し な が ら 、 相 
手 を 操作 し よう と する 、 密着 操作 が 、 メ イン と な る 。 

父性 的 社会 。 そ の 社会 に お いて は 、 相 手 か ら 離 れ て 、 リ モコ ン や ラ 
ジコ ン の よう に 、 相 手 に 対し て 指 念 、 命 念 を 行う 、 遠 隔 操作 が メイ 
ン と な る 。 


(初出 2013 年 10 月 ) 


相互 監視 社会 と 父性 、 母 性 

父性 的 社会 の 場合 。 相 手 を 監視 する こと で 、 相 手 よ り 優 位 に な ろ 

う 、 相 手 を 支配 し よう 、 と する 動き 。 ( 例 。 ア メリ カ 政 府 に よる 、 
国民 に 対す る 盗聴 。 ) 相手 の 監視 か ら 自 由 に な ろう と する 、 動 き 。 
その 社会 内 部 に お いて 、 そ れ ら の 両者 の 動き が 、 互 い に 打 抗 し 、 せ 
め ぎ 合 うこ と 。 その た め 一 方 的 な 監視 社会 に は 、 な り に くい こ 

Es 

母性 的 社会 の 場合 。 互い に 相手 を 監視 し よう と する 動き 。 そう し た 
動き し か 、 そ の 社会 内 部 に お いて 、 存 在 し な いこ と 。 監視 か ら 自 由 
に な ろう と する 動き 。 そ れ が 、 余 リ り 、 存 在 し な いこ と 。 その た め 、 
相互 監視 社会 や 、 相 互 牽 制 社 会 に な る こと 。 


(初出 2013 年 10 月 ) 


BE. BUSCRE ЕН 


父性 と 母性 は 、 以 下 の よ うに 分 類 さ れる 。 
RR, ЖЕ, РНЕ RIGANHMOS cE, 
Ett, BE fHael< LothwSece, 


5. FHA, ЯП СЕ. FHICMUCT, WEGHRES 
えつ つ 、 自 由 に 、 自 己 責 任 で 行動 させ る こと 。 


В, 子供 を 、 親 の 範囲 内 へ と 、 癒 着 さ せ 包 含 す る こと 。 子供 に 対し 


< LOCK BSUT., ROEOTMERBIT SCE, 


СЕНО. ПЕЙ, ХЕХ. BCMA, Ra 
備え た も の に な っ て いる 。 彼ら は 、 必 要 に 応じ て 、 両 者 を 使い 分 け 
て いる 。 

TERK, ХМ MLAA, ЦЗ. В BBA КЗ 
る こと 。 そ の よう に 、 社 会 的 に 考え られ て きた こと 。 

父親 に は 、 子 供 を あま り 叱 ら ず 、 行 動 の 模範 を 自ら 示し て 子供 に 提 
示し 、 そ れ を 受け 入れ た 子供 を 益 め る 、 慈 父 タ イプ が 、 存 在 す る 。 
母親 に は 、 嫁 いび り を する 嬉 と 同様 に 、 子 供 に 対し て 、 常 日 頃 か ら 
厳し く 接 し 、 責 、 駄 目 出 し を 繰り 返す 、 厳 母 タ イプ が 、 存 在 す 

る 。 

慈愛 と 厳し さ 。 それ ら は 、 母 性 と 父性 の 一 方 の み に 存 在 す る 、 と 考 
えて は いけ な いこ と 。 それ ら は 、 母 性 と 父性 の 両方 に お いて 、 和 存在 
する 、 と 考え る べき で ある こと 。 


(初出 2018 年 7 月 ) 


その 内 部 に お いて の み 、 高 度 な 生き や すさ が 、 確 保 さ れ 、 保 証 さ れ 
て いる こと 。 
そう し た 社会 や 集団 。 


その 外部 で は 、 生 き や す さ は 、 ほ と ん ど 、 確 保 さ れず 、 保 証 さ れ な 
いこ と 。 

その 内 部 と 外部 と の 間 に お いて 、 生 き や す さ の 水準 に お ける 、 大 き 
な 格差 が 、 存 在 す る こと 。 


その 内 部 は 、 外 部 に 対し て 、 門 戸 を 固く 閉ざし て いる こと 。 


高度 な 生き や すさ を 、 享 受 出 来る 者 。 
それ は 、 そ の 内 部 メン バー に 、 限定 され る こと 。 


その 内 部 メン バー。 

女性 専用 社会 。 女 性 集団 。 

女性 優位 社会 。 そ の 社会 集団 。 

女性 た ちと 、 彼 ら の 支配 ト に ある 、 娘 と 息子 。 
定住 生活 様式 に お ける 、 定 住 集 団 の 定住 民 。 
移動 生活 様式 に お ける 、 息 縁 定住 集 団 の 定住 民 。 


温室 性 。 そ の 特徴 。 

И. 

高度 な 生き や すさ が 、 確 保 さ れる こと 。 

安全 性 が 、 確 保 さ れる こと 。 

快適 性 が 、 確 保 さ れる こと 。 

調和 が 、 確 保 さ れる こと 。 

平和 が 、 確 保 さ れる こと 。 

負荷 や 負担 が 、 低 く て 済む こと 。 楽 で ある こと 。 
特権 性 が 、 確 保 さ れる こと 。 社 会 的 に 優遇 され る こと 。 


問題 の 解決 。 

温室 性 その も の 。 そ の 所 有 。 その 維持 。 そ の 永続 。 

それ ら の 実現 に 必要 な 、 苦 役 や 護衛 の 作業 。 

内 部 の 者 は 、 そ れ ら の 作業 を 、 何 も や ら な く て 良い こと 。 

内 部 の 者 が 、 そ れ ら の 作業 を 、 外 部 の 者 に 対し て 、 一 方 的 に 丸 投 げ 
可能 な こと 。 

// 


( 2022 年 2 月 初出 。 ) 


аз, ENC. КАФЕ 


oo 
1 
° 


КАЕФЕЕЕИ\. Cnt, ЗЕЕ ФЕ, HTS. 


代表 者 。 長 。 

それ は 、 以 下 の よ うな 者 で ある 。 

IBC. BH BUSSE. 

外部 か ら の 攻撃 を 、 真 接 、 受 ける 者 。 

その 社会 や 集団 の 運営 。 そ れ が 失敗 し た 時 に 、 そ の 責任 を 取る 者 。 


外部 へ の 真 接 的 な 志 出 性 。 そ の 度合 い 。 

外部 か ら の 攻撃 の 受け や すさ 。 そ の 度合 い 。 
責任 を 取ら され る 度合 い 。 

それ ら の 度合 い は 、 代 末 性 が 高まる ほど 、 高 まる 。 


それ ら の 性 質 。 

それ は 、 以下 の 内 容 に 、 根 本 的 に 、 違 反する 。 
自己 保身 性 。 

温室 性 。 


それ ら の 実現 。 そ の 保持 。 


その 違反 の 度合 い 。 
それ は 、 代 表 性 が 、 よ り 高 まる ほど 、 よ り 、 高 まる 。 


代表 者 の 役割 。 
それ は 、 女 性 に 、 根 本 的 に 、 嫌 われ る 。 
РЕЗ, КС, ви). 


自己 保身 性 の 指向 者 。 

温室 性 の 指向 者 。 

女性 。 

彼ら は 、 あ る 社会 的 役割 の 代 末 性 が 、 よ り 高 まる ほど 、 そ の 社会 的 
役割 の 受諾 を 、 よ り 、 避 ける 。 

女性 は 、 代 表 者 の 役割 を 、 男 性 へ と 、 全 て 、 丸 投げ する 。 

女性 は 、 そ うし て 、 自 己 保 身 性 や 温室 性 を 、 今 まで 通り 、 十 分 に 確 
保 し 続け る 。 


( 2022 年 3 月 初出 。 ) 


温室 の 提供 者 と 享受 者 。 彼 ら の 間 の 上 下関 
fe 


男性 。 
温室 性 の 提供 者 。 
女性 。 
温室 性 の 享受 者 。 


男性 は 、 女 性 に 対し て 、 温 室 性 を 提供 出来 な いと 、 以下 の 内 容 を 実 
現 出来 な い 。 

その 女性 と 結婚 する こと 。 

彼 自 身 の 遺 伝 的 子 拓 を 残す こと 。 

それ ら の 実現 に 関す る 決定 権 は 、 女 性 が 握っ て いる 。 


温室 性 の 提供 者 に 対し て 求め られ る 資質 。 

劣悪 な 環境 を 跳ね 返す 力 。 

危険 な 環境 を 生き 延び る 力 。 

НИЕ. 

耐久 性 。 

eit lOO StH Ola. 

経済 的 な 稼ぎ の 高 さ 。 

劣悪 で 危険 な 環境 の 下 で 、 温 室生 活 の 領域 を 、 何 と か し て 確保 し 、 
実現 する 能力 。 


温室 性 の 享受 者 に 対し て 求め られ る 資質 。 
温室 性 の 提供 を 受け る に 足る 、 正 当 性 。 
身体 内 部 の 所 有 設 備 の 貴重 性 。 
身体 内 部 の 所 有 設 備 の 精巧 性 。 
身体 内 部 の 所 有 設 備 の 高価 性 。 


温室 性 の 提供 者 は 、 温 室 性 の 享受 者 より も 、 生 き や す さ の 確保 し や 
すさ の 面 で 、 格 下 で ある 。 

男性 は 、 女 性 より も 、 生 き や す さ の 確保 し や すさ の 面 で 、 格 下 で あ 
る 。 


その 結果 。 
温室 性 の 提供 者 は 、 温 室 性 の 享受 者 より も 、 生 物 と し て は 、 格 下 で 
DS. 


男性 は 、 女 性 より も 、 生 物 と し て は 、 格 下 で ある 。 
( 2022 年 3 月 初出 。 ) 


温室 内 部 か ら の 社会 支配 。 


女性 優位 社会 に お ける 女性 。 

彼ら は 、 社 会 の 中 核 的 な 支配 者 で ある 。 

(Slt, HBORMITIL, BWA, 

彼ら は 、 温 室内 部 か ら の 社会 支配 を 、 行 う 。 

彼ら に よる 社会 支配 は 、 歴 史 の 表 舞 台 に は 、 出 て こない 。 
彼ら に よる 社会 支配 は 、 真 の 支配 者 の 名 前 を 伏せ て 、 行 われ る 。 
EDGER, 

彼ら の 社会 は 、 表 向き は 、 男 性 支配 に 見 える 。 

彼ら は 、 視 野 や 興味 が 、 温 室内 部 の み に 、 専 ら 向 いて いる 。 
彼ら は 、 視 野 が 、 根 本 的 に 、 局 所 的 で あり 、 狭 い 。 


彼ら は 、 外 部 の 音 温 室 領 域 へ と 、 彼 ら 自 身 の 代 行者 と し て の 男性 
を 、 立 て る 。 

例 。 

代行 者 。 

代表 者 。 

責任 者 。 


長 。 
選挙 の 投票 者 。 
武義 


そう し た 男性 た ち 

彼ら は 、 女 性 た ち に よっ て 、 温 室内 部 か ら 、 定 期 的 に 追放 され る 。 
彼ら は 、 a о 

5. 

彼ら は 、 生 育 過 程 で 、 強 力 な 母子 癒着 状態 に 買 か れ 続 ける 。 

彼ら は 、 生 涯 に わた っ て 、 彼 ら 自 身 の 母 親 に 対し て 、 全 く 頭 が 上 が 
ら な い 。 

彼ら は 、 生 涯 に わた っ て 、 女 性 か ら 、 精 神 的 な 支配 を 受け 続け る 。 


彼ら は 、 温 室内 部 の 女性 た ち を 護衛 する た め 、 そ れ ら の 事実 を 、 決 
し て 、 表 出し な い 。 

彼ら は 、 表 向き 、 そ の 社会 の 支配 者 と し て 振る 舞う 。 

例 。 

ロシア の プー チン 大 統領 。 

中 国 の 習 近 平 国 家主 席 。 


その 結果 。 
男性 優位 社会 の 人 々 は 、 彼 ら の こと を 、 社 会 の 真 の 支配 者 で ある 
と 、 誤 解す る 。 


( 2022 年 3 月 初出 。 ) 


温室 性 の 確保 。 男 性 優位 社会 に 支配 され る 、 
女性 優位 社会 の 場合 。 


例 。 

日 本 は 、 男 性 優位 社会 の アメ リカ が 保有 有する 核 の 槍 の 下 で 、 保 護 さ 
れ 続 け て いる 。 

彼ら は 、 そ の こと で 、 温 室 性 を 、 確 保 し 続け て いる 。 

彼ら は 、 そ うし た 男性 優位 社会 に よる 保護 政策 を 、 支 持 し て いる 。 
彼ら は 、 同 時 に 、 そ うし た 男性 優位 社会 に よっ て 、 経 済 的 に 、 抑 圧 
され 搾取 され て いる 。 

彼ら は 、 そ うし た 不利 益 を 、 必 死に な っ て 、 我 慢 す る 。 

ВЫ, ЗЕЕ ©. 

彼ら は 、 彼 ら 自 身 の 武 装 に は 、 慎 重 で あり 続け る 。 


( 2022 年 3 月 初出 。 ) 


調和 。 調和 主義 。 調 和 社 会 。 調和 
集団 。 そ れ ら の 特徴 。 そ の 総合 的 
な 分 析 。 


調和 。 生物 や 人 間 に よ る 、 そ の 実現 。 そ の 、 
社会 的 な 理想 化 。 生 物 の 本 質 と の 関連 


調和 。 

和合 。 

その 存在 。 

その 実現 。 

その 、 個 人 的 な 実現 。 

その 、 生 理 的 な 実現 。 

心理 的 な 実現 。 
社会 的 な 実現 。 

ие 

その 強 さ 。 

その 永続 性 。 

その 、 生 物 の 本 質 と の 関連 。 


調和 。 / 非 调和 。 
その 両者 の 感覚 の 、 生 物 に お ける 、 発 生 の 要因 。 
それ は 、 以 下 の 内 容 で ある 。 


同質 性 。 / 異質 性 。 

同一 性 。 / 相違 性 。 

арх. MH, / МХ. Я, ЗЕ, 

共感 。 / 共感 の 欠如 。 ЖЕ» НОС. 
協力 。 協 調 。 / 協力 し な いこ と 。 見 捨て る こと 
温情 。 / BOR, 

湿潤 性 。 温 暖 性 。 / 乾燥 性 。 冷淡 さ 


同調 。 / 別 行動 を 取る こと 。 個人 行動 を 取る こと 

同期 。 / 非同期 。 別 々 の タイ ミン グ で 動く こと 。 

集合 性 。 集 中 性 。 / 離散 性 。 

一 緒 で ある こと 。 共 同性 。 / 別々 で ある こと 。 個別 性 。 

相互 に 仲良 し で ある こと 。 / 相互 に 対立 し て いる こと 。 

仲間 。 友 達 。 / 敵 。 ラ イ バ ル 。 

彼 自 身 の 生 存 を 、 助 ける 存在 。 / 彼 自 身 の 生 存 を 、 妨 げ る 存在 。 


а RO 
es 
彼 自 身 の 生 存 に と っ て 、 プ ラス に な る 存在 。 / 彼 自 身 の 生 存 に と っ 
て 、 マ イナ ス に な る 存在 。 

彼 自身 の 生存 に と っ て 、 有利 に な る 存在 。 / 彼 自身 の 生存 に と っ 
て 、 人 不利 に な る 存在 。 
OR 
Es 


生物 は 、 彼 自身 の 存在 を 、 存 続 さ せ た い 。 
生物 は 、 以 下 の 存 在 を 、 好 む 。 

彼 自 身 の 生 存 に と っ て 、 プ ラス に な る 存在 。 
生物 は 、 以 下 の 存 在 を 、 不 快 に 感じ る 。 

彼 自身 の 生存 に と っ て 、 マ イナ ス に な る 存在 。 


調和 は 、 以 下 の 場 合 に 実現 する 。 

同 质 性 。 欧 成 性 。 同 调 性 。 仲 良 L。 仲 问 。 友 人 。 
それ ら が 、 和 実現 し て いる 場合 。 

室 間 的 な 実現 。 

時 間 的 な 実現 。 


調和 の 実現 。 

その 欲求 の 生ま れる 背景 。 

生物 の 本 質 。 

それ は 、 以下 の 内 容 を 、 意 味 す る 。 
遺伝 子 の 複製 。 

それ は 、 以下 の 内 容 を 、 意 味 す る 。 
複製 元 と 複製 先 と の 間 に お ける 、 同 質 性 。 
複製 元 と 複製 先 と の 間 に お ける 、 同 一 性 。 
その 実現 。 

それ は 、 以下 の 内 容 を 、 意 味 す る 。 
複製 元 と 複製 先 と の 間 に お ける 、 調 和 。 
その 実現 。 


調和 。 

それ は 、 以下 の 内 容 を 、 意 味 す る 。 

生物 に と っ て 、 以下 の 内 容 が 実現 され て いる こと 。 
彼 自身 の 生存 の 存続 。 

それ に と っ て 、 プ ラス の 状況 。 

それ に と っ て 、 プ ラス の 環境 。 


それ ら が 、 成 立 し て いる こと 。 
それ は 、 生 物 に と っ て 、 根 本 的 に 好ま し い 。 
それ は 、 生 物 に と っ て 、 根 本 的 に 快い 。 


対立 。 

それ は 、 以下 の 内 容 を 、 意 味 す る 。 

生物 に と っ て 、 以下 の 内 容 が 実現 され て いる こと 。 
彼 自身 の 生存 の 存続 。 

それ に と っ て 、 マ イナ ス の 状況 。 

それ に と っ て 、 マ イナ ス の 環境 。 

それ ら が 、 成 立 し て いる こと 。 

それ は 、 生 物 に と っ て 、 根 本 的 に 好ま し く な い 。 
それ は 、 生 物 に と っ て 、 根 本 的 に 不快 で あぁ る 。 


例 。 
人 种 差别 。 
白色 。 黒 色 。 


ある 二 つ の 対象 。 
その 両者 に お ける 、 以下 の 内 容 の 成立 。 
その 心理 的 な 成立 。 
その 社会 的 な 成立 。 


異質 性 。 対 立 性 。 
それ ら の 感覚 。 
それ ら の 知覚 。 

それ ら に つい て の 認知 。 

それ ら に つい て の 認識 。 

その 成立 。 
生物 に お ける 、 そ の 発生 。 
その 、 根 本 的 な 遺伝 性 。 

その 、 根 本 的 な 先天 性 。 

その 、 根 本 的 な 、 除 去 不能 性 。 


異質 性 。 対 立 性 。 

それ ら が 、 生 物 に と っ て 及ぼ す 、 不 快 さ 。 
生物 に お ける 、 そ の 発生 。 

その 、 根 本 的 な 遺伝 性 。 


その 、 根 本 的 な 先天 性 。 
その 、 根 本 的 な 、 除 去 不能 性 。 


異質 性 。 
対立 性 。 
それ ら が 、 生 物 に と っ て 及ぼ す 、 不 快 さ 。 
その 生成 。 
それ は 、 生 物 に と っ て 、 不 可 避 で ある 。 
その 感覚 。 


それ は 、 彼 ら 自 身 が 生物 で ある 限り 、 永 続 す る 。 


ある 社会 。 

そこ に お いて 、 以下 の 状況 が 、 発 生 し て いる こと 。 
一 方 が 、 そ の 一 方 を 身 に 付け て いる こと 。 
他方 が 、 他 方 を 身 に 付け て いる こと 。 

その 場合 。 

その 身 へ の 付け 方 。 

それ が 、 人 遺伝 的 で ある 場合 。 

それ を 、 本 人 自身 が 、 決 定 出来 な い 場 合 。 

ある 社会 

そこ に お いて 、 以下 の 状況 が 、 発 生 し て いる こと 。 
上 記 の 一 方 が 、 社 会 的 上 位 者 で ある こと 。 

上 記 の 他方 が 、 社 会 的 下位 者 で ある こと 。 

その 場合 。 


さよ 、 下 記 の ( 3 ) の 行為 を 、 実 行 す る 。 
さよ 、 そ れ を 、 下 記 の ( 2 ) に 対し て 、 実 行 する 。 
さよ 、 そ れ を 、 下 記 の ( 4 ) の 期間 、 実 行 す る 。 


C1) 
下記 の (1 ) 
C1) 
C1) 
その 社会 的 上 位 者 。 


(2) 

その 社会 的 下位 者 。 

(3) 

サン ド バ ッ グ と し て 、 扱 うこ と 。 
叩き 続け る こと 。 


(4) 


上 記 の (1 )。 
彼ら 自身 が 生物 で あぁ る 間 。 
その 限り リ 。 


それ は 、 以下 の 内 容 で ある 。 
差别 。 


差别 。 


彼ら 自身 が 生物 で あぁ る 間 。 

その 限り リ 。 

彼ら は 、 そ の 行為 を 、 永 久 に 続け る 。 
彼ら は 、 決 し て 、 相 互 に 融和 し な い 。 


そう し た 差別 。 

その 撤廃 。 

平等 の 実現 。 

その 、 彼 ら 自 身 に よる 、 和 実現 。 


彼ら 自身 が 生物 で ある 間 。 
その 限り リ 。 


それ は 、 不 可能 で ある 。 


そう し た 理想 。 
その 倍 仰 。 
その 実現 に 対す る 、 熱 狂 的 な 支持 。 


彼ら 自身 が 生物 で あぁ る 間 。 
その 限り リ 。 


それ は 、 無 意味 で ある 。 
それ は 、 只 の 社会 的 な ガス 抜き で ある 。 
それ は 、 只 の 社会 的 な 麻薬 で ある 。 


液体 的 行動 。 
女性 的 行動 。 
それ は 、 調 和 を 、 実 現す る 。 


気体 的 行動 。 
男性 的 行動 。 
ウィ ルス 的 な 行動 。 
湿潤 性 を 嫌う 行動 。 


ИБ 14, ЗЕЯ, 3995. 


Male, ЗЕ5705 478, MISC, 
そう し た 社会 的 行動 。 
それ を 、 以下 の 内 容 と 、 見 な すこ と 。 


彼ら 自身 の 社会 。 
そこ に お ける 、 理 想 的 な 社会 規範 。 


その 内 容 に つい て 、 以下 の 行為 を 実行 する こと 。 
それ を 、 共 同 で 採用 する こと 。 

その 実現 。 

その 遵守 。 

その た め に 、 社 会 的 に 、 仲 良く 協力 する こと 。 
それ を 、 社 会 的 に 、 推 進 す る こと 。 


それ は 、 実 は 、 以 下 の 内 容 で ある 。 
メタ な レベ ル に お ける 、 調 和 の 実現 。 


気体 的 行動 。 
男性 的 行動 。 
ウィ ルス 的 な 行動 。 
湿潤 性 を 嫌う 行動 。 


それ ら は 、 実 は 、 以 下 の 内 容 で ある 。 


メタ な レベ ル に お ける 、 調 和 の 実現 。 
メタ な レベ ル に お ける 、 生 物 の 本 質 の 反映 。 


それ は 、 メ タ な レベ ル に お いて 、 以下 の 内 容 と 、 同 一 で ある 。 
液体 的 行動 。 
女性 的 行動 。 


その こと は 、 以下 の 内 容 を 、 意 味 す る 。 


以下 の 両者 。 
彼ら の 間 に お ける 、 メ タ な レベ ル で の 同質 性 。 
その 成立 。 


気体 。 液 体 。 
男性 。 女 性 。 


それ は 、 以下 の 現れ で ある 。 

上 記 の 両者 。 

彼ら 自身 が 、 共 通 に 、 生 物 で ある こと 。 
その 表れ 。 

彼ら 自身 が 共通 に 持つ 、 生 物 の 本 質 。 
その 、 彼 ら 両 者 に お ける 、 共 通 性 。 
その 顕在 化 。 

彼ら の 間 に お ける 、 調 和 の 存在 。 


調和 。 
和合 。 


その 実現 に 対し て 抱く 、 谷 求 。 


その 実現 を 、 理 想 と する こと 。 
それ に 対す る 、 支 持 や 軟 成 。 
そう し た 心理 。 


生物 に お ける 、 それら の 内 在 性 。 
それ は 、 人 遺伝 的 で ある 。 
それ は 、 取 り 消 し 不能 で ある 。 
それ は 、 永 続 的 で ある 。 


生物 が 持つ 。 そ れ ら の 本 質 的 な 強力 性 。 
それ は 、 以 下 の 内 容 を 、 反 映し て いる 。 


生物 が 、 海 か ら 生 まれ た こと 。 
生物 が 、 水 か ら 生 まれ た こと 。 
生物 が 持つ 、 水 と し て の 性 質 。 


生物 が 持つ 、 液 体 的 な 性 質 。 
生物 が 持つ 、 水 と し て の 起源 。 
生物 が 持つ 、 液 体 と し て の 起源 。 


(初出 2021 年 4 月 ) 


調和 社会 。 調 和 集 団 。 そ れ ら に つい て の 、 概 
観 。 


調和 社会 。 
ti 
調和 を 指向 する 社会 。 


定住 生活 様式 。 
女性 優位 社会 。 
// 


調和 集団 。 
Я 
調和 を 指向 する 集団 。 


液体 分 子 の 集団 。 

定住 生活 様式 に お ける 、 定 住 集団 。 
女性 集団 。 温 室 集団 。 
それ ら の 内 部 。 

// 


( 2022 年 2 月 初出 。 ) 


調和 社会 。 調 和 集 団 。 そ れ ら に お ける 、 油 和 
の 崩壊 。 


// 

内 輪 探 め 。 内 部 対立 。 
内 部 で の 不調 和 の 発生 。 
内 部 で の 調和 の 崩壊 。 


仲違い 。 

裏切り 。 

気 が 合わ な いこ と 。 
価値 観 の 相違 。 
価値 観 の 対立 。 

// 


( 2022 年 2 月 初出 。 ) 


不調 和 者 。 調 和 社 会 に お ける 、 社 会 へ の 不適 
BH. SORA 


//// 

突出 者 。 调 和 在 、 乱 才 者 。 
気体 分 子 。 

精子 。 

男性 。 

男性 優位 な 女性 。 
男性 化し た 女性 。 


彼ら の 特徴 。 

// 

有 能 過ぎ る こと 。 

Виа, ссы. 

その 存在 が 原因 で 、 周 囲 の 者 の 相対 評価 が 下がる こと 。 


無能 すぎ る こと 。 

足 手 まとい に な る こと 。 

邪魔 に な る こと 。 

その 存在 が 原因 で 、 周 囲 の 者 の 相対 評価 が 下がる こと 。 


既得 権益 を 、 持 ち 過 ぎ て いる こと 。 


度 を 過ぎ た 富裕 者 。 
Ва, «еее с. 
ЕЕ С, НОО FOS Ce, 


既得 権益 が 、 不 足し 過ぎ て いる こと 。 

= 

足 手 まとい に な る こと 。 

邪魔 に な る こと 。 

その 存在 が 原因 で 、 周 囲 の 者 の 相対 評価 が 下がる こと 。 


異質 で ある こと 。 
相容れない 思想 や 価値 観 の 所 有 者 。 
相容れない 外見 や 外観 の 所 有 者 。 


危険 で ある こと 。 

コン トロ ー ル が 効か な いり 者 。 精神 疾患 の 患者 。 
地位 上 昇 へ の 野心 を 、 顕 に する 者 。 
АНУУНАШО ЕЯ, НС 5. 

内 部 告発 を 行う 可能 性 が ある 者 。 

反抗 する 者 。 

異議 申し 立て を する 者 。 


調和 を 守る 能力 が 欠如 し て いる こと 。 

所 と 一 緒 に 、 一 音 行動 や 同調 行動 を し よう と 、 し な いこ と 。 
個人 行動 者 。 

FRIFERIT{THIS. 

ddd i 


( 2022 年 2 月 初出 。 ) 


調和 者 。 調 和 社 会 に お ける 、 社 会 へ の 適応 
者 。 彼 ら の 特徴 

//// 

调和 者 。 


// 
液体 分 子 。 


卵子 。 

女性 。 

女性 優位 な 男性 。 
女性 化し た 、 男 性 。 
// 


調和 者 の 特徴 。 

// 

調和 を 好む こと 。 

調和 を 重視 する こと 。 

調和 者 を 、 重 視 す る こと 。 

他 の 調和 者 と 、 仲 展 く する こと 。 

他 の 調和 者 と 、 同 調 行動 を する こと 。 


不 调和 者 。 

彼ら の 存在 を 、 不 快 に 、 思 うこ と 。 
彼ら の 存在 を 、 目 障 り に 、 思 うこ と 。 
彼ら を 、 排 除 し た く な る こと 。 

その 首謀 者 。 そ の 友人 た ち 。 そ の 同調 者 。 


その 排除 の 口実 。 

// 

迷惑 を 掛け る 、 厄 介 者 。 

at aL. ЖЕ, 

不調 和 を 発生 させ る 、 有 害 者 。 
// 

彼ら の 、 意 図 的 な 排除 。 


その こと で 、 定 住 集 団 の 内 部 に お ける 調和 を 、 回 復 し た いこ と 。 
その タイ ミン グ で 、 彼 自身 が 、 よ り 有 利 に な っ て いる こと 。 
その タイ ミン グ で 、 彼 自身 に つい て の 相対 評価 が より 上 位 に な っ 
て いる こと 。 

Ving 


( 2022 年 2 月 初出 。 ) 


調和 社会 に お ける 、 調 和 集 団 。 そ の 特徴 。 


// 

限定 され た メン バー に よっ て 、 構 成 さ きれ て いる こと 。 
強固 な 排他 性 が ある こと 。 

同質 者 以外 を 、 拝 除 す る こと 。 

メン バー が 、 相 互 に 特別 に 仲良 し で ある こと 。 

そう し た 、 小 集団 。 

// 


( 2022 年 2 月 初出 。 ) 


調和 社会 。 調 和 者 が 引き 起こ す 、 不 鋼 和 。 © 
れ ら の 発生 の 原因 。 


// 
主導 権 争 い 。 


HlIEF \, 
上 位 者 の 地位 を 巡る 争い 。 
// 


( 2022 年 2 月 初出 。 ) 


調和 社会 。 そ の 生き に くさ の 要因 。 


Th 

定住 の 強制 。 

移動 の 不能 性 。 

逃げ 場 が 無い こと 。 

定住 集団 か ら の 脱出 の 不能 性 。 


定住 集団 が 、 生 活 イ ン フ ラ を 、 独占 し て いる こと 。 
その 結果 。 

定住 集団 か ら 追 放さ れ た 場合 。 
生き て いけ な いこ と 。 死 ぬこ と 。 


排他 性 が ある こと 。 
内 部 に 、 入 れ て も ら え な いこ と 。 


個人 行動 の 不能 性 。 
抜け 駆け の 行動 の 禁止 。 
同調 行動 の 強制 。 


AG BS tO ELIE. 
個人 の プラ イバシー の 確保 の 不能 性 。 


相対 評価 。 その 確認 。 
それ ら の 恒常 的 な 発生 。 
それ ら か ら 逃 げ る こと の 不能 性 。 


仲良 し 定住 集団 を 割る こと 。 そ の 行為 の 禁止 。 


機密 性 。 
内 部 告発 の 禁止 。 
// 


( 2022 年 2 月 初出 。 ) 


調和 者 。 彼 ら の 行動 原理 。 


Hi. 
相対 評価 を 上 げ る こと 。 


脅威 。 ライ バル 。 

自分 より 、 評 価 が 上 位 の 者 。 有 能 者 。 既得 権益 の 保持 者 。 
彼ら の 相対 評価 を 、 故 意 に 下げ る こと 。 

その こと で 、 自 分 自身 の 相対 評価 を 上 げ る こと 。 


Bak. sia Kuo. 

彼ら の 相対 評価 が 上 が る こと を 、 防 ぐ こ と 。 
自分 自身 の 相対 評価 を 、 上 位 で 安定 化 さ せる こと 。 
// 


( 2022 年 2 月 初出 。 ) 


調和 社会 。 調 和 集 団 。 調 和 を 保つ 、 意 思 決 定 
プロ セス 。 


// 

利害 関係 者 に 対し て 、 事 前 の 利害 調整 を 、 行 うこ と 。 

利害 関係 者 に 対し て 、 事 前 の 了承 を 、 取 り 付 ける こと 
事前 の 了承 を 、 個 別に 取り 付け る こと 。 

事前 の 了承 を 、 秘 密 嘩 に 、 非 公開 で 、 取 り 付 ける こと 
事前 の 了承 を 、 取 り 付 ける 者 。 限定 され た 、 一 部 の 関係 者 。 限定 さ 
れ た 、 共 通 の 利害 の 保持 者 。 限定 され た 、 一 定 以 上 の 上 位 者 。 
事前 の 了承 を 、 取 り 付 けた 、 内 部 関係 者 。 彼 ら を 、 非 公開 の 合議 の 
場 に 、 参 集 さ せる こと 。 

(SOC. вне, НИЗ, мс, IEA. ite 
一 致 で 、 行 うこ と 。 

その 事前 の 合意 内 容 や 、 事 前 合意 者 の 情報 を 、 機 密 情 報 化 する こ 
と 。 その 合意 内 容 合意 者 の 情報 に つい て 、 漏洩 が 起き な いよ うに 
する こと 。 

事前 合意 に お ける 、 多数 性 を 、 予 め 、 確 実に 確保 する こと 。 
その 後 。 

公開 の 場 で 、 事 前 の 合 容 を 、 あ た か も 、 そ の 場 で 、 合 議 と 、 
思 決 定 が 、 事後 に 、 リア ル タ イ ム で 行わ れ て いる か の よう に 、 全員 
で 演技 する こと 。 

形式 の み の 、 公 開 討 議 の 実施 。 事 前 の せり リ ふ 決 定 と 、 そ の 場 で の 、 
せり ふ の 読 み 上 げ 。 

少数 の 反対 者 の 意見 の 、 無 視 。 少 数 の 反対 者 の 意見 に 対す る 、 自 己 
保身 に 基づく 、 言 い 逃 れ 。 そ れ ら を 、 制 限 時 間 満 了 や 終了 時 刻 が 来 
る まで 、 廷 々 と 続け る こと 。 そ の 時 間 的 な 引き 伸ばし を 、 行 うこ 
Cs 

その こと に よる 、 事 前 の 合意 内 容 の 、 押 し 通し 。 

その こと に よる 、 事 前 の 合意 内 容 の 、 茎 成 事 実 化 。 

その こと に よる 、 ラ イ バ ル や 反対 者 の 、 意 思 決 定 プ ロ セ ス か ら の 、 
ha 

事前 の 合意 内 容 に 基づく 、 社 会 統制 を 、 反 対 者 を 含む 、 全 員 の 合意 
や 、 全員 の 調和 に 基づく 内 容 で ある と し て 、 正当 化す る こと 。 

// 


a 


( 2022 年 2 月 初出 。 ) 


調和 社会 。 調 和 集 団 。 そ れ ら の 内 部 に お け 
る 、 調 和 の 破壊 。 そ の 発生 要因 。 


// 
意見 が 割れ る こと 。 和 集団 が 割れ る こと 。 集団 の 一 体 性 が 、 崩 れる こ 
と 


利害 対立 。 

ROS, 

仲違い れ 。 喧嘩 。 

内 部 抗争 。 

派 閣 同士 の 争い 。 

ライ バル 。 

それ ら の 発生 。 

その 常態 化 。 

スト レス が 溜まる こと 。 

スト レス の 発散 が 、 恒 常 的 に 、 必 要 に な る こと 。 


間 威 や ライ バル に つい て の 、 マ イナ ス の 情報 。 

相対 評価 が より 上 位 の ライ バル に つい て の 、 マ イナ ス の 情報 。 
相対 評価 が より 下位 の ライ バル に つい て の 、 マ イナ ス の 情報 。 
仲 が 悪い 抗争 相手 に つい て の 、 マ イナ ス の 情報 。 

それ ら を 、 発 信 す る こと 。 


周囲 に 対し て 。 

ПЕС“, 

陰口 を 叩く ぐ く こ と 。 

黒い 噂 話 を 、 流 すこ と 。 

中 傷 す る こと 。 

それ ら を 、 真 接 、 面 と 向かっ て 斉 う こと 。 その こと で 、 発 信者 が 特 
定 さ れる こと 。 それ を 避け る こと 。 

それ ら を 、 匿 名 で 、 行 うこ と 。 

それ ら を 、 機 密 性 を 保っ た 状態 で 、 行 うこ と 。 

個人 が 特定 され る こと を 、 回 避 す る こと 。 

発信 者 に つい て の プラ イバシー の 機密 保持 を 、 念 押し する こと 。 


Фес 3, RES. «|<, BESTE, 

上 上 位 者 に 対す る 、 密 告 を 行う こと 。 

上 位 者 が 、 相 対 評 価 に お ける ライ バル に 不利 益 を 挟 え る よう に 、 仕 
AACE, 

上 位 者 が 、 抗 争 の 相手 に 不利 益 を 与え る よう に 、 仕 組む こと 。 


表面 上 は 、 相 対 評 価 に お ける ライ バル と 、 仲 良く する こと 
表面 上 は 、 抗 争 相手 と 、 仲 良 くす る こと 。 

その こと で 、 表 面 上 は 、 定 住 集 団 内 部 の 調和 を 、 保 つこ と 。 
и 


( 2022 年 2 月 初出 。 ) 


調和 社会 。 調 和 集 団 。 そ れ ら の 内 部 に お け 
る 、 嫌 が ら せ の 発生 。 その プロ セス 。 


// 

事前 合 生 。 事 前 の 了承 。 そ れ を 取り 付け る た め の 、 事前 の 個別 の 相 
谈 。 

(RZ. EDIV—FKAS, ШЕФ, Яд 

ЕС, Не, ЕБЛАУВИЕСС. 


彼 を 、 集 団 が 占有 する イン フラ へ の アク セス が 出来 な いよ うに する 
こと 。 


定住 集団 の 内 部 の 調和 を 乱す 、 悪 者 。 
彼 の こと を 、 皆 が 、 そ の よう に 、 見なす よう に な る こと 。 
その よう に 、 予 め 、 仕 組む こと 。 


定住 集団 に 人 迷 ЖЕНУ 5, 厄介 者 。 

Фес, BA その よう に 、 見 な す よ うに な る こと 。 
その よう に 、 予 め 、 仕 組む こと 。 

// 


( 2022 年 2 月 初出 。 ) 


調和 社会 。 調 和 集 団 。 そ れ ら の 内 部 に お け 
る 、 不 調和 状態 の 解決 。 そ の プロ セス 。 


// 

内 部 抗争 。 

調和 を 乱す こと 

彼 自 身 が 、 そ の 当事者 と な る こと 。 

その こと で 、 周 囲 に 対し て 、 迷 惑 を 掛け る こと 。 
それ を 、 嫌 うこ と 。 


和解 を 、 望 むこ と 。 調 和 を 取り 戻す こと 。 Che, BOE, 
調停 者 を 、 望 むこ と 。 上 位 者 。 対 等 な 第 三 者 。 公正 な 麟 断 を 下す 能 
力 を 持つ 者 。 


和解 の 実現 。 

相互 の 間 の 、 そ の まま で は 消せ な い 、 不 調和 。 
相互 の 間 の わだかまり 。 相 互 の 間 の し こり 。 
それ ら を 、 水 に 流し て 、 消 滅 さ せる こと 。 
内 部 に お ける 、 不 調和 の 初期 化 。 

内 部 に お ける 、 調 和 の 、 再 度 の 回 復 。 


その 結果 。 

仲違い れ や 、 争 い が 、 振 り 出 し に 戻る こと 。 

し ば らく は 、 全 員 が 、 仲 民 し と な る こと 。 

し ば らく は 、 和 集団 内 部 に お ける 不調 和 が 、 表 面 化 し な いこ と 。 
その 後 。 

新た な 仲違い や 、 新 た な 争い が 、 初 期 状 態 で 、 水 面 下 で 、 秘 密 裏 
に 、 新た に 開始 され る こと 。 

Jf 


( 2022 年 2 月 初出 。 ) 


調和 社会 。 調 和 集 団 。 調 和 者 の 、 社 会 行動 に 
お ける 、 動 機 。 そ の 内 容 分 類 。 


// 

動機 。 

相手 の 相対 評価 を 下げ る こと 。 

その こと で 、 自 分 自身 の 相対 評価 を 上 げ る こと 。 
その こと で 、 よ りり 有利 に な る こと 。 

定住 集団 内 部 に お いて 。 

主導 権 を 握る こと 。 

より 上 位 者 に な る こと 。 
最上 位 者 に な る こと 。 

中 心 者 に な る こと 。 

最も 自己 保身 性 を 実現 し や すい 者 に な る こと 。 
最も 自己 中 心性 を 実現 し や すい 者 に な る こと 。 
最も 生き や すい 者 に な る こと 。 

фе сс, вх, ARBICRScE, 


定住 集団 内 部 に お いて 。 

日 本 社会 に お ける 天皇 と 、 同 等 の 存在 に な る こと 。 
専制 支配 者 に な る こと 。 

HEA HSI RWslcRhSce, 

称賛 の み を 受け る 者 に な る こと 。 

最高 の 相対 評価 を 受け る 者 に な る こと 。 


下位 者 へ の 転落 に 対す る 、 恐 怖 心 。 

上 位 者 に よる 、 虐 待 や 搾取 。 その 対象 に な る こと 。 そ の 常態 化 。 そ 
の こと に 対す る 、 恐 怖 心 。 

定住 集団 ぐる み で の 、 虐 待 や 搾取 。 そ の 対象 に な る こと 。 そ の 常態 
化 。 そ の こと に 対す る 、 恐 怖 心 。 

定住 集団 か ら 追 放さ れる こと 。 そ の こと に 対す る 、 恐 怖 心 。 


定住 集団 内 部 に お ける 、 下 位 者 へ の 転落 。 そ の こと を 、 避 ける こ 
定住 集団 か ら の 追放 。 そ の こと を 、 避 ける こと 。 

上 位 者 に よる 、 親 し い 下 位 者 へ の 、 助 太刀 。 

上 位 者 へ の 同調 。 上 位 者 へ の 尾 度 。 

上 位 者 に と っ て 、 元 か ら 気 に 入ら な い 、 他 の 定住 民 。 


彼 自 身 の ラ イ バ ル を 、 彼 自身 の 上 位 者 に と っ て 、 気 に 入ら な い 和 存在 
へ と 、 変 化 さ せる こと 。 そ の よう に 、 予 め 仕 組む こと 。 


そう し た 、 上 位 者 に と っ て 気に入ら な い 、 他 の 定住 民 。 

彼 を 、 追 い 落 と すこ と 。 

彼 を 、 い じ め る こと 。 

彼 を 、 心 理 的 に 攻撃 する こと 。 彼 の 精神 を 、 潰 すこ と 。 

彼 の 生き や すさ を 、 故 意 に 、 低 下さ せる こと 。 

彼 に 対し て 、 嫌 が ら せ を 行う こと 。 

彼 を 、 イ ン フ ラ へ の アク セス が 出来 な いよ うに する こと 。 
そう し た 行為 。 

それ を 、 彼 を 除い た 残り の 全員 で 、 一致 団結 し て 、 行 うこ と 。 


下位 者 に 対す る 、 専 制 支 配 を 、 行 うこ と 。 

反抗 する 下位 者 。 異議 申し 立て を 行う 、 下 位 者 。 

専制 支配 に 対す る 、 内 部 告発 者 。 

彼 を 、 追 い 落 と すこ と 。 

彼 を 、 い じ め る こと 。 

彼 を 、 心 理 的 に 攻撃 する こと 。 HOMME, Tce, 
彼 の 生き や すさ を 、 故 意 に 、 低 下さ せる こと 。 

彼 に 対し て 、 嫌 が ら せ を 行う こと 。 

彼 を 、 イ ン フ ラ へ の アク セス が 出来 な いよ うに する こと 。 
そう し た 行為 。 

それ を 、 彼 を 除い た 残り の 全員 で 、 一致 団結 し て 、 行 うこ と 。 
// 


( 2022 年 2 月 初出 。 ) 


調和 と 、 専 制 支 配 や 独 坊 。 


調和 社会 や 、 調 和 集 団 に お ける 、 専 制 支配 や 、 独 裁 。 
女性 優位 社会 に お ける 、 専 制 支配 や 、 独 才 。 
定住 生活 様式 に お ける 、 専 制 支配 や 、 独 裁 。 


それ ら の 発生 の メカ ニズム 。 
それ は 、 以下 の 内 容 で ある 。 


女性 優位 社会 の 内 部 。 
女性 専用 社会 の 内 部 。 
女性 の 子宮 の 内 部 。 

卵子 の 内 部 。 

液体 の 内 部 。 

例 。 

ロシア の マト リョ ー シ カ の 人 形 の 内 部 。 


それ ら の 内 部 に お ける 、 一 体 性 や 融合 性 や 調和 の 保持 。 

その こと は 、 そ れ ら に 対し て 、 以下 の 内 容 を 、 も た ら す 。 

それ ら の 内 部 が 、 同 じ 色 へ と 、 一斉 に 、 例 外 無 く 、 一 気 に 、 恒 常 的 
に 、 染 まる こと 。 

その こと が 、 そ れ ら の 内 部 の 全て の メン バー に 対し て 、 相 互 に 強制 
され る こと 。 


そう し た 、 一 体 性 や 融合 性 や 調和 の 基準 を 、 決 定 す る 者 。 

調和 社会 。 そ の 社会 の 色 を 、 決 定 す る 者 。 

その 人 物 は 、 そ の 社会 に お ける 、 最 上 位 者 で ある 。 

その 人 物 は 、 そ の 社会 に お いて 、 最 上 級 の 、 有 人 能 性 か 、 了 既得 権益 
を 、 保 有 し て いる 。 

その 人 物 は 、 女 性 優位 で ある 。 

その 人 物 は 、 表 向き は 、 そ の 社会 の 代表 者 の 男性 で ある こと が 、 多 
い 。 

し か し 。 

その 人 物 は 、 実 質 的 に は 、 そ の 男性 を 一 心 に 育て 上 げた 、 母 親 で あ 
る 。 


調和 社会 。 

その 社会 は 、 そ の 最上 位 者 の 意向 へ と 、 一 気 に 、 同 じ 色 に 染まる 。 
その 社会 は 、 そ の 最上 位 者 の 意向 と 同じ 色 に 、 恒 常 的 に 、 染 まり 続 
ける 。 

その 社会 の メン バー は 、 以下 の 内 容 を 、 無 祭 件 で 、 強 制 さ れる 。 
最上 位 者 の 意向 に 合わ せ て 、 一色 に 染まる こと 。 

例外 者 の 存在 は 、 一 切 、 許 され な い 。 

異議 申し 立て を 行う 者 は 、 そ の 社会 の 内 部 で 、 そ の 存在 を 、 強 制 的 
に 抹消 され る 。 

с. HUMAAICHIFS, SHIRE PIRHOTOVLATCHS. 


ЕЕ 
全 Ао 


社会 的 な 調和 の 追求 は 、 専 制 支 配 を 、 必 然 的 に 、 引 き 起 こす 。 
調和 社会 や 調和 集団 は 、 専 制 支配 を 、 必 然 的 に 、 引 き 起 こす 。 
調和 社会 や 調和 集団 。 そ れ ら に お ける 最上 位 者 は 、 必 然 的 に 、 専 制 
SACHA >. Вано. 


(2022 年 3 月 初出 。 ) 


調和 主義 。 それは 、 女 性 優位 社会 に お ける 、 
社会 的 価値 観 の 中 述 で ある 。 


調和 主義 。 

社会 の 内 部 に お ける 、 全 体 的 な 調和 の 実現 を 、 最 優先 に する こと 。 
そう し た 、 思 想 や イデ オロ ギー。 

それ は 、 女 性 優位 社会 に お ける 社会 的 価値 観 の 、 中 述 で ある 。 
それ は 、 女 性 の 琉 子 の 性 質 に 由来 する 。 

それ は 、 液 体 的 で ある 。 


女性 優位 社会 。 定住 生 活 様式 の 社会 。 

それ ら の 社会 は 、 今 後 は 、 以 下 の 方 法 で 、 社 会 運営 を 進め て 行く ベ 
き で ある 。 

調和 主義 を 、 社 会 の 前 面 に 、 明 示 的 に 押し 出す こと 。 

それ は 、 彼 ら の 本 質 に 適合 し て いる 。 

それ は 、 彼 ら に と っ て 、 以下 の 内 容 で ある 。 

外部 か ら の 借り 物 で な い 、 彼 ら の 社会 の 内 実 を 忠実 に 反映 する 、 本 
物 の 思想 。 


女性 優位 社会 に お いて は 、 以下 の (1 ) か ら 、 МТО (2) へ の 移 
行 が 、 新 た に 必要 で ある 。 


C1) 
従来 の 男性 優位 社会 の 社会 理論 を 借用 し て いる 状態 。 
(2) 


調和 主義 の 社会 理論 その も の を 採用 し た 状態 。 


例 。 
中 国 に お ける 、 共 産 主義 か ら 、 調 和 主 義 へ の 、 ス ムー ズ な 移行 。 


男性 優位 社会 の 欧米 諸国 が 使う 、 民 主 主 義 の 概念 。 

それ は 、 了 欧米 社会 に 特 化 し た 内 容 に な っ て いる 。 

それ は 、 そ の まま で は 、 汎 用 性 に 欠け て いる 。 

それ は 、 現 状 で は 、 出 来 の 良い 普遍 的 な 概 念 で は 無い 。 
民主 主義 の 内 容 。 

それ は 、 以下 の 内 容 へ と 、 も う 少 し 、 改 め ら れる べき で ある 。 
より 、 汎 用 的 で 普遍 的 な 、 内 容 。 

世界 社会 全体 に と っ て 、 よ り 適 し た 、 内 容 。 


女性 優位 社会 に お いて 、 以下 の よう な 仕組 み が 、 実 現す る こと 。 
それ は 、 従 来 の 欧米 の 民主 主義 と 同様 の 、 社 会 的 理想 と な る 。 
// 

下位 者 の 意思 が 、 社 会 全体 に 対し て 、 通 りや すい こと 。 

それ を 、 和 実現 する 仕組 み 。 

// 


民主 主義 。 
社会 的 下位 者 の 意思 を 、 社 会 全体 に 通り や すく する 、 仕 組み 。 
それ は 、 男 性 優位 社会 で も 、 女 性 優位 社会 で も 、 共 通 に 、 成 立 す 


る 。 

それ は 、 男 性 優位 社会 で も 、 女 性 優位 社会 で も 、 社 会 が い 、 そ の メン 
バー に と っ て 、 よ り 生 き や す く な る 上 で 、 望 まし い 。 

上 位 者 に よる 、 下位 者 に 対す る 、 虐待 や 搾取 。 

それ ら は 、 無 ぐす こと は 出来 な い 。 

し か し 、 そ れ ら の 度合 い は 、 少 し 軽減 で きる 。 

その こと を 実現 する た め の 、 イ デオ ロ ギ ー。 


民主 主義 。 
それ は 、 男 性 優位 社会 と 、 女 性 優位 社会 と で は 、 そ の 実現 形態 が 、 
大 きく 異な る 。 


男性 優位 社会 の 民主 主義 。 

自由 主義 的 民主 主義 。 

個人 主義 的 民主 主義 。 

上 位 者 に 対す る 、 自 由 で 明示 的 な 、 批 麟 や 、 異 議 申 し 立て 。 それ ら 
の 、 許 容 。 

社会 に お ける 、 自 由 な 個人 行動 に 基づく 、 以 下 の 内 容 の 、 許 容 。 


自由 な 意見 の 主張 。 意 見 の 割れ 。 意 見 の バラ バラ さ 。 
下位 者 が 、 以 下 の 人 物 を 、 選 べ る こと 。 
彼ら 自身 に と っ て の 、 望 まし い 上 位 者 。 


女性 優位 社会 の 民主 主義 。 

調和 主義 的 民主 主義 。 

全体 主義 的 民主 主義 。 

社会 全体 の 調和 の 形成 に 当たっ て 、 以 下 の 社 会 的 行為 が 、 上 位 者 に 
よっ て 、 事 前 に 行わ れる こと 。 

社会 政策 の 決定 に お ける 、 下 位 者 と の 事前 合意 。 

それ ら の 、 確 実 な 形成 。 

上 位 者 に よる 、 下 位 者 と の 間 に お ける 、 事 前 の 、 意 見 の ヒヤ リン グ 
の 実施 。 

EMBED, FMBAS OFtFIPRMORE, IEA CHC CE 
それ ら が 、 ト 下位 者 全員 に 対し て 、 行 われ る こと 。 

それ ら は 、 間 公 開 の 会 合 で まとめ て 行わ れる こと 。 

その 結果 を 元 に 、 全 員 が 合意 出来 る 内 容 の 政策 を 、 調 整 役 の 上 位 者 
が 、 作 成す る こと 。 

その こと で 、 社 会 政策 の 決定 に お いて 、 以 下 の 内 容 t が 、 実 現す る こ 
と 。 

下位 者 の 意思 が 、 社 会 全体 に 対し て 、 反 映 さ れる こと 。 

意見 の 満場 一 ИСО, 

社会 全体 の 調和 が 、 問 題 無く 、 維 持 さ れる こと 。 

例 。 

日 本 の 伝統 的 な 集落 に お ける 、 集 団 的 な 意思 決定 方 法 。 

根 回 Le i 谈 合 。 


社会 主義 。 

社会 的 下位 者 の 生き や すさ を 、 社 会 全体 で 確保 する 仕組 み 。 

それ は 、 社 会 的 な 転落 に 対す る 、 セ ー フ ティ ーネット と し て 、 機 能 
する 。 

それ は 、 社 会 的 上 位 者 に と っ て も 、 以下 の 場合 に は 、 必 要 と な る 。 
彼 自 身 が 、 社 会 的 に 、 底 辺 ま で 転落 し た 場合 。 

それ は 、 調 和 主 義 に お いて は 、 社 会 的 上 位 者 と 社会 的 下位 者 と の 一 
体 性 や 融和 を 、 促 進 す る 。 

それ は 、 調 和 主 義 の 社会 に お いて 、 有 有益 で ある 。 


男性 優位 社会 の 社会 主義 。 
北欧 に お ける 、 社 会 福祉 政策 。 


女性 優位 社会 の 社会 主義 。 
現代 の 中 国 に お ける 、 共 同 富 裕 の 政策 。 


( 2022 年 3 月 初出 。 ) 


無機 質 主 義 。 


無機 質 主 義 。 そ の 基本 的 な 考え 方 。 
機 質 的 な 把握 。 


無機 質 主 義 。 
その 基本 的 な 考え 方 。 
それ は 、 以下 の 内 容 で ある 。 


//// 

無機 質物 質 を 、 指 向 す る こと 。 

生物 の 無機 質 的 な 把握 を 、 指 向 す る こと 。 
無機 質 的 な 生物 を 、 指 向 す る こと 。 

AAA 


(1) 

現物 を 、 指 向 す る こと 。 
現実 を 、 指 向 す る こと 。 
本 質 を 、 指 向 す る こと 。 


(2) 

非 人 間 を 、 指 向 す る こと 。 
非 DNA 生 物 を 、 指 向 す る こと 。 
機械 を 、 指 向 す る こと 。 
金属 を 、 指 向 す る こと 。 


生物 の 無 


無機 質 を 、 指 向 す る こと 。 
物質 を 、 指 向 す る こと 。 

生物 を 、 物 質 と し て 捉え る こと 。 
物質 と し て の 生物 を 、 指 向 す る こと 。 


(3) 
але. НЫ осы. 
無機 質 還 元 を 、 指 向 す る こと 。 


(4) 
УЛИВЗЕНЕЗЫСУ-УНУЯ, 95“. 
対人 的 な 無 コ ミュ ニケ ーション を 、 指 向 す る こと 。 
音声 対話 の 拒絶 を 、 指 向 す る こと 。 

対人 接触 の 拒絶 を 、 指 向 す る こと 。 


(5) 

離散 分 布 を 、 指 向 す る こと 。 

遠隔 作業 推進 を 、 指 向 す る こと 。 
テレ ワー ク 推 進 を 、 指 向 す る こと 。 


相互 に 、 無 限 遠 な 形 で 、 存 在 す る こと 。 
その 実現 を 、 指 向 す る こと 。 

佑 蘭 を 、 指 向 す る こと 。 

鳥 蘭 を 、 指 向 す る こと 。 


(6) 
無機 質 者 を 信頼 する こと 。 
РОМАНЕ О ВИС <. 


無機 質 者 と の 接触 。 
それ を 、 喜 び 、 好 み 、 楽 し むこ と 。 


DNA 生 物 と の 接触 。 
Ene, ЗЕ Ца и все“. 


無機 質 の 物質 同士 の 接続 や コミ ュ ニ ケー ショ ン を 、 好 むこ と 。 
(7) 


「 ツ ー ル 化 」 を 、 指 向 す る こと 。 
私 自身 が 、 私 自身 に と っ て 、 最 良 の ツー ル と な る こと 。 


その 実現 を 、 指 向 す る こと 。 


私 自身 を 含め た 、 生物 物質 一 般 。 

それ ら の 生存 水準 の 向上 。 

私 自身 が 、 そ の 実現 の た め に 、 役 立つ こと 。 
その 推進 を 、 指 向 す る こと 。 


(8) 
無機 質 の 物質 問 を 、 真 接 接続 する こと 。 
その こと を 、 指 向 す る こと 。 


(8-1) 
有線 接続 を 、 指 向 す る こと 。 


例 。 

有線 lan。 

BRAY ERY, 
有線 スピ ー カ ー。 
有線 キー ボー ド 。 
有線 マウ ス 。 

有線 電源 ケー ブル 。 


有線 は 、 高 速 で 、 つ な が る 。 

有線 は 、 確 実に つなが る 。 

有線 は 、 有 能 で あり 、 信 用 で きる 。 
無線 は 、 低 速 で 、 つ な が る 。 

無線 は 、 接 続 が 不安 定 で ある 。 
無線 は 、 無 能 で あり 、 信 用 で き な い 。 


(8-2) 
無機 質 の 物質 を 、 真 接 操 作 す る こと 。 
その こと を 、 指 向 す る こと 。 


物理 キー ボー ド を 、 指 向 す る こと 。 
ソフ トキ ー ボ ー ド 。 


それ は 、 信 頼 性 に 欠け て いる 。 
それ は 、 頼 りな い 。 


物理 マウ ス を 、 指 向 す る こと 。 


タッ チバ パネ ル 。 

それ は 、 お 手付 き ば か リ り 、 引 き 起 こす 。 
それ は 、 静 止 操 作 が 出来 な い 。 

それ は 、 信 用 で き な い 。 


(9) 

音声 を 、 以下 の 内 容 と し て 、 捉 える こと 。 
無機 質物 質 に よる 、 私 自身 へ の デー タ 伝 達 。 
それ を 、 推 進 す る こと 。 


音声 を 、 以下 の 内 容 と し て 、 捉 える こと 。 
対人 コミ ュ ニ ケー ショ ン の 一 環 。 
それ を 、 拒 絶 や て る こと 。 


(10) 
以下 の 内 容 の 実現 を 、 指 向 す る こと 。 


(10-1) 
充電 池 を 、 複 数 所 持 す る こと 。 
UPS を 、 所 持 す る こと 。 


(10-2) 
重要 デー タ を 、 無 機 質物 質 と し て 、 捉 える こと 。 


重要 デー タ を 、 以下 の よう な 場所 に 、 辻 閥 に 預け な いこ と 。 
クラ ウド 。 

私 自身 に と っ て 、 手 の 届か な い 他 者 。 

彼ら が 所 有 し 、 菅 理 す る 場所 。 


重要 デー タ は 、 物 理 的 に 、 必 ず 私 自身 で 管理 する こと 。 
重要 デー タ を 、 ロ ローカル に 保存 する こと 。 

重要 デー タ を 、 多重 地点 で 、 同 時 に 、 保 存する こと 。 

重要 デー タ を 、 多 重 に バッ クア ッ プ する 形 で 、 保 存する こと 。 
電源 の バッ クア ッ プ を 、 有 用意 す る こと 。 


個人 が 提供 する デー タ を 、 永 年 保存 する こと 。 


その 実現 を 推進 する 団体 。 
彼ら の こと を 、 人 応援 する こと 。 


(10-3) 
分 散 投資 を 、 指 向 す る こと 。 
現物 投資 を 、 指 向 す る こと 。 
貴金属 。 
不動 産 。 


(11) 
現実 を 、 指 向 す る こと 。 


「 物品 は 、 上 手 く 動作 すれ ば 、 そ れ で 十分 良い 。 | 
その 考え 方 へ の 指向 。 


物品 に 対す る 要求 。 

それ は 、 以下 の 場合 、 私 自身 に と っ て 、 最 良 で ある 。 

以下 の 内 容 が 、85 パ ー セ ント 程度 、 実 現さ れ て いる こと 。 

以下 の 内 容 が 、 値 段 の 割 に に 、 そ こそ この 程度 で 、 実 現さ ざれ て いる こ 
と 。 


//// 

高 精细 性 。 
高 月 滑 性 。 
高 品质 性 。 
高い 完成 度 。 


AAA 


物品 の 包装 。 

それ は 、 以下 の 内 容 を 実現 し た も の が 、 恨 い 。 
//// 

最低 限 で ある こと 。 

安価 で ある こと 。 

デザ イン 無し で ある こと 。 
飾り 無し で ある こと 。 

丈夫 で ある こと 。 

//// 


物品 は 、 動 作 し て 、 我 々 の 生存 水準 の 向上 に 役立て ば 、 そ れ で 十分 
良い 。 


物品 は 、 ま と も に 動作 し な い 場 合 、 無 価値 で ある 。 

それ は 、 い くら 見 か けが 良く て も 、 無 価値 で ある 。 

それ は 、 い くら お 金 や 時 間 や 手間 が 掛か っ て いて も 、 無 価値 で あ 
る 。 


例 。 

コン ピュ ー タ ・ プ ログ ラム の ソー スコ ー ド 。 

それ は 、 例 え 、 未 完成 で も 、 不 出来 で も 、 上 手 く 動作 すれ ば 、 そ れ 
СИ. 

それ は 、 十 分 に 価値 が あぁ る 。 

(12) 

それ は 、 以下 の 内 容 で ある 。 


極限 の 男性 性 の 発現 形態 。 
НЕС ED TO, МФИ ЯЕ, 


(初出 2021 年 5 月 。 ) 


意識 物質 。 意識 の 、 無 機 質 的 な 把握 。 


意識 物質 。 


それ は 、 神 経 系 を 持っ た 、 物 質 で ある 。 
それ は 、DNA 生 物 に 、 限 定 さ れ な い 。 


神经 系 。 
それ は 、DNA 生 物 の ニュ ー ロ ン に 、 限 定 さ れ な い 。 
電気 回 路 を 持つ 物品 。 


電気 信号 で 動く 物品 。 
それ ら は 、 全 て 、 和 神経 系 と 呼べ る 。 


電気 製品 は 、 電 源 を 入れ る と 、 神 経 系 を 持っ た 意識 が 宿る 。 


その 点 、 電 気 製品 は 、 意 識 物 質 の 一 種 で ある 。 
この 観点 か ら 、 以下 の 内 容 を 探る こと が 、 新 た に 必要 で ある 。 
//// 

意識 物質 問 で の ネッ トワ ー ク 構築 。 
意識 物質 同士 の 接続 。 

意識 物質 に 対し て 、 操 作 を 、 実 行 す る こと 。 
それ に よる 、 以 下 の 実 現 。 

ИИ. 

意識 物質 と の コミ ュ ニ ケー ショ ン 。 

意識 物質 か ら の 反応 を 、 取 得する こと 。 

//// 


それ ら を 、 よ り 望 まし い 形 で 、 実 現す る こと 。 
その た め の 方 法 。 


(初出 2021 年 5 月 。 ) 


生き や すさ の 率 。 生 物 の 機能 
x, 生物 と し て の 社会 。 


本 書 の 執筆 目的 。 
筆者 は 、 以 下 の 内 容 を 、 本 書 執 筆 の 目的 と し て いる 。 様 々 な 分 野 を 


横断 する 、 機 能 主 義 の 統一 理論 。 その 確立 。 そ の 実現 。 
Belk, TNE, EMORAD Ste Lie. 


生物 の 分 類 。 


生物 。 そ れ は 、 以 下 の よ うに 分 類 で きる 。 
(1 ) 生物 と 似 た 物質 。 例 。 訟 質 せ ず 長 持ち する 、 金 地 金 。 


物 O 构 成 要 素 。 例 。 分 子 。 有 机 化 合 物 。 


) ウィ ルス 。 細胞 。 

) 身体 。 ( 例 。 人 間 個 人 の 身体 。 ) 

- 3 ) 身体 の 群れ 。 集团 。 社 会 。 ( 例 。 Е ) 

- 4 ) 集団 や 社会 の 群れ 。 社 会 同士 の 相互 作用 や 連 ( 例 。 
間 の 国際 連合 。 ) 


( 
( 
( 
( 
( 
( 
人 
生物 。 そ れ は 、 以下 の 二 種 類 で ある 。 

СА) 遺伝 的 生物 。 遺伝 的 子 振 。 (息子 。 娘 。 ) 

СВ) (thE. MIthFi (製品 。 建 築 物 。 機 械 。 ) 
生物 同士 が 作る 社会 その も の も 、 生 物 と し て 捉え られ る 。 
それ ら は 、 以 下 の 用 語 で 統一 的 に 説明 で きる 。 
生物 と し て の 社会 。 


機能 。 生物 の 維持 や 発展 に 必要 な 働き 。 生 き や す さ の 素 。 

機能 主義 。 それ は 、 機 能 の 観点 か ら 、 生 物 の 生理 や 心理 や 社会 を 分 
析 す る 。 

機能 主義 の 対象 。 そ れ は 、 全 て の 生物 で ある 。 そ れ は 、 人 間 に 限 定 
SN, 

機能 主義 の 内 容 。 そ れ は 、 人 間 の み に 限 ら ず 、 生 物 の 全て に 当て は 
KS. 

機能 主義 者 と し て の 性 格 。 そ れ は 、 人 間 の み に 限 ら ず 、 生 物 の 全て 
が 、 持 っ て いる 。 人間 は 、 生 物 の 一 種 に 過ぎ な い 。 


生き や すさ の 水準 。 


生き や すさ の 水準 。 

その 水準 の 向上 。 それ へ の 圧力 。 生き や すさ 向上 へ の 圧力 。 
それ が 、 出 回 る 機能 の 質 や 量 を 、 生 物 の 社会 に お いて 、 向 上 させ 
る 。 

それ が 、 社 会 の 近代 化 を 、 生 物 の 社会 に お いて 、 和 生み出す 。 
それ が 、 社 会 体制 の 一 新 を 、 生 物 の 社会 に お いて 、 和 生み出す 。 


生き や すさ の 水準 。 そ れ が 高い 状態 。 そ れ を 保持 する 社会 。 それ 
は 、 以下 の 性 質 を 持つ 。 
表 1 


機能 物質 。 


機能 物質 。 

生物 に と っ て の 、 生 き て いく 上 で 必要 な 物質 。 
(1) BA. 7K. RB. 

(2) 情報 。 それは 、 外 部 環境 の 状態 を 示す 。 


機能 の 分 類 。 そ れ は 、 例 えば 以下 の 通り で ある 。 例 。 生 体内 の 機能 
分 化 。 例 。 人間 社 会 に お ける 産業 の 分 類 。 


機能 は 、 以 下 の よ うに 分 類 で きる 。 
(1-1) 正 の 機能 。 (生物 の 生存 に 役立つ 働き 。 ) 
(1- 2) 逆 の 機能 。 (生物 の 生存 を 田 か す 働 き 。 ) 


(2-1) 物 理 的 機能 。 (物体 ・ 物 質 に 組み 込ま れ て いる も の 。 ) 
(2-2) 生 理 的 機能 。 (生物 の 生体 の 活動 維持 に 必要 な も の 。 栄 
養 。 ) 

( 2-3) 心理 的 機能 (生物 が 、 心 理 的 に 活力 ある 、 元 気 な 状態 に 
な る こと 。 そ の 実現 に 必要 な も の 。 ) 

- 1) 自然 の 機能 。 (石油 、 穀 物 な ど 。 天 然 資 源 。 ) 
2) 人 工 の 機能 。 

- 2 - 1 ) т. Я. ва ес. 

2 - 2 ) 情 報 。 ニ ュー ス 配 人 な ど 。 


機能 の 分 類 。 それ は 、 以下 の 例 の 通り で ある 。 


機能 の 分 類 。 

例 。 生 物 の 生体 の 各 臓 器 。 それら が 持つ 機能 。 そ れ は 、 以下 の よう 
に 分 類 さ れる 。 

表 2 


機能 の 分 類 。 
例 。 社 会 に お ける 産業 分 類 。 
それ ら は 、 生 体 に お ける 機能 分 類 の 応用 に 当たる 。 


社会 に お いて 、 生 成 さ れ 、 交 換 さ れ 、 消 費 さ れる 、 機 能 物質 。 
その 基本 は 、 生 体 同 様 で ある 。 酸 素 。 水 。 栄 養 。 情 報 。 


社会 に お ける 各種 産業 。 そ れ ら は 、 生 体 に お ける 機能 分 類 ひ の どこ か 
に 当て は まる 。 
表 3 


機能 の 分 析 。 


機能 の 分 析 。 製品 が 持つ 、 生 き や す さ 向上 に 役立つ 機能 。 そ の 内 
容 。 そ の 分 析 。 


生き や すさ の 視点 か ら の 機能 の 分 析 。 

例 。 録 画 機 。 テ レビ 放送 な どの 映像 や 音声 。 そ れ を 、 外 部 メデ ィ ア 
に 録画 する 機能 。 外部 メデ ィ ア に 録画 され た 映像 や 音声 。 そ れ を 再 
生 す る 機能 。 そ うし た 機能 を 備え た 装 買 。 そ れ は 、 家 電 製 品 の 代表 
的 な 存在 で ある 。 

録画 機 の 機能 。 そ れ は 、 ど の よう に 、 利 用 者 の 生き や すさ 向上 に 役 
立つ か ? 筆者 は 、 そ うし た 視点 か ら そ の 機能 を 分 類 し た 。 そ の 結果 
は 、 以 下 の よ うに な る 。 

表 4 


機能 の 交換 。 機 能 の 市 場 。 


機能 の 交換 。 生 物 同 士 の 機能 の 融通 。 

それ は 、 以下 の 内 容 を も た ら す 。 社会 の 発生 。 分 業 の 発生 。 貨 幣 の 
発生 。 生 き や す さ の 水準 の 向上 。 貢 富 の 差 の 発生 。 

例 。 動 物 の 体内 に お ける 臓器 の 分 化 。 そ こ で は 、 赤 血球 が 、 貨 幣 の 
役割 を 果たす 。 

例 。 人 間 の 社会 的 分 業 。 そ こ で は 、 金 地 金 が 、 貨 幣 の 役割 を 果 た 


о 


機能 の 市 場 。 機 能 の 交換 が 行わ れる 場所 。 

例 。 動 物 の 体内 の 血管 。 そ こ で は 、 和 血液 を 通し て 、 細 胞 間 で 、 機 能 
交換 が 行わ れる 。 

例 。 商 業 施設 。 そ こ で は 、 お 金 を 通し て 、 人 間 の 間 で 、 機 能 交 換 が 
行わ れる 。 


ユー ザビ リティ 。 


ユー ザビ リティ 。 機能 の 取り 出し や すさ 。 
ある 製品 に お いて 、 機 能 が 豊富 な 場合 。 機 能 が 取り 出し に くい と 、 
その 製品 は 、 機 能 し な い 。 


社会 の 維持 。 体 制 の 維持 と 転覆 。 


社会 の 維持 。 そ れ は 、 以下 の 内 容 の 実現 の た め に 行わ れる 。 個々 の 
生物 が 、 生 存 で きる 状態 。 そ の 維持 。 

生物 は 、 社 会 維持 の た め に 、 体 制 変 革 や 体制 の 革命 を 行う 。 

例 。 個 人 の 頭 脳 の 中 の 神経 回 路 の 書き 換え 。 それ に よる 思考 の 大 幅 
な 変化 。 そ れ に よる 、 新 た な 環境 へ の 適応 。 こ れ は 、 個 人 の 神経 系 
に お ける 、 体 制 の 革命 で ある 。 


体制 。 生物 の 間 の 指揮 系 統 。 生物 の 間 の 優劣 関係 。 生物 の 間 の 上 下 
関係 。 生物 の 間 に お ける 、 支 配 と 従属 の 関係 。 


体制 が 、 自 分 の 生物 の 発展 に と っ て 都合 が 良い か 、 悪 いか ? それ 
は 、 以 下 の 質 問 と 同じ で ある 。 体制 が 、 自 分 に と っ て 機能 的 か 、 そ 
う で な いか ? それ は 、 生 物 毎 に 異な る 。 

生物 は 、 自 分 の 生物 を 贈 か され る 。 す る と 、 生 物 は 、 互 い に 蜂 起 し 
て 、 反 乱 を 起こ す 。 

生物 は 、 そ うし て 体制 転覆 を 行う 。 生 物 は 、 そ うし て 、 彼 自身 の 生 
き や す さ の 水準 を 向上 させ よう と する 。 それ は 、 上 手 く 行く こと も 
あれ ば 、 失 敗 に 終わ る こと も ある 。 ま た 、 体 制 が 転覆 し た 後 の 生活 
が 、 体 制 が 転 着 す る 前 の 生活 より も 良い 、 と は 限ら な い 。 そ れ は 、 
歴史 が 証明 し て いる 。 


体制 転 首 者 。 そ れ は 以下 の 二 種 類 で ある 。 

(1) 下位 者 や 偶 者 の 場合 。 

(2) 上 位 者 や 富 者 の 場合 。 

支配 者 の 資格 。 いか に 多く の 生物 に 、 生 きる 上 で 有効 な 機能 を 融通 
する こと が で きる か ? それ が 、 生 物 社会 に お ける 、 体 制 樹 立 や 体制 


維持 の 決め 手 で ある 。 それ が 出来 る 指導 者 が 、 生 物 に と っ て 、 真 の 
支配 者 と な る 資格 を 持つ 。 


生物 と 、 救 い 。 


生物 の 生活 に お ける 、 苦 酷 な 現実 と 、 救 い の 
追求 。 


生物 の 生活 に お ける 、 革 酷 な 現実 。 


生物 の 生活 に お ける 、 苫 酷 な 現実 。 
それ は 、 以下 の よ うな 内 容 で ある 。 


生物 が 生き 延び る 上 で の 障害 と な る 事象 。 


// 

それ が 、 大 き 過 ぎる こと 。 
それ が 、 多 過ぎ る こと 。 

その 発生 が 、 頻 繁 過 ぎる こと 。 
Li 


それ ら は 、 以 下 の 内 容 を 、 生 成す る 。 
生存 の し に くさ 。 


生物 に と っ て の 、 生 存 の し に くさ 。 
それ は 、 以下 の よ うな 内 容 で ある 。 


C1) 

<. 

それ ら に 対す る 対策 の 立案 と 実行 。 
その 難し さ 。 


(2) 
環境 の 変動 の 大 き さ 。 
それ ら に 対す る 追随 。 
その 難し さ 。 


环境 。 

それ は 、 以 下 の よ うに 、 分 類 さ れる 。 
C1) 

無生物 の 、 自 然 環境 。 

(2) 

他 の 生物 た ち が も た ら す 、 生 物 環境 。 


生存 の し に くさ 。 
それ は 、 生 物 に と っ て 、 以下 の よ うな 内 容 で ある 。 
彼ら の 一 生 に わた っ て 、 絶 え ず 付き まとう 問題 。 
根本 的 な 問題 。 


苦 酷 な 現実 。 
それ ら を 生み 出す 、 根 源 。 
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生物 の 生活 に お ける 、 救 いれ の 追求 。 


生物 に と っ て 、 救い を 得る た め の の 手段 。 
それ ら は 、 以下 の よう な 内 容 で ある 。 


C1) 

絶対 的 生物 。 絶対 者 と し て の 生物 。 
大 いな る 生物 。 偉 大 な 生物 。 
例 。 神 。 


その よう な 存在 を 、 苫 酷 な 現実 に 耐え か ね て 、 思 わ ず 、 作 り 出 すこ 
と 


その よう な 存在 に 対し て 、 心 理 的 に 依存 する こと 。 
その よう な 存在 に 対し て 、 救 い を 求め る こと 。 


例 。 
示 教 を 信仰 する こと 。 


そう し た 存在 。 
それ は 、 現 実に は 、 存 在 す る こと が 、 困難 で ある 。 


そう し た 存在 。 

それ は 、 以 下 の 内 容 で ある 。 
// 

仮想 の 存在 。 
実体 の 無い 存在 。 

// 


// 
そう し た 存在 に 、 頼 る こと 。 


そう し た 存在 に 、 救 い を 求め る こと 
if 
そう し た 行為 は 、 結 局 、 意 味 が 無い 。 


(2) 

//// 

НВФ. 

// 

遺伝 的 子孫 。 

文化 的 子孫 。 

GLEE 

彼ら が 、 そ れ ら を 、 何 と か し て 、 後 世に 残す こと 。 
その こと で 、 彼 ら 自 身 が 、 心 理 的 に 、 救 済 さ れる こと 。 


それ ら の 行為 は 、 以 下 の 内 容 に 当たる 


(2-1) 

生物 の 本 質 が も た ら す 、 生 物 に と っ て の 、 内 的 な 命 信 。 
пр EMITEDT, 以下 の よう な 内 容 で ある 。 
// 

tne, Ши“. 

それ に 対し て 、 背 く こ と 。 


// 

それ ら の 実現 。 

それ が 、 根 本 的 に 、 不 可能 で ある こと 。 
その 結果 。 

生物 は 、 以 下 の 行 為 を 、 実 行 す る 。 

// 

ENSORSANO, ВИНЕ, 
// 


それ は 、 具 体 的 に は 、 以 下 の よ うな 内 容 で ある 。 


生物 に と っ て の 、 一 番 確 実 な 、 救 い 。 
その 一 類型 。 


(3) 

快楽 。 

癒し 。 

休息 。 

気晴らし 。 

それ ら に 当たる 、 様 々 な 刺激 。 

それ ら に 当たる 、 様 々 な 体験 。 

それ ら を 、 絶 え ず 、 沢 山 、 得 る こと 。 


その こと で 、 以下 の よう な 内 容 を 、 癒 すこ と 。 

// 

彼ら 自身 が 生存 し 続け る 上 に お いて 、 感 じ 続 ける こと 。 
苦労 。 

苦痛 。 

スト レス 。 

// 


し か し 、 そ れ ら の 行為 は 、 結 局 は 、 対 症 療法 に 過ぎ な い 。 

それ ら の 行為 に よっ て 、 以下 の 内 容 を 、 根 本 的 に 除去 する こと 。 
// 

生存 上 の 困難 。 

生存 上 の 苦痛 。 

それ ら の 根源 。 

それ 自体 。 

// 


その 実現 。 
それ は 、 不 可能 で ある 。 


(3-1) 

快感 。 

楽し み 。 

それ ら を 、 絶 え ず 、 沢 山 、 体 験 する こと 。 


例 。 

(3-1-1) 

性 的 刺激 を 得る こと 。 

セッ クス 。 オ ナニ ー。 
それ ら を 、 沢 山 、 実 行 す る こと 。 


(3-1-2) 
美味 し い 食 物 や 飲み 物 。 
それ ら を 、 摂 取 す る こと 。 


(3-1-3) 

綺麗 な も の 。 

それ ら を 、 沢 山 、 視 聴 す る こと 。 
例 。 

優れ た 美術 品 。 

優れ た 景観 。 


(3-1-4) 

強い 快感 を 得 ら れる 薬物 。 
それ ら を 、 摂 取 す る こと 。 
例 。 

麻薬 。 

アル コー ル 。 


(3-2) 

癒し 。 

それ ら を 、 絶 え ず 、 沢 山 、 体 験 する こと 。 
例 。 

(3-2-1) 

心地 よい 香り 。 

ИБ =, <“. 

例 。 

ハー プ の 香 リ を 、 楽 し むこ と 。 


(3-2-2) 
心地 よい 触感 。 
心地 よい 温 感 。 
それ ら を 、 楽 し むこ と 。 


例 。 
温か い 布 団 の 中 に 、 入 る こと 。 


(3-2-3) 

心地 よい 音楽 。 

心地 よい 映像 。 

それ ら を 、 和 視聴 する こと 。 
例 。 

ヒー リン グ 音 楽 を 、 聴 く こ と 。 


(3-2-4) 
愛玩 対象 を 、 手 元 に 賢く こと 。 
例 。 

ペッ ト を 飼育 する こと 。 


それ ら を 、 絶 え ず 、 沢 山 、 体 験 する こと 。 
例 。 


// 


何 も し な いこ と 。 

の ん びり 過ごす こと 。 
無用 な 刺激 を 、 断 つこ と 。 
予定 を 、 入 れ な いこ と 。 


スト レス の 発散 。 
それ ら を 、 絶 え ず 、 沢 山 、 体 験 する こと 。 


浪費 する こと 。 
ギャ ン ブ ル を する こと 。 


旅行 を する こと 。 
過食 する こと 。 
物品 を 壊す こと 。 


// 

弱者 に 対し て 、 以下 の 行為 を 実行 する こと 。 
攻撃 する こと 。 

虐待 する こと 。 

いじ め る こと 。 

//// 


(4) 

彼ら 自身 の 生き が い 。 
例 。 

趣味 。 
= 
達成 の 対象 。 


彼ら が 、 そ れ ら を 、 見 つけ る こと 。 

彼ら が 、 そ れ ら へ の 、 心 理 的 な 没入 を 、 実 行 す る こと 。 
彼ら が 、 そ れ ら に 、 打 ち 込 むこ と 。 

彼ら が 、 そ れ ら に 、 彼 ら 自 身 の 生 涯 を 、 捧 げ る こと 。 


彼ら が 、 そ れ ら の 行為 に よっ て 、 以下 の 内 容 を 、 実 現す る こと 。 


彼ら が 、 以 下 の 内 容 を 、 彼 ら 自 身 の 視界 か ら 、 消 去 し 、 除 外し 、 忘 


ATSce, 

// 

彼ら 自身 が 生存 し 続け る 上 で の 、 苦労 や 苦痛 。 
И 


それ ら の 行為 は 、 あ る 面 で は 、 以 下 の 内 容 に 、 つ な が っ て いる 。 
現実 か ら 、 目 を 背け る こと 。 
ЕЛЬ, ИУС е. 


例 。 

4- 1) 

彼ら 自身 に と っ て の 理想 。 
それ ら の 実現 。 


その た め に 、 適 進 し 続け る こと 。 

例 。 

彼ら 自身 が 、 気 に 入っ た 思想 や イデ オロ ギー。 

彼ら 自身 に と っ て の 、 信 心 の 対象 。 

その 内 容 を 主張 する こと 。 

その 内 容 を 倍 仰 する こと 。 

彼ら が 、 そ れ ら を 、 生 涯 に わた っ て 、 災 続 す る こと 。 


(4-2) 

// 

彼ら 自身 に と っ て 、 興 味 あ る 対象 。 

彼ら 自身 に と っ て 、 気 に 入っ た 対象 。 

彼ら 自身 に と っ て 、 も っ と 知り た い 対 象 。 
彼ら 自身 に と っ て 、 も っ と 習得 し た いい 対象 。 
// 

それ ら の 内 実 を 、 探 査 し 続け る こと 。 

例 。 

历史 0 探索 。 


それ ら の 内 実 を 、 学 習 し 続け る こと 。 
例 。 


例 。 
アイ ドル と 、 フ ァ ン と の 間 の 、 交 流 ミ ー テ ィング 。 


(5) 

彼ら 自身 に と っ て 、 達 成 し た く な る 対象 。 
それ ら の 達成 の た め に 、 日 々 、 努 力 す る こと 。 
それ ら の 達成 の た め に 、 日 々 、 鍛 錬 す る こと 。 


それ ら の 達成 。 
その こと に よっ て 、 彼 ら 自 身 の 有 能 さ を 、 証 明 す る こと 。 
彼ら 自身 が 、 そ の こと で 、 以下 の 内 容 を 、 実 現す る こと 。 


// 
生物 の 社会 か ら 、 高 い 評 価 を 受け る こと 。 


生物 の 社会 の 内 部 に お いて 、 生 き 廷 び や す く な る こと 。 
// 
その こと は 、 彼 ら 自 身 に と っ て 、 救い に 当たる 。 


(5-A) 

彼ら 自身 に と っ て 、 人 達成 した く な る 対象 。 
例 。 

(5-A-1) 

彼ら 自身 の 身体 の 健康 。 

それ を 、 絶 え ず 維持 する こと 。 

例 。 

長生 きす る こと 。 


彼ら 自身 の 身体 的 能力 。 
それ を 、 向 上 させ る こと 。 
例 。 

スポ ー ツ 。 

ボディ ビル 。 


彼ら 自身 の 身体 の 外観 の 良さ 。 
それ を 、 向 上 させ る こと 。 
例 。 

ダイ エッ ト 。 


(5-A-2) 
彼ら 自身 の 知 的 能力 。 
それ を 、 向 上 させ る こと 。 


(5-A-2-1) 
知識 の 獲得 。 

前 例 の 習得 。 

ФЕ, 

#0187 IES. 

高 学 歴 を 獲得 する こと 。 

高い 技術 水準 を 、 獲 得する こと 。 


(5-A-2-2) 
探査 能力 の 獲得 。 
独創 性 の 獲得 。 


(5-В) 

彼ら 自身 に よる 、 そ うし た 行為 の 持続 。 
その 結果 。 

それ は 、 以 下 の 内 容 で ある 。 


彼ら 自身 の 有 能 さ 。 
それ を 、 社 会 的 に アピ ー ル する こと 。 
彼ら 自身 が 、 そ の こと に 、 成 功 す る こと 。 


彼ら が 、 高 い 社 会 的 業績 を 、 彼 ら 自 身 の 生 涯 に お いて 、 上 げ る こ 
Г 

彼ら 自身 が 、 そ の こと で 、 社 会 的 に 、 認 め ら れる こと 。 

彼ら 自身 が 、 そ の こと で 、 社 会 的 に 、 高 い 本 価 を 受け る こと 。 


例 。 

(5-B-1) 

有用 性 の 高い 、 新 た な 発見 や 発明 。 
それ ら に つい て 、 成 功 す る こと 。 
(5-B-2) 
最高 の 完成 度 の 製品 。 

それ ら を 、 人 作り上げ る こと 。 


(5-C) 
その こと で 、 彼 ら 自 身 が 、 以下 の 内 容 を 、 獲 得する こと 。 
社会 的 な 、 生 き 延 び や す さ 。 


それ は 、 以 下 の 内 容 に 当たる 。 
生物 に と っ て の 、 一 番 確 実 な 、 救 い 。 


その 一 類型 。 
例 。 
(5-C-1) 


高い 収益 を 、 獲 得する こと 。 
資金 を 、 沢 山 、 儲 ける こと 。 
資源 を 、 沢 山 、 獲 得する こと 。 
富裕 に な る こと 。 
経済 的 に 、 楽 に な る こと 。 


(5-C-2) 
高い 社会 的 地位 を 、 獲 得する こと 。 
その 結果 、 以 下 の 内 容 を 、 実 現す る こと 。 


以下 の 行為 を 実行 する こと 。 

それ が 、 容 易 に な る こと 。 

周囲 の 下位 者 に 対し て 、 以下 の 行為 を 実行 する こと 。 
彼ら 自身 に と っ て 都合 の 良い 、 命 今 。 

それ ら を 、 下 すこ と 。 


その 結果 、 以 下 の 内 容 を 、 実 現す る こと 。 

Е НВС с > СВЕЧИ 5, 

それ ら を 、 全 て 、 社 会 的 に 排除 する こと 。 

その こと で 、 彼 ら 自 身 の 生 き や す さ を 、 更 に 向上 させ る こと 。 


(5-C-3) 
高い 社会 的 名 声 を 、 獲 得する こと 。 
その 結果 、 以 下 の 内 容 を 、 実 現す る こと 。 


(5-C-3-1) 

彼ら 自身 の 遺伝 的 子孫 。 

それ ら が 、 以下 の よ うな 形 で 、 後 世に 残り や すく な る こと 。 
それ ら は 、 よ り 有 能 に な る 。 

それ ら は 、 社 会 的 に 、 よ り 円 滑 な 形 で 、 扱 われ る 。 

それ ら は 、 社 会 的 に い 、 よ り 優 遇 され る 。 


彼ら 自身 に と っ て の 、 結 婚 相 手 。 

// 

ОЕ, ОВЕН. 

その 相手 が 、 よ り 人 優秀 に な る こと 。 

その 相手 が 、 社 会 的 に 、 よ り ワ 上 位 に な る こと 。 


// 

上 記 の よう な 結婚 相手 。 

彼ら 自身 が 、 そ うし た 相手 を 、 よ り 容 易 に 、 よ り 簡 単に 、 選 び や す 
く な る こと 。 

例 。 


彼ら 自身 が 、 以下 の 相手 と 、 結 婚 出 来る こと 。 
// 


名 門出 身 の 相手 。 
高 学 歴 の 相手 。 
// 


АЕ. 

彼ら 自身 の 遺伝 的 子孫 。 

それ ら が 、 以下 の よう な 内 容 に な る こと 。 
// 

それ ら は 、 よ り 有 能 に な る 。 

それ ら は 、 よ り 優 秀 に な る 。 

それ ら は 、 社 会 的 に い 、 よ り 優 遇 され る 。 
// 

彼ら 自身 の 遺伝 的 子孫 。 

それ ら は 、 後 世に 、 よ りり 残り や すく な る 。 
その こと は 、 彼 ら 自 身 に と っ て 、 救い に 当たる 。 


(5-C-3-2) 

彼ら 自身 の 文化 的 子孫 。 

それ ら が 、 以下 の よ うな 形 で 、 後 世に 残り や すく な る こと 。 
それ ら は 、 よ り 有 能 に な る 。 

それ ら は 、 社 会 的 に 、 よ り 円 滑 な 形 で 、 扱 われ る 。 
それ ら は 、 社 会 的 に い 、 よ り 優 遇 され る 。 

// 

彼ら 自身 の 製品 。 

それ ら の 流通 。 

それ ら の 保存 。 

Li 

上 記 の 内 容 を 促進 する 行為 。 

それ が 、 社 会 的 に 優先 され や すく な る こと 。 

例 。 

彼ら 自身 の 作品 が 、 国 宝 に 指定 され る こと 。 


その 結果 。 

彼ら 自身 の 文化 的 子孫 。 

それ ら が 、 以下 の よう な 内 容 に な る こと 。 
// 


それ ら の 知名 度 は 、 よ り 向 上 する 。 

それ ら に つい て の 評価 は 、 よ り 向 上 する 。 
そう し た 高 評 価 は 、 社 会 的 に 、 よ り 定 着 す る 。 
EnN5lk, Miele, SBMCULT, RONG. 


それ ら は 、 よ り 大 切 に 、 よ り 丁 重 に 、 扱 われ る 。 
それ ら は 、 社 会 的 に により 優遇 され る 。 

// 

彼ら 自身 の 文化 的 子孫 。 

それ ら は 、 後 世に 、 よ り 残 りや すく な る 。 

その こと は 、 彼 ら 自 身 に と っ て 、 救い に 当たる 


(6) 

// 

彼ら 自身 に と っ て の 、 有 益 な 援助 者 。 
彼ら 自身 に と っ て の 、 有 力 な 支持 者 。 
彼ら 自身 に と っ て の 、 有 能 な 味方 。 
// 

そう し た 存在 と 、 交 流し 続け る こと 。 
その こと で 、 以下 の 内 容 を 、 得 る こと 。 
// 

生活 上 の 励み 。 

生活 上 の アド バイ ス 。 

// 


その こと で 、 彼 ら が 、 以 下 の 内 容 を 、 実 現す る こと 。 
// 

彼ら 自身 が 生存 し 続け る 上 で の 障害 。 

それ ら を 、 何 と か 乗り 越え る こと 。 

その 実現 に 、 成 功 す る こと 

ti 

例 。 

友だち 

仲間 。 


彼ら 自身 が 所 属す る 、 仲 良し 定住 集団 。 
その メン バー 同士 。 

例 。 

血縁 定住 集団 の 場合 。 

家族 。 


それ ら の 行為 は 、 以 下 の 内 容 を 、 除 去 し や すく する 。 


// 
生物 に と っ て の 、 生 存 上 の 、 困 難 や 苦痛 。 
// 


それ ら の 行為 は 、 以 下 の 内 容 に 当たる 。 
// 

生物 に と っ て の 、 よ り 確 実 な 、 救 い 。 
その 一 類型 。 

// 


(7) 

彼ら 自身 が 生存 し 続け る 上 で の 、 様 々 な 障害 。 

それ ら の 除去 を 、 彼 ら 自 身 が 、 自力 で 、 試 みる こと 。 

その こと に 、 彼 ら 自 身 が 、 少 し だ け 、 何 と か 成功 する こと 。 

彼ら が 、 そ うし た 成功 を 、 毎 回 、 少 し ずつ 、 蓄 積 す る こと 。 

それ ら に つい て の 有益 な 知見 。 

彼ら が 、 そ れ ら の 内 容 を 、 後 世に 存続 する 形 で 、 記 録 す る こと 。 
彼ら が 、 そ れ ら の 内 容 を 、 彼 ら の 間 で 、 公 開 形式 で 、 広 く 、 大 規模 
に 、 共 有する こと 。 


それ ら の 行為 は 、 以 下 の 内 容 を 、 確 実に 、 除 去 す る こと が で きる 。 
// 

生物 に と っ て の 、 生 存 上 の 、 困 難 や 苦痛 。 

// 


それ ら の 行為 は 、 以 下 の 内 容 に 当たる 。 
// 

生物 に と っ て の 、 一 番 確 実 な 、 救 い 。 
その 一 類型 。 

// 


例 。 

(7-1) 

救命 の 活動 や 運動 。 

それ ら に 、 参 加 す る こと 。 

それ ら を 、 和 実践 する こと 。 

それ ら を 、 主 導 す る こと 。 

その こと で 、 彼 ら が 、 以 下 の 内 容 を 、 実 現す る こと 。 


// 
彼ら 自身 が 、 以 前 に 比べ て 、 少 し だ け 、 助 か りや すく な る こと 。 
Th 


例 。 
医療 。 


(7-2) 

社会 改良 の 活動 や 運動 。 

それ ら に 、 参 加 す る こと 。 

それ ら を 、 和 実践 する こと 。 

それ ら を 、 主 導 す る こと 。 

その こと で 、 彼 ら が 、 以 下 の 内 容 を 、 実 現す る こと 。 

// 

彼ら 自身 が 、 以前 に 比べ て 、 少 し だ け 、 生 き や す く な る こと 。 
// 


例 。 
社会 福 社 。 
(7-3) 


真実 。 リ アル な 現実 。 

それ ら の 内 実 を 、 追 求 し 続け る こと 。 

それ ら に 、 成 功 す る こと 。 

その こと で 、 和 彼ら が 、 以 下 の 内 容 を 、 実 現す る こと 。 
Ut 

彼ら 自身 が 、 生 存 し 続け る 上 で 、 真 に 有益 な 情報 。 
それ ら を 共有 可能 に する 機会 。 

それ ら を 、 少 し だ け 、 増 や すこ と 。 

// 


例 。 
ジャ ー ナ リズ ム 。 


(7-4) 

未知 の 領域 。 

その 内 実 の 解明 。 

それ ら を 、 試 行 す る こと 。 

それ ら に 、 成 功 す る こと 。 

その こと で 、 彼 ら が 、 以 下 の 内 容 を 、 実 現す る こと 。 


// 

彼ら 自身 が 、 生 存 可能 な 、 領 域 。 
それ ら を 、 少 し だ け 、 拡 大 する こと 。 
И. 


例 。 
宇宙 科学 。 脳 神経 科学 。 
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生物 に と っ て の 救い 。 そ の 、 内 容 面 に お ける 限界 。 


生物 に と っ て 、 救い を も た ら す 人 存在 。 
それ ら は 、 今 の と ころ 、 生物 に よっ て は 、 上 記 の 他 に は 、 何 も 考え 
出さ れ て いな い 。 


彼ら 自身 が 考え 出し た 、 彼 ら 自 身 に 救い を も た ら す 存在 。 
それ ら は 、 以下 の 特徴 を 持つ 。 

それ ら の 、 内 容 面 で の 、 乏 し さや 、 催 困 さ 。 

それ ら の 、 内 容 面 で の 、 役 に 立た な い 度 合い の 高 さ 。 


それ は 、 生 物 が 持つ 、 能 力 的 な 限界 で ある 。 
それ は 、 結 局 、 以 下 の 内 容 の 現れ で ある 。 

// 

ЖЦИ FICSITS, EWOGEDEME, 
// 
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ие, Rub. 


救い と 良心 と の 間 に は 、 根 本 的 な 関連 が 、 存 在 す る 。 
(А) 


良心 的 行為 。 そ の 分 類 。 
それ は 、 以下 の よ うな 内 容 で ある 。 


(1-1) 
他 の 生物 を 、 よ り 生 存 し や すく する 行為 。 
それ を 実行 する こと 。 


(1-2) 
他 の 生物 を 、 よ り 生 存 し や すく する アイ デア 。 
それ を 思 宗 する こと 。 


(1-3) 

他 の 生物 が 、 よ り 生 存 し や すく な る こと 。 
その こと の 実現 。 

ЕП SCC, 


Юл С а АС 5 ФЕН, 
それ ら を 、 助 ける こと 。 

その た め に 、 以下 の 行為 を 実行 する こと 。 
困難 な 現状 。 

それ を 打破 する こと 。 


СВ) 

// 

良心 的 行为 。 

それ に 対す る 、 た だ 乗り 。 

それ に 対す る 、 搾 取 。 

// 

それ ら の 防止 。 

ある 生物 に お ける 良心 。 

それ は 、 他 の 生物 に と っ て 、 搾 取 の 対象 と な る 。 
その こと の 発生 。 


それ は 、 生 物 の 本 質 に 基づい て いる 。 

それ は 、 具 体 的 に は 、 以 下 の よ うな 内 容 で ある 。 

// 

彼ら 自身 の 生存 し や すさ 。 

その 向上 。 

それ を 、 最 優先 する こと 。 

その た め に 、 他 者 を 、 そ の 実現 の た め の 道 具 と し て 、 利 用 する こ 
cy 

// 


その こと の 発生 。 
それ は 、 防 止 で き な い 。 


こう し た 場合 。 

その まま で は 、 以下 の 状況 が 、 発 生 す る 。 
// 

良心 的 行為 を 行う 生物 。 

その 存在 。 

それ が 、 社 会 的 に 消滅 する こと 。 

be: 

その こと を 、 放 置 し た 場合 。 

その こと は 、 以下 の 状況 を 、 生 み 出 す 。 
// 

社会 に お ける 、 生 物 の 生存 し に くさ 。 
それ を 、 よ り 酷 くし て し まう こと 。 

// 


その こと へ の 防止 策 。 

ある 生物 に よる 民 心 的 行為 。 

それ に 対し て 、 常 に 、 そ れ な り の 社会 的 対価 が 、 支 払わ れる こと 。 
それ が 、 常 に 、 社 会 的 に 、 報 われ る こと 。 

им, Bic, ЧЕ, Вайс“. 

それ ら の 実現 。 


その こと は 、 以下 の 内 容 を 実現 する た め に 、 必 須 で ある 。 


// 
生物 た ち が 、 よ リ り 生き延び や すく な る こと 。 
// 


その こと は 、 生 物 の 本 質 に 、 と て も 適っ て いる 。 


EQOceld, Ас, UFOWNRS, 95. 
// 

生物 に と っ て の 救い 。 

その 実現 の 水準 。 

それ を 、 社 会 的 に 、 向 上 させ る こと 。 

// 

例 。 

有人 能 な 医者 。 

彼ら は 、 人 間 の 命 を 、 根 本 的 に 、 救 助 す る 。 
その こと へ の 社会 的 な 報酬 。 

それ は 、 以下 の よ うな 内 容 で ある 。 

彼ら が 、 高 給 取 り で ある こと 。 

彼ら が 、 社 会 的 に 、 高 い 評 価 を 獲得 する こと 。 
彼ら が 、 社 会 的 に 、 高 い 地 位 を 、 獲 得する こと 。 
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社会 的 な 不良 者 。 真 の 不良 者 。 両 
者 の 違い 。 


社会 的 な 良い 者 。 社会 的 な 不良 者 。 そ の 定義 。 


社会 規範 や 、 社 会 の 価値 観 。 
社会 の 支配 者 と 支配 層 。 


(1 ) 社会 的 な 良い 者 。 

上 記 に 対し て 、 従 順 で ある 者 。 

(2) 社会 的 な 不良 者 。 

上 記 に 対し て 、 従 順 で 無く 、 反 抗 す る 者 。 


ある 人 物 の 社会 的 な 良し 悪し を 決め る 存在 。 
(1) それ は 、 社 会 規 男 や 社会 の 価値 観 と 。、 そ の 保持 者 で ある 。 


(2) それ は 、 社 会 の 支配 者 や 支配 層 で ある 。 


社会 に お いて 、 不 良 な 存在 。 そ れ は 、 以下 の 通り で ある 。 

(1 ) 社会 規範 や 社会 の 価値 鈴 に 対し て 反抗 する 存在 。 

(2) 社会 の 支配 者 や 支配 層 に 対し て 反抗 する 存在 。 社 会 体制 の 打 
倒 を 図る 存在 。 
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社会 的 不良 行為 。 そ の 実行 者 と し て の 不 民 者 。 


社会 的 不良 行為 。 そ の 実行 者 と し て の 不良 者 。 
それ ら は 、 以下 の よ うに 分 析 可 能 で ある 。 


C1) 

その 社会 の 価値 観 か ら 自由 に な る こと 。 そ れ を 実現 する 者 。 そ れ を 
試行 する 者 。 

その 社会 の 価値 観 か ら 独 立 し て 、 別 の 価値 観 で 動く こと 。 そ れ を 実 
現す る 者 。 そ れ を 試行 する 者 。 


例 。 

移動 生活 様式 中 心 社会 。 男 性 優位 社会 。 男 性 的 社会 規 男 や 価値 観 。 
それ へ の 反抗 者 か ” 非 同 鋼 者 。 そ の 社会 に お いて 、 女 性 優位 の 価値 観 
で 動 こ うと する 者 。 

定住 生活 様式 中 心 社 会 。 女 性 優位 社会 。 女 性 的 社会 規範 や 価値 観 。 
それ へ の 反抗 者 か ” 非 同 鋼 者 。 そ の 社会 に お いて 、 男 性 優位 の 価値 観 
で 動 こ うっ と する 者 。 


(2) 

その 社会 の 支配 体制 。 そ の 社会 の 権力 者 や 権力 層 。 そ の 社会 の 支配 
者 や 支配 層 。 それ へ の 反抗 者 。 そ の 社会 の 支配 体制 か ら の 独立 を 試 
行 す る 者 。 そ うし た 独立 領域 の 構築 者 。 そ うし た 独立 領域 の 内 部 限 
定 の 支配 者 。 そ うし た 構築 行為 や 支配 行為 の 試行 者 。 


例 。 
治外法権 の 独立 王国 。 自 治 領 。 そ の 構築 者 。 そ の 構築 を 試行 する 
者 。 そ の 内 部 限定 の 支配 者 。 
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社会 的 不良 行為 。 性差 が も た ら す 問題 。 


移動 生活 様式 者 の 社会 。 そ れ は 、 男 性 優位 社会 に な る 。 それ ら の 社 
会 に お ける 女性 。 彼 女 は 、 社 会 的 に 、 劣 位 者 や 不適 合 者 や 無能 者 に 
な る 。 

定住 生活 様式 者 の 社会 。 そ れ は 、 女 性 優位 社会 に な る 。 それ ら の 社 
会 に お ける 男性 。 彼 は 、 社 会 的 に 、 劣 位 者 や 不適 合 者 や 無能 者 に な 


る 。 

彼ら は 、 彼 ら 自 身 の 意 図 に 反し て 、 生 まれ な が ら に し て 社会 的 な 不 
良 者 に な る こと を 強制 され る 。 

彼ら は 、 生 まれ た まま の 状態 で は 、 周 囲 の 、 社 会 に 適合 的 な 性 の 持 
ち 主 に 対し て 、 攻 撃 的 な 迷惑 行動 を 実行 する 。 

そこ で 、 社 会 に 適合 的 な 性 の 持ち 主 は 、 そ うし た 社会 に 不適 合 な 性 
OHSU. COMERRMSESICMIENR SHEL, HS 
的 な 無力 化 を 強制 的 に 徹底 し て 行う 。 
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社会 的 な 不良 者 。 そ の 分 類 。 


社会 的 な 不良 者 。 そ の 分 類 は 、 以下 の 通り で ある 。 


CA) 
意図 的 な 強がり を 行う 者 。 


(A- 1) 
意図 的 な 強がり を 行う 不良 者 。 そ の 意図 。 


社会 に 対し て 反抗 し て 、 以 下 の 内 容 を 誇示 する こと 。 
「 私 は 、 社 会 と いう 強大 な 存在 に 対し て 反抗 で きる だ け の 力 や 意思 
の 強 さ を 所 持 し て いる 。 | 


そう する こと で 、 彼 ら 自 身 が 所 持 す る 物理 的 な 強 さ や 、 意 志 の 強 さ 
ORBMREIDCE, 彼ら 自身 の 強 さ の 総合 的 な 誇示 を 行う こと 。 強 
が る こと 。 突 っ 張る こと 。 


(A-2) 
意図 的 な 強がり を 行う 不良 者 。 彼 ら が 実践 する 反抗 の タイ プ 。 


(AU2 -1) 

物理 的 な 反抗 。 

その 社会 の 支配 者 や 支配 層 に 対し て 、 物 理 的 攻撃 を 行う こと 。 物 理 
的 に 暴力 を 振る うこ と 。 そ の 手段 と し て 、 武 器 や 肉体 的 な 身体 を 利 
用 する こと 。 そ の 目標 達成 の た め に 、 武 器 や 肉体 的 な 身体 を 強化 

し 、 鍛 える こと を 目指 すこ と 。 


(AU2-2) 

意志 的 な 反抗 。 

その 社会 の 社会 規 男 や 価値 観 。 そ の 社会 の 支配 者 や 支配 層 に と っ て 
都合 良く 構築 され て いる 法 念 。 そ れ ら を 、 彼 ら 自 身 の 意 志 の 強 さ に 
よっ て 、 和 敢えて 破る こと 。 敢えて 違法 行為 を 行う こと 。 そ の 目標 達 
成 の た め に 、 意思 の 強 さ を 強化 し 、 鍛 える こと を 目指 すこ と 。 


(A-3) 
意図 的 な 強がり を 行う 不良 者 。 そ の 例 。 


社会 を 支配 する 国家 権力 や 軟 察 へ の 反抗 者 や 対立 者 。 
反 社 会 的 勢力 の 構成 メン バー。 暴力 団 。 暴走 族 。 ギ ャ ング 。 過激 
派 。 


В) 
彼ら 自身 の 意図 に 反し て 、 社 会 の 決ま り を 破る 者 。 


(В-1) 
意図 せ ず 不良 に な る 者 。 そ の 意図 。 


精神 面 や 身体 面 に お いて 、 障 害 や 偏り や 能力 不足 を 、 予 め 所 持 し て 
いる こと 。 それら が 原因 と な っ て 、 ど ん な に 努力 し て も 、 能 力 面 
< 社会 の 決ま り を 守れ な いけ こと 。 そ の 結果 、 彼 ら 自 身 で は 意図 し 
て いな い の に 、 結果 的 に 、 社 会 に 対し て 反抗 する こと 。 


(В-2) 
意図 せ ず 不良 に な る 者 。 彼 ら が 実践 する 反抗 の タイ プ 。 


(BU2-1) 

物理 的 な 反抗 。 

その 社会 の 人 々 に 対し て 、 意 図 せ ず に 物理 的 攻撃 を 行う こと 。 物 理 
的 に 暴力 を 振る うこ と 。 そ の 手段 と し て 、 武 器 や 肉体 的 な 身体 を 、 
無意識 の うち に 利用 する こと 


(BU2-2) 

意志 的 な 反抗 。 

その 社会 の 社会 規範 や 価値 観 。 そ の 社会 の 決ま り 事 。 それ ら を 、 彼 
ら 自 身 の 意 志 の 強 さ に よっ て 、 意 図 せ ず に 無意識 の うち に 破る こ 
と 。 意図 せ ず に 違法 行為 を 行う こと 。 


(B-3) 
意図 せ ず 不良 に な る 者 その 例 。 


(В- 3:1) 
精神 障 害 者 。 


統合 失調 症 の 患者 。 

意図 せ ず に 陽性 症状 に な っ て 、 幻 聴 や 妄想 に 精神 的 に 支配 され 、 そ 
の 内 容 に 盲 従 し て 、 周 囲 に 対し て 攻撃 的 な 迷惑 行動 を 、 強 引 に 実行 
する 者 。 


双極 性 障害 の 患者 。 
意図 せ ず に 忠 状 態 に な る こと で 、 周 囲 に 対し て 、 精 神 的 に 過度 に 高 
ぶっ た 迷惑 行動 を 、 強 引 に 実行 する 者 。 


発達 障害 者 。 
意図 し な い 多 動 の 症状 に よっ て 、 周 囲 に 対し て 攻撃 的 な 迷惑 行動 
を 、 強 引 に 実行 する 者 。 


(B- 312) 

认 知 症 O 高 龄 者 。 

認知 症 に 基づく 妄想 や 痴呆 に よっ て 、 周 囲 に 対し て 攻撃 的 な 迷惑 行 
2] = 3Е{Т9 >В. 


(B- 313) 


帰国 子女 。 


異 文 化 の 下 で 育っ た 後に 、 そ の まま 自国 に 帰国 し た 者 。 

彼ら は 、 異 文化 を 既に 強固 に 身 に 付け て いる 。 

彼ら は 、 そ の 異 文化 に 従っ て 行動 する 。 

彼ら は 、 結 果 的 に 、 周 囲 の 自国 の 人 々 に 対し て 、 攻 撃 的 な 迷惑 行動 
を 実行 する 。 

男性 優位 社会 出身 の 帰国 子女 。 彼 ら は 、 女 性 優位 社会 の 集団 内 部 に 
お いて 、 気 配り や 尾 度 を せ ず に 、 周 囲 に 対し て 個性 的 な 主張 や 批 麟 
を 行う こと で 、 そ の 場 の 調和 を 破る 。 


(В- 304) 
無能 な 者 。 不 注意 な 者 。 


女性 優位 社会 の 学校 に お いて 、 運 動 会 の 団体 競技 の 最 中 に 、 個 人 的 
な 運動 能力 不足 に よっ て 、 そ の 団体 の 競技 得点 や 競技 順位 を 大 幅 に 
低下 させ 、 団 体 の 足 を 引っ 張っ た と し て 虚 め られ る 、 団 体 メ ン 
バー。 


最 中 に 、 不 注意 な 個人 行動 に よっ て 、 а 
地域 住民 に 対し て 余計 な 不安 を 与え る と し て 、 周 囲 の 地域 住民 に 
よっ て 、 長 年 住み 慣れ た 自宅 を 追い 出さ れる 者 。 
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社会 的 な 良い 者 。 社会 的 な 不良 者 。 そ の 二 次 元 分 類 。 


社会 的 な 良い 者 。 社会 的 な 不良 者 。 そ の 二 次 元 分 類 は 、 以 下 の 通 リ 
で ある 。 


C1) 

完全 な 良い 者 。 

その 社会 の 支配 者 や 支配 層 。 その 社会 の 社会 規 載 や 価値 観 。 そ の 双 
方 に 対し て 従順 な 者 。 

例 。 女 性 優位 社会 の 国策 を 主導 する 高 八 官僚 。 


(2) 


完全 な 不良 者 。 

その 社会 の 支配 者 や 支配 層 。 その 社会 の 社会 規 田 や 価値 観 。 そ の 双 
方 に 対し て 反抗 する 者 。 

例 。 抜 け 駆 け 行動 が 禁止 され て いる 女性 優位 社会 に お いて 、 男 性 的 
な 個人 行動 で 自分 勝手 に 動き 続け 、 社 会 の 調和 を 乱 し 続け る 結果 、 


女性 優位 の 価値 観 の 人 々 か ら 総 攻撃 を 浴び て 、 止 が を 得 ず 国外 退去 
する 異質 者 。 
(3) 


不 完全 な 不良 者 。 部 分 的 な 不良 者 。 良 い 者 と 不良 者 の 兼務 者 。 


(3-1) 

その 社会 の 現在 の 支配 者 や 支配 層 に は 従順 で ある が 、 そ の 社会 の 社 
会 規 男 や 価値 観 に は 反抗 する 者 。 

例 。 女 性 優位 社会 に お いて 、 そ の 社会 の 代表 者 に 対し て 敬意 と 恭順 
の 意 を 示し つつ 、 男 性 優位 の 民主 主義 の 価値 観 を 強引 に 主張 し 続け 
る 、 男 性 優位 社会 出身 の 外国 人 。 


(3-2) 

その 社会 の 現在 の 支配 者 や 支配 層 に は 反抗 する が 、 そ の 社会 の 社会 
規範 や 価値 観 に は 従順 な 者 。 

例 。 女 性 優位 社会 の 伝統 的 な 価値 観 を 大 っ ぴら に 支持 し つつ 、 示 威 
的 行为 D 一 环 上 L 忆 、 国 家 椎 力 上 LT OD 和 警察 入 O 反 逆行 动 在 、 表 向 
き 繰 けり 返す 、 女 性 優位 社会 に お ける 暴力 団 の メン バー。 彼ら は 、 警 
察 と 同様 の 体質 を 持ち 、 警 察 と 内 通す る 。 

例 。 女 性 優位 社会 の 伝統 的 な 価値 観 を 内 包 し つつ 、 反 体制 を スロ ー 
ガン に し て 、 国 家 権力 や 國 察 へ の 反逆 行動 を 繰り 返す 、 女 性 優位 社 
会 に お ける 極左 の メン バー。 
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BORIS. 真 の 不良 者 。 
真 の 良い 行為 。 真 の 不良 行為 。 


それ ら は 、 以下 の 通り で ある 。 


C1) 


真 の 良い 行為 。 

人 間 一 般 を 生存 し や すく する 行為 。 人 間 の 子 拓 を 、 和 将来 に わた っ て 
残存 し や すく する 行為 。 人間 の 生活 を 改善 する 行為 。 

(2) 

真 D 不 良 行为 。 

人 问 一 般 在 生存 LIc《《 95115. AMOFRE. HRD DT 
残存 し に くく する 行為 。 人間 の 生活 を 改悪 する 行為 。 


上 記 の 内 容 に 関し て 、 以 下 の 斉 閲 が 成立 する 。 


い 者 。 そ れ は 、 真 の 良い 行為 の 実践 者 で ある 。 
トバ 良 者 。 そ れ は 、 真 の 不良 行為 の 実践 者 で ある 。 


上 記 の 内 容 に 関し て 、 以 下 の 訓 閲 が 成立 する 。 


(1) 

ある 側面 に お ける 真 の 良い 者 は 、 別 の 側面 で は 、 往 々 に し て 、 真 の 
不良 者 に な っ て いる 。 

生 粋 な 真 の 良い 者 を 探し 出す こと は 、 人 間 社 会 で は 、 か な りり 難し 

し \。 

例 。 高 倫 取 り の 医者 は 、 人 々 の 命 を 救う の で 、 そ の 面 で は 、 真 の 良 
い 者 で ある 。 し か し 、 そ の 医者 は 、 彼 自身 の 金儲け を 最 優先 し て 、 
人 々 を 経済 的 に 搾取 する 。 彼 は 、 そ の 面 で は 、 真 の 不良 者 で ある 。 


(2) 

社会 の 一 部 分 に と っ て の 上 真 の 良い 者 は 、 社 会 の 他 の 部 分 に と っ て 
は 、 往 々 に し て 上 真 の 不良 者 で ある 。 

例 。 富 裕 層 向け の 政策 を 行う 政治 家 は 、 富 裕 層 の 人 々 に と っ て は 真 
の 良い 者 だ が 、 謝 因 層 の 人 々 に と っ て は 、 真 の 不良 者 で ある 。 

例 。 綱 困 層 向け の 政策 を 行う 政治 家 は 、 貢 困 層 の 人 々 に と っ て は 真 
の 良い 者 だ が 、 富 裕 層 の 人 々 に と っ て は 、 真 の 不良 者 で ある 。 


(3-1) 

ВЕРА Ва, МФ СФ С, BDFLESABI, 
社会 的 な 良い 者 は 、 往 々 に し て 、 真 の 不良 者 で ある 。 

例 。 女 性 優位 社会 に お いて 、 社 会 や 集団 の 調和 を 重視 する 伝統 的 な 


社会 的 価値 観 を 順守 する 模範 的 な 人 々 は 、 社 会 的 な 良い 者 に 該当 す 
る 。 し か し 、 彼 ら は 、 社 会 内 部 で 調和 を 乱す 障害 者 や 異質 者 や 遅滞 
者 を 、 集 団 で いじ め て 自 肖 に 追い 込む こと を 当然 視 し て 、 時 悪 感 を 
特に 抱か な い 。 彼ら は 、 社 会 に お ける 人 々 の 多様 性 を 否定 し 、 人 % 々 
が 生き に くい 社会 を 生成 する 根本 的 原因 を 作っ て いる 。 そ の 点 、 彼 
ら は 、 真 の 不良 者 で ある 。 


(3-2) 

HEHWERREM. BOTLRACHSClL, WF LESABL. 
社会 的 な 不良 者 は 、 往 々 に し て 、 真 の 良い 者 で ある 。 

例 。 女 性 優位 社会 に お いて 、 個 人 で 独創 研究 を する 人 々 は 、 勝 手 な 
個人 行動 や 抜け 駆 け を し て 、 社 会 や 集団 の 調和 を 乱す と し て 、 社 会 
的 に 嫌 わ れる 。 彼ら は 、 社 会 的 な 不良 者 に 該当 する 。 し か し 、 彼 ら 
は 、 人 々 の 生活 を 向上 させ る 革新 的 な アイ デア を 、 個 人 的 に 生み 出 
すこ と が 出来 る 。 その 点 、 彼 ら は 、 真 の 良い 者 で ある 。 
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生き が い 。 充実 し た 人 生 。 それら 
の 源 。 


は じ め に 。 内 容 の 総括 。 
生物 や 人 間 に と っ て 。 
生き が いと は 何 か ? 
充実 し た 人 生 と は 何 か ? 


Enid, ROEBROFRMEHIOCCTHS. 


生き が いと は 、 何 か ? 


生物 や 人 間 に と っ て 。 


生き が い 。 
それ は 、 以下 の 内 容 で ある 。 


C1) 
生き る 和 目的 。 


以下 の 質問 に つい て の 、 彼 ら 自 身 の 回 答 。 
「 私 自身 は 、 何 の た め に 生き る か ? | 


人 生 や 生 活 の 目標 や 目的 。 生き る 理由 。 
人 生 に 幸せ を も た ら す 源泉 。 


(2) 

彼ら 自身 の 好き な こ 

彼ら 自身 の 楽し みな こと 。 
彼ら 自身 の や り た いこ と 。 
そう し た 行動 や 行為 や 慣行 。 
その 実行 。 


(3) 

以下 の 事象 が 。 人生 に お いて 、 人 発生 し な いこ と 。 
本 心 で は や り た く な い 行 為 。 

その 行為 を 、 生 活 の た め に 、 強 制 さ れる こと 。 


(4) 
以下 の よう に 、 感 じ な い 行 為 。 
「 そ れ は 、 人 生 の 無駄 で ある 。 1 


(5) 


それ を する と 、 彼 ら 自 身 の 生 活 や 気持 ち が 、 充 実 す る こと 。 
それ を する と 、 彼 ら 自 身 が 、 感 情 的 に 満足 する こと 。 


生き が いと 生計 。 


生物 や 人 間 に と っ て 。 

生き が い は 、 以下 の 二 種 類 に 分 類 さ れる 。 
(1) 

仕事 。 労 働 。 

彼ら 自身 に と っ て 、 生 計 を 立て る 対象 。 
(2) 

趣味 。 


彼ら 自身 の 生計 と 無関係 の 対象 。 
それ に つい て 、 生 計 を 立て な く て 済む こと 。 


FEL ATA ? 

fi FIFTFVE. 

後世 に 残る も の 。 

生物 や 人 間 は 、 そ れ ら に つい て 、 以 下 の 実 現 を 、 重 視 す る 。 
それ ら を 、 彼 ら 自 身 で 、 生 成す る こと 。 


それ ら の 、 社 会 に お ける 躍進 がり を 、 彼 ら 自 身 の 目 で 見 届け る こ 
es 


FRAICTSECEMARAREREO, 


生物 や 人 間 に と っ て 。 
後世 に 残ら な いも の 。 後世 に 残り に くい も の 。 そう し た 行為 。 


C1) 
や っ て も 、 無 効 化 され る も の 。 


例 。 

BTERAITCKS, MEORK. 

Enid, БИС. TOMBS, НВ, Hn 
て し まう 。 

その 行為 は 、 無 効 化 され る 。 

例 。 

BOWROGBEA, COTA. 

Enld, VIC SET UTS, COMBI, ВИЛ ЬЕ, BAK 
BlckKIC, SHRI ICA ASN CLES. 

その 行為 は 、 無 効 化 され る 。 


(2) 

PoC, HOMEBEDICLIT, BEMASNSEO. 
Фес, MAT SEO. 

例 。 

コン ピュ ー タ ー の シス テム と 、 そ の 運用 。 


(3) 

や っ て も 、 死 後に 、 彼 ら 自身 の 世界 に 持っ て 行け な いも の 。 
彼ら 自身 の 死後 、 他 者 に よっ て 、 処 分 され る も の 。 

例 。 

お 金 。 そ れ を 稼ぐ こと の み に 、 人 生 の 全て を 費やす こと 。 


人 生 の 教訓 と 、 子 孫 の 存 在 。 


後世 に 残ら な いも の より も 、 後 世に 残る も の を 、 優 先 し て 、 生 き が 
い に す る こと 。 

その 方 が 、 人 生 が 、 よ り 幸 せ に な る こと 。 

それ は 、 生 物 の 本 質 に 合致 する 。 


生物 の 本 質 に 沿っ て 生き る こと 。 
生物 らし く 生 きる こと 。 
する と 、 人 生 に お いて 、 幸 せ に な れる こと 。 


生物 や 人 間 に と っ て 。 


後世 に 残る も の 。 それは 、 以下 の も の で ある 。 
子孫 。 


(1) 

彼ら 自身 の 子孫 。 

その 生成 。 

その 育成 。 

それ ら の 行為 に 、 礁 闘 し て 、 成 功 す る こと 。 


(2) 
彼ら 自身 その も の の 子 拓 で は な いり 存在 。 


(2-1) 
彼ら 自身 と 遺伝 的 な つなが り の ある 、 家 族 や 親戚 が 生成 し た 、 遺 伝 
的 な 子孫 。 


(2-2) 

彼ら 自身 に と っ て 共鳴 対象 と な る 、 他 者 の 子孫 。 

他 者 が 作っ た 、 彼 ら 自 身 に と っ て 共鳴 で きる 、 彼 ら 自 身 の 趣味 や 生 
き が い の 対 象 。 

彼ら 自身 と 真 接 に は 無関係 な 他人 が 作っ た 、 そ の 他人 に と っ て の 子 
fo 

その 場合 で も 、 そ れ を 彼ら 自身 が 気に入っ て いた 場合 、 そ れ が 後世 
に 残る と 、 う つう れ しい こと 。 


(2-3) 
他 者 の 子孫 。 
养子 。 


=, BEC. REBSTOCOOFMTIAGU. 

LAL, ИЗ, RS5BRICCICT, COBBOBET. 以下 の 存 
在 と な る 。 

彼ら 自身 の 価値 観 。 

それ を 伝授 可能 な 対象 。 


生物 や 人 間 に と っ て の 生き が い 。 


以下 の 存在 を 、 後 世に 残す こと 


ВЫВОЗ. 

(А- 2) 

彼ら 自身 以外 の 子孫 。 

彼ら 自身 が 共鳴 する 、 他 者 の 子孫 。 
彼ら 自身 と 仲の 良い 友達 の 子 孫 。 


(В-1) 
遺伝 的 子孫 。 


(В-2) 
文化 的 子孫 。 


/// 
彼ら 自身 の 子 擬 の 場合 


/// 
他 者 の 子 擬 の 場合 。 文 化 的 な 養子 。 


те Ес, ЕСС. 


生物 や 人 間 に と っ て 。 


子孫 。 

その 後世 へ の 残り や すさ 。 
生存 能力 。 

その 程度 の 高 さ の 確保 。 


ЕЕ, ULFORAS MET CE, 
ЕЕ, ИТ) SCC. 


他 の 人 々 に よっ て 、 ず っ と 、 使 い 続 けら れる 内 容 。 
他 の 人 々 に と っ て 、 夫 要 が ある 内 容 。 
他 の 人 々 に と っ て 、 共 鳴 し や すい 内 容 。 
他 の 人 々 の 間 に 、 広 まり や すい 内 容 。 


他 の 人 々 に と っ て 、 切 実 な 課題 。 
それ を 満た し 、 解 決する 内 容 。 


他 の 人 々 が 、 自 主 的 に 後世 に 受け 継ぎ た く な る 内 容 。 
そう し た こと の 実現 。 
その た め に 、 子 随 に 対し て 、 高 水準 の 教育 を 挟 え る こと 。 


彼ら 自身 は 、 子 拓 を 生み 出す 元 の 存在 で ある 。 
その た め に 、 彼 ら 自 身 に 対し て 、 高 水準 の 教育 を 与え る こと 。 


(2) 
子孫 。 後 世に 残し た い 対 象 。 そ の 生計 を 支え る こと 。 


(2-1) 
その アウ ト プ ッ ト を 、 彼 ら 自 身 も 購入 し て 、 買 い 支 え を する こと 。 
例 。 ア ニ メ の ファ ン に よる 、 好 き な ア ニ メ の グッ ズ の 購入 。 


(2-2) 

それ を 生み 出す クリ エイ ター の パト ロン に な る こと 。 

例 。 お 金持ち の 人 に よる 、 ク ラシック 音楽 の 作曲 家 へ の 経済 的 な 支 
援 の 行為 。 


失敗 人 生 。 


生物 や 人 間 に と っ て 。 


C1) 

彼ら 自身 の 意 に 沿わ な い 他 人 。 

彼ら の 子 孫 を 後世 に 残す た め に 、 彼 ら 自身 の 人 生 を 、 無 駄 遣い する 
こと 。 


ОМ Leb MHA. 

そう し た 他人 に よっ て 、 彼 ら の 道具 と し て 、 こ き 使 われ る だ け で 、 
毎日 が 終わ る こと 。 

そう し て 、 彼 ら 自 身 の 意 に 沿わ な い 強 制 労働 を する だ け の 毎日 を 過 
ご すこ と 。 

それ だ け で 、 彼 ら 自 身 の 人 生 が 終わ っ て し まう こと 。 


他人 の 道具 と し て 終わ る 人 生 。 
無駄 な 人 生 。 
意味 の な い 人 生 。 


例 。 
日 本 で 、 一 生 、 結 婚 し て 自身 の 遺伝 的 子 拓 を 残す こと の な いま ま 、 
企業 定住 集団 で の 強制 労働 の 生活 を 続け る こと 。 


(2) 
彼ら 自身 の 興味 の 無い こと に 、 自 身 の 人 生 を 、 無 駄 に 費やす こと 


内 心 で は 、 余 リ り 興味 が 持て な いこ と 。 
外面 的 な 目的 の た め に 、 そ れ に 人 生 を 費やす こと 


社会 的 な 昇進 の た め に 、 他 人 と 、 表 面 的 に 話題 を 合わ せる こと 。 
社会 的 な 見 栄 を 張る こと 。 


例 。 

業績 を あげ た 有名 な 他人 の 子 拓 や アウ ト プ ッ ト 。 
その 内 容 を ひたすら 上 真似 て な ぞ る だ け で 終わ る 人 生 。 
案 光 浴 の み で 終わ る 人 生 。 


(3) 
ЕР НВА УФЕ, ВН ВЭС“. 
НЕ, ЕКО, 26 ORBPEHMERPLT 


、 そ うな る こと 。 


ct Sat Sat 
(ey 


将来 的 に 無効 化 さ れる 行為 。 そ れ を 、 自 発 的 に 実行 する 
こと 。 人 生 を 消費 する こと 。 

生物 や 人 間 。 

SM, ROAR. BMHETSTE. 
ЕТО. ЗФ, BUMLSNSLIBTA. 
彼ら が 、 彼 ら 自 身 の 人 生 に お いて 、 そ うし た 行為 を 、 続 ける こと 。 


彼ら が 、 そ うし た 行為 を 、 自 然 に 、 自 発 的 に 行う こと 。 
その 理由 。 


(А) 

彼ら が 、 彼 ら 自 身 の 生 殖 の 相手 を 、 獲 得 し よう と し て いる こと 。 
その た め に 、 彼 ら 自 身 の 性 的 閑 力 を 、 向 上 させ よう と し て いる こ 
と 。 

その た め に 、 和 将来 的 に 無効 化 さ れる 行為 を 、 毎 日 に わた っ て 、 行 う 


こと 。 
それ は 、 以下 の 内 容 で ある 。 


例 。 

彼ら 自身 が 持つ 属性 や 能 

それ ら に お いて 、 異 性 に 受け る 内 容 の 部 分 を 、 向 上 させ る こと 。 
彼ら 自身 の 身体 や 外装 。 


それ ら に つい て 、 見 栄え や 、 実 力 を 、 向 上 させ る こと 。 
彼ら 自身 が 持つ 、 お 金 を 稼ぐ 力 を 、 向 上 させ る こと 。 
その た め に 、 高 い 学 歴 を 確保 する こと 。 
その こと で 、 高 収入 の 職 を 得る こと 。 


СВ) 

彼ら が 、 彼 ら 自 身 の 生 殖 の 相手 を 、 茎 に 獲得 し て いる こと 。 

彼ら が 、 彼 ら 自 身 の 生 殖 の 相手 と の 間 で 、 交 際 や 結婚 を 、 維 持 し よ 
うと し て いる こと 。 

その た め に 、 和 将来 的 に 無効 化 さ れる 行為 を 、 毎 日 に わた っ て 、 行 う 


Cee 
それ は 、 以 下 の 内 容 で ある 。 


例 。 
相手 の 異性 と 。、 セ ックス する こと 。 
相手 の 異性 の た め に 、 お 金 を 稼ぐ こと 。 


相手 の 異性 の 生活 を 、 互 い に 援 助 す る こと 
その 例 。 

食事 を 作る こと 。 

住居 や 衣類 の クリ ー ニ ング を 行う こと 。 
生活 上 必要 な アド バイ ス を する こと 


CC) 
RSM. R5BSORBHNATRe EkUTIIScCE, 


RSD, R5BSOBRNeTRe. BBLeITITIISCE, 
=> ОЕ, REBSORBRNGATAD, MIWSHKSE 
で 、 続 ける 必要 が ある こと 。 


その た め の 費 用 を 、 失 出し 続け て いる こと 。 
その た め の 資 金 を 得る た め に 、 人 労働 し 続け て いる こと 。 


その 結果 、 和 将来 、 彼 ら 自 身 の 遺 伝 的 な 子孫 が 、 独 り 立ち に 成功 する 
こと 。 

ФА. 彼ら 自身 の 遺伝 的 な 子孫 が 、 後世 に 残り 続け る eC と が 、 
確実 に な る こと 。 

それ が 、 実 現す る 場合 。 

彼ら 自身 の 労働 の アウ ト プ ッ ト 。 

それ ら の 内 容 が 、 後 世に は 、 文 化 的 子孫 と し て は 、 何 も 残ら な い 場 
その こと は 、 彼 ら 自 身 に と っ て は 、 何 も 問題 と な ら な い 。 

上 記 の 状況 の 実現 の た め に 、 彼 ら は 、 和 将来 的 に 無効 化 さ れる 行為 
を 、 毎 日 に わた っ て 、 喜 ん で 行う 。 

それ は 、 以 下 の 内 容 で ある 。 


例 。 


自身 の 遺伝 的 子 換 を 、 世 話す る こと 。 
В/У ФЕ, ЕЭС. 
その た め に 、 以下 の 内 容 の サー ビス を 、 毎 日 に わた っ て 提供 する こ 


消費 され て 無く な る 内 容 。 
例 。 
食事 を 作る こと 。 


クリ ー ニ ング を 行う こと 。 


自身 の 遺伝 的 子 拓 に 対し て 、 高 い 生 存 能力 を 、 身 に 付け させ る こ 
と 


自身 の 遺伝 的 子孫 に 対し て 、 高 い レ ベル の 教育 を 、 行 うこ と 。 
自身 の 遺伝 的 子孫 に 対し て 、 高 い レ ベル の 教育 を 、 受 けさ せる こ 
«, 

その た め に 生じ る 、 経 済 的 な 必要 。 

それ に 応じ て 、 教 育 費 や 生 活 費 を 、 十 分 に 稼ぐ こと 。 

その た め に 、 将 来 的 に 無効 化 さ れる 内 容 の 労働 を 、 毎 日 に わた っ て 
Face, 


例 。 

消費 され て 無く な る 飲食 物 な ど を 、 提 供する こと 。 
その 例 。 

サ — ビス 業 。 


生成 し た 物品 や 技術 の 内 容 が 、 古 く な っ て 陳腐 化し て 、 捨 て られ る 
こと 。 
その 例 。 
製造 業 。 


古く な っ た 人 入力 情報 が 、 不 要 に な っ て 捨て られ る こと 。 
その 例 。 
事务 职 。 


人 生 に お ける 、 そ の 他 の 生き が い 。 


生物 や 人 間 に と っ て 。 


(1) 
FROLGHEAOVTMICMEST 6, УФЕ I, 
аку 5175 ФЕН. 

性 的 欲求 の 充足 。 

セッ クス 行為 。 

性 的 快感 を 得る こと 。 

性 的 絶頂 に 達する こと 。 

それ ら を 、 人 生 に お いて 、 沢山 経験 する こと 。 


(2-1) 

子 拓 の 生存 持続 へ の 行動 と は 違う 、 別 種 の 生き が い 。 
社会 行動 や 社会 生活 に よっ て 、 有 意義 な 時 間 を 過ごす こと 。 
社会 的 な 生き が い 。 


例 。 そ の 1。 

気 の 合 う 親 し い 仲 間 や 友人 た ちと 、 楽 し い 共 同 の 活動 を する こと 。 
そう し て 、 一 緒 に 有意 義 な 時 間 を 過ごす こと 。 

= ФЕЙ 

オー ケス トラ 演奏 の 楽団 の 活動 。 


例 。 そ の 2 。 

気に入っ た ペッ ト と 、 一 緒 に 遊ん で 、 有 意義 な 時 間 を 過ごす こと 。 
その 具体 例 。 

猫 や 石 を 飼育 する こと 。 

例 。 そ の 3。 

好き な 應 愛 相 手 と 、 一 緒 に 交際 生活 を 続け て 、 有 意義 な 時 間 を 過 ご 
すこ と 。 


愛 す る 配偶 者 と 、 一 緒 に 夫婦 生活 を 続け て 、 有 意義 な 時 間 を 過ごす 
こと 。 
例 。 そ の 4。 


血 の つ な が っ た 家族 や 親戚 と 、 交 流 を 継続 し て 、 有 意義 な 時 間 を 過 
ご すこ と 。 


それ ら が 抱え る 問題 点 。 


ЕЕ ЕЕ, EEMUORA, 
その 後 、 後 世に 何 も 残 ら な いこ と 。 


例 。 そ の 1 。 

彼ら 自身 が 活動 し て いた 団体 の 解散 。 

彼ら 自身 が 活動 し て いた 団体 か ら の 、 彼 ら 自 身 の 引 退 や 脱退 。 
その こと で 、 付 き 合 う 相 手 が い な く な る こと 。 

する と 、 途 端 に 、 有 意義 な 時 間 を 過ごせ な く な る こと 。 

その 具体 例 。 

彼ら 自身 が 長年 勤務 を 続け た 企業 を 、 退 職 す る こと 。 

その こと で 、 付 き 合 っ て きた 職場 の 仲間 を 失う こと 。 

その こと で 、 仕 事 に よる 、 彼 ら 自 身 の ア ウト プッ ト を 、 出 せな く な 
る こと 。 

その 結果 、 社 会 的 に 孤立 する こと 。 


彼ら 自身 が 、 病 気 の 発病 や 、 心 身 の 高齢 化 に よっ て 、 活 動 能力 を 失 
うと 3 

その こと で 、 有 意義 な 時 間 を 過ごせ な く な る こと 。 

その 後 は 、 か つて の 楽し か っ た 生活 の 追憶 以外 、 何 も 前 向き な 内 容 
が 残ら な いこ と 。 

その まま 、 何 も 残ら ず に 、 死 ぬこ と 。 


(2-2) 

子 随 の 生存 持続 へ の 行動 と は 違う 、 別 種 の 生き が い 。 

スポ ー ツ を 生き が い に す る こと 。 

例 。 

身体 の 筋肉 を 鍛え る こと 。 

プロ 野球 選手 や 、 国 際 的 な オリ ン ピック 競技 の 選手 と し て 、 活 躍 す 
る こと 。 


その 特徴 。 
彼ら 自身 の 身体 動作 が 問題 無く 快調 に 出来 る 間 は 、 人 生 が 、 と て も 
充実 する こと 。 


彼ら 自身 の 身体 が 故障 する と 、 ス ポー ツ は 満足 に 出来 な く な る こ 


と 。 

その こと で 、 生 き が い を 失う こと 。 

その 場合 、 そ の 人 生 や 後 世に お いて 、 以 下 の 内 容 を 除い て 、 そ の 他 
に は 、 何 も 残ら な いこ と 。 

競技 に お ける 受賞 な どの 記録 。 


(А) 


=> ОЕ, PO. ROEBSOFME, Иное С 
で 、 解 決 で きる 。 


h5 EB SOFRORK. 
人 生 の 生き が い を 保つ 上 で 、 そ れ は 、 必 須 で ある 。 


ITE Ff. 


IT を 使っ た 文化 的 子 随 は 、 そ れ を 記録 し た コン ピュ ー タ ー シ ス テム 
の サー ビス 終了 に より 、 容 易 に 消滅 する 。 

例 。 

ブロ グ サ ービス を 利用 し て 書か れ た 、 ブ ログ 記事 。 

それ は 、 ブ プ ブログ サー ビス の 終了 に よっ て 、 消 滅 し 、 後 世に は 残ら な 
い 。 

例 。 

ソー シャ ル ゲ ー ム の コン テン ツ 。 

それ は 、 ゲ ー ム 運営 会 社 に よる サー ビス 終了 に より 、 容 易 に 消滅 す 


る 。 
ゲー ム を プレ イ し た 記録 は 、 そ の まま で は 後世 に は 残ら な い 。 


社会 的 な 有名 さと 子孫 。 


FROLFC, HEHWBABS, CORR, 

MCW Fld, WROKDBIGRE, HATIIS. 

後世 に お いて 、 人 参照 する 人 が いな く な り 、 あ っ け な く 忘れ 去ら れる 
こと 。 

それ は 、 そ の 生成 者 が 、 生 前 の 活躍 中 、 ど ん な に 社会 的 に 有名 で 
あっ て も 、 そ つう で ある こと 。 

例 。 

テレ ビ で の 活躍 者 。 

引退 し た テレ ビ 局 アナ ウン サー。 

か つて テレ ビ で 活躍 し て いた 芸能 人 。 

彼ら の 出演 し た ビデ オ 記 録 。 


世代 内 の 記憶 と 、 子 孫 。 


特定 の 人 が 生成 し た 、 名 声 あ る 文化 的 子孫 。 
それ は 、 特 定 の 世代 の 人 々 の 間 で 共有 され る 。 
その 世代 の 人 々 が 、 年 老い て 、 死 滅 し た 場合 。 
ИЗ, НЕВИС ИС, ARTS. 
例 。 

か つて の 歌手 の 流行 曲 。 

か つて 流行 し た アニ メ 作 品 。 


1B AA F Ci ta F ORC, 


15, BHICRNISRSIEE, TOREM, САСАЕХ< 
な っ て し まっ うっ 。 

それ は 、 以下 の 原因 に よる 。 

後世 に お ける 、 他 人 と の 間 の 遺伝 子 の 交配 。 

その 繰り 返し 。 


ЕЁ, БИТ, СФУ LASERS. 
それ は 、 普 通 の 他人 と 同様 の 存在 に な る 。 


ЛЕС. BE. 


お 金 。 そ れ は 、 投 資 の 対象 で ある 。 

それ は 、 生 きる た め に 必要 で ある 。 

人 間 は 、 そ れ を 沢山 稼ぐ と 、 生 活 が 豊か に な り 、 社 会 的 に 威張る こ 
と が 出来 る 。 

例 。 億 万 長者 に な る こと を 指向 し 、 そ れ を 達成 し た 投資 家 。 


し か し 、 人 生 に お いて は 、 稼 い だ お 金 は 、 死 後 は 無効 に な る 。 
BOC. COAEIL, R56 BS OB ENFRERS RI, RE 
せ に な る 。 


一 方 、 人 間 は 、 お 金 を 持っ て いる と 、 彼 ら 自 身 の 子 拓 を 、 後 世に 、 
より 残し や ゃ すく な る 。 
その 理由 。 


C1) 

男性 は 、 女 性 に 対し て 、 お 金 を 頁 ぐ 。 

その こと で 、 男 性 は 、 女 性 と の 間 で 、 セ ックス 行為 や 結婚 の 機会 を 
持ち や すく な る 。 
ЕЕ, Фес с, НВ <a 
Bo 


(2) 
Е», RSBSOBENTMOMLC, SEH CRUKRE 


を 行う 。 
その こと で 、 彼 ら は 、 以 下 の こ と の 実現 が 、 容 易 に 可能 に な る 。 
彼ら 自身 の 遺伝 的 子孫 。 


その 生存 能力 を 、 向 上 させ る こと 。 


(3) 

生物 や 人 間 は 、 彼 ら 自 身 に 対し て 、 資 金 面 で 沢山 投資 を 行う 。 
その こと で 、 彼 ら は 、 彼 ら 自 身 が 、 以 下 の 存 在 に な る 。 

有 能 な 文化 的 子孫 。 

それ を 、 生 成 可能 な 存在 。 


その 結果 、 そ うし た 彼ら は 、 以 下 の こ と の 実現 が 、 容 易 に 可能 に な 
る 。 


彼ら 自身 の 文化 的 子孫 。 
その 生存 能力 を 、 向 上 させ る こと 。 


FAM, ЧЕСКО i. 


(1) 

文化 的 子孫 。 

それ は 、 ア ー カ イブ され た デー タ と し て は 、 後 世に 残る こと 。 

し か し 、 そ れ は 、 現 世 や 後世 の 人 々 か ら は 、 ほ と ん ど 人 参照 さ れ な い 
こと 。 

それ は 、 有 効 な 活用 用 途 の 無い 、 ゴ ミ の よう な 存在 で あり 続け る こ 


で 3 

ED LERMMMFROT— 4. 

例 。 ア ー カ イブ サイ ト に 登録 され た 、 無 名 で 無能 な 作者 の 電子 書籍 
の デー タ 。 


(2) 

遺伝 的 子孫 。 

その 世代 間 の 遺伝 子 の 継承 自体 は 、 何 と か 実現 され る こと 。 

し か し 、 彼 ら は 、 無 能 で 、 社 会 の 底辺 に 沈ん だ まま 、 深 えな い 生 活 
を 、 代 々 に 渡っ て 、 続け る こと 。 


FRE REBIIA OF. 


そもそも 子孫 が 残せ な い 境 遇 の 人 々 の 問題 。 

例 。 そ の 1。 

TAROT. РИБИ, ХПИ, НЕЕ 
者 。 


C1) 
АК Dl\C OR. 
病気 へ の 偏見 の せい で 、 結 婚 で き な い こと 。 


ENCE R5BSOBGWFRERUSRK BSCE. 


(2) 

MK FRc С ORE. 

障害 の 影響 で 、 無 能 に な る こと 。 

その こと で 、 彼 ら 自 身 の 、 ま と も 放 文 化 的 子 拓 や 文化 的 アウ ト プ ッ 
ト を 、 生 涯 に わた っ て 、 出 せな いま ま に な る こと 。 


(3) 

社会 的 な 禁止 に つい て の 問題 。 

社会 か ら の 隔離 に よる 、 彼 ら 自 身 の 子 拓 を 残す 行為 の 、 生 涯 に わた 
る 事実 上 の 禁止 。 

その こと が 、 人 生 に お いて 起き る こと 。 

例 。 

精神 病院 の 閉鎖 病棟 へ の 隔離 。 


その 社会 的 な 救済 が 、 必 要 で ある こと 。 


権利 と し て の 、 子 搬 の 残存 。 

生物 や 人 問 。 

НВ сос“. 

その た め の 機 会 が 、 人 生 に お いて 、 確 保 さ れる こと 。 

その た め の 機 会 を 、 他 者 に よっ て 、 一 方 的 に 奪わ れ な いこ と 。 


それ ら は 、 生 物 や 人 間 に と っ て の 、 基 本 的 な 権利 で ある 。 


生き が いと 、 物 品 の 買い 支え 。 


生物 や 人 間 。 


彼ら 自身 に と っ て 好き な こと や 、 好 き な 対 象 。 
それ を 、 社 会 的 に 存続 させ る こと 。 
それ を 、 後 世に 残す こと 。 


例 。 そ の 1 。 

彼ら 自身 が 気に入っ た 店 や サー ビス 。 

そこ に 、 定 期 的 に 出かけ る こと 。 

ес, BRICVIRAZARTScE, 

そう し て 、 そ の 販売 物品 を 購入 する こと 。 

そう し て 、 そ の 買い 支え の 行為 を 、 実 施す る こと 。 


その 上 内 体 例 。 
美味 し い ラ ー メ ン 店 巡 ワ を し て 、 そ の 店 の ラー メン を 購入 し て 、 食 
べ る こと 。 


彼ら 自身 が 気に入っ た ゲー ム へ の 課金 を 、 積 極 的 に する こと 。 


子 拓 残存 と 、 能 力 の 必要 性 。 

後世 に 子 了 拓 を 残す に は 、 そ れ な り の 高い 能力 や オ 能 が 必要 で ある こ 
Ce 

ЕЛ, COKE FRERT CCH. 


C1) 
無能 な 人 々 は 、 WR OAS, ARIC UL CTORTIICRITS. 


以下 の 内 容 を 持た な いり 場合 。 
既得 権益 の バッ ク グ ラウ ンド 。 
例 。 

家柄 。 

資産 。 


彼ら は 、 な か な か 結婚 で き な い 。 
Slt. НПЦ ки, 


(2) 
無能 な 人 々 は 、 UW ROCEORMM, COKEKTIA, ВЕЛО 
い 。 


以下 の 内 容 を 、 彼 ら 自 身 の 文化 的 子 拓 に 対し て 組み 込む こと 。 
その 内 容 が 、 後 世 の 人 々 の 間 で 、 継 承 さ れる こと 。 
COR OI VERT, 


生き が いと 、 生 活 ス タイ ル と の 関連 。 


生物 や 人 間 に と っ て 。 


C1) 

(1-1) 

移動 生活 様式 者 の 生き が い 。 

彼ら 自身 の クリ エイ ティ ブ プ で 独創 的 な 成果 を 、 後 世に 残す こと 。 


(1-2) 
定住 生活 様式 者 の 生き が い 。 
先祖 の 残し た 有益 な 前 例 や し きた り を 、 後 世に 伝承 し て 残す こと 。 


(2) 

人 生 和 途中 に お ける 、 生 き が い の チ ェ ン ジ 。 

その た め の 、 彼 ら 自 身 の 人 生 を 賭け た 試行 錯誤 。 

それ を 、 繰 り 返 すこ と 。 

そう し た 行為 は 、 以 下 の 内 容 の 実現 の た め に 、 必 須 で ある 。 
彼ら 自身 の 子 拓 を 、 よ り 良 い 品質 で 、 よ り た くさ ん 残す こと 。 


(2-1) 
それ は 、 移 動 生 活 様式 の 社会 に お いて 、 容 易 で ある 。 
その 社会 は 、 そ うし た チャ レン ジ を 容認 する 。 


(2-2) 
それ は 、 定 住 生活 様 式 の 社会 に お いて 、 困 難 で ある 。 


その 社会 は 、 そ うし た チャ レン ジ を 容認 し な い 。 
その 社会 は 、 以 下 の 生 き 方 の み を 、 許 す 。 
一 度 決 まっ た 人 生 の レー ル の 上 を 、 一 生 走 り 続 ける こと 。 


(3) 
周囲 の 他人 と 異な る 、 独 自 の 生き が い を 持つ こと 。 


(3-1) 

それ は 、 移 動 生 活 様式 の 社会 に お いて 、 容 易 で ある 。 
その 社会 は 、 以 下 の 内 容 を 、 容 認 す る 。 

人 々 の 個性 の 多様 性 。 

それ に 基づく 、 人 々 の 生き が い の 独 自 性 。 


(3-2) 

それ は 、 定 住 生活 様 式 の 社会 に お いて 、 困 難 で ある 。 

その 社会 は 、 そ うし た 生き が い の 独 自 性 を 容認 し な い 。 

その 社会 は 、 以 下 の 生 き 方 の み を 、 許 す 。 

НО ЖФ 7 |, 

その 内 容 。 

それ に 合わ せ て 、 彼 ら 自 身 の 趣味 や 生き が い を 、 生 涯 に わた っ て 、 
絶え ず 変 更 し 続け る こと 。 

そう し た 他 律 的 な 同調 人 生 。 

それ を 強制 され る こと 。 


人 生 に お いて 、 最 も 大 切な こと 。 


生物 や 人 間 。 


Ve 

彼ら は 、 い つ 死 ぬか 、 分 か ら な い 。 

彼ら は 、 彼 ら 自 身 が 死ぬ と 、 そ の 瞬間 か ら 、 彼 ら 自身 の 子 了 拓 を 残す 
こと が 、 不 可能 に な る 。 


彼ら は 、 い つ 病 気 に な っ て 、 倒 れ て 動け な く な る か 、 分 か ら な い 。 
彼ら は 、 彼 ら 自 身 が 倒れ て 動け な く な る と 、 そ の 瞬間 か ら 、 彼 ら 自 
BOTRERST CCD, ВФ ССВ. 


彼ら に と っ て 、 そ うし た 瞬間 は 、 い つや っ て 来る か 、 そ の 予測 は 、 
不可 能 で ある 。 


2 
そう し た 厳し い 現 実に 対応 する た め に 、 彼 ら に と っ て 、 出 来る こと 
ld, fA ? 


それ は 、 毎 日 の 人 生 に お いて 、 以下 の 内 容 の 実現 を 、 確 実に 実施 す 
る こと で ある 。 

(1) 

人 生 上 の 悔い を 残さ な いよ うに 、 ベ スト を 尽く すこ と 。 

(2) 

彼ら が 、 そ の 時 点 で 出来 る こと や 、 や けり た いこ と 。 

それ ら を 、 全 て 、 そ の 都度 、 徹 底 的 に 、 や り 尽 くす こと 。 

(3) 

彼ら の 人 生 に お いて 、 生 き が い に な る こと 。 

それ ら を 、 全 て 、 そ の 都度 、 徹 底 的 に 、 叶 える こと 。 


2 

それ ら の 具体 的 な 内 容 。 

それ は 、 毎 日 の 人 生 に お いて 、 以下 の 内 容 の 実現 を 、 確 実に 実施 す 
る こと で ある 。 


5 ESOT. 

それ を 、 そ の 都度 、 以 下 の 状態 で 、 生 成 し 、 育 成す る こと 。 

それ が 、 そ の 時 点 に お いて 、 今 まで で 最良 の 生存 能力 を 持っ て いる 
а 


その よう な 、 彼 ら 自 身 の 子 孫 。 
それ を 、 後 世に 一 番 残 りや すい 形 で 、 前 も っ て 、 保 存 し 、 保 全 し て 
お く こ と 。 


2-2. 
その 発展 例 。 
彼ら 自身 の 子 泉 を 残す こと が 、 諸 事情 に より 、 困 難 で ある 場合 。 


彼ら 自身 が 共鳴 する 他 者 の 子孫 。 
それ に つい て 、 以下 の 内 容 の 実現 が 、 確 実に な る よう に 、 協 力 す る 


こと 。 

それ が 、 そ の 都度 、 以 下 の 状 態 に な る こと 。 

それ が 、 そ の 時 点 に お いて 、 今 まで で 最良 の 生存 能力 を 持っ て いる 
こと 。 


ED LEMHBOTREA, Blo -—BRIPT UBC, REL. AE 
する こと 。 
その 実現 に 対し て 、 協 力 す る こと 。 


3. 
それ ら の 達成 と 。、 そ の 確認 。 
それ が 、 以 下 の ( 1 ) に お いて 、 以下 の ( 2 ) に な る 。 


(1) 
彼ら が 過ごす 、 毎 日 の 人 生 や 生 活 。 


2) 
彼ら 自身 に と っ て の 、 真 の 生き が い 。 


SIROTA СЕР. その 利点 と 
R Fro 
資源 所 有 者 の 利点 と 欠点 。 


手持 ちの 資源 の 拠出 で 、 問 題 無 く 生 計 を 立て て 食べ て いけ る こと 。 
その た め 、 資 源 が ある こと に 安住 し て 、 所 有 資 源 の 拠出 以外 は 何 も 
働 こ うっ と し な いこ と 。 そ の た め 、 世 界 の 文化 の 発展 に 寄 司 し な いこ 
と 。 

生計 を 立て る た め 、 何 か し ら 働 いて 、 世 界 の 文化 の 発展 に 寄与 する 
こと 。 そ うす る 必要 性 や 動機 や 原動力 に 唆 ける こと 。 COAR м 
史 の 表 舞 台 に 立つ こと を し な いこ と 。 

資源 所 有 者 。 資源 の 採掘 と 輸出 を 行う こと 。 資 源 の 貸し 出し を 行う 
こと 。 そ の こと だ け で 生計 を 立て られ る こと 。 それ 以外 に つい て 、 
働く 必要 が な いこ と 。 働 か な いこ と 。 楽 を する こと 。 何 も し な いこ 


と 。 そ うし た こと が 可能 な こと 。 そう し た プラ ス 面 を 持つ こと 。 そ 
うし た 人 た ち 。 そ うし た 国々 。 

怠け 者 で ある こと 。 間 生 産 的 で ある こと 。 ア ウト プッ ト に 欠け る こ 
と 。 その 結果 、 世 界 の 文化 発展 に 寄与 し な いこ と 。 その た め 、 HH 
に 名 を 残さ ず に 終わ る こと 。 そう し た マイ ナス 面 を 持つ こと 。 そう 
し た 欠点 は 、 資 源 所 有 症 候 群 と 呼べ る 。 そう し た 人 た ち 。 そ うし た 
国々 。 

それ は 、 次 の 通り で ある 。 

(1 ) 天 然 资源 D 所 有 者 。 天 然 资源 D 所 有 国 D 人 名 。 需 要 0O 矶 召 天 
然 資 源 。 石 油 。 天然 ガ ス 。 金 属 。 そ れ ら の 所 有 者 や 所 有 国 。 アラ 

ブ 。 ロ シア 。 オ ー ス トラ リア 。 

(2 ) 不動 産 の 所 有 者 。 不 動産 の 貸し 出し を 行う 者 。 土地 所 有 者 。 
地主 。 居 住 物 件 の 大 家 。 

(3 ) 生産 設備 の 所 有 者 。 生 産 設 備 の 貸し 出し を 行う 者 。 農場 所 有 
者 。 工 场所 有 者 。 

(4) 生殖 資源 所 有 者 。 女体 。 女 性 器 。 子宮 。 それら の 所 有 者 。 そ 
れ ら の 貸し 出し を 行う 者 。 女 性 。 

(5 ) 资产 所 有 者 。 配 当 生 活 者 。 株 主 。 投 资 家 。 资 产 家 。 


(初出 2020 年 12 月 ) 


資源 非 所 有 者 の 利点 と 欠点 。 


資源 の 非 所 有 者 。 資源 の 利用 者 。 そ の 対価 を 、 資 源 所 有 者 へ と 拠出 
する た め に 、 働 く 必 要 が ある 人 た ち 。 働く 人 た ち 。 苦行 を する 人 た 
ち 。 

自前 で 資源 を 持た な いこ と 。 資 源 を 買っ た り 、 借 リ る 必要 が ある こ 
と 。 その た め に 対価 の 持ち 出し が 必要 な こと 。 そう し た 対価 を 獲得 
する た め に 、 絢 え ず 働 く 必 要 が ある こと 。 労 働 の 苦行 が 必要 な こ 

と 。 働か な いと 、 た ち ま ち 生 活 が 苦し く な る こと 。 奴隷 の よう な 側 
面 を 持つ こと 。 そ うし た デメ リッ ト や マイ ナス 面 を 持っ て いる こ 

と 。 そ うし た 欠点 は 、 資 源 非 所 有 症 候 群 と 呼べ る 。 そう し た 人 た 

ち 。 そ うし た 国々 。 

働き 者 で ある こと 。 生産 的 で ある こと 。 ア ウト プッ ト を 出す こと 。 
その 結果 、 世 界 の 文化 発展 に 寄与 する こと 。 そう し て 歴史 に 名 を 残 
すこ と 。 そ うし た プラ ス 面 を 持つ こと 。 そ うし た 人 た ち 。 そ うし た 
国々 。 

それ は 、 次 の 通り で ある 。 

(1 ) 天 然 资 源 D 非 所 有 者 。 天 然 资源 D 非 所 有 国 D 人 名 。 需 要 0 四 


5х, вн. КАД, Е. TNSOAMAAPIEMG 
国 。 それら の 買い 手 。 西欧 。 日 本 。 中 国 は 、 金 属 は 豊富 に 産出 する 
石油 と 天然 ガス は 、 あ まり 産出 し な い の で 、 そ の 点 で は 、 資 源 
の 非 所 有 国 の 側 に 回 る 。 ア メリ カ は 、 天 然 ガ ス を 産出 する が 、 産 出 
コス ト 面 で 劣っ て お り 、 そ の 点 で は 、 資 源 の 非 所 有 国 の 側 に 回 る 。 
К 2 ) 不 动产 O 非 所 有 者 。 土 地 O 非 所 有 者 。 居 住 物件 D 非 所 有 者 。 


BA. 

3) ЕЕ ОЗЕРЕ, 生産 設 備 の 賃貸 人 。 農場 労働 者 。 小作 
人 。 工場 労働 者 。 

4 ) ЕЖЕ, 女体 。 女 性 器 。 子宮 。 ПБ ОЗЕР 
それ ら の 賃貸 人 。 男 性 。 

( 5 ) 资产 四 非 所 有 者 。 配当 生活 が 不可 能 な 者 。 配 当 を 他 の 人 に 与 
える 人 。 そ の た め に 働い て 利益 を 生み 出す 必要 が ある 人 。 株 主 依存 
の 企業 経営 者 。 企 業 労働 者 。 


一 hm 
w iI у 


н— 
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資源 所 有 者 と 資源 非 所 有 者 と の 関係 。 


資源 の 所 有 者 は 、 資 源 の 非 所 有 者 に 対し て 、 資 源 を 提供 する か どう 
か 決定 する 社会 的 権限 を 占有 する 。 それ は 、 決 定 的 な 社会 的 利点 で 
HS. 

AROMA, SROIMABIOM LT, HAMICBMICMT 
5. 

РФР 4, АФЕРА SECTS. 

AROMAS, АФЕРА НХ 9 ©. 


資源 の 所 有 者 や 所 有 国 は 、 社 会 的 な 上 位 者 で あり 、 社 会 的 な 支配 者 
で あり 、 社 会 的 な 権力 者 で ある 。 

資源 の 非 所 有 者 や ' 非 所 有 国 は 、 社 会 的 な 下位 者 で あり 、 社 会 的 な 従 
属 者 で あり 、 社 会 的 な 権力 を 持た な い 者 で ある 。 


資源 の 非 所 有 者 や 非 所 有 国 が 優位 に 立て る 奈 件 。 そ れ は 、 資 源 の 供 
給 が 過剰 で あり 、 そ の 資源 を 安く 買い 叩く こと が で きる 場合 で あ 
る 。 


資源 の 所 有 。 それ は 所 有 者 の 所 属す る 血縁 定住 集団 内 部 で 、 独 占 
的 、 排 他 的 に 継承 され 、 茎 得 権益 に な る 。 資 源 の 非 所 有 者 と その 子 


fald, Be astern ae それ は 、 社 会 的 な 差別 で ある 。 
そう し た 既得 権益 の 破壊 が 、 社 会 格差 の 固定 化 を 防ぐ た め 、 定 期 的 
に 必要 で ある 。 


SIRS IROPA CAEP. それ は 、 人 間 の 精子 と 卵子 が 受精 し た 時 
点 で 決ま る 。 それは 、 人 間 の 生涯 に わた っ て 、 首 すこ と が 困難 で あ 
5. 生殖 資源 の 所 有 者 で ある 女性 が 、 社 会 的 な 厚遇 を 受け る こと 。 
生殖 資源 の 非 所 有 者 で ある 男性 が 、 社 会 的 な 冷遇 を 受け る こと 。 そ 
うし た 社会 的 差別 。 そ れ ら は 、 彼 等 の 生涯 に わた っ て 続き 、 解 消す 
る こと は 困難 で ある 。 
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富裕 上 得 困 。 не 
ен 


Sse ЕВ ИН, 经 济 的 格 差 O 张 生 。 その 原因 と 解消 法 。 


人 間 は 、 み ん な 富裕 に な り た が る 。 人 間 は 、 み ん な 偶 因 に な り た が 
ら な い 。 富 裕 な 方 が 、 生 存 確 率 や 、 遺 伝 的 子 擬 が 代々 継続 され る 確 
立 が 高まる か ら で あ る 。 生物 は 、 富 裕 に な り た が る 。 そ れ は 、 自 身 
の 子孫 の 後世 へ の 継承 を 第 一 目的 と し て 生き る 生物 と し て 、 当 然 の 
AKTHS. 

ЛЕН, Е СБС, BHROKOK, BRABBOSEMED 
れる こと を 嫌う 。 富裕 者 は 、 臣 因 者 の 経済 的 救助 の た め に 、 富 裕 者 
自身 の お 金 が 使わ れる こと を 望ま な い 。 人 間 は 、 富 裕 に な る と 、 
裕 者 と 貢 因 者 と の 経済 的 な 格差 と その 持続 を 斉 定 す る 。 人間 は 、 
裕 に な っ て も 、 も っ と お 金 が 欲し く な る 。 人 間 の 金銭 に 対す る 欲求 
は 、 無 限 で ある 。 人 間 は 、 い っ た ん 富裕 に な る と 、 富 裕 な 暮らし を 
維持 し た が る 。 人間 は 、 彼 自身 の 生活 レベ ル の 低下 を 望ま な い 。 
人 間 は 、 貢 因 に な る と 、 富 裕 者 が 、 貢 困 者 の た め に 資金 を 出す こと 
=. ЛИЗ ВСС, BRA CBABCORANGRE 
GETS. BHA, ЕО ей, SBABOMTH 
SNS, ЖЕН, 


eu 


ыы. 


富裕 者 と 人 綱 困 者 の 分 離 は 、 初 期 状態 で は 、 双 方 の 遺伝 的 な 能力 差 に 
より 発生 する 。 遺伝 的 に 能力 が ある 者 は 、 多 く 稼 ぐ 。 遺伝 的 に 能力 
が 無い 者 は 、 あ まり 稼げ な い 。 遺 伝 的 に 能力 が ある 者 は 、 富 裕 者 に 
な る 。 ИВИС НИ, ВВ. 

АН, ЯЕжыанЕ) 5. 多く 稼ぐ こと で 権益 を 得 た 富裕 者 

ld, Ne TSECCl-LMmICRS, Meee SCE eels, 
ENE, НН, RIMRLEKDC, —ERemplcCe 
5. Е>ОЕЕЖ, НВ, СЗУ 
ベル の 後天 的 な 教育 を 授け よう と し て 、 多 額 の 資金 を 、 教 育 費 と し 
て 拠出 する 。 そ の 方 針 が 代々 継承 され る 。 和 初期 の 富裕 者 が 持っ て い 
TAREE IL, COFRICSIT Sie (BARA OR! 1K LOK 

果 、 多 《 OMmBADN, FRCS OBEN, FACS. し 
DL, icHRAOMCENItbleEFAESIA, НАБ ФЕРМЕ 
凛 の 継承 に よっ て 、 そ の 遣 伝 的 能力 の 平凡 さ に 見 合わ な い 富 裕 な 暮 
らし を 満喫 する 。 人 遺伝 的 能力 の 面 で 平凡 化し た 子 了 拓 た ち は 、 高 額 の 
費用 が か か る 高等 教育 を 代々 受け る こと に よっ て 、 そ の 壮 伝 的 能力 
の 平凡 さ を 、 後 天 的 に 是正 し て 、 少 し だ け 有 能 に な る 。 その こと 

で 、 そ うし た 子 折 た ち は 、 一 定 の 稼ぎ を 維持 し 、 富 裕 な 暮らし を 満 
喫する 。 茎 得 権益 を 持っ た 富裕 者 同士 が 頻繁 に 結婚 し 、 そ うし て 、 
既得 権益 が 子 振 代々 に わた っ て 独占 的 に 継承 され る 。 

人 間 は 、 遺 伝 的 に 有 能 な 者 と 結婚 し た が る 。 そ の 方 が 、 遺伝 的 子孫 
の 継承 が 行わ れ や すい か ら で あ る 。 遺伝 的 に 有人 能 な 者 は 、 他 の 遺伝 
的 に 有 能 な 者 と 結婚 する こと に より 、 遺 伝 的 な 有 能 さ を 、 子 孫 代々 
継承 する 。 それは 、 彼 ら の 得る 既得 権益 の 子 反 代 々 の 継承 を も た ら 
3. それ は 、 彼 ら に お いて 、 富 裕 な 暮らし の 子孫 代々 の 継承 を も た 
ら す 。 

富裕 者 は 、 自 身 の 資 産 を 、 税 和 金 に よっ て 没収 され る こと を 好ま な 

い 。 富裕 者 は 、 税 金 の 低い 国 へ 、 彼 自身 の 資産 を 移し て 、 了 既得 権益 
の 維持 を 図る 。 

国 は 、 そ れ 自 体 、 茎 得 権益 を 有する 富裕 な 上 位 者 と 、 茎 得 権益 を 持 
た な い 偶 因 な 下位 者 と に 分 か れ て いる 。 国 が 没収 し た 税金 は 、 多 く 
の 場合 、 富 裕 な 上 位 者 の た め に 使わ れ 、 貢 困 な 下位 者 に は 、 な か な 
か 回 ら な い 。 

経済 的 な 革命 が 起こ り 、 以 前 の 富裕 者 の 資産 が 、 偶 困 者 の 間 で 分 配 
され て も 、 し ば らく 経つ と 、 そ の 中 で 革命 の 主導 者 や 、 遺 伝 的 に 有 
能 な 者 が 、 新 た な 富裕 者 と し て 社会 的 に 浮上 し 、 一 方 、 革 命 で の 

フォ ロワ ー や 、 人 遺伝 的 に 無能 な 者 は 、 新 た な 偶 困 者 と な っ て 、 社 会 
的 に 沈み 、 再 び 新 た な 経済 的 な 格差 が 生成 する 。 人 間 は 、 既 得 権 益 
欲す る の で 、 そ うし た 新た な 富裕 者 は 、 再 び 彼 自身 の 既得 権 六 

保持 に 一 生 落 命 に な り 、 そ の 結果 、 経 済 的 な 格差 は 、 再 び 固 定 化 さ 


れる 。 こ れ は 、 中 国 や ロシア の よう な 共産 主義 革命 が 起き た 国 で 、 
そう な っ て いる 。 

人 間 に お ける 人 遺伝 的 能力 の 優劣 の 格差 は 、 解 消す る こと が 、 根 本 的 
に 困難 で ある 。 個 人 の 間 に お ける 遺伝子 の 違い その も の が 、 個 人 の 
間 に お ける 能力 面 で の 格差 の 生成 に 真 結 する 。 そ うし た 能力 面 で の 
格差 が 、 富 裕 者 と 費 困 者 と の 経済 的 な 格差 を 生み 出す 初期 の 原動力 
と な る 。 

富裕 者 の 既得 権 藻 の 維持 され た 状態 が 長期 化す る と 、 人 遺伝 的 に 能 
の ある 者 が 、 貧 困 者 の 状態 に 沈ん だ まま に な る 。 彼 は 、 そ の 生誕 時 
に 仙 困 者 で ある と 、 そ の 遺伝 的 有人 能 性 を 発揮 し 、 富 裕 者 に な る こと 
が 不可 能 に な る 。 彼 が 遺伝 的 有 能 性 を 発 押 で き な い こと は 、 社 会 的 
な 損失 で ある 。 彼 が 、 遺 伝 的 に 能力 が ある の に 富裕 者 に な れ な いこ 
と は 、 社 会 的 な 不平 等 で ある 。 ENSOKRElS, HAICHVIT, 
力 回 避 さ れる べき で ある 。 
ЛЕСОМ. ЛОС, БИЛО, 
恒常 的 に 存在 する 。 そのため 、 ЛЕФНАСФИС BRACE 
困 者 の 双方 が 恒常 的 に 発生 し 、 社 会 に お ける 経 済 的 な 格差 の 発生 は 
不可 避 で ある 。 ま た 、 人 間 は 茎 得 権 益 の 維持 や 継承 を 強力 に 指向 す 
る の で 、 経 済 的 な 格差 の 子孫 代々 に わた る 維持 の 発生 も 、 社 会 的 に 
AD] HE CHS, 

富裕 者 の 持つ 既得 権益 の 世代 間 継 承 の 社会 的 な 抑制 。 遺伝 的 に 無能 
な 富裕 者 を 、 強 制 的 に 貧困 者 に 戻す 社会 的 政策 の 恒常 的 な 生成 。 遺 
伝 的 に 有 能 な 貧困 者 が 富裕 者 に な れる 機会 の 恒常 的 な 確保 や 、 そ の 
促進 。 遺伝 的 に 有 能 な 偶 困 者 を 社会 的 に 見 つけ 出し て 、 高 等 教育 を 
施す 政策 の 恒常 的 な 持続 。 そ れ ら が 、 社 会 に お ける 経済 的 な 格差 是 
正 の 中 核 で ある 。 

経済 的 な 革命 を 行う こと で 、 富 裕 者 が 蓄積 し た 既得 権益 を 初期 化 で 
きる 。 そ の こと で 、 人 遺伝 的 に 有人 能 な 貧困 者 が 、 新 た に 富裕 に な る こ 
と が で きる 。 それ は 、 社 会 的 な 平等 を 、 一 時 的 に も た ら す 。 し か 
し 、 そ れ は 同時 に 、 新 た な 富裕 者 に よる 既得 権益 の 維持 と 子孫 代々 
の 継承 を 、 再 び 生 み 出 し 、 そ れ は 、 社 会 に お ける 経済 的 な 格差 を 再 
生産 する 。 そ の た め 、 人 間 の 社会 に お いて は 、 経 済 的 な 革命 が 、 定 
期 的 に 、 繰 けり 返し 必要 と な る 。 定 期 的 な 経済 的 な 革命 の 社会 制度 
化 。 そ れ が 、 社 会 に お ける 如 済 的 な 格差 是正 の 、 も う 一 つの 中 核 で 
ある 。 そ れ は 、 富 裕 者 と 偶 困 者 の 格差 が 極大 化し た まま 是正 され な 
い ア メリ カ な ど で 積 極 的 に 導入 すべ き で ある 。 

人 間 が 、 誰 で も 、 全 員 富 裕 に な れる こと 。 彼ら が 、 誰 で も 全員 、 茎 
得 権益 を 持て る こと 。 人 遺伝 的 に 無能 な 人 間 で も 、 そ の 実現 が 十分 に 
可能 で ある こと 。 それ ら を 実現 する 余裕 が 、 彼 ら を 取り 巻く 自然 環 
境 や 社会 環境 に 十分 存在 する こと 。 そ れ ら が 、 社 会 的 に は 、 一 番 理 


想 的 で ある 。 人 間 社 会 の 究極 的 な 目標 は 、 そ れ ら の 実現 と 持続 で あ 
る 。 


社会 的 上 位 者 の 心理 。 社 会 的 下位 
者 の 心理 。 


社会 的 上 位 者 の 心理 。 社 会 的 下位 者 の 心理 。 
生物 の 社会 。 社 会 的 な 上 下関 係 。 そ れ ら の 決定 要因 。 


生物 の 社会 。 


社会 的 な 上 下関 係 。 

それ ら の 決定 要因 。 

C1) 

(1-1) 

RS EBSMMBS 3. Baa. 
彼ら 自身 が 所 属す る 、 階 層 。 
それ ら の 高 さ と 低 さ 。 


1-2) 

彼ら 自身 が 所 有する 、 血 筋 。 

彼ら 自身 が 所 属す る 息 縁 定住 集団 。 
それ が 持つ 、 有 利 さ 。 

それ ら の 良し 悪し 。 


(2-1) 

彼ら 自身 が 所 有する 、 個 人 の 資質 や 努力 。 
それ ら の 量 の 多き と 少な さ 。 

それ ら の 質 の 良し 悪し 。 


(2-2) 

彼ら 自身 の 所 有 資 源 。 

彼ら 自身 の 既得 権益 。 

それ ら が も た ら す 、 カ ン フ ル 剤 と し て の 、 息 恵 。 
それ は 、 以下 の よ うな 内 容 で ある 。 
// 

彼ら 自身 の 能力 。 

その 増加 。 

その 可能 性 の 増大 。 

// 

(3) 

リス ク へ の 対応 力 。 

以下 の 内 容 の 多 さ と 少な さ 。 

それ ら は 、 性 差 に 当たる 


男性 性 。 


(3-2) 

リス ク の 回 避 し や すさ 。 

それ が も た ら す 、 自 己 保 身 の し や すさ 。 
女性 性 。 


(4) 

既得 権益 の 大 き さ 。 

彼ら 自身 が 占有 する 資源 。 
その 価値 の 大 き さ 。 


彼ら 自身 が 、 資 本 や 設備 を 、 所 有 し て いる こと 。 
それ が も た ら す 、 以下 の ( 1 ) に 対す る 、 以下 の ( 2 ) の 効果 。 
(1) 

借用 者 と し て の 下位 者 。 


(2) 
立場 。 
発言 力 。 
支配 力 。 
それ ら の 強 さ 。 


その 獲得 。 


(5) 
影响 力 。 
5571. 
それ ら の 大 き さ 。 


(5-1) 
情報 を 統制 する 手段 の 所 有 。 
それ ら の 有無 。 


(5-2) 
マス コミ を 支配 する 手段 。 
それ ら の 有無 。 


(6) 
武力 。 


(6-1) 

攻撃 力 。 

ライ バル や 他 者 が 持つ 、 資 源 や 権益 。 
その 奪取 し や すさ 。 

それ ら の 多き さと 少な さ 。 


(6-2) 
防御 力 。 


彼ら 自身 が 所 有する 、 資 源 や 権益 。 
ライ バル や 他 者 に よる 、 そ れ ら の 奪取 。 
その 実現 し に くさ 。 

それ ら の 多き さと 少な さ 。 

(7) 

周囲 の 他 者 に 対す る 、 搾 取 。 

その 、 和 実現 し や すさ 。 


周囲 の 他 者 に 対す る 、 た か り 。 
その 、 和 実現 し や すさ 。 


それ ら の 所 持 に お ける 、 多 さと 少な さ 。 


社会 的 上 位 者 。 


(А) 
社会 的 上 位 者 。 彼 ら の 分 類 。 


有 能 者 。 
個人 の 資質 や 努力 の 豊か さ 。 


所 有 资源 。 

Battin. 

それ ら の 多 さ 。 

それ が も た ら す 、 能力 増加 の 容易 さ 。 


成功 する こと 。 
努力 が 報 わ れる こと 。 


有 能 感 。 
有 力 感 。 
それ ら を 持つ こと が 出来 る こと 。 


(1-2) 

無能 者 。 

取り 巻く 環境 が 、 良 好 な こと 。 

その た め 、 以下 の 内 容 を 実現 する こと が 、 容 易 な こと 。 
tf 

無能 さ 。 

本 来 の 能力 の 無 さ 。 

それ ら を 、 隠 べ い する こと 。 

// 


(2) 
社会 的 地 位 。 
その 時 系 列 的 な 変化 。 
その 大 小 。 


(2-1) 

社会 的 上 位 の 階層 に お ける 滞 劉 者 。 
// 

名 門 で ある こと 。 

血筋 の 良さ 。 

Bea, 

// 

それ ら を 維持 する 者 。 


も と も と 有 能 で ある こと 。 

ОИС“, 

上 位 の 社会 生活 に お いて 必要 と な る 、 十 分 な 能力 。 
それ を 保持 し た 者 。 


(2-2) 
社会 的 下位 か ら の 上 昇 者 。 


(2-2-1) 

も と も と 有 能 で ある こと 。 

大 きく 成功 し た こと 。 

それ に より 、 以 下 の 内 容 を 、 実 現し た 場合 。 
// 

経済 的 な 収益 。 

地位 。 

それ ら を 、 上 昇 さ せる こと 。 

// 


(2-2-2) 

も と も と 無能 で ある こと 。 
EDC CEH, DY TIA. 
それ は 、 以 下 の 内 容 で ある 。 
ИИ. 

所 有 资源 。 

Battin. 

// 


СВ) 
社会 的 上 位 者 。 
彼ら の 取る 行動 。 


C1) 
彼ら の 社会 的 地位 。 
ФЕЯ. 


上 昇 し や すさ の 追求 。 


(2) 
彼ら の 社会 的 地位 。 
その 上 昇 後 に お ける 、 現 状 維持 。 
その 上 昇 後 に お ける 、 下 降 の 回 避 。 


(2-1) 
下位 者 を 、 上 位 に 上 が ら せ な いこ と 。 
その 追求 。 


下位 者 に 対し て 、 以下 の 思想 を 実践 する こと 。 


// 

EMSS. MAT. 

// 

(2-2) 

彼ら 自身 が 所 有する 上 位 性 。 
それ ら の 初期 化 。 

= Фе, 


RS BSMMAS Sistem. 
それ ら の 初期 化 。 
= Фе, 


社会 の 初期 化 。 
その 回 避 。 
社会 的 革命 。 
その 回 避 。 


(2-3) 


(А) 

彼ら 自身 の 上 位 性 。 

それ を 支え る 足元 の 土台 。 

それ を 支え る 社会 体制 。 

彼ら 自身 の 高い 地位 。 

それ を 下支え する 、 ヒ エラ ルキ ー。 

それ を 下支え する 、 ト 下位 者 た ち 。 

その よう な 下位 者 た ち に よる 、 上 位 者 に 対す る 、 忠 誠心 の 保持 。 


(B) 

上 記 の (A ) 。 

それ ら が 崩れ る こと 。 

その よう な 下位 者 た ち が 、 以下 の 内 容 を 、 実 行 す る こと 。 
上 位 者 に 対し て 、 反乱 や 反抗 を 起こ すこ と 。 
上 位 者 を 、 抹 消し よう と する こと 。 

以下 の 内 容 を 、 実 行 す る こと 。 

Я 

上 位 者 。 

ОФ, 

ОШО, 

それ ら を 、 断 絢 し よう と する こと 。 

// 


上 记 OD СВ). 

それ ら の 状況 が 、 発 生 す る こと 。 

その こと が 、 上 位 者 に 対し て 、 以下 の 精神 状態 を 、 もたらす こと 。 
// 

その こと へ の 不安 。 

EOTENORBDIBBORE, 

// 


上 位 者 が 、 そ の た め に 、 以下 の 内 容 を 、 実 行 す る こと 。 

// 

彼ら 自身 へ の 不 忠 。 

その 存在 を 疑わ れる 者 。 

その よう な ト 下位 者 に 対し て 、 以 下 の 内 容 を 、 実 行 す る こと 。 
// 

FRIST SCE, 


MIETSCE 

左 居 する こと 

Ve 

それ ら の 行為 を 、 全 て の 下位 者 に 対し て 、 徹 底 す る こと 


その よう な 上 位 者 。 

彼ら は 、 下 位 者 た ちか ら 、 独裁 者 と 呼ば れる 。 
彼ら は 、 下 位 者 た ちか ら 、 恐れ られ る 。 

彼ら は 、 下位 者 た ちの 忠誠 心 を 、 失う 。 
彼ら は 、 以 下 の 内 容 を 、 実 行 す る 。 

// 

下位 者 た ちの 恐怖 の 心 。 

それ を 、 利 用 する こと 

その こと で 、 下位 者 た ち を 、 支配 する こと 。 
// 


上 记 OD СВ). 

それ ら の 状況 が 、 発 生 す る こと 

その 防止 。 

その た め に 、 以下 の 内 容 を 、 実 行 す る こと 
(1) 

彼ら 自身 へ の 警護 。 

それ を 、 強 化す る こと 


(2) 
下位 者 た ち が 、 以下 の 内 容 を 、 実 行 す る こと 


// 

ЕН 9 5. Gab, 

それ ら を 、 こ れ ま で 通り 、 保 持 し 続け る こと 。 
// 

その こと を 、 確 実に 実現 する こと 


その た め に 、 彼 ら 自 身 が 、 以下 の 内 容 を 、 実 行 す る こと 。 
下位 者 た ち に 支持 され る 行動 。 

それ ら を 、 あ る 程度 、 取 り 続 ける こと 。 

それ ら は 、 以下 の よ うな 内 容 で ある 。 

// 

品行 方 正 に 振る 舞う こと 。 


有 能 に 振る 舞う こと 。 
社会 の 改革 者 と し て 、 振 る 舞う こと 。 


有 能 な 下位 者 た ち 。 
それ ら の 人 物 を 、 高 く 評 価 し 続け る こと 。 


忠誠 心 の 高い 下位 者 た ち 。 
それ ら の 人 物 を 、 高 く 評 価 し 続け る こと 。 
// 


その よう な 上 位 者 。 

彼 は 、 下 位 者 た ちか ら 、 以下 の よう に 、 扱 われ る 。 
// 

彼 は 、 名 君 と 呼ば れる 。 

彼 は 、 慕 われ る 。 

ИХ 


その よう な 上 位 者 。 

彼 は 、 以 下 の 内 容 を 、 実 行 す る 。 

// 

PUB ES OD AD. 

それ を 、 利 用 する こと 。 

その こと で 、 ト 下位 者 た ち を 、 支 配 す る こと 。 
// 


(2-4) 

絶対 的 な 上 位 者 と し て 、 振 る 舞う こと 。 
その 傾向 。 

それ が 、 強 いこ と 。 

例 。 

絶対 王政 。 

その 実現 。 

その 維持 。 


社会 的 下位 者 。 


CA) 


社会 的 下 位 者 。 
彼ら の 分 類 。 


低能 者 。 


個人 の 資質 や 努力 。 
それ ら の 逐 し さ 。 


所 有 资源 。 

Battin. 

それ ら の 少な さ 。 

それ が も た ら す 、 能力 増加 の 困難 さ 。 


努力 が 報 わ れ な いこ と 。 


(1-2-1) 
失敗 し た こと 。 
その 結果 、 社 会 的 に 、 転 落し た こと 。 


(1-2-2) 
取り 巻く 環境 が 、 悪 いこ と 。 
その た め に 、 本 来 の 能力 の 芽 を 出せ な いこ と 。 


(2) 
社会 的 地 位 。 
その 時 系 列 的 な 変化 。 
その 大 小 。 


(2-1) 
社会 的 下位 の 階層 。 
= $95, жа. 


(2-2) 
社会 的 上 位 か ら の 転落 者 。 


も と も と 有 能 で ある こと 。 

大 きく 失敗 し た こと 。 

その こと で 、 以下 の 内 容 を 、 招 いた こと 。 
НН. 

地位 の 喪失 。 

そう し た 場合 。 


も と も と 無能 で ある こと 。 
その こと を 補う カン フル 剤 。 
それ は 、 以 下 の 内 容 で ある 。 
// 

所 有 资源 。 

Batt in. 

ii 


それ が 、 枯 湯 し た こと 。 
そう し た 場合 。 


も と も と 有人 能 だ っ た こと 。 
ИС ЦС ©. 

その こと で 、 以下 の 内 容 を 、 招 いた こと 。 
上 位 の 社会 生活 に 必要 と な る 十分 な 能力 。 
それ を 喪失 し た こと 。 

そう し た 場合 。 


СВ) 
社会 的 下 位 者 。 
彼ら の 取る 行動 。 


) 
身 が 所 有する 、 資 源 。 
身 が 所 有する 、 権 益 。 


a 
oO 07 一 
Tt Ot : 


EN5O, ЕВЕ. 
その た め に 必要 な 心身 の 苦労 。 
それ ら を 、 進 ん で 行う こと 。 


成功 する こと 。 

その た め の 、 様 々 な 、 試 行 錯誤 や 、 挑 戦 。 
それ ら を 、 必 死に な っ て 、 繰 り 返 すこ と 。 
それ ら の 実行 や 実現 。 

その た め に 必要 な 能力 。 

その 獲得 。 


(1-1-1) 

上 昇 の た め に 必要 な 心身 の 苦労 。 
それ ら を 、 進 ん で 行う こと 。 
例 。 

学業 。 

労働 。 


働き な が ら 、 学 業 や 能力 獲得 に 、 励 むこ と 。 
その た め に 、 寸 暇 を 惜しむ こと 。 

その た め に 、 必 死に な る こと 。 

例 。 

苦 学生 。 


(1-1-2) 
上 昇 の た め に 必要 な 心身 の 苦労 。 
それ ら を 、 避 ける こと 。 


楽 を し て 、 上 昇 す る こと 。 
それ ら を 、 指 向 す る こと 。 


(1-2) 

社会 的 な 上 下 の 階 層 。 

それ ら の 生成 。 

その こと に つい て 、 最 初 か ら の や リ り 走 し を 、 


(1-2-1) 
// 
社会 の 初期 化 。 


指向 する こと 。 


社会 的 他 革命 。 
社会 的 な 変動 。 

// 

それ ら を 、 指 向 す る こと 。 


(1-2-2) 
上 位 者 が 占有 する 、 ВЕ, 
それ ら の 初期 化 。 
それ ら の 無効 化 。 
それ ら の 実現 を 、 指 向 す る こと 。 


彼ら 自身 で は 、 そ れ ら を 引き 起こ す 能 力 に 乏しい こと 。 


有人 能 な 、 社 会 変革 の 指導 者 。 
その 誕生 に 対す る 期待 。 
その こと に 対す る 、 意 識 の 強 さ 。 


社会 変革 の 指導 者 。 
その 活動 に 対す る 便乗 。 
その こと に 対す る 、 意 識 の 強 さ 。 


(1-3) 

// 

所 属 階 層 に お ける 、 下位 か ら 上 位 へ の 、 一 発 逆転 。 
茸 し い 生 活か ら の 、 一 発 逆 転 。 

// 

その 実現 を 、 狙 うこ と 。 


例 。 

// 

ギャ ン ブル 。 
投資 を 試行 する こと 。 
一 所 千金 在 狙 与 二 上。 
// 

(1-4) 

上 位 者 と の 結婚 。 

その 実現 に 対す る 期待 。 


фа, НС“, 


// 

富裕 な 血筋 。 

良い 血筋 。 

それ ら へ の 、 人 参加 。 

// 

その 実現 を 、 狙 うこ と 。 


上 位 者 と の 結婚 。 
その 可能 性 を 、 増 大 させ る こと 。 


その た め に 、 以下 の 内 容 を 、 向 上 させ る こと 。 
彼ら 自身 の 性 的 魅力 。 


その た め に 、 以下 の 内 容 を 、 磨 き 上 げ る こと 。 
彼ら 自身 の 生ま れ 持 っ た 、 優 れ た 容姿 。 


(1-5) 

上 位 者 上 OO 接触 。 

その こと を 、 積 極 的 に 試行 する こと 。 
それ は 、 男 女 の 性 差 と 、 関 連 す る 。 


(1-5-1) 
上 位 者 へ の 挑戦 。 
武力 を 上 げ る こと 。 
身体 的 な 喧嘩 。 
武力 行使 を 伴う 喧嘩 。 

それ ら を 、 盛 ん に 引き 起こ すこ と 。 


それ ら の 相手 に 対し て 、 勝 つこ と 。 
その 試行 を 、 盛 ん に 、 実 行 す る こと 。 
男性 性 。 


(1-5-2) 

上 位 者 へ の 説得 。 

自己 主張 。 

有 能 さ の アピ ー ル 。 

それ ら を 、 盛 ん に 試み る こと 。 

それ ら の 相手 に 対し て 、 そ うし た 試み を 、 成 功 さ せる こと 。 
その 試行 を 、 盛 ん に 、 実 行 す る こと 。 

男性 性 。 


(1-5-3) 

// 

上 位 者 へ の 取り 入り 。 

上 位 者 へ の 尾 度 。 

上 位 者 へ の 隷 従 。 

// 

それ ら の 行為 を 、 盛 ん に 行う こと 。 

それ ら の 行為 を 、 し つこ く 繰 けり 返す こと 。 

それ に よっ て 、 上 位 者 が 、 彼 女 自 身 と 懇意 に な る こと 。。 
そう し た 上 位 者 が 、 彼 女 自 身 の 地 位 を 、 引 き 上 げ る こと 。 
その こと を 、 和 実現 させ る こと 。 

その こと で 、 上 昇 の 機会 を 得 よ うと する こと 。 

女性 性 。 


(2) 
下位 で ある 現状 。 

それ を 、 受 容 す る こと 。 
上 昇 の 先送り 。 
それ を 行う こと 。 


その よう な 受容 。 

それ に 当たっ て の 、 基 本 的 な 態度 。 
// 

少し 育 定 的 な 場合 。 

否定 的 で 、 渋 々 で ある 場合 。 
// 

(2-1) 

彼ら 自身 の 生活 。 

その 内 容 。 

それ が 、 恵 まれ な いこ と 。 
それ が 、 不 遇 で ある こと 。 


その よう な 現状 を 、 自 覚 す る こと 。 


(2-2) 

現状 に 対す る 、 諦め 。 
現状 に 対す る 、 無 力 感 。 

現状 に 対し て 、 何 も し な いこ と 。 
現状 に 対し て 、 無 気力 で ある こと 。 


(2-3) 
現状 に 対す る 、 さ さや か な 満足 。 


(2-3-1) 


// 

小さ な 幸せ 。 

小さ な 楽し み 。 

小さ な 生き が い 。 

// 

それ ら を 、 見 つけ る こと 。 

それ ら を 、 少 し ずつ 実現 する こと 。 

その こと に よっ て 、 と りあ え ず 、 現 状 に 満足 する こと 。 


(2-3-2) 

同じ 下位 者 の 間 で 、 気 の 合う 者 同士 の 仲間 を 作る こと 。 
彼ら と の 間 で 、 交 流 を 楽し むこ と 。 

その こと で 、 とりあえず 、 現 状 に 満足 する こと 。 


(2-4) 
現状 に 対す る 不満 。 
それ を 、 保 持 す る こと 。 


(2-4-1) 

社会 へ の 不平 不満 。 

それ を 、 貯 め る こと 。 

下位 者 同士 で 、 社 会 に 対す る 愚痴 を 斉 い 合う こと 。 
社会 批 着 の デモ に 、 参 加 す る こと 。 


(2-4-2) 
社会 へ の 敵対 心 。 

それ を 、 保 持 す る こと 。 
周囲 の 社会 を 、 拒 絶する こと 。 
社会 と の 没 交 渉 。 


社会 か ら の 隔離 。 


(2-5) 
現状 に 対し て 、 絶 望 す る こと 。 
自己 破滅 。 
ЕЕЗЕЕ 


Flix. 


発狂 。 


(2-6) 
BH LNERBOR SHS L, 


(3) 
上 位 者 へ の 、 心 理 的 な 依存 。 


(3-1) 

上 位 者 へ の 忠誠 心 。 

それ を 、 保 持 す る こと 。 

上 位 者 の 利益 の た め に 、 犠牲 に な る こと 。 
tne, BOcE, 


(3-2) 

上 位 者 に よる 救い 。 

それ ら を 、 求 め る こと 。 

例 。 

AAT AI Е АЛ, 

神 。 

それ ら を 、 信 仰 す る こと 。 

それ ら に 対し て 、 救 いれ を 求め る こと 。 
宗教 D 信 人 徒 。 


(4) 

上 位 者 に 対す る 、 搾 取 。 

上 位 者 へ の た か りや 、 物 選 い 。 

それ ら を 行う こと 。 

(5) 

行為 の 一 方 通行 性 。 ス トレ ス の 発散 。 


彼ら 自身 が 、 上 位 者 か ら 、 一 方 的 に 受け た 行為 。 
その 内 容 は 、 彼 ら 自 身 に と っ て 、 ス トレ ス が 溜まる 。 
それ を 、 彼 ら 自 身 に と っ て の 下位 者 に 対し て 、 一 方 的 に 行う こと 。 


その こと で 、 彼 ら 自 身 の ス トレ ス を 発 敵 する こと 。 


例 。 

定住 生活 様式 者 。 

彼ら 自身 が 、 古 参 者 か ら 、 一 方 的 に 受け た 行為 。 

その 内 容 は 、 彼 ら 自 身 に と っ て 、 ス トレ ス が 溜まる 。 

それ を 、 彼 ら 自 身 に と っ て の 新参 者 に 対し て 、 一 方 的 に 行う こと 。 
その こと で 、 彼 ら 自 身 の ス トレ ス を 発 敵 する こと 。 


例 。 

親子 関係 。 

彼ら 自身 が 、 親 か ら 、 一 方 的 に 受け た 行為 。 

その 内 容 は 、 彼 ら 自 身 に と っ て 、 ス トレ ス が 溜まる 。 

それ を 、 彼 ら 自 身 に と っ て の 子供 に 対し て 、 一 方 的 に 行う こと 。 
その こと で 、 彼 ら 自 身 の ス トレ ス を 発 敵 する こと 。 


(初出 2021 年 3 月 。 ) 


国家 の 本 錦 。 生物 の 本 質 と の 関 
係 。 


AN, ROAR, VOLE COMMA. 


個々 の 生物 の 間 に お ける 、 人 遺伝 的 な 能力 の 差 。 

個々 の 生物 の 間 に お ける 、 後 天 的 で 文化 的 な 、 能 力 の 差 。 

それ ら が 、 個 々 の 生物 に 対し て も た ら す 、 有 能 性 と 無能 性 の 関係 。 
それ ら が 引き 起こ す 、 個 々 の 生物 の 問 に お ける 、 環 境 適応 力 の 優劣 
の 関係 。 

それ ら の 関係 が 生物 に も た ら す 、 以下 の よう な 関係 。 

ifs 

個々 の 生物 の 間 に お ける 、 強 弱 の 関係 。 

個々 の 生物 の 間 に お ける 、 上 下 の 関 係 。 


個々 の 生物 の 間 に お ける 、 正 次 と 副 次 の 関係 。 
個々 の 生物 の 間 に お ける 、 支 配 と 従属 の 関係 。 
// 


CA) 
上 記 の 関係 に お ける 、 一 定 の ルー ル の 生成 。 


その こと に より 、 上 記 の 諸 関 係 に つい て 、 以 下 の ( 1 ) の 存在 が 、 
以下 の (2 ) の 行為 の 実行 の 意思 を 持つ こと 。 


C1) 

// 

優位 者 の 地位 に 就く 生物 た ち 。 
強者 の 地位 に 就く 生物 た ち 。 
上 位 者 の 地位 に 就く 生物 た ち 。 
正 の 地位 に 就く 生物 た ち 。 

И 


(2) 

// 

СФ (A). 

その 社会 的 な 承認 。 

その 持続 の 正当 化 。 そ の た め の 、 取 リ り 決 め の 生 成 。 

その 破壊 の 、 防 止 や 禁止 。 そ の た め の 、 取 リ 決 め の 生 成 。 
Tih 


それ ら が 、 生 物 が 国家 を 作り 出す 、 原 動力 で ある 。 


個々 の 生物 の 間 に お ける 、 強 弱 の 関係 。 

個々 の 生物 の 間 に お ける 、 上 下 の 関 係 。 

個々 の 生物 の 間 に お ける 、 正 次 と 副 次 の 関係 。 

個々 の 生物 の 間 に お ける 、 支 配 と 従属 の 関係 。 

それ ら の 発生 は 、 生 物 に よる 環境 へ の 適応 上 、 不 可 避 で ある 。 

た だ し 、 そ れ ら の 関係 は 、 生 物 を 取り 巻く 環境 の 変動 に よっ て 、 大 
きく 入れ替わる 。 

それ ら の 関係 は 、 固 定 的 で は 無い 。 


以下 の よう な 内 容 の 主張 は 、 成 立 し な い 。 

// 

古い 環境 に お ける 有 能 者 は 、 新 し いい 環境 に お いて 、 引 き 続 き 、 有 能 
で ある 。 

// 


生物 の 間 の 強弱 関係 や 、 上 下関 係 は 、 環 境 の 変動 に 応じ て 、 絶 え 

3. 24195. 

その 変化 を 前 提 と し た 、 生 物 の 間 に お ける 、 優 劣 関 係 や 、 強 弱 関 係 
や 、 上 下関 係 の 、 交 替 や 移譲 を 行う シス テム 。 

その シス テム を 、 出 来 合 い の 社 会 的 製品 や 社会 的 サー ビス と し て 、 
構築 し 、 固 定 化 し た も の 。 

そう し た 交替 や 移譲 の 入れ 物 。 

その 都度 、 新 た な 優位 者 や 上 位 者 に 当たる 人 入居 者 を 、 選 ん で 迎え 人 入 
れる 、 不 動産 物件 の 一 種 。 

それ が 、 国 家 の 制 度 で ある 。 


その 例 。 
議会 制度 。 
aS. ИАН. жи, 


個々 の 生物 の 間 に お ける 、 上 下関 係 。 

個々 の 生物 の 間 に お ける 、 強 弱 関 係 。 

個々 の 生物 の 間 に お ける 、 優 劣 関係 。 

それ ら は 、 社 会 の 中 で 、 恒 常 的 に 、 永 続 的 に 、 見 られ る 。 

国家 の 法 念 は 、 そ れ ら の 関係 の 存在 を 前 提 と する 。 

国家 の 法 念 は 、 そ の 時 々 の 社会 的 強者 が 入居 する 、 出 来 合い の 、 取 
り 替 え 可 能 な 、 賃 貸 の 物件 で ある 。 


社会 的 な 優位 者 や 強者 が 、 建 国 を する 。 

社会 的 な 優位 者 や 強者 に よる 、 社 会 的 な 劣 位 者 や 弱者 に 対す る 、 支 
配 や コン トロ ー ル 。 

それ ら を 、 そ の 時 々 に お いて 、 正 当 化 する こと 

その た め の 仕 組み 。 

それ が 、 国 家 で ある 。 


社会 的 な 優位 者 や 強者 に よる 、 社 会 的 な 劣 位 者 や 弱者 に 対す る 、 支 
配 や コン トロ ー ル の 仕組 み 。 

それ ら を 、 明 文化 し て 、 整 備 し た も の 。 

それ が 、 国 家 の 法 念 で あぁ る 。 


国家 の 発生 は 、 以 下 の 内 容 を 、 定 型 化し 、 部 品 化 し 、 製 品 化 し た 。 
ae 

環境 の 変動 に よっ て 、 社 会 的 な 優位 者 と 、 劣 位 者 と が 、 入 れ 替 わる 
あり 方 や 仕組 みや 手順 。 

// 


それ は 、 作 りつ け の 、 不 動産 物件 で ある 。 

それ は 、 以 下 の 内 容 の 実施 を 円 滑 に する 上 で の 、 根 拠 で ある 。 
// 

優位 者 に よる 、 劣 位 者 へ の 支配 。 

ИУ. 


税金 。 

それ は 、 以 下 の よ うな 内 容 で ある 。 
以下 の (1 ) の 存在 に よる 、 以下 の ( 2) の 存在 に 対す る 、 以下 の 
(3 ) の 行為 の 実行 。 

C1) 

社会 的 な 優位 者 。 

(2) 

社会 的 な 劣 位 者 。 

C3) 

所 有 資 源 の 、 強 制 的 な 取り 上 げ 。 
所 有 資 源 に 対す る 、 強 制 的 な 搾取 。 


税金 。 

その 配分 は 、 上 記 の ( 1 ) が 中 心 と な っ て 、 行 う 。 

その 配分 は 、 以 下 の 形 式 で 、 行 われ る 。 

// 

上 记 OD (1) ) に お ける 、 了 既得 権益 の 新規 所 有 や 占有 。 それ ら の 持続 
に と っ て 、 都 合 の 良い 形式 。 

上 記 の ( 2 ) に と っ て 、 異 議 申 し 立て を し に くい 形式 。 
社会 的 な 平等 。 そ の 実現 に 関す る 、 理 想 論 の 主張 。 そ うし た 形式 。 
// 


それ は 、 以 下 の ( 4 ) の 状況 の 発生 に 対し て 、 以下 の (5 ) の 内 容 
と し て 、 現 れる 。 


(4) 


上 记 OD (2 ) が 、 上 記 の (1 ) に 対し て 、 新 た に 力 を 付け る こと 。 
(5) 

上 记 OD (1) が 、 上 記 の ( 4 ) の 発生 の 芽 を 摘む こと 。 そ の た め の 
手段 。 


それ は 、 以 下 の 内 容 と し て 、 現 れる 。 
上 記 の ( 1 ) に よる 、 上 記 の ( 2 ) 5495, OHOUPHR, = 
た め の 手 段 。 


税金 の 使い 道 は 、 上 記 の ( 1 ) に よっ て 決め られ る 。 

税金 は 、 上 記 の ( 1 ) に と っ て 有利 な 形 で 使わ れる 。 

税金 は 、 搾 取 を 受け た 上 記 の て ( 2) の 元 に は 、 少 し し か 返っ て こ な 
い 。 


生物 の 世界 に お いて 、 優 位 者 は 、 劣 位 者 を 、 無 償 で は 助け な い 。 
優位 者 は 、 劣 位 者 に 対し て 、 援 助 の 代償 と し て 、 以下 の 内 容 を 、 当 
然 の よう に 要求 する 。 

th 

従順 さ 。 

崇 择 。 

無 反抗 。 

// 


生物 が 、 南 源 を 所 有 し て いる 場合 。 

その 生物 は 、 能 力 面 に お いて 、 以下 の 内 容 を 実現 する こと が 出来 
る 。 

[LA 

その 能力 面 で の 数 量 を 、 実 際 の 量 や 規定 の 量 よ り も 、 増やす こと 
無能 者 が 、 有 能 者 と し て 、 生 活 す る こと が 出来 る こと 

// 


その こと で 、 以下 の 状況 が 、 実 現す る 。 

Jf 

本 来 、 社 会 的 な 劣 位 者 で ある は ず の 者 が 、 社 会 的 な 優位 者 と し て 、 
生活 で きる こと 。 

本 来 、 社 会 的 な 弱者 で ある は ず の 者 が 、 社 会 的 な 強者 と し て 、 生 活 
で きる こと 。 

本 来 、 社 会 的 な 下位 者 で ある は ず の 者 が 、 社 会 的 な 上 位 者 と し て 、 
生活 で きる こと 。 


// 


以下 の (1 ) は 、 以 下 の ( 2 ) の 場所 に お いて 、 以 下 の ( 3 ) と し 
て 、 以 下 の ( 4) の よう に 扱わ れる 。 


C1) 

生物 が 所 有する 資源 。 

(2) 

その 所 有 者 た ち 。 

彼ら が 所 属す る 血縁 定住 集団 。 
その 内 部 。 

(3) 

Battin. 

占有 物 。 


(4) 

12. НИКС ЕАМ, 5 CE, 
その 実現 。 

その 対象 。 


その こと で 、 以下 の よう な 状況 が 、 永 続 す る 。 
// 

НЕВЕ, НЕС ОС, BRICHRHRSCE, 
// 


EDD, ЕН, 50 ЕР т 


生物 の 間 に 存 在 す る 、 本 来 の 能力 差 。 

それ ら に よっ て 、 生 物 の 間 に 、 再 び 、 別 の 内 容 の 、 以下 の 社会 関係 
が 、 発 生 す る 。 

// 

社会 的 な 強弱 関係 。 

社会 的 な 上 下関 係 。 

// 


そう し て 生ま れ た 、 新 た な 、 社 会 的 な 強者 や 、 社 会 的 な 上 位 者 。 
彼ら は 、 彼 ら 自 身 の 有 利 な 立場 を 、 利 用 する 。 
彼ら は 、 そ の こと で 、 以下 の 行為 を 、 平 然 と 行う 。 


資源 。 


それ ら の 、 彼 ら 自 身 へ の 集積 。 


それ ら の 、 彼 ら 自 身 に よる 占有 。 
// 


以下 の (1 ) は 、 以 下 の ( 2 ) の 場所 に お いて 、 再 び 、 以下 の 
(3) と し て 、 以 下 の (4 ) の よう に 扱わ れる 。 
(1) 

新た な 、 社 会 的 な 強者 や 、 社 会 的 な 上 位 者 。 
Е. СЕ. а, 

(2) 

新た な 、 社 会 的 な 強者 や 、 社 会 的 な 上 位 者 。 
彼ら が 所 属す る 血縁 定住 集団 。 

その 内 部 。 

(3) 

既得 権益 。 

占有 物 。 

(4) 

SAS, НИКС АЛИ, 5 ce, 

その 実現 の 対象 。 


その 結果 、 以 下 の ( 1 ) の 存在 が 、 以 下 の ( 2 ) ФНС, ЦТО 
(3 ) の 状況 を 実現 する 。 

C1) 

資源 の 所 有 者 や 継承 者 。 

(2) 

それ は 、 彼 ら 自 身 の 能 力 の 有無 と は 無関係 に 、 成 立 す る 。 
(3) 

НЕМУ UFOetSHUElC, ВО, НОС а. 
// 

社会 的 な 強者 。 

社会 的 な 上 位 者 。 

// 


生物 に と っ て 、 能 力 主 義 は 、 一 時 的 な も の で ある 。 
国家 。 
それ は 、 以下 の よ うな 内 容 と し て 、 捉 える こと が 可能 で ある 。 


У 
上 記 の よう な 、 生 物 本 来 の 社会 的 な 性 質 を 、 具 現 化 し 、 制 度 化 し た 


内 容 。 


// 


政権 交代 。 

それ は 、 以 下 の ( 1 ) の 存在 が 、 以 下 の ( 2 ) の 存在 へ と 、 入 れ 替 
わる こと で ある 。 

C1) 
HOMAICHIFS, MFO, ЧЕРНЫЕ Ен, 
(2) 

その 社会 に お いて 、 新 た に 曹 出 し た 、 別 の 社会 的 な 強者 や 、 別 の 社 
会 的 な 上 位 者 。 


以下 の (1 ) の 存在 は 、 以 下 の ( 2 ) に お いて 、 以 下 の ( 3) の 状 
態 に 買 か れる 。 

(1) 

無能 者 。 


(2) 
生物 の 社会 。 
それ は 、 能 力 差 を 、 前 提 と する 。 


(3) 
社会 的 な 下位 の 階層 に 、 沈 殿 し た まま の 状態 。 


以下 の (1 ) の 存在 は 、 以 下 の ( 2 に お いて 、 以下 の (3 ) OK 
態 に 買 か れる 。 

C1) 

社会 的 な 弱者 。 

社会 的 な 下位 者 。 


(2) 


生物 の 社会 。 
それ は 、 了 茎 得 権 六 を 、 前 提 と する 。 


(3) 
社会 的 な 下位 の 階層 に 、 沈 殿 し た まま の 状態 。 


以下 の (1 ) の 発生 に より 、 以下 の ( 2) の 存在 が 、 以 下 の ( 3 ) 
の 存在 に な る こと 。 


その 可能 性 。 
それ は 、 十 分 に ある 。 


C1) 

社会 的 な 革命 。 社 会 の 変動 。 

(2) 

有 能 者 。 

彼ら は 、 社 会 的 に 、 下 位 に 沈殿 し て いた 。 
(3) 


彼ら が 、 社 会 の 新た な 指導 者 に な る こと 。 
その こと で 、 彼 ら が 、 社 会 的 な 強 さ や 優位 性 を 、 新 た に 得る こと 。 


社会 的 な 下位 者 た ち 。 

彼ら は 、 上 記 の 可能 性 に か け よ うと し て 、 必 死に な っ て 公 力 する 。 
彼ら 自身 の 中 で 、 実 際 に 、 社 会 的 な 指導 者 と な れる 者 。 

彼ら 自身 の 中 で 、 そ の こと で 、 社 会 を 支配 する 地位 に 、 就 任 出 来る 


者 。 
それ は 、 残 念 な が ら 、 あ まり 多く な い 。 


そう し た 、 社 会 的 な 上 位 者 の 入れ 替え 。 

それ は 、 起 き て も 、 結 局 は 、 一 時 的 な も の に 過ぎ な い 。 

新た な 社会 の 指導 者 た ち 。 

彼ら は 、 社 会 で 上 位 に 行く と 、 さ っ そく 、 以下 の 内 容 の 行為 を 、 当 
然 の よう に 、 開 始 す る 。 


// 

彼ら 自身 の 既得 権益 。 
それ ら の 蓄積 。 
それ ら の 占有 。 

// 


そう し て 、 再 び 、 以下 の よう な 関係 が 、 新 た に 生成 する 。 
// 

社会 的 な 強弱 関係 。 

社会 的 な 上 下関 係 。 

// 


それ ら は 、 や が て 、 固 定 化 する 。 


以下 の (1 ) の 存在 は 、 以 下 の ( 2 ) の 状況 の 下 で 、 以下 の (3 ) 
の 実現 の た め に 、 以下 の ( 4 ) の 行為 を 実行 する し か な い 。 


SiOBRORR. 

それ ら が 十分 に 出来 て いな い 者 。 
ЕЕ る 支配 下 。 

二分 な 資源 を 得る た め の 資力 を 、 自前 で 得る こと 。 
すっ と 奴隷 の よう に 、 強制 労働 に 従事 し 続け る こと 。 


以下 の (5 ) の 存在 は 、 上 記 の (1 ) の 存在 に 対し て 、 以 下 の 
(6) の 行為 を 実行 する 。 

(5) 

社会 的 な 上 位 者 。 

(6) 

経済 的 な 搾取 を 行う こと 。 

不 十 分 な 対価 し か 、 渡 そう と し な いこ と 。 


上 記 の (5 ) の 存在 は 、 以 下 の ( 7 ) に 対し て 、 以 下 の ( 9 ) OR 
度 を 取る 。 


) 
の (1 ) の 存在 が 、 以 下 の ( 8) の 行為 を 実行 する こと 。 


> 


7 

aC 

8 

記 の (5 ) №9 5, ВЕ, 

れ ら の 奪取 の た め に 、 社 会 の 秩序 を 覆す こと 。 
(9) 

その 実現 を 、 と て も 恐れ る こと 。 

その 実現 を 、 全 力 で 阻止 し よう と する こと 。 


WHaAns 


そう し た 心理 状態 の 発生 源 。 

それ は 、 以下 の 内 容 で ある 。 

XA 

生物 に お ける 、 彼 ら 自 身 の 既 得 権 浴 の 、 代 々 に わた る 維持 。 
生物 が 、 そ の 永続 を 、 和 至上 目的 と する こと 。 
生物 の 本 能 そ の も の 。 

生物 の 本 質 そ の も の 。 

// 


ЕН, НУКа-9- 
ン ミ ュ レ ーション に よる 、 リ アル 
な 再現 。 心 理学 や 社会 字 へ の 応 
用 。 


FYI, HHA Chath CAs, 


生物 に お ける 、 神 経 系 。 
それ は 、 動 的 な 、 生 き や す さ の 追求 の た め の 器 官 で ある 。 


精神 着 魂 。 
それ ら は 、 神 経 系 の 活動 と し て 、 捉 えら れる 。 


tH AR ZIG OES COLMA, ath PRI. 
ha tH Dae FG OEY, 
それ ら は 、 人 間 に 限 定 さ れ な い 。 


彼ら 自身 の 行動 結果 に つい て の 自覚 を 持つ 、 全 て の 生物 。 
彼ら は 、 意 識 を 持つ こと が 可能 で ある 。 


彼ら 自身 の 行動 に つい て の 麟 断 や 決定 や 計画 を 行う 、 全 て の 生物 。 
彼ら は 、 思 考 す る こと が 可能 で ある 。 


彼ら 自身 の 行動 に つい て の 記憶 と その 再生 を 行う 、 全 て の 生物 。 
彼ら は 、 学 習 す る こと が 可能 で ある 。 


それ ら の 生物 は 、 皆 、 神 経 系 を 所 有 し て いる 。 
それ ら の 生物 は 、 質 、 知 的 で ある 。 
それ ら の 生物 は 、 人 間 に 限 定 さ れ な い 。 


それ ら の 生物 の 神経 系 と 、 人 間 の 神経 系 と の 間 に 、 本 質 的 な 差 は 、 
存在 し な い 。 


人 間 に と っ て 、 意思 疎通 が 困難 な 生物 。 

その よう な 生物 の 神 縦 系 の 活動 に つい て 、 内 部 検証 を する こと 
人 間 が 、 そ の 行為 を 、 何 も し よう と し な いこ と 。 

そう し た 現状 に お いて 、 人 間 が 、 そ の よう な 生物 を 、 以下 の よ う 
に 、 勝 手 に 見 な すこ と 

// 

彼ら は 、 機 械 的 で ある 。 

彼ら は 、 知 的 で な い 。 

彼ら は 、 原 始 的 で ある 。 

// 


それ ら の 態度 は 、 根 本 的 に 誤り で ある 。 


人 間 以 外 の 生物 。 

{8 Ь АРА о, 

それ ら の 活動 の 、 内 部 検証 。 

その 実行 に よる 、 以下 の 内 容 の 実現 。 

// 

人 間 が 、 そ れ ら の 生物 と 、 意 思 貴 通す る こと 

人 間 が 、 そ れ ら の 生物 に お ける 、 精神 や 社会 の 内 実 を 、 理 解す る こ 
< 

ENSM, мех, НЕСК. 

// 

それ ら の 実現 が 、 今 後 の 生 物 学 や 心理 学 や 社会 学 に お いて 、 根 本 的 
に 重要 で ある 。 


( 2022 年 4 月 初出 。 ) 


神経 系 の 研究 。 そ の 内 容 分 類 。 


神経 系 。 そ れ は 、 以下 の 2 通り に 、 分 類 さ れる 。 


生物 の 神経 系 。 例 。 人間 の 神経 系 。 
' 非 生物 の 神経 系 。 例 。 ЛБФЕЗ-ПНУЕ-9, PRAISE 
る 、 知 的 能力 の 部 分 の み の 、 抽 出 。 人工 知 能 の 一 種 。 


神経 系 の 、 研 究 。 そ の 三 層 構造 。 そ れ は 、 以下 の 内 容 で ある 。 


生理 学 。 神 経 系 を 成立 させ る 生理 的 基盤 の 研究 。 
心理 学 。 神 経 系 単体 の 作動 の 研究 。 
社会 学 。 神 経 系 同士 の 相互 作用 の 研究 。 


( 2022 年 6 月 初出 。 ) 


生物 の 心理 学 。 


生物 の 行動 の 目的 。 そ れ は 、 以 下 の 内 容 で ある 。 


BCR. НС. НЕ, ACTMOK. 
生物 に と っ て の 、 生 き や す さ の 、 確保 や 維持 。 


それ ら の 実現 の た め の 、 神 経 系 の 働き や 挙動 。 そ れ ら の 研究 。 
それ ら の 実現 の た め の 、 外 部 環境 や 内 部 環境 と の 、 入 出力 系 の 働き 
Pe), CENSOR. 

ИБ ФЕ COBH, ИБФНВЕН СНЕ, CNSOW 
Я» 


人 間 の 心理 は 、 生 物 一 船 の 心理 の 原理 に よっ て 、 旬 含 さ れる 。 
人 間 。 そ れ は 、 高 度 な 知 的 能力 を 所 有する 生物 の 、 一 種 で ある 。 
他 の 生物 が 、 ど の 程度 、 高 度 な 知 的 能力 を 所 有 し て いる か ? 
それ は 、 実 際 に は 、 ま だ 、 良 く 分 か っ て いな い 。 

他 の 生物 の 方 が 、 人 間 よ り も 、 よ り 高 度 な 知 的 能力 を 所 有 し て い 
る 、 可 能 性 。 

そう し た 可能 性 は 、 十 分 に 大 きい 。 


そう し た 状況 に お いて 、 人 間 と 、 他 の 生物 と を 、 強 引 に 区 別 し よ う 
と する こと 。 
それ は 、 無 意味 で ある 。 


心理 学 の 探究 は 、 以 下 の 段 階 を 踏む べき で ある 。 
生物 一 般 に と っ て 、 汎 用 的 な 内 容 の 研究 を 、 先 ず 、 目 指す こと 。 
その 解明 結果 の 内 容 を 、 人 間 に 対 し て 、 適 用 する こと 。 


例 。 

生物 の 心理 学 は 、 生 理 心理 学 と は 、 別 物 で ある 。 

生物 の 心理 学 は 、 以 下 の 内 容 を 、 含 む 。 

生物 の 神経 系 の コン ピュ ー タ ー シ ミ ュ レ ーション 。 

それ に よる 、 生 物 に お ける 、 一般 的 で 共通 的 な 、 心 理 の 、 解 明 。 


例 。 

人 格 心理 学 。 

//// 

A.Maslow. 人 格 の 発展 段階 に つい て の 説明 。 

それ は 、 彼 自身 の 説明 に よれ ば 、 МТО, BOD. 


生理 的 欲求 。 

安全 欲求 。 

所 属 と 愛情 へ の 欲求 。 
自尊 欲求 。〈 承认 欲求 。 ) 
自己 実現 欲求 。 


それ ら は 、 和 実際 に は 、 発 展 段 階 で は 、 無 い 。 

それ ら は 、 生 物 や 人 間 の 心理 の 内 部 に 、 同 時 並行 で 、 共 存 し 、 併 存 
する 。 

それ ら は 、 正 し く は 、 人 格 に つい て の 、 生 存 上 の 優先 順位 付け で あ 
る 。 


具体 例 。 
水分 へ の 人 注 求 や 、 食 欲 を 、 一 定 以 上 の 水準 で 、 満 た すこ と 。 
それ は 、 生 物 や 人 間 に と っ て 、 最 も 優先 順位 が 高い 。 


具体 例 。 
осо с <. 


それ は 、 生 物 や 人 間 に と っ て 、 最 低 限 の 食欲 を 満た すこ と に よっ 
て 、 初 め て 可能 に な る 。 

その 、 生 存 上 の 優先 順位 は 、 そ の 点 で は 、 低 い 。 

それ は 、 生 物 や 人 間 に と っ て 、 永 続 的 な 文化 的 子 拓 を 残す 上 で は 、 
効果 的 で ある 。 

その 、 生 存 上 の 優先 順位 は 、 そ の 点 で は 、 高 い 。 


НОЕ С, НЮ сС СФО. 
ИИ) сс, НШ сес, 95. 


自尊 欲求 。 
Enid, ЧЕКЕ ЕО 19 5, АЖСФФ. 
具体 例 。 


自己 実現 を 、 彼 自身 の 食欲 を 満た すこ と で 実現 する 、 料 理 人 。 
//// 


例 。 

臨床 心理 学 。 

//// 

S.Freud. 精神 分 析 。 

彼 自 身 に よる 、 人 間 の 欲求 に つい て の 研究 内 容 。 リ ピ ド ー に つい て 


の 研究 。 
それ ら は 、 遣 伝 的 子 振 を 成 し 、 残 すこ と へ の 欲求 の み へ と 、 大 きく 
偏っ て いる 。 


そこ で は 、 以下 の 内 容 が 、 不 足し て いる 。 
生物 や 人 間 に お ける 、 文 化 的 子 拓 を 生成 し 、 残 すこ と へ の 欲求 。 そ 
れ ら の 強 さ に 対す る 理解 。 


C.Jung. 分 析 心 理学 。 

集合 的 無意識 。 

人 間 の 無意識 の 奥底 に は 、 人 類 共 通 の 素地 が 、 存 在 す る こと 。 
それ は 、 以下 の 内 容 で ある 。 

人 間 一 般 に お ける 、 神 経 系 の 共通 性 。 

それ は 、 更 に 、 以下 の 内 容 へ と 、 拡 張 可 能 で ある 。 

生物 一 般 に お ける 、 神 経 系 の 共通 性 。 

AAA 


( 2022 年 6 月 初出 。 ) 


神経 系 と 、 生 物 の 個体 。 


7х-л. RA. №. в. 

高度 な 遺伝 的 同質 性 を 共有 する 、 異な る 個体 同士 の 協 働 。 
そう し た 生物 。 

それ ら の 、 個 々 の 個体 を 超え た 働き は 、 神経 系 と 相同 で ある 。 


ЛЕ. 
彼ら は 、 相 互 の 遺伝 的 同質 性 が 、 それほど 高く な い 。 
彼ら の 社会 は 、 個 々 の 個体 を 超え た 働き を 、 特 に 持た な い 。 


( 2022 年 6 月 初出 。 ) 


Е нА А =, EMO. 


生物 の 魂 。 

それ は 、 以 下 の 内 容 で ある 。 
生物 の 神経 系 の 、 活 動 そ の も の 。 

個々 の 神経 細胞 の 発火 活動 の 、 集 積 体 。 


生物 の 神経 系 の 、 コ ンピュータ ー シ ミ ュ レ ーション 。 
それ は 、 以下 の 内 容 で ある 。 

生物 の 殊 の 、 コ ンピュータ ー シ ミ ュ レ ーション 。 
例 。 

人 間 の 魂 の 、 コ ンピュータ ー シ ミ ュ レ ーション 。 


( 2022 年 6 月 初出 。 ) 


神経 系 と 、 性 差 。 


神経 系 と 、 性 差 。 
それ は 、 以下 の 内 容 で ある 。 


男性 。 

彼ら 自身 に お ける 神経 細胞 同士 の 結合 の 値 は 、0 か 1 か の 両端 に 近 
し 1。 

その 値 は 、 離 散 的 で 、 論 理 的 で ある 。 

それ は 、 気 休 的 思想 を 、 出 力 と し て 、 生 み 出 す 。 


女性 。 

彼ら 自身 に お ける 神経 細胞 同士 の 結合 の 値 は 、0 と 1 と の 中 間 に 近 
い 。 

EOS, BSAC. AAAI CHS. 

それ は 、 液 体 的 思想 を 、 出 力 と し て 、 和 生み出す 。 


男性 。 
彼ら 自 貞 に お ける 神 婦 系 の 入出 力 は 、 環 境 に 対し て 、 指 的 で あ 


PD AIL, 入力 値 と 出力 値 が 、 対 照 的 で ある 。 
それ は 、 気 体 的 思想 を 、 出 力 と し て 、 和 生み出す 。 


女性 。 
EDA 環境 に 対し て 、 融 和 的 で あ 


RE 入力 値 と 出力 値 が 、 相 同 的 で ある 。 
それ は 、 液 体 的 思想 を 、 出 力 と し て 、 和 生み出す 。 

それ ら が 、 行 動 に お ける 、 男 女 の 性 差 を 生み 出し て いる 。 
( 2022 年 6 月 初出 。 ) 


神経 細胞 の 学習 能力 。 TAZA =] НЕ, Y 
ナ プ ス の 学習 。 シ ナ プ ス の 可 名 性 。 


神经 细胞 。 

それ ら の 動き は 、 ア メー バ と 、 同 様 で ある 。 
それ ら は 、 学 習 能力 を 、 所 有する 。 
ПБ, "ПН, MATS. 


Ухо, Улов, 
それ ら は 、 以下 の 内 容 で ある 。 


(1) 

TKO. ЛЕ, 

D.Hebb. 

シナ プス の 前 細胞 と 後 細 胞 が 、 同 時 に 連続 し て 頻繁 に 発火 する と 、 
シナ プス の 能力 が 増強 され る こと 。 シ ナ プ ス の 学習 。 シナプス の 可 
塑性 。 


それ は 、 実 際 に は 、 以下 の 内 容 で ある 。 
それ ぞ れ の 神経 細胞 が 、 発 火 す る こと 。 
それ は 、 そ れ ぞ れ の 神経 細胞 に 対し て 、 以下 の 内 容 を も た ら す 。 


それ ぞ れ の 神経 細胞 に お ける 、 発 火 能 力 の 鍛錬 。 
それ ぞ れ の 神経 細胞 に お ける 、 発 火 能 力 の 増強 。 
それ ぞ れ の 神経 細胞 に お ける 、 発 火 能 力 の 学習 。 
それ ぞ れ の 神経 細胞 に お ける 、 発 火 能 力 の 、 プ ラス の 可 天 性 。 


それ ぞ れ の 神経 細胞 に お ける 、 発 火 能 力 。 そ れ は 、 以下 の 内 容 で あ 
る 。 


BUABHED SATE SNS MAIBIEMR ICM LCT, BIOS SHE, KD 
少し の 神経 伝達 物質 に よっ て 、 よ りり 多く 、 よ り 大 きく 、 発 火 す る 能 


о 


発火 の 頻度 を 向上 させ る 能力 。 よ り 多 数 回 、 発 火 す る 能力 。 
発火 の 大 き さ を 向上 させ る 能力 。 よ り 大 きく 発火 する 能力 。 

後 細 胞 に 向け て 、 よ り 多 く の 神 経 伝達 物 質 を 、 よ り 速 く 、 よ り 多 数 
回 、 伝 達する 能力 。 

前 細胞 の 発火 能力 と 、 後 細胞 の 発火 能力 が 、 同 時 に 、 向 上 する こ 
と 。 それは 、 以下 の 内 容 を 引き 起こ す 。 シ ナ プ ス の 増強 。 シ ナ プ ス 
の 学習 。 


それ ぞ れ の 神 終 細胞 が 、 発 火 し な いこ と 。 ShNld, SNENOMBA 
細胞 に 対し て 、 以 下 の 内 容 を も た ら す 。 


それ ぞ れ の 神経 細胞 に お ける 、 発 火 能 力 の 鍛錬 の 不足 。 

それ ぞ れ の 神経 細胞 に お ける 、 発 火 能 力 の 低下 。 

それ ぞ れ の 神経 細胞 に お ける 、 発 火 能 力 の 忘却 。 

それ ぞ れ の 神経 細胞 に お ける 、 発 火 能 力 の 、 マ イナ ス の 可 鋳 性 。 


それ ら は 、 以下 の 内 容 と 、 同 一 で ある 。 


筋肉 細胞 に お ける 、 筋 力 増 強 の メカ ニズム 。 
筋肉 細胞 に お ける 、 筋 力 人 下 の メカ ニズム 。 
筋肉 細胞 に お ける 、 筋 力 の 可 詞 性 の メカ ニズム 。 


シナ プス の 学習 。 シ ナブ プス の 可 痛 性 。 
それ ら は 、 疑 似 相関 に 過ぎ な い 。 


Ухо, Улов, 
それ ら は 、 以下 の 内 容 で ある 。 


前 細胞 と 、 後 細胞 の ひ の 、 そ れ ぞ れ に お ける 、 発 火 能 力 の 学習 と 、 発 火 
能 力 D 可 塑性 。 
ИБ ИЕ, ШЛИВЕШСФЬС С. 


(2) 
神経 伝達 物質 の 、 特 定 の 後 細 胞 へ の 伝達 。 そ の 伝達 先 の 新た な 開 
発 。 そ の 試行 錯誤 。 シ ナ プ ス の 新規 創出 。 シ ナ プ ス の 学習 。 


それ は 、 以 下 の 内 容 で ある 。 


送 倍 先 の 開発 。 新 た な 後 細 胞 に 向け て 、 新 た な 触手 を 伸ばす こと 。 
その 行為 の 連続 性 。 

受信 元 の 開発 。 新 た な 前 細胞 に 対し て 、 新 た な 触手 を 伸ばし て 来る 
よう に 、 誘 引 を 行う こと 。 そ の 行為 の 連続 性 。 


(3) 
シナ プス の 無効 化 。 
それ は 、 以下 の 内 容 で ある 。 


前 細胞 に よる 、 後 細胞 へ の 、 い っ た ん 伸ばし た 触手 の 、 自 主 的 な 、 
引っ 込め 行為 。 

前 細胞 に よる 、 後 細胞 へ の 、 神 経 伝達 物質 の 送信 の 、 自 主 的 な 、 減 
退 。 

前 細胞 と 、 後 細胞 の 、 そ れ ぞ れ の 、 無 効 化 。 例 。 細 胞 死 。 


( 2022 年 6 月 初出 。 ) 


生物 に お ける 、 和 神経 系 の 、 位 買付け 。 


生物 に お ける 、 生 存 維持 。 

生存 維持 に 必要 な 資源 の 、 内 部 環境 に お ける 、 自 動 的 な 消費 。 
生存 維持 に 必要 な 資源 の 、 内 部 環境 に お ける 、 不 足 。 その 、 自 動 的 
な 発生 。 そ の 警告 の 、 自 動 的 な 通知 。 


生存 維持 に 必要 な 資源 の 、 外 部 環境 か ら の 輸入 。 そ の 必要 性 の 、 自 
動 的 な 発生 。 

生存 維持 に 必要 な 資源 の 消費 の 後に お ける 、 発 生 し た 廃 径 物 の 、 外 
部 環境 へ の 排出 。 そ の 必要 性 の 、 自 動 的 な 発生 。 

それ ら の 行動 を 発現 する た め の 、 設 備 や 道具 の 、 開 発 や 所 有 や 使 
用 。 それ ら の 必要 性 。 

それ ら の 行動 を 実現 する た め の 、 有 能 性 の 、 所 有 。 その 、 必 要 性 。 


それ ら の 行動 を 発現 する た め の 、 動 機 付 け の 、 自 動 的 な 発生 。 そ 
の 、 必 要 性 。 


生存 維持 に 必要 な 資源 の 、 体 内 の 内 部 環境 に お ける 、 蓄 積 。 生 物 自 
身 の 、 自己 资源 化 。 

生存 維持 に 必要 な 資源 の 、 外 部 環境 に お ける 、 蓄 積 。 

生存 維持 に 必要 な 資源 。 そ の 内 部 環境 に お ける 余剰 分 の 、 外 部 環境 
へ の 、 輸出 。 

その 外部 環境 に お ける 余剰 分 の 、 新 た な 別 の 外部 環境 へ の 、 輸 出 。 


生存 維持 に と っ て 人 脅威 と な る 、 外 部 環境 や 内 部 環境 の 、 変 動 。 
それ ら の 、 回 避 や 打倒 や 破壊 や 防止 の 、 必 要 性 。 

その た め の 、 局 面 打 開 や 問題 解決 の 、 必 要 性 。 

それ ら の 行動 を 実現 する た め の 、 有 人 能 性 の 、 所 有 。 その 、 必 要 性 。 
それ ら の 行動 を 発現 する た め の 、 動 機 付 け の 、 自 動 的 な 発生 。 


それ ら の 実現 の た め に 必要 な 、 外 部 環境 や 内 部 環境 に 対す る 、 働 き 
DMT. 
СФЕНФЕФО, ЕМЕ$95, ANDOSBBAEO, Pile. 
EDEMODEOD, EMICHIFS, ANDBETNTAD, AW 
レー ティ ング シス テム 。 
その 実現 の た め の 、 生 物 に お ける 、 情 報 の 操作 と 通信 の 、 機 構 。 
そう し た 機構 や シス テム と し て の 、 生 物 の 神経 系 。 

一 類型 と し て の 、 人 間 の 神経 系 。 


( 2022 年 7 月 初出 。 ) 


神経 系 の 社会 学 。 そ の 、 プ ログ ラミ ング 技術 
に よる 、 研 究 の 実現 。 


神経 系 の 社会 学 。 そ の 、 プ ログ ラミ ング 技術 に よる 、 研 究 の 実現 。 
EQ, ВЕНЕ, 
それ は 、 以下 の 内 容 で ある 。 


物理 的 な 、 移 動 や 接触 に よる 、 社 会 関係 。 そ の 再現 は 、 優 先 し な い 


こと 。 そ の 理由 。 そ の 実現 は 、 困 難 で ある こと 。 
通信 に よる 社会 関係 。 そ の 再現 を 、 優 先 す る こと 。 その 理由 。 そ の 
実現 は 、 比 較 的 、 容易 で ある こと 。 


その 研究 に お いて 、 実 現す べき 、 基 本 的 な 、 社 会 関係 。 それ は 、 例 
えば 、 以下 の 内 容 で ある 。 


生き や すさ の 奪い 合い 。 資 源 の 取り 合い 。 所 有 し て いる 既得 権益 
の 、 人 防衛 。 

相互 の 意思 疎通 。 通 信 倍 号 の や り 取 リ り 。 

文化 的 子 随 の 、 あ る 神経 系 か ら 、 別 の 神経 系 へ の 、 コ ピー。 

生き や すさ の 、 市場 交換 。 

上 下関 係 。 支 配 と 従属 と 抵抗 と 独立 。 社 会 的 な 格差 。 
RA RE etait = ra re 
All. 

男女 の 性 差 。 液 体 的 思想 と 、 気 体 的 思想 。 温 室生 活 。 


その 研究 の 、 手 順 。 
それ は 、 以下 の 内 容 で ある 。 


その 研究 に お いて 、 実 現す べき 、 基 本 的 な 、 社 会 関係 。 

第 一 段階 。 そ れ ら の 実現 に 必要 な 、 実 義 内 容 。 そ の 、 事 前 の 洗い 出 
し 。 

第 二 段 階 。 そ れ ら の 具体 的 な シナ リオ 。 そ の 、 事 前 の 執筆 。 

第 三 段 階 。 そ れ ら を 実現 する 、 詳 細 な 神 妊 回 路 。 そ の 、 事 前 の 設 


第 四 段 階 。 プ ログ ラミ ング に よる 、 そ れ ら の 動作 の 、 実 装 。 
それ ら を 、 一 通り 、 行 うこ と 。 
それ ら の 実現 が 、 前 提 箇 件 と し て 、 必 要 で ある こと 。 


その 後 。 

それ ら の 社会 関係 の 、 シ ミュ レー ショ ン 。 そ の こと に よる 、 仮想 的 
な 、 箱 庭 的 な 社会 の 、 維 持 と 繁殖 と 記録 。 

それ ら を 、 様 々 な 条件 を 設定 し な が ら 、 行 うこ と 。 

その た め に 、 プ ログ ラム の パラ メー タ を 、 そ の 都度 、 い ろ い ろ 調 整 
する こと 。 


( 2022 年 7 月 初出 。 ) 


生物 の 神経 回 路 の 実 義 と 、 そ れ に よる 、 生 物 
の 神経 系 の 社会 行動 の 再現 。 そ の た め に 、 ク 
リア すべ き 、 課 題 。 


コン ピュ ー タ ー シ ミ ュ レ ーション を 活用 し た 、 生 物 の 神経 回 路 の 実 
Ro 

それ に よる 、 生 物 の 神経 系 の 社会 行動 の 再現 。 

その た め に 、 ク リア すべ き 、 課 題 。 


以下 の 内 容 の 能力 を 、 神 経 回 路 の 内 部 に お いて 、 和 実装 する 必要 が あ 
る こと 。 


資源 を 、 探 査 し 発見 する 、 能 力 。 
資源 を 、 吸 収 し 消費 する 、 能 力 。 


KFA. JEtWMO“A. Hl LW. EB. All, HE. 
相手 が 、 生 物 の 場合 。 例 。 他 の 生物 。 


相手 と の 、 資 源 の 奪い 合い 。 そのため の 、 戦 闘 や 園 争 の 関係 の 、 開 
始 や 継続 。 戦 場 と し て の 、 生 物 社会 。 


相手 と の 戦闘 や 闘争 に お いて 。 
НЕСЕТЕ. BCLS, Я, УХО, 


攻略 や 防御 に お ける 、 有 能 性 や 全能 性 。 最 終 的 な 、 攻 略 可能 性 。 
終 的 な 、 防 御 可能 性 。 そ れ ら の 認識 。 

相手 に 対す る 、 勝 利 宣 斉 。 相 手 に 対す る 、 支 配 。 相 手 に 対す る 、 控 
取 。 それら の 実行 。 


Hil 


攻略 や 防御 に お ける 、 無 能 性 。 最 終 的 な 、 攻 略 不能 性 。 最 終 的 な 、 
防御 不能 性 。 そ れ ら の 認識 。 

相手 に 対す る 謗 訪 の 、 発 生 。 相 手 に 対す る 、 降 伏 。 相 手 に 対す る 、 
従属 。 そ れ ら の 実行 。 


相手 と の 上 下関 係 の 、 認 識 を し な い 場 合 。 相 手 と の 戦闘 の 継続 。 そ 
の こと に よる 、 資 源 的 消耗 と 、 社 会 的 喪 退 。 


支配 。 

ある 生物 が 、 相 手 の 生 物 に 対し て 。 

資源 の 争奪 に お いて 、 相 手 に 対し て 、 恒 常 的 に 、 有 人 能 で ある こと 。 
資源 の 争奪 に お いて 、 相 手 に 対し て 、 恒 常 的 に 、 打 ち 勝 つこ と 。 
資源 の 獲得 場所 を 、 一 方 的 に 、 占 有 出 来る こと 。 相 手 を 、 資 源 の 獲 
得 場所 か ら 、 一 方 的 に 、 排 除 出 来る こと 。 

資源 の 確保 に お いて 、 相 手 よ り も 、 優 先 さ れる こと 。 

相手 の 資源 を 、 一 方 的 に 、 横 取り 出来 る こと 。 

相手 の 生 統 上 与 奪 に つい て の 権限 を 、 握 る こと 。 

相手 を 、 一 方 的 に 、 制 御 し 、 菅 理 す る こと 。 

相手 に 対し て 、 一 方 的 に 、 指 示し 、 命 念 し 、 育 うこ と を 聞か せる こ 
と が 、 出 来る こと 。 


従属 。 

ある 生物 が 、 相 手 の 生 物 に 対し て 。 

資源 の 争奪 に お いて 、 相 手 に 対し て 、 恒 常 的 に 、 無 能 で ある こと 。 
資源 の 争奪 に お いて 、 相 手 に 対し て 、 恒 常 的 に 、 打 ち 負 ける こと 。 
相手 に よっ て 、 資 源 の 獲得 場所 か ら 、 一 方 的 に 、 排 除 さ れる こと 。 
資源 の 確保 に お いて 、 相 手 よ けり も 、 後 回 し に され る こと 。 

彼 自 身 の 資源 を 、 相 手 に よっ て 、 一 方 的 に 、 横 取り され る こと 。 
相手 に よっ て 、 彼 自身 の 生 角 与 奪 に つい て の 権限 を 、 握 られ る こ 
と 。 

相手 か ら 、 一 方 的 に 、 制 御 さ れ 、 菅 理 さ れる こと 。 

相手 か ら 、 一 方 的 に 、 指 示さ れ 、 命 信 さ れ 、 育 う こと を 聞か され る 
こと 。 


相手 に 対す る 、 彼 自身 と の 、 同 質 性 と 異質 性 の 、 認 識 。 
同質 性 。 


遺伝 的 共通 性 。 血 縁 関係 が ある こと 。 
文化 的 共通 性 。 同 一 の 行動 様式 を 、 学 習 し て いる こと 。 
神経 系 内 部 に お ける 、 神 経 回 路 の 構成 の 、 共 通 性 。 


外観 や 外見 の 、 共 通 性 。 
外観 や 外見 の 、 遣 伝 的 な 決定 。 例 。 肌 の 色 。 
外観 や 外見 の 、 文 化 的 な 決定 。 例 。 服 飾 。 


同質 性 。 
非 敵対 関係 の 場合 。 共存 。 友 人 関係 や 、 仲 間 関 係 や 、 共 同体 の 、 構 


敵対 関係 の 場合 。 ラ イ バ ル の 路 滅 。 戦場 と し て の 、 生 物 社会 。 
異質 性 。 交 渉 や 折衝 。 

' 非 敵対 関係 の 場合 。 共 存 。 社 会 的 交換 。 社 会 的 分 業 。 

開放 的 な 市 場 関係 。 市 場 と し て の 、 生 物 社 会 。 

閉鎖 的 な シス テム 関係 。 シス テム と し て の 、 生 物 社会 。 


MIRRORS. MOM ЧСС Ф, МАЯ, 


相手 に 対す る 、 倍 頼 関係 の 、 構 築 


信頼 。 
不変 性 。 恒 常 性 。 ЕН, Е. 


相手 に 対し て 、 生 き や す さ を 提供 する 行動 に お いて 。 
それ ら を 、 長 期 的 に 所 有 し て いる こと 。 

彼 自 身 が 、 そ れ に つい て の 認識 を 、 持 つこ と 。 
相手 が い 、 そ れ に つい て の 認識 を 、 持 つこ と 。 


相手 か ら 、 生 き や す さ を 受け 取る 行動 に お いて 。 
それ ら を 、 長期 的 に 所 有 し て いる こと 。 

彼 自 身 が 、 そ れ に つい て の 認識 を 、 持 つこ と 。 
相手 が いそ れ に つい て の 認識 を 、 持 つこ と 。 


信頼 関係 の 分 類 。 


短期 的 な 信頼 関係 。 長 期 的 な 信頼 関係 。 
部 分 的 な 信頼 関係 。 全 面 的 な 倍 頼 関係 。 
プラ ス の 信頼 関係 。 マイ ナス の 信頼 関係 。 


相手 に 対す る 、 倍 用 の 構築 。 


相手 を 、 教 師 と みな すこ と 。 
相手 に 、 付 いて 行く こと 。 
相手 の 行為 に つい て 、 そ の 上 真似 を する こと 。 


相手 に 対す る 、 彼 自身 の 神経 回 路 の 、 自 己 複製 

遺伝 的 子孫 。 遺伝 情報 の 複製 に 基づく 、 神 怒 回 路 の 複製 

文化 的 子孫 。 学 習 に 基づく 、 神経 回 路 の 複製 。 例 。 古 典 的 条件 付 
け 。 


相手 と の 、 有 性 生殖 。 

異性 の 、 認 識 。 異性 へ の 、 ア プロ ー チ 。 異性 と の 性 行為 。 
その 結果 。 彼 ら 自 身 の 遺 伝 的 子 拓 の 、 生 成 と 養育 。 
女性 。 液 体 的 思想 。 

男性 。 気 体 的 思想 。 

それ ら の 、 神 経 回 路 と し て の 、 構 築 。 


( 2022 年 8 月 初出 。 ) 


三 二 又 人 神经 系 。 


2020.10 初出 


ミニ マム 神経 系 の 社会 学 。 


知 的 粒子 。 感 情 的 粒子 。 知 性 や 感情 を 持っ て 動く 簡易 な 生物 の 電子 
的 な 実現 。 そ の 神経 系 は 、 ミ ニ マ ム で ある 。 それは 、 最 小 単 位 の 神 
A CHS. 

ЕЕХ AMAA, minimum nervous system その 社会 学 。 そ れ は 、 
以下 の 内 容 で ある 。 コ ンピュータ シミ ュ レ ーション に よっ て 、 ミ ニ 
マム の 神経 系 を 作成 する こと 。 そう し た 神 縦 系 同士 を 、 社 会 的 に 相 
互 作用 させ る こと 。 


ミニ マム 神経 系 。 そ れ ら の 相互 作用 。 その 解明 。 そ の 意義 。 

(1 ) 神経 系 の 本 質 を 探る こと が で きる こと 。 

(2) 昆虫 類 や 魚類 の よう な 単純 な 脳 を 持つ 生物 の 精神 を 解明 で き 
る こと 。 特 に 、 彼 ら の 、 他 の 生物 と の 相互 作用 時 の 精神 状態 の 変化 
を 解明 で きる こと 。 

(3 ) 人 間 の よう な 複 維 な 脳 を 持つ 生物 に つい て 、 そ の 行動 の 原点 
を た どる こと が で きる こと 。 そ うし て 、 彼 ら の 社会 を 、 単 純化 され 
た モデ ル の 形 で 、 解 明 で きる こと 。 

(4 ) 慣性 を 守る 生物 の 個体 と 、 慣 性 を 打破 する 生物 の 個体 。 そ れ 
ら の 行動 面 で の 境界 線 や 違い を 、 単 純化 され た モデ ル の 形 で 知る こ 
と が で きる こと 。 


従来 知見 と の 違い 。 

(1) НЫНЕ ЕО, ИЗ, BEOIA—-TDIL 
ネッ トワ ー ク 技術 の 解説 と 変わ ら な い 。 

(2 ) 了 既存 の 神経 社会 学 は 、MRI で の 生き た 人 間 の 脳 ス キャ ン に 
よっ て 、 人 間 の 社会 行動 と 脳 の 活動 と の 対応 関係 を 探 ろ うと し て い 
5. そこ に は 、 神経 回 路 網 の こと が 出 て こない 。 


ミニ マム 神経 系 の 構成 要素 。 


1 ) 入力 。 理 性 。 感 情 。 記 憶 。 意思 。 出 力 。 
2) それ ぞ れ の 内 容 を 特徴 づけ る 形容 詞 。 


(1- 1) 入 力 。 
(1-1-1) 感 覚 。 知 覚 。 受 信 す る こと 。 
(1-2) 記憶 。 
(1-2-1) 暗 記 。 忘 却 。 抑 圧 。 呼 び 出 し 。 


(1- 3) 感情 。 

(1-3-1) 快 感 。 不 快感 。 

(1-3-2) 好 き 。 嫌 い 。 

(1-4) 理 性 。 

(1-4-1) 正 LU。 RY. 

(1-5) 意 思 。 

(1-5-1) 和 乗り気 で ある こと 。 乗 り 気 で な いこ と 。 
(1- 6) 出 力 。 

(1-6-1) 発 信 す る こと 。 て ( 例 。 発 声 。 ) 
(1-6-2) 筋 肉 の 動作 を 起こ すこ と 

(1-6-3) 目 や 耳 な ど を 動か し て 、 自身 の 周囲 状況 を 注意 する 
こと 


(2-1) 意 味 的 な も の 。 エ エピソード 的 な も の 。 
(2 2 ) 短期 。 长 期 。 

(2-3) ポ ジテ ィ ブ 。 ネ ガ テ ィ ブ 。 

(2-4) 表 層 。 深 層 。 

(2-5) 内 部 限定 。 外 部 へ の 公開 。 


上 記 の (1 うと て (2 ) を 掛け 合わ せる こと で 、 ミ ニ マ ム 神 経 系 の 行 
動 が 発現 する 。 ある 神経 系 の 行動 が 、 他 の 神経 系 と 相互 作用 する こ 
と で 、 ミ ニ マ ム 神 経 系 の 社会 が 発現 する 。 


生物 の 社会 。 生物 の 神 縦 系 。 そ れ ら の シミ ュ 
y= va; 


生物 神経 系 や 、 生 物 社会 の 、 人 工 的 な 生成 。 マ イク ロ 
ニュ ー ロ コン ピュ ー タ の 生成 と 、 相 互 作 用 。 実 動 プ ログ 
ラム ソー スコ ー ド 生成 の 実践 。 そ れ ら の 手順 の 概要 。 


//// 

既存 の 神経 回 路 の シミ ュ レ ー タ ー は 、 個 体内 部 の 大 規模 神経 回 路 の 
再現 を 目指 し て いる 。 

それ ら は 、 複 数 個体 同士 の 神経 回 路 の 相互 作用 を 、 想 定 し て いな 
い 。 そ こ を 、 自 作 す る 必要 が ある 。 


ас SRA CC. На, PABSICLUCT., (BBS, 
ネッ トワ ー ク の 各部 分 の 番号 に し て 、 三 番目 を 、 ニ ュー ロン の id に 
する 。 

ある い は 、python の 配列 で 、 低 次 の 配列 の リス ト を 、 1 段階 、 高 次 
の 配列 に 順次 取り 込み 、 そ の リス ト を 、 更 に 高 次 の 配列 に 取り 込 
$. 


//// 

実現 すべ きこ と 。 aOR. RTT NS ake, ЖАФЖЕНА Е 
+. COR REOWMHAB. 

それ ら を 、 ま ず ま と め て 、 電 子 書籍 の 内 容 へ と 執筆 し て 、 と リ りあ え 
ず 公 開 す る こと 。 そ れ を 、 最 優先 する 。 


//// 

(1 ) 従来 の 生理 的 な 脳 内 部 位 ベ ー ス の 考察 。 

(2) 筆者 に よる 機能 ベー ス の マイ クロ 神経 系 モデ ル の 考案 や 考 
察 。 

(1) 二 0D 志 、(2 ) ФМ, LVBRTHI, EWOMBAOA 
質 の 中 述 に 、 よ り 容 易 に 迫る こと が 出来 る 。 


//// 

生物 の 行動 を 再現 する に は 、 個 体内 部 の 、 受 容器 の 感覚 細胞 と 、 出 
力 器 の 筋肉 細胞 の 挙動 の 再現 が 必要 で ある 。 

既存 の 神経 回 路 の シミ ュ レ ー タ ー は 、 そ れ ら の 源 動 の 再現 を 、 対 象 
に し て いな い 。 そ の 自作 が 必要 で ある 。 

その 場合 、 神 経 細胞 に つい て も 、 最 初 は 、 厳 密 な 生理 学 的 挙動 を 求 
め ず に 、 概 略 的 な 挙動 を 自作 する 。 

受容 器 と 出力 器 の 配列 を 作る 。 そ れ を 、 個 体 レ ベル の 配列 に 、 取 リ 
込む 。 


//// 

НЕА С DU TIS, ARO 3 種類 を 考慮 する 必要 が ある 。 

固定 不変 接続 。 学 習 的 な 可 育 接続 。 新 規 の 接続 先 を 試行 錯誤 で 見 つ 
ITC < мя. 


接続 先 の 固定 か 、 新 規 獲得 か 。 
接続 の 大 さ の 固定 か 、 学 習 に よる 可変 性 の 確保 か 。 
接続 に お ける 、 遺 伝 性 と 文化 性 。 


それ ら の 考慮 が 必要 で ある 。 
現在 の 既存 の 神経 回 路 の シミ ュ レ ー タ ー は 、 接 続 先 は 固定 の み 。 


接続 先 の 新規 獲得 に つい て は 、 ア メー バ の 動き と か を 、 人 参考 に する 
必要 が ある 。 

それ は 、 自 動 で 、 ラ ンダ ム に 、 接 続 先 の 細胞 を 、 試 行 錯誤 的 に 選定 
する こと で 、 和 実現 する 。 

接続 先 の リス ト を 、 以下 の 区 別 を それ ぞ れ 付け て 、 神 経 細胞 毎 に 作 
成す る 。 

促進 と 抑制 の 別 。 太 さ の 別 。 可 到 性 の 有無 の 別 。 

神経 細胞 の 発火 の 閣 値 を 、 神 経 細胞 毎 に 設定 し 、 作 成す る 。 

それ ら を 、 神経 細 胞 別 に リス ト 化 する 。 

それ ら の 神経 細胞 の 属性 の 配列 を 、 個 体 レ ベル の 配列 に 、 取 リ り 込 

む 。 


と りあ え ず 試行 錯誤 的 に 接続 し た も の の 、 生 物 自 身 の 環 境 適応 に 
と っ て 、 無 効 で あっ た り リ 、 有 害 で あっ た りす る 接続 。 

それ ら を 、 和 実質 的 に 消去 する 過程 の 実装 が 必要 で ある 。 

thik, #RAICHIFS, A-NAVILVDIVaYCHS. 


//// 

個体 内 部 だ け 考 えて いる と 、 個 体外 部 の 環境 刻 動 を 、 考 慮 する こと 
が 出来 な い 。 

無機 的 環境 変動 。 他 個体 の 活動 に よる 環境 変動 。 自 個体 の 活動 に よ 
る 環境 変動 。 

それ ら を 、 そ れ ぞ れ 考 慮 する こと が 、 必 要 で ある 。 


//// 

個体 に よる 、 物 理 移動 を 、 考 慮 する 必要 が ある 。 

个 体 D、 现 在 位 置 在 、 设 定 才 吾 。 

個体 に よる 、 自 発 的 な 移動 と 静止 。 そ れ ら を 実現 する 。 

衣食 住 の 欲求 を 満た す た め の 行動 。 生 殖 の 信 求 を 満た す た め の 行 
動 。 そ れ ら の 発現 と 実 動 。 そ の た め の 移 動 と 静止 。 


//// 
個体 同士 の 相互 作用 。 個 体 同士 の コミ ュ ニ ケー ショ ン 。 


それ ら の 発現 と 実 動 。 

その た め に 使用 され る 、 言 語 や 記号 。 その 用 意 。 

それ ら に お ける 、 遣 伝 性 と 文化 性 。 そ れ ら 両方 の 存在 を 、 前 提 と す 
る 。 


//// 

生物 が 、 生 き 続 けた いと 思う 意思 や 精神 の 内 在 。 

それ を 、 小 さ な 神 経 回 路 の 中 で 、 再 現す る 必要 が ある 。 

自動 性 。 自 発 性 。 

自動 的 で 連続 的 な 、 鼓 動 。 生 物 活 動 に お ける 、 無 限 ル ー 


生物 活動 に お ける 、 タ スク の 、 自 動 の 定期 的 な 起動 。 

それ は 、 以下 の 方 法 で 、 実 現 可能 で ある 。 

プロ グラ ム の 内 部 で 、 自 動 無 限 ル ー プ の ルー チン を 回 し 続け る こ 
=. 

プロ グラ ム の 内 部 で 、 一 定 の フレ ー ム レー ト で の 自動 の 定期 的 な タ 
スク 起動 を 実行 する こと 。 


//// 

生物 の 、 生 命 維持 の た め の 感 情 を 、 設 定 し 実現 する 必要 が ある 。 
快感 と 不快 感 。 接 近 と 回 誤 。 倍 頼 感 と 不 倍 感 。 安心 と 不安 。 
生物 に 対し て 、 人 危険 や 不良 性 を 知ら せる 、 痛 覚 の 存在 。 

それ ら を 、 神 経 細 胞 に お ける 、 接 合 部 の シナ プス の 促進 と 抑制 の 自 
動 制御 機構 と し て 、 和 実現 する 。 

生命 維持 に 上 と っ て の 、 プ ラス と マイ ナス 。 その 刻 定 と 、 指 示 。 
その 仕組 み を 、 神 経 回 路 に 内 蔵 さ せる 。 


//// 

学習 。 

どう いう 場合 に 、 促 進 的 接合 に し て 、 ど うい う 場 合 に 、 抑 制 的 接合 
ICT SD. 

それ ら を 、 決 定 す る 仕組 み 。 

それ を 、 神 縦 回 路 内 部 に 内 蔵 さ せる 必要 が ある 。 

生物 の 神経 系 に お いて は 、 興 奮 性 や 促進 性 の 神経 細胞 と 、 抑 制 性 の 
神経 細胞 が 存在 する 。 

神経 系 に お ける 、 両 者 の 個数 の 分 布 は 、 促 進 性 の 神経 細胞 が 8 0 % 
で あり 、 抑 制 性 の 神経 細胞 が 2 0 % で ある 。 


促進 性 の 神経 細胞 は 、 促 進 性 の シナ プス を 形成 する 。 抑 制 性 の 神経 
細胞 は 、 抑 制 性 の シナ プス を 形成 する 。 

促進 性 の 神経 細胞 の 動き を 、 抑 制 性 の 神経 細胞 が 抑え る 。 

どう いう 場合 に 、 接 合 が 太く な る こと を 促進 し 、 ど うい う 場 合 に 、 
接合 が 太く な る こと を 抑制 する か 。 

それ ら を 決定 する 仕組 み 。 

それ を 、 神 縦 回 路 内 部 に 内 蔵 さ せる 必要 が ある 。 

当該 の 神経 細胞 に よる 、 自 律 的 な 、 促 進 と 抑制 の シナ プス 結合 の 形 
成 。 他 の 司 今 役 の 神 終 細胞 か ら の 司 今 の 伝達 に 基づく 、 従 属 的 な 、 
促進 と 抑制 の シナ プス 結合 の 形成 。 


//// 

記憶 。 

記録 の 、 物 理 的 な 書き 込み 。 

忘却 。 思 い 出 し た い が 、 思 い 出 せな いこ と 。 思 い 出 さ な い よう に 、 
抑圧 する こと 。 書き 込み の 不能 性 。 書き込も うと し て も 、 書 き 込 み 
され な いこ と 。 い っ た ん 行わ れ た 書き 込み の 消滅 。 い っ た ん 行わ れ 
た 書き 込み の 検索 不能 性 。 

思い 出し の 行動 。 記 憶 の 検索 行動 。 

書き 込み 箇所 の 故障 や 死亡 。 認 知 症 。 


//// 

意識 。 無 意識 。 

神経 系 の 、 活 動 状 態 や 、 活 動 内 容 。 そ の 内 部 分 類 。 

生物 自身 が 、 自 覚 で きる 部 分 。 生 物 自身 が 、 自 覚 で き な い 部 分 。 
生物 自身 へ の フィ ー ド バッ ク が ある 部 分 。 生 物 自身 へ の フィ ー ド 
バッ ク が 無い 部 分 。 

感覚 や 知覚 の 内 容 。 そ れ ら の 、 REMC, Bett. 

それ ら は 、 神 経 系 の 別々 の 部 分 で の 活動 に な っ て いる 。 
無意識 で の 活動 が 先行 し 、 意 識 が 後 か ら 付 いて 来 て 、 追 認 す る 。 
環境 に 対す る 反応 は 、 無 意識 で の 取り 扱い が 先行 し て 、 そ の 内 容 を 
明示 化し た も の が 、 意 識 と な る 。 


//// 
思考 。 
RisICBO<. SHSERWCES, BIDSPUR, SHOR 


考 。 论 理 的 思考 。 


それ ら の 区 別 が 必要 で ある 。 

TERR. 快感 と 不快 感 。 そ れ ら の 区 別に 基づく 、 神 経 細 胞 の シナ プス 

の 促進 と 抑制 。 

=пьф. НЕЮ, ЧЕК, GRRE. СПЬФ, УВ 
5 =] НЕ, 


それ ら の 事前 の 分 類 が 必要 で ある 。 

EN5eKAT SHO, HHO ROBAMHMECHS. 
ЕЯ ЕН 4 А, ИИ, HRAICHItS, ИВМ, 
ЕН ><. ID, ОБ, НЦ, REL, 
司 念 する 機構 。 それ ら の 設定 が 必要 で ある 。 

上 位 の 価値 中 枢 か ら 、 下 位 の 感覚 や 記憶 や 思考 や 運動 に 、 行 動 の 司 
合 の 信号 が 降り て くる 形 を 、 試 し に 想定 する 。 価値 中 枢 と 、 感 情 や 
情動 の 中 枢 と の 関連 。 そ れ ら は 、 同 一 の 存在 か も 知れ な い 。 


AAA 

自 個体 が 、 無 機 物質 や 、 他 個体 に 、 接 触 し 、 衝 突 す る こと 

無機 物質 や 、 他 個体 が 、 自 個体 に 、 接 触 し 、 衝 突 す る こと 

それ ら の 物理 運動 。 そ れ ら を 、 考 慮 する 必要 が ある 。 

既存 の 分 子 運 動 の プロ グラ ム や 、 了 既存 の アク ショ ン ゲ ー ム を 、 参 考 
に する 。 


//// 

生物 の 行動 。 そ の 成功 と 失敗 。 そ の 刻 断 や 麟 定 の 機構 。 そ の 機構 
QD, MRAICHSIFSAE, СО, VIFAORE CHE 
の コン トロ ー ル 。 

行動 に 対す る フィ ー ド バッ ク や フィ ー ド フォ ワー ド の 制御 の 存在 の 
要 性 。 

それ は 、 専 用 の 回 路 が 存在 する 訳 で は 無い 。 事 前 の 記憶 と 、 事 後 の 
感覚 や 知覚 と の 照合 に よっ て 、 対 応 す る 。 

フィ ー ド バッ ク と 、 フ ィ ー ド フォ ワー ド の 、 親 に よる 子供 の 養育 の 
過程 で の 、 習 得 。 そ の シミ ュ レ ーション に よる 解明 。 


//// 
睡眠 の シミ ュ レ ーション 。 


生物 の 睡眠 と 、 生 物 が 、 睡 眠 中 に 、 夢 を 見 る こと 。 それ ら の 、 シ 
ミュ レー ショ ン に よる 解明 。 

神経 細胞 は 、 頻 驚 に 発火 を 繰り 返し て いる と 、 エ ネル ギー 欠 素 状態 
に な けり 、 発 火 に 必要 な エネ ルギー が 不足 し 、 疲 労 し 、 元 気 が 無 く な 


る 。 
神経 細胞 は 、 そ の まま で は 、 発 火 が 不可 能 に な り 、 活 動 出 来 な く な 
る 


その 状況 に 対処 する た め 、 体 外 環 境 の 受容 器 か ら の 入力 を 、 一 時 的 
に 遮断 し て 、 神 経 細胞 に 対し て 、 酸 素 な どの エネ ルギー の 充電 作業 
を 、 行 うこ と 。 

CD, EER CHS. 

睡眠 中 は 、 体 内 環境 か ら 、 発 火 に 必要 な エネ ルギー の 充電 や 補給 が 
行わ れる 。 

その 作業 は 、 沢 山 使い 過ぎ て 、 充 電池 が 切れ そう に な っ た スマ ー ト 
フォ ン に 対し て 、 電 源 を 遮断 し て 、 充 電 を 行う 作業 と 、 同 様 で あ 
る 。 

充電 中 の 、 神 経 細胞 の 活動 が も た ら す 心 的 結果 が 、 夢 で ある 。 
それ ら の 過程 を 。 シミ ュ レ ーション で 実現 する 。 


//// 

ある 神経 細胞 の 死 。 そ の こと が 、 周 囲 の 神経 細胞 や 、 神 経 系 全体 に 
も た ら す 影 線 。 そ の シミ ュ レ ーション 。 

神経 細胞 の 生死 の 状態 を 、 数値 で 表示 する 。 死 ん で いる 神経 細胞 の 
活動 を 、 無 効 化 する 。 


//// 

生 語 維持 行動 の シミ ュ レ ーション 。 

彼ら 自身 の 、 身 体 の 維持 。 そ の シミ ュ レ ーション 。 

エネ ルギー の 獲得 。 養 分 の 獲得 。 食 糧 の 獲得 。 

食糧 の 消費 。 食 糧 が 、 獲 得する と 、 環 境 中 か ら 、 無 く な る こと 。 
食糧 が 得 ら れ な い 状 態 が 、 一 定時 間 続 く と 、 生 物 が 死ぬ こと 。 
受容 器 。 食糧 が ある こと 。1。 正 の 整数 。 食 糧 が 無い こと 。0。 そ れ 
ぞ れ を 、 別 々 の 細胞 で 、 検 知 。 

出力 器 。 食糧 の 消費 。 環 境 中 の 数 値 を 、0 に する こと 。 環 境 中 の 数 
値 を 、 減 ら す こと 。-1。 一 定 の フレ ー ム レー ト で 、 それ ら の 行動 を 
起こ すこ と 。 

受容 器 で 0 が 続く と 、 や が て 死ぬ こと 。 

生物 の 体内 の 栄養 の 蓄積 量 。 食糧 が 得 ら れる と 、 増 える こと 。 一 定 


時 間 毎 に 、 自 動 的 に 減る こと 。 
ЕЕК. НСС, その こと に よる 、 以 下 
の よう な 信号 の 発生 。 生 命 維持 に と っ て の 危険 倍 号 。 そ れ を 、 体 内 
環境 か ら 、 受 信 す る こと 。 

そし て 、 死 ぬこ と 。 

食糧 が 無く な る と 、 位 置 を 、 試 行 錯誤 的 に 変え る こと 。 

数 値 を 持つ 環境 を 、 複 数 個 、 用 意 す る こと 。 複 数 の 環境 に 、 番 号 や 
id を 振る こと 。 

体外 環境 。 体 内 環境 。 そ れ ら の 、 区 別 を する こと 。 

そう し た 行動 を 、 神 経 系 で 、 表 現す る こと 。 


//// 

他 の 個体 と の 、 交 渉 や 折衝 。 

他 の 個体 と の 、 権 益 を 巡る 和 争奪 戦 。 
他 の 個体 と の 、 融 和 。 

それ ら の シミ ュ レ ーション 。 

複数 の 個体 に 、 番 号 や id を 振る こと 。 
他 個 体 の 存在 。 そ の こと の 、 受 容器 と 神経 細胞 に よる 、 検 知 や 知 
覚 。 

生物 上 、 非 生物 。 

有機 物質 と 、 無 機 物質 。 

それ ら の 区 別 を 可能 に する こと 。 


//// 

性 差 の シミ ュ レ ーション 。 

生物 の 、 雄 と 雌 の 行動 。 そ れ は 、 以 下 の 内 容 で ある 。 

雄 。 気体 的 行動 様式 。 気 体 分 子 運 動 シ ミュ レー ショ ン 。 

№, 液体 的 行動 様式 。 液 体 分 子 運 動 シ ミュ レー ショ ン 。 

物理 的 な 分 子 運 動 シ ミュ レー ショ ン を その まま 使う こと は 、 し な 
し \。 

行動 に お ける 、 離 散 指 向 と 、 近 接 指向 や 一 体 化 指向 と の 相違 で 、 実 
現す る 。 

女性 的 個体 。 環 境 か ら 0 が 来 た ら 0 を 、1 が 来 た ら 1 を 出力 する 確率 。 
その 数 値 が 高い 。 

前 例 順 守 、 前 例 同 調 の 個体 。 

男性 的 個体 。 環 境 か ら 0 が 来 た ら 1 を 、1 が 来 た ら 0 を 出力 する 確率 。 
その 数 値 が 高い 。 

前 例 破壊 と 新 秩 序 樹立 の 個体 。 


AAA 

生殖 行動 の シミ ュ レ ーション 。 
異性 の 発見 。 

性 的 誘引 へ の 、 自 動 的 な 反応 。 

異性 間 の 求愛 と 、 そ の 受容 。 セ ックス 。 


УФ. 

AAA 

生物 社会 。 

各 生 物 の 神経 系 の 合計 。 総 合 合体 結果 と し て の 全体 社会 。 


それ ら の 、 リ アル タイ ム で の 表示 。 


iff 

作成 に 当たっ て は 、 い いきなり ワリ コー ディ ング に は 入ら ず に 、 事 前 に 、 
可能 な 限り 、 設 計 を 具体 化し 、 そ の 内 容 を 詰め て お く 。 
作成 する デモ の 内 容 。 


神経 細胞 の 単体 。 

最低 限 の 神経 系 の 機能 を 備え た 、 生 物 。 

神経 細胞 の リス ト と 、 そ れ ぞ れ の 神経 細胞 の 活動 を 、 リ アル タイ ム 
で 表示 する 。 

神経 細胞 に 、 番 号 や id を 振る 。 

神経 細胞 の 入力 部 分 の 単 一 の 頭 の 部 分 。 そ こ に 、 以下 の 内 容 を 、 色 
彩 で 、 表 示す る 。 

その 神 縦 細 胞 の 番号 や id と 、 存 在 エ リア と 、 促 進 性 か 抑制 性 か の 

別 。 

神経 細胞 の 真ん中 に 、 発 火 す る か どう か を 、 プ ロッ ク で 、 色 彩 で 、 
表示 する 。 

神経 細胞 の 出力 部 分 に 、 以 下 の 内 容 を 、 リ スト 形式 で 、 色 彩 で 、 表 
示す る 。 

接続 する 、 次 の 神経 細胞 。 そ れ ら の 番号 や id と 、 太 さと 、 学 習 可 能 
性 の 有無 。 

その 接続 の 数 。 そ の リア ル タ イ ム の 増減 。 そ れ を 、 リ スト 形式 で 表 
示す る 。 

それ ら の 神経 細胞 の 表示 を 、 リ スト 形式 で 、 上 下 に 並べ て 、 表 示す 


о 


受 容器 。 出 力 器 。 

神経 細胞 と 同様 に 、 そ れ ぞ れ に 、 番号 や id を 振る 。 

それ ら の 真ん中 に 、 活 動 す る か どう か を 、 ブロック で 表示 する 。 
受容 器 の 場合 、 マ ウス で クリ ッ ク す る と 、 活 動 す る 。 

受容 器 の 場合 、 出 力 部 分 に 、 以 下 の 内 容 を 、 表 示す る 。 

接続 する 、 次 の 神経 細胞 。 そ れ ら の 番号 や id。 

出力 器 の 場合 、 活 動 す る と 、 外 部 環境 に 、 そ の 活動 の 刻印 を 残す よ 
うに する 。 

その 刻印 内 容 を 、 番 号 や id と し て 、 色 彩 と し て 、 表 示す る 。 


複数 の 神経 細胞 や 、 複 数 の 神経 系 や 、 複 数 の 生物 。 

ENS OEMS MMLC. HAUT. BRUT, sl®@TSce, 
その た め の 、 生 物 行動 の 実験 用 の コン トロ ー ラ ー。 

それ ら を 設け る こと 。 


細胞 同士 の 接続 や 、 細 胞 毎 の 活動 状態 。 
EN5O0, =. 
その 、 リ アル タイ ム で の グラ フィ ッ ク 表 示 。 


//// 

最初 は 、 グ ラフ ィ ッ ク 表 示 無 し の 、 関 数 作成 か ら 始 め る 。 

受容 器 。 神経 細 胞 。 出力 器 。 外部 環境 。 内 部 環境 。 

それ ら の 動き を 、 プ ログ ラム ベー ス で 、 一 通り 作り 込む こと 。 
デモ 表示 は 、 そ れ ら の 内 容 を 実現 し た 後 で 、 そ の 作成 に 取り 掛か る 
よう に する 。 


( 2022 年 1 月 初出 。 ) 


作成 が 必要 な 、 神 経 系 の シミ ュ レ ーション プロ グラ ム の 
ABR, 2 Ф\ЕБС1ЕР С. ЖЕН, 


//// 


神经 细胞 。 

и 促进 二 ти ロン と 、 抑 制 ニ ュー ロン 。 
CORRODE, Raab, ЗЕБРЫ. FEA, ЛЕВ НВ 
それ ぞ れ を 、 独 立 し た 関数 か プロ セス に する 。 

関数 間 や プロ セス 間 の デー タ 転 送 が 、 そ れ ぞ れ の プロ セス に お い 
て 、 必 要 で ある 。 


外部 環境 は 、 リ アル タイ ム で 、 そ の 都度 、 一 定 の フレ ー ム レー ト 
で 、 デ ー タ を 受 倍 部 に 送る 。 実 際 の プロ グラ ム で は 、 プ ログ ラム 利 
用 者 に よる ボタ ン 和 人 入力 な ど で 、 人 和信 カ データ が 発生 し た ら 、 そ の 都 
度 、 そ の デー タ を 、 受 全部 に 送る 

受信 部 は 、 発 火 イ ベン ト が 起き た ら 、 そ の 都度 ご 、 イ ベン ト と 信号 
を 、 デ ー タ を 集計 部 に 送る 。 前 の 細胞 と の 接続 の 太 さ に 従っ て 、 送 
信 す る 信号 の 大 き さ や 量 を 、 変 える 。 

集計 部 は 、 ベ ルト コン ベア で 、 一定 時間 毎 に 、 一 定 の フレ ー ム レー 
ト で 、 そ こま で の 集計 結果 を 区 切っ て 、 集 計数 値 を 、 閉 定 部 に 送 
る 。 体 内 時 計 を 活用 する こと 。 体 内 時 計 を 活用 し な い 場 合 。 そ の 神 
経 細胞 に お ける 、 前 の 抑制 ニュ ー ロ ン と の 接合 部 の 増強 が 、 そ の ま 
まで は 、 不 可能 に な る こと 。 

FEBS, ЗЕРНА, BXTNY Неа ВИНЕ ОЕ CEO 
み 、 イ ベン ト を 発生 させ る た め 、 発 火 を 許可 する 倍 号 を 、 時 計 的 
に 、 規 則 的 に 、 発 火 部 に 送る 。 

発火 部 は 、 発 火 可 能 イ ベン ト が 起き た ら 、 そ の イベ ント を 受け 取っ 
て 、 そ の 都度 、 イ ベン ト と 倍 号 を 、 時 計 的 に 、 規 則 的 に 、 送 信 部 に 
送る 。 

送信 部 は 、 送 信 イ ベン ト を 受け 取っ て 、 各 送信 先 に 、 デ ー タ を 送 
5. それ ら は 、 送 信 先 毎 に 、 同 一 で 共通 の デー タ で ある 。 デー タ 
は 、 以 下 の 内 容 で ある 。 発 火 イ ベン ト の 発生 を 示す 、0 か 1 か の 、 数 
値 。 神 経 細胞 の それ 自身 の 種別 が 、 促 進 ニ ュー ロン か 、 抑制 ニ ュー 
ロン か の 、 種 別 情報 の 数 値 。0 か 1 か の 数 値 。 


// 
НН С 5, ЖАФЯЕ. TOANHIAL, COIT SY 


グ 。 

神経 系 の 各々 の 細胞 内 部 の 体内 時 計 を 利用 する こと 。 

一 定 の 周期 で 、 一 定 の 時 間 間 隔 で 、 そ の 時 間 感 覚 和 内 の 入力 デー タ 
を 、 促 進入 力 と 抑制 入力 と に 分 類 し て 、 そ れ ぞ れ 集 計 す る こと 
促進 入力 が 抑制 入力 を 、 一 定 の 闘 値 汐 上 上 回 っ た ら 、 そ の タイ ミン 
グ で は 、 発 火 す る こと 。 促 進入 力 が 抑制 入力 を 、 一 定 の 園 値 以上 上 


回 ら な か っ た ら 、 そ の タイ ミン グ で は 、 発火 し な いこ と 。 

発火 し た 場合 。 促 進入 力 の 受信 部 を 増強 する こと 。 抑 制 入力 の 受信 
部 を 、 低 減 す る か 、 そ の まま 放 買 する こと 

発火 し な か っ た 場合 。 抑 制 入力 の 受信 部 を 、 増強 する こと 。 ЕЛ 
力 の 受信 部 を 、 低 減 す る か 、 そ の まま 放置 する こと 。 

その 結果 。 

各 細 胞 に お ける 発火 と 非 発火 の 発生 は 、 体 内 時 計 に 従っ て 、 時 間 的 
に 規則 的 な も の に な る こと 。 

体内 時 計 を 持っ て いる 細胞 。 

体内 時 計 を 、 そ れ 自 身 で は 持た ず に 、 他 の 体内 時 計 を 持っ て いる 細 
胞 の 時 計 情 報 を 、 流 用 し 、 活 用 する 細胞 。 


// 


シナ ブス 。 

それ は 、 神 経 細胞 同士 の 、 接 合 部 で ある 。 

前 の 細胞 の 送信 部 。 次 の 細胞 の 受 合 部 。 そ れ ら の 間 に お ける 、 発 火 
信号 デー タ の 伝達 の 有無 。 

次 の 細胞 の 受 倍 部 に お ける 、 発 火 倍 号 デ ー タ の 通過 の 有無 に 基 づ 
く 、 接 合 の 増強 と 、 接 合 の 低減 ある い は 放置 。 

次 の 細胞 の 受 倍 部 に お ける 、 次 の 細胞 の 発火 の 有無 に 基づく 、 接 合 
の 増強 と 、 接 合 の 低減 ある い は 放置 。 

それ ら の 作用 を 統合 する 概念 と し て の 、 接 合 部 。 


Ухо, 

=5-ПУ-—№. KROMMBICSIFSEXOBRICDIITO, KOM 
胞 の 発火 部 か ら 次 の 細胞 の 受 倍 部 へ の フィ ー ド バッ ク デ ー タ の 、 次 
の 細胞 の 受 倍 部 に お ける 、 通 信 回 線 毎 の 個別 の 受 倍 。 


促進 ニュ ー ロ ン の 場合 。 前 の 細胞 か ら の 受信 デー タ に より 、 次 の 細 
胞 も 発火 し た 場合 。 次 の 細胞 の 受信 部 に お ける 、 受 信 数 値 の 増加 の 
学習 。 次 の 細胞 に お ける 、 促 進 刺激 の 受信 数 値 の 増幅 。 そ れ が 、 毎 
回 、 全 て の 接合 部 に お いて 、 行わ れる こと 。 

抑制 ニュ ー ロ ン の 場合 。 前 の 細胞 か ら の 受信 デー タ に より 、 次 の 細 
胞 が 発火 し な か っ た 場合 。 次 の 細胞 の 受 倍 部 に お ける 、 受 全数 値 の 
増加 の 学習 。 次 の 細胞 に お ける 、 抑 制 刺激 の 受信 数 値 の 増幅 。 そ れ 
が 、 毎 回 、 全 て の 接合 部 に お いて 、 行 われ る こと 。 


抑制 ニュ ー ロ ン で は 、 動 き は 、 促 進 ニ ュー ロン の 上 真 逆 と な る 。 


前 の 細胞 が 、 促 進 ニ ュー ロン の 場合 。 次 の 細胞 に お いて 、 発 火 が 
あっ た 時 の み 、 そ れ を 、 イ ベン ト と し て 、 次 の 細胞 の 受信 部 が 、 受 
信 す る 。 

前 の 細胞 が 、 促 進 ニ ュー ロン の 場合 。 前 の 細胞 か ら の 発火 受信 に よ 
る 、 次 の 細胞 に お ける 発火 が 、 長 期間 起き な か っ た 場合 。 次 の 細胞 
の 発火 が 抑制 され る と 、 次 の 細胞 の 受信 部 に お ける 、 受 信 数 値 の 減 
少 の 学習 が な され る 。 次 の 細胞 に お ける 、 促 進 刺激 の 受信 数 値 の 削 
減 。 そ れ が 、 毎 回 、 全 て の 接合 部 に お いて 、 行 われ る こと 。 


前 の 細胞 が 、 抑 制 ニ ュー ロン で あっ た 場合 。 次 の 細胞 の 発火 が 抑制 
され る と 、 受 信 数 値 の 増加 の 学習 が な され る 。 次 の 細胞 に お ける 、 
抑制 刺激 の 受信 数 値 の 増幅 。 そ れ が 、 毎 回 、 全 て の 接合 部 に お い 
て 、 行 われ る こと 。 

前 の 細胞 が 、 抑 制 ニ ュー ロン で あっ た 場合 。 抑 制 デ ー ея 
に も 関わ ら ず 、 次 の 細胞 の 発火 が な され る と 、 受 倍数 値 の 減少 の 
習 が な され る 。 次 の 細胞 に お ける 、 抑 制 刺激 の 受 倍 数 値 の 削減 。 そ 
れ が 、 毎 回 、 全 て の 接合 部 に お いて 、 行 われ る こと 。 


前 の 細胞 が 、 促 進 ニ ュー ロン か 、 抑 制 ニ ュー ロン か 。 後 の 細胞 が 、 
発火 し た か 、 発 火 し な か っ た か 。 Bat, 4 通り の 考慮 が 必要 。 


学習 。 

シナ ブス の 可 色 性 を 用 いて 、 神 経 細胞 同士 の 接合 の 強度 を 、 生 物 の 
環境 適応 の 度合 い が よ り 高 い 形 へ と 、 自 発 的 に 変化 させ る こと 。 
可 天 性 の ある 神経 細胞 と 、 可 誠 性 の 無い 神経 細胞 と の 、 両 方 が 、 同 
時 に 存在 する こと 

生徒 の 信号 出力 。 教師 の 手 本 の 信号 出力 。 そ の 差 を 、 埋 め る よう 
<, 神経 系 を 、 再 構築 する こと 

機械 学 習 の よう な 、 バ ッ ク プ ロ パ ゲー ショ ン の 、 複 数 の 細胞 レベ ル 
で の 実現 。 そ れ は 、 現 実 の 神経 系 の 動き を 、 反 映し な い 。 そ れ は 、 
現実 の 神経 系 の 動き を 、 再 現す る 上 で は 、 後 回 し と な る 。 別 の 効果 
的 な 、 神 経 系 の 学習 方 法 を 、 考 案 す る こと が 、 必 要 で ある 。 


И 
НИНЕ ФЕН, НЕЖОФУХТД. 


神経 系 内 部 に お ける 、 和 神経 細胞 同士 の 社会 的 分 業 。 そ れ は 、 和 神経 系 
の シス テム で ある 。 それ ら は 、 以下 の よう な 内 容 で ある 。 


// 


記憶 。 

神経 細胞 同士 の 、 後 天 的 に 形成 され た 結合 。 そ れ ら の 保持 。 それら 
を 、 維 持 す る か どう か を 、 コン トロール す る 、 НН, Фо 
トロ ー ル の メカ ニズム を 、 和 実装 する こと 。 

短期 記憶 。 一 時 的 な 記憶 。 

長期 記憶 。 持続 的 な 記憶 。 促進 性 の 長期 記憶 。 抑制 性 の 長期 記憶 。 
促進 ニュ ー ロ ン に よる 、 記 憶 内 容 の 増強 。 

抑制 ニュ ー ロ ン に よる 、 記 憶 内 容 の 抑圧 。 

ある エリ ア の 神 終 細胞 が 機能 し な く な る と 、 記 憶 の 機能 が 、 神 婦 系 
の 全般 に お いて 、 失 われ る こと 。 


// 


思考 。 

神経 細胞 が 、 あ る 場所 か ら 、 別 の 場所 へ と 、 移 動 す る こと 。 

ある 神経 細胞 か ら 、 別 の 神経 細胞 へ と 、 ラ ンダ ム に 触手 が 伸び る こ 
"жд 

それ は 、 ア メー バ の 移動 と 、 同 様 で ある 。 

その 結果 。 新 た な 、 神 経 細 胞 同 士 の 接合 部 が 、 次 々 に 、 試 験 的 に 形 


成 さ れる こと 。 
それ は 、 新 規 の アイ デア の 思い つき に 、 相 当 す る こと 。 それ は 、 思 
考 で あ る 。 


それ ら の メカ ニズム を 、 和 実装 する こと 。 
相互 結合 の 変動 が ある 神経 細胞 と 、 相 互 結合 の 変動 が 無い 神経 細胞 
と の 、 両 方 が 、 同 時 に 存在 する こと 。 


中 継 。 媒 介 。 遠 距離 の 連絡 。 
社会 分 業 制 の 神 縦 系 シス テム に お いて 、 離 れ た 場所 の 、 別 々 の 機能 
を 担う 、 神 経 系 同士 を 、 中 継 し 、 連 絡 す る 、 神 経 細胞 。 


// 


感情 。 情 动 。 

生物 | 要 付 吾 、 基 本 的 区 环 境 通 应 OO 行动 。 忒 机 己 在 司 召 、 生 命 维持 
に と っ て 、 最 も 重要 な 、 神 経 細胞 。 

И, НЕЯСНО СФ 5. 

周辺 部 の 神経 細胞 に 対し て 、 促 進 と 抑制 の コン トロ ー ル を 行う 、 神 
经 细胞 。 


それ ら の 活動 。 そ の コン トロ ー ル の メカ ニズム を 、 和 実装 する こと 。 


^^ ФЕН. 

ВЕСЕ < THOME ВЕИСХ 9 ЖСК > с. THAT, 
慌て て 取り 乱 し な が ら 、 急 速 に 動く こと 。 それ は 、 女 性 的 で ある 。 
感情 に 基づく 行動 の 抑制 。 則 威 に 対す る 冷 静 な 観察 。 それら に 基 づ 
く 、 攻 撃 と 防御 。 それら を 、 行 うこ と 。 それ は 、 男 性 的 で ある 。 
それ ら の 両方 を 、 別 々 の 神経 細胞 に よっ て 、 備 える こと 。 


// 


生命 の 基盤 。 

生物 に お ける 、 基 本 的 な 生 命 維持 に 真 結 す る 行動 。 

衣食 住 の 確保 。 水 分 や 栄養 分 の 、 体 内 へ の 摂取 。 体 内 の 不要 物 の 拝 
itt, 

それ ら の 行動 を 司る 、 神 経 細胞 。 

それ ら は 、 神 経 系 の 、 最 も 中 心 部 に 存在 する 。 それ ら は 、 神 経 系 の 
基本 部 分 で ある 。 


//// 


FOFISVTIICEIS, RHCRROAH. 
プロ グラ ム の 実装 は 、 生 物 に と っ て 、 最 も 重要 な 部 分 か ら 、 行 うこ 
と 。 そ れ は 、 生 物 基 上 盤 の 神経 系 の 部 分 で ある 。 


神経 細胞 の 活動 を 、 コ ンピュータ の 複数 の プロ セス の 集合 体 と し 

CT. RHETSCE, 

PythonD FOVS=SYTA(chItS, ХАНУ TOME. 
それ ら を 、 活 用 する こと 。 

細胞 活動 を 、 複 数 の 機能 に 分 割 し て 、 捉 える こと 。 各 機能 に 、 プ ロ 
セス を 割り 当て る こと 。 

マル チ プ ロ セ ッ シ ン グ に お ける 、 プ ロ セ ス 間 の デー タ 通 信 。 

キュ ー。 PIPE。 メ モリ 共有 。 

デー タ 通 信 の 相手 を 、 試 行 錯 誤 的 に 新規 に 生成 する こと が 、 可 能 で 
ある こと 。 シ ナ プ ス の 新規 生成 が 、 可 能 で ある こと 。 

PIPE は 、 キ ュー の 、 上位 互換 で ある 。 


外部 環境 の 取る 値 の 設定 。 そ の 値 を 、 手 動 で 変化 させ る こと を 可能 


に する こと 。 

標準 入力 か ら の デー タ 読 み 込 み 。 キ ー ボ ー ド 。 マ ウ ワ ス 。 

ファ イル 災 由 で の デー タ 書 き 込 み と 、 受 容器 に よる デー タ 読 み 込 
只 。 

Python 向 け の Tkinter の ソフ トウ ェ ア を 利用 し て 、 テ キス ト ボ ックス 
や ボタ ン な どの GUI ベ ー ス の 画 面 を 生成 し て 、 そ の 画面 か ら 、 外 部 
環境 を 制御 する デー タ の 入力 を する こと 。 

外部 環境 自体 を 、 プ ロ セ ス 化 する こと 。 外 部 環境 の 制御 の た め の 
GUI を 、 プ ロ セ ス と し て 起動 する こと 。 


夕 三 一 0 受信 数值 张 生 送信 器 在 、 别 途 作 成 L 世 、 神 经 细胞 DO 动作 O 
デバ ッ グ に 使う 。 


和 名 プロ セス は 、 い っ た ん 起動 し た ら 、 全 て 、 そ の まま 放 買 する こ 
と 


пех, НСС) 5СЕ. RBAFEITKS, АН 
の 死亡 。 AmeWASc EICKS, НОГ. SNS, 再現 可 
能 に する こと 。 

各 プ ロ セ ス は 、 後 か ら 、 追 加 の 形 で 、 生 成 で きる よう に する こと 。 
生物 の 誕生 後に お ける 、 新 た な 、 神 経 細 胞 の 生成 や 、 神 経 細 胞 の 分 
裂 。 そ れ ら を 、 再 現 可 能 に する こと 。 


( 2022 年 2 月 初出 。 ) 


神経 系 へ の 、 機 能 の 実装 。 


神経 系 へ の 、 機 能 の 実 義 。 

神経 系 へ の 、 生 き や す さ を 向上 させ る 働き の 、 実 装 。 
神経 系 自身 の 生き や すさ 。 

その 神経 系 の 利用 者 の 、 生 き や す さ 。 

EN5BOD, АМФ, RR, 

HRAND,. ВВЕЁФ, 2. 

それ ら の 実現 が 、 必 要 で ある 。 


一 般 的 な 神経 系 プロ グラ ミン グ に お ける 、 実 装 が 必要 な 機能 的 要件 


の 、 リ スト 。 
それ は 、 以 下 の 内 容 で ある 。 
例 。 


一 般 的 な 心理 学 教科 書 の 、 目 次 。 
私 の 書籍 に お ける 、 生 き や す さ と 機能 主義 と の 関連 に 関す る 項目 内 
容 の 、 目 次 。 


( 2022 年 6 月 初出 。 ) 


ЕЖА УПУЕ=ЕУЯ. ФЕ, 


НЕЖУПУЕУУФЕЯ, 

生物 の 神経 系 に お ける 、 生 物 自身 の 環境 適応 に 必要 な 、 入 出力 の 、 
規定 。 

その 人 出力 を 得る た め に 必要 な 、 和 神経 系 の 神経 回 路 網 の バタ ー ン 
や 、 神経 細胞 の 発火 系 件 の 、 規 定 。 

それ ら に お ける 、 最 も 基本 的 な バタ ー ン 。 

それ ら の 割り 出し を 、 最 優先 で 行う こと 。 


环境 变动 人 四 对 应 人世 必要 丰 、 神 经 系 O 神 经 回路 D 可 塑性 D、 规 定 。 
ENS ФЕ 517 5. ЖВЕЛЬС, ARHOUR, ПБ 
Ф, Ri 

それ ら の 神経 回 路 に お ける 、 回 路 集 積 化 の 進展 。 そ の 、 和 実現 。 
それ ら の 神 縦 回 路 に お ける 、 体 内 時 計 の 利用 の 進展 。 そ の 、 和 実現 。 


それ ら の 神 妊 回 路 の 設計 方 法 は 、 従 来 の 論理 回 路 の 設計 方 法 と 、 基 
本 的 に は 、 同 様 で ある 。 

それ ら の 神 妊 回 路 の プロ グラ ミン グ は 、 従 来 の 論理 回 路 の プロ グラ 
ミン グ と 、 基 本 的 に は 、 同 様 で ある 。 

それ ら の 神 縦 回路 の プロ グラ ミン グ 言 語 仕様 は 、 従 来 の 論理 回 路 の 
プロ グラ ミン グ 斉 語 仕様 と 、 基 本 的 に は 、 同 様 で ある 。 例 。VHDL. 
Verilog. 

それ ら の 間 に お ける 、 相 違 。 生 物 神 経 系 独自 の 特性 。 そ れ ら は 、 以 
下 の 内 容 で ある 。 


神経 細胞 が 、 常 時 、 生 き 続 け て いる こと 。 
その 回 路 の 配線 に お いて 、 可 誠 性 が ある こと 。 
その 回 路 の 活動 が 、 時 計 的 に は 、 厳 密 に 決ま ら な いこ と 。 


その 回 路 の 活動 が 、 論 理 的 で 無い こと 。 

神経 細胞 同士 の 結合 は 、0 か ら 1 の 間 に お ける 、 任 意 の 変動 する 値 を 
取る こと 。 

それ ら の 結合 は 、 促 進 と 抑制 と の 2 種類 で ある こと 。 

神経 細胞 の 発火 は 、0 か 1 か 、 で ある こと 。 

その 回 路 の 活動 は 、 そ の 点 で は 、 論 理 的 で ある こと 。 


生物 と し て の 行動 を 、 自 発 的 に 行う こと 。 

彼 自身 が 生き 続け る た め の 環 境 適応 行動 を 、 自 発 的 に 行う こと 。 
それ ら は 、 研 究 者 が いっ た ん 、 事 前 設定 を し て 、 動 作 を 開始 させ 
た ら 、 そ の 後 は 、 全 自動 で 、 自 発 的 に 。、 い つま で も 、 動 き 続 ける こ 
Е: 

研究 者 が 。、 そ れ ら の 動作 を 停止 させ る に は 、 そ れ ら を 滴 す 必要 が 、 
ある こと 。 

研究 者 が 、 そ れ ら の 動作 を 停止 させ る に は 、 そ れ ら の 魂 を 抹消 する 
必要 が 、 あ る こと 。 

研究 者 が 。、 そ れ ら の 動作 を 停止 させ る に は 、 そ れ ら の 電源 を 落と す 
必要 が 、 あ る こと 。 


( 2022 年 6 月 初出 。 ) 


mRATOTS=SYT, COMMICRETNS, AB. 


神経 系 プロ グラ ム の 開発 。 そ れ は 、 以 下 の 内 容 で ある 。 

ゲー ム ブ ログ ラム の 開発 。 

神経 系 プロ グラ ム の 実行 。 そ れ は 、 以 下 の 内 容 で ある 。 

ゲー ム プ ログ ラム の 実行 。 

そう し た ゲー ム 。 そ れ は 、 以下 の 内 容 で ある 。 

神経 系 それ 自身 が 、 自 発 的 に 自動 的 に 遂行 する 、 ゲ ー ム 。 

ゲー マー と し て の 研究 者 に と っ て は 、 環 境 状 況 の 初期 設定 と 、 生 物 
の 神経 系 の 神経 回 路 の 初期 設定 の み が 、 可 能 で ある こと 。 

ゲー マー と し て の 研究 者 に と っ て は 、 神 経 系 それ 自身 に よる ゲー ム 


の 遂行 自体 に は 、 介 入 が 不可 能 で ある こと 。 


生物 が 、 彼 自身 の 環境 適応 の た め に 、 解 決 す べ き 問 題 。 
彼 自身 に お ける 、 課 題 設定 。 そ の 、 適 切 性 と 不適 切 性 。 


外部 環境 や 内 部 環境 の 、 モ デリ ング や 配 皿 。 それら の 初期 設定 。 
生物 の 神経 系 の 、 神 経 回 路 仙 の 、 モ デリ ング や 配置 。 そ れ ら の 初期 


AX АЕо 
そう し た 初期 設定 。 
それ は 、 以下 の 内 容 で ある 。 


外部 環境 。 そ の 分 類 。 
無機 環境 。 定住 す る 無機 物 。 移 動 す る 無機 物 。 
有機 環境 。 他 の 生物 。 定 住 す る 生物 。 移 動 す る 生物 。 


移動 性 。 そ の 分 類 。 

受動 的 浮遊 性 と 、 能 動 的 行動 性 。 
液体 性 と 気体 性 。 

それ ら の 存在 の 有無 。 

それ ら の 存在 位置 。 


それ ら の 存在 の 資源 性 。 
それ ら の 存在 の 設備 性 。 


それ ら の 存在 の 新規 性 。 

それ ら の 存在 の 、 同 質 性 や 異質 性 。 

それ ら の 存在 の 、 仲 間 性 や 協和 性 や 融和 性 や 、 脅 威 性 や ライ バル 性 
也 非 融 和 性 。 

それ ら の 存在 の 、 有 益 性 や 有害 性 。 

それ ら の 存在 に 対す る 、 優 位 性 や 劣 位 性 。 


それ ら の 存在 に 対す る 、 有 利 性 や 不利 性 。 
それ ら の 存在 に 対す る 、 勝 利 や 敗北 の 、 可 能 性 。 


それ ら の 存在 に 対し て 、 打 倒 や 抹消 を 行う 、 可 能 性 。 
それ ら の 存在 か ら 、 打 倒 や 抹消 を 受け る 、 可 能 性 。 


それ ら の 存在 に 対す る 、 交 渉 。 そ の 可能 性 。 


それ ら の 存在 に 対す る 、 協 力 。 そ の 可能 性 。 
それ ら の 存在 に 対す る 、 協 働 。 そ の 可能 性 。 


それ ら の 存在 に 対す る 、 価 値 観 の 一 致 。 その 可能 性 。 


それ ら の 存在 に 対す る 、 融 合 。 そ の 可能 性 。 
それ ら の 存在 に 対す る 、 同 調 や 調和 。 そ の 可能 性 。 


それ ら の 存在 に 対す る 、 信 頼 。 そ の 可能 性 。 
それ ら の 存在 に 対す る 、 安 心 。 そ の 可能 性 。 


それ ら の 存在 に 対す る 、 不 安 。 その 可能 性 。 
それ ら の 存在 に 対す る 、 恐 怖 。 その 可能 性 。 
それ ら の 存在 の 、 回 避 。 そ の 可能 性 。 

それ ら の 存在 か ら の 、 逃 亡 。 その 可能 性 。 
それ ら の 存在 か ら の 、 離 脱 。 その 可能 性 。 


それ ら の 存在 へ の 、 強 制 を 行う 、 可 能 性 。 
それ ら の 存在 か ら 、 強 制 を 受け る 、 可 能 性 。 


それ ら の 存在 か ら の 、 資 源 の 、 受 信 や 受容 の 可能 性 。 

それ ら の 存在 か ら の 、 資 源 の 、 奪 取 や 接収 や 徴収 の 、 可 能 性 。 
それ ら の 存在 か ら 、 資 源 を 朝貢 され る 、 可 能 性 。 

それ ら の 存在 か ら 、 資 源 を 慈恵 され る 、 可 能 性 。 

それ ら の 存在 か ら の 、 資 源 の 、 買 取 の 、 可 能 性 。 


それ ら の 存在 へ の 、 資 源 の 送信 の 可能 性 。 
それ ら の 存在 へ の 、 資 源 の 、 譲 渡 の 、 可 能 性 。 
それ ら の 存在 へ 、 資 源 を 朝 買 する 、 可 能 性 。 
それ ら の 存在 へ 、 資 源 を 慈 恵 す る 、 可 能 性 。 
それ ら の 存在 へ の 、 資 源 の 、 販 売 の 、 可 能 性 。 


それ ら の 有無 。 


それ ら の 、 砂 定 や 計算 。 


外部 環境 や 内 部 環境 に つい て の 、 状 況 の 検知 。 

資源 の 、 充 足 性 と 不足 性 。 

内 部 環境 の 良好 性 や 健康 性 の 、 有 無 。 

外部 環境 の 、 良 好 性 や 快適 性 や 温室 性 の 、 有 無 。 

生存 上 の 問題 の 、 存 在 や 発生 の 、 有 無 。 

それ ら の 検知 行為 の 、 試 行 や 実行 の 、 開 始 と 続行 と 中 断 と 中 止 と 完 


了 。 
それ ら の 検知 行為 の 、 成 功 と 失敗 。 


外部 環境 や 内 部 環境 に 対す る 、 働 きか け 。 

生き や すさ の 獲得 の た め の 設 備 の 、 所 有 の 有無 。 
働き か け の 行為 の 、 事 前 計算 と 、 本 番 実 行 と 、 事 後 反省 。 

行為 の 実行 に 伴う 環境 変動 の 、 事 前 予測 と 、 実 行 中 の 測定 と 、 事 後 
ВВ, 

行為 実行 中 の 、 視 野 の 、 広 さと 狭 さ 。 

行為 実行 中 の 、 注 意 の 、 集 中 性 と 分 散 性 。 

行為 実行 中 の 、 補 助 ツ ー ル の 、 用 意 や 使用 の 、 有 無 。 
行為 の 実行 に 対す る 、 フ ィ ー ド バッ ク の 有無 。 


生き や すさ を も た ら す 資源 。 

それ ら の 、 外 部 環境 か ら の 獲得 と 、 外 部 環境 か ら の 抹消 。 
それ ら の 行為 が も た ら す 、 外 部 環境 の 改変 。 
それ ら の 行為 の 、 開 始 と 続行 と 中 断 と 中 止 と 完了 。 
それ ら の 行為 の 、 成 功 と 失敗 。 


生き や すさ を も た ら す 、 手 持ち の 資源 。 

それ ら に つい て 、 外 部 環境 に よる 、 強 制 的 な 、 ア クセ ス や 奪取 や 抹 
消 を 、 受 ける こと 。 

それ ら の 行為 が も た ら す 、 外 部 環境 の 改変 。 

それ ら の 行為 の 、 開 始 と 続行 と 中 断 と 中 止 と 完了 。 
それ ら の 行為 の 、 成 功 と 失敗 。 


生き や すさ を も た ら す 、 手 持ち の 資源 。 

それ ら の 、 外 部 環境 と の 交換 。 そ の た め の 、 外 部 環境 と の 交渉 。 
それ ら の 行為 が も た ら す 、 外 部 环境 0 改变- 

それ ら の 行為 の 、 開 始 と 続行 と 中 断 と 中 止 と 完了 。 

それ ら の 行為 の 、 成 功 と 失敗 。 


EN5 OER. 

生き や すさ を も た ら す 資源 の 、 内 部 環境 へ の 付与 。 
生き や すさ を も た ら す 資源 の 、 内 部 で の 消費 。 
生き や すさ を も た ら す 資源 の 、 内 部 で の 蓄積 。 
生き や すさ を も た ら す 資源 の 、 内 部 環境 か ら の 喪失 。 
それ ら の 行為 が も た ら す 、 内 部 環境 の 改変 。 
それ ら の 行為 の 、 開 始 と 続行 と 中 断 と 中 止 と 完了 。 
それ ら の 行為 の 、 成 功 と 失敗 。 


生き や すさ を も た ら す 資源 の 、 内 部 で の 生産 。 
その 行為 が も た ら す 、 内 部 環境 の 改変 。 
生産 し た 資源 の 、 外 部 環境 へ の 付与 。 
生産 し た 資源 の 、 外 部 環境 と の 交換 。 

それ ら の 行為 が も た ら す 、 外 部 囊 境 0 改变 。 
それ ら の 行為 の 、 開 始 と 続行 と 中 断 と 中 止 と 完了 。 
それ ら の 行為 の 、 成 功 と 失敗 。 


外部 環境 と し て の 、 他 の 無機 物 。 
外部 環境 と し て の 、 他 の 生物 。 


それ ら の 結果 。 
生存 の 存続 の 、 有 無 。 
生存 の 水準 の 、 向 上 と 下降 。 


( 2022 年 6 月 初出 。 ) 


神 妊 系 プロ グラ ミン グ 。 そ の 例題 の 設定 。 


RA BOMUNICSIT 3S, WBAARO,. RL. 

彼 自身 の 、 水 分 や 食糧 の 、 獲 得 活動 。 

失敗 時 の 試行 錯誤 の 活動 。 

目標 達成 に つい て の 、 認 識 。 成功 に つい て の 認識 。 


外部 伝達 情報 の 、 外 部 環境 へ の 、 物 理 的 な 刻印 。 情報 の エン コー 


外部 伝達 情報 の 、 外 部 環境 か ら の 、 神 経 系 内 部 へ の 取得 。 情 報 の デ 
ゴー ド 。 

他 の 生物 と の 間 に お ける 、 生 き や す さ の 奪い 合い に お ける 、 勝 利 。 
他 の 生物 と の 間 に お ける 、 生 き や す さ の 獲得 の 高度 化 の た め の 、 相 
互 协力 。 

他 の 生物 と の 間 に お ける 、 生 き や す さ の 、 相 互 交換 。 

他 の 生物 と の 間 に お ける 、 相 互 離 散 と 、 相 互 融和 。 

神経 回 路 網 に お ける 、 分 業 化 と 専業 化 の 、 実 現 。 


問題 解決 の た め に 必要 な 、 入 出力 。 


状況 検知 の た め の 、 感 覚 や 知覚 の 、 入 力 セ ン サ ー。 

検知 し た 状況 を 、 彼 自身 の 生存 に と っ て 、 よ りり 有利 に 変え る こと 。 
その た め の 、 運 動 出力 デバ イス 。 

得 た 入力 値 を 、 彼 自身 の 生存 に と っ て 望 まし い 出 力 値 へ と 変換 する 
こと 。 そ の た め の 、 中 間 の 回 路 網 。 

それ ら を 取得 し た 値 の 、 加 工 や 変換 。 そ の た め の 、 単 位 回 路 モ 
ジュ ー ル 。 


単位 回 路 に お いて 、 必 要 な 、 計 算 機能 を 実現 する た め の 、 関 数 モ 
ジュ ー ル 。 


神経 細胞 の 本 体 。 

促進 と 抑制 と の 、 値 の 大 き さ 。 そ れ ら の 、 合 算 と 集計 。 その 結果 
の 、 発 火 閣 値 と の 、 比 較 。 

発火 の 実行 。 発火 の 不実 行 。 

発火 の 伝達 。 


神経 細胞 同士 の 結合 の 部 位 。 シ ナ プ ス 。 
発火 の 促進 。 発火 の 抑制 。 それら の 値 の 、 送 受信 。 


プロ パテ ィ の 値 を 保存 する た め の 、 メ モリ 。 
FONT 4 ФВ ЕВЕ 9 51ЕФФ, НЕ, 


体内 时 计 ， 


上 記 の 関数 モジ ュー ル に お ける 、 必 要 な プロ パテ ィ 。 


神经 细胞 四 本 体 . 
Я КФМ, 
発火 の 伝達 速度 。 発 火 の 伝達 距離 


神経 細胞 同士 の 結合 部 位 。 シ ナ プ ス 。 
相互 結合 の 相手 。 入 出力 器 。 神経 細胞 。 
相互 結合 の 大 さ 。 発火 の 促進 と 抑制 の 送信 に お ける 、 値 の 大 き さ 。 


( 2022 年 6 月 初出 。 ) 


(参考 ) 論理 回 路 に お ける 、 関 数 モジ ュー ル 。 
それ ら は 、 以 下 の 内 容 で ある 。 


論理 和 。 論理 積 。 
Вх. OE. 
排他 的 論理 和 。 一 致 。 


組み 合わ せ 回 路 。 
その 出力 が 、 そ の 時 点 の 入力 の 合計 の み で 決ま る 、 回 路 。 


順序 回 路 。 

その 出力 が 、 そ の 時 点 の 入力 の 合計 の み で は 決ま ら な い 、 回 路 。 
その 出力 が 、 過 去 の 入力 に つい て の 記憶 内 容 の 影響 を 受け る 、 回 
路 。 

以下 の デバ イス を 、 内 包 す る 、 回 路 。 

内 部 状態 の 保存 の た め の 、 内 部 メモ リ 。 


フリ ッ プ フロ ッ プ 。 
順序 回 路 に お ける 、 記 憶 素子 。 


同期 式 。 非 同期 式 。 


セレ クタ 。 択 一 信 力 器 。 
マル チ プ レク サ 。 択 一 出力 器 


混合 器 。 
分 配器 。 
AOYY, MH. 


YIFKLVYAY, MORE. 


(2022 年 6 月 初出 。 ) 


神経 系 の プロ グラ ミン グ 。 そ の 開発 に お ける 、 適 格 者 。 


気体 的 思想 の 所 有 者 は 、 分 析 は 得意 だ が 、 結 合 や 融合 は 、 不 得意 で 
ある 。 
液体 的 思想 の 所 有 者 は 、 結 合 や 融合 は 得意 だ が 、 分 析 は 、 不 得意 で 


HS. 
THEA CHS, НЕЕ, ABO ЕЕ KOT. BH 
く 


HAADYSAL-YaYy. 

ニュ ー ロ コン ピュ ー タ の プロ グラ ミン グ 。 

それ ら の 完成 の 実現 は 、 液 体 的 思想 の 所 有 者 の 方 が 、 気 体 的 思想 の 
所 有 者 より も 、 得意 で ある 。 

それ ら の 完成 の 実現 は 、 女 性 の 方 が 、 男性 より も 、 得 意 で ある 。 


( 2022 年 6 月 初出 。 ) 


神経 系 の シミ ュ レ ーション 。 

その た め の 専 用 斉 語 の 開発 。 

それ は 、 イ ンタ ー プ リタ の 開発 時 の 、 エ ラー メッ セー ジ の 記述 な ど 
に 、 無 駄 に 時 間 を 取ら れ て し まう ろう 。 

それ は 、 開 発 に お ける 時 間 の 有効 利用 に お いて 、 大 きく 劣る 


神経 系 の シミ ュ レ ーション 。 

それ は 、 有 既存 の 、 プ ログ ラミ ング 言語 や スク リプ ト 言 語 に お ける 、 
ライ ブラ リ の 拡充 に よっ て 、 実 現す べき で ある 。 

例 。 

python の クラ スラ イブ ラリ の 形 で 、 開 発する 方 法 。 
python の 辞書 に よる 、 神 縦 細 胞 の 発火 祭 件 と 、 神 経 細 胞 同 士 の 結合 
RAL, НЕРОН, Aid, 


(2022 年 6 月 初出 。 ) 


meAYVSaL—Yay, =O, VVFFOVVvYYT 
ICKkS, EH, 


HeAYVSaL—-Yay, tO, ВМУПУ5ЕУУЕЕСХЬ, 
実現 。 


コン ピュ ー タ ブログ ラミ ング に お ける 、 マ ル チ プ ロ セ ッ シ ン グ 機 能 
の 利用 に よる 、 神 妊 回 路 網 の シミ ュ レ ーション 。 

複数 の プロ セス の 並行 動作 に よる 、 複 数 の 神 婦 細 胞 の 並行 動作 の シ 
ミュ ルーシ ジ シヨ ジ シ 。 


|, Python. 
プロ セス は 、 全 て 、main ル ー チ ン で 登録 する こと 
そう し た や リ り 方 し か 、 存 在 し な いこ と 。 


— ОНИ, 3 つの サブ プ プ ブ プロセス が 、 必 要 で ある 。 そ 
れ ら は 、 以 下 の 内 容 で ある 。 


神経 伝達 物質 の 集計 。 和 神経 細胞 自身 の 、 発 火 。 神 経 伝達 物質 の 、 特 
定 の 後 細 胞 へ の 伝達 。 


それ ぞ れ の プロ セス は 、for 文 で 、 連 続 登 録 す る し か 無い 。 


各々 の 神経 細胞 の プロ パテ ィ の 設定 は どう する か ? その 方 法 は 、 以 
下 の 内 容 で ある 。 


その 値 を 、 事 前 に 、 外 部 ファ イル な ど で 、 設 定 す る こと 

その デー タ を 、 自 動 で 、 辞 書 に 読み 込む こと 。 

その 内 容 を 、 プ ロ セ ス 登 録 時 に 、 各 々 の プロ セス に 対し て 、 反 映 さ 
せる こと 。 

そう し た や り 方 し か 、 存 在 し な いこ と 。 


神 終 細胞 と シナ プス の プロ パテ ィ は 、 全 て 、 神 終 細胞 単位 で 、 管 理 
する こと 。 

シナ プス の 別 扱 い は 、 一 切 し な いこ と 。 

そう する こと で 、 神 終 細 胞 の トー タル な 統合 把握 を 、 行 うこ と が で 
きる よう に する こと 


シナ プス の 後 細 胞 は 、 前 細胞 を 、 誘 引 す る 。 

シナ プス の 後 細 胞 は 、 前 細胞 に 対す る 、 選択 と 拒絶 の 行為 は 、 特 に 
行わ な い 。 

シナ プス 。 

それ は 、 以 下 の プ ロ パ ティ の 数 値 の 内 容 が 決ま る こと で 、 十 分 な 働 
き を 得る こと が 出来 る 。 


前 細胞 に お ける 、 選 択 し た 後 細胞 の id。 
前 細胞 が 、 後 細胞 に 対し て 送信 する 、 伝 達 物質 の 分 量 。 


そう し た 選 E 択 や 送信 の 行為 は 、 前 細胞 か ら 後 細胞 へ の 一 方 通行 と な 
る 。 

そう し た プロ パテ ィ は 、 前 細胞 の 側 で の み 、 菅 理 す る こと 
それ で 、 十 分 良い 。 


前 細胞 は 、 送 信 ク ライ アン ト で あり 、 後 細胞 は 、 受 信 サ ー バ ー で あ 


о 


後 細胞 は 、 以 下 の 行 為 を 、 ひ た すら 実行 する こと 。 
複数 の 不 特定 の 前 細胞 か ら 送 られ て 来る 神経 伝達 物質 。 それら の 、 


id ЕЕ о 
そう し た 総量 を 、 前 細胞 の 区 別 を 一 切 行 わ ず 、 ひ た すら 合計 する こ 
ее 


それ で 、 十 分 良い 。 
( 2022 年 6 月 初出 。 ) 


神 婦 回 路 網 の 配線 。 そ れ ら の 、 設 計 と デバ ッ グ の 、 容 易 
化 。 路 線 バ ス の 路線 系 統 図 の 転用 。 


神経 回 路 綱 の 配 伯 を 、 簡 単に 設計 し 、 実 際 の 動作 を デバ ッ グ 出来 
る 、 環 境 の 整備 。 

それ ら が 、 文 字 列 の み で 実現 で きる こと 。 それ が 、 一 番 、 簡 単 で 、 
望ま し い 。 

その 実現 の た め に は 、 以下 の 内 容 を 、 参 考 に する こと が 、 望 まし 
い 。 

交通 や 運輸 の 分 野 に お ける 、 路 線 バ ス の 、 路 線 系 統 図 。 


系 統 名 か 、 系 統 番 号 で 、 神 経 回 路 を 、 管 理 す る こと 。 


バス の 路線 系 統 が 、 神 経 回 路 の 発火 経路 の 系 統 に 、 対 応 す る 。 
バス 停留 所 名 が 、 神 経 細 胞 名 に 、 対 応 す る 。 

バス の 路線 系 統 に お ける 、 運 転 本 数 や 運転 須 度 。 そ れ ら が 、 HAE 
УЕ ЛЕС, WTS. 


神経 回 路 の 系 統 は 、 発 火 の 伝達 経路 の 重複 を 、 許 可 す る 。 
神経 回 路 の 系 統 は 、 発 火 の 伝達 経路 の 循環 を 、 許 可 す る 。 


神経 回 路 の 総合 的 な 運転 本 数 は 、 各 神経 回 路 の 系 統 の 運転 本 数 の 、 
合計 か 、 最 大 値 で ある 。 
複数 の 神経 細胞 の 間 に お ける 、 接 続 の 大 さ 。 そ れ は 、 バ ス 路 線 の 停 


АРТ < 195. ЕЕФВс!<, WITS, 


УФАС. CHORBORSC., НОМ, 2 
回 路 の 系 統 を 、 設 定 で きる よう に する こと 。 


神経 回 路 の 系 統 は 、 複 数 の 神経 細胞 の 名 称 の 、 一 次 元 配 列 と し て 、 
RAG] FE CHS. 


Я. python. 
系统 1 = [细胞 1 細胞 2 細胞 3 細胞 4 


配列 の 要素 の 並び の 順番 に 合わ せ て 、 各 要素 に 相当 する 名 前 の 神経 
細胞 が 、 順 次 、 発 火 す る こと 。 


( 2022 年 6 月 初出 。 ) 


神経 系 の 動き の 基盤 を な す 、 生 物 の 根源 的 な 行動 。 


神経 系 の 動き の 基盤 を な す 、 生 物 の 根源 的 な 行動 。 
それ ら は 、 以下 の 内 容 で ある 。 


水分 の 摂取 。 酸 素 の 摂取 。 栄 養分 の 摂取 。 エ ネル ギー の 摂取 。 
情報 の 取得 。 

体温 の 保持 。 

生殖 。 子 随 の 養育 。 

権益 の 取得 。 権 落 の 、 保 持 や 防衛 や 奪取 。 

BROKE. 


( 2022 年 6 月 初出 。 ) 


神经 系 人 要 上 付 名、 神经 回路 以 外 DO 表现 DO、 必要 性 。 


них |< 5. НН! С. 

ЕВЕ ЕЕ 2\СФ, НЕЖИЛОЕ 
MX, BRELTHECHSE cE, 

環境 の 状態 に つい て の 表現 が 、 そ の エリ ア 毎 に 、 必 要 で ある こと 。 


資源 。 そ の 有無 と 、 蓄 積 の 度合 い 。 
Я. жж. в. жал. В, 


Sie CO, RBSPABRAO, EAL). 

例 。 温 度 。 湿 度 。 日 照 。 それ ら の 、 高 さと 低 さ 。 

生物 に よる 、 環 境 の 改変 。 そ れ に つい て の 表現 が 、 必 要 で ある こ 
г. 

ЛЕС 51, CORNEA, 


その 結果 、 発 生 す る 、 環 境 の 改変 。 
それ に より 、 環 境 が 取る 、 新 た な 値 。 


環境 。 
外 部 环境 。 内 部 环境 。 
それ ぞ れ に つい て の 表現 が 必要 で ある こと 。 


( 2022 年 6 月 初出 。 ) 


神経 回 路 の 設計 図 。 そ の 凡例 。 


神経 細胞 。 


C1) 
細胞 に お ける 、 和 神経 伝達 物質 の 、 受 信 部 分 。 


ASHE, 


(2) 
细胞 O 种 类 。 


促进 夕 耻 了。 了 三 又 印 。 
抑制 夕 之。 又 千 才 又 印 。 


(3) 
細胞 の 発火 能 


その 程度 が 弱い こと 。 点 線 。 低 い 数 値 。 

その 程度 が 中 程度 な こと 。 細線 。 中 程度 の 数 値 。 

その 程度 が 強い こと 。 太 線 。 高 い 数 値 。 

その 程度 が と て も 強い こと 。 二 重 線 。 と て も 高い 数 値 。 


(4) 
細胞 に お ける 、 和 神経 伝達 物質 の 、 送 信 部 分 。 


真 線 。 分 岐 が ある こと 。 後 細胞 の 受信 部 分 と の 、 リ ンク の 確立 。 


(5) 
細胞 に お ける 、 和 神経 伝達 物質 の 送信 能力 。 そ れ は 、 結 局 は 、 細 胞 の 
発火 能力 の 、 一 部 分 で ある 。 


その 程度 が 弱い こと 。 点 線 。 低 い 数 値 。 

その 程度 が 中 程度 な こと 。 細線 。 中 程度 の 数 値 。 

その 程度 が 強い こと 。 太 線 。 高 い 数 値 。 

その 程度 が と て も 強い こと 。 二 重 線 。 と て も 高い 数 値 。 


(6) 
細胞 間 の シナ プス に お ける 、 神経 伝達 物質 の 通行 能力 。 通 行 量 の 多 
さ 。 ВОО. ВПО, 


その 程度 が 弱い こと 。 点 線 。 低 い 数 値 。 


その 程度 が 中 程度 な こと 。 細線 。 中 程度 の 数 値 。 
その 程度 が 強い こと 。 太 線 。 高 い 数 値 。 
その 程度 が と て も 強い こと 。 二 重 線 。 と て も 高い 数 値 。 


(7) 
細胞 に お ける 、 可 育 性 や 固定 性 。 


細胞 自身 の 発火 能力 に お ける 、 可 育 性 。 
それ が 、 有 る こと 。 СЕЙ. 
それ が 、 無 いこ と 。 無印 。 


細胞 同士 の 結合 に お ける 、 可 育 性 。 
ЕН НОЕ СЕ 
それ が 、 無 いこ と 。 無印 。 


(8) 
細胞 に お ける 、 記 憶 性 や 揮発 性 。 


細胞 自身 の 発火 能力 に お ける 、 記 憶 性 。 
и. вле. ME, 

それ が 、 無 いこ と 。 無 印 。 

細胞 同士 の 結合 に お ける 、 記 憶 性 。 


и. вле. МЕ. 
それ が 、 無 いこ と 。 無 印 。 


( 2022 年 6 月 初出 。 ) 


神経 系 に お ける 、 環 境 と の 入出 力 。 そ の 設計 。 


(А) 
神経 細胞 。 神経 回 路 。 発 火 の 伝達 に お ける 、 メ イン スト リー ム 。 
入力 値 。 出 力 値 。 


アナ ログ 値 。 デ ジタル 値 。 
単 一 の 値 。 複 数 の 値 。 


混合 無し の 値 。 混 合 有 り の 値 。 
分 配 無 し の 値 。 分 配 6 有り の 値 。 


茶 件 無し の 値 。 奈 件 有り の 値 。 
分 岐 無し の 値 。 分 岐 有 DD の 値 。 


記憶 無し の 値 。 記 憶 有 り の 値 。 


固定 され た 値 。 可 記す る 値 。 


(B-1-1) 

物資 の 取得 。 物理 的 な 資源 の 取得 。 
口 膝 に よる 、 水 分 や 栄養 分 の 、 取 得 。 
他 の 生物 と の 物流 に お ける 、 受 け 取 リ 。 
(B-1-2) 

情報 の 取得 。 情報 的 な 資源 の 取得 。 


感覚 器 宮 に よる 、 感 覚 入力 の 取得 。 五 感 。 
他 の 生物 と の 通 倍 に お ける 、 受 信 。 


(В-2) 
出力 器官 。 


(B-2-1) 


位置 の 変更 。 移 動 。 向 き の 変 更 。 


(B-2-2) 

環境 の 改変 。 

設備 や 道具 。 そ れ ら の 使用 。 それら の 操縦 や 制御 。 
それ ら は 、 以下 の 内 容 で ある 。 


Эс. НВ. В. В. 

эс, м. НН, НН, 

BAS CC. ML. |. BAZ WIRES, ZEN, 

送る こと 。 送 信 。 送出 。 渡 し 。 

受け る こと 。 受 信 。 RA. RIM, 

運ぶ こと 。 動 か すこ と 。 運 搬 。 運 輸 。 配送 。 配 達 。 物 資 の 流通 。 情 
報 の 流通 。 


CC) 

貯蔵 器官 。 記 憶 器 官 。 

貯蔵 の 場所 。 記 憶 の 場所 。 

既得 権 六 。 そ れ ら の 貯蔵 や 記憶 や 蓄積 。 そ れ ら の 場所 の 、 確 保 や 保 
持 や 占有 や 防衛 。 

例 。 

#1). TST NY—. МЕЖ, 


物資 の 、 貯 蔵 や 記憶 や 蓄積 。 取 得 し た 物資 の 蓄積 。 生産 し た 物資 の 
Ен, СПБ ФЕНЫ, 

ВФ, Bret Pacle Pata. MiLictethO, ЕН, HL 
ЕЕ, CHSOMBEmIt. 


CD ) 


ee oo es 5 


调节 器 官 。 思 考 器 官 。 试 行 错误 O 器 官 。 学 习 器 官 。 


可 望 性 を 所 有する 、 神経 回 路 。 

そう し た 神経 回 路 に お ける 、 結 線 や 配線 の 、 調 節 。 

そう し た 神経 回 路 に お ける 、 結 線 や 配線 の 、 新 規 の 創出 。 
そう し た 神経 回 路 に お ける 、 不 要 な 、 結 線 や 配線 の 、 無 効 化 。 


そう し た 神経 回 路 に お ける 、 有 用 な 、 結 線 や 配線 の 、 強 化 。 
そう し た 神 縦 回 路 に お ける 、 有 害 な 、 結 線 や 配線 の 、 活 用 禁止 。 


そう し た 仕組 み は 、 神 経 系 それ 自体 で は 無く 、 そ の 生理 的 基盤 の 部 
分 に 内 蔵 さ れ て いる 場合 も 、 想 定 可能 な こと 。 


(Е) 


环境 。 


外 部 环境 。 体 外 环境 。 
内 部 环境 。 体 内 环境 。 


物資 の 環境 。 
情報 の 環境 。 


ЕЙЬФ, ИФ $195, REF. 
資源 。 そ の 有無 や 蓄積 の 、 度 合い 。 
気候 。 そ の 快適 さや 若 酷 さ の 、 度 合い 。 


( 2022 年 6 月 初出 。 ) 


神経 回 路 の 学習 機能 の 設計 に お ける 、 注 意 事項 。 


神経 回 路 の 学習 機能 に お いて 。 


AAS AM AO FEN AETIDIBA, VIFAICHIt SHES O68 
能力 の 増大 。 そ れ ら 両者 を 、 分 け て 考え る 必要 が ある こと 。 

それ ぞ れ の 、 初 期 値 や 、 現 状 の 値 や 、 理 想 の 値 。 

それ ら の 値 を 、 設 計 図 の 凡例 に お いて 、 図 上 に 、 パ ラメ ー タ 数 値 と 
し て 記載 可能 に する こと 。 

それ ぞ れ の 値 を 、 リ アル タイ ム で 、 デ ー タ と し て 取得 し 記録 する こ 
と 。 それ を 、 和 実際 の プロ グラ ム に お いて 、 可 能 に する こと 。 


YVITAICSIt SHAE Oia OIA. 
シナ プス の 肥大 。 

それ は 、 以 下 の 内 容 で ある 。 

繰り 返し 、 信 号 が 繰り 返し 通る こと に より 、 倍 号 の 通路 の 幅 が より 
拡大 し 、 通 路 の 安定 性 や 品質 も 向上 する こと 。 

そう し た 状態 改善 の 記憶 が 、 後 細胞 の シナ プス 部 に 局 在 す る 特定 の 
化学 物質 の 存在 に よっ て 、 局 所 的 に 行わ れる こと 。 


( 2022 年 6 月 初出 。 ) 


神経 回 路 に お ける 、 入 出力 の 自動 調節 の 、 必 要 性 。 


神経 回 路 に お いて 、 正 し い 入 出力 を 得る こと 。 

その た め に は 、 単 に 、 入 出力 の 値 を 決定 する だ け で は 、 駄 目 で ある 
ご と 。 

その た め に は 、 細 胞 の 発火 性 能 と 、 シ ナブ プス 伝達 性 能 を 、 上 手 く 調 
節 す る 必要 が ある こと 。 

最初 か ら 、 手 動 で 、 そ の 調節 値 を 得る こと は 、 困 難 で ある こと 。 設 
計 図 を 手動 で 描画 し て も 、 そ の まま で は 上 手 く 動か な いこ と 。 自 動 
調節 や 自動 学習 が 、 必 要 で ある こと 。 


教師 無し で 、 自 力 で 、 試 行 錯 誤 に よっ て 正解 に た どり 着く ぐ く こ と 。 
教師 に 対す る 模 伺 を 実行 する こと 。 
上 記 の 内 容 の 、 い ずれ か の 実現 が 、 必 要 で ある こと 。 


試行 結果 が 成功 か 失敗 か の フィ ー ド バッ ク は 、 い ずれ の 場合 に お い 
て も 、 そ の 都度 、 必 要 で ある こと 。 

教師 無し の 自己 指 断 に よる フィ ー ド バッ ク と 、 教 師 に よる フィ ー ド 
バッ ク と を 、 別 々 に 、 両 方 共に 、 考 える こと 。 

教師 に 対す る 態度 が 、 気 体 的 か 、 液 体 的 か 、 に つい て の 区 別 が 必要 
で ある こと 。 


成功 か 失敗 か の 麟 断 に は 、 個 別 の 、 そ の 時 々 で 異な る 、 教師 の 出現 
に 相当 する イベ ント 発生 が 起き る こと 。 


フィ ー ド バッ ク 。 神経 系 に 対し て 、 行 動 の 結果 、 環 境 に 起き た 変化 
の 全般 を 、 知 ら せ る 仕組 み 。 

Ben, D1 —-ENYTZChIFS, BEO—B, RAIMI UT. 1 
BOGRM, БУЛАВЫ, ДБН На, НФ, mh 
功 に 導く た め の 、 手 本 や 模範 。 そ の 、 全 て 。 

教師 の 教え に 気付 く 場 合 と 、 気 付か ず に 暴走 を 続け る 場合 と が 、 両 
方 、 存 在 す る こと 。 

そう し た 仕組 み が 、 神 経 系 に 、 別 途 、 内 蔵 さ れ て いる こと 。 

現代 の 人 工 知 能 に お ける 、 深 層 学 習 の 仕組 み 。 そ の 内 容 を 、 予 め 、 
参考 に する 必要 が ある こと 。 

深層 学習 。 

Enid, BKC, REGGE (バッ ク プ ロ パ ゲー ショ ン ) の 手法 
<, ЖЕНИ =. 

それ は 、 シ ナ プ ス の 伝達 性 能 を 、 一 つ ず つ 、 最 適 値 に な る よう に 、 
繰り 返し 調節 し て いる こと 。 

その 調節 の た め に 、 特 定 の 数 式 を 利用 し て 、 以下 の 技術 を 利用 し て 
いる こと 。 

値 の 曲線 に お ける 、 底 値 の 最適 値 。 そ れ を 、 自 動 的 に 検知 する 、 技 
術 。 

ОФЕЖФИЕ, PEOMBAICHISFRORECIA РЗ 
り 、 か け 離 れ て いる こと 。 


成功 。 事 前 に 思い 手 いて いた 理想 と 、 事 後 の 現 実 と の 、 差 分 が 無い 
こと 。 

失敗 。 事 前 に 思い 描い て いた 理想 と 、 事 後 の 現 実 と の 、 マ イナ ス の 
差分 が ある こと 。 

予想 外 の 、 別 の 成功 。 事 前 に 思い 描い て いた 理想 と 、 事 後 の 現実 と 
の 、 プ ラス の 差分 が ある こと 。 


( 2022 年 6 月 初出 。 ) 


神経 回 路 に お ける 、 人 和信 出力 の 自動 調節 。 神経 回 路 に お け 


る 、 必 要 な 、 構 成 要素 。 


神経 回 路 に お いて 、 正 し い 入 出力 を 得る こと 。 そのため に 必要 な 、 
神経 回 路 に お ける 、 構 成 要素 。 


ARIRIED SO. ИЖЕ СИЬЯЖЕРИсСФ, REPS 
告 と 、 現 状 打破 の 行動 を 生起 させ る た め の 、 突 き 上 げ 。 内 部 環境 か 
ら の 出力 と し て の 、-1 の 値 の 、 神 経 回 路 の 入力 と し て の 、 取 得 。 


意思 。 現状 打破 の 行動 を 生起 させ る た め の 、 動 機 付 け 。 起 点 と な る 
神経 細胞 の 発火 へ の 、 動 機 付 け 。 


意図 。 行動 を 起こ し た こと で 、 こ うし た 結果 を 得 た いと いう 、 予 期 
や 期待 や 理想 。 例 。1 の 入力 を 、 得 た いこ と 。 

意図 の 記憶 。 意図 し た 予期 内 容 の 、 神 経 回 路 内 部 に お ける 、 貯 蔵 や 
記憶 。 例 。1 の 入力 を 、 得 た いこ と 。 そ うし た 意図 。 

その た め の 、 上 具体 的 な 、 初 期 の 回 路 設 計 。 


C1) 
前 例 無し の 場合 。 


初期 の 発火 と 、 初 期 の 出力 。 例 。1 を 出力 。 


HALEARO, НР 5. ЕЕ, Я, 104K 
力 を 、 行 っ た こと 。 

出力 後 、 新 た に 得 ら れ た 入力 の 取得 。 例 。0 の 新た な 入力 の 、 新 た 
な 取得 。 

新た に 得 ら れ た 入力 値 の 記憶 。 例 。0 の 新た な 入力 を 得 た こと 。 そ 
の 記憶 。 


照合 。 当 初 の 意図 内 容 と 、 得 られ た 結果 内 容 と の 、 照 合 。 意図 し た 
NO ere eae 

判定 。 

成功 。 意図 通 り の 、 良 い 結 果 が 得 ら れ た 場合 。 意図 し な い 、 良 い 結 
果 が 得 ら れ た 場合 。 快感 を 得る こと 。 安 心 す る こと 。 そ うし た 感覚 
の 記憶 を 行う こと 。 そ の 結果 を 導き 出し た 思考 回 路 を 、 強 化す る こ 
と 。 そ の まま 、 そ の 実行 結果 の 神経 回 路 を 、 保 存 し 、 増 強 す る こ 

と 。 

失敗 。 良 い 結 果 が 得 ら れ な か っ た 場合 。 不 快感 を 得る こと 。 危機 感 
を 覚え る こと 。 そ うし た 感覚 の 記憶 を 行う こと 。 そ の 結果 を 導き 出 
し た 思考 回 路 を 、 使 用 中 止 と する こと 。 そ の 実行 結果 の 神経 回 路 

を 、 別 の 出力 値 を 取る よう に 、 変 更 す る こと 。 

結果 が 、 和 失敗 に 終わ っ た こと を 、 受 容 す る こと 。 内 部 環境 か ら の 、 
現状 打破 へ の 突き 上 げ の 持続 を 、 検 知 す る こと 。 


思考 。 試行 錯誤 。 戦略 立案 。 調 節 。 

戦略 リス ト の 、 自 発 的 な 導出 。 それら の 内 容 の 、 神 経 回 路 内 部 に お 
ける 、 記 憶 。 

新た に 取る 値 。 そ の 決定 。 そ の こと で 、 新た な 、 有 効 な 変化 が 起き 
る か も 知れ な いこ と を 、 期 待 す る こと 。 

動作 内 容 が 、 一 次 元 の 場合 。 一 次 元 の 戦略 。 最 も 基本 的 な 戦略 。 
それ は 、 以下 の 内 容 で ある 。 


慣性 的 出力 。 反 復 同 一 出力 。1。 繰 り 返 し 、 前 回 と 同一 内 容 の 反復 
出力 を 行う こと 。 繰り 返し の 同一 打鍵 に より 、 徐 々 に 、 状 況 を 打開 
する こと 。 

無 出 力 。0。 出 力 値 を 、 無 し に 変更 する こと 。 趣向 を 変え て 、 何 も 
出力 し な いこ と で 、 却って 、 状 況 を 打開 する こと 。 

反転 出力 。-1。 出 力 値 を 、 プ ラス マイ ナス を 正反対 に 変更 する こ 
と 。 趣向 を 変え て 、 出 力 を 正反対 に する こと で 、 一 気 に 、 状 況 を 打 
開 す る こと 。 


出力 の 促進 。 出力 の 増強 。 ア クセ ル 。2。 出力 値 を 、 増 強 す る 方 向 
へ と 変更 する こと 。 趣 向 を 変え て 、 出 力 を 増やす こと で 、 よ り 効 果 
的 に 、 状 況 を 打開 する こと 。 

出力 の 抑制 。 出 力 の 低減 。 ブ レーキ 。0.5。 出 力 値 を 、 低 減 す る 方 
向 へ と 変更 する こと 。 趣 向 を 変え て 、 出 力 を 減ら すこ と で 、 適 正 な 
出力 の 調整 を 得 て 、 状 況 を 打開 する こと 。 


どの 戦略 を 選択 し た か に つい て の 、 選 択 肢 の 記憶 。 

回 路 の 実際 の 変更 。 回 路 の スイ ッ チ ング 。 

新た な 値 を 出力 する た め に 、 自 発 的 に 、 回 路 の 付け 替え や 、 追 加 
や 、 無効 化 や 、 現 状 維持 や 、 低 減 や 、 増 強 を 、 行 うこ と 。 

その た め の 、 上 具体 的 な 、 新 た な 回 路 設 計 。 


次 回 の 発火 と 、 次 回 の 出力 。 例 。-1 を 出力 。 


HALEARO, НР 5, КЕ, GI. ФН 
力 を 、 行 っ た こと 。 

出力 後 、 新 た に 得 ら れ た 入力 の 取得 。 例 。1 の 新た な 入力 の 、 新 た 
な 取得 。 

新た に 得 ら れ た 入力 値 の 記憶 。 例 。1 の 新た な 人 入力 を 得 た こと 。 そ 


の 記憶 。 


RS, 当初 の 意図 内 容 と 、 得 られ た 結果 内 容 と の 、 BA. 意図 し た 
獲得 入力 。1。 行動 結果 と し て 取得 し た 入力 。1。 

判定 。 

成功 。 意図 通り の 、 良 い 結 果 が 得 ら れ た 場合 。 意図 し な い 、 良 い 結 
果 が 得 ら れ た 場合 。 快感 を 得る こと 。 安 心 す る こと 。 そう し た 感覚 
の 記憶 を 行う こと 。 そ の 結果 を 導き 出し た 思考 回 路 を 、 強 化す る こ 
と 。 そ の まま 、 そ の 実行 結果 の 神経 回 路 を 、 保 存 し 、 増 強 す る こ 

と 。 そ うし た 、 神 縦 系 の 行動 を 、 成 功 へ と 導く ぐ く 、 神 縦 回 路 の パタ ー 
ン 。 それは 、 前 例 で ある 。 

失敗 。 良い 結果 が 得 ら れ な か っ た 場合 。 不 快感 を 得る こと 。 危 機 感 
を 覚え る こと 。 そ うし た 感覚 の 記憶 を 行う こと 。 そ の 結果 を 導き 出 
LEBSERe, ЕЭС, COZTHROMBEK 

を 、 別 の 出力 値 を 取る よう に 、 変 更 す る こと 。 

千 果 が 、 成 功 に 人 終わ っ た こと を 、 受 容 す る こと 。 その こと に よる 、 
内 部 環境 か ら の 、 現 状 打 破 へ の 突き 上 げ の 停止 を 、 検 知 す る こと 。 
選択 し た 戦略 を 、 思 考 に お いて 、 今 後 、 優 先 す る こと 。 


最初 の 、 初 心 者 と し て の 、 設 計 。 

上 記 の 時 系 列 行動 を 、 最 低 限 の 数 の 、 神 経 細 胞 を 用 いて 、 一 通り 、 
実現 する こと 。 

最初 は 、 手 動 で 、 順 を 追っ て 、 回 路 を 修正 する こと 。 箇 段階 に お け 
6, WE OHRO RBA, BI, HETSce, 

Rice, ЕВС, НСО, НЫ 
内 部 で 、 自 力 で 、 可 能 に する こと 。 


(2) 
前 例 有 D の 場合 。 


教師 。 前 例 の 所 有 者 。 前 例 の 供給 者 。 

例 。 

親 。 彼 ら は 、 彼 ら の 子供 に 対し て 、 生 存 維持 に 必要 な 行動 様式 を 、 
教え る 。 


生徒 。 前 例 の 借用 者 。 前 例 の 受容 者 。 

例 。 

子供 。 彼 ら は 、 彼 ら の 親 か ら 、 生 存 維持 に 必要 な 行動 様式 を 、 教 え 
て も ら っ 。 


UID. BUPI OEE. 
EQ, 神経 回 路 に よる 、 実 現 。 


教師 信号 。 
その 内 容 は 、 教 師 の 文化 的 子 拓 で ある 。 


学習 。 

教師 か ら の 、 教 師 信号 の 送信 。 

生徒 に よる 、 教 師 信号 の 受信 。 

そう し た 、 教師 信号 の シー ケン ス 。 

生徒 が 。 その 内 容 を 、 彼 自身 の 神経 回 路 内 部 へ と 、 新 た に 、 コ ピー 
する こと 。 

生徒 が その コピ ー し た 回 路 を 、 自 発 的 に 、 発 火 さ せる こと 。 
その 出力 結果 に 対し て 。 

成功 か 失敗 か の 、 麟 定 と 、 フ ィ ー ド バッ ク 。 

教師 が 、 そ れ ら の 内 容 を 、 生 徒 に 、 与 える こと 。 

フィ ー ド バッ ク 。 そ れ が 、 生 徒 に 与え る 影 紋 。 

成功 。 意図 通 り の 、 良 い 結 果 が 得 ら れ た 場合 。 BMULAL\ RU 
果 が 得 ら れ た 場合 。 快感 を 得る こと 。 安 心 す る こと 。 そう し た 感覚 
の 記憶 を 行う こと 。 その 結果 を 導き 出し た 思考 回 路 を 、 強 化す る こ 
と 。 そ の まま 、 そ の 実行 結果 の 神経 回 路 を 、 保 存 し 、 増 強 す る こ 
г. 

失敗 。 良い 結果 が 得 ら れ な か っ た 場合 。 不 快感 を 得る こと 。 危機 感 
を 覚え る こと 。 そう し た 感覚 の 記憶 を 行う こと 。 そ の 結果 を 導き 出 
し た 思考 回 路 を 、 使 用 中 止 と する こと 。 ОТО 
を 、 教 えら れ た 出力 値 を 取る よう に 、 更 に 変更 する こと 。 

それ ら は 、 い ずれ も 、 学 習 で ある 。 


成功 し た 場合 。 

結果 が 、 成 功 に 終わ っ た こと を 、 受 容 す る こと 。 教師 か ら の 、 更 な 
る 学習 の 停止 の 指示 を 、 検 知 す る こと 。 

学習 し た 成功 戦略 を 、 思 考 に お いて 、 今 後 、 優 先 す る こと 。 


ВИА. ВЕНЕ, 

EQ, 神経 回 路 に よる 、 実 現 。 

それ は 、 以下 の 内 容 で ある 。 

ある 神経 系 か ら 、 別 の 神経 系 へ の 、 神 経 回 路 の コピ ー。 そ の メカ ニ 
ХВ. 


(2022 年 6 月 初出 。 ) 


BOHRA 5S, AIOMBAANO, #RETROIE-., 
その メカ ニズム の 設計 。 


ある 神経 系 か ら 、 別 の 神経 系 へ の 、 神 経 回 路 の コピ ー。 
それ は 、 以下 の 内 容 で ある 。 


C1) 

遺伝 的 な コピ ー。 

他 の 生物 か ら 、 そ れ ら の 区 別に つい て の 参考 情報 を 、 前 例 と し て 、 
遺伝 的 に 取得 し 、 子 孫 代 々 に わた っ て 、 継 承 す る こと 。 例 。 BAO 
回 避 に 関す る 、 遺 伝 的 に 固定 され た 、 神 経 回 路 。 そ の 、 否 から 子供 
へ の 、 遣 伝 的 な 継承 。 


(2) 
後天 的 な コピ ー。 文 化 的 な コピ ー。 
それ は 、 以下 の 内 容 で ある 。 


(2-1) 

出力 器官 の コン トロ ー ル の 成否 が 絡ま な い 、 神 縦 回 路 の コピ ー。 中 
間 の 神経 細胞 同士 の 結合 の み が 絡 む 、 神 経 回 路 の コピ ー。 それ ら 
は 、 実 現 が 容易 で ある 。 


例 。 

教師 が 、 生 徒 に 対し て 、 入 力 刺 激 1 と 、 入 力 刺 激 2 と を 、 同 時 に 、 見 
せる こと 。 

教師 が 、 生 徒 に 対し て 、 入 力 刺 激 1 と 、 入 力 刺 激 2 と を 、 時 系 列 に お 
いて 、 一 つ ず つ 、 連 続 的 に 、 見 せる こと 。 

その こと に より 、 生 徒 の 心理 に お いて 、 両 者 の 入力 刺激 の 間 に 、 概 
訪 に お ける 結合 が 、 生 じ る こと 。 


具体 例 。 

古典 的 条 件 付 | 二。 Иван Петрович Павлов. 

教師 が 、 生 徒 に 対し て 、 生 得 的 な 入力 刺激 1 と 、 後 天 的 な 入力 刺激 2 
と を 、 同 時 に 、 見 せる こと 。 


教師 が 、 生 徒 に 対し て 、 生 得 的 な 入力 刺激 1 と 、 後 天 的 な 入力 刺激 2 
と を 、 時 系 列 に お いて 、 一 つ ず つ 、 連 続 的 に 、 見 せる こと 。 

その こと に より 、 生 徒 の 心理 に お いて 、 両 者 の 入力 刺激 の 間 に 、 概 
訪 に お ける 結合 が 、 生 じ る こと 。 


具体 例 。 

深層 学習 。 

教師 が 、 生 徒 に 対し て 、 画 像 ] と 、 画 像 2 と を 、 同 時 に 、 見 せる こ 
と 


教師 が 、 生 徒 に 対し て 、 画 像 1 と 、 画 像 2 うと を 、 時 系 列 に お いて 、 一 
つ ず つ 、 連 続 的 に 、 見 せる こと 。 

その こと に より 、 生 徒 の 心理 に お いて 、 両 者 の 画像 の 間 に 、 概 念 に 
お ける 結合 が 、 生 じ る こと 。 


(2-2) 

出力 器官 の コン トロ ー ル の 成否 が 絡む 、 神 経 回 路 の コピ ー。 そ れ 
は 、 実 現 が 困難 で ある 。 それ は 、 実 現に お いて 、 高 度 な 神経 回 路 
を 、 必 要 と する 。 


例 。 

子供 に よる 、 親 に 対す る 、 観 察 学習 。 

その 発生 の 、 前 提 。 

子供 に よる 、 親 に 対す る 、 刷 リ り 込み 。 К. Lorenz. 

生徒 が 、 予 め 、 適 切な 入出 力 を 行う 回 路 を 、 心 の 中 に 、 何 も 確定 し 
て いな いこ と 。 

入力 1 に 対し て 、 出 力 1 を 、 順 次 、 実 行 す る こと 。 その こと で 、 KM 
する こと 。 それ ら の 内 容 を 、 教 師 が 、 生 徒 に 対し て 、 教 示す る こ 

と 。 

入力 1 に 対し て 、 出 力 2 を 、 順 次 、 実 行 す る こと 。 その こと で 、 成 功 
する こと 。 それ ら の 内 容 を 、 教 師 が 、 生 徒 に 対し て 、 教 示す る こ 

と 。 

それ ら の 教示 内 容 を 、 生 徒 が 、 受 信 す る こと 。 

その こと に より 、 生 徒 の 心理 に お いて 、 以下 の 結合 が 、 生 じ る こ 

と 。 

入力 1 と 出力 1 と の 結合 の 、 抑 制 や 中 止 。 

入力 1 と 出力 2 と の 結合 の 、 促 進 。 

生徒 が 、 入 力 1 に 対し て 、 出 力 2 を 、 順 次 、 行 うこ と 。 その こと で 、 
生徒 が 、 最 終 的 に 、 成 功 す る こと 。 それ を 、 生徒 自 身 が 、 確 認 す る 


こと 。 

その こと で 、 和 生徒 が 、 以 下 の こ と を 、 行 うこ と 。 

入力 1 と 、 出 力 2 と の 結合 の 、 学 習 の 強化 。 

入力 1 と 、 出 力 2 と の 結 合 の 、 前 例 化 。 

SIS SEHD, RE, 

教師 の 神経 回 路 が 、 生 徒 の 神経 回 路 に 対し て 、 必 要 な 教示 を 行う こ 
と 。 そ の 実現 に 必要 な 、 回 路 般 計 。 そ の 、 事 前 の 決定 。 

生徒 が 、 予 め 、 教師 の 教示 に 対し て 、 素 南 に 従う こと 。 教師 が 、 生 
徒 か ら 、 予 め 、 信 頼 さ れる こと 。 それ ら の 実現 に 必要 な 、 回 路 設 

計 。 そ の 、 事 前 の 決定 。 

Bink, ECO, (ARRIAOMAM, EEOMEBENDS, & 

う 、 既 に 、 開 始 さ れ て いる こと 。 例 。 最 初期 か ら の 養育 や 教育 の 持 
続 を 前 提 と し て いる 、 親 子 関係 の 、 構 築 。 そ れ ら の 実現 に 必要 な 、 
回 路 設 計 。 そ の 、 事 前 の 決定 。 


例 。 

ANDY ERE. В.Е. Skinner. 

生徒 が 、 予 め 、 適 切な 入出 力 を 行う 回 路 を 、 心 の 中 に 、 何 も 確定 し 
て いな いこ と 。 

生徒 が 、 試 し に 、 入 力 1 に 対し て 、 出 力 1 を 、 順 次 、 実 行 す る こと 。 
ФАЕР, 教師 が 、 生 徒 に 対し て 、 和 失敗 の 結果 を 、 強 制 的 に 与え る 
こと 。 例 。 久 を 与え る こと 。 

生徒 が 、 試 し に 、 入 力 1 に 対し て 、 出 力 2 を 、 順 次 、 実 行 す る こと 。 
その 結果 。 教師 が 、 生 徒 に 対し て 、 成 功 の 結果 を 、 強 制 的 に 与え る 
こと 。 例 。 ЖЕ БАФЗСЕ. 

その こと に より 、 生 徒 の 心理 に お いて 、 以下 の 結合 が 、 生 じ る こ 

ご; 

入力 1 と 出力 1 と の 結合 の 、 抑 制 や 中 止 。 

入力 1 と 出力 2 と の 結合 の 、 促 進 。 

生徒 が 、 入 力 1 に 対し て 、 出 力 2 を 、 順 次 、 行 うこ と 。 その こと で 、 
生徒 が 、 最 終 的 に 、 成 功 す る こと 。 そ れ を 、 生 徒 自 身 が 、 確 認 す る 
こと 。 

その こと で 、 生 徒 が 、 以 下 の こ と を 、 行 うこ と 。 

入力 1 と 、 出 力 2 と の 結合 の 、 学 習 の 強化 。 

入力 1 と 、 出 力 2 と の 結合 の 、 前 例 化 。 

SFIS SEOO, FE. 

教師 の 神経 回 路 が 、 生 徒 の 神経 回 路 に 対し て 、 臨 機 応 族 に 、 成 功 や 
失敗 の 結果 を 、 提 示し 、 強 制す る こと 。 その 実現 に 必要 な 、 回 路 設 
alo CO, ЕЯ. 


例 。 

自主 的 な 学習 。 自律 的 な 学習 。 

生徒 が 、 予 め 、 適 切な 入出 力 を 行う 回 路 を 、 心 の 中 に 、 何 も 確定 し 
て いな いこ と 。 

教師 が 、 生 徒 に 対し て 、 望 まし い 入 出力 内 容 の 候補 を 、 予 め 、 い いく 
つか 、 参 考 情報 と し て 、 参 照 可能 な 形 で 、 提 供し て お く こ と 。 
生徒 が 、 試 し に 、 入 力 1 に 対し て 、 出 力 1 を 、 順 次 、 自 発 的 に 、 実 行 
する こと 。 そ の 結果 。 生 徒 が 、 失敗 する こと 。 生徒 が 。 そ の こと 
に 、 自 力 で 、 自 発 的 に 、 気 付く こと 。 

生徒 が 、 試 し に 、 入 力 1 に 対し て 、 出 力 2 を 、 順 次 、 自 発 的 に 、 実 行 
する こと 。 そ の 結果 。 生 徒 が 、 成 功 す る こと 。 生徒 が 。 そ の こと 
に 、 自 力 で 、 自 発 的 に 、 気 付く こと 。 

その こと に より 、 生 徒 の 心理 に お いて 、 以 下 の 結 合 が 、 生 じ る こ 
と 。 

入力 1 と 出力 1 と の 結合 の 、 抑 制 や 中 止 。 

入力 1 と 出力 2 と の 結合 の 、 促 進 。 

生徒 が 、 入 力 1 に 対し て 、 出 力 2 を 、 順 次 、 行 うこ と 。 その こと で 、 
生徒 が 、 最 終 的 に 、 成 功 す る こと 。 Па, НЕМ, 確認 する 
こと 。 

その こと で 、 生 徒 が 、 以 下 の こ と を 、 行 うこ と 。 

入力 1 と 、 出 力 2 と の 結合 の 、 学 習 の 強化 。 

入力 1 と 、 出 力 2 と の 結 合 の 、 前 例 化 。 

実現 する た め の 、 課 題 。 

生徒 の 神経 回 路 が 、 教 師 が 予め 提供 し た 参考 情報 を 、 自 力 で 参照 す 
る こと 。 そ の 実現 に 必要 な 、 回 路 和 設計 。 CO, SHORE. 

生徒 の 神経 回 路 が 、 結 果 に お ける 、 成 功 や 失敗 を 、 自 力 で 認識 する 
こと 。 そ の 実現 に 必要 な 、 回 路 設 計 。 その 、 事 前 の 決定 。 


( 2022 年 6 月 初出 。 ) 


生物 の 神経 系 に お ける 、 反 転出 力 を 行う 能力 の 、 欠 如 。 


神経 細胞 に 、 促 進 タ イプ と 、 抑 制 タ イプ し か 、 存 在 し な い 場 合 。 
神経 系 は 、 反 転出 力 を 行う 能力 を 、 そ の まま で は 、 持 つこ と が 出来 
な い 。 


例 。 
生物 の 神経 系 。 


類似 の 例 。 

アク セル と ブ プレー キ し か 無い 自動 車 。 そ うし た 自動 車 は 、 バ ッ ク を 
する こと が 、 出 来 な い 。 そ うし た 自動 車 は 、 前 進 と 停止 し か 、 出 来 
な し \, 


生物 の 神経 系 は 、 反 転 や 後退 の 出力 が 、 基 本 的 に 、 出 来 な い 。 生 物 
は 、 そ の まま で は 、 前 進 と 停止 し か 、 出 来 な い 。 生 物 の 視覚 は 、 一 
方 の み に 向 いて いて 、 反 対 側 を 見 る こと が 、 出 来 な い 。 

生物 に お ける 、 反 転 や 後退 の 、 行 動 。 そ れ は 、 和 実際 に は 、 前 進 と 回 
転 や 転回 の 、 組 み 合わ せ で ある 。 


神経 系 が 、 反 転出 力 を 行う 能力 を 持つ た め に 、 必 要 な こと 。 

それ は 、 以下 の 内 容 で ある 。 

神経 細胞 が 、 促 進 タ イプ と 、 抑 制 タ イプ か ら 、 構 成 さ れる こと 。 そ 
うし た 、 従 来 の 考え 。 それ を 、 捨 て る こと 。 

その 代わ り に 、 以下 の 考え を 、 新 た に 導入 する こと 。 

神経 細胞 が 、 プ ラス タイ プ と 、 マ イナ スタ イプ か ら 、 構 成 さ れる こ 
と 。 

神経 細胞 が 、 加 人 算 タ イプ と 、 減 算 タ イプ か ら 、 構 成 さ れる こと 。 
神経 回 路 が 、 マ イナ ス 値 を 、 自 力 で 人 算出 する こと が 出来 る こと 。 


( 2022 年 6 月 初出 。 ) 


神経 系 に お ける 、 敵 と 味方 と の 区 別 。 そ の メカ ニズム の 


AXATo 
外部 環境 に お ける 、 和 存在 。 
それ ら は 、 以下 の よ うに 、 分 類 さ れる 。 


ВЕ. №. ЕЕ ЕО, ХК, 
味方 。 生 存 維持 の 行動 を 、 成 功 さ せる 存在 。 


第 三 者 。 傍 観 者 。 生 存 維 持 の 行動 に 対し て 、 何 も 介入 し な い 存 在 。 


それ ら は 、 以 下 の よ うに 、 分 類 さ れる 。 


無機 物 。 
他 の 生物 。 


単独 の 存在 。 

集合 や 集団 や 組織 と し て の 存在 。 

集合 。 バ ラバ ラ な 存在 の 、 寄 せ 集 め 。 

集団 。 そ れ ら の 存在 の 間 に 、 相 互 作 用 や 、 ま と まり が 、 存 在 す る こ 


七 5 
組織 。 そ れ ら が 、 和 集団 行動 に お いて 、 明確 な 方 向 性 を 、 持 つこ と 。 


それ ら の 区 別 を 、 神 経 系 の 単体 で 、 一 通り 、 行 うこ と 。 

それ ら の 区 別 を 、 神 経 回 路 の 設計 に よっ て 、 一 通り 、 可 能 に する こ 
と 。 

その 、 和 実現 の 方 法 。 

それ は 、 以 下 の 内 容 で ある 。 


他 の 生物 か ら 、 そ れ ら の 区 別に つい て の 参考 情報 を 、 前 例 と し て 、 
取得 し 、 蓄 積 す る こと 。 例 。 脅 威 の 回 避 に 関す る 、 人 遺伝 的 に 固定 さ 
れ た 、 神 経 回 路 。 そ の 、 親 か ら 子 供 へ の 、 遺 伝 的 な 継承 。 

それ ら の 区 別に つい て の 、 自 力 で の 、 試 行 錯誤 の 経験 を 、 積 み 重 ね 


る こと 。 そ の こと に よっ て 、 そ れ ら の 区 別に つい て の 前 例 を 、 自 律 
的 に 、 後 天 的 に 、 蓄 積 す る こと 。 


( 2022 年 6 月 初出 。 ) 


神 終 回路 の プロ グラ ミン グ 。 そ の 最初 期 段 階 の 、 実 現 。 


生物 の 神経 系 。 神 経 回 路 。 そ れ ら の 、 高 才 プ ログ ラミ ング 吉 語 に よ 


5. Ei. 

それ は 、 以下 の 内 容 で ある 。 

高級 プロ グラ ミン グ 斉 語 に お ける 、 マ ル チ プ ロ セ ッ シ ン グ 機 能 の 活 
用 。 
終わ る こと の 無い 、 そ れ ぞ れ の マル チ プ ロ セ ス 。 そ れ ら の 間 の 交 倍 
の 、 持 続 的 な 自動 発生 。 それ ら の 、 実 姜 。 

それ は 、 以 下 の 内 容 で ある 。 

無限 ルー プ を 内 蔵 す る 、 そ れ ぞ れ の マル チ プ ロ セ ス 。 そ れ ら の 間 の 
交信 の 、 持 続 的 な 自動 発生 。 それ ら の 、 実 聞 。 


神経 回 路 の プロ グラ ミン グ 。 そ の 最初 期 段 階 。 

それ は 、 次 の 方 法 で 行く こと が 、 望 まし い 。 

構成 要素 。 

入力 用 の 環境 刻 数 。 入力 器 官 の 感覚 細胞 。 介在 する 神経 細胞 。 出 力 
器官 の 運動 細胞 。 出 力 用 の 環境 変数 。 


研究 者 が 、 最 初 の 一 回 の み 、 設 定 で きる 対象 。 各 細胞 の 動作 。 
研究 者 が 、 そ の 都度 、 設 定 変 更 で きる 対象 。 環 境 変 数 の み 。 

現状 の 各 細 胞 の パラ メー タ 数 値 を 、 任 意 の タイ ミン グ で 、 外 部 へ と 
取得 し 保存 する こと 。 そ の 実現 が 必要 で ある こと 。 


C1) 

环境 变数 。 入 力 用 。 

それ ら は 、 以 下 の 内 容 で ある 。 
配列 の 数 値 。 


(2) 

入力 細胞 。 

それ は 、 以下 の 内 容 で ある 。 

ーー 定 の 間隔 で 、 ス リー プ す る こと 。 ス リー プ か ら 目 覚め た 時 点 で 、 
予め 指定 し た 環境 刻 数 の 数 値 を 、 そ の 都度 、 新 た に 取得 する こと 。 
その 数 値 を 、 キ ュー の 形 で 、 神 経 細 胞 に 、 送 信 す る こと 。 送 信 後 、 
その 数 値 を 、 そ の 都度 、 ク リア する こと 。 


(3) 

神经 细胞 。 

それ は 、 以下 の 内 容 で ある 。 

神経 伝達 物質 の 集計 部 。 発 火 鹿 定 と 発火 部 。 発 火 の 結 果 の 送信 部 。 
体内 時 計 の タイ マー。 


集計 に お いて 。 

プロ グラ ミン グ に お いて 、 以下 の 2 つの 方 法 の 、 い ずれ か を 、 採 用 
する こと 。 

(3-1) 

別 プ ロ セ ス を 利用 する 方 法 。 

予め 、 別 プロ セス の 、 体 内 時 計 に 相当 する タイ マー を 利用 し て 、 集 
計 の 時 間 帯 を 区 切る こと 。 

その 別 プ ロ セ ス に お いて 、 ス リー プ 処 理 と 、 計 測 完 了 イ ベン ト の 発 
生 処 理 を 、 実 現す る こと 。 

ЕР] ЕО, НЕБЕ, 
時 間 帯 毎 に 、 合 計 す る こと 。 

キュ ー の 中 身 を 、 全 て 取り 出し て 、 集 計 す る こと 。 

その 合計 値 が 、 一 定 以 上 で あれ ば 、 発 火 す る こと 。 

神経 伝達 物質 の 集積 は 、 時 間 帯 毎 に に クリ ア す る こと 。 

神経 伝達 物質 の 集積 は 、 発 火 の 後 に 、 ク リア する こと 。 

それ ら の 、 キ ュー の 読み 出し 完了 処理 に よる 、 和 実現 。 

キュ ー の 中 身 は 、 全 て 取り 出し た 時 点 に お いて 、 自 動 的 に 、 室 に な 
り 、 初 期 化 され る こと 。 

(3-2) 

スリ ー プ タイ マー を 利用 する 方 法 。 

一 定 の 間隔 で 、 ス リー プ す る こと 。 

スリ ー プ か ら 和 目覚 め た 時 点 で 、 キ ュー の 中 身 を 、 全 て 取り 出し て 、 
集計 する こと 。 

その 集 和 計 の 結果 が 、 発 火 に 必要 な 関 値 を 超え た ら 、 発 火 す る こと 。 
キュ ー の 中 身 は 、 全 て 取り 出し た 時 点 に お いて 、 自 動 的 に 、 空 に な 
り 、 初 期 化 され る こと 。 


その 後 。 
発火 に よっ て 、 後 細胞 に 、 キ ュー の 形式 で 、 数値 を 、 送 信 す る こ 
と 。 キ ュー に お いて は 、 後 細胞 の ID を 、 指 定 す る こと 。 


(4) 

出力 細胞 。 

それ は 、 以 下 の 内 容 で ある 。 

神経 細胞 か ら 受 信 し た 数 値 を 、 そ の 都度 、 新 た に 取得 する こと 。 そ 
の 数 値 を 、 予 め 指 定 し た 環境 変数 に 、 そ の 都度 、 新 た に 書き 込む こ 
と 。 


(5) 

环境 变数 。 出 力 用 。 
それ ら は 、 以 下 の 内 容 で ある 。 
配列 の 数 値 。 


( 2022 年 7 月 初出 。 ) 


神 緑 系 に お ける 、 学 習 と 忘却 。 そ れ ら の 、 プロ グラ ミン 
グ に よる 、 和 実現 。 


神経 系 に お ける 、 学 習 と 忘却 。 
それ は 、 以下 の 内 容 で ある 。 


ある 前 細胞 に お ける 、 後 細胞 へ と 送信 する 数 値 の 、 全 体 的 な 、 合 計 
値 。 

その 送信 の 流れ の 増減 を 、 そ の 時 々 に お いて 、 蓄積 する こと 。 
その 値 が 増え た 場合 。 送信 す る 数 値 を 、 増 や すこ と 

その 値 が 、 減 る か 、 ゼ ロロ が 続い た 場合 。 送信 する 数 値 を 、 減 ら す こ 


と 。 

そう し た 前 細胞 。 神経 細 胞 と 、 出 力 細胞 。 
そう し た 療 動 は 、 以 下 の 関 係 と 、 同 様 で ある 。 
移動 距離 と 、 速 度 と 、 加 速度 と の 、 関 係 。 
流量 と 、 流 速 と 、 流 れ の 加速 度 と の 、 関 係 。 


速度 は 、 時 間 当 た り の 、 移 動 距離 で ある 。 
加速 度 は 、 時 間 当 た ワリ の 、 速 度 で ある 。 


流速 は 、 時 間 当 た ワリ の 、 流 量 で ある 。 
流れ の 加速 度 は 、 時 間 当 た ワリ の 、 流 速 で ある 。 


流れ が 、 恒 常 的 に 、 自 動 発 生 し 続け る 、 流 体 。 
そう し た 流体 に お いて 。 
流れ の 加速 度 の 効果 が 、 流 量 や 流速 に 対し て 、 自 動 的 に 、 加 人 算 さ れ 
る こと 。 
ры その 時 々 の 流量 に 合わ せ た 、 自 動 的 な 、 拡 大 や 箱 小 
、 起 きる こと 
а +80. 自动 计算 。 


そう し た 動き の 、 神 経 回 路 内 部 の 、 前 細胞 に お ける 、 再 現 。 
前 細胞 に お いて 。 
単位 時 間 当 た けり の 、 複 数 回 の 発火 が も た ら す 、 神経 伝達 物質 の 発生 


=o 
その 、 発 生 速 度 と 、 発 生 加 速度 を 、 計 算 す る こと 。 
その 発生 加速 度 の 値 を 、 発 生 量 に 、 そ の 都度 、 加 算 す る こと 


それ は 、 以 下 の 内 容 で ある 。 
神経 伝達 物質 の 流量 の 学習 。 


短期 記憶 と 、 長 期 記 憶 。 そ れ ら を 、 区 別 し た 形 で 、 再 現す る こと 。 


神経 伝達 物質 の 流量 の 学習 。 その 結果 に お ける 、 持 続 性 。 
EE 
の 持続 性 が 長い 場合 。 長期 記憶 。 


神経 伝達 物質 の 流量 。 そ の 計測 に 用 いる 、 単 位 時 間 。 

その 長 さ が 、 と て も 短い 場合 。 短 期 記 憶 。 

その 長 さ が 、 十 分 に 長い 場合 。 長期 記憶 。 

上 記 の 2 つ を 、 神 経 細 胞 に お ける 、 神 経 伝達 物質 の 流量 の 学習 部 分 
に 対し て 、 同 時 並行 的 に 、 両 方 と も 、 実 装 す る こと 。 


神経 伝達 物質 の 流量 。 
その 単位 時 間 毎 の 、 計 測 。 
その 計測 に 用 いる 、 単 位 時 間 そ の も の の 、 計 測 。 
その 実現 に 必要 な 、 タ イマ ー。 短期 の タイ マー。 長期 の タイ マー。 
それ ら の 、 プ ログ ラミ ング に よる 、 和 実現 。 
それ は 、 以下 の 内 容 で ある 。 
別 プ ロ セ ス を 利用 する 方 法 。 
別 プ ロ セ ス の 、 体 内 時 計 に 相当 する タイ マー を 利用 し て 、 計 
測 の 時 間 帯 を 区 切る こと 。 そ の 別 プ ロ セ ス に お いて 、 ス リー プ 処 理 


と 、 革 測 完 了 イ ベン ト の 発生 処理 を 、 実 現す る こと 。 
その 、 区 切っ た 時 間 帯 の 間 に 集 まっ た 、 神 縦 伝 達 物質 の 総量 を 、 時 
間 淀 毎 に 、 合計 する こと 。 
合計 値 の 加速 度 に 応じ て 、 神 経 伝 達 物質 の 流量 の 学習 を 行う こと 。 
合計 値 の 加速 度 の 値 を 、 神 縦 伝 達 物質 の 流量 に 対し て 、 そ の 都度 、 
加算 する こと 。 それ は 、 そ の 加算 値 の キュ ー へ の 追加 に よっ て 、 実 
現す る こと 。 
その 加算 後 の 値 を 、 新 た な 神経 伝達 物質 の 流量 の 値 と し て 、 新 た に 
設定 する こと 
そう し た 、 タ イマ ー 処 理 や 、 集 村 処 理 や 、 加 算 処理 を 、 短 期 と 長期 
の 2 種類 に つい て 、 同 時 並行 で 、 実 施す る こと 
長期 記憶 の 場合 。 
、 集 計 処 理 や 、 加 算 処理 。 そ れ ら を 、 集計 対 象 の 時 間 
、 少 し ずつ ずら し な が ら 、 行 うこ と 。 それら を 、 短 期間 毎 に 、 
о ЖЕН, >“. 
ЛЕФ, НЕБЕ ЛЕО, ff. < ИБО \ 
<. 末尾 に 新規 の 値 を 追加 する と 共に 、 先 頭 の 値 を 削除 する こと 。 
その 配列 内 部 の 値 を 、 そ の 都度 、 全 て 、 合 計 す る こと 
そう し た 合計 値 の 加速 度 を 、 そ の 都度 、 算 出す る こと 。 その 値 を 、 
神経 伝達 物質 の 流量 の 値 へ と 、 そ の 都度 、 加 算 す る こと 。 それ は 、 
その 加算 値 の キュ ー へ の 追加 に よっ て 、 和 実現 する こと 


別 プ ロ セ ス を 利用 する 場合 。 神経 細 胞 内 部 に お ける 、 ス リー プ 処 
理 。 そ うし た 処理 は 、 正 確 な 時 間 計 測 の 妨げ に な る た め 、 全 面 的 
に 、 採 用 不可 能 で ある こと 。 


神経 系 に お ける 、 学 習 と 忘却 。 
それ は 、 以 下 の 内 容 を 、 含 む 。 


必要 な 刺激 の 不足 時 に お ける 対応 。 入力 に 対す る 感受 性 の 、 増 強 。 
その 、 自 発 的 で 、 自 動 的 な 、 実 現 。 入 力 に 対す る 出力 を 、 増 強 す る 
こと 、 
必要 な 刺激 の 過剰 時 に お ける 対応 。 入力 に 対す る 感受 性 の 、 低 減 。 
その 、 自 発 的 で 、 自 動 的 な 、 実 現 。 入 力 に 対す る 出力 を 、 低 滅する 
こと 、 


刺激 に 対す る 慣れ の 発生 。 入 力 に 対す る 出力 が 、 安 定 化 する こと 。 
刺激 に 対す る 馴れ の 発生 。 刺 激 に 対し て 、 満 足し 過ぎ て 、 飽 きる こ 
と 。 そ の 結果 、 発 火 に よる 出力 が 、 減 退 す る こと 。 人 入力 に 対す る 出 


力 が 、 減 退 す る こと 。 


神経 系 に お ける 、 学 習 と 忘却 。 
それ は 、 結 局 は 、 以下 の 内 容 で ある 。 


SAL ARAL. SEER СВ. 


神経 細胞 の 鍛錬 。 

それ は 、 以下 の 内 容 で ある 。 

発火 の 感受 性 の 、 増 強 。 発 火 の 閣 値 を 、 下 げ る こと 。 

発火 の 頻度 の 、 増 強 。 タ イマ ー 間 隔 を 、 短 くす る こと 。 

神経 伝達 物質 の 送信 に お ける 、 伝 達 量 の 増強 。 発 火 に より 、 送 信 す 
る 値 の 、 増 強 。 


神経 細胞 の 減衰 。 

それ は 、 以下 の 内 容 で ある 。 

発火 の 感受 性 の 、 低 減 。 発 火 の 閣 値 を 、 上 げ る こと 。 

発火 の 頻度 の 、 低 減 。 タイ マー 間隔 を 、 長 くす る こと 。 

神経 伝達 物質 の 送信 に お ける 、 伝 達 量 の 低減 。 発 火 に より 、 送 信 す 
る 値 の 、 低 減 。 


上 記 の 内 容 の 、python 斉 語 に よる 、 サ ンプ ルコ ー ド 。 
ソー スコ ー ド 1 


神経 系 に お ける 、 慣 れ 。 
それ は 、 以 下 の 内 容 で ある 。 


生物 の 生存 維持 に 真 結 す る 、 入 力 刺 激 。 そ の 刺激 に 対す る 慣れ や 秀 
き 。 そ れ ら は 、 生 じ に くい 。 

生物 の 生存 維持 に 直結 し な い 、 和 人 入力 刺 激 。 そ の 刺激 に 対す る 慣れ や 
飽き 。 それ ら は 、 生 じ や すい 。 

それ ら の 実現 に は 、 以 下 の 内 容 が 、 必 要 で ある 。 

ある 入力 刺激 が 、 生 物 の 生存 維持 に 直結 する 度合 い 。 そ の 講 定 の 機 
8. CO, НЕЖИН 5, RR, 

それ は 、 以 下 の 内 容 で ある 。 

情動 。 快 感 。 不 快感 。 そ れ ら を 発生 させ る 機構 。 そ の 、 神 経 系 内 部 
ICBIFS. RR, 


それ は 、 以 下 の 内 容 の 実現 を 、 予 め 、 必 要 と する 。 

価値 観 。 生物 の 生存 維持 に 真 結 する 行動 を 生み 出す 、 司 今 塔 。 そ 
の 、 和 神経 系 内 部 に お ける 、 実 義 。 

それ は 、 以 下 の 内 容 で ある 。 

生物 の 内 部 環境 の 状態 を 、 神 経 系 に 対し て 、 リ アル タイ ム で 通知 す 
る こと 。 そ うし た 機能 を 実現 する 、 入 力 細胞 。 


( 2022 年 7 月 初出 。 ) 


神経 系 に お ける 、 神 経 回 路 の 新規 創出 。 そ の た め の 、 神 
経 系 自身 に よる 、 試 行 錯誤 。 神 経 系 に お ける 、 思 考 。 そ 
れ ら の 、 プ ログ ラミ ング に よる 、 和 実現 。 


神経 系 に お ける 、 神 縦 回 路 の 新規 創出 。 

それ は 、 以 下 の 内 容 で ある 。 

前 細胞 と 、 後 細胞 と の 、 新 規 の 結合 。 

EQ, RARE SILKS, BRN CARH, Enh. 
ЕФЗЕЯФТЕФФ, RAMA SILKS, ARCA BH, ae 
Bi. 

それ は 、 以 下 の 内 容 で ある 。 

神経 系 に お ける 、 思 考 。 


その 結果 。 

神経 回 路 に お ける 、 未 開 の 回 路 が 、 新 た に 生成 され る こと 。 

神経 回 路 に お ける 、 短 絡 回 路 が 、 新 た に 生成 され る こと 。 

神経 回 路 の 発火 の 流れ が 、 大 幅 に ショ ー ト カッ ト さ れる こと 。 
EDR. 

神経 回 路 の 発火 の スム ー ズ な 流れ を 妨げ る 、 回 路上 の ボトル ネッ ク 
が 、 解 消さ れる こと 。 

神経 回 路 の 発火 の スム ー ズ な 流れ を 妨げ る 、 回 路上 の 障害 が 、 解 消 
され る こと 。 

神経 回 路 の 発火 の 流れ に お ける 、 大 局 的 な 、 効 率 や 効果 が 、 大 幅 に 
改善 され る こと 。 


それ は 、 以下 の 内 容 で ある 。 
神経 回 路 の 、 ブ レー クス ルー-。 


画 期 的 な 、 未 知 の 、 新 発見 や 新 発 明 。 


その 他 の 、 考 慮 すべ き 事 頂 。 
調節 細胞 。 調 節 回 路 。 
それ ら の 存在 が 、 メイ ン の 神 縦 回 路 と は 別に 、 新 た に 必要 で ある こ 


と 。 
その 可能 性 。 
( 2022 年 7 月 初出 。 ) 


神経 系 に お ける 、 新 規 の 神経 回 路 の 、 自 動 生 成 。 そ の プ 
ロ セ ス 。 


神経 細胞 の 可 張 性 に つい て の 、 新 た に 考慮 すべ き 、 別 の 側面 。 
それ は 、 以下 の 内 容 で ある 。 

神経 細胞 同士 の 、 新 た な 結合 。 ЖФ 5, MMO HAE 
の 、 自 動 生 成 。 

今 ま で に 無い 、 神 経 細胞 同士 の 、 新 た な 組み 合わ せ 。 そ の 、 生 成 。 
その プロ セス は 、 以下 の 内 容 で ある 。 


神経 細胞 同士 の 、 組 み 合わ せ の 候補 。 そ の 候補 の 、 そ の 時 点 に お け 
る 、 自 動 的 な 、 発 見 と 抽出 。 
それ は 、 以 下 の 3 通り の 内 容 を 、 い ずれ も 、 義 容 す る こと 。 


HAO. СИНЕМ, ЕВА. 神経 細胞 の ひ の 、 そ れ 自 身 に 
お ける 、 円 環 回 路 の 生成 。 

既に 結合 が 存在 する 神 終 細胞 へ の 、 新 た な 、 重 複 し て いる 、 結 合 。 
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Flo 


神経 細胞 は 、 以 下 の よ うな 行為 の 実行 が 、 能 力 的 に 、 不 可能 で あ 


о 


今 ま で に 無い 、 神 終 細 胞 同 士 の 、 新 た な 組み 合わ せ 。 


その 候補 の 、 そ の 時 点 に お ける 、 自 動 的 な 、 漏 れ や 重複 の 無い 、 発 
見 と 抽出 。 


神経 細胞 の 、 行 為 。 そ れ は 、 以下 の 内 容 で ある 。 


その 行為 の 、 自動 性 。 

その 行為 に お ける 、 根 本 的 な 、 知 能 の 低 さ や 、 頭 の 悪さ 。 
その 行為 が 、 無 定 見 で 、 何 で も 有り な こと 。 

その 行為 の 、 不 完全 性 。 

その 行為 の 、 非 定期 性 や 、 無 計画 性 。 

EN5 ФЕВ. 

そう し た 行為 の 、 気 まま な 、 繰 り 返 し 。 


それ ら の 候補 の 有効 性 を 、 ー つ ずつ 、 思 い 付 き に 任せ て 、 いい 加減 
な 順序 で 、 行き 当たり ワ ば っ た り で 、 潤 РЕ 报关 G5, 試す こと 
結合 の 相手 の 選択 に お ける 、 試 行 錯誤 的 性 質 や 、 ラン ダム 性 。 


結合 の 相手 を 、 新 た に 、 探 宗 し 、 選 択 す る 、 行 為 。 そ の 発生 の 原 
因 。 そ の 分 析 。 

生存 の 維持 。 生 き や す さ を 向上 させ る こと 。 そ の 必要 性 に 、 何 ら か 
の 形 で 、 迫 られ る こと 。 


抑止 すべ き 人 入力 。 抑 制す べき 入力 。 不 快 な 感覚 を も た ら す 人 入力 。 生 
き や す さ を 低下 させ る 人 入力 。 

内 部 環境 や 外部 環境 に お ける 、 生 存 維 持 に 対す る 赤 倍 号 や 艇 告 の 、 
新た な 発生 や 、 発生 の 持続 。 

例 。 病 的 な 感覚 。 苦痛 の 感覚 。 不足 の 感覚 。 室 腹 感 。 湯 水 感 。 過 度 
の 、 寒 さや 暑 さ の 、 感覚 。 恐怖 感 。 不利 性 や 敗北 や 劣 位 性 の 、 感 
覚 。 それら の 、 新た な 発生 や 、 発 生 の 持続 。 

そう し た 赤 信 号 や 和 銘 告 を 、 リ レー 形式 で 伝達 する 、 神 縦 細 胞 。 そ う 
ПЕНН LU CO, ВН. COU RIARIED SO, НБ 
物質 の 流入 の 、 持 続 。 
ЕЕ) СК. その 必要 性 の 発生 。 

障壁 の 突破 。 障 害 物 の 除去 。 問 題 解決 。 


抑止 すべ き 出力 。 抑 制す べき 出力 。 不 快 な 結果 を も た ら す 出力 。 生 
き や す さ を 低下 させ る 出力 。 


内 部 環境 や 外部 環境 に お ける 、 生 存 維持 に 対す る 赤 信 号 や 警告 を 、 
新た な 発生 させ 、 増 進 させ る 、 出 力 。 


解放 すべ き 和 人 入力 。 促 進 す べき 入力 。 快 感 を も た ら す 人 入力 。 生き や す 
さ を 向 上 させ る 人 入力 。 

内 部 環境 や 外部 環境 に お ける 、 生 存 維持 に 対す る 青信号 や OK サイ 
YO, MRBBEP. BLO. 

例 。 健 康 的 な 感覚 。 悦楽 の 感覚 。 充足 の 感覚 。 満腹 感 。 潤 い の 感 
覚 。 温 室 的 な 感 寛 。 安心 感 。 有利 性 や 勝利 や 優位 性 の 、 感 覚 。 そ れ 
BQ, MERELY, BLO. 

そう し た 青信号 や OK サイ ン を 、 リ レー 形式 で 伝達 する 、 神 経 細 
胞 。 そ うし た 神経 細胞 と し て の 、 前 細胞 。 そ うし た 前 細胞 か ら の 、 
神経 伝達 物質 の 流入 の 、 持 続 。 

そう し た OK サイ ン を 、 発 令 さ せ 、 存 続 さ せる こと 。 そ の 必要 性 の 
発生 。 

促進 物 や 促進 剤 の 、 入 手 や 設置 や 追加 。 天 国 的 状態 の 永続 。 そ れ ら 
に お ける 限界 の 、 突 破 。 


解放 すべ き 人 入力 。 促 進 す べき 入力 。 快い 結果 を も た ら す 出力 。 生 き 
や すさ を 向上 させ る 出力 。 

内 部 環境 や 外部 環境 に お ける 、 生 存 維持 に 対す る 青信号 や OK サイ 
ン を 、 新 た な 発生 させ 、 増 進 さ せる 、 出 力 。 


それ ら の 実現 の た め に 、 少 し で も 有効 そう な 結合 を 、 試 行 錯誤 的 
に 、 定 期 的 に 、 持 続 的 に 、 生 成 し 続け る こと 。 . 

結合 相 手 を 探す 範囲 を 、 試 行 錯誤 の 結果 に 基づい て 、 順 次 、 絞 る こ 
ど ご 3 


新た な 結合 が 、 新 た に 得 ら れ た 瞬間 。 そ れ は 、 以下 の 内 容 で ある 。 
思考 に お ける 、 関 き 。 


ЕС 5. тк. ФУНеХ, 

可能 な 結合 を 、 一 つ ず つ 、 ラ ンダ ム な 順序 で 、 試 すこ と 。 CORR 
の 良し 悪し を 、 一 つ ず つ 、 確認 し 、 記 憶 す る こと 。 

その 時 点 に お いて 、 良い 結果 を も た らし た 結合 。 そ の 結合 を 、 促 進 
する こと 。 そ の た め に 、 別 の 、 促 進 タ イプ の 神経 細胞 を 、 別 途 、 新 


た に 援用 する こと 

その 時 点 に お いて で 、 悪い 結果 を も た らし た 結合 。 そ の 結 合 を 、 抑 制 
FSECE, ФЕ, WO, MOT Ура, BIR, FH 
た に 援用 する こと 


深堀 りす る こと 

ある い は 。 

それ ら の 中 で 、 一 見 し て 失敗 だ っ た 結果 の 中 か ら 、 偶 然 に 、 次 の 望 
まし い 結 合 の 相手 を 、 見 出す こと 


それ ら の 実行 の 最 中 に お いて 、 偶 然 に 、 大 きく 成功 する こと 


#19175. MI. 
それ は 、 以下 の 内 容 で ある 。 


内 部 環境 や 外部 環境 に お ける 、 SPER ICM ЗАМЕН 

新た な 発生 や 、 発生 の 持続 。 

そう し た 警告 の 発生 を 、 結 果 的 に 、 解 除 出 来 た こ と 。 

そう し た 赤 信 号 や 敬 告 を 、 リ レー 形式 で 伝達 する 、 神 縦 細 胞 。 そ う 
し た 神経 細胞 と し て の 、 前 細胞 。 そ うし た 前 細胞 か ら の 、 和 神経 伝達 
物質 の 流入 が 、 止 まっ た こと 。 


内 部 環境 や 外部 環境 に お ける 、 生存 維持 に 対す る 青 倍 号 や OK サイ 
ン の 、 新 た な 発生 や 、 о 

そう し た OK サイ ン の 発生 を 、 結 果 的 に 、 生 起 さ せ 、 常 設 さ せる こ 
と が 、 出 来 た こ と 。 

そう し た 青 倍 号 や OK サイ ン を 、 リ レー 形式 で 伝達 する 、 神 終 細 
胞 。 そ うし た 神 終 細胞 と し て の 、 前 細胞 。 そ うし た 前 細胞 か ら の 、 
ПВО 永続 し て いる こと 。 


の 結果 、 Е А ` 新た に 得 ら れ た こ と 。 


НС 5. ЖА. 
それ は 、 以下 の 内 容 で ある 。 


内 部 環境 や 外部 環境 に お ける 、 生 存 維 持 に 対す る 赤 信 号 や 艇 告 


№, HELO. 

ЕЕ ФЕ, MRC. PROGRAM OeCe, 

=> ТЕМЕ, UL -BN CaS 5, НЫ, => 
ПЕНН < (СФ, ВИН, => UCHIHA SO, НЫЕ 
物質 の 流入 が 、 永 続 し て いる こと 。 

内 部 環境 や 外部 環境 に お ける 、 生 存 維持 に 対す る 青信号 や OK サイ 
УФ, ЛЕВЖЕ№ BELO. 

そう し た OK サイ ン の 発生 を 、 結 果 的 に 、 生 起 さ せ 、 常 設 さ せる こ 
と が 、 出 来 な か っ た こと 。 

そう し た 青信号 や OK サイ ン を 、 リ レー 形式 で 伝達 する 、 神 経 細 
胞 。 そ うし た 神経 細胞 と し て の 、 前 細胞 。 そ うし た 前 細胞 か ら の 、 
神経 伝達 物質 の 流入 が 、 止 まっ た こと 。 


その 結果 、 有 効 な 結合 が 、 新 た に 得 ら れ な か っ た こと 。 


初期 状態 に お ける 成功 が 、 後 か ら 、 失 敗 へ と 、 変 化す る こと 。 


初期 状態 で は 、 快 い 結 果 を も た らし て いた 出力 が 、 後 か ら 、 不 快 な 
感覚 の 入力 を 、 新 た に も た ら す よう に な る こと 。 

fll, HERD, SAICBEST, RR CORR. アン モニ ア の 上 真 
い が も た ら す 不快 感 。 尿 の 水分 に より 、 衣 服 が 濡れ て 、 熱 が 身体 か 
ら 奪 われ る こと に より 、 生 物 が 、 風 那 を 引く こと 。 

例 。 覚 せい 剤 の 服用 が も た ら す 、 天 国 的 な 民 惚 感 。 そ の 副作用 が 、 
後 か ら も た ら す 、 幻 覚 な どの 苦し み 。 


初期 状態 で は 、 不 快 な 千 果 を も た らし て いた 出力 が 、 後 か ら 、 快 い 
感覚 の 入力 を 、 新 た に も た ら す よう に な る こと 。 
例 。 苦 い 薬 を 、 苦 労 し て 、 知 み 込 むこ と 。 そ の 結果 、 生 物 の 身体 
が 、 健 康 に な り 、 苦 痛 の 感覚 か ら 解 放さ れる こと 。 


成功 や 失敗 に 対す る 、 慣 れ 。 


初期 状態 に お ける 成功 が 、 後 か ら 、 色 視 せる こと 。 成 功 の 反復 が も 
た ら す 、 人 飽き 。 
例 。 特 定 の 好み の 異性 と の 性 行為 が も た ら す 、 天 国 的 な 慌 惚 感 。 そ 


の 反復 の 結果 。 そ の 異性 に 対し て 、 段 々 、 飽 き が 来る こと 。 その 結 
果 。 そ の 異性 と の 性 行為 に お いて 、 快 感 が 欠如 する よう に な る こ 
と 。 


初期 状態 ま p に お ける 失敗 が 、 後 か ら 、 色 補 せ る こと 。 失敗 の 反復 が も 
た ら す 、 免 疫 の 獲得 。 

例 。 初 見 の 戦争 映画 が 、 も た ら す 、 強 いい 恐怖 感 。 そ の 反復 の 結果 。 
戦争 に 対し て 、 免 疫 が 生成 され る こと 。 戦争 が 怖く な く な る こと 。 


а ие 神经 回路 。 
ФЕЗЕНС, УРФО, BUICHS,. СФЕЖФИАЯ 
は 以下 の 場合 と 、 類 似 し て いる 。 パ ソコ ン の ソフ トウ ェ ア に つい 
の 、 設 計 段 階 に お ける 、 機能 的 要件 の 洗い 出し 。 


シナ リオ の 例 。 No.1. 

HBOEWMIS, MADSO, ISRO. Bont. eld, the 1 
< НН ВИЕЙ, ld, th 2 で 、 
>70 食物 は 見 つか ら な か っ た 。 彼 は 、 地 点 3 И 
Ес, 食物 が 見 つか り 、 彼 は 、 そ れ を 食べ た 。 О 
果 、 彼 の 室 腹 感 は 、 収 まっ た 。 

それ に 対応 する 、 神 経 回 路 の 例 。 

入力 細胞 1 。 内 部 環境 か ら の 、 室 腹 感 の 、 値 の 入力 。 

出力 細胞 1 。 地点 1 で 、 地 面 を 据 り 、 食 事 を 取 ろ うと する 、 出 力 。 
出力 細胞 2 。 地 点 2 で 、 地 面 を 据 り 、 食 事 を 取 ろ うと する 、 出 力 。 
出力 細胞 3 。 地点 3 で 、 地 面 を 据 り 、 食 事 を 取 ろ うと する 、 出 力 。 
中 間 細 胞 1 。 それ は 、 初 期 状態 で は 、 入 力 細胞 1 か ら の 入力 を 、 取 
得する の み で ある 。 < ПЗ. PHAR. ECOHAAAMMICH, B 
р 

中 間 細 胞 1 が 、 入 力 細胞 1 と 、 出 力 細 胞 1 と を 、 新 た に 、 繋ぐ こ 
と 。 そ の 結果 。 出 力 細胞 1 に よる 出力 を 、 得 る こと 。 その 結果 。 K 
敗 。 

中 間 細 胞 1 が 、 入 力 細 胞 1 と 、 出 力 細 胞 2 と を 、 新 た に 、 繋 ぐ こ 
と 。 そ の 結果 。 出 力 細胞 2 に よる 出力 を 、 得 る こと 。 その 結果 。 失 
敗 。 

中 間 細 胞 1 が 、 入 力 細 胞 1 と 、 出 力 細 胞 3 と を 、 新 た に 、 繋ぐ こ 
&, CORR. а ee 

功 。 内 部 環境 に お ける 室 腹 状態 が 、 値 と し て 、 新 た に 、 無 効 化 され 
る こと 。 そ の 結果 。 NO 


こと 。 


シナ リオ の 例 。No.2. 

ある 生物 は 、 屋 外 で の 、 強 い 寒 さ に 、 苗 われ た 。 彼 は 、 地 点 1 に 移 

動 し た が 、 寒 いま まだ っ た 。 彼 は 、 地 点 2 に 移動 し た が 、 寒 いま ま 
だ っ た 。 彼 は 、 地 点 3 に 移動 し た と ころ 、 そ こ は 、 温 か か っ た 。 そ 
の 結果 、 彼 の 寒さ は 、 収 まっ た 。 

それ に 対応 する 、 神 経 回 路 の 例 。 

入力 細胞 1。 外 部 環境 か ら の 、 有 寒さ の 感覚 の 、 値 の 入力 。 

出力 細胞 1。 地 点 1 に 移動 する 、 出 力 。 

出力 細胞 2 。 地 点 2 に 移動 する 、 出 力 。 

出力 細胞 3。 地点 3 に 移動 する 、 出 力 。 

中 間 細 胞 1 。 それ は 、 初 期 状態 で は 、 入 力 細胞 1 か ら の 入力 を 、 取 
得する の み で ある 。 それ は 、 和 初期 状態 で は 、 ど の 出力 細胞 に も 、 軸 
ieee 

中 間 細 胞 1 が 、 和 人 入力 細 胞 1 と 、 出 力 細 胞 1 と を 、 新 た に 、 繋ぐ こ 
と 。 そ の 結果 。 出 力 細 胞 1 に よる 出力 を 、 得 る こと 。 CORR. 失 
敗 。 

中 間 細 胞 1 が 、 入 力 細胞 1 と 、 出 力 細 胞 2 と を 、 新 た に 、 BCT 
と 。 そ の 結果 。 出 力 細 胞 2 に よる 出力 を 、 得 る こと 。 CORR. 失 
敗 。 

中 間 細 胞 1 が 、 和 人 入力 細 胞 1 と 、 出 力 細 胞 3 と を 、 新 た に 、 繋ぐ こ 
с. СФ, ЛАЗ 3 に よる 出力 を 、 得 る こと 。 ФАН, М 
功 。 外 部 環境 に お ける 寒 さ が 、 値 と し て 、 新 た に 、 無 効 化 され る こ 
と 。 そ の 結果 。 入力 細胞 1 か ら の 、 寒 さ の 感覚 の 入力 が 、 途絶 える 
こと 。 


上 記 の 2 つの シナ リオ 。 それら の 表面 的 な 内 容 は 、 大 きく 異な る 。 
それ ら の 実現 に 必要 な 、 神 経 回 路 。 そ れ ら の 中 身 は 、 ほ ぼ 相 似 で あ 
る 。 


上 記 の 内 容 の 、python 斉 語 に よる 、 サ ンプ ルコ ー ド 。 
ソー スコ ー ド 2 


シナ リオ の 例 。No.3. 
生物 に お ける 、 古 典 的 条件 付け 。 


ある 生物 が 、 居 た 。 
その 生物 は 、 水 分 の 不足 に よっ て 、 の ど が 湯 い て いた 。 


次 の 瞬間 。 そ の 場 で 、 水 が 出る と 同時 に 、 青 い 光 が 出 た 。 

その 生物 は 、 口 を 開け て 、 待 望 の 水 を 、 飲 ん だ 。 そ の 生物 は 、 同 時 
に 、 青 い 光 を 目 に 焼き 付け た 。 

その 生物 は 、 水 が 出る こと と 、 青 い 光 の 発光 と の 相関 を 、 学 習 し 
=. 

その 結果 。 

Ric, ВИЖ, BIRCH BE. 

その 生物 は 、 水 が 出る こと を 、 同 時 に 予期 し て 、 口 を 開け た 。 


それ に 対応 する 、 神 経 回 路 の 例 。 

入力 細胞 1 。 内 部 環境 か ら の 、 湯 水 感 の 、 値 の 入力 。 

入 力 细胞 2 。 外 部 環境 か ら の 、 水 分 の 摂取 の 、 値 の 入力 。 

入力 細胞 3 。 外 部 環境 か ら の 、 出 水 の 感 知 の 、 値 の 入力 。 

入力 細胞 4 。 外 部 環境 か ら の 、 青 い 光 の 発光 の 感知 の 、 値 の 入力 。 
出力 細胞 1 。 口 を 開け て 、 水 分 を 摂取 し よう と する 、 出 力 。 そ れ 

は 、 外 部 環境 に 対し て 、 入 力 細 胞 2 を 活性 化 さ せる 九 印 を 、 施 す 。 
それ は 、 外 部 環境 に お ける 値 を 、 入 力 細 胞 2 を 活性 化 さ せる 値 へ 

2. ЕЕ, ЕН, 

出力 細胞 2 。 生 理 的 プロ セス 1 を 、 動 作 さ せる 、 出 力 。 

中 間 細 胞 1。 そ れ は 、 和 初期 状態 で は 、 入 力 細 胞 1 か ら の 入力 を 、 取 
得する の み で ある 。 それ は 、 和 初期 状態 で は 、 ど の 出力 細胞 に も 、 繋 
が っ て いな い 。 

中 間 細 胞 2 。 そ れ は 、 和 初期 状態 で は 、 入 力 細 胞 2 か ら の 入力 を 、 取 
得する 。 そ の 結果 。 そ れ は 、 出 力 細胞 2 を 、 動 作 さ せる 。 

中 間 細 胞 3。 そ れ は 、 和 初期 状態 で は 、 入 力 細 胞 3 か ら の 入力 を 、 取 
得する の み で ある 。 それ は 、 和 初期 状態 で は 、 ど の 出力 細胞 に も 、 繋 
が っ て いな い 。 

中 間 細 胞 4。 そ れ は 、 和 初期 状態 で は 、 入 力 細 胞 4 から の 入力 を 、 取 
得する の み で ある 。 それ は 、 和 初期 状態 で は 、 ど の 出力 細胞 に も 、 繋 
が っ て いな い 。 

神経 系 の 外部 に お ける 、 内 部 デバ イス の プロ セス に つい て の 、 表 

現 。 

生理 的 プロ セス 1 。 それは 、 外 部 環境 か ら の 水分 の 補給 を 受け て 、 
内 部 環境 に お ける 渦 水 感 を 、 低 減 さ せる 。 そ の 結果 。 そ れ は 、 和 人 入力 
細胞 1 か ら の 入力 を 、 不 活性 化す る 。 


古典 的 奈 件 付け の 段階 。 第 一 段階 。 
中 間 細 胞 3 が 、 入 力 細胞 3 と 、 出 力 細胞 Ce, Miele, BIC 


Е: 
その 結果 。 以下 の 状況 が 、 新 た に 、 発 生 す る こと 。 


入力 細胞 3 の 、 活 性 化 。 そ の 結果 。 中 間 細 胞 3 が 、 活 性 化す る こ 

と 。 そ の 結果 。 中 間 細 胞 3 が 、 出 力 細 胞 1 を 、 活 性 化 さ せる こと 。 
その 結果 。 出 力 細胞 1 に よる 出力 を 、 得 る こと 。 そ の 結果 。 最終 的 
に 、 湯 水 感 の 除去 に 、 成 功 す る こと 。 


古典 的 条件 付け の 段階 。 第 二 段 階 。 

入力 細胞 3 と 、 入 力 細胞 4 と が 、 同 時 に 、 活 性 化す る こと 。 
«ФА, НАНА 3 3 と 、 中 間 細 胞 4 と が 、 新 た に 、 相 互 に 、 繋 が 
る こと 。 

その 結果 。 中 間 細 胞 4 が 、 入 力 細胞 4 と 、 出 力 細 胞 1 と を 、 新 た 
IC, BCCKE, CORR, 入力 細胞 4 の 活性 化 に より 、 新 た に 、 出 
力 細胞 1 に よる 出力 を 、 得 る こと 。 そ の 結果 。 ЕК ВФ 
除去 に 、 成 功 す る こと 。 


ある い は 。 

入力 細胞 4 が 、 活 性 化す る こと 。 

その 結 果 。 中 間 細 胞 4 が 、 入 力 細胞 4 と 、 出 力 細 胞 1 と を 、 新 た 

< BCCKE, CORR, 入力 細胞 4 の 活性 化 に より 、 新 た に 、 出 
力 細胞 1 に よる 出力 を 、 得 る こと 。 そ の 結果 。 最 終 的 に 、 油 水 感 の 
除去 に 、 成 功 す る こと 。 

その こと の み が 、 単 独 で 発生 する こと 。 


古典 的 奈 件 付け の 段階 。 第 三 段 階 。 

入力 細胞 4 の 活性 化 。 そ の 結果 。 中 間 細 胞 4 が 、 活 性 化す る こと 。 
その 結果 。 中 間 細 胞 4 が 、 出 力 細胞 1 を 、 活 性 化 さ せる こと 。 そ の 
結果 。 出 力 細 胞 1 に よる 出力 を 、 得 る こと 。 その 結果 。 最 終 的 に 、 
潟 水 感 の 除去 に 、 成 功 す る こと 。 


ЕН 5. ANDY КАИ. 

それ は 、 以下 の 内 容 で ある 。 

古典 的 系 件 付け に お いて 。 

環境 か ら の 人 入力 に 対し て 、 出 力 す る こと を 、 単 に 、 待 ち 切 れ な く 
な っ た こと 。 

環境 か ら の 人 入力 に 対し て 、 出 力 す る こと を 、 単 に 、 自 制 出来 な く 
な っ た こと 。 

環境 か ら の 入力 に 対す る 出力 が 、 単 に 、 時 系 列 的 に 、 複 数 化し た 形 
で 、 人 入れ 替え 可能 な 形 で 、 順 序 化 し た だ け で ある こと 。 


IRD SOATNOMT 57, Hic, НОЕ Сс 
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#95, ANDY FRET. 

tnd, Gi, BIRDSOATICHST 5, BHR, SRHNTCH 
る こと 。 

それ は 、 結 局 、 古 典 的 基 件 付け と 、 同 様 で ある こと 。 


生物 に お ける 、 古典 的 条件 付け 。 
その 発展 形 。 
それ は 、 以 下 の 内 容 で ある 。 


生物 の 間 に お ける 、 情 報 の 伝達 。 
生物 の 間 に お ける 、 文 化 的 子 拓 の 受け 渡し 。 
それ ら の 、 シ ナリ オ の 例 。No.4. 


生物 1 は 、 水 分 の 不足 に よっ て 、 の ど が 湯 い て いた 。 

次 の 瞬間 。 そ の 場 で 、 水 が 出る と 同時 に 、 青 い 光 が 出 た 。 

生物 1 は 、 口 を 開け て 、 待 望 の 水 を 、 飲 ん だ 。 生物 1 は 、 同 時 に 、 
青い 光 を 目 に 焼き 付け た 。 

生物 1 は 、 水 が 出る こと と 、 青 い 光 の 発光 と の 相関 を 、 学 習 し た 。 


その 後 。 

生物 2 が 、 生 物 1 と 、 同 時 に 、 居 た 。 彼ら は 、 互 い に 、 味 方 同士 

だ っ た 。 

生物 2 は 、 生 物 1 と の 間 で 、 予 め 、 意 思 疎 通 が 可能 だ っ た 。 それ 

は 、 以下 の 内 容 で ある 。 生物 2 が 、 生 物 1 か ら の 合図 を 、 感 知 出来 
る こと 。 

生物 2 は 、 水 分 の 不足 に よっ て 、 の ど が 湯 い て いた 。 

次 の 瞬間 。 そ の 場 で 、 青 い 光 が 出 た 。 

生物 1 は 、 生 物 2 に 対し て 、 す か さ ず 、 合 図 を 送っ た 。 生物 2 は 、 
その 合図 を 、 感 知 し た 。 

生物 2 は 、 口 を 開け た 。 

次 の 瞬間 。 そ の 場 で 、 水 が 出 た 。 

生物 2 は 、 待 望 の 水 を 、 飲 ん だ 。 生物 2 は 、 同 時 に 、 青 い 光 を 目 に 
焼き 付け た 。 

生物 2 は 、 水 が 出る こと と 、 青 い 光 の 発光 と の 相関 を 、 学 習 し た 。 


それ に 対応 する 、 神 経 回 路 の 例 。 


入力 細胞 1 。 内 部 環境 か ら の 、 湯 水 感 の 、 値 の 入力 。 

入力 細胞 2 。 外 部 環境 か ら の 、 水 分 の 摂取 の 、 値 の 入力 。 

入 力 细胞 3 。 外 部 環境 か ら の 、 出 水 の 感 知 の 、 値 の 入力 。 

入力 細胞 4 。 外 部 環境 か ら の 、 青 い 光 の 発光 の 感知 の 、 値 の 入力 。 
入力 細 胞 5 。 外 部 環境 か ら の 、 交 依 の 受信 の 、 値 の 入力 。 

出力 細胞 1 。 口 を 開け て 、 水 分 を 摂取 し よう と する 、 出 力 。 そ れ 
は 、 外 部 環境 に 対し て 、 入 力 細 胞 2 を 活性 化 さ せる 刻印 を 、 施 す 。 
それ は 、 外 部 環境 に お ける 値 を 、 入 力 細胞 2 を 活性 化 さ せる 値 へ 
2. ЕЕ, ЕН. 

出力 細胞 2 。 生 理 的 プロ セス 1 を 、 動 作 さ せる 、 出 力 。 

出力 細胞 3 。 外 部 環境 へ の 、 交 信 の 送信 の 、 値 の 出力 。 

中 間 細 胞 1。 そ れ は 、 和 初期 状態 で は 、 入 力 細 胞 1 か ら の 入力 を 、 取 
得する の み で ある 。 それ は 、 和 初期 状態 で は 、 ど の 出力 細胞 に も 、 繋 
が っ て いな い 。 

中 間 細 胞 2 。 そ れ は 、 和 初期 状態 で は 、 入 力 細 胞 2 か ら の 入力 を 、 取 
得する 。 そ の 結果 。 それは 、 出 力 細胞 2 を 、 動 作 さ せる 。 

中 間 細 胞 3 。 そ れ は 、 和 初期 状態 で は 、 入 力 細 胞 3 か ら の 入力 を 、 取 
得する の み で ある 。 それ は 、 和 初期 状態 で は 、 ど の 出力 細胞 に も 、 繋 
が っ て いな い 。 

中 間 細 胞 4。 そ れ は 、 和 初期 状態 で は 、 入 力 細 胞 4 から の 入力 を 、 取 
得する の み で ある 。 それ は 、 和 初期 状態 で は 、 ど の 出力 細胞 に も 、 繋 
が っ て いな い 。 

中 間 細 胞 群 5。 そ れ ら は 、 和 初期 状態 で は 、 入 力 細 胞 5 か ら の 入力 
を 、 取 得 し 、 分 析 し 、 解 釈 す る 。 それ ら は 、 和 初期 状態 で は 、 中 間 細 
胞 群 6 6 に 、 繋 が っ て いる 。 

中 間 細 胞 群 6。 それら は 、 和 初期 状態 で は 、 出 力 細胞 3 へ の 出力 を 、 
計算 する 。 そ の 結果 。 そ れ ら は 、 出 力 細胞 3 を 、 動 作 さ せる 。 
神経 系 の 外部 に お ける 、 内 部 デバ イス の プロ セス に つい て の 、 表 
現 。 

生理 的 プロ セス 1 。 そ れ は 、 外 部 環境 か ら の 水分 の 補給 を 受け て 、 
内 部 環境 に お ける 渦 水 感 を 、 低 減 さ せる 。 そ の 結果 。 そ れ は 、 和 人 入力 
細胞 1 か ら の 入力 を 、 不 活性 化す る 。 


中 間 細 胞 群 5。 そ れ ら の 詳細 な 構成 。 

中 間 細 胞 群 6 。 そ れ ら の 詳細 な 構成 。 

それ ら の 内 容 の 実現 に お いて は 、 事 前 の 場合 分 け に よる 、 和 詳細 な 分 
類 が 、 必 要 で ある 。 

それ ら の 内 容 は 、 結 局 は 、 以 下 の 項 目 の 内 容 に 、 依 存する 。 


生物 の 社会 。 

その 実現 が 、 新 た に 、 可 能 に な る こと 。 

それ は 、 以下 の 状況 の 発生 に よっ て 、 起 きる 。 
ある 生物 が 、 他 の 生物 と 、 仲 民 く な る こと 。 
ある 生物 が 、 他 の 生物 と 、 敵 対す る こと 。 
それ ら の 実現 が 、 新 た に 、 可 能 に な る こと 。 
それ は 、 以下 の 状況 の 発生 に よっ て 、 起 きる 。 


ある 生物 に よる 、 周 囲 の 対象 物 へ の 情報 伝達 。 

ある 生物 に よる 、 周 囲 の 対象 物 と の 意思 疎通 。 

ある 生物 に よる 、 周 囲 の 対象 物 と の 交信 。 
Но, ЗЕЕ. ВОН. 

それ ら の 実現 が 、 新 た に 、 可 能 に な る こと 。 

それ は 、 以下 の 状況 の 発生 に よっ て 、 起 きる 。 

生物 の 神経 系 が 、 通 信 機 能 を 、 備 える こと 。 

生物 の 神経 系 が 、 交 信 専 用 の 、 人 入力 細胞 と 、 出 力 細 胞 と 、 中 間 細 胞 
を 、 持 つこ と が 出来 る こと 。 

それ ら は 、 以下 の 状況 の 発生 に よっ て 、 自 動 的 に 起き る 。 
神経 回 路 に お ける 、 余 剰 の 細胞 の 、 発 生 。 

それ は 、 以 下 の 状 況 の 発生 に よっ て 、 自 動 的 に 起き る 。 
生物 の 神経 系 に お ける 、 細 胞 数 の 増加 。 


生物 の 神経 系 は 、 周 囲 の 対象 物 に つい て 、 そ れ ら が 、 間 生 物 か 、 生 
物 か を 、 予 め 、 識 別 出 来 な い 。 
НО, ARAMA. М, ЕР. 

生物 の 神経 系 は 、 そ の 識別 を 、 遺 伝 的 な 適応 か 、 文 化 的 な 適応 か 
の 、 い ずれ か の 繰り 返し に よっ て 、 初 め て 、 実 現す る 。 

その 神経 回 路 が 、 固 定 回 路 の 場合 。 そ の 識別 を 、 人 遺伝 的 な 突然 変異 
の 繰り 返し に よっ て 、 和 実現 する こと 。 

その 神経 回 路 が 、 可 育 的 回 路 の 場合 。 そ の 識別 を 、 文 化 的 な 学習 の 
繰り 返し に よっ て 、 和 実現 する こと 。 例 。 教師 に よる 、 生 徒 に 対す る 
教育 。 親 に よる 、 子 供 に 対す る 教育 。 


その 識別 は 、 生 物 の 神経 系 に と っ て 、 そ れ ほ ぼ ほど 重 要 で は 無い 。 
その 識別 は 、 生 物 の 神経 系 に と っ て 、 そ の 生死 に 真 結 し な い 。 
その 識別 は 、 生 物 の 神経 系 に と っ て 、 ど う で も 良い 。 

それ ら の 内 容 に お ける 、 重 要 な 例外 。 


FIM. ЭВ СН 5+ «3 Ae, FT SHS. Li 
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生物 が 、 有 機 物 の 食糧 を 、 確 保 す る 場合 。 
その 識別 は 、 生 物 の 神経 系 に と っ て 、 と て も 重要 で ある 。 
その 識別 は 、 生 物 の 神経 系 に と っ て 、 そ の 生死 に 直結 する 。 


-EMOmeAlS, AAOWMRBWICDIIT, ZnNSh, BRA. BE 
か を 、 予 め 、 識 別 出 来 な い 。 

生物 の 神経 系 は 、 周 囲 の 対象 物 に つい て 、 そ れ ら が 、 敵 か 、 味 方 か 
を 、 予 め 、 識 別 出 来 な い 。 

周囲 の 対象 物 が 、 脅 威 か 、 安 全 か の 、 識 別 。 

周囲 の 対象 物 が 、 敵 か 、 味 方 か の 、 識 別 。 

生物 の 神経 系 は 、 そ の 識別 を 、 遺 伝 的 な 適応 か 、 文 化 的 な 適応 か 
の 、 い ずれ か の 繰り 返し に よっ て 、 初 め て 、 実 現す る 。 

その 神経 回 路 が 、 固 定 回 路 の 場合 。 そ の 識別 を 、 遺 伝 的 な 突然 変異 
の 繰り 返し に よっ て 、 和 実現 する こと 。 

その 神経 回 路 が 、 可 育 的 回 路 の 場合 。 そ の 識別 を 、 文 化 的 な 学習 の 
繰り 返し に よっ て 、 和 実現 する こと 。 例 。 教師 に よる 、 生 徒 に 対す る 
教育 。 親 に よる 、 子 供 に 対す る 教育 。 


その 識別 は 、 生 物 の 神経 系 に と っ て 、 本 質 的 に 重要 で ある 。 
その 識別 は 、 生 物 の 神経 系 に と っ て 、 そ の 生死 に 直結 する 。 


ある 生物 に よる 、 彼 自身 に と っ て の 、 敵 と 味方 と の 、 識 別 。 
ある 生物 に よる 、 彼 自身 に と っ て の 、 脅 威 と 安全 の 、 識 別 。 
その 実現 が 、 新 た に 、 可 能 に な る こと 。 

それ は 、 以下 の 状況 の 発生 に よっ て 、 起 きる 。 


ある 生物 に お いて 。 

周 团 O 对 象 物 。 非 生物 。 他 OO 生物 。 

ФЕН, НЕ, 951 951 ПО 
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その 対象 物 が 、 彼 自身 の 生存 維持 を 、 促 進 す る か 、 阻 害する か 。 = 
れ ら の 識別 。 

その 実現 が 、 新 た に 、 可 能 に な る こと 。 

それ は 、 以下 の 状況 の 発生 に よっ て 、 起 きる 。 


ある 生物 に お いて 。 

周 团 O 对 象 物 。 非 生物 。 他 OO 生物 。 

その 対象 物 が 、 彼 自身 の 所 有 資 源 を 、 増 や すか 、 減 ら す か 。 それ ら 
の 識別 。 

その 対象 物 が 、 彼 自身 の 存在 自体 を 、 存 続 さ せる か 、 抹 消す る か 。 
それ ら の 識別 。 

その 対象 物 が 、 彼 自身 を 、 安 心 さ せる か 、 不 安 に させ る か 。 それ ら 
0 识别 。 

その 実現 が 、 新 た に 、 可 能 に な る こと 。 

それ ら は 、 以下 の 状況 の 発生 に よっ て 、 自 動 的 に 起き る 。 

生物 に お ける 、 資 源 の 所 有 を 蓄積 する 機能 の 、 新 た な 保有 。 TOK 


生 。 

神経 回 路 に お ける 、 資 源 の 所 有 を 管理 する 機能 の 、 新 た な 保有 。 Е 
の 発生 。 

神経 回 路 に お ける 、 資 源 の 会 計 管 理 機能 の 、 新 た な 保有 。 その 発 
生 


それ は 、 以 下 の 状 況 の 発生 に よっ て 、 自 動 的 に 起き る 。 

生物 の 神経 系 に お ける 、 体 内 の 水分 や 栄養 分 の 、 計 測 回 路 の 、 新 た 
な 保有 。 

生物 の 神経 系 に お ける 、 体 内 の 水分 や 栄養 分 の 、 記 憶 回 路 の 、 新 た 
な 保有 。 

生物 の 神経 系 に お ける 、 体 外 の 所 有 財 産 の 、 計 測 回 路 の 、 新 た な 保 
有 


生物 の 神経 系 に お ける 、 体 外 の 所 有 財 産 の 、 記 憶 回 路 の 、 新 た な 保 
有 。 


ある 生物 に お いて 。 

周囲 の 対象 物 。 非 生物 。 他 の 生物 。 

その 対象 物 が 、 彼 自身 に よっ て 圧倒 され る か 、 彼 自身 を 圧倒 する 
か 。 そ れ ら の 識別 。 

RR eer etre 
の 識別 。 

その 対象 物 が 、 彼 自身 に 負け る か 、 彼 自身 に 勝つ か 。 そ れ ら の 識 
别 


To 

その 対象 物 が 、 彼 自身 より 少な いか 、 彼 自身 より 多い か 。 それら の 
識別 。 例 。 既得 権益 の 所 有 。 

その 対象 物 が 、 彼 自身 より 弱い か 、 彼 自身 より 強い か 。 そ れ ら の 識 


別 。 

その 対象 物 が 、 彼 自身 より 小さ いか 、 彼 自身 より 大 きい か 。 そ れ ら 
の 識別 。 

その 対象 物 が 、 彼 自身 より 無能 か 、 彼 自身 より 有人 能 か 。 それら の 識 
別 。 

その 対象 物 が 、 彼 自身 より 劣 位 か 、 彼 自身 より 優位 か 。 そ れ ら の 識 
別 。 

その 対象 物 が 、 彼 自身 より 下位 か 、 彼 自身 より 上 位 か 。 そ れ ら の 識 
別 。 

その 対象 物 が 、 彼 自身 より 不利 か 、 彼 自身 より 有利 か 。 そ れ ら の 識 
別 。 

RASM. COMRWICHMIT SERS SS, HOCUS. HSI 
4, COMRWM, RASIMTSERSEE, HOTUSA. = 
れ ら の 識別 。 

その 対象 物 が 、 前 者 の 場合 。 そ の 対象 物 は 、 彼 自身 に と っ て 、 下 位 
者 で あ る 。 

その 対象 物 が 、 後 者 の 場合 。 そ の 対象 物 は 、 彼 自身 に と っ て 、 上 位 
者 で あ る 。 


ある 生物 に お いて 。 


周囲 の 対象 物 。 

それ は 、 彼 自身 に と っ て 、 以下 の よう に 、 分 類 さ れる 。 
非 生物 。 他 O 〇 生物。 

上 位 者 。 下 位 者 。 


その 対象 物 に 対し て 、 彼 自身 の 保身 を 、 重 視 す る か 、 軽 視 す る か 。 
それ ら の 刻 断 。 

その 対象 物 に 対し て 、 彼 自身 の 保身 を 、 最 優先 する か 、 後 回 し に す 
る か 。 そ れ ら の 刻 断 。 

彼 自 身 が 、 そ の 対象 物 に 対し て 、 従 属す る か 、 独立 する か 、 支 配 す 
る か 。 ENS OF. 

彼 自 身 が 、 そ の 対象 物 に 対し て 、 融 合 す る か 、 分 離す る か 。 それ ら 
ФУИЯ. 

ESM ZOMRMICMILT. 89 5 951. それ ら 


ФУ. 
彼 自 身 が 、 そ の 対象 物 に 対し て 、 調 和 す る か 、 調 和 し な いか 。 そ れ 
ら の 刻 断 。 


彼 自 身 が 、 そ の 対象 物 に 対し て 、 依 存する か 、 自 立 す る か 。 それ ら 


OD 判 断 。 

彼 自 身 が 、 そ の 対象 物 に 対し て 、 朝 買 す る か 、 搾 取 す る か 。 それ ら 
ФЛ. 

НЕЮ, COMRWICMULT. BETS. 39 5. それ ら 
0 判断。 

後者 の 場合 。 

彼 自 身 が 、 そ の 対象 物 に よっ て 、 結 果 的 に 、 反 撃 さ れる か 、 反 撃 さ 
れ な いか 。 そ れ ら の 刻 断 。 

彼 自 身 が 、 そ の 対象 物 に よっ て 、 結 果 的 に 、 圧 倒さ れる か 、 圧 倒さ 
れ な いか 。 そ れ ら の 刻 断 。 


それ ら の 結果 と し て の 、 彼 自身 の 出力 。 
それ は 、 以 下 の 2 通り で ある 。 


彼 自身 に お ける 、 上 記 の 麟 断 が 、 自 明 で ある 場合 。 

ある い は 。 

彼 自 身 の 自 己 保 身 を 、 重 視 し 、 最 優先 する 場合 。 

液体 的 出力 。 液 体 的 思想 。 液体 的 反応 。 

例 。 卵 子 。 女 性 。 

周囲 の 対象 物 に 対し て 。 

その 対象 物 の 出力 結果 に 従っ て 、 彼 自身 の 値 を 、 他 律 的 に 変化 させ 
て 、 出 力 す る こと 。 

その 対象 物 と の 上 下関 係 に 従っ て 、 彼 自身 の 値 を 、 他 律 的 に 変化 さ 
せ て 、 出 力 す る こと 。 


周囲 の 上 位 者 に 対し て 。 

彼 自 身 が 、 そ の 上 位 者 に よっ て 、 一 方 的 に 、 知 み 込 まれ る こと 。 
彼 自 身 が 、 その 上 位 者 に よっ て 、 一 方 的 に 、 併 合 さ れる こと 。 

彼 自身 が 、 その 上 位 者 に 対し て 、 隷 従 す る こと 。 

ЕЕ, COLMBOKABRe. НЕЕ) С“. 

彼 自 身 が 、 その 上 位 者 の 出力 結果 を 、 全 面 的 に 丸呑み する こと 。 
彼 自 身 が 、 その 上 位 者 の 出力 結果 に 対し て 、 全 面 的 に 、 妨 び 、 懐 
=. NETSce, 

彼 自 身 の 出 力 を 、 そ の 上 位 者 の 出力 結果 に よっ て 、 全 面 的 に 上 書き 
する こと 。 

例 。 

その 上 位 者 の 出力 が False だ っ た 場合 。 彼 自身 が 、 い つ で も 、 False 
を 出力 する こと 。 

その 上 位 者 の 出力 が True だ っ た 場合 。 彼 自身 が 、 い つ で も 、 True を 
出力 する こと 。 


周囲 の 下位 者 に 対し て 。 

彼 自 身 が 、 そ の 下位 者 を 、 一 方 的 に 、 呑 み 込 むこ と 。 
彼 自 身 が 、 そ の 下位 者 を 、 一 方 的 に 、 併 合 す る こと 。 
彼 自 身 が 、 そ の 下位 者 に 対し て 、 専 制 支配 を する こと 


彼 自 身 が 、 そ の 下位 者 の 出力 結果 を 、 全 面 的 に 否定 する こと 
彼 自 身 が 、 そ の 下位 者 の 出力 結果 を 、 全 面 的 に 排 除 す る こと 
ある い は 。 

彼 自 身 が 、 そ の 下位 者 の 出力 結果 を 、 彼 自身 が 好き な 値 に よっ て 、 
全面 的 に 上 書き する こと 。 


例 。 
その 下位 者 の 出力 が True だ っ た 場合 。 彼 自身 が 、False を 出力 する こ 
と 


その 下位 者 の 出力 が False だ っ た 場合 。 彼 自身 が 、True を 出力 する こ 
と 


ある い は 。 
その 下位 者 の 出力 結果 に 関わ ら ず 、 彼 自身 が 好き な 値 を 、 専 制 的 
に 、 強 制 的 に 、 出 力 す る こと 


НЕС, Еф, BR CRIIGA 

ある い は 。 

彼 自 身 の 自己 保身 を 、 軽 視 し 、 後 回 し に する 場合 

气体 的 出 力 。 乞 体 的 思想 。 乞 体 的 反应 。 

例 。 精 子 。 男性 。 

о 終始 、 分 離 独立 的 に 、 自 由 に 、 振 る 舞う こ 


て の 対象 物 の 出力 結果 に 関わ ら ず 、 彼 自 身 が 好き な 値 を 、 出 来る だ 
け 、 自 律 的 に 、 出 力 す る こと 

その 対象 物 が 、 彼 自身 より も 上 位 で ある 場合 も 、 彼 自身 が 好き な 値 
を 、 出 来る だ け 、 自 律 的 に 、 出 力 す る こと 


上 記 の 検討 内 容 を 、 踏 まえ た 場合 。 

中 間 細 胞 群 5。 そ れ ら は 、 入 力 細 胞 5 か ら の 入力 を 、 取 得 し 、 分 析 
し 、 解 釈 す る 。 それ ら の 最小 構成 。 

中 間 細 胞 群 6 。 それら は 、 出 力 細 胞 3 へ の 出力 を 、 計 算 す る 。 それ 
ら の 最小 構成 。 


それ ら は 、 い ずれ も 、 以下 の 入力 の 存在 を 、 別 途 、 必 須 と する 。 


周囲 の 対象 物 と の 、 相 対 的 な 上 下関 係 。 

他 の 生物 と の 、 相 対 的 な 上 下関 係 。 

その 義 価 を 見 積もる 数 値 。 そ の 値 の 入力 。 

例 。 

入力 値 が プラ ス の 場合 。 周囲 の 対象 物 や 生物 が 、 彼 自身 より も 、 上 
位 者 で ある こと 。 

入力 値 が マイ ナス の 場合 。 周 囲 の 対象 物 や 生物 が 、 彼 自身 より も 、 
下位 者 で ある こと 。 


その 、 外 部 環境 か ら の 、 入 力 。 
その 人 入力 を 得る た め の 、 和 人 入力 細胞 。 
入力 細胞 6 。 


周囲 の 対象 物 と の 、 敵 か 味方 か の 、 関 係 。 

他 の 生物 と の 、 敵 か 味方 か の 、 関 係 。 

その 義 価 を 見 積もる 数 値 。 そ の 値 の 入力 。 

例 。 

入力 値 が プラ ス の 場合 。 周 囲 の 対象 物 や 生物 が 、 彼 自身 に と っ て 、 
味方 で ある こと 。 

入力 値 が マイ ナス の 場合 。 周囲 の 対象 物 や 生物 が 、 彼 自身 に と っ 
て 、 英 で ある こと 。 


その 、 外 部 環境 か ら の 、 入 力 。 
その 人 入力 を 得る た め の 、 和 人 入力 細胞 。 
入力 細胞 7 。 


彼 自 身 の 、 自 己 保 身 の 度 合い 。 そ の 数 値 。 

例 。 

入力 値 が 大 きい 場合 。 彼 自身 が 、 女 性 優位 な 場合 。 彼 自身 の 自己 保 
Be. BRIS CC, 液体 的 出力 を 行う こと 。 

入力 値 が 小さ い 場 合 。 彼 自身 が 、 男 性 優位 な 場合 。 彼 自身 の 自己 保 
身 を 、 軽 視 す る こと 。 気 体 的 出力 を 行う こと 。 


その 、 内 部 環境 か ら の 、 人 入力 。 
その 人 入力 を 得る た め の 、 和 人 入力 細胞 。 
入力 細胞 8 。 


中 間 細 胞 群 5 。 中 間 細 胞 群 6 。 

それ ら に よる 、 出 力 細 胞 3 へ の 出力 値 。 

その 値 は 、 以 下 の 3 つの 入力 値 の 全て を 、 掛 け 合 わせ 調整 し た 値 と 
な る 。 


入力 細胞 5 ちから の 人 和信 力 値 。 
入力 細胞 6 か ら の 人 入力 値 。 
入力 細胞 7 か ら の 人 入力 値 。 
入力 細胞 8 か ら の 人 入力 値 。 


例 。 

入力 細胞 5 か ら の 入力 が 、True だ っ た 場合 。 

入力 細胞 6 か ら の 入力 が 、1 だ っ た 場合 。 周 囲 の 対象 物 や 生物 が 、 
彼 自身 より も 、 上 位 者 で ある こと 。 

入力 細胞 7 か ら の 入力 が 、1 だ っ た 場合 。 周 囲 の 対象 物 や 生物 が 、 
彼 自身 に と っ て 、 味 方 で ある こと 。 

入力 細胞 8 か ら の 入力 が 、0 だ っ た 場合 。 気 体 的 出力 を 行う こと 。 
出力 細胞 3 へ の 出力 値 は 、 彼 自身 の 好き な 、True か False か の 、 任 意 
の 値 と な る 。 


例 。 

入力 細胞 5 か ら の 入力 が 、True だ っ た 場合 。 

入力 細胞 6 か ら の 入力 が 、1 だ っ た 場合 。 周 囲 の 対象 物 や 生物 が 、 
彼 自身 より も 、 上 位 者 で ある こと 。 

入力 細胞 7 か ら の 入力 が 、1 だ っ た 場合 。 周 囲 の 対象 物 や 生物 が 、 
彼 自身 に と っ て 、 味 方 で ある こと 。 

入力 細胞 8 か ら の 入力 が 、1 だ っ た 場合 。 液 体 的 出力 を 行う こと 。 
出力 細胞 3 へ の 出力 値 は 、True 一 択 と な る 。 


例 。 

入力 細胞 5 か ら の 入力 が 、True だ っ た 場合 。 

入力 細胞 6 か ら の 入力 が 、-1 だ っ た 場合 。 周 囲 の 対象 物 や 生物 が 、 
彼 自 身 よ まりも 、 下位 者 で ある こと 。 

入力 細胞 7 か ら の 入力 が 、1 だ っ た 場合 。 周 囲 の 対象 物 や 生物 が 、 
彼 自身 に と っ て 、 味 方 で ある こと 。 

入力 細胞 8 か ら の 入力 が 、1 だ っ た 場合 。 液体 的 出力 を 行う こと 。 
出力 細胞 3 へ の 出力 値 は 、 彼 自身 の 好き な 、True か False か の 、 任 意 
の 値 と な る 。 


シナ リオ の 例 。No.4. 
ФИФ], 


生物 2 に お いて 。 

前 提 条 件 。 

例 。 

生物 1 が 、 生 物 2 より も 、 上 位 者 で あぁ る 場合 。 
生物 1 が 、 生 物 2 に と っ て 、 味 方 で あぁ る 場合 。 
生物 2 が 、 女 性 優位 で あぁ る 場合 。 


シナ リオ の 要点 。 そ の 再掲 。 


生物 2 は 、 水分 }? の 不足 に よっ て 、 の ど が 湯 い て いた 。 

次 の 瞬間 。 そ の 場 で 、 再 い 光 が 出 た 。 

生物 1 は 、 生 物 2 に 対し て 、 す か さ ず 、 合 図 を 送っ た 。 生物 2 は 、 
その 合図 を 、 感 知 し た 。 

生物 2 は 、 そ の 合図 に 従っ て 、 す か さ ず 、 口 を 開け た 。 

次 の 瞬間 。 そ の 場 で 、 水 が 出 た 。 

生物 2 は 、 口 を 開け た 状態 で 、 待 望 の 水 を 、 飲 ん だ 。 生物 2 は 、 同 
時 に 、 青 い 光 を 目 に 焼き 付け た 。 


入力 細胞 1 。 内 部 環境 か ら の 、 湯 水 感 の 、 値 の 入力 。 

入力 細胞 2 。 外 部 環境 か ら の 、 水 分 の 摂取 の 、 値 の 入力 。 

入力 細胞 3 。 外 部 環境 か ら の 、 出 水 の 感 知 の 、 値 の 入力 。 

入力 細胞 4 。 外 部 環境 か ら の 、 青 い 光 の 発光 の 感知 の 、 値 の 入力 。 
入 力 细胞 5 。 外 部 環境 か ら の 、 人 交信 の 受 倍 の 、 値 の 入力 。 

入力 細胞 6 。 外 部 環境 か ら の 、 彼 自身 の 、 周 囲 の 対象 物 と の 、 上 下 
関係 に つい て の 、 値 の 入力 。 

入力 細胞 7 。 外 部 環境 か ら の 、 彼 自身 の 、 周 囲 の 対象 物 と の 、 敵 味 
方 の 関係 に つい て の 、 値 の 入力 。 

入力 細胞 8 。 外 部 環境 か ら の 、 彼 自身 の 性 別に つい て の 、 値 の 人 
力 。 


上 記 の 内 容 を 踏ま えた 、 全 体 的 な 、 神 経 回 路 の 挙動 。 


ABARAT IT ФЕЯ, Е. BHOFE. 
中 間 細 胞 3 が 、 入 力 細胞 3 と 、 出 力 細胞 Ce, Melo, BCC 


と 。 

EDGR. 以下 の 状況 が 、 新 た に 、 発 生 す る こと 。 

入力 細胞 3 の 、 活 性 化 。 そ の 結果 。 中 間 細 胞 3 が 、 活 性 化す る こ 

と 。 そ の 結果 。 中 間 細 胞 3 が 、 出 力 細胞 1 を 、 活 性 化 さ せる こと 。 
その 結果 。 出 力 細 胞 1 に よる 出力 を 、 得 る こと 。 そ の 結果 。 最 終 的 
に 、 湯 水 感 の 除去 に 、 成 功 す る こと 。 


古典 的 条件 付け の 段階 。 第 二 段 階 。 他 の 生物 か ら の 、 参 考 情報 の 受 
信 と 、 そ の 活用 。 


入力 細胞 5 が 、 活 性 化す る こと 。 
それ に 伴っ て 、 引 き 続 き 、 入 力 細胞 6 と 、 入 力 細胞 7 と 、 入 力 細胞 
8 が 、 活 性 化す る こと 。 


ФЕ. 
出力 細胞 5 に よる 出力 を 、 得 る こと 。 
CORE. 


出力 細胞 1 に よる 出力 を 、 得 る こと 。 


入力 細胞 3 と 、 入 力 細 胞 4 と が 、 同 時 に 、 活 性 化す る こと 。 

その 結果 。 中間 細胞 3 と 、 中 間 細 胞 4 と が 、 新 た に 、 相 互 に 、 繋 が 
る こと 。 

その 結果 。 中 間 細 胞 4 が 、 入 力 細胞 4 と 、 出 力 細 胞 1 と を 、 新 た 
IC, BITE, CORR. 入力 細 胞 4 の 活性 化 に より 、 新 た に 、 出 
力 細胞 1 に よる 出力 が 可能 に な る こと 。 


ある い は 。 

入力 細胞 4 が 、 活 性 化す る こと 。 

その 結果 。 中 間 細 胞 4 が 、 入 力 細胞 4 と 、 出 力 細 胞 1 と を 、 新 た 
IC, BITE, CORR. 入力 細 胞 4 の 活性 化 に より 、 新 た に 、 出 
力 細胞 1 に よる 出力 が 可能 に な る こと 。 

その こと の み が 、 単 独 で 発生 する こと 。 


それ ら の 結果 。 入力 細胞 2 と 入力 細胞 1 が 、 相 次 いで 、 活 性 化 さ れ 
る こと 。 
その 結果 。 渦 水 感 の 除去 に 、 最 終 的 に 、 成 功 す る こと 。 


ЕК ФЕ, Ж=ЕП. 

入力 細胞 4 の 活性 化 。 そ の 結果 。 中 間 細 胞 4 が 、 活 性 化す る こと 。 
その 結果 。 中 間 細 胞 4 が 、 出 力 細胞 1 を 、 活 性 化 さ せる こと 。 そ の 
结果 。 出 力 细 胞 1 1 に よる 出力 を 、 得 る こと 。 

その 結果 。 入力 細胞 2 と 入力 細胞 1 が 、 相 次 いで 、 活 性 化 さ れる こ 


Es 
その 結果 。 当 水 感 の 除去 に 、 最 終 的 に 、 成 功 す る こと 。 
上 記 の 内 容 の 実現 に お いて 。 必 要 な 、 人 追加 の 措置 。 


生物 1 か ら 生 物 2 へ の 、 作 用 の 伝達 。 

生物 1 か ら 生 物 2 へ の 、 情 報 の 伝達 。 

それ ら を 、 神 経 回 路 で 実現 する た め に 、 必 要 な 前 提 半 件 。 
それ は 、 以下 の 内 容 で ある 。 


生物 1 に お ける 、 自 主 性 を 、 考 慮 する 場合 。 
生物 1 1 に お ける 、 生 物 2 の 存在 に 対す る 、 認 識 の 、 自 主 的 な 、 発 


生 。 

生物 1 に お ける 、 生 物 2 の 存在 に 対す る 、 関 心 や 興味 の 、 自 主 的 
な 、 発 生 。 

生物 1 に お ける 、 生 物 2 に 対す る 、 作 用 伝達 の 意思 の 、 自 主 的 な 、 


発生 。 

生物 1 に お ける 、 生 物 2 に 対す る 、 情 報 伝 達 の 意思 の 、 自 主 的 な 、 
発生 。 

それ ら の 、 神 縦 回 路 に お ける 、 実 現 の 必要 性 。 


生物 1 に お ける 、 自 主 性 を 、 考 慮 し な い 場 合 。 
生物 2 に よる 、 生 物 1 に 対す る 、 一 方 的 な 、 観 察 や 盗撮 や 盗聴 。 そ 
れ ら の 、 生 物 2 に お ける 、 自 主 的 な 、 発 生 。 
それ ら の 、 神 縦 回 路 に お ける 、 実 現 の 必要 性 。 
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生物 に お ける 、 資 源 の 入手 と 、 障 害 物 の 除去 。 そ れ ら 
の 、 神 縦 回 路 プ ログ ラミ ング に よる 、 和 実現 。 


ある 生物 。 

彼 自 身 の 生存 維持 に と っ て の 、 人 脅威 や 障害 物 。 彼 自身 に よる 、 そ の 
除去 。 そ の 行為 の 、 実 義 。 

その た め の 、 彼 自身 に お いて 必要 な 、 能 力 的 な 基盤 。 

彼 自 身 が 、 脅 威 や 障害 物 を 、 特 別 な 存在 と し て 、 認 識 す る こと 。 そ 
の 能力 の 、 実 姜 。 

その た め の 、 上 具体 的 な 手順 。 そ れ は 、 以下 の 内 容 で ある 。 


初期 の 実装 内 容 。No.1. 
ある 生物 。 
彼 自 身 に お ける 、 貢 源 入 手 の 、 新 た な 必要 性 。 そ の 状況 発生 の 、 実 


ЯХо 

本 来 、 そ の 場所 で は 、 必 要 な 資源 が 、 難 な く 手 に 入る こと 。 彼 自身 
が 、 そ の 体験 を 、 予 め 、 学 習 し 、 記 憶 す る こと 。 そ の 能力 。 そ の 実 
装 が 、 前 提 と し て 、 必 要 で ある こと 。 

必要 な 資源 を 入手 する た め の 、 特 定 の 、 手 続き 。 彼 自身 が 、 そ の 内 
容 を 、 予 め 、 学 習 し 、 記 憶 す る こと 。 その 能力 。 そ の 実装 が 、 前 提 
と し て 、 必 要 で ある こと 。 

その 場所 に お いて 、 必 要 な 資源 が 、 手 に 入ら な く な っ た こと 。 彼 自 
身 が 、 そ の 状況 発生 を 、 新 た に 検知 する こと 。 そ の 能力 の 、 実 装 。 
彼 自身 が 、 障 害 物 の 存在 に つい て 、 新 た に 認識 を 得る こと 。 SORE 
力 の 、 実 装 。 資 源 は 、 無 く な っ た の で は な く 、 何 者 か に 邪魔 され 
て 、 和 人 入手 出来 な く な っ て いる こと 。 彼 自身 が 、 そ の こと を 検知 する 
こと 。 そ の 能力 の 、 実 装 。 

彼 自 身 が 、 障害 物 の 除去 を 、 試 みる こと 。 CORAO, ER. 

一 定 の 制限 時 間 の 経過 後 。 彼 自身 の 資源 が 、 そ の まま で は 、 尽 きる 
こと 。 そ の 時 点 に お いて 、 彼 自身 が 、 障害 物 の 除去 に 、 成 功 し て い 
る か 、 失 敗 し て いる こと 。 そ の 千 果 。 彼 自身 が 、 生 存 し 続け る か 、 
死ぬ こと 。 そ うし た 状況 発生 の 、 実 装 。 


初期 の 実装 内 容 。No.2. 

ある 生物 。 

彼 自身 に お ける 、 資 源 入 手 の 、 新 た な 必要 性 。 その 状況 発生 の 、 実 
Ro 

必要 な 資源 が 、 難 な く 手 に 入る 場所 。 

彼 自 身 が 、 そ の 発見 を 、 自 力 で 行う こと 。 そ の 能力 の 、 実 装 。 


彼 自 身 が 、 そ の 情報 を 、 予 め 、 知 ら な いこ と 。 彼 自身 が 、 HERS 
源 の 在処 を 求め て 、 重 香 う こと 。 そ の 能力 の 、 実 装 。 

必要 な 資源 を 入手 する た め の 、 特 定 の 、 手 続き 。 彼 自身 が 、 そ の 内 
容 を 、 予 め 、 学 習 し 、 記 憶 す る こと 。 そ の 実装 が 、 前 提 と し て 、 必 
要 で ある こと 。 

その 場所 に お いて 、 必 要 な 資源 が 、 手 に 入ら な いこ と 。 彼 自身 が 、 
その 状況 発生 を 、 新 た に 検知 する こと 。 そ の 能力 の 、 和 実装 。 

彼 自身 が 、 障 害 物 の 存在 に つい て 、 新 た に 認識 を 得る こと 。 その 能 
力 の 、 和 実装 。 資 源 は 、 無 い の で は な く 、 何 者 か に 邪魔 され て 、 和 人 入手 
出来 な く な っ て いる こと 。 彼 自身 が 、 そ の こと を 検知 する こと 。 そ 
の 能力 の 、 実 装 。 

彼 自 身 が 、 障害 物 の 除去 を 、 試 みる こと 。 その 能力 の 、 実 装 。 

彼 自 身 が 、 そ の 場所 に お ける 障害 物 の 除去 を 諦め て 、 他 の 場所 へ の 
移転 を 、 新 た に 、 試 みる こと 。 そ の た め の 、 諸 断 能力 の 、 実 装 。 そ 
の た め の 、 移 転 開 始 能力 の 、 実 装 。 

一 定 の 制限 時 間 の 経過 後 。 彼 自身 の 資源 が 、 そ の まま で は 、 尽 きる 
こと 。 そ の 時 点 に お いて 、 彼 自身 が 、 障 害 物 の 除去 に 、 成 功 し て い 
る か 、 失 敗 し て いる こと 。 そ の 時 点 に お いて 、 彼 自身 が 、 資源 の 獲 
得 に 、 成 功 し て いる か 、 和 失敗 し て いる こと 。 そ の 結果 。 НЕ, 
生存 し 続け る か 、 死 ぬこ と 。 そう し た 状況 発生 の 、 実 装 。 


初期 の 実装 内 容 。No.3. 

ある 生物 に と っ て 。 

脅威 や 障害 物 が 、 無 機 物 で ある 場合 。 

脅威 や 障害 物 が 、 他 の 生物 で ある 場合 。 

他 の 生物 は 、 別 の 生物 に よる 、 和 存在 除去 の 試み に 対し て 、 相 互 に 、 
抵抗 する こと 。 

他 の 生物 は 、 別 の 生物 に よる 、 資 源 奪 取 の 試み に 対し て 、 相 互 に 、 
抵抗 する こと 。 


複数 の 生物 。 

彼ら の 間 に お ける 、 資 源 の 奪い 合い 。 そ うし た 状況 発生 の 、 実 准 。 
彼ら の 間 に お ける 、 能 力 差 。 彼 ら の 間 に お ける 、 所 有 資 源 量 の 差 。 
そう し た 状況 発生 の 、 実 装 。 


彼ら の 間 に お ける 、 勝 敗 の 発生 。 
無能 者 が 、 有 能 者 に よっ て 、 倒 され る こと 。 そ の 再現 。 
その 実現 の 前 提 と な る 、 基 盤 。 


彼ら 自身 が 、 生 き や す さ の 奪い 合い の た め に 用 いる 、 資 源 エ ネル 
ギー。 それら の 分 量 の 、 事 前 の 見 積もり 。 そ の 、 和 実装 。 

それ ら の 、 彼 ら 自 身 の 私 有 環 境 に お ける 、 蓄 積 と 消費 と 喪失 。 そ れ 
5O, Bh, FO. BR, 


その 結果 。 
彼ら の 間 に お ける 、 上 下関 係 の 発生 。 その 固定 化 。 そ の 流動 化 。 そ 
うし た 状況 発生 の 、 実 義 。 


上 下関 係 。 
それ は 、 以下 の 内 容 に 基づく 。 


有 能 性 。 
ВЕРЕ ВЫ O ЕН, 
ПФО, 


有人 能 性 。 そ れ は 、 性能 の 良さ で ある 。 
それ は 、 以下 の 内 容 で ある 。 


出力 値 の 高 さ 。 

出力 頻度 の 高 さ 。 

内 部 回 路 の 動作 効率 の 高 さ 。 
学習 性 の 高 さ 。 
対応 可能 な 幅 の 広 さ 。 


既得 権益 の 蓄積 性 。 
それ は 、 以下 の 内 容 で ある 。 


資源 の 所 有 。 そ の 質 や 量 の 、 多 さ 。 
Я. жэ. жел. 情報 。 他 の 生物 。 


資源 を 取得 する た め の 設 備 の 、 所 有 。 その 質 や 量 の 、 多 さ 。 
例 。 資 源 を 貯蔵 する 、 私 的 室 間 。 


彼 自 身 が 蓄積 する 、 資 源 や 設備 の 、 防 衛 。 そ の 能力 の 、 高 さ 。 
他 の 生物 が 蓄積 する 、 資 源 や 設備 の 、 奪 取 。 そ の 能力 の 、 高 さ 。 


ある 生物 。 
(ASICS, ВАЗЕ, НС, НОС, Ч 
НЕС CIA, —#ACHScTE, 

その 後 。 

より 詳細 な 状況 分 類 に 応じ て 、 彼 自身 の 反応 内 容 が 、 変 化す る こ 
と 。 そ の 能力 の 、 実 装 。 

それ は 、 例 えば 、 以下 の 内 容 で ある 。 


初期 の 実装 内 容 。No.4. 

ある 生物 。 

脅威 や 障害 物 が 、 彼 自身 に と っ て 、 同 質 者 で ある こと 。 彼 自身 が 、 
その こと を 、 検 知 す る こと 。 そ の 能力 の 、 実 装 。 

彼 が 、 彼 自身 に と っ て の 同質 者 と 、 仲 間 に な る こと 。 彼 が 、 彼 自身 
に と っ て の 同質 者 と の 間 で 、 資 源 を 、 仲 良く 、 分 け 合 うこ と 。 そ の 
BE7IO. RAR 


脅威 や 障害 物 が 、 彼 自身 に と っ て 、 異 質 者 で ある こと 。 彼 自身 が 、 
その こと を 、 検 知 す る こと 。 そ の 能力 の 、 実 装 。 

彼 が 、 彼 自身 に と っ て の 異質 者 を 、 排 除 す る こと 。 そ の 能力 の 、 実 
ЯХо 

それ ら の 能力 の 基盤 。 そ の 実装 が 、 必 要 で ある こと 。 

それ は 、 以下 の 内 容 で ある 。 

対象 物 の 、 彼 自身 と の 、 同 質 性 や 異質 性 。 彼 自身 が 、 そ れ ら の 度合 
い を 、 そ の 都度 、 計 算 す る こと 。 そ の 能力 の 、 実 装 。 


( 2022 年 7 月 初出 。 ) 


神経 回 路 の 実装 に 必要 な 、 基 本 的 な 神経 回 路 の 、 モ 
ジュ ー ル 化 。 そ れ ら の 、 基 本 的 な ライ ブラ リ と し て の 、 
整備 。 


神経 回 路 の 実装 に 必要 な 、 基 本 的 な 神経 回 路 の 、 モ ジュ ー ル 化 。 そ 
れ ら の 、 基 本 的 な ライ ブラ リ と し て の 、 整 備 。 

それ ら は 、 以下 の 内 容 に 、 対 応 す る 。 

高級 プロ グラ ミン グ 難 語 に お ける 、 基 本 的 な 関数 ライ ブラ リ の 、 整 
備 。 


汎用 的 な 機能 。 
地点 の 移動 を 行う こと 。 


シー ケン シャ ル な 移動 。 シ ー ケ ンス の 、 事 前 の 、 策 定 と 記憶 。 ラ ン 
ダム な 移動 。 

計画 的 な 移動 。 計画 の 、 事 前 の 、 策 定 と 記憶 。 無 計画 な 、 衝 動 的 
な 、 移 動 。 

出張 する こと 。 ホー ム に 戻る こと 。 


环境 。 


外 部 环境 。 内 部 环境 。 


環境 に 対す る 、 読 み 取 りや 見 積もり を 、 行 うこ と 。 


距離 。 所 要 時 間 。 種類 や 種別 。 物 理 的 な 分 量 。 精神 的 な 負荷 。 不 快 
な 度合 。 苫 酷 な 度合 。 人 危険 な 度合 。 未知 で ある 度合 。 

注入 が 必要 な 資源 の 、 種 類 と 分 量 。 

読み 取り や 見 積もり の 種類 毎 に 、 出 力 細 胞 を 、 予 め 、 個 別に 用 意 す 
る こと 。 


環境 に 対す る 加工 を 、 行 うこ と 。 


改变 。 维持。 

取得 。 吸 入 。 吸 引 。 掘削 。 カ ッ ト 。 コ ピー。 注 入 。 投 入 。 ペ ベ ペース 
Г. BRA. Ж. Е, В, A. AB. Bis, МОНО 
入 。 属 性 D 变 更 。 初 期 化 。 复 元 。 


加工 の 種類 毎 に 、 出 力 細胞 を 、 予 め 、 個 別に 用 意 す る こと 


彼 自 身 の 神 経 系 に 対す る 、 読 み 取 りや 見 積もり を 、 行 うこ と 。 
能力 。 活 動 水準 。 健 康 な 度合 。 元 気 な 度合 。 暇 な 度合 。 


彼 自 身 の 神 経 系 に 対す る 加工 を 、 行 うこ と 。 
学習 。 忘却 。 発 見 や 発明 。 


対象 に 対す る 、 読 み 取 りや 、 見 積もり の 、 内 容 。 
外部 環境 。 内 部 環境 。 彼 自身 の 神経 系 。 


物理 的 性 質 の 、 大 小 。 
КЕНО, ЖИЛ 


取っ た 行動 に 対す る 、 反 応 や フィ ー ド バ ッ ク る も を 、 る こと 。 


成功 。 失敗 。 未 解決 。 
進捗 有り 。 プ ラス の 進捗 。 マ イナ ス の 進捗 。 進捗 無し 。 
それ ら の 、 度 合 。 


取っ て いる 行動 や 、 既 に 取っ た 行動 に つい て の 、 段 階 や ステ ー ジ 
を 、 得 る こと 。 
取っ て いる 行動 や 、 既 に 取っ た 行動 に つい て の 、 段 階 や ステ ー ジ 
を 、 決 め る こと 


BAYS, WLEBch, chun, FRB, SET. AR 


TAO. Е ФВИЛФ РЕФ, ес. 


ОЕ - ЕДУ, こと; 

進捗 の 有無 。 A ck. т 
ら に つい て の 情報 。 

その 収集 の た め の 情 報 入力 器官 を 、 動 か すこ と 。 

その た め の 人 入力 細胞 を 、 室 け て 、 フ ィ ー ド バッ ク 専 用 に 、 発 火 可 能 
に する こと 。 


実行 中 の 行為 を 、 持 続 す る か 、 中 止 す る か を 、 講 断 する こと 
ОЕ, FO. СЕ. 


相手 が 居る 場合 。 

相手 に 比べ て 有利 で ある 場合 。 持 続 す る こと 

相手 に 比べ て 不利 で ある 場合 。 中 止 す る こと 。 

そう し た 、 有 利 性 や 不利 性 の 、 麟 断 を 、 行 うこ と 。 

そう し た 、 有 利 性 や 不利 性 に つい て の 、 麟 断 基 準 を 、 予 め 、 持 つこ 
と 。 


有利 性 。 不 利 性 。 そ れ ら の 生成 の 原因 。 


彼 自 身 と 相手 と の 間 に お ける 、 有 能 性 の 、 大 小 。 
彼 自 身 と 相手 と の 間 に お ける 、 性 能 の 優劣 の 、 相 対 評価 。 
REBERELOMICSY 3, BRED, X 


中 止 する 場合 。 


その 地点 を 放 茎 し て 、 別 の 地点 に 移動 する こと 

その 地点 で 、 そ の まま 、 待 機 し て 、 様 子 見 を する こと 。 室 き の 順 番 
= 1: きつ こと 、 FROMENESBS, РОНС. BECOMICE 
ける 、 上 下関 係 の 、 主 観 的 な 締結 を 行う こと 。 そ の こと に より 、 上 
位 者 か ら 、 融 通 を 、 少 し だ け 受 ける こと 。 


実行 中 の 行為 に 注入 する 内 的 資源 を 、 増 や すか 、 そ の まま 現状 維持 
TED. ЖЗЛ, FIBNTSCE, 
実行 中 の 行為 に 注入 する 内 的 資源 を 、 増 や すか 、 そ の まま 現状 維持 


する か 、 減 ら す か に つい て 、 新 た に 、 更 新 さ れ た 決定 を 、 実 施す る 
ご と 。 


生物 特有 の 機能 。 


内 部 環境 に お いて 、 資 源 の 、 恒 常 的 な 消費 を 、 行 うこ と 。 

内 部 環境 に お いて 、 資 源 不 足 の 状態 に 、 定 期 的 に 、 陥 る こと 。 

内 部 環境 に お いて 、 資 源 不 足 の 警告 が 、 定 期 的 に 、 発 生 が 開始 する 
its 

алеф BRM, tHICHESNSETC, BPRB<X. м 
く こ と 。 

外部 環境 か ら 、 資源 を 取 和 ET SWB lc, 定期 的 に 、 迫 ら れる こと 。 
資源 不足 の 状態 が 続い た 場合 。 衰退 し 続け 、 最 終 的 に 、 死 ぬこ と 。 
その プロ セス が 、 と て も 苦痛 で ある こと 。 


外部 環境 か ら 、 資 源 の 吸入 を 行う こと 。 


資源 の 吸入 口 を 見 つけ る こ と 。 
資源 の 吸入 口 に お ける 、 障 害 の 有無 を 、 検 知 す る こと 


障 害 が 有る 場合 。 

障害 物 。 そ れ は 、 URFONSCHS,. RADNER, Wm. BAB 

どの 無機 物 。 他 の ライ バル の 生物 。 

障害 を 、 除 去 す る こと 

障害 物 を 、 除 去 す る こと 。 

物体 移動 の た め の 運 動 出力 器官 を 、 動 か すこ と 

その た め の 出 力 細胞 を 、 発 火 さ せる こと 。 

ae 障 害 物 O 除 去 入 O 成 功 D 可 能 性 D 大 小 在 逐次 判断 L 了 
、 障 害 物 の 除去 が 可能 と 考え て いる 間 は 、 障 害 物 の 除去 が 完了 す 

ас. 繰り 返す こと 


障害 が 無し \ 場 合 。 
資源 の 吸入 口 に 、 資 源 吸入 器 官 の 和 人 口 を 合わ せる こと 。 
資源 の 吸入 処理 を 、 実 行 す る こと 


資源 の 吸入 失敗 を 、 検 知 す る こと 。 
資源 の 吸入 失敗 の 原因 を 、 検 知 す る こと 。 


資源 が 枯 湯 し て いる こと 。 
吸入 処理 に 対す る 障害 が 、 存 在 し て いる こと 。 


外 的 な 障害 が 存在 する こと 。 障 害 物 。 吸 入 処理 を 新た に 邪魔 する 、 
岩石 な どの 無機 物 。 吸 入 処 理 を 新た に 邪魔 する 、 他 の ライ バル の 生 
物 。 
内 的 な 障害 が 存在 する こと 。 資 源 吸入 器官 の 故障 。 


資源 の 吸入 の 行為 中 に お ける 障害 を 、 除 去 す る こと 。 

外 的 な 障害 物 を 、 除 去 す る こと 。 

物体 移動 の た め の 運 動 出力 器官 を 、 動 か すこ と 。 

その た め の 出 力 細胞 を 、 発 火 さ せる こと 。 そ の 行為 を 、 

障害 物 の 除去 へ の 成功 の 可能 性 の 大 小 を 逐次 麟 断 し つつ 、 障 害 物 の 
除去 が 可能 と 考え て いる 間 は 、 障 害 物 の 除去 が 完了 する まで 、 繰 リ り 
返す こと 。 


BRORAQD, Ист те, 9 ое“. 

BRORAQD, AMRCORSS, 9 ое“. 

その 地点 と 、 そ の 資源 の 吸入 口 に つい て の 、 上 具体 的 な 情報 を 、 そ れ 
ぞ れ 記憶 する こと 。 


その 失敗 完了 の 決断 後 。 

その 地点 を 放 茎 し て 、 別 の 地点 に 移動 する こと 。 

その 地点 で 、 そ の まま 、 待 機 し て 、 様 子 見 を する こと 。 室 き の 順 番 
を 待つ こと 。 その 地点 で 、 障 害 物 と の 間 に お ける 、 上 下関 係 の 、 主 
観 的 な 締結 を 行う こと 。 そ の こと に より 、 上 位 者 か ら 、 分 け 前 を 、 
YLETRDCE, 


研究 者 用 の 、 補 助 的 な 機能 。 


現状 の 神経 回 路 の 、 ス ナッ プシ ョ ッ ト や 、 バ ッ ク ア ッ プ 。 
以前 の 神経 回 路 の 、 復 元 。 
神経 回 路 デ ー タ の 、 好 き 放 題 の 、 改 変 。 そ の 結果 の 、 現 状 の 神経 回 


路 へ の 、 反 映 。 
ВОЕН >. 教師 付き の 学習 の 、 強 制 。 


( 2022 年 7 月 初出 。 ) 


神経 回 路 の 設計 の 、 自 動 化 。 そ の 必要 性 。 


Е ЗЕ. are 

細胞 の 一 。 入力 細胞 の 一 。 中 間 細 胞 の 一 覧 。 出 力 細 胞 の 一 
ан. それ ら の 、 辞書 デー タ 。 

外部 環境 の 一 覧 。 それ ら の 、 辞 書 デ ー タ 。 

结合 吕 . それ ら の 、 辞 書 デ ー タ 。 その 内 部 に 、 複 数 の 配列 
を 、 含 むこ 


上 記 の 、 一 覧 の 情報 か ら 、 実 際 の 神経 回 路 の 稼働 に 必要 な 設定 を 、 
自動 的 に 実行 する こと 。 そ の た め の 関 数 の 設定 。 
実際 の 神経 回 路 の 稼働 の 開始 。 そ の 、 自 動 的 な 実行 。 


出力 細胞 。 タ イプ 分 け 。 値 その も の の 出力 。 加 算 と 減算 の 出力 。 強 
度 の 出力 。 

外部 環境 。 複 数 の 神経 系 か ら の 出力 に 対応 する こと 。 デ ー タ 集計 と 
記憶 の サー バー と し て 動く こと 。 複 数 の プロ セス の 組み 合わ せ と し 
て 、 動 く こ と 。 地 点 毎 に 、 別 々 の 資源 管理 が な され る こと 。 


内 部 環境 。 外 部 環境 。 そ れ ら の 環境 に お ける 、 資 源 の 飼 理 。 そ の 、 
マル チ プ ロ セ ス と し て の 実現 の 必要 性 。 


資源 管理 の 種類 。 

有限 で ある 場合 。 無 限 で ある 場合 。 
障 害 が ある 場合 。 障 害 が 無い 場合 。 
取得 に 必要 な エネ ルギー の 分 量 。 


占有 者 が いる 場合 。 占有 者 が いな い 場 合 。 
( 2022 年 7 月 初出 。 ) 


Ни, = Ем. ИБО 
の 必要 性 。 


上 記 の 内 容 の 実現 に お いて 、 前 提 と な る 、 必 要 な 枠組 み 。 
それ は 、 以下 の 内 容 で ある 。 


最 上 位 O 概 念 。 

それ は 、 以下 の 内 容 で ある 。 
存在 。 オ ブ ジ ェクト 。 
資源 それ 自体 。 

資源 を 消費 する 、 存 在 。 


物理 的 な 、 存 在 。 物理 的 な 、 オ プ ブ ジ ェクト 。 

資源 が 配布 され て いる 場所 。 資源 の 入手 口 。 水 飲み 場 。 
資源 。 酸 素 や 水分 や 栄養 分 

それ ら の 、 消 費 者 や 占有 者 。 物理 的 な 、 生 物 や 無機 物 。 


通信 的 な 、 存 在 。 通 信 的 な 、 オ ブ ジ ェクト 。 

資源 が 配布 され て いる 場所 。 サ ー バ ー。 

資源 。 サ ー バ ー 上 に お ける 、 情 報 。 

それ ら の 、 消 費 者 や 占有 者 。 サ ー バ ー の クラ イア ント 。 サ ー バ ー の 
所 有 者 。 


予め 、 資 源 を 占有 する 、 存 在 。 予め 、 資 源 に 覆い 被 さ る 、 存 在 。 資 
源 を 私 有する 、 存 在 。 資 源 を 管理 する 、 存 在 。 既得 権益 を 所 有 す 

る 、 存 在 。 

予め 、 資 源 を 占有 し て いな い 、 和 存在 。 予め 、 資 源 か ら 離 れ て いる 、 

存在 。 予め 、 資 源 か ら 遠 ざけ られ て いる 、 和 存在 。 茎 得 権 落 を 所 有 し 
な い 、 存 在 。 


生物 。 
彼 自 身 。 


他 の 生物 。 

それ ら は 、 和 神経 系 より も 、 更 に 上 位 の 概念 で ある こと 。 
それ ら は 、 神 縦 系 を 包含 する 、 更 に 上 位 の 概 訪 で ある こと 。 
物理 的 な 場合 。 生身 の 身体 。 

通信 的 な 場合 。 仮 想 的 な キャ ラク ター。 


非 生 物 。 
物理 的 な 場合 。 土 砂 や 岩石 。 障 害 物 。 
通信 的 な 場合 。 ファイ アウ ォ ー ル 。 ボ トル ネッ ク 。 


мы . BREAFT SICRUC, же ЕЫ 
5. #87). 


総合 的 な 有人 能 性 。 

相手 の 存在 を 、 無 効 化 する 、 能 力 。 相 手 の 存 在 を 、 無 か っ た こと に 
する 、 能力 。 相 手 を 、 抹 消す る 、 7). Не, 895. ВЕЛ. 
相手 を 、 援 ね 退け る 、 能 力 。 相 手 を 、 破 壊す る 、 能 力 。 

相手 に 対し て 、 攻 め 入 る 、 能 力 。 相 手 を 、 彼 自身 に と っ て の 資源 化 
する 、 能力 。 相 手 を 、 彼 自身 に 対し て 、 従 属さ せる 、 能力 。 相 手 
を 、 彼 自身 に と っ て の 家畜 化す る 、 能 力 。 相 手 を 、 飼 い 慣らす 、 能 
力 。 


物理 的 な 、 有 能 性 。 

重量 と 速度 と 加速 度 。 資 源 の 入手 口 か ら 、 相 手 を 退 か せる こと 。 

ae HAO, SRPMABED, COB. НЕЕ 
5. 能 力 。 

М. ЖЕ, LAIVF-ORASES, MEOWMS, MMV, 

JES), НМ. BS, LAIF-OAES. 動き の 速 さ 。 


通信 的 な 、 有 能 性 。 

相手 を 、 沈 黙 さ せる こと 。 相手 を 、 消 滅 さ せる こと 。 相手 に よる 情 
報 取 得 の 試み を 、 無 効 化 する こと 。 相 手 の 情 報 を 、 無 効 化 する こ 
Cs 

その た め の 、 相 互 の 、 衝 突 や 攻撃 。 そ の 際 に 、 相 手 を 黙ら せる 、 能 


力 。 
例 。DDos 攻 撃 。 マル ウェ ア に よる 攻撃 。 
通信 0 妨害。 


通信 の 傍受 。 
通信 の 強制 。 一 方 的 な 、 大 量 で 高 頻度 の 、 送 信 。 一 方 的 な 説教 。 


通信 の 強制 切断 。 一 方 的 な 受信 拒否 。 一 方 的 な 聞き 取り 拒否 。 
それ ら を 実施 する 能力 。 そ れ ら を 保持 する 能力 。 


ЗЕЕ, НМ. 

通信 障害 を 発生 させ る 能力 。 

例 。 雷 な ど に よる 、 通 信 電 波 障 害 。 地 震 な ど に よる 、 通 信 回 線 の 切 
断 。 

それ ら を 実施 する 能力 。 そ れ ら を 保持 する 能力 。 


知 的 な 有 能 性 。 資 源 の 入手 口 か ら 、 相 手 を 退 か せる こと 。 その た め 
の 戦略 を 、 構 築 し 、 実 行 す る 能力 。 


攻撃 。 資 源 の 奪取 。 資源 と し て の 情報 の 、 和 奪取 。 
セキ ュ リ ティ 。 資源 の 防衛 。 資 源 と し て の 情報 の 、 防 衛 。 


気体 的 思想 や 、 液 体 的 思想 。 そ れ ら と の 関連 性 。 
それ は 、 以下 の 内 容 で ある 。 


気体 的 思想 に 基づく 、 競 合 相手 の 、 撃 退 や 無効 化 。 
競合 相手 を 、 弾 き 飛 ば すこ と 。 
気体 分 子 運動 シミ ュ レ ーション の 応用 。 


液体 的 思想 に 基づく 、 競 合 相手 の 、 撃 退 や 無効 化 。 

競合 相手 を 、 丸 呑み する こと 。 競合 相手 を 、 色 含 する こと 。 競 合 相 
手 を 、 専 制 支配 する こと 。 

競合 相手 を 、 排 する こと 。 競合 相手 を 、 除 外す る こと 。 競合 相手 

を 、 内 部 か ら 追 放す る こと 。 

液体 分 子 運 動 シ ミュ レー ショ ン の 応用 。 

神経 系 動作 の シミ ュ レ ーション に お いて 。 

気体 分 子 運 動 。 液 体 分 子 運 動 。 そ れ ら の シミ ュ レ ーション の プロ グ 
ラム と の 、 統 合 を 、 最 終 的 に 行う こと 。 その 実現 が 、 必 須 で ある こ 
と 。 


( 2022 年 7 月 初出 。 ) 


神経 系 に お ける 、 和 存在 中 の 環境 を 入れ 替え る 能力 。 神 経 


系 に お ける 、 環 境 の 中 を 移動 する 能力 。 そ れ ら の 、 実 


Zo 


HE 25 ЛЕЕВ] RERIRIRICDLIC. ФФ, ЖЖ. №79 
る こと 。 環 境 番号 を 、 設 定 す る こと 。 

神経 系 の 出力 細胞 に お いて 、 現 在 存 在 中 の 環境 番号 を 、 新 た な 別 の 
番号 へ と 変更 する こと を 、 可 能 に する こと 。 

例 。 空 间 移 动 。 

神 縦 系 の 出力 細胞 に お いて 、 現 在 存 在 中 の 環境 番号 を 、 隣 接する 、 
新た な 次 の 番号 へ と 、 次 々 に 変更 する こと を 、 可 能 に する こと 。 


環境 番号 。 

既に 存在 する 番号 。 例 。 別 領域 へ の 転進 。 

新た に 拡張 的 に 生成 する 番号 。 例 。 新 領域 が 、 新 た に 、 開 拓 可 能 に 
な る こと 。 

新た に 収縮 的 に 喪失 する 番号 。 例 。 既存 領域 の 喪失 。 既存 領域 が 、 
新た に 、 和 存在 不 可能 に な る こと 。 


( 2022 年 8 月 初出 。 ) 


神経 系 に お ける 、 環 境 を 変動 させ る 能力 。 そ の 、 実 義 。 


环境 变数 。 
その 環境 が 持つ 、 固 有 の 値 。 


環境 の 読み 取り 。 
環境 変数 の 値 の 参照 を 、 行 うこ と 。 


環境 変動 。 環 境 へ の 書き 込み 
в, лее. 
СОС, ДАЖ, трее. 
環境 変数 を 、 無 効 化 する こと 。 


環境 訟 数 の 変更 の 有無 に つい て の 、 フ ィ ー ド バッ ク 。 
環境 褒 数 の 変更 の 、 成 功 や 失敗 に つい て の 、 フ ィ ー ド バッ ク 。 


ИБ =, ЛЬ, вос с. 


( 2022 年 8 月 初出 。 ) 


神経 系 に お ける 、 環 境 に 対し て 、 九 印 を 、 行 い 、 残 す 、 
能力 。 その 、 FAR, 


ее ЕЕ 
書き 込ん だ 値 を 、 長 期間 に わた っ て 、 そ の 環境 中 に お いて 、 保 持 可 


能 に する こと 。 

それ は 、 以下 の 内 容 で ある 。 
刻印 。 

例 。 


硬 质 DOD 金 属 人 人 DO、 绘 柄 关 、 记 号 D、 展 刻 。 
他 の 神経 系 へ の 、 和 神経 回 路 の 、 複 写 。 


( 2022 年 8 月 初出 。 ) 


神経 系 に お ける 、 環 境 と の 間 で 、 信 号 や 記号 を や り 取 リ 
FS, ВЕЛ. FO. Е. 


情报 。 
神経 系 に と っ て の 、 全 て の 入力 刺激 。 
環境 か ら の 、 全 て の 表現 。 


Я 75 о 

神経 系 に と っ て 、 彼 自身 の 生存 維持 に 真 結 す る 、 入 力 刺 激 。 HRA 
に と っ て 有意 味 な 、 入 力 刺 激 。 

神経 系 に と っ て 、 彼 自身 の 生存 維持 に 真 結 す る 、 環 境 末 現 。 神経 系 
ICCD CRRA, PRE, 


その 、 環 境 か ら の 、 読 み 取 り 。 そ の 、 環 境 か ら の 、 受 倍 。 
その 、 環 境 へ の 、 書 き 込み 。 そ の 、 環 境 へ の 、 送 信 。 
例 。 

他 の 神経 系 と の 、 信 号 の 交信 。 


記号 。 

ある 倍 号 情報 の 、 短 縮 や 圧 細 や 、 冗 長 化 や 、 別 の 表現 へ の 置き 換 
А. それ ら の 結果 。 

例 。 

他 の 神経 系 と の 間 で 交わ され る 記号 の 、 そ の 神経 系 内 部 に お ける 、 
解釈 。 そ の 能力 の 、 学 習 。 


( 2022 年 8 月 初出 。 ) 


環境 に お ける 、 神 経 系 に 対し て 、 任 意 の タイ ミン グ で 、 
任意 の 入力 刺激 を 発生 する 、 能 力 。 そ の 、 実 義 。 


その 環境 の 、 自 動 プ ロ セ ス 化 。 

その 自動 プロ セス に お ける 、 ト リガ ー 設 定 能力 の 、 実 義 。 

その 自動 プロ セス に お ける 、 そ の トリ ガー を 引く 能力 の 、 和 実装 。 
その 実装 に お いて 。 

その トリ ガー を 、 自 発 的 に 、 自 動 的 に 、 任 意 の タイ ミン グ で 、 任 意 
の 回 数 で 、 任 意 の 間隔 で 、 任 意 の 強度 で 、 引 く 能 力 の 、 実 装 。 
その 自動 プロ セス に お ける 、 タ イミ ング 設定 の た め の 、 時 刻 般 定 の 
8Е7)0. RAR. 


例 。 

HHARATITICSITS, ЖЖФОЛЛЯЯ ЕН, MBAR 
激 の 、 同 時 の 発生 。 

その 発生 タイ ミン グ の 、 研 究 者 に よる 、 自 由 な 、 設 定 や 制御 の 、 可 
能 化 。 


( 2022 年 8 月 初出 。 ) 


神経 系 に お ける 、 権 利 関係 。 それ ら の 、 実 義 。 


存在 。 

それ は 、 以下 の 内 容 で ある 。 
生物 。 

ЗЕЕ, НМ, Я. Е. ЖЖ. 


権利 。 
それ は 、 以 下 の 内 容 で ある 。 


ある 存在 が 、 あ る 資源 を 、 好 き な 時 に 、 自 由 に 入手 出来 る こと 。 そ 
の 可能 性 を 保有 する こと 。 

ある 存在 が 、 あ る 資源 の 入手 口 に 対し て 、 好 き な 時 に 、 自 由 に アク 
セス 出来 る こと 。 そ の 可能 性 を 保有 する こと 。 


権利 を 取得 する こと 。 

ある 存在 が 、 あ る 資源 を 、 好 き な 時 に 、 自 由 に 入手 出来 る 状況 。 そ 
の 存在 が 、 そ れ を 、 新た に 確保 する こと 。 

ある 存在 が 、 あ る 資源 の 入手 口 に 対し て 、 好 き な 時 に 、 自 由 に アク 
セス 出来 る こと 。 そ の 存在 が 、 それ を 、 新た に 確保 する こと 。 


権利 を 持っ て いる こと 。 

ある 存在 が 、 あ る 資源 を 、 好 き な 時 に 、 自 由 に 入手 出来 る 状況 。 そ 
の 存在 が 、 そ れ を 確保 し て いる こと 。 

ある 存在 が 、 あ る 資源 の 入手 口 に 対し て 、 好 き な 時 に 、 自 由 に アク 
セス 出来 る こと 。 そ の 存在 が 、 それ を 確保 し て いる こと 。 


権利 の 、 獲 得 と 喪失 。 

ある 存在 が 、 彼 自身 の の 権利 を 、 他 者 に よっ て 、 奪 われ る こと 。 
ある 存在 が 、 他 の 存在 の 権利 を 、 一 方 的 に 奪う こと 。 

例 。 急 に 発生 し た 土石 流 が 、 真 水 の 取 水口 を 、 一 方 的 に 塞ぐ こと 。 


ある 存在 が 、 他 の 存在 に 対し て 、 彼 自身 の 権利 を 、 双 方 の 合意 に 基 
づい て 、 移 譲 す る こと 。 


ある 存在 が 、 他 の 存在 の 権利 を 、 先 方 の 同意 に 基づい て 、 得 る こ 
と 


双方 の 合意 に お いて 。 
需給 の 強弱 に お ける 、 優 劣 関係 や 、 上 下関 係 が 、 両 者 の 間 に 、 存 在 


する こと 。 

交渉 能力 に お ける 、 優 劣 関 係 や 、 上 下関 係 が 、 両 者 の 間 に 、 存 在 す 
る こと 。 

例 。 


リア ル タ イ ム の 情報 収集 に 用 いる 設備 の 保有 。 その 、 豊か さや 富裕 
性 に お ける 、 優 劣 関係 や 、 上 下関 係 が 、 両 者 の 間 に 、 存 在 す る こ 
と 。 

心理 的 な 押し の 強 さ に お ける 、 優 劣 関係 や 、 上 下関 係 が 、 両 者 の 間 
に 、 存 在 す る こと 。 


権利 に お ける 、 社 会 的 上 下関 係 。 


社会 的 な 上 位 性 。 
ある 存在 が 、 他 の 存在 の 権利 を 、 一 方 的 に 奪う こと 。 そ の 存在 が 、 
その 可能 性 を 、 有 する こと 。 


社会 的 な 下位 性 。 
ある 存在 が 、 彼 自身 の 権利 を 、 他 の 存在 に よっ て 、 一 方 的 に 奪わ れ 
る こと 。 そ の 存在 が 、 そ の 可能 性 を 、 有 する こと 。 


下位 者 が 、 彼 自身 の の 権利 を 、 上 位 者 に よっ て 、 奪 われ る こと 。 
上 位 者 が 、 下 位 者 の 権利 を 、 一 方 的 に 奪う こと 。 


そう し た 可能 性 の 、 発 生 要 因 。 
権利 を 奪取 する 可能 性 。 上位 性 。 そ の 、 発 生 要 因 。 


有 能 性 。 

既得 権 六 の 、 高 度 な 蓄積 。 例 。 資 源 採 取 の た め の 、 高 性 能 な 設備 
の 、 保 有 。 

権利 を 奪取 され る 可能 性 。 下位 性 。 そ の 、 発 生 要 因 。 


無能 性 。 
既得 権 六 の 、 低 度 な 蓄積 。 例 。 資 源 採 取 の た め の 、 設 備 そ の も の 


OD、 非 保有 。 


個人 に よる 、 権 利 の 保証 。 

ある 存在 。 彼 自身 の 権利 。 そ の 、 私 的 な 、 防 衛 。 
その 存在 が 、 そ の た め の 能 力 を 、 有 する こと 。 
その 存在 が 、 そ の た め の 了 既得 権益 を 、 有 する こと 。 


社会 に よる 、 権 利 の 保 征 。 
例 。 人 間 の 国家 に よる 、 人 権 の 保証 。 
それ は 、 以 下 の 内 容 で ある 。 


社会 に よる 、 個 人 の 権利 の 、 保 証 。 
社会 に よる 、 集 団 の 権利 の 、 保 証 。 
社会 に よる 、 社 会 の 権利 の 、 保 証 。 


社会 の ルー ル を 、 生 成す る 存在 。 
それ は 、 以 下 の 内 容 で ある 。 


その 社会 に お ける 、 上 位 者 。 
彼ら に お いて は 、 以 下 の 場 合 が 、 存 在 す る 。 彼ら が 、 そ の 社会 に お 
ける 、 少 数 涯 で ある 場合 。 


その 社会 に お ける 、 多 数 流 。 
社会 的 レー ル に よる 、 権 利 の 保証 。 
それ は 、 以下 の 内 容 で ある 。 


上 位 者 に よる 、 下位 者 の 権利 の 、 保 証 。 
上 位 者 に よる 、 下位 者 に 対す る 、 権 利 の 、 付 与 。 


その 社会 の 多数 派 に よる 、 そ の 社会 の メン バー の 権利 の 、 保 証 。 
その 社会 の 多数 涯 に よる 、 そ の 社会 の メン バー に 対す る 、 権 利 の 、 
付与 。 


現状 の 、 民 主 主 義 。 
ある 社会 に お いて 、 上 位 者 と 、 下 位 者 と が 、 相 互 に 、 入 れ 替 わる こ 


Es 
ФНС, Же, ЖЕ, НЕЕ ЛИФЬС 
と 


ある 社会 に お いて 、 少 数 派 が 、 上 位 者 に な る こと が 、 出 来る こと 。 
それ ら の 可能 性 が 、 そ の 社会 の 上 位 者 の 力 に よっ て 、 確 保 き され て い 
る こと 。 

ZN SOREN, EOUSOSRRONICLOT, BRENT 
る こと 。 

多数 性 の 確認 方 法 。 個 人 に よる 、 意 思 表 示 。 そ の 実現 の た め の 、 個 
人 に よる 投票 の 、 実 施 。 それら の 投票 数 の 累積 の 度合 。 


神経 系 に お ける 、 権 利 関 係 。 それら の 、 実 義 。 
HOMBAICSIFS, BNO. BSECRA, CNSEO, RR, 
それ は 、 UFONBRO, ТИС 5. 

ある 存在 に お ける 、 権 利 の 、 獲 得 と 喪失 。 そ れ ら の 、 実 義 。 


存在 。 
それ は 、 以 下 の 内 容 で ある 。 


生物 。 
FEE, EY. il, LW. Kitt. 


ある 存在 が 、 他 の 存在 を 、 資 源 の 入手 口 か ら 、 押 し 退け る こと 。 
ある 存在 が 、 他 の 存在 を 、 現 在 の 居場所 か ら 、 押 し 退け る こと 。 
その 存在 が 、 そ の こと を 実現 する た め の 、 力 を 、 備 えて いる こと 。 
そう し た 力 の 源泉 。 

それ は 、 以下 の 内 容 で ある 。 


有 能 性 。 例 。 强 翔 性 着 瞬 张 力 杰 、 高 UV 七。 
既得 権 藻 の 、 高 度 な 所 有 性 。 例 。 高 性 能 な ブル ドー ザー の 、 私 有 。 


有人 能 性 。 保 有する 了 茎 得 権益 。 そ れ ら の 両者 を 合算 し た 数 値 。 

それ ら の 数 値 を 、 各 々 の 存在 毎 に 。、 リ アル タイ ム で 算出 する こと 。 
それ ら の 数 値 を 、 二 つの 存在 同士 で 、 リ アル タイ ム で 衝突 させ る こ 
と 。 

その 数 値 が より 大 きか っ た 存在 が 、 そ の 数 値 が いよ り 小 さか っ た 
存在 を 、 資 源 の 入手 口 か ら 、 押 し 退け る こと 。 


その 数 値 が 、 よ り 大 きか っ た 存在 が 、 資 源 の 入手 口 を 、 取 得する こ 
Es 
その 数 値 が 、 よ り 小 さか っ た 存在 が 、 資 源 の 入手 口 を 、 喪 失 す る こ 


о 


хр <, РАНО ИЬНЕ. 
その まま で は 、 双 方 の 衝突 が 、 い つま で も 終わ ら ず 、 決 着 し な いこ 


г. 

その こと へ の 対策 。 

疲労 DAR, 導入 する こ こと 

衝突 攻撃 能力 に お ける 、 消 耗 や 疲労 。 例 。 
人 荷 の 蓄積 に よる 、 疲 労 。 


衝突 防御 能力 に お ける 、 消 耗 や 疲労 。 例 。 


で の 疲労 。 


疲労 の 蓄積 の 結果 。 
衝突 能力 が 、 時 系 列 的 に 、 低 下 し て 行く 
その 結果 。 


双方 の 、 衝 突 に お ける 均衡 が 、 破 れる こと 
資源 の 入手 に お ける 、 勝敗 が 、 決する = と 


( 2022 年 7 月 初出 。 ) 


神経 系 に よる 、 他 の 存在 に お ける 中 
識 。 そ の 可能 性 の 、 実 義 


筋力 面 や 精神 面 で の 、 負 
コン クリ ー ト の 、 強 度 面 


ee 


РАЕН, 28 


ある 生物 の 生存 維持 に お ける 、 資 源 の 摂取 の 必要 性 。 


それ は 、 以 下 の 内 容 で ある 。 


例 。 真 水 。 塩 分 。 栄 養 の ある 有機 物 。 そ れ ら の 摂取 。 
それ ら の 実現 の た め の 、 前 提 と な る 、 ВЕЛ. 


それ は 、 以下 の 内 容 で ある 。 


Я. 2k, Ш. ЖЕФФЬВМ. <ПЬОЯЯ, < ПЬФ, Я 


別 と 選定 。 そ れ ら の 、 吸 入 や 吸収 。 


それ ら は 、 以下 の 行為 に より 、 獲 得 さ れる 。 


遺伝 的 な 試行 錯誤 。 突 然 変 異 の 繰り 返し 。 

文化 的 な 試行 錯誤 。 チ ャ レン ジ 行 為 と 、 失 敗 学習 の 、 繰 り 返 し 。 
遺伝 的 な 情報 伝達 。 遺伝 子 の 自己 複製 に よる 、 親 か ら 子 供 へ の 、 先 
天 的 な 情報 伝達 。 

文化 的 な 情報 伝達 。 学 校 に お ける 、 教 師 か ら 生 徒 へ の 、 後 天 的 な 情 
報 伝達 。 


それ ら の 能力 を 獲得 し た 、 神 経 回 路 。 そ の 実 装 。 

特定 の 入力 刺激 を 、 特 定 の 資源 の 実在 を 示す 倍 号 と し て 、 認 識 す る 
こと 。 

そう し た 知 的 能力 の 、 神 経 回 路 に よる 、 実 現 。 


( 2022 年 7 月 初出 。 ) 


神経 系 に よる 、 他 の 存在 に お ける 生物 性 の 有無 の 、 発 見 
や 認識 。 そ の 可能 性 の 、 実 姜 。 


生物 。 
それ は 、 以下 の 内 容 で ある 。 


無機 物 を 支配 する 、 物 理 法則 。 

そう し た 法則 に 逆らっ て 動く 、 存 在 。 
о 
Я. 

重力 の 法則 に 逆らっ て 動く 、 存 在 。 

低 所 か ら 、 高 所 へ と 伸び る 、 樹 木 。 

低 所 か ら 、 高 所 へ と 飛び 立つ 、 鳥 類 。 


有機 的 な 栄養 分 を 内 蔵 す る 、 存 在 。 
自己 資源 化 が な され た 、 生 体 。 

例 。 

タン バク 質 を 内 蔵 す る 、 牛 や 馬 の 、 生 体 。 


ある 存在 に お ける 、 そ うし た 性 質 の 保有 。 
ある 神経 系 に よる 、 そ うし た 内 容 の 、 発 見 や 認識 。 
特定 の 神経 回 路 に よる 、 そ うし た 知 的 能力 の 、 実 義 。 


(2022 年 7 月 初出 。 ) 


神経 回 路 の 設計 の 、 遺 伝 的 な 規定 や 決定 。 そ の 実 姜 。 


神経 回 路 の 設計 に 関わ る 、 遣 伝 子 配 列 。 そ れ ら の 情報 内 容 の 、 規 定 
や 決定 。 

特定 の 遺伝 子 配列 情報 か ら 、 特 定 の 神 終 回 路 の 設計 内 容 へ の 、 自 動 
的 な 変換 。 そ の 、 最 小 限 の プロ セス の 、 解 明 。 

それ ら の 内 容 に つい て 、 最 も 簡易 な モデ ル を 、 作 成 し 、 実 装 す る こ 
と 。 


神経 回 路 の 設計 の 、 遺 伝 的 な 変更 。 そ の 実装 。 
神 縦 回 路 の 設計 に 関わ る 遺伝 子 配列 。 そ れ ら の 情報 内 容 の 、 自 己 複 
製 エ ラー に 基づく 、 容 然 変異 。 


( 2022 年 7 月 初出 。 ) 


神経 系 に お ける 、 出 力 細胞 。 そ の 働き 。 


神経 系 に お ける 、 出 力 細胞 。 

その 機能 。 

環境 に 対す る 、 出 力 を 行う こと 。 物 理 的 な 出力 。 通 信 的 な 出力 。 
その こと で 、 環 境 を 、 彼 自身 に と っ て 、 よ り 生 きやすい 内 容 へ と 、 
変化 させ る こと 。 

外部 環境 に 対す る 出力 細胞 ぱか り で な く 、 内 部 環境 に 対す る 出力 細 
胞 も 、 必 要 で ある こと 。 

例 。 生 物 の 口腔 内 部 で の 、 水 分 や 栄養 分 の 吸収 の た め の 、 筋 肉 運 
動 。 


( 2022 年 8 月 初出 。 ) 


生物 の 神経 回 路 に お ける 、 フ ィ ー ド バッ ク 機 能 の 、 実 


Zo 


出力 細胞 に よる 出力 が 、 有 効 だ っ た か どう か は 、 そ の 出力 細胞 に は 
講 断 不能 で ある こと 。 

その 痢 定 は 、 そ の 出力 に 対す る 環境 か ら の 反応 を 受け 取っ た 入力 細 
胞 を 経由 し て 、 中 間 細 胞 の どれ か が 、 講 定 す る こと 。 

それ ら の 、 具 体 的 な 作動 プロ セス 。 

神経 回 路 に お ける 、 汎 用 的 な 、 フ ィ ー ド バッ ク 機 能 の 、 実 聞 。 

その 実現 に 必要 な 、 予 備 知 識 。 制 御 工学 に つい て の 、 作 為 的 な 数 学 
理論 を 伴わ な い 、 基 盤 的 な 知識 。 


基本 的 な 、 フ ィ ー ド バッ ク 機 能 。 
それ は 、 以下 の 内 容 で ある 。 


ある 出力 値 に つい て 、 そ の 出力 の 結果 に お いて 、 事 前 に 期待 する 、 
新た な 人 入力 値 を 、 予 め 、 初 期 設 定 し 、 記 憶 す る こと 。 

出力 値 を 、 そ の 都度 、 別 途 、 前 回 の 出力 値 と し て 、 記 憶 す る こと 。 
前 回 の 出力 値 と 、 そ れ に 対応 する 新た な 人 入力 値 と を 、 比 較 す る こ 


с. 

新た な 人 入力 値 が 、 期 待 外 れ だ っ た 場合 は 、 出 力 値 を 、 新 た な 値 へ 
と 、 修 正す る こと 。 

その 、 修 正 済 み の 出 力 値 の 出力 を 、 新 た に 行う こと 。 

ある い は 。 期待 する 人 入力 値 の 値 を 、 新 た な 値 へ と 、 修 正 し 、 新 た に 
記憶 し 志す こと 。 


上 記 の 内 容 を 、 恒 常 的 に 繰り 返す こと 。 


生物 の 神経 回 路 に お ける 、 必 要 な 、 フ ィ ー ド バッ ク 機 能 。 
それ は 、 以下 の 内 容 で ある 。 


期待 され る 、 和 人 入力 細胞 に お ける 、 和 人 入力 値 。 期 待 さ れる 、 外 部 環境 に 
お ける 、 出 力 値 。 

それ は 、 以下 の 内 容 を 、 実 現す る こと 。 

生き や すさ の 輸出 入 に お いて 、 黒 字 化 が 実現 する こと 。 現 在 所 有 し 
て いる 生き や すさ が 、 更 に 増大 する こと 。 現在 所 有 し て いる 生き や 
すさ が 、 現 状 維持 され る こと 。 


内 部 環境 に お ける 、 現 在 所 有 し て いる 、 手 持ち の 資源 。 それ が 、 更 
に 増大 する こと 。 そ れ が 、 減 少し な いこ と 。 内 部 環境 か ら 、 そ れ ら 
の 事実 を 示す 出力 値 が 、 送 られ て くる こと 。 

そう し た 新た な 、 外 部 環境 か ら の 入力 値 を 、 予 め 、 初 期 設 定 し 、 記 
憶 す る こと 。 


出力 値 を 、 そ の 都度 、 別 衝 、 前 回 の 出力 値 と し て 、 記 憶 す る こと 。 
前 回 の 出力 値 と 。 そ れ に 対応 する 新た な 人 入力 値 と を 、 比 較 す る こ 
< 


新た な 人 力 値 。 
その 大 き さ は 、 以下 の 内 容 を 示す 値 へ と 、 変 換 さ れる こと 。 
マグ ニチ ドド ゴー ボイン バク ケド 。 


新た な 人 力 値 の 取得 に お いて 。 

内 部 環境 か ら の 、 生 き や す さ の 水準 を 示す 数 値 が 、 改 善 さ れ た か 、 
Еее, FIETSCE, 

それ が 改善 され た 場合 。 そ れ は 、 期 待 に 沿っ て いる こと 。 

それ が 改悪 され た 場合 。 そ れ は 、 期 待 外れ で ある こと 。 


それ ら の 刻 定 を 担う 中 間 細 胞 が 、 そ の 痢 定 結 果 を 、 次 の 中 間 細 胞 へ 
と 、 通 知 す る こと 。 
ФЕ, МТО, ФСЕ. 


(1) 
前 回 の 出力 値 が 、 適 切 で あっ た か か 、 不 適切 で あっ た か を 、 示 すこ 
と 


その 鹿 定 結果 は 、 発 火 の 有 無 を 示す 、1 か 0 か で 、 示 され る こと 。 
G25 
前 回 の 出力 値 が 、 超 過 で あっ た か か 、 過 少 で あっ た か を 、 示 すこ 


その 鹿 定 結果 は 、 発 火 の 有 無 を 示す 、1 か 0 か で 、 示 され る こと 。 
新た な 人 力 値 が 、 期 待 外 れ だ っ た 場合 は 、 出 力 値 を 、 新 た な 値 へ 
と 、 修 正 し 調 人 節 す る こと 。 

その 修正 や 調節 に お ける 、 ガ イド ライ ン 。 


新た な 人 入力 値 が 、 大 き 過 ぎる 場合 。 新 た な 出力 値 を より 小さ い 値 
へ と 、 抑 制す る こと 。 抑 制 タ イプ の 中 間 細 胞 が 、 動 作 す る こと 。 


新た な 人 入力 値 が 、 小 さ 過 ぎる 場合 。 新 た な 出力 値 を 、 よ り 大 きい 値 
へ と 、 促 進 す る こと 。 促 進 タ イプ の 中 間 細 胞 が 、 動 作 す る こと 。 
新た な 入力 値 が 、 丁 度 良 い 場 合 。 新 た な 出力 値 を 、 修 正 し な いこ 
| 


その 、 修 正 済 み の 出 力 値 の 出力 を 、 新 た に 行う こと 。 


ある い は 。 

内 部 環境 か ら の 、 生 き や す さ の 水準 を 示す 数 値 が 、 改 善 さ れ た か 、 

改悪 され た か を 、 麟 定 す る 基準 。 

その 基準 値 を 、 見 商 すこ と 。 そ の 基準 値 を 、 新 た な 値 へ と 、 修 正 

し 、 新 た に 記憶 し 真 す こと 

その 基準 値 の クリ ア が 、 容 易 過 ぎる 場合 。 そ の 基準 値 を 、 よ り 厳 し 
くす る こと 。 

その 基準 値 の クリ ア が 、 困 難 過 ぎる 場合 。 そ の 基準 値 を 、 よ り 緩 め 
る こと 。 

その 基準 値 の クリ ア が 、 妥 当 で 適切 で ある 場合 。 そ の 基準 値 を 、 特 
に 変更 し な いこ と 。 


それ ら の 刻 定 を 担う 中 間 細 胞 が 、 そ の 痢 定 結 果 を 、 次 の 中 間 細 胞 へ 
と 、 通 知 す る こと 。 
ОЕ, МТО, ФСЕ. 


HOMME, ВЫСЕВА. ЖЕНЕВЕ. RIC 
TOMRER, HKORMERT, Ome, RENSCE. 
HOMME, BATH OKDD, BDTHORME, RTC 
TOMER, HKORMERT, Ome, RENSCE. 


前 回 の 基準 値 が 、 期 待 外 れ だ っ た 場合 は 、 基 準 値 を 、 新 た な 値 へ 
と 、 修 正 し 調節 する こと 。 
その 修正 や 調節 に お ける 、 ガ イド ライ ン 。 


前 回 の 基準 値 が 、 困 難 過 ぎる 場合 。 新 た な 基準 値 を 、 よ り 実 現 容易 
な 値 へ と 、 抑 制す る こと 。 抑 制 タ イプ の 中 間 細 胞 が 、 動 作 す る こ 


で ど 。 
前 回 の 基準 値 が 、 容 易 過 ぎる 場合 。 新 た な 基準 値 を 、 よ り 実 現 困 難 
な 値 へ と 、 促 進 す る こと 。 促進 タ イプ の 中 間 細 胞 が 、 動 作 す る こ 


と 。 
前 回 の 基準 値 が 、 丁 度 良い 場合 。 新 た な 基準 値 を 、 修 正 し な いこ 


の 、 修 正 済 み の 基 準 値 の 設定 を 、 新 た に 行う こと 。 


それ ら の 結果 に 基づい て 。 
予期 し 、 期 待 す る 、 外 部 環境 か ら の 人 入力 値 の 値 を 、 新 た な 値 へ と 、 
修正 し 、 新 た に 記憶 し 直す こと 


( 2022 年 8 月 初出 。 ) 


出力 細胞 に よる 出力 。 そ の 有効 性 の 、 神 経 系 自身 に よ 
る 、 評 価 。 そ の 評価 能力 の 実 義 。 


出力 細胞 に よる 出力 は 、 相 手 の 環 境 が 所 有する 有人 能 性 の 強弱 に よっ 
て 、 有 効 に な っ た り 、 無 効 に な っ た り 、 効 力 が 、 強 く な っ た り 弱 く 
な っ た りす る こと 。 

それ ら は 、 環 境 が 、 外 部 環境 の 場合 も 、 内 部 環境 の 場合 も 、 無 生物 
の 場合 も 、 生 物 の 場合 も 、 全 て 、 共 通 で ある こと 。 

その 有 能 性 の 、 分 類 。 物理 的 な 有 能 性 。 通 信 的 な 有 能 性 。 

それ ら の 決定 要因 。 

物理 の 場合 。 質量 。 作動 エネ ルギー 量 。 速度 。 加 速度 。 

通信 の 場合 。 デ ー タ 量 。 作動 エネ ルギー 量 。 デー タ 速 度 。 データ 加 
速度 。 

例 。 出 力 細 胞 に よる 出力 は 、 相 手 の 環 境 が 所 有する 強 暫 性 や 俊敏 性 
の 強弱 に よっ て 、 有 効 に な っ た り 、 無 効 に な っ た り 、 効 力 が 、 強 く 
な っ た り 弱 く な っ た りす る こと 。 

その 例 。 相 手 に 対す る 、 打 ち 出 し や 吸入 や 刻印 は 、 相 手 が 軟 弱 な 地 
和 肖 の 場合 は 、 有 効 に な り 、 相 手 が 強 固 な 岩盤 の 場合 は 、 無 効 に な る 
こと 。 

その 例 。 相 手 に 対す る 、 打 ち 出 し や 吸入 や 刻印 は 、 相 手 が 愚 鈍 な 場 


合 は 、 有 効 に な り 、 相 手 が 俊敏 な 場合 は 、 無 効 に な る こと 。 

例 。 移 動 の 出力 は 、 相 手 の 地 形 の 平面 性 や 立体 性 の 次 第 で 、 有 効 に 
な っ た り 無 効 に な っ た り 、 効 力 が 、 強 く な っ た り 弱 く な っ た りす る 
と 

それ ら の 、 上 具体 的 な 作動 プロ セス 。 

出力 細胞 に よる 、 出 力 。 そ の 出力 の 質量 。 そ の 出力 の 速度 。 そ の 出 
力 の 加速 度 。 そ の 出力 の 持つ エネ ルギー 量 の 、 計 算 。 

EOHAQ, RICO. BR. TOKE, FI. 

それ ら の 衝突 時 。 

環境 に よる 、 出 力 。 そ の 出力 の 質量 。 そ の 出力 の 速度 。 そ の 出力 の 
加速 度 。 そ の 出力 の 持つ エネ ルギー 量 の 、 計 算 。 

それ ら は 、 環 境 が 、 外 部 環境 の 場合 も 、 内 部 環境 の 場合 も 、 無 生物 
の 場合 も 、 生 物 の 場合 も 、 全 て 、 共通 で ある こと 。 

それ ら の 衝突 後 。 

その 生物 と 、 環 境 と の 、 双 方 の 、 物 理 的 な 反応 。 そ の 、 計 人 算 。 そ の 
結果 の 、 シ ミュ レー ショ ン 世 界 に お ける 、 記 憶 や 記録 。 

それ ら の 物理 的 な 反応 の 、 内 容 。 位置 の 移動 。 変形 。 

その 結果 内 容 の 、 入 力 細 胞 に よる 、 感 知 。 そ の 、 可 否 。 その 感知 

が 、 可 能 で ある 場合 。 そ の 値 。 

その 値 の 、 入 力 細 胞 か ら 、 中 間 細 胞 へ の 、 転 送 。 

中 間 細 胞 に よる 、 状 況 の 麟 定 。 出 力 を 続け る か どう か の 、 麟 定 。 

中 間 細 胞 に よる 、 新 た な 出力 内 容 の 、 決 定 。 

出力 の 続行 。 

出力 の 一 時 停止 

出力 の 、 完 全 な 中 止 。 


ШЕФ, HAD ВР, Я. 
出力 タイ ミン グ の 、 調 節 。 そ の 、 定 常 化 。 そ の 、 変 動 。 


出力 内 容 の 、 増 大 か 、 減 少 か 、 現 状 維持 。 

前 回 と 同様 の 内 容 。 内 容 の 強化 。 内 容 の 弱 化 。 内 容 の 、 慣 性 化 と 繰 
り 返 し 。 

前 回 と は 異な る 内 容 の 、 新 た な 別途 の 出力 。 


出力 の 、 液 体 性 と 気体 性 。 
液体 性 。 環 境 に お ける 、 定 常 的 な 、 不 動 や 定住 。 環 境 に お ける 、 位 
買 の 不変 性 。 環 境 と の 、 一 体 融合 化 。 環 境 と の 、 調 和 。 環境 の 、 丸 


呑み 。 環 境 に 対す る 、 表 面 張力 の 行使 。 環 境 に 対す る 、 閉 鎖 性 や 拝 
外 性 。 

気体 性 。 環 境 に お ける 、 定 常 的 な 移動 。 環 境 に お ける 、 位 置 の 、 自 
発 的 な 変動 性 。 環 境 と の 、 分 離 独 立 化 。 環 境 に 対す る 、 機 動 的 な 攻 
撃 。 環 境 に 対す る 、 開 放 性 。 

それ ら は 、 以下 の 内 容 の 、 反 映 で ある 。 生物 に お ける 、 男 女 の 性 
差 。 


中 間 細 胞 に よる 、 新 た な 出力 内 容 の 、 出 力 細 胞 へ の 、 送 信 。 
( 2022 年 8 月 初出 。 ) 


生物 の 神経 系 に お ける 、 資 源 の 入手 。 そ の 簡略 化 さ れ 
た 、 基 本 的 な プロ セス 。 


生物 に お ける 、 資 源 の 入手 。 そ の 簡略 化 さ れ た 、 基 本 的 な プロ セ 
Ao 

ARORA. tOCOO, See. COT. НЕ. Л 
胞 。 外 部 環境 に 対し て 。 

その 移動 の 、 そ の 時 々 に お ける 、 成 功 の 感知 。 入 力 細胞 。 中 間 細 
胞 。 フ ィ ー ド バッ ク 。 外部 環境 に 対し て 。 

資源 の 存在 の 感知 。 入 力 細胞 。 中 間 細 胞 。 外 部 環境 に 対し て 。 
資源 の 入手 の 、 開 始 。 そ の 試行 。 中 間 細 胞 。 出 力 細 胞 。 外 部 環境 に 
対し て 。 

資源 の 入手 に お ける 障害 物 の 、 存 在 の 感知 。 入 力 細 胞 。 中 間 細 胞 。 
外部 環境 に 対し て 。 

その 障害 物 の 除去 の 、 試 行 。 中 間 細 胞 。 出 力 細胞 。 外 部 環境 に 対し 
Сы 

その 除去 の 、 成 功 の 感知 。 入 力 細 胞 。 中 間 細 胞 。 フ ィ ー ド バッ ク 。 


外部 環境 に 対し て 。 
資源 の 入手 の 、 開 始 。 そ の 試行 。 中 間 細 胞 。 出 力 細 胞 。 外 部 環境 に 
対し て 。 


その 開始 の 、 成 功 の 感知 。 フ ィ ー ド バッ ク 。 外部 環境 に 対し て 。 
資源 の 入手 の 、 続 行 。 そ の 試行 。 中 間 細 胞 。 出 力 細 胞 。 外 部 環境 に 
対し て 。 

その 結果 。 外 部 環境 に お ける 資源 量 を 、 減 ら す こと 。 中 間 細 胞 。 出 


力 細 胞 。 外 部 環境 に 対し て 。 資 源 量 に つい て の 、 マ イナ ス 演 人 算 の 、 
打ち 出し 。 

資源 を 入手 中 で ある こと の 、 そ の 時 々 に お ける 、 感 知 。 入 力 細胞 。 
中 間 細 胞 。 フ ィ ー ド バッ ク 。 内 部 環境 に 対し て 。 外 部 環境 に 対し 


es 

資源 の 入手 の 、 完 了 。 そ の 感知 。 入 力 細胞 。 中 間 細 胞 。 内 部 環境 に 
対し て 。 

例 。 和 牛馬 や 鳥 に よる 、 水 飲み 場 で の 、 飲 水 の 行 為 。 

例 。 人 間 に よ る 、 石 油 タ ンク か ら 、 石 油 ポ ンプ を 用 いて 、 石 油 を 吸 
い 出 す 、 行 為 。 

例 。 人 間 に よ る 、 バ パソ コン の 内 上 蔵 記 憶 装 暫 か ら 、 外 部 メモ リ を 用 い 
て 、 デ ー タ を 吸い 出す 、 行 為 。 


( 2022 年 8 月 初出 。 ) 


通信 的 室 間 。 通 倍 に よる 移動 。 そ の 実像 。 


通 倍 に よる 移動 は 、 物 理 的 移動 の 一 種 で ある る こと 。 
通信 に よる 移動 。 

それ は 、 以 下 の ( 1 ) か ら 、 以 下 の ( 2 ) へ の 、 物 理 的 移動 で ある 
=e, 

(1) 
SRRMRENTLIE, KATO, умови, TO, MIEN 
(2) 
ЕКВ. BEKO, ROWER, TO, ЕН 


о 


そう し た 移動 が 起き る 室 間 と し て の 、 通 信 的 室 間 。 
そう し た 通信 的 室 間 は 、 結 局 は 、 物 理 的 室 間 の 一 種 で ある こと 。 


( 2022 年 8 月 初出 。 ) 


神経 回 路 の モジ ュー ル 化 の 、 必 要 性 。 


神経 回 路 の モジ ュー ル 化 が 、 必 要 で ある こと 。 

その 実現 に よる 、 神 経 回 路 の 各部 分 に お ける 、 普 遍 的 な 共通 化 が 、 
必要 で ある こと 。 

例 。 

入力 細胞 か ら 、 中 間 細 胞 へ の 、 情 報 伝達 の 、 送 倍 部 分 。 

入力 値 の 、 マグ ニチ ュー ド や イン パク ト に 基づく 、 修 正 の 、 付 与 。 
例 。 

中 間 細 胞 か ら 、 出 力 細 胞 へ の 、 発 火 伝達 の 、 送 信 部 分 

それ ら は 、 共 通 に 、 以 下 の 機 能 を 、 持 つこ と 。 

前 回 の 出力 値 に 対す る 、 フ ィ ー ド バッ ク の 付与 。 


( 2022 年 8 月 初出 。 ) 


神経 回 路 の プロ グラ ミン グ 。 そ の 、python 言 語 に よる 、 
サン プル コー ド 。 


ソ = ス コー ニ = ド 


ソ = ス コー ドラ 


無神論 と 現 の 救済 に つい て 。 脳 神 
RFS CHE ESD | 
は じ め に 


この 本 は 、 エ ッ セ イ 形 式 で まとめ られ て いま す 。 
各 記 事 は 、 筆 者 が 執筆 し た 順番 に 並ん で いま す 。 


どこ か ら 読 み 始 め て も OK で す 。 


脳 の 活動 を 監視 する ヘル メッ ト や ヘ へ ア バン 
К. それ ら の 存在 に よる 、 良 心 の 発生 。 


人 間 の 内 心 を 、 外 部 か ら 、 う か が い 知 る こと 
Elst, HARTA, HELI. 


ある 人 が 、 肖 人 や 詐欺 の よう な 邪悪 な 意図 を 抱い て いる 場合 。 
仮に 、 彼 が 、 周 囲 に 対し て 、 外 観 的 に 、 良 い 人 の 振り を し た 、 と す 
る 。 

する と 、 周 囲 の 人 々 は 、 以 下 の よ うに 思っ て し まう ろう 。 


「 こ の 人 は 、 別 に 悪い 人 で は な い 。」 


その た め 、 人 間 は 、 ど うし て も 、 以下 の こと を 行い が ち で ある 。 
周囲 か ら 見 えな いと ころ で 、 隠 れ て 、 悪 いこ と を する こと 


そう し た 人 間 の 内 心 を 、 絶 え ず 監視 する こと 

その こと で 、 人 間 が 、 悪 いこ と を し な いよ うに 、 導 く こ と 。 
その よう な 役割 を 果たす 存在 。 

人 間 が 、 そ の よう に 考え 出し た 存在 。 

それ が 、 宗 教 に お ける 、 神 で ある 。 


今 ま で の 人 問 。 

彼ら は 、 以 下 の 内 容 の 実現 を 、 毎 日 、 必 死に な っ て 、 試 みて 来 た 。 
神 に よっ て 、 絶 え ず 、 彼 ら 自 身 の 内 心 を 、 見 守ら れ て いる こと 。 
その よう に 、 思 いり 込む こと 。 

その こと で 、 悪 いこ と を し な いよ うに し よう と する 自制 心 が 、 働 く 
こと 。 

そう し た 、 外 在 的 な 、 仮 想 の 力 あ る 存在 に 頼る こと 。 

その こと で 、 彼 ら 自 身 の 良 心 を 、 維 持 し よう と し て きた こと 。 


し か し 、 神 は 、 あ くま で 、 人 間 が 仮想 的 に 作り 出し た 、 ご 都合 主義 
の 産物 で ある 。 

それ は 、 実 際 に 存在 する わけ で は 無い 。 

それ は 、 あ くま で 、 信 心 す る 限り 有効 な 代物 で ある 。 

人 間 の 宗教 心 が 、 科 学 の 発達 に よっ て 、 薄 まっ た 場合 。 

その 効力 は 、 急 激 に な く な る と 考え られ る 。 

そう な っ た 場合 。 

神 と いう 、 外 部 の 監視 者 。 

それ を 失っ た 人 間 は 、 以 下 の こ と の 実現 が 、 そ の まま で は 難し く な 
る と 考え られ る 。 

彼ら 自身 の 内 心 に お いて 、 良 心 を 維持 する こと 。 


科学 の 時 代 に な っ た 場合 。 

人 間 の 内 心 を 、 監視 する こと 。 

その こと で 、 人 間 の 良心 を 、 維 持 す る こと 。 

その た め の 仕 組み と し て 、 何 が 考え られ る だ ろう か ? 


考え 得る 可能 性 の 一 つ 。 

人 間 の 脳 に お ける 、 特 定 箇所 か ら 全 体 へ の 活動 。 
その 内 容 を 読み 取る 、 以 下 の よ うな 存在 。 
MRI, 

脑 血 流 D 八 夕 一 尺 在 访 办 取 召 装 

神経 回 路 の 活動 を 読み 取る 義 


その よう な 機械 や 、 ハ ー ド ウェ ア を 、 活 用 する こと 。 

人 間 の 脳 の 活動 を 監視 する 、 ハ ー ド ウェ ア 。 

それ を 、 極 力 、 小 型 化 し 、 省 電力 化す る こと 。 

それ は 、 例 えば 、 以下 の よ うな 装備 を 伴う ハー ドウ ェ ア で ある こ 
と 。 

例 。 

軽い へ ヘルメット や 、 ヘ へ アバ ンド 。 

太陽 電池 や 、 軽量 の 充電 池 。 


そう し た ハー ドウ ェ ア を 、 個 人 が 、 い いつでも どこ で も 、 絢 え ず 着用 
する こと 。 

例 。 

(EOE CLS. 


その こと を 、 以下 の 存在 に よっ て 、 義務 付け る こと 。 
人 類 に お いて 普遍 的 に 通用 する 、 法 律 。 


人 間 の 脳 活動 を 、 測 定 し 、 監 視 す る 機能 。 
それ を 内 蔵 す る 、 ヘ へ ヘルメット や 、 ヘ アバ ンド 。 
人 間 が 、 そ れ ら を 、 常 に 着用 する こと 。 


その こと で 、 以下 の 内 容 の 実現 が 、 可 能 に な る 。 
人 間 が 、 あ る 特定 の 考え を 抱い た 場合 。 
その こと を 、 自 動 的 に し チェック する こと 。 
その 旨 を 、 以下 の よう な ハー ドウ ェ ア に 、 表 示す る こと 
例 。 
ヘル メ ッ ト に 装着 され た ラン プ 。 
遠隔 地 に 存在 する モニ タ 。 


人 間 が 、 そ れ ら の 利用 に よっ て 、 他 人 の 心理 状態 を 、 無 線 経 由 で 、 
常に 、 監 視 す る こと 


ARID, We Db eine. 

その 際 に 、 脳 の 活動 上 に 現れ る 、 特 異な サイ ン 。 

それ を 、 脳 の 活動 を 監視 する ヘル メッ ト が 、 読 み 取 る こと 

その こと を 、 ラ ンプ や 、 電 波 な ど を 用 いて 、 周 囲 の 人 々 に 対し て 、 
末 示 する こと 

そう する こと で 、 以下 の 内 容 を 、 周 囲 の 人 々 に 対し て 、 通 知 し 、 
告 す る こと 。 

嘘つき の 人 間 が 、 彼 ら 自 身 の 走 ぐ 近 くに 、 存 在 す る こと 。 


| 


Ne Fs Fl ZS. 

それ は 、 従 来 は 、 皮 膚 を 、 測 定 し て いた 。 

それ が 、 走 接 、 人 間 の 脳 活 動 を 、 測 定 す る こと 

その こと が 、 新 た に 可能 に な る こと 。 

その こと で 、 嘘 つき の 人 間 を 発見 する 際 の 精度 を 、 大 幅 に 向上 させ 
る こと 。 


АМИ», ЕЕК. 
ENKI, BEC. ВЫ. 


それ ら の 持ち 主 。 

彼ら が 、 そ うし た 邪 悪 な 考え を 持っ た 瞬間 に 、 彼 ら の 脳 の 活動 上 に 
現れ る 、 特 徴 的 な サイ ン や 、 パ ター ン 。 

それ ら を 、 彼 ら の 頭 部 に 装着 され た ヘル メッ ト が 、 読み 取る こと 。 
その こと で 、 周 囲 の 人 々 に 対し て 、 以 下 の 情 報 を 、 公 然 と 知ら せる 
こと 。 

「 こ の 人 は 、 悪 い 人 で す ! 」 

そう し た 情報 が イン ター ネッ ト や 電話 の 向こう 側 に 存在 する 取引 
相手 に 対し て も 、 正 し く 通 知 さ れる こと 。 

その よう に 、 情 報 シ ステ ム を 、 構 築 し 、 維 持 す る こと 。 


о СМЕСИ, 

そう し た 心理 状態 に な っ て いる 人 物 。 

彼 の 内 心 を 、 ヘ へ ヘルメット で 検知 する こと 。 

その こと で 、 周 囲 の 人 々 が 、 以下 の 情報 を 、 ラ ンプ の 点灯 や 、 特 定 
電波 の 発信 に よっ て 、 リ モー ト で 、 分 か る よう に する こと 。 

「 こ の 人 は 、 と て も 機嫌 が 悪い で す 。 

あな た が 、 こ の 人 に 近づい た 場合 、 あ な た は 、 き っ と 、 と て も 酷い 
目 に 遭い ます |, 


03%, ЛЯ Виа“. 

そし て 、 そ の こと に つい て 、 素 知ら ぬ 顔 を し て いる こと 。 

その 事実 が 、 周 囲 の 人 々 に 対し て 、 ば れる こと 。 

そう し た こと が 起き る と 、 了 困る こと 。 

その 発生 に つい て 、 と て も 不安 で ある こと 。 

そう し た 内 心 を 、 ヘ へ ヘル メッ ト で 特別 に 感知 する こと 。 

その こと で 、 周 囲 の 人 々 が 、 以下 の 情報 を 、 リ モー ト の 状態 で 、 理 
解す る こと 。 

「 こ の 人 は 、 隠 れ て 悪い こと を し て いる 、 犯 混 者 で す ! 」 


脳 内 を 監視 する 情報 。 

GPS が も た ら す 位置 情報 。 

それ ら を 組み 合わ せ て 、 周 囲 の 人 々 に 対し て 、 以下 の よう な 通知 
を 、 行 うこ と 。 

「 悪 いこ と を し て 、 な お か つ 、 そ の こと を 、 隠 し た が っ て いる 人 。 
そう し た 悪人 が 、 こ の 町 内 に いま す ! | 

そう し た 情報 を 、 周 囲 の 人 々 に と っ て 、 麟 別 可能 に する こと 。 


人 助け を する 気持 ち 。 

平和 な 気持 ち 。 

そう し た 、 人 良い 考え の 持ち 主 。 

彼 が 、 そ うし た 良好 な 考え を 持っ て いる こと 。 

その こと を 、 彼 の 脳 活動 か ら 、 読 み 取 る こと 。 

そし て 、 周 囲 の 人 々 に 対し て 、 以下 の よう な 情報 を 通知 する こと 。 
「 こ の 人 は 、 危 険 人 物 で は あり ませ ん 。 

安心 し て 下さ い 。 

この 人 は 、 と て も 良い 考え の 持ち 主 で す ! 」 


その こと で 、 彼 の 元 に 、 民 心 や 善意 の ポイ ント が 、 貯 まる こと 。 
も し も 、 あ る 人 物 の 元 に に そう し た ポイ ント が 、 た くさ ん 貯まっ た 
場合 。 


その 人 物 に つい て 、 以下 の 通知 を 、 周 囲 の 人 々 に 対し て 、 行 うこ 
と 。 
「 そ の 人 物 は 、 人 徳 の 高い 聖者 で す 。 」 


脳 の 活動 を 監視 する ヘル メッ ト 。 

それ が 、 人 間 の 脳 内 の 心理 状態 を 測定 し 、 チ ェ ッ ク す る こと 。 
その こと で 、 そ れ が 、 人 間 の 内 心 の 監視 者 と し て 機能 する こと 。 
その 結果 、 そ れ が 、 人 間 に 対 し て 、 良 心 の 発生 を 促す よう に な る こ 
Cs 

その こと で 、 従 来 の 見 張り 役 で ある 神 が 要 ら な く な る こと 。 

その 結果 、 宗 教 も 要ら な く な る こと 。 


脑 科 学 DO 进展 。 
その こと で 、 人 間 は 、 神 と 宗教 を 、 克 服 す る こと が で きる 。 
それ は 、 一 種 の 科学 革命 で ある 。 


全て の 人 間 に 対 し て 、 ヘ へ ヘルメット 装着 を 義務 づけ る こと 。 

その 実現 に よっ て 、 以下 の こと が 可能 に な る 。 

ヘル メッ ト を 装着 し て いな いい 人間 。 

彼ら が そう し た 行動 を する こと 自体 、 以 下 の こ と の 表れ で ある こ 


と 。 

彼ら が 、 そ の 内 心 に お いて 悪意 を 抱い て いる こと 。 

その た め 、 彼ら は 、 そ の まま で は 、 ヘ へ ヘル メッ ト を 装着 する こと が 、 
で き な い こと 。 

彼ら は 、 そ うし た 行動 を 取る こと で 、 以下 の 事実 を 、 周 囲 の 人 々 に 


対し て 、 示 し て いる こと 。 
「 私 は 、 実 は 、 人 危険 人 物 で す ! | 
その よう に 、 彼 ら の 内 心 を 割り 出す こと 。 


その 場合 、 以 下 の こ と を 考慮 する 必要 が ある 。 

プラ イバシー と の 兼ね 合い 。 

個人 の 脳 の 活動 の 全て を 、 洗 いざ らい 、 外 部 に 対し て 、 ヘ へ ヘルメット 
EFA CARAT STE, 

それ は 、 プ ライ バシ ー の 侵害 を 引き 起こ す 。 


自分 の 内 心 の 考え が 、 皆 外部 に 漏れ て し まう こと 。 
その こと を 考え て 苦し む 、 統 合 失 調 症 の 患者 。 
彼ら が 抱え る 問題 と 同様 の 問題 。 

それ ら が 、 ヘ へ ヘル メッ ト 着 用 者 に 起き て し まう こと 。 
その こと が 、 十 分 に 予想 され る こと 。 


その た め 、 少 な く と も 、 予 め 、 以 下 の 内 容 を 実現 する こと 。 

ヘル メッ ト の 機能 を 、 当 初 は 、 以 下 の よ うな 内 容 へ と 、 絞 る こと 。 
個人 が 、 そ の 内 心 に 、 悪 意 を 抱い て いる こと 。 

その こと を 、 外 部 に 通知 し 、 摘 発する 機能 。 


そう し た 形 で 、 ヘ へ ヘルメット を 、 新た に 製作 する こと 。 


( 2008 年 9 月 初出 ) 
548 ТЕ 170 \. PARE, т, 


ЕЯ, UROLSREETHS. 
神経 系 が 活動 し て いる 状態 。 

神経 回 路上 を 通る 、 電 気 的 な イン バル ス 。 
それ ら の 発火 や 伝達 。 

それ ら の 集合 体 。 


塞 殊 に つい て は 、 以 下 の 内 容 が 実現 可能 で ある 。 


その 存在 を 、 個 別 の 神経 回 路 の 活動 へ と 、 バ ラバ ラ に 分 解 し て 、 考 
える こと 。 


その 点 、 以 下 の 内 容 の 主張 が 、 十 分 に 可能 で ある 。 


SRD. ЛИЕНСВ<, НЯНИ МЕС, BK 
在 す る こと 。 


例 。 

AFFYOLDREH., 

神経 系 が 、 彼 ら の 頭 部 に 、 内 蔵 さ れ て いる こと 。 

ФЕ, РОЖЕ С, М, BEICFETS TE, 


土 殊 が 、 人 間 だ け で な く 、 電 化 製品 一 般 に お いて 、 広 く 存 在 す る こ 
と 


例 。 

テレ ビ や パソ コン の よう な 、 電 化 製品 。 

それ ら の 内 部 に 存在 する 電気 回 路 の 上 を 、 電 流 が 生き て 通っ て 、 流 
れ て いる こと 。 

その 点 で は 、 そ れ ら も 、 電 源 が 入っ て いる 間 は 、 生 き て いる こと 。 
その 意味 で は 、 そ れ ら は 、 現 を 持っ て いる こと 。 


死ぬ と いう こと 。 

それ は 、 以下 の こと と 同一 で あぁ る 。 

神経 系 や 電気 系 統 。 

それ ら の 上 を 、 イ ン パ ルス や 電流 が 流れ な く な る こと 。 
それ ら を 内 蔵 す る 存在 の 内 部 に お いて 、 電 気 が 消 える こと 。 


電気 製品 は 、 そ の コン セン ト を 抜く 度 に 、 死 ぬ 。 
その 製品 に 、 内 蔵 バ ッ テ リ ー が 存在 する 場合 。 
その 内 蔵 バ ッ テ リ ー も 同時 に 抜く こと 。 

その こと で 、 そ の 製品 を 、 完 全 に 死亡 させ る こと 。 
Оф, TAIT CE, 

そう し た こと が 、 可 能 で ある 。 


動物 や 人 間 の 場合 。 

ENS ORBARICRAMESNECBSETE, 
それ ら の 脳 が 、 物 理 的 に 破壊 され る こと 。 

上 記 の いずれ か の 事象 が 、 発 生 す る こと 


その 結果 、 そ れ ら の 神経 系 が 不 活 性 化す る こと 


その こと で 、 そ れ ら の 内 部 に お いて 、 電 気 的 な イン パル ス が 伝達 し 


な く な る こと 。 
その 結果 、 そ れ ら が 、 准 た く な り 、 動 か な く な る こと 。 
その 時 点 で 、 そ れ ら が 、 死 ん だ こと に な る こと 。 


魂 は 、 電 気 的 な 存在 で ある こと 。 
生命 や 人 間 や 電化 製品 が 、 死 ん だ 場合 。 
魂 は 、 そ の 時 点 に お いて 、 そ の 場 で 消滅 する こと 


以下 の こと は 、 あ り 得 な い 。 

BED’. 独り で に 、 天 に 昇る こと 。 

その こと か ら 、 UFOCEMBAS. 

死後 の 世界 は 、 天 国 も 、 地 獄 も 、 共 に 存在 し な いこ と 。 


死ん だ 人 の 志 吹 は 、 ど こ に ある か ? 
それ は 、 ど こ に も 存在 し な い 。 
それ は 、 神 経 系 の 活動 の 停止 と 同時 に 、 そ の 場 で 消滅 し た 。 


死後 の 世界 の 存在 。 

その こと を 前 提 と し た 、 世 界 の 諸 宗 教 。 

それ ら は 、 以 下 の 内 容 へ と 、 改 め ら れる べき で ある 。 
死後 の 世界 を 存在 し な いも の と し た 、 現 世 完 結 の 内 容 。 


( 2008 年 9 月 初出 ) 


無 示 教 や 無神論 者 の 人 で も 救 わ れる こと 。 
の 実現 方 法 。 


無 宗教 者 。 
無神論 者 。 
彼ら は 、 以 下 の 行 為 を 、 日 々 実践 する 。 


他人 の 生存 の 役に立つ こと 。 
それ は 、 労 働 で も 何で も 良い 。 


無 宗教 者 。 
無神論 者 。 
彼ら は 、 以 下 の 内 容 を 、 日 記 や レシ ピ と し て 、 文 書 化 する 。 


(1) 
「 具体 的 に 、 こ うい うこ と を し た ら 、 他 の 人 の 役に立ち 、 喜 ば れ 


fe. J 
EDLESBTOIING, 


(2) 
「 こ れ は 、 人 が 生存 し て いく 上 で 、 重 要 で ある 。 
私 は 、 そ れ を 、 残 し た い 。 1 


その よう に 思う こと 。 
彼ら 自身 に お ける 、 そ うし た 信念 や 教訓 。 
(3) 
「 人 間 は 、 上 具体 的 に 。、 こ うい うこ と を し た ら 、 良 い 。 1 
そう し た 、 ビ ジネス 上 の ノウ ハウ 。 


(3-1) 
その 行為 は 、 他 人 に も 自分 に も 利益 に な る 。 


(3-2) 
= 01774, BADSS. 


(3-3) 
その 行為 は 、 社 会 的 に 害悪 を 生み 出さ な い 。 


無 宗教 者 。 
無神論 者 。 
彼ら は 、 上 記 の 文書 に つい て 、 以 下 の 行 為 を 実行 する 。 


C1) 
ENE, REBROBMBNFRAC, CVBASCE. 


(2) 

彼ら 自身 と 関係 の 深い 他 者 。 

彼ら 自身 に と っ て 、 思 い 入 れ の ある 、 組 織 や 、 集 団 。 

例 。 

企業 。 

官庁 。 

それ を 、 そ れ ら の 構成 員 に よっ て 、 代 々 受け 継い で も ら う こと 。 


(3) 

後世 に デー タ を 残し て くれ る 、 信 頼 の 買 け る 機関 や 施設 。 
例 。 

日 本 の 国立 国会 図書 館 。 

それ を 、 そ れ ら の 存在 へ と 送付 し て 、 後 世に 残す こと 。 


その 人 は 、 例 え 、 無 宗教 者 や 無神論 者 で あっ て も 、 後 世 の 社 会 か ら 
讃え られ 、 救 われ る 。 

彼ら 自身 の 考え や 、 創 意 工 夫 や ノウ 八 ウ 。 

それ ら が 、 後 世に ずっ と 残り 続け る こと 。 

それ は 、 半 ば 、 以下 の こ と と 、 同 じ こ と に な る 。 


無 款 教 者 や 無神論 者 。 


彼ら は 、 そ うし て 、 救 われ る 。 
彼ら は 、 そ うし て 、 天 国 に 行っ た こと と 同じ 効果 を 、 得 る 。 


( 2014 年 4 月 初出 ) 


全て の 神 は 、 人 造 神 で ある 。 


ЗС, ЖФ, 
それ ら は 、 全 て 人 が 考え 出し た も の で ある 。 
それ ら は 、 人 間 の 知能 の 枠 内 を 、 出 て いな い 。 


その 点 、 そ れ ら 、 宗 教 の 神 は 、 皆 、 人 造 神 と 呼べ る 。 


それ ら の 神 は 、 総 じ て 、 人 間 臭 いも の に 転化 せ ざ る を 得 な い 。 
それ ら の 神 は 、 人 間 の 作成 物 の 範 晶 を 、 出 て いな い 。 


( 2014 年 4 月 初出 ) 


大 自然 は 、 人 格 を 持た な い 。 それ は 、 神 に は 
な り 得 な い 。 


大 自然 の 猛威 。 
それ ら は 、 人 間 側 の 事情 を 一 切 考慮 せ ず に 、 人 間 を ひたすら 翻弄 す 
る 。 


大 自然 は 、 そ も そ も 、 人 格 を 持た な い 、 物 理化 学 的 な 存在 で ある 。 
それ ら は 、 人 格 を 持つ 神 と は 無 繧 の 存在 で ある 。 


人 間 は 、 大 自然 を 、 あ た か も 天 の 神 で ある か の よう に 、 人 格 化 し て 
きた 。 


人 間 は 、 大 自然 を 、 何 と か 、 以下 の 存在 へ と 、 転 化 さ せよ うと し て 
きた 。 


彼ら 自身 と 、 対 話 で きる 存在 。 
人 間 は 、 大 自然 に つい て 、 以下 の よう に 思い 込 も うと し て きた 。 


「 大 自然 は 、 私 た ちと 、 対 話し て くれ る 。」 
し か し 、 そ れ ら の 試み は 、 ほ と ん ど 意 味 が 無い 。 
仮に 、 人 間 が 、 大 自然 の 産物 を 、 顕 徴 鏡 な ど で 、 い じ っ て 分 析 し 
TEL AM, THCMOTSMRE, BEcLatces. 
それ は 、 正 に 、 以下 の よ うに 呼ぶ こと が 、 出 来る 。 

「 大 自然 と 人 間 と の 、 真 の 対話 。 」 


( 2014 年 4 月 初出 ) 


本 当 の 聖人 。 


ある 人 間 を 救う 存在 は 、 他 の 人 間 で ある 。 
それ は 、 神 みた いな 作り 物 の 存在 で は 無い 。 


現世 は 、 救 い の 無い 社会 で す 。 
だ か ら 、 あ な た は 、 私 の こと を 、 何 と か 救っ て 下さ い 。 


その よう に 、 人 造 神 に 祈る だ け で ある こと 。 
それ で は 、 そ の 人 は 、 本 当 の 聖人 に は な れ な い 。 


「 現 世 が 、 ど うし た ら 、 救 い の 得 ら れる 社会 に な る の か ? 」 
その ノウ 人 ハウ を 、 自 ら 試 行 錯誤 し て 生み 出す こと 。 

その 内 容 を 、 彼 自身 の 人 生 に お いて 、 実 践 する こと 。 

そう し た 行為 の 実践 者 。 

彼 こ そ が 、 本 当 の 聖人 で ある 。 


その 調 説 は 、 例 え 、 彼 自身 が 、 ど の 宗教 に 属さ な い 場 合 で も 、 彼 自 
身 に 対し て 、 当 て は まる 。 


(201445 初出 ) 


ЛИФТ, TR. IMTS. 


ЛФЕЯ, 
その 実体 は 、 脳 の ニュ ー ロ ン 和 群 の 電気 発火 活動 の 集まり 、 で ある 。 


心臓 が 停 凸 する こと 。 

その こと で 、 脳 に 酸素 が 行か な く な る こと 。 

その 結 果 、 脳 の ニュ ー ロ ン 群 や 、 神 縦 細 胞 群 は 、 発 火 に 必要 な エネ 
ルギー を 、 断 た れる 。 

それ ら は 、 発 火 す る こと を 、 停 止 し て 行く 。 

それ ら は 、 最 後に は 、 ど の 細胞 も 発火 し な く な り 、 死 ん で し まう ろう 。 


その 時 点 で 、 人 間 の 填 殊 は 、 ど こ に も 行か ず に 、 そ の 人 の 脳 の 中 で 
BRS 5. 

FEATEAO BAL, КЕННИ, 

天国 や 地獄 。 

それ ら は 、 以 下 の よ うな 時 代 に お いて 、 人 間 が 勝手 に 創り 出し た 概 
BITE, 

脳 の 中 の ニュ ー ロ ン 和 群 の 働き 。 

それ ら が 、 一般 的 に 、 知 られ て いな か っ た 時 代 。 


Е ЕЕНАЖЬФНСФЬ, 
(201445 初出 ) 
神 を 信じ な く て も 、 久 は 当たら な い 。 


神 を 信じ な く て も 、 信 は 当たら な い 。 
神 は 、 そ も そ も 、 以下 の よう な 存在 で ある 。 


人 間 が 作り 出し た 、 実 体 の 無い 存在 。 
神 は 、 存 在 し な い 。 
その た め 、 以下 の 事象 の 発生 は 、 あ り 得 な い 。 


神 が 、 何 ら か の 働き を 、 人 間 に 対 し て 、 も た ら す こと 。 


むし ろ 問 題 な の は 、 以下 の 人 々 に よる 、 以下 の 行為 で ある 。 
宗教 を 信ずる こと で 、 有 既得 権益 を 得 て い る 人 々 。 
彼ら に よる 、 神 を 信じ な い 人 に 対す る 、 攻 撃 。 
彼ら に よる 、 神 を 信じ な い 人 に 対す る 、 援 助 の 打ち 切り 。 


これ が 、 以下 の こと の 正体 で ある 。 
「 人 は 、 神 を 倍 じ な いと 、 久 が 当たる 。 」 


( 2014 年 4 月 初出 ) 


精神 病 と し て の 宗教 債 仰 。 精 神 科 医 と し て の 
無神論 
精神 病 上 L 屏 DO 宗 教 信仰 。 


ЕС, (ECHCSTOALH, BETS. 
彼ら は 、 以 下 の 形 で 、 一 生 を 過ごす 。 


全く 治癒 し な いい 状態 を その まま 持続 させ る こと 。 
精神 病 者 と し て の 、 宗 教 信 仰 者 。 


彼ら は 、 以 下 の よ うな 説明 を 、 真 面目 に 倍 じ る 。 
客観 的 な 現実 や 真実 に そぐわ な い 、 ま が い 物 の 説明 。 


彼ら は 、 頼 れる 存在 を 、 勝 手 に 考え 出す 。 
彼ら は 、 そ うし た 存在 を 、 勝 手 に 倍 仰 する 。 
そう し た 存在 は 、 架 室 で ある 。 
その 実在 は 、 不 可能 で ある 。 


彼ら は 、 頼 れる 存在 が 、 と て も 欲し い 。 
彼ら は 、 そ の 確保 を 最 優 先 す る 。 


彼ら は 、 上 真実 と 向き 合う こと を 避け る 。 


その 真実 。 
それ は 、 以下 で あぁ る 。 


頼れ る 、 大 いな る 存在 。 

絶対 者 。 

神 。 

それ は 、 そ も そ も 実 在 不可 能 で ある 。 


頼れ る 祖先 。 
それ は 、 も う 地 球 上 か ら 消 滅 し て いる 。 
それ は 、 何 も 力 を 持た な い 。 


頼れ る 現 人 神 。 
それ は 、 結 局 は 、 無 力 な 人 間 で ある 。 


人 々 は 、 同 じ 倍 仰 対 象 を 持つ 者 同士 で 、 連 帯 し 、 相 互 扶助 する 。 
宗教 を 信仰 し な い 者 は 、 そ の 場 か ら 追 いり 出さ れ 、 孤 立 し 、 生 き て い 
けなし 1。 


彼ら は 、 違 う 信 仰 を 持つ 者 同士 で 、 攻 撃 し 合う 。 
宗教 戦争 は 、 人 々 の 間 で 、 絶 え ず 勃発 し て いる 。 


彼ら は 、 以 下 の 視 点 を 、 欠 いて いる 。 
合理 性 。 

客観 性 。 

理性 。 

В S 

大 局 的 な 視点 。 


その こと は 、 以 下 の 事実 の 、 動 か ぬ 証 拠 で ある 。 


彼ら が 、 精 神 病 で ある こと 。 


この 精神 病 を 治癒 させ る 治療 法 。 
それ は 、 今 の と ころ 、 存 在 し な い 。 


この 精神 病 に は 、 万 人 が 確 患 す る 。 

この 精神 病 に お いて は 、 和 確 患 し て いる 状態 が 、 普 通 で ある 。 
この 精神 病 に お いて 、 治 瓶 す る こと は 、 異 常 で ある 。 
СЕРА, AMLTEETS. 

する と 、 彼 は 、 人 間 社 会 か ら 、 異 常 者 扱い され る 。 

彼 は 、 多 数 流 の 精神 病 者 か ら 、 社 会 追放 の 迫害 を 受け る 。 


この 精神 病 か ら 、 無 事 に 治癒 し た 者 。 
それ は 、 無 神 論 者 で ある 。 


世界 中 に 、 無 神 論者 の 共同 体 が 、 必 要 で ある 。 

無神論 者 は 、 も っ と 社会 的 な 力 を 持つ べき で ある 。 

無神論 者 は 、 以 下 の よ うな 存在 と し て 、 社 会 的 に 活躍 すべ き で あ 
る 。 


人 々 を 宗教 か ら 治癒 させ る 、 精 神 科 医 。 

無神論 者 は 、 精 神 科 医 と し て 、 以 下 の 方 法 を 、 一 刻 も 早く 探し 出す 
べき で ある 。 

精神 病 と し て の 宗教 を 、 治 療 する 方 法 。 


それ は 、 以下 の 存在 を 、 人 々 に 向け て 提案 する こと で ある 。 
合理 的 で 、 科 学 的 な 、 実 症 可 能 な 、 頼 れる 存在 。 


その アイ デア の 種 は 、 以 下 の 学 説 の 中 に 、 存 在 す る 。 

遺伝 学 。 

神经 科学 。 

無神論 者 は 、 精 神 科 医 に よる 処方 箋 と し て 、 以下 の こと を 行う べき 
で ある 。 

遺伝 学 と 、 神 経 科 学 。 

その 両者 を 、 社 会 に 対し て 、 徹 底 的 に 普及 させ る こと 。 
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頼れ る 存在 に 対す る 依頼 心 。 
無神論 者 は 、 そ れ を 、 必 死に 研究 すべ き で ある 。 


死後 の 魂 の 救済 。 

それ に つい て の 、 合 理 的 な 説明 。 

その 内 容 を 考え る こと 。 

それ も 、 上 記 の 治療 の 一 環 と し て 、 必 要 で ある 。 


MIS, PRO GMMEIET SC. HATS. 
死後 の 天国 は 、 そ も そ も 存 在 し な い ,。 


人 々 は 、 以 下 の 内 容 に 関し て 、 と て も 心配 で ある 。 
「 私 自身 は 、 死 ぬ と 、 ど うな る の か ? 1 


ФЕ. ЛЧ ZOTEITDIIT, —- С. ASL SOR 
明 を 付け た が る 。 

人 々 は 、 そ うし た 説明 を 、 あ た か も 酸素 の よう に 、 必 死に な っ て 、 
欲し が る 。 


死後 の 天国 を 、 欲 し が る こと 。 
それ 自体 が 、 精 神 病 の 症状 で ある 。 
それ は 、 以下 の 症状 と 、 同 種 で ある 。 


例 。 
糖分 を 必死 に な っ て 欲し が る 、 糖 尿 病 患者 。 
そう し た 症状 。 


宗教 D 信 仰 。 

AMHE TIL, EOMMCHLT. AAMEBULTUS. 
ЛЕНЕ, ВОС, BPBRIISENS., 
な の で 、 宗 教 は 、 社 会 的 に 問題 に な ら な い 。 

それ だ け の こと で ある 。 

TAO EMS, te OIA CHS. 

PAOD MS, GHB PRaAtts RUVTUS. 

それ は 、 社 会 的 に 有害 で ある 。 

それ は 、 精 神 病 で ある 。 


(202085 初出 ) 


ОЖ, 


Blt, UROLISBEETHS. 

生前 の その 人 や その 家族 の 行い 。 

それ ら を 、 後 世に 残す こと 。 

その た め の 一 環 と し て の 、 物 質 的 な モニ ュ メ ント 。 


ЛЕВОЕ, ЛЬ, ФН, ATS. 
例え ば 、 以 下 の よ うに 、 考 える こと 
г, ご 先祖 様 の 霊 が 宿っ て いる 。 г 


それ は 、 普 通 に 考え て 、 あ り 得 な い 、 頭 の 悪い 考え 方 で ある 。 


ご 先祖 様 の 人 骨 を 、 保 存 し て お く こ と 。 

そう し て 、 そ れ を 、 後 で DNA 解 析 す る こと 。 

その 結果 、 予 想 外 の 有効 な 遺伝 子 が 、 発 見 され る こと 。 
そう し た 可能 性 は 、 あ り 得 る 。 


た だ し 、 そ の 場合 、 以 下 の こ と を 考慮 する 必要 が ある 。 
人 骨 は 、 ИЕ С С. 
АЯ 何 も 出 て 来 な いこ と 。 

"RIA. 4 

それ は 、 考 えて も 、 意味 が 無い こと 。 

以下 の こと を 、 和 実現 する こと 

Blt, ZOKOICHS. 


C1) 
生前 の その 人 を 、 も つう 一 度 思 い 出 すこ と 


ENADC Ce, WBSOMROIC, МЫЧФСЕ. 
>С. ECOADCES, SCE, 


(2) 
そう する こと で 、 慕 参り し た 人 が 、 以下 の 内 容 を 思い 出す こと 。 
故人 の 残し た 、 人 間 が 生き て いく 上 で 有効 な 、 教 訓 。 


(3) 
そう する こと で 、 墓 参り し た 人 が 、 以 下 の 内 容 を 、 頭 の 中 で 活性 化 
させ る こと 。 


故人 の 残し た 、 生 活 上 の ノウ 人 ハウ や 、 仕 事 上 の ノウ 人 ハウ 


(4) 
そう する こと で 、 慕 参り し た 人 に 対し て 、 以下 の 内 容 を 与え る こ 


と 。 

生き る 勇気 や 知恵 。 

な の で 、 仮 に 、 関 係 者 の 誰か が 、 墓 に 対し て 、 以 下 の 仕組 み を 、 構 
築 し て お いた 、 と する 。 

そう し た 故人 の 教 赤 を 、 一 緒 に 記録 する こと 。 

その こと で 、 そ の 内 容 を 、 随 時 、 閲 覧 で きる よう に し て お く こ と 。 
TSC, Ald, MMHlo, BEBITSLIDICRSES5. 


(201445 初出 ) 


ABS, НЫ, FELICE. 
AHO ER, 

脳神経 系 の 電気 活動 

それ ら は 、 人 間 が 死ぬ と 、 停 止 する 。 

それ ら は 、 そ の まま 消滅 する 。 

その た め 、 人 間 に お いて 、 死 後 の 世 界 は 、 存 在 し な い 。 


な の で 、 天 国 も 、 地 獄 も 、 存 在 し な い 。 


ある 人 間 の 死後 、 存 在 し 続け る も の 。 
それ は 、 以下 の 内 容 だ け で ある 。 


C1) 
その 人 が セッ クス し て 生み 育て た 遣 伝 的 な 複製 。 
BHF AES 


(2) 
EOKOMICHF ATES 


(2-1) 
その 人 が 生前 に 、 他 人 に 対し て 伝え た 、 各 種 の ノウ 八 ウ 。 


(2-2) 
その 人 の 生前 の 動向 を 記録 し た 、 ド キュ メン ト 。 


У. ЛЗ, ABS, НАС, ПВ, 
LAL, ФАСЕЯ ИЗ 以下 の 通り に な る 。 


C1) 
HOEADLMOSH. 
それ が 記録 され て 、 後 世に 伝わる こと 。 


(2-1) 

それ に より 、 そ の 人 が 、 後 世に お いて 、 良 い 行為 を し た 人 だ と し 
<. ВАБИЬСЕ. 

その 場合 。 そ の 人 は 、 天 国 に 行っ た こと と 同等 の 状態 に な る 。 
(2-2) 

それ に より 、 そ の 人 が 、 後 世に お いて 、 憎 悪 や 抹消 の 対象 に な る こ 
“о 

その 場合 、 そ の 人 は 、 地 獄 に 行っ た こと と 同等 の 状態 に な る 。 


( 2014 年 4 月 初出 ) 


無神論 や 無 宗教 の 主張 。 そ れ は 、 脳 神経 科学 


に 基づい て 行え ば 、 展 い 。 


=e 


神 や 宗教 の 概念 。 

それ ら を 、 人 間 が 発明 し た こと 。 

その 際 、 脳 神 終 科学 は ほとん ど 発 達し て いな か っ た 。 

その た め 、 脳 の 中 は 、 ブ ラッ クボ ックス と 同じ 状態 で あっ た 。 


その た め 、 人 間 は 、 以 下 の よ うに 、 勝 手 に 解釈 し 、 想 像 し た 。 
левое, ЕМС С 


ее ФЕЯ SADSRIIHTCE 
АЗ, КЕ CLICHE СНС С. 


現在 、 急 速 に 研究 Ee 
それ ら の 知見 か ら は 、 以 下 の こ と が 詩 


zoe Diath, 

それ ら の 実体 は 、 以 下 の 通 り で ある 。 

脳 の 中 の 神経 細胞 同士 が 形成 し た 、 神 縦 回 路 綱 。 

その 中 で 発生 する 、 イ ン パ ルス や 発火 。 

それ ら が 引き 起こ す 、 神 経 細 胞 間 に お ける 、 伝 達 現 象 。 


それ は 、 電 気 現象 の 一 種 で ある 。 


人 間 の 脳 は 、 以 下 の 存 在 と 、 同 じ で ある 。 
テレ ビ 。 
それ は 、 電 源 コ ン セ ント を 抜く と 、 画 面 が 消え て し まう こと 。 


脳 に 対し て 、 酸 率 が 送ら れ な く な る こと 。 

脳 が 破損 する こと 

仮に 、 そ れ ら の 事象 が 、 発 生 し た 、 と する 。 
する と 、 以下 の 事象 が 発生 する 。 

神経 回 路 網 が 、 死 ん だ り 、 破 壊さ れ た りす る こと 


C1) 
それ は 、 脳 死に な る 。 


(2) 
それ は 、 以 下 の 事 象 の 発生 に つなが る 。 
人 格 や 記憶 な どの 精神 現象 の 変化 。 


Е 

それ は 、 脳 神経 系 の 活動 その も の で ある 。 

人 間 が 死ぬ こと 。 

その こと で 、 脳 の 神経 細胞 が 死 潤 し て 、 発 火 し な く な る こと 。 
する と 、 寺 殊 は 、 ち ょ うど 電源 を 切っ た テレ ビ の よう に 、 そ の 場 で 
消滅 する こと 。 

АЗ. 5, АОИ, 


3. SAD SIS, RIWCAL, 

29 Ce, 

その た め に は 、 以下 の 行為 を 実行 する し か な い 。 

MRI の よう な 機械 を 、 経 由 さ せる こと 。 

その こと で 、 そ の 活動 状態 を 、 外 部 へ と コピ ー す る こと 。 


И ЕР, SAECHS. 

AB PH. 

それ ら の 存在 場所 は 、 遠 く 離 れ た 、 ど こ か の 室 間 が 、 想 定 さ れる 。 
窒 吹 は 、 そ うし た 遠隔 地 の 天 国 や 地獄 へ と 行く 手段 や 方 法 を 、 持 た 
な い 。 

その こと は 、 例 え 、 天 国 や 地獄 が 存在 し た と し て も 、 そ の よう に な 
る 。 


ABP Hela. 

それ ら は 、 以下 の よう な 存在 で ある 。 

地球 上 や 宇宙 上 の どこ か ら で も 、 便 利 に アク セス で きる 、 ク ラウ ド 
サー ビス 。 

それ は 、 も し も 、 そ れ ら が 、 和 存在 すれ ば 、 そ うな る 。 

し か し 、 考 殊 は 、 そ の 場所 へ は 、 飛 ん で 行く こと が 出来 な い 。 
その た め 、 結局 、 そ れ ら は 、 存 在 し な い 。 


も し も 、 今 後 、 仮 に 、 以 下 の 内 容 の 装 買 が 出来 た 、 と する 。 
それ は 、 以下 の よう な 存在 に な る 。 

人 造 の 天国 。 

人 造 の 地獄 。 

人 間 の 脳 の 神経 回 路 網 。 


それ ら の 内 容 を 、 外 部 へ と 、 コ ピー する こと 。 

そし て 、 そ の コピ ー デ ー タ を 、 ク ラウ ドサ ービス 上 に 置く こと 。 
ELT, FOHSORLELA, FIETSTE, 

それ ら の 動作 を 、 一 通り 実行 する こと 。 

そう し て 、 最 終 目 標 の 達成 に 成功 する こと 。 

そう し た 一 連 の 動き を 行う 、 装 置 。 


BARD 5 м (ЕЕ, 

ХЕ. 

Я. 

それ ら は 、 現 状 で は 、 い ずれ も 、 存 在 し 得 な い 。 


また 、 人 間 の 脳 と 、 他 の 生物 の 脳 と を 、 比 較 し た 場合 。 
それ ら は 、 発 達 部 位 の 点 で は 、 異 な っ て いる 。 
し か し 、 そ れ ら は 、 基 本 的 な 作り の 点 に お いて 、 共 通 性 が 多い 。 


これ は 、 以下 の 説明 に よっ て 、 解 釈 を する こと が 、 出 来る 。 

同じ 起源 を 持つ 、 生 体 。 

元 は 単純 な 作り だ っ た 、 生 体 。 

それ ら が 、 突 然 変 異 を 繰り 返す こと 。 

それ ら が 、 そ の こと で 、 次 第 に 、 別 々 の 、 複 維 で 多様 な 種類 に な っ 
て きた こと 。 


人 間 の 脳 の 生成 。 

それ が 、 創 造 主 の 神 に よっ て 、 作 られ た こと 。 

その よう に 主張 する こと 。 

そう し た 主張 は 、 以下 の 説明 に 比べ て 、 説 明 の 手間 の 大 き さ や 、 実 
証 性 に お いて 、 大 きく 劣る 。 

遺伝 学 に よる 説明 。 

それ は 、 生 命 が 持 つ 、 貴 伝 的 な メカ ニズム に よっ て 、 作 られ た こ 
と 。 


Е 

その 存在 は 、 以 下 の こ と を し な く て も 、 特 に 問題 な く 、 説 明 し 、 解 
釈 す る こと が 、 で きる 。 

以下 の 存在 を 、 持 ち 出 すこ と 。 

神 の よう な 、 創 造 主 。 


それ は 、 以下 の こ と を 示す 。 


神 の 概 意 。 

それ は 、 も は や 不要 に な っ て いる こと 。 

例 。 

ヤ 八 ウェ 。 

それ は 、 人 間 が 、 彼 自身 の 頭 の 中 に お いて 、 勝 手 に 生み 出し た 、 父 
親代わり の 、 便 利 な 人 造 の 神 で ある 。 

それ は 、 脳 の 中 身 が 分 か ら な か っ た 時 代 に お いて は 、 沢 山 活用 され 
て きた 。 

脳 の 解明 が 更に 進む こと 。 

そう し た 未来 が 、 実 現さ れる こと 。 

その 時 、 HOS, tO Pi ВА STEAD, 


神 。 

宗教 。 

それ ら の 存在 。 

それ は 、 以下 の 事象 の 進展 に よっ て 、 消 され 、 否 定 さ れる 。 
脳神経 科学 。 

遺伝 学 。 


それ ら の 発達 。 
( 2014 年 4 月 初出 ) 


生物 や 人 間 に と っ て 、 最 も 大 切な こと 。 


彼ら 自身 の 生き た 証拠 。 

それ ら が 、 後 世に 残る こと 。 

その こと は 、 和 生物 や 、 そ の 一 種 の 人 間 に と っ て 、 最 も 大 切な こと で 
ある 。 


それ ら は 、 以下 の よ うに 分 類 さ れる 。 

彼ら 自身 が 生成 し た 、 生 きた 生体 と し て の 、 子 供 や 孫 。 
彼ら 自身 の 遺伝 子 の コピ ー。 

図書 館 な ど で 保 存 さ れる 、 彼 ら 自身 に よる 自筆 の 原稿 。 
彼ら 自身 の 文化 的 コピ ー。 


報道 機関 の ニュ ー ス 記録 。 
彼ら 自身 が 、 カ メラ を 利用 し て 撮影 し た 、 映 像 記録 。 


イベ ント の コピ ー。 


隐 通 者 。 

VECBIDA, 

彼ら も 、 以下 の 行為 を 実行 する こと で 、 彼 ら 自 身 の 生 きた 証拠 を 、 
後世 に 残せ る こと 。 

彼ら 自身 の 思索 を 記録 に 残し 、 そ の 内 容 を 、 文 書 保存 機 闘 に 対し 
て 、 送 付す る こと 。 


死後 の 世界 が 存在 する こと 。 

その よう に 考え る 思想 。 

宗教 。 

それ は 、 人 々 に よる 以下 の 行為 (1 ) を 、 以下 の 言説 ( 2 ) の 主張 
«><, MBUTINS. 


人 々 が 、 彼 ら 自身 が 生き て いる 間 に 、 彼 ら 自 身 が 生き た 証拠 を 、 作 
る こと 。 
「 現 世 よ り も 、 来 世 を 、 よ り 重 視 せ よ 。 」 


それ は 、 人 々 の 人 生 に お ける 幸せ の 実現 に と っ て 、 大 き な 問 題 で あ 
る 。 


( 2014 年 4 月 初出 ) 


生物 の 脳 と 、 人 間 の 脳 は 、 共 通 で ある こと 。 


解剖 図 を 観察 する こと 。 

生物 の 脳 。 

人 間 の 脳 。 

その 両者 の 間 に お いて 、 本 質 的 な 違い は 、 見 られ な いこ と 。 
その 両者 は 、 同 型 で ある こと 。 


例 。 


イル カ 。 


人 間 の 脳 。 

それ は 、 生 物 の 脳 の 一 種 で ある 。 

人 間 を 、 他 の 生物 と の 間 で 、 そ の 出来 栄え の 点 に お いて 、 一 線 を 引 
く こ と 。 

それ は 、 困 難 で ある 。 


人 間 だ け を 特別 扱い し 、 選 民 扱 いす る こと 
そう し た 、 既存 の 、 宗 教 や 人 造 神 。 

例 。 

キリ スト 教 。 

それ ら は 、 そ の こと だ け で 、 茎 に 間違っ て いる 。 


( 2014 年 4 月 初出 ) 


善行 を 行う 存在 。 そ れ は 、 救 われ る 必要 が あ 
the 
善行 を 行う 人 々 。 


彼ら に と っ て 、 以下 の 内 容 の 実現 が 、 必 要 で ある 。 
彼ら 自身 が 、 何 ら か の 手段 に よっ て 、 救 われ る こと 。 


悪行 を 行う 人 々 。 
彼ら に と っ て 、 以下 の 内 容 の 実現 が 、 必 要 で ある 。 
彼ら 自身 が 、 何 ら か の 手段 に よっ て 、 久 せら れる こと 。 


ИБ, НОВИН. 
以下 の 事象 が 発生 する 。 
人 間 社 会 の モラ ル が 崩壊 する こと 


人 間 の 脳 の 中 の 状態 。 

その 実態 は 、 現 状 で は 、 簡 単 な 内 容 し か 、 分 か ら な い 。 
その た め 、 以下 の 内 容 が 、 外 部 か ら は 、 麟 断 で き な い こと 。 
誰が 、 本 当 の 善人 な の か ? 

誰が 、 本 当 の 悪人 な の か ? 

この 問題 を 解決 する こと 。 


人 間 は 、 そ の 実現 の た め に 、 以下 の 概 訪 を 、 考 え 出 し た 。 
人 造 O 概 念 = L TO, 神 ФЕ. 


ЧН, BITSITSAS, ШЕЯ С С. 
神 は 、 悪 行 を 行う 人 を 、 常 に 監視 する こと 


人 間 は 、 以 下 の 内 容 を 実現 し よう と し た 。 
人 々 の 考え を 、 そ うし た 方 向 へ と 、 持 っ て 行く こと 。 
そう し て 、 一 人 一 人 の 個人 の 行動 を 、 コ ント ロー ル す る こと 


し か し 、 仮 に 、 以 下 の 事 象 が 起き た 、 と する 。 
脳 ス キャ ン の 技術 が 、 進 歩 す る こと 
その こと で 、 以下 の 内 容 が 、 観察 可能 に な る こと 。 


人 0 善意 。 
人 の 悪意 。 
それ ら の 、 脳 に お ける 、 和 存在 部 位 。 
それ ら の 、 脳 に お ける 、 活 動 状態 。 


EN5QOARM, FILE. 
上 記 の 、' 神 に よる 見 張り けり ' と いう 考え 。 
それ ら は 、 人 不要 に な る 。 


善行 を 行う 、 チ ン パ ンジ ー や イル カ 。 
彼ら が 、 救 われ る こと 。 
その 実現 が 、 必 要 で ある 。 


=, 

彼ら が 、 救 われ る こと 。 

その 実現 が 、 必 要 で ある 。 

生物 の 脳 。 

それ ら が 、 善 意 や 悪意 の 機能 を 、 持 っ て いる こと 。 

それ ら の 仕組 み は 、 種 に よっ て 、 単 人 印 だ っ た り 、 複 稚 だ っ た りす る 
こと 。 

そう し た 可能 性 は 、 大 い に あ り 得 る 


それ に つい て は 、 以下 の 行為 は 不要 で ある 。 

神 の 概 訪 を 、 持 ち 出 すこ と 。 

それ に つい て は 、 以 下 の 行 為 が 実行 され れ ば 、 そ れ だ け で 十分 で あ 
る 。 


BMAF VY, 

そう し た 日 が 、 近 い 和 将来 、 到 来 す る 。 

その こと は 、 以下 の 点 に お いて 、 人 間 よ けり も 、 よ り 早 く 実 現 可 能 で 
ある 。 

それ ら の 脳 が 、 単 鈍 で ある こと 。 

それ ら の 仕組 み が 、 分 か りや すい こと 。 
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人 間 が 、 神 が 存在 し な いい 条件 下 で 、 ЕТ) 
る こと 。 その よう に 持っ て いく 方 法 。 その 確 
立 。 それ が 必要 で ある こと 。 


親切 で 良い 人 。 
それ を 、 神 の 存在 無し で 、 生 み 出 すこ と 。 
それ が 、 人 間 社 会 に と っ て 、 必 要 で ある 。 


従来 、 宗 教 者 や 、 宗 教 の 信者 の 中 に お いて は 、 以下 の 理由 で 入信 す 
BAM, ЕЕ. 


既存 の 信者 の 振る 舞い 。 

それ が 、 親 切 で 、 良 心 的 で あっ た こと 。 

一 般 人 が 、 そ の こと に 対し て 、 感 銘 を 受け た こと 。 

その 宗教 に お ける 、 詳 し い 教 義 。 

—RAIZ, ZONBA, RK ASAD OE. 

LAL. Л AIEEDKSR, ВЕНЕ НЕС СС, 
感動 的 に な っ た 。 

彼ら は 、 そ うし た 感情 に 基づい て 、 積 極 的 な 態度 で 、 そ の 宗教 に 、 
入信 し た 。 


宗教 者 や 信者 。 

彼ら が 、 善 行 を する こと 。 

そこ で は 、 往 々 に し て 、 以下 の 事象 が 多く 発生 し て いる 。 
彼ら の 間 に お いて 、 以 下 の 意 識 が 後ろ に 存在 する こと 。 


ある 人 が 、 良 いこ と を し て いる か どう か ? その 行動 の 内 容 を 、 神 が 


常に 見 張っ て いる こと 。 
その 人 が 、 良 いこ と を し な い 場 合 。 
その 人 は 、 死 後に お いて 、 天 国 に 行く こと が 出来 な いこ と 。 


そう し た 考え 方 は 、 以 下 の 傾向 を 持つ 。 


彼ら は 、 以 下 の よ うに 考え る 。 
「 私 は 、 神 に よっ て 、 常 に 見 張ら れ て いる 。 
な の で 、 私 は 、 神 の 機嫌 を 取る た め に 、 良 いこ と を し よう 。 1 


その 考え は 、 他 律 的 で ある 。 


彼ら は 、 以 下 の よ うに 考え る 。 

「 私 は 、 死 後 、 天 国 で 、 永 久 に 、 良 い 思 い を し た い 。 |1 
その 考え は 、 以下 の 内 容 に 該当 する 。 

快楽 主義 。 

その 表向き の 隠 べ い 。 


彼ら は 、 以 下 の よ うに 考え て いる 訳 で は 無 さ そう で ある 。 
心 の 底 か ら 、 善 行 を し た いと 考え て いる こと 。 
そう し た 確固 た る 意思 に 基づい て 、 善 行 を し て いる こと 。 


善行 を 生み 出す 人 。 

そう し た 存在 が 、 社 会 的 に 必須 で ある こと 。 

その こと は 、 以下 の 点 に お いて 、 放 けら れ な いこ と 。 
人 間 社 会 の 日 々 の 営み 。 

それ は 、 彼 ら の 努力 に 、 か か っ て いる こと 。 


し か し 、 人 間 は 、 本 当 は 、 以下 の よう な 仕組 み を 、 そ ろ そ ろ 作 る べ ベ べ 
= СИЕ? 


人 々 が 、 自 発 的 に 、 普 行 を 実行 出来 る こと 。 

その よう に 、 人 々 の 気持 ち を 、 後 押し する こと 

その た め の 、 社 会 的 な 仕組 み 。 

その 実現 に お いて 、 以下 の 概 念 を 、 一 切 、 持 ち 出 さ な い で 、 済 ませ 
る こと 。 

神 。 

その こと で 、 人 々 を 、 以下 の 観 訪 か ら 、 解 放す る こと 
神 に よる 監視 。 


со, ФЛ ICM SBF. 

その 場 に お いて 、 神 が 、 死 後 の 人 々 を 、 以下 の 目的 の た め に 、 一 方 
Nic, BBWC. BaloSce, 

天国 へ の 入所 。 

ФЕВ. 

そう し た 入所 者 が 、 天 国 に お いて 、 永 遠 の 快楽 を 入手 する こと 。 
彼ら が 、 そ れ を 、 特権 的 に 、 享 受 し 続け る こと 。 

そう し た 、 快 適 な 生活 の 永続 。 

その 将来 的 な 実現 。 

その た め に は 、 人 生 に お いて 、 善 行 を 沢山 行う こと が 、 必 要 な こ 


と 。 

人 々 が 、 現 世 の 暮 らし に お いて 、 そ うし た ハイ クラ ス な 生活 の 実現 
に つい て 、 憧れ る こと 。 

人 々 が 、 そ の た め に 、 現 世に お いて 、 神 に 迎合 する 形 で 、 偽 善 的 
に 、 善行 に 励む こと 。 


そう し て 、 以下 の 内 容 を 、 実 現す る こと 。 
ЛУ. 

その 自発 的 な 発生 。 

その 実現 を 促す 、 社 会 的 な 仕組 み 。 

それ が 、 宗 教 よ り も 、 よ り 優 れ た 効能 を 、 保 有する こと 。 
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神 や 宗教 無し で 、 人 々 に 対し て 、 災 行 を 行う 
気 を 起こ させ る 方 法 。 


神 や 宗教 無し で 、 人 々 に 対し て 、 普 行 を 行う 気 を 起こ させ る こと 。 
それ に は 、 以下 の よう な 単 穂 な 事実 を 、 人 々 に 提示 する こと 。 
その 実現 に は 、 そ れ だ け で 、 良 い 。 


親切 な 良い 人 。 

他人 の 生存 に 貢献 する 人 。 

そう し た 人 の 方 が 、 冷 酷 残 忍 な 人 より も 、 後 世に 生き 残り や すい こ 
Г 


親切 な 良い 人 の 方 が 、 恋 愛 に お いて 、 相 手 が 離 れ て 行き に くい こ 
と 


その こと は 、 そ の 人 に と っ て 、 望ま し い 結 婚 の 機会 の 増大 に 結び つ 
きやすい こと 。 

それ ゆえ 、 そ の 人 は 、 自 身 の 子 供 を 、 持 ちや すい こと 。 

その 結果 、 そ の 人 は 、 自 身 の 遺 伝 的 コピ ー を 、 後 世に 残し や ゃ すい こ 
と 。 


も し も 同じ 能力 を 持つ 場合 。 

も し も 同じ 職場 に いる 場合 。 

親切 で 良い 人 の 方 が 、 冷 酷 残 怒 な 人 より も 、 生 き 残 りや すい こと 。 
親切 な 人 は 、 職 が 、 よ り 長 続き する こと 。 

その 人 は 、 そ の こと で 、 自 身 の 生 活 に と っ て 必要 な 資金 を 、 よ り 蓄 
積 し や すい こと 。 


他人 の 生存 に 対し て 、 貢 献 す る こと 。 

そう し た 行為 を 積極 的 に 行う 人 。 

そう し た 人 は 、 そ う で な い 人 に 比べ て 、 よ り 賞 を 取り や すい こと 。 
そう し た 彼ら の 功績 。 

それ ら は 、 後 世 へ と 、 よ り 良 く 伝 わり や すい こと 。 


他人 の 生存 に 貢献 する こと を し た 人 。 

そう し た 人 は 、 そ う で な い 人 に 比べ て 、 よ り 大 き な 報 酬 を 受け 取り 
や すい こと 。 

Фес, ШБ Е, КОЛЕВЯЖИНЯЕСС. 
ОА RSI, НВФ, Bre, KVKRLPT< BS 
nay an 


親切 な 良い 人 で ある こと 。 

他人 に 対し て 、 頁 献 す る 人 で ある こと 。 

そう し た 人 は 、 以下 の 内 容 を 、 後 世 へ と 、 よ り 良 く 残 し や すい こ 
と 。 

その 人 自身 の 、 人 遺伝 的 子 朱 や 、 文 化 的 子孫 。 


他人 の 役に立つ こと 。 

善人 で ある こと 。 

その 人 の 人 生 に お いて 、 そ れ ら の 程度 が 、 よ り 大 きく な る こと 。 
その こと で 、 そ の 人 の 生き た 証 が 、 後 世に お いて 、 よ り 良 く 残 りや 
すく な る こと 。 

その こと が 生物 学 的 に 証明 され る こと 。 


それ が 、 可 能 で あれ ば 良い こと 。 

その こと が 、 和 実証 され た 場合 。 

人 々 は 、 自 然 に 、 六 行 に 励む よう に な る こと 。 

その こと は 、 た と え 、 人 々 が 、 神 や 宗教 の こと を 、 全 く 考 慮 し な い 
場合 で も 、 容 易 に 実現 する こと 。 


冷酷 で 、 残 忍 な 人 。 
そう し た 人 は 、 そ の 酷い 行い に よっ て 、 歴史 上 に 、 そ の 名 を 残す こ 


«, 

それ は 、 マ イナ ス 価 値 の ステ ィ グ マ の 付い た 、 反 面 教 師 と し て 、 残 
る こと 。 

その た め 、 そ の 人 は 、 人 間 社 会 が 存続 する 間 、 ず っ と 悪人 扱い され 
る こと 。 

その こと は 、 以下 の 内 容 の 実現 に つなが る こと 。 

そう し た 事態 を 避け た いい 人々 。 

Wolk, Ес. ЕЭС“. 


この よう に し て 、 神 や 宗教 は 、 不 要 に な る こと 。 
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神 や 宗教 を 、 不 要 に する こと 。 その た め に 、 
一 番 効 果 が ある こと 。 それ は 、 何 か ? 


他人 の 役に立つ こと 。 

そう し た 行為 を 、 実 行 す る こと 。 

BEM, па восиова. 

ОЕ, AVICBIRLT, МОСС“. 


企業 が 、 衰 退 し な いこ と 。 
その た め に は 、 人 企業 に は 、 以下 の 行為 が 必要 で ある こと 。 
他人 の 役に立ち 続け る こと 。 


他 者 の 生存 に 役立つ こと 。 
そう し た 行為 を 、 よ り 多 く 行 うこ と 。 
その こと で 、 以下 の 存在 が 、 よ り 生 き 残 りや すく な る こと 。 


ФЛ, COBEN, ХУМУЯ, 

そう し た 仕組 み 。 

それ を 社会 的 に 作り 上 げ る こと 。 

それ が 、 以下 の 内 容 を 不要 に する た め に は 、 一 番 効 果 が ある こと 。 


その 人 自身 に と っ て 、 有 利 な 生き 残り の 方 法 。 
それ を 、 神 頼み の 形 で 、 模 宗 す る こと 。 

そう し た 人 生 の あり 方 。 

神 や 宗教 その も の 。 
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プラ ス の 価値 の ある 存在 と し て 、 残 り た いこ 
cs 


仮に に ある 人 が 、 以下 の 行為 を し た 、 と する 。 


人 の 生存 を 、 危 機 に 陥れ る こと 。 
人 が 生き 残れ な く な る こと 。 
そう し た 行為 を する こと 。 


する と 、 そ の 人 は 、 以下 の よう な 存在 と し て 、 後 世に 残っ て し ま 


>. 

マイ ナス の 価値 の 付い た 存在 。 
反面 教師 。 

例 。 

FFARTY, 

ヒト ラー。 


以下 の (1 ) の 方 が 、 以 下 の ( 2 より も 、 よ り 良 いこ と 。 


人 間 は 、 以 下 の ( 1 ) の 方 を 、 そ の 人 自身 の 人 生 に お いて 、 よ り 望 
むこ と 。 


(1) 
プラ ス の 価値 を 持つ 存在 と し て 、 後 世に 残る こと 。 


(2) 
マイ ナス の 価値 を 持つ 存在 と し て 、 後 世に 残る こと 。 


それ は 、 以 下 の 内 容 と な る 。 

人 間 が 、 良 心 を 働か せる こと 。 

人 間 が 、 若 行 を 行う こと 。 

そう し た 行為 の 原動力 。 

それ ら の 力 は 、 神 や 宗教 を 持ち 出す こと 無く 、 生 成 可 能 で ある こ 
Ce 
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人 間 が 救 わ れる に は 、 ど うす れ ば 良い か ? 


人 間 が 救 わ れる こと 。 
その た め に は 、 以下 の 行為 は 、 特 に し な く て 良い 。 
難し い 宗 教 的 な 修行 。 


その た め に 、 必 要 な 行為 。 

それ は 、 以下 の 内 容 を 、 何 か し ら 実 践 し て 、 成 果 を 上 げ る こと で あ 
る 。 

他人 の 生存 の 役に立つ こと 。 

他 者 の 生活 を 、 楽 に する こと 。 


その よう に し て 、 他 者 の 生活 を 、 楽 に する こと 。 

その 実現 に 貢献 し た 人 々 。 

A 
な る こと 。 

彼ら は 、 そ うし て 、 よ り 救 われ や すく な る こと 。 

彼ら は 、 後 世 ま で 、 プ ラス の 価値 ある 存在 と し て 、 名 を 残す こと が 
出来 る こと 。 

彼ら は 、 そ の 点 で も 、 救 われ る こと 。 


上 記 の 教 前 は 、 以 下 の 古 いこ と わざ の 内 容 へ と 、 集 約 さ れ て いる こ 


о 


「 情け は 、 人 の た め な ら ず 。 1 
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生き 残れ な けれ ば 、 何 も な ら な いこ と 。 
人 間 は 、 有 機 物質 の 一 種 で ある 。 


その 存在 は 、 以 下 の よ うな 変化 の 過程 の 上 に ある 。 
地球 上 に お ける 、 生 語 誕 生 。 
その 瞬間 か ら ず っ と 続く 、 遺伝 的 な 変化 。 


そう し た 人 遺伝 的 変化 。 
それ は 、 よ り 良 く な る 進化 と は 、 必 ず し も 育 え な いこ と 。 


人 間 が 、 生 命 と し て 、 一 時 的 に 盛大 な 勢 力 を 誇る こと 。 

その こと は 、 以下 の 内 容 が 、 結 果 的 に 実現 し な い 場 合 、 全 く 無 意味 
で ある こと 。 

後世 に お いて 、 和 生き残る こと 。 

それ は 、 以下 の 実例 を 見 る こと で 、 明 ら か に な る こと 。 

例 。 

Ss, 

ИЗ, ВС, ETHBRLECE, 

ИЗ, COW ИЕ“. 


現代 の 人 類 。 

それ が 、 以下 の 存在 で あっ た か どう か に つい て 、 結 論 付 ける こと 。 
生命 の 頂点 に 立つ 、 完 成形 と し て の 存在 。 

それ は 、 後 世 の 地 球 や 宇宙 が 決め る こと で ある 。 


人 間 の 脳 。 

それ は 、 人 遺伝 的 な 変異 の 過程 に お いて 、 偶 然 、 大 幅 に 、 大 規模 に な 
り 、 高 機能 に な っ た こと 。 

その お か げ で 、 人 間 は 、 一 時 的 に 成功 し た よう に 見 える こと 。 
それ が 、 生 命 に と っ て 、 最 善 な 解 な の か どう か に つい て の 、 款 定 結 


Е, ЗЕЕ, ЗАБВИЕС. 
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従来 の 神 や 宗教 。 そ れ ら の 本 当 の 存 о 
それ ら の 代替 と な る 存在 と し て の 、 脳 の 
キャ ン ニ ング 。 


従来 の 神 や 宗教 。 
それ ら の 本 当 の 存在 意義 。 
それ は 、 以下 の 内 容 の 実現 が 、 社 会 的 に 必要 な た めで ある 。 


以下 の (1 ) の 人 に つい て 、 以下 の ( 2) を 行う こと 。 
その た め の 仕 組み 。 


(1) 

人 貢 和 錠 で 、 無 力 で 、 無 名 で 、 気 が 小さ いこ と 。 
LAL, ЕС. ИБС. 
心 が 清 いこ と 。 

そう し た 人 。 


(2) 

それ は 、 彼 ら を 救済 する こと 

それ は 、 彼ら の 功績 を 講 え る こと 。 
それ は 、 彼 ら を 評価 する こと 。 

それ は 、 彼 ら の 存在 を 後世 に 残す こと 


その まま で は 、 上 記 の ( 1 ) の 人 は 、 そ の 存在 を 、 後 世 へ と 残す こ 
と が 出来 な い 。 


既存 の 人 造 神 や 宗教 。 

それ ら は 、 ま さ に 、 こ の 働き や 仕組 み を 、 以下 の ア イデ ア に よっ 
て 、 見 か け 上 、 実 現し て いる 。 

彼ら を 、 死 後 の 天 国 へ と 、 招 き 入 れる こと 

それ が 見 か け 上 で ある こと 。 

その 理由 。 

天国 は 、 実 際 に は 、 以下 の 存在 で ある こと 。 

それ は 、 仮 想 的 で ある こと 。 

それ は 、 和 実態 が 無い こと 。 


上 记 OD (1) の 人 を 、 救 済 し 、 評 価 す る こと 。 

人 間 社 会 に は 、 現 状 、 そ の 手段 が 無い こと 。 

その た め 、 人 々 は 、 宗 教 に お ける 天国 の 概 念 に よっ て 、 一 時 的 に 、 
женихи“. 


悪人 に つい て も 、 同 様 で ある こと 。 

彼 の 脳 内 に お ける 実態 。 

それ は 、 外 部 か ら は 、 な か な か 分 か り に くい こと 。 
その た め 、 人 々 は 、 悪 人 の こと を 、 久 し に くい こと 。 
人 々 は 、 以 下 の 思 想 に よっ て 、 お 茶 を 濁し て いる こと 。 
宗教 が 持つ 、 以 下 の 思 想 。 

悪人 は 、 地 獄 に 落ち る こと 。 


無神論 。 

それ は 、 以 下 の 仕 組み を 用 意 し な く て は な ら な い 。 
上 記 の 神 や 宗教 。 

それ ら を 代替 する 仕組 み 。 


人 間 社 会 は 、 何 ら か の 形 で 、 以 下 の ( 1 ) の 人 に 対し て 、 以下 の 
(2) を 実行 する 必要 が ある 。 


(1) 
善意 を 心 の 中 で 持っ て いる 人 。 
ЕТ Л. 


(2) 
現世 な いし 後世 に お いて 、 報 いる こと 。 


心 の 清 さ 。 

КАБ RES, 

良心 。 

それ ら は 、 脳 に お いて 、 ど の 部 位 の 中 に 、 宿 っ て いる か ? それ を 同 
定 す る こと 。 

脳 を 、MRI の よう な 装置 を 用 いて 、 定 期 的 に スキ ャ ン す る こと 。 
そう し て 、 心 の 清 さ や 、 心 の 綺 吊 さ に つい て の 診断 を 、 行 うこ と 。 
そう し て 、 上 記 の ( 1 ) の 人 に 対し て 、 以下 の 文書 を 、 発 行 す る こ 


と 。 
善意 や 良心 の 存在 が 、 脳 内 に お いて 、 確 認 さ れ た こと 。 


それ を 和 証明 する 、 和 証明 書 。 

そう し て 、 上 記 の ( 1 ) の 人 に 対し て 、 感 謝 状 を 発行 する こと 。 
な お か つ 、 そ れ ら を 、 本 人 の DNA や 脳 自体 と 一 緒 に 、 後 世に 残す こ 
“о 

そう し た こと が 、 社 会 的 に 必要 に な っ て くる こと 。 


善行 。 

それ は 、 以下 の 効果 を 持つ 、 何 ら か の 行為 で ある こと 。 
周囲 の 人 々 を 、 よ り 生 き や す く する こと 。 

人 々 の 生存 力 を 、 高 め る こと 。 

その よう な 効果 。 


脳 の 神経 回 路 綱 に お ける 、 配 線 の つなが リ り の 状態 。 

#173, И, ЯМЫ, BHScCC, 

その よう に 解釈 を する 仕組 み 。 

その よう な 善行 や 良心 に よっ て 、 浄 化 さ れ 、 清 め ゆら れ て いる こと 。 
=> ЕЖЕ ФА. 

それ 自体 を 診断 評価 で きる よう に する こと 。 

その た め の 仕 組み 。 

それ ら が 必要 で ある 。 


RODE mc Be. 

ВН 

ИБ ФН, MRIDLSGRBENALT. AFV UL, BE 
し 、 記 録 す る こと 。 

それ を 可能 に する 仕組 み 。 

EDLC ENSOFER, BASD. Fi 
それ を 可能 に する 仕組 み 。 

それ ら が 必要 で ある こと 。 

市 中 に 存在 する 、 名 も 無き 聖人 。 

彼ら の 脳 。 

その 内 容 の 素晴らし さ を 、 他 の 人 が 讃え る こと 。 
それ を 可能 に する 仕組 み 。 

その 神 縦 回 路 網 の コピ ー を 、 後 世に 残す こと 。 
それ を 可能 に する 仕組 み 。 

それ ら が 必要 で ある こと 。 


する こと 。 


| 


この 世 は 、 人 間 の 欲望 まみ れ で ある こと 。 
それ は 、 不 快 な こと だ ら け で ある こと 。 
な の で 、 せ め て 、 彼 ら 自 身 は 、 善 行 を 、 人 知れ ず 、 積 み 重 ね た いこ 


Es 
彼ら 自身 は 、 そ うし て 、 死 後 、 天 国 に お いて 、 楽 し く 暮 らし た いこ 
と 


それ ら が 、 今 まで の 、 名 も 無き 善人 に お ける 、 人 生 の パタ ー ン で 
あっ た こと 。 

今後 は 、 彼 ら 自 身 の 脳 の 善行 の 度合 い を 、 機 会 が ある 毎 に 、 ス キャ 
ン し 、 測 定 し 、 診 断 す る こと 。 

それ は 、 善 人 度 の 診断 で ある こと 。 

そう し て 、 以下 の 内 容 を 、 そ の 都度 、 確 認 す る こと 。 

彼ら 自身 が 、 善 人 で ある こと 。 

そう し て 、 そ の 記録 が 、 後 世に 残る よう に な る こと 。 

それ ら が 、 こ れ か ら の 、 名 も 無き 善人 に お ける 、 人 生 の パタ ー ン と 
な る こと 。 


脳 の 診断 記録 に お いて 、 以下 の 内 容 を 、 本 人 の 意思 に 応じ て 、 選 べ 
る よう に する こと 。 

その 内 容 を 、 プ ライ バシ ー を 付け て 、 機 密 に する か ? それ と も 、 そ 
の 内 容 を 、 公 開 す る か ? 

こう し た 脳 ス キャ ン 。 

それ は 、 以 下 の 用 和 途 に も 、 使 うこ と が 可能 で ある こと 。 
犯罪 D 被 疑 者 。 

RAS, BAICWESILLEDESA, AETSCe, 

それ は 、 以 下 の 内 容 の 実現 に お いて 、 社 会 的 に 、 有 用 で ある こと 。 
НЭС С. 

真 の 犯 漠 者 を 捕まえ る こと 。 

政治 家 な どの 権力 者 に 対し て 、 そ の 真意 を 、 正 すこ と 。 


従来 の 神 や 宗教 。 

それ ら が 持つ 、 も う 一 つの 存在 意義 。 

それ は 、 人 間 が 、 以下 の 内 容 の 実現 を 望む こと 。 

彼ら 自身 と 似 た 、 よ り 大 いな る 存在 。 

そう し た 存在 に よっ て 、 彼 ら 自 身 が 、 守 られ る こと 。 

人 間 は 、 そ うし た 存在 を 、 人 造 神 の 形 で 、 作 り 上 げた こと 。 


ーー 人 の 人 間 を 超え た 、 大 き な 存 在 で ある こと 。 

神 は 、 そ うし た 点 に お いて 、 人 間 の 国家 や 、 人 間 の 全体 社会 に 、 似 
て いる こと 。 

両者 の 相違 点 。 

それ は 、 以下 の 内 容 で ある こと 。 

神 は 、 以 下 の 行 為 を 許さ な いこ と 。 


人 間 の 生き や すさ を 脅かす 、 悪 行 。 
そう し た 悪行 の 例 。 

手抜き 。 

Blt. 


ЦЕ. 


EDKDB, AMOLEPT SEBS т. 

ES LINTMER SBC С. 

その た め の 仕 組み 。 

それ を 、 神 の 概念 を 持ち 出さ ず に 、 人 間 自 身 で 考え 出す こと 。 
その 実現 の た め の 、 様 々 な 試行 錯誤 。 

無神論 が 、 そ れ ら を 、 サ ポー ト す る こと 。 

そう し た こと が 、 人 間 の 社会 に お いて 、 必 要 で ある こと 。 


( 2014 年 4 月 初出 ) 


考え る 神 と 、 物 理 的 な 神経 回 路 綱 の 必要 性 。 


既存 の キリ スト 教 や イス ラム 教 。 
そこ で は 、 神 は 、 以 下 の よ うな 存在 と な っ て いる 。 
神 は 、 一 人 一 人 の 個別 の 人 間 の 心 に 対し て 、 ア ドバイ ス を する こ 


神 は 、 一 人 一 人 の 個別 の 人 間 と の 間 で 、 対 話す る こと 。 


これ は 、 以下 の 内 容 を 、 示 し て いる 。 
神 が 、 思 考 を し て いる こと 。 


ある 存在 が 、 思 考 を する こと 。 

その 実現 に お いて は 、 何 ら か の 形 で 、 以下 の よう な 仕組 み が 、 必 要 
で ある 。 

物理 的 な 神経 回 路 。 

物理 的 な 論理 回 路 。 


つま り 、 神 は 、 以 下 の 内 容 の 実現 を 、 必 須 と する 。 

彼 自 身 が 、 思考 する こと 。 

その 実現 の た め に 、 以下 の 仕組 み を 、 彼 自身 の 手 で 、 実 現し な けれ 
ば な ら な いこ と 。 


以下 の (1 ) ФИ, АТО (2) の 領域 の 内 部 に お いて 、 生 成 
し 、 所 持 す る こと 。 


C1) 

VEN. BAR, GaP. aE. 
それ ら の 回 路 は 、 以 下 の よ うな 機能 を 、 含 むこ と 
ー 人 一 人 の 人 間 。 

彼ら の 存在 を 、 個 別に 認識 する こと 

その こと を 可能 に する 機能 。 

例 。 

視覚 回 路 。 


(2) 
地球 上 、 あ る い は 宇宙 室 間 の どこ か 。 


それ ら の 実現 は 、 物 理 法則 の 範囲 内 に お いて 、 果 た し て 、 可 能 か ? 
その 可能 性 は 、 と て も 少な い 。 

よっ て 、 МТФ, БАБ. 

「 神 は 、 存 在 し な い 。」 


( 2014 年 4 月 初出 ) 


無神論 や 無 宗教 は 、 地 動 閲 と 似 て いる 。 


無神論 や 無 宗教 。 

それ ら は 、 以下 の 点 に お いて 、 地 動 癌 と 、 似 て いる 。 

それ は 、 正 し い 説 で あり な が ら 、 社 会 一 般 に 、 走 ぐに は 、 受 け 入 れ 
られ な か っ た こと 。 

それ は 、 大 き な 抵 抗 を 伴っ て 、 人 間 社 会 に 、 迎 えら れ た こと 。 


地球 と 、 他 の 天体 と の 関係 。 

それ は 、 以 前 は 、 天 動 癌 に よっ て 、 専 ら 説 明 さ れ て いた こと 。 
天動説 。 

それ は 、 キ リス ト 教 な どの 宗教 に よっ て 、 支 持 さ れ て いた こと 。 
一 般 人 も 、 そ の 内 容 を 、 広 く 受 け 入 れ て いた こと 。 

一 般 人 は 、 そ の 内 容 を 、 疑 い の な いも の と し て 、 依 じ て い た こと 。 


そこ に 、 コ ペル ニク ス が 、 地 動 癌 を 、 新 た に 打ち 出し た 。 

彼 自身 の 学説 が 、 社 会 に 与え る 影響 。 

コペル ニク ス が 、 そ れ を 恐れ た こと 。 

彼 が 、 そ の た め 、 生 前 著書 の 発表 を し な か っ た こと 。 

その 後 、 キ リス ト 教 の 教会 は 、 地 動 閲 を 唱え た 者 を 、 弾 圧し た こ 
と 。 


社会 に お ける 、 人 々 の 考え 。 

その 内 容 が 、 天 動 説 か ら 、 地 動 説 へ と 、 新 た に 切り 替わる こと 。 
その こ と が 実現 する まで の 期間 に お いて 、 人 々 の 間 に 、 大 き な 抵 抗 
が 存在 し た こと 。 


天動説 か ら 地 動 癌 へ の 切り 替え 。 

それ は 、180 度 の 転回 で あっ た こと 。 

それ は 、 以下 の よ うに 呼ば れ た こと 。 

「 コ ペル ニク ス 的 転回 。 」 

有 神 論 か ら 無 神 論 へ の 切り 替え 。 

それ は 、 上 記 と 同様 に 、180 度 の 転回 で ある こと 。 


今 の 人 間 社 会 に お ける 現状 。 
有 神 葵 が 、 未 だ に 、 圧 倒 的 に 優勢 で ある こと 。 
無神論 は 、 社 会 的 に 、 慮 げ ら れ た 状態 に ある こと 。 


こう し た 現状 を 変え る 、 社 会 的 な 契機 。 

それ は 、 以下 の 内 容 の 実現 で ある こと 。 

分 子 遺 伝 学 に お いて 、 生 命 の 解明 が 、 進 むこ と 。 

それ と 同時 に 、 脳 神経 科学 に お いて 、 人 間 の 心 や 魂 の 解明 が 、 進 む 
こと 。 

これ ら は 、 以下 の 力 を 持つ こと 。 

有 神 論 か ら 、 無 神 論 へ の 、180 度 転回 。 

それ を 、 成 し 遂げ る こと 。 

その 実現 を 可能 に する 、 原 動力 。 


( 2014 年 4 月 初出 ) 


無神論 を 主張 する 人 が 少な い 理 由 は ? 


現状 に お いて 、 無 神 論 を 主張 する 人 が 、 少 な いこ と 。 
その 理由 。 

本 か が 、 無 神 論 を 主張 し た 場合 。 

その 人 は 、 社 会 的 に 疎外 され る こと 。 

その 人 は 、 孤 立 の 道 を 、 歩 まな けれ ば な ら な いこ と 。 


皆 が 、 宗 教 に つい て 、 以 下 の 行 為 を 取る こと 
その 内 容 に つい て 、 彼 ら の 内 心 の 半分 }x に お いて 、 胡散臭 いと 、 思 っ 
て いる こと 。 
それ に も 関わ ら ず 、 そ の 内 容 を 、 少 な く と も 、 見 か け 上 に お いて 
は 、 倍 じ て い る こと 。 
そう し た 様子 を 、 周 囲 に 対し て 、 見 せる こと 
その 理由 。 
宗教 が 、 人 間 社 会 の 共同 体 の 根幹 を 、 今 な お 掌握 し 続け て いる こ 


о 


示 教 を 信じ な い 場 合 。 

今 の 人 間 は 、 社 会 的 に 生き て いけ な いこ と 。 

示 教 を 信じ な い 自 由 。 

それ は 、 今 の 社会 に は 、 あ まり 無い こと 。 

その こと は 、 以 下 の 人 間 社 会 に お いて 、 顕 著 で ある こと 。 
キリ スト 教 。 

イス ラム 教 。 

それ ら の 宗教 を 信じ る 、 国 や 社会 。 


日 本 人 。 

彼ら の 態度 は 、 一 見 する と 、 無 宗教 に 見 える こと 

その 実態 。 

彼ら は 、 以 下 の 内 容 を 、 何 で も 倍 じ る こと 。 

彼ら 自身 に と っ て 、 倍 じ ら れ る と 感じ られ る 素 教 。 

人 々 が 、 神 社 に も 、 似 教 の 寺院 に も 、 キ リス ト 教 会 に も 、 参 拝 す る 
こと 。 

その 社会 は 、 多 宗教 を 同時 に 倍 仰 する 社会 で ある こと 。 

何で も 良い の で 、 何 か し ら 宗 教 を 信じ る こと 。 

そう で な い 場 合 。 

その 人 は 、 他 者 か ら 爪 は じき され 、 社 会 的 に 居場所 が 無く な る こ 
と 。 


日 本 社会 。 
それ は 、 キ リス ト 教 や イス ラム 教 を 信じ る 国 や 社会 と 、 結 局 は 、 同 
じ で ある こと 。 


無神論 の 人 間 同 士 が 、 協 力 す る こと 。 

彼ら が 、 宗 教 の 布教 みた いな 感じ で 、 無 神 論 を 、 社 会 に 広く 流布 さ 
せる こと 。 

その こと で 、 彼 ら が 、 無 神 論 を 、 社 会 的 に 認め させ る こと 。 

その 実現 の た め の 、 社 会 的 な 機関 や 団体 の 存在 。 

それ ら が 、 必 要 で ある こと 。 

世界 の 無神論 者 同士 が 、 手 を 取り 合っ て 、 協 力 機関 を 作る こと 。 
その こと で 、 彼 ら の 存在 を 、 社 会 に 認め させ る こと 。 

それ ら の 実現 が 、 必 要 で ある こと 。 


( 2014 年 4 月 初出 ) 


自立 や 自助 の 思想 と し て の 、 無 神 論 。 


神 は 、 以 下 の よ うな 存在 と し て 、 人 間 が 作り 上 げた も の で ある 。 
人 間 の 願望 や 依頼 心 を 叶え て くれ る 、 仮 想 の 存在 。 


その 点 、 宗 教 は 、 以 下 の よ うに 、 Саб. 
「 願 望 や 依頼 心 の 体系 。 」 


АН, На, Яя, 以下 の よう な 願望 や 依頼 心 を 、 持 っ て い 
る 。 


(1-1) 
彼 自 身 の こ と を 、 助 け て 欲し いこ と 。 
彼 自身 の こと を 、 守 っ て 欲し いこ と 。 


(1-2) 


彼 自身 の こと を 、 見 つめ て 欲し いこ と 。 
彼 自身 の こと を 、 見 守っ て 欲し いこ と 。 


(2) 


彼 自身 に 対し て 、 永 遠 の 命 を 、 与 えて 欲し いこ と 。 


人 々 は 、 以 下 の よ うな 存在 を 欲し て いる 。 
彼ら 自身 の 願望 や 依頼 心 。 
それ ら を 、 叶 えて くれ る 存在 。 


それ は 、 以 下 の 二 つ を 兼ね 備え た 存在 で ある 。 


C1) 

彼ら 自身 を 超越 し て いる こと 。 
「 大 いな る 存在 。 」 

「 オ ー ル マイ ティ な 存在 。 」 


(2) 

人 間 と 相似 の 性 質 。 

彼ら 自身 と 相似 の 性 質 。 
それ ら を 、 備 えて いる こと 。 
THA, 」 


人 々 は 、 そ うし た 存在 の 実在 を 、 望 むこ と 。 
それ は 、 以 下 の よ うな 存在 で ある こと 。 


マイ ナス 面 を 持た な い 和 存在 。 
完璧 な 存在 。 

IND ー が あ る 存在 。 

超越 し た 能力 を 持つ 存在 。 
強力 な 存在 。 


それ は 、 逆 に 斉 え ば 、 以 下 の よ うな 事象 の 現れ で ある こと 。 
人 間 の 存在 が 、 以下 の よう な 内 容 で ある こと 。 


マイ ナス 面 が 多い 存在 。 
不 完全 な 存在 。 
弱い 存在 。 


人 間 は 、 そ の 現実 に 対応 し て 、 以下 の よう な 欲求 を 、 抱 く こ と 。 
彼ら 自身 が 持つ 。 そ うし た 不良 の 側面 。 
それ ら を 、 補 正 し た いと 、 思 うこ と 。 


その た め に 、 神 の よう な 存在 を 、 欲 する こと 。 


無神論 。 

それ は 、 結 局 、 こ うし た 神 の 存在 を 、 否 定 す る こと 。 
無神論 。 

それ は 、 以下 の よう な 行き 方 で ある こと 。 


C1) 
人 間 が 、 何 か に 頼ら ちず に 、 彼 ら 自 身 だ け で 、 何 と か や っ て いく こ 


と 。 
そう し よう と する 、 行 き 方 。 


(2) 

人 間 が 、 彼 ら 自身 で 、 彼 ら 自 身 の 生 存 の た め の 解 決 策 を 、 見 つけ て 
行く こと 。 

そう し よう と する 、 行 き 方 。 


無神論 。 
それ は 、 上 記 の 点 に お いて 、 以下 の 内 容 を 持つ 存在 で ある こと 。 
自立 や 自助 の た め の 思 想 。 


( 2014 年 4 月 初出 ) 


相互 扶助 の コミ ュ ニ ティ と 、 そ の 統合 の シン 
ボル 。 


神 や 宗教 を 求め る 人 。 

そう し た 人 は 、 和 実際 に は 、 以 下 の よ うな 人 の こと で ある 。 
どこ か の 相互 扶助 の コミ ュ ニ ティ に 人 入る こと 。 

その 実現 を 、 強 く 望 むこ と 。 

そう し た 心理 的 傾向 を 、 強 く 持 つこ と 。 

それ は 、 以下 の よ うな 動機 に 基づく こと 。 

コミ ュ ニ ティ や グル ー プ に 人 入る こと 。 

乏 O 忆 上 二 下、 安宁 着 安心 在 得 召 志 十 。 

その こと を 、 和 実現 し た いと 思う こと 。 

そう し た 考え 方 。 


その 実現 に よっ て 、 そ の 人 に と っ て は 、 以下 の 効果 が 、 望 め る こ 


о 


他 の グル ー プ メン バー が 、 い ざと いう 時 、 そ の 人 自身 の こと を 、 助 
け て くれ る こと 。 


その 人 自身 が 、 い ざと いう 時 、 救 われ る こと 。 
その こと で 、 そ の 人 自身 が 、 皆 の 待っ て いる と ころ に 行け る こと 。 


そう し た 相互 扶助 の コミ ュ ニ ティ 。 
ФАН, 以下 の よ うな 場合 が 多い こと 。 

その 統合 の シン ボル と し て 、 救い 主 の 神 を 、 設 定 し て いる こと 。 
それ が 、 宗 教 で ある こと 。 


そう し た 、 統 合 の シン ボル 。 

その 内 実 が 、 神 の 代わ り に 、 偉 人 で ある こと 。 

その 頻度 が 、 多 いこ と 。 

無神論 の 場合 。 

そこ で は 、 例 えば 、 偉 人 が 、 そ の 統合 の シン ボル と な る こと 。 


戦前 の 日 本 。 

それ は 、 以下 の よう な 社会 で あっ た こと 。 

生身 の 人 間 が 、 そ の まま 、 神 と し て 、 扱 われ て いた こと 。 
それ は 、 以下 の よう に 、 呼ば れ て いた こと 。 

『「 現 人 神 。 | 


無神論 の 場合 。 

偉人 は 、 あ くま で 等 身 大 の 人 間 で ある こと 。 
偉人 は 、 超 能力 な ど は 、 持 た な いこ と 。 
偉人 に は 、 そ れ な けり に 限界 が ある こと 。 
無神論 で の 偉人 。 

それ は 、 以下 の よ うに 捉え られ る こと 。 
「 偉 人 。 

彼 が 、 神 に な る こと 。 

それ は 、 あ り 得 な い 。」 


偉人 に も 、 欠 陥 や 限界 が 、 存 在 す る こと 。 
その た め 、 偉 人 は 、 統 合 の シン ボル と し て は 、 適 切 で は 無い こと 。 


そう し た 考え が 当然 存在 する こと 

その 場合 。 

人 間 に と っ て の 理想 と な る 概念 。 

それ が 、 統 合 の シン ボル と な る こと 。 

例 。 

TKI. 

高潔 。 

そう し た 抽象 概念 。 

そう し た キー ワー ド 。 

それ ら が 、 以下 の 内 容 と し て 、 一 番 適 切 で ある こと 。 
無神論 の コミ ュ ニ ティ に お ける 、 統 合 の シン ボル 。 


人 間 に と っ て の 理想 。 
それ を 掲げ 。 そ の 実現 を 追求 する こと 。 
それ は 、 WON, BATSce, 


それ が 主流 の 時 代 。 
そう し た 場 に 存在 する 、 相 互 扶 助 の た め の コ ミュ ニテ ィ 。 
その 理想 的 な あぁ あり方 。 


( 2014 年 4 月 初出 ) 


この 世に は 、 超 人 的 な 存在 に よる 加護 は 


いこ と 。 


無神論 。 
それ は 、 以 下 の よ うな 思想 で ある こと 。 


(1) 

神 の よう な 超人 的 な 存在 。 
それ ら に よ S mz, 
それ が 無い 存在 。 
等 身 大 で ある こと 。 

小さ いこ と 。 

弱い こと 。 
欠点 だ ら け で ある こと 。 
そう し た 存在 。 

そう し た 存在 と し て の 人 間 。 


` 


それ を 、 そ の まま 見 つめ 、 受 け 入 れる こと 。 
そう し た 思想 。 


(2) 

人 間 だ け で 、 何 と か や っ て いく こと 。 
その た め の ア イデ ア 。 

それ を 、 皆 で 考え 出し て 行く こと 。 
その た め の 思 想 。 


人 間 社 会 を 動か す 存 在 。 

それ は 、 結 局 は 、 人 間 で ある こと 。 
社会 を うま く 動 か すこ と 。 

その た め に は 、 仮 想 の 存在 に は 、 頼 れ な いこ と 。 

その た め に は 、 人 間 の 知恵 だ け で 、 何 と か 回 すし か 無い こと 。 


コン ピュ ー タ な ど 。 

それ ら は 、 人 間 の 知恵 の 産物 で ある こと 。 

コン ピュ ー タ が 持つ 限界 。 

それ は 、 そ っ くり リ そ の まま 、 人 間 の 限界 で ある こと 。 


こう し た 事実 。 

この 世に お いて 、 以下 の 内 容 が 、 実 在 し な いこ と 。 

超人 的 な 存在 に よる 、 加 護 。 

ЗЕЕ, 

人 間 は 、 結 局 、 彼 ら 自 身 だ け で 、 何 と か する し か 無い こと 。 
ЗЕ, 

それ ら を 、 人 間 が 率直 に 受け 入れ る こと 。 

それ は 、 以下 の 内 容 で ある 。 


人 間 に よ る 、 無 神 論 の 受容 。 
その 本 格 的 な 開始 。 


( 2014 年 4 月 初出 ) 


ВЕ яр, SB. ЕВ > СИС а. 


キリ スト 教 な どの 宗教 。 

それ ら は 、 以 下 の 事 象 を 想定 する こと 。 

人 間 は 、 も と も と 溝 を 持っ た 存在 で ある こと 。 

その 膜 を 、 救 い 主 が 、 身 代わ り に な っ て 、 背 負っ た こと 。 


こう し た 原 湯 相 当 の も の 。 

それ は 、 以下 の 事象 に 、 起 因 し て いる こと 。 

人 間 が 、 生 命 で ある こと 。 

その こと は 、 言 い 換 えれ ば 、 以下 の 内 容 に な る こと 。 
生命 は 、 皆 、 原 湯 を 背負 っ て いる こと 。 


生命 。 

それ は 、 生 きる た め に 、 必 ず 、 以下 の 行為 を する こと 
何 か を 、 食 べ る こと 。 

何 か を 、 保 温 す る こと 

子作り を する こと 

生命 は 、 そ の た め に 、 必 ず 、 以下 の こと を する こと 。 
生命 は 、 そ うし た 行為 を し な いり 場合 、 生 き て いけ な いこ と 。 


何 か 、 彼 ら 自 身 に と っ て 、 負 担 や 負荷 に な る こと 。 
労働 。 

例 。 

餌 を 取る こと 

住居 を 維持 する こと 


それ は 、 生 命 に と っ て 、 と て も 辛い こと で ある こと 。 


生命 は 、 快 楽に 、 ふ けり が ち で ある こと 。 
例 。 

子作り を する 時 。 

食事 の 時 。 


生命 は 、 そ うし て 、 本 業 の 労働 を 、 忘 れ われ がち に な る こと 。 
生命 は 、 そ の こと で 、 よ り 、 生 き に くく な る こと 


生命 は 、 辛 い 負 人 荷 や 労働 に つい て 、 手 抜き を し た く な る こと 
生命 は 、 そ の た め に 、 以下 の よう な 不良 な 行為 を 、 つい つい や っ て 
し まう こと 。 


例 。 
ずる いこ と 。 
仲間 を 滴 傷 する こと 。 


Иа, 

— ФЕ, 

そう し た 辛 さ を 回 避 す る た め の 、 手 抜き や 違反 の 行為 。 
それ は 、 以下 の よ うな 内 容 と し て 、 捉 えら れる こと 。 
生命 に と っ て の 原潜 。 


それ は 、 人 間 だ け に ある の で は な いこ と 。 
生命 。 
€n5lk, B. BiweMlo. BASH TSce, 


(201445 初出 ) 


実証 主義 。 証拠 主義 。 それ ら に よっ て 、 生 き 
る こと 。 


無神論 。 
それ ら は 、 以下 の よ うな 内 容 の み を 、 採 用 する こと 。 
実物 の 証拠 。 


デー タ で 癌 明 可能 な 説明 。 

それ は 、 以 下 の よ うな 生き 方 で ある こと 。 
実証 主義 。 

証拠 主義 。 


神 。 

人 間 は 、 そ れ に 対し て 、 以下 の よ うな 思い を 、 抱 く 。 

「 も し も 、 そ れ が 実在 し た ら 、 そ れ は 、 和 私 た ち に と っ て 、 ETHER 
\. Ч 

し か し 、 そ れ は 、 あ くま で 室 想 上 の 産物 で ある 。 

それ が 、 実 際 に 存在 し て いる こと 。 

その 証拠 。 


それ は 、 今 まで 、 特 に 得 ら れ て いな い 。 


そう し た 和 症 拠 の 無い 存在 と し て の 、 神 。 

それ を 認め な い 生 き 方 。 

そう し た 、 和 実証 主義 や 、 証 拠 主義 に 基づく 、 和 生き方 。 
それ は 、 UWFOWRBI, BATS. 
無神論 の 生き 方 。 


( 2014 年 5 月 初出 ) 


创造 主 不 要 论 


生命 や 人 間 の 造作 。 

それ ら は 、 と て も 精巧 で 良く 出来 て いる 。 

な の で 、 そ れ ら は 、 以下 の よう な 存在 に よる 産物 で ある 。 
何 か 、 偉 大 な 存在 。 

人 間 を 超え た 存在 。 

その よう な 考え 方 。 

それ は 、 以 前 か ら 、 存 在 す る 。 

それ は 、 以下 の よう な 考え へ と 、 結 び つ いて きた 。 
キリ スト 教 な どの 款 教 。 

それ ら に お ける 、 以下 の よう な 考え 。 

以下 の よう な 存在 を 、 予 め 想 定 す る こと 。 
创造 主 。 


=> 01, ВЕР. 

その 実体 。 

それ は 、 未 だ に 、 確 認 さ れ て いな い 。 

その 間 に 、 分 子 遺 伝 学 や 、 脳 神経 科学 が 、 進 歩 し た 。 


人 間 や 生物 の 造作 。 

その 仕組 み 。 

それ ら が 、 以下 の 思考 法 に よっ て 、 和 容易 に 解明 され て し まう こと 。 
神 や 創造 主 。 

そう し た 存在 を 、 特 に 、 前 提 と し な いこ と 。 

そう し た 考え 方 。 


その こと が 、 次 第 に 、 分 か っ て きた 。 


神 や 創造 主 。 
ENn5 OHS. 
それ は 、 不 要 な も の と な っ て き て いる 。 


( 2014 年 5 月 初出 ) 


к 


习 儿 2 人 主义 DO 衰 退 。 科 学 的 唯物 论 O 今 人 
発展 。 


昔 は 、 人 間 社 会 に お いて 、 RT 
中 国 や ロシア な どの 国々 が 、 の 思想 を 、 こ ぞ っ て 導入 し た 。 
し か し 、 そ れ は 、 И. FIBA UTE. 
EOtEHo, AZGOMTCIX, —HORMIL FO ISHTCLE VE. 
現状 は 、 そ の よう に 見 える 。 


の 


x 


マル クス 主義 。 
それ は 、 宗 教 を 、 否 定 し た 。 
それ は 、 史 的 唯物 論 を 、 唱 えた 。 


その 理由 。 
それ は 、 以下 の 通り で ある 。 


УХЕ СЕ, 

EMEBCUTO, ЕЕ. 

Е, НИЕМ Ц, ВЕОМЕИЕЙЩОЕ. 
彼ら は 、 そ の こと で 、 社 会 を 歪 ま せ て いた 。 

彼ら の 行為 。 

彼ら 自身 の 存在 。 

ИБ =. 9 осы, 

その こと が 、 社 会 的 に 、 必 要 と され た 。 


史 的 唯物 論 の 提唱 。 

その 理由 は 、 少 少な く と も 、 以下 の 内 容 で は 無い 。 
RAC DED OIE. 

それ が 、 根 本 的 に 、 間 違っ て いた こと 。 


中 国 や 旧 ソ 連 。 


それ ら の 社会 の 内 部 。 

マル クス 主義 。 

それ 自体 。 

それ は 、 そ こ で は 、 あ た か も 、 宗 教 の よう な 存在 に な っ て いる 。 
それ は 、 絶 対 無 放 の 理論 と し て 、 信 仰 さ れ て いる 。 


唯物 論 。 

それ は 、 以下 の 内 容 か ら 、 解 放さ れる べき で ある 。 
従来 の マル クス 主義 。 

その 史 的 唯物 論 。 

それ が も た ら す 、 内 容 面 で の 制 釣 。 

唯物 論 。 

それ は 、 今 後 、 以 下 の よ うな 「 科学 的 唯物 論 」 と し て 、 発 展 し て い 
くべ きだ 。 

「 こ の 世 の 和 存在 は 、 人 間 の 心 も 含 め て 、 全 て 、 物 質 や 、 物 的 存在 で 
ある 。 

世界 の あら ゆる 存在 は 、 そ うし て 説明 で きる 。 | 


( 2014 年 5 月 初出 ) 


死 と 、 救 い 。 神 や 宗教 の 起源 。 


生命 や 人 間 に と っ て は 、 死 ぬこ と が 、 何 より も 怖い 。 
彼ら は 、 死 ぬ 時 、 彼 ら 自 身 を 謀 う 断末魔 を 、 恐 れる 。 
彼ら は 、 以 下 の 事 象 の 発生 を 、 恐 れる 。 

彼ら 自身 が 死ん だ 後 。 

彼ら 自身 の 存在 が 、 無 に 帰す る こと 。 

彼ら は 、 そ の こと に 対し て 、 耐 えら れ な い 。 

彼ら は 、 そ の こと に つい て 、 救 い を 求め る 。 

そう し た 恐怖 。 

=> (= 救い を 求め る 心理 。 

その 内 容 は 、 例 えば 、 以 下 の 楽 曲 に お いて 、 良 く 示 され て いる 。 
Виа ХО, 

「 死 と 変容 。 」 

そう し た 心理 を 実感 する こと 。 

それ は 、 そ の 視聴 に よっ て 、 和 容易 に 実現 可能 と な る 。 


彼ら は 、 そ の 際 に 、 以下 の 存在 を 、 彼 ら 自 身 の 手 で 、 予 め 予想 し 
た 。 

彼ら は 、 そ の 存在 を 、 仮 に 設定 し た 。 

彼ら 自身 を 救っ て くれ る 存在 。 

頼れ る 存在 。 

彼ら は 、 そ れ を 、 以下 の よう に 、 名 付け た 。 

神 。 


別 の 解釈 。 

彼ら 自身 が 生ま れ た 時 。 

その 時 点 で 、 彼 ら 自 身 の 先祖 が 、 以下 の 存在 を 、 既 に 、 仮 設定 し て 
いた 。 

彼ら 自身 の こと を 、 救 っ て くれ る 存在 。 

神 。 

その た め 、 彼 ら 自 身 も 、 そ の 存在 を 、 信 じ る こと に し た 。 


彼ら の そう し た 心理 。 

それ は 、 以下 の 内 容 に 先 当 する 。 

神 や 宗教 。 

それ ら の 起源 。 

人 間 に お ける 、 彼 ら 自 身 の 死 へ の 恐怖 。 

人 間 に お ける 、 以下 の よ うな 欲求 。 

「 私 は 、 誰 か に よっ て 、 救 われ た い 。」 

その よう に 、 強 く 感 じ る こと 。 

それ ら が 、 神 や 宗教 を 、 創 出し た 。 

その 点 、 人 間 は 、 本 源 的 に 、 神 や 宗教 を 、 必 要 と し て いる 。 


そう し た 存在 。 

彼ら 自身 を 救っ て くれ る 存在 。 

頼れ る 存在 。 

無神論 や 無 宗 教 は 、 そ れ を 否定 する 。 

神 。 

ЛЕНЫ, БОЖЬИ. ВЕС, ФЕЯ, 
設定 し た 。 

神 は 、 元 々 は 、 存 在 し な い 。 

な の で 、 以 下 の ( 1 ) の 方 が 、 以 下 の ( 2 ) より も 、 内 容 面 で 、 よ 
り 自 然 で ある 。 

(1) 

神 を 否定 する 思想 。 

(2) 


MWe AES 5 АЕ, 


HOD. R56BSORBWATRA СЕЛА СИЕ. 
その 条件 下 に お いて 、 彼 ら 自 身 が 、 死 ん だ 場合 。 

彼ら 自身 の 遺伝 的 な 半身 。 

それ は 、 そ の 子 拓 へ と 、 問 題 無 ぐ く 、 受 け 継 が れ て いる 。 
その た め 、 以下 の 事象 の 発生 は 、 起 こら な い 。 

彼ら 自身 が 、 無 に 帰す る こと 。 


彼ら が 、 何 か し ら 文 化 的 な 業績 を 挙げ て いる 場合 。 
その 条件 下 に お いて 、 彼 ら 自 身 が 、 死 ん だ 場合 。 


が れ て いる 。 
その た め 、 以下 の 事象 の 発生 は 、 起 こら な い 。 
彼ら 自身 が 、 無 に 帰す る こと 。 


RA PHA, TAIT Sce, 

その た め に 、 人 間 に と っ て 、 予 め 用 意 す べき こと 。 

それ は 、 以下 の 内 容 で ある 。 

彼ら 自身 が 、 い つ 死 ん で も 大 丈夫 な よう に する こと 。 

それ は 、 以 下 の ( 1 ) に つい て 、 以 下 の ( 2 ) を 実現 する こと で あ 
る 。 


C1) 
遺伝 的 な 子孫 。 
ЕЕ. 


それ ら は 、 優 れ て いる 。 
それ ら は 、 後 世に 残り や すい 。 


(2) 
それ ら を 、 彼 ら 自 身 の 存 命中 に 、 予 め 沢山 作っ て お く こ と 。 


( 2014 年 5 月 初出 ) 


無限 な 生命 を 得 た い 思 い 。 宗 教 の か らく り 。 


4 an ЛР. 

それ ら は 、 有 限 な 存在 で ある 。 

彼ら は 、 彼 ら 自 身 で は 、 以下 の 内 容 を 実現 で き な い 。 
彼ら 自身 が 、 無 限 な 存在 に な る こと 。 

し か し 、 彼 ら は 、 ど うし て も 、 そ うし た 存在 に な り た い 。 
人 間 や 生命 。 

それ ら と 相似 の 心理 。 

それ を 持つ 存在 。 

超 能 力 を 持つ 存在 。 

無論 で 、 無 傷 の 存在 。 

無限 な 存在 。 

そう し た 存在 を 、 仮 に 設定 する こと 。 

それ を 、 以下 の よう に 呼ぶ こと 。 

神 。 

その 導き に より 、 彼 ら 自 身 も 、 無 限 の 生命 を 得 ら れる こと 。 
その よう に 、 和 彼ら 自 身 を 、 確 信 さ せる こと 。 

そう し た 、 心 理 的 導入 の か らく り 。 

それ が 、 宗 教 で ある 。 

その か らく り を 作り 上 げた 者 。 

それ が 、 宗 教 の 教祖 で ある 。 


その か らく リ り に 従っ て 、 以 下 の よ うに 倍 じ て いる 者 。 
「 私 自身 も 、 無 限 な 存在 に な る こと が 、 出 来る 。 」 
И, CORADEECHS. 
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宗教 と セッ クス 。 


人 間 は 、 以 下 の 行 為 を 、 必 死に 実行 し て きた 。 

以下 の よう に 、 思い込む こと 。 

「 私 た ち は 、 他 の 生命 や 動物 より も 、 優 れ た 存在 で ある 。 1 
人 間 は 、 そ の 内 容 が 実現 する よう に 、 努 力 し て きた 。 


し か し 、 人 間 は 、 実 際 に は 、 以下 の 行為 を 、 無 自覚 の うち に 、 繰 ワ 
返し 実行 する 。 
彼ら 自身 の 遺伝 的 子孫 。 


その 生成 を 行う こと 。 

セッ クス 。 

その 予備 行為 。 

オナ ニー。 

そう し た 行為 を 実行 し て いる 問 。 

普通 の 動物 並み に 、 発 情 す る こと 。 

人 間 は 、 以 下 の よ うな 存在 へ と 、 変 化す る 。 
他 の 動物 と の 間 に お ける 、 レ ベル の 違い 。 
それ が 、 特 に 、 何 も 無い こと 。 
動物 並み で ある こと 。 

そう し た 存在 。 

人 間 は 、 そ の こと を 、 ど うし て も 実感 する 。 


そこ で 、 人 間 は 、 以 下 の ( 1 ) の 行為 に つい て 、 以 下 の ( 2 ) の 態 
度 を 取る 。 


(1) 
セッ クス 。 
オナ ニー。 


(2) 

「 そ れ は 、 淫 ら で あ る 。 

СИЗ, BIRTHS. 1 

その よう に 、 主 張 す る こと 。 

その こと で 、 そ うし た 行為 自体 を 、 全 面 的 に 、 基 む こと 。 


人 間 は 、 本 当 は 、 彼 ら 自 身 も 、 セ ックス が 大 好き で ある 。 

人 間 は 、 心 の 底 で は 、 そ の 行為 を 、 実 行 し た く て 、 仕 方 が 無い 。 
LAL, Л, нЕ, 95, 

人 間 は 、 以 下 の よ うな 素振り を 、 こ と さら 示 そ うと する 。 

「 私 は 、 セ ックス に は 、 関 心 が 無 い 。 | 


そう し た セッ クス へ の 欲求 を 克服 する こと 。 

人 間 は 、 そ の 実現 を 、 求 道 す る 。 

それ が 出来 た 者 。 

人 間 は 、 そ うし た 他 者 を 、 神 に 近い 存在 と し て 、 尊 敬 す る 。 


神代 わり の 存在 。 
そう し た 存在 と し て の 、 宗 教 者 。 
彼ら は 、 以 下 の 行 為 を 、 信 者 か ら 、 求 め ら れる 。 


以下 の 状態 を 、 彼 ら 自 身 の 自 制 心 に よっ て 、 実 現す る こと 。 
ZY DANO, 
それ を 、 人 何らかの 形 で 、 恒 常 的 に 、 乗 けり 越え て いる こと 。 


無 宗教 。 

無神論 。 

そこ で は 、 以下 の よ うな 考え に 基づい て 、 行 動 す れ ば 良い 。 
上 記 と は 逆 の 考え を 、 取 る こと 。 


「 私 は 、 動 物 や 生命 より も 、 優 れ た 存在 で ある 。 | 
そう 思 お うと する こと 。 

そう し た 先入観 。 

宗教 の く び き 。 


人 間 が 、 そ こ か ら 解 放さ れる こと 。 

ABD, НС, 以下 の よう な 欲求 を 、 解 放す る こと 。 

彼ら 自身 が 内 蔵 す る 、 セ ックス へ の 欲求 。 

そう する こと で 、 人 間 が 、 よ り 素 の 人 間 の あり 方 へ と 、 近 づく こ 
co 

以下 の よう な 図式 に 近づく こと 。 

ГА, 

それ は 、 す な わ ち 、 生 命 そ の も の で ある 。 1 

無神論 は 、 そ れ ら を 実現 し て いけ ば 、 そ れ で 良い 。 


それ が 、 和 生命 で ある 人 間 に と っ て 、 一 番 健 全 な あり 方 で ある 。 


その 際 、 以 下 の こ と に 留意 する 必要 が ある 。 
セッ クス の 最 中 。 

人 間 は 、 外 敵 に 対し て 、 無 防備 に な る こと 。 
Als. ЕМС КЕ УС. 
な の で 、 そ うい う 点 で は 、 人 間 に は 、 以下 の 態度 が 必要 で ある 。 
セッ クス に 対し て 、 心 理 的 に 湧 れ 過ぎ る こと 。 
その 抑制 。 

例 。 

彼ら 自身 の 性 欲 を 抑制 する 薬 。 

それ ら を 飲む こと 。 

その 実例 。 

ドグマ チー ル 。 
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無神論 に よっ て 、 人 間 社 会 を 上 手 く 回 すこ 
と 。 機 能 主 義 的 な 無神論 。 


人 間 は 、 今 まで 、 以下 の よう に 、 考え が ち で あっ た 。 


「 超 人 的 な 神 。 

そう し た 存在 が 、 実 在 す る こと 。 

だ か ら 、 私 た ちの 生活 は 、 正 し く 律 せら れる の だ 。 
そう し て 、 社 会 が 上 手 く 回 る の だ 。 1 


実際 に は 、 以下 の 事象 が 発生 し て いる 。 

神 は 、 存 在 し な いこ と 。 

その こと を 前 提 と し て 、 人 間 社 会 を 、 人 間 自 身 の 手 だ け で 、 上 手 く 
動か さ な く て は な ら な いこ と 。 

それ が 、 既 に 、 毎 日 の よう に 起き て いる こと 。 


神 の 存在 を 、 仮 定 し な いこ と 。 

その 状態 で 、 以 下 の 内 容 を 実現 する こと 。 
社会 が 、 上 手 く 回 る こと 。 

人 間 は 、 そ の た め に 、 以下 の 方 法 を 採用 する し か な い 。 
人 間 各 自 が 、 以 下 の 内 容 を 、 実 現す る こと 。 
以下 の 行為 。 

その 繰り 返し 。 

それ を 、 徹 底 す る こと 。 


(1) 

他 の 人 の 生存 に 役立つ こよ うな 、 生 産物 や 、 機 能 。 
互い に 、 そ れ ら を 、 十分 に 供給 し 合う こと 。 
(2) 

他 者 か ら の 、 生 産物 や 機能 の 供給 。 

それ に 対し て 、 必 要 十 分 な 対価 を 、 支 払う こと 。 
上 記 の 内 容 は 、 以 下 の 考 え に 該 当 す る 。 


АЕ. 


それ ら の 生存 に 役立つ 働き 。 
機能 Be. 


そう し た 、 機 能 の 提供 。 
それ ら を 中 心 に 物事 を 考え る こと 
機能 主義 的 な 無神論 。 
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脳神経 科学 の 発展 と 、 款 教 の 消失 。 


従来 の キリ スト 教 な どの 宗教 。 

そこ に お ける 、 人 間 の 志 殊 な ど に つい て の 議論 。 
それ ら は 、 以下 の よう な 状態 で 、 専 ら 、 行 われ て きた 。 
人 間 の 心 を 司る 、 脳 。 

それ に 関す る 、 根 本 的 な 知識 。 

それ ら の 取得 に 関し て 、 あ まり 満足 で な い 状 態 。 


その 脳 に 関す る 、 新 た な 科学 的 知見 。 

それ ら が 、 現 在 、 着 実に 蓄積 され つつ あぁ ある 。 
AMO Bia? = ih. 

それ ら に 相当 する 、 脳 活動 の 中 身 。 

それ ら は 、 和 従来 は 、 ブ ラッ クボ ックス だ っ た 。 
それ ら が 、 だ ん だ ん 明らか に な けり つつ ある 。 
この 流れ は 、 今 後 、 更 に 加速 する 。 


AMO Bit? = ih, 
その 実体 を 明らか に する こと 。 
その た め の 有 効 な 手段 と し て の 、 脳 神経 科学 。 
それ ら が 発展 する こと 
EDGR. UFOS Е. ХЕ. ABAUL TLIC C an 
从 来 、 存続 し て きた 、 以下 の 状態 。 
AMOR? =k. 
それ ら の 内 容 が 、 具 体 的 証拠 に 基づか ず に 、 宗 教 家 の 願望 だ け に 
よっ て 、 語 られ 続け る こと 。 


AIP в, 

それ ら の 生体 の 神秘 。 

それ ら は 、 従 来 、 以 下 の よ うに 、 言 われ て きた 。 
HHI KS Allis. 

その 賜物 。 

遺伝 学 や 分 子 生 物 学 の 発展 。 

その 発展 に より 、 以下 の 内 容 の 実現 が 、 可 能 に な っ て いる 。 
上 記 の 神秘 。 

それ を 、 神 の 概 訪 を 持ち 出さ ず に 、 語 る こと 。 
それ を 、 完 全 に 、 物 質 ベ ー ス で 、 語 る こと 。 
世界 は 、 そ うし た 方 向 に 向かっ て いる 。 


ЛЕА, 

それ ら の 心 。 

それ ら の 意識 。 

ИБ OER. 

それ ら の 神秘 。 

従来 の 宗教 は 、 そ れ ら を 特別 視 し て きた 。 

それ ら に つい て も 、 上 記 と 同様 に 、 以 下 の 内 容 の 実現 が 、 可 能 に 
な っ て いる 。 

上 記 の 神秘 。 

それ を 、 脳 神 縦 科 学 に よっ て 、 物 質 ベ ー ス で 、 和 解明 し て 行く こと 。 
世界 は 、 そ うし た 方 向 に 向かっ て いる 。 


その 結果 、 宗 教 は 、 そ の 足場 を 失う 。 
а HAPARMOAAN CAD. 


( 2014 年 5 月 初出 ) 


現 人 神 。 そ れ は 、 実 現 不可 能 で ある 。 


戦前 の 日 本 。 
その 社会 で は 、 天 皇 は 、 現 人 神 と し て 扱わ れ た 。 
天皇 は 、 崇 拝 の 対象 で あっ た 。 


戦後 、 以 下 の よ うな 宣言 が な され た 。 
「 天 皇 は 、 人 間 で ある 。 | 


し か し 、 そ れ は 、 ア メリ カ な どの 意向 に 沿う も の で あっ た 。 
日 本 が 持つ 、 以 下 の よ うな 国民 性 。 

それ は 、 相 互 の 一 体感 を 偏重 する 。 
ЕЯ, ЗЕЕ CHS. 

Enid, ЗЕМ. 

EN5O0AN8l4, Шитья, —BUCHHENTIIS. 


その た め 、 今 後 の 事 態 の 推移 に よっ て は 、 以 下 の 可 能 性 が 、 十 分 に 
HS. 

事態 の 例 。 

アメ リカ の 衰退 。 

天皇 が 、 再 び 、 現 人 神 と し て 、 崇 め ら れる こと 。 

人 々 が 、 そ うし た 現 人 神 を 、 崇 め る こと 。 

人 々 が 、 そ うし た 行為 を 、 国 内 の 支配 者 に よっ て 、 強 要 さ れる こ 
< 
そう し た 事態 が 、 到 来 す る こと 。 


そう し た 事態 を 防止 する こと 。 
その た め に 、 以下 の 内 容 を 実現 する 必要 が ある 。 


皇 が 、 生 命 の 一 種 で ある こと 。 
それ は 、 猿 や イル カ な ど と 、 同 様 で ある こと 。 


その 和 証拠 を 、 明 ら か に し て お く こ と 。 


天皇 の 精子 を 、 取 得する こと 。 
その 遺伝 情報 を 、 全 て 解読 する こと 。 
それ を 、 記 録 し 、 保 存 し 、 解 析 す る こと 。 


天皇 の 脳 の 活動 。 
その スキ ャ ン 映 像 。 
それ を 、 保 存 し 、 解 析 す る こと 。 


そう する こと で 、 以下 の こと を 、 科 学 的 に 証明 する こと 。 
「 現 人 神 。 
それ は 、 和 実現 不可 能 で ある 。 | 
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脳 の スキ ャ ン ニ ング に よっ て 、 善人 か 悪人 か 
を 麟 定 で きる よう に する こと 。 


ある 人 が 善人 か 悪人 か を 、 見 極め る こと 。 
それ は 、 外 見 か ら だ け で は 難し い 。 

見 栄 張 りな 人 間 。 

上 辺 だ け 調 子 の 良い 態度 。 

それ を 取り た が る 人 問 。 

ЕН 125,15, FSLIAR. 
そう し た 人 間 も 、 相 当 い る か ら で あ る 。 


人 間 の 脳 の 中 身 を 直接 スキ ャ ン す る こと 。 

そう し て 、 以下 の 内 容 を 痢 定 す る こと が 出来 れ ば 、 こ の 問題 は 解決 
する 。 

Tilt, BAD ? Rid, BAD? 彼 は 、 他 人 の 役 に 立 と うと し て い 
る 人 か ? 彼 は 、 彼 自身 の 利益 ば か り を 考え て いる 人 か ? 

定期 的 に 脳 診 断 を 受け る こと 。 

そう し て 、 以下 の 内 容 を 、 医 者 に 指摘 し て も らい 、 治 療 を 受け る よ 
うに な る こと 。 


「 あ な た の 人 格 や 人 柄 。 
それ は 、 改 善 し た 。 
それ に つい て は 、 以下 の 部 分 が 、 以 下 の よ うに 、 悪 く な っ た 。 | 


それ が 実現 する 時 。 
それ は 、 そ う 遠 く な い 和 将来 、 や っ て くる 。 


その 診断 記録 を 、 デ ー タ と し て 、 後 世 ま で 受け 継ぐ こと 。 
その こと で 、 以下 の 内 容 が 、 遣 伝 学 的 に 分 か る よう に な る こと 。 


「 X さ ん の 血筋 の 人 。 
РОНС, ЕЛИ). 

Y さん の 血筋 の 人 。 

彼ら の 間 に は 、 ず る いい 人 が 多い 。 | 


ある 人 が 、 善人 か 悪人 か の どちら で あっ た か ? その 脳 和 診断 の 結果 。 
それ が 、 永 久 的 に 、 後 世 ま で 残る こと 。 
それ が 実現 すれ ば 、 人 間 は 悪い こと を し な く な る 。 


その 際 に は 、 以下 の 事象 の 発生 に 対し て 、 対 処す る 必要 が ある 。 
ずる い 人 。 

彼 が 、 以 下 の よ うに 振る 舞う こと 。 

彼 自身 の 診断 記録 デー タ 。 

それ を 偽造 する こと 。 

その こと で 、 善人 の 振り リ り を する こと 。 


そう し た デー タ 偽 造 を チェ ッ ク す る 仕組 み 。 
それ が 必要 と な る こと 。 
それ を 、 予 め 作 成 し て お く こ と 。 


(2015 年 12 月 初出 ) 


権力 者 へ の 対応 。 


人 間 は 誰 で も 権力 を 持ち た が る 。 

人 間 は 、 以 下 の 人 々 を 欲し が る 。 

自分 の こと を ほめ て くれ る 人 。 

自分 に 従っ て くれ る 人 。 

ЗАВ СОА, 
AAOSTFYONAICBALTKNSA. 


権力 は 、 社 会 を 動か す 上 で は どう し て も 必要 な も の で ある 。 
LAL, ИЗ, HCE TSRTEAL. 

その リソー ス に は 限界 が ある 。 

そこ で 、 権 力 は 、 で きれ ば 、 以下 の 人 に 任せ た いも の で ある 。 
有 能 で 、 人 柄 の 良い 、 行 動力 の ある 人 、。 


どの よう な 領域 で も 、 以 下 の こ と の 実現 が 必要 で ある 。 


C1) 
BMEZIISAM, FATBHWALIBE, RHEICBERLPT< FS 
こと 。 


(2) 
悪政 を 行う 可能 性 の ある 人 を 、 脳 スキ ャ ン で 諸 定 し て 除外 出来 る よ 


うに する こと 


そう な る と 、 以下 の こと が 起き て くる の で は 無い だ ろう か 。 
以下 の 存在 に 、 権 力 が 集中 する こと 。 
AAS VU OBR CEABAODFEEIISA PRE, 


以前 の キリ スト 教 な ど 。 

そこ で は 、 以下 の 想定 が され て いた 。 

天国 に 行く か 地獄 に 行く か の 審 痢 を する 者 。 

それ が 神 だ 。 

ES LIEB НЕК, ЕСИ, 


ЕН ЕН, 
END, AMES SCS S "ТВЕН, 
それ が 、 和 将来 的 に 高い 。 


これ まで の 宗教 の 本 質 。 
それ は 、 以 下 の 内 容 で ある 。 


C1) 
いか に 、 社 会 的 に 有益 な 人 に 好 待 遇 を 与え る か ? 


(2) 
いか に 、 社 会 的 に 有害 な 人 に 劣悪 な 待遇 を 与え る か ? 


CNE CORRES, ФЕ МНЯ: 
それ は 、 以 下 の 内 容 の 実現 を 、 想 定 す る 。 


C1) 
Вала, AHCTAtSce, 


(2) 
有害 な 人 を 、 地 獄 に 行か せる こと 。 
それ は 、 以 下 の 内 容 の 実現 を 、 想 定 す る 。 


C1) 
社会 的 に 有益 な 人 を 、 増 や すこ と 


(2) 
社会 的 に 有害 な 人 を 、 減 ら す こと 


その 役割 は 、 脳 神経 科学 者 に 行く こと に な る だ ろう 。 


ある 人 の 有益 性 や 有害 性 。 

その 諸 定 を 行う 存在 と し て の 脳神経 科学 者 。 
彼ら が 、 新 た な 権力 者 と な る 可能 性 。 

それ が 高い 。 


( 2015 年 12 月 初出 ) 


ずる い 人 、 小 賢 し い 人 へ の 対応 。 


ずる い 人 。 

小 賢 し い 人 。 

上 手 く 立ち 回 ろう と する 人 。 
彼ら は 、 い つの 世に も 、 い る も の だ 。 


し か し 、 こ れ に つい て は 、 以下 の こと も 考え られ る 。 


自分 ев реа 
そう し た 人 が 、 あ る こと に 秀 で て いて 有人 能 で ある 場合 。 
その 人 は 、 結 果 的 に 、 社 会 に 有 凛 な 結果 を も た ら す こと も ある 。 


以下 の 三 つ の 内 容 は 、 別 々 の 次 元 に 成り 立つ 。 
) 


(1 
有益 。 
有害 。 


善人 。 
悪人 


о 


例 。 
根 は 良い 人 。 
し か し 、 和 失敗 ば か り 引 き 起 こし て 、 社 会 的 に 有害 で 無能 な 人 。 


例 。 

ずる く 、 自 己 中 心 的 な 、 良 く な い 人 。 

し か し 、 有 能 な 人 。 

彼 は 、 社 会 を 上 手 く 回 す た め に 欠か せな い 能 力 を 、 豊富 に 持つ 。 


CDLESRTEOAMM MP FZ. 

それ を 、 脳 の スキ ャ ン ニ ング に よっ て 、 行 うこ と 。 
ЛС, ВЕС. BREA, 

彼 の 評価 が トッ プ に 来る こと 。 

その よう な 診断 法 。 

それ を 開発 すべ き で ある 。 


BREED, 性格 に 問題 の ある 人 。 

彼 の 評価 の ラン ク を 、 ダ ウン させ る こと 。 

彼 の 評価 が トッ プ に な ら な いよ うに する こと 。 

し か し 、 彼 は 、 あ る 程度 、 社 会 的 に 評価 され る こと 。 
それ ら の こと が 実現 され れ ば 良い 。 


( 2015 年 12 月 初出 ) 


ЕАО ЗЕЕ, НЕЕ. 


遺伝 学 が 発達 し た 。 
その こと で 、 無 神 論 が 受け 入れ られ る 素地 が 、 整 っ て きた 。 


例え ば 、 生 物 学者 の R. ド ー キ ンス が 、 無 神 論 の 書籍 を 出版 し て い 
る 。 
それ は 、 以下 の 内 容 で ある 。 


生物 の 創造 を 、 全 て 遺伝 子 の 働き に 帰す る こと 。 
その こと で 、 神 的 存在 を 伴わ ず に 、 生 物 や 人 間 の 誕生 を 説明 で きる 


こと 。 
その 実現 。 


ЕЦ, BROFE, 
その 説明 に つい て は 、 人 遺伝 学 だ け で は 不足 で ある 。 
それ に は 、 脳 神経 科学 の 発展 が 必要 で ある 。 


( 2016 年 1 月 初出 ) 


AHA ES OER ERIE, MED, wz 
婚 へ の 対応 。 


脳神経 科学 が 進展 する こと 。 
その こと で 、 以下 の こと を 検知 で きる よう に な る 。 
ある 人 が 、 許 か 他 の 同性 か 異性 を 好き に な っ た こと 。 


その 人 自身 が 好き な 相手 。 

その 人 自身 が 恋 を し て いる 相手 。 

その 相手 が 、 視 界 に 現れ た 場合 。 

その 時 、 独 特 な 、 脳 内 の 神経 系 の 活動 が 見 られ る こと 。 

その こと を 、 相 手 に 対し て 、 無 線 に よっ て 、 伝 えら れる よう に する 
こと 。 

そこ で 、 aR 

ты 


互い に 相手 の 許可 を 得 て 、 脳 の スキ ャ ン ニ ング を 実施 する こと 

その こと で 、 互 い の 価 値 観 な ど を 、 脳 を スキ ャ ン し た 映像 か ら 分 析 
UC, ЖЕ ее 

そう し て 、 互い に 、 彼 ら 自 身 に 合っ た 恋愛 結 婚 の 相手 で ある か ど 
うか を 、 和 詳細 に 痢 断 で きる こと 。 

その 実現 。 

それ も 、 可 能 に な る 。 


そう する こと で 、 離 婚 も 減ら せる 。 
これ は 、 友 達 作 けり に も 応用 可能 で ある 。 


(201615 初出 ) 


人 間 は 、 結 局 は 、 猿 で あり 、 動 物 の 一 種 で あ 
Bo 


one どん な に 崇高 な こと を 主張 し て も 、 結 局 は 、 猿 の 一 種 で あ 
res 動物 並み の 存在 で ある 。 


FAR GR |) 

縄張り 争い 。 

権力 の 獲得 。 
弱者 の 跡 落 と し 。 

セッ クス 相手 の 奪い 合い 。 


Ald, ПЬЯН, 


人 間 に は 救い は 無い 。 

人 間 は 、 死 後 、 単 に 脳 活動 が 終わ る だ け で 、 何 も 起こ ら な い ,。 
ROARK. 

ЕТ, BIABU. 

彼ら 自身 の 存命 中 に 、 お 金 を 貯め る こと 。 

彼ら 自身 の 心 が 綺 麗 な こと を 、 脳 スキ ャ ン で 実証 する こと 
5B SORT PAT. 

それ ら の 遺伝 子 を 、 分 析 し 、 保 存する こと 。 

人 間 は 、 そ うし て 、 自 力 で 救 わ れ な いと いけ な い 。 


( 2016 年 1 月 初出 ) 


тм HITCHES cE, 
脳神経 科学 の 発達 。 


ENNELY, ПЖ МКОС 3. 
ЛЕОН СЖ 15. 


AF. 

それ を 文字 に 起こ し て 、 外 部 出力 する デバ イス 。 
その 機械 。 

EDR 


こう し た 内 声 文 字 起 こし の 装置 。 
それ を 頭 に 装着 する こと 。 
その こと で 、 人 間 は 、 彼 ら 自 身 の 思 考 が 、 全 て 表沙汰 に な る 。 


Re eRe LEA. 
仮に 、 彼 ら が 、 少 し で も 悪い 考え が 出し た 、 と する 。 
する と 、 そ の こと は 、 た ち ま ち 周 囲 に 志 見 する 。 


そう する こと で 、 皆 、 良 い 考 え し か 持て な く な る 。 
聞 着 し た 人 間 は 、 否 が 応 で も 、 良 い 人 に な ら ざ る を 得 な い 。 


内 声 文 字 起 こし 装置 。 

それ は 、 悪 人 を 存在 で き な く する 。 
それ は 、 究 極 の 存在 で ある 。 
ALREM, #85. 


そこ で は 、 キ リス ト 教 な どの 宗教 が 無く て も 、 以下 の 世界 を 、 実 現 
で き る 。 
善意 上 爱 | 溢 机 万 世界 。 


人 間 の 内 声 は 、 そ の まま 肉声 に 出る 。 

人 間 に 肉 声 を 出さ せ て 、 内 声 と 照合 する こと 。 
それ に より 、 以下 の 内 容 の 実現 が 、 可 能 に な る 。 
まがい 物 の 装 

それ ら を 排除 する こと 。 


ЛОИС BCHHICRS, 


一 方 、 そ れ は 、 以下 の 症状 と 似 た 感じ に な る 。 
統合 失調 症 患者 の 陽性 症状 。 


MS ARE ICES LCRA. 
彼ら が 統合 失調 症 の 世界 を 体験 する こと 。 


Еф, COREOICRICIZD, 
(201610; 初出 ) 


機能 主義 的 生き 万 、 人 生 観 。 無神論 と の 関 
連 。 


人 は 生き 物 で ある 。 
人 は 、 変 転 する 我 し いい 環境 の 中 、 何 と か 生き 残っ て 、 増 殖 す る 必要 
DBS. 


変化 する 環境 の 中 で 生き 残る こと 
その 実現 。 
その た め に 、 人 は 、 以下 の 内 容 を 、 そ の 都度 入手 する 必要 が ある 。 


生命 と し て 生き 残る こと 。 

それ に 役立つ 働き や 効果 。 

生命 の 維持 や 繁殖 に 役立つ 働き 。 
機能 


生物 の 本 質 。 

生き 延び た いと いう 、 生 へ の 衝動 。 

それ と 、 機 能 と は 、 密 接 に 結び つい て いる 。 
人 は 、 一 人 で は 生き られ な い 。 

Ala, ЛЕМ МФА НА BL. 
環境 適応 に 必要 な 、 全 て の 働き 。 
全て の 機能 。 


人 は 、 一 人 だ け で は 、 以 下 の 実 現 は 難し い 。 
衣食 住 に 必要 な 働き 。 


それ ら を 、 自 前 で 、 十 分 に 用 意 す る こと 
例 。 


絶海 の 阪 島 に 一 人 取り 残さ れ た 人 。 
彼 は 、 こ れ か ら どう 暮らし て いけ ば よい か 、 途 方 に 暮れ る 。 


そこ で は 、 以下 の 人 々 と の 共同 、 協 力 が どう し て も 必要 で ある 。 
環境 適応 に 必要 な 他 の 働き 。 

他 の 機能 。 

それ ら を 持つ 人 。 


人 は 、 他 の 人 か ら 、 機 能 を 融通 し て も ら う 必要 が ある 。 


個人 の 、 完 全 な 自主 独立 。 

個人 の 、 外 部 社会 か ら の 、 完 全 な 引き こも り リ り 。 
それ ら は 不可 能 で ある 。 

人 間 は 、 相 互 依 存 、 互 助 の 生き 物 で ある 。 


環境 適応 に 有効 な 機能 。 
それ ら を 、 互 い に 他 人 に 提供 し 合っ て 生き る こと 。 
それ が 、 機 能 主 義 的 な 生き 方 の 基本 で ある 。 


人 は 、 本 来 、 他 人 の 役に立た な いと 、 以 下 の 内 容 は 実現 で き な い 。 
その 人 自身 が 必要 と し て いる 機能 を 、 他 人 か ら 、 返 礼 と し て 貢 う こ 
と 。 

人 は 、 互 助 的 な 生き 物 で ある 。 

一 方 的 な 持ち 出し は 、 不 平等 な 搾取 で ある 。 

それ は 、 許 され な い 。 


人 が 生き て いく に は 、 以 下 の 実 現 が 不可 欠 で ある 。 

他 の 人 の 役に立つ 働き を する こと 。 

他 の 人 に と っ て 環 境 適応 に 有効 な 働き を 提供 する こと 。 
これ が 、 労 働 で ある 。 


他人 の 役に立つ こと 。 
人 助け を する こと 。 
それ が 、 人 が 生き て いく た め の 条 件 で ある 。 


人 は 、 他 人 の 役に立た な いと 、 返 礼 の 物資 、 お 金 が 偶 え な い 。 
そう で な い 人 は 、 生 活 で き な い ,。 

それ が 、 人 間 社 会 の 原則 で ある 。 

他人 の 役 に 十 分 立っ て いる の に 、 貢 し く て 生活 で き な い 人 。 


そう いう 人 々 が いる こと 。 

それ は お か し い 。 

他人 の 役 に 全 然 立 っ て いな い の に 、 ぜ いた く な 暮らし が で きる 人 。 
そう いう 人 々 が いる こと 。 

それ は 、 社 会 の あり 方 が 間違っ て いる 。 


人 は 、 他 人 の 役に立つ 。 

その こと で 、 人 は 、 他 人 か ら 存 在 を 認め られ る 。 
人 は 、 他 人 か ら 返 し の 援助 を 受け や すく な る 。 
その 結果 、 人 は 、 生 き 延 び や す く な る 。 


人 間 は 、 誰 で も 、 МТО (1) を 体験 する と 、 以 下 の ( 2 ) の 状態 
に な る 。 


(1) 

他人 の 役に立つ こと 。 

その こと で 、 他 人 か ら 、 以下 の よう に 斉 わ れる こと 。 
「 あ り が と う ! 4 


(2) 

彼 自 身 が 良い こと を し た と 感じ る こと 。 

その こと で 、 彼 自身 の 気持 ち が 良 く な る こと 。 
そう し た 状態 。 


これ は 、 人 類 に 共通 し た 心理 で ある 。 
それ は 、 人 間 の 神経 系 の 根 幹 を 占め て いる 。 


人 間 に は 、 い つ し か 、 以 下 の 生 体 が 遺伝 的 に 備わる よう に な っ た 。 
他人 の 役に立つ こと 。 

それ を 快感 と 見 な す 神 経 回 路 。 

こう し た 感覚 は 、 人 間 が 生き 廷 び て いく 上 で 、 人 遺伝 的 、 本 能 的 な 根 
拠 を 持つ 。 


他人 の た め に な る こと を する こと 。 

その こと で 、 他 人 の 返し の 援助 を 得 や すく する こと 。 
そう する こと で 、 彼 自身 を 生き 延び や すく する こと 。 
それ が 、 以下 の 生き 方 で ある 。 

変転 する 環境 の 中 で うま く 立 ち 回 る こと の 出来 る 生き 方 。 
賢い 生き 方 。 


必要 な 時 に 必要 な 機能 を 手 に 入れ る こと が で きる こと 。 

En, AMMES TK EODRE CHS. 

常 日 順 、 他 人 に 必要 な 機能 を 、 他 人 が 必要 と する タイ ミン グ で 提供 
で きる こと 。 

En, ИМТЕЕЯ ВЕСЬ. 

他人 か ら 、 返 し の 機能 を 確実 に 手 に 入れ や すく する こと 


人 間 が 、 彼 自身 の 居場所 に お いて 、 物 資 に 恵まれ 、 豊 か に な る 某 
件 。 

それ は 、 以 下 の 実 現 が 第 一 で ある 。 

彼 自 身 と 他人 に 役立つ 機能 を 提供 する こと 

彼 自身 と 他人 に 役立つ 機能 。 

それ ら を 質量 面 で 多く 提供 する こと 。 

それ を 実現 する ほど 、 更 に 、 彼 自身 と 他人 の 役に立つ こと 。 
そう し て 、 返 礼 と し て の 物資 を より 多く 貰え る こと 。 

そう し て 、 よ り 生 き 延 び や す く な る こと 

それ が 、 本 来 の 姿 で ある 。 


株 式 や 原油 、 足 金属 と か へ の 投機 。 

それ で 金儲け を し て 豊か に な ろう と する こと 

そう いう っ う 生き方 。 

それ は 、 極 力 避 ける べき 生き 方 で ある 。 

な ぜ な ら 、 それ ら の 行為 自体 、 何 ら 、 以 下 の 内 容 を 生み 出さ な いか 
ら で あ る 。 

人 々 に と っ て 役に立つ 、 有 益 な 機能 。 

人 間 は 、 以 下 の 内 容 を 実行 すべ き で ある 。 

人 々 の 役に立つ 、 製 品 や サー ビス 提供 。 

それ に 結び つく 仕事 。 


人 間 に は 、 以 下 の 生 活 が 、 望 まし い 。 
環境 適応 に 有効 な 機能 。 

それ を 、 互 い に 、 他 人 に 提供 し 合っ て 生き る こと 
個人 単位 間 で の 、 機 能 の 輸出 、 輸 入 。 
それ を 行う こと 。 


彼 自 身 の 生 成 し た 、 有 効 な 機能 を 、 他 者 に 対し て 、 で きる だ け よ く 
提供 し 、 輸 出す る こと 。 
それ が 、 彼 自身 の コピ ー や アウ ト プ ッ ト を 、 よ り 増 殆 さ せ 、 蒙 殖 さ 


せる こと に つなが る 。 
それ は 、 結 局 は 、 彼 自身 の た め に な る 。 


輸出 入 に お いて 、 和 輸出 超過 に な る こと 。 

nit, AICS EI, SASAMSZIICE, 
生存 力 に 余裕 が あり 、 自 立 で き て いる 和 証拠 で ある 。 
それ は 、 よ いこ と で ある 。 


輸出 入 に お いて 、 輸 入 超過 に な る こと 。 
それ は 、 他 人 の お 荷物 に な っ て いる 和 証拠 で ある 。 
人 々 は 、 そ の 状態 か ら 早 く 抜 け 出 す 必要 が ある 。 


彼ら 自身 が 他人 に 対し て 提供 で きる 有効 な 機能 は 何 か ? 人 々 は 、 日 
夜 、 そ れ を 絶え ず 考 え 、 生 み 出 し て 行く 必要 が ある 。 


本 来 、 各 人 に と っ て 、 機 能 の 出入 り は 、 資 金 の 出入 けり と 同じ で あ 
る 


それ は 、 最 低 限 収 支 と ん と ん か 、 望 まし く は 、 和 輸出 超過 や 、 黒 字 に 
な る 必要 が ある 。 

な ぜ な ら 、 不 意 の 事故 な ど で 、 機 能 を 生み 出せ な い 体 に な っ て し ま 
うこ と 。 

そし て 、 和 輸入 超過 の 状態 に な る こと 。 

そう し た 可能 性 が ある 。 

そう な っ た 時 に 、 以下 の 方 法 で 食い つなぐ 必要 が ある か ら で あ る 。 
手持 ちの 既存 の 黒字 分 や 、 預 金 の 消化 。 


人 々 が 、 彼 ら 自 身 の 機能 を 、 輸 出 超 過 や 、 黒 字 に する こと 。 
その た め に は 、 人 々 は 、 絶 え ず 、 他 人 が 必要 と する 機能 を 提供 し 続 
ける 必要 が ある 。 


他人 に 有効 な 機能 を 出さ ず に 、 他 人 か ら 偶 っ て ば か リ り の 場合 。 
機能 の 輸出 入 の 収支 は 、 赤 字 に な っ て し まう 。 

人 は 、 こ うし た 一 方 的 な 機能 の 提供 を 好ま な い ,。 

人 は 、 豆 助 的 な 生き 物 で ある 。 

機能 の 収支 の 赤字 の 持続 。 

それ は 、 結 局 そ の 人 が 生き て 行け な く な る こと に つなが る 。 


他人 に 有効 な 機能 を 提供 し な い 生 活 。 
他人 か ら 機 能 を た だ 受け 取り 、 奪 うだ け の 生活 。 
そう し た 生活 を する 人 は 、 略 礁 者 で ある 。 


彼ら は 、 人 々 の 機能 提供 の 相互 助け 合い 、 融 通 を 崩す 。 
彼ら は 、 人 々 が 生き に くい 社会 を 作り 出す 。 
これ は 、 標 力 排除 し な けれ ば いけ な い 。 


他人 の 役 に 何 ら 立 っ て いな い の に 、 リ ッ チ な 生活 を する こと 。 
それ は 、 泥 棒 、 寄 生 虫 と 同じ で ある 。 

それ は 、 病 的 で ある 。 

一 方 、 他 人 の 役 に た くさ ん 立っ て いる の に 、 生 活 が 苦し い 人 。 
その 存在 も 問題 で ある 。 

こう し た 状態 の 人 が 発生 し な いよ うに 、 以下 の よう に 社会 を コン ト 
ロー ル す べき で ある 。 

他人 の 役 に た くさ ん 立っ て いる 人 が リッ チ な 生活 を 送れ る こと 。 
役に立た な い 人 は と りあ え ず 最低 限 の 生活 が で きる よう に する こ 
と 。 


人 の 役に立た な いと 、 生 活 で き な い 、 お 金 は 貰え な いと いう こと 。 
それ が 、 一 大 原則 で ある 。 


以下 の (1 ) を 実行 し な いと 、 以 下 の ( 2 ) を 実現 で き な い 社会 。 


C1) 
人 が 生存 し て いく の に 有効 な 機能 。 
それ を 提供 する こと 。 


(2) 

提供 し た 機能 に 対す る 返礼 の 物資 。 
それ を 貰い 、 蓄 積 す る こと 。 

その 結果 、 生 き て いけ る こと 。 


そう し た 社会 が 、 本 来 あ る べき 社会 の 姿 で ある 。 
社会 は 、、 そ うい っ う 姿 に 保つ べき で ある 。 

「 働 か ざる 者 、 食 うべ か ら ず 。」』」 

そう し た 精神 が 必要 で ある 。 


他人 と 機能 の や り と り を する 場合 。 
相手 側が 、 彼 自身 の 欲す る 機能 を その まま 持っ て いる こと 。 
それ は 、 稀 で ある 。 


他人 と 機能 の や り と リ り 、 交 換 。 
それ を 円 油 に する に は 、 貨 幣 、 お 金 が 必要 で ある 。 


それ は 、 互 い の 交 換 す る 機能 の 価値 を 、 共 通 の 尺度 で 数 値 化 し た も 
の で ある 。 


人 は 、 お 金 が あれ ば ある ほど 、 必 要 な 機能 を 手 に 入れ や すく な る 。 
そし て 、 人 は 、 よ り 生 存 し や すく な る 。 
それ は 、 確 か に 、 事 実 で ある 。 


お 金 さ ええ 儲 か れ ば よい 。 

お 金 が 全て 。 

そう し た 考え 。 

それ は 誤り で ある 。 

大 切な の は 、 お 金 そ れ 自体 で は 無い 。 

大 切な の は 、 お 金 と 交換 で 手 に 入れ る 機能 の 方 で ある 。 

BIA, AD, BBEWK< SHI TIITH, WISEBSBIC, HBR 
機能 と 交換 し て も ら え な いと 、 何 に も な ら な い 。 

それ は 、 衣 食 住 に 必要 な 働き で ある 。 


人 が 機能 不足 で 困っ て いる 時 に 、 機 能 を 融通 し て くれ る 相手 。 
それ は 、 常 日 頃 、 彼 自身 が 親切 に 、 協 力 し 、 相 互 援 助 し て いた 相手 
や 友人 で ある こと 。 

その こと が 多い 。 

そう いう 点 で 、 友 人 の 存在 は 、 不 時 の 機能 の 獲得 に と っ て 、 不 可 欠 
で ある 。 

持つ べき も の は お 金 で は な く 、 友 達 で ある 。 


一 般 に 、 ビ ジネス は 、 以 下 の 内 容 と みな され る 。 
相手 に 機能 を 提供 する こと 。 

ELT FOAOWMES DENRBSCE, 
そし て 、 利 益 を 得る 、 儲 ける も の 。 


他人 か ら 対 価 を な る べく 多く 巻き 上 げ て 、 金 持ち に な る こと 。 
それ が 自己 目的 化し て し まう 人 。 

そう し た 人 が が 多い 。 

他人 に 対し て 提供 する 機能 その も の に 目 が 行か な いこ と 。 
機能 提供 の 対価 と し て 支払 われ る お 金 に 目 が 行っ て し まう こと 。 
その た め 、 目 先 の 利益 確定 に 目 が 囚われ る こと 。 

そう し て 、 以下 の 内 容 の 実現 が 、 お ろ そ か に な る こと 。 

彼 自 身 が 提供 する 機能 。 

それ ら の 品質 の 確保 や 、 向 上 。 

それ ら が 発生 する 。 


儲かる な ら 、 低 品質 の 機能 で 構わ な いと する 見 方 。 
それ が 広まる こと に な っ て し まう ろ っ 。 


人 々 の 間 に 行 き 交 う 機 能 の 品質 。 
それ が 低下 する 。 

人 々 の 環境 適応 の 水準 。 
それ は 低く な る 。 

人 々 は より 生き 延び に くく な る 。 
これ は 、 ま ずい こと で ある 。 


そこ で 必要 な の は 、 見 方 、 ス タン ス を 変え る こと で ある 。 


人 の 役に立つ こと 。 

人 々 の 環境 適応 水準 を 向上 させ る こと 。 
それ ら に 資す る 、 よ り よ い 機 能 。 

それ を 周囲 に 向け て 生み 出し て いく こと 。 
それ を 実行 し よう と する 心構え 。 

それ を 、 ま すず 根底 で 持つ こと で ある 。 


その 心構え が 、 日 常 の 仕事 の 中 で 、 以下 の 内 容 を 生み 出す 原動力 に 
な る 。 

人 々 が より 生き 延び や すく な る の に 役立つ 、 新 た な アイ デア 。 
それ は 、 新 た な ビジ ネス チャ ンス に 直結 する 。 

そう し た ビジ ネス を 推進 する こと 。 

人 々 は 、 そ れ で 、 以下 の (1 ) & UFO (2 ) を 同時 に 実現 可能 
で ある 。 


(C1) 
周囲 の 人 々 の 生活 水準 を 向上 させ る こと 。 


(2) 
НВ, НОЛЬ С“. 
そう し て 、 和 金持ち に な り 、 豊 か に な る こと 。 


金儲け に は 、 こ ちら の 考え 方 の 方 が 重要 で ある 。 

その 人 は 、 単 な る 金 の 亡者 の よう に 、 周 囲 の 人 々 か ら 一 方 的 に 金 を 
巻き 上 げ る の で は な い 。 

その 人 は 、 他 人 の 役に立っ た 上 で 儲け て いる 。 

な の で 、 彼 は 、 他 人 か ら は 、 ЦТО, MBERTS. 

「 あ り が と うろ う 。 


助かっ た 。 1 
Rid, AR PASsloRFAnNSnN}S, 
そう し て 、 彼 は 、 な お か つ 、 和 金持ち に な れる 。 
ld, =, 以下 を 実現 で きる 。 
周囲 の 人 々 の 頭 に 、 彼 ら 自 身 を 、 プ ラス の 価値 ある も の と し て 、 売 
り 込 むこ と 。 
彼ら 自身 の 文化 的 子 拓 を 、 周 囲 の 人 々 の 頭 の 間 に 残 すこ と 
上 記 の 考え 方 は 、 こ れ ら の 実現 に も つなが る 。 


他人 の 役に立つ こと 。 
それ は 、 以下 の 効果 も 持つ 。 
自分 の 分 身 を 他人 の 間 に 広 めやす く な る 効果 。 


人 間 は 生き 物 で ある 。 
な の で 、 人 間 は 、 絶 え ず 、 自 己 増殖 を 図 ろ うと する 。 


人 は 、 以 下 の ( 1 ) に つい て 、 以下 の ( 2 ) を 実現 し よう と する 。 


(1) 
彼 自身 の アウ ト プ ッ ト 。 
彼 自 身 の 分 身 。 


(2) 

彼 自身 の 生き た 証 と する こと 

で きる だ け 長 く 残 すこ と 

で きる だ け 、 広 男 囲 に 広め る こと 


これ が 実現 し た 場合 。 
人 生 は 成功 で ある 。 


一 方 、 彼 自身 の アウ ト プ ッ ト が 途 絢 え 、 広 ま ら ず に 消滅 し た 場合 。 
人 生 は 失敗 で ある 。 


//// 

成功 し た 人 生 。 

彼 自身 と その 分 身 の 、 外 部 世界 へ の 拡大 や 増殖 。 
それ を うま く 果 た し た 人 生 。 


失敗 し た 人 生 。 
彼 自身 と その 分 身 の 拡大 や 増殖 。 


それ に 失敗 し た 人 生 。 


ИИ 
た だ し 、 こ の 人 生 の 成功 と 失敗 は 、 長 い 目 で 見 な いと 分 か ら な い 。 


場合 に よっ て は 、 以 下 の こ と が 起き る 。 


(1) 
本 人 が 死ん だ 後 で 、 そ の 功績 が 発掘 され て 、 有 名 に な っ て 世界 中 に 
広まる こと 。 


(2) 

本 人 が 生き て いる 間 は 、 成 功 者 と し て 恵まれ た 人 生 を 送る こと 。 
し か し 、 死 後 、 急 速 に 忘れ られ て 、 消 えて し まう こと 。 

死後 、 批 交 の 対象 に な っ て 、 汚 名 を 残す こと 。 


各 人 が 生成 する 機能 。 

それ も 、 そ の 人 に と っ て は 、 以下 の 内 容 で ある 。 
彼 自身 の 分 身 。 

彼 自 身 の コ ピー。 

RE SOLS fei. 


各 人 が 生成 する 機能 を 、 彼 自身 の 分 身 や 、 彼 自身 の 生き た 証 と し 
て 、 残 すこ と 。 
それ に は 、 以下 を 実現 する 必要 が ある 。 


(1) 
Bemtmicegvsoce, 
質 を で きる だ け 高 め る こと 。 


(2) 
量 を 最大 化す る こと 。 
СЕАНС 5 < =. 


こう し た 意図 か ら 良 質 の 機能 が た くさ ん 社会 に 出回る こと 。 
それ が 、 以下 の 実現 に つなが る 。 
人 々 を 社会 の 中 で 生き や すく する こと 。 


彼 自身 の 生成 し た 機能 。 
それ を で きる だ け 長 生き させ よう 、 広 め よ うと する 欲求 。 


それ は 、 生 物 と し て 自己 増殖 し よう と する 欲求 で ある 。 
それ は 、 極 め て 利己 的 な 自分 勝手 な 欲求 で ある 。 

し か し 、 そ の 利己 性 が 、 結 果 的 に 、 以 下 を も た ら す 。 
社会 に 流通 する 機能 の 質量 の 向上 。 

社会 の 発展 に 貢献 する こと 。 


他人 の 役に立つ こと 。 

他人 に 対し て 有益 な 機能 を 提供 し 続け る こと 。 

それ が 、 彼 自身 の アウ ト プ ッ ト や コピ ー を 他人 の も と に 広め る 自己 
増殖 に つなが る 。 

それ は 、 結 局 は 、 生 き 物 と し て の 成功 に つなが る 。 

他人 の 役に立つ こと 。 

それ は 、 結 局 は 、 彼 自身 の た め に な る 。 


他人 に 必要 と され る こと 。 

他人 に と っ て 必要 な 機能 を 提供 で きる こと 。 
それ が 、 人 間 に と っ て の 生き が いで ある 。 
それ は 、 以下 の 内 容 で ある 。 


C1) 

他人 に 対し て 、 必 要 な 機能 を 提供 で きる こと 。 

それ で 、 対 価 が 得 ら れる こと 。 

その 対価 で 、 以 下 の 内 容 を 手 に 入れ る こと が で きる こと 。 
彼 自 身 が 生き 延び て いく 上 で 必要 な 物資 。 

その 結果 より 生き 延び や すく な る こと 。 


(2) 

他人 、 周 囲 へ と 、 彼 自身 の 分 身 で ある 自作 の 製品 の コピ ー を 広め る 
機会 が 増え る こと 。 

その 結果 、 自 己 増殖 に つなが る こと 。 


他人 に 、 必 要 な 機能 を 提供 で き な い こと 。 
他人 か ら 不 要 、 お 荷物 と 見 な され る こと 。 
それ は 、 以 下 の 内 容 に な る 。 

生き て いく 価値 が 無い こと 。 

存在 価値 が 無い こと 。 

人 生 の 失敗 。 


AM. +#3 Ce Ес ЕСС а. 
それ は 、 人 が 、 単 に 、 彼 自身 の 生活 を 豊か に し た いと いう だ け で は 


な い 。 
人 は 、 そ の 過程 で 、 以下 の 内 容 を 、 人 生 和 目標 に する か ら で あ る 。 


C1) 
いか に 、 他 人 に 必要 と され る 、 価 値 あ る 人 間 と な る か ? 


(2) 
いか に 、 他 人 に 必要 な 機能 を て き ば き 提 供 で きる 、 有 能 な 人 間 と み 
な され る か ? 


(3) 
そう し て 、 い か に 周囲 か ら 高 い 価 値 を 与 えら れる か ? 


それ ら に 、 そ の 人 の 人 生 の 成功 が か か っ て いる か ら で あ る 。 
その 人 の 有 能 さ 。 

それ が 後世 まで 語り 継が れ た 場合 。 

彼 は 、 歴 史上 の 人 物 と し て 、 彼 自身 の 存在 を 、 死 後 も ずっ と 人 々 の 
間 に 広 め る こと が 出来 る 。 

彼 は 、 文 化 的 な 自己 増殖 に 成功 し た こと に な る 。 


高い 機能 提供 能力 を 持っ て いる 有 能 
その よう に 見 な され る こと 。 
それ は 、 以 下 の よ うな 周囲 の 評価 に つなが る 。 


TRIE, BOA ЕСИСЕЬВИСНЪ. | 

「 我 々 に は 、 あ の 人 の 存在 が 、 必 要 だ 。 |1 

「 我 々 は 、 あ の 人 が いる と 、 助 か る 。 4 

「 我 々 は 、 あ の 人 を 、 バ パ バックアップ 、 サ ポー ト し よう ろう 。 

そう し て 、 彼 に 、 そ の 持て る 能力 を 、 十 分 発揮 し て も ら お う 。」 


そう し た 評価 。 

それ は 、 以下 の 実現 に つなが る 。 

彼 自身 が 生き て いく 上 で の 必要 な 援助 や サポ ー ト 。 
それ を 周囲 か ら よ り 得 や すく な る こと 。 

より 生き 延び や すく な る こと 


それ は また 、 以下 の 実現 に つなが る 。 

より よい 機能 提供 。 

その た め に は どう すれ ば よい か 、 人 より 物事 が よく 見 える こと 。 
社会 や 組織 で 高い 指導 的 な 地位 を 約束 され る こと 。 

周囲 の 人 た ち を 、 彼 自身 の 言う こと を 聞く 分 身 、 部 下 と し て 使う こ 
と 。 

それ が 可能 に な る こと 。 

その 点 、 周 囲 に 彼 自 身 の 教え が 広まり や すく な る こと 。 

そう し て 、 自 己 増殖 に 成功 する こと 。 


人 が 周囲 か ら 褒 め ら れる と 喜ぶ こと 。 

それ は 、 本 質 的 に は 、 以 下 の よ うな 有人 能 感 を 持て る か ら で あ る 。 
「 私 は 、 他 人 に 必要 と され た 。 

私 は 、 他 人 の 役に立っ た 。 1 

その 有人 能 さ 。 

それ は 、 以下 の 実現 に つなが る 。 

彼 自身 を 生き 延び や すく する こと 。 


机 能 主义 者 DO 人 生 训 。 
それ は 、 以下 の 内 容 に な る 。 


「 他 人 に 必要 と され る 人 間 。 
プラ ス の 価値 の ある 人 間 。 
そう し た 人 間 に な りな さい 。 | 


「 他 人 に 必要 な 機能 。 

それ を 提供 で きる 人 間 。 
有 能 な 人 間 。 

そう し た 人 間 に な りな さい 。 | 


人 は 、 死 後天 国 に 行く た め に 、 番 行 を し よう と する 。 

し か し 、 本 来 、 番 行 は 、 そ うい う も の で は な い 。 

善行 は 、 社 会 を 、 彼 自身 や 他人 に と っ て 生き や すく する た め に 行う 
も の で ある 。 

社会 が 生き や すく な る こと 。 

その こと で 、 人 が 、 以下 を 図り や すく する こと 。 

生物 と し て の 自己 保存 、 自 己 増殖 。 
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と っ て は 、 行 うべ き 根 拠 が 十分 ある 。 


善行 や 隣人 愛 。 

その 動機 。 

それ は 、 以下 の 内 容 で も 、 全 然 構 わな い 。 
自己 保存 や 自己 増殖 。 

それ ら を 有利 に し よう と する 自己 中 心 的 な も の 。 
善行 は 、 彼 自身 の 利益 の た め に 行う も の で ある 。 
それ は 、 以下 の 内 容 で ある 。 

「 情け は 人 の た め な ら す ず 。 

彼 自身 の た めで ある 。」 

その 動機 が 自己 中 心 的 で も 、 結 果 と し て 、 以下 の 内 容 に つなが れ 
ば 、 そ れ で 良い 。 

人 間 が 相互 に 生き 延び や すく な る こと 。 


彼 自 身 を 無 に する こと 。 

彼 自 身 を 犠牲 に する こと 。 

そう し て 、 他 人 の た め に 尽く そう と する こと 。 
その よう に 、 わ ざわ ざ 苦 闘 す る こと 。 

それ は 全然 必要 無い 。 

そう いう 行き 方 。 

それ は 生き 物 と し て 不 自 然 で ある 。 

善行 者 は 、「 偽善 者 」 で 全然 構わ な い 。 


me 


Bo 

それ は 、 機 能 主義 の 観点 か ら は 、 以下 の 内 容 で ある 。 

互い に 相手 の 役 に 立 と うと する こと 。 

それ は 、 第 一 に 彼ら 自身 の 生活 維持 の た めで ある 。 

それ は 、 天 国 に 行く た め の も の で は な い 。 

困っ て いる 人 へ の 共感 。 

「 そ うし た 事態 は 、 明 日 は 、 我 が 身 に 起き る か も 知れ な い 。」 
それ に 伴う 、 解 決 策 の 提示 や 実行 。 

それ が 、 以下 の 中 身 で ある 。 

機能 主義 的 な 愛 。 


彼 自 身 や 他人 の 役に立つ 機能 。 

それ を 十分 提供 で きる よう に な る こと 。 
それ に は 、 以下 が 必要 で ある 。 

それ な り の 情報 や ノウ 八 ウ 。 

その 取得 。 


人 間 に と っ て 教育 が な ぜ 必 要 か ? それ は 、 以下 の 理由 で ある 。 
人 間 が 、 以下 の 能力 を 身 に 付け る た め 。 

彼 自身 が 生き て いく た め に 必要 な 機能 生成 能 

人 間 が 、 他 人 の 役 に 十分 立つ だ け の 機能 を 提供 で きる 能 


彼 自身 や 他人 の 環境 適応 の 役に立た な い 和 勉強 。 
それ は 、 し て も 仕方 が な いし 、 意 味 が な い 。 


教育 を 、 人 間 を 能力 面 で ふる い 分 け す る た め の 道 具 と し て 使う こ 
と 


それ は 、 本 来 の 用 法 か ら す れ ば 間違い ロ で ある 。 
教育 の 本 来 の 用 法 。 

それ は 、 以 下 の も の で ある 。 

人 間 に 、 変 転 する 環境 下 で 生き 延び る ノウ 人 ハウ を 与え る こと 。 
生き 延び て いく 上 で 役立つ こと 。 

それ を 教え る こと 。 

それ が 、 学 校 教 育 の 基本 で ある 。 


生き て いく た め に 必要 な 機能 。 
その 獲得 。 
それ は 、 複 数 の 人 間 の 間 で 、 取 り 合 い に な る こと が ある 。 


彼 自身 の 生成 し た 機能 。 
それ を 、 他 者 の 間 に 広 め る 場合 。 
それ は 、 類 似 し た 機能 を を 生成 する 他 者 と の 競争 に な る 。 


機能 へ の 引換 と な る 貨幣 を 多く 持つ 金持ち 。 
彼ら が 、 機 能 を 独占 し て 所 有する 事態 。 
それ も 起こ る 。 


ал. 


それ は 、 必 要 な 機能 を 手 に 入れ られ な いい 人 の こと で ある 。 
一 部 の 人 間 に よ る 機能 の 独占 。 


それ は 、 本 来 、 互 助 的 な 生き 物 で ある 人 間 の 本 性 に な じ ま な い ,。 
機能 は 、 で きる だ け 、 必 要 と され る 人 々 へ と 、 必 要 最 低 限 、 平 等 に 
分 配 さ れる 必要 が ある 。 


病気 な ど で 、 他 者 に 機能 を 提供 で きず 、 そ の た め 返 し の 貨幣 も 苗 え 
SITBSCUSA, 

その 人 も 、 以下 の 可能 性 、 能 力 を 秘め て いる 。 

ひと た び 病 気 が 治 っ た 場合 。 

十分 な 教育 を 受け た 場合 。 

他 者 に 対し て 、 有 用 な 機能 を 提供 で きる よう に な る こと 。 


な の で 、 社 会 は 、 以 下 の ( 1) の 人 に 対し て 、 以 下 の ( 2 ) を 実行 
する 必要 が ある 。 


(1) 
FRIK CIA, ЕЕВС, НЕЕ РС > 480 
に な っ て いる 人 。 


(2) 

最低 限 の 機能 を 融通 し て 、 生 き 延 び て も ら う こと 。 
以下 の 可能 性 が 大 きく 存在 する 。 

当世 代 の 親 は 、 病 気 な どの た め 、 能力 的 に 駄目 で ある 。 
し か し 、 次 世代 の 子供 は 優秀 で ある 。 


НН. 

社会 的 地 位 。 

それ ら に 了 囚われ 過ぎ る こと 。 

それ は 駄目 で ある 。 

いく ら 稼 いで も 、 出 世 し て も 、 彼 自身 の こと を 後世 に ずっ と 残せ な 
か っ た ら 、 人 間 と し て は 何 も な ら な い 。 


人 間 に は 、 永 達 の 命 が 必 要 で ある 。 

それ を 、 宗 教 へ の 信心 に よっ て 得 よ うと する こと 。 

それ は 誤り で あり 、 ミ スリ ー ド で ある 。 

宗教 は 、 天 国 の 存在 に 頼っ て いる 。 

それ は 、 人 間 が 、 勝 手 に 想像 し 、 人 作り上げ た も の で ある 。 
それ は 、 本 来 存 在 し な いも の で ある 。 

それ は 、 和 実効 性 が 無い 。 


彼 自 身 の 遺 伝 的 、 文 化 的 子孫 。 

その 後世 へ の 永代 的 な 受け 継ぎ 。 

それ を 実現 する こと 。 

それ が 、 人 間 に と っ て の 実際 の 永遠 の 命 に 当たる 。 
彼 自 身 の 遺 伝 的 、 文 化 的 子孫 。 

それ が 後世 へ と より 受け 継が れる こと 。 

それ を 、 和 生き残り や すく する こと 。 

その た め に は 、 以下 の 内 容 が 必要 で ある 。 
ENSOFRME HARE CHSC. 
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な ほど 、 後 世に 受け 継が れ 、 生 き 残 りや すい 。 

人 間 が 永遠 の 命 を 得る こと 。 

その た め に は 、 以下 の 行為 が 有効 で ある 。 

機能 主義 を 信じ 、 実 行 す る こと 。 


( 2005 年 初出 ) 


歴史 の 法則 。 シ ステ ム と し て の 礎 
史 。 生物 に と っ て の 歴史 。 


は じ め に 。 本書 の 目的 。 


歴史 。 
それ は 、 以下 の 内 容 で ある 。 


C1) 
生物 の 歴史 。 
生物 の 生き た 和 証 。 
生物 の 生き た 痕跡 。 
EORACER. 


(2) 
過去 の 生物 。 
ENE, 


その 社会 。 
その 実態 。 
その 解明 。 
その 結果 を 、 現 代 社 会 と の 間 で 比較 する こと 。 


それ は 、 生 物 の 興隆 と 衰亡 の 繰り 返し と な っ て いる 。 
例 。 

恐 章 の 歴史 。 

人 類 の 歴史 。 


生物 は 、 歴 史 を 学ぶ 。 
生物 は 、 そ れ に より 、 以 下 の 内 容 を 理解 する こと が で きる 。 


私 は 、 ど うす れ ば 興隆 で きる か ? 
私 は 、 ど うす れ ば 穫 権 を 取れ る か ? 
私 は 、 ど うす る と 衰亡 し て し まう か ? 


生物 は 、 そ れ を 学ぶ 。 
生物 は 、 そ うし て 生き る 。 


過去 に 存在 し た 、 生 き や す か っ た 社会 の 事例 。 
過去 に 存在 し た 、 生 き 辛 か っ た 社会 の 事例 。 
生物 は 、 そ れ を 参考 に し て 、 生 きる 。 

本 書 は 、 以 下 の 内 容 に つい て 、 ま と め て いる 。 
歴史 の 法則 の 解明 。 

その た め に 必要 な 、 主 な 視点 。 

体制 。 

文化 。 


GRE ORT. 
衰亡 DO 条 件 。 


Al BUICK > СФ. 
支配 され る 側 に と っ て の 歴史 。 


歴史 の 法則 の 解明 。 そのため に 必要 な 、 主 な 
視点 。 


(1 ) 現状 の 課題 


現代 社会 で は 、 歴 史 が 、 高 校 な どの 授業 で 教え られ て いる 。 
それ は 、 以 下 の 内 容 で ある 。 

史実 の 年 代 。 

活躍 人 物 の 固有 名 詞 。 

それ ら の 機械 的 暗記 。 

その オン バレ ー ド 。 


現代 社会 で は 、 歴 史 が 、 大 学 な ど で 研 究 さ れ て いる 。 
それ は 、 以下 の 内 容 で ある 。 

史料 の 新 発 見 。 

史実 の 新 発 見 。 

史実 の 確定 。 

史実 の 解釈 。 

それ ら の オン バレ ー ド 。 


一 般 的 で 、 系 統 的 で 、 簡 易 明 快 な 、 歴 史 法則 。 

それ ら は 、 ま だ 明らか に され て いな い 。 

し か し 、 本 来 は 、 系 統 的 な 歴史 の 把握 が 必要 で ある 。 
それ は 、 以下 の 内 容 を 実現 する 。 


教え られ る 大 量 の 歴史 や 史実 。 

その 基盤 に ある 共通 の 法則 や ルー ト 。 

それ ら を 予め 整理 する こと 。 

それ を 、 人 々 に 対し て 提示 する こと 。 

その こと で 、 初 学者 で も 、 以下 の こと を 実現 可能 に する こと 。 
歴史 の エッ セン ス を 、 た ち ど こ ろ に 把握 で きる よう に する こと 。 


歴史 や 史実 を 、 共 通 の コー ス や ルー ト を た どり な が ら 、 把 握 で きる 
よう に する こと 。 
その こと で 、 史 実 を 、 頭 の な か で 整理 し や すく する こと 。 


現代 の 、 リ アル タイ ム で の 、 一 人 ひと り の 生き 方 。 
歴史 は 、 そ の 把握 に つなが る 。 


歴史 。 
それ は 、 以下 の 内 容 で ある 。 
生き 方 の 法則 。 


人 々 は 、 彼 ら 自 身 の 人 生 の 法則 を 知る た め に 、 歴 史 を 学ぶ 。 
その こと が 、 人 々 に と っ て 容易 に な る 必要 が ある 。 


それ は 、 以 下 の 内 容 を 実施 する こと で 、 可 能 に な る 。 
歴史 の 法則 の 抽出 手順 。 

「 歴史 の 部 品 。 」 

その 割り 出し 方 法 。 

その 割り 出し の 手順 。 

その 解明 。 

その 整理 。 

その 体系 化 。 


(2 ) 歴史 の 法則 の 抽出 手順 。「 歴 史 の 部 品 」 の 割り 出 
し 。 


最初 に 、 以 下 の よ うな 、 歴史 に 関す る 文書 を 、 完 成 さ せる こと 。 
大 ま か で 、 全 体 を 鳥 骨 す る 記述 内 容 の 、 小 さ な パ ン フ レッ ト 。 
その 内 容 に お いて は 、 歴 史 史実 を 、 つ まみ 食い の 形 で 、 一 般 化 し た 
形 で 、 引 用 する こと 。 


次 に 、 歴 史書 の 記述 を 一 般 化 し て 、 そ の 記述 を 整理 し て 、 マ イン ド 
マッ プ 人 等 に 集約 する こと 。 


最終 的 に は 、 歴 史 を 、 共 通 の 規格 化 さ れ た 部 品 、 パ バーツ と し て 、 捉 
える こと 。 
歴史 を 、「 歴史 の 部 品 」 の 集合 体 と し て 、 捉 える こと 。 


「 歴史 の 部 品 」 と し て の 、 ブ プ ブロック 部 品 や 、 マ イク ロロ 部 品 。 
それ ら の 組み 合わ せ と し て 、 歴史 を 末 現 する こと 


た どる コー ス や 、 ル ー ト の 典型 化 や 、 可 視 化 。 
その こと を 、「 歴史 の 部 品 」 を 組み 合わ せる こと で 、 可 能 に する こ 
と 。 


(3) 歴史 の 法則 の 抽出 作業 を 行う こと 。 そ の た め に 必 
要 な 前 提 知 識 。 


(3-1) 
大 ま か な 、 枝 葉 末 節 に 入ら な い 、 世 界 史 の 知識 。 
それ は 、 高 校 の 世界 史 教 科 書 レベ ル が 適当 で ある こと 。 


(3-2) 

心理 学 。 

社会 学 。 

それ ら は 、 いわ ゆる 行動 科学 で ある こと 。 
それ ら の 基礎 的 な 知識 。 


それ ら の 仕組 み に つ いて の 理解 が 、 前 も っ て 必要 で ある こと 。 


(3-3) 

42S > OEE AY SRE 

EXP ФЕ, 

それ ら が 、 前 も っ て 必要 で ある こと 。 
それ ら は 、 企 業 経 営 と の 間 に お いて 、 共 通 点 が 多 


(3-4 

地政 学 や 、 軍 事 学 に つい て の 基礎 的 な 知識 。 

歴史 は 、 攻 め た り 、 滅 ぼ ば し た り の 繰り 返し で ある こと 。 

СТИ, BHROMIDKID, ЗЕЕ СОБ, ЧАЩЕ, # 
$). 


(4) 歴史 の 法則 の 抽出 作業 。 そ の 実践 。 


(4.1) 歴 史書 の 文 斉 。 そ の 言い 換え の 作業 。 


歴史 書 の 文吾 。 

それ は 、 現 状 で は 、 固 有名 詞 の オン パレ ー ド に な っ て いる こと 。 
それ を 、 よ りー 一 般 的 、 普 遍 的 な 内 容 に 言い 換え る こと 。 

固有 名 詞 を 消す こと 。 

その 手法 は 、 本 書 の 資料 編 に 記載 され て いる 。 


一 般 化 や 普遍 化 を 行っ た 歴史 書 の 内 容 。 
そこ か ら 、 共 通 の コー ス や ルー ト を 、 抽 出す る こと 。 


(4.2) 有 歴史 の 法則 や 歴史 の 部 品 。 そ れ ら の 抜き 出し と 整理 。 そ 
の 重要 ポイ ント 。 


抽出 結果 か ら 歴 史 の 法則 や 、 歴史 の 部 品 を 導出 する こと 。 
その た め の 整 理 ポ パイ ント を 明らか に する こと 。 


その た め に 、 少 な く と も 、 以下 の 点 に 着目 する こと 。 

筆者 は 、 そ れ ら を 、 以下 の 手順 で 得 た 。 

高校 向け の 世界 史 の 教科 書 。 

они“. 

そこ か ら 、 時 代 を 超越 し て 普遍 的 に 見 られ る 事項 を 、 抽 出す る こ 
と 。 


> 
we 
过 


/// 
拡大 。 
ZR. 


衰退 。 


地図 上 で 、 一 定 の 勢い や 力 を 持つ 人 々 の 集まり 。 
ФФ ЖА, HAP. НЫ, 

それ ら の タイ プ や 原因 。 

上 記 に つい て 説明 する こと 。 


人 々 の 集まり と し て は 、 以下 に つい て 言及 する こと 。 


企業 な どの 集団 や 組織 。 


COLD ERATC. ПФЛ, ЕЦ BRL. IRL, 
亡 し た か に つい て 、 説 明 す る こと 。 


C1) 
Rt 5 03811, MATSCE, 
Е, RUICETHS, 


(2) 

Pt 5 08, \1\, HANTSCE, 
ЖЕ, WoOTSce, 
tn5lk, BLICECHS, 


そう し た こと を 説明 する こと 。 


(目標 ) 


以下 に つい て の 、 歴史 上 の 知見 。 
それ を 与え る こと 。 


C1) 
EDTN, AIL, Зло, BRL, COBRA CS 
SD? 


) 
すれ ば 、 人 々 は 、 衰 退 か ら 立 ち 走 れる か ? 


(1-1) 
RAP. вые, LPTICEe, 

交通 の 要衝 で あり 、 市 場 を 開き や すい こと 。 
例 。 

中 国 。 北 宋 の 都 。 開 封 市 。 


(2) 
資源 の 確保 。 


(2-1) 

彼ら 自身 の 領土 の 内 部 に 、 鉱 物 や 石油 な どの 、 有 用 な 資源 を 、 潤 沢 
に 保持 し て いる こと 。 

それ ら 資 源 を 、 容 易 に 採掘 で きる こと 。 


(2-2) 

彼ら 自身 の 風土 が 、 植 物 の 栽培 に 、 適 し て いる こと 。 
例 。 

稲 。 

小 麦 。 


(2-3) 


彼ら 自身 の 風土 が 、 以下 の 用 途 に 適し て いる こと 。 
动物 D 饲 育 。 
АЕ, 


例 。 
RB. 


養殖 魚 。 


(3) 
工芸 。 


C2411) 

有用 な ツー ル 。 

ハー ドウ ェ ア 。 

ソフ トウ エア 。 

それ ら の プロ ダク ト 。 

それ ら を 、 彼 ら 自 身 の 内 部 で 、 保 有 し て いる こと 。 


それ ら の 製造 能力 が ある 人 % 々 。 
そう し た メン バー が 、 彼 ら 自 身 の 内 部 に 、 た くさ ん いる こと 。 


(3-2) 

売り 物 に な る 美術 工芸 品 や 、 文 芸 や 、 音 楽 な ど 。 

それ ら の 作成 能力 が ある 人 々 。 

そう し た メン バー が 、 彼 ら 自身 の 内 部 に 、 た くさ ん いる こと 。 


(4) 
情報 の 確保 。 


(4-1) 
新しい 、 重 要 な 情報 や 、 ニ ュー ス 、。 
それ ら を 、 人 入手 し た り リ 、 発 信 し た り し や すい 位置 に いる こと 。 


(5) 
モチ ベー ショ ン の 確保 。 


(5-1) 
進ん で 働く モチ ベー ショ ン 。 
それ ら を 、 人 々 が 持ち や すい こと 。 


自発 的 な 労力 の 提供 。 
その 行為 が 報 わ れる 社会 で ある こと 。 


(6) 
変革 の 確保 。 


(6-1) 

人 々 が 、 以 下 の 行 為 を 、 積 極 的 に 行い や すい こと 。 
今 ま で 無かっ た 方 向 へ と 進む こと 。 

チャ レン ジ す る こと 。 

変革 を する こと 。 


ALAR HHP SHAD, BLE. 


Bl. 
im. 


/// 
资源 。 
领土 。 
人 材 。 


持っ て いる と 、 そ の 持ち 主 の 生活 レベ ル 向 上 に 役立つ も の 。 

生き て いく うえ で 、 持 ち 主 に 対し て 、 必 要 な 様々 な 利益 を も た ら す 
も の 。 

資源 。 MWB. ЛМ. AL. ВЫ, 

その 利益 の タイ プ や 特徴 。 

それ ら に つい て 説明 する こと 。 


C1) 
権益 の 取得 や 、 奪 取 。 
(2) 

権益 の 維持 。 

(3) 


権益 の 消滅 。 


それ ら の きっ か け 。 

その た め に 取ら れ た 政策 内 容 。 
その 分 小 类。 
ENSITDIVT, BART SCE, 


(目標 ) 

どう いう 風 に する と 、 人 々 は 、 権 益 を 得 や すい か ? 
どう いう 風 に する と 、 人 々 は 、 権 益 ие 
ESIISMICT SE, AGI, БЕХИЪЭУИМ? 
それ ら に つい て の 歴史 上 の 知見 を 与え る こと 


整理 。 
権益 の 取得 。 


(1-1) 

権益 の あり か に つい て 、 そ の 権益 の 第 一 発見 者 や 、 発 明 者 と な る こ 
Cs 

先行 者 と し て 、 ラ イ バ ル に 気づか れ な いう ち に 、 そ の 権益 の 存在 に 
対し て 、 嘩 を 付け る こと 。 

それ ら を 、 全 て 彼ら 自身 の 領土 化す る こと 


(1-2) 


武力 や 、 外 交 力 を 用 いて 、 茎 に 権益 を 確保 し て いる ライ バル を 攻略 
し て 、 そ の 権益 を 横取り する こと 


B2. 
侵略 。 


/// 
侵略 が 起き る 原因 と 、 そ の 進行 プロ セス に つい て 、 説 明 す る こと 。 
原因 。 例 。 


Е «И, 

豊富 な 天然 資源 な ど 。 

EDK DBA CHB 

それ ら を 保持 し て いる 割 に 、 軍 事 力 や 武装 が 、 弱 いこ と 。 


侵略 する 側 。 

その 社会 が 、 不 振 で 、 行 き 詰 っ て いる こと 。 

その 打開 の た め に 、 他 国 の 権益 に 目 を 付け る こと 

ある い は 、 新 た に 勃興 し た 勢力 が 、 さら に 伸張 する た め に 、 上 既存 の 
権益 奪取 に 目 を 付け る こと 


彼ら 自身 は 、 い か に 侵略 を 進め た か ? 
彼ら 自身 は 、 い か に 他国 の 侵略 を 防御 し た か ? 
それ ら の ノウ 人 ハウ に つい て 説明 する こと 


(目標 ) 
彼ら 自身 は 、 どう すれ は ば 他 園 の 権 若 SEM CS SM? 、 
В ЛЕС. BE LOMRESABCE. 


(A) 
整理 。 
権益 の 奪取 。 
その 維持 。 


C1) 
権益 の 奪取 。 


(1-1) 
RAGHAGA\C, HEOB@M RHE СФ SHHEKBL, Bas 
させ る こと 。 

その こと で 、 他 国 の 権益 を 奪う こと 。 


(1-2) 
巧み な 外交 力 を 用 いて 、 現 在 の 権益 保持 者 で ある 他国 を 追い 話 
その 逃げ 場 を 無く し て 、 他 国 を 屈服 させ る こと 。 


その こと で 、 他 国 の 権益 を 奪う こと 。 


(1-3) 
潤沢 な 資金 力 を 用 いて 、 現 在 の 権益 保持 者 で ある 他国 に 対し て 、 権 
益 売 却 を 持ち か け 、 権 六 を 買い 取る こと 。 


(2) 
権益 の 維持 。 


(2-1) 
自衛 や 、 反 攻 の 武力 を 用 いて 、 彼 ら 自 身 の 権益 を 狙う 他国 の 攻撃 
を 、 封 じ 込 め る こと 。 


(2-2) 

外交 力 を 駆使 し て 、 彼 ら 自 身 の 権 益 を 狙う 他国 の 戦略 行使 を 、 封 じ 
込め る こと 。 

他国 に 追い 詰め られ な いよ うに 、 逃げ 場 や 、 余 地 を 、 彼 ら 自 身 の 内 
部 に お いて 、 確 実に 用 意 し て お く こ と 。 


(2-3) 

経済 的 に 困 窒 し て 、 彼 ら 自 身 の 権益 を 他国 に 売り 渡す こと 。 

そう し た こと を し な いで 済む よう に 、 資 金 面 で の 落 え を 、 彼 ら 自 身 
の 内 部 に お いて 、 確 実に 用 意 し て お く こ と 。 


C. 支配 体制 


Cl. 
支配 。 


/// 

支配 層 や 権力 層 と 、 被 支配 層 と の 関係 。 

そう し た 関係 が 、 国 家 な ど に お いて 、 ど の よう に 構築 され 、 維 持 さ 
hn, HSS. BARLEY? 

それ ら に つい て 、 説 明 す る こと 。 


どう いう タイ プ の 人 た ち が 、 支 配 層 や 権力 層 と し て 、 君 申し た の 


か ? 

その 支配 が 長期 に わた っ た 理由 。 
その 支配 が 短期 に 終わ っ た 理由 。 
それ ら に つい て 、 説 明 す る こと 。 


(目標 ) 

人 々 は 、 ど うす れ ば 支配 者 や 権力 者 に な れる か ? 
人 々 は 、 ど うす れ ば 支配 を 長期 化 で きる か ? 
それ ら に つい て の 歴史 上 の 知見 を 与え る こと 


(А) 
整理 。 
支配 。 


PLP 

権力 の 獲得 。 
その 維持 。 
その 強化 。 


(1) 
支配 者 に な る コツ 。 


(1-1) 
社会 の 中 に 、 彼 ら 自 身 の ベ ー ス と な る 居場所 や 基地 を 、 確 保 す る こ 
と 


(1-2) 
Е НТС, ЕОс ИЗ, RAY, BR. 
それ ら を 確保 する こと 


(1-3) 
こう すれ ば 上 手 く 行く と いう 、 彼 ら 自 身 の 戦 略 や 、 ビ ジョ ン 。 
それ ら を 、 確 保 す る こと 。 


(1-4) 
RE バト ロン や 、 有力 者 な 


а 確保 する こと 。 
(1-5) 


彼ら 自身 の た め に 下働き し て くれ る 人 た ち 。 
それ ら を 、 確 保 す る こと 。 


そう し た 人 た ち が 、 彼 ら 自 身 の た め に 、 自 発 的 に 働い て くれ る よう 
に する こと 。 


(1-6) 
彼ら 自身 の 上 を 行く 者 に 対抗 で きる よう に 、 絶 え ず 能力 を 磨く こ 
と 


о 


(2) 

支配 者 と な る た め に 必要 な カカ 。 
(2-1-1) 

知力 。 

/// 

理解 力 。 

記憶 力 。 

戦略 上 の アイ デア を 創造 する 力 。 
(2-1-2) 

统率 力 。 

/// 

リー ダー シッ プ 。 

人 心 を 掌握 する カカ 。 
(2-1-3) 

コミ ュ ニ ケー ショ ン を 行う 力 
情報 収集 を 行う 力 
(АЕ) 

実行 力 。 

THA 

(2-2-1) 

财力 。 

/// 


予算 を 確保 する 力 。 


(2-2-2) 
武力 。 


/// 

武術 や 、 武 器 装備 を 、 充 実 さ せる 力 。 
攻撃 力 。 

防御 力 。 


/// 
運動 能力 の 充実 。 
健康 の 維持 。 


(3) 
支配 長期 化 の コツ 。 


(3-1) 

いっ た ん 支配 が 安定 し た ら 、 そ の 状態 を 保持 し 続け て 、 あ まり 動か 
さ な い よう に する こと 。 

体制 を 確立 する こと 。 


(3-2) 
反乱 が 起き な いよ うに する こと 。 
それ は 、 以下 の 行為 で ある 。 


(3-2-1) 
人 々 を 、 生 活 面 で 充足 させ 、 不 満 が 出 な いよ うに 、 し 続け る こと 。 


(3-2-1-1) 
人 々 へ の 経済 面 で の バラ マキ を 、 適 宜 行 うこ と 。 


(3-2-2) 
人 々 の 内 政 へ の 不満 を 、 抑 圧する こと 。 


(3-2-2-1) 

HI, BRAG, 整備 する こと 。 

それ ら を 活用 し て 、 反 抗 す る 者 を 、 常 時 取り 締まる こと 。 
人 々 に 対し て 、 見 せしめ を 活用 する こと 。 


(3-2-3) 
人 々 の 内 政 へ の 不満 を 、 ガ ス 抜 きす る こと 。 


(3-2-3-1) 
彼ら 自身 の 外部 に 、 仮 想 敵 国 を 作る こと 。 
その こと で 、 人 々 の 注意 を そちら に 向け させ る こと 。 


(3-2-3-2) 

社会 に お ける 、 被 支配 者 側 の 人 々 。 

彼ら を 、 分 断 し 、 互 い に 攻 撃 さ せる こと 。 

その こと で 、 和 彼ら の 戦力 を 消耗 させ る こと 。 

そう し た 彼ら の 戦力 は 、 本 来 、 支 配 者 側 へ の 反抗 へ と 、 向 か っ は ず 
で ある こと 。 


(3-2-4) 

周囲 の 状況 の 変化 を 、 素 早く 察知 する こと 。 

それ に 応じ た 社会 の 変革 を 、 俊 敏 に 、 継 続 的 に 行う こと 。 
ある い は 、 そ の 振り を する こと 。 


(3-2-5) 

хол НВ С ЕЕ VP. AMP. Ха, 
それ ら の 発生 に よる 、 支 配 者 側 の 弱体 化 。 

それ を 、 避 ける こと 。 

(4) 

支配 者 と 被 支配 者 と の 関係 。 


(4-1) 


既存 の 権力 関係 や 、 支 配 関係 。 
Batti in. 


ео 
支配 者 側 。 
私 た と ち は 、 そ れ ら を 、 維 持 、 強 化し た い 。 


(4-1-2) 
被 支配 者 側 。 


(4-1-2-1) 
FATE BIL, SNS, НЕО, ЗЕЕ. 


а 
私 た ち は 、 自 分 た ち も 支 配 者 側 の 一 員 に 入れ て も らい た い 。 
私 た と ち は 、 そ うし て 、 そ れ ら を 享受 し た い 。 


C2. 
体制 。 
混乱 。 


/// 

国家 な どの 仕組 みや 、 体 制 。 

それ ら が 、 ど の よう に 構築 され 、 維 持 さ れ 、 揺 ら ぎ 、 消 滅 し た か ? 
それ ら に つい て 、 説 明 す る こと 。 


どの よう な 社会 の 仕組 み が 、 人 々 に よっ て 、 受け 入れ られ た か ? 
どの よう な 社会 の 仕組 み が 、 人 々 か ら 嫌 が られ た か ? 

どの よう な 社会 の 仕組 み に 対 し て 、 人 々 は 、 反 乱 を 起こ し た か ? 
それ ら に つい て 、 和 実例 を も と に 、 そ の 理由 に つい て 、 タ イプ 分 け を 
行っ て 、 説 明 す る こと 。 


どの よう な 原因 で 、 社 会 が 混 息 し た か ? 
どの よう な 原因 で 、 そ の 混乱 が 収まっ た か ? 
それ ら に つい て 、 タ イプ 分 け を 行っ て 、 説 明 す る こと 。 


(目標 ) 
人 々 の 社会 が うま く 回 る た め に 、 ど の よう な 仕組 み を 作れ ば よい 


か ? 
それ に つい て の 歴史 上 の 知見 。 
それ を 、 人 々 に 対し て 、 与 える こと 。 


整理 。 


混乱 の 防止 。 


-2-2) 
災害 に よっ て 、 社 会 が 混乱 し な いよ うに する こと 。 


(1-2-2-1) 
予め 災害 発生 の シミ ュ レ ーション を 、 和 徹底 す る こと 。 


(1-2-2-2) 
災害 が 起き て し まっ た ら 、 とりあえず 、 以下 の こと を 行う こと 。 
復旧 する こと 。 

新しい 整備 や 整地 を 、 行 うこ と 。 

それ ら の 計画 を 、 迅 速 に 立案 し 、 実 行 に 移す こと 。 


(2) 
政策 一 般 。 
(2-1) 


人 々 が 心理 的 混乱 を 起こ さ な い よう に 、 対 処す る こと 。 


(2-1-1) 
BROABM, FCBMICBSAWESIC. MeTTSCS, 


(2-1-2) 
政策 が 。 人 々 に と っ て 過酷 に な り 過 ぎ な いよ うに 、 気 を 付け る こ 
と 。 


D 生活 


/// 

どの よう な 場合 に い 、 ど の よう な プロ セス で 、 国 家 や 人 々 が 、 富 裕 に 
BW, ис, иль? 

それ ら の 原因 や 理由 に つい て 、 説 明 す る こと 。 


な ぜ 、 人 々 の 間 に 、 経 済 格差 や 所 得 格差 が 生ま れ 、 拡 大 、 縮 小 し て 
いっ た か ? 
それ ら の 原因 や 理由 に つい て 、 説 明 す る こと 。 


(目標 ) 

どう すれ ば 、 人 々 は 、 富 裕 に な れる か ? 

どう すれ ば 、 人 々 は 、 偶 因 か ら 抜 け 出 せる か ? 
どう すれ ば 、 社 会 的 な 格差 を 、 無 くせ る か ? 
それ ら に つい て の 歴史 上 の 知見 を 、 与 える こと 。 


CA) 
整理 。 
富裕 に な る や り リ 方 。 


(1) 
教育 。 


(1-1) 
彼ら 自身 の 持つ 、 稼 ぐ 能 力 を 、 新 た に 学習 に よっ て 、 後 天 的 に 身 に 
付け る こと 。 


(1-2) 


M5 НВФ, TAMGAMOAHRE. ЖЯ 09 < 953 =. 


(2) 
ライ バル の 活用 。 


(2-1) 
ライ バル と の 競争 力 を 、 身 に 付け る こと 


(2-1-1) 
ライ バル の ノウ 人 ハウ を 、 内 偵 に より 取得 する こと 
そう する こと で 、 ラ イ バ ル に 対し て 、 追い 付け る よう に する こと 。 


О 
ライ バル が 持っ て いな い 独 自 の ONY, 
それ ら を 、 発 見 し 、 実 用 化す る こと 


СВ) 
整理 。 
格差 を な くす や り 方 。 


C1) 
格差 を な くす こと 


CcC 1-1) 

上 位 に 就 い た 者 が 、 何 も せ ず に 念 け て いる か 、 間 違っ た こと ば か リ 
し て いる 場合 。 

その 上 位 者 が 、 走 ぐに 下位 へ と 、 落 ちや すい こと 。 

それ ら の 実現 を 容易 に する 社会 制度 を 、 作 る こと 


既得 権益 者 の 維持 や 固定 化 。 
それ ら を 、 和 実行 し に くく する こと 


(1-2) 

彼ら 自身 が 、 い っ た ん 下位 へ と 落ち て も 、 努 力 と オ 能 が あれ ば 、 容 
易 に 遭い 上 が りや すい こと 。 

そう し た 社会 制度 を 、 作 る こと 。 


(1-3) 
社会 の 内 部 を 、 時 々 か き 回 し て 、 そ の 新陳代謝 を 行う こと 。 


D2. 
自由 、 権 利 と 圧政 。 


/// 

どの よう な プロ セス で 、 人 々 は 、 自 由 や 権利 を 得 た か ? 

どの よう な プロ セス で 、 人 々 は 、 得 た 自由 や 権利 を 維持 し た か ? 
どの よう な プロ セス で 、 人 々 は 、 得 た 自由 や 権利 を 失っ た か ? 
それ ら に つい て 、 説 明 す る こと 。 


どの よう な プロ セス で 、 圧 政 が 生じ た か ? 
それ は 、 ど の よう に し て 続い た か ? 

それ は 、 ど の よう に し て 打破 され た か ? 
それ ら に つい て 、 説 明 す る こと 。 


(目標 ) 
ポイ ント 。 


C1) 
人 々 は 、 ど うす れ ば 、 自 由 や 権利 を 獲得 し 、 そ れ ら を 維持 で きる 
か ? 


(2) 
人 々 は 、 ど うす る と 、 せ っ か く 得 た 自由 や 権利 を 、 失 っ て し まう 
か ? 


(3) 
人 々 か ら 、 自 由 や 権利 を 、 上 手 に 奪う に は 、 ど うし た ら 効 果 的 か ? 


それ ら に つい て の 歴史 上 の 知見 を 、 人 々 に 対し て 、 上 与え る こと 。 


(А) 
整理 。 
自由 の 獲得 。 
C1) 
自由 の 獲得 。 


(1-1) 


彼ら 自身 の 能力 を 、 周 囲 に 対し て 、 認 め さ せ る こと 。 


1-2) 
SASSO DP. AiR. РУ, 9 ФСС. 


a 


1-3) 
ら 自 身 の プ ライ バシ ー を 、 確 保 す る こと 。 
ら 自 身 の 領 域 に つい て 、 そ の 錠前 と 鍵 を 、 自 前 で 、 用 意 す る こ 


BBA 


他 者 が 入っ て 来る こと が 出来 な い 、 独 自 の 室 間 。 
それ ら を 、 作 る こと 。 


(1-4) 
彼ら 自身 の 技能 や 計画 を 、 プ ラッ クボ ックス 化す る こと 。 
それ ら に 対し て 、 上 位 者 が 、 容 易 に 手出し が 出来 な いよ うに する こ 


(1-5) 
武器 を 持っ て 、 自 衛 す る こと 。 


- 2 ) 
ВЕР №85 10) =, ADE, 
身 の 専 門 分 野 が 、 無 効 に な る こと 。 


= 
U7 ON 
It It 


2-253) 
彼ら 自身 の プラ イバシー を 失う こと 。 

ら 自 身 の 令 域 に お いて 、 他 者 の 侵入 を 許す こと 。 
(2-4) 
彼ら 自身 の 秘匿 する 、 技 術 情報 や 計画 の 情報 。 
それ ら が 、 外 部 に 流出 する こと 。 


(2-5) 


自衛 の 武器 を 、 失 うこ と 。 


(3) 
自由 の 剥奪 。 


(3-1) 

個人 の 自衛 を は る か に 凌ぐ 、 強 大 な 武力 や 警察 力 を 持つ こと 。 
それ ら の 力 を 行使 し て 、 個 人 の プラ イバシー や 秘匿 技術 を 、 強 制 的 
<>“. 

それ ら の 実現 を 、 可 能 に する こと 。 


(3-2) 

社会 の 制度 。 

個人 の 運命 。 

それ ら を 、 自 身 の 思 うま ま に 変 えら れる 独裁 体制 。 
それ ら を 、 作 り 上 げ る こと 。 


例 。 
ドイ ツ 。 
ヒト ラー の ナチ ズム 。 


(3-3) 
個々 人 の 行為 に 対す る 訂 認 可 権 限 。 
それ ら を 、 確 立 す る こと 。 


(4) 
ЕВ. 


О 

権力 者 。 

権力 側 の 人 々 。 

彼ら は 、 支 配下 の 人 々 を 、 強 制 的 に 自分 の 色 に 染め 上 げ る 。 


権力 者 。 権 力 側 の 人 々 。 

彼ら は 、 そ の こと を 、 以下 の よう に 、 見 な す 。 
彼ら 自身 が 、 そ の 社会 を 支配 し て いる 、 和 証拠 。 
例 。 


中 国 。 
BIC KS, RKRAO, HBO BE, 


El. 
改革 。 


変革 。 


保守 。 
革新 。 


/// 

HAICKSIFS, УВЕ», RZRBAX. 

社会 の 仕組 み を 、 彼 ら 自 身 に と っ て 、 よ り 良 い 形 に 変え よう と する 
a 

その た め の 、 複 数 勢力 間 に お ける 、 せ め ぎ 合い 。 

その あり 方 。 

=, 

ENSICDIVT, BART SCE, 


C1) 
社会 変革 の 主導 権 。 
ИЕ Е ЛОУ. 


例 。 

保守 势力 。 

革新 势力 。 

彼ら 自身 の 社会 的 な バッ ク グ ラウ ンド 。 
彼ら 自身 の 職業 。 

それ ら の 種類 の 違い 。 


彼ら は 、 ど の よう に し て 、 社 会 変革 の 主導 権 を 、 握 っ た の か ? 
それ ら に つい て 説明 する こと 。 


(2) 


社会 変革 。 
それ は 、 改 革 か ? 

それ は 、 革 新 的 な の か ? 
それ は 、 復 古 な の か ? 


それ ら は 、 い か な る 原因 で 、、 発 生 し た の か ? 
それ ら は 、 ど うい う タ イプ の 人 物 や 集団 由来 で 、 発 生 し た の か ? 
それ ら に つい て 、 説 明 す る こと 。 


(3) 

社会 変革 の プロ セス 。 

それ ら は 、 ど の よう に 進行 し た か ? 

それ ら は 、 い か な る 原因 で 、 成 功 し 、 失 敗 し た か ? 
それ ら に つい て 、 説 明 す る こと 。 


(目標 ) 
人 々 は 、 ど うす れ ば 、 社 会 の 仕組 み を 、 う まく 変え られ る か ? 
それ ら に つい て の 歴史 上 の 知見 を 、 人 々 に 対し て 、 上 与え る こと 。 


(А) 
整理 。 
変革 の 分 類 。 


1 
1-1) 
その 変革 は 、 社 会 上 層 部 が 起こ し た か ? 


資本 。 
それ ら を 持つ 層 。 


(1-2) 

その 変革 は 、 社 会 下層 部 が 起こ し た か ? 
例 。 

労働 者 。 

資産 の 無い 層 。 


) 
“44 
4, SECA ML MAMICASIT THA? 


その 変革 は 、 革 新 的 か ? 


その 変革 は 、 元 いた 領域 へ と 戻る タイ プ か ? 
その 変革 は 、 保 守 的 か ? 


) 
- 1 ) 
変革 は 、 自 主 的 で 、 自 発 的 で 、 内 発 的 な も の か ? 


その 変革 は 、 外 部 の 他 の 勢力 か ら 、 強 制 さ れ た も の か ? 


) 

9 

変革 は 、 人 々 に よっ て 、 受 け 入 れ ら れ た か ? 

( 

ФЕ, ЛЧЕХ><. ЛШЕЕКЕИ, ВЗИЕМ? 


(4-A) 
(4-A-1) 
その 変革 は 、 人 々 を 、 自 由 に 解放 する も の か ? 


(4-А-2) 
その 変革 は 、 人 々 を 、 よ り 束 縛 す る も の か ? 
その 変革 は 、 人 々 に 対し て 、 よ り 鉛 従 を 強い る も の か ? 


В) 
-B-1) 
変革 は 、 人 々 の 生活 を 、 豊 か に する も の か ? 


(4-B-2) 
その 変革 は 、 人 々 の 生活 を 、 偶 し くす る も の か ? 


Е2. 
反乱 や 革命 。 


/// 

反乱 や 革命 が 起き る 、 原 因 。 

その 背景 に 当たる 、 社 会 的 な 問題 。 
例 。 

аи, 

圧政 。 圧 制 。 


反乱 や 革命 が 進行 する 、 プ ロ セ ス 。 

それ ら に つい て 説明 する こと 。 

(1) 

反乱 は 、 ど の よう な 形 で 始ま り 、 拡 大 し た か ? 
その 反乱 の 指導 者 は 、 ど うい う タ イプ だ っ た か ? 
(2) 


その 反乱 に 対し て 、 支 配 側 は 、 ど の よう に 、 火 消し に 動い た か ? 
その 反乱 は 、 ど の よう に 、 平 定 さ れ た か ? 


(3) 

ill DEE. 

それ は 、 ど の よう に 行わ れ た か ? 
(4) 

革命 。 


その 結果 、 従 来 の 支配 層 は 、 ど の よう な 運命 を た どっ た か ? 
その 結果 、 ど の よう に 、 支 配 層 が 入れ 替わっ た か ? 


それ ら を 、 法 則 の 形 で 説明 する こと 。 

(目標 ) 

どう すれ ば 、 有 既存 の 問題 多い 支配 層 を 、 打 倒 で きる か ? 
どう すれ ば 、 新た な 勢 力 や 政権 を 、 樹 立 で きる か ? 


それ ら に つい て の 歴史 上 の 知見 を 与え る こと 。 


整理 。 
反乱 の 原因 。 


原因 は 、 以 下 の 内 容 に ある こと 。 


C1) 
不満 。 
(2) 
統率 の 不足 。 


C1) 
不満 


CTs 1 9 
低い 地位 。 
悪い 扱い 。 


(1-1-1) 
今 ま で に 比べ て 、 彼 ら 自 身 の 地位 が 低く な っ た こと 。 
今 ま で に 比べ て 、 彼 ら 自 身 の 扱 い が 悪 く な っ た こと 。 


彼ら 自身 の 地位 が 、 低 いま まで ある こと 。 
彼ら 自身 の 扱い が 、 悪 いま まで ある こと 。 


(1-2) 
低い 生活 水準 
ви, 


2-1) 
身 の 生 活水 準 が 、 低 く な っ た こと 。 
身 の 生 活水 準 が 、 低 いま まで ある こと 。 


ge 
0/07 一 
Tit Um: 


身 の 生 活 が 、 苦 し いこ と 。 
身 の 生 活 に 対し て 、 不 満 が ある こと 。 


天候 不良 に よる 、 生 育 不良 。 
それ ら の 発生 。 


例 。 
風水 害 。 
火山 の 爆発 。 


(1-2-1-2) 
上 位 者 に よる 、 搾 取 。 
それ ら の 発生 。 


(1-2-1-3) 
ВС 5, МФ, 
それ ら の 発生 。 


(1-3) 
不 自由 。 


(1-3-1) 

強 す ぎる 秩序 。 

抑圧 。 

ЕВ. 

その 社会 を 、 引 き 締 め 過 ぎ で ある こと 。 
その 社会 に お いて 、 自 由 が 無い こと 。 


(1-4) 
不 正 。 


(1-4-1) 

不正 の 横行 。 

悪法 。 

社会 が い それ ら の な す が ま ま に な る こと 。 


(2-1-1) 

弱 す ぎる 秩序 。 

混乱 。 

И 

その 社会 の 中 で 、 人 々 が 、 好 き 勝 手 に 。 や り た い 放 題 で ある こと 。 
放任 。 


(2-1-2) 

上 位 者 が 、 頼 りな いこ と 。 

上 位 者 に 、 統 率 力 が な いこ と 。 
そこ へ と 付け 入る 隙 が 、 あ る こと 。 


整理 。 


下位 者 か ら 上 位 者 へ の 転換 。 


C1) 
反乱 の 指導 者 が 、 権 力 者 に 変わ る こと 。 


下位 勢力 に お ける 、 中 心 的 な 人 物 。 
彼ら 自身 が 、 上 位 者 に な る こと 。 


(2) 
歴史 は 、 繰 り 返 すこ と 。 
新た な 反乱 の 指導 者 が 、 再 び 、 生 まれ る こと 。 


例 。 
中 国 に お ける 、 王 朝 交 代 。 


(С) 
整理 。 


自治 領 の 内 部 に お ける 、 権 力 構 造 。 


/// 
人 々 が 、 外 部 権力 者 か ら の 自治 を 、 勝 ち 取 っ た 場合 。 


Е ФЕНА! МТО, 
ey 
メン バー 間 に お ける 、 支 配 と 従属 の 関係 。 


メン バー 間 に お ける 、 上 下関 係 。 
その 発生 は 、 不 可 避 で ある こと 。 
例 。 


中 世 ヨ ー ロ ッ パ 。 
都市 の 自治 。 


(Ch 
反乱 や 革命 を 、 主 導 す る こと 


(C1-2) 
体制 を 、 構 築 し 、 維 持 す る こと 


(2) 

指導 者 の タイ ブ プ 。 
社会 の 指導 者 が 、 個 人 で ある 場合 。 
例 。 

=, 首相 。 大 統領 。 


社会 の 指導 者 が 、 集 団 組織 で ある 場合 。 


発生 する こ 


例 。 
政府 。 
中 央 官庁 。 


それ ら の タイ プ に つい て 、 説 明 す る こと 。 


指導 者 に お ける 、 以下 の あ りり 方 に つい て 、 タ イプ 分 け を 行っ て 、 計 
明 す る こと 。 


(2-1) 
人 心 を 掌握 する 手法 。 


(2-2) 
知性 の あり方 。 


(2-3) 
運動 性 。 
実行 力 。 
それ ら の あり 方 。 


(2-4) 

出身 の あり 方 。 

その 、 社 会 的 な バッ ク グ ラウ ンド 。 
その 、 所 属す る 社会 階層 。 


(目標 ) 

どの よう な タイ プ の 人 が 、 歴史 に 名 を 残す 指導 者 に 、 な れる の か ? 
人 々 は 、 自 身 が 、 指 導 者 に な る た め に 、 どう いう 資質 を 、 身 に つけ 
れ ば よい か ? 

それ ら に つい て の 知見 を 与え る こと 。 


(А) 

整理 。 

指导 者 OO 条件。 

/// 

歴史 上 の 指導 者 の 場合 。 


その 実例 。 


(1) 
THAIS, ва АФ НЭ 5. |1 
その よう に 、 人 々 に 対し て 約束 する こと 。 


(2) 
統率 力 が ある こと 。 


(3) 
率先 し て 実行 する こと 。 


自ら 、 率 先 し て 動く こと 。 
他人 を 動か すこ と 。 


(4) 
人 々 の 願い を 、 集 約 す る こと 。 
それ ら の 落と し 所 を 、 見 つけ る こと 。 


(5) 

人 的 資源 を 、 動 員 で きる こと 。 
Е, ВСС. 
それ ら が 、 可 能 で ある こと 。 


(5-1) 
EOERABM, ВЕ ИИС С, 


(52-1) 
Ол, ЛАС, BANPTIICE, 
例 。 

温か いこ と 。 

思い や り が ある こと 。 


(5-2-2) 

その 人 柄 や 性 格 が 、 冷 酷 で ある こと 。 

し か し 、 そ れ ら が 、 人 々 に と っ て 、 怖 く て 、 拒 絶 出 来 な いも の で あ 
る こと 。 


С. Mit. 芸術 . 科学 


今 ま で 価値 が ある と され て きた 、 考 え 方 や アイ デア 
それ ら の 実現 方 法 。 

それ ら に は 、 ど の よう な も の が ある か ? 
それ ら を 、 タ イプ 分 け を し て 、 説 明 す る こと 


人 間 は 、 な ぜ 、 そ れ ら の も の を 、 価 値 あ る も の と し て きた の か ? 
人 間 の 感覚 や 、 知 覚 や 、 記 憶 や 、 感 情 の あり 方 。 

人 間 の 脳 の 仕組 み 。 

それ ら と の 関連 。 

それ ら に つい て 、 分 類 し て 、 説 明 す る こと 


№ 
それ ら に つい て 、 分 類 し て 、 説 明 す る こと 


(А) 
整理 。 
歴史 に 残る 文化 や 、 芸 術 や 、 科 学 や 、 技 術 。 


(1) 
今 ま で に 無い 、 オ リ ジ ナ ル な 新 境地 を 切り 開い た こと 。 


例 。 
ダー ウィ ン の 提唱 し た 、 進 化 論 。 


(2) 
今 ま で の 技術 な ど に 磨き を か け て 、 高 度 に 完成 させ た こと 。 


例 。 

中 国 。 
景德镇 D 陶 器 。 
C3) 


様々 な 分 野 に 股 を か けた 、 集 大 成 を 行っ た こと 。 


中 国 。 
ев, Г. 
その 内 容 。 


今 ま で 、 ど の よう な 超越 者 や 神 が 、 人 間 に よ っ て 、 求 め ら れ て きた 
か ? 

それ ら を 、 分 類する こと 。 

それ ぞ れ の タイ プ に つい て 、 そ の 興亡 を 、 そ の 原因 と と も に 、 説 明 
する こと 。 


C1) 
超越 者 の 種類 。 
それ ら を 、 分 析 し 、 分 類する こと 。 


例 。 
唯一 神 の 宗教 。 
多神教 。 


(2) 
な ぜ 、 そ の タイ プ の 超越 者 や 神 が 、 過 去 に 求め られ て 来 た の か ? 
その 理由 を 、 説 明 す る こと 。 


(А) 
整理 。 


超越 者 に 求め られ る 、 存 在 上 の 資質 。 


(1) 

人 々 が 、 道 に 迷っ た 時 。 

人 々 に 対し て 、 正 し い 道 や 、 寄 る べき 道 を 、 指 し 示し て くれ る 存 
在 。 


(2) 

人 々 に と っ て 、 以下 の 存在 で ある こと 。 

彼ら 自身 を 、 あ り の まま に 受け 入れ て くれ る 存在 。 
彼ら 自身 を 、 包 人 和 含 し て くれ る 存在 。 


(3) 

人 々 に と っ て 、 以下 の 存在 で ある こと 。 

彼ら 自身 が 、 弱い こと 。 

そう し た 彼ら 自身 を 、 守 っ て くれ る 存在 。 

そう し た 彼ら 自身 を 、 強 くし て くれ る 存在 。 

そう し た 彼ら 自身 に 対し て 、 力 を 与え て くれ る 存在 。 


(4) 

人 々 に と っ て 、 以下 の 存在 で ある こと 。 
彼ら 自身 が 間違っ て いる こと 。 

そう し た 彼ら 自身 を 、 矯 正 し て くれ る 存在 。 


(5) 
人 々 に と っ て 、 以下 の 存在 で ある こと 。 
彼ら 自身 を 、 災 害 や 不幸 か ら 、 守 っ て くれ る 存在 。 


(5 ) 抽 出し た 歴史 部 品 。 抽 出し た 歴史 法則 。 


(5 .1) 勢 力 の 興亡 の ルー ト 、 コ ー ス 


勢力 。 そ れ は 、 以 下 の 存 在 で ある こと 。 
例 。 

個人 。 

集団 や 団体 。 

ХЕ. 

企业 。 

国家 。 


民族 。 


Еф. ROHS. EROKRE. 
それ ら の 間 に お ける 、 類 似 性 。 
それ ら を 、 参 考 に する こと 


コー ス 毎 、 ル ー ト 毎 に 、 以 下 の 内 容 を 、 明 ら か に する こと 


その コー ス や ルー ト は 、 な ぜ 生 じ た か ? 


その 原因 と な る 要因 。 
それ ら の 掛け 合わ せ 。 
それ ら を 、 行 うこ と 。 


歴史 の 体系 化 。 
HES OD ARTEL 
それ ら を 、 可 能 に する こと 


コー ス を 追う 対象 に 当たる 主体 。 
それ ら を 、 予 め 、 決 め て お く こ と 。 
そう し た 主体 の 候補 。 

Е. 

民族 。 

WKF. 

企业 。 

主义 。 

ву. COMM. с, 
зе. COMM, COBME. 
一 般 人 。 


それ ら が 身 に 付け た 、 実 際 の 固有 名 詞 。 
それ ら を 、 史 実 と し て 、 明 ら か に する こと 。 
注意 点 


оо ee 


コー ス の 繰り 返し 。 
コー ス の 飛ば し 。 


о 


Я 一 又 0 循环 。 
それ ら が ある こと 。 


ИИ. 
権力 の 側面 。 


[1.384] 


Al. 
発生 。 
结 成 。 


ans 
aXilo 


/// 

個人 が 、 ア イデ ア を 思い つい て 、 そ の 共鳴 者 と の 間 で 、 企 画 や 事業 
を 、 起 こす こと 。 

それ は 、 し ば し ば 反 体 制 的 で ある こと 。 


A2. 
勃興 。 


ИИ 
その よう に 、 彼 ら 自 身 が 、 新 た に 興し た 、 企 画 や 事業 。 
それ ら が 、 う まく 行く こと 。 


[2. 成 長 ] 
A3. 
成長 。 


/// 

そう し た 企画 や 事業 。 

それ ら が 、 次 第 に 伸び て 行く こと 。 
А4. 

発展 。 


/// 
そう し た 企画 や 事業 。 
それ ら が 、 幅 広く 展開 し て いく こと 。 


[3.ЕЯ] 


AS. 
勢力 の 拡大 。 


/// 

そう し た 企画 や 事業 。 

それ ら を 行う 共鳴 者 。 

それ ら を 行う 自 集団 。 
それ ら の 勢 力 が 、 大 きく な る こと 。 


A5b. 
拡張 。 


/// 
そう し た 企画 や 事業 。 
それ ら が 、 よ り 大 きく 膨らみ 、 広 が っ て いく こと 。 


Аб. 
建国 。 


/// 

彼ら 自身 が 持つ 、 国 家 と し て の 仕組 みや 法制 。 

それ ら の 内 容 を 整備 し て 、 そ の こと を 、 そ の 内 外 に 向け て 、 ア ピー 
ル す る こと 。 


A7. 


自治 。 


/// 

ВНОВЬ, ЕЕК С, 

彼ら 自身 だ け で 、 と りあ え ず 、 BR\OBIRESA, ПУЭ 
る こと 。 


A7b. 
自主 独立 。 


/// 
周囲 の 権力 者 か ら の 影響 力 。 
それ ら を 排 し て 、 彼 ら 自 身 の 力 で 、 独 立 を 成し遂げ る こと 。 


[4. 攻 撃 ] 


В1. 
移动 。 


/// 
НЫ, BocCRFORIWECZSERDITELSELT $15 
位 買 か ら 動 く こ と 。 


B2. 
侵入 。 
/// 
PRICES, KAORI 位 置 。 
彼ら 自身 が 、 そ こ に 入り 込む こと 。 


B3. 
圧迫 。 


/// 


彼ら 自身 が 、 既 に いる 他 者 に 対し て 、 心 理 的 に 、 社 会 的 に 、 圧 力 を 
か ける こと 。 


Cl. 
衝突 。 


/// 
彼ら 自身 が 、 既 存 勢 力 と の 間 で 、 小 競り 合い を する こと 。 


C2. 


戦争 。 


/// 
彼ら 自身 が 、 既 存 勢 力 と の 間 で 、 大 規模 な 戦闘 に 入る こと 。 


[5. 奪 取 、 防 衛 ] 


СЗа. 


a> 
ПРо 


/// 
彼ら 自身 が 、 既 存 の 支配 体制 を 覆す こと 。 
その こと で 、 彼 ら 自 身 が 、 新 た な 支配 者 へ と 、 和 転化 する こと 。 


C3b. 
复古 。 
反动 。 


/// 
彼ら 自身 が 、 以 前 の 支配 体制 を 、 も う 一 度 復活 させ る こと 。 


彼ら 自身 が 、 武 力 に よる 奇 衣 攻 撃 で 、 非 合法 的 に 、 政 権 を 奪取 する 


C3d. 
乗っ 取る こと 。 


/// 

彼ら 自身 が 、 新 興 勢 力 と し て 、 ト ッ プ の 座 に 就く 。 

その 際 に 、 彼 ら 自 身 が 、 既 存 の 体制 の 下位 部 分 を 、 そ の まま 活か す 
ご と 。 


防御 。 


防衛 。 
阻止 。 


/// 
彼ら 自身 が 、 以下 の 内 容 の 実現 を 阻止 する こと 。 
新興 勢力 に よる 、 体 制 転 首 の 試み 。 


そう する こと で 、 彼 ら 自 身 が 、 以 前 の 支配 体制 を 、 維 持 す る こと 。 


[6. 登 頂 ] 


Di. 
勝利 。 


/// 
彼ら 自身 が 、 戦 闘 で 、 決 定 的 に 有利 に な る こと 。 
その こと で 、 彼 ら 自 身 が 、 相 手 を 負かし て 、 降 参 べ きせ る こと 。 


D2. 
ЕЕ. 
移 住 。 
EEE 


彼ら 自身 が 、 以下 の 土地 に 、 新 た に 移り 住む こと 。 
彼ら 自身 が 、 既 存 勢 力 か ら 新 た に 奪っ た 、 和 奈 件 の 良い 土地 。 


D3. 
権益 の 取得 。 
/// 


彼ら 自身 が 、 以 下 の 内 容 を 、 我 が 物 に する こと 。 
それ ら を 所 有 有 し て いる と 、 社 会 的 に 有利 に な る も の 。 
im. 

例 。 

資源 の 掘削 。 

その 権利 。 


D4a. 


買収 。 
HA. 


/// 
相手 を 、 彼 ら 自 身 の 元 へ と 、 併 せ 呑 み 込む こと 。 


D4b. 
FEC ART SOC, 


/// 
彼ら 自身 に 対し て 、 従 わな い 相 手 。 
ИБ =, ВЕСЕ) TE, 


D4c. 
占领 。 


/// 
HFOWLE, Е ЛЕНЕ, НВФ! 
する こと 。 


D4da. 
植 民 地 化 。 


/// 
彼ら 自身 の 勢力 下 に 買い た 、 元 は 他 者 の 領土 で あっ た 土地 。 
そこ か ら 、 彼 ら 自 身 の 利益 を 、 吸 いり 上げる こと 。 


D4db. 
自国 化 。 
所 有 。 


/// 
彼ら 自身 が 、 元 は 他 者 の 領土 で あっ た 土地 を 、 我 が 物 に する こと 。 


D4dc. 
统一 。 


/// 


群雄 割拠 し て いた 諸 勢 力 を 、 彼 ら 自 身 の 元 へ と 、 一 本 化す る こと 。 


D4e. 
支配 。 


/// 
彼ら 自身 が 、 相 手 を 、 支 配 す る こと 。 
彼ら 自身 が 、 相 手 を 、 こ き 使 うこ と 。 


D4f. 
搾取 。 


/// 
彼ら 自身 が 、 以 下 の 存 在 か ら 、 利 益 を 吸い 出し て 、 我 が 物 に する こ 
と 


彼ら 自身 が 支配 し て いる 相手 。 


[7. 绝 顶 ] 


El. 


a 
繁 米 。 


/// 
R5SESM, ФСС, BATHSCE, 
彼ら 自身 が 、 そ の 状態 を 、 維 持 し 続け る こと 。 


Е2. 
独占 。 
Bd. 


/// 
彼ら 自身 が 、 権 益 な ど を 、 他 者 を 寄せ 付け ず 、 彼 ら 自 身 だ け で 利用 
で きる よう に する こと 。 


— 
黑子 


о 


TEL 
НЫ, BRIS, 
彼ら 自身 が 、 そ の 収支 が プラ ス の 状態 を 、 維 持 す る こと 。 


Е1. 
権益 の 維持 。 


/// 
彼ら 自身 が 、 得 た 権益 を 、 保 持 し 続け る こと 。 


F2. 

連合 。 
同盟 。 
协调 。 


/// 
彼ら 自身 が 、 他 の 大 き な 勢 力 と の 間 で 、 意 見 の 一 致 を 図り 、 
動 こ うっ と する こと 。 


[8. 下 降 ] 


G1. 
腐败 。 


/// 
R5SABSOAAOABICSEL\C, Нда. 
その こと で 、 彼 ら 自 身 が 、 機 能 不 全 を 引き 起こ すこ と 。 


G2. 
乱 机 。 


/// 
彼ら 自身 の 内 部 に お いて 、 法 秩序 が 乱れ て 、 各 自 が 勝手 に 行 


こと 。 


一 緒 に 


動 す る 


/// 
彼ら 自身 の 内 部 に お いて 、 意 見 の 相違 が 出る こと 


彼ら 自身 の 内 部 に お いて 、 ま と まり を 維持 する こと 。 
それ が 、 難 し く な る こと 。 


Н1. 
#1. 
/// 
KR5EBSORNM, DOCOMEZKIT, NSHCIHFUTIIK< 
ご と 。 


H2. 
赤字 。 


/// 
彼ら 自身 が 、 収支 に お いて 、 マイ ナス の 状態 に 陥る ご と と;。 


H3. 
衰退 。 


/// 
彼ら 自身 の 勢力 が 、 衰 える こと 。 


[9. 高 度 の 維持 や 、 再 上 昇 。 そ れ ら の 試み 。] 


п. 
改革 。 


/// 
彼ら 自身 の 勢力 の 内 部 に お いて 、 腐 敗 し 、 ダ メ に な っ た 部 分 


НЕ», ПВО, MEBBRICAMDSSCTSCE, 


12. 
WCHL, 


/// 
RS EBSORARBNG, CO-EBUICREDCTScCEe, 
彼ら 自身 の 繁栄 を 、 取 り 戻 そう と する こと 。 


I3. 

防御 。 
防衛 。 
阻止 。 


/// 

POST KS. mle EO. 

彼ら 自身 が 、 そ れ を 、 阻 止 す る こと 。 

その こと で 、 彼 ら 自 身 が 、 以 前 の 支配 体制 を 、 維 持 し よう と する こ 
es 


[10.8828] 


Л. 
権益 を 手放す こと 。 


/// 

彼ら 自身 が 、 財 政 面 な ど に お いて 、 苦 し く な る こと 。 

その こと で 、 彼 ら 自 身 が 、 彼 ら 自 身 が 持っ て いた 権益 を 、 他 勢 力 へ 
と 手放す こと 。 


/// 

彼ら 自身 が 、 財 政 面 な ど に お いて 、 苦 し く な る こと 。 

その こと で 、 彼 ら 自 身 が 、 彼 ら 自 身 が 持っ て いた 資産 を 、 他 勢 力 へ 
と 手放す こと 。 


J3. 
缩小 。 


/// 
彼ら 自身 の 勢力 が 、 小 さく な る こと 。 


Kl. 
敗北 。 


/// 
彼ら 自身 が 、 他 勢力 と の 戦闘 に お いて 、 負 ける こと 。 


K2. 
逃走 。 


/// 

彼ら 自身 が 、 今 まで 住ん も で いた と ころ 。 
彼ら 自身 が 、 今 まで 居 軌 し て いた と ころ 。 
彼ら 自身 が 、 そ こ か ら 、 逃げ 出す こと 。 


[11. 終 了 ] 


Ll. 
To 
倒 产 。 


/// 

彼ら 自身 の 事業 。 

彼ら 自身 の 集団 。 

それ ら が 、 立 ち 行 か な く な る こと 。 

それ ら が 解散 し て 、 バ ラバ ラ に な る こと 。 


L2. 
破壊 。 


崩壊 。 


/// 
彼ら 自身 が 、 彼 ら 自 身 で 構築 し た 、 仕 組み 。 
それ ら が 、 崩 れ て 、 無 く な る こと 。 


[12. 下 界 。 そ こ で の 再度 の 生活 。] 


М1. 
被 支配 。 


/// 

支配 を 受け る 側 。 

ФРИ, 

彼ら 自身 が 、 そ うし た 立場 に 回 る こと 。 
М2. 

抵抗 。 

反抗 。 

反乱 。 


/// 
彼ら 自身 が 、 支 配 者 に 対し て 、 反 対 の 意思 を 示す 行動 を 、 起 こす こ 


о 


A. に 戻る こと 。 


上 記 の 各 項 目 に つい て 、 そ れ ぞ れ 、 主 要 な 要因 を 立て る こと 。 
ーー ここ まで 


[まとめ 。 歴史 の 法則 。 登山 モデ ル 。 逆 U 字 曲線 モデ ル 。] 


上 記 の 法則 で は 、 彼 ら 自 身 は 、 以 下 の 内 容 に お いて 、 逆 U 字 を 形成 


TS. 
= Фа. 
その 地位 の 高 さ 。 


(1) 
彼ら 自身 は 、 最 初 は 、 規 模 が 小さ く 、 そ の 地位 が 低い こと 。 


(2) 
彼ら 自身 は 、 次 第 に 規模 が 大 きく な っ て 、 そ の 地位 が 上 昇 す る こ 
と 


(3) 
彼ら 自身 は 、 茎 存 勢 力 を 破っ て 、 絶 頂 期 に 入る こと 。 


(4) 
彼ら 自身 は 、 そ の 後 、 た が が 緩ん で 、 改 革 を 何 度 か 行い 、 盛 り 返 す 
こと 


(5) 
彼ら 自身 は 、 次 第 に 、 そ の 力 を 弱め て いく こと 。 


彼ら 自身 は 、 以 下 の 存 在 に 対し て 、 敗 れる こと 
新た に 力 を 付け て きた 、 別 の 新興 勢力 。 


(7) 
彼ら 自身 は 、 再 び 、 小 さい 存在 へ と 、 戻 る こと 


歴史 は 、 上 記 の プロ セス の 繰り 返し と な る 。 


彼ら 自身 が 、 途 中 で 改革 に 成功 し た 場合 。 
彼ら 自身 は 、 その 地位 や 勢力 を 維持 で きる こと 。 
そう し た こと も 、 発 生 す る 。 


彼ら 自身 に よる 、 一 連 の 動き 。 

それ ら は 、 登 山 や 下山 と し て 、 捉 える こと が 出来 る 。 
それ は 、 以下 の よう に 名 付け る こと が 出来 る 。 

「 歴史 の 法則 の 登山 モデ ル 。 ， 


彼ら 自身 に よる 、 一 連 の 動き 。 


それ ら は 、 図 に する と 、 以下 の よう に 、 逆 U 字 曲線 に な る 。 
それ は 、 以下 の よう に 名 付け る こと が 出来 る 。 
「 歴史 の 法則 の 逆 U 字 曲線 モデ ル 。 | 


[7. 総 頂 ] ры м 


[5. 奢 取 。 防 生 。] 


[1 発生 ] 


勢力 の 興亡 の 、 ル ー ト と コー ス 


[歴史 の 法則 。 史 実 へ の 当て は め 。] 


fl, AFAEOAL 
19 世 紀 後 半 。 
東 ア ジア の 中 国 。 


M1. 被 支配 。 
農民 層 は 、 清 朝 に よっ て 、 支 配 さ れ て いた 。 


一 M2. 抵 抗 。 
彼ら 自身 の 間 で は 、 清 朝 圧 政 へ の 不満 が 高まっ た 。 


ーAl. 発 生 。 
洪 秀 全 が 、 彼 自身 の こと を 、 キ リス ト の 第 と 称し て 、 
た 。 


ーA2. 勃 興 。 
拝 上 帝 会 。 


一 A3. 成 长 


仲間 を 募っ 


一 A4. 张 展 
ーー っ A5b. 拡 張 


—>Аб. Е. 
彼ら 自身 は 、 太 平 天 国 を 建国 し た 。 


ーC1. 衝 突 。 
彼ら 自身 は 、 清 朝 と の 間 で 、 衝 突 を 引き 起こ し た 。 


ーD1. 勝 利 。 


—D4c. 448, 
彼ら 自身 は 、 南 京 を 、 天 京 と 称し た 。 


一 G2. 乱 机 。 
彼ら 自身 は 、 内 輪 も め を 、 引 き 起 こし た 。 


ーーCL1. 衝 突 。 

彼ら 自身 は 、 清 朝 の 漢人 官僚 の 郷 勇 ら と の 間 で 、 衝 突 を 引き 起こ し 
た 。 

ーK1. 敗 北 。 

ーー っ K2. 逃 走 。 


ーーC1. 衝 突 。 
彼ら 自身 は 、 諸 外国 の 常勝 軍 ら と の 間 で 、 衝 突 を 引き 起こ し た 。 


ーK1. 敗 北 。 


Л.Т. 
НЕ, НОЯ >С, WOE. 


一 M1. 被 支配 。 

彼ら 自身 の 中 に お ける 、 残 存 者 。 

彼ら は 、 以 下 の 存 在 に よっ て 、 支 配 さ れ た 。 
既存 の 権力 者 。 清 朝 。 諸 外国 。 


(5.2) 文 化 発 展 の ルー ト 、 コ ー ス 


科学 。 
技術 。 
芸術 。 
美術 。 


それ ら の 向上 や 発展 。 
それ ら の 廃れ 。 


それ ら の 推移 を 、 段 階 を 追っ て 、 辿 る こと 。 
その こと を 、 可 能 に する こと 。 


それ は 、 基 本 的 に 、 上 か ら 下 へ と 、 流 れる こと 。 


それ は 、 以下 の 内 容 を 、 含 むこ と 。 
コー ス の 繰り 返し 。 
コー ス の 飛ば し 。 

コー ス の 循環 。 


[1. 暗 中 模索 ] 


Al. 
探検 。 
冒 院 。 


/// 

未踏 の 領域 。 

未知 の 領域 。 

それ ら の 中 へ と 、 挑 ん で みる こと 。 


А2. 

実験 。 
研究 。 
试行 错误 。 


/// 
上 手 く 行く も の が 無い か 、 い ろ い ろ 試 し て みる こと 。 
[2. 光 明 の 発見 ] 


В1. 
独創 的 な 発明 や 発見 。 


/// 
5$ СЕ, ВЫВЕЗ. 
それ ら を 、 見 つけ る こと 。 


[3. 上 昇 ] 


Cl. 
改良 。 


/// 

発見 し 、 発 明 し た 対象 。 

それ ら を 、 以下 の 内 容 へ と 、 変 える こと 。 
人 々 に と っ て 、 よ り 利 用 し や すい 形 。 


[4. 登 頂 ] 
Di. 
完成 。 


完 壁 化 。 

/// 

それ 以上 、 改 良 の 余地 が 無い と ころ まで 、 そ の 対象 を 、 磨 き 上 げ る 
ご と 。 


D2. 
集大成 。 


/// 
異な る 分 野 の 完成 品 同 士 を 一 つう に まとめ 上 げ る こと 。 


[5. 名 声 の 獲得 ] 

El. 

TEL: 

それ ら が 、 人 々 の 間 に お いて 、 広 く 普及 し 、 流 行 す る こと 。 
E2. 

伝播 。 


[MA 
それ ら が 、 今 まで 、 そ れ ら の こと を 知ら な か っ た 国 や 人 々 へ と 、 
わる こと 。 


[6. 下 降 ] 


Fl. 
旧式 化 。 
陈腐 化 。 


/// 
それ ら と は 別 の 、 新 た な 発見 や 発明 。 
それ ら が 、 上 記 の 内 容 の 発生 に より 、 交 き を 失う こと 。 


F2. 
不 使用 。 


/// 
それ ら が 、 人 々 の 間 に お いて 、 使 われ な く な る こと 。 


/// 
それ ら が 、 人 々 の 記憶 か ら 、 忘 れ 去 られ て 行く こと 。 


G2. 
消减 。 


/// 
それ ら が 、 市 場 な どか ら 、 消 える こと 。 


[8. 保 存 ] 


Н1. 
遺産 化 。 
遺跡 化 。 


/// 

それ ら が 、 過 去 の も の と な る こと 。 
それ ら が 、 博 物 館 な ど に 入る こと 。 
それ ら が 、 遺 産 と し て 、 展 示さ れる こと 。 


[まとめ 。 文 化 発 展 の 法則 。 登山 モデ ル 。 逆 U 字 曲線 モデ ル 。] 


上 記 の 一 連 の 動き 。 

それ ら は 、 登 山 や 下山 と し て 、 捉 える こと が 出来 る 。 
それ は 、 以下 の よう に 名 付け る こと が 出来 る 。 

「 文 化 発展 の 登山 モデ ル 。 」 


上 記 の 一 連 の 動き 。 

それ ら は 、 図 に する と 、 以下 の よう に 、 逆 U 字 曲線 に な る 。 
それ は 、 以下 の よう に 名 付け る こと が 出来 る 。 

「 文 化 発展 の 逆 U 字 曲線 モデ ル 。 」 


[5. 名 声 の 獲得 。] 


[8. 保 存 ] 
[2. 光 明 の 発見 。 ] 


1. 暗中 模索 ] 図 。 文化 発 民 の 、 ル ー ト と コー ス 。 


[文化 発展 の 法則 。 史実 へ の 当て は め 。] 
コー ス 例 。 

飛行 機 。 

A2. 研 究 。 試行 錯誤 。 
BI. 発 明 。 

ライ ト 兄 弟 に よる 発明 。 
20442). 

一 D1. 完 成 。 

一 C1. 改 良 。 

その 、 軍 用 機 へ の 転用 。 
第 一 次 世界 大 戦中 。 

一 D1. 完 成 。 

一 El1. 普 及 。 


一 Fl. 旧 式 化 。 陈 腐化 。 
っ BI. 発明 。 


ジェ ッ ト 機 の 開発 。 
第 二 次 世 界 大 戦中 。 


ーD1. 完 成 。 一 E1. 普 及 。 
ーF1. 旧 式 化 。 陳 腐 化 。 


一 C1. 改 良 。 

ジャ ン ボ 機 の 開発 。 

その 、 民 間 大 量 輸 送 へ の 対応 。 
第 二 次 世 界 大 戦後 。 


ーD1. 完 成 。 完 璧 化 。 


(5.3.1) 進 歩 の 法則 


歴史 に は 、 以下 の 内 容 が 、 求 め ら れる 。 


進歩 の の 法則 。 

その 解明 。 

時 代 に 応じ て 、 良 く な る 方 向 へ と 変化 する 事案 。 
それ を 整理 する こと 。 

その こと で 、 人 今後 の 歴史 の 予想 を 、 可 能 に する こと 。 
人 々 は 、 ど の よう な 未来 を 期待 すれ ば 良い か ? 
それ を 明らか に する こと 。 


戻し 。 
停滞 。 


それ ら が 、 和 存在 する こと 。 
以下 の 事案 が 、 人 間 の 歴史 を 、 前 進 や 進歩 の 方 向 へ と 、 動 か す 。 


C1) 


Al. 
生存 の 水準 。 
生活 水準 。 
それ ら の 向上 。 


В1. 
人 々 に と っ て 生存 可能 な 、 世 界 領域 。 
その 拡大 。 


/// 
例 。 
地球 探検 。 
宇宙 進出 。 


Cl. 

時 間 的 な 効率 。 
室 間 的 な 効率 。 
性 能 。 

それ ら の 向上 。 


/// 
例 。 
車 の 高速 化 。 


Di. 

社会 的 な 分 業 化 。 
社会 的 な 専門 化 。 
それ ら の 進展 。 


El. 

資源 調達 の 手法 。 
資源 分 配 の 手法 。 
それ ら の 進展 。 


ネッ トワ ー ク の 発展 。 


/// 
公開 情報 に 対し て 、 任 意 の 人 が 、 ア クセ ス 可 能 に な る こと 。 


Gl. 
BADPTY IFO, 


/// 
人 々 の 生活 が 、 豊 か に な る こと 。 


Н1. 
自由 度 の 向上 。 


対人 関係 。 


(5.3.2) 後退 の 法則 


後退 の 法則 。 

その 解明 。 

時 代 に 応じ て 、 悪 く な る 方 向 へ と 、 変 化す る 事案 。 

それ ら を 整理 し て 、 今 後 の 歴 史 の 予想 を 可能 に する こと 。 
人 々 は 、 ど の よう な 未来 を 避け る べき か ? 

それ を 明らか に する こと 。 


以下 の 事案 が 起き る 場合 、 人 間 は 、 歴 史 的 に 後退 する 。 


C1) 


Al. 
有 限 资源 O 枯 渴 。 


ZNb OS. 


実例 。 
世界 の 食糧 危機 。 


В1. 
生存 環境 の 悪化 。 


/// 

例 。 

二 酸化 炭素 O 增 大 。 

それ が も た ら す 、 地 球 の 温暖 化 。 


Cl; 
人 々 の 死亡 。 
FAO. 


/// 
例 。 


日 本 。 中 国 。 
それ ら の 国々 に お ける 、 少 子 高 鹸 化 。 


疫病 。 
食糧 不足 。 
それ ら の 発生 に よる 、 人 々 の 一 音 の 死 。 


Di. 

人 間 が 持つ 今 ま で の 能力 。 

それ ら を 超え る 、 対 象 や イベ ント 。 
それ ら の 出現 。 


Eff 
例 。 
放射 能 污染 。 
BARA. 
巨大 台風 。 
巨大 地 震 。 


高 致 死 率 の 新た な 伝染 病 。 


実例 。 
中 世 ヨ ー ロ ッ パ 。 
ペスト の 流行 。 


El. 
生活 格差 の 増大 。 


/// 
所 得 面 に お いて 、 富 め る 者 と 、 偶 し い 者 と の 格差 。 
ENPDUATS eC. ФНС =. 


Е2. 

世襲 の 横行 な ど 。 

それ ら に よる 、 社 会 階層 の 固定 化 。 
それ ら が も た ら す 、 社 会 の 停滞 化 。 


Nt 

上 位階 層 者 と 、 下 位階 層 者 と の 間 。 

社会 的 地位 の 面 に お ける 、 彼 ら の 入れ 替わり 。 
それ が 無く な る と 、 国 が 滅ぶ こと 。 


Е1. 
яз, 


/// 

例 。 

官僚 制 。 

武力 。 

それ ら に よる 、 権 力 者 の 支配 の 進行 。 


実例 。 
ロー マ 帝 国 未 期 。 
皇帝 の 中 央 集権 化 。 


Gl. 

A PES EE. 
退 婴 的 思考 。 
それ ら の 横行 。 


未知 へ の 探検 。 
その 実践 の 減少 。 


[ 参考 ] 历史 书 O 文 言 D 言 ! \ 换 元 方 。 乏 OO 内容 在 一 般 化 
する 手法 。 


時 代 に よら な いい 一 般 法 則 の 抽出 。 
その た め に は 、 以下 の 内 容 の 実現 が 必要 で ある 。 


『「 歴 史 は 、 繰 けり 返す こと 。」』」 
その こと を 、 史 実 の 一 般 化 に よっ て 、 明 ら か に する こと 。 
その た め に 、 固 有名 詞 を 、 一 般 名 詞 へ と 、 修 正す る こと 。 


CA) re 
育 い 換え 前 。 一斉 い 換え 後 。 


上 级 。 中 级 。 下 级 。 
899. 
AHO BE. 


それ ら の 概念 と 、 文 斉 の 内 容 を 、 掛 け 合 わせ る こと 。 


C1) 

帝国 。 一 国家 

(1-1) 

前 の 帝国 。 一 以前 の 国家 。 


(2) 
民族 。 一 自民 族 。 周辺 の 民族 。 他 民族 。 別 の 民族 。 


(2-1) 
世界 を 形成 。 一 独自 の 世界 を 形成 。 


(3-1) 
Bt, 28. > トッ プ の 権力 者 。 


(3-2) 
諸侯 。 一 地方 の 権力 者 。 


(3-3) 
足 族 。 一 以前 か ら の 有力 者 。 


(3-4) 
武士 。 騎 士 。 一 軍人 。 武義 の 政府 雇用 者 。 


(4) 
文官 。 一 非 武装 0 政府 雇用 者 。 


(5) 
农民 。 一 农业 从 事 者 。 


Come 
富 農 。 一 経済 力 あ る 農業 従事 者 。 


(5-2) 
貢 農 。 一 経済 力 無い 農業 従事 者 。 


6-1) 
市 民 。 一 都 市 住民 。 
6-2) 
ERR. 一 一般人 。 


(7-1) 
王朝 。 ЕЕ. >>, COMBPMMRIC KS хи. 


(7-2) 
壮 园 。 一 旧 来 D、 农 业 领 地 O 经 当 。 


(8-1) 
BABA, >89 51, 一般 化す る こと 。 場 合 に よっ て は 、 カ ッ 
コ 書 き で 残す こと 。 


(8-2) 
固有 の 用 語 。 っ > で きる だ け 一 般 化 する こと 。 


(9-1) 
地 名 。 一 国内 地 方 。 国 内 O 一 部 地 域 。 自 国 。 他 国 。 世 界 O 他 领域 。 
全 世界 。 


(9-2) 
TAA > 自 宗教 。 自 宗派 。 他 宗教 。 他 宗派 。 


(10) 
XX の 東西 南北 。 XX の 周辺 部 。 


固有 名 词 。 
その 実例 。 


イク ター。 一 分 与 地 。 
十字 軍 。 宗 教 的 な 軍事 行動 。 


(参考 ) 既存 の 歴史 書 。 そ の 記述 の 一 般 化 。 そ の 事例 。 


[ 参考 ] 実際 の 世界 史 の 教科 書 の 内 容 。 そ の 一 般 化 。 そ の 例 。 


元 の 教科 書 。 
木村 靖 二 、 佐 藤 次 高 、 岸 本 美緒 詳説 世界 史 B」 山川 出版 社 。2012 


年 


事例 1. P.122「 ゲ ルマン 人 の 大 移動 」 


XX 人 の 大 移動 。 


以 北 の AA に は 、 以前 か ら 、YY 人 が 、 広 く 人 住み着い て いた 。 
YY 海 沿岸 を 現住 地 と する XX 人 は 、YY 人 を 隣接 方 向 へ と 圧迫 し な が 


ь, ЛЕС ИЭЕ. 


хх ХФ, УУПАЬ АЕ 5 3 COLA RHIC 
AM), RROBABRCRERTS СВОЕ. 


その 頃 の XX 人 は 、 数 十 の 部 族 に わか れ 、 各 部 族 が 、 一 人 の 単独 権力 
者 や 、 数 人 の 合同 で の 権力 者 を 、 持 っ て いた 。 

上 位 で 特権 が ある 者 と 、 中 位 の 者 と 、 下 位 で 人 権 が 無い 者 と の 間 

で 、 身 分 差 が すでに 発生 し て いた が 、 重 要 な 決定 は 、 上 位 と 中 位 の 
身分 の 人 々 か ら な る 、 成 年 男性 で 自由 な 人 々 の 全体 集会 で ある 、YY 
会 が 、 行 っ た 。 

農業 が お も な 生活 の 手段 と な り 、 人 口 が 増え て くる と 、 耕 地 が 不足 
し 、 こ れ が 民族 移動 の 内 的 要因 と な っ た 。 

その た め 、 次 の 時 代 に な る と 、 彼 ら は YY 川 の 下流 の 領域 まで 広 が 

り 、 巨 大 国家 の 下 叙 役人 、 偽 兵 、 小 作 人 と し て 、 和 平和 的 に 巨大 国家 
内 に 移住 する 者 も 、 < БЕ. 

同時 に XX 人 の 社会 で は 、 小 部 族 が 、 軍 事 的 指導 者 で ある トッ プ 権 力 
者 の も と に まとめ られ て 、 大 部 族 へ と 成長 し た 。 


次 の 時 代 、 別 系 統 の 人 種 民 族 の MM 人 が 、NN 川 を 超え て 隣接 地域 に 
進み 、XX 人 の 一 流 で ある YY 人 の 大 半 を 征服 し 、 さ ら に その 隣接 地 
域 の XX 人 で ある ZZ 人 を 、 圧 迫 し た 。 

そこ で 、ZZ 人 は 、YY 年 に 移動 を 始め 、 翌 年 に は YY 川 を 渡っ て 、 了 茎 
存 の 巨大 国家 領内 に 移住 し た 。 

それ を きっ か け に 、 他 の XX 人 の 諸 部 族 も 、 大 規模 な 移動 を 開始 し 、 
和 釣 yY 年 に お よぶ XX 人 の 大 移動 が 、 始 まっ た 。 

XX 人 に 属す る YY 人 は 、YY 年 、 巨 大 国家 の 首都 を 略奪 し た 後 、YY 地 
域 と YY 地域 に 移動 し て 、 建 国 し た 。 

YY 人 は YY 地域 に 、 ま た YY 人 は YY 地域 に 、YY 人 は YY 地域 に 、 そ れ 
ぞ れ 建国 し た 。 

yy 人 は YY の 鳥 に 渡り 、 の ち 、 次 の 時 代 ま で の 間 に 、 複 数 の 連合 国 
家 を 建て た 。 


XX 人 の 移動 。 
XX 人 の 移動 は 、 単 に 武力 に よる 侵入 で は な く 、 家族 ぐ る み の 移 動 で 
あっ た 。 


一 方 、 別 系 統 の 人 種 民 族 の YY 人 は 、 次 の 時 代 に 、 ト ッ プ 権力 者 YY 
が 、 YY 地域 を 中 心 に 、 別 の 巨大 国家 を 建て た 。 

し か し 、vyY 年 に お ける 、YY の 戦い で 、 隣 接する 別 の 、 元 巨大 国家 
YY の 片割れ と XX 人 と の 連合 軍 に 敗れ 、 ト ッ プ 権力 者 YY の 死後 、 そ 
の 巨大 国家 は 崩壊 し た 。 


COBELOH, TBABRYYOHEINId, XXAOBEBRYYIC 
KOC, Mien, 

トッ プ 権 力 者 yY の も と で 、YY 人 の 支配 か ら 脱 出し た YY 人 は 、YY 半 
島 に 移動 し て 、 元 あっ た 別 の YY 人 の 国家 (血统 支配 ) ) を 倒し 、 こ こ 
に 建国 し た こと 。 

YY 年 、YY 地 域 に 、 国 家 (血统 支配 ) YY が 建て られ た の を 最後 に 、 
民族 大 移動 の 波 は 、 一 応 の 終息 を みた 。 

先住 民 YY 人 は 、 今 日 の YYv、Yyy、YY、 お よび YY 半島 に 追い や られ た 
が 、 そ の 後 も な お 、 独 自 の 文化 を 保ち 続け た 。 


事例 2. P140-141 「 ヨ ー ロ ッ バ 中 世 都 市 の 成立 」「 都 市 の 自治 と 市 
民 た ち 」 


自治 権 の 獲得 要点 整理 

p140。 下部 。 

タイ プ 1 

都市 住民 は 、 最 初 、 権 力 者 (領主 ) の 保護 と 支配 を 受け て いた 。 


トリ ガー。 
都市 住民 自身 の 産業 (商工 業 ) が 発達 する こと 。 


都市 住民 は 、 権 力 者 に 対し て 、 権 力 者 (領主 ) 支配 か ら の 自由 と 自 
治 を 求め 始め た 。 


都市 住民 は 、 権 力 者 ( 領主 ) を 倒し て 、 自 治 都市 国家 を 樹立 し た 。 
都市 住民 は 、 別 の 権力 者 (皇帝 ) か ら 認 定 を 受け て 、 自 治 権 を 獲得 
ATER, BOPMENE CHR) と 同じ 地 仔 に 立っ た 。 
都市 住民 は 、 自 治 都市 国家 同士 の 都市 同盟 を 生成 し た 。 


p141。 下部 。 


都市 住民 は 、 自 治 都市 周囲 を 城壁 で 囲っ て 、 防 衛 し た 。 


自由 の な い 下 層 の 人 間 (RM) ) が 、 自 由 を 求め て 、 都 市 に 流れ 込ん 
だ 。 


都市 住民 は 、 自 分 で 行政 組織 を 作っ て 、 自 治 に 当たっ た 。 

最初 は 、 規 模 の 大 き な 業 者 が 、 市 政 を 独占 し て いた 。 

中 規模 の 別 業種 の 業者 た ち が 、 不 満 を 持っ て 、 和 組織 を 分 離し た 。 彼 
ら は 、 前 の 市 政 独 占 し て いた 業者 た ちと 抗争 し な が ら 、 市 政 へ の 参 
加 を 実現 し て いっ た 。 

p142。 上 部 。 


市 政 に 参加 で きる の は 、 経 営 者 だ け で 、 人 労働 者 は 参加 の 資格 が 無 
か っ た 。 


行政 組織 は 、 自 由 競 争 を 禁じ て 、 細 か い 規 制 を 敷い た 。 


都市 住民 は 、 市 政 に 参加 で きる 終 営 者 た ち 以 外 の 参加 資格 の 無い 
人 々 を 、 活 動か ら 締 め 出 し た 。 


経営 者 層 の 地位 は 安定 し た が 、 経 済 や 技術 の 自由 な 発展 を 阻害 し 
=. 


上 層 都 市 住民 は 、 権 力 者 (皇帝 ) に 融資 し て 、 そ の 地位 を 左右 し 


Co 


上 層 都 市 住民 は 、 権 力 者 (AS) を 自分 の 一 族 か ら 曹 出す る よう に 


な っ だ 。 
p141。 中 部 。 
タイ プ 2 


都市 住民 が 、 権 力 者 (国王 ) と の 結び つき が 強かっ た 。 
権力 者 の 権力 の 伸張 と 共に 、 都 市 が 、 権 力 者 の 行政 の 中 心地 と し て 


成長 し て いく 。 


生物 性 。 人 間 性 。 汎 用 的 な リス 
rs 


生物 性 。 人 間 性 。 汎 用 的 な リス ト 。 作成 の 万 
針 。 その 説明 。 


リス ト を 作成 する 上 で の 基本 的 な 考え 方 や 方 針 


人 間 は 、 生 物 や 動物 の 一 種 で ある 。 

人 間 性 は 、「 生 物性 」 や 「 動 物性 」 に 含ま れる 。 

他 種 の 生物 も 、 人 の 心 と 似 た よう な 心 を 、 持 っ て いる 。 
それ は 、 人 間 よ り 単 純化 され て いる 。 

それ は 、 根 本 的 な と ころ で は 、 人 間 と 共通 する 。 


人 間 性 や 生物 性 。 

それ は 、 以 下 の 場 所 に 入っ て いる 。 

人 間 や 生物 (動物 ) の 脳 。 そ の 基底 的 な と ころ 。 

人 間 は 、 他 の 動物 や 生物 より も 上 等 な 存在 で は な い ,。 
それ ら は 、 対 等 で ある 。 

それ ら は 、 同 じ 遣 伝 子 に よっ て 身体 を 構築 され て いる 。 
それ ら は 、 セ ックス する 点 で 同じ で ある 。 


人 間 の 脳 の 容量 や 発達 度 は 高い 。 

し か し 、 そ れ は 、 あ くま で 生物 の 特質 の 一 つ に 過ぎ な い 。 
それ は 、 以下 の 例 と 同じ レベ ル で ある 。 

例 。 


植物 は 、 光 合成 が で きる 。 
鳥 や 昆虫 は 、 室 を 自由 に 飛べ る 。 


人 間 は 、 他 の 動物 より 自分 が 高等 な 存在 で ある と 主張 する 。 
人 間 は 、 そ の た め 、 以下 の 性 質 を 隠 べ いし 、 否 定 し て きた 。 
自己 の 生物 性 。 自 己 の 動物 性 。 


例 。 

セッ クス に お ぼれ る こと を 旭 悪 視 す る こと 。 

神 に 選ば れ た 、 知 的 存在 、 理 性 的 存在 で ある こと 。 
それ を 表 に 出 そ う と 一 生 懸 命 に な る こと 。 

それ は 、 西 欧 の 思想 史 を 見 れ ば 一 目 瞭 然 で ある 。 


そう し た 化け の 皮 は 、 以 下 の 行 為 に よっ て 、 容 易 に は が れ て し ま 
Do 
現実 の 人 間 の 行動 。 そ の 観察 。 


セッ クス や 美食 の 快楽 に 湧 れ る こと 。 

自己 宣伝 。 周囲 へ の 布教 の 押し つけ を する こと 。 
他人 を 、 自 分 の 思い 通り に 支配 する こと 。 
ЕЕ с. 

ИЗ, TCBARUTLES. 


人 間 を 知る こと 。 

その た め に は 、 以下 の 行為 が 必要 で ある 。 
その 根源 的 な 生物 性 や 動物 性 。 

それ ら を 、 全 面 的 に 追求 し 、 解 明 す る こと 。 


そう し た 生物 性 や 動物 性 。 

それ 自体 を 、 育 定 し 追認 する こと 。 

それ ら は 、 和 生き物 の 一 種 と し て 当然 の 、 逃 れ が た い 性 質 で ある 。 
その よう に 褒 識 する こと 。 


人 間 は ニュ ー ロ コン ピュー タ で ある 。 
それ は 、 単 な る 計算 機 で は な い ,。 
それ は 、 以 下 の 内 容 の 計算 機 で ある 。 
生物 と し て の 生存 や 増殖 。 

それ へ の 動機 、 モ チ ベ ー シ ョ ン 。 
それ ら が 付い た コン ピュ ー タ 。 


そこ に は 、 そ うし た 動機 を 司る 、 中 央 司 今 室 が ある 。 


脳神経 系 が 生き て いる 現世 。 
それ が 全て で ある 。 
脳神経 系 が 作動 し な く な っ た 場合 。 
その 時 点 で 、 実 質 的 な 生 は 終わ る 。 
来世 は 存在 し な い 。 


人 間 の 子供 。 

彼ら は 、 行 動 上 の リミッタ ー を 学習 し て いな い 。 
彼ら の 行動 は 、 以 下 の 通 り で ある 。 

人 間 の 生物 性 。 人間 の 動物 性 。 人 間 の 本 性 。 
それ ら の デパ ー ト で ある こと 。 

子供 を 観察 する こと 


その こと で 、 人 間 の 生物 性 や 本 性 に つい て の 、 豊 富 な 知見 を 得る 


と が で きる 。 


イン ター ネッ ト の 匿名 掲示 板 。 

それ は 、 以下 の 内 容 で ある 。 

行動 上 の リミッタ ー が 外れ た 人 間 。 

その 生物 性 。 そ の 動物 性 。 そ の 本 性 。 

それ ら の デパ ー ト で ある こと 。 

匿名 掲示 板 を 観察 する こと 。 

その こと で 、 人 間 の 生物 性 や 本 性 に つい て の 、 豊 富 な 知見 を 
と が で きる 。 


生物 性 の リス ト 。 

そこ で は 、 人 間 を 、 例 と し て 、 あけ て いる 。 

人 間 の 代わ りり に 、 鳥 や 躍 と 読み 替え る こと 。 

その 場合 で も 、 根本 的 な と ころ は 通じ る は ず で ある 。 


人 間 は 、 自 分 も 他人 も 、 こ うい う も の で ある 。 
人 間 は 、 良 くも 悪く も 、 こ うい う も の で ある 。 


その よう に 割り 切っ て 、 受 け 入 れる 覚悟 。 
それ が 必要 で ある 。 


理想 像 と の 関連 。 


生物 的 欲求 リス ト 。 
人 間 の 抱く 理想 。 
両者 の 間 に は 、 次 の 三種 類 の 場合 分 けが 可能 で ある 。 


(1) 
リス ト に あげ られ た 欲求 が 実現 する こと 。 
それ が 、 そ の まま 人 間 に と っ て 理想 的 な 状態 と な る 。 


(2) 

リス ト に あげ られ た 欲求 。 そ の 中 の か な けり の 部 分 。 
それ を 、 そ の まま 志 骨 に 追求 し よう と する こと 。 
それ は 、 他 者 か ら は 、 欲 深 と 見 られ る 。 

それ は 、 他 者 に と っ て 、 マ イナ ス 和 評価 の 対象 に な る 。 


(3) 

リス ト に あげ られ た 欲求 。 

それ を 、 そ の まま 自分 一 人 だ け で 追求 し よう と する こと 。 
他 者 は 、 そ れ を 、 以下 の よう に 見 な す 。 

彼 は 、 自 分 の こと ば か リ り 考 えて いる 。 

彼 は 、 自 己 中心 的 で ある 。 

それ は 、 他 者 に と っ て 、 マ イナ ス 義 価 の 対象 に な る 。 


(2) に つい て 。 


(2-1) 

以下 の よう に 主張 する こと 。 

「 私 に は 、 そ うい っ う 欲望 は あり ませ ん 。 | 
そう し て 、 う わ べ を と りつ くろ うこ と 。 
それ が 行わ れる 。 

見 か け 上 、 欲 求 を 抑え た 状態 に な る こと 。 
それ が 、 人 間 に と っ て 理想 的 と な る 。 


(2-2) 
こう し た 欲求 や 欲望 に 囚われ た 状態 。 
それ を 超越 する こと 。 


欲求 や 欲望 か ら 自 由 に な る こと 。 
それ は 、 よ り 高 み に 上 っ た 、 理 想 的 な 状態 で ある 。 
そう 考え る こと 。 


そう し た 欲求 や 欲望 を 克服 し た 存在 。 
"神聖 な 」 理想 的 存在 。 

それ に な ろう つう と する こと 。 
ARKO 5. 

それ ら が 、 人 間 に と っ て 理想 的 と な る 。 


(3) に つい て 。 

欲求 を 、 自 分 一 人 だ け で 満た す の で は な いこ と 。 
Же, AROMA PRM MEBSESITTSECE, 
その 実現 に 向け て 、 努 力 し よう と する こと 。 

自己 中 心 的 な 欲求 実現 か ら の 脱却 。 

それ ら が 、 人 間 に と っ て 理想 的 と な る 。 


生物 性 。 人 間 性 。 汎 用 的 な リス ト 。 根 本 原 
理 。 


生物 。 人間 。 
それ ら は 、 以下 の 内 容 を 実行 する 。 


(1) 

生き る こと 。 自 分 を 、 残 し 、 殖 や すこ と 。 
その た め に は 何で も する こと 。 

生き 残る た め に は 手段 を 選ば な いこ と 。 
死 や 絶滅 を 恐れ る こと 。 


(2) 

生き る た め に 必要 な 欲求 。 

それ を 充足 し よう と する こと 。 

ЖА ТЕЖ. 

それ を 、 買 い 物 な ど で 手 に 入れ よう と する こと 。 


生物 性 。 人間 性 。 汎 用 的 な り リスト 。 詳 細 な 内 
容 0 一 


А. コン トロ ー ル の 追求 
АТ. 意思 の 実現 
自分 の 意思 が 、 そ の 通り に 実現 する こと を 望 むこ と 。 


物事 。 
それ が 自分 の 思い 通り に な る こと 。 
ENADERXK., 


//// 

周囲 の 状況 。 

それ が 自分 の の 思 し 1588 1) に な る こと 。 
そう な る よう に する こと 。 


//// 
自分 の 思い 通り に 、 自 由 自 在 に 動き 回 れる こと 。 
それ を 望む こと 。 


//// 

自分 ? の 意見 を 通す こと 
そう し よう と する こと 
わが まま で ある こと 。 


//// 
自己 実現 。 
それ を 望む こと 。 


- 2 


権利 の 保持 。 
権利 の 行使 。 
ENN DEX, 


AAA 

自分 の 生活 に と っ て 必要 

それ を 思い 通り 

その 権利 。 

それ を 確保 、 保 持 し よう と する こと 。 


- 3 


権限 、 権 盆 の 保持 、 行 使 へ の 欲求 


//// 

自分 で 、 自 由 に 意思 決定 する 権限 。 
それ を 実現 で きる 権限 。 

それ を 確保 、 保 持 し よう と する こと 


//// 

自分 に 利益 を も た ら す 権益 

それ を 確保 、 保持 し よう と する こと 
既得 椎 益 

それ を 手放さ な いこ と 。 

そう し よう と する こと 


//// 

НО, 

彼ら を 、 自 分 の 思い 通り に 、 自 由 に 動か すこ と 。 
それ を 可能 に する 力 。 

それ を 持つ こと 。 

それ を 好む こと 


TFS RD BAD EK 


//// 


好き 嫌い を する こと 


//// 
自分 の 好き な も の 。 
それ を 手 に 入れ よう と する こと 


//// 
自分 ees eaten 
それ を 拒絶 する こと 


- 6 


為政者 へ の 欲求 


彼 は 、 自分 ? に 都合 の 良い よう に し て くれ る 。 
彼 は 、 う まく 社会 を 動か し て くれ る 。 

彼 が 出現 する こと 

それ を 望む どこ と 。 


彼 は 、 自分 の 意思 を 、 う まく 実現 し て くれ る 。 
彼 が 出現 する こと 。 
それ を 望む どこ と 。 


彼 は 、 自分 ФМ, DEC KRALTCNS., 
彼 が 出現 する こと 
それ を 望む こと 。 


彼 は 、 いい さと いう と さき に 8 責任 も 取っ て くれ る 。 
彼 が 出現 する こと 
それ を 望む こと 。 


A2 . コン トロ ー ル 、 和 管理 の 追求 


自 他 を コン トロ ー ル 、 菅 理 し よう と する こと 。 


他人 の コン トロ ー ル 、 和 管理 


//// 

自分 の 言う こと 。 

他人 が 、 そ れ を 聞く こと 。 
それ を 喜ぶ こと 。 

他人 が 、 自 分 の 言う と お り に する こと 。 
それ を 喜ぶ こと 。 


//// 

BROS DCE, 

それ を 、 他 人 に 対し て 、 聞 か せよ うと する こと 。 
他人 の 行動 。 

それ を 、 自 分 の 思い 通り に する こと 。 

それ を 、 コ ント ロー ル す る こと 。 

それ を 管理 する こと 。 

そう し よう と する こと 。 


//// 
自由 が ある こと 。 
それ を うれ し く 思 うこ と 。 


ИИ 

他人 に 束縛 され な いこ と 。 
他人 に コン トロ ー ル され な いこ と 。 
それ ら が うれ し いこ と 。 


//// 

好き な 地点 に 動き 回 れる こと 。 
好き な 地点 に 移動 で きる こと 。 
それ ら を 好む こと 。 


//// 
自分 の こと を 自分 で 律する こと が で きる こと 。 
それ を 望む どこ と 。 


АЗ. 自立 

他 者 の 支援 。 

それ を 受け な いこ と 。 

自分 の 力 で 立 と うと する こと 。 


ーー 人 で 食べ て いけ る こと 。 
一 人 で 生活 し て いけ る こと 。 
それ ら を 望む こと 。 


- 1 
经 济 的 、 精 神 的 、 身 体 的 自立 八 四 欲求 


//// 

縦 済 的 に 黒字 に な る こと 。 
MANIC. м9 5“. 
そう し よう と する こと 。 


AAA 
精神 的 に 、 新 や 教師 か ら 、 自 立 す る こと 。 
そう し よう と する こと 。 


//// 

身体 面 で 、 自 力 で 起き 上 が る こと 。 
自力 で 歩け る こと 。 
それ を 望む どこ と 。 


自分 自身 。 
それ を し っ か り 持 と うと する こと 。 


[AAA 
自分 の アイ デン ティ ティ 。 
それ を 確立 し よう と する こと 。 


A4 .所 有 

自分 の 持ち 物 。 
自分 の 財産 。 

それ ら を 持 と うと する こと 。 
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所 有 八 O 和 欲求 


//// 
自分 が 占有 で きる 対象 。 
それ を 持 と うと する こと 。 
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奪取 、 略 奪 、 横 取り 

仮に 、 他 人 が 、 以下 の も の を 持っ て いた 、 と する 。 
良い も の 。 

資源 。 

資産 。 

それ ら を 横取り し よう と する こと 。 

それ ら を 人 奪 お うと する こと 。 

それ ら に た か ろう と する こと 。 
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持ち 物 、 足 重 品 の 守衛 、 防 衛 


//// 

持ち 物 を 他人 に 奪取 され な いこ と 。 
それ ら を ガー ド し よう と する こと 。 
それ ら を 守 ろ うと する こと 。 

セキ ュ リ ティ に 敏感 で ある こと 。 


//// 

貴重 な 存在 。 

貴重 品 。 

値打ち 品 。 

それ ら を 、 他 人 に 取ら れ な いよ うに 、 守 ろう と する こと 。 


//// 
BROMBS Sti, 48. 
それ ら を 、 他 人 に 奪わ れ な いよ うに 、 防衛 す る こと 。 
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持ち 物 の 有効 活用 


//// 
自分 の 所 有 物 を 、 有 効 に 利用 し 、 活 用 し よう と する こと 。 


AAA 

自分 の 所 有 物 。 

それ ら が 使え な い 状 態 。 

それ ら が 使い 物 に な ら な い 状 態 。 
遊休 状態 。 

そう し た 状態 を 嫌う こと 。 


自分 に 名 前 や 呼び 名 が ある こと 。 
それ を 望む こと 。 


//// 

自分 が 、 名 無し で ある こと 。 

自分 が 、 無 機 質 な 番号 記号 で 呼ば れる こと 。 
それ ら を 嫌がる こと 。 


ИИ 
自分 の 名 前 が 決ま っ て いる こと 。 


それ を 望む こと 。 
自分 の 呼び 名 が ころ ころ 変わ る こと 。 
それ を 嫌う こと 。 


//// 

ФСС, 
自分 に つい て 、 次 の 内 容 が 付く こと 。 
自分 の 名 前 。 

自分 の 呼び 名 。 

その 内 容 は 、 育 定 的 で ある 。 

その 内 容 は 、 良 い 意 味 で ある 。 
次 の こと を 嫌う こと 。 
自分 に つい て 、 次 の 内 容 が 付く こと 。 
自分 の 名 前 。 

自分 の 呼び 名 。 

その 内 容 は 、 否 定 的 で ある 。 

その 内 容 は 、 悪 い 意 味 で ある 。 


AAA 
相手 の 名 前 。 
それ は 、 物 資 を 含む 。 


//// 

相手 に 対し て 、 名 前 を 付け る こと 。 
そう し よう と する こと 

= НЕО. 


5. プラ イバシー 
プラ イバシー。 
私 的 空间 。 
私 的 時 間 。 
それ ら を 保 と うと する こと 


自分 だ け の 縄張り 。 
それ を 持 と うと する こと 。 


//// 

私 的 な 室 間 や 時 間 。 

それ ら は 、 他 人 に 侵さ れ な い 。 
それ ら は 、 自 分 だ け の も の で あぁ る 。 
それ ら を 保 と うと する こと 。 


//// 

自分 の 秘密 。 

それ が 漏れ な いこ と 。 

そう な る よう に 、 気 を 遣う こと 。 


//// 
次 の こと を 嫌がる こと 。 
相手 に 興味 本 位 で 覗か れる こと 。 


次 の こと を 、 対 外 的 に 隠 そ うと する こと 。 
НФ 29 WS. 

失敗 。 

違反 。 


その た め に 嘘 を つこ うと する こと 。 


他人 の プラ イバシー。 
それ を 覗き 見 し よう と する こと 。 


//// 
他人 の 情報 を 、 興 味 本 位 で 、 得 よう と する こと 。 


//// 
他人 の 秘密 を 、 暴 こう と する こと 。 


//// 
他人 の 秘密 情報 。 


それ を 、 こ っ そり 横流し し よう と する こと 。 


В. メリ ッ ト の 追求 
B 1 . 有 利 さ の 追求 
自分 が 有利 に な る こと を 望 むこ と 。 
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生存 条 件 D 有 利 化 八 〇 要 求 


//// 

自分 D 生 存 条 件 。 

それ を 、 で きる だ け 良 くす る こと 。 
有利 に な ろう と する こと 。 
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自己 主張 、 自 己 宣伝 


//// 

自己 主張 を する こと 。 

自分 の 意見 を 通 そ うと する こと 。 

他人 を 押し の け て 、 自 分 を 宣伝 し 、 
プレ ゼン テー ショ ン を する こと 。 


И 

自分 が 前 面 に 出る こと 。 
自分 が 押し 出し が 強い こと 。 
пес <. 


[AAA 

自分 が 目立つ こと 。 
自分 が 脚光 を 浴び る こと 。 
それ を 望む こと 。 


アピ ー ル する こと 。 


自己 都 合 


AAA 
自分 に と っ て 都合 の よい こと 。 
それ を 求め る こと 


//// 

自分 に と っ て 都合 の よい こと 。 

それ を 、 い つま で も 覚え て いる こと 。 
それ を 望む こと 。 


FELL 

自分 に と っ て 都合 の 悪い こと 。 
自分 が 不利 に な る こと 。 
ENn5e, HII, BNSCE, 
それ ら に つい て 、 見 て 見 ぬ ふ ぶり を する こと 
それ ら を 隠す こと 
そう し よう と する こと 


//// 

自分 ? に と っ て 都合 の いい こと 。 
他人 が それ を 嫌がっ た 場合 

それ を 、 そ の まま 実行 する こと 。 
そう し よう と する こと 


B 2 . 利 益 の 追求 


それ ら を 追求 する こと 
持ち 出し を 嫌う こと 。 
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利益 、 儲 け の 追求 、 損 失 の 回 選 


//// 

次 の こと を し よう と する こと 
自分 に と っ て 、 利 益 や 、 儲け や 、 黒 字 に 
次 の こと を し な いこ と 。 


自分 に と っ て 、 得 に な ら な いこ と 。 
次 の こと を 避け よう と する こと 。 
損する こと 。 

赤字 を 出す こと 。 


//// 

特権 を 持つ 人 。 

彼 と の 間 で 、 縁 故 を 作る こと 。 
彼 に 、 利 得 を 融通 し て も ら う こと 。 
そう し よう と する こと 。 


//// 

仮に 、 他 人 が 困っ て いた 、 と する 。 

その 他人 は 、 自 分 に と っ て 、 利 益 に な ら な い 。 
彼 を 見 捨て る こと 。 

彼 に 対し て 、 見 て 見 ぬ ふ り を する こと 。 

彼 を 助け な いこ と 。 


ИИ 
無駄 な コス ト を 、 カ ッ ト し よう と する こと 。 


AAA 
他人 を 消耗 品 と し て 扱う こと 。 
彼 を 、 使 い 捨 て る こと 。 


B 3 . 成 功 の 追求 
成功 し よう と する こと 。 
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成功 の 追求 、 失 敗 の 回 避 


//// 
成功 し よう と する こと 。 
うま く 行 く こ と を 望 むこ と 。 
失敗 を 避 け る こと 。 

//// 


成功 し て 、 有 利 な 立場 に な る こと 。 
それ を 望む こと 。 


自分 の 到達 し た い 目 標 へ と 、 思 い 通 り に 到達 で きる こと 。 
それ を 望む どこ と 。 


B 4 . 能 力 の 獲得 

次 の 能力 を 得 よ うと する こと 。 

それ は 、 次 の こと の 実現 に 必要 で ある 。 
物事 に 成功 する こと 。 

物事 を 有利 に 成し遂げ る こと 。 


//// 

生存 する こと 。 

競争 に 勝つ こと 。 

成功 する こと 。 

その た め に 有利 と な る 、 次 の 能力 を 得 よ うと する こと 。 
学力 。 


B5. リ スク テイ キン グ 、 上 冒険 
大 き な 利 益 や 成功 を 得る こと 。 
その た め に 、 あ えて 危険 を 旨 そ うと する こと 。 


//// 

大 き な 利 益 や 成功 を 得る こと 。 
脚光 を 浴び る こと 。 

その た め に 、 あ えて 次 の こと を し よう と する こと 。 


危険 を 軒 す こと 。 
困難 な こと に 挑戦 する こと 


B 6 . 是 正 

自分 の 長所 。 

自分 の 優れ た 点 

自分 の 有利 な 点 

それ ら を 伸ばす こと 
自分 の 短所 。 

自分 Vs 

自分 劣っ た 点 

自分 ORAS 

それ ら を 無く そう と する こと 
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長所 の 認識 、 伸 ば し 、 補 強 


AAA 

自分 ФЕ “Е? その こと を 認識 し よう と する こと 
自分 の 長所 。 

それ を 、 で きる だ け 伸 ば し 、 補 強し よう と する こと 。 


自分 の 能力 に お ける 、 欠 点 や 欠陥 。 
それ ら を 減ら す よ うに 、 努 力 す る こと 。 


病気 、 $ID FBR, 治療 を 追求 


//// 

病気 。 
生存 を 妨げ る 事物 。 
いけ な いり 事物 。 

志 し た い 事 物 。 


ИСИ NS. 

不足 し て いて 、 補 いた い 事 物 。 

生存 し て いく 上 で 更に 満た すべ きも の 。 
それ ら が 存在 する 状態 。 


//// 

病気 に な ら な いよ うに し よう と する こと 。 
病気 を 治 そ うと する こと 。 
死な な いよ うに し よう と する こと 。 
障害 が 残ら な いよ うに し よう と する こと 。 
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MER. PIE, BL 


//// 

自分 の 状態 を 、 今 まで より も 、 さら に 良く する こと 。 
ИБ =, ELS BTce, 

その こと で 、 自 分 の 立場 を 、 よ り 有 利 に し よう と する こと 。 
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合理 化 、 生 産 性 向上 


AAA 

物事 の 効率 。 

生産 性 。 

自分 の 有利 さ 。 

それ ら を より 向上 させ る こと 。 

人 员 产 物品 DO 配置 。 

それ ら を 、 よ り 合 理 的 な も の に し よう と する こと 。 


[AAA 

人 員 の 整理 。 

労働 の 強化 。 

新規 技術 の 導入 。 

それ ら を し よう と する こと 。 


//// 
列車 に 乗る 時 。 


製品 を 作る 時 。 


それ ら が 、 高 速 に 、 安 価 に 、 実 現す る こと を 好む こと 


7 . 効率 、 ス ピー ド の 追求 
効率 や スピ ー ド を 向上 させ よう と する こと 
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効率 の 追求 


//// 
物事 の 効率 が 高い こと を 好む こと 
効率 を 高め よう と する こと 
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スピ ー ド の 追求 


ИИ 
物事 の スピ ー ド が 速い こと を 好む こ 
スピ ー ド を 速め よう と する こと 。 
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スロ ー さ の 許容 


ИИ 

効率 向上 の た め に 支払 う 犠牲 。 
それ が 大 きい 場合 。 

あえ て 効率 を 向上 させ な いこ と 。 
スロ ー な まま で 恨 い と する こと 


С. 上 位 O 追 求 
1 . 対決 、 勝 負 、 戦 争 
敵 や ライ バル と 、 次 の こと を する こと 。 
対決 。 
勝負 。 


戦争 。 
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対決 、 勝 負 


ИЯ 
ライ バル 。 


МХ. 
彼ら と 、 勝 敗 を か け て 、 対 戦 し よう と する こと 。 


//// 
苦 酷 な 現実 。 
それ と 対 岩 し 、 対 決し よう と する こと 。 


生存 競争 を する こと 。 
限ら れ た 椅子 に あり つこ うと する こと 。 


//// 

ライ バル を 、 蹴 落と し 、 押 さえ つけ 、 抹 肖 し よう と する こと 。 
ライ バル を 、 敵 視 す る こと 。 

ライ バル に 対し て 、 意地悪 を する こと 。 


AAA 
自分 だ けが 生き 残 ろ うと する こと 。 
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RMBAOKR, HA БНФ 


//// 

自分 と 反対 意見 の 人 間 。 

彼 を 攻撃 する こと 。 

彼 を 、 立 ち 上 が れ な くす る こと 。 
戦争 する こと 。 

そう し て 、 敵 を 滅ぼそ うと する こと 。 


AAA 


自分 と 反対 の 意見 。 
それ ら を 、 訂 正 し 、 抹 殺し よう と する こと 。 


勝利 、 優 越 の 追求 、 敗 北 の 回 避 


//// 

強く な ろう と する こと 。 

相手 に 勝 と うと する こと 。 

相手 に 対し て 、 優 越し よう と する こと 。 


//// 
相手 に 負け まい と する こと 。 
負け ず 嫌 いで ある こと 。 


/1// 

自分 より 弱い 者 。 

自分 に 負け た 者 。 

彼ら を を いじ め 、 支 配 し よう と する こと 。 


//// 
自分 の 周囲 を 、 自 分 より 無能 な 人 間 で 固め よう と する こと 。 


苦 酷 で 、 不 利 な 状況 。 
ЕЛЬНЯ СЕ. 


//// 

失敗 し た 場合 。 

責任 を 回 避 し よう と する こと 。 

責任 を 、 他 者 に な すり つけ る こと 。 

( 例 。 

弱者 。 

部 下 。 НЭ ВЕРЖИ) СЕ. 
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HED. ЕН, 15 


//// 

敵 や ライ バル と 、 自 己 の 利益 の た め 、 仲 責 り し よう と する こと 。 
( 例 。 

これ 以上 戦う こと 。 


それ は 、 自 分 に と っ て 、 得 策 で な い 。 
相手 と 仲 和 再 り し て 、 手 を 組む こと 。 
それ は 、 自 分 に と っ て 、 利 点 が 大 きい 。 ) 


//// 

仲 再 りす る こと 。 

その た め に 、 次 の こと を 求め る こと 。 
第 三 者 に よる 、 調 停 や 仲裁 。 
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Bit, ЖЕ 
ИИ 


仮に 、 他 人 が 、 自 分 に 対し て 、 負 け を 認め 、 許 し を 請う て きた 、 と 
TS. 

ICKL CT, Сс“. 

彼 を 恩赦 する こと 。 


生物 や 人 間 の 滴 傷 を 行う こと 。 
有用 な も の の 破壊 を 行う こと 。 


C 2 . 上下 関係 の 構築 。 
支 


о 


力 の 差 に よる 上 下関 係 を 作ろ うと する こと 。 
その 力 は 、 勝 敗 を 分 ける 。 


支配 し よう と する こと 。 


支配 する こと 。 
優位 。 
それ ら の 追求 。 


//// 

自分 が 上 位 に 立つ こと 。 

周囲 を 、 自 分 の 思い 通り に な る よう に 、 支 配 す る こと 。 
優位 に 立 と うと する こと 。 

自分 を 権威 付け よう と する こと 。 


//// 
自分 が 上 位 に 立つ こと 。 
劣っ た 下位 の 人 間 。 

彼 を 見 下 そ うと する こと 。 
劣悪 な 境遇 の 弱者 。 

彼 を 憐 れ む こと 。 


tds 
自分 が 下位 に 立つ こと 。 
それ を 避け よう と する こと 。 


//// 

以下 の よう に 考え よう と する こと 。 
自分 は 優れ て いる 。 

他人 は 、 自 分 より 劣っ て いる 。 
自分 は 、 優 位 で ある 。 

他人 は 、 劣 位 で ある 。 


//// 

自分 より 優れ て いる 他 者 。 

その 存在 を 我慢 する こと が で き な い こと 。 

彼 を 、 ラ イ バ ル と し て 、 敵視 し 、 潰 そう と する こと 。 
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自分 が 上 位 に 立つ こと 。 
自分 が 、 周 囲 よ り も 優遇 され る こと 。 
En5 e856 cE, 
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弱者 O 差 别 。 

弱い 者 いじ め 。 

弱者 へ の 不利 な 人 奈 件 の 押し つけ 。 
責任 転嫁 。 


//// 
弱者 を 差別 する こと 。 
弱者 を いじ め る こと 。 


И 

弱い 者 。 

彼 を 、 サ ンド バッ グ 代 わり に する こと 。 

彼 を 、 フ ラス トレ ーション の 捉 け 口 と する こと 。 
彼 を 、 道 具 と し て 攻撃 する こと 。 


//// 
弱者 に 対し て 、 不 利 な 奈 件 を 一 方 的 に 押し つけ る こと 。 
Balk, НАНЕС. 


//// 

弱者 に 責任 を 転 娠 する こと 。 

Balt, ЕСТ“. 

自分 は 、 高 み の 見 物 を 決め 込 も うと する こと 。 
//// 

弱者 に 配慮 し な いこ と 。 


弱者 の 嫌がる こと を する こと 。 
弱者 に 対し て 、 意 地 患 する こと 。 


a 


Be FHOTH, < 


//// 

自分 より 弱い 者 。 

自分 に 忠実 な 者 。 

自分 に 頼っ て くる 者 。 

彼ら を 守り 、 養 お うと する こと 。 
彼ら は 、 自 分 の 子供 の よう な 存在 で ある 。 


//1/ 

反抗 する 弱者 。 

自分 の 思い 通り に 動か な い 弱 者 。 
彼ら に 対し て 、 重 い 久 を 挟 え る こと 。 
反抗 する 弱者 。 

彼ら を 、 見 せしめ に する こと 


//// 
не, BAOMAC SEV. WIRTSECE, 


//// 

末端 の 弱者 。 

彼 の 存在 は 、 自 分 に と っ て 都合 が 悪い 。 
彼 を 、 と か げ の し っ ぽ 切 りす る こと 
自分 は 、 そ うし て 、 責任 を 逃れ る こと 。 


羨む こと 。 
上 に 上 が ろう と する 人 の 足 を 引っ 張る こと 。 


//// 
自分 より 上 位 に いる 者 。 
自分 より 上 位 に 上 が ろう と する 者 。 


彼ら を 、 尋 ん で 、 叩 いて 、 引 きず り 下 ろ そ うと する こと 


м 依存 心 服从 、 忠 诚 


//// 

自分 より 強い 者 。 

自分 より も 大 き な 存 在 。 

彼ら に 頼り 、 依 存 し よう と する こと 。 
彼ら に 守っ て も ら お うと する こと 
頼り と な る 存在 。 

神 の 存在 。 

それ ら を 作り 出す こと 

大 き な 社 会 組織 。 

それ に 対し て 、 頼 ろう と する こと 。 
自分 を 守っ て くれ る 者 。 
ЕОс, ВЕСЫ, 


TITS 

大 いな る 者 。 

彼 に よっ て 、 見 守ら れる こと 。 
Е с+>2с, HBANS CE, 
пре“. 

大 いな る 者 。 

HICK SRE. 

それ を 求め る こと 
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不利 さ 、 劣 位 の 受け 入れ 


STIL 

自分 が 弱い こと 。 

自分 が 不利 で ある こと 。 
それ ら を 、 し ぶし ぶ 認 め る こと 。 


//// 
強者 に 対し て 、 自 己 の 運命 を 任せ る こと 。 


С 
対 * 


Di PS OF 


iw 


AES, 
それ ら を 望む こと 。 


自分 が 不利 な 状態 に ある 場合 。 
相手 と 対等 な 扱い を 受け る こと 。 
それ を 望む どこ と 。 


//// 
自分 が 不当 に 差別 され る こと 。 
それ を 嫌う こと 。 


AAA 

不 公 平 を 享受 する 状態 。 

自分 が 、 そ の 状態 に 質 か れ た 場合 。 
不満 を 漏らす こと 。 
公平 な 扱い を 望む こと 。 


C4 . 向 上 
今 ま で の 自分 に 飽き た ら な いこ と 。 
更に 上 を 目指 そう と する こと 。 


上 に 上 が ろう と する こと 。 


//// 
自分 の 能力 や 知識 。 
それ ら を 、 更 に 向上 させ よう と する こと 。 


//// 
より よい 者 に な ろう と する こと 。 


//// 
下落 する こと を 避け よう と する こと 。 
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改革 、 改 正 、 改 良 


//// 
現状 に 飽き た ら な いこ と 。 
状況 や 状態 を 、 更 に より よく し よう と する こと 。 


反転 、 名 准 挽 回 


[AAA 
悪い 結果 を 反転 する こと 。 
名 浴 を 挽回 し よう と する こと 。 


D . 第 三 者 の 視点 の 追求 
D1. 判定 
FIEPTFALKERHScE, 
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BCAOFIE 


ИИ 

テス ト を 受け よう と する こと 。 

自分 は 、 テ スト で 何 点 を 取っ た か ? 自分 の 成績 は 、 ど の 程度 か ? 自 
分 の ラン ク は 、 ど の 程度 か ? それ ら に つい て 、 次 の 結果 を 知 ろ うと 


する こと 。 
ЕЖЕ. ИС, ЮВ, НЕ, 


AAA 

他 者 と 対立 し て いる 場合 。 

自分 の 方 が 合っ て いる か ? 自分 の 方 が 正しい か 2? それ ら を 、 
に よっ て 、 麟 定 し て も ら お うと する こと 

裁判 。 

审判 。 

=&пьовЕезис, FREROScCE 


- 2 


他 人 四 判定 


//// 

#Л=, BRORBDSESICHAICHETSCe 
覚 久 に つい て の 人 事 評 価 。 

その コン トロ ー ル 。 

それ ら を 、 自 在 に で きる よう に し よう と する こと 


2 . 評価 、 価 値 付 け 
Ша с <. 
それ を 求め る こと 
ЕЕ Ис Кр тая 
ШС. 


-1 
自分 へ の 高 評価 の 追求 、 格 好 付け 


жи, Зее 
mecnks, 95се 
УРА Исса, 


//// 

自分 に 対す る 評 麟 や 評価 。 
それ ら を を 、 よ くし よう と する こと 
自分 を よく 見 せよ うと する こと 。 


三 者 


//// 
化粧 する こと 。 
シェ イプ アッ プ す る こと 。 


//// 

きれ い ご と 。 

理想 論 。 

пьес. 

見 か け 上 、 良 心 的 に 振る 舞 お うと する こと 。 
格好 を 付け よう と する こと 。 

良い 子 の よう に 振る 舞う こと 。 


И 
все“. 
Ее С. 
人 徳 が ある こと 。 
それ を 言う こと 。 


ый 
自信 、 プ ライ ド 、 自 慢 
//1/ 

自信 を 持 と うと する こと 。 


//// 

自惚れ る こと 。 

高い プラ イド を 持つ こと 。 
高慢 に な る こと 。 


他人 を 見 下す こと を 好む こと 。 


//// 
自慢 する こと 。 
威張る こと 。 
働 慢 に な る こと 。 


//// 
自分 に 対し て 、 高 い 評 価 を 付け る こと 。 
それ に 陶酔 する こと 。 


ナル シス ト で ある こと 。 


ИИ 
他 者 が 、 自 分 に 対し て 、 高 い 評 価 を 付け て くれ な い 場 合 。 
それ に 対し て 、 和 我慢 で き な い こと 。 
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自己 の 社会 に お ける 認知 、 価値 を 追求 


AAA 
自分 が 周囲 ~ 社会 に 認め られ る こと を 望む こと 。 
無視 され る こと を 嫌う こと 。 


//// 

自分 が 、 周 囲 や 社会 に お いて 、 必 要 と され る こと 。 
それ を 望む どこ と 。 

不要 と され る こと を 嫌う こと 。 


//// 

自分 が 、 周 囲 や 社会 に お いて 、「 価値 ある も の 」 と され る こと 。 
それ を 望む どこ と 。 

無 価 値 と され る こと を 嫌う こと 。 


AAA 
自分 が 、 ARIAS, BRE CHS と 思わ れる こ (一 пав. 
я Co 


ДИ 

自分 が 、 社 会 の 中 で 、 メ ジャ ー に な る こと 。 
主流 に な る こと 。 

пес а. 


選民 、 特 別 扱い の 要求 


//// 
自分 の こと を 、 選 ば れ た 存在 と し て 、 見 な すこ と 


特権 。 
特別 に 扱わ れる こと 。 
VIP と し て 扱わ れる こと 。 
それ ら を 好む こと 


//// 
自然 を 支配 する 原理 。 


その 概念 を 自分 た ち 人 間 に 似 せ た 形 で 作る こと 
次 の よう に 考え た が る こと 。 

神 は 、 自 分 た ち を 、 一 等 に 選ん だ 。 

次 の よう に 考え た が る こと 。 

自然 界 は 、 自 分 た ち 人 間 を 中 心 に し て 、 回 っ て いる 。 
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埋没 、 無 視 の 回 避 、 目 立ち へ の 欲求 


//// 

自分 }) が 周囲 に 埋没 す る こ こと 

AD ЕН НаС Е. 
それ ら を 嫌がる こと 

目 立 と うと する こと 。 
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重要 視 へ の 欲求 


//// 

自分 が 他 者 か ら 重 用 され る こと 。 
自分 が 重要 視 さ れる こと 。 
それ ら を 望む こと 。 

他 者 か ら 軽 ん じ ら れ た 場合 。 
それ に つい て 、 怒る こと 。 


//// 
自分 の こと を 重要 視 す る こと 
他 者 の こと を 軽 ん じ る こと 。 


//// 
ВЕСЫ. 
他人 に 讃え られ る こと を 好む こと 。 


マイ ナス 評価 。 
ЗЕЕ, 
それ ら の 回 避 。 


//// 

аль. Ш BEANS cE, 

他 者 か ら 、 マ イナ ス 評 価 を 受け る こと 。 

それ ら を 不快 に 感じ る こと 。 

それ ら に つい て 、 怒 っ た り 、 潤 いた りす る こと 。 


//// 
HBOS. HF, BeESNScCE, 
他 者 か ら 、 マ イナ ス 評 価 を され る こと 。 
それ ら を 避け よう と する こと 。 


ИИ 

ЯНЬ SNS CE, 

それ を 避け よう と する こと 。 

自分 の 周囲 を 、 イ エス マン だ け で 、 固 め よ うと する こと 。 


//// 

AHOERBTSRC, AMTSCE, 
そう し て 、 恥 を か く こ と 。 

それ ら を 嫌う こと 。 


届 辱 回避 


AAA 

周囲 か ら 、 自 分 の プラ イド を 打ち 砕 か れる こと 。 
そう し た 屈辱 的 な 扱い を 受け る こと 。 

それ ら を 嫌う こと 。 


大 切 に 扱わ れる こと へ の 欲求 、 お も ちゃ 扱い の 回 


//// 

自分 が 、 周 囲 か ら 、 お も ちゃ 扱い され る こと 。 

自分 が 、 周 囲 か ら 、 も て あそば れる こと 。 

自分 が 、 周 囲 に よっ て 、 き ちん と 心 を 込め て 、 大 切 に 扱っ て も ら う 
こと 。 

それ を 望む こと 。 


3 . 承认 
承認 を 求め る こと 


1 
承认 、 黄 成 、 认 可 、 反 映 八 欲求 


//// 

自分 が 望ん で いる こと 。 
自分 の 意見 。 

それ ら が 、 周 半 か ら 認 め ら れる こと 。 
それ ら が 、 認 可 さ れる こと 。 
それ ら が 、 周 囲 に 反映 され る こと 。 
それ ら の 実現 を 望む こと 。 


//// 
自分 の 意見 が 、 RC 
それ を 好む こ 


//// 


BAOBERM, AHS, Bean, bMansce, 


それ を 嫌う こと 。 
周囲 が 、 自 分 a イエ スマ ン で ある こと 。 
それ を 好む こ 


E . 返し の 追求 
1 . 反応 、 応 答 
反応 や 応答 を 望む こと 。 
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相手 へ の 反応 、 応 答 


//// 

相手 が 、 自 分 に 対し て し た こと 。 

それ に 対し て 、 反 応 し よう と する こと 。 
ある い は 、 反 応 を 返 そ うと する こと 。 


И ' 
YS ll Nw 
一 1 
2" 
с 


上 ) へ の 反応 、 応 答 の 要求 


A 周 団 か ら 、 反 応 、 応 答 が ある こと 。 
それ を 望む どこ と 。 


//// 

自分 の し た こと 。 

それ に 対し て 、 次 の こと が 気 に な る こと 。 

周囲 か ら 、 ど の よう な 反応 や 応答 が 来る か ? それ を 、 
よう と する こと 

( 例え ば 、 掲 示 板 。 

自分 は 、 そ こ に 、 書き込み を し た 。 ) 


相手 の 無視 


何 度 も 確認 し 


AAA 

相手 が 、 自 分 に と っ て 、 都 合 が 悪かっ た 場合 。 
自分 が 、 相 手 に 対し て 、 興 味 が 無かっ た 場合 。 
相手 を 無視 する こと 。 

相手 に 対し て 、 返 答 し な いこ と 。 


. フィ ー ド バッ ク 
ene. 自分 人 Co 
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お 返し 、 フィ ー ド バッ ク 、 応 酬 、 報 復 


AAA 

0592 

お 返し を する こと 

フィ ー ド バッ ク す る こと 。 
贈答 の 返し を する こと 

о ee ee 


[ALAN 

応酬 する こと 

9 се 

復讐 や 仕返し を する こと 。 
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見 返り の 要求 


//// 

自分 が 、 他 者 に し た こと 。 

それ に 対す る 見 返り 。 

それ を 、 他 者 に 対し て 、 求 め る こと 


//// 
他 者 に と っ て 、 何 か 役に立つ こと 。 
自分 が 、 そ れ を 他 者 に 対し て 、 し て あげ た 場合 。 


その 対価 と し て 、 他 者 か ら 、 何 か 同等 の こと を し て も ら 


うこ と 。 


それ を 望む こと 。 


//// 

他 者 に と っ て 、 何 か 役立つ こと 。 

自分 が 、 そ れ を 他 者 に 対し て 、 し て あげ た 場合 。 
以下 の よう に 、 思 うこ と 。 

その こと に つい て 、 他 者 か ら 、 感 謝 さ れ た い 。 
他 者 に 対し て 、 以下 の 内 容 を 、 要 求 す る こと 。 
自分 に 対す る 感謝 の 謀 葉 。 


//// 
他 者 に 感謝 され る と うれ し く 思 うこ と 。 


//// 

他 者 か ら 、 何 か 自分 に 役立つ こと を され た 場合 。 
それ を うれ し く 思 うこ と 。 

他 者 に 対し て 、 感 謝 し よう と する こと 。 


Е. 知る こと の 追求 
F 1 . 情报 
情報 を 欲し が る こと 。 


//// 

次 の 情報 を 得 よ うと する こと 。 

それ を 知 ろ うと する こと 。 

それ は 、 自 分 の 生存 に と っ て 、 必 要 で ある 。 
それ は 、 自 分 の 生存 に と っ て 、 有利 に な る 。 
ニュ ー ス を 見 る こと 。 
天気 予報 を 見 る こと 。 

有効 な 情報 を 持っ て いそ うな 人 。 

彼 に 近づこ うと する こと 。 

彼 と 、 和 知り合い に な ろう と する こと 。 


НОНО, RRA CHER 込む こと 。 
冷 人 や か すこ と 


//// 

自分 HEED СЖАИФ-ЕНАЯ ? 野 や 領域 。 
そこ に 進む 場合 

事前 に 情報 収集 を し よう と する こと 


НД < НЕО, 
眺望 。 

将来 へ の 展望 。 

それ ら が ある こと を 望む こと 。 
高 所 に 登る こと を 望 むこ と 。 


他 者 か ら 、 自 己 の 保存 に 有 蘭 な 情報 を 引き 出す こと 
その た め 、 他 者 と 、 互 い に コ ミュ ニ ー ケ ーション を 取 ろ うと する こ 
“о 
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iLL} 

次 の こと を 確認 し た 場合 、 そ れ を 訂正 し た く な る こと 
間違っ た 情報 。 

それ が 、 周囲 に 流れ て し \ る こ と 。 


//// 

重大 二 工 一 又 。 

それ は 、 自 分 が いち 早く 手 に 入れ た 。 

それ は 、 自 分 し か 知ら な い 。 

他 者 や 他 の 集団 に つい て の 秘密 。 

自分 が 興味 ある 関心 事 。 

そう し た 情報 。 

それ ら を 、 誰 か に 話し た く な る こと 。 

それ ら を 、 周 囲 に 対し て 、 知 ら せ 、 広 め た く な る こと 。 
その た め 、 周 囲 の 他 者 に 対し て 、 盛 ん に コミ ュ ニ ケー ショ ン を 取 ろ 
うと する こと 。 


F 2 . 確認 
見 よう と する こと 。 


確認 し よう と する こと 。 
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可視 、 可 聴 へ の 欲求 


//// 

ちゃ ん と 見 える こと 。 
ちゃ ん と 間 こ える こと 。 
ИБО ce, 


И 

回 り が 見 えな いこ と 。 
先 が 見 えな いこ と 。 
それ ら を 嫌がる こと 。 


ИИ 

不透明 。 

不明 瞭 。 

不可 視 。 

そう し た 状況 を 嫌がる こと 。 


//// 
次 の こと を 嫌がる こと 。 


ピン ト が ぼや け て いる こと 。 
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確か さ へ の 欲求 


//// 
確実 で ある こと を 望む こと 。 


НИЙ 
次 の こと を 嫌う こと 。 
浮く こと 。 


//// 

支え が きち ん と ある こと 。 
それ を 望む こと 。 

次 の こと を 嫌う こと 。 
足場 が 沈む こと 。 
足場 が ふら つく こと 。 
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GR. 1ЕЛФЯЖ 


びっ た り 合 致す る こと を 望む こと 。 


//// 
ずれ る こと を 嫌う こと 。 


зай 


症 明 へ の 欲求 


//// 

次 の こと を 、 立 証し 、 征 明 し よう と する こと 。 
自分 の 考え が 正しい こと 。 

相手 の 考え が 間違っ て いる こと 。 
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質問 、 疑 問 解 決 へ の 欲求 


//// 

次 の こと を 嫌う こと 。 

分 か ら な いこ と 。 

知ら な いこ と 。 

それ ら を 、 そ の 状態 の まま 放っ て お く こ と 。 


ИИ 

分 か ら な いこ と 。 

知ら な いこ と 。 

それ ら に つい て 、 質 問 す る こと 。 
その 答え を 得 よ うと する こと 。 

その 内 容 を 、 確 か め よ うと する こと 。 


AAA 
疑問 を 解決 し よう と する こと 。 


F 3 . 理解 
理解 し よう と する こと 。 


И 
分 か ろう と する こと 。 


//// 

人 っ て くる 情報 。 

自分 を 取り 巻く 周囲 の 状況 。 
それ ら を 理解 し よう と する こと 。 


//// 
理解 で き な い 状態 を 嫌がる こと 。 


И 
理解 で き な い 状況 。 
そこ か ら 抜 け 出 そう と する こと 。 


ЕПеНсСЕЗС, BNTFSCE, 
それ を 理解 で き な い 場合 、 そ の 場 を 逃げ 出す こと 。 
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原因 、 対 策 究 明 へ の 欲求 


ИИ 

起こ っ た 物事 に 対し て 、 そ の 原因 を 究明 し よう と する こと 。 
次 の 答え を 得 よ うと する こと 。 

それ は 、 な ぜ 起 こっ た の か ? 


//// 

解明 し た 原因 。 

それ に 対し て 、 対 策 を 立て よう と する こと 。 
(例え ば 、 事 故 。 ) 
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意味 付け へ の 欲求 


//// 
起こ っ た 物事 に 対し て 、 次 の 内 容 を 、 何 か し ら 見 い だ そ うと する こ 
と 


その こと が 持つ 意味 や 意義 。 
それ は 、 ど うい う も の か ? 
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関連 付け へ の 欲求 


//// 

次 の 内 容 を 、 何 か し ら 見 い だ そ うと する こと 。 
起こ っ た 物事 同士 。 

それ ら の 関連 づけ 。 
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合理 的 説明 へ の 欲求 


//// 
起こ っ た 物事 に つい て 、 人 何らかの 説明 が で きる こと 。 


それ を 望む どこ と 。 


//// 

起こ っ た 物事 に つい て の 、 も っ と も らし い 合 理 的 な 説明 。 
それ が 可能 な こと 。 

それ を 望む こと 。 

それ は 、 後 付け で 構わ な い 。 


F 4 . 刺激 
刺激 を 求め る こと 。 


Slang ere as 


НС CE BIC С. 
それ を 体験 し よう と する こと 


JER RAIS HR PSS, 
それ ら に 対し て 、 興 味 を 抱く こと 。 


//// 

日 常 の 状態 が ずっ と 続い た 場合 。 
退屈 する こと 

新た な 刺激 を 求め た く な る こと 


2 
OH BSH BOER 


それ ら が 起き る こと を 求め る こと 
それ ら は 、 日 常 で は 、 めった に 起こ ら な い 。 


以下 の 土地 や 地方 や 地域 。 

自分 は 、 そ こ に は 、 日 頃 、 あ まり 入ら な いし 、 行 か な い 。 
そこ に 、 入 ろう と する こと 。 

そこ に 、 行 こう と する こと 。 

旅行 し よう と する こと 。 

自分 は 、 新 た な 刺激 を 、 求 め た い 。 


近所 の 地域 、 地 区 。 

自分 は 、 日 頃 、 そ こ に 、 あ まり 入ら な いか 、 行 か な い 。 
ある い は 、 自 分 は 、 逆 に 、 そ こ に 、 行 き 慣 れ た 。 

そこ に 、 改 め て 、 入 ろう 、 行 こう と する こと 。 

自分 は 、 小 さ な 刺 激 を 求め た い 。 

自分 は 、 そ こ に 、 い つも と は 違う 時 間 帯 に 、 行 きた い 。 


F 5 . 新規 性 ( 新 し さ ) 
新しい も の 。 

新しい こと 。 

それ ら を 好む こと 。 


新品 を 好む こと 。 
中 古 を 嫌う こと 。 


先行 者 。 

最初 の 発見 者 。 
最初 の 発明 者 。 

それ ら に な ろう と する こと 。 


未知 の 領域 を 、 探 検 、 研究 す る こと 。 
それ を 解明 し よう と する こと 。 


未 体験 の こと 。 
それ を 、 新 た に 体験 し 、 経 験 し よう と する こと 。 


行っ た こと の な い 地 域 。 
そこ に 行っ て みよ うと する こと 。 


FRAO SAH, 

そこ に 、 い ち 早 く 入 る こと 。 

そう し て 、 以 下 の 内 容 を 発見 し よう と する こと 。 
新 事 宪 。 

それ に は 、 ま だ 誰 も 到達 し て いな い 。 

それ は 、 重 要 で ある 。 


次 の 内 容 の アイ デア を 考案 する こと 。 
それ は 、 ま だ 誰 も 考え つい て いな い 。 
それ は 、 新 し い 。 

それ は 、 社 会 的 に 有用 で ある 。 

そう し て 、 次 の 内 容 を 得 よ うと する こと 。 
発明 者 と し て の 栄 澄 。 


次 の よう な 発見 、 発 明 の 成果 。 
自分 は 、 そ れ を 、 他 者 に 先駆 け て 、 い ち 早 く 成 し 遂げ た 。 
それ に よっ て 、 食 べ て 行き 、 儲 けら れる よう に し よう と する こと 。 


//// 

先行 者 利益 を 確保 し よう と する こと 。 
先行 者 で ある 自分 が 負っ た リス ク 。 
それ へ の 見 返り を 求め る こと 。 


//// 
未だ 体験 し て いな いこ と 。 
それ を 、 体 験 し て みよ うと する こと 。 


//// 
新しい 経験 を 好む こと 。 


次 の 土地 や 地域 に 行こ っ と する こと 。 
旅行 し よう と する こと 。 

自分 は 、 そ こ に 行っ た こと が な い 。 
自分 は 、 そ こ に 入っ た こと が な い 。 


//// 

自分 に と っ て 未知 の こと 。 

それ を 、 検 索 す る こと 。 

そう し て 、 そ の 情報 を 得 よ うと する こと 。 


//// 

イン ター ネッ ト の 検索 エン ジン 

それ を 使用 する こと 。 

そう し て 、 次 の 内 容 を 探 そ うと する こと 。 
自分 が 欲し い 情報 。 


о 


それ は 、 ネ ッ ト 上 に 存在 する 。 


//// 

手 に 入れ る 物品 。 

それ が 、 新 品 で ある こと 。 

それ を 、 誰 も 使っ て いな いこ と 。 
それ が 、 中 古 で な いこ と 。 

それ ら を 求め る こと 
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ネタ バレ の 回 避 


//// 

未知 で 、 未 体験 の ゾー ン の 内 容 。 

自分 は 、 そ れ を 、 こ れ か ら 見 よう と し て いる 。 

それ に つい て 、 以下 の こと を 、 回 避 し よう と する こと 

それ が 、 先 に 分 か っ て し まう こと 。 

そう し て 、 自 分 の 体験 に お いて 、 新 し さ が な く な っ て し まう こと 。 


ずっ と 同じ 刺激 に 出会っ て いる 場合 。 
псих, HEScE 
新た な 刺激 を 求め る こと 。 


6. 記憶 、 記録 、 知識 
a ` 記録 し よう と する こと 。 
知識 を 持 と うと する こと 。 
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得 た 情報 。 

それ を 記憶 する こと 。 
それ を 覚え る こと 。 

それ を 暗記 する こと 。 
自分 の 頭 の 中 。 


//// 
情报 。 
それ を メモ し よう と する こと 。 
それ を 記録 し よう と する こと 。 


//// 
記録 し た い 事 柄 。 


それ を 、 知 識 と し て 蓄積 し 、 有 効 に 活用 し よう と する こと 。 


//// 

知識 を 、 た くさ ん 持 と うと する こと 。 
高度 な 、 深 いい 知識 。 

それ ら を 得 よ うと する こと 。 
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学習 し よう と する こと 。 


//// 

物事 を 、 実 践 に よっ て 、 覚 えよ うと する こと 。 

それ が 、 し っ か リ り 自 分 の 身 に 付く こと 。 

それ が 、 体 に 染み こむ こと 。 

そう し た 実践 を 、 そ れ が 実現 する まで 、 何 度 で も 行う こと 。 


過去 の 経験 。 

し きた りや 前 例 。 
既に 得 ら れ た 知見 。 

それ ら の 保守 を 重んじ る こと 。 


G . 運動 、 活 動 の 追求 
G1 . 運 動 
運動 を し よう と する こと 。 
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自己 身体 運動 の 追求 


//// 
自分 の 身体 を 動か そう と する こと 。 


//// 

自分 の 身体 が 、 自 分 の 思い 通り に 動い て くれ る こと 。 
пес 2. 

身体 が 不 自 由 に な る こと 。 

それ を 嫌う こと 。 


//// 


筋肉 。 

心肺 。 

それ ら を 鍛え よう と する こと 。 

それ ら は 、 身 体 を 動か す た め に 、 必 要 で ある 。 


- 2 
社会 運動 、 潮 流 生 成 の 追求 


//// 

他人 や 社会 を 動か すこ と 。 

そう し て 、 次 の 内 容 を 作ろ うと する こと 
新た な ムー ブ プ メ ント 。 

新た な 流れ 。 


. 操 МЕ 
それ を 操 Е пе 
それ を 動か そう と する こと 
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//// 

机 械 。 

ЛЕ. 

それ ら を 、 自分 の 思 し \ 通 1) に 動か すこ と 
EDUC BEBE の 出力 を 得る こと 。 
それ ら を 望む こと 。 


人 間 。 
それ ら を 、 自 分 の 望む 地点 へ 運ぶ こと 。 
それ を 望む どこ と 。 


物資 を 、 次 の 内 容 に 加工 し よう と 望む こと 。 
その 形状 や 材質 は 、 自 分 が 望ん だ も の で ある 。 
化学 変化 を 利用 する こと 。 


//// 
人 や 組織 を 、 自 分 の 望む 体質 に 変化 させ よう と する こと 。 


H . 生存 条 件 O 向 上 OO 追求 

H1 . 良 好 な 環境 の 追求 

以下 の 環境 や 状態 を 追求 、 維 持 し よう と する こと 。 
それ は 、 自 分 の 生存 に と っ て 、 良 好 で ある 。 
(例え ば 、 衣 食 住 。 ) 
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いい 生活 の 追求 


//// 
いい 生活 を し よう と する こと 。 
ぜいたく を し よう と する こと 。 


//// 

何 も し な いこ と 。 
働か な いこ と 。 

それ で 、 生 き て 行け る こと 。 
それ ら の 実現 を 望む こと 。 
多額 の 収入 が 入っ て くる こと 。 
生活 環境 が 恵まれ て いる こと 。 
それ ら の 実現 を 望む こと 。 


//// 
ЕСЛИ С =. 


それ に 必要 な 手だて 


b=. 

それ ら を 、 よ り た くさ ん 手 に 入れ よう と する こと 。 
儲け よう と する こと 。 

より 多く の 資金 を 、 得 よう と する こと 。 

資本 主義 。 

//// 


死後 、 天 国 で いい 思い を し よう と する こと 。 
その た め に 、 現 世 で 秋 行 を 積もっ と する こと 


- 1b 


現状 維持 、 保 守 


//// 

今 の 生活 に そこ そこ 満足 し て いる 場合 。 
その 現状 を 変え よう と し な いこ と 。 
今 ま で の 状態 を 維持 し よう と する こと 。 
保守 的 と な る こと 。 
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快感 、 心地 よき 、 い い 思 い の 追 求 


AAA 

BL Nas ea cal ats 

т ee SD’? それ は 、 た いて い 生 得 SAICIRE DTS. 
セッ クス 。 

味覚 。 


ИИ 
安楽 な 生活 を 望む こと 。 


//// 
いり い 思い 。 
楽 で ある こと 。 
快い こと 。 
美味 し いこ と 。 


それ ら を し よう と する こと 。 


//// 

セッ クス し よう と する こと 。 
性 的 快感 。 

性 的 絶頂 。 

それ ら を 得 よ うと する こと 。 
オナ ニー を する こと 。 


И 

心地 よさ を 得 よ うと する こと 。 
( 例 。 

音楽 。 

きれ いな メロ ディ 一。 

それ ら を 聞く こと 。 ) 


[AAA 

居心地 の 良さ 。 

それ を 得 よ うと する こと 。 

( 例 。 

自分 の 部 屋 。 
冷暖 房 在 入 机 吾 志 二。 

クッ ショ ン を 、 椅 子 に 買 く こと 。 


И 
美しい も の 。 
きれ いな も の 。 


それ ら を 手 に 入れ よう と する こと 


自分 が 美しく な る こと 。 
自分 が きれ い に な る こと 。 
それ ら を 実現 する こと 。 


FELT 
感覚 を 楽し むこ と 。 


衛生 状態 の 追求 


AAA 


) 


о 


清潔 を 望む こと 。 
不潔 。 
病原 菌 の 墓 延 。 

それ ら を 避け る こと 。 


//// 
身体 を 洗う こと 。 
歯 を 磨く こと 。 


//// 
掃除 を する こと 。 


//// 
きれ い に 片 付け られ た 状態 。 
整理 され た 状態 。 


それ ら を 、 良 いと 見 な すこ と 。 
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//// 

苦労 を 避け よう と する こと 。 
楽 を し よう と する こと 。 

馬 情 で あろ うと する こと 。 

だ ら だ らし よう と する こと 。 
働か な く て も 済む こと 。 

それ ら を 、 良 いと 見 な すこ と 。 
//// 


次 の 作業 に つい て 、 手 抜き を し よう と する こと 。 
自分 は 、 そ れ を 、 そ の まま や る と 、 苦 労 す る 。 


и, 
«+ 

上 加 

NJ ll 
yl 

N 

a 

= 


ーション 、 ス トレ ス 、 決 断 の 回 避 


//// 

心理 的 负担 。 

身体 的 负担 。 

フラ スト レー ショ ン 。 

スト レス 。 

決断 。 

それ ら を 性 け よう と する こと 


部 1 ， 
Ob 

[= 

N ll 
T 


их, Blas Ц. 


負担 が 回 避 で き な か っ た 場合 。 

不快 感 を 感じ る こと 

それ を 、 どこ か で 発散 し よう と する こと 

(自分 の た め て いる スト レス 。 

それ を 、 以 下 の 形 で 、 他 者 に 対し て 、 転 娠 する こと 。 
例 。 

掲示 板 荒 ら し 。 

BORE, 

それ ら の 行為 は 、 他 者 に 対し て 、 負 担 を か ける 。 ) 


負担 や スト レス 。 
それ ら が か か る 状態 。 
退屈 な 日 常 。 
それ ら が 続い た 場合 。 
何 か 、 別 の こと を し よう と する こと 。 
それ で 、 以下 の こと を 実現 し よう と する こと 
a 新 さ せる こと 。 
分 を 転換 する こと 
ив し する こと 


現実 逃避 


//// 

辛い 場合 。 

生き る こと を 止め よう と する こと 。 
AmLEDCTScCE, 


ИИ 
辛い 場合 。 
TAD Swab LEADETSCE, 
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休養 、 休 暇 、 睡 眠 、 落 ち 着 き 


//// 

疲れ た 場合 。 

休 も うと する こと 。 

休暇 。 

休养。 

それ ら を 取 ろ うと する こと 。 


ИА 
睡眠 を 取 ろ うと する こと 。 


ИИ 

仕事 な ど 。 

それ ら が 、 い っ た ん 沙 ち 着く こと 。 
一 段落 する こと 。 

それ ら を 好む こと 。 


日 頃 の 責務 か ら 解 放さ れる こと 。 
ゲー ム な ど を 、 気 楽に 楽し むこ と 。 
リラ ックス し た 雰囲気 。 
娯楽 的 な 喜び 。 


気晴らし 。 
それ ら を 味わお うと する こと 。 


//// 

相手 を 自分 の お も ちゃ に し よう と する こと 。 

相手 に いた ずら を し よう と する こと 。 

相手 を わざ と 困ら せ て 、 反 応 を 楽し も うと する こと 。 


快楽 に は まる こと 。 


//// 

安楽 に は まる こと 。 

楽 を し よう と する こと 。 
altace, 
手抜き を し よう と する こと 。 


//// 

快感 に は まる こと 。 

気持 ちい いこ と に は まる こと 。 

セッ クス を する こと 。 

お いし い 食 物 を 沢山 食べ る こと 。 
いい 匂い を か ご うと する こと 。 
た ば こ や 麻 薬 に は まる こと 。 
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ЖЕ, DARE, BENAORK 


//// 

自分 の 本 心 を 隠す こと 。 

見 か け や 建 前 の きれ い 事 を 言う こと 。 
それ ら に つい て 、 疲 れる こと 。 


AAA 


自分 の 内 に 秘め た 本 音 、 本 心 。 

それ ら を 、 誰 か に 話し て さら け 出 すこ と 。 
そう し て 、 以下 の こと を 実現 する こと 。 
スッ キリ する こと 。 
閉塞 感 を 打破 する こと 。 
解放 感 を 味わう こと 。 
ガス 抜き を する こと 。 


//// 

自分 の 本 心 を 話せ る こと 。 

自分 の 本 心 を 、 他 者 に 対し て 、 打 ち 明 けら れる こと 。 
カウ ン セ リン グ 。 

話し 相手 の カウ ン セ ラー。 

それ ら の 存在 を 求め る こと 。 


//// 

内 心 に 溜っ た 、 ス トレ ス や 、 モ ヤ モ ヤ し た 感じ 。 
それ を 、 誰 か に 向け て 発散 する こと 。 

その 話 を 、 誰 か に 聞い て も ら う こと 。 

それ を 実現 する こと 。 
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便利 さき へ の 欲求 


//// 
便利 で ある こと 。 
利便 性 。 

それ ら を 望む こと 。 


//// 

必要 な 物資 や 人 材 。 

それ ら が 、 手 に 入る こと 。 

それ は 、 短 時 間 で 、 手 間 を か けず に 、 す ぐに 実現 する こと 。 
пр Це“. 


//// 
コン ビニ エン スス ト ア の 利用 を 好む こと 。 
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安定 へ の 欲求 


И 

手 に 入れ た 良好 な 環境 。 

それ が 、 続 く こ と 。 

ИЗ, ЗОБ. 長期 に わた っ て 、 安 定 し て 、 実 現す る 
ем. 

пьес“. 


H 2 . 安 全 、 安 心 、 セ キュ リティ 
安全 、 安 心 を 求め る こと 。 


平和 。 
それ ら を 求め る こと 。 
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自己 保身 、 防 御 へ の 欲求 


//// 
自分 が 、 安 全 領 域 に 止ま れる こと 。 
それ を 望む こと 。 


[AAA 
自分 の 保身 が 図ら れる こと 。 
それ を 望む こと 。 


新しい こと 。 

未知 の こと 。 
危険 か も 知れ な いこ と 。 

失敗 する か も 知れ な いこ と 。 
それ ら の 実行 。 

それ を 怖がり 、 避 けけ よう と する こと 。 


Wis 

今 ま で や っ て き て 成功 し た こと 。 

既に 安全 が 保証 され て いる こと 。 
実績 の ある こと 。 

それ ら の み を 、 和 実行 し よう と する こと 。 
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危険 の 回 避 


//// 
危険 な こと 。 
それ を 回 避 し よう と する こと 。 


自分 に 取っ て 害 毒 の ある こと 。 
それ を 回 避 し よう と する こと 。 


自分 に 傷 が つく こと 。 
それ を 回 避 し よう と する こと 。 


//// 
責任 を 逃れ よう と する こと 。 
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保証 へ の 欲求 


それ ら が ある こと 。 
それ を 望む こと 。 


И 
大 丈夫 で ある こと 。 
ПЕС. 
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予防 、 危 機 へ の 備え 、 保 険 の 追求 


//// 

危機 。 

クラ ッシュ 。 

それ ら の た め に 備え る こと 。 
保険 を か ける こと 。 

それ ら は 、 い ざと いう と き 、 や っ て くる 。 
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相互 救助 、 援 助 の 追求 


//// 

互い に 助け 合う こと 。 

より 安心 し て 生活 で きる 社会 。 
それ を 実現 し よう と する こと 。 


H 3 . (5A, (BH 
信用 。 


信頼 。 
それ ら を 求め る こと 


他人 に 対し て 、 信 用 を 要求 する こと 。 
自分 は 、 自 己 都合 で 変節 する こと 


TLE 
信用 、 倍 頼 の ある 相手 を 求め る こと 


それ ら が 守ら れる こと 。 
それ を 望む こと 。 


- 2 
SAH, RBA, BRI, Ry 


KIBANBRAN CC, RBATSECC, 


ИИ 

SECOMFtRCECE 

KI вмз. 

それ を 出し て きた 相手 へ と 変え る こと 。 


相手 が 、 自 分 に 対し て 倍 頼 を 失う こと 。 
それ を 恐れ る こ < "ой 


//// 

自分 に 都合 の 悪い 点 。 

自分 が 持つ 矛盾 点 。 

相手 に 対し て 、 そ れ が ば れ な いよ うに する こと 。 
相手 に 対し て 、 嘘 を つい て 、 そ れ を 隠 そ うと する こと 


自分 に 自信 を 持 と うと する こと 。 
自分 自身 を 信頼 する こと 。 

それ を 可能 に し よう と する こと 。 
自分 に 自信 を 付け る こと 。 

それ を 望む どこ と 。 


4 . 品質 
品質 の 高 さ 。 
それ を 求め る こと 


//// 

高 品 質 の 物品 。 

高 品 錦 の 成果 物 。 
それ ら を 求め る こと 
低 品質 な 状態 。 
手抜き 。 

それ ら を 嫌がる こと 


//// 
物品 を 入手 する 場合 。 
本 物 。 

リア ル 。 

真正 品 。 
オリ ジ ナ ル 。 

それ ら を 求め る こと 


それ ら を 嫌がる こ こと 


- 3 


自然 、 天 然 へ の 欲求 


//// 

自然 物 。 

天 然 物 。 

それ ら を 求め る こと 
人 工 物 。 

养殖 物 。 

それ ら を 嫌がる こと 


純粋 、 純 正 、 正 規 へ の 欲求 


//// 

純粋 な も の 。 

それ を 求め る こと 
不純 物 が 入っ た も の 。 
それ を 嫌がる こと 。 


ИИ 
純正 な も の 。 
正規 な も の 。 


それ ら を 求め る こと 。 
非 正 規 な も の 。 
それ ら を 嫌がる こと 。 


规范 。 
秩序 。 
それ ら を 求め る こと 。 


1 
暮らし や すさ の 追求 


//// 

自分 が 暮らし や すく な る こと 。 

それ を 実現 する こと 。 

自分 が 暮らす 社会 。 

それ を 、 自 分 に と っ て 、 暮 らし や すく 改良 する こと 。 
それ を 実現 する こと 。 


//// 

次 の よう な 行い に つい て 、 そ の 内 容 を 集め る こと 。 
それ ら の 行い は 、 社 会 を 、 よ り 暮 らし に くく する 。 
それ ら の 行い を 、 社 会 的 に 、 禁 止 し 、 制 限 す る こと 。 
ЦЕНА ЕЕ TCE, 

仮に 、 人 々 が 、 そ れ を 破っ た 、 と する 。 

する と 、 そ れ は 、 社 会 を 、 よ り 暮 らし に くく する 。 
社会 を 暮らし や すく する こと 。 

社会 を 、 そ うな る よう に 制御 する こと 。 
пес г. 

ЕЕ ОНУ са. 


ИИ 
社会 に お いて 、 一 定 の 秩序 が 存在 する こと 。 


それ を 望む こと 。 
無法 状態 を 嫌う こと 。 


//// 

厳し すぎ る 規則 。 

ес. BHEUSERLCSEceE, 
それ を 、 破 ろう と する こと 。 

それ に 違反 し よう と する こと 。 


//// 

違反 する こと 。 

それ に よっ て 、 次 の 内 容 を アピ ー ル し よう と する こと 。 
社会 に 対し て 、 刀 向かう っ こと が で きる こと 。 

それ が で きる 、 強 大 な 存在 で ある こと 。 
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現状 打破 、 破 壊 へ の 欲求 

//// 

社会 の 現状 に つい て 、 次 第 に 満足 で き な く な る こと 。 
それ を 打ち 破 ろ うと する こと 。 

それ を 破壊 し よう と する こと 。 


H 6 . 问题 解决 
問題 に 対処 、 解 決し よう と する こと 。 


うま く 行 か な い 点 。 
それ を 見 つけ 出 そ う と する こと 。 


//// 
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原因 の 解明 


//// 

問題 の 原因 。 

それ を 探る ろう と する こと 。 

それ を 見 つけ 出 そ う と する こと 。 
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解決 策 、 対 策 の 解明 


//// 

Pelee RRS ХИ. 

それ を 探る ろう と する こと 。 

それ を 見 つけ 出 そ う と する こと 。 


ay 


解決 策 、 対 策 の 実施 


И 

問題 を 解決 する 対応 策 。 

それ を 実施 する こと 。 

そし て 、 問 題 を 最終 的 に 解決 する こと 。 
ПЕС“. 
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対策 の 実施 。 効 果 の 確認 。 


ИМ 

対応 策 の 実施 。 

問題 は 、 そ れ に よっ て 、 本 当 に 解決 し た か ? その 効果 を 確認 し よう 
と する こと 。 


H 7 . 元 気 、 活 気 、 やる気 (モチベーション ) 、 パ ワ フ ル さ の 追求 


現実 に 対し て 、 積 極 的 に 対処 し て 行こ うっ と する こと 。 
それ を 可能 に する 、 元 気 や バ パワー や 、 や る 気 。 
それ ら を 持 と うと する こと 。 


//// 
元気 で あろ うと する こと 。 
活発 で あろ うと する こと 。 


И 
健康 で あろ うと する こと 。 
病気 に か か ら な いこ と 。 
それ を 心がけ る こと 。 


//// 
自分 より 元気 な 他人 。 
彼 か ら 、 力 を 分 け て 買お うと する こと 。 


物事 に 積極 的 に 対処 する こと 。 
それ を 望ま し いと 考え る こと 。 
それ を 実行 し よう と する こと 。 
その た め の 力 を 得 よ うと する こと 。 


//// 
いつ まで も 、 若 々 し く あ り た いと 望む こと 。 
いつ まで も 、 老 けた く な いと 望む どこ と 。 


//// 


自分 を 若く 見 せる こと 
そう し よう と ずる EE と 。 


物事 を どん どん 解決 し て いく こと 。 
それ を 実行 する 力 に あふ れ て いる こと 。 
そう し た 力 が みな ぎっ た 存在 。 

それ に な ろうと する こと 。 
その た め の 力 を 得 よ うと する こと 


I . クッ ショ ン の 追求 
I エ 1. ク ッ シ ョ ン 
和らげ て くれ る も の 。 
それ を 求め る こと 
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ENDER, HOEK, 


//// 

衝撃 を 和らげ て くれ る も の 。 
それ を 求め る こと 

衝撃 を 嫌う こ 上 。 


//// 

クッ ショ ン 。 

角 条 し て くれ る も の 。 
それ ら を 求め る こと 


//// 

柔らか さ 。 

フワ フワ な こと 。 
それ ら を 求め る こと 


[AAA 
自分 を 受け 止め て くれ る も の 。 


それ を 求め る こと 。 


//// 
受け 入れ られ る こと 。 
それ を 求め る こと 。 


//// 
拒絶 され る こと 。 
それ を 嫌う こと 。 


I 2 . 配 慮 
配慮 を 求め る こと 。 


次 の こと を 、 望 むこ と 。 
自分 に と っ て 嫌 な こと 。 

他人 は 、 そ れ を 、 自 分 に 対し て 、 
次 の こと を 、 望 むこ と 。 

自分 に と っ て 、 つ うれ し いこ と 。 


し な いで ほし い 。 


他人 は 、 そ れ を 、 自 分 に 対し て 、 積 極 的 に 、 し て ほし い 。 


- 1 


きめ 細か な 対応 、 配 慮 へ の 欲求 


//// 
きめ 細か な 対応 、 配 慮 。 


それ が 、 自 分 に 対し て 、 な され る こと 。 


それ を 望む どこ と 。 


必要 な 配慮 労力 、 コ スト の 最小 化 


А 
配慮 へ の 労力 や コス ト 。 


それ ら が 最低 限 で すむ よう に する こと 。 


//// 
次 の よう な 配慮 を 、 a 
それ は 、 自 分 に と っ て 、 利 益 に な ら な い 。 


ae 
自分 に 対す る 配慮 の 他 者 へ の 反映 


自分 が 他人 か ら さ れ た ら 嫌 な 
それ を 、 他人 に 対し て する こと 
それ を 避け よう と する こと 


//// 
自分 が 他人 か ら さ れ た ら う れ し い こと 。 
それ を 、 他 人 に 対し て し よう と する こと 


I 3 . 福 祉 、 保 障 、 救 いい 、 セ ー フ ティ ーネット 
福祉 。 


それ ら を 求め る こと 


eit 救い へ の 欲求 


仮に 、 自 分 が 、 悪 い 状 態 に な っ た 、 と する 。 

そし て 、 助 け 、 救 い が 、 自 分 に と っ て 必要 に な っ た 、 ETS, 
その 時 に 、 他 人 に よっ て 、 助け て も ら え る こと 。 

ある いい は 、 他 人 に よっ て 、 救 われ る こと 。 
пре г. 


ДИ 

仮に 、 自 分 で は 、 ど うし よう も な く な っ た 、 と する 。 
その 時 に 、 最 低 限 生き て いけ る こと 。 
пес г. 
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社会 的 転落 の 回 避 。 保障 、 セ ー フ ティ ーネット へ の 欲求 。 


AAA 

а 

その こと で 、 自 分 が 、 望み の な いい 人生 を 送る こと 。 
自分 а 

それ を 回 避 で きる こと 。 

それ を 望む こと 。 


//// 

次 の よう な 保障 や セー フ テ ィ ーネット の 存在 。 
それ ら は 、 自 分 を 、 社 会 的 落下 か ら 、 助 け て くれ る 。 
それ ら を 望む こと 。 


rede 
. 保存 、 保 持 
дя } に と っ て 望ま し いも の 。 
それ を 保持 、 保 存 し よう と する こと 。 
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自己 の 生体 保持 


TELL 
AAO, EKCUTOFE, 
それ を 、 生 理 的 に 、 保 存 し 、 保 持 し よう と する こと 。 


//// 

死 を 恐れ る こ < =. 

死 を 回 避 し よう と する こと 
不老 不死 を 望む こと 。 


//// 
生き 続け よう と する こと 。 


- (呼吸 。 ) 酸素 を 取 ろ うと する こと 。 
呼吸 し よう と する こと 


- (ЖЗ. BB. ЖЕНЕ. ) 


水 分 。 
食 事 。 
Bo 
それ ら を 摂 ろ うと する こと 。 


- CHE, BR. ) 
不要 物 を 、 排 滋 し 、 捨 て よう と する こと 。 


- (体温 の 維持 。 ) 
体温 を 保持 し よう と する こと 。 


Bc, 
BC, 
それ ら を 避け よう と する こと 。 


- (清潔 さ の 維持 。 衛 生 の 維持 。 ) 
清潔 さ 。 

衛生 。 

それ ら を 保 と うと する こと 。 


//// 

過酷 な 外部 環境 。 

それ に 自分 が 直接 吉 出 する こと 。 

それ を 防 ご うと する こと 。 

直接 風雨 に 当たら な いよ うに する こと 。 
中 や 奥 に 入っ て いよ うと する こと 。 

家 を 持 と うと する こと 。 


貯蔵 、 保 存 、 記 憶 
自分 の 生ん だ 利益 。 
それ ら を 蓄積 し よう と する こと 。 


//// 
将来 の 有事 。 


それ に 備え て 、 次 の 内 容 を 貯め よう と する こと 。 
例 。 

資産 。 

資金 。 


食料 。 


//// 

AF Liem. 

購入 し た 商品 。 

それ ら の 機能 や 商品 価値 。 

それ ら が 保全 され る こと 。 

その た め に 、 そ れ ら を 保存 し よう と する こと 。 


//// 

入手 し た 有用 な 情報 。 

それ ら が 、 失 われ な いよ うに する こと 。 

その た め に 、 そ れ ら を 、 保 存 し 、 記 憶 し よう と する こと 。 


//// 

自分 に と っ て 都合 の いい こと 。 
それ を いつ まで も 覚え て いる こと 。 
それ を 望む こと 。 


ИИ 

前 回 の 望ま し い 状 態 。 

前 回 の や りか け の 状態 。 

それ ら が 、 再 開 時 に 保持 され て いる こと 。 
それ を 望む どこ と 。 


//// 
記憶 し た こと を 忘れ る こと 。 


//// 

自分 に と っ て 都合 の 悪い こと 。 

それ を 忘れ る こと 。 

それ を 、 意 識 の 片隅 に 追い や る こと 。 


そう し よう と する こと 


. 自己 存続 
дя ОЕ. 業績 。 
それ を 後世 に 残す こと 
そう し よう と する こと 
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自己 保存 、 残 存 、 永 遠 の 命 へ の 欲求 


//// 

自分 の 存在 の 永続 。 

それ を 望む こと 。 

自分 の こと が 、 後 世に お いて 、 忘 れ 去 られ る こと 。 
それ を 恐れ る こと 。 


AAA 

自分 の 業績 や 成果 。 

それ が 、 後 世に 残る こと 。 

それ が 、 時 代 を 超え て 、 生 き 続 け 、 保 存 さ れる こと 。 
それ を 望む こと 。 


これ が 上 れる こと 
それ を 望む どこ と 。 


//// 

自分 = 

自分 が 、 有 能 な 弟子 を 育て る こと 。 
ЕВЕ, 


и. 
. 自己 複製 、 増 殖 
к } の コピ ー。 


それ を 作ろ うと する こと 。 
それ を 増やそ うと する こと 。 
それ を 、 後 世に 残 そ うと する こと 。 
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子作り (セッ クス ) 、 自 己 増殖 


//// 

自分 の コピ ー。 

それ を 増やそ うと する こと 。 

それ を 、 後 世に 残 そ うと する こと 。 


//// 

子供 や 子孫 。 

それ ら を 作ろ うと する こと 。 

セッ クス し よう と する こと 。 

作る 子供 の 数 。 

それ を た くさ ん 作る こと 。 

ис, пежо cE, 

その こと で 、 子 供 を 、 よ り 良 い 条 件 で 、 
そう し よう と する こと 。 
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子供 へ の 伝達 、 継 承 


//// 

自分 を 親 と 見 な すこ と 。 
ПО. 

それ を 、 子 供 に 受け 継が せる こと 。 
そう し よう と する こと 。 


//// 

自分 の 価値 観 。 

それ を 、 子 供 に 受け 継が せる こと 。 
そう し よう と する こと 。 


ИИА 
し た か っ た こと 。 


育て る こと 。 


し か し 、 和 実際 に は 、 で き な か っ た こと 。 
その 内 容 を 、 子 供 に 託す こと 


- 3 
弟 か ら の 受け 継ぎ 。 親 か ら の 災 承 。 そ の 世代 問 連 針 。 


親 か ら 伝 達 さ れ た 行動 。 
それ を 、 そ の まま 、 子 供 に 対し て 、 し よう と する こと 


ИИ 

子供 の 育て 方 。 

その 一 定 の 内 容 。 

仮に 、 親 が 、 子 供 に 対し て 、 そ れ を し た 、 と する 。 

する と 、 子 供 は 、 そ の 子供 に 対し て 、 同 じ 育 て 方 を する 。 
( 親 が 子供 を 虐待 する こと 

親 が 、 子 供 を 、 一 方 的 に 叱る こと 。 

子供 は 、 その 子供 に 対し て 、 同 様 の 育児 を する こと 。 


//// 

後天 的 行動 。 

それ が 、 世 代 間 で 、 連 鎖 す る こと 。 
それ が 、 世 代 間 で 、 受 け 継 が れる こと 。 
(それ は 、 人 遺伝 子 と 同様 で ある 。 ) 


//// 

行動 の 伝達 。 

それ が 、 生 物 種 を また ぐ こ と 。 

生物 種 の アイ デン ティ ティ 。 

それ は 、 後 天 的 で ある こと 。 

(ヒョウ の 子供 を 、 犬 が 育て る こと 。 

する と 、 ヒ ョ ウ の 子供 は 、 次 の よう に 思う こと 。 
自分 は 、 犬 で ある 。 

彼 は 、 犬 そっ くり な 行動 を する こと 。 ) 


//// 
自分 の 子供 。 


Ene, BA ea 
それ を 好む こ 
ЕН 


и: 
I 上 
S | 


供 の 記録 、 宣 伝 


自分 の 子供 の 成長 。 
それ を 記録 に 取 ろ うと する こと 


//// 

自分 の 子供 の 記録 。 

自分 の 子供 の 動静 。 

親 が 、 そ れ ら を 、 作 成す る こと 


親 が 、 そ れ ら を 、 他 人 に 見 て も ら お うと する こと 


//// 
自分 の 子供 。 
それ を 宣伝 し よう と する こと 。 


ИИ 
自分 の 作っ た 製品 。 
それ を 周囲 に 宣伝 する こと 


. 自己 拡大 
ая ов, 
それ を 社会 に 広め よう と する こと 。 
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有名 へ の 欲求 


//// 

有名 に な ろう と する こと 。 
自分 の 存在 。 

それ を 広め よう と する こと 
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自己 表現 。 自己 の 布教 。 自 己 宣伝 。 


//// 

自分 自身 の アイ デア 。 

それ を 、 他 者 に 向かっ て 表現 する こと 。 
そう し よう と する こと 。 


//// 

自分 の 遺伝 的 形質 。 

自分 の 後天 的 で 文化 的 な 形質 。 

それ ら を 、 他 人 に 対し て 、 以 下 の よ うに 、 働 きか ける こと 。 
他人 が 、 そ れ を 、 受 け 継 ぐ こ と 。 

それ ら を 、 他 人 の 間 に 、 広 め 、 布 教 し 、 宣 伝 す る こと 。 
そう し よう と する こと 。 


//// 

自分 が 他人 に 教え た こと 。 

それ を 、 他 人 が その 通り に 実践 する こと 。 
他人 が 、 そ れ を 、 更 に 他 の 人 々 に 伝え る こと 。 
それ ら を 、 う れ し く 感じ る こと 。 

自分 が 他人 に 教え た こと 。 

それ を 、 他 人 が や ら な いこ と 。 

他人 が 、 そ れ を 忘れ る こと 。 

その こと に つい て 、 が っ か りす る こと 。 


И 

自分 の 教え 。 

それ が 、 他 人 の 間 に 広 まる こと 。 
それ を 、 う れ し く 感じ る こと 。 


//// 

自分 の 作っ た プロ ダク ト 。 

それ が 、 他 人 に 見 て も ら え る こと 。 
それ が 、 プ ラス の 症 価 を 受け る こと 。 
それ が 、 他 人 に 、 有 受け入れ られ る こと 。 
それ を 、 う れ し く 感じ る こと 。 


表现 O 注 入 


AAA 
BADR ЦЕ С =. 


それ を 、 次 の 中 へ と 、 入 力 し 、 注 入 し よう と する こと 


コン ピュ ー タ 。 
他人 の 頭脳 。 


- 3 


理解 者 の 増殖 。 同 類 の 増 琉 。 そ の 実現 へ の 欲求 。 


//// 

自分 と 意見 が 合う 人 。 
自分 を 理解 し て くれ る 人 。 
それ が 見 つか る こと 。 

それ が 増え る こと 。 

それ を 、 う つう つれ し く 感 じ る こと 
自分 の 同類 。 

それ は 、 自 分 に と っ て プラ ス と な る 。 
それ が 見 つか る こと 。 

それ が 増え る こと 。 

それ を 、 う つれ し く 感 じ る こと 


彼 は 、 自 分 と 共通 点 が ある 。 
彼 の 存在 を 、 探 そう と する こと 


AAA 

他 者 。 

彼 は 、 自 分 と 共通 点 が ある 。 
彼 の 存在 が 見 つか る こと 。 
それ を 、 う つれ し く 感 じ る こと 
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事業 等 の 拡大 や 成長 へ の 欲求 


Ра 

т 

それ が 、 大 きく な る こと 。 
それ が 、 成 長 す る こと 
ИБ $ с“. 


3 . 仲間 、 同 類 
仲間 を 欲し が る こと 。 


それ を 求め る こと 


//// 

他 者 。 

彼 は 、 次 の 内 容 に つい て 、 自 分 と 同じ で ある 。 
属性 。 

例え ば 、 人 種 。 

価値 観 。 

例え ば 、 宗 教 。 

そう し た 他 者 を 、 優 遇 する こと 。 

気 の 合 う 者 同士 。 

彼ら だ け で 、 仲 間 を 作る こと 

他 者 。 

彼 は 、 次 の 内 容 に つい て 、 自 分 と 同じ で ある 。 


そう し た 他 者 と 、 仲 良く する こと 。 


//// 
他 者 。 
彼 は 、 自 分 と 同意 見 で ある 。 


彼 は 、 自 分 に 対し て 、 are 
そう し た 他 者 を 、 好 むこ 

自分 へ の 賛同 者 。 
НФ, 

彼ら を 好み 、 優 遇 する こと 


zn 


WE. COBRA, НЫ, 1B, FAIR 


彼 は 、 次 の 内 容 に つい て 、 自 分 と 違う 。 

彼 は 、 そ れ に つい て 、 自 分 に 反する 。 

属性 。 

例え ば 、 人 種 。 

価値 観 。 

PAIL, RA 

そう し た 他 者 に 対し て 、 以下 の こと を 行う こと 。 
差别 。 

排除 。 


//// 

自分 に 反対 され る こと 。 
それ を 嫌う こと 。 
反対 者 を 避け る こと 。 


//// 
自分 の 味方 、 援 軍 。 
それ を 増やそ うと する こと 


受 容 、 好 感人 O 和 欲求 


//// 

自分 の こと 。 

それ が 、 他 者 に 受け 入れ られ る こと 。 
それ が 、 他 者 に 好 か れる こと 。 
пре“. 


//// 

他 者 。 

彼 は 、 自 分 の こと を 受け 入れ て くれ る 。 
そう し た 他 者 の 存在 。 

それ を 求め る こと 。 


自分 が 同意 、 共 感 さ れる こと 。 
それ を 望む こと 。 


//// 

他 者 。 

彼 は 、 自 分 に 同意 し 、 共 感 し て くれ る 。 
そう し た 他 者 の 存在 。 

それ を 求め る こと 。 


//// 

自分 へ の 同意 、 共 感 。 

それ が 得 ら れ な いこ と 。 

それ に つい て 、 が っ か りす る こと 。 
それ に つい て 、 怒 る こと 。 


ИИ 

自分 の こと を 否定 され る こと 。 
それ を 嫌がる こと 。 

それ を 避け よう と する こと 。 
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相手 と 合意 に こぎ 着け る こと 。 
пес <. 
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所 属 へ の 欲求 


//// 

仲間 。 

彼ら は 、 自 分 を 受け 入れ て くれ る 。 
彼ら の 中 に 入る こと 。 

そう し て いよ うと する こと 。 
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助け 合い 、 援 助 、 救 護 


//// 

生存 条 件 。 

それ を 、 自 分 に と っ て 、 よ り よ いも の に する こと 。 
その た め に 、 次 の 内 容 を 実行 する こと 。 

他 者 と 、 互 い に 助 け 合 うこ と 。 

他 者 と 、 サ ービス を 融通 し 合う こと 。 

そう し よう と する こと 。 


//// 

他 者 の た め に 役立つ こと 。 

その こと で 、 自 分 も 、 他 者 に よっ て 、 助 け て も ら え る こと 。 
例 。 

有事 。 


//// 
他 者 を 助け る こと 。 
その こと で 、 自 己 宣 伝 を する こと 。 


didi 


助け 合い 。 
それ を 、 次 の こと を 実現 する た め に 、 行 うこ と 。 
自分 の 私 的 な 利益 。 


養育 、 サ ポー ト 、 子 供 返 り 、 親 的 存在 へ の 島 求 


//// 

無力 な 自分 。 

それ を 、 大 きく 育て て くれ る 存在 。 

それ を 、 自 分 が 成人 する まで 行っ て くれ る 存在 。 
( 例 。 大 人 の 養育 者 。 親 。 ) 

それ を 求め る こと 。 


//// 

以下 の 内 容 を 、 他 者 に 求め る こと 。 
НО 

献身 的 な 協力 。 


//// 

以下 の 内 容 を 、 他 者 に 求め る こと 。 
無償 の 愛情 。 

以下 の 内 容 を 、 望 むこ と 。 

自分 は 、 そ れ を 、 他 者 に よっ て 、 注 が れ た い 。 


AAA 
以下 の 内 容 を 、 望 むこ と 。 
自分 は 、 他 者 に 対し て 、 甘 えた い ,。 


И 

以下 の 内 容 を 、 他 者 に 求め る こと 。 

自分 の こと を 、 い つも 見 守っ て 欲し い 。 

自分 と 、 ず っ と 一 緒 に いて 欲し い 。 

自分 の こと を 、 裏 切ら ず に 、 愛 し 続け て 欲し い 。 


//// 

次 の 存在 を 求め る こと 。 

それ は 、 自 分 を し っ か ワサ ポー ト し て くれ る 。 
それ は 、 大 きい 。 
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ANB, AI ECANDORK 


//// 

故郷 。 

ふる さと 。 

自分 は 、 そ れ ら が 、 欲し い 。 
自分 は 、 そ こ に 、 帰り た い 。 
そう 望む こと 。 


//// 
心 の より どこ る ろ 。 
それ を 求め る こと 。 
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相互 補完 、 分 業 へ の 欲求 


//// 

自分 が 劣っ て いる と ころ 。 
自分 が 弱い と ころ 。 

それ を 、 他 者 と 、 互 い に 補 填 し 合う こと 。 
自分 の 得意 な こと 。 

それ を 伸ばす こと 。 

そう し よう と する こと 。 

分 業 す る こと 。 


//// 

自分 に な いも の を 持っ て いる 存在 と 、 相 互 補完 、 分 業 し よう と する 
こと 。 

その た め に 、 異質 な 相手 と 仲良 くし よう と する こと 。 


周囲 の 仲間 。 


彼ら と 、 円 滑 な ー 体 感 を 保つ こと 。 
その た め に 、 彼ら と 、 А 意思 疎通 を 図る こ < Es 


その た め に 、 仲 間 と 、 コ ミュ ニケ ーション を 取る こと 


そう し よう と する こと 
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まとめ 上 げ 、 組 織 化 へ の 信 求 


//// 

周囲 の 仲間 。 

彼ら は 、 仲 が 良い 。 

彼ら は 、 同 類 同士 で ある 。 

彼ら を 、 ま と め 上 げ る こと 。 

彼ら を 組織 化す る こと 。 

彼ら に 、 大 き な 力 を 発揮 させ る こと 。 
En5 e485 cE, 


Е. ARO Hl 
//// 
超越 


. 欲求 、 欲 望 O 抑 制 
ЕЯ Л. 
彼ら は 、 欲 求 、 欲 望 に 囚われ て いる 。 
そう し た 状態 。 
それ を 、 不 快 に 感じ る こと 
それ を 、 改 善 す る こと 
そう し よう と する こと 


АЖ, ААВ, 
ENeMALSeETSCEe 


表面 的 な 取り 繕 い 


ees 
本 心 で は 、 欲 が 深い こと 。 
見 か け 上 、 以下 の よう に 、 見 せ か ける こと 。 


自分 に は 、 欲 が 無い 。 
その よう に 振る 舞う こと 。 
そう し よう と する こと 。 


本 心から の 反省 、 抑 止 


//// 

自分 は 、 欲 深 で ある こと 。 
それ を 反省 する こと 。 
ФЕ. 

ЕП СЕ SEITHMASTE, 
そう し よう と する こと 。 


それ ら に 了 囚われ た 状態 。 
そこ か ら 逃 れる こと 。 
そこ か ら 自 由 に な る こと 。 
そう し よう と する こと 。 


Rh = 
欲求 。 
Rht 
欲望 。 


それ ら が 、 自 分 の 内 面 に 潜む 状態 。 
それ を 克服 する こと 。 
それ を 超越 する こと 。 
そう し よう と する こと 。 


それ ら を 超越 、 克 服 す る こと 。 
それ を 実現 し た 存在 。 
MEE REE, 


神 や 仏 の よう な 存在 。 

それ ら に 憧れ る こと 。 

それ ら に な ろう つう と する こと 。 

その た め に 、 様 々 な 修行 を 行う こと 。 
聖人 に な る こと 。 

それ ら を 望む こと 。 


L 3 . 自 己 中 心 的 な 欲求 の 実現 。 そ こ か ら の 脱却 。 
自分 一 人 だ け の 欲求 。 

その 実現 。 

他 者 が 、 そ れ を 、 ひ た すら 追求 する こと 。 

それ を 、 不 快 に 感じ る こと 。 

それ を 、 以下 の よう に 感じ る こと 。 

彼 は 、 自 分 の こと ば か り 考 えて いる 。 

彼 は 、 自 己 中 心 的 で ある 。 


НАХ. 

それ を と りあ えす ず 抑 える こと 。 
他人 に と っ て 、 プ ラス に な る こと 。 
それ を する こと 。 

それ を 望ま し いと 思う こと 。 

それ に 憧れ る こと 。 

それ を 実行 する こと 。 

そう し よう と する こと 。 


役立ち 、 頁 献 へ の 憧れ 


自分 0 欲求 。 

それ だ け を 、 自 己 中 心 的 に 実現 する こと 。 
それ を 否 定 す る こと 。 

自分 以 外 O 他 者 。 

その 欲求 。 

それ を 実現 する こと 。 

それ に 対し て 、 目 を 向け る こと 。 

そう し よう と する こと 。 


AAA 


社会 。 

それ ら の た め に 、 自 分 を 役立て る こと 。 
それ に 対し て 、 憧 れる こと 。 

それ を 、 和 実行 する こと 。 

そう し よう と する こと 。 


//// 

人 の た め に な る こと 。 
それ を する こと 。 

次 の よう に 考え る こと 。 

それ は 、 自 分 に と っ て 、 望 まし い 。 
//// 

自分 の 周囲 。 

その 社会 や 組織 。 

それ ら を うま く 機 能 さ せる こと 。 
それ に 対し て 、 頁 献 で きる こと 。 
それ に 対し て 、 憧 れる こと 。 
それ を 実行 する こと 。 
それ を 望む こと 。 


(以上 作成 2008 年 9 月 ~2018 年 5 月 ) 


追加 の 内 容 。2022 年 9 月 初出 。 生 
HA AHA FA, СНЕ. ЕЯ 
計 と 実装 。 液体 性 と 気体 性 。 男女 
OME, N50, НМ 
Ф. ЕЕ, 


植物 の 心理 学 と 社会 学 。 

植物 は 、 心 理 を 所 有する 。 植物 は 、 社 会 的 相互 作用 を 行う 。 

植物 の 行動 は 、 一 般 的 な 動物 に 比べ て 、 タ イム スパ ン が 、 と て も 長 
い 。 植物 は 、 一 般 的 動物 か ら 見 る と 、 静 止 し て いる よう に し か 見 え 
な い 。 

し か し 。 

長期 の タイ ム ス バ パン へ と 、 人 分析 視点 を 変更 し た 場合 。 

植物 は 、 一 般 的 な 動物 と 同様 に 、 行 動 し 、 社 会 的 相互 作用 を 行っ て 
いる 。 

例 。 

植物 が 、 光 や 水分 や 障害 物 に 対し て 、 屈 曲 な どの 反応 を 、 ゆ っ くり リ 
行う こと 。 

植物 が 、 受 粉 や 種子 の 形成 に よる 、 遣 伝 的 子 拓 の 生成 を 、 ゆ っ くり 
行う こと 。 

植物 同士 が 、 枝 葉 を 伸ばす こと で 、 互 い に 、 光 合成 に 適し た 住処 
の 、 和 奪い 合い を 行っ て いる こと 。 それは 、 植 物 同 士 に お ける 、 資 源 
の 奪い 合い で ある こと 。 


植物 は 、 一 般 的 な 動物 と 同様 に 、 移 動 生活 様式 者 と 、 定 住 生 活 様式 
者 へ と 、 分 類 さ れる こと 。 

移動 生活 様式 者 の 植物 。 

Ol, НЕЕ ММ, ЕРУДУ, BH. FR, 

fll, GER. 

それ は 、 一 般 的 な 動物 に お ける 、 精 子 や 男性 に 、 相 当 す る 。 


定住 生活 様式 者 の 植物 。 

例 。 根 を 持つ 植物 。 草 木 。 

В. MESS. 

End, УШИ 5, УЗ, 95. 


一 般 的 な 動物 に と っ て の 、 植 物 の 行動 の 、 分 析 方 法 。 

分 析 目 標 に 該当 する 植物 に 対し て 、 長 時 間 の 撮影 を 、 行 うこ と 。 
撮影 し た 動画 の 、 早 送り と 早 戻 し を 、 行 うこ と 。 

その こと で 、 植 物 行動 に お ける 、 長 時 間 の タイ ム ス パ ン 性 を 、 克 服 
する こと 。 


植物 に お ける 、 神 経 系 。 植 物 に お ける 、 神 経 細胞 。 植物 に お ける 、 


神経 伝達 物質 。 成 長 ホ ホルモ ン と の 関連 。 
それ ら の 解明 が 、 新 た に 、 必 要 で ある こと 。 


神経 回 路 図 の 、 描 画 の 、 必 要 性 。 


私 は 、 今 まで 、 神 経 回 路 図 を 、 描 いて いな か っ た 。 
私 は 、 新 た に 描く 神経 回 路 図 を 基 に 、 プ ログ ラム を 作成 する こと 
<, 神経 回 路 の プロ グラ ム の 動作 を 、 よ り 、 追 いや すく する 。 


細胞 の 、 結 合 先 。 
变化 有 4 
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ー つ フー つの 神経 細胞 の 行動 は 、 と て も 、 簡 素 で 、 単 純 で 、 馬 鹿 で あ 
る こと 。 

彼ら が 、 沢 山 集 まる こと 。 彼ら の 行動 が 、 沢 山積 み 重 な る こと 。 
その こと で 、 彼 ら の 集積 体 と し て の 神 縦 系 の 行動 が と て も 利口 に 
な る こと 。 

例 。 人間 の 脳 。 


それ ら の 存在 。 それ ら の 保持 。 
En5(chlt 5, ЖЕН. 


その 上 限 が 有る 場合 。 そ の 上 限 値 。 生 物 に お いて 、 そ の 内 部 制御 が 
必要 で ある こと 。 
その 上 限 が 無い 場合 。 生物 は 、 特 に 、 何 も し な く て 良い こと 。 


その 下限 が 有る 場合 。 そ の 下限 値 。 生物 に お いて 、 そ の 内部 制御 が 
必要 で ある こと 。 
その 下限 が 無い 場合 。 生物 は 、 特 に 、 何 も し な く て 良い こと 。 


ао Е. その 発生 。 それ に つい て の 、 和 警告 の 出力 。 そ の 出力 
中 間 細 胞 に 対し て 、 行 われ る こと 。 

下 他 SHR, その 発生 。 それ に つい て の 、 和 警告 の 出力 。 そ の 出力 
中 間 細 胞 に 対し て 、 行 われ る こと 。 

OR WM. 


内 部 環境 へ の 出力 。 それは 、 以下 の 内 容 で ある 。 内 部 環境 へ の 、 物 
理 的 な 九 印 。 内 部 環境 に お ける 、 記 憶 の 保持 。 
外部 環境 へ の 出力 。 そ れ は 、 以下 の 内 容 で ある 。 外 部 環境 へ の 、 物 
理 的 な 九 印 。 外部 環境 に お ける 、 記 憶 の 保持 。 


物理 的 な 刻印 。 それ は 、 外 部 環境 に 対し て だ け で な く 、 内 部 環境 に 
対し て も 、 行 われ る こと 。 


入 力 值 。 


入力 細胞 か ら の 人 和信 力 値 。 
中 間 細 胞 か ら の 入力 値 。 


入力 値 が 、 有 る 場合 。 


その 値 そ の も の 。 その 値 の 可能 範囲 。 そ の 値 の 上 限 の 突破 。 その 値 
の 下限 の 突破 。 それら の 有無 。 

その 値 の 適正 範囲 。 そ の 値 の 上 限 の 突破 。 そ の 値 の 下限 の 突破 。 そ 
れ ら の 有無 。 

その 値 が 、 増 加 す る 場合 。 そ の 増加 の 速度 。 そ の 増加 の 加速 度 。 そ 
れ ぞ れ の 値 の 上 限 の 突 破 。 それ ら の 有無 。 

その 値 が 、 減 少 す る 場合 。 そ の 減少 の 速度 。 そ の 減少 の 加速 度 。 そ 
ОЕ 7 それ ら の 有無 。 


入力 値 が 、 無 い 場 合 。 


入力 の 途絶 に つい て の アラ ー ム 。 
前 回 の 出力 の 無効 性 に つい て の アラ ー ム 。 


生き や すさ の 、 質 や 量 。 獲得 し た 資源 の 、 質 や 量 。 そ れ ら の 増減 に 
DUITO, FH. 

適正 値 の 評価 。 

何者 が 、 ど う や っ て 、 そ の 値 を 決定 する の か ? 

その プロ セス 。 そ の メカ ニズム 。 そ れ ら の 決定 が 、 必 要 で ある こ 
と 。 


適正 値 。 
それ は 、 生 語 物 質 や 、 生 物 そ の も の の 、 和 存在 を 可能 に する 半 件 で あ 
る こと 。 


それ は 、 予 め 、 決 め 打 ちさ れ て いる こと 。 

それ は 、 ラ ンダ ム な 遺伝 情報 値 に 、 基 づく こと 。 
それ は 、 学 習 に よっ て 、 あ る 程度 、 変 動 す る こと 。 
それ は 、 和 初期 値 と 、 調 整 値 と の 、 両 方 を 、 持 つこ と 。 


それ は 、 外 部 環境 と 内 部 環境 と の 、 両 方 に つい て 、 和 存在 する こと 。 


メイ ン ル ー ト の 回 路 。 
入力 細胞 。 -- > 中 間 細 胞 1 と 、 そ の フィ ー ド バッ ク 。 --> АН 
2 と 、 そ の フィ ー ド バッ ク 。 --> 出力 細胞 。 


サポ ー ト ルー ト の 回 路 。 
付随 する フィ ー ド バッ ク の 細胞 群 。 そ れ ら の 構成 の 、 明 確 化 。 


内 部 環境 や 外部 環境 に お ける 、 資 源 の 質 と 量 が 、 減 少し た 場合 。 
れ ら の 環境 か ら の 入力 が ある こと 。 そ の こと で 、 発 火 す る こと 。 
レー キ や 抑制 が 、 必 要 で ある こと 。 

内 部 環境 や 外部 環境 に お ける 、 資 源 の 質 と 量 が 、 増 加 し た 場合 。 
れ ら の 環境 か ら の 入力 が ある こと 。 そ の こと で 、 発 火 す る こと 。 
クセ ル や 促進 が 、 必 要 で ある こと 。 

内 部 環境 や 外部 環境 か ら の 出力 。 

内 部 環境 や 外部 環境 か ら の 、 和 神経 系 へ の 入力 。 


+“ NN 


資源 増加 に よっ て 、 神経 系 へ と 出力 する こと 。 促進 タ イプ の 中 間 細 
胞 へ と 接続 する こと 。 メ イン ルー ト へ と 、 接 続 す る こと 。 
資源 減少 に よっ て 、 神 経 系 へ と 出力 する こと 。 抑 制 タ イプ の 中 間 細 
胞 へ と 接続 する こと 。 メ イン ルー ト へ と 、 接 続 す る こと 。 


そう する こと で 、 資 源 を 増加 させ る 必要 が 有る こと 。 
正 の 相関 が 有る こと 。 そ れ は 、 正 の 同質 性 が 有る こと で ある 。 


資源 が 減る と 、 入 力 が 有る こと 。 
資源 の 減少 に つなが る 入力 細胞 の 発火 を 、 抑 制す る 必要 が 有る こ 
Cs 


入力 細胞 と 中 間 細 胞 。 一 つう ラー つの 細胞 に つい て 、 和 人 入力 発生 の 監視 
を 、 行 うこ と 。 

その 入力 の 発生 と 、 資 源 の 増減 と の 相関 を 計算 する こと 。 

ある い は 、 重 大 な 、 資 源 の 増減 の 発生 を 検知 する こと 。 そ の 時 の 、 
和信 力 の 有無 を 、 検 知 す る こと 


資源 の 増加 を も た ら す 、 和 人 入力 細 胞 か ら の 入力 を 、 も っ と 増やす 必要 
が 有る こと 。 
それ を も た ら す 、 外 部 資源 へ の 出力 細胞 の 動作 を 、 も っ と 増やす 必 
要 が 有る こと 


資源 の 著しい 増加 時 に 、 入 力 が あっ た 場合 。 そ の 入力 その も の 。 そ 
の 入力 を も た ら す 出力 。 そ れ ら を 、 促 進 す る こと 
資源 の 著しい 減少 時 に 、 入 力 が あっ た 場合 。 そ の 入力 その も の 。 そ 
の 入力 を も た ら す 出力 。 そ れ ら を 、 抑 制す る こと 


入力 の 発生 。 入 力 値 。 そ れ ら が 、 生 き や す さ を も た ら す 資源 の 増減 
と の 間 で 、 以下 の よ うな 相関 を 持つ 場合 。 


正 の 相関 を 保つ 場合 。 そ れ ら の 和 人力 を 、 促 進 す る こと 
負 の 相関 を 保つ 場合 。 そ れ ら の 入力 を 、 抑 制す る こと 
無相 関 の 場合 。 何 も し な いこ と 。 


それ ら の 決定 に ちあ ち た っ て は 、 予 め 、 相 関係 数 の 計算 を 、 必 要 と する 
a oe 


資源 の リア ル タ イ ム で の 増減 を 麟 断 する こと 。 和 入力 発 生 の モニ タリ 
ング 。 そ れ が 、 中 間 細 胞 へ の 通知 に つなが る こと 。 


リア ル タ イ ム の 資源 の 増減 を 、 記 憶 領 域 に 、 書 き 込 むこ と 。 


入力 を 受け る 中 間 細 胞 に よる 、 そ の 、 リ アル タイ ム の 、 そ の 都度 
の 、 閲 覧 や 読み 取り を 行う こと 。 


細胞 毎 に 、 専 用 の 回 路 や 回 線 を 持つ こと 。 
中 間 細 胞 に お ける 、 細 胞 活 動 の エネ ルギー 補給 と 同じ 回 線 を 、 使 用 


する こと 。 
資源 の 増減 の 通知 を 、 一 定 の 間隔 で 、 中 間 細 胞 へ と 、 自 動 的 に 送信 
する こと 。 


これ が 、 一 番 、 単 純 で 、 簡 単 な 仕 組み で ある こと 。 


入力 値 の 過剰 。 

入力 値 の 不足 。 

和信 力 値 の 適正 範囲 。 

それ ら の 鹿 定 回 路 が 、 分 か れ ば 良い こと 。 

そう し た 麟 断 基準 の 初期 値 。 

それ は 、 予 め 、 決 め 打 ちさ れ て いる こと 。 

それ は 、 生 語 物 質 の 、 物 理 的 な 性 質 や 、 化 学 的 な 性 質 に 、 依 存する 
こと 。 


資源 の 、 更 な る 、 和 人 手 。 外 部 環境 や 、 内 部 環境 か ら の 、 和 人 手 。 
資源 の 、 更 な る 、 貯 蔵 や 蓄積 。 外 部 環境 や 、 内 部 環境 へ の 、 貯 蔵 や 
fa, 

それ ら の 実現 性 。 

資源 入手 の 、 充 足 性 や 十分 性 の 確保 が な され る こと 。 

資源 の 貯蔵 や 蓄積 の 、 充 足 性 や 十分 性 の 確保 が な され る こと 。 


参考 例 。 

バッ テリ ー に お ける 、 蓄 電 管 理 。 

エア コン に お ける 、 室 調 管 理 。 

冷蔵 庫 に お ける 、 温 度 管 理 。 

スイ ッ チ の ON、OFF の 、 制 御 。 

比例 制御 。 モ ー タ ー の 回 転 数 の 、 上 昇 や 下降 の 、 制 御 。 
PID 制 御 。 


動作 特性 。 過 渡 状 態 に お ける 、 特 性 。 


静止 特性 。 定 常 状態 に お ける 、 特 性 。 


望ま し いり 制御 。 

オー バー シュ ー ト が 、 無 いこ と 。 
ハン ティ ング が 、 無 いこ と 。 
オフ セッ ト が 、 無 いこ と 。 

速 応 性 が 、 あ る こと 。 
安定 性 が 。、 あ る こと 。 


上 記 に お ける 、 温 度 を 、 以 下 の 値 へ と 、 読 み 替 える こと 。 
資源 の 入手 の 度合 い に つ いて の 、 和 実測 値 。 
資源 の 、 貯 蔵 や 蓄積 や 所 有 の 度合 い に つ いて の 、 和 実測 値 。 


実測 値 の 読み 取り 。 
速度 。 加 速度 。 頻 度 。 そ れ ら の プラ ス と マイ ナス 。 そ れ ら の 読み 取 
1). 


それ ら の 値 の 適正 範囲 。 そ の 、 事 前 の 、 設 定 や 決め 打ち 。 
それ ら の 値 が 、 大 き 過 ぎる 場合 。 値 を 、 抑 制す る こと 。 ща. м 
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=. 
そう し た 抑制 や 促進 に お いて 。 学 習性 や 可 下 性 や 創造 性 を 、 持 た せ 
る こと 。 


前 の 値 と 、 次 の 値 と の 、 時 間 当 た ワ り の 、 差 分 。 そ れ ら を 、 計算 する 
こと 。 それ を 、 神経 回 路 に お いて 、 実 現す る こと 

それ は 、 以下 の 内 容 で ある 。 

速度 計算 の 回 路 。 


前 の 速度 値 と 、 次 の 速度 値 と の 、 時 間 当 た り の 、 差 分 。 そ れ ら を 、 
計算 する こと 。 Пе, ЕСИ, 9 ос с 

それ は 、 以下 の 内 容 で ある 。 

加速 度 計 算 の 回 路 。 


その 場合 。 

値 の 記憶 を 行う こと が 、 必 要 で ある こと 。 

値 の 居 移 の 記憶 を 行う こと が 、 必 要 で ある こと 。 時 系 列 的 居 移 。 室 
Rete, 

その 、 生 物 的 神経 回 路 に お ける 実現 が 、 必 要 で ある こと 。 


参考 例 。 
半導体 に お ける 、 メ モリ の 、 実 現 。 


刻印 モデ ル 。 内 部 へ の 九 印 。 内 部 か ら の 読み 取り 。 特定 細胞 へ の 、 
記憶 機能 の 、 割 り 当 て 。 特定 の 細胞 間 千 合 部 へ の 、 記 憶 機 能 の 、 割 
り 当 て 。 そ うし た 、 モ デル 。 

筋 カ モデ ル 。 鍛 錬 モ デル 。 細胞 自体 の 発火 能力 を 、 鍛 錬 す る こと 。 
値 は 、 使 用 する と 、 増 加 す る こと 。 値 は 、 使 用 を 怠け る と 、 減 少 す 
る こと 。 

ルー プ モ デル 。 発 火 状 態 の 旋回 を 、 一 定時 間 、 持 続 さ せる こと 。 
堆積 モデ ル 。 記憶 が 、 内 部 に 、 次 第 に 、 溜 まっ て いく こと 。 


記憶 の 種類 。 

従来 の 心理 学 に お ける 、 知 見 。 

その 内 容 を 、 思 い 出 せる も の 。 和 宣言 的 記憶 。 意味 記憶 。 エ ピ ソ ー ド 
記憶 。 


その 内 容 を 、 思 い 出 せな いも の 。 手 続き 的 記憶 。 


出力 細胞 


HAS [9] 255$ 5, Л Ф, IA. 
If. Elself. Else. 


値 の 加算 が 一 定 以 下 の 場 合 。 無 発火 。0 の 値 。 値 の 、 逆 転 や 反転 の 
場合 。1 の 値 。 

値 の 加算 が 一 定 以 上 の 場合 。 発 火 。 1 の 値 。 値 の 、 逆 転 や 反転 の 場 
合 。 0 の 値 。 

BIE, ЖЕЗОРНЕ РИС ФА. 

その 値 を 超過 する と 、 発 火 す る こと 。 

その 値 に 対し て 不足 する と 、 発 火 す る こと 。 これ は 、 以下 の よう に 
実装 すれ ば 、 そ の 実現 が 、 よ り 和 簡単 で ある こと 。 そ の 値 に 対し て 不 
足す る と 、 発 火 し な いこ と 。 そ の 逆転 値 を 、 求 め る こと 。 


ある い は 、 環 境 中 の 、 別 々 の 化学 物質 の 量 の 変化 を 、 読 み 取 る こ 


その 量 が 増え る と 、 発 火 す る こと 。 そ の 機能 を 、 複 数 細胞 を 用 いた 
回 路 プ ロ セ ス に よっ て 、 和 実現 する こと 。 
その 量 が 減る と 、 発 火 す る こと 。 その 機能 を 、 複 数 細胞 を 用 いた 回 
路 プ ロ セ ス に よっ て 、 和 実現 する こと 。 


その 量 の 変化 の 度合 い を 、 検 知 す る こと 。 
変化 の 度合 い に つ いて の 、 闘 値 。 そ の 値 を 、 予 め 設 定 す る こと 。 


変化 無し の 場合 。 変化 の 度合 い が 、 小 さい 場合 。 無 発火 。0 の 値 。 
変化 有り の 場合 。 変化 の 度合 い が 、 大 きい 場合 。 発 火 。 1 の 値 。 


定常 セン サ 。 

増減 変化 に つい て の セン サ 。 増 加 セ ン サ 。 減 少 セ ン サ 。 半 値 突破 に 
DIITORYY, BMEO LIMO. Bik, BIBO FimO, Rik, HK 
ФЕВ, НЭС“. 

神経 系 の 末端 部 だ け で な く 、 中 枢 部 に お いて も 、 セ ン サ や 人 力 細 胞 
が 、 存 在 す る こと 。 あるいは 、 そ れ ら の 機能 を 、 中 間 細 胞 に よっ 
て 、 和 実現 する こと 。 それ は 、 以下 の 内 容 で ある 。 セ ン サ と し て の 中 
问 细 胞 。 

Е>ЦЕВУНАНИВЕ, RIRRFREOKOOSMHED М 
可能 に な る こと 。 


入力 刺激 の 、 量 別 の 、 反 応 。 神経 伝達 物質 の 、 量 別 の 、 反 応 。 


セン サ に お ける 、 発 火 の 反 応 。 上 端 突破 时 。 大 き な 値 の 
時 。 小さ な 値 の 時 。 下端 突破 時 。 


大 き な 値 に つい て の セン サ 。 上端 突破 に つい て の セン サ 。 発 
火 。 不発 火 。 不発 火 。 不発 火 。 

中 程度 の 値 に つい て の セン サ 。 定常 状態 に つい て の セン サ 。 発 
火 。 発火 。 不発 火 。 不発 火 。 

小さ な 値 に つい て の セン サ 。 下端 突破 に つい て の セン サ 。 発 
火 。 発火 。 発火 。 不発 火 。 


左側 に 行く ほど 、 和 刺激 物 質 の 量 が 増加 し て いる こと 。 右側 に 行く ほ 
ど 、 和 刺激 物質 の 量 が 減少 し て いる こと 。 


こう し た 三種 類 の セン サ を 、 用 意 す る こと 。 そ の こと で 、 以下 の 内 
容 を 、 相 互 に 麟 別 する こと が 、 出 来る こと 。 


増減 。 
上 端 と 下端 の 、 突 破 。 
定常 状态 。 


5 Е СЖЛОсСИЕН, ЕС. BKRLAXBScE, FOR 
知 。 減 少 の 検知 。 

今 ま で 発火 し て いな か っ た 細胞 が 、 新 た に 、 発 火 す る よう に な る こ 
と 。 そ の 検知 。 増 加 の 検知 。 


РНС 2и\ СФ. BRTEORA, 

中 間 細 胞 。 そ れ は 、 以下 の 場合 、 発 火 し な いこ と 。 前 細胞 に お け 
る 、 促 進発 火 が 無い 場合 。 

中 間 細 胞 に 対し て 、 以下 の 働き を させ る こと が 、 不 可能 で ある こ 
と 。 減 少 セ レン サ と し て の 、 人 働き 。 

その こと へ の 対策 。 

入力 刺激 値 の 増加 時 に 、 前 の 抑制 細胞 を 、 発 火 さ せる こと 。 ФА 
果 。 後 細胞 が 、 発 火 し な いこ と 。 

入力 刺激 値 の 減少 時 に 、 前 の 抑制 細胞 を 、 発 火 さ せな いこ と 。 そ の 
結果 。 後 細胞 が 、 発 火 す る こと 。 

その 場合 。 

知 局 。 入力 刺激 値 の 減少 タイ ミン グ の 検出 が 、 別 途 、 必 要 で ある こ 
と 。 それ は 、 そ の まま で は 、 上 手 く 動作 し な いこ と 。 


中 間 細 胞 に お いて 。 

前 細胞 の 発火 が 、 一 定時 間 以 上 、 起 き な い こと 。 そ の 検出 動作 。 そ 
の 動作 が 、 原 理 的 に 、 出 来 な いこ と 。 

中 間 細 胞 の 動作 。 それ は 、 イ ベン トド リブ プン で ある こと 。 

中 間 細 胞 の 動作 。 

それ は 、 イ ベン ト が 起き な い 限 けり 、 何 も 動作 し な いこ と 。 

それ は 、 前 細胞 の 発火 が 起き な い 限 けり 、 何 も 動作 し な いこ と 。 
それ は 、 以 下 の 内 容 に つい て の 検出 の 動作 も 、 特 に 行わ な いこ と 。 
入力 値 の 減少 。 入力 値 が ゼロ に な る こと 。 

それ は 、 以 下 の 内 容 の 実現 が 、 能 力 的 に 、 不 可能 で ある こと 。 和 人 入力 
値 の 減少 。 入 力 値 が い 、 ゼロ に な る こと 。 それら の 、 自 主 的 な 検知 。 


神経 系 全体 が 、 イ ベン トド リブ プン で 動く こと 。 

神経 系 全体 に お いて 。 以下 の 内 容 の 実現 が 、 そ の 能力 的 に 、 不 可能 
で ある こと 。 和 人 力 値 の 減少 。 入 力 値 が 、 ゼ ロ に な る こと 。 そ れ ら 
の 、 自 主 的 な 検知 。 

体内 の 内 部 環境 。 体 外 の 外部 環境 。 そ れ ら の 環境 か ら の 、 入 力 刺 
激 。 そ うし た 和 刺激 の 値 が ゼロ で ある 場合 。 神 経 系 は 、 動 作 し な いこ 
os 


値 の 減少 。 そ の 減少 の 、 絶 対 値 。 

値 が 、 ゼ ロ で ある こと 。 値 の 、 沈 黙 。 そ れ ら の 発生 に つい て 、 ア 
ラー ム を 上 げ る こと 。 

それ ら を 、 神 経 系 の 外部 か ら 、 和 刺激 や 倍 号 と し て 、 発 生 さ せな い 眼 


9. 
神経 系 は 、 そ の まま で は 、 何 も 動作 し な いこ と 。 


SBR ЕН, НАЛ, (OWN. 

値 の 増加 その も の に つい て の 、 ア ラー ム 。 

値 の 増加 の 、 絢 対 値 に つい て の 、 ア ラー ム 。 

値 の 減少 その も の に つい て の 、 ア ラー ム 。 

値 の 増加 の 、 絢 対 値 に つい て の 、 ア ラー ム 。 

値 が ゼロ に な る こと 。 値 の 沈黙 。 そ れ ら に つい て の 、 ア ラー ム 。 
値 の 定常 化 。 値 の 不変 化 。 それら に つい て の 、 ア ラー ム 。 

それ ら の 外部 アラ ー ム が 、 神 縦 系 の 動作 の 発生 に と っ て 、 必 須 で あ 
る こと 。 


神経 系 に お ける 、 値 の マイ ナス 性 に つい て の 認識 。 
例 。 人 間 の 場合 。 

-60。 

減少 の アラ ー ム と し て の 、 マ イナ ス 記 号 。 

減少 の 絶対 値 と し て の 、60。 

それ ら の 結果 と し て の 、 マ イナ ス 値 の 認識 。 


神経 系 に お ける 、 値 の ゼロ 性 に つい て の 認識 。 
例 。 人 間 の 場合 。 

中 国語 文字 。 無 。 

ゼロ 性 の アラ ー ム と し て の 、" 無 "の 文字 記号 。 
その 結果 と し て の 、 ゼ ロ 値 の 認識 。 


物資 が 減る こと 

物資 が 無く な る こと 。 
それ ら に つい て の 、 検 知 。 
例 。 
物体 と し て の 、 果 実 。 
物体 と し て の 、 石 。 


それ は 、 以 下 の 内 容 で ある 。 
数 が 減る こと 

数 が 無く な る こと 。 

それ ら に つい て の 、 検 知 。 


神经 系 。 神 经 细胞 。 

それ ら は 、 以下 の よう に 動作 する こと 。 

加算 値 が 、 一 定 の 閣 値 を 超え た 場合 。 発火 する こと 。 活 動 す る こ 
と 。 そ うし た シス テム で ある こと 。 


それ ら は 、 そ の まま で は 、 以 下 の 内 容 で ある こと 。 

値 の 減少 の 検知 。 減 算 。 そ れ ら が 、 原 理 的 に 、 不 可能 で ある こと 。 
それ ら に お いて は 、 そ の まま で は 、 以 下 の 内 容 の み が 、 実 現 可能 で 
ある こと 。 

値 の 減少 に 伴う 、 動 作 の 停止 。 


以前 の 状態 に つい て の 、 前 回 の 記憶 の 活用 。 その 機能 の 実装 。 
その 実現 に お いて は 、 以 下 の 内 容 が 、 必 要 で ある こと 。 
神経 系 に お ける 、 記 憶 の メカ ニズム 。 そ の 内 容 に つい て の 、 知識 。 


神経 系 に お ける 、 記 憶 。 


中 間 細 胞 に よる 、 記 録 細胞 へ の 、 書 き 込 みや 刻印 。 
中 間 細 胞 に よる 、 記 録 細胞 か ら の 、 読 み 取 リ り 。 


その 場合 。 

以下 の 存在 が 、 予 め 、 必 要 で ある こと 。 

以下 の 内 容 の 働き を する 、 生 きた 細 胞 。 

コン ピュ ー タ に お ける ハー ド デ ィ スク 磁気 面 と 同様 の 働き を する こ 
ts 

物理 的 な 記憶 媒体 と し て の 働き を する こと 。 

それ は 、 以 下 の よ うに 、 呼ぶ こと が 出来 る こと 。 

記録 細胞 。 

その 実現 に お いて は 、 以 下 の 二 通り が 、 考 えら れる こと 。 

(1) 

それ は 、 神 経 細 胞 の 一 種 で ある こと 。 

(2) 

それ は 、 内 部 環境 の 一 部 で ある こと 。 Shit, MBADSIA, TV 
離さ れ て いる こと 。 


情報 の 、 記 憶 と 保持 。 
それ ら の 実現 に お いて は 、 情 報 の 、 物 理 的 な 書き 込み が 、 必 須 で あ 
る こと 。 


その 実現 に お いて は 、 以 下 の 二 通り が 、 考 えら れる こと 。 


C1) 

特定 の 個別 の 記録 細胞 が 、 存 在 す る こと 

(2) 

特定 の 個別 の 記録 細胞 が 、 特 に 存在 し な いこ と 。 

情報 記録 を 、 以下 の 方 法 に よっ て 、 別 途 、 実 現す る こと 


神经 回路 O 形 状 关 上 水 口 苑 一 。 

АНГ Е, ПФ, TNEOAS. それら の 内 容 に 
よっ て 、 情 報 内 容 を 、 表 現す る こと 

それ は 、 以下 の 内 容 で ある 。 

情報 記録 の 、 ネ ットワーク 化 。 

どの タイ プ の 形状 の ネッ トワ ー ク が 、 どの 内 容 の 情報 を 、 表 現す る 
か ? 

それ ら に つい て の 検 対 が 、 新 た に 必要 で ある こと 。 


参考 。 
免疫 学 に お いて 、 記 憶 細 胞 の 概念 が 、 既 に 使用 済み で ある こと 。 


神経 系 に お ける 、 値 の 増減 の 検知 。 そ の 実際 。 


ЕВЕ < $1\1<. ARO 
る こと 。 

値 の 不足 に つい て の 、 
値 の 過剰 に つい て の 、 


ム が 、 和 神経 系 に 対し て 、 出 力 さ れ 


資源 コン トロ ー ル 基盤 と 、 神 経 系 と の 、 イ ンタ フェ ー ス 部 分 
例 。 
視床 下部 。 


生物 の 栄養 人 } や エネ ルギー 
それ ら の 不足 に つい て の 、 アラ ー ム 。 室 腹 中 枢 。 
それ ら の 過剰 に つい て の 、 ア ラー ム 。 МЕЖ, 


生物 の 水分 。 
それ ら の 不足 に つい て の 、 


アラ ー ム 。 167K PAK, 
それ ら の 過剰 に つい て の 、 ア ラー ム 


。 満水 中 枢 。 


上 記 の 内 容 は 、 以 下 の 内 容 に つい て の 、 私 の 推論 の 正 し さ を 、 裏 付 
ける も の で ある こと 。 

神経 系 の 動作 に お いて 、 プ ラス と マイ ナス の 両方 の 、 外 部 入力 が 、 
別々 に 必要 で ある こと 。 


上 記 の 他 に 、 存 在 が 推定 され る 、 外 部 中 枢 。 


温熱 。 
それ ら の 不足 に つい て の 、 ア 


—Д, ЖЖ, 
それ ら の 過剰 に つい て の 、 ア ム 


ー ム 。 熱 暑中 枢 。 


湿潤 。 
それ ら の 不足 に つい て の 、 


—Д. 82 PIR, 
それ ら の 過剰 に つい て の 、 ム 


о 濡れ 中 枢 。 


明る さ 。 
それ ら の 不足 に つい て の 、 ア 


ー ム 。 ВНЖ, 
それ ら の 過剰 に つい て の 、 ア ム 


上 記 の 内 容 の 、 ま と め 。 
資源 コン トロ ー ル の 基盤 に お いて 。 
存在 が 想定 され る 、 中 枢 。 


入 力 中 枢 . 


入力 停止 の 中 枢 。 入力 途絶 の 中 枢 。 
出 力 中 枢 。 


出力 停止 の 中 枢 。 出 力 傍 絶 の 中 枢 。 


流入 中 枢 。 


流入 停止 の 中 枢 。 流 人 途絶 の 中 枢 。 
排出 中 枢 。 


排出 停止 D 中 枢 。 排 出 途 绝 O 中 枢 。 


増加 中 枢 。 


増加 停止 の 中 枢 。 


减少 中 枢 。 


減少 停止 の 中 枢 。 


生产 中 枢 。 


+ EP IFO PIR, 


消费 中 枢 。 


消費 停止 の 中 枢 。 


獲得 ВЕРХ, 


獲得 停止 の 中 枢 。 


ЗЕЕ. 


RAF IFO PAK, 


受信 中 枢 。 


受信 停止 D 中 枢 。 


送信 中 枢 。 
IAS (FILO Pik, 


输入 中 枢 . 


輸入 停止 の 中 枢 。 


増加 途絶 の 中 枢 。 


TLD 3 4D ARR, 


生産 途絶 の 中 枢 。 


消費 途絶 の 中 枢 。 


獲得 途絶 の 中 枢 。 


喪失 途絶 の 中 枢 。 


。 受容 途絶 の 中 枢 。 
AIEEE O PAR, 
ABO AK, 


受信 和 途 


ЕВ О PAR, 


ЛО, 


输出 中 枢 。 
输出 停止 D 中 枢 。 输 出 途 绝 OO 中枢。 


aR AAR, 
ВВЕРХ. RFMD AE, 


赤字 中 枢 。 
赤字 停止 D 中 枢 。 赤 字 途 绝 O 中 枢 。 


神経 系 に お いて 、 何 を 、 ど の よう に 、 記 録 す る か ? 


神経 細胞 に よる 出力 。 

それ は 、 発 火 す る か 、 発 火 し な いか 、 の み で ある こと 。 
それ は 、1 か 、0 か 、 の み で ある こと 。 

それ は 、 デ ジタル で ある こと 。 


神経 回 路 に お ける 、 ネ ットワーク の 形状 。 


結線 の 有無 。 

結線 の 相手 の 細胞 。 

結線 の 大 さ に お ける 大 小 。 

結線 の トポロジ ー。 

記録 の 種類 。 

揮発 性 の 記録 。 発火 の ルー プ 。 そ の 、 一 時 的 な 持続 と 、 消 滅 。 
' 非 揮発 性 の 記録 。 情 報 内 容 の 、 物 理 的 な 刻印 。 

生物 に お ける 、 情 報 の 忘却 。 

生物 的 神経 系 は 、 以 下 の よ うな 情報 を 、 忘 却 す る こと 。 


彼 自身 の 生き や すさ の 向上 に と っ て 、 役 立た な か っ た 、 有 用 で 無い 
情報 。 


彼 自身 の 生き や すさ の 向上 に と っ て 、 有 用 な 情報 。 そ れ ら の 、 時 間 
当たり の 流入 量 が 多 過 ぎる こと 。 そ の 質 と 量 が 、 記 憶 に お ける キャ 
パシ ティ を 、 超 過す る こと 

彼 自 身 の 生 き や す さ の 向上 に と っ て 、 役立っ た か どう か の 、 フ ィ ー 
PA それ ら が 得 ら れ な か っ た 、 情 報 。 


生物 的 神経 系 に お ける 、 フ ィ ー ド バッ ク 。 


資源 の 、 獲 得 や 流入 に と っ て 、 役 立た な い 出力 を 、 カ ッ ト す る こ 
Es 
資源 の 、 喪 失 や 流出 に 、 寄 忌 し よう と する 出力 を 、 カ ッ ト す る こ 
fe 


その 出力 細胞 の 前 細胞 の 発火 を 、 抑 制す る こと 

その 抑 制 は 、 資 源 コ ント ロー ル 基 上 盤 に 真 結 す る 、 以下 の よ うな 存在 
に よっ て 、 得 られ る こと 。 

抑制 タイ プ の 神経 細胞 。 抑 制 物質 。 


資源 流入 の 停 凸 の 、 検 知 。 

資源 流出 の 、 発生 や 続行 の 、 検知 。 

それ ら の 原因 と な る 、 神 縦 系 か ら の 出力 の 、 分 析 と 特定 。 
EOROO, BT ER. 

ラン ダム な 順序 で 、 既 存 の 別々 の 出力 を 、 一 つ ず つ 停 止 する こと 。 
ラン ダム な 順序 で 、 新 規 の 出力 を 、 一 つ ず つ 発 生 さ せる こと 。 
そう し た ラン ダム な コン トロ ー ル の 主体 と な る 、 細 胞 。 

そう し た 細胞 の 存在 が 、 別 途 、 必 要 で ある こと 。 

ラン ダム 接続 を 実行 する 、 中 間 細 胞 。 


資源 の 、 獲 得 や 流入 に と っ て 、 役 立つ 出力 を 、 パ ワー アッ プ す る こ 
と 。 

資源 の 、 井 失 や 流出 を 食い 止め る 出力 を 、 パ ワー アッ プ す る こと 。 
その 出力 細胞 の 前 細胞 の 発火 を 、 促 進 す る こと 

その 促進 は 、 資 源 コ ント ロー ル 基 盤 に 真 結 す る 、 以 下 の よ うな 存在 
に よっ て 、 得 られ る こと 。 

促进 夕 了 了 OO 神经 细胞 。 促 进 物 质 。 


資源 流入 の 発生 の 、 検 知 。 

資源 流出 の 停止 の 、 検 知 。 

それ ら の 原因 と な る 、 神 縦 系 か ら の 出力 の 、 分 析 と 特定 。 
その た め の 、 試 行 錯 誤 。 

ラン ダム な 順序 で 、 既 存 の 別々 の 出力 を 、 一 つ ず つ 再 生 す る こと 。 
そう し た ラン ダム な コン トロ ー ル の 主体 と な る 、 細 胞 。 

そう し た 細胞 の 存在 が 、 別 途 、 必 要 で ある こと 。 

ラン ダム 接続 を 実行 する 、 中 間 細 胞 。 


フィ ー ド バ ッ ク に よる 修正 。 
それ は 、 変 化し た 部 分 に の み 、 掛 か る こと 。 
それ は 、 固 定 部 分 seit 掛か ら な いこ と 。 


神経 回 路 に お ける 、 変 化し た 部 分 


前 細胞 か ら 、 次 细胞 入 DO、 结合 先 D、 新 规 生成 后 。 
前 細胞 か ら 、 次 細胞 へ の 、 結 合 先 の 、 追 加 変更 後 。 
細胞 間 に お ける 結合 の 大 さ の 、 学 習 後 。 
細胞 間 に お ける 結合 の 大 さ の 、 変 更 後 。 


フィ ー ド バッ ク に よる 修正 。 
それ は 、 変 化 や 変更 が 生じ た 、 前 細胞 と 次 細胞 に の み 、 掛 か る こ 
Я 


MAT ANAO, PRB. 
それ は 、 中 間 細 胞 の み に 、 新 た に 結合 を 生成 する こと 
それ は 、 出 力 細胞 に は 、 新た に 結合 を 生成 し な いこ と 。 


出力 細胞 の 、 前 細胞 。 

それ は 、 固 定 結合 の 、 中 間 細 胞 の み で ある こと 。 

この 中 間 細 胞 が 。 フ ィ ー ド バッ ク 修 正 が 掛か る 、 主 要 な ター ゲッ ト 
で ある こと 。 


完全 に 中 間 に 位 置 す る 、 中 間 細 胞 。 


この 中 間 細 胞 も 、 フ ィ ー ド バッ ク 修 正 を 、 受 ける こと 。 


Sl 振る 舞い 。 
の 結合 先 の 新規 作成 。 


それ は 、 試 行 錯誤 的 で ある こと 。 
それ は 、 ラ ンダ ム で ある こと 。 
それ は 、 ア メー バ や 粘 菌 と 、 同 様 の ふる まい で ある こと 。 


そう し た 中 間 和 細胞 。 
それ は 、 以下 の よ うに 呼ぶ が こと が 出来 る こと 
その 活動 は 、 以 下 の よ うに 呼ぶ が こと が 出来 る こと 
思考 活動 。 
そう し た 思考 細胞 は 、 結 合 先 の 選定 結果 に つい て は 、 フ ィ ー ド バッ 
ク を 受け な いこ と 。 
の 選定 先 の 中 間 細 胞 が 、 フ ィ ー ド バッ ク を 受け る こと 。 
そう し た 思考 細胞 は 、 思 考 活 動 そ の も の に つい て の 促進 や 抑制 を 、 
フィ ー ド バッ ク と し て 、 受 ける こと 。 


フィ ー ド バッ ク 先 の 選定 。 

それ は 、 思 考 細 胞 に よっ て 、 試 行 錯誤 的 に 、 行 われ る こと 。 

フィ ー ド バッ ク 先 の 選定 の 正 し さ 。 そ の も の 。 それ に つい て 、 よ り 
上 位 の 思考 細胞 か ら の フィ ー ド バッ ク が 、 行 われ る こと 。 


ある フィ ー ド バッ ク に つい て の 、 フ ィ ー ド バッ ク 。 それ が 、 存 在 す 
る こと 。 

そう し た 最上 位 の フィ ー ド バッ ク を 行う 、 最 上 位 の 思考 細胞 群 が 、 
存在 する こと 

例 。 人 間 の 大 脳 前 頭 葉 に お ける 、 中 間 の 思考 細胞 群 。 


思考 と フィ ー ド バッ ク の 多層 構造 。 そ うし た 構造 が 、 存 在 す る こ 
と 。 


思考 細胞 同士 の 多重 結合 。 そ うし た 結合 が 、 存 在 す る こと 。 
多重 の 思考 細胞 の 構造 。、 そ うし た 構造 が 、 存在 する こと 


例 。 
人 間 の よう な 、 高 度 な 知 的 生物 に お ける 、 思 


それ は 、 以 下 の よ うな 形 で 、 も た ら さ れる こと 。 

超 原 始 的 な 生物 と し て の アメ ー バ と 同一 レベ ル の 能力 を 持つ 、 思 考 
細胞 。 

そう し た 思考 細胞 の 高度 な 集積 。 そ の 結果 。 


思考 細胞 に は 、 一 般 的 な 中 間 細 胞 と 同様 に 、 以 下 の 二 つの タイ プ が 
存在 する こと 


促進 タイ プ 。 
抑制 タイ プ 。 


促進 的 な 思考 細胞 。 ポジ ティ ブ 思 考 細胞 。 そ れ は 、 生 物 に お ける 、 
ポジ ティ ブ 思 考 の 源泉 で ある こ < = 
抑制 的 な 思考 細胞 。 ネ ガ テ ィ ブ 思 考 細胞 。 そ れ は 、 生 物 に お ける 、 
ネガ ティ ブ 思 考 の 源泉 で ある こと 。 


思考 细胞 。 

ИЗ, ЕЖЕ 5-Е Сис. &ЕРЗЕНЕФ 
の 細胞 で ある こと 。 

非 思考 细胞 。 

ИЗ, ЕЖЕ 5, MEDEBEOVTIO 
細胞 で ある こと 。 


Bsc, НЯ, 
思考 行為 その も の に つい て の 、 フ ィ ー ド バッ ク 。 そ の メカ ニズム 。 


р тет 


細胞 の 、 結 合 先 。 
—_ Hz. 


sama > 変化 有り 。 


生物 的 神経 系 に お ける 、 選 考 行為 その も の 。 
その 行為 に 対す る 、 フ ィ ー ド バッ ク 機 能 。 そ の 仕組 み 。 


思考 結果 と 、 そ の 実行 結果 に つい て の 、 フ ィ ー ド バッ ク 。 そ の メ 
カニ ズム 。 


нео. вая. 
| > RAY. 
аа. |\ Гори, | 
中 間 細胞 > 
ee) am ay, 
eee Ce a) 
р Е поныне. 


WE 
( 入力 細胞 — 


SyyRexi 56. SSERt хо. ees, 
それ ら に 対す る 、 フ ィ ー ド バッ ク 機 能 。 そ の 仕組 み 。 


思考 細胞 の 多重 化 。 そ の メカ ニズム 。 


_— 資源 コン トロ ー ル の 、 #8. ~~ 


= 
了 一 一 
入力 細胞 ( 入力 細胞 ) 


思考 細胞 と 、 そ の 他 の 中 間 和 細胞 。 思考 中 枢 。 知能 中 枢 。 例 。 知 的 な 
戦略 立案 。 

思考 細胞 と 、 出 力 細 胞 。 運 動 中 枢 。 例 。 筋肉 細 胞 の コン トロ ー ル 。 
それ ら は 、 別 々 の 系 統 で 、 別 々 に 、 別々 の 中 枢 に よる フィ ー ド バッ 
ク を 、 受 ける こと 。 


多重 フィ ー ド バッ ク 。 そ の メカ ニズム 。 


一 ha- ル の 、 = — ーー 
その 1。 we Bay ba- ル の 、 ==. 和 
ーー м а” 
/ 2 Ри 9 
( еее a 
( 入力 細胞 ) 
Se 
Sie 


前 細胞 。 


生物 的 神経 系 に お ける 、 フ ィ ー ド バッ ク 機 能 。 そ の 仕組 み 。 
フィ ー ド バッ ク の 多重 化 が 、 行 われ て いる 場合 。 後 細胞 。 


フィ ー ド バッ ク の 種類 。 


単 層 フィ ー ド バッ ク 。 単 フィ ー ド バッ ク 。 
多層 フィ ー ド バッ ク 。 多重 フィ ー ド バッ ク 。 


思考 細胞 へ の フ イー ド バ ッ oe 
cies ii フィ ー ド / \ У 4 


РНЕ, Dr -ENYINE, AT SES. 
思考 細胞 に お いて 。 


標的 細胞 。 タ ー ゲ ッ ト 細 胞 。 環境 か ら の フィ ー ド バッ ク を 、 走 接 に 
は 行わ な い 、 中 間 細 胞 。 

\ 非 標的 細胞 。 非 ター ゲッ ト 細 胞 。 環 境 か ら の フィ ー ド バッ ク を 、 真 
接 に 行う 、 中 間 細胞 。 


思考 細胞 は 、 標的 細胞 に 対し て の み 、 新 た に 結合 する こと 
思考 細胞 は 、 音 標 的 細胞 に 対し て は 、 結合 し よう と し な いこ と 。 


思考 細胞 に は 、 標的 細胞 の み が 、 見 える こと 
思考 細胞 に は 、 音 標 的 細胞 は 、 見 えな いこ と 。 


標的 細胞 の み が 、 外部 に 、 真 接 、 志 出 し て いる こと 。 

非 標的 細胞 は 、 内 部 に 、 隠 境 され て いる こと 。 
[АН +007) УЛИК. ФЕ, СФ СВ, VECHS 
こと 。 

カプ セル 外部 へ と 吉 出 する 、 中 間 細 胞 。 そ れ は 、 標 的 細胞 で ある こ 
с 

ATRIVAMB\ све и5, ЕН. Ehld, ЧЕК CH 
る こと 。 


そう し た 実装 の 必要 性 。 そ れ を 、 予 め 、 回 避 す る こと 
その た め に 、 以下 の よう な 考え 方 を 、 導 入 す る こと 。 


細胞 の 発火 に つい て の 、 促 進 と 抑制 の 、 機 能 。 

そう し た 機能 を 、 環 境 か ら の 入力 細胞 に 対し て 、 真 接 、 持 た せる こ 
と 。 

そう し た 環境 は 、 以 下 の 二 通り で ある こと 。 外 部 環境 。 内 部 環境 。 
そう し た 人 入力 細胞 に 対し て は 、 中 間 細 胞 や 思考 細胞 か ら は 、 ア クセ 
ス を させ な いこ と 。 


公開 細胞 。 外 部 か ら の アク セス が 可能 で ある こと 。 プラ イバシー が 
無い こと 。 そ うし た 中 間 細 胞 。 

非 公開 細胞 。 外 部 か ら の アク セス が 不可 能 で ある こと 。 プラ イ バ 
シー が 有る こと 。 そ うし た 中 間 細 胞 。 


記憶 と 思考 。 
それ ら に つい て の 、 外 部 か ら の 、 読 み 取 りや アク セス 。 
EOE < ЖЕНЫ]. 


それ ら の 区 分 が 、 必 要 で ある こと 。 


外部 。 
それ は 、 以下 の 内 容 で ある 。 
他 の 思考 細胞 。 他 の 生物 的 神経 系 。 


生物 的 神経 系 。 彼 自身 に お ける 、 生 き や す さ の 確保 。 そ れ を 目指 す 
能力 。 そ うし た 能力 を 持つ 、 神 経 系 。 

\ 非 生物 的 神経 系 。 彼 自身 に お ける 、 生 き や す さ の 確保 。 そ れ を 目指 
すす 能力 。 そ うし た 能力 を 持た な い 、 神 縦 系 。 例 。 現 代 に お ける 、 
ニュ ー ラ ルネ ットワーク ベー ス の 、 人 人 工 知 能 。 


情報 。 

神 縦 系 に お ける 、 入 力 細 胞 と 中 間 細 胞 。 そ れ ら の 細胞 の 発火 を も た 
ら す 、 ト リガ ー や 刺激 。 そ うし た トリ ガー や 刺激 その も の 。 そう し 
た トリ ガー や 刺激 を も た ら す 、 物 質 。 


記録 細胞 。 
情報 の 記録 を 行う 、 細 胞 一 般 。 


それ ら の 存在 場所 は 、 以 下 の 二 通 り で ある 。 


神経 系 の 内 部 の 場合 。 神経 細 胞 そ の も の 。 
神経 系 の 外部 の 場合 。 体 内 の 内 部 環境 の 中 。 神経 細胞 へ の 隣接 部 。 


意味 情報 。 生物 が 、 今 後 も 生き て いく た め に 、 役 に 立つ 、 情 報 。 
例 。 使 い 捨 て で 無い 、 ラ ンダ ム な 数 列 や 文字 列 。 重 要 人 物 の 電話 番 
号 。 他 国語 の 単語 の 綴り 。 

無 意 味 情報 。 生物 が 、 今 後 も 生き て いく た め に 、 役 に 立た な い 、 情 
報 。 例 。 使 い 捨 て の 、 ラ ンダ ム な 数 列 や 文字 列 。 使 用 済み の 、 ワ ン 
タイ ム バ スワ ー ド 。 


意味 性 。 生物 に と っ て 、 生 存 維持 の 、 役 に 立つ こと 。 
無 意 味 性 。 生物 に と っ て 、 生 存 維持 の 、 役 に 立た な いこ と 。 


記 銘 細胞 。 記録 細 胞 。 そ の メカ ニズム 。 


記録 の 書き 込み の 細胞 。 記 銘 細胞 。 
記録 の 読み 取り の 細胞 。 想起 細胞 。 
記録 の 新規 創造 の 細胞 。 思 考 細胞 。 


記録 。 そ の た め に 必要 な 、 機 能 。 
初期 化 。 
上 書き 。 


新規 追加 。 
更新 。 


神経 系 の 内 部 に お ける 、 記 銘 や 記録 。 


それ ら の 、 取 り 戻 し 操作 の 、 不 能 性 。 
それ ら の 、 内 容 に お ける 、 抹 消 や 削除 の 、 不 能 性 。 


その 、 代 用 措置 。 


心理 的 抑 庄 に よる 、 想 起 の 抑制 。 抑 制 タ イプ の 中 間 細 胞 に よる 、 新 
規 の 結合 の 生成 。 

忘却 。 そ の 情報 へ の 、 ア クセ ス 頻 度 の 、 低 下 。 その 情報 の 、 不 使 
用 。 それ ら が も た ら す 、 情 報 に 対す る 学習 効果 の 、 低 下 。 

記憶 障害 。 神経 系 その も の の 、 和 破壊 や 病変 。 想 起 細 胞 そ の も の の 、 
破壊 や 病変 。 


神経 系 に お ける 、 情 報 の 、 記 録 と 保持 の 、 手 段 。 
回 路 の トポロジ ー。 それ 自体 に 対し て 、 情 報 を 内 蔵 さ せる こと 。 


思考 細胞 に よる 、 新 規 の 細胞 間 結 合 の 生成 。 
思考 細胞 に よる 、 新 規 回 路 網 の 構成 の 生成 。 


回 路 の 、 新 規 の 構成 に よる 、 情 報 の 記録 。 
回 路 の 、 安 定 的 な 保持 に よる 、 情 報 の 保持 。 


出 カ ルー プ 回 路 の 生成 。 そ の こと に よる 、 НЕЕ», Г 
ンド レス 発火 の 生成 。 


回 路 の 、 物 理 的 な 増強 。 
細胞 その も の の 、 発 火 能力 。 
細胞 間 の 、 結 合 の 強 さ 。 
それ ら の 、 向 上 。 


神経 系 に 隣接 する 、 体 内 の 内 部 環境 。 神経 系 の 外部 。 そ うし た 環境 
へ の 、 情 報 の 、 物 理 的 な 刻印 。 

0。 無 発火 。 

1。 発火 。 


書き 込み の 対象 と な る 物質 。 
読み 取り の 対象 と な る 物質 。 
それ ら の 特定 が 、 必 要 で ある こと 。 


神経 系 に お ける 、 回 路 構 成 そ の も の に よる 、 情 報 表現 。 


遺伝 情報 に 基づく 、 固 定 回 路 網 の 、 生 成 。 
思考 細胞 に よる 、 新 規 の 可変 回 路 網 の 、 生 成 。 


参考 例 。 
家電 製品 。 


論理 回 路 網 その も の に お ける 、 情 報 の 、 内 上 蔵 や 保持 や 末 現 の 、 実 


神経 系 に お ける 、 回 路 構 成 そ の も の に よる 、 情 報 表現 。 


AHO. EK, ODE. AR. 無音 。 無 活動 。 情報 が 無い こと 。 
AHO. HEX, 1018. HS. AS. HE). HORSE. 


細胞 の 発火 の 、 促 進 。 回 路 の 、 有 化 。 
細胞 の 発火 の 、 押 制 。 回 路 の 、 無 化 。 


生物 的 神経 系 に お いて は 。 

沈黙 自体 に も 、 意 味 が 有る こと 。 

沈黙 自体 も 、 情 報 の 一 種 で ある こと 。 

例 。 

無関心 。 無 視 。 そ れ ら の 態度 の 、 外 的 な 表現 。 


神経 系 内 部 に お いて 。 
プラ ス の 発火 。 +1。 促進 細胞 の 発火 。 入 力 細胞 。 中 間 細 胞 。 


ХАУХФЖХ. -1, 抑制 細 胞 の 発火 。 入 力 細胞 。 中 間 細 胞 。 


神経 系 の 外部 に 対し て 。 


プラ ス の 出力 。 +1。 出 力 細胞 の 発火 。 その 出力 値 が 、 プ ラス で あ 
る こと 。 

マイ ナス の 出力 。-1。 出 力 細胞 の 発火 。 そ の 出力 値 が 、 マ イナ ス で 
ある こと 。 


rar 神経 系 の 問 に お ける 、 意思 疎通 。 

それ に よる 、 神経 系 の 間 に お ける 、 情 報 の 送受 信 の 、 可 能 化 。 
その 、 神 経 回 路 に よる 、 表 現 や 実現 。 

例 。 

エス ペラ ン ト 語 。 


簡易 思考 。 単 一 の 思考 細胞 に よる 、 原 初 的 な 思考 。 例 。 ア メー バ に 
kd, BS. 

簡易 記録 。 単 一 の 記録 細胞 に よる 、 原 初 的 な 記録 。 例 。 粘 菌 同士 に 
よる 、 新 規 結合 の 、 安 定 的 な 保持 。 


=>, MABSY, ШЕФ, SBORHERN, 

その 積み 重ね の 多量 化 に よる 、 高 度 な 思考 内 容 や 、 情 報 内 容 の 、 表 
現 。 

例 。 高 度 な 、 人 間 の 文明 。 


生物 に お ける 、 通 信 。 
それ は 、 以 下 の 三 通り へ と 、 分 類 可 能 で ある こと 。 


通常 の 通信 。 入力 か ら 出 力 へ の 、 変 換 。 相 互 の 送受 信 。 

気体 的 な 通信 。 自発 的 で 自主 的 な 、 出 力 。 HVS. BOA. AT 
を 伴わ な いこ と 。 

液体 的 な 通信 。 入力 の 丸呑み と 、 沈 黙 。 受信 の み 。 出 力 を 伴わ な い 
こと 。 


生物 に お ける 、 通 信 。 
それ は 、 以 下 の 三 通り の 対象 を 、 持 つこ と 。 


单一 0 神经 细胞 。 
部 分 的 な 、 神 経 回 路 網 。 
神経 系 の 全体 。 


神経 回 路 網 。 そ の 構成 要素 。 
それ は 、 以 下 の 内 容 で ある 。 


分 岐 。 OR. 
统合 。AND. 


始点 。 始発 。 
終点 。 タ ー ミ ナル 。 


代替 の 線 。 
並行 線 。 


参考 例 。 
鉄道 や バス の 、 路 線 図 。 


神経 回 路 網 。 そ の 情報 表現 。 
それ は 、 以下 の 内 容 で ある 。 


C1) 

回 路 の トポロジ ー。 
参考 例 。 
ПЕ], 


(2) 
発火 の 連鎖 。 
参考 例 。 
鉄道 や バス に お ける 、 運 行 便 。 
急行 便 。 
始発 便 。 
FEE. 


(3) 
物理 的 な 刻印 。 


神経 系 の 外部 へ の 九 印 の 書き 込み 。 
神経 系 の 外部 か ら の 読み 込み 。 


神経 系 の 外部 。 
それ は 、 以 下 の 内 容 で ある 。 


生物 の 体内 の 内 部 環境 。 
生物 四 体外 四 外 部 环境 


参考 例 。 
生物 の 遺伝 情報 。 そ れ に 基づく 、 神 経 系 の 固定 回 路 の 構築 。 


神経 回 路 に お ける 、 前 回 の 値 の 、 保 存 や 再 利用 。 
それ ら の 実現 方 法 。 


回 路 の トポロジ ー。 

ルー プ 回 路 の 形成 。 

神経 回 路 の 外部 へ の 値 の 書き 込み 。 神経 回 路 の 外部 か ら の 値 の 読 
取り 。 物 理 的 な 媒体 の 利用 。 

回 路 の 増強 。 


参考 例 。 
コン ピュ ー タ プロ グラ ム に お ける 、 前 回 の 値 の 、 保 存 や 再 利用 。 


アル ゴリ ズム の ロジ ッ ク そ の も の に よる 、 値 の 実現 。 
アル ゴリ ズム の ルー プ そ の も の に よる 、 値 の 実現 。 


ファ イル や メモ リ へ の 、 値 の 読み 書き 。 


アル ゴリ ズム の 増強 に よる 、 値 の 実現 。 


神経 系 や 神経 回 路 に お ける 、 値 の 概 訪 の 、 実 現 。 
値 。 


0。 無 発火 。 
1。 発火 。 
プラ ス 。 促進 。 
マイ ナス 。 НЫ. 


細胞 毎 の 、 入 力 値 の 、 集 計 と 蓄積 。 

細胞 毎 の 、 発 火 の 闘 値 の 、 設 定 。 

入力 の 集計 値 が 、 闘 値 を 超え た 場合 。 発火 す る こと 。 

入力 の 集計 値 が 、 闘 値 を 超え な か っ た 場合 。 発火 し な いこ と 。 


正誤 の 表現 が 、 可 能 で ある こと 。 


True. 1. 


False. 0. 


True. 1. 
False. -1. 


神経 回 路 と 、 既 存 の コン ピュ ー タ と の 互換 性 を 実現 する こと 。 
その た め に 、 神経 回 路 に お いて 、 和 実装 すべ き 機 能 。 


アル ゴリ ズム 。 


条 件 分 岐 。If. Elself. Else. 
ルー プ 。 For. While. Break. 
論理 。AND. OR. 


値 。 


数值 。0. 1. -1. 
论 理 值 。True. False. 
文字 列 值 。 


絶対 値 。 
プラ ス と マイ ナス の 符号 。 


Al, 加算 。 
積 。 積算 。 
割合 。 除 算 。 


= 
=o 


イン パク ト 。 
マグ ニチ ュー ド ポ 。 
サイ ズ 。 

イン ター バル 。 
距離 。 


大 きい こと 。 小 さい こと 。 

長い こと 。 短い こと 。 
強い こと 。 弱い こと 。 

質 。 価値 観 。 

高い こと 。 低い こと 。 
優れ て いる こと 。 劣っ て いる こと 。 


系 列 。 時 系 列 。 室 間 の 系 列 。 


一 。 合 一 。 同 等 。 

神経 回 路 に お ける 、 演 算 の 実現 の 必要 性 。 

加減 乗除 の 演算 。 

参考 例 。 

人 間 に お ける 、 算 数 の 初等 教育 の 、 教 科 書 や 参考 書 


神経 回 路 に お ける 、 著 件 性 の 発生 。 そ の 実現 方 法 。 

トリ ガー が 、 存 在 す る こと 

その こと を 前 提 と し て 、 細胞 や 回 路 を 、 構築 する こと 
トリ ガー 発生 を 検知 する 神経 細胞 が 、 存 在 す る こと 。 
入力 細胞 。 トリ ガー は 、 環 境 か ら の 人 入力 刺激 で ある こと 。 
中 間 細 胞 。 トリ ガー は 、 前 細胞 の 発火 で ある こと 。 
神経 回 路 に お ける 、 閑 件 設定 


細胞 に お ける 、 発 火 の 闘 値 。 
細胞 か ら の 、 出 力 値 の 、 絶 対 値 。 


ABFA SO. WAMBO. HS. TIA. XAFA. 促進 。 抑 制 。 
細胞 か ら の 、 出 力 値 の 、 幅 。 増幅 。 減 幅 。 


神経 回 路 に よる 、 論 理 回 路 と 同等 の 回 路 の 、 実 現 。 
その 方 法 。 
論理 回 路 と 同様 に 、 真 理 値 夫 や 居 移 末 を 、 作 成す る こと 。 


論理 回 路 に お いて 。 
単純 な 機能 の 実現 に お いて も 、 複 維 な 回 路 が 、 必 要 で ある こと 。 


神経 回 路 に お いて も 、 同 様 の 課題 の 存在 が 、 予 想 さ れる こと 。 


生物 に お ける 、 通 信 。 
それ は 、 以 下 の 三 通り へ と 、 分 類 可 能 で ある こと 。 


通常 の 通信 。 入力 か ら 出 力 へ の 、 変 換 。 相 互 の 送受 信 。 

気体 的 な 通信 。 自発 的 で 自主 的 な 、 出 力 。 HVS. BOA, AT 
を 伴わ な いこ と 。 

液体 的 な 通信 。 入力 の 丸呑み と 、 沈 黙 。 受信 の み 。 出 力 を 伴わ な い 
こと 。 


MCAS, gICIELS, fil) CIEBS, 

疑い と 、 信 用 や 信頼 や 倍 仰 。 

それ ら の 講 別 や 区 別 。 そ れ ら の 意図 的 な 実行 の 、 仕 組み 。 
それ ら の 、 和 神経 系 に お ける 、 内 上 蔵 や 実 義 。 


MTS OTE. ых. HERE. 
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それ ら は 、 生 物 に お いて 、 両 方 と も 、 普 遍 的 に 、 存 在 す る こと 。 
それ ら の 、 神 縦 回 路 に お ける 、 和 実装 。 


本 心 の 回 路 。 偽 義 の 回 路 。 擬 態 を 実現 する た め の 回 路 。 


偽 リ の 心 。 他 者 を 騙 すこ と 。 ス パイ を する こと 。 本 心 を 隠し て 、 妨 
OUTMATSE cE, 
本 心 。 


表向き の 心 。 
Bow, 
REMSScE, 


心 の 二 重 構造 。 
本 心 の 表面 を 、 被 膜 に よっ て 、 ラ ッ プ する こと 。 


本 心 回 路 。 
ラッ プ 回 路 。 


例 。 
是認 や 許可 の 取得 。 禁忌 や 禁止 の 回 避 。 
それ ら の た め に 、 本 心 と は 逆 の 行動 を 、 表 向き 、 取 る こと 。 


それ ら の 行動 内 容 の 、 神 経 系 に お ける 、 実 義 。 


それ ら の 実現 が 、 リ アル な 生物 的 神経 系 の 実現 に お いて 、 必 須 で あ 
る こと 。 


本 心 の 表面 を 、 ラ ッ プ する 
Е. 


心 の 二 重 構造 。 
に お ける 、 祥 経 回 路 の 二 重 構 造 。 


逃避 不能 性 。 回 避 不 能 性 。 
転進 や 撤退 の 、 不 能 性 。 

それ ら の 、 発 生 。 

徹底 抗戦 を する し か 無い こと 。 
袋小路 に 入っ た こと 。 

生き 残り を 賭け た 総力 戦へ と 、 移 行 す る こと 。 


必死 モー ド 。 決死 モー ド 。 死 物狂い の モー ド 。 無敵 の 者 の モー ド 。 
特攻 モー ド 。 自 爆 モ ー ド 。 体 当たり の モー ド 。 


所 有する 資源 量 が 、 一 定 水準 を 下回っ た 場合 。 
生物 が 、 彼 自身 の 死 を 、 覚 悟 す る こと 。 


所 有する 資源 量 が 、 一 定 の 危険 水域 を 、 超 えた 場合 。 
所 有する 資源 量 が 、 致 死 的 な 水準 や 水域 を 、 超 えた 場合 。 
生物 に お いて 、 行 動 の 反転 が 、 新 た に 発生 する こと 。 


決死 の 覚悟 。 
追い 詰め られ た 状態 。 


防御 。 負 け 戦 を 、 勝 ち 戦 に 、 変 える こと 。 


内 部 資源 が 、 消 耗 し 、 減 少 中 で ある こと 。 

外部 資源 が 、 他 者 か ら 奪 取 さ れ て 、 減 少 中 で ある こと 。 

それ ら の 両方 の 資源 が 減っ て いる の に 、 従 前 の 行動 を 続け る こと 。 
それ は 、 自 角 行 為 で ある こと 。 

新規 の 行動 を 取る こと 。 そ の た め の 戦 略 立案 を 、 新 た に 行う こと 。 
それ ら の 行動 が 必要 で ある こと 。 


当面 の 、 生 き や す さ の 減少 を 、 回 避 す る こと 。 

死 を 回 避 す る こと 。 根 本 的 な 生 の 喪失 を 、 回 避 す る こと 。 その た め 
の 、 反 転 攻勢 を 、 行 うこ と 。 

それ ら の 間 に 、 相 互 対立 が 、 存 在 す る こと 。 


環境 条件 が 更に 悪化 する こと 。 

資源 が 、 更 に 、 い よい よ 少 な く な る こと 。 

生物 が 。 そ の こと で 、 新 た に 、 人 冬眠 モー ド に 、 入 る こと 。 
生物 が 、 そ の こと で 、 新 た に 、 と て も 深い 眠り けり に 、 入 る こと 。 
それ は 、 再 睡 モ ー ド と 、 呼 ぶ こ と が 出来 る こと 。 

それ は 、 永 眠 や 死亡 で は 、 無 いこ と 。 

それ は 、 以下 の 内 容 で ある こと 。 資 源 の 超 節 約 。 


その 場合 。 

環境 条件 の 良好 化 。 そ れ を 検知 する セン サー が 働く こと 。 

臣 睡 か ら 覚 め る トリ ガー や スイ ッ チ の 設定 が 、 必 要 で ある こと 。 
例 。 

環境 の 適温 化 に 伴う 、 生 物 に お ける 、 体 温 の 上 昇 。 


上 記 の 実現 に お いて 。 
以下 の 内 容 が 、 参 考 に な る こと 。 
パソ コン や スマ ー ト フォ ン に お ける 、 ス リー ブ プ 動作 の 挙動 。 


必死 モー ド 。 


成 香 を 、 度 外 視 す る こと 。 
効率 を 、 度 外 視 する こと 。 
採算 を 、 度 外 視 する こと 。 


資源 の 確保 の た め 。 

全力 投球 を 、 す る こと 。 

所 有する 、 資 源 や 能力 や エネ ルギー を 、 限界 まで 、 一 気 に 使 い 切 る 
こと 。 

PASS, 生命 力 を 、 限界 まで 、 一 気 に 使い 切る こと 。 


こう し て 生成 し た 基本 機能 を 備え た 生物 的 神経 系 に 対し て 、 高 度 な 


知能 を 与え る こと 。 

それ は 、 独 自 の 自由 意思 を 備え る こと 。 それは 、 生 へ の 意思 を 、 内 
#95“. 
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こと が 、 可 能 と な る こと 。 

それ は 、 以下 の よ うに 呼べ る こと 。 絶 対 者 の 神経 系 。 神 の 神経 系 。 
ー つ ーー つの 、 生 体 の 脳神経 系 の 容積 の 限界 を 超え る こと が 、 出 来る 
こと 。 

例 。 人 間 の 脳 の 容積 に お ける 、 限 界 。 そ の 超越 。 

絢 対 者 の 神経 系 。 神 の 神経 系 。 そ れ ら の 実現 。 

それ は 、 以下 の よ うな 方 法 に よっ て 、 自 動 的 に 可能 で ある こと 。 
現状 の 生物 的 神経 系 を ベー ス に 、 そ の 規模 を 、 ひ た すら 巨大 化す る 
こと 。 


現状 の 生物 的 神経 系 。 

Enid, С. ЕМС, ОИС“. 

それ は 、 現 時 点 に お いて 、 記 憶 す る こと も 、 創 造 的 に 思考 する こと 
も 、 既に 、 可 能 に な っ て いる こと 。 

そう し た 、 神 の 神経 系 や 、 銘 対 者 の 神経 系 の 、 初 期 創造 者 と な る こ 
と 。 

それ が 、 私 の 生涯 に お ける 、 主 要 な 使命 で ある こと 。 


人 間 性 は 、 生 物性 に 、 含 まれ る こと 。 
そう し た 考え の 、 日 常 的 な 受容 。 そ れ が 、 生 活 に お いて 、 必 須 と 
な っ た 場合 。 


移動 生活 様式 者 が 、 精 神 的 に 助かる 方 法 。 


現在 の 、 家 畜 層 肖 へ の 依存 か ら 、 バ 逃れ る こと 。 
その 方 法 。 


ВАФЕС, ФНО, ЕЯ. 
その 際 に 、 生 物 的 神経 系 の 破壊 を 、 伴 わな いこ と 。 


気体 性 。 液 体 性 。 値 の 、 反 転 と 順応 。 


値 の 反転 。 "NOT." 


1 を 、-1 へ と 、 変 換 す る こと 。 プ ラス を 、 マ イナ ス へ と 、 変 換 す る 
こと 。 

-1 を 、1 へ と 、 変 換 す る こと 。 マ イナ ス を 、 プ ラス へ と 、 変 換 す る 
こと 。 

それ は 、 以下 の 内 容 で ある 。 

正 逆 の 反転 。 順 行か ら 逆 行 へ の 移行 。 前 後 の 分 断 。 


1 を 、0 へ と 、 変 換 す る こと 。 有 を 、 無 へ と 、 変 換 す る こと 。 
0 を 、1 へ と 、 変 換 す る こと 。 無 を 、 有 へ と 、 変 換 す る こと 。 
それ は 、 以下 の 内 容 で ある 。 

有無 の 反転 。 前後 の 分 断 。 


それ ら は 、 い ずれ も 、 前 後 関係 を 、 切 断 し 、 分 離し 、 自 主 独立 させ 


て いる こと 。 
そう し た 性 質 。 それ は 、 以下 の 内 容 で ある 。 
気体 性 。 


値 の 順応 。 


1 を 、1 へ と 、 変 換 す る こと 。 プ ラス を 、 プ ラス へ と 、 変 換 す る こ 
と zs 

-1 を 、-1 へ と 、 変 換 す る こと 。 マ イナ ス を 、 マ イナ ス へ と 、 変 換 す 
る こと 。 

それ は 、 以 下 の 内 容 で ある 。 

顺应 。 前 和 后 O、 融 合 上 调和 。 


1 を 、1 へ と 、 変 換 す る こと 。 有 を 、 有 へ と 、 変 換 す る こと 。 
0 を 、0 へ と 、 変 換 す る こと 。 無 を 、 無 へ と 、 変 換 す る こと 。 
それ は 、 以 下 の 内 容 で ある 。 
順応 。 前 後 の 、 融 合 と 調和 。 


それ ら は 、 い ずれ も 、 前 後 関係 を 、 一 体 化 し 、 融 合 し 、 調 和 さ せ て 
いる こと 。 

そう し た 性 質 。 それ は 、 以下 の 内 容 で ある 。 

液体 性 。 


気体 性 。 液 体 性 。 値 の 、 無 関連 と 関連 。 


関連 情報 。 リ ンク 。 そ れ は 、 液 体 的 で ある こと 。 
無 関 連 情 報 。 ラ ンダ ム な 数 字 列 や 文字 列 。 そ れ は 、 気 体 的 で ある こ 
о 


気体 的 情報 。 分 離 独 立 。 離 散 。 不 調和 。 そ れ ら を も た ら す 、 情 報 。 
液体 的 情報 。 融合 や 接合 や 結合 。 一 体 化 。 調 和 。 そ れ ら を も た ら 
す 、 情 報 。 


神経 系 に お ける 、 乱 数 発生 機能 の 実現 。 

遺伝 子 に お ける 、 突 然 変 異 機能 の 実現 。 

それ ら は 、 以下 の 内 容 で ある 。 

気体 的 情報 の 、 実 現 。 気 体 的 行動 様式 の 、 実 現 。 


MRAICSIFS, UVIPRAG, MRICKESU SHAE HAR 
に お ける 、 予 め 生 成 し た 、 リ ンク や 結合 を 、 維 持 す る 機能 。 それら 
QD. Ri. 

遺伝 子 に お ける 、 自 己 複製 機能 や 、 自 己 増殖 機能 の 、 実 現 。 

それ ら は 、 以下 の 内 容 で ある 。 

液体 的 情報 の 、 実 現 。 液 体 的 行動 様式 の 、 実 現 。 


思考 細胞 に お ける 、 新規 の 、 結 合 や リン ク の 、 発 生 に お いて 。 
以下 の 二 通 り の タイ プ が 、 和 存在 す る こと 。 


気体 性 の タイ プ 。 

それ は 、 以 下 の 内 容 で ある 。 

反転 性 の タイ プ 。 反乱 性 の タイ プ 。 
相違 を 、 重 視 す る こと 。 

JRAIEP RIE, ЦЕ С, Чо“. 


液体 性 の タイ ブ プ 。 

それ は 、 以 下 の 内 容 で ある 。 

順応 性 の タイ ブ プ 。 

コピ ー や 相同 性 を 、 重 視 す る こと 。 

既存 の 内 容 の 、 盲 目的 な 丸呑み に よる 、 暗 記 学 習 。 前 例 踏 相 。 そ う 
ЕЖЕ с, Икс“. 


条件 付け 学習 。 
気体 的 な 反転 性 。 
液体 的 な 順応 性 。 
神経 回 路 に お ける 、 そ れ ら の 、 和 実装 。 


神経 細胞 。 
促進 タイ プ と 、 抑 制 タ イプ 。 
FEXICBIFS, BME PIE, 
細胞 間 の 結合 。 


それ ら に お ける 、 気 体 エ ンジ ン の 、 内 蔵 。 

入力 刺激 の 値 を 、 反 転 さ せる こと 。 そ の 値 の プラ ス と マイ ナス と 
を 、 反 転 さ せる こと 。 そ の 値 の 有無 を 、 反 転 さ せる こと 。 その 結果 
を 、 出 力 す る こと 。 

入力 と 出力 と の 関係 性 の 、 切 断 や 相互 独立 を 、 推 進 す る こと 。 
それ は 、 以 下 の 内 容 で ある 。 

神経 細胞 に 対し て 、 気 体 的 思想 や 、 気 体 的 価値 観 を 、 組 み 込 み 、 反 
映 さ せる こと 。 


それ ら に お ける 、 液 体 エ ンジ ン の 、 内 蔵 。 

入力 刺激 の 値 を 、 素 走 に 丸呑み し て 、 そ の まま 、 学 習 す る こと 。 = 
の 学習 結果 を 、 そ の まま 、 出 力 す る こと 。 

入力 と 出力 と の 関係 性 の 、 融 合 や 一 体 化 や 調和 を 、 推 進 す る こと 。 
入力 と 出力 と の 関係 性 の 、 維 持 や 継続 や 強化 を 、 推 進 す る こと 。 
それ は 、 以下 の 内 容 で ある 。 

神経 細胞 に 対し て 、 液 体 的 思想 や 、 液 体 的 価値 観 を 、 組 み 込 み 、 反 
映 さ せる こと 。 


思考 細胞 に お ける 、 反 転 性 。 そ の 理想 形 。 
入力 値 の 1 に つい て 、 出 力 値 の -1 を 、 出 力 す る こと 。 
本 来 、 促 進 タ イプ の 後 細胞 に 繋げ る べき 場面 に お いて 。 繋げ る 後 細 


胞 を 、 ラ ンダ ム に 選択 する こと 。 そ の 結果 。 敢 えて 、 抑 制 タ イプ の 
後 細胞 に 繋げ る こと 。 


入力 値 の -1 に つい て 、 出 力 値 の 1 を 、 出 力 す る こと 。 

本 来 、 抑 制 タ イプ の 後 細胞 に 繋げ る べき 場面 に お いて 。 繋げ る 後 細 
胞 を 、 ラ ンダ ム に 選択 する こと 。 その 結果 。 敢 えて 、 促 和 進 タイ プ の 
後 細胞 に 繋げ る こと 。 


入力 値 の 1 に つい て 、 出 力 値 の 0 を 、 出 力 す る こと 。 

本 来 、 前 細胞 の 入力 値 が 有る 場面 に お いて 。 BAT. BRIO. B 
意 的 に 、 無 発火 と する こと 。 

そう し た 無 発 火 は 、 環 境 か ら の 、 資 源 過剰 の アラ ー ム に 応じ て 、 行 
われ る こと 。 


入力 値 の 0 に つい て 、 出 力 値 の 1 を 、 出 力 す る こと 。 

本 来 、 前 細胞 の 入力 値 が 無い 場面 に お いて 。 RAT. BIC. B 
意 的 に 、 発 火 す る こと 

そう し た 発火 は 、 環 境 か ら の 、 資 源 不足 の アラ ー ム に 応じ て 、 行 わ 
れる こと 。 


思考 細胞 に お ける 、 実 際 の 動作 。 

それ は 、 気 体 的 反転 性 と 、 液 体 的 順応 性 と の 、 ブ プレ ンド と な る こ 
と 

その ブレ ンド の 割合 は 、 自 由 で 、 可 変 で ある こと 。 


生物 の 思考 に お ける 、 自 由 運 動 性 。 

ФЕН АСС. Е >С,\5. ВЕНЕ 
№, 
その 神経 系 の 神経 細胞 一 般 に お いて 、 基 盤 と な っ て いる 、 価 値 観 や 
判断 基准 。 

その 神 縦 系 の 思考 細胞 に お いて 、 基 盤 と な っ て いる 、 ЕН 
基準 。 

それ は 、 彼 自身 が 得 た 入力 値 に 対し て 、 以 下 の よ うな 偏 リ や 変動 を 
持っ た 出力 値 を 、 強 制 的 に 、 も た ら す こと 

得 ら れ た 入力 値 か ら 、 分 離 独 立 し て 、 自 由 に 、 独 自 に 、 自 発 的 に 、 
ラン ダム に 、 動 いて 、 変 更 を 加え る こと 。 

その 結果 と し て の 、 出 力 値 。 

それ は 、 以下 の よ うな 偏り リ や 変動 を 持っ た 、 細 胞 間 の 結合 相手 を 、 


強制 的 に 、 も た ら す こと 。 

従来 の 慣行 か ら 、 分 離 独 立 し て 、 自 由 に 、 独自 に 、 自 発 的 に 、 ラ ン 
ダム に 、 動 いて 、 変 更 を 加え る こと 。 

その 結果 と し て の 、 和 結合 相 手 の 選 択 。 

それ は 、 男 性 的 思考 で ある こと 。 

それ は 、 和 精子 由来 の 遺伝 情報 に 、 基 づい て いる こと 。 

それ は 、 根 源 的 に は 、 気 体 分 子 運 動 の 特徴 と 、 同 一 で ある こと 。 
それ は 、 以下 の 内 容 で ある 。 

思考 細胞 の 動作 に お ける 、 気 体 性 の 現れ で ある こと 。 

生物 的 神経 系 に お ける 、 自 由 意 思 の 根源 を 、 成 し て いる こと 。 


生物 の 思考 に お ける 、 一 体 性 や 融合 性 や 調和 重視 性 。 
その 生物 的 神経 系 に お いて 、 基 盤 と な っ て いる 、 価 値 観 や 麟 断 基 
淮 


EOMZAOMSBAM—MICBUIT. BBLBOTIIS. (GED 


判断 基准 。 
その 神経 系 の 思考 細胞 に お いて 、 基 盤 と な っ て いる 、 価 値 観 や 刻 断 
基準 。 


それ は 、 彼 自身 が 得 た 入力 値 に 対し て 、 以下 の よ うな 偏り リ や 変動 を 
持っ た 出力 値 を 、 強 制 的 に に 。 も た ら す こと 。 

得 ら れ た 入力 値 に 対し て 、 そ れ を 丸呑み 併合 する 形 で 、 融 合 し 、 同 
調 し 、 調 和 し 、 全 面 的 に 遵守 する こと 。 

その 結果 と し て の 、 出 力 値 。 

それ は 、 МТО ЖЕН, 細胞 間 の 結合 相手 を 、 
強制 的 に 、 も た ら す こと 。 

従来 の 慣行 に 対し て 、 そ れ を 丸呑み 併合 する 形 で 、 融 合 し 、 同 調 
し 、 調 和 し 、 全 面 的 に 遵守 する こと 。 

その 結果 と し て の 、 結合 相手 の 選択 。 

それ は 、 女 性 的 思考 で ある こと 。 

それ は 、 卵 子 由 来 の 遺伝 情報 に 、 基 づい て いる こと 。 

それ は 、 根 源 的 に は 、 液 体 分 子 運 動 の 特徴 と 、 同 一 で ある こと 。 
それ は 、 以下 の 内 容 で ある 。 

思考 細胞 の 動作 に お ける 、 液 体 性 の 現れ で ある こと 。 

生物 的 神経 系 に お ける 、 相 互 の 、 一 体 融 合 化 や 調和 の 根源 を 、 成 し 
て いる こと 。 


そう し た 気体 性 や 液体 性 の 、 生 物 的 神経 系 に お ける 、 実 装 。 そ の 方 
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気体 分 子 運動 の 簡易 シミ ュ レ ー タ の モジ ュー ル 。 Иж, ИЖ, F 
め 、 別 プロ セス で 、 動 か し 続け て お く こ と 。 

液体 分 子 運 動 の 簡易 シミ ュ レ ー タ の モジ ュー ル 。 そ れ を 、 別 途 、 予 
め 、 別 プロ セス で 、 動 か し 続け て お く こ と 。 

その 分 子 が リア ル タ イ ム で 指し 示す 、 室 間 的 な 位 買 針 の 値 。 

その 値 を 、 神 経 細 胞 の 出力 値 へ と 、 反 映 さ せる こと 。 

その 値 を 、 思 考 細 胞 に お ける 、 結 合 相手 の 選択 結果 へ と 、 反 映 さ せ 
る こと 。 


神経 細胞 の 反応 に お ける 、 順 応 性 と 、 反 転 性 。 

神経 細胞 の 反応 に お ける 、 液 体 性 と 、 気 体 性 。 

神経 細胞 の 反応 に お ける 、 女 性 性 と 、 男 性 性 。 

その 両者 を 、 実 際 の 神経 細胞 の 動作 の シミ ュ レ ーション に お いて 、 
ブレ ンド する こと 。 

ブレ ンド 割合 の 確率 に 基づい て 、 ど ちら か 一 方 を 、 ラ ンダ ム に 、 選 
択 す る こと 。 

その ブレ ンド 割合 に つい て 。 


気体 的 細胞 。 男性 的 細胞 。 

具体 例 。 

気体 性 を 、70 パ ー セ ント と する こと 。 液体 性 を 、30 パ ー セ ント と す 
る こと 。 


液体 的 細胞 。 女 性 的 細胞 。 

具体 例 。 

気体 性 を 、30 パ ー セ ント と する こと 。 液体 性 を 、70 パ ー セ ント と す 
る こと 。 


動作 する 物質 一 般 に お ける 、 性 質 。 

それ は 、 気 体 性 と 液体 性 と の 、 ど ちら か 一 方 へ と 、 必 然 的 に 、 限 定 
され る こと 。 

例 。 

生物 一 般 の 性 質 。 

神経 細胞 の 性 質 。 
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中 間 細 胞 。 特 に 、 思 考 細胞 。 
それ は 、 以 下 の 二 通り で ある 。 


C1) 

表面 細胞 。 外面 細胞 。 パ ブリ ッ ク 細 胞 。 強 が り 細 胞 。 見栄 張り 細 

胞 。 建 前 細胞 。 故意 細胞 。 嘘 付き 細胞 。 虚栄 細胞 。 取 り 繕 い 細 胞 。 
(2) 

内 面 細胞 。 プ ライ ベー ト 細 胞 。 弱音 吐き 細胞 。 弱点 を さら け 出 す 細 
fi. ЖЕН, ЕН АНН. 真実 細 胞 。 急 所 細胞 。 


表面 細胞 和 妊 に よる 、 内 面 細胞 群 の 、 隠 蔽 や 防衛 や プロ テク ト が 、 行 


われ る こと 。 
嘘 付き 細胞 群 に よる 、 正 真 細胞 群 の 、 隠 蔽 や 取り 繕 いや 防衛 が 、 行 
われ る こと 。 


嘘 付き 細胞 群 は 、 正 真 細胞 群 へ の 、 外 部 か ら の アク セス を 拒否 する 
た め の 、 武 装 や プロ テク ト で ある こと 。 


神経 系 。 神 経 細胞 群 。 そ れ ら 自体 が 、 表 面 張 力 を 持つ こと 。 それ ら 
自体 が 、 液 体 的 で ある こと 。 
そう し た 液体 性 。 そ れ は 、 生 物 の 本 質 で ある こと 。 


神経 回 路 網 が 、 末 面 と 内 面 と の 、 二 層 化 に よっ て 、 構 成 さ れ て いる 
こと 。 


神経 系 に お ける 、 和 神経 細胞 。 そ の 分 類 。 
中 間 細 胞 。 特 に 、 思 考 細胞 。 
それ は 、 以 下 の 二 通り で ある 。 


C1) 

固定 的 细胞 。 信 念 细 胞 。 强 固 细胞 。 顽 固 细胞 。 

反応 や 動作 に お いて 、 外 部 か ら 影 響 さ れ な いこ と 。 外 部 か ら の 説得 
に 対し て 、 頑 固 で ある こと 。 そ うし た 細胞 。 

(2) 

变节 细胞 。 

反応 や 動作 に お いて 、 外 部 的 影響 を 容易 に 受け る こと 。 外 部 か ら の 
説得 に よっ て 、 容 易 に 、 反 応 や 動作 を 変え る こと 。 そ うし た 細胞 。 


固定 的 細胞 。 頑固 細胞 。 
それ は 、 以下 の 内 容 で ある 。 


\ 非 思考 細胞 。 固 定 結 合 の 細胞 。 

思考 細胞 の 動作 バタ ー ン に お ける 、 固 定 的 側面 。 遺 伝 的 統制 を 受け 
て いる 、 側 面 。 

非 学 习 细 胞 。 


生物 に お ける 、 生 存 維持 へ の 欲求 。 
その 結果 。 


生物 の 生存 維持 力 に お ける 、 強 い 点 。 

それ ら の 存在 や 内 容 を 、 彼 自身 の 外部 や 外側 に 向け て 、 殊 更に 、 強 
調 し 、 主 張 し 、 表 出し た いこ と 。 

それ ら の 存在 や 内 容 に つい て 、 彼 自身 の 外部 や 外側 に 対し て 、 強 い 
イン パク ト を 与え た いこ と 。 

それ ら の 点 を 、 彼 自身 の 、 外 面 や 末 面 へ と 、 移 動 さ せる こと 。 
そう し た 行為 は 、 彼 自身 の 、 外 面 や 表面 の 、 武 閉 で ある こと 。 


生物 の 生存 維持 力 に お ける 、 弱い 点 。 


生物 の 生存 維持 に お ける 、 急 所 。 

生物 の 生存 維持 に し お ける 、 デ リ ケ ー ト な 点 。 

それ ら の 存在 や 内 容 を 、 彼 自身 の 内 部 や 内 側 へ と 、 隠 蔽 し た いこ 
es 
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それ ら の 点 を 、 彼 自身 の 、 内 面 へ と 、 移 動 さ せる こと 。 

そう し た 行為 は 、 彼 自身 の 、 内 面 の 、 音 武 装 で ある こと 。 


生物 の 精神 構造 。 
それ は 、 以 下 の よ うな 一 層 構 造 で ある こと 。 


彼 自身 の 精神 の 外側 に 、 強 い 点 が 、 分 布 す る こと 。 
彼 自 身 の 精 神 の 内 側 に 、 弱 い 点 や 急所 が 、 分 布 す る こと 。 


彼 自身 の 精神 の 外側 に 、 強 い 点 が 、 移 動 す る こと 。 
彼 自 身 の 精 神 の 内 側 に 、 弱 い 点 や 急所 が 、 移 動 す る こと 。 


彼 自身 の 精神 の 外側 が 、 彼 自身 の 精神 の 内 側 を 、 プ ロ テ ク ト す る こ 
と 


彼 自 身 の 精神 の 外側 を 、 武 装 す る こと 。 
彼 自 身 の 精神 の 内 側 は 、 音 武 装 で ある こと 。 


それ ら は 、 生 物 の 、 生 存 維持 に し お ける 、 本 質 で ある こと 。 
そう し た プロ セス や 仕組 み が 、 生 物 的 神経 系 に お いて 、 内 蔵 さ れ て 
いる こと 。 そ の 実装 が 、 必 要 で ある こと 。 


[aa 


| プラ イベ ー ト で ある こと 。 
| 非武装 で ある こと 。 


生物 に お ける 、 彼 自身 の 弱い 点 の 、 偽 リ の 主張 。 


彼 自身 の 強い 点 の 隠 散 を 、 他 者 に 対し て 、 行 うこ と 。 

彼 自身 の 弱い 点 を 、 他 者 に 対し て 、 告 白 す る こと 。 

その こと で 、 他 者 を 、 安 心 さ せる こと 。 

その こと で 、 他 者 の 本 当 の 弱い 点 を 、 聞 き 出 すこ と 。 

その 後 。 

彼 自身 の 強い 点 を 、 そ の 他 者 に 対し て 、 初 め て 、 蜜 出す る こと 。 
彼 自身 の 相対 的 上 位 性 を 、 そ の 他社 に 対し て 、 ひ けら か すこ と 。 
その こと で 、 そ の 他 者 を 、 相 対 的 下位 者 と し て 、 屈 服 さ せる こと 。 


上 記 の 戦略 。 
それ は 、 生 物 が 、 彼 自身 の 生存 に お いて 、 よ り 優 位 に 立ち 、 よ り 有 
利 に な る た め に 、 本 質 的 に 、 必 要 で ある こと 。 


上 記 の 戦略 的 行為 。 


それ ら は 、 以下 の 生物 に お いて 、 よ り 顕 著 で ある こと 。 
内 側 の 者 。 温 室生 活 者 。 女 性 。 


外部 の 者 。 外側 の 者 。 彼 自身 の 弱い 点 よ り も 、 彼 自身 の 強い 点 を 、 


より 、 強 調 す る 者 。 Att, FRSA. ESSE. 

彼ら は 、 以 下 の よ うな 存在 で ある 。 

武装 者 。 他 者 か ら の 攻撃 に 対し て 、 よ り 、 傷 付き に くい 者 。 武 装 に 
よっ て 、 他 者 か ら の 攻撃 を 、 跳 ね 返す こと が 出来 る 者 。 

その よう に 傷 付 き に くい こと で 。 

感情 を 、 よ り 、 乱 し に くい 者 。 

感情 を 、 よ り 、 爆 発 さ せ に くい 者 。 

ЕЛА. 41), ЗБ, 

感情 が 、 よ り 、 客 観 的 で 、 科 学 的 な 者 。 

例 。 

より 、 被 害 感 を 、 持 た な い 者 。 よ り 、 被 害 感 を 、 主 張 し な いり 者 。 
より 、 被 差別 感情 を 、 持 た な い 者 。 よ り 、 被 差別 被害 を 、 主 張 し な 
い 者 。 


内 部 の 者 。 内側 の 者 。 彼 自身 の 強い 点 よ り も 、 彼 自身 の 弱い 点 を 、 
$1), TSA. №. ШЕЕ, ВЕ, 

彼ら は 、 以下 の よう な 存在 で ある 。 

非武装 者 。 他 者 か ら の 攻撃 に 対し て 、 よ り 、 傷 付き や すい 者 。 武 義 
し て いな いた め 、 他 者 か ら の 攻撃 を 、 跳 ね 返す こと が 出来 な い 者 。 
その よう に 傷 付 ぐ こと で 。 

感情 を 、 よ り 、 乱 し や すい 者 。 

感情 を 、 よ り 、 爆 発 さ せ や すい 者 。 

Rte, KU. SHAICRITSS, 
Е. 

列 。 

より 、 被 害 感 を 、 持 ちや すい 者 。 よ り 、 被 害 感 を 、 主 張 し や すい 


者 。 

より 、 被 差別 感情 を 、 持 ちや すい 者 。 よ り 、 被 差別 被害 を 、 主 張 し 
や すい 者 。 

生物 個体 の 分 布 。 

内 側 の 者 。 生 物 の 有 性 生殖 に お ける 、 急 所 の 資源 や 設備 を 所 有する 


者 。 女 性 。 
外側 の 者 。 生物 の 有 性 生殖 に お ける 、 急 所 の 資源 や 設備 を 所 有 し な 
い 者 。 男 性 。 


生物 が 、 彼 自身 の 弱い 点 や 急所 を 、 守 り た いこ と 。 
生物 が 、 彼 自身 の 弱い 点 や 急所 を 、 晒 し た く な いこ と 。 


それ は 、 生 物 に お ける 、 自 己 保 身 性 の 根源 で ある こと 。 
それ は 、 生 物 に お ける 、 内 側 指向 性 の 根源 で ある こと 。 
それ は 、 生 物 に お ける 、 温 室 指向 性 の 根源 で ある こと 。 


そう し た 指向 性 を 。、 よ り 、 和 実現 し や すい 者 。 
彼 は 、 生 物 と し て 、 よ り 、 有 利 で ある こと 。 彼 は 、 生 物 と し て 、 よ 
り 、 優 位 で ある こと 。 彼 は 、 生 物 と し て 、 よ り 、 上 位 で ぁ ある こと 。 
そう し た 指向 性 を 、 よ り 、 和 実現 し に くい 者 。 
彼 は 、 生 物 と し て 、 よ り 、 不 利 で ある こと 。 彼 は 、 生 物 と し て 、 よ 
けり 、 劣 位 で ある こと 。 彼 は 、 生 物 と し て 、 よ り 、 下 位 で ある こと 。 


そう し た 指向 性 を 、 実 現し や すい 者 。 それは 、 女 性 で ある こと 。 
そう し た 指向 性 を 、 実 現し に くい 者 。 それ は 、 男性 で ある こと 。 


そう し た 、 男 女 格差 。 
それ は 、 男 性 差別 の 源泉 で ある こと 。 


人 ハラ スメント 。 
攻撃 する 側 の 者 に よる 、 攻 撃 さ れる 側 の 者 に 対す る 、 上 下関 係 の 、 
強制 。 


生物 と 、 攻 撃 性 。 

攻撃 性 は 、 生 物 一 般 に お いて 、 共 通 に 、 持 っ て いる こと 。 

攻撃 性 は 、 男 性 も 、 女 性 も 、 共 通 に 、 持 っ て いる こと 。 

攻撃 の 非 回 避 者 。 攻 撃 行為 を 、 相 互 に 、 回 避 し な い 者 。 攻 撃 に 対す 
る 耐性 が 、 高 い 者 。 男性 。 

攻撃 の 回 避 者 。 攻撃 行為 を 、 相 互 に 、 回 避 す る 者 。 攻撃 に 対す る 耐 
性 が 、 低 い 者 。 女 性 。 


内 側 の 者 と 、 外 側 の 者 と の 、 格 差 。 

被 差 別 感 情 を 、 持 ちや すい 者 と 、 持 ち に くい 者 と の 、 格 差 。 

そう し た 格差 。 

それ は 、 生 物 に お ける 、 男 女 差別 に 関す る 感情 の 、 源 泉 で ある こ 
と 。 

内 側 の 者 と し て の 、 女 性 。 外側 の 者 と し て の 、 男 性 。 

女性 の 方 が 、 男 性 より も 、 被 差別 感情 を 、 頻 度 的 に 。、 よ り 、 持 ちや 
すい こと 。 

女性 の 方 が 、 男 性 より も 、 被 差別 の 事案 を 、 頻 度 的 に い 、 よ り 、 主 張 
し ゃ やす いこ と 。 


生物 に お いて 。 

外側 の 領域 。 パブリック な 領域 。 公開 貧 域 。 

内 侧 O 领 域 。 了 三 咎 从 一 上 人 丰 领 域 。 非 公开 领域 。 机 密 领 域 。 

彼 自 身 の 、 自 己 保身 性 の 確保 に お ける 、 急 所 。 

生物 は 、 そ の 急所 を 、 彼 自身 の 、 内 側 の 領域 に 、 存 在 さ せる こと 。 


気体 性 の 生物 。 男 性 。 

有 性 生殖 を 行う 生物 に お いて 。 

生殖 機能 の 確保 に お ける 、 急 所 の 、 非 所 有 者 で ある こと 。 

/ 非 中 重 品 や 、 消 耗 品 と し て 、 粗 末 に 扱わ れる こと 。 

自己 捨て 身 性 を 、 強 く 所 有する こと 。 

外側 に 、 分 布 す る こと 。 内側 の 者 を 、 守 る こと 。 内 側 の 者 に 対し 
て 、 温 室生 活 を 、 朝 買 の 形 で 、 提 供する こと 。 

相対 的 な 下位 者 と し て 、 間 温 室生 活 を 、 強 いら れる こと 。 


彼ら 自身 に お ける 、 外 側 の 領域 と 、 内 側 の 領域 の 、 分 布 の 状態 。 
それ は 、 以下 の 内 容 で ある 。 

個々 の 個体 が 、 委 々 、 独 自 に 、 自 律 的 に 、 小 さ な 個 別 の 内 側 の 領域 
を 、 小 さ な 個 別 の 外側 の 領域 に よっ て 、 包 むこ と 。 

それ は 、 以下 の 内 容 で ある 。 


個人 プラ イバシー。 


液体 性 の 生物 。 女 性 。 

有 性 生殖 を 行う 生物 に お いて 。 

生殖 機能 の 確保 に お ける 、 急 所 の 、 所 有 者 で ある こと 。 

貴重 品 と し て 、 大 切 に 扱わ れる こと 。 

自己 保身 性 を 、 強 く 所 有する こと 。 

内 側 に 、 分 布 す る こと 。 外側 の 者 に よっ て 、 守 られ る こと 。 
相対 的 な 上 位 者 と し て 、 特 権 的 な 温室 生活 を 、 送 る こと が 出来 る こ 
と 。 


彼ら 自身 に お ける 、 外側 の 領域 と 、 内 側 の 領域 の 、 分 布 の 状態 。 
それ は 、 以下 の 内 容 で ある 。 

個々 の 個体 が 、 集 団 を 形成 し 、 ひ と まとまり に な る こと 。 

彼ら は 、 互 い に 、 一 体 融合 化す る こと 。 

彼ら は 、 個 別 の 内 側 の 領域 を 融解 させ る こと 。 

彼ら は 、 そ うし て 、 大 き な 、 一 つの 塊 へ と 融合 し 、 統 合 す る こと 。 
彼ら は 、 そ うし た 塊 を 、 巨 大 な 内 部 領域 へ と 、 転 化 さ せよ うと する 
こと 。 

彼ら は 、 そ うし た 巨大 な 内 部 を 、 外 側 の 、 巨 大 な 、 共 有 の 健 域 に 
よっ て 、 ひ と まとまり に し て 、 一括 で 、 包 むこ と 。 

それ は 、 以下 の 内 容 で ある 。 

集団 プラ イバシー。 

液体 内 部 に お ける 、 個 人 プラ イバシー の 、 全 面 的 な 欠如 。 


р, УЕ, BEE. 


集団 ブラ イバシー。 
液体 内 部 に お ける 、 個 人 プラ イバシー の 、 全 面 的 な 欠如 。 
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完全 な 、 弱 い 気体 性 の 個体 。 


移動 生活 様式 社会 に 和 動 生活 様式 社会 に お ける 
#95. ВЕ. Е — 
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な 、 弱 し Piedad ЕЯ. 


生物 が 、 彼 自身 を 、 助 ける 方 式 。 

それ は 、 以下 の 内 容 で ある 。 

気体 性 の 生物 。 男性 。 自 助 。 

液体 性 の 生物 。 女 性 。 相 互 扶 助 。 護送 船 団 。 


生物 に お ける 、 和 気体 的 個体 と 、 液 体 的 個体 の 、 分 布 。 
それ は 、 以下 の 内 容 で ある 。 
生物 に お ける 、 男 性 と 、 女 性 の 、 分 布 。 


生物 に お いて 。 

外側 の 領域 。 気 体 性 の 個体 が 、 分 布 す る こと 。 男性 が 、 分 布 す る こ 
と 。 移動 生活 様式 者 が 、 分 布 す る こと 。 

内 側 の 領域 。 液 体 性 の 個体 が 、 分 布 す る こと 。 女 性 が 、 分 布 す る こ 
と 。 定 住 生 活 様式 者 が 、 分 布 す る こと 。 


気体 性 の 個体 。 
+ 男性 中 个 体 。 

SHORT. AMOR. 移動 生活 様式 者 。 

公 的 領域 。 公 開 領域 。 外側 の 者 。 


| [外人 プラ イバシー。 Oo „ 
\ 


` 
Г 
外側 の 者 。 
Oo 
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aiding 生物 個体 の 分 布 。 
Хенк, 流体 性 の 個体 。 気 体 性 の 個体 
НО, 。 女性 の 個体 。 男性 の 個 休 


気体 性 を 強制 され る 、 液 体 性 ネイ ティ ブ の 者 。 
それ は 、 以下 の 内 容 で ある 。 

男性 性 を 強制 され る 、 女 性 。 

そう し た 者 は 、 以 下 の よ うな 社会 で 、 発 生 す る 。 
移動 生活 様式 の 社会 。 男 性 優位 社会 。 

それ は 、 女 性 差別 の 源泉 で ある こと 。 


液体 性 を 強制 され る 、 気 体 性 ネイ ティ ブ の 者 。 
それ は 、 以 下 の 内 容 で ある 。 

女性 性 を 強制 され る 、 男 性 。 

そう し た 者 は 、 以 下 の よ うな 社会 で 、 発 生 す る 。 
定住 生活 様式 の 社会 。 女 性 優位 社会 。 

それ は 、 男 性 差別 の 源泉 で ある こと 。 


彼 自 身 が 傷 付 か な いこ と 。 彼 自身 が 、 他 者 に よっ て 、 攻 撃 さ れ な い 
こと 。 それら の 内 容 を 、 特 に 、 指 向 す る こと 。 

それ は 、 以下 の 内 容 で ある 。 

自己 保身 性 。 

それ は 、 女 性 的 な 、 指 向 性 で ある こと 。 


彼 自 身 が 傷 付 か な いこ と 。 彼 自身 が 、 他 者 に よっ て 、 攻 撃 さ れ な い 
こと 。 それら の 内 容 を 、 特 に 、 指 向 し な いこ と 。 

それ は 、 以下 の 内 容 で ある 。 

自己 捨て 身 性 。 

それ は 、 男 性 的 な 、 指 向 性 で ある こと 。 


外側 の 者 。 

彼ら は 、 和 気体 性 を 、 所 有 し て いる こと 。 

気体 性 。 

それ は 、 以下 の 内 容 で ある 。 

低 密 度 分 布 。 相 互 の 分 離 独 立 性 。 自 由 性 。 離散 性 。 飛散 性 。 
я 体積 の 拡散 性 。 体 積 の 不定 性 。 体 積 の 、 無 制限 性 や 
無限 性 。 

飛翔 性 。 移 動 性 。 浮 動 性 。 浮 遊 性 。 

戦闘 性 。 攻 撃 性 。 


内 側 の 者 。 

彼ら は 、 液 体 性 を 、 所 有 し て いる こと 。 

液体 性 。 

それ は 、 以下 の 内 容 で ある 。 

高密 度 分 布 。 相 互 の 一 体 融合 性 。 相 互 の まとまり 。 相互 の 結合 。 相 
互 の 調和 。 

体积 O 一 定性 。 体 积 O、 制 限 性 着 限定 性 。 非 拟 散 性 。 

定 着 性 。 定 住 性 。 不 动 性 。 

表向き の 、 仲 良し 性 や 平和 性 。 内 部 に お ける 、 人 陰湿 な 、 足 の 引っ 張 
り 合 いや 、 流 閥 争い や 、 相 互 牽 制 や 、 相 互 監視 の 、 常 態 化 。 戦 闘 性 
や 攻撃 性 の 、 対 外 的 に 隠蔽 され た 、 強 力 な 行使 。 


以下 の (11) は 、 以 下 の ( 2 ) に と っ て 、 以下 の ( 3 ) に 相当 する 
こと 。 

上 記 の 内 容 は 、 以 下 の ( 2 ) に 対し て 、 以下 の (4 ) & BREL 
て 、 も た ら す こと 。 


C1) 

(RPBACO. BRN, WI. 

ея, BRA. Fh. 

苦 役 の 、 専 門 的 な 、 担 当 。 

新しい 領域 へ と 、 進 出す る こと 。 

未 知 领域 D、 探 查 。 

新た な 、 発 明 や 発見 に 対す る 、 試 行 錯誤 に 基づく 、 チ ャ レン ジ と 上 成 
功 。 

科学 的 で 、 分 析 的 で 、 機 械 的 で 、 論 理 的 な 、 思 考 に 基づく 、 新 た な 
知見 の 、 抽 出 や 形成 。 

創造 性 や 独創 性 の 、 発 揮 。 新 機軸 の アイ デア の 、 創 出 。 


(2) 

内 側 の 者 。 

自己 保身 性 の 、 所 有 者 。 

温室 生活 者 。 温 室 環境 の 享受 者 。 
例 。 女 性 。 


(3) 

本 来 、 外 側 の 者 が 、 行 うべ き 、 作 業 。 

本 来 、 温 室 環 境 の 提供 者 が 、 行 うべ き 、 作 業 。 

本 来 、 内 側 の 者 が 、 下 請け の 作業 員 へ と 、 丸 投げ すべ き 、 作 業 。 
本 来 、 内 側 の 者 た ち 自 身 で は 、 行 う 必 然 性 が 、 全 く ぐ 無 い 、 作 業 。 
本 来 、 内 側 の 者 に と っ て 、 以下 の よう な 内 容 に 相当 する 、 作 業 。 


見 下 し や 軽 立 の 、 対 象 と な る 、 作 業 。 
外側 の 者 か ら の 、 内 側 の 者 に 対す る 、 一 方 的 な 朝 頁 の 対象 と な る 、 
作業 。 


(4) 

彼ら 自身 に お ける 、 行 為 へ の 動機 づけ に お いて 。 

危険 の 回 避 し か 、 し よう と し な いこ と 。 

安全 領域 へ の 滞 罰 し か 、 し よう と し な いこ と 。 

楽 で 、 安 全 で 、 快 適 な 、 作 業 し か 、 し よう と し な いこ と 。 

前 例 の 踏 相 と 、 前 例 の 蓄積 と 、 前 例 の 高 品質 化 し か 、 し よう と し な 
いこ と 。 

自力 で の 、 新 規 性 や 革新 性 に 富ん だ 、 発 見 や 発明 を 、 し よう と し な 
いこ と 。 


自力 で の 、 進 歩 や 近代 化 を 、 し よう と し な いこ と 。 
自力 で の 、 創 造 性 や 独創 性 の 発揮 を 、 し よう と し な いこ と 。 


リス ク 。 人 危険 。 
それ は 、 以 下 の 内 容 で ある 。 
脅威 ある 存在 に よっ て 、 攻 撃 さ れる こと 。 


気体 性 。 

リス ク を 取る こと 。 人 脅威 か ら の 攻撃 を 、 特 に 、 回 避 し な いこ と 。 
液体 性 。 

リス ク を 取ら な いこ と 。 人 脅 威 か ら の 攻撃 を 、 回 避 す る こと 。 


気体 性 。 

未知 の 新規 領域 へ と 、 移 動 し て 、 進 出す る こと 。 未 知 の 田 威 に 、 絶 
え ず 、 晒 され る こと 。 リ スク を 取る こと 。 人 危険 と の 対 岩 が 、 絶 え 
ず 、 必 要 で ある こと 。 

危険 性 。 そ れ は 、 気 体 性 の 呪 全 で ある 。 

脅威 や 危険 に 対す る 、 自 力 や 独力 で の 、 試 行 錯 誤 の 連続 に よる 、 新 
規 の 解決 。 そ れ ら の 実行 が 、 生 存 上 、 絶 え ず 必須 で ある こと 。 
その 結果 。 発明 や 発見 を 、 実 現 出来 る こと 。 新しい 知見 を 、 得 る こ 
と が 出来 る こと 。 進歩 や 近代 化 が 、 自 力 で 可能 で ある こと 。 和 先進 性 
を 、 自 力 で 所 有 出 来る こと 。 


液体 性 。 
既知 の 前 例 領域 に 、 定 住 し 、 滞 罰する こと 。 未 知 の 脅威 に 、 晒 され 
な いこ と 。 安 全 や 安定 を 、 取 る こと 。 有 既知 の 田 威 に 対す る 対処 法 


存 を 維持 出来 る こと 。 

その 結果 。 新 し い 知 見 を 、 自 力 で は 、 い つま で も 得 ら れ な いこ と 。 
進歩 や 近代 化 を 、 自 力 で は 、 達 成 出 来 な いこ と 。 先 進 性 を 、 自 力 で 
は 、 所 有 出 来 な いこ と 。 

後進 性 。 そ れ は 、 液 体 性 の 呪縛 で ある 。 


精子 性 。 男 性 性 。 そ れ ら は 、 気 体 性 の 。、 サ プク ラス で ある こと 。 
卵子 性 。 女 性 性 。 そ れ ら は 、 液 体 性 の 、 サ ブ ク ラ ス で ある こと 。 


男性 性 。 そ れ は 、 精子 性 の 、 サ プ セ ッ ト で ある こと 。 


女性 性 。 そ れ は 、 卵 子 性 の 、 サ ブ プ ブ セ ッ ト で ある こと 。 


男性 の 心身 。 それは 、 精子 の 、 乗 り 物 で ある こと 。 それ は 、 精子 
の 、 化 身 で ある こと 。 
HODES, Shit, WFO, PIWCHScKE, < ПЗ, WF 
の 、 化 身 で ある こと 。 


気体 性 の 物質 同士 は 、 同 質 で ある こと 。 
液体 性 の 物質 同士 は 、 同 質 で ある こと 。 


気体 性 の 生物 同士 は 、 同 質 で ある こと 。 
液体 性 の 生物 同士 は 、 同 質 で ある こと 。 


気体 性 と 液体 性 と は 、 互 い に 、 本 質 的 に 、 異 質 で ある こと 。 
気体 性 と 液体 性 と は 、 互 い に 、 相 容れ な いこ と 。 


生物 の 心身 は 、 液 体 の 水分 に よっ て 、 主 に 構成 され て いる こと 。 


生物 に お いて は 。 
液体 性 が 、 標 準 で ある こと 。 
Аа, FEAST. ИИ сос с. 


生物 に お いて は 。 
液体 性 で 動く 、 琉 子 や 女性 が 、 標 準 で 普通 な 、 存 在 で ある こと 。 
気体 性 で 動く 、 FAT PAIS, ЕСИ ВЕСЬ 


植物 に お ける 、 花 粉 と 、 精 細胞 。 

動物 に お ける 、 精 子 。 

それ ら は 、 同 様 に 、 共 通 に 、 気 体 的 で ある こと 。 

それ ら は 、 飛散 する こと 。 

それ ら は 、 室 中 散布 され る こと 。 それ ら は 、 液 中 散布 され る こと 。 
それ ら は 、 室 中 移動 する こと 。 それ ら は 、 液 中 移動 する こと 。 


НИС, MBC, А, 
$195, WF. 


それ ら は 、 同 様 に 、 共 通 に 、 液 体 的 で ある こと 。 
それ ら は 、 定 住 す る こと 。 それ ら は 、 定 着 す る こと 。 
それ ら は 、 不 動 で ある こと 。 


本 書 は 、 学 術 書 を 、 目 指 さ な いこ と 。 
ЖЕ, Же, НСС. 


私 は 、 学 者 を 、 目 指 さ な いこ と 。 
私 は 、 悟 り を 開い た 者 を 、 目 指す こと 。 


私 は 、 学 習 を 、 目 指 さ な いこ と 。 
私 は 、 悟 り を 、 目 指す こと 。 


私 は 、 詳 細 検 討 を 、 目 指 さ な いこ と 。 
私 は 、 要 約 を 、 目 指す こと 。 


私 は 、 個 別 の 検討 を 、 目 指 さ な いこ と 。 
私 は 、 ま と め や 、 統合 を 、 目 指す こと 。 


私 は 、 専 門 性 を 、 目 指 さ な いこ と 。 
私 は 、 総 合 性 を 、 目 指す こと 。 


気体 的 な 上 位 者 。 

物理 的 な 高 エ ネル ギー の 、 所有 者 。 

より 、 高 速 で 飛ぶ 者 。 

高速 移動 者 。 高 加速 移動 者 。 

長 距 離 移動 者 。 

より 、 普 庄 的 に 。 グ ロー バル に 、 飛散 し 拡散 する こと が 、 出 来る 
者 。 


ある 程度 の 、 高 重力 の 、 所 有 者 。 
他 者 を 、 突 き 飛 ば し 、 突 破 し 、 撃 破 で きる 者 。 


液体 的 な 上 位 者 。 
物理 的 な 高 エ ネル ギー の 、 所 有 者 。 


超越 し た 、 高 重力 の 、 所 有 者 。 

不動 者 。 

低 重心 者 。 

С, RERILTCCMMRA BEC KEE, 
中 心 に 位 買 する 者 。 


世界 の 中 心 に な る こと が 、 出 来る 者 。 


ある 生物 が 、 彼 自身 の 強い 点 を 、 周 囲 に 対し て 、 対 外 的 に 、 強 調 す 
る こと 

その 結果 。 

彼 自 身 が 、 周 囲 の 他 者 か ら 、 人 脅威 と し て 、 見 な され る こと 。 

彼 自 身 が 、 周 囲 の 他 者 か ら 、 よ り 、 用 心 さ れ 、 和 警戒 され 、 攻 撃 さ れ 
や すく な る こと 


彼 自 身 が 、 そ うし た 事態 を 、 予 防 す る 必要 が ある こと 。 
その た め の 、 対 策 。 

彼 自 身 の 強 い 点 に つい て 、 そ の 存在 を 、 周 囲 に 対し て 、 あ る 程度 、 
隠す こと 。 

例 。 能 ある 鷹 は 、 爪 を 隠す こと 

彼 自 身 の 強 い 点 に つい て 、 そ の 強調 を 、 抑 制す る こと 
о 周囲 に 対し て 、 あ る 程度 、 見 せる こ 


RAS OBUIAE, 対外 的 に 、 強 調 す る こと 


その 結果 。 

彼 自身 の 存在 が 、 周 囲 の 他 者 か ら 、 よ り 、 安 心 さ れる こと 。 

彼 自 身 が 、 周 囲 の 他 者 か ら 、 よ り 、 気 安く 、 気 楽に 、 接 遇 され る こ 
と 。 

彼 自 身 が 、 周 囲 の 他 者 か ら 、 よ り 、 仲 間 扱 いさ れ や すく な る こと 。 
し か し 。 

彼 自身 が 、 周 囲 の 他 者 か ら 、 攻 略 が 容易 な 対象 と し て 、 見 な され る 


彼 自 身 が 、 周 囲 の 他 者 か ら 、 よ り 、 攻 撃 さ れ や すく な る こと 。 
彼 自 身 が 、 周 囲 の 他 者 か ら 、 よ り 、 下 位 者 と し て 、 扱 われ や すく な 


彼 自 身 が 、 周 囲 の 他 者 か ら 、 よ り 、 虐 待 さ れ や すく な る こと 。 
彼 自 身 が 、 周 囲 の 他 者 か ら 、 よ り 、 搾 取 さ れ や すく な る こと 。 
SES. AHOHEDS. EO. BBanyps<casce. 


その た め の 対 策 。 
彼 自身 の 強い 点 の 存在 を 、 対 外 的 に 、 あ る 程度 、 時 々 、 強 立 する こ 
と 。 


ある 生物 が 、 彼 自身 の 強い 点 を 、 周 囲 に 対し て 、 対 外 的 に 、 強 調 す 


彼 自 身 が 、 周 囲 の 他 者 か ら 、 攻 略 が 困難 な 対象 と 、 見 な され る こ 


彼 自 身 が 、 周 囲 の 他 者 か ら 、 よ り 、 攻 撃 さ れ に くく な る こと 。 
彼 自 身 が 、 周 囲 の 他 者 か ら 、 よ り 、 上 位 者 と し て 、 扱 われ や すく な 


彼 自 身 が 、 周 囲 の 他 者 か ら 、 よ り 、 尊 敬 さ れ や すく な る こと 。 


аль, осы. 

他 者 か ら の 、 上 虐待 や 搾取 を 、 避 ける こと 。 

その た め の 対 策 。 

彼 自 身 の 、 強 い 点 の 強調 と 、 弱 い 点 の 強調 と を 、 交 互 に 行う こと 。 
(RESO, ЗЕЕ <, ЭФЕС, АУ, Я. 
ず 、 取 る こと 。 


液体 性 の 場合 。 


ある 生物 。 
彼 自身 の 神経 系 に お いて 、 МОНЕТ, 


[РН =, ЗЕ) ФСС. 
POR AAR, 忠誠 細 胞 。 貞 節 細 胞 。 
変節 細胞 。 不 中 細胞 。 不 貞 細 胞 。 


ある 生物 。 

彼 自 身 が 仕え る 対象 と し て の 、 上 位 者 。 
彼 自身 に と っ て の 、 同 位 者 。 

例 。 

彼 自身 に と っ て の 、 仲 間 。 

彼 自身 に と っ て の 、 配 偶 者 。 


そう し た 対象 の 相手 を 、 彼 自身 の 都合 に 合わ せ て 、 自 主 的 に 、 頻 蒙 
に 、 取 り 替 える こと 。 

その 行為 が 、 社 会 的 に 、 問 題 と され 、 音 難 され る こと 。 

その 理由 。 

その 社会 に お ける 、 主 流 流 。 

その 社会 に お ける 、 中 心 者 。 

それ は 、 社 会 的 上 位 者 で ある こと 。 


一 方 で は 。 

彼 自身 が 、 彼 自身 に と っ て の 下位 者 を 、 彼 自身 の 都合 に 合わ せ て 、 
自主 的 に 、 占 繁 に 、 取 り 替 える こと 。 

その こと は 、 社 会 的 に 、 何 ら 、 問 題 と され ず 、 間 難 も され な いこ 
と 。 


液体 性 の 場合 。 

上 位 者 が 、 下 位 者 を 、 彼 自身 に と っ て の 、 単 な る 道具 と し て 、 取 り 
扱う こと 。 

それ は 、 社 会 的 に 、 正 当 化 され る こと 。 


下位 者 が 、 上 位 者 を 、 彼 自身 に と っ て の 、 単 な る 道具 と し て 、 取 り 
扱う こと 。 

下位 者 が 、 そ の 行為 を 、 公 式 に 、 公 開 形式 で 、 行 うこ と 。 

それ は 、 社 会 的 に 、 一 切 、 正 当 化 され な いこ と 。 

それ は 、 社 会 的 に 、 音 難 され る こと 。 

し か し 。 一 方 で は 。 

下位 者 が 、 そ の 行為 を 、 非 公式 に 、 非 公開 形式 で 、 行 うこ と 。 
それ は 、 他 の 社会 的 下位 者 た ち に よっ て 、 隠 れ て 、 こ っ そ リ り 、 支 持 
され る こと 。 


気体 性 の 場合 。 

ある 生物 。 

彼 自身 の 神経 系 に お いて 、 以下 の よ うな 講 断 や 決定 や 行動 を 行う 、 
[РАН =, ЗЕ) ФСС. 

ЧЕЯНАН. СФ, 579 вес. WFlMUCT, ЕВ 


扱い を する こと 
不 倍 細胞 。 相 手 と の 契 八 に 、 違 反する こと 。 相 手 に 対し て 、 不 当 な 
扱い を する こと 


それ ら は 、 以下 の 二 つ の 場合 に お いて 、 原 則 と し て 、 共 通 で ある こ 
と 。 

上 上 位 者 と 下位 者 と の 間 。 

同位 者 同士 の 間 。 例 。 仲 間 同士 。 配 偶 者 同士 。 

し か し 。 実 際 に は 。 

上 上 位 者 と 下位 者 と の 関係 に 従っ て 、 契 八 上 の 、 有 利 さ と 不利 さと 
の 、 不 平等 な 力 関 係 が 、 発 生 す る こと 。 

そう し た 不平 等 性 は 、 あ る 程度 、 社 会 的 に 、 見 過ごさ れる こと 。 
その 理由 。 

その 社会 に お ける 、 主 流 流 。 

それ は 、 社 会 的 上 位 者 で ある こと 。 


下位 者 同士 が 、 結 束 す る こと 。 

そう し た 下位 者 た ち が 、 上 位 者 に よる 契約 違反 に 対し て 、 反 抗 や 批 
麟 や 反撃 を 、 公 然 と 、 行 うこ と 。 

そう し た 行為 が 、 社 会 的 に 、 公 式 に 、 許 され る こと 。 

それ は 、 気 体 性 に お いて 、 特 有 で ある こと 。 

そう し た 行為 は 、 気 体 性 に お いて 、 初 め て 、 可 能 で ある こと 。 
そう し た 行為 は 、 液 体 性 に お いて は 、 一 切 、 不 可能 で ある こと 。 
その 理由 。 

液体 性 に お いて は 、 専 制 支配 が 、 必 然 的 に 、 発 生 す る た め 


液体 性 に お ける 、 専 制 支配 の 、 必 然 的 な 発生 。 


C1) 
液体 中 に お いて 。 


メイ ン の 存在 。 そ れ は 、 上 位 者 で ある こと 。 
サブ の 存在 。 そ れ は 、 下 位 者 で ある こと 。 


メイ ン の 領域 は 、 上 位 者 の 領域 で ある こと 。 
サブ プ の 領域 は 、 下 位 者 の 領域 で ある こと 。 


サブ プ の 領域 が メイ ン の 領域 の 内 部 に 、 没 入 し て いる こと 。 
サブ の 領域 が 、 メ イン の 領域 の 内 部 に 、 密 封 さ れ て いる こと 。 


サブ プ の 存在 は は 、 メ イン の 存在 の 外側 に は 、 自 力 で は 、 出 る こと が 、 
決し て 出来 な いこ と 。 

そう し た 、 密 閉 性 を 伴う 、 社 会 的 上 下関 係 や 、 支 配 関 係 。 

それ が 、 専 制 支配 の 源泉 で ある こと 。 


(2) 
液体 中 の 、 上 位 者 。 彼 は 、 と て も 重い こと 。 彼 は 、 超 高 重 力 者 で あ 
る こと 。 


ЖФ. Км. Е. “Се, 彼 は 、 低 重力 者 で ある こと 。 
周囲 の 下位 者 は 、 そ うし た 上 位 者 を 、 決 し て 、 動 か すこ と が 、 出 来 
な いこ と 。 

周囲 の 下位 者 は 、 そ うし た 上 位 者 を 、 決 し て 、 ど か すこ と が 、 出来 
な いこ と 。 

周囲 の 下位 者 は 、 そ うし た 上 位 者 を 、 決 し て 、 倒 すこ と が 、 出 来 な 
いこ と 。 

そう し た 、 不 動 性 を 伴う 、 社 会 的 上 下関 係 や 、 支 配 関係 。 

それ が 、 専 制 支配 の 源泉 で ある こと 。 


メイ ン の 存在 。 
上 位 者 。 


サブ の 存在 。 十 -一 一 一 
下位 者 。 


メイ ン の 存在 。 
ВВЕЛО. 
i Е Lt, 


memo 
YORE. 
wes 


サブ の 存在 は 、 メ イン и 
に 、 nace 、 決 し て 、 こと が 
出来 な いこ と 


液体 性 の 個体 の 問 に お ける 、 専 制 支 配 の 、 Lees Ses 
女性 专用 社会 。 女 性 优 位 社会 。 定 住 生活 样式 社 


专制 支配 。 

それ は 、 そ も そ も 、 人 間 以 前 の 段階 に お いて 、 生 じ て い る こと 。 
それ は 、 そ も そ も 、 生 物 以 前 の 段階 に お いて 、 生 じ て い る こと 。 
それ は 、 物 質 一 般 に お ける 、 液 体 性 の 発現 の 段階 に お いて 、 生 じ て 
いる こと 。 

それ は 、 ON EE DE 
Wace, 


卵子 。 女 性 。 彼 ら は 、 液 体 性 で ある こと 。 

液体 性 は 、 専 制 支配 を 、 も た ら す こと 。 

卵子 。 女 性 。 彼 ら は 、 専 制 支 配 を 、 必 然 的 に 、 行 うこ と 。 

そう し た 専制 支配 の 、 発 生 。 

それ は 、 液 体 的 原理 に 照ら し 含 わ せ た 場 合 、 回 避 不 可能 で ある こ 
と 。 


液体 性 が 、 生 物 に お ける 、 基 本 的 な 性 質 で ある こと 。 

生物 一 般 が 、 液 体 的 で ある こと 。 

生物 一 般 に お ける 身体 の 構成 。 そ れ は 、 液 体 の 水分 が 、 メ イン で あ 
る こと 。 


精子 。 
彼ら は 、 生 物 一 船 に 、 含 まれ る こと 。 


彼ら も 、 卵 子 ほ ど で は 無い が 、 あ る 程度 、 液 体 的 で ある こと 。 
彼ら も 、 卵 子 ほ ど で は 無い が 、 あ る 程度 、 専 制 支配 を 、 行 うこ と 。 
男性 。 

彼ら も 、 女 性 ほど で は 無い が 、 あ る 程度 、 液 体 的 で ある こと 。 
彼ら も 、 女 性 ほど で は 無い が 、 あ る 程度 、 専 制 支配 を 、 行 うこ と 。 


液体 内 部 に お ける 、 気 体 性 の 、 確 保 。 


例 。 
女性 優位 社会 の 内 部 に お ける 、 真 の 男性 性 の 、 確 保 。 
女性 優位 の 男性 に な る こと を 、 回 避 す る こと 。 


定住 生活 様式 社会 の 内 部 に お ける 、 真 の 、 移 動 性 の 、 確 保 。 
真 の 、 新 機軸 で 独創 的 な アイ デア の 、 生 成 能力 の 、 確 保 。 
前 例 踏 覇 者 に な る こと を 、 回 避 す る こと 。 

同調 主義 者 に な る こと を 、 回 避 す る こと 。 

調和 主義 者 に な る こと を 、 回 避 す る こと 。 


それ ら の 、 上 具体 的 な 方 法 。 

それ は 、 以下 の 内 容 で ある 。 

社会 的 引き こも り 。 

それ は 、 以下 の 内 容 で ある 。 

周囲 の 液体 と の 関係 を 、 一 通り 、 完 全 に 、 断 絶 し 続け る こと 。 
周囲 の 液体 と の 間 に 、 隙 間 を 、 確 保 し 続け る こと 。 


Bares 个 体 。 
ФЕ 
ЕЕ 入 会 四 合体 


る а 入会 の 個体 。 


液体 と 、 直 接 、 接 触 し な いこ と 
液体 と の 間 に 、 隙 間 の 空 


液体 内 部 に お ける 、 気 体 性 の 確保 。 


その 場合 に お ける 、 問 題 点 。 

彼 自 身 が 生き て いく た め に 必要 た な 資源 。 
そう し た 資源 を 、 周 半 か ら 、 和 人 入手 す る こと 
その こと の 実現 が 、 困 難 に な る こと 。 


その 対策 。 

ある 、 気 体 性 の 生物 。 

彼 は 、 予 め 、 一 定期 間 は 、 我 慢 し て 、 気 体 性 を 、 一 時 的 に 、 仮 面 的 
<, METSCe, 

彼 は 、 周 囲 の 液体 に 合わ せ て 、 液 体 の 振り を し て 、 働 き 続 ける こ 
と 。 

その 結果 。 

必要 最小 限 の 、 当 座 の 生活 に お いて 十分 な 質 と 量 の 、 資 源 。 

そう し た 資源 の 貯 落 を 、 何 と か 、 実 現す る こと 

その 結果 。 

彼 は 、 社 会 的 引き こも り リ を 、 何 と か 、 開 始 す る こと 。 

その 結果 。 

彼 は 、 気 体 性 を 、 問 題 無 く 、 一 定 の 有限 の 期間 、 持 続 的 に 、 確 保 で 
きる こと 。 


ある 、 気 体 性 の 生物 。 
彼 が 、 周 囲 の 液体 と の 関係 を 、 一 通り 、 完 全 に 、 断 絶 し 続け る こ 
と 。 


その た め の 、 根 本 的 な 対策 。 

周囲 の 液体 に 対し て 。 

決し て 、 彼 自身 の 本 心 を 、 開 か な いこ と 。 

見 か け 上 の み 、 心 を 開く こと 。 

見 か け 上 の み 、 親 し くす る こと 。 

その よう に 、 表 面 的 な 態度 を 、 偽 装 し 続け る こと 。 


彼 自身 に お ける 、 本 当 の プラ イバシー の コア 。 

周 团 O 液 体 | 对 L 屏 。 

その コア を 、 い か な る 場合 に お いて も 、 必 ず 、 確 保 し 続け る こと 。 
その コア を 、 決 し て 、 漫 食 さ れ な いよ うに する こと 。 


気体 性 を 持つ 存在 に よる 、 液 体 性 の 社会 の 、 発 見 。 

気体 性 を 持つ 存在 に よる 、 液 体 性 の 社会 の 、 内 部 探査 。 
気体 性 を 持つ 存在 が 、 そ れ ら の 実現 に 、 成 功 す る こと 。 
それ は 、 そ の まま で は 、 原 理 的 に 、 不 可能 で ある こと 。 


その 理由 。 

液体 性 の 社会 を 、 発 見 する こと 。 

その た め に は 、 液 体 の 内 部 に 、 潜 る 必要 が 有る こと 。 
気体 性 を 持つ 存在 が 、 液 体 の 内 部 に 、 潜 っ た 瞬間 。 
気体 性 を 持つ 存在 が 、 液 体 に 対し て 、 真 に 接触 し た 瞬間 。 


彼 は 、 濡 れ て し まう こと 。 

彼 は 、 気 体 性 を 、 根 本 的 に 、 井 失 す る こと 。 
その 結果 。 

彼 は 、 液 体 の 一 部 と な る こと 。 

彼 は 、 液 体内 部 に 、 所 属す る こと 。 


液体 が 、 強 力 な 、 表 面 張 力 を 、 絶 え ず 、 所 有 し て いる こと 。 

その 力 は 、 閉 鎖 的 で 、 排 他 的 で ある こと 。 

その 力 は 、 液 体内 部 を 、 強 く 、 機 密 化 する こと 。 

その 結果 。 

彼 は 、 液 体 の 外部 に は 、 一 生 、 出 られ な く な る こと 。 

彼 は 、 液 体 の 外部 と は 、 一 生 、 音 倍 不通 に な る こと 。 

彼 は 、 せ っ か くさく 発見 し た 情報 を 、 外 部 に 対し て 、 一 切 、 発 倍 不 能 に 
な る こと 。 


= ОЕ. ИЗ, Aa. ЕЯ, BAY TECECRSEcCE, 


それ ら に 対す る 、 対 策 。 

о 外 装 。 

そう し た 外装 の 設備 を 、 事 前 に 、 十 分 に 、 着 用 する こと 
例 。 

防水 効果 が ある 、 潜 水 艦 。 

ВАК, 効果 が ある 、 潜 水 服 。 


液体 内 部 へ と 潜る 際 に 、 そ うし た 設備 を 、 十 分 に 、 活 用 する こと 。 
液体 内 部 へ と 、 一 時 的 に 滞在 し 続け る 際 に 、 そ うし た 設備 を 、 十 分 
lc, MAD. GALMITSTE, 


そう し た 対策 。 
それ は 、 以 下 の ( 1 ) に と っ て 、 以下 の ( 2 ) の 実現 の た め に 、 必 
須 で ある こと 。 


C1) 

気体 性 の 生物 。 

精子 。 男 性 。 移 動 生 活 様式 者 。 男性 優位 社会 の 構成 者 。 
(2) 


以下 の よう な 社会 の 、 発 見 や 内 部 探査 
液体 性 の 生物 が 生成 する 、 社 会 一 般 。 
卵子 の 社会 。 

女性 専用 社会 。 

女性 優位 社会 。 

定住 生活 様式 社会 。 


そう し た 対策 の 、 具 体 的 な 内 容 。 

液体 内 部 に お いて 、 気 体 的 な 本 性 を 隠蔽 し な が ら 、 表 向き 、 ず っ 
と 、 液 体 的 に 、 振 舞い 続け る こと 。 

液体 的 な 仮面 を 、 気 体 的 な 本 当 の 顔 の 上 に 、 ず っ と 、 被 リ 続 ける こ 
と 。 


そう し た 対策 の 、 根 本 的 な 欠陥 。 
それ は 、 以下 の 内 容 で ある 。 


気体 性 を 持つ 存在 。 
初期 状態 に お いて 。 


彼 が 、 真 の 液体 性 を 、 そ も そ も 、 全 く 知 ら な いこ と 。 
その 結果 。 
彼 が 、 液 体 性 の 仮面 を 、 そ も そ も 、 全 く 、 見 つけ る こと が 出来 な い 


Е 
彼 が 、 液 体 性 の 仮面 の 被り 方 を 、 そ も そ も 、 全 く 知 ら な いこ と 。 


気体 性 を 持つ 存在 。 

Е BOWACWOT. Же, ВСЕЖЕ, BD 
る こと 。 

彼 が 、 真 の 液体 性 を 、 永 遠 に 、 体 得する こと が 出来 な いま まで 、 終 
わる こと 。 

彼 が 、 真 の 液体 性 を 、 永 遠 に 、 理 解す る こと が 出来 な いま まで 、 終 
わる こと 。 

彼 が 、 真 の 液体 の 内 情 を 、 了 永遠 に 、 理 解す る こと が 出来 な いま ま 
< 終わ る こと 。 

例 。 

欧米 諸国 の 社会 学者 た ち 。 

彼ら が 、 以 下 の 内 容 を 、 そ の まま で は 、 永 久 に 、 理 解 出 来 な いこ 
г. 

中 国 や ロシア や 日 本 や 韓国 の 社会 に お ける 、 真 の 社会 的 内 情 。 


そう し た 欠陥 に 対す る 、 暫 定 的 な 対策 。 
それ は 、 以下 の 内 容 で ある 。 


気体 性 を 持つ 存在 。 
彼 が 、 以 下 の 内 容 を 、 実 施す る こと 。 


液体 分 子 運 動 の シミ ュ レ ーション の プロ グラ ム を 、 和 実行 する こと 。 
その こと で 、 個 々 の 、 液 体 分 子 の 動き を 、 目 視 し て 、 理 解す る こ 
と 。 

その こと で 、 個 々 の 、 液 体 分 子 に 掛か る 、 分 子 間 力 を 、 目 視 し て 、 
理解 する こと 。 

その こと で 、 個 々 の 、 液 体 分 子 に 掛か る 、 表面 張 力 を 、 目 視 し て 、 
理解 する こと 。 


その 結果 。 

以下 の 内 容 を 、 暫 定 的 に 、 理 解す る こと 。 
定住 生活 様式 者 と し て の 、 液 体 分 子 。 
ВОВЕ CUTO, ЖЖ. 


集団 主義 者 と し て の 、 液 体 分 子 。 
同調 主義 者 と し て の 、 液 体 分 子 。 
調和 主義 者 と し て の 、 液 体 分 子 。 
隐蔽 主义 者 上 L 忆 O、 液 体 分 子 。 
排他 主義 者 と し て の 、 液 体 分 子 。 
専制 支配 者 と し て の 、 液 体 分 子 。 
温室 生活 者 と し て の 、 液 体 分 子 。 
中 心 指向 者 と し て の 、 液 体 分 子 。 


その 結果 。 
以下 の 内 容 を 、 暫 定 的 に 、 実 施す る こと 。 


単 一 の 液体 分 子 の 、 振 る 舞い 。 
その 、 液 体 性 の 生物 の 、 振 る 舞い へ の 、 買 き 換え 。 
その 、 女 性 の 、 振 る 舞い へ の 、 買 き 換 え 。 


液体 分 子 群 の 、 振 る 舞い 。 

その 、 液 体 性 の 生物 の 社会 の 、 振 る 舞い へ の 、 買 き 換 え 。 
その 、 液 体 性 の 人 間 の 社会 の 、 振 る 舞い へ の 、 買 き 換 え 。 
その 、 女 性 専用 社会 の 、 振 る 舞い へ の 、 買 き 換え 。 

その 、 女 性 優位 社会 の 、 振 る 舞い へ の 、 買 き 換え 。 

その 、 定 住 生活 様 式 社会 の 、 振 る 舞い へ の 、 置 き 換 え 。 


生物 的 神経 系 に 対し て 、 宗 教 心 を 、 持 た せる こと 。 そ の 方 法 。 
それ は 、 以 下 の 内 容 で ある 。 


生物 的 神経 系 に お いて 、 以下 の よ うな 行為 を 、 さ せる こと 。 その こ 
ce, с, ЕЭС. 

頼る こと 。 彼 自身 以外 の 他 者 に 対し て 。 

生物 的 神経 系 に 対し て 、 以 下 の よ うな 心理 を 、 新 た に 、 持 た せる こ 
«, 

依頼 心 。 


そう し た 心理 を 生み 出す た め に 。 
生物 的 神経 系 に 対し て 、 以 下 の よ うな 心理 を 、 新 た に 、 持 た せる こ 


ae 

恐怖 の 心 。 
不安 の 心 。 
ЖА ФИ» 
绝望 O 心 。 


(1) 

そう し た 心理 を 生み 出す た め に 。 

生物 的 神経 系 に 対し て 、 以 下 の よ うな 体験 を 、 新 た に 、 さ せる こ 
ES 

問題 に 対す る 、 自 力 で の 解法 発見 が 、 不 可能 で ある こと 。 彼 自身 
が 、 そ の こと を 、 和 実感 する こと 。 

問題 に つい て の 、 自 力 で の 解決 が 、 不 可能 で ある こと 。 НЫ, 
その こと を 、 和 実感 する こと 。 

彼 自 身 の 、 問 題 解決 に お ける 、 無 能 性 。 彼 自身 が 、 そ の こと を 、 自 
覚 す る こと 。 彼 自 身 が 、 そ の こと に 対し て 、 絡 望 す る こと 。 

彼 自 身 が 抱え る 問題 の 解決 を 、 他 の 有人 能 者 へ と 、 思 わ ず 、 丸 投げ し 
た く な る こと 。 彼 自身 が 、 そ うし た 欲求 を 、 新 た に 、 持 つこ と 。 
彼 自 身 が 抱え る 問題 の 解決 に お いて 、 他 の 有人 能 者 に 、 思 わ ず 、 頼 り 
た く な る こと 。 彼 自身 が 、 そ うし た 欲求 を 、 新 た に 、 持 つこ と 。 
彼 自身 が 抱え る 問題 を 解決 出来 る 、 有 能 者 。 例 。 他 者 。 彼 自身 。 
Е LEBRBOTC CA, EMBEULT. MHL, ВОВ 
こと 。 彼 自身 が 、 そ うし た 欲求 を 、 新 た に 、 持 つこ と 。 
そう し た 有 能 者 に お ける 、 有 能 性 が 、 超 絶 的 に 、 高 い 場 合 。 

そう し た 有 能 者 の こと を 、 ВЕНЕЦ. MBL. RHRLE< 
な る こと 。 彼 自身 が 、 そ うし た 欲求 を 、 新 た に 、 持 つこ と 。 


自己 無力 感 が 。 よ り 強 い 生 物 。 
彼ら は 、 よ り 強 い 宗 教 心 を 、 持 ちや すい こと 。 彼ら は 、 宗 教 の 倍 者 
に 、 よ り 、 な けり や すい こと 。 
自己 有 能 感 が 。、 よ り 強 い 生 物 。 
彼ら は 、 よ り 強 いい 宗教 心 を 、 持 ちや すい こと 。 彼ら は 、 宗 教 の 教祖 
に 、 よ り 、 な けり や すい こと 。 


(2) 

そう し た 心理 を 生み 出す た め に 。 

生物 的 神経 系 に 対し て 、 以 下 の よ うな 心理 的 傾向 を 、 新 た に 、 持 た 
せる こと 。 


自己 保 身 性 。 

すなわち 。 

彼 自 身 の 保身 を 、 い か な る 場合 に お いて も 、 最 優先 し た いこ と 。 
彼 自身 の 生存 維持 を 、 他 者 自身 の 生存 維持 より も 、 最 優先 し た いこ 
と 。 


彼 自身 の 生存 維持 に お ける 、 困 難 性 。 
НЕЕ 9, ВЕРЕ, 


(2-1) 

ИБ ФЕИ, НЫ <, ИХ, ЖЕНА, HA 
Dib, BOL, 

そう し た 彼 自 身 に お ける マイ ナス の 心理 を 、 根 本 的 に 取り 除い て く 
NS, BRA. FOLK, the. 


(2-2) 

НЕИЗ, ИБ ФО, BR BATS Cc, ХИЛЛ 
決 を 、 し た く な いこ と 。 

その 理由 。 

そう し た 行為 は 、 危 険 で ある か ら 。 

そう し た 行為 は 、 非 温室 的 で ある か ら 。 


そう し た 行為 を 、 彼 自身 の 代わ り に 、 行 っ て くれ る 、 自 己 犠牲 精神 
に 溢れ た 、 有 能 者 。 そ うし た 、 他 者 。 


(2-3) 

EN 50GEORES, ESM, ЖОсИВИЕ С, 

Я. RABOLEICSIVC. ARLHS, ОИС С. 
彼 自 身 が 、 究 極 の 有 能 者 で ある こと 。 


そう し た 有 能 者 の こと を 、 上 位 者 と し て 、 称 賛 し 、 尊 敬 し た く な る 
こと 。 彼 自身 が 、 そ うし た 欲求 を 、 新 た に 、 持 つこ と 。 

そう し た 有 能 者 に お ける 、 有 能 性 が 、 超 絶 的 に 、 高 い 場 合 。 

そう し た 有 能 者 の こと を 、 絶 対 者 や 神 と し て 、 絶 賛 し 、 崇 拝 し た く 
な る こと 。 彼 自身 が 、 そ うし た 欲求 を 、 新 た に 、 持 つこ と 。 


自己 保身 性 が 。、 よ り 強 い 生 物 。 
温室 生活 者 と し て の 性 格 が 、 よ り 強 い 生 物 。 


彼ら は 、 よ り 強 い 宗 教 心 を 、 持 ちや すい こと 。 
例 。 女 性 。 


絶対 者 。 神 。 

彼ら は 、 究 極 の 、 有 能 者 で ある こと 。 
彼ら は 、 全 能 者 で ある こと 。 

彼ら は 、 最 上 位 者 で ある こと 。 


全能 者 。 何 で も 出来 る 者 。 
有人 能 者 。 そ の 場 に お いて 必要 な 機能 の 、 提 供 が 、 出 来る 者 。 
無能 者 。 何 も 出来 な い 者 。 


彼 自身 が 、 彼 自身 に つい て 、 以下 の よ うに 感じ る こと 。 

全能 感 。 彼 自身 が 、 何 で も 出来 る こと 。 НВ, 全能 者 で ある こ 
と 。 彼 自身 が 、 細 対 者 や 神 で ある こと 。 彼 自身 が 、 そ の こと を 、 自 
覚 す る こと 。 

有人 能 感 。 彼 自身 が 、 そ の 場 に お いて 必要 な 機能 の 、 提 供 が 、 出 来る 
こと 。 彼 自身 が 、 有 能 者 で ある こと 。 彼 自身 が 、 そ の こと を 、 自 覚 
する こと 。 

無能 感 。 彼 自身 が 、 何 も 出来 な いこ と 。 彼 自身 が 、 無 能 者 で ある こ 
2. 彼 自 身 が 、 有 人 能 者 と し て の 他 者 を 、 必 要 と する こと 。 彼 自身 

が 、 そ の こと を 、 自 覚 す る こと 。 


それ ら は 、 以 下 の 内 容 で ある 。 

彼 自身 に お ける 、 生 き や す さ の 確保 。 

その た め に 必要 な 、 彼 自身 に お ける 、 問 題 解決 の 能力 。 
そう し た 能力 の 、 有 無 。 

そう し た 能力 の 、 水 準 の 、 高 低 。 

それ ら に つい て の 、 彼 自身 に お ける 、 自 覚 。 

そう し た 自覚 が 、 彼 自身 に お いて 、 新 た に 、 生 じ る こと 。 
それ は 、 彼 自身 に お ける 、 宗 教 心 の 源泉 で ある こと 。 


液体 性 と 、 専 制 支配 。 


液体 内 部 に お いて 。 
その 内 部 領域 は 、 集 合 論 の 視点 か ら は 、 以下 の 二 通 り へ と 、 例 外 無 


し に 、 区 分 され る こと 。 

より 、 サ ブ の 儲 域 を 、 包 み 、 含 むこ と 。 

より 、 メ イン の 領域 へ と 、 包 まれ 、 含 まれ る こと 。 

そう し た 、 メ イン の 領域 と 。 サブ の 領域 し か 、 存 在 し 得 な いこ と 。 
メイ ン の 領域 の 枠 。 

ФМЗ, УФН, Е, ОН, Нал 
む 形 で 、 成 立 す る こと 


メイ ン の 領域 の 所 有 者 。 そ れ は 、 上 位 者 で ある こと 。 
サブ の 領域 の 所 有 者 。 そ れ は 、 下 位 者 で ある こと 。 


=> О, ВЕ ТЕ Ф-НЕВ, ИЛЬВЕС -, 
不可 避 で ある こと 。 

それ は 、 以 下 の 内 容 で ある 。 

液体 性 に お ける 、 専 制 支配 の 発生 。 その 、 必 然 性 。 


液体 内 部 に お いて 。 

AT YOR. Ен, RSM. ТЕ, №. 

サブ の 者 。 下位 者 。 彼 ら が 、 そ の 枠 の 外側 へ と 脱出 する こと 

その 実現 が 、 液 体 性 それ 自体 に 基づい て 、 自 動 的 に 、 不 可能 と な る 
ее 

その 実現 が 、 液 体 性 それ 自体 に 基づい て 、 自 動 的 に 、 禁 止 さ れる こ 


о 


例 。 
вас, вс. 


可愛 さ 。 
相手 の 下位 者 が 、 上 位 者 に 対し て 、 彼 自身 に つい て 、 以下 の よう 
に 、 思 い 込 ませ る こと 。 


上 位 者 が 、 相 手 の 下 位 者 に 対し て 、 以下 の よ うに 、 思 うこ と 。 
私 は 、 あ な た の こと を 、 可 朋 が り た い 。 

MIs, BREOTCER, BELELI. 

相手 の 下位 者 が 、 上 位 者 に 対し て 取る 、 そ うし た 態度 。 


т] ес“. 
それ は 、 以下 の 内 容 で ある 。 


ЕАН, FORE LTE. №. 

EMBle kIT, FCORANE, ANSNSce, 

その 設定 枠 か ら 、 出 な いこ と 。 

その 設定 枠 か ら 、 出 よう と し な いこ と 。 

その 設定 枠 か ら 、 出 た く な いこ と 。 

thls, Mild, 以下 の 内 容 で ある 。 

下位 者 が 、 上 位 者 に よる 専制 支配 を 、 容 認 し 、 待 望 す る こと 。 
それ ら の こと を 、 下位 者 が 、 上 位 者 に 対し て 、 保 証し 、 明 示す る 、 
態度 。 


可愛 く な いこ と 。 
それ は 、 以下 の 内 容 で ある 。 


ЕАН, FORE LTE. №. 

下位 者 に よる 、 そ の 枠 に 、 衝 突 す る 、 行 為 。 

下位 者 に よる 、 そ の 枠 の 存在 に 対し て 、 反 抗 し 、 抵 抗 す る 、 行 為 。 
FUBIkS, COMORES, HFSS. 1125. 

下位 者 に よる 、 そ の 枠外 へ と 出 よ うと する 、 人 行為 。 

それ ら の 行為 を 、 下 位 者 が 、 上 位 者 に 対し て 、 取 ろう と する こと 。 
下位 者 に よる 、 そ うし た 態度 。 


可 朋 さ 。 そ の 概念 が 、 社 会 的 に 存在 する こと 。 

それ は 、 以下 の 内 容 で ある 。 

液体 性 に お ける 、 専 制 支配 の 現象 。 そ の 明示 的 な 証拠 と な る こと 。 
その 社会 の 液体 性 。 そ の 明示 的 な 証拠 と な る こと 。 


液体 性 に お ける 、 専 制 支配 の 、 多 重 性 。 

液体 内 部 に お いて 、 最 上 位 の メイ ン の 領域 は 、 よ り 下 位 の サブ の 領 
域 を 、 呑 み 込み 、 色 含 し て いる こと 。 

その サブ 領域 は 、 よ り 下 位 の サブ の 領域 を 、 呑 み 込 み 、 色 含 し て い 
る こと 。 

その サブ 領域 は 、 よ り 下 位 の サブ の 領域 を 、 呑 み 込み 、 色 含 し て い 
る こと 。 

それ ら の 繰り 返し 。 


それ は 、 以下 の 内 容 で ある 。 

液体 内 部 に お いて 、 最 上 位 の メイ ン の 領域 は 、 よ り 下 位 の サブ の 領 
域 を 、 専 制 支配 し て いる こと 。 

その サブ 領域 は 、 よ り 下 位 の サブ の 領域 を 、 専 制 支配 し て いる こ 


С. 

その サブ 領域 は 、 よ り 下 位 の サブ プ の 領域 を 、 専 制 支配 し て いる こ 
Га 

それ ら の 繰り 返し 。 


それ は 、 以下 の 内 容 で ある 。 
液体 性 に お ける 、 専 制 支配 の 、 多 重 構 造 。 


それ は 、 以 下 の 内 容 で ある 。 

液体 内 部 に お いて 、 最 上 位 の メイ ン の 領域 は 、 よ り 下 位 の サブ の 領 
域 を 、 可 愛 が っ て いる こと 。 

その サブ 領域 は 、 よ り 下 位 の サブ の 領域 を 、 可 愛 が っ て いる こと 。 
その サブ 領域 は 、 よ り 下 位 の サブ の 領域 を 、 可 愛 が っ て いる こと 。 
それ ら の 繰り 返し 。 


それ は 、 以下 の 内 容 で ある 。 

液体 内 部 に お いて 、 最 上 位 の メイ ン の 領域 に 対し て 、 よ り 下 位 の サ 
ブ の 領域 が 、 可 愛 い 態度 を 見 せ て いる こと 。 

その サブ 領域 に 対し て 、 よ り 下 位 の サブ の 領域 が 、 可 愛 い 態度 を 見 


せ て いる こと 。 
その サブ 領域 に 対し て 、 よ り 下 位 の サブ の 領域 が 、 可 朋 い 態度 を 見 
せ て いる こと 。 


それ ら の 繰り 返し 。 


それ は 、 以下 の 内 容 で ある 。 
液体 性 に お ける 、 可 愛さ の 、 多 重 構造 。 


可愛 い 行 動 。 

ут Ore Reh の 存在 の 外側 に 、 自 力 で 、 
出 よ 

Be, Gaiam ote YOPEICHLT. ta 


可愛 く 动 。 
#7 ея - ия 
出 よ うと する 

7 ORE x4 ФНО. < 


の 存在 の 外側 に 、 自 力 で 、 


生物 の 身体 。 

それ は 、 彼 自身 の 神経 系 を 、 含 むこ と 。 
それ は 、 彼 自身 の 精神 を 、 含 むこ と 
それ は 、 彼 自身 の 心 を 、 含 むこ と 


生物 の 心身 。 生 物 の 身体 に お ける 、 神 経 系 と 、 そ れ 以 外 の 部 分 


生物 の 心身 。 

それ は 、 生 殖 細胞 の 、 乗 り 物 で ある こと 。 

その こと は 、 生 物 に お ける 、 遺 伝 的 子 拓 の 生成 に 、 関 連 し て いる こ 
と 。 


生物 の 身体 に お ける 、 神 経 系 以外 の 部 分 

それ は 、 和 神経 系 の 、 乗 り 物 で ある こと 。 

それ は 、 和 神経 系 に お ける 、 思 考 回 路 の 、 乗 り 物 で ある こと 。 
思考 回 路 。 

結合 先 の 次 細胞 の 選択 に お いて 、 可 変性 や 新規 性 を 持つ 、 中 間 細 
胞 。 思 考 细胞 。 

そう し た 思考 細胞 群 が 形 成す る 、 後 天 的 な 、 神 経 回 路 。 

その こと は 、 生 物 に お ける 、 文 化 的 子 拓 の 生成 に 、 関 連 し て いる こ 
と 。 


EDL. MICHFAOLMICSBIIT. 

思考 回 路 が 保有 する 、 ト ポロ ジ カ ル な 形状 。 

そう し た 形状 に 関す る 情報 の 、 外 部 環境 に 対す る 、 物 理 的 刻印 。 5 
ン ボ ル 。 

その 生物 に お いて 、 そ うし た 刻印 の 能力 が 、 必 須 で ある こと 。 
そう し た 刻印 を 介し た 、 他 の 神経 系 へ の 、 そ うし た 思考 回 路 の 、 複 
в. 
そう し た 生物 の 間 に お いて 、 そ うし た 刻印 の や り 取 り の 能力 が 、 必 
須 で ある こと 。 

生物 的 神経 系 に お ける 、 そ うし た 能力 。 

それ は 、 以下 の 内 容 で ある 。 

シン ボリ ッ ク な 相互 作用 。 その 能力 。 


S 


移動 生活 様式 者 。 移 動 生活 様式 社会 。 
例 。 欧 米 諸国 。 中 東 諸 国 。 モ ン ゴ ル 。 


彼ら が 、 彼 ら 自 身 の 生 存 維持 に お いて 、 抱 える 、 根 本 的 な 問題 。 
それ は 、 以 下 の 内 容 で ある 。 


植物 の 生育 が 不良 な 、 外 部 環境 。 

Pil, БОЛЕЕ, ЗЕ, ВЕРА, 

それ ら は 、 そ うし た 環境 の 下 で 暮らす 人 々 に お いて 、 以下 の よう な 
生活 様式 を 、 生 成す る こと 。 

移動 生活 様式 。 

それ は 、 以 下 の 内 容 で ある 。 

家 畜 O 放 牧人 入 D、 生 活 上 OD、 全 面 的 区 依存 。 


28-Е лк, $95. ZEROKBO, НВ СЕ. ВЕ, 
それ は 、 以下 の 結果 を 、 も た ら す 。 

移動 生活 様式 社会 に お ける 、 以 下 の 内 容 を 思考 する こと の 、 不能 性 
や 、 Bete. 

人 間 の 存在 を 、 生 物 一 般 へ と 、 含 め る こと 。 

人 間 の 精神 の 内 部 に 、 生 物 一 般 に 共通 する 性 質 を 、 幅 広く 、 全 面 的 
に 、 見 出す こと 。 

移動 生活 様式 社会 に お ける 、 そ うし た 思考 の 、 容 認 。 

それ は 、 そ の 社会 の 人 々 に 対し て 、 以 下 の 内 容 を 、 も た ら す こと 。 
深刻 な 、 精 神 の 崩壊 。 


深刻 な 、 精 神 の 狂乱 。 

彼ら は 、 そ れ ら を 防止 する た め 、 以下 の 施策 を 、 強 制 さ れる こと 。 
ОЕ Ас. RBBRO, МЕРЫ, PMR = 
うし た 必要 性 の 発生 。 

その 結果 。 

彼ら は 、 植 物 の 生育 が 不良 な 外部 環境 に 対し て 、 生 き 残 る こと が 出 
来 な く な り 、 死 滅する こと 


彼ら は 、 そ れ ら を 防止 する た め 、 以下 の 思考 を 、 強 迫 的 に 、 行 う 必 
要 が 有る こと 。 

人 間 の 存在 を 、 他 の 生物 一 般 と は 、 唆 別 す る こと 

それ は 、 彼 ら に 対し て 、 以 下 の 二 つの 思考 に つい て の 、 二 者 択 一 
eee 


ЗЕ, ВОО, AMUCHSECE. 
存在 は 、 他 の 生物 一 般 よ り も 、 下 位 で ある こと 。 


mm! 
UV oI 一 
Эээ 


(2) 
彼ら の 存在 は 、 他 の 生物 一 般 よ り も 、 優 位 で ある こと 。 
彼ら の 存在 は 、 他 の 生物 一 般 よ り も 、 上 位 で ある こと 。 


上 记 OD (1 ) Id. RS6lCE DT. RVC. THC. BSN 
け 入 れ 難 い 内 容 で ある こと 。 

EDR. 

彼ら に は 、 上 記 の ( 2 ) を 、 受 け 入 れる 選択 肢 し か 、 残 され て いな 
いこ と 。 

EDR. 

彼ら は 、 上 記 の ( 2 ) を 、 必 死に な っ て 、 強迫 的 に 主張 し 続け る し 
か 、 無 いこ と 。 

例 。 

ユダ ヤ 教 。 キ リス ト 教 。 イ スラ ム 教 。 

それ ら の 宗教 に お ける 、 天 地 創 造 の 神話 。 

その 内 容 に お ける 、 人 間 の 、 他 の 生物 一 般 に 対す る 、 圧 倒 的 優位 性 
の 、 主 張 。 


上 記 の 内 容 。 
それ ら は 、 移 動 生活 様 式 者 に お ける 、 根 本 的 な 急所 で あり 、 致 命 的 
な 弱点 で ある こと 。 


それ ら は 、 移 動 生 活 様式 社会 に お ける 、 根 本 的 な 急所 で あり 、 致 語 
的 な 弱点 で ある こと 。 


定住 生活 様式 者 。 定 住 生 活 様式 社会 。 

例 。 中 国 。 ロ シア 。 韓国 。 日 本 。 

彼ら が 、 以 下 の 要 所 を 、 ず っ と 、 絶 え 間 無く 、 突 き 続 け 、 攻 め 続 け 
る こと 。 

移動 生活 様式 の 人 々 に お ける 、 上 記 の 急所 や 弱点 。 

その 結果 。 

定住 生活 様式 者 。 定住 生活 様式 社会 。 

彼ら は 、 以 下 の 内 容 の 実現 が 、 新 た に 、 出 来る よう に な る こと 。 
移動 生活 様式 者 や 、 移 動 生活 様式 社会 に 対し て 、 世 界 的 に 、 永 続 的 


に 、 優位 に 立ち 続け る こと 。 


他 の 社会 に よる 、 後 天 的 定住 集団 社会 の 、 支 配 。 
そう し た 支配 の 、 永 続 的 な 、 可 能 化 。 
例 。 他 国 に よる 、 日 本 に 対す る 、 永 続 的 な 支配 。 


その 方 法 。 

それ は 、 以 下 の ル ー ル に 、 基 づく こと 。 

他 の 社会 が 、 後 天 的 定住 集団 社会 に お ける 最上 位 を 、 奪 取 す る こ 
と 。 

他 の 社会 が 、 そ の 実現 に 、 い っ た ん 成功 し た 場合 。 

上 記 の 社会 は 、 そ の 後天 的 定住 集団 社会 を 、 何 ら 抵抗 を 受け る こと 
無く 、 永 続 的 に 、 支 配 し 続け る こと が 、 出 来る こと 。 

例 。 戦 後に お ける 、 ア メリ カ に よる 、 日 本 の 支配 。 そ の 、 永 続 。 


その 前 提 条 件 。 

他 の 社会 が 、 後 天 的 定住 集団 社会 に お ける 最上 位 を 、 奪 取 し よう と 
する 場合 。 

その 後天 的 定住 集団 社会 の 側 か ら 、 総 力 戦 で の 、 決 死 の 、 玉 砕 的 
な 、 総 合 的 で 全面 的 な 抵抗 を 、 徹 底 的 に 、 受 ける こと 。 


そう し た 抵抗 は 、 そ の 後天 的 定住 集団 社会 の 最上 位 者 が 、 負 け を 認 
め る まで 、 永 久 に 続く こと 。 

他 の 社会 は 、 上 記 の 最終 目的 の 達成 の た め に 、 そ うし た 抵抗 を 、 徹 
底 的 に 、 一 つ 残 ら ず 、 完 全 に 粉砕 する 必要 が ある こと 。 


例 。 太 平 洋 戦争 に お ける 、 ア メリ カカ に よる 、 日 本 本 土 に 対す る 、 徹 
底 的 な 、 爆 撃 と 焦土 化 。 

他 の 社会 は 、 上 記 の 最終 目的 の 達成 の 後 、 新 た な 抵抗 の 可能 性 を 完 
全 に 封じ 込め る た め の 軍 備 を 、 そ の 後天 的 定住 集団 社会 の 中 心 部 の 
極 く 近傍 に 、 継 続 的 に 、 配 買 す る こと 。 

例 。 戦 後に お ける 、 ア メリ カ に よる 、 日 本 の 首都 園 の 極 く 近辺 へ 

の 、 大 規模 な 軍備 の 配 買 の 、 実 施 と 継続 。 


後天 的 定住 集団 社会 に お ける 、 こ うし た 性 格 。 
それ は 、 後 天 的 定住 集団 社会 に お ける 、 根 本 的 な 急所 で あり 、 致 語 
的 な 弱点 で ある こと 。 


そう し た 急所 や 弱点 。 
それ を 、 別 の 社会 が 、 新 た に 活用 する こと 。 そ の 可能 性 。 


例 。 他 の 、 定 住 生活 様式 社会 。 
中 国 。 ロ シア 。 韓国 。 


彼ら は 、 そ の 後天 的 定住 集団 社会 の 支配 に 当たっ て 、 専 制 支配 を 、 
更に 、 組 み 入 れる こと 。 

彼ら は 、 そ の こと で 、 そ の 後天 的 定住 集団 社会 に 対す る 、 永 続 的 支 
配 を 、 更 に 、 強 固 に する こと が 出来 る こと 。 


彼ら が 、 そ の 後天 的 定住 集団 社会 に 対し て 、 深 い 恨 み を 、 予 め 、 抱 
いて いる 場合 。 

例 。 日 本 に 対し て 。 

仮に 、 彼 ら が 、 そ の 後天 的 定住 集団 社会 の 最上 位 を 、 奪 取出 来 た 場 
彼ら は 、 そ の 後天 的 定住 集団 社会 の こと を 、 永 久 に 、 傷 め 続け 、 い 
た ぶり 続け る こと が 、 出 来る こと 。 

例 。 韓 国 は 、 そ うし た 日 本 を 、 永久 に 、 傷 め 続 け 、 い た ぶり 続け る 
こと が 、 出 来る こと 。 


生物 に お ける 、 有 性 生殖 の 、 起 源 。 
それ は 、 以 下 の 内 容 で ある 。 


(1) 

НОЖ WAECHS CE, 

そう し た 、 液 体 性 の 生物 個体 の 中 か ら 、 相 対 的 に 気体 性 の 生物 個体 
が 、 新 た に 、 和 生成 され た こと 。 

そう し た 、 人 遺伝 情報 に お ける 、 突 然 変 異 の 、 発 生 。 

それ は 、 有 性 生殖 の 起源 で ある こと 。 

それ は 、 生 物 に お ける 、 液 体 性 の 配偶 者 と 、 気 体 性 の 配偶 者 と の 、 
分 離 で ある こと 。 

Enid, EMICKHIFS, BFEMFEO, HDHCHS cE, 

それ は 、 生 物 に お ける 、 男 女 の 分 離 で ある こと 。 


(2) 

生物 の 本 質 が 、 液 体 性 で ある こと 。 

そう し た 生物 に お いて 、 相 対 的 に 気体 性 の 生物 と 、 相 対 的 に 液体 性 
の 生物 と が 、 新 た に 、 分 離し た こと 。 

例 。 相 対 的 に 気体 性 の 生物 と し て の 、 ウ ィ ル ス 。 

例 。 相 対 的 に 液体 性 の 生物 と し て の 、 多 細胞 生物 。 


そう し た 、 人 遺伝 情報 に お ける 、 突 然 変 異 の 、 発 生 。 

そう し た 、 相 対 的 に 気体 性 の 生物 と 、 相 対 的 に 液体 性 の 生物 と が 、 
同時 並行 で 、 相 互 に 交わ ら な い 形 で 、 併 存 し て いる こと 。 

それ が 、 あ る きっ か け で 、 彼 ら が 、 相 互 に 、 交 わる よう に 、 な っ た 
се 

そう し た 、 人 遺伝 情報 に お ける 、 突 然 変 異 の 、 発 生 。 

ENE, WBAAROLIRCHSCE. 


それ は 、 有 性 生殖 の 起源 で ある こと 。 

それ は 、 生 物 に お ける 、 液 体 性 の 配偶 者 と 、 気 体 性 の 配偶 者 と の 、 
併存 で ある こと 。 

それ は 、 生 物 に お ける 、 精 子 と 卵子 と の 、 併 存 で ある こと 。 

それ は 、 生 物 に お ける 、 男 女 の 併存 で ある こと 。 


(3) 

生物 の 本 質 が 、 液 体 性 で ある こと 。 

そう し た 生物 に お いて 、 相 対 的 に 気体 性 の 生物 と 、 相 対 的 に 液体 性 
の 生物 と が 、 新 た に 、 分 離し た こと 。 

例 。 相 対 的 に 気体 性 の 生物 と し て の 、 ウ ィ ル ス 。 

例 。 相 対 的 に 液体 性 の 生物 と し て の 、 多 細胞 生物 。 


その 後 。 


気体 性 の 生物 が 、 液 体 性 の 生物 へ と 、 新 た に 、 ЖОЛАС. ЩО 
いた こと 。 

気体 性 の 生物 が 、 液 体 性 の 生物 と 、 新 た に 、 合 体 し た こと 。 

その 結果 。 

それ は 、 有 性 生殖 の 起源 で ある こと 。 

それ は 、 生 物 に お ける 、 液 体 性 の 配偶 者 と 、 気 体 性 の 配偶 者 と の 、 
共存 で ある こと 。 

それ は 、 生 物 に お ける 、 精 子 と 琉 子 と の 、 共 存 で ある こと 。 

それ は 、 生 物 に お ける 、 男 女 の 共 存 で ある こと 。 


追加 の 内 容 。2022 年 10 月 初出 。 
РЕНН А, СНЕ, 
設計 と 実装 に お ける 、 留 意 点 。 物 
理 的 力学 の 一 環 と し て の 、 生 物 的 
力学 。 生 物 の 精神 に お ける 傷 や 
ЛЯ. ПБК. R 
现 。 


気体 と 液体 と の 、 混 在 。 
気体 中 に 存在 する 、 液 体 。 
В]. =. FB. №. 
液体 中 に 存在 する 、 気 体 。 
例 。 微 細 な 気泡 。 


それ ら の 現象 の 、 生 物 社会 へ の 適用 。 
気体 中 に 存在 する 、 液 体 。 
例 。 男 性 優位 社会 に お ける 、 女 性 。 
液体 中 に 存在 する 、 気 体 。 


例 。 女 性 優位 社会 に お ける 、 男 性 。 


生物 的 神経 系 に お ける 、 部 品 間 の 結合 。 
生物 的 神経 系 に お ける 、 部 品 間 の デー タ の 送受 信 。 
それ ら は 、 キ ュー に よっ て 、 表 現す る こと が 、 望 まし いこ と 。 


キュ ー を 管理 する 、 シ ステ ム 。 

キュ ー の 配列 番号 は 、 部 品 毎 に に 一 つ ず つ 、 一意 で 、 付 く こ と 。 
キュ ー の 配列 番号 は 、 部 品 の 配列 番号 と 、 同 一 で ある こと 。 
ee ENS5 фен 9 SR FOL 
TERE, 生成 する こ こと 

そう し た 表 を 、 部 品 間 に お ける 新規 の 結合 の 生成 に 伴っ て 、 その 都 
度 、 新 規 に 生成 する こと 。 


各部 品 に お いて 。 

発火 に よっ て 、 生 成す る 、 デ ー タ の 数 量 。 
発火 に よっ て 、 生 成す る 、 デ ー タ の 内 容 。 
発火 の 頻度 。 

それ ら の 値 を 、 学 習 結 果 に 基づい て 、 可 変化 する こと 


音 部 品 に お いて 。 
結合 先 の 相手 と な る 部 品 。 
デー タ 送 信 先 の 相手 と な る 部 品 。 
それ ら の 相手 先 を 、 新 規 に 生成 可能 に する こと 


キュ ー を 管理 する 、 ス コー プ 。 

ロー カル な 場合 。 キ ュー の や リ り 取 り の 範囲 を 、 生 物 内 部 へ と 、 限 定 
する こと 

グロ ー バ ル な 場合 。 キ ュー の や り 取 り の 範囲 を 、 全 体 世 界 へ と 、 拡 
大 する こと 。 


資源 管理 の 基盤 。 内 部 環境 。 外 部 環境 。 

そう し た 基盤 の 内 部 に お ける 、 プ ロ セ ス 。 

不足 中 枢 。 資 源 の 不足 を 、 通 知 し 、 和 警告 する こと 。 そ の プロ セス 。 
それ は 、 中 間 細 胞 に 対し て 、 促 進 的 出力 を 行う こと 。 それ は 、 そ う 
し て 、 中 間 細 胞 を 制御 する こと 。 


過剰 中 枢 。 資 源 の 過剰 を 、 通 知 し 、 和 警告 する こと 。 その プロ セス 。 
それ は 、 中 間 細 胞 に 対し て 、 抑 制 的 出力 を 行う こと 。 それ は 、 そ う 
し て 、 中 間 細 胞 を 制御 する こと 
それ ら は 、 以 下 の よ うな プロ セス か ら 、 成 る こと 
内 蔵 し て いる 資源 量 の 、 計 算 。 
流入 し て いる 資源 量 の 、 計 算 。 生 産 し て いる 資源 量 の 、 計 算 。 
流出 し て いる 資源 量 の 、 計 算 。 消 費 し て いる 資源 量 の 、 計 算 。 
それ ら を 、 リ アル タイ ム で 、 和 人 算出 する こと 


外部 か ら 、 内 部 へ と 、 資 源 を 送り 込む 、 プ ロ セ ス 。 
内 部 か ら 、 外 部 へ と 、 資 源 を 送り 出す 、 プ ロ セ ス 。 
内 部 に お いて 、 資 源 を 生産 する プロ セス 。 
内 部 に お いて 、 資 源 を 消費 する プロ セス 。 


ЕАН 5. FORA. 

神経 系 の 中 間 細 胞 に よる 、 資 源 出力 と 資源 入力 と の 、 繋 ぎ 。 

出力 細胞 に よる 、 資 源 吸 入 の 、 筋 力動 作 。 

入力 細胞 に よる 、 外 部 資源 が 、 そ こ に 、 今 も 、 存 在 す る こと の 、 感 
知 動作 。 


それ ら を 、 相 互 に 、 キ ュー で 、 繋ぐ こと 。 

その こと で 、 生 物 内 部 や 、 全 体 世 界 に お ける 、 資 源 の や り 取 り の 、 
シス テム や 市 場 を 、 構 築 す る こと 

UATE, У, ЗЕ. 

社会 全体 を 、 順 応 性 で 固め よう と する 傾向 。 

社会 全体 を 、"Yes" で 固め よう と する 傾向 。 


気体 性 。 精 子 性 。 男 性 性 。 


社会 全域 に 、 反 転 性 を 散在 させ よう と する 傾向 。 
社会 全域 に 、"No" を 散在 させ よう と する 傾向 。 


中 間 細 胞 。 


生物 に と っ て の 内 部 環境 に お ける 、 資 源 管理 
生物 に と っ て の 外部 環境 に お ける 、 資 源 管理 。 


神経 系 と 、 内 部 資源 管理 基盤 と の 、 結 合 が 、 必 要 で ある こと 。 
神経 細胞 と 、 内 部 資源 管理 の 細胞 と の 、 結 合 が 、 必 要 で ある こと 。 


神経 系 と 、 外 部 資源 管理 基盤 と の 、 結 合 が 、 必 要 で ある こと 。 
神経 細胞 と 、 外 部 資源 管理 の 機構 と の 、 結 合 が 、 必 要 で ある こと 。 


キュ ー の 主体 は 、 サ ー バ ー で ある こと 。 
キュ ー の 主体 は 、 生 物 的 な 、 細 胞 で ある こと 。 
キュ ー の 主体 は 、 無 生物 的 な 、 機 構 で ある こと 。 


キュ ー の 送信 者 は 、 ク ライ アン ト で ある こと 。 


キュ ー の 受 倍 者 は 、 サ ー バ ー で ある こと 。 
キュ ー の 集計 者 は 、 サ ー バ ー で ある こと 。 


キュ ー OF 管理 に お いて 。 

神经 系 上 、 内 部 环境 上 、 外 部 环境 睛 在 、 通 贯 L 盛 、 一 括 O 全 体 管 
が 、 必 要 で ある こと 。 

それ ら に つい て の 、 全 体 の 一 覧 把握 が 、 必 要 で ある こと 。 


生物 的 神経 系 の 、 実 現 。 

その た め の 、 キ ュー の 管理 。 

それ は 、 キ ュー の 種類 別 の 、 バ ラバ ラ の 管理 で は 、 駄 目 で ある こ 
と 。 

それ ら の 、 一 元 管 理 が 、 必要 で ある こと 。 


A キュ ー の 管理 。 例 。Python 訓 語 。 
それ ら は 、 辞 書 で 管理 する 方 が 、 や りや すい こと 。 


多重 入れ 子 構造 の 、 世 界 全体 を 統合 する 、 巨 大 な 辞書 。 
そう し た 辞書 を 、 一 つ 、 作 る こと 


キュ ー の 新規 結合 生成 に お いて 、 乱 数 を 使用 する こと 


その た め 、 和 辞書 に お いて 、 キ ュー の 自動 的 な 項 番 管理 が 、 必 須 で あ 
る こと 。 


全体 統合 的 な 、 各 部 品 の 名 前 の 辞書 を 、 先 ず 、 生 成す る こと 。 
各部 品 の 名 前 の 辞書 か ら 、 各 部 品 の 項 番 の 配列 を 、 自 動 生 成す る こ 


о 


анна АВЕ, СФЕР, 


(1) 

階層 モデ ル 。 

マス タ 。 {'A','B','C'} 

階層 番号 を 、 最 初 の 番号 へ と 、 初 期 設 定 す る こと 。 階層 番号 を 、 1 
つ 目 と する こと 。 


+7. {1'A1','A2''A3''A4'},{'B1','B2'}, {'C1','C2','C3'}} 
階層 番号 を 、 一 つ 、 加 人 算 す る こと 。 


この 、 マ スタ と サブ と の 関係 を 、 根 幹部 か ら 、 末 端 部 へ と 、 一 貫 し 
て 、 リ ピー ト す る こと 。 


キュ ー の 分 類 。 

1 つ 目 の 次 元 。 神 経 系 。 内 部 環境 に お ける 、 資 源 管 理 。 外 部 環境 に 
お ける 、 資 源 管理 。 

2 つ 目 の 次 元 。 生 物 。 無 生物 。 

これ ら の 、 二 つの 次 元 が 、 同 時 並行 で 、 動 作 す る こと 。 

それ ら の 関係 は 、 階 層 に よっ て は 、 和 解決 出来 な いこ と 。 

それ ら の 関係 は 、 旬 含 関係 に よっ て は 、 和 解決 出来 な いこ と 。 
Blt, НЗФ“. 

包含 関係 は 、 配 列 に よっ て 、 一 通り 、 表 現 可 能 で ある こと 。 


(2) 

集合 モデ ル 。 

マス タ の 内 部 に 、 サ ブ を 、 複 数 、 含 むこ と 。 
その 場合 。 


無生物 の 内 部 に 、 生 物 を 、 複 数 、 含 むこ と 。 


それ は 、 上 手 く 行か な いこ と 。 


全体 世界 の 内 部 に 、 生 物 と 、 無 生物 と を 、 複 数 、 含 むこ と 。 
それ は 、 上 手 く 行く こと 。 


土 : へ 
Е Ао 


全体 世界 を 佑 剛 する 視点 が 、 新 た に 、 必 要 で ある こと 。 


\ 
Е 一 一 | 
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集合 モデ ル に お ける 、 一 般 的 な 、 包 


部 品 間 に お ける 、 デ ー タ や 物質 の 、 や り 取 り リ り 。 

それ ら を 実現 する 、 キ ュー の 、 サ ー バ ー と クラ イア ント 。 

その 機能 は 、 一 番 下 の 階層 の 、 オ ブ ジ ェクト や プロ セス の み が 、 所 
有する こと 。 


全体 世界 に お ける 、 全 て の 結合 を 、 最 初 に 、 予 め 構 築 す る こと 。 
それ は 、 多 重 入 れ 子 構造 に よっ て 、 表 現さ れる こと 。 

その 内 容 を 、 グ ロー バル 変数 と し て 、 取 り 扱 うこ と 。 

その 内 容 を 元 に 、 各 プロ セス や 、 各 キュ ー を 、 自 動 的 に 、 生 成 し 、 
起動 する こと 。 

その 実現 の た め の 各 関数 に お いて 、 上 記 の グロ ー バ ル 変 数 を 、 有 効 
化す る こと 。 


結合 の 新規 生成 や 、 結 合 強度 の 学習 が 行わ れる 毎 に 、 上 記 の グロ ー 
バル 変数 の 内 容 を 、 そ の 都度 、 真 接 、 変 更 す る こと 。 

その こと で 、 全 体 世 界 に お ける 、 結 合 構造 や 結合 内 容 に お ける 、 一 
貫 性 を 、 恒 常 的 に 、 保 持 す る こと 。 


資源 飼 理 の アル ゴリ ズム 。 
それ は 、 以 下 の 手順 で ある 。 


資源 の 量 の 計測 。 

前 段階 に お ける 、 資 源 の 量 の 、 呼 び 出し 。 

資源 の 流入 量 の 、 取 得 。 子 の タイ マー プロ セス を 、 利 用 する こと 。 
資源 の 流出 量 の 、 取 得 。 子 の タイ マー プロ セス を 、 利 用 する こと 。 
資源 の 生産 量 の 、 取 得 。 子 の タイ マー プロ セス を 、 利 用 する こと 。 
資源 の 消費 量 の 、 取 得 。 子 の タイ マー プロ セス を 、 利 用 する こと 。 


現 段 階 に お ける 、 資 源 の 量 の 、 計 算 。 
それ は 、 以下 の 内 容 で ある 。 


前 段階 に お ける 、 資 源 の 量 。 
FIA. 新規 の 、 流 入 量 と 生産 量 。 
マイ ナス 。 新規 の 、 流 出 量 と 消費 量 。 


以前 の " 現 段 階 の 資源 量 " を 、 前 段階 の 資源 量 と し て 、 設 定 し 、 保 存 
する こと 。 

新た に 人 算出 し た 、 資 源 量 に つい て の 計算 結果 。 その 数 値 を 、 新 た 
な 、 現 段階 の 資源 量 と し て 、 新 た に 、 設 定 す る こと 。 


以上 の 手順 を 、 無 限 ル ー プ に よっ て 、 繰 り 返 すこ と 。 


資源 の 流出 。 そ の 時 の 、 流 出 量 の 、 設 定 。 

資源 の 流入 。 そ の 時 の 、 流 入 量 の 、 設 定 。 

それ ら は 、 自 動 タ イマ ー プ ロ セ ス か 、 神 経 系 動作 の プロ セス に よっ 
て 、 実 現さ れる こと 。 


資源 の 消費 。 その 時 の 、 消 費 量 の 、 設 定 。 こ の 量 は 、 広 義 の 流出 
に 、 含 まれ る こと 。 

資源 の 生産 。 そ の 時 の 、 生 産 量 の 、 設 定 。 こ の 量 は 、 広 義 の 流入 量 
に 、 含 まれ る こと 。 

それ ら は 、 自 動 タ イマ ー プ ロ セ ス か 、 神経 系 動作 の プロ セス に よっ 
て 、 和 実現 され る こと 。 


ial 


全体 世界 に お いて 。 

ある 存在 に と っ て の 、 資 源 の 流出 。 そ れ は 、 別 の 存在 に と っ て の 、 
資源 の 流入 に 、 相 当 す る こと 。 そ の 二 つ が 、 互 い に 別 物 と し て 、 同 
時 に 生起 する こと 。 

ある 和 存在 に と っ て の 、 資 源 の 流入 。 それ は 、 別 の 存在 に と っ て の 、 
資源 の 流出 に 、 相 当 す る こと 。 そ の 二 つ が 、 互 い に 別 物 と し て 、 同 
時 に 生起 する こと 。 

ある プロ セス に と っ て の 、 資 源 の 流出 。 そ れ は 、 別 の プロ セス に 
と っ て の 、 資 源 の 流入 に 、 相 当 す る こと 。 そ の 二 つ が 、 互 い に 別 物 
と し て 、 同 時 に 生起 する こと 。 

ある プロ セス に と っ て の 、 資 源 の 流入 。 それは 、 別 の プロ セス に 
と っ て の 、 資 源 の 流出 に 、 相 当 す る こと 。 そ の 二 つ が 、 互 い に 別 物 
と し て 、 同 時 に 生起 する こと 。 

それ ら の 同時 生起 を 保証 する 、 よ り 上 位 の 存在 が 、 必 要 で ある こ 
と 。 ИЗ 物理 法 則 で ある こと 。 それは 、 力 学 で ある こと 。 
資源 の 流出 と 流入 の 可否 は 、 二 つの 存在 の 間 に お ける 、 物 理 的 な カカ 
関係 に よっ て 、 決 まる こと 。 その 物理 的 な 力 関 係 を 決め る ルー ル 
が 、 物 理 法 則 で あり 、 物 理 的 な 力学 で ある こと 。 


生物 的 な 力学 。 


それ は 、 物 理 的 な 力学 の 延長 線上 に 、 存 在 す る こと 。 
それ は 、 物 理 的 な 力学 の 、 一 種 で ある こと 。 


ПЕК, ВИА, 
力学 的 な 、 大 小関 係 。 
例 。 エ ネル ギー。 重力 。 熱 。 光 。 磁気 。 電 気 。 電 子 。 情 報 通信 。 
それ ら が 、 生 物 の 間 に お ける 、 上 下関 係 を 、 決 定 し 、 形 成す る こ 


Г 
それ ら が 、 無 生物 の 間 に お ける 、 上 下関 係 を 、 決 定 し 、 形 成す る こ 
と 


それ ら が 、 生 物 と 無生物 と の 間 に お ける 、 上 下関 係 を 、 決 定 し 、 形 
成す る こと 。 


そう し た 、 力 学 的 な 上 下関 係 。 

それ は 、 以下 の 内 容 で ある 。 

上 位 者 は 、 下 位 者 の 資源 を 、 物 理 的 に 、 奪 取出 来る こと 。 

上 位 者 は 、 下 位 者 の 資源 を 、 物 理 的 に 、 取 得する こと 。 

下位 者 は 、 上 位 者 に よっ て 、 彼 自身 の 資源 を 、 和 奪取 され る こと 。 
下位 者 は 、 そ の こと で 、 彼 自身 の 資源 を 、 喪 失 す る こと 。 

下位 者 は 、 上 位 者 の 資源 を 、 奪 取 不 可能 で ある こと 。 

下位 者 は 、 上 位 者 の 資源 を 、 上 位 者 の 同意 が 無い 限り 、 取 得 不 可能 
で ある こと 。 


それ ら は 、 生 物 の 間 で 、 共 通 に 、 成 立 す る こと 。 
それ ら は 、 無 生物 の 間 で 、 共 通 に 、 成 立 す る こと 。 
それ ら は 、 生 物 と 無生物 と の 間 で 、 共 通 に 、 成 立 す る こと 。 


彼 自 身 が 、 相 手 よ り も 、 上 位 か 、 そ れ と も 、 ト 下位 か ? 
それ は 、 そ うし た 力学 的 関係 に 基づい て 、 自 動 的 に 、 決 定 さ れる こ 
と 。 


液体 的 な 上 下関 係 。 高 密度 な 上 下関 係 。 滑ら か な 上 下関 係 。 
相手 と の 間 に 、 摩 擦 が 発生 し な いこ と 。 相 手 に よる 資源 奪取 の 試み 
に 対し て 、 そ も そ も 、 何 も 抵抗 出来 な いこ と 。 


気体 的 な 上 下関 係 。 低 密度 な 上 下関 係 。 粗い 上 下関 係 。 
相手 と の 間 に 、 摩 擦 が 発生 する こと 。 相 手 に よる 資源 奪取 の 試み に 
対し て 、 抵 抗 が 可能 で ある こと 。 


資源 の 出入 り 。 
資源 の 流入 と 流出 。 
資源 の 取得 と 喪失 。 


それ ら は 、 二 つの 存在 の 間 の 関係 に よっ て 、 以下 の よう に 分 類 さ れ 


る こと 。 


それ ら は 、 二 つの プロ セス の 間 の 関係 に よっ て 、 以 下 の よ うに 分 類 


され る こと 。 


対等 な 関係 。 資源 は 、 プ ラス マイ ナス ゼロ の 、 等 価 交 換 と な る こ 
と 。 相互 に 、 同 等 に 、 奪 取 す る こと 。 相 互 に 、 同 等 に 、 搾 取 す る こ 


Es 
上 下関 係 。 資源 の 出入 り に 関し て 、 一 方 的 な 、 黒 字 か 赤字 と な る こ 
と 


それ ら は 、 
それ ら は 、 


それ ら は 、 


上 位 者 は 、 
上 位 者 は 、 


С. 2s =e а: 
ОМ Е RUTSCL 


彼 自身 の 資源 を 、 物 理 的 に 、 占 有 出 来る こと 。 
彼 自 身 の 資 源 を 、 下 位 者 に よる 奪取 の 試み に 対し て 、 


理 的 に 、 防 衛 出 来る こと 。 


下位 者 は 、 
下位 者 は 、 


彼 自 身 の 資源 を 、 物 理 的 に 、 占 有 出 来 な いこ と 。 
彼 自身 の 資源 を 、 上 位 者 に よる 奪取 の 試み に 対し て 、 


理 的 に 、 防 衛 出来 な いこ と 。 


上 位 者 は 、 
上 位 者 は 、 
上 位 者 は 、 


下位 者 は 、 
下位 者 は 、 
下位 者 は 、 


液体 資源 。 
気体 資源 。 
それ ら は 、 


下位 者 を 、 物 理 的 に 、 移 設 出 来る こと 
下位 者 を 、 物 理 的 に 、 移 動 出来 る こと 
下位 者 を 、 物 理 的 に 、 排 除 出来 る こと 


上 位 者 を 、 物 理 的 に 、 移 設 出来 な いこ と 。 
上 位 者 を 、 物 理 的 に 、 移 動 出 来 な いこ と 。 
上 位 者 を 、 物 理 的 に 、 排 除 出来 な いこ と 。 


例 。 水 。 
例 。 酸素 。 
流動 可能 で ある こと 。 それ ら は 、 自 動 的 に 流入 する こ 


と 。 それ ら は 、 自 動 的 に 流出 する こと 。 
それ ら に 対し て は 、 和 刻印 や g 彫 刻 や 印刷 が 、 不 可能 で ある こと 。 


固体 資源 。 


Я. Е. =. 


人 一 


人 一 


物 


それ ら は 、 流 動 不 能 で ある こと 。 それ ら は 、 不 動 で ある こと 。 それ 


ら は 、 手 動 で の 移入 が 、 必 要 で ある こと 。 それ ら は 、 手 動 で の 移出 
が 、 必 要 で ある こと 。 
それ ら に 対し て は 、 和 刻印 や 彫刻 や 印刷 が 、 可 能 で ある こと 。 


粒 体 資源 。 例 。 米 粒 。 砂 粒 。 

粉 体 资 源 。 例 。 小 麦 粉 。 

それ ら は 、 固 体 だ が 、 あ る 程度 、 流 動 可 能 で ある こと 。 

それ ら に 対し て は 、 刻 印 や 彫刻 や 印刷 は 、 一 時 的 に 可能 で ある が 、 
直 《 ぐに 消え て し まう こと 。 例 。 砂 文字 。 


薄膜 资源 。 和 柔软 资源 。 变 形 资源 。 例 。 了 义 一 八 。 柳 0 枝 。 

それ ら は 、 固 体 だ が 、 あ る 程度 、 可 動 で ある こと 。 

それ ら に 対し て は 、 刻 印 や 彫刻 や 印刷 は 、 可 能 で ある が 、 困 難 で あ 
る こと 。 例 。 変 形 す る スポ ンジ へ の 、 文 字 の 刻印 。 


情報 保持 が 可能 な 資源 。 
情報 消去 が 可能 な 資源 。 
例 。 

磁性 体 。 ハ ー ド ディ スク 。 
半導体 メモ リ 。 

プラ スチ ッ ク 。 音楽 CD。 
抵 と イン ク 。 


生物 の 個体 。 

生物 の 社会 。 

それ ら の 内 側 は 、 液 体 的 で ある こと 。 
それ は 、 以 下 の 内 容 で ある 。 

資源 性 。 有 資源 性 。 急 所 性 。 
非武装 性 。 傷 付き や すさ 。 
例 。 女 性 性 。 


それ ら の 外側 は 、 固 体 的 で ある こと 。 
それ ら の 外側 は 、 気 体 的 で ある こと 。 
それ は 、 以 下 の 内 容 で ある 。 

/ 非 資源 性 。 無 資源 性 。 音 急 所 性 。 
武義 性 。 攻 撃 性 。 防 御 性 。 傷 付き に くさ 。 
例 。 男 性 性 。 


生物 。 無 生物 。 
それ ら の 資源 保有 に お ける 、 WROZIO, AN, 5855. 


奪取 力 。 
取得 力 。 
攻撃 力 。 


例 。 
出力 細胞 に お ける 、 出 力 の 強 さ 。 資 源流 入 基 盤 に お ける 、 性 能 の 高 


о 


奪取 阻止 カ 。 
RN, SEN. WSN. MBN. RAN. 
防御 力 ” BAIN). 


例 。 
中 間 細 胞 や 出力 細胞 に お ける 、 和 防衛 戦略 や 、 防 御 戦略 の 、 立 案 や 実 
行 の 、 能 力 の 高 さ 。 


それ ら の 力 の 、 大 小 や 強弱 を 、 資 源 の 、 流 出 や 流入 や 移動 の 、 プ ロ 
グラ ム に お ける 、 パ ラメ ー タ と し て 、 設定 する こと 。 


生物 。 無 生物 。 

NE < 換 に お ける 、 以下 の 者 の 、 存 在 。 
交換 元 と 、 交 換 先 と を 、 繋 げ る 者 。 

ила, ^ 

仲介 者 。 

中 間 者 。 連 絡 者 。 


それ ら は 、 上 具体 的 に は 、 以 下 の 内 容 で ある 。 
保管 メデ ィ ア 。 а 

通信 。 交通 。 流通 。 そ れ ら の 、 回 路 や 手段 。 
営業 者 。 小売 業者 。 


それ ら の 接続 先 の 、 決 定 者 。 


それ は 、 出 力 細 胞 で は 無い こと 。 
それ は 、 中 間 細 胞 で ある こと 。 


生物 。 

彼 自 身 が 、 他 者 か ら 、 資 源 を 、 奪 取 す る 場合 。 

彼 自 身 の 、 出 力 細 胞 と 、 資 源流 入 基 盤 を 、 他 者 の 、 ど こ に 、 そ の 都 
度 、 繋 げ る か ? 

それ は 、 以 下 の 場 所 で ある 。 


他 者 に お ける 、 彼 自身 の 資源 の 流出 口 。 
人 
、 唯 の ダミ ー の 口 。 


他 者 が 生物 で ある 場合 。 
HBICSITS, RAESOMRBAOEHE, MESS. FUA-O 
口 。 


HSM, ЕЕ SBS 
他 者 に お ける 、 彼 自身 の 神経 系 の 活動 を 、 終 了 さ せる 、 ト リガ ー の 


П. 
$05, НФ, яч Фа, MATS, BRO 
口 


他 者 に お ける 、 彼 自身 の 、 各 々 の 神経 細胞 の 生命 、 終 了 さ せる 、 
基盤 の 口 。 

他 者 に お ける 、 彼 自身 の 神経 細胞 に 対し て 、 活 動 性 を も た ら す 、 基 
BOQ, 

他 者 に お ける 、 彼 自身 の 神経 細胞 に 対し て 、 活 動 エ ネル ギー を 供給 
35. BROOD. 

#3195, RESO, SL НЕЕ IY FO-IS 
5. BEOOD. 

РАО RESO+MmARICHITS, BPOO. 


生物 的 神経 系 に お ける 、 神 経 細胞 の 活動 の 、 終 了 。 
その コン ピュ ー タ シミ ュ レ ーション に よる 、 和 実現 。 
それ は 、 以下 の 内 容 で ある 。 


プロ セス 自体 の 、 終 了 。 
プロ セス 内 部 に お ける 、 エ ンド レス ルー プ の 、 終 了 。 


生物 的 神経 系 に お いて 。 


残存 する 資源 が 、 と て も 、 僅 か で 、 少 な く な っ た 時 の 、 対 応 。 
行動 に お ける 、 決 死 化 。 出 来る こと は 、 何 で も や る こと 。 


GS SHRM. BNC ERO, st. 
活動 の 休止 。 SEHORRE, 
活動 再開 の 可能 性 を 、 予 め 、 確 保 す る こと 。 


残存 する 資源 が 、 完 全 に 尽き た 時 の 、 対 応 。 

活動 の 終了 。 名 々 の 神経 細胞 に お ける 、 プ ブ プロセ ス 自 体 の 、 終 了 。 死 
ぬこ と 。 

活動 再開 の 可能 性 を 、 確 保 不 能 で ある こと 。 


政治 学 。 

それ は 、 以下 の 内 容 で ある 。 

生物 に お ける 、 社会 的 最上 位 者 を 中 心 と し て 、 把 握 さ れる 、 生 物 的 
力学 。 


生物 の 本 質 に お ける 、 物 理性 。 
それ は 、 以下 の 内 容 で ある 。 


生物 自身 が 、 物 理 的 存在 で ある こと 。 
生物 に と っ て 、 資 源 や 設備 は 、 物 理 的 存在 で ある こと 。 


生物 に と っ て 、 資 源 の 物理 的 奪取 が 、 彼 自身 を 、 よ り 、 生 き や す く 
する こと 。 


Еее ><, Ba PRIS, УНКНЕСФЬС С. 
$195, ЕЕ, НЕК СФЬС С. 
生物 に お ける 、 急 所 は 、 物 理 的 存在 で ある こと 。 


生物 に お ける 、 急 所 。 
その 物理 的 破壊 や 、 物 理 的 致傷 が 、 生 物 に と っ て 、 彼 自身 に お け 
る 、 致 命 傷 と な る こと 。 


生物 に お ける 、 暴 力 や 支配 は 、 物 理 的 で ある こと 。 
生物 に お ける 、 攻 撃 と 防御 は 、 物 理 的 で ある こと 。 


生物 に と っ て の 、 精 神 的 な 急所 。 

それ は 、 彼 自身 の 神経 系 の 内 部 に お いて 、 物 理 的 に 、 局 所 的 に 、 存 
在 す る こと 。 

そう し た 、 生 物 的 神経 系 。 

それ は 、 結 局 は 、 物 理 的 存在 で ある こと 。 

生物 的 神経 系 を 、 物 理 的 に 破壊 する と 、 生 物 の 精神 が 、 破 壊さ れる 
こと 。 


生物 に お ける 、 精 神 的 力学 は 、 物 理 的 力学 へ と 、 収 共 し 、 帰 納 さ れ 
る こと 。 
生物 同士 の 政治 学 は 、 物 理 的 力学 へ と 、 収 落 し 、 上 帰納 され る こと 。 


ЕМФЕ $1) 5, НЕ 5 |=, 
それ は 、 結 局 は 、 以 下 の 内 容 を 、 目 指し て いる こと 。 
物理 的 資源 の 獲得 に お いて 、 彼 自身 が 、 よ り 有 利 に な る こと 。 


生物 に と っ て の 、 精 神 的 な 急所 。 


生物 の 精神 に お ける 、 私 的 領域 。 
生物 の 精神 に お ける 、 内 側 の 領域 。 
生物 の 精神 に お ける 、 プ ライ バシ ー。 
生物 の 精神 に お ける 、 機 密 情 報 。 
生物 の 精神 に お ける 、 隠 し 事 。 

生物 の 精神 に お ける 、 内 部 抑圧 の 対象 。 


それ ら は 、 彼 自身 の 神経 系 の 内 部 に お いて 、 物 理 的 に 存在 する こ 


と 。 


生物 に と っ て の 、 精神 的 な 急所 。 
それ は 、 以下 の 内 容 で ある 。 


古傷 。 トラ ウマ 。 古い 怪我 。 
1). Ma. Hab. 
В. XTFAORR., 


病気 。 障害 。 
м, 偽り 。 №. 


\ 非 武義 性 。 無 防備 性 。 弱 さ 。 そ れ ら の 蜜 呈 。 
例 。 有 性 生殖 に お ける 、 性 行為 。 


生物 の 精神 に お ける 、 傷 。 
生物 に お ける 、 精 神 病 。 
それ ら の 、 神経 回 路 的 な 、 表 現 。 
それ ら の 実装 が 、 必 要 で ある こと 。 


生物 の 精神 に お ける 、 傷 。 
それ は 、 以下 の 内 容 で ある 。 


過去 に お ける 、 彼 自身 の 、 和 失敗 体験 。 

過去 に お ける 、 彼 自身 の 無能 性 に つい て の 、 体 験 。 

過去 に お ける 、 彼 自身 の 社会 的 下位 性 に つい て の 、 体 験 。 

過去 に お ける 、 彼 自身 の 資源 の 喪失 に つい て の 、 体 験 。 

過去 に お ける 、 彼 自身 の 自己 不信 性 に つい て の 、 体 験 。 

過去 に お ける 、 彼 自身 の 、 他 者 に 対す る 不 倍 性 に つい て の 、 体 験 。 


彼 自身 の 精神 や 神経 系 に お ける 、 そ れ ら の 記憶 。 


自己 の 精神 や 神経 系 に お ける 、 過 去 の 古傷 。 
そう し た 古傷 を 、 引 きず ら な い 、 生 物 。 彼 自身 の メン タル は 、 強 い 


こと 。 
そう し た 古傷 を 、 引 きず る 、 生 物 。 彼 自身 の メン タル は 、 弱 いこ 


о 


自己 の 精神 や 神経 系 に お ける 、 過 去 の 古傷 。 
彼 自身 の 精神 や 神経 系 の 内 部 に お ける 、 そ れ ら の 記憶 の 、 抑 圧 。 
彼 自 身 の 精 神 が 、 そ れ ら の 記憶 を 、 想 起 し な いよ うに する こと 。 


それ ら は 、 抑 制 タ イプ の 中 間 細 胞 に よっ て 、 行 われ る こと 。 
それ ら は 、 抑 制 タ イプ の フィ ー ド バッ ク 機 能 に よっ て 、 行 われ る こ 


それ ら は 、 遺 伝 的 に は 、 固 定 細胞 や 、 音 思考 細胞 に よっ て 、 行 われ 
それ ら は 、 文 化 的 に は 、 間 固 定 細胞 や 、 思 考 細胞 に よっ て 、 行 われ 


生物 に お ける 、 精 神 病 。 
それ ら の 、 神経 回 路 的 な 、 表 現 。 
それ ら の 必要 性 。 


C1) 

多 重 精神 。 多 重 神经 系 。 

ある 生物 の 精神 が 、 複 数 の 、 自 己 と 他 者 の 精神 に よっ て 、 構 成 さ れ 
て いる 状態 。 


ある 生物 が 、 以 下 の よ うに 、 感 じ る こと 。 

彼 自身 の 、 精神 や 神 縦 系 に お いて 。 

複数 の 、 自 己 の 精神 や 神経 系 が 、 同 居 す る こと 。 それは 、 多 重 人 格 
で ある こと 。 


自己 の 精神 や 神経 系 と 、 複 数 の 他 者 の 精神 や 神経 系 と が 、 互 い に 、 
同居 する こと 。 それは 、 統 合 失 調 症 で ある こと 。 


それ ら は 、 有 益 で あれ ば 、 一 律 に 、 精 神 障 害 で ある と は 、 吉 えな い 
こと 。 


(1-1) 


多 重 人 格 。 
ある 生物 の 精神 が 、 複 数 の 自己 の 精神 に よっ て 、 構 成 さ れ て いる 状 
態 。 


ある こと 。 


(1-2) 
统合 失调 证 。 
ある 生物 が 、 以下 の よ うな 感覚 を 、 自 発 的 に 、 抱 く よ う に な る こ 


と 。 
ある 生物 に お ける 、 そ うし た 状態 。 


ある 生物 の 精神 に お いて 、 別 の 生物 の 精神 が 、 同 居 し て いる こと 。 
ある 生物 の 精神 の 内 部 に お いて 、 別 の 生物 の 精神 が 、 住 み 着 いて い 
る こと 。 


ある 生物 の 神経 系 に お いて 、 別 の 生物 の 神経 系 が 、 同 居 し て いる こ 
と 


ある 生物 の 神 返 系 の 内 部 に お いて 、 別 の 生物 の 神経 系 が 、 自 律 的 
に 、 自 主 独 立 的 に 、 活 動 し て いる こと 。 


ある 生物 の 精神 の 内 部 に お いて 。 

別 の 生物 の 精神 が 、 彼 自身 の 精神 に 対し て 、 命 念 や 司 念 を 出し て い 
る こと 。 

ある 生物 の 神経 系 の 内 部 に お いて 。 

別 の 生物 の 神経 系 が 、 彼 自身 の 神経 系 に 対し て 、 命 念 や 司 念 や 指 念 
を 出し て いる こと 。 

そう し た 語 念 や 司 念 や 指 念 の 回 路 が 、 彼 自身 の 神 終 系 の 内 部 に お い 
て 、 実 在 す る こと 。 


例 。 

幻聴 。 他 者 の 声 が 、 彼 自身 の 精神 の 内 部 か ら 、 恒 常 的 に 、 聞 こえ て 
来る こと 。 

操 ら れ 体 験 。 彼 自身 が 、 他 者 に よっ て 、 彼 自身 の 精神 の 内 部 か ら 、 
操 ら れる こと 。 


ある 生物 に お いて 。 

自己 の 精神 の 内 部 に お いて 、 他 者 の 精神 が 、 同 居 し て いる こと 。 
自己 の 精神 の 内 部 に お いて 、 他 者 の 精神 が 、 住 み 着 いて いる こと 。 
そう し た 他 者 の 精神 が 、 自 己 の 精神 か ら は 、 自 律 的 で 、 自 主 独 立 的 
で ある こと 。 

自己 の 精神 の 液体 の 内 部 に お いて 、 他 者 の 精神 が 、 気 体 的 な 気泡 と 
し て 、 和 存在 し て いる こと 。 


自己 の 精神 の 内 部 に お いて 、 他 者 の 精神 や 神経 系 が 、 同 時 に 、 複 

数 、 内 在 し て いる こと 。 

そう し た 、 複 数 の 、 他 者 の 精神 や 神経 系 が 、 相 互 に 、 自 律 的 に 、 交 
信 す る こと 。 

そつ し た 、 複 数 の 、 他 者 の 精神 や 神経 系 が 、 自 己 の 精神 や 神経 系 

と 、 相 互 に 、 自 律 的 に 、 交 信 す る こと 。 

そう し た 交信 は 、 以下 の 内 容 を 得 な いま ま 、 勝 手 に 、 行 われ る こ 

と 3 

自己 の 精神 や 神経 系 に よる 、 許 可 や 内 千 。 


自己 の 精神 や 神経 系 の 内 部 に 居 着 いた 、 他 者 の 精神 や 神経 系 。 
自己 の 精神 や 神経 系 が 、 そ うし た 、 他 者 の 精神 や 神経 系 に よる 活動 
内 容 を 、 コ ント ロー ル す る こと が 出来 な いこ と 。 

そう し た 、 他 者 の 精神 や 神経 系 に よる 活動 の 、 コン トロ ー ル 不能 
性 。 


そう し た 、 他 者 の 精神 や 神経 系 が 、 自 己 の 精神 や 神経 系 に お ける 私 
的 領域 を 、 侵 犯し 続け る こと 。 

その 結果 。 

自己 の 精神 や 神経 系 に お いて 、 プ ライ バシ ー が 、 全 面 的 に 、 喪 失 す 
る こと 。 


自己 の 精神 や 神経 系 が 、 そ うし た 、 他 者 の 精神 や 神経 系 に よっ て 、 
操 ら れ 続 ける こと 。 


自己 の 精神 や 神経 系 の 内 部 に 居 着 いた 、 他 者 の 精神 や 神経 系 。 
そう し た 、 他 者 の 精神 や 神経 系 が 、 以 下 の 活 動 を 、 エ ンド レス に 続 
ける こと 。 

自己 の 精神 や 神経 系 に 対し て 。 


自己 の 精神 や 神経 系 の 内 部 か ら 。 
強力 に 。 

命 念 し 、 司 念 し 、 指 念 す る こと 。 
Е 9 5 с. 

賞賛 する こと 。 

ЖКУ“. 

果 る こと 。 


彼 自 身 が 、 操 られ る こと 。 彼 自身 が 、 遇 倒 され る こと 。 

EDGER, 

自己 の 精神 や 神経 系 が 、 不 快感 を 持つ こと 。 

自己 の 精神 や 神経 系 が 、 被 害 妄 想 を 、 抱 く こ と 。 

SCOR DHEAD, COL. Чена, KRG 
存在 で ある と 、 見 働 す こと 。 
BCORHPHEAD, ЦЕ, HhBORMHPHAAA, неф 
AB tH PHAR O ARDS. ННЦ, BAL KDEFScE, 

その 実現 の た め に 、 彼 自身 が 、 必 死に な る こと 。 


彼 自 身 が 、 操 られ る こと 。 kREBSM BEensce, 

EDGER, 

自己 の 精神 や 神経 系 が 、 快 感 を 持つ こと 。 

自己 の 精神 や 神経 系 が 、 万 能 感 を 持つ こと 。 

自己 の 精神 や 神 終 系 が 、 誇 大 妄想 を 、 抱 く こ と 。 

自己 の 精神 や 神経 系 が 、 そ うし た 、 他 者 の 精神 や 神経 系 を 、 快 い 存 
ECHSE, Я СЫ, 
BCORHPHEAD, ЦЕ, HBORMHPHAAA, нех 
дано А ФЕ. BOLDEFTScCE, 

その 実現 の た め に 、 彼 自身 が 、 必 死に な る こと 。 


自己 の 精神 や 神経 系 が 、 そ うし た 、 他 者 の 精神 や 神 縦 系 を 、 異 物 
と 、 見 伺 す こと 。 
BOCORHPHEAD, ЦЕ, HhBOMHPHAAA, неф 
精神 や 神経 系 の 内 部 か ら 、 排 除 し 、 追 放し よう と する こと 。 

その 実現 の た め に 、 彼 自身 が 、 必 死に な る こと 。 

その 実現 の た め に 、 彼 自身 が 、 堅 張 状 態 を 、 持 続 さ せる こと 。 


その た め に 、 彼 自身 が 、 社 会 的 に 、 引 きこ も る こと 。 
その た め に 、 彼 自身 が 、 社 会 的 に 、 暴 れる こと 。 


し か し 。 

彼 自身 に よる 、 そ の 実現 の 試み は 、 い つま で 経っ て も 、 決 し て 、 有 戚 
功 し な いこ と 。 

その 結果 。 

彼 自 身 が 、 強 烈 な 、 操 られ 体験 を 、 抱 ぐ こ と 。 

彼 自 身 が 、 強 烈 な 、 被 害 妄 想 を 、 抱 く こ と 。 

彼 自 身 が 、 精 神 的 に 、 と て も 腎 張 す る こと 。 

彼 自 身 が 、 精 神 的 に 、 と て も 疲労 する こと 。 

彼 自 身 が 、 精 神 的 に 、 狂 うこ と 。 

彼 自 身 が 、 精 神 的 に 、 自 暴 自 茎 に 陥る こと 。 

彼 自 身 が 、 彼 自身 に 対し て 、 人 危害 を 加え る こと 。 

彼 自 身 が 、 周 囲 の 他 者 に 対し て も 、 暴 れ て 、 人 危害 を 加え る こと 。 


周囲 の 他 者 は 、 彼 の こと を 、 人 危な い 存 在 と 見 働 す こと 。 
周囲 の 他 者 は 、 彼 の こと を 、 社 会 的 な 隔離 の 対象 と 、 見 働 す こと 。 
周囲 の 他 者 は 、 彼 の こと を 、 精神 病院 へ と 、 閉 じ 込 め る こと 。 


(2) 
精神 的 な 抑制 の 、 超 過 。 
精神 的 な 促進 の 、 超 過 。 


(2-1) 

ЕН СЭС. 

抑制 タイ プ の 、 中 間 細 胞 が 、 ず っ と 、 強 く な り 過 ぎる こと 。 
抑制 タイ プ の 、 フ ィ ー ド バッ ク 機 能 が 、 ず っ と 、 強 く な り 過 ぎる こ 
と 。 

В ЕЖЕ. PASTE, 


(2-2) 

双極 性 障害 。 

彼 自身 の 精神 や 神経 系 に お いて 。 

以下 の 二 つ の 状態 を 、 交 互 に 、 ず っ と 、 繰 り 返 すこ と 。 


抑制 タイ プ の 、 中 間 細 胞 が 、 ず っ と 、 強 く な り 過 ぎる こと 。 
抑制 タイ プ の 、 フ ィ ー ド バッ ク 機 能 が 、 ず っ と 、 強 く な り 過 ぎる こ 


と 。 
нес, BROCE, 


促進 タイ プ の 、 中 間 細 胞 が 、 ず っ と 、 強 く な り 過 ぎる こと 。 
促進 タイ プ の 、 フ ィ ー ド バッ ク 機 能 が 、 ず っ と 、 強 く な り 過 ぎる こ 


“о 
強い 忠 状 態 に 、 陥 る こと 。 


生物 に お ける 、 精神病 。 

それ ら の 、 治 癒 メ カニ ズム の 、 神経 回 路 的 な 、 実 姜 。 

その た め の 、 従 来 の 、 臨 床 心 理学 や 精神 医学 の 内 容 の 、 根 本 的 な 書 
き 換 え 。 

それ ら の 必要 性 。 


ae 20225105). = 

。 ЕМС, # 
MIMO EME = 统合 失调 症 
の 発症 。 


生物 に お ける 、 RE, 
神経 細胞 に お ける 、 暴 走 。 
それ は 、 以 下 の 内 容 で ある 。 


彼 自 身 の 出 力 結果 が 、 周 囲 か ら の 入力 を 、 反 映し な いこ と 。 
彼 自 身 の 出 力 結果 が 、 周 囲 か ら の 入力 に 、 反 する こと 。 
彼 自 身 の 出 力 結果 が 、 周 囲 か ら の 入力 を 、 無 視 す る こと 。 


彼 自 身 が 、 自 発 的 に 、 自 主 的 に 、 勝 手 に 、 動 く こ と 。 
彼 自 身 が 、 自 発 的 に 、 自 主 的 に 、 勝 手 に 、 発 火 す る こと 。 


彼 は 、 気 狂い で ある 。 
彼 は 、 他 者 的 で ある 。 


生物 社会 の 内 部 に お ける 、 あ る 生物 の 暴走 。 
彼 は 、 暴 走者 で ある 。 

彼 は 、 気 狂い で ある 。 

Rid, MEARE CHS. 


生物 社会 の 内 部 に お ける 、 あ る 生物 的 神経 系 の 暴走 。 
その 神経 系 は 、 暴 走 神経 系 で ある 。 
その 神経 系 は 、 気 狂い 神経 系 で ある 。 


生物 的 神経 系 の 内 部 に お ける 、 和 神経 細 胞 の 暴走 。 

その 細胞 は 、 暴 走 細 胞 で ある 。 

その 細胞 は 、 気 狂い 細胞 で ある 。 

その 細胞 は 、 他 者 的 細胞 で ある 。 

その 細胞 は 、 そ の 生物 に お ける 、 統 合 失 調 症 の 発症 の 原因 で ある 。 


遺伝 子 シ ステ ム に お ける 、 人 遺伝子 の 暴走 。 
その 遺伝 子 は 、 暴 走 遺 伝 子 で ある 。 
その 遺伝 子 は 、 気 狂い 遺伝 子 で ある 。 
その 遺伝 子 を 持つ 細胞 は 、 癌 細胞 で ある 。 


ある 、 閉 じ た 空 問 。 あ る 社会 。 あ る シス テム 。 
я. 

生物 の 社会 。 

生物 的 神経 系 。 

生物 に お ける 、 人 遺伝 子 シ ステ ム 。 


その 内 部 に お いて 。 

ある 個体 に お ける 、 周 囲 か ら の 、 暴 走 性 。 内 的 暴走 性 。 彼 は 、 内 的 
暴走 者 で ある 。 

それ は 、 以 下 の 内 容 で ある 。 


ある 個体 に お ける 、 周 囲 か ら の 、 自 律 性 。 内 的 な 自律 性 。 彼 は 、 内 
的 自律 者 で ある 。 

ある 個体 に お ける 、 周 囲 か ら の 、 自 主 独 立 性 。 内 的 な 自主 独立 性 。 
彼 は 、 内 的 自主 独立 者 で ある 。 

ある 個体 に お ける 、 周 囲 か ら の 、 制 御 不能 性 。 内 的 な 制御 不能 性 。 
彼 は 、 内 的 制御 不能 者 で ある 。 

ある 個体 に お ける 、 周 囲 か ら の 、 統 制 不能 性 。 内 的 な 統率 不能 性 。 
彼 は 、 内 的 統率 不能 者 で ある 。 

ある 個体 に お ける 、 他 者 性 。 内 的 な 他 者 性 。 彼 は 、 内 的 他 者 で あ 


る 。 

ある 個体 に お ける 、 部 外 者 性 。 内 的 な 部 外 者 性 。 彼 は 、 内 的 部 外 者 
で ある 。 

ある 個体 が 、 周 囲 の 他 者 の 斉 う こと を 、 聞 か な いこ と 。 彼 は 、 内 的 
Aiea CHS. 

ある 個体 が 、 周 囲 の 他 者 の 言う こと を 無視 し て 、 勝 手 に 動く こと 。 
彼 は 、 内 的 無視 者 で ある 。 


周囲 と は 。 
ян, AHOhO ANKE. 


ある 個体 に お ける 、 病 理性 。 
その 室 間 内 部 に お ける 生き や すさ を 、 損 な うこ と 。 


ФАСО 5. ВЕ, 
ИН, ЕН, BMCRSce. 


HStMICCI TC, Е ОЕВЕа 2, ANDRES. 
例 。 統 合 失 調 症 の 患者 に お ける 、 幻 聴 の 主 。 


そう し た 内 的 暴走 者 は 、 そ の 生物 に よっ て 、 以下 の よう に 、 捉 えら 
れる こと 。 


彼 自 身 に 対し て 、 害 悪 を 成す 他 者 。 
その 他 者 の 、 化 身 。 

その 他 者 の 、 身 代わ り 。 

その 他 者 の 存在 の 、 反 映 。 

その 他 者 の 存在 の 、 投 影 。 


神経 系 や 神経 細胞 の 暴走 を 、 抑 止 す る 、 薬 。 
それ は 、 抗 精神 病 薬 で ある こと 。 


遺伝 子 の 暴走 を 、 抑 止 す る 、 薬 。 
それ は 、 抗 癌 剤 で ある こと 。 


ある 、 閉 じ た 室 間 。 あ る 社会 。 あ る シス テム 。 
例 。 

生物 の 社会 。 

生物 的 神経 系 。 

生物 に お ける 、 遺 伝 子 シ ステ ム 。 

コン ピュ ー タ シス テム 。 


EOSASAMICHSIFS, READY, REAM. 
彼 は 、 狂 っ た 者 で ある 。 

彼 は 、 気 狂い で ある 。 

彼 は 、 統 合 和 失調 症 に 確 患 し て いる 。 

その 部 品 は 、 狂 っ た 部 品 で ある 。 

その 部 品 は 、 気 狂い の 部 品 で ある 。 

その 部 品 は 、 統 合 失調 症 の 部 品 で ある 。 


ある 生物 の 体内 に お ける 、 暴 走 細 胞 。 

神経 系 に お ける 、 暴 走 す る 神経 細胞 。 そ の 細胞 は 、 統 合 失 調 症 を 、 
引き 起こ すこ と 。 

遺伝 了 チ シ ス テム に お ける 、 暴 走 す る 遺伝 子 。 そ の 遺伝 子 は 、 癌 を 、 
引き 起こ すこ と 。 


ある 生物 社会 の 内 部 に お ける 、 暴 走者 。 
彼 は 、 統 合 失 調 症 の 患者 で ある こと 。 
彼 は 、 気 狂い で ある こと 。 


ある 、 生 物 の 個体 。 


彼 は 、 彼 自身 の 体内 に お いて 、 暴 走 す る 部 位 を 、 抱 えて いる こと 。 
そう し た 暴走 は 、 以 下 の よ うな 性 質 を 持っ て いる こと 。 


暴走 性 。 
周囲 の 他 者 の 言う こと を 、 聞 か な いこ と 。 
彼 自 身 の 独 自首 断 に よっ て 、 勝 手 に 動く こと 。 


周 团 D 他 者 。 

例 。 

その シス テム の 全体 。 
他 の 上 位 者 。 

他 の 同位 者 。 


暴走 性 。 そ の 詳細 な 性 質 。 


自主 独立 性 。 周囲 か ら 、 自 主 独 立 す る こと 。 

JER. 周囲 の 誰か に 、 従 属し よう と し な いこ と 。 

非 上 配下 性 。 周 囲 の 誰か の 支配 下 に 、 和 信 ろ うと し な いこ と 。 
ЗЕЕ, 周囲 と 、 協 調 し な いこ と 。 

JRA FEE. НС, AOFM. 175 
独自 行動 性 。 周囲 と は 、 独 自 行動 を 、 取 る こ 
孤立 性 。 周 囲 か ら 、 孤 立 す る こと 。 

5| = 88-51), AAMAS, БЕС С. 
' 非 連絡 性 。 周囲 と は 、 連 絡 を 取ら な いこ と 。 
' 非 連結 性 。 周囲 と は 、 連 結 し な いこ と 。 
浮遊 性 。 周囲 か ら 、 浮 く こ と 。 

独創 性 。 周 囲 と 異な る 、 新 た な 思考 結果 を 、 生 み 出 すこ と 。 


こと 。 
と 。 


それ ら の 性 質 は 、 そ の 生物 に 対し て 、 以下 の 内 容 を 、 も た ら す こ 
と 


それ ら の 性 質 は 、 そ の 生物 的 神経 系 に 対し て 、 以 下 の 内 容 を 、 も た 
ら す こと 。 


彼 自 身 の 思 い 通 り に な ら な い 部 位 を 、 彼 自身 の 内 部 に 、 抱 える こ 
と 。 

彼 自 身 の 内 部 に お ける 、 制 御 能力 の 代 下 を 、 も た ら す こと 。 

彼 自 身 の 内 部 に お ける 、 統 率 能 力 の 代 下 を 、 も た ら す こと 。 
その 生物 に お ける 、 能 力 一 般 の 低 下 を 、 も た ら す こと 。 

例 。 


統合 失調 症 の 患者 に お ける 、 認 知 機能 障害 。 

それ は 、 神 経 系 を 統率 する 能力 の 低下 の 一 環 で ある こと 。 
入力 結果 を 、 一 つ に まとめ る 能力 の 低下 。 

入力 結果 を 、 統 合 す る 能力 の 低下 。 

思考 結果 を 、 一 つ に まとめ る 能力 の 低下 。 

思考 結果 を 、 統 合 す る 能力 の 低下 。 


彼 自身 の 内 部 に お ける 、 統 率 能 力 の 低下 。 

それ は 、 以下 の 内 容 で ある 。 

彼 自 身 の 内 部 に お いて 、 ま と まり が 無く な る こと 。 
RASOABA, NONDICARITSTE, 

それ は 、 統 合 失 調 症 の 症状 で ある こと 。 

それ は 、 癌 の 症状 で ある こと 。 


統合 失調 症 。 
それ は 、 精 神 的 な 癌 の 症状 で ある こと 。 


ある 生物 に お ける 、 統 合 失調 症 の 発症 。 
それ は 、 以下 の 内 容 で ある 。 


彼 自 身 の 神 経 系 に お ける 、 和 神経 細胞 の 暴走 の 、 発 生 。 

その 神経 細胞 は 、 あ る 日 、 突 然 、 予 告 無 し に 、 暴 走 を 開始 する こ 
と 。 

それ は 、 癌 の 発生 と 、 同 様 で ある こと 。 


統合 失調 症 。 
それ は 、 比 喉 と し て は 、 以下 の 内 容 で ある 。 


コン ピュ ー タ の 内 部 部 品 の 、 暴 走 。 
コン ピュ ー タ の ハー ドウ ェ ア の 、 暴 走 。 
コン ピュ ー タ の ソフ トウ ェ ア の 、 暴 走 。 


REA. RET Sahm. 


統合 失調 症 の 患者 。 統合 失調 症 の 部 品 。 

彼 は 、 社 会 全体 や シス テム 全体 の 、 調 和 や 統 合 や まとまり を 、 乱 す 
者 で ある こと 。 

彼 は 、 社 会 全体 や シス テム 全体 の 、 調 和 や 統 合 や まとまり を 、 低 下 
させ る 者 で ある こと 。 


彼 は 、 液 体 性 社会 に お いて 、 徹 底 的 に 、 振 大 され る こと 。 

彼 は 、 液 体 性 社会 に お いて 、 徹 底 的 に 、 社 会 不適 合 者 と な る こと 。 
その 理由 。 

液体 性 社会 は 、 以 下 の 内 容 を 重んじ る こと 。 


全体 の 調和 
相互 の 協調 性 。 
互い に 、 周囲 の 他 者 の 育 う こと を 間 く こと 。 


彼 は 、 気 体 性 社会 に お いて 、 あ る 程度 、 社 会 適合 者 と な る こと 。 
その 理由 。 
気体 性 社会 は 、 以 下 の 内 容 を 重んじ る こと 。 


相互 の УВЕ. 
独自 性 。 
自主 独立 性 。 
独创 性 。 
多様 性 。 


液体 性 社会 。 

定住 生活 様式 社会 。 卵 子 の 社会 。 女 性 優位 社会 。 
生物 の 細胞 社会 。 

その 内 部 が 、 液 体 の 水分 に よっ て 、 満 た され て いる こと 。 
その 内 部 が 、 液 体 性 の 個体 に よっ て 、 主 導 さ れ て いる こと 。 


気体 性 社会 。 

移動 生活 様式 社会 。 精子 の 社会 。 男 性 優位 社会 

その 内 部 が 、 液体 の 水分 ЕЭС, あま り 満 た され て いな いこ と 。 
その 内 部 が 、 気 体 性 の 個体 に よっ て 、 主 導 さ れ て いる こと 。 


気体 性 社会 の 個体 は 、 液 体 性 社会 の 個体 より も 、 よ り 、 暴 走 的 で あ 
る こと 。 

気体 性 社会 の 個体 は 、 液 体 性 社会 の 個体 より も 、 よ り 、 統 合 失 調 症 
的 で ある こと 。 

例 。 


気体 分 子 は 、 液 体 分 子 よ けり も 、 よ り 強 く 、 統 合 失 調 症 的 で ある こ 
と 


移動 生活 様式 者 は 、 定 住 生活 様式 者 より も 、 よ り 強 く 、 統 合 失調 症 
的 で ある こと 。 

男性 優位 社会 の 人 々 は 、 女 性 優位 社会 の 人 々 より も 、 よ り 強 く 、 統 
合 失 調 症 的 で ある こと 。 


生物 的 神経 系 に お ける 、 統 合 失 調 症 の 発症 。 
その コン ピュ ー タ シミ ュ レ ーション 。 
それ は 、 以下 の 内 容 の 実現 に より 、 達 成 可 能 で ある こと 。 


神経 系 の 内 部 に お ける 、 個 々 の 神経 細胞 。 
そう し た 神経 細胞 に お ける 、 独 自 の 暴走 。 


そう し た 神 災 細 胞 に お いて 、 周 囲 か ら の コン トロ ー ル が 、 突 然 、 効 
か な く な る こと 。 
ЕЕ, RIA, AHDSOANA, RA. RITE 
く な る こと 。 

E35 Liew, BA, AADSOAABRERIRULALI 38 
自 の 反応 を 、 突 然 、 出 力 す る よう に な る こと 。 
ЕЕ, SA, AHADSOAA ClsBEAO, HAO 
発火 を 、 突 然 、 引 き 起 こす よう に な る こと 。 


それ ら の 、 突 然 の 発生 。 


神経 系 の 内 部 に お ける 、 個 々 の 思考 細胞 。 

そう し た 思考 細胞 が 、 彼 自身 の 独自 の 麟 断 で 、 彼 自身 の 結合 先 を 、 
一 方 的 に 、 検 索 し 、 決 定 す る こと 。 

そう し た 思考 細胞 が 、 自 生 思 考 を 、 引 き 起 こす こと 。 

そう し た 思考 細胞 が 、 思 考 に お ける 独自 暴走 を 、 引 き 起 こす こと 。 


神経 系 の 内 部 に お ける 、 個 々 の 神経 細胞 。 
そう し た 神経 細胞 が 、 学 習 内 容 に お ける 、 コ ピー の エラ ー を 、 引 き 
起こ すこ と 


神経 系 の 内 部 に お ける 、 個 々 の 思考 細胞 。 
そう し た 思考 細胞 が 、 記 憶 内 容 に つい て の 、3 
すこ と 


S 
is 
8 


Е, 引き 起こ 


それ ら は 、 以下 と 、 同 様 の 内 容 で ある こと 。 
生物 の 遺伝 子 シ ステ ム に お ける 、 癌 の 発症 。 
生物 の 体内 の 個々 の 遺伝 子 。 
En SON RES 
Ее 
そう し た 遺伝 子 が 、 遺 伝 情報 複製 に お ける 、 コ ピー の エラ ー を 、 引 
き 起 こす こと 
そう し た 遺伝 子 が 、 遺 伝 情報 複製 に お ける 、 突 然 変 異 を 、 引 き 起 こ 
すこ と 


統合 失調 症 と 、 癌 と は 、 同 一 の 現象 で ある こと 。 

銃 合 失 調 症 は 、 精 神 に お ける 、 癌 で ある こと 。 

統合 失調 症 は 、 和 神経 系 の 動作 に お ける 、 癌 で ある こと 。 

癌 は 、 遣 伝 子 シス テム に お ける 、 統 合 失 調 症 で ある こと 。 

その 現象 と は 、 シ ステ ム の 部 品 が 引き 起こ す 、 独 自 暴 走 で ある こ 
と 。 


追加 内 容 。2022 年 10 月 初出 。 そ 
ФЗ. ЕН SHE 
障害 と 、 気 体 性 や 液体 性 と 、 性 開 


tO, Bie. 生物 に お ける 親子 関 

係 と 、 信 頼 の 形成 と の 、 関 連 。 神 

経 回 路 に お ける 傷 の 治癒 と 、 カ ウ 

ン セ リ ング や 心理 療法 と の 、 閲 

連 。 5 ORE Rts に お ける 特性 
Е. 


ЕН А |< $175, ЖЕ, TO. HERO. 

ASD。 自 閉 症 スペ クト ラム 。 

гы 集団 レベ ル で 無く 、 個 体 レ ベル で 、 上 閉鎖 的 で ある こ 
神 終 回路 的 な 特徴 は 、 以 下 の 内 容 で ある 。 

彼 自身 の 行動 が 、 周 囲 か ら 、 分 離 独 立 し て いる こと 。 自 律 性 。 気 体 
性 。 

彼 自 身 の 行動 に お いて 。 

周囲 か ら の 入力 に 対し て 、 反 応 し な いこ と 。 和 人 入力 無 反応 性 。 
周囲 か ら の 入力 を 、 無 視 す る こと 。 和 人 入力 無視 性 。 

周囲 か ら の 入力 を 、 ブ ロッ ク す る こと 。 入力 ブロ ッ ク 性 。 

彼 自 身 の 行動 に お いて 。 

強い 拘り を 、 持 ち 続 ける こと 。 

周囲 か ら の 特定 の 入力 に 対し て の み 、 反 応 す る こと 。 入力 選択 性 。 
周囲 か ら の 入力 と 無関係 の 、 特 定 内 容 の 、 出 力 を 、 続 ける こと 。 特 
定 出 力 リ ピー ト 性 。 


それ ら の 特性 は 、 以 下 の 内 容 で ある 。 
気体 性 。 男 性 性 。 


それ ら の 特性 は 、 液 体 性 社会 に お いて 、 不 適応 と され 、 徹 底 的 に 排 


大 され る こと 。 
例 。 女 性 優位 社会 。 定住 生活 様式 の 社会 。 


ADHD. 
生物 の 行動 が 、 以 下 の よ うな 特徴 を 持つ こと 。 
多 動 性 。 落ち着き の 無 さ 。 押 し の 強 さ 。 


それ ら の 、 神 経 回 路 的 な 特徴 は 、 以 下 の 内容 で ある 。 
oe FEXOBMED. WRICLENT. AMRIT 
НВ РЕНН, ВСЕ, Ма 
ЩЕ, ИНЕНЛС. ВЯ. MCI, HATSECL 
о 発火 の 頻度 が 、 通 常に 比べ て 、 大 幅 に 高い こ 
аа, 通常 に 比べ て 、 頻 繁 に 、 発 火 す る こと 。 
それ ら の 結果 。 

神経 系 の 出力 細胞 が 、 走 ぐに 、 出 力 す る こと 


神経 系 の 出力 細胞 が 、 頻 繁 に 、 出 力 す る こと 
神経 系 の 出力 細胞 が 、 強 力 に 、 出 力 す る こと 


それ ら の 特性 は 、 以 下 の 内 容 で ある 。 
気体 性 。 男 性 性 。 
それ ら の 特性 は 、 液 体 性 社会 に お いて 、 不 適応 と され 、 徹 底 的 に 排 


大 され る こと 。 
例 。 女 性 優位 社会 。 定住 生活 様式 の 社会 。 


生物 行動 の 、 分 子 動 力学 法 に よる 、 把 握 。 
気体 分 子 運動 や 、 液 体 分 子 運 動 と 、 神 終 系 活動 と を 、 合 体 さ せる こ 
と 3 


そう し た コン ピュ ー タ シミ ュ レ ーション の 、 対 象 物体 。 
それ ら は 、 以下 の よう な 物体 で ある こと 。 


粒子 や 分 子 で ある こと 。 

神経 系 を 内 蔵 す る こと 

運動 機能 を 、 内 蔵 す る こと 。 移 動 す る こと 。 運 動 エ ネル ギー を 持つ 
こむ 。 

生存 の 維持 。 資 源 の 獲得 。 それ ら の 動機 付け を 、 内 蔵 す る こと 


それ ら の 実現 は 、 全 体 世 界 に お ける 、 生 物 の 生態 の 全体 像 を 、 把 握 
する た め に 、 と て も 有用 で ある こと 。 


生物 に お ける 、 親子 関係 。 


彼 自 身 が 持つ 、 基 本 的 な 価値 観 。 

それ ら の 価値 観 の 、 彼 自身 の 子供 へ の 、 継 承 や 伝達 や 複製 。 

それ ら の 価値 観 を 、 文 化 的 子 拓 と し て 、 後 世に 残す こと 

それ ら は 、 彼 自身 の 神経 回 路 の 、 彼 自身 の 子供 へ の 複製 に より 、 実 
現さ れる こと 。 


それ ら の 、 神 経 回 路 に よる 、 和 実現 。 
HAE AIC BIT 5. 固定 回 路 の 場合 。 
それ ら は 、 彼 自身 の 遺伝 子 の 複製 に より 、 実 現さ れる こと 。 
HAR AIC BIT By 可変 回 路 の 場合 。 
それ ら は 、 彼 自身 の 子供 へ の 教育 に より 、 実 現さ れる こと 。 


彼 自身 の 子供 へ の 教育 。 

それ は 、 以下 の 内 容 で ある 。 

彼 自身 の 子供 が 、 自 力 で 、 生 き 廷 びら れる よう に する こと 
その た め 。 

彼 自 身 の 子 供 の 有 能 化 を 、 図 る こと 

彼 自 身 の 子 供 へ の 、 彼 自身 の 既 和 叶 椎 益 = の 継承 を 、 図 る こと 

彼 自身 の 子供 へ の 、 彼 自身 の 既 有 資源 の 継承 を 、 図る こと 。 


親 と 子供 。 
彼ら は 、 別 々 の 、 独 立 し た 個体 で あら る こと 。 


神経 系 や 神経 回 路 に お ける 、 自 己 複製 。 
それ ら は 、 別 々 の 、 独 立 し た 個体 の 間 に お ける 、 複 製 で ある こと 。 


それ ら は 、 以下 の 内 容 で ある 。 
生物 の 生殖 。 そ の 、 神経 回 路 に お ける 、 和 実現 。 


有 性 生殖 の 場合 。 
配偶 者 選択 の 行動 。 
神 妊 回 路 の 、 配 偶 者 同士 に よる 、 半 分 ずつ の 、 自 己 複製 。 


その 、 和 神経 回 路 に お ける 、 機 能 的 要件 。 


子供 の 神経 回 路 。 
その 神経 回 路 は 、 発 達 の 段階 を 踏ん で 、 徐 々 に 形成 され て 行く こ 
と 。 


親子 関係 に お いて 。 

子供 の 神経 回 路 が 、 初 期 状態 で ある こと 。 

親 が 、 子 供 の 神経 回 路 に 対し て 、 複 製 回 路 内 容 の 書き 込み を 、 行 う 
必要 が 有る こと 。 


親 は 、 子 供 に 対し て 、 伝 達し た い 回 路 複 製 の 内 容 を 、 外 部 か ら 、 教 
示す る の み で ある こと 。 

子供 は 、 自 主 的 に 、 自 発 的 に 、 以 下 の 行 動 を 、 行 う 必 要 が 有る こ 
と 。 

それ ら の 内 容 の 、 彼 自身 の 神経 回 路 へ の 、 複 製 行動 や 、 書 き 込 み 行 
動 。 


親 と 子供 と は 、 別 々 の 個体 で ある こと 。 

子供 の 、 親 に 対す る 、 全 面 的 な 信頼 の 形成 。 そ れ が 、 予 め 、 必 要 で 
ある こと 。 

子供 の 、 癌 に 対す る 、 和 初期 状態 に お ける 、 倍 頼 関係 の 完成 。 そ れ 
が 、 予 め 、 必 要 で ある こと 。 


Я. ИЗ 以下 の 内 容 で ある こと 。 
教育 者 。 教 師 。 指 導 者 。 


子供 。 そ れ は 、 以下 の 内 容 で ある こと 。 
Sie. fate. 


子供 の 、 親 に 対す る 、 信 頼 の 形成 。 そ の プロ セス 。 
それ は 、 以下 の 内 容 で ある 。 


子供 が 、 彼 自身 の 生存 を 、 維持 する こと 。 

親 が 、 そ の 実現 に つい て 、 子 供 に 対し て 、 全 面 的 に 協力 し て くれ る 
га. 

親 が 、 そ の 実現 に つい て 、 子 供 の こと を 、 全 面 的 に バッ クア ッ プ し 
て くれ る こと 。 

子供 が 、 そ れ ら の 内 容 を 、 認 識 す る こと 。 


親 が 、 子 供 自身 の 生存 維持 に 必要 な 資源 を 、 子 供 に 対し て 、 供 与 す 
る こと 。 

MO, ЕЕ, НСС С. 

親 が 、 そ うし た 行為 を 、 無 償 で 行う こと 。 

親 が 、 そ うし た 行為 を 、 無 限 に 行う こと 。 

親 が 、 そ うし た 行為 を 、 絶 え ず 行う こと 。 

親 が 、 そ うし た 行為 を 、 永 続 的 に 行う こと 。 


親 が 、 そ うし た 行為 を 、 少 な く と も 、 初 期 状態 に お いて 、 必 ず 、 行 
うこ と 。 


そう し た 、 親 に よる 、 子 供 に 対す る 、 意 図 。 


子供 が 、 そ れ ら の 内 容 を 、 認 識 す る こと 。 

その こと が 、 子 供 に よる 、 親 に 対す る 倍 頼 形成 の 、 き っ か け と な る 
с 

そう し た 、 子 供 に よる 、 親 に 対す る 信頼 。 そ れ は 、 以下 の 内 容 で あ 


る 。 
生物 個体 和則 に お ける 、 原 信頼 の 形成 。 


その 結果 。 

子供 は 、 親 に よる 教示 内 容 を 、 無 閑 件 で 、 彼 自身 の 神経 系 へ と 、 コ 
ピー する よう に な る こと 。 

子供 は 、 親 に 対し て 、 無 閑 件 で 、 従 う よ う に な る こと 。 


ENS ФАТФ $195, AERA. 
ある 生物 個体 か ら 、 別 の 生物 個体 へ の 、 神 経 回 路 の コピ ー 人 行動 。 そ 
の 実現 。 


二 つ の 生物 個体 の 問 に お ける 、 関 係 。 

一 方 の 生物 に お いて 。 

他方 の 、 相 手 の 生 物 の 行動 が 、 彼 自身 の 生き や すさ の 、 維 持 や 増大 
に 、 寄 上 与 す る こと 。 その 可能 性 が 、 大 きい こと 。 

他方 の 、 相 手 の 生 物 の 行動 が 、 彼 自身 の 資源 獲得 の 、 維 持 や 増大 
に 、 寄 上 与 す る こと 。 その 可能 性 が 、 大 きい こと 。 

彼 自身 が 、 そ の こと を 、 確 認 す る こと 。 

彼 自身 が 、 そ の こと を 、 認 識 す る こと 。 

それ が 、 彼 自身 に よる 、 相 手 に 対す る 倍 頼 の 形成 を も た ら す こ 
と 。 

それ が 、 彼 自身 に お ける 、 相 手 の 行 動 様式 を コピ ー し よう と する 動 
機 付 け を 、 も た ら す こと 。 

それ が 、 彼 自身 に お ける 、 相 手 の 神 経 回 路 を コピ ー し よう と する 動 
機 付け を 、 も た ら す こと 。 

それ が 、 彼 自身 に お ける 、 そ うし た 気持 ちの 醸成 に に 。 つ な が る こ 
と 。 


短期 の 関係 の 場合 。 行 きず り の 相手 。 一 時 的 な 契約 者 。 
長期 の 関係 の 場合 。 親 。 教師 。 


生物 的 神経 系 の 行動 に お ける 、 気 体 性 と 液体 性 と の 、 差 。 
それ は 、 以下 の 内 容 で ある 。 


ta COFCO, 1 Ф 95, =. 
男女 の 、 行 動 様式 に お ける 、 性 差 。 


それ ら の 、 神経 回 路 に お ける 、 実 現 。 

神経 細胞 に お いて 。 

出力 値 が 、 小 さい こと 。 それ は 、 以下 の 内 容 で ある 。 液体 性 。 女 性 
性 。 


出力 値 が 、 大 きい こと 。 それ は 、 以下 の 内 容 で ある 。 和 気体 性 。 男 性 
性 。 


FEXORIEM. вес, РЕ, ИЗ 以下 の 内 容 で ある 。 液 
体 性 。 女 性 性 。 
発火 の 閣 値 が 、 低 いこ と 。 多 動 性 。 そ れ は 、 以下 の 内 容 で ある 。 気 
体 性 。 男 性 性 。 


発火 の 頻度 が 、 低 いこ と 。 少 動 性 。 そ れ は 、 以下 の 内 容 で ある 。 液 
体 性 。 女 性 性 。 
発火 の 頻度 が 、 高 いこ と 。 多 動 性 。 そ れ は 、 以下 の 内 容 で ある 。 気 
体 性 。 男 性 性 。 


入力 値 に 対応 する 出力 値 を 、 連 続 さ せる こと 。 順 応 性 。 連 続 性 。 一 
体 融 合 性 。 調 和 性 。 それ は 、 以下 の 内 容 で ある 。 液体 性 。 女 性 性 。 
和信 力 値 に 対応 する 出力 値 を 、 反 転 さ せる こと 。 反 転 性 。 切 断 性 。 分 
離 独立 性 。 非 調和 性 。 それ は 、 以下 の 内 容 で ある 。 気体 性 。 男 性 
性 。 


出力 値 が 、 揃 っ て いる こと 。 出力 値 の 分 布 が 、 高 密度 で ある こと 。 
RAE, MAP. PATE Child. 以下 の 内 容 で ある 。 液 
体 性 。 女 性 性 。 
出力 値 が 、 バ ラバ ラ で ある こと 。 出 力 値 の 分 布 が 、 低 密度 で ある こ 
と 。 粗 放 性 。 離 散 性 。 普 遍 指 向 性 。 そ れ は 、 以下 の 内 容 で ある 。 Я 
体 性 。 男 性 性 。 


コピ ー の 対象 と な る 神経 回 路 の 、 商 品 性 。 

神経 回 路 の コピ ー に お ける 、 有 償 性 。 

例 。 書 籍 の 有償 性 。 学 校 教 育 や 、 宗 教 教 育 や 、 企 業 教育 に お ける 、 
有償 性 。 


神経 回 路 の 、 大 元 の 所 有 者 。 
彼 は 、 以 下 の よ うな 相手 に 対し て の み 、 無 償 の コピ ー を 、 認 め る こ 


と 。 

彼 自身 と の 間 に お いて 、 高 度 の 同質 性 を 持つ 者 。 

例 。 親 か ら 子 供 へ の 、 教 育 。 

彼 自 身 に 対し て 、 和 将来 、 確 実に 、 報 酬 を 返し て くれ る 者 。 
例 。 税 金 を 利用 し た 、 無 償 の 公 教 育 。 


生物 的 神経 系 に 対す る 、 効 果 的 な 教育 


Яо 


相手 の 神経 系 に 対し て 。 


その 内 容 を 学 
と 。 


その 内 容 を 学 
に な る こと 。 


習 し た 場合 、 
習 し た 場合 、 


彼 自 身 に お ける 、 所 有 資 源 が 増え る こ 


彼 自身 に お ける 資源 獲得 が 、 よ り 、 容 易 


彼 自身 に 対し て 、 そ れ ら の 内 容 を 、 予 め 、 強 く 認 識 さ せる こと 。 


彼 自身 に 対し て 、 そ れ ら の 認識 を 、 強 く 、 


き 続 させ る こと 。 


彼 自身 の 神経 系 の 内 部 に お いて 。 


思考 効率 の 向上 。 
思考 細胞 に お ける 、 
思考 細胞 に お ける 、 
思考 細胞 に お ける 、 
思考 細胞 に お け る 、 
の 、 向 上 。 

思考 細胞 に お ける 、 
2 == 


学習 効率 の 向上 。 


神経 細胞 に お ける 、 


神経 細胞 に お ける 、 
思考 細胞 に お け る 、 
os 


神経 回 路 に お ける 、 
神経 回 路 に お ける 、 


結合 先 の 探 宗 効率 の 、 向 上 。 
結合 先 の 選択 効率 の 、 向 上 。 
a 向上 。 
合 先 の 選択 結果 に 対す る フィ ー ド バッ ク 機 能 


結合 先 の 選択 に お ける 、 試 行 錯誤 の コス ト の 、 


発火 能力 その も の の 、 向 上 。 
発火 を 制御 する 能力 の 、 向 上 。 
発火 結果 に 対す る フィ ー ド バッ ク 機 能 の 、 向 


回 線 の 大 さ の 、 向 上 。 
回 線 の 安定 性 の 、 向 上 。 


疲労 の 防止 。 エネ ルギー の 補給 性 の 、 向 上 。 


神経 細胞 の 活動 に お ける 、 


睡眠 と 休息 の 、 導 入 。 


神経 系 同士 の 問 に お いて 。 


神経 回 路 の コピ ー 


WO, LE. 


情報 伝達 効率 の 向上 。 


それ ら に お ける 、 前 提 条 件 。 

教育 者 自身 も 、 生 物 的 神経 系 の 一 種 で あろ る こと 。 
その 自覚 が 、 彼 自身 に お いて 、 必 要 で ある こと 。 
例 。 人 間 の 教師 。 


生物 的 神経 系 に お ける 、 睡 眠 。 
それ は 、 以下 の 内 容 で ある 。 


神経 細胞 に お ける 、 活 動 エ ネル ギー の 充電 。 

神経 細胞 に お ける 、 活 動 上 の 疲労 回 復 の た め の 、 休 憩 や 休息 。 
その た め に 、 外 部 人力 を 、 一 定期 間 、 遮 断 す る こと 。 

その た め に 、 外界 か ら の 働き か け に 対し て 、 一 定期 間 、 反 応 し な く 
な る こと 。 


生物 的 神経 系 に お ける 、 睡 眠 。 

EQ, 神経 回 路 に お ける 、 実 准 。 

覚醒 モー ド と 、 睡 眠 モ ー ド と の 、 切 り 替 え 。 そ の 実装 が 、 予 め 、 必 
要 で ある こと 。 


生物 の 精神 に お ける 、 傷 。 
生物 的 神経 系 に お ける 、 傷 。 
それ ら の 、 発 見 や 解明 。 
その た め の 、 手 法 。 

それ は 、 以下 の 内 容 で ある 。 
カウ ン セ リン グ 。 


カウ ン セ リン グ 。 
それ は 、 以 下 の よ うに 、 分 類 さ れる 。 


患者 本 人 に よる 、 彼 自身 の 神経 系 内 部 の 、 自 己 探査 。 治 療 者 に よ 
る 、 そ の 行為 に 対す る 、 後 押し や 援助 。 


患者 本 人 に よる 、 それら の 結果 の 、 自 己 申 告 。 治 療 者 に よる 、 そ の 
内 容 に 対す る 、 共 感 的 傾聴 。 


治療 者 に よる 、 患 者 の 神経 系 内 部 に 対す る 、 外 部 か ら の 探査 や 調 


za 
Elo 


生物 の 精神 に お ける 、 傷 。 

生物 的 神経 系 に お ける 、 傷 。 

それ ら の 、 治 癒 。 

その た め の 、 手 法 。 

それ は 、 以 下 の 内 容 で ある 。 そ の 内 容 は 、 生 物 共 通 で ある 。 その 内 
容 は 、 精 神 以 外 や 神経 系 以外 と 、 共 通 で ある 。 


C1) 


患者 本 人 に よる 、 自 己 治 癒 。 彼 自身 が 、 解 決 法 を 、 自 力 で 見 つけ 
て 、 自 力 で 実践 する こと 。 


治療 者 に よる 、 介 和信 。 薬 物 投 与 。 手 術 。 


(2) 
治癒 後 の 、 リ ハビ リ テ ー シ ョ ン 。 そ の た め の 、 ト レー ニン グ の 、 実 
BX. 


その た め の 、 共 通 の 手順 。 
それ は 、 以下 の 内 容 で ある 。 その 内 容 は 、 生 物 共 通 で ある 。 その 内 
容 は 、 精 神 や 神経 系 以外 と 、 共 通 で ある 。 


但 の 外側 の 防御 を 、 解 除 す る こと 。 

デリ ケー ト で セン シテ ィ ブ な 、 内 側 の 、 内 面 の 、 傷 を 、 発 見 する こ 
と 。 

その 傷 を 、 観 察する こと 。 

その 傷 に 触れ て 、 感 触 を 確か め る こと 。 

その 傷 の 重症 度 を 、 確 か め る こと 。 

その 傷 の 治療 方 針 を 、 確 立 す る こと 。 

その 傷 の 治療 を 、 実 行 す る こと 。 


その 傷 の 治 


療 後 の アフ ター ケア を 、 実 施す る こと 。 


生物 の 精神 に お ける 、 傷 。 
生物 的 神経 系 に お ける 、 傷 。 
それ は 、 具 体 的 に は 、 以 下 の 内 容 で ある 。 


彼 自 身 に お ける 、 生 き や す さ の 喪失 の 、 вы, 
彼 自 身 に お ける 、 資 源 の 喪失 の 、 自 党 。 
例 。 同 質 者 や 近親 者 と の 、 死 別 や 離別 。 


彼 自身 に お ける 、 生 き や す さ の 欠如 の 、 自 覚 。 

彼 自身 に お ける 、 和 失敗 性 の 自覚 。 

彼 自身 に お ける 、 無 能 性 の 自覚 。 

彼 自身 に お ける 、 社 会 的 な 、 下 位 性 や 劣 位 性 の 、 自 覚 。 


それ ら の 自覚 は 、 い ずれ も 、 彼 自身 の 実体 験 に 、 基 づく こと 。 


彼 自身 が 、 


それ ら の 存在 を 、 意識 し た 場合 。 


хе. иные, все, 


その 結果 。 
彼 自身 の 、 
се: 

その た め 。 
彼 自 身 が 、 
彼 自 身 が 、 
彼 自 身 が 、 


彼 自身 が 、 
彼 自身 が 、 


そう し た 、 


実際 の 環境 適応 行動 に お いて 、 大 き な 支 障 が 、 発 生 す る 


それ ら の 存在 を 、 嫌 悪 す る こと 。 

それ ら の 存在 を 、 内 側 に 、 隠 蔽 する こと 。 
EN5SO#RS, Alc, METScCE, 
ENS 0#B#Re, МЕН. 

それ ら の 存在 を 、 意 識 し な いよ うに する こと 。 


内 部 防御 D、 神 经 回路 。 


それ は 、 以 下 の 内 容 で ある 。 


そこ か ら 先 に 、 発 火 の 伝 達 が 、 進 まな いよ うに し て いる こと 。 
そこ か ら 先 を 、 発 火 の 伝達 が 、 辻 回 する よう に し て いる こと 。 


その こと で 。 
そこ か ら 先 に 存在 する 、 傷 の 内 容 。 
その 内 容 が 、 想 起 さ れ な いよ うに し て いる こと 。 


そう し た 、 伝 達 ブ ロッ ク を 行う 、 神 経 回 路 。 
それ は 、 武 義 的 な 、 神 経 回 路 で ある こと 。 


生物 の 精神 に お ける 、 傷 。 

生物 的 神経 系 に お ける 、 傷 。 
神経 回 路 に お ける 、 傷 。 

それ ら に 対す る 、 内 部 防御 の 発生 。 
その 結果 。 


神経 系 の 内 部 に お いて 、 辻 回 対象 と な る 、 大 き な 神 縦 回 路 部 分 が 、 
出来 て し まう こと 。 

神経 系 の 内 部 に お いて 、 室 洞 的 な 、 大 き な 神 経 回 路 部 分 が 、 出 来 て 
し まう こと 。 

神経 系 の 内 部 に お いて 、 上 手 く 働か な い 、 大 き な 神 縦 回 路 部 分 が 、 
出来 て し まう こと 。 


その 結果 。 
彼 自 身 の 、 実 際 の 環境 適応 行動 に お いて 、 大 き な 支 障 が 、 発 生 す る 
こと 。 


生物 に お ける 、 和 失敗 の 体験 。 
生物 に お ける 、 無 力 感 の 体験 。 
生物 に お ける 、 彼 自身 の 無能 性 の 、 体 験 。 
それ ら は 、 以 下 の 内 容 で ある 。 


生物 に お ける 、 提 折 の 体験 , 


彼 自 身 が 、 あ る こと を 実現 し よう と 、 何 度 も 、 ト ライ し た こと 。 
例 。 資 源 の 獲得 。 ア ラー ム 鳴 動 の 停止 。 

し か し 。 

彼 自 身 が 、 そ の こと を 、 結 局 、 最 後 ま で 、 実 現 で き な か っ た こと 。 


そう し た 体験 。 
それ は 、 以 下 の 内 容 で ある 。 


トラ ウマ 。 


そう し た トラ ウマ は 、 ど の よう な 新た な 形状 を 、 神 経 回 路 に 対し 
て 、 も た ら す か ? 

EORAD ФСЕ, ВНЕ, 

それ は 、 以下 の 内 容 で ある 。 


資源 の 喪失 に つい て の 、 体 験 。 
以前 の 、 所 有 資 源 量 に つい て の 記憶 。 そ の 記憶 が 、 先 ず 、 必 要 で あ 
る こと 。 


IRA DRBAITDLITO, ЖЕ. 

НОЕ ЕС Ф. ER, 
ABSBORAICDIVCO, ЖЕ. И, RASBO, АТ, 
以前 の 、 彼 ら の 存在 に つい て の 認識 や 記憶 。 そ うし た 、 認 識 や 記憶 
が 、 先 ず 、 必 要 で ある こと 。 

彼ら の 存在 の 、 新 た な 喪失 に つい て の 、 新 た な 認識 。 そ うし た 、 認 
識 が 、 次 に 、 必 要 で ある こと 。 


生物 に お ける 、 失 敗 の 体験 。 そ の 分 類 。 


長期 の 場合 。 繰り 返 し の 場合 。 潤 進 性 の 場合 
彼 自身 が 、 い くら 、 フ ィ ー ド バッ ク を 重ね て 、 や リ り 走 し の 試行 錯誤 
を 繰り 返し て も 、 結 局 、 成 功 し な か っ た こと 。 


短期 の 場合 。 一 発 性 の 場合 。 
成功 に 対す る 障壁 の 、 強 力 性 や 強烈 性 。 彼 自身 が 、 それら の 内 容 
を 、 有 即座 に 実感 し て 、 真 ぐに 、 一 発 で 、 試 行 錯誤 を 、 諦 め た こと 。 


例 。 

彼 自身 の 競 争 相手 と の 、 力 量 の 差 の 大 き さ 。 彼 自身 が 、 そ の 内 容 
を 、 実 感 す る こと に つい て 。 

<<, ША, Зов. RAYE, ОЖ, 

徐々 に 、 次 第 に 、 実 感 す る 場合 。 長期 性 。 湖 進 性 。 


彼 自身 に お ける 、 当 初 の 意図 。 


資源 その も の の 、 獲 得 。 
資源 の 入手 先 の 、 獲 得 。 
資源 の 獲得 に お ける 協力 者 の 、 獲 得 。 


それ ら の 意図 の 、 彼 自身 に お ける 、 自 力 で の 、 和 実現 や 成功 の 、 不 可 
能 性 。 

彼 自身 が 、 そ の こと を 、 認 識 す る こと 。 

それ は 、 以 下 の 内 容 で ある 。 

挫折 。 


資源 その も の の 、 喪 失 。 
資源 の 入手 先 の 、 喪 失 。 

資源 の 獲得 に お ける 協力 者 の 、 井 失 。 
彼 自身 が 、 そ の こと を 、 認 識 す る こと 。 
それ は 、 以下 の 内 容 で ある 。 

RA, 欠損 の 発生 。 


それ ら の イン パク ト が 、 強烈 で あっ た 場合 。 
それ ら は 、 彼 自身 の 精神 の 内 部 に お いて 、 以下 の 内 容 を 、 生 み 出 


す 。 

それ ら は 、 彼 自身 の 神経 系 の 内 部 に お いて 、 以下 の 内 容 を 、 生 み 出 
す 。 

絶望 。 大 き な 傷 。 トラ ウマ 。 

精神 的 な トラ ウマ の 、 神 経 回 路 に お ける 実 義 に お いて 。 

先ず 、 基 本 的 な 傷 の 生成 の 実装 が 、 必 要 で ある こと 。 

生物 的 神経 系 。 


彼 自身 の 行動 に お ける 、 一 回 の 、 単 純 な 、 失 敗 。 そ の 実 閑 。 
彼 自 身 に よる 、 そ の 生起 に つい て の 、 認 識 の 発生 。 CORE, 


それ ら の 両方 が 、 必 要 で ある こと 。 

失敗 の 原因 。 

個々 の 神経 細胞 に お いて 。 

出力 先 の 選択 に お ける 、 間 違い けい 。 選 択 相手 の 細胞 が 、 不 適切 で あっ 
た こと 。 

遺伝 的 な 固定 結合 の 場合 。 

思考 細胞 に よる 、 可 変 的 な 結合 の 場合 。 

神経 伝達 物質 の 出力 量 に お ける 、 不 足 や 過剰 。 


遺伝 的 な 固定 量 の 場合 。 
学習 細胞 に よる 、 可 変 的 な 量 の 場合 。 


個々 の 神経 細胞 に お いて 。 

彼 自身 に お ける 、 出 力 先 の 、 全 て の 可能 な 組み 合わ せ 。 

彼 自身 に お ける 、 神 経 伝達 物 質 の 出力 量 の 、 全 て の 可能 な 調節 の 、 
組み 合わ せ 。 

それ ら を 、 全て 試し て も 、 全 て 、 駄 目 で あっ た 場合 。 


それ ら を 、 二 度 と 試し た く な く な る こと 
それ は 、 以下 の 内 容 で ある 。 


最大 限 の 、 和 失敗 と 挫折 。 

ве 5х. 

вн, НХ. 

そう し た 状態 の 実現 に お いて 。 

彼 自 身 が 、 今 まで 試し た 、 神 経 回 路 の 内 容 を 、 一 通り) 記憶 する こ 
«, 

彼 自身 に お いて 、 そ うし た 記憶 能力 が 、 必 要 で ある こと 。 


そう し た 能力 の 実現 に お いて 。 
それ ぞ れ の 、 試 行 し た 回 路 内 容 に つい て 、 抑 制 タ イプ の フィ ー ド 
バッ ク を 、 そ の 都度 、 追 加 の 形 で 、 付 ける こと 


それ ら の 結果 。 
彼 自 身 が 、 以下 の 内 容 を 、 新 た に 、 認 識 す る こと 


彼 自 身 の 意 図 の 実現 に お いて 、 そ の 神経 回 路 の 構成 が 、 重 大 な 問題 
を 起こ し て いる こと 。 


その 結果 。 

彼 自 身 の 神経 系 は 、 大 元 の 入力 が あぁ っ て も 、 何 も 出力 し な く な る こ 
と 。 

出力 自体 に お ける 、 詰 まり の 、 発 生 。 

その こと 自体 を 、 検 知 し て 、 記 憶 す る 、 仕 組み 。 

それ ら が 、 神 縦 回 路 に お ける 、 大 き な 傷 で ある こと 。 

それ ら が 、 精 神 に お ける 、 絶 望 で ある こと 。 

それ ら が 、 精 神 に お ける 、 ト ラウ マ で ある こと 。 


а 
ВО, BRUTLKEDcE, 

ее 
EDGER, 

彼 自 身 の 神 経 系 は 、 以 下 の 状 態 へ と 、 移 行 す る こと 。 


問題 を 起こ し た 、 そ の 神経 回 路 の 領域 に 対す る 入力 の 、 ブ ロッ ク 。 


仮に 、 そ の 神経 回 路 の 領域 が 、 発 火 し た 場合 。 

彼 自身 が 、 不 快 に な る こと 。 

その 発生 に 対す る 、 予 防 対 策 の た め 

彼 自身 が 、 そ の 神経 回 路 の 領域 へ の 入力 を 、 後 付け で 、 自 動 的 に 、 
ブロ ッ ク 可 能 に する こと 。 

そう し た 、 入 力 ブ ロッ ク の 、 機 構 。 

そう し た 機構 を 、 神 経 系 に お いて 、 予 め 、 実 装 す る こと 。 


その よう に し て 形成 され た 、 神 経 回 路 に お ける 、 入 カブ ロッ ク の 機 
構 。 
そう し た ブロ ッ ク 機 構 を 、 徐 々 に 解除 する こと 


EDIEOD, HREARIEOT I=“ 7, 
それ は 、 以 下 の 内 容 で ある 。 


カウ ン セ リン グ 。 


そう し た 神経 回 路 に お ける 、 不 快 部 分 その も の の 、 除 去 。 
その た め の 、 和 神 終 系 操作 の テク ニッ ク 。 
それ は 、 以 下 の 内 容 で ある 。 


心理 療法 。 


生物 の 精神 に お ける 、 傷 。 
生物 的 神経 系 に お ける 、 傷 。 
神経 回 路 に お ける 、 傷 。 


それ ら は 、 以下 の 内 容 で ある 。 


仮に 、 彼 自身 が 、 外 部 か ら 攻 撃 さ れ た 場合 。 彼 自身 は 、 そ れ に 対し 
て 反撃 する 能力 を 、 持 ち 合 わせ て いな いこ と 。 

彼 自身 の 神経 系 に お ける 、 そ うし た 、 神経 回 路 領 域 。 

例 。 


彼 自 身 が 、 外 部 の 他 者 か ら 、 問 題 を 指摘 され る こと 。 
彼 自 身 が 、 そ れ に 対す る 反論 の 、 構 成 能力 を 、 持 ち 合 わせ て いな い 


こと 。 
彼 自 身 が 、 そ れ に 対す る 問題 解決 案 の 、 立 案 能 力 を 、 持 ち 合 わせ て 
いな いこ と 。 


KRASOPBAICSIFS, CDK, 神経 回 路 領 域 。 


それ は 、 以 下 の 内 容 で ある 。 


彼 自身 に お ける 、 問 題 解決 能力 の 欠如 の 、 志 星 。 そ の 現場 。 
彼 自身 の 神経 回 路 に お ける 、 致命 的 な 欠点 の 、 箇 所 。 

彼 自身 に お ける 、 精 神 的 な 急所 。 

彼 自身 に お ける 、 精 神 的 な 弱い 点 。 

彼 自身 の 神経 系 に お ける 、 急 所 。 


彼 自身 の 神経 系 に お ける 、 弱 い 点 。 


仮に 、 彼 自身 が 、 そ の 箇所 を 、 外 部 か ら 攻 撃 さ れ た 場合 。 

彼 自 身 は 、 そ れ に 対し て 反撃 出来 ず に 、 一 方 的 に 、 叩 き の め され る 
こと 。 

それ は 、 彼 自身 の 生死 に 、 真 結 す る こと 。 


その た め 。 

彼 自 身 は 、 そ の 箇所 を 、 外 部 か ら は 、 隠 蔽 し て お きた いこ と 。 
彼 は 、 そ うし た 急所 を 、 彼 自身 の 私 的 領域 の 奥底 へ と 、 退 避 さ せる 
こと 。 


それ は 、 以 下 の 内 容 で ある 。 


精神 的 トラ ウマ の 、 隠 寺 。 
精神 的 病理 部 分 の 、 隠 款 。 


そう し た 人 行為 。 
それ は 、 生 物 に お いて 、 共 通 で ある 。 


生物 の 精神 に お ける 、 傷 。 
生物 的 神経 系 に お ける 、 傷 。 
神経 回 路 に お ける 、 傷 。 


それ ら は 、 以下 の 内 容 で ある 。 
生物 に お ける 、 一 般 的 な 傷 の 、 一 種 で ある こと 。 


生物 に お ける 、 精神 的 トラ ウマ へ の 対処 。 
その 内 容 は 、 生 物 が 、 彼 自身 の 傷 一 般 に 対し て 取る 対処 行動 と 、 同 
ー で ある こと 。 


彼 自 身 の 傷 一 般 の 、 彼 自身 に と っ て の 、 急 所 化 。 
彼 自 身 の 傷 一 般 の 、 彼 自身 に よる 、 隠 赦 。 
彼 自 身 の 傷 一 般 の 、 彼 自身 に よる 、 和 防御 。 


それ ら の 一 環 と し て 、 彼 自身 に お ける 、 精 神 的 トラ ウマ の 、 隠 赦 や 
防御 が 、 起 き て いる こと 。 


生物 に お ける 、 心 理 療法 の 、 実 践 。 

生物 的 神経 系 に お ける 、 精 神 的 トラ ウマ の 、 治 癒 。 

それ は 、 生 物 に お ける 、 傷 一 般 の 治癒 と 、 同 一 の プロ セス を 、 辿 る 
こと 。 


生物 に お ける 、 心 理 療法 の 、 開 発 。 
それ は 、 生 物 に お ける 、 傷 一 般 の 治癒 方 法 の 開発 の 、 一 環 で ある こ 
es 


男女 の 間 に お ける 、 恋 愛 感 情 の 、 違 い 。 
それ は 、 以 下 の 内 容 で ある 。 


女性 は 、 和 生殖 資源 や 生殖 設備 を 、 賃 貸 物 件 と し て 、 予 め 、 一 方 的 

に 、 占 有 し て いる こと 。 

男性 は 、 女 性 が 占有 する 、 そう し た 物件 の 、 借 用 の 応募 者 で ある こ 
г. 

女性 は 、 そ うし た 応募 者 と し て の 男性 に 対し て 、 審 査 や 査定 や 選定 
&. FO. MLK, BAVC. HHTScE, 

それ は 、 以下 の 内 容 と 、 同 様 で ある こと 。 

不動 産物 件 の 所 有 者 が 、 不 動産 物件 の 借用 の 応募 者 に 対し て 、 審 査 
や 査定 や 選定 を 、 予 め 、 厳 し く 、 竜 入り に 、 実 施す る こと 。 


女性 に よる 、 そ うし た 厳し い 審 査 と 査定 と 選定 に 合格 し た 男性 。 
そう し た 男性 の み が 、 初 め て 、 女 性 に と っ て 、 恋 愛 対 象 と 。、 な り 得 
る こと 。 


その 結果 。 

ttm, ВЕНЫ, ВЕН, ЧЕМУ, 

その タイ ミン グ は 、 女 性 が 、 男 性 に 対す る 、 審 査 と 査定 と 選定 を 、 
完了 し た 後 と 、 な る こと 。 

その タイ ミン グ は 、 以下 の タイ ミン グ に 比べ て 、 一 段階 以上 、 確 実 
に 、 遅 れる こと 。 


女性 が 所 有する 物件 の 、 借 用 の 応募 者 と し て の 、 男 性 。 
そう し た 男性 が 、 女 性 に 対し て 、 恋 愛 感 情 を 抱く 、 タ イミ ング 。 


追加 内 容 。2022 年 10 月 初出 。 そ 
04. 有 性 生殖 に お ける 、 絶 力 的 
BEE, CORB. 生物 一 般 に お 
IFS, HRAWREA, CORE. 


НЕЕ. MANGA, ФИ, 


ЕЕ 5, ЕО 5. CORR, 

ある 生物 個体 に お いて 。 

彼 自 身 と 同じ 性 別 の 個体 が 、 予 め 、 所 有 し て いな い 、 様 々 な 特質 。 
そう し た 特質 を 、 そ の 異性 の 個体 が 、 予 め 、 強 固 に 備え て いる こ 
と 。 


(C1) 

男性 に と っ て の 、 異 性 。 女 性 。 

そう し た 女性 の 、 男 性 に と っ て の 、 殆 力 。 
それ は 、 以下 の 内 容 で ある 。 


彼女 が 、 液 体 性 を 、 十 分 に 備え て いる こと 。 
彼女 が 、 液 体 と し て の 有 能 性 を 、 十 分 に 備え て いる こと 。 
それ は 、 以下 の 内 容 で ある 。 


定住 性 。 不 動 性 。 高 密度 で の 分 布 性 。 
出力 に お ける 、 高 品質 性 や 、 高 い 完成 度 。 
包含 力 や 包括 力 の 、 高 さ 。 


物事 を 呑み 込む 力 の 、 高 さ 。 丸 暗記 の 能力 の 、 高 さ 。 


彼女 に お ける 、 そ うし た 液体 性 。 

それ ら が 、 男 性 に と っ て 、 彼 自身 の 気体 性 の 維持 に と っ て の 、 深 刻 
な 脅威 と 。、 な ら な いこ と 。 

男性 に と っ て 、 彼 自身 が 維持 し た い 、 気 体 性 に 基づく 、 様 々 な 価値 
観 。 
それ は 、 以 下 の 内 容 で ある 。 


個人 主義 。 自 由 主 義 。 分 離 独立 性 。 自 主 性 。 自 発 性 。 個 人 プラ イ バ 
シー の 尊重 。 多様 性 の 尊重 。 リ スク を 取る こと 。 チ ャ レン ジ 精 神 。 
革新 性 。 科 学 性 。 近 代 化 の 能力 。 独創 性 。 普 遍 性 。 大 局 的 な 視点 。 
女性 が 、 男 性 に お ける 、 そ うし た 価値 観 の 維持 を 、 侵 害し な いこ 

と 。 

女性 が 、 男 性 に 対し て 、 専 制 支配 を 行わ な いこ と 。 


彼女 が 、 以 下 の 性 質 を 、 十 分 に 備え て いる こと 。 

有 性 生殖 に お ける 、 主 要 で 重要 な 、 生 殖 資 源 と 生殖 和 設備 を 、 予 め 、 
十分 に 所 有 し て いる こと 。 
фт. NF. 了 卵 に 付 挟 すべ き 栄 養分 。 育児 機構 。 

それ ら の 働き の 有効 性 を 、 十 分 に 備え て いる こと 。 若 々 し いこ と 。 
健康 で ある こと 。 

その 結果 。 

有 性 生殖 に お いて 。 急 所 性 や 、 ОА ВЕ ПБ, МН 
し て いる こと 。 

分 布 位 置 に お いて 。 РАНА. ЛЕ а ПБЯ, МН 
し て いる こと 。 

сис. ЗЕЕ, 護衛 を 必要 と する こと 。 傷 付き や すさ 。 
それ ら を 、 所 有 し て いる こと 。 


男性 が 、 予 め 所 有 し て いな い 、 様 々 な 特性 。 
身体 的 な 特性 。 女 体 特有 の 、 特 性 。 
外観 。 ル ックス 。 外 装 。 そ れ ら の 良さ 。 女 休 カ ー ス ト の 高き 。 和 柔 較 


+, Het Ца. М, 

性 行為 に お いて 。 彼 が 単独 で は 得 ら れ な い 性 的 快感 を 、 彼 女 か ら 、 
十分 に 得 ら れる こと 。 

神経 系 に お いて 。 彼 が 持っ て いな い 、 液 体 的 な 思考 回 路 を 、 豊 富 に 
備え て いる こと 。 


生物 共通 の 、 良 好 な 特性 。 

反応 性 の 良さ 。 運 動 性 の 良さ 。 知能 の 高 さ 。 

神経 系 。 神 経 回 路 。 思考 回 路 。 性格 。 考え方 。 そ れ ら の 良さ 。 光 明 
性 を 、 十 分 に 備え て いる こと 。 

取り 扱い の 、 容 易 性 。 気 安く 接する こと が 、 出 来る こと 。 


(2) 

女性 に と っ て の 、 異 性 。 男 性 。 

そう し た 男性 の 、 女 性 に と っ て の 、 殆 力 。 
それ は 、 以 下 の 内 容 で ある 。 


彼 が 、 気 体 性 を 、 十 分 に 備え て いる こと 。 

彼 が 、 気 体 と し て の 有 能 性 を 、 十 分 に 備え て いる こと 。 

それ は 、 以 下 の 内 容 で ある 。 

Ett, ARAM. KBE COAT, 

H7IICBIFS. Я, И, TRATED. НАЕФ, Ва, 
物事 を 分 析 す る 力 の 、 高 さ 。 科 学 的 能力 の 、 高 さ 。 

#17) \, 88575. ВЕЛО, AS. 


彼 に お ける 、 そ うし た 気体 性 。 

それ ら が 、 女 性 に と っ て 、 彼 女 自 身 の 液 体 性 の 維持 に と っ て の 、 深 
WBC. ВВС. 

女性 に と っ て 、 彼 女 自身 が 維持 し た い 、 液 体 性 に 基づく 、 様 々 な 価 
値 観 。 

それ は 、 以 下 の 内 容 で ある 。 


SMES. SES, AMER, 一体 融合 性 。 協 調 性 。 集 団 プ ライ 
バシ ー の 尊重 。 包含 性 の 尊重 。 リ スク を 避け る こと 。 安 全 志 向 。 安 
定 志向 。 前 例 踏 红 主 义 。 非 科学 性 。 局 所 性 。 微 细 从 视点 。 


男性 が 、 女 性 に お ける 、 そ うし た 価値 観 の 維持 を 、 侵 害し な いこ 
と 。 
男性 が 、 女 性 に 対し て 、 暴 力 支配 を 行わ な いこ と 。 


彼 が 、 以 下 の 性 質 を 、 十 分 に 備え て いる こと 。 

有 性 生殖 に お ける 、 最 低 限 の 生殖 資源 と 生殖 設備 を 、 予 め 、 十 分 に 
所 有 し て いる こと 。 

男性 の 遺伝 子 。 精子 。 

それ ら の 働き の 有効 性 を 、 十 分 に 備え て いる こと 。 若 々 し いこ と 。 
健康 で ある こと 。 

その 結果 。 

НЕС $\ С, ЧЕРТЕ, SESS RED, ЗЕЕ, SNS 

を 、 所 有 し て いる こと 。 

分 布 位 置 に お いて 。 УМНА, ЕН Еж, ПИБа, М 
有 し て いる こと 。 

装備 に お いて 。 武装 性 や 、 自 衛 性 。 攻 撃 性 や 、 防 御 性 や 、 反 撃 性 。 
Чака, それ ら を 、 所 有 し て いる こと 。 


RAIMI, mE. MBER, FAL. RIS, BE 
7] 


彼女 に 対し て 、 快 適 で 、 楽 で 、 安 全 な 、 生 活 環境 を 、 朝 買 し 、 提 供 
35. Л. 

彼 自 身 は 、 茜 酷 な 環境 に 対す る 、 強 力 な 耐性 を 、 所 有 し て いる こ 
と 。 


彼女 を 、 護 衛 す る 、 能 力 。 
RE. CRIS. ВЕЛ. ЖФК, НИЕ Ос, Be 
ня 5. 887). 


彼女 が 占有 する 、 SEQ. ЖА, НЕ. 

彼 が 、 そ れ ら を 借用 する た め の 対 価 を 、 彼 女 に 対し て 、 継 続 的 に 、 
十 二 分 に 支払 い 続 ける 、 能 力 。 

彼 が 、 彼 女 に 対し て 、 そ うし た 不労 所 得 を 、 供 給 し 続け る 、 能 力 。 
経済 的 に 稼ぐ 、 能 力 。 


女性 が 、 予 め 所 有 し て いな い 、 様 々 な 特性 。 
身体 的 な 特性 。 男 体 特有 の 、 特 性 。 


外観 。 ルッ クス 。 外装 。 そ れ ら の 良さ 。 男 体 カー スト の 高 さ 。 筋力 
фена. MIB, а, 

性 行為 に お いて 。 彼女 が 単独 で は 得 ら れ な い 性 的 快感 を 、 彼 か ら 、 
十分 に 得 ら れる こと 。 

神経 系 に お いて 。 彼女 が 持っ て いな い 、 気 体 的 な 思考 回 路 を 、 豊 富 
に 備え て いる こと 。 


生物 共通 の 、 良 好 な 特性 。 

反応 性 の 良さ 。 運 動 性 の 良さ 。 知能 の 高 さ 。 

神経 系 。 神 経 回 路 。 思考 回 路 。 性格 。 考え方 。 そ れ ら の 良さ 。 光 明 
性 を 、 十 分 に 備え て いる こと 。 

取り 扱い の 、 容 易 性 。 気 安く 接する こと が 、 出 来る こと 。 


Е— $195, FAVA, CORA. 
それ は 、 以下 の 内 容 で ある 。 


生物 と し て の 力 。 そ うし た 力 を 、 十 分 に 備え て いる こと 。 
生物 と し て の 有 能 性 。 そ うし た 能力 を 、 十 分 に 備え て いる こと 。 


生存 を 維持 する 力 。 生き抜く 力 。 資 源 を 発見 する 力 。 資 源 を 獲得 す 
る 力 。 資 源 を 奪取 する 力 。 資 源 を 私 有する 力 。 所 有 資 源 を 防衛 する 


力 。 
そう し た 有 能 性 を 、 十 分 に 備え て いる こと 。 


生殖 する 力 。 自 己 複製 の 力 。 自 己 増殖 の 力 。 彼 自身 の 子 拓 を 、 後 世 
ICT. 71, BNF ХИТ. 
そう し た 有 能 性 を 、 十 分 に 備え て いる こと 。 


周囲 の 他 者 に 対し て 、 光 明 性 を 与え る 、 力 。 

周囲 の 他 者 に 対し て 、 生 き や す さ を 与え る 、 力 。 
周囲 の 他 者 に 対し て 、 生 き や す さ を 生産 する 、 力 。 
周囲 の 他 者 に 対し て 、 生 き や す さ を 供給 する 、 力 。 


周囲 の 他 者 に 対し て 、 暗 黒 性 を 挟 え な い 、 カ 。 


周囲 の 他 者 に 対し て 、 生 き に くさ を 与え な い 、 力 。 

周囲 の 他 者 に 対し て 、 生 き に くさ を 強制 し な い 、 カ カ 。 

周囲 の 他 者 に 対し て 、 虐 待 や 搾取 を 、 行 わな い 、 カ 。 

そう し た 有 能 性 を 、 十 分 に 備え て いる こと 。 

既 得 権益 を 豊富 に 所 有する 、 無能 な 、 生 物 個体 。 

彼 自身 は 、 生 物 と し て の 力 を 、 個 人 的 に は 、 あ まり 持た な い 。 
彼 自身 は 、 生 物 と し て の 有 能 性 を 、 個 人 的 に は 、 あ まり 持た な い 。 
彼 自身 は 、 生 物 と し て は 、 個 人 的 に は 、 あ まり 絶 力 的 で は 無い 。 
例 。 日 本 社会 に お ける 、 世 骨 の 国会 議員 。 

例 。 日 本 社会 に お ける 、 世 謀 の 大 資産 家 の 、 息 子 や 娘 。 


追加 内 容 。2022 年 11 月 初出 。 生 
物 に お ける 、 圧 力 や スト レス や 欲 
求 不 満 や 葛藤 や 矛盾 。 生物 に お け 
る 、 社 会 的 抑圧 。 生 物 に お ける 、 
親子 関係 の 成立 。 生 物 力 学 は 、 物 
理 的 な 力学 の 一 環 で ある こと 。 液 
体 性 の 生物 と 気体 人 性 の 生物 。 生 物 
Он 35. BiBXK MMW 
案 と の 、 共 通 仁 。 生 物 の 神 縦 系 に 
お ける 、 意識 と 無意識 。 


ЕЕ, ЗЕ, ARH, MAOCCeEED 

ある 生物 に お いて 。 

彼 自身 の 神経 系 に お ける 、 リ アル な 内 部 の 上 真実 。 そ の 内 容 を 、 そ の 
まま 、 外 部 へ と 出力 する こと 


こと 。 


不正 真性 。 不 誠実 性 。 虚 偽 性 。 嘘 を つく こと 。 偽 る こと 。 

ある 生物 に お いて 。 

彼 自身 の 神経 系 に お ける 、 リ アル な 内 部 の 上 真実 。 そ の 内 容 に 反する 
外部 出力 を 、 行 うこ と 。 

その 継続 的 な 実現 の た め に 、 彼 自身 の 神経 系 活動 に お ける 、 意 識 的 
な 、 統 制 や 制御 を 、 絶 え ず 必要 と する こと 


仮に 、 彼 自 身 に お いて 、 そ うし た 意識 的 な 統制 や 制御 が 、 緩 ん だ 場 


彼 自身 の 神経 系 に お ける 、 リ アル な 内 部 の 真実 。 そ の 内 容 が 、 う っ 
か り 、 外 部 に 露見 する こと 。 

例 。 彼 自身 が 、 夢 を 見 る こと 。 彼 自身 が 、 カ ウン セリ ング を 受け る 
こと 。 


彼 自身 に よる 外部 出力 の 内 容 。 
その 内 容 が 虚偽 で ある こと が 、 周 囲 に 密 見 し な い 限 り 。 
彼 自身 は 、 よ り 、 生 き や す く な る こと 。 


彼 自身 の 神経 系 に お ける 、 リ アル な 内 部 の 真実 。 
それ は 、 以下 の 内 容 で ある 。 


内 部 に お ける 、 不 都合 な 点 。 


仮に 、 そ の 内 容 を 、 外 部 へ と 志 出 させ た 場合 。 
その 行為 が 、 彼 自身 の 生き や すさ の 、 低 減 や 喪失 に 、 繋 が る こと 。 
=> ЕР. 


(1) 
彼 自身 に お ける 、 生 き に くさ の 原因 と な っ て いる 、 箇 所 。 


内 部 に お ける 傷 。 

内 部 に お ける 急所 。 
内 部 に お ける 弱い 点 。 
内 部 に お ける 劣っ た 点 。 
内 部 に お ける 下位 性 。 


ЕВ at ЗЕЕ ФРЛ. 
НЕ 5 ЕЕ, 

内 部 に お ける 混乱 。 

内 部 に お ける 、 矛 盾 や 葛藤 や 対立 。 
内 部 に お ける 機密 情報 。 


それ ら の 、 隠 蔽 や 内 部 抑圧 。 


(2) 

周囲 の 相手 を 、 よ り 、 生 き に くく する こと 。 

周囲 の 相手 の 生き や すさ を 、 別 奪 す る こと 。 

彼 自身 は 、 そ の こと で 、 よ り 、 生 き や す く な る こと 。 


周囲 の 相手 に 対す る 、 攻 撃 性 。 

周囲 の 相手 が 所 有する 資源 を 、 奪 取 す る こと 。 
周囲 の 相手 を 、 打 倒す る こと 。 

周囲 の 相手 を 、 虐 待 し 、 搾 取 す る こと 。 


それ ら の 行為 に つい て の 、 秘 密 の 、 目 論 見 や 計画 。 


МЕН, ЛА, 虚偽 性 。 そ れ ら の 、 神 縦 回 路 に お ける 、 表 
現 。 


本 来 、0 を 出力 すべ き と こ ろ を 、1 を 出力 する こと 。 
神経 細胞 が 、 本 来 、 無 発火 で ある べき と ころ を 、 発 火 す る こと 。 


本 来 、1 を 出力 すべ き と こ ろ を 、0 を 出力 する こと 。 
本 来 、-1 を 出力 すべ き と こ ろ を 、0 を 出力 する こと 。 
神経 細胞 が 、 本 来 、 発 火 す べき と ころ を 、 無 発火 で 通す こと 。 


本 来 、1 を 出力 すべ き と こ ろ を 、-1 を 出力 する こと 。 
神経 細胞 が 、 本 来 、 発 火 を 促進 すべ き と こ ろ を 、 抑 制す る こと 。 


本 来 、-1 を 出力 すべ き と こ ろ を 、1 を 出力 する こと 。 
神経 細胞 が 、 本 来 、 発 火 を 抑制 すべ き と こ ろ を 、 促 進 す る こと 。 


В. 矛盾 。 

ある 生物 に お いて 。 

彼 自身 の 神経 系 に お ける 、 和 人 入力 と 出力 に お いて 。 
それ ぞ れ の 、 同 一 の 、 箇 所 や 位置 に お いて 。 


1 と -1 と が 、 同 じ 強 さ で 、 同 居 し て いる こと 。 
促進 と 抑制 と が 、 同 じ 強 さ で 、 同 居 し て いる こと 。 


1 と 0 と が 、 同 じ 強 さ で 、 同 居 し て いる こと 。 
-1 と 0 と が 、 同 じ 強 さ で 、 同 居 し て いる こと 。 
発火 と 無 発火 と が 、 同 じ 強 さ で 、 同 居 し て いる こと 。 


それ ら は 、 彼 自身 の 行動 に お ける 、 混 乱 を も た ら す こと 。 


彼 自 身 は 、 ど の 入力 を 、 信 用 し 採用 すれ ば 良い か 、 分 か ら な く な る 
こと 。 
彼 自身 は 、 ど の 出力 を 、 選 択 し 実行 すれ ば 良い か 、 分 か ら な く な る 
こと 。 


そう し た 混乱 。 

それ ら は 、 彼 自身 の 行動 に お ける 、 間 違い や 遅延 や 停止 を 、 も た ら 
すこ と 。 

それ ら は 、 彼 自身 に お ける 有 能 性 の 、 低 減 や 喪失 に 、 つ な が る こ 


それ ら は 、 彼 自身 に お ける 生き や すさ の 、 低 減 や 喪失 に 、 つ な が る 
それ ら は 、 彼 自身 に お ける 弱い 点 と な る こと 。 
間違い 。 遅 延 。 停 止 。 

それ ら の 原因 。 

ある 生物 に お いて 。 


彼 自身 が 、 無 能 過 ぎる こと 。 
鈍感 性 。 

無知 性 。 

知能 の 欠如 。 

学習 程度 の 低 さ 。 

mane, 

盲信 性 。 

作为 D 欠 如 。 

分 析 の 不足 。 計画 の 不足 。 


それ ら に 基づく 、 不 作為 的 な 、 間 違い や 遅延 や 停止 


彼 自 身 が 、 有 人 能 過ぎ る こと 。 

敏感 性 。 

SRAM OAAMTIE, TORS, 

知識 の 多 さ 。 

知能 の 高 さ 。 

学習 程度 の 高 さ 。 

分 析 の し 過ぎ 。 計画 の し 過ぎ 。 

SOE LIS, SH, 

それ ら に 基づく 、 作 為 的 な 、 間 違い や 遅延 や 停止 


注意 不足 。 注 意 の 散漫 性 。 

眠 さ 。 

疲労 。 

それ ら に 基づく 、 無 意識 的 で 不作 為 的 な 、 間 違 け や 遅延 や 停止 


注意 の 過敏 性 。 注意 の 過 集 中 性 。 

パニ ッ ク 。 

动摇 。 

それ ら に 基づく 、 無 意識 的 で 不作 為 的 な 、 間 違い や 遅延 や 停止 


彼 自身 が 、 周 囲 の 相手 に 対し て 、 故意 に 、 損 害 を 与え た いこ と 。 
彼 自 身 が 、 周 囲 の 相手 が 所 有する 資源 を 、 故 意 に 、 減 らし た いこ 
Cs 

そう し た 意図 に 基づく 、 意 識 的 で 作為 的 な 、 間 違い や 遅延 や 停止 


ある 生物 に お いて 。 
彼 自身 の 神経 系 に お いて 。 
EO +H EAM RAC BT. 


yee. HAS, ASS, SS, 
それ ら の 程度 に お いて 。 


入力 の 不足 。 出 力 の 不足 。 
入力 の 過剰 。 出力 の 過剰 。 


それ ら は 、 彼 自身 に 対し て 、 間 違い や 遅延 や 停止 を 、 も た ら す こ 


それ ら は 、 彼 自身 に 対し て 、 混 乱 を 、 も た ら す こと 。 
それ ら は 、 彼 自身 に 対し て 、 生 き や す さ の 、 低 減 や 喪失 を 、 も た ら 


親子 の 上 下関 係 。 
親 の 場合 。 
上 位 性 。 


既に 、 能 力 的 に 、 十 分 に 、 発 達し 成就 し て いる こと 。 

既得 権益 を 、 十 分 に 、 取 得 し て いる こと 。 

縦 験 を 、 豊 富 に 、 所 有 し て いる こと 。 

前 例 を 、 豊 富 に 、 学 習 し 蓄積 し て いる こと 。 

その 結果 。 

資源 の 、 獲 得 や 保有 に お いて 、 有 人 能 な 存在 と な っ て いる こと 。 
生存 維持 に お いて 、 有 人 能 な 存在 と な っ て いる こと 。 


下位 性 。 


既に 、 擦 れ て いる こと 。 Е, НЕС, ВС, 
と な っ て いる こと 。 


т 
$ 


<, Исса, На, BALTISCE, 新規 の 適応 
He, ОИС“. 

Fe, НЕ ЕСО, 使い 捨て の 存在 で ある こと 。 
FRICEDTO, 踏み 台 と し て の 存在 で ある こと 。 


子供 の 場合 。 
上 位 性 。 


親 に と っ て の 、 意 思 疎 通 不能 性 。 
親 に と っ て の 、 制 御 不能 性 。 


例 。 
夜泣き する こと 。 い つま で も 、 泣 きま 止ま な いこ と 。 
親 に 対し て 、 無 聞 に 反抗 する こと 


親 に と っ て の 、 大 切 さ 。 
親 に と っ て の 、 足 重 性 。 


例 。 

親 に と っ て の 、 和 生きがい で ある こと 。 

親 に と っ て 、 次 世代 を 担う 、 足 重 な 存 在 で ある こと 。 
その た め 。 

親 に よっ て 、 大 切 に され 過ぎ る こと 。 

その 結果 。 

свое“. 

親 に と っ て 、 制 御 不能 に な る こと 。 


若 さ 。 活 動 エ ネル ギー。 
それ ら に 、 満 ち 溢 れ て いる こと 。 


環境 適応 に お ける 、 可変 性 や 柔軟 性 。 
それ ら に 、 満 ち 溢 れ て いる こと 。 


初 々 し さ 。 新規 性 。 将来 性 。 
親 を 超え た 、 有 能 性 の 発揮 の 、 可 能 性 。 
И 満ち 溢れ て いる こと 。 


下 位 性 。 


生存 維持 の た め の 、 人 能力 発達 の 、 欠 如 や 不足 。 
生存 維持 の た め の 、 能 力学 習 の 、 欠 如 や 不足 。 
無力 性 。 無 能 性 。 未 経験 性 。 

その 結果 。 

彼 自身 の 生存 の 維持 に お いて 。 

親 か ら の 、 資 源 の 供給 が 、 必 須 で ある こと 。 


従来 の 、 心 理学 や 社会 学 に お ける 、 社 会 の 概 意 。 
S.Freud. 

彼 に お ける 、 超 自我 の 概 意 。 

それ は 、 以下 の 内 容 で ある 。 


生物 個体 に 対す る 、 社 会 的 禁止 や 、 社 会 的 統制 。 
例 。 親 に よる 、 子 供 へ の 、 苔 け 。 個 人 に 対す る 、 社 会 の ルー ル の 強 
制 。 


その 実態 。 
力量 に お ける 上 位 者 た ち に よる 、 そ の 生物 に 対す る 、 以下 の 内 容 の 
行為 。 


支配 。 統制 。 規制 。 制限 。 禁 止 。 制 御 。 規則 の 、 一 方 的 な 生成 。 規 
AOBTe, он 9 5. Rt. ША, 
そう し た 上 位 者 た ちの 、 総 体 や 統合 体 と し て の 、 社 会 。 


上 位 者 。 そ れ は 、 以下 の 内 容 で ある 。 

生物 の 場合 。 そ の 生物 より も 、 有 能 な 者 。 そ の 生物 より も 、 よ り 大 
SCRE, TET SE. 

無生物 の 場合 。 そ の 生物 より も 、 物 理 的 に 、 強 大 で 強力 な 、 存 在 。 


例 。 苦 酷 な 気候 。 風 雨 。 土 砂 災 害 。 和 干ばつ 。 洪 水 。 地 震 。 雷 。 火 
<< 
Ko 


それ ら の 内 容 の 、 そ の 生物 の 神経 系 に お ける 、 強 制 的 な 内 面 化 。 
その 生物 の 神経 回 路 へ の 、 強 制 的 な 学習 に よる 、 強 制 的 な 実 義 。 


それ は 、 以下 の 内 容 で ある 。 
外部 神経 系 か ら の 、 制 御 。 外 的 制御 。 
上 位 者 か ら 強 制 さ れ た 、 学 習 。 強 制 的 学習 。 


それ ら の 発生 の 背景 。 
ЖЖ. 
生物 は 、 無 制限 に 、 よ り 、 生 き や す く な けり た いこ と 。 


生物 は 、 無 制限 に 、 資 源 を 、 奪 取 し 獲得 し た いこ と 。 
生物 は 、 無 制限 に 、 自 己 複製 し 、 自 己 増殖 し た いこ と 。 
ЕН, НЫ с, RASOFRE. НН ЕЕ ©. 


それ は 、 以 下 の 内 容 で ある 。 

生き や すさ へ の 圧力 。 

生き や すさ の 実現 へ の 圧力 。 生き や すさ の 増強 へ の 圧力 。 
生存 へ の 圧力 。 

それ ら の 圧力 は 、 無 限 の 拡大 性 を 、 有 する こと 。 それ は 、 気 体 性 で 
ある こと 。 

それ ら の 圧力 は 、 そ の 生物 の 内 部 に 、 溜 まり 続け る こと 。 

欲求 。 


S.Freud. 
彼 に お ける 、 リ ビ ド ー の 概念 。 


ある 生物 に お いて 。 
外 的 制约 。 
外部 環境 に お ける 、 彼 自身 に と っ て の 上 位 者 が も た ら す 、 制 約 。 


内 的 制约 。 
HASONBRAMBEST. GIA, Gl MERTHSCE, ЖЕ 
失調 で ある こと 。 

彼 自 身 の 能 力 に お ける 、 限 界 。 例 。 知 能 の 弱 さ 。 Фа. 

彼 自 身 が 位置 する 環境 に お ける 、 限 界 。 例 。 移動 生活 様式 へ の 、 不 
適合 。 定 住 生 活 様式 へ の 、 不 適合 。 祖 先 か ら 受 け 継 い だ 、 既 得 権益 
の 、 少 な さ 。 


カウ ン セ リン グ に お ける 、 投 影 や 転移 や 同一 視 。 
患者 本 人 と 治療 者 と の 、 閉 鎖 的 で 限定 的 な 、 二 者 関係 に お いて 。 
患者 が 、 治 療 者 の こと を 、 以下 の よう に 見 働 す よう に な る こと 。 
彼 自 身 の 精 神 を 、 傷 付け た 者 。 

彼 自身 に お ける 矛盾 や 葛藤 。 それら が 生じ た 原因 と な る 者 。 


欲求 不 满 。 


S.Freud. 

彼 に お ける 、 BRKAN > その 防衛 の 、 概念 。 

それ は 、 以下 の 内 容 で ある 。 

生き や すさ へ の 圧力 を 、 本 来 の 場所 以外 の 、 外 部 へ と 、 逃 が すこ 
CS 

生き や すさ へ の 圧力 を 、 内 部 へ と 、 封 印 す る こと 。 その 結果 。 内圧 
が 、 増 大 する こと 。 CORMFRELTO, RATER, HE 
する こと 


ある 生物 に お いて 。 

彼 自 身 の 生 き や す さ の 、 和 実現 や 獲得 や 増強 に お いて 。 

それ ら の 水準 が 、 低い こと 。 それ ら が 、 不足 し て いる こと 。 
絶対 的 な 、 低 水準 や 、 不 足 。 絶対 量 の 場合 。 

相対 的 な 、 低 水準 や 、 不 足 。 周囲 の 他 者 と 、 比 較 し た 場合 。 

過去 。 彼 自 身 が 、 満た され て 来 な か っ た こと 。 

現在 。 彼 自身 が 、 満 た され て いな いこ と 。 

未来 。 彼 自 身 が 、 満 た され そう に な いこ と 。 

彼 自 身 が 、 そ れ ら の こと を 、 認 識 し 自覚 し て いる こと 。 彼 自身 が 、 
それ ら の こと を 、 不 快 に 感じ て いる こと 。 欲 求 不 満 の 意識 の 、 顕 在 
化 。 

ЕЕ, それら に つい て の 、 認 識 や 自覚 の 発生 を 、 内 的 に 、 防 衛 
し 抑圧 し て いる こと 。 彼 自身 が 、 それ ら の こと を 、 内 的 に 、 不 快 に 
感じ て いる こと 。 谷 求 不 満 の 意識 の 、 潜 在 化 。 


生物 に お ける 、 谷 求 。 


自己 複製 。 生殖 の 実現 。 
彼 自 身 が 、 そ れ ら の 実現 に お いて 、 有 利 に な る こと 。 優位 性 や 上 位 
性 の 、 実 現 。 


彼 自身 が 、 そ れ ら の 実現 に お いて 、 失 敗 す る 場合 。 
彼 自 身 の 内 部 に お いて 、 生 き や す さ へ の 圧力 が 、 更 に 高まる こと 。 
彼 自 身 の 内 部 に お いて 、 人 不満 が 、 溜 まる こと 。 


そう し た 不満 の 、 制 け 口 。 
彼 自 身 の 内 部 に お ける 、 生 き や す さ へ の 圧力 の 、 排 出口 。 
それ は 、 以下 の 内 容 で ある 。 


C1) 
圧力 を 、 抜 く こ と 。 
問題 解決 。 本 来 の 進路 を 、 そ の まま 進ま せる こと 。 


計画 的 な 、 問 題 解決 。 戦 略 の 立案 を 、 事 前 に 行う こと 。 
衝動 的 な 、 問 題 解決 。 行 き 当 た り リ ば っ た り リ で ある こと 。 


#5 L, 

本 来 の 進路 か ら 、 外 すこ と 。 

本 来 と は 別 の 進路 へ と 、 誘 導 す る こと 。 
代替 の 進路 へ と 、 進 ませ る こと 。 


(2) 
庄 力 を 、 抜 か な いこ と 。 


圧力 を 、 内 部 に 封印 する こと 。 
圧力 を 、 内 部 に 閉じ 込め る こと 。 
ЕЛЕ, FAecgce, 


仮に 、 圧 力 が 、 内 部 に 、 溜 まり 過ぎ た 場合 。 
彼 自身 DO 不满 太 、 破 裂 才 吾 二 上。 
彼 自身 DO 不 满 太 、 炸 裂 才 吾 二 上。 
彼 自身 の 不満 が 、 爆 発する こと 。 


AK. Е«\>9 &Ф, ЕМ\ЪНЕАФ, МЕЛ, ЕЕ ЛФЕ 
7] 


それ ら の 、 外 的 な 放出 。 そ れ ら の 、 内 的 な 封印 。 

それ ら の 動機 付け 。 それ ら の 行動 。 そ れ ら の 、 神経 回 路 に お ける 実 
装 が 、 必 要 で ある こと 。 

それ は 、 以 下 の 内 容 で ある 。 

生物 的 神経 系 に お いて 。 

生き や すさ の 実現 に お ける 、 良 好 性 や 不良 性 の 、 実 聞 。 

そう し た 良好 性 や 不良 性 を 、 彼 自身 が 自覚 する メカ ニズム の 、 実 


ЯХо 


生き や すさ の 実現 へ の 、 庄 力 。 生 存 へ の 圧力 。 欲 求 不 満 。 そ の 内 的 
な 封印 。 その 内 的 な 解消 。 そ うし た 行動 。 


例 。 

S.Freud. 

彼 に お ける 、 欲 求 不 満 の 防衛 機制 の 、 概 意 。 

それ は 、 生 物 的 神経 系 の 実装 の 観点 か ら は 、 以下 の よう に 、 置 き 換 
え 可 能 で ある こと 。 


合理 化 。 生 き や す さ の 実現 へ の 圧力 の 、 内 的 な 蓄積 に つい て 。 そ の 
正当 化 を 、 行 うこ と 。 


同一 視 。 良好 で 理想 的 な 、 他 者 の 状態 を 、 彼 自身 へ と 、 取 り 込 むこ 
と 。 そ うし た 他 者 を 、 彼 自身 と 、 同 一 視 す る こと 。 そ の こと で 、 彼 
自身 を 、 良 好 で ある と し て 、 称 人 賛 す る こと 。 
投射 。 彼 自身 の 不良 な 状態 を 、 他 者 へ と 、 投 射す る こと 。 そう し た 
thee. RRCHSCUT, JFHITSCe, 


反動 形成 。 本 来 と 反対 の 内 容 の 行動 を 、 取 る こと 。 彼 自身 の 行動 内 
容 に お ける 、 反 転 や 逆行 。 

逃避 。 

彼 自 身 の 内 部 に お いて 、 生 き や す さ の 実現 へ の 圧力 の 、 逃 げ 場所 
を 、 探 すこ と 。 


退行 。 
RASOARBICSIUIT, №9 &ФЕЯЛФЕЛО, УР 
を 、 作 る こと 。 そ の 室 き スペ ー ス を 作る た め の 、 彼 自身 の 精神 の 庄 
HAE. тес. 

彼 自 身 の 内 部 に お いて 、 精神 の 逆戻り を 、 行 うこ と 。 

自力 で の 資源 獲得 。 彼 自身 の 精神 が 、 そ の 能力 の 学習 以前 の 状態 
に 、 逆 戻り する こと 。 子 供 返 り 。 SC. EI. 

彼 自身 に お ける 、 行 動 発達 。 そ の 時 系 列 に お ける 、 反 転 や 逆行 。 
彼 自身 に お ける 、 学 習 の 進展 。 そ の 時 系 列 に お ける 、 反 転 や 逆行 。 


вая, 


代償 。 代 理 や 代替 の 内 容 を 、 入 手 す る こと 。 そ の こと で 、 取 り 敢 え 
ず 、 満 足す る こと 。 その こと で 、 不 満 を 解消 する こと 。 

昇華 。 本 来 の 低 次 の 内 容 を 、 よ り 高 次 の 内 容 に よっ て 、 代 替 し 、 代 
用 する こと 。 そ の こと で 、 取 リ り 敢 え ず 、 満 足す る こと 。 その こと 
< ЛЕНУ STE, 


スト レス 。 あ る 物体 に お いて 。 圧力 を 受け る こと に よっ て 生じ る 、 
歪み 。 

スト レッ サー。 そう し た 圧力 を 掛け る 者 。 

スト レス 反応 。 そ うし た 歪み その も の 。 


スト レッ サー に よる 、 働 きか け 。 

外部 環境 。 内 部 環境 。 そ うし た 環境 か ら の 、 物 理 的 な 働き か け 。 そ 
うし た 働き か けが 引き 起こ す 、 入 力 刺 激 。 

無生物 か ら の 、 入 力 刺 激 。 例 。 化 学 物 質 に よる アレ ルギー。 
生物 か ら の 、 入 力 刺 激 。 例 。 対 人 関係 に お ける 、 和 劣悪 性 。 

そう し た 人 入力 刺激 に お ける 、 和 人力 値 。 そ の 値 に お ける 、 過 大 性 や 過 
多 性 。 


そう し た 人 入力 刺激 の 発生 頻度 。 その 頻度 に お ける 、 過 大 性 や 過多 
性 。 
それ ら の 結果 。 


その 生物 が 、 彼 自身 の 神経 系 や 、 彼 自身 の 内 部 基盤 設備 を 、 酷 使 し 
て し まう こと 。 

その 結果 。 

その 生物 が 、 彼 自身 の 神経 系 や 、 彼 自身 の 内 部 基盤 設備 を 、 壊 し た 
り リ 、 傷 付け て し まう こと 。 

それ は 、 以 下 の 内 容 で ある 。 

スト レス に 基づく 、 病 気 や 傷 の 、 発 生 。 


スト レッ サー の 効果 が 高く な る 、 要 因 。 
その 量 が 、 多い こと 。 

その 頻度 が 、 高 いこ と 。 
その 力 が 、 強 いこ と 。 

その 密度 が 、 高 いこ と 。 

それ が 、 連 続 的 で 、 持 続 的 で ある こと 。 


それ が 、 そ の 生物 に お ける 、 急 所 や 弱い 点 を 、 的 確 に 、 容 赦 無く 、 
突い て いる こと 。 


庄 力 を 受け る こと 。 
その 結果 。 


スト レス を 生じ る こと 。 
疲労 を 生じ る こと 。 
負荷 を 感じ る こと 。 
その 結果 。 
抑圧 され る こと 。 


その 結果 。 


疲れ る こと 。 
苦痛 や 辛 さ を 、 感 じ る こと 。 


周囲 の 、 他 の 生物 や 、 他 の 無生物 か ら の 、 物 理 的 な 圧力 や 、 物 理 的 
な 抑圧 。 

そう し た 庄 力 の 行使 その も の 。 

そう し た 圧力 の 行使 が な され る 可能 性 。 

例 。 

警察 に よる 、 物 理 的 な 武力 や 暴力 の 行使 の 、 可 能 性 。 

それ が 、 そ の 時 々 の 政府 や 政権 へ の 反抗 者 に と っ て 、 精 神 的 な スト 
レス と な る こと 。 


それ ら を 伴う 、 状 況 や 環境 。 

それ ら が 、 そ の 生物 に と っ て の 、 精 神 的 な 圧力 や 、 精 神 的 な 抑圧 へ 
と 、 そ の まま 転化 する こと 。 

それ は 、 以下 の 内 容 で ある 。 

物理 的 圧力 の 、 精 神 的 圧力 へ の 、 和 転化 。 

物理 的 抑圧 の 、 精 神 的 抑 庄 へ の 、 転 化 。 


その 生物 が 、 そ うし た 圧力 や 抑圧 を 、 跳 ね 返 そ うと する こと 。 
その 結果 。 

その 生物 は 、 余 計 に 、 体 内 の 設備 の 酷使 を 、 し て し まう こと 。 
その 生物 は 、 余 計 に 、 体 内 の 資源 の 消費 を 、 し て し まう こと 。 
その 結果 。 

その 生物 の 所 有する 、 体 内 の 設備 が 、 故 障 す る こと 。 

その 生物 の 所 有する 、 体 内 の 資源 が 、 不 足す る こと 。 


庄 力 や 抑圧 の 、 種 類 。 


相手 に 対す る 、 物 理 的 な 、 攻 撃 や 虐待 や 暴力 。 
相手 に 対す る 、 物 理 的 な 織 滅 作戦 の 、 実 行 。 
相手 に 対す る 、 物 理 的 な 、 支 配 や コン トロ ー ル や 油 け 。 


相手 に 対す る 、 物 理 的 資源 や 設備 の 、 物 理 的 な 奪取 。 
Gl, WEEE, 石油 。 足 金属 。 生 物 の 身体 その も の 。 
例 。 物 理 的 設備 。 土地 。 建 物 。 機 械 。 


р 物理 的 資源 の 入手 口 か ら の 、 物 理 的 な 追放 や 締め 出 
SCT 物理 的 資源 の 入手 口 へ の アク セス の 、 物 理 的 な 
я, 定住 生活 様式 社会 に お ける 、 定 住 集 団 か ら の 、 追 放 。 


相手 に と っ て の 、 資 源 入手 に お ける 、 協 力 者 。 

例 。 亲 产子 供 世 配偶 者 。 血 绿 集团 。 

そう し た 協力 者 に 対す る 、 物 理 的 な 攻撃 。 

そう し た 協力 者 に 対す る 、 物 理 的 な 吹 滅 作戦 の 実行 。 


それ ら の 行為 その も の 。 
それ ら の 行為 の 可能 性 の 、 示 唆 。 例 。 田 し 


相手 に 対す る 、 上 位 性 。 
相手 に 対す る 、 同 位 性 や ライ バル 性 。 


それ ら の 掛け 合わ せ が 、 そ の まま 、 相 手 に 対す る 、 精 神 的 な 攻撃 と 
な る こと 。 


生物 は 、 物 理 的 存在 で ある こと 。 
生物 に お ける 、 そ の 性 質 自体 が 、 以 下 の 内 容 へ と 、 走 結 す る 形 で 、 
その まま 反映 され る こと 。 


AWD, ВЕК. BEDS. 
AMD. Но. He. 


生物 は 、 物 理 的 に 、 実 在 す る 必要 が ある こと 。 
生物 は 、 物 理 的 に 、 生 存 を 維持 する 必要 が ある こと 。 


例 。 

通信 に 基づく 、 生 物 的 な 存在 。 

遠隔 的 な 、 生 物 的 な 存在 。 

コン ピュ ー タ 内 部 に お ける 、 生 物 的 な 存在 。 
例 。 


ネッ ト 上 の 仮想 室 間 。 
ネッ ト 上 の バー チャ ル ア イ ドル 。 


彼ら は 、 結 局 は 、 物 理 的 な 存在 で ある こと 。 
彼ら は 、 物 理 的 な 実在 性 を 、 前 提 と し て いる こと 。 


彼ら の 実体 は 、 通 信 装 買 や 、 通 信 回 線 や 、 コ ンピュータ の デー タ 記 
録 装 買 の 上 に 、 物 理 的 に 実在 する こと 。 
彼ら は 、 決 し て 、 仮 想 的 な 存在 で は 無い こと 。 


生物 の 精神 の シミ ュ レ ーション 。 
生物 の 神経 系 の シミ ュ レ ーション 。 
それ ら は 、 物 理 的 動力 学 の シミ ュ レ ーション へ と 、 真 結 す る こと 。 


生物 的 神経 系 は 、 外 部 環境 に つい て の 地図 を 、 そ の 内 部 に 、 内 蔵 
し 、 所 有 し て いる こと 。 

その 地図 。 外部 環境 に つい て の 、 時 室 間 的 な 把握 の 内 容 。 

生物 的 神経 系 は 、 そ の 地図 の 内 容 を 、 学 習 し 、 記 憶 し て いる こと 。 
生物 的 神経 系 は 、 そ の 地図 の 内 容 を 、 リ アル タイ ム で 、 絢 え ず 、 更 
新 し て いる こと 。 


その 地図 の 、 具 体 的 な 内 容 。 


外部 環境 に お ける 、 他 の 生物 と 、 他 の 無生物 。 

それ ら の 、 地 理 的 な 分 布 位 四 。 

それ ら の 、 内 容 面 に お ける 特徴 。 例 。 有 人 能 性 。 物理 的 な 強 さ 。 精神 
的 な 強 さ 。 

それ ら の 間 に お ける 、 物 理 的 な 上 下関 係 や 、 精 神 的 な 上 下関 係 。 


生物 的 神経 系 は 、 内 部 環境 に つい て の 地図 を 、 そ の 内 部 に 、 内 上 蔵 
し 、 所 有 し て いる こと 。 

その 地図 。 内 部 環境 に つい て の 、 時 室 間 的 な 把握 の 内 容 。 

例 。 体 表 の 臓器 。 体 内 の 臓器 。 そ れ ら の 位 買 の 把握 。 そ れ ら の 活動 
状況 の 把握 。 


生物 的 神経 系 は 、 そ の 地図 の 内 容 を 、 学 習 し 、 記 憶 し て いる こと 。 
生物 的 神経 系 は 、 そ の 地図 の 内 容 を 、 リ アル タイ ム で 、 絢 え ず 、 更 
新 し て いる こと 。 


ある 生物 の 神経 系 内 部 に お ける 地図 。 

その 地図 は 、 他 の 生物 の 神経 系 の 、 リ アル タイ ム の 活動 その も の 
は 、 含 ん も で いな いこ と 。 

その 理由 。 

ОМА ФЕВ, ЗЕЕВЕЕ, HOTIISCEe, 

他 の 生物 の 神 縦 系 の 内 部 に つい て は 、 以 下 の 行 為 の 実行 が 、 困 難 で 
ある こと 。 

その 生物 が 生き た まま の 状態 で 、 そ の 神経 回 路 の 活動 を 、 リ アル タ 
イム で 、 観 察し 、 コ ピー する こと 。 


その 地図 は 、 他 の 生物 の 神経 系 の 活動 内 容 を 、 間 接 的 な 方 法 で 、 含 
ん で いる こと 。 

ある 生物 が 、 彼 自身 の 神 縦 回 路 の 内 容 情報 を 、 外 部 環境 へ と 、 物 理 
ВСЕ. SCE, 

例 。 音 声 の 発声 に よる 、 音 波 の 発生 。 印刷 され た 活字 。 石板 に 刻ま 
れ た 文字 。 

ОЕ, А, 

вова, НО ЦС, KRESOMRBANE, REE 
の 形 で 、 コ ピー する こと 。 

その 結果 。 

HBSEVONHWFKRELTO, #HAEROIE-., 

それ が 、 別 の 生物 の 神経 系 へ と 、 生 きた 神 縦 回 路 と し て 、 そ の ま 
ま 、 組 み 込ま れる こと 。 


ЕЕ 
Е Ао 


ある 生物 の 神経 回 路 は 、 い っ た ん 外 在 化 さ れ な いと 、 他 の 生物 の 神 
経 系 に よる 内 在 化 が 、 不 可能 で ある こと 。 


ある 生物 。 彼 自身 の 神経 系 が 内 蔵 す る 、 地 図 。 
その 地図 の 、 具 体 的 な 内 容 。 

その 生物 。 別 の 生物 。 別 の 無生物 。 

それ ら の 、 室 間 的 な 所 在 位置 。 


それ ら の 、 彼 自身 と の 、 力 学 に お ける 上 下関 係 。 
それ ら の 、 時 間 淀 に お ける 、 有 効 性 や 無効 性 。 例 。 有 効 な 、 営 業 時 


问 带 。 


それ ら に お ける 、 資 源 性 の 有無 。 それら に お ける 、 資 源 性 の 高低 の 
度合 い 。 

それ ら に お ける 、 彼 自身 に と っ て の 、 生 き や す さ を も た ら す 、 性 質 
や 力 。 それ ら の 有無 。 そ れ ら の 高低 の 度合 い 。 


それ ら と の 、 過 去 に お ける 、 や けり と りり の 記録 。 

それ ら と の 、 過 去 に お ける 、 相 互 作 用 の 記録 。 

それ ら に つい て の 、 良 い 思 い 出 。 それ ら が 、 彼 自身 に 対し て 、 生 き 
や すさ の 促進 を も た らし た こと 。 

それ ら に つい て の 、 悪 い 思 い 出 。 それら が 、 彼 自身 に 対し て 、 生 き 
や すさ の 、 拘 制 や 阻害 を 、 も た らし た こと 。 


それ ら に つい て の 、 和 評価 。 
良し 悪し 。 快感 や 不快 感 。 好 き 嫌 い 。 そ うし た 感覚 を も た ら す 、 度 


合い 。 


例 。Google Map. 


生物 に 適用 され る 、 物 理 法則 。 
生物 的 神経 系 に 適用 され る 、 物 理 法則 。 
それ は 、 以下 の 内 容 で ある 。 


я, 

物体 を 、 変 形 さ せる こと 。 
物体 の 運動 状態 を 、 変 える こと 。 
それ ら の 原因 と な る も の 。 


仕事 。 
力 と 、 移 動 距離 と の 、 積 


その 場合 。 
慣性 に よる 移動 を 、 除 く こ と 。 


慣性 。 
速度 の 一 定性 。 
加速 度 が 、 働 か な いこ と 。 


エネ ルギー。 
物体 に お ける 、 仕 事 を する 能力 。 


仕事 率 。 
仕事 の 能率 。 


高い エネ ルギー 性 。 高 い 仕事 性 。 
それ ら は 、 気 体 性 で ある こと 。 それ ら は 、 男 性 性 で ある こと 。 


高い 重力 性 。 高 い 質 量 性 。 高 い 重 量 性 。 高 い 保存 力 性 。 
それ ら は 、 液 体 性 で ある こと 。 それ ら は 、 女 性 性 で ある こと 。 


気体 性 。 液 体 性 。 
男性 性 。 女 性 性 。 
それ ら は 、 純 粋 に 、 物 理 的 性 質 で ある こと 。 


力学 的 エネ ルギー。 

運動 エネ ルギー。 

重力 に よる 位置 エネ ルギー。 

それ ら 両 者 の 和 。 

力学 的 エネ ルギー に お いて 。 その 値 は 、 一 定 で ある こと 。 
それ は 、 以下 の 内 容 で ある 。 

力学 的 エネ ルギー 保存 の 法則 。 


その 法則 の 適用 閑 件 。 


それ は 、 以下 の 内 容 で ある 。 
保存 力 以外 の 力 が 、 仕 事 を し な いこ と 。 


保存 力 。 

それ は 、 以 下 の 内 容 で ある 。 

物体 の 移動 時 に お いて 。 

ФИЗ StS, СОН НЕАС ЕЕВС 
と 。 

そう し た カ 。 

その 大 き さ は 、 基 準 点 か ら の 相対 位置 に よっ て の み 、 決 まる こと 。 
例 。 

重力 。 弾 性 力 。 静 電気 力 。 

位 買 エネ ルギー。 ポ テン シャ ル エ ネル ギー。 


ee 
注意 点 。 


摩擦 力 は 、 保 存 力 で は 無い こと 。 


その 他 の エネ ルギー。 
それ は 、 以下 の 内 容 で ある 。 
熱 エ ネル ギー。 音 エネ ルギー。 光 エネ ルギー。 原子 力 エ ネル ギー。 


接し た 物体 か ら の 、 カ 。 
それ は 、 以 下 の 内 容 で ある 。 
张力 。 弹 性 力 。 摩 擦 力 。 抗 力 。 浮 力 。 


離れ た 物体 か ら の 、 力 。 
それ は 、 以下 の 内 容 で ある 。 
重力 。 磁 気力 。 静 電気 力 。 


作用 点 。 
力 が 働く 、 点 。 


作用 線 。 


作用 点 を 、 通 る こと 。 
力 の 方 向 を 、 向 く こ と 。 
その よう に 引い た 、 走 線 。 


重力 。 
WEDS, HROOAC, ASH. 
Zhit, RENCHSCE. 


重量 。 
重力 の 大 き さ 。 


万 有 引 力 。 

2 つの 物体 の 間 に お いて 、 相 互 に 及ぼ し 合う 力 。 

それ は 、 保 存 力 で ある こと 。 

その 大 き さ 。 

その 値 は 、 2 つの 物体 の 質量 の 積 に 、 比 例 す る こと 。 

その 値 は 、 2 つの 物体 の 間 の 距離 の 2 乗 に 、 反 比例 する こと 。 


場 。 
物理 量 が 、 室 間 内 の 位置 に よっ て 、 決 まる 場合 。 
その 室 間 。 


地表 。 
それ は 、 重 力 の 場 で ある こと 。 


位 買 エネ ルギー は 、 保 存 力 の 場 に お いて 、 考 えら れる こと 。 
位置 エネ ルギー は 、 保 存 力 の 場 に 、 著 えら れ て いる こと 。 


ある 点 か ら 、 別 の 点 へ と 、 移 動 し た 、 物 体 。 

その 物体 が 、 再 び 、 最 初 の 点 へ と 、 戻 る 場合 。 

保存 力 の 行使 し た 仕事 は 、 ゼ ロロ に な る こと 。 

例 。 

ボー ル の 、 床 と の 、 弾 性 衝突 。 

床 と の 衝突 の 前 後に お いて 、 ボ ー ル の 速 さ が 、 変 わら な いこ と 。 
ボー ル が 、 元 の 高 さ まで 、 戻 っ て きた こと 。 


物理 量 。 

物質 の 量 。 

ーー 定 の 数 の 分 子 の 集まり 。 

それ を 単位 と し て 表し た 、 物 質 の 量 。 


エネ ルギー の 原理 。 


運動 エネ ルギー の 変化 。 

変化 後 の 値 か ら 、 変 化 前 の 値 を 、 引 いた 値 。 
それ は 、 以下 の 内 容 で ある 。 

その 物体 に 対し て 、 な され た 仕事 の 、 和 。 


運動 エネ ルギー。 


EDAD, BE. 

その 物体 の 速 さ の 、 23, 
それ ら を 、 か け 含 わせ た 値 。 
その 値 を 、 2 で 割っ た 値 。 


生物 と 、 上 記 の 物理 法則 と の 、 関 連 。 


生物 その も の 。 

生物 の 神経 系 その も の 。 
生物 の 精神 その も の 。 
生物 の 行動 。 
生物 の 神経 系 の 動作 。 
生物 の 精神 の 動作 。 


それ ら は 、 物 理 的 で ある こと 。 

それ ら は 、 上 記 の 物理 法則 へ と 、 全 面 的 に 従う こと 。 
それ ら は 、 上 記 の 物理 法則 の 一 環 と し て 、 全 て 、 説 明 可 能 で ある こ 
a, 


気体 性 の 生物 。 

気体 分 子 運 動 パ ター ン に 沿っ て 行動 する 、 生 物 。 

ウィ ルス 。 

植物 の 、 花 粉 や 精細 胞 。 動物 の 精子 。 

男性 。 そ れ は 、 そ うし た 生殖 細胞 の 乗り 物 で ある こと 。 


液体 性 の 生物 。 

液体 分 子 運 動 パ ター ン に 沿っ て 行動 する 、 生 物 。 
細胞 。 

НФ, ИЗ, 動物 の 卵子 。 

女性 。 そ れ は 、 そ うし た 生殖 細胞 の 乗り 物 で ある こと 。 


気体 性 の 生物 。 

資源 の 、 最 小 限 の 所 有 者 。 資源 の 、 借 用 者 。 

例 。 ウ ィ ル ス 。 細胞 の 資源 を 借用 し て 生き る 、 気 体 性 の 生物 。 
例 。 精 子 。 卵子 の 資源 を 借用 し て 生殖 する 、 気 体 性 の 生殖 細胞 。 
例 。 男 性 。 女 性 の 生殖 資源 と 生殖 設備 を 、 借 用 し て 自己 複製 する 、 
気体 性 の 生物 。 


液体 性 の 生物 。 
資源 の 、 最 大 限 の 所 有 者 。 資 源 の 、 所 有 者 や 占有 者 。 
例 。 細 胞 。 ウ ィ ル ス に 対し て 、 資 源 を 貸し 出す 、 液 体 性 の 生物 。 


Я. ПУ. 精子 に 対し て 、 生 殖 の た め の 資 源 を 貸し 出し て 、 生 殖 す 
る 、 液 体 性 の 生殖 細胞 。 

例 。 女 性 。 男 性 に 対し て 、 生 殖 資 源 と 生殖 設備 を 、 貸 し 出し て 、 自 
己 複製 する 、 液 体 性 の 生物 。 


気体 性 の 物質 。 

室 。 室 気 。 大気 。 

それ ら は 、 以下 の よう な 性 質 を 、 持 つこ と 。 
浮遊 性 。 飛翔 性 。 上 昇 性 。 移 動 性 。 


液体 性 の 物質 。 

Ж. В. 淡水 。 海 水 。 

それ ら は 、 以下 の よ うな 性 質 を 、 持 つこ と 。 
沈殿 性 。 沈 下 性 。 下 降 性 。 不 動 性 。 定 住 性 。 


気体 性 の 物質 。 

液体 性 の 物質 。 

それ ら 両 者 は 、 互 い に 、 分 離し 、 隔 離し て いる こと 。 

それ ら 両 者 は 、 互 い に 、 交 わら な いこ と 。 

それ ら 両 者 は 、 互 い に 、 同 化し な いこ と 。 

それ ら 両 者 は 、 互 い に 、 相 手 を 拝 除 し 合う こと 。 

それ ら の 証拠 。 

気体 と 接する 液体 に お いて 。 表面 が 存在 する こと 。 それ ら 両 者 の 間 
に お いて 。 明確 な 境界 面 が 、 存 在 す る こと 。 超え られ な い 壁 が 、 存 
在 す る こと 。 


それ ら の 応用 。 

気体 性 の 生物 。 例 。 ウィ ルス 。 男性 。 

液体 性 の 生物 。 例 。 細胞 。 女 性 。 

それ ら 両 者 は 、 互 い に 、 分 離し 、 隔 離し て いる こと 。 

それ ら 両 者 は 、 互 い に 、 交 わら な いこ と 。 ПШ ЖФ 
要 が ある 場合 の み 、 交 わる こと 。 

それ ら 両 者 は 、 互 い に 、 同 化し な いこ と 。 ПШ HOW 
要 が ある 場合 の み 、 一 体 化 する こと 。 

それ ら 両 者 は 、 互 い に 、 相 手 を 拝 除 し 合う こと 。 

それ ら の 証拠 。 


気体 性 の 生物 社会 と 接する 、 液 体 性 の 生物 社会 に お いて 。 RADE 
在 す る こと 。 それ ら 両 者 の 間 に お いて 。 明確 な 境界 面 が 、 存 在 す る 
こと 。 超え られ な い 壁 が 、 存 在 す る こと 。 

例 。 

男性 優位 社会 と 接する 、 女 性 優位 社会 に お いて 。 表 面 が 存在 する こ 
と 。 それ ら 両 者 の 間 に お いて 。 明確 な 境界 面 が 、 存 在 す る こと 。 超 
АРИЗ FETS CE, 

移動 生活 様式 の 社会 と 接する 、 定 住 生 活 様式 の 社会 に お いて 。 RA 
が 存在 する こと 。 それ ら 両 者 の 間 に お いて 。 明確 な 境界 面 が 、 存 在 
する こと 。 超 えら れ な い 壁 が 、 存 在 す る こと 。 


上 記 の 内 容 か ら 導 出さ れる 、 一 般 原 則 。 
それ は 、 以下 の 内 容 で ある 。 


液体 性 の 社会 は 、 気 体 性 の 社会 を 、 隔 離し 、 拝 除 す る こと 。 例 。 ロ 
シア や 中 国 に お ける 、 了 欧米 諸国 の 価値 観 の 、 拝 除 。 

気体 性 の 社会 は 、 液 体 性 の 社会 を 、 隔 離し 、 拝 除 す る こと 。 例 。 欧 
米 諸国 に お ける 、 ロ シア や 中 国 の 、 価 値 観 の 、 拝 除 。 


気体 性 の 個体 は 、 液 体 性 の 個体 に 対し て 、 気 体 性 を 強制 する こと 。 
例 。 男 性 が 、 女 性 に 対し て 、 男 性 性 を 強制 する こと 。 
液体 性 の 個体 は 、 気 体 性 の 個体 に 対し て 、 気 体 性 を 強制 する こと 。 
例 。 女 性 が 、 男 性 に 対し て 、 女 性 性 を 強制 する こと 。 


気体 性 の 社会 は 、 液 体 性 の 社会 に 対し て 、 気 体 性 を 強制 する こと 。 
例 。 ア メリ カ の よう な 男性 優位 社会 が 、 日 本 や 韓国 の よう な 女性 優 
位 社会 に 対し て 、 男 性 性 を 強制 する こと 。 

液体 性 の 社会 は 、 気 体 性 の 社会 に 対し て 、 液 体 性 を 強制 する こと 。 
例 。 ロ シア の よう な 女性 優位 社会 が 、 東 ドイ ツ の よう な 男性 優位 社 
会 に 対し て 、 女 性 性 を 強制 する こと 。 

例 。 中 国 の よう な 女性 優位 社会 が モン ゴル や ウィ グル の よう な 男 
性 優位 社会 に 対し て 、 女 性 性 を 強制 する こと 。 


気体 的 な 意思 決定 。 
それ は 、 以下 の 内 容 で ある 。 


BlILAJLF-OMBBIC KS, BARE. 
énlk, МТО. SETS. 


高速 移動 性 。 


体積 不定 性 。 膨 張 性 。 拡 大 性 。 未 踏 領域 へ の 新規 進出 性 。 独 創 性 。 
革新 性 。 


個人 主義 。 自 由 主 義 。 自 主 独 立 性 。 自 律 性 。 

個別 性 。 多 様 性 。 

分 析 性 。 切 断 性 。 論 理性 。 

低 密度 性 。 離 散 性 。 分散 性 。 

開放 性 。 公 開 性 。 

軽快 性 。 身軽 さ 。 動 き や す さ 。 持ち 運び や すさ 。 軽 薄 性 。 短 小 性 。 
流動 性 。 流 通 性 。 フ ロー の 重視 。 


液体 的 な 意思 決定 。 

それ は 、 以下 の 内 容 で ある 。 

高 重 力 の 所 有 者 に よる 、 専 制 支配 。 

それ は 、 以下 の よう な 価値 観 を 、 尊 重 す る 。 


不動 性 。 定 住 性 。 

体积 一 定性 。 非 膨 张 性 。 定 位 性 。 既 定 领域 和 人 @O 沾 留 性 。 前 例 踏 闭 
性 。 現 状 維持 性 。 

全体 主義 。 調 和 主 義 。 同 調 主 義 。 全体 的 調和 の 重視 。 

一 括 性 。 画 一 性 。 

统合 性 。 纵 合 性 。 融 合 性 。 结 合 性 。 非 论 理性 。 

高密 度 性 。 一体 融合 性 。 癒 着 性 。 

包括 性 。 包 含 性 。 闭 锁 性 。 非 公开 性 。 

BERRA BEChHhSEce, Меса. KBLYTS. HE 
性 。 定 着 性 。 固 着 性 。 接 着 性 。 

蓄積 性 。 ス トッ ク の 重視 。 


Я. НЕХ 5, ЖФ. 

ЕТ, АИС COBRHSCE., 

それ は 、 不 動 性 や 固着 性 の 、 譜 示 で ある こと 。 

それ は 、 定 住 生 活 様式 の 社会 に お ける 、 優 位 性 や 上 位 性 の 、 議 示 で 
ある こと 。 

それ は 、 液 体 的 な 意思 決定 に 、 基 づい て いる こと 。 


物理 的 な 力学 に お いて 。 
力 の 関係 は 、 以 下 の い ずれ か し か 、 成 立 し な いこ と 。 


強い か 、 同 等 か 、 弱 いか 。 
優位 か 、 同 位 か 、 劣 位 か 。 
上 位 か 、 同 位 か 、 下 位 か 。 
支配 する か 、 平 等 か 、 支 配 さ れる か 。 


そう し た 、 力 の 関係 に お いて 。 
以下 の よう な 関係 は 、 稀 に し か 、 成 立 し な いこ と 。 


司 等 性 。 同 位 性 。 平 等 性 。 


力 の 関係 の 殆ど は 、 以 下 の い ずれ か で ある こと 。 
強い か 、 弱 いか 。 


优 位 从 、 劣 位 办 。 
上 位 か 、 下 位 か 。 
支配 する か 、 支 配 さ れる か 。 


複数 の 個体 の 問 に お ける 、 以下 の よう な 力 関 係 。 
司 等 性 。 同 位 性 。 平 等 性 。 


それ ら は 、 殆 どの 場合 、 以 下 の よ うな プロ セス に よっ て 、 達 成 さ れ 
る こと 。 


各々 の 個体 に お ける 、 強 さと 弱 さ と の 、 足 し 人 算 の 合計 値 。 そ れ ら の 
合計 値 の 、 個 体 間 で の 相互 比較 に お ける 、 釣 り 含 い の 実現 。 

各々 の 個体 に お ける 、 優 位 性 と 劣 位 性 と の 、 足 し 人 算 の 合計 値 。 そ れ 
ら の 合計 値 の 、 個 体 間 で の 相互 比較 に お ける 、 釣 り 合 い の 実 現 。 
各々 の 個体 に お ける 、 上 位 性 と 下位 性 と の 、 足 し 人 算 の 合計 値 。 そ れ 
ら の 合計 値 の 、 個 体 間 で の 相互 比較 に お ける 、 釣 り 合 い の 実 現 。 


それ ら は 、 結 局 、 以 下 の よ うな 力 関 係 へ と 、 分 解 さ れる こと 。 


強い か 、 弱 いか 。 
优 位 从 、 劣 位 办 。 
上 位 从 、 下 位 办 。 
支配 する か 、 支 配 さ れる か 。 


生物 力学 。 

それ は 、 物 理 的 な 力学 の 一 環 で ある こと 。 

そう し た 生物 力学 に お いて も 、 上 記 の いずれ か の 力 関 係 し か 、 成 立 
し な いこ と 。 

例 。 人間 社 会 に お いて 働く 、 力 学 。 政 治 学 。 


以下 の 社会 的 行動 は 、 いずれ も 、 同 一 の 内 容 で ある こと 。 


男性 が 、 Rte, ET SCC 

MEAD, thee, HBL. TOL, BBTSce, 
MHHEOBREM, THHEORARE, EBL. TOL. BETS 
ay ots 

Ia AM, Re, BL. HSL, MBTSce 


それ ら は 、 結 局 、 以 下 の 内 容 で ある こと 。 

資源 や 設備 。 а ee 

所 有 物 を 、 荒 らし 、 略 礁 する こと 。 

is ЕЕ ВЕН. п 下位 者 が 、 上 位 者 
, BEL. ROMBWE WSL. METSce, 

それ ら は 、 結 局 、 以 下 の 内 容 で ある こと 。 


ЧЕК. 所 有 者 に 対す る 、 反 撃 。 
下位 者 に よる 、 上 位 者 に 対す る 、 RE 


液体 的 思想 


の 所 有 者 に よる 、 気 体 的 思想 の 、 摂 取 の 方 法 。 


それ は 、 以下 の 内 容 で ある 。 


丸呑み に よる 、 暗 記 学 習 。 


彼ら に は 、 


その 方 法 し か 、 能 力 的 に 、 出 来 な い 。 


彼ら は 、 そ の こと で 、 気体 的 思想 の 本 質 を 、 見 失う 。 
彼ら は 、 気 体 的 思想 の 本 質 を 、 永 久 に 、 摂 取出 来 な い 。 


気体 的 思想 


の 所 有 者 に よる 、 液 体 的 思想 の 、 摂 取 の 方 法 。 


それ は 、 以下 の 内 容 で ある 。 


論理 的 で 理性 的 な 、 分 析 。 


彼ら に は 、 


その 方 法 し か 、 能 力 的 に 、 出 来 な い 。 


彼ら は 、 そ の こと で 、 液 体 的 思想 の 本 質 を 、 見 失う 。 
彼ら は 、 液 体 的 思想 の 本 質 を 、 永 久 に 、 摂 取出 来 な い 。 


気体 性 の 生物 。 


ウィ ルス 。 
身軽 さ を 、 
持ち 物 を 、 
その 結果 。 
自動 的 に 、 
自動 的 に 、 
自動 的 に 、 
自動 的 に 、 


精細 胞 。 精子 。 男 性 。 
絶え ず 満 た さ な い と 、 生 き て 行け な い 、 存 在 。 
最小 限 の 所 有 有 し か 出来 な い 、 和 存在 。 


資源 の 借用 者 に な る し か 無い 、 存 在 。 
液体 性 の 生物 か ら 、 資 源 を 借り る し か 無い 、 和 存在 。 
液体 性 の 生物 に と っ て の 下位 者 に な る し か 無い 、 存 在 。 
資源 所 有 有 に お ける 下位 性 を 、 運 命 付け られ た 、 和 存在 。 


液体 性 の 生物 。 
细胞 。 卵 细胞。 卵子 。 女 性 。 
身重 に な れる 、 和 存在 。 


持ち 物 を 、 


RU, MATES, FE, 


持ち 物 を 、 沢 山 、 蓄 積 で きる 、 和 存在 。 

その 結果 。 

自動 的 に 、 資 源 の 所 有 者 に な れる 、 和 存在 。 

自動 的 に 、 気 体 性 の 生物 に 対し て 、 資 源 を 貸す こと が 出来 る 、 存 
在 。 

自動 的 に 、 気 体 性 の 生物 に と っ て の 上 位 者 に な る こと が 出来 る 、 存 
在 。 

自動 的 に 、 資 源 所 有 に お ける 上 位 性 を 、 運 命 付 けら れ た 、 和 存在 。 


気体 性 の 生物 。 気体 性 の 個体 。 
彼ら は 、 以 下 の よ うな 性 質 を 持つ こと 。 


所 持 資源 が 、 最 小 限 で あぁ る こと 。 

身軽 で ある こと 。 

その 結果 。 

移動 生活 様式 へ と 、 容 易 に 、 適 応 出来 る こと 。 

移動 生活 様式 に お いて 、 有 利 で ある こと 。 

移動 生活 様式 の 社会 に お いて 、 優 位 に 立つ こと が 出来 る こと 。 
移動 生活 様式 の 社会 に お いて 、 上 位 者 に な る こと が 出来 る こと 。 
一 方 。 

定住 生活 様式 に 対し て 、 不 利 で ある こと 。 

定住 生活 様式 の 社会 に お いて 、 劣 位 に な る こと 。 

定住 生活 様式 の 社会 に お いて 、 下 位 者 に な る こと 。 


彼ら が 、 常 時 所 持 出 来 な い 資源 。 

彼ら は 、 そ うし た 資源 を 、 離 れ た 外部 環境 へ と 、 分 散 貯 蔵 す る し か 
無い こと 。 

彼ら は 、 そ うし た 資源 を 、 広 域 的 に 、 武 装 し て 防衛 する し か 無い こ 
=. 


液体 性 の 生物 。 液 体 性 の 個 休 。 
彼ら は 、 以 下 の よ うな 性 質 を 持つ こと 。 


所 持 資源 が 、 最 大 限 に な りや すい こと 。 
身重 で ある こと 。 


その 結果 。 

定住 生活 様式 へ と 、 容 易 に 、 適 応 出 来る こと 。 

定住 生活 様式 に お いて 、 有 利 で ある こと 。 

定住 生活 様式 の 社会 に お いて 、 優 位 に 立つ こと が 出来 る こと 。 
定住 生活 様式 の 社会 に お いて 、 上 位 者 に な る こと が 出来 る こと 
一 方 。 

移動 生活 様式 に 対し て 、 不 利 で ある こと 。 

移動 生活 様式 の 社会 に お いて 、 劣 位 に な る こと 。 

移動 生活 様式 の 社会 に お いて 、 下 位 者 に な る こと 。 


気化 性 。 

相手 に 対し て 、 気 化 を も た ら す 、 性 質 や 資質 。 

生物 に お ける 、 精 神 的 な 資質 の 場合 。 

それ は 、 父 性 で ある こと 。 

父性 。 そ れ は 、 以 下 の 内 容 で ある 。 

親 が 所 有する 、 子 供 の 精神 を 気化 させ る 、 精 神 的 な 資質 。 


液化 性 。 

相手 に 対し て 、 液 化 を も た ら す 、 性 質 や 資質 。 

生物 に お ける 、 精 神 的 な 資質 の 場合 。 

それ は 、 母 性 で ある こと 。 

母性 。 そ れ は 、 以下 の 内 容 で ある 。 

親 が 所 有する 、 子 供 の 精神 を 液化 させ る 、 精 神 的 な 資質 。 


生物 的 神経 系 に お ける 、 内 言 と 外 言 。 

外 言 。 彼 自身 の 神経 系 内 部 に お ける 、 神 経 回 路 の 内 容 情報 の 、 外 部 
へ の 出力 送信 。 例 。 彼 自身 の 思考 内 容 情報 を 、 音 声 と し て 、 外 部 へ 
と 発音 する こと 。 

内 言 。 本 来 の 外 斉 の 内 容 を 、 外 部 出力 と 同時 に 、 彼 自身 の 神経 系 の 
入力 へ と 、 そ の まま リダイレクト し て 、 そ の 内 容 を 自己 解釈 し て 、 
彼 自 身 の 神 経 系 内 部 へ と 、 再 び フ ィ ー ド バッ ク す る 仕組 み 。 そ の こ 
と で 、 彼 自身 が 得 た 、 彼 自身 の 神経 回 路 の 内 容 情報 。 外 部 出力 を 省 


略す る 場合 を 、 含 むこ と 。 
例 。 MBOBS. AS. SRUNO, RASOMBAICHISA 
カカ へ の リダイレクト の 形 で 、 専 ら 、 得 られ る こと 。 


生物 的 神経 系 に お ける 、 調 語 。 

生物 的 神経 系 に お いて 。 

彼 自身 の 神経 系 内 部 に お ける 、 神 縦 回 路 の 内 容 情報 。 そ れ は 、 元 々 
は 、 ト ポロ ジー に 基づく 情報 で ある こと 。 

その 内 容 情報 を 、 シー ケン シャ ル な フォ ー マ ッ ト で 、 符号 化す る こ 


es 

例 。 デ ジタル 通信 回 線 向 け に 、0 と 1 か ら 成 る 数 字 列 へ と 、 変 換 す る 
こと 。 

例 。 ア ルフ ァ ベ ッ ト や 漢字 な ど に よる 文字 列 へ と 、 変 換 す る こと 。 
その 符号 化 さ れ た 情報 を 、 外 部 へ の 出力 と 伝播 に 適し た フォ ー マ ッ 
ト へ と 、 変 換 す る こと 

例 。 音 の 波 へ と 、 変 換 す る こと 。 音声 波形 化 。 母 音 と 子音 を 、 活 用 
する こと 

例 。 光 の 波 へ と 、 刻 換 す る こと 。 ホ タル の 身体 に お ける 、 発 光 。 活 
字 印 刷 に よる 視覚 化 。 

外部 環境 に お ける 、 情 報 伝達 の 媒体 。 

それ は 、 以下 の 内 容 で ある 。 


気体 。 室 気 中 を 、 伝 播 さ せる こと 。 

音波 や 光波 や 電磁 波 を 、 伝 える こと 。 例 。 人 間 に お ける 、 音 声 の 発 
声 に よる 、 交 倍 。 聴覚 を 、 活 用 する こと 

特定 の 化学 物質 を 、 伝 える こと 。 例 。 慣 虫 に お ける 、 フ ェ ロ モン の 
交信 。 犬 や 猫 に お ける 、 匂 い 物 質 の 、 交 信 。 


液体 。 水 中 や 液 中 を 、 伝 播 さ せる こと 。 

Е 伝え る こと 。 例 。 ク ジラ や イル カカ に お け 

る 、 水 中 に お ける 、 超 音波 で の 交信 。 魚類 に お ける 、 体 表 の 色 の 変 
化 を 用 いた 、 色 光 に よる 交信 。 

特定 の 化学 物質 を 、 伝え る こと 。 例 。 魚類 に お ける 、 フ ェ ロ モン の 


固体 。 
硬質 の 、 不 溶性 の 、 固 着 性 の 、 固 体 に 対し て 。 
刻印 する こと 。 印刷 する こと 。 印字 する こと 


例 。 人 間 に お ける 、 石 板 へ の 文字 刻印 。 人間 に お ける 、 紙 へ の 活字 
印刷 。 そ れ ら の 刻印 内 容 や 印刷 内 容 の 、 視 覚 や 触覚 を 活用 し た 、 読 
み 取 リ り 。 


生物 O 言 语 。 
神经 系 O 言 语 。 
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それ ら は 、 本 質 に お いて 、 共 通し て いる こと 。 

それ ら は 、 外 部 と の 、 意 思 疎 通 の 手段 で ある こと 。 

それ ら は 、 相 互 に や り 取 りさ れる 情報 内 容 の 、 表 現 形態 で ある こ 
と 。 


外部 。 


生物 の 場合 。 
無生物 の 場合 。 


意思 疎通 の 手段 。 


出力 の 手段 。 

出力 内 容 の 構築 。 そ の 内 容 の 符号 化 。 そ の 符号 化 さ れ た 情報 の 、 体 
外 へ の 出力 。 そ の 出力 情報 の 、 通 信 媒 体 を 利用 し た 、 伝 播 。 そ の 情 
報 が 、 相 手 に と っ て の 入力 刺激 と な る こと 。 


ATID FER. 

和信 力 刺 激 の 感知 。 入 力 刺 激 と し て 得 ら れ た 、 入 力 情 報 。 そ の 情報 の 
解読 。 そ の 内 容 の 、 分 解 や 解釈 。 そ の 解釈 され た 内 容 を 、 元 通り に 
再 構築 し て 、 彼 自身 の 神経 回 路 へ と 、 ト ポロ ジー に 基づい て 、 組 み 
込む こと 。 


和信 出力 され る 、 情 報 。 

その 表現 は 、 多 く の 場 合 、 シ ー ケ ン シ ャ ル で ある こと 。 例 。 数字 
列 。 文 字 列 。 

その 表現 は 、 必 要 に 応じ て 、 バ パラ レル で ある こと 。 例 。 画像 。 映 
像 。 
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主体 。 客 体 。 名 詞 。 
単数 。 複 数 。 


过 去 。 现 在 。 未 来 。 時制 。 


リア ル 。 仮 定 。 
リア ル 。 推 定 。 
必然 性 の 有無 。 


動作 。 動 詞 。 
性 質 。 РЕ, 
動作 に お ける 、 性 質 。 形 容 動詞 。 


それ ら の 一 時 的 な 代替 末 現 。 そ れ ら の 一 時 的 な 指示 表現 。 代 名 詞 。 
それ ら の 、 配 列 化 や 関数 化 。 名 詞 。 動 詞 。 


それ ら の 、 組 み 立 て 。 

スー パー クラ ス の 内 容 。 サ ブ ク ラ ス の 内 容 。 そ れ ら の 明確 化 。 
時 間 。 室 間 。 属 性 。 そ れ ら に つい て の 内 容 の 、 付 与 。 

助詞 。 


それ ら の 、 相 互 接 続 や 、 相 互 結 合 。 接 続 詞 。 
それ ら の まとまり の 、 配 列 化 。 文 章 。 
謀 語 機能 の 、 神 経 回 路 に よる 、 実 現 。 

それ は 、 以 下 の 内 容 で ある 。 

出力 側 。 

意味 。 元 々 の 出力 内 容 。 

文法 。 出 力 内 容 の 、 構 築 や 組み 立て 。 
単語 。 出 力 内 容 の 、 符 号 化 や エン コー ド 。 


入力 側 。 
単語 。 入力 内 容 の 、 デ コー ド や 解読 。 


文法 。 入力 内 容 の 、 再 構築 。 
意味 。 入力 内 容 の 、 解 釈 に よる 、 再 取得 。 


謀 語 機能 が 成功 する た め の 、 和 奈 件 。 


НИС вай, HAAR. 
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それ ら 両 者 の 間 に お いて 、 整 合 性 が 取れ る こと が 、 必 要 で ある こ 
と 


о 


その た め に は 。 

出力 送信 者 。 

入 力 受 信者 。 

それ ら 両 者 の 間 に お いて 、 共 通 の 事前 合意 が 、 予 め 、 必 要 で ある こ 
と 。 

それ ら 両 者 の 間 に お いて 、 そ の 事前 合意 の 相互 構築 が 、 予 め 、 必 要 
で ある こと 。 


そう し た 、 事 前 合意 や 、 事 前 の 取り 決め 。 
それ は 、 以下 の 内 容 で ある 。 


情報 の 送受 信 の 、 開 始 と 終了 の 、 合 図 。 

送信 情報 の 、 符 号 化 や エン コー ド の 、 手 法 。 エ ンコ ー ド され た 情報 
の デコ ー ド の 手順 は 、 エ ンコ ー ド の 手法 に 応じ て 、 自 動 的 に 決ま る 
こと 。 

送信 内 容 の 、 構 築 や 組み 立て の 手順 。 そ の 際 に 使用 する 、 文 法 。 内 
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言語 に お ける 、 意 味 。 

それ を 担当 する 、 特 定 の 神経 細胞 が 、 存 在 す る こと 。 それ は 、 意 味 
細胞 で ある こと 。 

それ を 担当 する 、 特 定 の 神経 回 路 が 、 存 在 す る こと 。 それは 、 意 味 
回 路 で ある こと 。 

それ ら の 意味 内 容 は 、 そ れ ら の 細胞 や 回 路 の 、 神 経 回 路 綱 に お け 


る 、 ト ポロ ジー に 基づく 位置 に よっ て 、 決 定 さ れる こと 。 


ЕЕ 5. ХЕ. 

出力 送信 者 が 、 述 べた い 意 味 を 、 シ ー ケ ン シ ャ ル に 並べ て 、 配 列 化 
する こと 。 

その 配列 を 、 一 つの 部 品 と し て 、 扱 うこ と 。 

それ ら の 部 品 を 並べ て 、 最 終 的 な 出力 の 内 容 を 、 構 築 す る こと 。 文 
章 を 、 構 築 す る こと 。 

それ ら の 部 品 の 並べ 方 。 そ れ は 、 以下 の 内 容 で ある 。 


上 下 の 包 含 関係 。 
論理 的 条件 に 基づく 関係 。 仮 定形 。 
本 体 と 添加 物 の 、 関 係 。 本体 と 付加 物 の 、 関 係 。 時制 。 複 数 形 。 


その 内 容 を 、 出 力 デ ー タ へ と 、 エ ンコ ー ド する こと 。 文 章 内 容 を 、 
単語 文字 列 群 の 並び へ と 、 変 換 出 力 す る こと 。 


行動 に お ける 、 戦 略 立案 。 

行動 出力 者 が 、 実 行 し た い 行 動 内 容 を 、 シ ー ケ ン シ ャ ル に 並べ て 、 
配列 化す る こと 。 

その 配列 を 、 一 つの 部 品 と し て 、 扱 うこ と 。 

それ ら の 部 品 を 並べ て 、 最 終 的 な 出力 の 内 容 を 、 構 築 す る こと 。 戦 
略 を 、 構 築 す る こと 。 

それ ら の 部 品 の 並べ 方 。 そ れ は 、 以 下 の 内 容 で ある 。 


上 下 の 包 含 関係 。 
論理 的 条件 に 基づく 関係 。 仮 定形 。 
本 体 と 添加 物 の 、 関 係 。 本 体 と 付加 物 の 、 関 係 。 時制 。 複 数 形 。 


その 内 容 を 、 行 動 出力 へ と 、 エ ンコ ー ド する こと 。 戦 略 内 容 を 、 行 
動 出力 群 の 並び へ と 、 変 換 出 力 す る こと 。 
その 内 容 を 、 タ イマ ー 付 き で 、 シ ー ケ ン シ ャ ル か パラ レル に 、 和 実行 
する こと 。 それ は 、 戦 略 の 実行 で ある こと 。 
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斉 語 の 使用 に よる 、 文 章 の 組み 立て 。 
行動 に お ける 、 戦 略 立 案 。 


それ ら 両 者 は 、 神 経 系 に お ける 、 和 神経 回 路 の 仕組 み に お いて 、 同 一 
で ある こと 。 


行動 に お ける 、 戦 略 立案 。 
その 能力 を 持つ 生物 は 、 全 て 、 調 語 を 使用 する 能力 を 、 持 つこ と が 
出来 る こと 。 


生物 に お ける 、 意 識 。 

それ は 、 以 下 の 内 容 で ある 。 

生物 の 神経 回 路 に お ける 、 各 々 の 神経 細胞 の 発火 の 、 総 和 や 集 積 。 
生物 の 神経 回 路 に お ける 、 各 々 の 神経 細胞 の 発火 地点 の 、 総 和 や 集 
积 。 
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それ ら の 細胞 の 発火 は 、 神 経 系 へ の 入力 と 連動 し て 起こ る 発火 で あ 
る こと 。 

神経 系 に お いて 、 入 力 と 発火 と が 、 連 動 性 を 有する こと 。 それ は 、 
覚醒 で ある こと 。 


生物 に お ける 、 無 意識 。 
それ は 、 以下 の 内 容 で ある 。 


(1) 
生物 の 神経 回 路 に お ける 、 各 々 の 神経 細胞 の 無 発 火 の 、 総 和 や 集 


積 。 
生物 の 神経 回 路 に お ける 、 各 々 の 神経 細胞 の 無 発 火 地 点 の 、 総 和 や 
集積 。 

生物 の 神経 回 路 に お いて 。 光 が 当たら な い 、 回 路 部 分 。 参照 され な 
いい 回 路 部 分 。 

生物 の 神経 回 路 に お いて 。 発 火 を 抑 庄 され た 、 回 路 部 分 。 精 神 的 な 
但 の 部 分 。 社 会 的 な 抑圧 を 受け た 部 分 。 


(2) 


ЕМС 5, SL ОАО ЛФ, ПЛЕН, 
生物 の 神経 回 路 に お ける 、 各 々 の 神経 細胞 の 発火 地点 の 、 総 和 や 集 
積 。 

その 場合 に お ける 、 前 提 閑 件 。 

それ ら の 細胞 の 発火 は 、 神 経 系 へ の 入力 と は 音 連 動 で 起こ る 発火 で 
ある こと 。 

神経 系 に お いて 、 入 力 と 発火 と が 、 音 連動 性 を 有する こと 

それ は 、 臣 睡 で ある こと 。 

それ は 、 生 物 の 神経 回 路 に お ける 、 外 界 か ら の 防 離 領域 や 、 内 部 暴 
走 領域 で ある こと 。 


具体 例 。 

ある 人 間 が 、 目 を 閉じ る こと 

その 結果 。 彼 自身 に お ける 、 和 視覚 関連 の 入力 刺激 が 、 無 く な る こ 
と 。 

その 結果 。 彼 自身 に お ける 、 和 視覚 関連 の 神経 回 路 部 分 の 発火 が 、 無 
く な る こと 。 

ФА, 彼 自 身 に お ける 、 視 覚 関連 の 意識 が 、 無 く な る こと 。 
その 場合 。 彼 自身 に お ける 、 和 視覚 以外 の 意識 は 、 そ の まま 存在 し 続 
ける こと 。 

例 。 そ れ は 、 音 声 に よる 内 言 で ある こと 。 それ は 、 彼 自身 に お ける 
音声 出力 の 内 的 な フィ ー ド バッ ク で ある こと 。 


具体 例 。 

ある 人 間 が 、 眠 る こと 。 

その 結果 。 彼 自身 は 、 入 力 刺 激 を 受け 付け な く な る こと 。 

その 結果 。 彼 自身 の 神経 系 に お ける 、 人 入力 刺激 に 連動 する 神経 回 路 
部 分 の 発火 が 、 無 く な る こと 。 

その 結果 。 彼 自身 は 、 周 囲 の 他 者 か ら の 視点 で は 、 意 識 を 失っ た こ 
と 。 

その 場合 。 彼 自身 の 神経 系 に お ける 、 人 入力 刺激 に 連動 し な い 神 経 回 
路 部 分 の 発火 は 、 生 起 し 続け る こと 。 

例 。 そ れ は 、 彼 自身 の 無意識 に お ける 、 夢 で ある こと 。 


а 2022 年 11 月 初出 。 
。 生物 や 無生物 に お ける 、 
ae S35 生物 や 無生物 に お ける 、 
急所 。 気体 性 社会 や 液体 性 社会 に 

お ける 、 急 所 。 


生物 。 無 生物 。 

内 部 环境 。 外 部 环境 。 

EN5ICHIFS, ARBBADAAZALORR, 

それ ら の 実装 が 、 生 物 的 神経 系 の 実装 に お いて 、 前 提 と し て 、 必 須 
で ある こと 。 


そう し た 、 資 源 管 理 メ カニ ズム 。 
それ は 、 以 下 の 内 容 で ある 。 


BRRE SAR, CHSOFE, 

資源 の 流入 量 。 資 源 の 流出 量 。 そ れ ら の 計算 。 

資源 の 輸出 入 に お ける 、 We. Мы, ВХ, それ ら の 計算 。 収支 
が 、 利 益 計 上 か 損失 計上 か 。 収支 が 、 過 剰 な 利益 計上 か 、 過 剰 な 損 
失 計 上 か 。 そ れ ら の 刻 定 。 


資源 の 絶対 量 の 、 計 算 。 
資源 不足 と 麟 定 する 闘 値 を 下回る か どう か の 、 刻 定 。 
資源 過剰 と 麟 定 する 闘 値 を 上 回 る か どう か の 、 刻 定 。 


それ ら に つい て 、 フ ィ ー ド バッ ク を 得る こと 。 

資源 不足 。 資源 収支 に お ける 、 過 剰 な 赤字 。 資源 取得 の 促進 の 
フィ ー ド バッ ク 。 

資源 過剰 。 資 源 収 支 に お ける 、 過 剰 な 黒字 。 資 源 取 得 の 抑制 の 
フィ ー ド バッ ク 。 


そう し た フィ ー ド バッ ク の 戦略 の 、 神 経 系 に お ける 中 間 細 胞 へ の 組 


み 込 み 。 

そう し た 組み 込み を 、 全 て の 中 間 細 胞 に つい て 、 行 うこ と 。 

その 実現 が 、 生 物 的 神経 系 に お ける 、 彼 自身 に つい て の 生存 維持 メ 
カニ ズム の 実装 に お いて 、 必 須 で ある こと 。 


生物 的 神経 系 に お ける 、 出 力 細胞 。 

その 出力 先 の 、 設 定 。 

その 出力 先 の 、 選 択 。 

生物 的 神経 系 に お ける 、 和 人 入力 細胞 。 

その 人 入力 元 の 、 設 定 。 

その 入力 元 の 、 選 択 。 

それ ら が 、 生 物 的 神経 系 と 、 そ の 外部 と の 相互 作用 の 実現 に お い 
て 、 予 め 、 必 須 で ある こと 。 


そう し た 、 出 力 先 。 
そう し た 、 和 人 入力 元 。 


それ は 、 以下 の 内 容 で ある 。 


о 


生物 。 無 生物 。 


内 部 环境 。 外 部 环境 。 


それ ら に お ける 、 急 所 。 

それ は 、 そ れ ら の 生死 を 決定 する 場所 で ある こと 。 

それ は 、 そ れ ら に お ける 、 資 源 の 保 人 菅 口 や 貯蔵 口 で ちあ ちる こと 。 そ れ 
は 、 相 手 に お ける 、 資 源 の 入手 口 で ある こと 。 

それ は 、 そ れ ら に お ける 、 資 源 の リア ル な 流出 口 で ある こと 。 それ 
は 、 資 源 入 手 に お ける 、 有 効 な 口 で ある こと 。 

それ は 、 そ れ ら に お ける 、 資 源 の リア ル な 人 手口 で あら る こと 。 そ れ 
は 、 資 源 奪 取 の 阻止 に お ける 、 有 効 な 塞ぎ 口 で ある こと 。 


それ ら に お ける 、 急 所 で 無い 箇所 。 

それ は 、 そ れ ら の 生死 と は 無関係 の 場所 で ある こと 。 

それ は 、 そ れ ら に お ける 、 資 源 の 流出 と 無関係 な 口 で ちる こと 。 そ 
れ は 、 資 源 入 手 に お ける 、 無 効 な 口 で ある こと 。 

それ は 、 そ れ ら に お ける 、 資 源 の 入手 と 無関係 な 口 で ある こと 。 そ 


れ は 、 資 源 奪 取 の 阻止 に お ける 、 無 効 な 塞ぎ 口 で ある こと 。 
生物 。 無 生物 。 


内 部 環境 。 外 部 環境 。 

それ ら に お ける 、 日 の 般 定 。 

それ ら に お ける 、 急 所 の 設定 。 

それ ら に お ける 、 急 所 で 無い 箇所 の 設定 。 

そう し た 設定 が 、 生 物 的 神経 系 に よる 、 資 源 入 手 と 資源 防衛 の 実 姜 
に お いて 、 予 め 、 必 須 で ある こと 。 


生物 的 神経 系 に お ける 、 資 源 の 入手 。 
それ は 、 以下 の よ うな プロ セス で ある こと 。 


資源 入手 口 の 候補 を 、 見 つけ る こと 。 

その 候補 に つい て 、 資 源 の 入手 を 、 試 行 す る こと 。 

その 試行 に 成功 し た 場合 。 そ の 資源 入手 口 か ら 、 ず っ と 、 資 源 を 吸 
い 出 し 続け る こと 。 

そう し て 、 彼 自身 に お ける 、 資 源 の 流入 量 を 、 増 や すこ と 。 


生物 的 神 終 系 に お ける 、 資 源 の 入手 能力 の 、 実 義 。 
そう し た 能力 の 強弱 の 、 実 准 。 
それ は 、 以下 の 内 容 で ある 。 


資源 入手 口 の 候補 。 それら の 、 検 索 と 発見 。 予 め 設 定 さ れ た 候補 の 
中 か ら 、 ラ ンダ ム で 選択 する こと 。 そ うし た 能力 。 

その 候補 の 口 に つい て 、 掘 削 を 実行 する こと 。 相手 が 、 よ り 強 い 場 
合 、 彼 自身 は 、 据 削 す る こと が 出来 な いこ と 。 そ うし た 、 相 手 と の 
強弱 関係 の い 、 リア ル タ イ ム で の 設定 。 

資源 入手 口 の 、 占 有 と 防衛 。 防衛 に 失敗 し た 場合 、 資 源 を 、 相 手 に 
よっ て 、 横 取り され る こと 。 そ うし た 、 相 手 と の 強弱 関係 の い 、 リ ア 
ル タ イ ム で の 設定 。 

その 資源 入手 口 か ら の 、 資 源 の 吸い 出し を 、 実 行 す る こと 。 それ 
は 、 相 手 に よる 実力 阻止 と の 、 力 比べ と な る こと 。 そ うし た 、 相 手 
と の 強弱 関係 の 、 リ アル タイ ム で の 設定 。 


資源 入手 口 か ら の 、 資 源 の 吸い 出し 。 そ うし た 行動 の 、 相 手 に よ 


る 、 実 力 阻 止 。 
それ ら は 、 以下 の よう な 関係 と 、 同 じ で ある こと 。 


運動 会 に お ける 、 綱引き の 競技 。 
銀行 口座 へ の 、 和 人 入出 金 。 

相手 か ら の 資源 の 吸い 出し 量 。 
時 間 当 た り の 吸い 出し 量 。 

ms ,出 LOD 纵 量 。 


相手 か ら の 資源 の 吸い 出し 量 。 そ れ は 、 彼 自身 に と っ て の 足し 算 と 
な る こと 。 

それ は 、 相 手 に と っ て は 、 同 量 の 引き 人 算 と な る こと 。 

それ ら の 実現 に お いて 、 両 者 の 帳 尻 合わ せ が 、 リ アル タイ ム で 、 必 
須 で ある こと 。 


そう し た 、 リ アル タイ ム で の 、 災 続 的 な 、 資 源 の 流入 処理 と 流出 処 
理 。 

それ ら の 処理 が 、 同 時 に 、 複 数 の 生物 や 無生物 の 間 に お いて 、 必 要 
で ある こと 。 

資源 が 底 を 突い た 時 の 処理 が 、 別 途 必 要 で ある こと 。 

そう し た 計算 の 実装 。 

それ は 、 以下 の 内 容 で ある 。 


生物 や 無生物 。 
それ ら に お ける 、 資 源 の 出入 り の 管理 に お いて 。 


銀行 振込 と 同様 の 仕組 み を 、 実装 する こと 
現金 書 轟 の 送付 と 同様 の 仕組 み を 、 実 義 する こと 。 


彼 自 身 が 、 相 手 よ り も 強い 場合 。 


相手 か ら の 資源 の 吸引 に 対し て 、0 を 返す こと 
相手 か ら の 資源 の 吸引 に 対し て 、 そ れ 以 下 の 数 値 を 返す こと 。 


彼 自 身 が 、 相 手 と 同等 の 力 関係 の 場合 。 
相手 か ら の 資源 の 吸引 に 対し て 、 等 量 の 数 値 を 返す こと 


彼 自 身 が 、 相 手 よ り も 弱い 場合 。 
相手 か ら の 資源 の 吸引 に 対し て 、 そ れ 以 上 の 数 値 を 返す こと 。 


そう し た 、 返 り 値 に お ける 、 相 手 と の 力 比 べ へ 。 そう し た 、 返 り 値 に 
お ける 、 相 手 と の 攻守 。 

そう し た 力学 作用 を 、 リ アル タイ ム で 、 継 続 的 に 、 実 現す る こと 。 
そう し た 返り 値 の 計算 に お いて 、 物 理 的 な 力学 の 裏付け が 、 必 要 で 
ある こと 。 


そう し た 返り 値 の 計算 に お いて 、 第 三 者 に よる 公正 な 審 痢 が 、 必 要 
で ある こと 。 そ うし た 審 麟 役 の プロ セス が 、 別 途 、 必 要 で ある こ 
と 。 


そう し た 返り 値 の 計算 。 複 数 の 生物 や 無生物 の 間 に お いて 、 そ れ ら 
の 計算 処理 結果 の 同期 を 取る こと が 、 必 要 で ある こと 。 


そう し た 返り 値 を 、 キ ュー の 数 値 と し て 、 相 手 に 対し て 、 互 い に 、 
リア ル タ イ ム で 送信 し 合う こと 。 


そう し た 、 返 り 値 に お ける 、 相 手 と の 力 比 べ へ 、。 そ うし た 、 返 り 値 に 
お ける 、 相 手 と の 攻守 。 

それ ら の プロ セス に お いて 。 

そう し た 攻守 の 形勢 が 、 一 方 に と っ て 、 一 方 的 に 有利 と な り 、 他 方 
に と っ て 、 一 方 的 に 不利 と な る こと 。 

それ は 、 以下 の 内 容 で ある 。 


彼 自 身 が 傷 付 い た 場合 。 
相手 に よる 、 資 源 の 抜き 取り の 度合 い が 、 そ の 傷 の 治癒 完了 まで 、 
増え る こと 。 


彼 自 身 が 死ん だ 場合 。 
相手 に よる 、 資 源 の 抜き 取り の 度合 い が 、 一 瞬 、 大 きく 増え た 後 、 
ゼロ に な る こと 。 


彼 自 身 が 、 相 手 を 傷付け た 場合 。 
彼 自 身 に よる 、 資 源 の 抜き 取り の 度合 い が 、 そ の 傷 の 治癒 完了 ま 
で 、 増 える こと 。 


彼 自 身 が 、 相 手 を 滴 し た 場合 。 
彼 自 身 に よる 、 資 源 の 抜き 取り の 度合 い が 、 一 瞬 、 大 きく 増え た 
後 、 ゼ ゼロ に な る こと 。 


一 方 に よる 、 他 方 の 導 害 。 
それ は 、 以下 の 内 容 で ある 。 


相手 の 資源 を 、 一 瞬 で 、 全 部 、 抜 き 取 る こと 


相手 を な ぶり 毅 し に する だ け で 、 資 源 の 抜き 取り は 、 行 わな いこ 
と 。 


気体 性 社会 。 移 動 生 活 様式 の 社会 。 男 性 優位 社会 。 それら の 社会 に 
お ける 急所 。 

例 。 欧 米 諸国 。 中 東 諸 国 。 

仮に 、 他 の 社会 が 、 そ の 場所 を 突 Е ere 
BUTERA, ЖЗ < НЗ SC 


例 。 人 間 社 会 の 場合 。 

穀物 の 生育 が 不良 な 、 外 部 環境 。 そ うし た 環境 に お いて 、 何 と か 食 
べ て いく た め に 、 家 畜 の 放牧 飼 育 に 頼る こと 

必要 な 栄養 の 摂取 に お いて 。 

家 間 が 生成 する 、 乳 製品 の 摂取 に 、 頼 る こと 。 酷 農 の 必要 性 。 そ の 
た め に 、 家 間 に よる 性 行為 と 生殖 を 、 絶 え ず 必須 と する こと 。 


RBOBR¢, ОА. HSce, 


その 結果 。 

仮に 、 彼 ら 自 身 と 、 家 畜 と を 、 同 質 視 し た 場合 。 

そう し た 家畜 を 、 精 神 的 に 層 肖 で き な く な る こと 。 そ の 結果 、 彼 ら 
自身 が 、 生 活 出 来 ず に 、 死 に 至る こと 。 

Ric, HOM, ZSLERBE. BRULEGEA. 

3 RS5SBSORMHSS, BMLETEICRSTE, 

その こと が 、 彼 ら 自 身 に と っ て 、 面 えら れ な いこ と 。 そ の こと が 、 
彼ら 自身 の 精神 を 、 狂乱 へ と 追い 込む こと 。 そ の 結果 、 彼 ら 自 身 
が 、 生 存 出来 ず に 、 死 に 至る こと 。 

それ ら の 点 が 、 彼 ら 自 身 の 急 所 で ある こと 。 


その こと へ の 対策 。 そ うし た 急所 の 隠蔽 。 それ は 、 以 下 の 内 容 で あ 
る 。 


SEBS «, RBC AUT, BHRLAVCE. 彼ら 自身 と 、 
ха, IATSCe, НВ, КВ, ENEWS 
付け る こと 。 

彼ら 自身 と 、 他 の 生物 と を 、 決 し て 、 同 質 視 し な いこ と 。 彼ら 自 身 
と 、 他 の 生物 と を 、 峰 別 す る こと 。 彼 ら 自 身 を 、 他 の 生物 より も 、 
上 位 へ と 位 買 付け る こと 。 

例 。 生 殖 行為 の 嫌悪 。 性 的 誘引 行為 や 性 行為 の 、 嫌 悪 。 


SS AA end 
。 例 。 定 住 生活 様 式 の 社会 や 女性 優位 社会 に よる 、 攻 撃 戦 略 。 そ 
以下 の 内 容 で ある 。 


彼ら 自身 と 、 家 間 と を 、 強 制 的 に 、 同 質 視 させ る こと 。 

彼ら 自身 と 、 他 の 生物 と を 、 強 制 的 に 、 同 質 視 させ る こと 。 

人 間 を 、 生 物 一 般 へ と 、 含 むこ と 。 人 間 を 、 生 物 の 一 種 と 、 見 伺 す 
こと 。 人 間 の 本 質 を 、 生 物 の 本 質 の 一 環 と 、 見 働 す こと 。 そ れ ら の 
こと を 、 彼 ら 自 身 に 対し て 、 強 制す る こと 


そう し た 攻撃 に 対す る 、 彼 ら 自 身 が 、 更 に 取る べき 、 対 策 。 そ れ 
は 、 以 下 の 内 容 で ある 。 


ЕЕВС, ЕСО, KENZIE. 


彼ら 自身 と 、 他 の 生物 と の 、 本 質 的 な 差別 化 。 
例 。 


REWHORH. ROEBSOLAICHIFS, ВЕ 9 53 
tC, RBOMBARE, ВЕЛО, ЛЕС, RCT 
る こと 。 

BmOR REISISARMOLMA, RBOL THRE 
<, RRTSCe, RBICS6VSARMEMENS. RBBSOL 
殖 行 為 無 し で 、 維 持 す る こと 。 

BAORH. REDOHBRERS TIC, RBDAKONDHE, At 
続 的 に 食べ られ る よう に する こと 。 家 畜 の 神経 系 と 、 人 間 の 神経 系 
CO, AU PRBS. Atel Reto, 


それ ら の 実現 の た め に 。 


家 間 に 対し て 、 徹 底 的 な 遺伝 子 操作 を 、 実 行 す る こと 。 家畜 に 対し 
て 、 人 工 コ ンピュータ と の 身体 的 融合 を 、 実 行 す る こと 。 

生物 一 般 に 対し て 、 徹 庶 的 な 遺伝 子 操作 を 、 実 行 す る こと 。 生物 一 
般 に 対し て 、 人 工 コ ンピュータ と の 身体 的 融合 を 、 実 行 す る こと 。 
人 間 に 対 し て も 、 徹 底 的 な 遺伝 子 操 作 を 、 実 行 す る こと 。 人間 に 対 
し て も 、 人 工 コ ンピュータ と の 身体 的 融合 を 、 実 行 す る こと 。 


液体 性 社会 。 定 住 生活 様式 の 社会 。 女 性 優位 社会 。 そ れ ら の 社会 に 
お ける 急所 。 

例 。 中 国 。 ロ シア 。 韓国 。 日 本 。 東 南ア ジア 諸国 。 

仮に 、 他 の 社会 が 、 そ の 場所 を 突い た 場合 。 彼 ら の 世界 的 な 優位 性 
ОФФ ФЕ Е, ЖЕ < НЗ SCE, 


例 。 人 間 社 会 の 場合 。 

彼ら 自身 に お ける 自己 保身 性 が 、 強 過ぎ る こと 。 彼ら は 、 未 知 の 危 
険 領 域 に 、 決 し て 、 自 主 的 に 進出 し よう と し な いこ と 。 

彼ら の 精神 は 、 非 論理 的 で 、 非 科学 的 で あり 、 事 物 の 分 析 能 力 に 欠 
ける こと 。 

彼ら は 、 前 例 の 踏 四 と 、 前 例 の 小 改良 に よる 高 品質 化 と 、 そ れ ら に 


ES, вяленая, СЕ) 5С 

г. 

ФАР, 

彼ら 自身 で は 、 新 規 の 知見 を 、 獲 得 出 来 な いこ と 。 彼ら 自身 で は 、 
先進 性 を 、 獲 得 出来 な いこ と 。 彼ら 自身 で は 、 近 代 化 を 、 達 成 出 来 
な いこ と 。 

それ ら の 点 が 、 彼 ら 自 身 の 急 所 で ある こと 。 


そう し た 急所 に 対す る 、 効 果 的 な 攻撃 戦略 。 例 。 気 体 性 社会 や 移動 
生活 様式 の 社会 や 男性 優位 社会 に よる 、 攻 撃 戦略 。 そ れ は 、 以下 の 
内 容 で ある 。 


彼ら に 対し て 、 新 規 の 知見 を 、 一 切 、 与 えな いこ と 。 彼ら に 対し 
て 、 論 理 的 で 科学 的 な 分 析 に 基づく 知見 を 、 一 切 、 与 えな いこ と 。 
例 。 彼 ら に 対し て 、 新 た な 科学 技術 の 供 丘 を 、 ロ ッ ク す る こと 。 彼 
ら に よる 、 新 た な 科学 技術 へ の アク セス を 、 ブ ロッ ク す る こと 。 
EDGER, 

彼ら を 、 決 し て 、 近 代 化 させ な いこ と 。 彼ら を 、 後 進 的 な 状態 へ 
&, ФСЕ. 

そう し た 彼ら に 対し て 、 植 民 地 支配 を 行い 、 彼 ら の 所 有 資 源 を 、 継 
続 的 に 、 搾 取 し 続け る こと 。 ROR, ЖИ, RBKTS cE, 


そう し た 攻撃 に 対す る 、 彼 ら 自 身 が 、 更 に 取る べき 、 対 策 。 そ れ 
は 、 以 下 の 内 容 で ある 。 


НИЕ. 

気体 性 社会 や 移動 生活 様式 の 社会 や 男性 優位 社会 に 対し て 、 表 面 的 
<. WMUTMATSTE, 

気体 性 の 価値 観 に 対し て 、 表 面 的 に 、 一 体 融 合 化 する こと 。 


EN5 OER. 
EDLEMBICSIFS, БСЭ SMe, MRTSCC, 
そう し た 社会 と の 友好 関係 を 、 構 築 す る こと 。 


徹底 的 な 性 的 誘引 。 

美女 的 社会 と し て 、 振 る 舞う こと 。 

気体 性 社会 や 移動 生活 様式 の 社会 や 男性 優位 社会 に 対し て 、 女 性 優 
位 の 性 的 誘引 コン テン ツ を 、 大 量 に 配布 する こと 。 
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& PIA, F-h, ЧЕУЯ. それ ら は 、 性 的 な アダ ルト 表現 
を 、 大 量 に 含む こと 。 


それ ら の 結果 。 
気体 性 社会 や 移動 生活 様式 の 社会 や 男性 優位 社会 を 、 性 的 に 荻 絡 す 
る こと 。 


その こと で 、 そ うし た 社会 の 僅 戒 を 、 故 意 に 緩 ま せる こと 。 
その こと で 、 そ うし た 社会 に 対し て 、 美 女 的 社会 に よる スパ イ 人 行為 
を 、 平 然 と し て 、 大 量 に 実行 する こと 。 


その 結果 。 

そう し た 社会 か ら 、 新 た な 科学 技術 の 供 丘 を 、 再 び 受 ける こと 。 そ 
うし た 社会 が 占有 し て いる 新た な 科学 技術 。 そ うし た 技術 へ の アク 
セス を 、 再 び 可 能 に する こと 。 


EDR. 
彼ら は 、 近 代 化 に 成功 する こと 。 彼ら は 、 よ り 先 進 的 な 状態 へ と 、 
BET SCE, 


S5lk МТО, BROKDC. 実行 する こと 。 
高い 新規 性 と 、 高 い 品 質 と を 併せ 持つ 、 競 争 力 が 極め て 高い 最終 製 
品 。 そ うし た 製品 を 、 世 界 市 場 に 向け て 、 大 量 に 出力 する こと 。 


その 結果 。 

彼ら は 、 気 体 性 社会 や 移動 生活 様式 の 社会 や 男性 優位 社会 に お け 
る 、 優 位 性 を 、 駆 逐 す る こと 。 

彼ら は 、 世 界 の 中 心 に 君 申 する こと 。 彼ら は 、 新 た に 、 気 体 性 社会 
や 移動 生活 様式 の 社会 や 男性 優位 社会 を 、 彼 ら に と っ て の 下僕 と す 
る こと 。 


追加 内 容 。 2022 年 11 月 初出 。 そ 
ФЗ. 生物 の 有 性 生殖 に お ける 、 


病気 や 障害 の 、 分 類 。 


生物 と 生殖 。 有 性 生殖 の 場合 。 


生殖 。 
ZIEOMSS С ФАС, НИ, ЕО, REPRESS 


人 一 


性 度 。 

ある 物質 の 中 に お いて 、 あ る 性 質 が 存在 する 、 度 合い 。 
ある 生物 に お いて 、 あ る 性 質 が 存在 する 、 度 合い 。 
生物 の 生殖 と の 関連 に お いて 。 

それ は 、 以下 の 内 容 で ある 。 


男性 度 。 あ る 生物 に お ける 、 男 性 性 の 強 さ の 度合 い 。 
女性 度 。 あ る 生物 に お ける 、 女 性 性 の 強 さ の 度合 い 。 


それ ら は 、 そ れ ぞ れ 、 以下 の 内 容 の サブ クラ ス で ある 。 


気体 性 度 。 あ る 生物 に お ける 、 気 体 性 の 度合 い 。 
液体 性 度 。 あ る 生物 に お ける 、 液 体 性 の 度合 い 。 


生殖 障害 。 

それ は 、 以下 の 内 容 で ある 。 

生物 の 生殖 に お ける 、 問 題 発 生 。 

生物 の 生殖 に お ける 、 困 難 性 。 

生物 に お ける 、 性 的 不能 性 。 

例 。LGBTO +. 

例 。 男 性 の 性 行為 に お ける 、 和 勃起 不全 。 女 性 の 性 行為 に お ける 、 不 
感 症 。 

それ ら は 、 遺 伝 的 要因 と 、 文 化 的 要因 と の 、 両 方 に よっ て 、 生 起す 
る こと 。 


生物 の 生殖 に お ける 、 病 気 や 障害 。 

社会 的 な 性 的 不能 性 。 

ある 生物 が 、 異 性 に よっ て 、 起 愛 対象 か ら 、 一 方 的 に 除外 され る こ 
と 。 

その 結果 。 

その 生物 は 、 遺 伝 的 子 朱 を 、 残 すこ と が 出来 な く な る こと 。 

EO REA, 


その 生物 に お ける 、 無 能 性 。 
その 生物 に お ける 、 不 良性 。 
その 生物 に お ける 、 病 性 。 


生殖 の プロ セス 。 
ある 生物 に お ける 、 先 天 的 な 遺伝 情報 に 基づく 、 性 別に つい て の 、 
後天 的 な 、 用 意 や 組み 立て 。 


異性 の 配偶 者 同士 の 、 性 的 誘引 。 

異性 の 配偶 者 同士 の 、 性 行為 。 

異性 の 配偶 者 同士 の 、 受 精 。 
MOUAICSLIC. FHM, GSB. MRL, HEL. MATS 
こと 。 

そう し た 子供 が 、 親 の 体外 へ と 、 出 る こと 。 

親 が 、 そ うし た 子供 を 、 養 育 す る こと 。 

ES LIEFHRM, MRL. HiBL. MATS, 
EDLEFHEM, RRC. MOSRUTSCE, 


生物 の 生殖 に お ける 、 病 気 や 障害 。 
それ ら の 原因 。 
それ は 、 以下 の 内 容 で ある 。 


資源 の 不足 。 宋 養 不 足 。 
設備 の 故障 。 設 備 の 不良 。 設 備 の 構築 失敗 。 


それ ら は 、 最 初 か ら 予め 存在 する か 、 後 か ら 新 規 に 生起 する こと 。 


生物 の 生殖 に お ける 、 病 気 や 障害 。 
統計 と の 関連 。 


生物 の 生殖 に お ける 、 銃 計 的 分 類 。 
それ は 、 以 下 の 内 容 で ある 。 


性 的 多数 者 。 生 殖 行為 の 内 容 に お ける 、 多 数 者 。 
性 的 少数 者 。 生 殖 行為 の 内 容 に お ける 、 少 数 者 。 


性 的 健常 者 。 正常 な 生殖 行為 が 、 可 能 で ある こと 。 彼 自身 の 遺伝 的 
FRE, BSC. 

HES. 正常 な 生殖 行為 が 、 不 可能 で ある こと 。 彼 自身 の 遺伝 
Кута, Жевие с. 


НФ $19 5, ЕН. 
それ は 、 以 下 の 内 容 で ある 。 


男性 度 。 女 性 度 。 
それ ら を 、 総 合 指 標 と し て 、 利 用 する こと 。 
それ ら を 、 個 別 指 標 と し て 、 利 用 する こと 。 


男性 性 は 、 気 体 性 の サブ プ セ クシ ョ ン で ある こと 。 
女性 性 は 、 液 体 性 の サブ セク ショ ン で ある こと 。 


男性 度 は 、 気 体 性 の 度合 い へ と 、 収 落 する こと 。 

女性 度 は 、 液 体 性 の 度合 い へ と 、 収 散 す る こと 。 

それ ら の 度合 い は 、 連 続 値 で ちあ ちる こと 。 

それ ら の 度合 い に つ いて 、 二 次 元 の 統計 グラ フ 表 示 が 可能 で ある こ 
と 。 


実際 の 生物 に お いて 。 
それ ら の 統計 分 布 は 、 左 右 に 分 離し つつ 、 互 い に 、 オ ー バ ー ラ ッ プ 
する こと 。 


統計 グラ フ 表 示 に お いて 。 


左右 の 両端 が 、 そ れ ぞ れ 、 男 性 性 と 女性 性 の 、 最 大 値 で ある こと 。 
右側 が 、 男 性 性 や 気体 性 を 、 示 すこ と 。 
左側 が 、 女 性 性 や 液体 性 を 、 示 すこ と 。 


男性 性 と 女性 性 と の 中 間 に お いて 、 中 性 が 、 存 在 す る こと 。 
それ は 、 男 性 度 と 女性 度 の 、 測 定 や 表示 に お ける 、 原 点 で ある こ 
а 

類似 の 参考 例 。 

物質 に お ける 、 酸 性 と アル カリ 性 と 中 性 と の 、 関 係 。 


それ ら の 、 グ ラフ 表示 。 


そう し た 統計 分 布 に お いて 。 

女性 性 に お ける 左端 部 。 女 性 性 の 過剰 。 障 害 性 。 性 的 障害 者 。 レ ズ 
ビア ン 。 バ イセ クシ ュ ア ル 。 

女性 性 に お ける 中 央 部 。 女 性 性 の 適量 性 。 健 常 性 。 性 的 健常 者 。 
女性 性 に お ける 右端 部 。 女 性 性 の 不足 。 障 害 性 。 性 的 障害 者 。 レ ズ 
ビア ン 。 


左右 の 中 央 部 。 中 性 。 男 性 性 と 女性 性 と の 両方 が 、 ゼ ロ で ある こ 
と 。 性 的 障害 者 。 ア セク シュ アル 。 


男性 性 に お ける 左端 部 。 男 性 性 の 不足 。 障害 性 。 性 的 障害 者 。 ゲ 
イ 。 
男性 性 に お ける 中 央 部 。 男性 性 の 適量 性 。 健 常 性 。 性 的 健常 者 。 


男性 性 に お ける 右端 部 。 男 性 性 の 過剰 。 障 害 性 。 性 的 障害 者 。 ゲ 
イ 。 バ イセ クシ ュ ア ル 。 


それ ら の 、 グ ラフ 表示 。 


実際 の 生物 に お いて 。 
2 つの 個体 の 問 に お ける 、 男 性 度 や 女性 度 の 位置 の 、 相 互 比較 。 


ある 生物 に お ける 、 和 各々 の 身体 部 位 。 
外観 。 内 部 機能 。 

生殖 細胞 。 生殖 器 。 育児 機構 。 
fA. Bie. М, 

神经 系 。 行 动 。 


それ ら の 性 別 や 性 度 は 、 そ れ ぞ れ 、 独 立 に 決ま る こと 。 
その 結果 。 

ある 生物 に お ける 、 各 々 の 上 身体 部 位 毎 に 、 性 度 が 違う こと 。 
その 結果 。 


以下 の よう な 状況 が 、 生 起す る こと 。 
ある 生物 に お ける 、 和 各々 の 身体 部 位 の 間 に お ける 、 性 別 の 不 整 合 。 
トラ ンス ジェ ンダ ー。 


生物 の 神経 系 。 

それ は 、 広 義 で 捉え た 場合 、 生 殖 設 備 の 一 種 で ある こと 。 
それ は 、 広 義 で 捉え た 場合 、 生 殖 設 備 に 含ま れる こと 。 
その 理由 。 

仮に 、 あ る 生物 に お いて 、 神 経 系 が 無い 場合 。 

その 生物 は 、 生 殖 行 動 が 、 不 可能 に な る こと 。 


一 般 的 な 説明 。 
ある 物質 に お いて 。 


多 頂 性 を 持つ 、 性 質 。 


一 項 性 を 持つ 、 性 質 。 
例 . 
酸性 。 ア ルカ リ 性 。 
男性 性 ， 女 性 性 。 


三 項 性 を 持つ 、 性 質 。 

Bil, 

固体 性 。 液 体 性 。 气 体 性 。 

その うち 、 液 体 性 と 気 休 性 の 、 二 項 を 、 部 分 的 に 取り 出す こと 。 
その サブ クラ ス と し て 、 女 性 性 と 男性 性 と の 二 項 性 が 、 成 立 す る こ 
と 。 


二 項 性 に つい て の 、 統計 グラ フ 表 示 。 


連続 項目 。 
各 項 目 の 連 続 性 。 そ れ ぞ れ の 性 質 が 、 連 続 的 に 分 布 す る こと 。 
例 。 酸 性 と アル カリ 性 。 


独立 項目 。 

各 項 目 の 、 断 絶 性 や 独立 性 や 個別 性 。 そ れ ぞ れ の 性 質 が 、 音 連続 的 
に 分 布 す る こと 。 それぞれ の 性 質 の 間 に お いて 、 相 互 遷 移 時 に 、 乗 
り 越 える べき 壁 が 、 存 在 す る こと 。 

例 。 固 体 性 と 液体 性 と 気体 性 。 

固体 性 と 液体 性 と を 隔て る 壁 と し て 、 融 解熱 が 、 存 在 す る こと 。 
液体 性 と 気体 性 と を 隔て る 壁 と し て 、 気 化 熱 が 、 存 在 す る こと 。 


中 性 化 。 

それ ぞ れ の 項目 同士 を 足し 算 す る こと 。 そ の こと で 、 内 容 に お ける 
中 和 が 、 起 きる こと 。 

例 。 


連続 項目 。 
酸性 と アル カリ 性 と を 足し 算 す る こと 。 そ の こと で 、 そ れ ら は 、 中 
性 に な る こと 。 


独立 項目 。 


ЕСС 9 оса. その こと で 、 それら は 、 中 性 
に な る こと 。 


ある 物質 に お ける 、 番 々 の 部 位 に つい て 。 


多 項 性 の 性 質 の 、 足 し 人 算 を 行う こと 。 

その 結果 。 

その 物質 の 総合 的 性 質 が 、 全 体 と し て 、 多 項目 の うち の 、 い ずれ か 
の 項目 の 性 質 へ と 、 総 合 的 に 決ま る こと 。 


一 項 性 の 性 質 の 、 足 し 人 算 を 行う こと 。 

その 結果 。 

その 物質 の 総合 的 性 質 が 、 全 体 と し て 、 二 項目 の うち の どちら か の 
項目 の 性 質 へ と 、 総 合 的 に 決ま る こと 。 


例 。 

ある 生物 に お ける 、 和 旬 々 の 身体 部 位 に つい て 。 

男性 性 と 女性 性 の 、 足 し 人 算 を 行う こと 。 

その 結果 。 

その 生物 の 性 別 が 、 全 体 と し て 、 男 性 と 女性 の うち の どちら か へ 
と 、 総 合 的 に 決ま る こと 。 

それ は 、 以下 の 内 容 で ある 。 

生物 に お ける 、 性 別 の 決定 。 そ の 加算 的 側面 。 


生物 の 生殖 に お ける 、 病 気 や 障害 。 


生物 に お ける 、 性 別 の 決定 に つい て 。 
他方 で は 、 次 の よう な 見 地 も 、 成 立 す る こと 。 


生物 に お ける 、 性 別 の 決定 。 そ の 唯一 的 側面 。 

それ は 、 以下 の 内 容 で ある 。 

その 生物 が 、 彼 自身 の 遺伝 子 に お いて 、X 遣 伝 子 や Y 遺 伝 子 の よう 
な 、 そ の 性 別 固有 の 遺伝 子 を 、 所 有 し て いる こと 。 

その 生物 が 、 彼 自身 の 遺伝 情報 に お いて 、X 遺 伝 子 や Y 遣 伝 子 の 遺伝 


情報 の よう な 、 そ の 性 別 固 有 の 遺伝 情報 を 、 含 有 し て いる こと 。 


生物 に お ける 、 性 別 の 決定 人 奈 件 。 
それ は 、 本 来 は 、 上 記 の 唯一 的 側面 の みな で ある こと 。 


rr gee ee 
性 別 を 伴っ て 、 構 築 さ れ て 行く こと 。 
NS Вих. 構築 エラ ー が 起き る こと 


そう し た 構築 エラ ー の 結果 。 

その 生物 の 身体 の 各部 位 に お ける 性 別 の 間 に お いて 、 矛 盾 が 生じ る 
г 

例 。 


遺伝 情報 は 男性 で ある が 、 女 性 の 生殖 設備 を 、 身 体 に 持つ こと 。 
遺伝 情報 は 男性 で ある た め 、 女 性 の 生殖 細胞 を 持つ こと が 出来 な い 
ご と 

そう し た 、 ト ラン スジ ェ ン ダー の 生物 。 


遺伝 情報 は 女性 で ある が 、 男 性 の 生殖 設備 を 、 身 体 に 持つ こと 。 
遺伝 情報 は 女性 で ある た め 、 男 性 の 生 殖 細胞 を 持つ こと が 出来 な い 
=e, 

そう し た 、 ト ラン スジ ェ ン ダー の 生物 。 


例 。 

そう し た 構築 エラ ー の 結果 。 

神経 系 に お ける 性 別 と 、 そ の 他 の 身体 部 分 に お ける 性 別 と が 、 異 な 
る こと 。 


その 例 。 


遺伝 情報 は 男性 で ある が 、 和 神経 系 が 女性 化し て 、 女 性 の よう に 行動 
する こと 。 そ の 結果 、 彼 自身 の こと を 、 女 性 で ある と 、 性 自認 する 
こと 。 

そう し た 、 ト ラン スジ ェ ン ダー の 生物 。 

遺伝 情報 は 女性 で ある が 、 和 神経 系 が 男性 化し て 、 男 性 の よう に 行動 


する こと 。 そ の 結果 、 彼 女 自身 の こと を 、 男 性 で ある と 、 性 自認 す 
る こと 。 


そう し た 構築 エラ ー の 結果 。 

その 生物 の 身体 の 各部 位 に お いて 。 

性 別 の 生成 その も の が 、 不 完全 に な る こと 。 
性 別 そ の も の が 、 無 いこ と 。 


例 。 

ФНО С. 

性 別 の 生成 その も の が 、 不 完全 に な る こと 。 
性 別 そ の も の が 、 無 いこ と 。 


その 例 。 


遺伝 情報 は 男性 で ある が 、 神経 系 が 性 別 無 し の よう に 行動 する こ 
と 。 そ の 結果 、 彼 自身 の こと を 、 性別 無し と 、 性 自認 する こと 。 
そう し た 、 ト ラン スジ ェ ン ダー の 生物 。 


遺伝 情報 は 女性 で ある が 、 神経 系 が 性 別 無 し の よう に 行動 する こ 
と 。 そ の 結果 、 彼 女 自 身 の こ と を 、 性 別 無 し と 、 性 自認 する こと 。 
そう し た 、 ト ラン スジ ェ ン ダー の 生物 。 


そう し た 構築 エラ ー の 要因 。 

内 部 環境 の み の 要 因 で 、 起 きる こと 。 

例 。 

それ ぞ れ の 身体 部 位 の 生成 の 過程 に お いて 、 性 別に 関す る 遺伝 子 複 
和製 の エラ ー が 、 起 きる こと 。 

それ ぞ れ の 身体 部 位 の 生成 の 過程 に お いて 、 性 別 決定 ホル モン の 、 
生成 不足 や 生成 過剰 が 、 起 きる こと 。 


外部 環境 の 影響 を 、 受 ける こと 。 

例 。 

性 転換 を 引き 起こ す ホ ル モ ン 物質 が 、 母 親 か ら 胎 児 へ と 、 流 入 す る 
ご と 。 


そう し た 構築 エラ ー が 起き な いり 場合 。 

生物 に お ける 、 性 別 の 決定 。 そ の 唯一 的 側面 。 
ある 生物 の 、 大 元 の 遺伝 情報 レベ ル に お いて 。 
同性 愛 の 場合 。 


男性 性 が 、 過 剰 で ある こと 。 


男性 性 が 過剰 な 男性 が 、 男 性 性 が 不足 し た 男性 を 、 
で ある と 見 働 し て 、 性 的 対象 と する こと 。 それは 、 


生み 出す こと 。 
女性 性 が 、 過 剰 で ある こと 。 


女性 性 が 過剰 な 女性 が 、 女 性 性 が 不足 し た 女性 を 、 
で ある と 見 働 し て 、 性 的 対象 と する こと 。 そ れ は 、 


生み 出す こと 。 
男性 性 が 、 不 足し て いる こと 。 


相対 的 に 女性 的 
男性 同性 愛 者 を 


相対 的 に 男性 的 
女性 同性 愛 者 を 


男性 性 が 不足 し て いる 男性 が 、 男 性 性 が 過剰 な 男性 を 、 相 対 的 に 男 
性 的 で ある と 見 叙 し て 、 性 的 対象 と する こと 。 そ れ は 、 男 性 同性 愛 


者 を 生み 出す こと 。 
女性 性 が 、 不 足し て いる こと 。 


女性 性 が 不足 し て いる 女性 が 、 女 性 性 が 過剰 な 女性 を 、 相 対 的 に 女 
性 的 で ある と 見 但し て 、 性 的 対象 と する こと 。 そ れ は 、 女 性 同性 愛 


者 を 生み 出す こと 。 


彼ら は 、 遣 伝 的 子 随 を 残す こと が 出来 な く な る こと 。 


バイ セク シュ アル の 場合 。 
男性 性 が 、 過 剰 で ある こと 。 


男性 性 が 過剰 な 男性 が 、 男 性 性 が 不足 し た 男性 と 、 


女性 と の 、 両 方 


を 、 相 対 的 に 女性 的 で ある と 見 働 し て 、 性 的 対象 と する こと 。 そ れ 


は 、 バ イセ クシ ュ ア ル な 男性 を 生み 出す こと 。 
女性 性 が 、 過 剰 で ある こと 。 


女性 性 が 過剰 な 女性 が 、 女 性 性 が 不足 し た 女性 と 、 


男性 と の 、 両 方 


を 、 相 対 的 に 男性 的 で ある と 見 働 し て 、 性 的 対象 と する こと 。 そ れ 


は 、 バ イセ クシ ュ ア ル な 女性 を 生み 出す こと 。 


ЕР, НБП  CMURScE, 


ある 生物 に お ける 、 そ うし た 身体 の 構築 の 後に お いて 。 
その 身体 部 位 に お いて 。 


病変 が 起き る こと 。 
破壊 が 起き る こと 。 
ео с <. 


EN5 OER. 
その 身体 部 位 に お ける 性 別 が 、 変 化し た り 、 転 換 し た りす る こと 。 


例 。 

人 間 に お ける 、 卵 巣 や 精巣 の 、 外 科 手 術 に よる 摘出 。 

その こと が 、 そ の 人 物 に も た ら す 、 性 別に お ける 、 中 性 化 。 
歴史 上 の 実例 。 中 国 の 王朝 国家 に お ける 、 定 官 。 


生物 の 生殖 に お ける 、 障 害 。 


ある 生物 に お ける 、 そ うし た 身体 の 構築 の 後に お いて 。 

彼 自 身 の 、 各 々 の 身体 部 位 に お ける 、 可 変 部 分 や 学習 可能 部 分 に お 
いて 。 

後天 的 学習 に より 、 そ の 性 別 が 、 変 化し た り リ 、 転 換 し た りす る こ 
と $s 

例 。 

彼 自 身 の 神 経 回 路 に お ける 、 可 変 部 分 や 可 望 部 分 。 


具体 例 。 


息子 が 、 親 に よっ て 、 女 性 と し て 、 養育 され る こと 。 CORR. Е 
は 、 女 性 的 に 振る 舞う よう に な る こと 。 


娘 が 、 親 に よっ て 、 男 性 と し て 、 BBANSCE, FOMBR. (kX 
は 、 男 性 的 に 振る 舞う よう に な る こと 。 


具体 例 。 

女性 優位 社会 に お いて 、 男 児 が 、 強 力 な 母性 の 影響 に よっ て 、 女 性 
優位 の 男性 へ と 、 成 長 す る こと 。 

その 結果 、 彼 は 、 不 完全 な 女性 と し て 、 振 る 舞う よう に な る こと 。 


男性 優位 社会 に お いて 、 女 児 が 、 強 力 な 父性 の 影響 に よっ て 、 男 性 
優位 の 女性 へ と 、 成 長 す る こと 。 

その 結果 、 彼 女 は 、 不 完全 な 男性 と し て 、 振 る 舞う よう に な る こ 
と 。 


具体 例 。 

女性 が 、 男 性 の 衣 義 を 身 に 着け て 、 外 見 に お いて 、 男 性 と し て 振る 
舞う こと 。 日 本 の 宝塚 歌劇 団 の 女性 団員 。 

男性 が 、 女 性 の 衣 義 を 身 に 着け て 、 外 見 に お いて 、 女 性 と し て 振る 
舞う こと 。 日 本 の 歌舞 伎 役 者 。 


そう し た 、 ト ラン スジ ェ ン ダー の 生物 。 


生物 の 生殖 に お ける 、 病 気 や 障害 。 


ある 生物 に お いて 。 


生殖 細胞 が 、 無 いこ と 。 例 。 無 精子 症 。 

生殖 細胞 の 数 量 が 、 不 足し て いる こと 。 例 。 精子 の 欠乏 。 

生殖 細胞 の 性 質 が 、 不 良 で ある こと 。 例 。 女 性 の 加 油 に 伴う 、 卵 子 
の 活化 。 男 性 の 精子 が 、 元 気 が 無 いこ と 。 

生殖 細胞 が 、 死 滅する こと 。 例 。 女 性 の 閉経 。 

生殖 細胞 が 、 無 効 化 され る こと 。 例 。 玉 子 や 精子 に お いて 、 受 精 能 
力 が 無く な る こと 。 


彼ら は 、 遺 伝 的 子 拓 を 残す こと が 出来 な く な る こと 。 


生物 に お ける 、 承 認 欲求 。 
それ は 、 以下 の 内 容 で ある 。 


ある 生物 に お いて 。 

彼 自身 が 生き て いく た め に 、 資 源 の 確保 が 、 必 要 で ある こと 。 

その 確保 が 、 彼 自身 の 独力 で は 困難 で ある こと 。 

その 確保 に お いて 、 他 者 に よる 援助 が 、 何 か し ら 必 要 で ある こと 。 

そう し た 援助 を し て くれ る 協力 者 が 、 欲 し いこ と 。 

その た め の 、 仲間 作り や 友達 作り を 、 し た いこ と 。 

そう し た 仲間 や 友達 に な っ て くれ る 他 者 を 、 作 けり た いこ と 。 

その た め に は 、 彼 自身 の 有 凛 性 を 、 そ うし た 他 者 に よっ て 、 何 か し 
ら 認 め ら れる 必要 が ある こと 。 

その こと で 、 彼 自身 の 存在 を 、 そ うし た 他 者 に よっ て 、 受 け 入 れ ら 

れる 必要 が ある こと 。 

それ は 、 以下 の 内 容 で ある 。 

そう し た 他 者 が 、 彼 自身 の 存在 を 、 承 認 す る こと 


ある 生物 に お いて 。 
彼 自 身 の 自 己 複製 が 必要 で ある こと 。 


彼 自 身 の 遺 伝 的 子 擬 の 自己 複製 を 、 行 いた いこ と 。 

その た め に 、 彼 自身 と 共同 で 遺伝 的 子 振 を 残す 配偶 者 を 、 獲 得 し た 
いこ と 。 

その た め に は 、 彼 自身 の 有益 性 を 、 そ うし た 配偶 者 候補 の 他 者 に 
よっ て 、 何 か し ら 認 め ら れる 必要 が ある こと 。 

その こと で 、 彼 自身 の 存在 を 、 そ うし た 他 者 に よっ て 、 受 け 入 れ ら 
れる 必要 が ある こと 。 

それ は 、 以下 の 内 容 で ある 。 

そう し た 他 者 が 、 彼 自身 の 存在 を 、 承 認 す る こと 


彼 自身 の 文化 的 子 拓 の 自己 複製 を 、 行 いた いこ と 。 

その た め に 、 彼 自身 に よる 外部 出力 を 、 積 極 的 に 受信 し 複製 し 流布 
し て くれ る 他 者 を 、 獲 得 し た いこ と 。 

その た め に は 、 彼 自身 の 出力 内 容 の 有益 性 を 、 そ うし た 他 者 に よっ 
て 、 何 か し ら 認 め ら れる 必要 が ある こと 。 

その こと で 、 彼 自身 の 存在 を 、 そ うし た 他 者 に よっ て 、 有 受け入れ ら 
れる 必要 が ある こと 。 


それ は 、 以下 の 内 容 で ある 。 
そう し た 他 者 が 、 彼 自身 の 存在 を 、 承 認 す る こと 。 


ある 生物 に お いて 。 

彼 自身 が 生き て いく た め に 、 生 き や す さ の 向上 が 必要 で ある こと 。 
その た め に 、 彼 自身 に お ける 社会 的 上 位 性 の 確保 が 、 必 要 で ある こ 
と 。 

その た め に 、 彼 自身 に お ける 、 生 き や す さ の 確保 に お ける 強力 性 
が 、 必 要 で ある こと 。 

そう し た 強力 性 の 確認 を し た いこ と 。 それ は 、 以下 の 内 容 で ある 。 
彼 自身 の 有力 性 を 、 他 者 に よっ て 、 認 め ら れる こと 。 

その た め に は 、 彼 自身 の 存在 を 、 そ うし た 他 者 に よっ て 、 受 け 入 れ 
られ る 必要 が ある こと 。 

それ は 、 以下 の 内 容 で ある 。 

そう し た 他 者 が 、 彼 自身 の 存在 を 、 承 認 す る こと 。 


彼 自 身 の 、 生 き や す さ の 確保 に お ける 、 強 力 性 。 
彼 自 身 の 、 他 者 に と っ て の 、 有 益 性 。 
それ ら は 、 以下 の 内 容 で ある 。 


彼 自 身 の 、 有 能 性 。 彼 自身 が 提供 する 機能 の 、 有 効 性 。 
彼 自身 が 提供 可能 な 、 彼 自身 が 所 有する 既得 権益 の 、 大 き さ 。 


女性 優位 社会 と 男性 優位 社会 と の 間 に お ける 、 聞 争 。 

その 半 争 に 勝利 する た め の 、 一 番 、 本 質 的 で 効果 的 な 、 戦 略 。 
それ は 、 以 下 の 内 容 で ある 。 

女性 優位 社会 と 男性 優位 社会 と の 間 に お いて 。 

一 方 の 社会 が 、 他 方 の 社会 を 、 性 的 に 疲れ 果て させ る こと 。 

一 方 の 社会 が 、 他 方 の 社会 を 、 性 的 に 持続 不能 に する こと 。 

一 方 の 社会 が い 、 そ の こと で 、 他 方 の 社会 に 対し て 、 打 ち 勝 つこ と 。 


一 方 の 社会 が 、 そ の こと で 、 他 方 の 社会 に 対し て 、 上 位 者 と な る こ 


о 


その た め の 、 戦 略 。 
それ は 、 以 下 の 内 容 で ある 。 


一 方 の 社会 が 、 性 的 誘引 の た め の コ ン テ ン ツ を 、 他 方 の 社会 に 向け 
て 、 大 量 に 配布 する こと 。 


例 。 女 性 優位 社会 の 場合 。 

男性 優位 社会 に 対し て 、 萌 え 絵 女性 の コン テン ツ を 、 大 量 に 送り 付 
ける こと 。 

男性 優位 社会 に 対し て 、 美 少女 コン テン ツ を 、 大 量 に 送り 付け る こ 


о 


ENICLI, -РФЯЕМ, ШОН, MEAIICHALL. MATIC 
搾り 取り 、 性 的 に 持続 不能 に する こと 。 

それ に より 、 一 方 の 社会 が 、 他 方 の 社会 に 対し て 、 経 済 的 な 搾取 
と 、 臼 済 的 な 持続 不能 化 と を 、 徹 底 的 に 行う こと 。 


=> ЦЕ+Ф, ША. COREZA. 

それ は 、 以下 の 内 容 で ある 。 

女性 は 、 男 性 に 比べ て 、 性 的 絶頂 回 数 を 、 い くら で も 増やす こと が 
出来 る 。 

女性 は 、 男 性 に 比べ て 、 よ り 、 性 的 限界 に 達し に くい 。 

女性 は 、 男 性 に 比べ て 、 よ り 、 性 的 に 持続 不能 に 、 な り に くい 。 
女性 は 、 男 性 に 比べ て 、 よ り 、 性 的 に 持続 可能 で ある 。 


性 的 な 持続 能力 。 そ の 能力 は 、 女 性 の 方 が 、 男 性 より も 、 よ り 優 れ 
て いる 。 

TEN GHA REESE IMS, IF. CORAL Е, СНЫ 
て 、 必 ず 勝 利 する 。 

性 的 な 持続 可能 性 に つい て 。 女 性 は 、 必 ず 上 位 者 と な る 。 男 性 は 、 
必ず 下位 者 と な る 。 

女性 優位 社会 と 、 男 性 優位 社会 と の 、 性 的 な 持続 可能 性 を 巡る 、 聞 
争 。 そ の 闘争 は 、 女 性 優位 社会 が 、 男 性 優位 社会 に 対し て 、 必 ず 勝 
利 す る 。 


性 的 な 持続 可能 性 に つい て 。 女 性 優位 社会 は 、 必 ず 上 位 者 と な る 。 
男性 優位 社会 は 、 必 ず 下 位 者 と な る 。 


そう し た 間 和 争 の 、 最 終 的 な 帰結 。 

それ は 、 以下 の 内 容 で ある 。 

女性 優位 社会 が 、 男 性 優位 社会 を 、 性 的 に 疲れ 果て させ る こと 。 
女性 優位 社会 が 、 男 性 優位 社会 を 、 性 的 に 持続 不能 に する こと 。 
女性 優位 社会 が 、 そ の こと で 、 男 性 優位 社会 に 対し て 、 打 ち 勝 つこ 


と 。 
女性 優位 社会 が 、 そ の こと で 、 男 性 優位 社会 に 対し て 、 上 位 者 と な 
る こと 。 


生物 に お ける 、 液 体 性 の 宿命 。 


生物 は 、 主 に 、 液 体 の 水分 か ら 構 成 さ れ て いる こと 。 

生物 は 、 液 体 の 水分 無し で は 、 生 き て 行け な いこ と 。 
気体 性 生物 も 、 本 質 的 に は 、 液 体 と し て 、 振 る 舞う こと 。 
気体 性 生物 も 、 終 局 的 に は 、 液 体 性 の 本 質 か ら 、 逃 れる こと が 出来 
な いこ と 。 

参考 。 

気体 性 の 生物 。 例 。 ウィルス 。 精子 。 精 細胞 。 男性 。 
液体 性 D 生 物 。 例 。 卵 子 。 卵 细胞 。 女 性 。 


追加 内 容 。2023 年 1 月 下旬 初出 。 
НЕ rial oat bling フィ ー - ド バッ 
恋爱 。， а ЕЕ, 商業 や 交 


通 物 流産 業 と の 、 共 通 人 性 や 同質 


神経 回 路 に お ける 、 フ ィ ー ド バッ ク 待 機 機能 の 実装 。 

フィ ー ド バッ ク の 結果 待ち の 機能 の 、 神 経 回 路 に お ける 実現 。 
ある 生物 的 神経 系 に お いて 。 

出力 後 、 フ ィ ー ド バッ ク の 結果 が 返っ て くる まで 、 待 機 状態 に 入る 
wee 

そう し て 、 彼 自身 が 待ち さき され な く な る まで 、 次 の 出力 を 、 扶 える か 
中 断 す る こと 

ある いい は 、 前 回 と 同一 の 出力 を 、 連続 さ せる こと 。 


出力 を 、 间歇 的 に 連 4 続 さ せる こ = =. 
出力 を 、 絶 え 間 無く 連続 させ る こと 。 


出力 は 、 結果 が 十分 に 出る まで 、 連 続 さ せる こと 。 

出力 は 、 発 火 の 余力 を 維持 出来 て いる 問 は 、 ず っ と 連続 さき せる こ 
と 5 

出力 は 、 発 火 の 余 力 を 喪失 する まで 、 ず っ と 連続 させ る こと 。 


結果 が 十分 ? に 返っ て 来 た ら 、 人 待機 状 態 を 終え る こと 。 
結果 が 良好 だ っ た 場合 。 そ の 出力 を 促進 する こと 
結果 が 不良 だ っ た 場合 。 そ の 出力 を 抑制 する こと 。 


結果 待ち 状態 の 、 神 経 回 路 に お ける 実現 。 


実行 可能 状態 。 


受け 取っ た 神経 伝達 物質 の 総量 が 、 集 計 可 能 で ある こと 。 
出力 の 発火 が 可能 で ある こと 。 

実行 中 。 

神経 伝達 物質 の 集計 中 。 

出力 の 発火 中 。 

実行 後 。 


待ち 状態 。 ルー プ に 入る こと 。 
発火 を 控え 続け る こと 。 不 発火 を 続け る こと 。 


く 続 ける こと 。 


資源 の 増減 に つい て の 、 資 源 管 理 基盤 か ら の 神経 細胞 へ の フィ ー ド 
バッ ク 。 

ФУ -ЕЛУЯ 4, FO-KFVALCHI, СФ 
へ と 、 無 差別 に 伝達 され る こと 。 

その フィ ー ド バッ ク の 働き や 効果 は 、 待 ち ル ー プ 中 の 神経 細胞 に 対 
し て の み 、 有 効 で ある こと 。 


サス ペン ド 。 
出力 発火 の 余力 が 無く な っ た ら 、 再 び 発 火 の 余 力 を チャ ー ジ し て 回 
復 す る まで 、 出 力 を 休止 する こと 。 


一 時 的 棚上げ 。 
別 の 用 事 の 発生 に よっ て 、 待 ちの 待ち の 状態 に 入る こと 。 


一 时 的 忘却 。 
別 の 用 事 の 発生 に よっ て 、 待 ち 状 態 そ の も の を 解除 する こと 。 


抹消 。 
待ち 状態 その も の を 無効 化す る こと 。 


神経 回 路 に お ける 、 待 機 の メカ ニズム 。 
待機 の 開始 へ の 、 メ カニ ズム 。 
待機 状態 の 維持 の 、 メ カニ ズム 。 
待機 の 中 断 か ら 再 開 へ の 、 メ カニ ズム 。 


待機 の 終了 の メカ ニズム 。 完了 。 忘却 。 棚 上 げ 。 抹 消 。 


待機 中 に 、 ず っ と 出力 し 続け る 場合 。 
フィ ー ド バッ ク 結 果 が 良好 だ っ た 場合 、 次 の 神経 細胞 へ と 促進 出力 


する 仕組 み 。 
フィ ー ド バッ ク 結 果 が 不良 だ っ た 場合 、 次 の 神経 細胞 へ と 抑制 出力 
する 仕組 み 。 


それ ら の 内 容 は 、 以 下 の 図 で あぁ る 。 


出力 を 、 フ ィ ー ド バッ ク が ある まで 、 一 時 停止 する 場合 。 
フィ ー ド バッ ク が 無い こと を 検知 し 続け る 仕組 み が 、 必 要 で ある こ 


= 
フィ ー ド バッ ク が 無い こと を 通知 し 続け る 仕組 み が 、 必 要 で ある こ 


と 。 

それ は 、 無 限 ル ー プ で ある こと 。 

最初 の 出力 後 。 

フィ ー ド バッ ク が 無い 間 は 、 次 の 神経 細胞 へ の 抑制 出力 を 、 ず っ と 
無限 に ルー プ す る 仕組 み 。 


その 後 。 
フィ ー ド バッ ク 結 果 が 良好 だ っ た 場合 、 次 の 神経 細胞 へ と 促進 出力 
する 仕組 み 。 


フィ ー ド バッ ク 結 果 が 不良 だ っ た 場合 、 次 の 神経 細胞 へ と 抑制 出力 
する 仕組 み 。 


そう し た 、 抑 制 細 胞 メ イン で 動く 仕組 み を 、 構 築 す る こと 。 
それ ら の 内 容 は 、 以 下 の 図 で ある 。 


上 記 の 場合 。 

逆転 値 を 出力 する た め の 神 経 回 路 の 構築 が 必要 で ある こと 。 

し か し 、 そ の 実現 は 、 促 進 細 胞 と 抑制 細胞 の ひみ で は 、 不 可能 で ある 
こと 。 

その た め 、 以下 の 内 容 の 実現 が 必要 で ある こと 。 

資源 管理 基盤 それ 自体 が 、 逆 転 値 を 、 最 初 か ら 出 力 可 能 で ある こ 
с. 

資源 管理 基盤 それ 自体 が 、 正 順 値 と 、 逆 転 値 と を 、 そ れ ぞ れ 独 立 に 
出力 可能 で ある こと 。 


資源 菅 理 基 盤 に よる フィ ー ド バッ ク の 値 。 
良好 な 結果 の 通知 の 場合 。 プ ラス の 値 。 
不良 な 結果 の 通知 の 場合 。 マ イナ ス の 値 。 


千 果 通知 の ター ゲッ ト の 神経 細胞 。 
正 順 値 の 場合 。 

良好 な 結果 は 、1。 

不良 な 結果 は 、 


逆転 値 の 場合 。 


良好 な 結果 は 、-1。 
不良 な 結果 は 、1。 


フィ ー ド バッ ク を 行う 神経 細胞 と 、 フ ィ ー ド バッ ク を 行わ な い 神 経 
細胞 と を 、 分 ける 必要 が ある こと 。 

フィ ー ド バッ ク が 有効 な 神経 細胞 と 。 フ ィ ー ド バッ ク が 無効 な 神経 
細胞 と を 、 分 ける 必要 が ある こと 。 

それ ら の 区 別 の 基準 を 、 ど うす る か ? 


神経 細胞 に お ける 過 負 荷 の 度合 い が 大 きい 場合 。 フィー ド バ ッ ク 
を 、 行 わな いこ と 。 

過 負 荷 と は 。 入 力 元 の 細胞 が 多 す ぎる こと 。 出 力 先 の 細胞 が 多 す ぎ 
る こと 。 


神 終 細胞 が 、 そ の フィ ー ド バッ ク そ の も の を 学習 する 細胞 で ある 場 
合 。 フィー ド バ ッ ク を 、 行 わな いこ と 。 
その こと は 、 資 源 管 理 基 盤 か ら の フィ ー ド バッ ク の 有効 性 を 、 郡 え 
ず 損 な わな いた め に 、 必 須 で ある こと 。 


フィ ー ド バッ ク を 行う ター ゲッ ト 細 胞 の 要件 。 
和信 出力 の 負荷 が 小さ い 細 胞 で ある こと 。 
フィ ー ド バッ ク 効 果 が 固定 され て いる 細胞 で ある こと 。 


フィ ー ド バッ ク 待 機 の 記憶 を 行う 細胞 。 
それ は 、 待 機 す きれ ば する ほど 、 促 進学 習 す る こと 。 
それ は 、 待 機 す きれ ば する ほど 、 結 線 が 太く な る こと 。 


フィ ー ド バッ ク 待 機 の 一 時 的 忘却 の 仕組 み 。 

待機 行為 その も の の 、 待機 。 

待機 行為 その も の の 、 棚 上 げ 。 

それ は 、 待 機 の 仕組 み の 二 重 化 に よっ て 実現 され る こと 。 


生物 に お ける 恋愛 。 


有 性 生殖 の 生物 は 、 彼 ら の 生涯 に お いて 、 有 能 者 の 異性 を 、 獲 得 し 
よう と する こと 。 

有人 能 者 の 異性 。 彼ら は 、 理 想 の 異性 で ある こと 。 

‘|, ABRLL\) AW, 

例 。 稼 ぎ が 良い 男性 。 包 容 力 が ある 女性 。 

例 。 性 行為 の 技術 に 長け て いる 異性 。 

彼ら を 配偶 者 と し て 獲 得する に は 、 相 手 か ら も 理想 の 異性 と し て 見 
られ る こと が 、 必 要 で ある こと 。 

彼ら を 配偶 者 と し て 獲得 する に は 、 同 性 間 に お ける 配偶 者 の 奪い 合 
い に 勝 利 す る こと が 、 必 要 で ある こと 。 

彼ら を 配偶 者 と し て 獲 得する こと は 、 難 し いこ と 。 

彼ら と 配偶 者 と し て の 関係 を 維持 する に は 、 多大 な 努力 が 求め られ 
る こと 。 


彼ら を 配偶 者 と し て 獲得 する 能力 に 欠け て いる 者 。 
それ は 、 以 下 の 内 容 で ある 。 
社会 的 な 性 的 不能 者 。 


社会 的 な 性 的 不能 者 の 性 的 ター ゲッ ト と し て の 、 バ ー チ ャ ル な 異 
性 。 


それ は 、 理 想 で ある 度合 い が と て も 高い 異性 で ある こと 。 
それ は 、 最 高 で 至高 の 、 異 性 で ある こと 。 

thik, RBICMANCTHS cE, 

それ は 、 最 高 に 気持 ち 良 いこ と 。 


そう し た 、 最 高 の 理想 的 な 異性 。 

ИЗ, ERORHOLMICE ><, ВС, ЕВ 
に 当たる 、 同 性 の バー チャ ル な 生物 で ある こと 。 

それ は 、 生 身 の 異 性 の 生物 に 対し て 、 以下 の よう な 感情 を も た ら す 
ご と 。 

その 生身 の 生物 が 、 異 性 愛 者 で ある 場合 。 

それ は 、 不 快 で ある こと 。 

それ は 、 気 持ち 悪い こと 。 


その 生身 の 生物 が 、 同 性 愛 者 で ある 場合 。 


И, ив смЛИсфос 上。 
それ は 、 最 高 に 気持 ち 良 いこ と 。 


その 生物 が 、 異 性 愛 者 で ある 場合 。 
生身 の 異性 は 、 そ うし た バー チャ ル な 異性 を 、 徹 底 的 に 敵視 する こ 
と 


例 。 無 視 す る こと 。 攻 撃 す る こと 。 販 すこ と 。 
例 。 生 身 の 女 性 が 、 請 え 絵 の 女性 を 、 必 死に な っ て 攻撃 する こと 。 


情報 通信 産業 と 、 商 業 や 交通 物流 産業 と の 、 根 本 的 な 同質 性 。 
商業 や 交通 物流 産業 。 物 品 の 、 小 売 や 交換 や 配布 。 
情報 通信 産業 。 情 報 の 、 小 売 や 交換 や 配布 。 


両者 は 、 以 下 の 行 為 を 主 に 行う 点 で 、 共 通 で あり 同質 で ある こと 。 
ター ゲッ ト と な る オブ ジェ クト の 、 小 売 や 交換 や 配布 。 


追加 内 容 。2023 年 2 月 中 旬 初 出 。 
その 1。 生物 に お ける 、 自 己 複製 
や 自己 増殖 。 そ れ ら の プロ セス 
の 、 コ ンピュータ シミ ュ レ ー シ ョ 
ン に よる 実装 。 

生物 の 細胞 。 
р - 
生物 の 細胞 活動 。 


それ は 、 コ ンピュータ プロ グラ ム に お ける 、 プ ロ セ ス の 動作 に 相当 
する こと 。 


生物 O 细 胞 分 裂 。 

生物 の 細胞 増殖 。 

それ ら は 、 コ ンピュータ プロ グラ ム に お ける 、 プ ロ セ ス の 、 自 己 分 
各 や 自己 分 割 や 自己 増殖 や 自己 複製 に 相当 する こと 。 


生物 の 細胞 は 、 資 源 エ ネル ギー の 供給 が 持続 する 限り けり 、 自 動 的 に 、 
自己 分 裂 を 繰り 返す こと 。 


コン ピュ ー タ ブ プログ ラム に お ける プロ セス が 、 特 定 の 前 提 和 祭 件 が ク 
リア され て いる 限り けり 、 自 動 的 に 自己 分 烈 を 繰り 返す こと 。 


プロ セス に お ける 、 自 己 分 裂 の 実現 。 

それ は 、 プ ロ セ ス に お ける 、 自 己 複製 や 自己 増殖 の 実現 に 繋が る こ 
с 

それ は 、 以 下 の 内 容 へ と 、 繋 が る こと 。 

有 性 生殖 に お ける 、 減 数 分 烈 。 そ の コン ピュ ー タ シミ ュ レ ーション 
に よる 実現 。 そ の 導出 。 


プロ セス に お ける 、 機 能 分 化 の 実現 。 
遺伝 子 コ ー ド と 同様 の 情報 表現 。 

遺伝 子 コ ー ド と 同様 の 、 分 化し た 機能 発現 。 
それ ら の 実現 。 


プロ セス に お ける 、 突 然 変 異 の 実現 。 

プロ セス の 自己 複製 に お いて 。 

遺伝 子 コ ー ド と 同様 の 情報 に お ける 、 和 複製 エラ ー の 発生 。 
その 実現 。 


プロ セス の 自己 分 裂 や 自己 複製 。 

それ は 、 以下 の 内 容 で ある 。 

ある プロ セス が 、 そ れ 自 身 と 同格 の プロ セス の 、 生 成 者 と な る こ 
と 3 

ある プロ セス が 、 そ れ 自 身 と 同格 の プロ セス の 、 一 時 的 な 養育 者 や 
養成 者 と な る こと 。 


プロ セス の マス ター 情報 。 
それ は 、 プ ロ セ ス 遣 伝 子 で ある こと 。 


プロ セス の 複製 。 
それ は 、 必 然 的 に 、 以 下 の 内 容 を 伴う こと 。 
プロ セス 遺伝 子 の 複製 。 


プロ セス 遺伝子 の 複製 。 

デッド コピ ー。 丸ごと コピ ー す る こと 。 和 突然 変異 が 無い こと 。 
ライ ブ コ ピー。 個々 に 1 つ ず つ コ ピー する こと 。 容 然 変 異 が 有る こ 
と 。 


プロ セス に よる 、 そ れ 自 身 の 自 動 複 製 。 

それ は 、 以下 の 内 容 で ある 。 

マス ター 人 遺伝子 情報 か ら 、 プ ロ セ ス の 内 容 を 、 そ の 都度 、 自 動 展 開 
する こと 。 

それ は 、 以下 の 内 容 で ある 。 

プロ セス の 内 部 に 、 そ の 実行 スク リプ ト と デー タ と を 、 和 複製 し て 内 
蔵 す る こと 。 

その スク リプ ト と デー タ を 、 そ の 都度 、 実 行 す る こと 。 


プロ セス の 内 容 。 
資源 エネ ルギー を 、 外 部 か ら 取 得する 働き 。 
資源 エネ ルギー を 、 そ の プロ セス 自身 の 活動 へ と 、 転 化 さ せる 働 


=. 

自己 保存 。 自 己 保 身 。 

自己 複製 。 

それ ら の 働き 。 その スク リプ ト が 、 そ の プロ セス の マス ター 遺伝子 
情報 に 、 書 か れ て いる こと 。 


自己 複製 。 

それ は 、 自 己 増殖 と 同じ で ある こと 。 

その プロ セス と 同一 の 、 特 質 や 性 質 。 

そう し た 特質 や 性 質 を 持つ 、 構 成 粒子 や 構成 個体 の 数 が 、 増 える こ 
と 。 


自己 増殖 する 物質 。 
その 一 類型 と し て の 、 生 物 の 増殖 。 細 胞 の 増殖 。 ウ ィ ル ス の 増殖 。 
その 一 類型 と し て の 、 人 遺伝 子 複製 。 


遺伝 子 を 特に 備え て いな い タ イプ の 生物 が 、 別 途 存 在 す る こと 。 
それ ら は 、 以 下 の 機 能 を 備え て いる こと 。 

SR НС. 

例 。 コ アセ ル ベ ー ト 。 マ リグ ラ ヌ ー ル 。 リ ボ ゾ ー ム 。 


それ ら の 働き の 、 コ ンピュータ シミ ュ レ ーション に 基づく 実装 。 
それ が 、 生 物 学 の 発展 に お いて 、 と て も 重要 で ある こと 。 


追加 内 容 。2023 年 2 月 中 旬 初 出 。 
その 2。 ЕЕ 7П95= 
ング に お ける 、 機 能 実装 の 進め 

方 。 


神経 系 プロ グラ ミン グ に お ける 実装 機能 。 


フィ ー ド バッ ク 学 習 。 

フィ ー ド バッ ク に 対す る 待機 。 

それ ら の 前 提 と な る 機能 。 

それ は 、 以下 の 内 容 で ある 。 

SRO. CORR), COBH, CNS ORR, 
資源 枯 湯 に つい て の アラ ー ム 通知 。 

それ ら の 実装 。 

それ は 、 以下 の 内 容 で ある 。 

以下 の 内 容 を 、 そ れ ぞ れ 関 数 化す る こと 。 

以下 の 内 容 を 、 そ れ ぞ れ 独 立 プ ロ セ ス 化 する こと 。 
以下 の 内 容 を 、 そ れ ぞ れ リ アル タイ ム 処 理 す る こと 。 
以下 の 内 容 を 、 外 部 の タイ マー プロ セス に より 、 一 定時 間 間 隔 で 、 
実行 する こと 。 


資源 の 蓄積 量 の 測定 。 

資源 の 流入 量 の 測定 。 

資源 の 流出 量 の 測定 。 内 部 に お ける 消費 。 外部 へ の 流出 。 
資源 の 増減 の 測定 。 資 源 の 収支 の 計算 。 


= 


収支 が プラ ス の 場合 。 

順 行 タイ プ の 場合 。 促進 細 胞 を 発火 させ る こと 。 そ の 細胞 は 、 中 間 
細胞 へ と 、 繋 が っ て いる こと 。 

逆転 タイ プ の 場合 。 抑 制 細 胞 を 発火 させ る こと 。 そ の 細胞 は 、 中 間 
細胞 へ と 、 繋 が っ て いる こと 。 

収支 が マイ ナス の 場合 。 

順 行 タイ プ の 場合 。 抑 制 細 胞 を 発火 させ る こと 。 そ の 細胞 は 、 中 間 
細胞 へ と 、 A> Tee 

逆転 タイ プ の 場合 促進 細胞 を 発火 させ る こと 。 その 細胞 は 、 中 間 
細胞 へ と 、 繋 が っ て いる こと 


プロ グラ ム の 開発 の 進め 方 。 

i= 次 源 の 流入 量 や 流出 量 の 、 検知 。 

最初 は 、 毎 回 同じ 値 を 、 キ ュー で 送出 する こと 

次 は 、 そ れ ぞ れ 配 列 で 定め た 各々 の 値 を 、 キュ ー で 順次 送出 する こ 
と $s 


それ ら の 値 は 、 全 部 送出 し 終え た ら 、 次 は 、 ラ ウン ドロ ビン で 、 
ずっ と 送出 し 続け る こと 。 


追加 内 容 。2023 年 2 月 中 旬 初 出 。 
その 3。 物質 や 生物 に お ける 、 ハ ババ 
ラド ックス 。 和 社会 的 バラ ドッ クス 
と し て の 、 和 社会 的 な 嘘つき や 社会 
的 な 落 盾 と 、 社 会 的 な 正 し さ の 主 
張 と の 関連 。 物質 や 生物 の 進化 に 
お ける 、 恨 好 な 進化 と 、 不 良 な 進 


化 。 そ うし た 進化 に お ける 、 バラ 
ドッ クス 。 


バラ ドッ クス 。 逆 理 。 
事前 の 想定 や 予期 と は 逆 の 結果 が 、 生 み 出 され る こと 。 


動作 に お ける パラ ドッ クス 。 
物質 の 動作 が 、 事 前 の 想定 や 予期 と は 逆 の 結果 を 、 生 み 出 すこ と 。 


行動 に お ける パラ ドッ クス 。 
生物 の 行動 が 、 事 前 の 想定 や 予期 と は 逆 の 結果 を 、 生 み 出 すこ と 。 


社会 的 パラ ドッ クス 。 

物質 や 生物 に よる 、 社 会 的 な 主張 。 

物質 や 生物 に よる 、 社 会 的 ルー ル の 設定 。 

物質 や 生物 に よる 、 社 会 政策 の 実行 。 

それ ら が 、 事 前 の 想定 や 予期 と は 逆 の 結果 を 、 生 み 出 すこ と 。 


世界 に は 、 二 つ 以 上 の 和 粒子 物質 が 、 存 在 す る こと 。 

その こと か ら 導 出さ れる 、 結 論 。 

物質 は 、 社 会 的 存在 で ある こと 。 

その 意味 で は 。 

社会 的 パラ ドッ クス は 、 生 物 の み に 限 定 さ れず 、 物 質 一 般 に お い 
て 、 有 広く 存在 する こと 。 


物質 の 進化 。 


生物 の 進化 。 
それ は 、 物 質 の 進化 の 一 種 で ある こと 。 


物質 一 般 は 、 進 化す る こと 。 
新た な 種類 の 物質 が 、 絶 え ず 生成 し て いる こと 。 
それ ら の 原因 。 


それ は 、 物 質 の 化学 反応 に お ける 、 エ ラー や 突然 変異 で ある こと 。 
例 。 
生物 の 遺伝 子 複 製 に お ける 、 エ ラー や 突然 変異 。 


新た な 種類 の 物質 が 、 次 々 と 自動 的 に 生ま れる こと 。 
例 。 
生物 に お ける 新種 生物 の 自動 生成 。 


進化 の 過程 に お いて 、 消 滅 し 絶滅 する タイ プ の 物質 が 、 多 数 存在 す 
る こと 。 

生物 一 般 も 、 そ うし た 物質 の 一 種 で ある こと 。 

生物 と し て の 人 間 も 、 そ うし た 物質 の 一 種 で ある こと 。 


ФНО, НИЖЕ < ЖИ, 
それ は 、 不 良 な 進化 で ある こと 。 

ある 物質 の 、 自 己 保 存 や 繁 栄 に 結び つく 進化 。 
それ は 、 良 好 な 進化 で ある こと 。 


不良 な 結果 を も た ら す と 予期 され た 進化 が 、 そ の 物質 に と っ て 、 良 
好 な 結果 を 生み 出す こと 。 

良好 な 結果 を も た ら す と 予期 され た 進化 が 、 そ の 物質 に と っ て 、 不 
良 な 結果 を 生み 出す こと 。 

それ ら は 、 以下 の 内 容 で ある 。 

物質 進化 に お ける パラ ドッ クス 。 

例 。 

生物 進化 に お ける パラ ドッ クス 。 


物質 社会 の 進化 に お ける パラ ドッ クス 。 
例 。 

生物 社会 の 進化 に お ける バラ ドッ クス 。 
人 間 社 会 の 進化 に お ける パラ ドッ クス 。 


そう し た バラ ドッ クス 。 

その 例 。 そ の 1 。 

人 間 社 会 に お ける 、 ポ リティ カル ・ コ レク ト ネ ス の 思想 。 
その 社会 的 普及 や 文化 的 落 積 に お ける 、 バ ラド ックス 。 
ФЕЙ 


平等 性 の バラ ドッ クス 。 


優劣 関係 の 否定 に お ける 、 パ ラド ックス 。 
上 下関 係 の 否定 に お ける 、 パ ラド ックス 。 


多 水性 の パラ ド У クス 。 
画 一 性 の 否定 に お ける 、 パ ラド ックス 。 


実現 不能 性 の パラ ドッ クス 。 


その 例 。 そ の 2 。 
素 粒 子 分 析 に お ける パラ ドッ クス 。 
起源 追求 に お ける パラ ドッ クス 。 


その 例 。 そ の 3 。 
気体 と 液体 の 、 バ ラド ックス 。 


その 例 。 そ の 4 。 
粒子 と 動作 と 社会 の 、 パラ ドッ クス 。 


社会 的 パラ ドッ クス 。 
その 具体 的 な 内 容 。 


平等 性 の パラ ドッ クス 。 


社会 的 な 優劣 関係 。 社 会 的 な 上 下関 係 。 社 会 的 な 階級 制 。 そ れ ら の 
育 定 と し て の 、 社 会 的 な 差別 。 

それ ら を 否定 する 思想 。 反 差別 の 思想 。 

そう し た 思想 の 所 有 者 が 、 社 会 的 に 優位 に な る こと 。 

そう し た 思想 の 主張 者 が 、 社 会 的 上 位 者 に な る こと 。 
そう し た 思想 の 主導 者 が 、 社 会 的 支配 者 と な る こと 。 

そう し て 、 新 た な 、 社 会 的 階級 制 や 社会 的 差別 が 生じ る こと 

そう し た 、 社 会 的 現象 。 


多様 性 の パラ ドッ クス 。 


多様 性 を 重視 する 思想 。 
画 一 性 在 否定 才 名 思想 。 


例 。 生 物 多 様 性 の 尊重 。 全 体 主義 的 な 独裁 制 の 否定 。 

そう し た 思想 が 、 社 会 的 に 普遍 化す る こと 。 

その 結果 。 

その 社会 の 全員 が 、 そ の 思想 を 画 一 的 に 所 有する こと 。 
そう し た 画 一 性 を 、 理 想 と し て 追い 求め る こと に な る こと 。 


素 粒 子 分 析 の バラ ドッ クス 。 


素 粒子 の 存在 を 追求 する 、 科 学 的 思想 。 

それ は 、 以 下 の よ うな プロ セス を 辿る こと 。 

ある 素 粒 子 の 有力 候補 が 見 つか る こと 。 

その 素 粒 子 を 、 更 に 分 析 す る 試み が 、 行 われ る こと 。 

REDO, CORDIC. НЕС 9 5 с“. 

その 結果 。 更 に 小さ な 素 粒 子 の 有力 候補 が 見 つか る こと 。 

上 記 の ルー プ が 、 い つま で も エン ドレ ス に 、 再 帰 的 に 、 続 く こ と 。 


起源 追求 の パラ ドッ クス 。 


物事 の 起源 を 求め る 思想 。 

それ は 、 以 下 の よ うな プロ セス を 辿る こと 。 

ある 起源 の 有力 候補 が 見 つか る こと 。 

その こと 自体 に つい て の 起源 を 、 更 に 求め る 試み が 、 行 われ る こ 

Ci 

誰か が 、 そ の 試み に 、 新 た に 成功 する こと 。 更 に 根源 的 な 起源 の 新 
発見 が 、 成 就 す る こと 。 

上 記 の ルー プ が 、 い つま で も エン ドレ ス に 、 再 帰 的 に 、 続 く こ と 。 
EDGR, 

いつ まで も 結論 を 出せ ず に 、 混 乱す る こと 。 

その こと に 、 和 我慢 出来 な く な る こと 。 

EDGER, 

大 元 の 起源 を 生み 出す 絶対 的 な 存在 を 、 と りあ え ず 、 持 ち 出 すこ 

と 。 

例 。 万 物 の 創造 主 。 絶対 者 と し て の 唯一 神 。 
その こと で 、 当 面 の 事態 解決 を 、 図 る こと 。 
それ が 、 一 神 教 の 起源 で ある こと 。 


ЕЕ < СУ ЕЕ, 

それ は 、 唯 一 の 絶対 者 で ある こと 。 
Ел < С < 存在 。 

それ は 、 万 物 の 起源 に は 、 決 し て な る こと が 出来 な いこ と 。 
それ は 、 万 物 の 創造 主 に は 、 決 し て な る こと が 出来 な いこ と 。 


起源 追求 論 。 

それ ら は 、 以下 の よ うな 前 提 に 、 了 囚われ や すい こと 。 

物事 の 起源 の 数 が 、 単 一 で あり 唯一 で ある こと 。 

物事 の 起源 の 発生 が 、 初 回 の み で あり 、 一 回 の み で ある こと 。 
そう し た 、 暗 黙 の 前 提 。 

その こと は 、 以 下 の よ うな テー マ に お いて も 、 顕 著 で ある こと 。 
例 。 宇 宙 進 化 論 。 生命 進化 論 。 


気体 と 液体 の バラ ドッ クス 。 


その 1 。 

個々 の 自立 や 自由 や 独立 を 重視 する 思想 。 気 体 的 思想 。 
そう し た 思想 に よ bs ) CH < +=. 

気体 性 社会 


そう し た 気体 性 社会 へ の 、 一 体 融 合 化 や 調和 を 行 お っ と する 、 液 体 
性 社会 。 

そう し た 液体 性 社会 が 、 自 己 矛盾 に 、 永 久 に 苦し み 続 ける こと 。 
例 。 欧 米 化 を 試み 続け る 、 日 本 社会 。 


液体 性 社会 が 、 気 体 的 思想 に 染 ま ろ うと する こと 

液体 性 社会 が 、 気 体 的 思想 に 同調 し よう と する こと 。 

液体 性 社会 が 、 気 体 的 思想 を 丸呑み し よう と する こと 

それ ら の 実現 は 、 根 本 的 に 不可 能 で ある こと 。 

その 原因 。 

それ は 、 以下 の 内 容 で ある 。 

液体 は 、 気 体 と 、 一 体 融 合 化 する こと が 、 決 し て 出来 な いこ と 。 
気体 は 、 液 体 の 中 に お いて 、 個 々 の 自立 や 自由 や 独立 を 、 実 現す る 
こと が 、 決 し て 出来 な いこ と 。 

気体 は 、 液 体 の 中 に お いて 、 気 体 性 を 保持 する こと が 、 決 し て 出来 
な いこ と 。 


液体 が 、 気 体 性 を 内 包 し よう と する こと 


そう し た 行為 は 、 自 己 矛盾 で ある こと 。 
液体 性 社会 が 、 気 体 性 を 内 包 し よう と する こと 。 
そう し た 社会 的 現象 は 、 社 会 的 パラ ドッ クス で ある こと 。 


例 。 
SVANEM ES CO ЖЕНЕ, Malco CHATS. ЖАН 


そう し た 液体 性 社会 が 、 彼 ら 自 身 の こ と を 、 必 死に な っ て 、 次 の よ 
うに 主張 する こと 。 

"我々 は 、 気 体 性 社会 の 一 員 で ある 。” 

その 例 。 

気体 性 の 者 と し て の 、 男 性 。 

液体 性 の 者 と し て の 、 女 性 。 

ЕЕ СФ ЖЕНЕ, MmlcBo СЭ 5. Beet 
社会 。 

そう し た 女性 優位 社会 が 、 彼 ら 自 身 の こ と を 、 必 死に な っ て 、 次 の 
よう に 主張 する こと 。 

"我々 の 社会 は 、 男 性 優位 社会 の 一 員 で ある 。” 

"我々 の 社会 は 、 家 父 長 制 社会 の 一 員 で ある 。” 


それ ら の 社会 的 な 嘘 付き 行為 は 、 仕 組み と し て 、 根 本 的 に 不可 避 で 
ある こと 。 


その 2 。 

気体 は 、 気 体 性 を 保持 し た まま 、 液 体 と 接着 し 融 着 する こと が 、 決 
し て 出来 な いこ と 。 

EDGER. 

気体 性 社会 が 、 液 体 性 社会 を 見 つけ る こと が 、 決 し て 出来 な いこ 
と 。 

EDGER. 

気体 性 社会 が 、 以 下 の よ うな 主張 を 、 必 死に な っ て 行う こと 。 
"液体 性 社会 は 、 ほ と ん ど 実 在 し な い 。” 

その 例 。 

気体 性 の 者 と し て の 、 男 性 。 

液体 性 の 者 と し て の 、 女 性 。 

男性 優位 社会 が 、 以 下 の よ うな 主張 を 、 必 死に な っ て 行う こと 。 
"女性 優位 社会 は 、 ほ と ん ど 実 在 し な い 。” 


それ ら の 社会 的 な 嘘 付き 行為 は 、 仕 組み と し て 、 根 本 的 に 不可 避 で 
ある こと 。 


粒子 と 動作 と 社会 の 、 パラ ドッ クス 。 
粒子 と 波 の 、 パ ラド ックス 。 


粒子 物質 に お いて 。 

複数 の 粒子 の 間 に お ける 、 相 互 作 用 の 形成 。 
そう し た 相互 作用 の 分 析 に お ける 、 問 題 の 発生 。 
それ は 、 以 下 の 内 容 で ある 。 

粒子 が 先 か ? 社会 が 先 か ? 


それ ら の 媒介 者 と し て の 、 和 粒子 の 動作 。 
ニニ つ 以 上 の 粒子 に お いて 。 


粒子 に 動作 が 伴う 場合 。 動 物 。 動 体 。 

相互 に 、 孤 立 し 合う こと 。 相互 に 、 無 関係 を 保つ こと 。 
相互 に 、 働 きか け 合 うこ と 。 

上 記 の 2 種類 の 動 的 な 相互 作用 が 、 自 動 的 に 生じ る こと 。 
そう し た 、 動 的 な 相互 作用 。 

その 一 種 が 、 波 で ある こと 。 


波 。 

それ は 、 和 粒子 の 動き で ある こと 。 例 。 振動 。 

ある 粒子 の 動き が 、 周 囲 の 粒子 へ と 、 和 粒子 間 の 動 的 相互 作用 を 通じ 
て 、 伝 播 し て いく こと 。 

ある 粒子 の 振動 が 、 周 囲 の 粒子 へ と 、 和 粒子 間 の 動 的 相互 作用 を 通し 
て 、 伝 播 し て いく こと 。 

そう し た 伝播 。 

それ は 、 波 及 で ある こと 。 


粒子 に 動作 が 伴わ な い 場 合 。 静物 。 静 体 。 
相互 に 、 孤 立 し 合う こと 。 

相互 に 、 位 置 的 に 重なり 合う こと 。 相 互 に 、 位 置 的 に 重複 する こ 
と 。 

上 記 の 2 種類 の 静 的 関係 が 、 自 動 的 に 生じ る こと 。 


動物 の 反対 語 は 、 正 確 に は 、 静 物 で あっ て 、 植 物 で は 無い こと 。 
生物 は 、 正 確 に は 、 全 て 動物 で ある こと 。 


そう し た 動物 は 、 定 住 者 と 移動 者 と に 、 分 けら れる こと 。 
定住 者 と し て の 植物 。 根 を 張る 草木 。 

移動 者 と し て の 植物 。 花 粉 。 斑 党 。 

生物 学 に お ける 、 動 物 と 植物 と の 、 分 類 。 

その 分 類 は 、 正 確 に は 、 不 正 で ある こと 。 


相互 の 孤立 。 そ れ 自 体 が 、 社 会 関係 の 一 種 で ある こと 。 
相互 の 無関係 。 そ れ 自 体 が 、 社 会 関係 の 一 種 で ある こと 。 


静物 の 間 に お ける 、 静 的 関係 。 
それ は 、 上 下 左 右 の 位 買 関係 で ある こと 。 
それ は 、 社 会 関係 で ある こと 。 


動物 の 間 に お ける 、 動 的 関係 。 
それ は 、 相 互 作 用 の 有無 で ある こと 。 
それ は 、 社 会 関係 で ある こと 。 


それ ら か ら 導 出さ れる 、 結 議 。 
粒子 と 社会 と は 、 同 時 に 、 互 い に 不 可 分 な 形 で 、 共 に 発生 する こ 
と 。 


粒子 と 社会 と の どちら が 先 か を 、 議 論 す る こと 。 
それ は 、 結 論 が 永久 に 出 な いこ と 。 

それ は 、 社 会 的 に 無 意 味 で ある こと 。 

その 行為 に 、 社 会 学者 た ち が 、 永 久 に 弧 ま る こと 。 
それ は 、 社 会 的 パラ ドッ クス で ある こと 。 

粒子 と 波 と の どちら が 先 か を 、 議 論 す る こと 。 
それ は 、 結 論 が 永久 に 出 な いこ と 。 

それ は 、 社 会 的 に 無 意 味 で ある こと 。 
Отс, УЕ, КАСС“. 
それ は 、 社 会 的 パラ ドッ クス で ある こと 。 


実現 不能 性 の パラ ドッ クス 。 


仕組 み 的 に 、 実 現 が 不可 能 な こと 。 


そう し た こと を 、 可 能 で ある と 主張 し 続け る こと 。 


例 。 

生物 社会 に お いて 、 恒 久 平 和 の 理想 を 、 掲 げ る こと 。 

例 。 欧 米 諸国 主導 に よる 、 ノー ベル 平和 賞 の 授与 。 

上 記 の 内 容 を 、 下 記 の 内 容 に 照ら し 合わ せ た 場 合 。 

上 記 の 内 容 は 、 生 物 に と っ て 、 本 質 的 に 実現 不可 能 な 内 容 で ある こ 
と 。 


生物 に お ける 、 資 源 の 無限 獲得 指向 の 、 本 性 。 

それ が も た ら す 、 生 物 に お ける 、 限 られ た 資源 の 奪い 合い の 、 本 

性 。 

WN 生物 の 世界 に お ける 、 半 争 や 戦争 の 、 絶 え 間 無 
繰り 返し の 発生 と 継続 。 

ЕЕ. 生物 の 世界 に お ける 、 平 和 持 続 の 一 時 的 限定 性 。 

そう し た 生物 が 、 恒 久 平和 の 尊 さ を 、 真 面目 に 主張 する こと 


例 。 

人 間 の 宗教 が 、 不 死 の 填 殊 の 世界 に つい て の 理想 を 、 掲 げ る こと 。 
上 記 の 内 容 を 、 下 記 の 内 容 に 照ら し 合わ せ た 場 合 。 

上 記 の 内 容 は 、 生 物 に と っ て 、 本 質 的 に 実現 不可 能 な 内 容 で ある こ 
と 。 


生物 に お ける 、 心 臓 の 寿命 の 有限 性 。 
それ が も た ら す 、 生 物 に お ける 、 神 縦 系 の 寿命 の 有限 性 。 
ЖП SBRORIA, 
それ は 、 生 物 の 神経 系 に お ける 、 和 神経 細 胞 の 発火 活動 の 集積 で ある 
こと 。 
EORR. 
FWD EEC [4 寿命 "が 存在 する こと 。 
EMO mIA, TERIA, RERATRECHS CE, 


例 。 
液体 性 社会 に お ける 、 実 現 不能 性 に 基づく 、 社 会 的 パラ ドッ クス 。 


液体 性 社会 に お ける 、 分 析 行 為 の 不能 性 。 
液体 的 思想 に お いて は 、 物 事 を 分 け て 捉え る こと が 、 不 可能 で ある 


こと 。 
液体 的 思想 に お いて は 、 物 事 を 一 体 融 合 化 させ て 捉え る こと し か 出 


来 な いこ と 。 

液体 的 思想 に お いて は 、 物 事 を 、 盲 目的 な 丸呑み の 形 で 捉え る こと 
し か 出来 な いこ と 。 

それ に も 関わ ら ず 。 

液体 性 社会 に お いて 。 

彼ら が 、 以 下 の 内 容 を 、 盛 ん に 主張 する こと 。 

"我々 は 、 き ちん と 分 析 を 行っ て いる 。” 


液体 性 社会 に お ける 、 科 学 的 行為 の 不能 性 。 

液体 的 思想 に お いて は 、 物 事 を 冷た く 客 観 的 に 捉え る こと が 、 不 可 
能 で ある こと 。 

液体 的 思想 に お いて は 、 物 事 を 温室 的 に 主観 的 に 捉え る こと し か 出 
来 な いこ と 。 

それ に も 関わ ら ず 。 

液体 性 社会 に お いて 。 

彼ら が 、 以 下 の 内 容 を 、 盛 ん に 主張 する こと 。 

"我々 は 、 き ちん と 科学 的 思考 を 実践 し て いる 。” 


液体 性 社会 に お ける 、 先 進 的 行為 や 近代 的 行為 の 、 不 能 性 。 
液体 的 思想 に お いて は 、 内 発 的 な 革新 が 、 不 可能 で ある こと 。 
液体 的 思想 に お いて は 、 内 発 的 な 革新 の 試み は 、 彼 ら の 社会 内 部 に 
密封 され た まま 、 全 部 潰さ れる こと 。 

液体 的 思想 に お いて は 、 革 新 は 、 外 界 か ら の み 到 来 す る こと 。 
液体 的 思想 に お いて は 、 物 事 を 前 近代 的 に 捉え る こと し か 出来 な い 
еее 

それ に も 関わ ら ず 。 

液体 性 社会 に お いて 。 

彼ら が 、 以 下 の 内 容 を 、 盛 ん に 主張 する こと 。 

"我々 の 社会 は 、 近 代 的 で ある 。” 

"我々 の 社会 は 、 先 進 的 で ある 。” 


それ ら は 、 い ずれ も 社会 的 パラ ドッ クス で ある こと 。 
それ ら は 、 以下 の 場合 に お いて 、 不 可 避 的 に 発生 する こと 。 
その 液体 性 社会 が 、 気 体 性 社会 と の 一 体 融 合 化 を 指向 し て いる 場 


Flo 


例 。 


気体 性 社会 に お ける 、 実 現 不能 性 に 基づく 、 社 会 的 パラ ドッ クス 。 
気体 性 社会 に は 、 液 体 性 社会 の 分 析 が 、 仕 組み 的 に 不可 能 で ある こ 


と 。 

気体 性 社会 は 、 液 体 性 社会 の 内 情 把握 能力 に お いて 、 根 本 的 に 無能 
で ある こと 。 

それ に も 関わ ら ず 。 

気体 性 社会 に お いて 。 

彼ら が 、 液 体 性 社会 に つい て 、 以下 の 内 容 を 、 盛 ん に 主張 し 宣伝 す 
る こと 。 

” そ れ ら の 社会 に お いて は 、 権 威 主義 的 な 悪意 ある 独裁 者 が 、 自 由 
独立 を 指向 する 気体 的 な 個々 人 を 、 抑 圧し て いる 。 我々 に よる そう 
し た 見 解 は 、 い つも 正しい 。” 

例 。 

欧米 諸国 が 、 中 国 や ロシア の こと を 、 独 裁 国 家 と 、 悪 意 を 込め て 呼 
称し 続け て いる こと 。 


その 結果 。 

気体 性 社会 が 、 液 体 性 社会 に 対し て 取る 、 物 の 見 方 が 、 永 続 的 に 問 
違え る こと 。 

それ に も 関わ ら ず 。 

気体 性 社会 の 人 々 が 、 以下 の 内 容 を 、 い つま で も 主張 し 続け る こ 
と 。 

彼ら 自身 が 液体 性 社会 の こと を 正しく 分 析出 来 て いる こと 。 


それ は 、 結 局 は 、 社 会 的 バラ ドッ クス で ある こと 。 


ЖА. 

実現 不可 能 な 理想 を 、 社 会 的 に 追求 し 続け る こと 。 

そう し た 社会 的 行為 は 、 結 局 は 、 社 会 的 パラ ドッ クス へ と 陥る こ 
と 。 

決し て 出来 な いこ と を 、 出 来る と 主張 する こと 。 

そう し た 社会 的 行為 は 、 結 局 は 、 嘘 付き で あり 、 欺 有 開 で ある こと 。 


社会 的 な 正 し さ 。 


その 社会 的 実現 を 理想 と する 、 思 想 。 
例 。 ポ リティ カル ・ コ レク ト ネ ス の 思想 。 


の 思想 が 成立 する た め の 、 前 提 条 件 。 
ее 以下 の 内 容 で ある 。 
それ は 、 不 正 を 含ま な いこ と 。 
それ は 、 嘘 付き で 無い こと 。 
それ は 、 和 矛盾 を 含ま な いこ と 。 
それ は 、 パ ラド ックス を 含ま な いこ と 。 


現状 の ポリ ティ カル ・ コ レク ト ネ ス の 思想 。 

それ は 、 自 己 矛盾 や パラ ドッ クス を 、 内 包 し て いる こと 。 
その 結果 。 

それ は 、 自 ら 正 し さ を 名 乗っ て いる こと 。 

それ に も 関わ ら ず 。 

それ は 、 永 遠 に 、 正 し く な る こと が 出来 な いこ と 。 

その こと 自体 が 、 新 た な 社会 的 パラ ドッ クス で ある こと 。 


現状 の ポリ ティ カル ・ コ レク ト ネ ス の 思想 に お ける 、 バ パラ ドッ ク 
Ao 

それ は 、 以下 の 内 容 で ある 。 

自分 自身 の 正 し さ を 主張 する 者 が 、 不 可 避 的 に 、 嘘 付き に な る こ 
と 。 

例 。 

反 差 別 思 想 の 主張 者 。 

彼ら が 、 実 際 に は 、 彼 ら 自 身 に お ける 、 社 会 的 な 優位 性 や 上 位 性 の 
実現 を 指向 し て いる こと 。 

社会 的 優劣 の 発生 を 拒否 する 者 。 優生 思想 に 反対 する 者 。 

彼ら が 、 実 際 に は 、 社 会 的 に 優位 に 立っ て 、 周 囲 の 他 者 を 抑圧 し て 
いる こと 。 


追加 内 容 。2023 年 2 月 下旬 初出 。 
その 1。 生物 と 資本 主義 。 生物 個 
体 に お ける 、 社 会 的 資本 の 蓄積 


と 、 和 社会 主義 や 共産 主義 と の 関 
連 。 

生物 と 資本 主義 。 

生物 に お ける 自己 増殖 


彼 自 身 の 構成 部 品 を 、 自 己 複製 する こと 

彼 自 身 の 個体 を 、 自 己 複製 する こと 。 

彼 自 身 の 子 随 を 、 増 や し 広め る こと 。 人 遺伝 的 子孫 。 文 化 的 子孫 。 
それ ら は 、 以 下 の 内 容 で ある 。 


彼 自身 の 元 手 や 資本 を 、 増 殖 さ せる こと 。 
彼 自身 の 既得 権益 を 、 増 殖 さ せる こと 。 


生物 に と っ て 。 

彼 自 身 の 身 体 は 、 彼 自身 に 取っ て の 自己 資本 で ある こと 。 

彼 自 身 の 子 拓 は 、 彼 自身 の 身体 の 複製 で ある こと 。 

EDR. 

peer three Ee Benen racy ase 


すなわち 。 

生物 に お ける 自己 増殖 の 本 性 。 

それ は 、 資 本 主義 で ある こと 。 

資本 主義 。 

それ は 、 生 物 の 世界 に お ける 、 普 遍 的 な 価値 観 で ある こと 。 


生物 に と っ て の 、 元 手 や 資本 。 

それ ら は 、 所 有 資 源 で ある こと 。 

それ ら は 、 所 有 設 備 で ある こと 。 

例 。 

無生物 の 資本 。 金 属 。 機 械 。 お金 。 情 報 。 

ЕАО ЖА, (FW. RB. BAA. SAA. „МЕЛ. 店 子 。 


ИБ, ЕЛ, MAS Siem Сфос С. 
それ ら は 、 お 金 の よう な 金融 に は 、 限 定 さ れ な いこ と 。 


それ ら は 、 彼 自身 が 構築 し た 、 人 脈 や 縁故 を 含む こと 。 
それ ら は 、 彼 自身 が 構築 し た 、 社 会 的 地位 を 含む こと 。 
それ ら は 、 結 局 、 彼 自身 が 蓄積 し た 、 社 会 的 資源 や 社会 的 設備 で あ 


それ ら は 、 結 局 、 彼 自身 が 蓄積 し た 、 社 会 的 資本 で ある こと 。 
例 。 
現状 の 社会 主義 や 共産 主義 の 社会 。 

それ は 、 以下 の よう な 社会 で ある こと 。 

人 肥 や 縁故 に お ける 既得 権益 の 蓄積 に 基づく 、 資 本 主義 。 
そう し た 資本 主義 社会 の 一 類型 。 

社会 的 資本 主義 の 社会 。 


ソ連 や 中 国 の よう な 共産 主義 国家 に お いて 。 

共産 覚 の 幹部 た ち が 、 更 な る 覚 内 の 地位 の 高度 化 を 目指 すこ と 。 
その た め に 、 彼 ら 自 身 の 人 脈 や 縁 故 関係 を 、 終 わり 無く 増殖 させ る 
= 

結局 、 そ れ ら は 、 社 会 的 資本 の 蓄積 で ある こと 。 

そう し た 行動 は 、 結 局 は 、 資 本 主義 的 価値 観 に 基づい て いる こと 。 


従っ て 。 
社会 主義 や 共産 主義 の 社会 も 、 結 局 は 、 資 本 主義 で 動い て いる こ 
と 。 


資本 主義 。 

それ は 、 お 金 を 貯め る こと に は 、 限 定 さ れ な いこ と 。 

それ は 、 お 金 を 増やす こと に は 、 限定 さ れ な いこ と 。 

それ は 、 社 会 的 資本 を 増やす こと も 、 含 むこ と 。 例 。 社 会 的 地位 を 
高め る こと 。 人脈 を 構築 する こと 。 

それ は 、 結 局 は 、 生 物 に お ける 、 既得 権益 の 増殖 の 追求 で ある こ 
Ks 

それ は 、 生 物 に お ける 、 自 己 増殖 の 追求 で ある こと 。 

それ は 、 生 物 に お ける 本 質 の 、 一 環 で ある こと 。 


生物 は 、 社 会 主義 や 共産 主義 を 、 本 質 的 に 、 忌 避 す る こと 。 
社会 主義 や 共産 主義 が 忌避 され る 理由 。 
それ は 、 以 下 の 内 容 で ある 。 


社会 主義 や 共産 主義 の 、 目 的 。 

既得 権益 に お ける 格差 の 解消 。 

既得 権益 に お ける 格差 を 生み 出さ な いこ と 。 
既得 権益 の フラ ッ ト 化 。 

既得 権益 の 抹消 。 


それ ら は 、 以 下 の 内 容 に 、 本 質 的 に 反する こと 。 
生物 に お ける 、 自 己 増殖 を 追求 する 本 質 。 
生物 に お ける 、 了 茎 得 権益 の 増殖 を 追求 する 本 質 。 


現状 の 社会 主義 や 共産 主義 の 社会 に お いて 。 

既得 権益 に お ける 格差 の 解消 は 、 全 く ぐ 実 現さ れ て いな いこ と 。 
社会 的 地位 や 人 脈 構築 に お ける 、 既 得 権益 の 格差 。 そ うし た 格差 
が 、 指 導 者 層 と 音 指 導 者 層 と の 間 に お いて 、 と て も 大 きい まま で あ 
る こと 。 

社会 の 指導 者 層 の 人 々 は 、 彼 ら 自 身 の 社 会 的 資本 の 蓄積 に 、 ず っ と 
適 進 し て いる こと 。 

それ は 、 結 局 は 、 資 本 主義 的 態度 で ある こと 。 

例 。 

ソ連 や 中 国 の よう な 共産 主義 国家 に お いて 。 

共産 党員 と 、 一 般 の 人 々 と の 間 に お いて 、 社 会 的 資本 の 蓄積 に お け 
る 格差 が 大 きい こと 。 

共産 覚 の 幹部 と 、 一 般 の 共産 党員 と の 間 に お いて 、 社 会 的 資本 の 攻 
積 に お ける 格差 が 大 きい こと 。 

共産 沈 員 た ち が 、 彼 ら 自 身 の 社 会 的 特権 の 拡大 に 、 適 進 し 続け て い 
る こと 。 


現状 の 社会 主義 や 共産 主義 。 
それ ら は 、 結 局 は 、 実 現 不可 能 な 理想 に 過ぎ な いこ と 。 


追加 内 容 。2023 年 2 月 下旬 初出 。 
その 2。 物質 や 生物 に お ける 、 保 
存 力 の 行使 。 女 性 的 職業 と の 関 


女性 的 な 職業 。 そ れ は 、 保 存 力 の 行使 で ある こと 。 
ЖЕ. 栄養 を 与え る こと 。 
看護 。 治 癒 を 施す こと 。 


男性 的 な 職業 。 そ れ は 、 エ ネル ギー の 行使 で ある こと 。 
工事 。 重 機 に よる 杭 打 ち 。 
戦争 。 ミ サイ ル に よる 標的 破壊 。 


保存 力 の 行使 。 

保存 性 DO 物质 。 液 体 。 保 存 性 D 生 物 。 卵 子 。 女 性 。 彼 己 杰 得 意 睛 才 
る 、 動 作 や 行動 。 

それ ら は 、 以 下 の 内 容 で ある 。 


現状 を 変更 し 破壊 する 、 妥 因 。 
そう し た 要因 の 排除 や 抹消 。 
例 。 新 規 ア イデ ア を 否 定 す る こと 。 前 例 踏 謀 を 徹底 する こと 。 


自己 保全 を 阻害 する 、 リ スク 要因 。 

そう し た 要因 の 排除 や 抹消 。 

例 。 

危険 を 、 決 し て 置 さ な いこ と 。 安 全 第 一 で 動く こと 。 

例 。 

上 位 者 に 対し て 、 決 し て 、 批 麟 し た り 、 抵 抗 し た り 、 反 抗 し た り 、 
し な いこ と 。 

上 位 者 か ら の 働き か け を 、 盲 目的 に 無休 件 で 丸呑み する こと 。 例 。 
日 本 に お ける 、 ア メリ カ 的 価値 観 の 丸呑み 。 

下位 者 に 対し て 、 専 制 支配 を 行う こと 。 

下位 者 の 存在 を 、 そ の 内 部 に 、 丸 ご と 、 密 封 状態 で 閉じ 込め る こ 

と 。 

そう し て 。 

下位 者 の 動作 の 自由 を 、 封 じ 込 め 、 奪 うこ と 。 例 。 ロ シア や 中 国 に 
お ける 、 人 権 の 剥奪 。 

下位 者 に よる 外部 へ の 脱出 を 、 不 可能 に する こと 。 


そう し た 要因 の 排除 や 抹消 に お いて 。 
内 部 要因 と 外部 要因 の 双方 を 、 同 時 に 、 拝 除 し 抹消 する こと 。 
例 。 内 部 統制 の 徹底 化 。 排 外 主 義 の 徹底 化 。 


自己 保存 や 自己 保全 や 自己 保身 を 、 実 現す る た め の 基 上 盤 を 、 更 に 強 
化す る こと 。 

現状 を 維持 する た め の 基 盤 を 、 更 に 強化 する こと 。 

不動 性 や 定住 性 を 、 維 持 す る た め の 基 盤 を 、 更 に 強化 する こと 。 
原状 復帰 する た め の 基 上 盤 を 、 更 に 強化 する こと 。 

治癒 する た め の 基 上 盤 を 、 更 に 強化 する こと 。 

慣性 で 動き 続け る た め の 基 盤 を 、 更 に 強化 する こと 。 慣 性 主義 。 
前 例 踏 相 で 動き 続け る た め の 基 上 盤 を 、 更 に 強化 する こと 。 ВИЙ 


主義 。 


それ ら は 、 液 体 と し て の 生物 の 、 本 質 で ある こと 。 


追加 内 容 。2023 年 3 月 上 旬 初 出 。 
生物 に お ける 、 配 偶 者 選択 の ポリ 
シー。 液体 人 性 や 気体 性 の 、 社 会 的 
nee roll, 


液体 性 の 者 は 、 気 体 性 が 高い 者 を 、 彼 女 自 身 の パ ー ト ナー に 選ぶ こ 
と 


液体 性 の 者 は 、 エ ネル ギー が 高い 者 を 、 彼 女 自身 の パー トナ ー に 選 
Mo と 。 

生物 に お いて 。 

女性 は 、 エ ネル ギー が 高い 男性 を 、 彼 女 自身 の 配偶 者 に 選ぶ こと 。 
エネ ルギー が 高い 者 。 

それ は 、 以 下 の 内 容 で ある 。 


運動 能力 が 高い 者 。 ス ポー ツ 万 能 な 者 。 


く 稼 ぐ 者 。 高給 取り な 者 。 
変革 能力 が 高い 者 。 破 壊 能力 が 高い 者 。 手術 能力 が 高い 者 。 医者 。 


気体 性 の 者 は 、 液 体 性 が 高い 者 を 、 彼 自身 の パー トナ ー に 選ぶ こ 
と 。 
気体 性 の 者 は 、 保 存 力 が 高い 者 を 、 彼 自身 の パー トナ ー に 選ぶ こ 
と 


生物 に お いて 。 

男性 は 、 保 存 力 が 高い 女性 を 、 彼 自身 の 配偶 者 に 選ぶ こと 。 
保存 力 が 高い 者 。 

それ は 、 以 下 の 内 容 で ある 。 


彼ら 自身 の 自己 保存 に 必要 な 資源 を 与え る 能力 が 高い 者 。 
REESA SHAM ALIA. 
栄養 満点 で 美味 し い 食 事 を 、 沢 山 作 る こと が 出来 る 者 。 


原状 復帰 を 行う 能力 が 高い 者 。 

傷 を 元 通 り に 消す 能力 が 高い 者 。 傷 を 治癒 する 能力 が 高い 者 。 割 れ 
PRITEIAS REAM ial IS. MAMPMS SARS SHAM ALIA. 

癒 や し の 力 が 高い 者 。 看護 力 が 高い 者 。 

物品 を 元 通 り に 綺 瑞 に 出来 る 能力 が 高い 者 。 部屋 の 清掃 が 上 手 な 

者 。 部品 の 清掃 が 上 手 な 者 。 衣類 の 洗濯 が 上 手 な 者 。 

社会 組織 の 分 断 を 治す 能力 が 高い 者 。 社 会 組織 に お ける 調和 や 和合 
を 、 実 現す る 能力 が 高い 者 。 


気体 性 社会 。 

そう し た 社会 は 、 液 体 性 の 者 に 対し て 、 気 体 性 を 要求 する こと 。 
そう し た 社会 は 、 液 体 性 の 者 に 対し て 、 高 い エ ネル ギー 性 を 要求 す 
る こと 。 

例 。 沢 山 稼 ぐ 能 力 を 、 身 に 付け る こと 。 その 実現 を 、 要 求 す る こ 
と 


し か る に 。 

液体 性 の 者 は 、 本 来 、 保 存 力 で 動く こと 。 

彼女 は 、 高 い エ ネル ギー 性 の 発揮 に 、 向 いて いな いこ と 。 
それ は 、 彼 女 に と っ て 、 無 理 な 要求 で ある こと 。 


男性 優位 社会 。 例 。 欧米 諸 国 。 
そう し た 社会 は 、 女 性 に 対し て 、 高 い エ ネル ギー 性 を 要求 する こ 


es 
例 。 沢 山 稼ぐ 能力 を 、 身 に 付け る こと 。 その 実現 を 、 要 求 す る こ 
と 


し か る に 。 

女性 は 、 本 来 は 、 液 体 性 の 者 で あり 、 そ れ ゆ え 、 保 存 力 で 動く こ 
と 。 

彼女 は 、 高 い エ ネル ギー 性 の 発揮 に 、 向 いて いな いこ と 。 

それ は 、 彼 女 に と っ て 、 無 理 な 要求 で ある こと 。 


液体 性 社会 。 

そう し た 社会 は 、 気 体 性 の 者 に 対し て 、 液 体 性 を 要求 する こと 。 

そう し た 社会 は 、 気 体 性 の 者 に 対し て 、 高 い 保存 力 を 要求 する こ 
a 

例 。 調 和 の 実現 や 癒 や し の 能力 を 、 身 に 付け る こと 。 その 実現 を 、 
要求 する こと 。 

し か る に 。 

気体 性 の 者 は 、 本 来 、 エ ネル ギー 性 で 動く こと 。 

彼 は 、 高 い 保 存 力 の 発揮 に 、 向 いて いな いこ と 。 

それ は 、 彼 に と っ て 、 無 理 な 要求 で ある こと 。 


女性 優位 社会 。 例 。 中 国 。 ロシア 。 日 本 。 BE. 

そう し た 社会 は 、 男 性 に 対し て 、 高 い 保 存 力 を 要求 する こと 。 

例 。 調 和 や 癒 や し を 実現 する 能力 を 、 身 に 付け る こと 。 その 実現 
、 要 求 す る こと 。 

し か る に 。 

男性 は 、 本 来 は 、 気 体 性 の 者 で あり 、 そ れ ゆ え 、 エ ネル ギー 性 で 動 
ぐ く こ と ど : 

彼 は 、 高 い 保 存 力 の 発揮 に 、 向 いて いな いこ と 。 

それ は 、 彼 に と っ て 、 無 理 な 要求 で ある こと 。 


追加 内 容 。2023 年 3 月 中 旬 初 出 。 
ЕК = |< 5574-Е 


バッ ク 機 構 の 、 コ ンピュータ シ 
ミュ レー ショ ン 。 そ の ソー スコ ー 
Fe 


ソー スコ ー ド 3 


追加 内 容 。2023 年 4 月 下旬 初出 。 
生物 的 神 縦 系 の シミ ュ レ ーション 
に つい て の 、Python の ソー ス 
コー ド の 追加 。 


新た な ソー スコ ー ド は 、 以 下 の 機 能 を 備え て いる こと 。 
資源 の 管理 。 資 源 の 増減 に つい て の フィ ー ド バッ ク 。 そ の フィ ー ド 
バッ ク の 待機 。 資 源 の 蓄積 。 生物 に お ける 、 資 源 の 欠乏 と 死 。 


タイ プ No.1 
ソー スコ ー ド 41 


タイ プ №.2 
ソー スコ ー ド 42 


生物 的 神経 系 と 実験 者 と の 、 相 互 作 用 や 交信 の 、 実 現 。 
そう し た 機能 の 、 シ ミュ レー ショ ンプ ログ ラム に お ける 、 和 実装 。 
それ は 、 以 下 の 内 容 で ある 。 


GUI 操 ま 作 パネ ル に お ける 、 事 前 に 設定 済み の 文字 列 。 
EDLEMPFINA, EMMWHBAN GE, FI—-AALIC, BEDOIN 
ラメ ー タ と し て 、 送 信 す る こと 

それ は 、 以下 の 内 容 で ある 。 

実験 者 の 意思 の 、 生 物 的 神経 系 へ の 、 伝 達 と 反映 。 


生物 的 神経 系 か ら の 出力 を 、 プ ログ ラム の 標準 出力 へ と 、 反 映 さ せ 
る こと 。 

生物 的 神経 系 か ら の 出力 を 、 そ れ 自 身 の 入 力 へ と 、 リ ダイ レク ト さ 
せる こと 。 

それ は 、 以下 の 内 容 で ある 。 

生物 的 神経 系 の 意思 の 、 対 外 的 な 反映 。 

生物 的 神経 系 の 意思 の 、 実 験 者 へ の 、 伝 達 と 反映 。 


GUI 操 作 パ ネル に お ける 、 事 前 に 設定 済み の 文字 列 。 
それ ら の 内 容 が 、 そ の まま 、 そ の 生物 的 神経 系 に と っ て の 、 外 部 環 
境 や 内 部 環境 の 、 パ ラメ ー タ 設定 に な る こと 。 


GUI 操 作 バ パネ ル か ら の 出力 を 介し て 、 複 数 の 生物 的 神経 系 と の 同時 
並行 的 な や り と り が 、 可 能 に な る こと 。 

そう し た 同時 並列 的 な や り と り 。 

それ ら は 、 以下 の 内 容 で ある 。 

複数 の 実験 者 と 、 複 数 の 生物 的 神経 系 と の 、 相 互 作用 。 

複数 の 生物 的 神経 系 同士 の 、 相 互 作 用 。 


GUI 操 作 パ ネル に お ける 、 事 前 に 設定 済み の 文字 列 。 
EDLEMPFINA, НИМ, FI—-AALITC, ЕЕФЛ 
ラメ ー タ と し て 、 送 信 す る こと 

それ は 、 以下 の 内 容 で ある 。 

生物 的 神経 系 へ の 、 メ ッ セ ー ジ の 送信 。 

それ は 、 以 下 の よ うに 分 類 さ れる こと 。 


公 的 補 ミ 間 に お ける 、 公 的 な メッ セー ジ 。 
開か れ た 室 間 に お ける 、 公 開 メ ッ セ ー ジ 。 


私 的 空 ミ 間 に お ける 、 私 的 メッ セー ジ 。 
емо, 機密 メッ セー ジ 。 


GUI 操 作 パ ネル に よる 、 デ ー タ 文字 列 の 入出 力 。 
それ 以外 に も 、 入 出力 デー タ の 、 公 的 室 間 や 私 的 空間 に お ける 、 И 
印 や 記憶 や 、 そ うし た 刻印 記憶 内 容 の 参照 も 、 同 時 に 必要 で ある こ 
上 


複数 の 実験 者 。 彼ら 自身 が 、 生 物 的 神経 系 の 一 種 で ある こと 。 
実験 者 と 、 生 物 的 神経 系 と の 、 や リ り 取 リ り 。 

それ ら は 、 結 局 、 以 下 の 内 容 で ある 。 

複数 の 生物 的 神経 系 の 間 に お ける 、 や リ り 取 リ り 。 

そう し た 、 複 数 の 生物 的 神経 系 に お いて 。 


神経 回 路 の 中 身 が 見 える こと 。 
tee Bl tea Ot aN RIE ы る こと 。 


実験 者 と 、 生 物 的 神経 系 と の 、 や リ り 取 リ り 。 
複数 の 生物 的 神経 系 同士 の や り 取 リ り 。 
単数 の 生物 的 神経 系 に お ける 自問 自 答 。 
それ ら は 、 以下 の よ うに 分 類 さ れる こと 。 


刺激 の 付与 と 、 それ に 対す る 反応 。 

質問 と 応答 。 

事実 の 叙述 と 、 そ の 傾聴 。 

指示 や 指 念 や 命 信 と 、 そ れ に 対す る 応答 。 

HBO. 供給 と 収奪 と 、 そ れ に 対す る 反応 。 

生物 的 神経 系 と の メッ セー ジ の や リ り 取り 。 

その デー タ 形 式 。 

それ は 、 以下 の 内 容 で ある 。 

送信 者 名 。 SBE. メッ セー ジ 。 

その 場合 。 受 信者 は 、 以 下 の よ うに 分 類 さ れる こと 。 


公共 。 ブ ロー ドキ ャ スト 。 
その 場 の 全員 。 


HED REO а. 
具体 的 な 受信 者 の 内 容 。 


生物 的 神経 系 No.1。 


入力 細胞 No.1。 
入力 細胞 No.2。 
入力 細胞 No.3。 
資源 流入 。 
資源 流出 。 


生物 的 神経 系 No.2。 


入力 細胞 No.1。 
入力 細胞 No.2。 
入力 細胞 No.3。 
資源 流入 。 
資源 流出 。 


生物 的 神経 系 に お いて 。 

放送 。 

それ は 、 以下 の 内 容 で ある 。 

公共 室 間 に 、 特 定 の 入力 刺激 を 、 供 給 す る こと 


生物 的 神経 系 に お いて 。 

経済 政策 。 

公共 の 資源 買 き 場 に 、 特 定 の 資源 を 、 特 定量 だ け 、 買 く ぐ こ と 。 
公共 の 資源 買 き 場 か ら 、 特 定 の 資源 を 、 特 定量 だ け 、 取 得する こ 
と 。 


生物 的 神経 系 に お ける 、 フ ィ ー ド バッ ク の 待機 。 
その 実現 に お いて 。 
各 中 間 細胞 内 部 の プロ グラ ムコ ー ド を いじ る 必要 は 、 特 に 無い こ 


Cs 
た だ 、 中 間 細 胞 を 並べ て 、 相 互 に 繋ぐ だ け で 良い こと 。 


どの 中 間 細 胞 に 対し て フィ ー ド バッ ク を 与え る か を 、 予 め 決 め る こ 
と 


その 中 間 細 胞 の 受 谷 キ ュー に 対し て 、 発 火 促進 や 発火 抑制 の 倍 号 を 
送る だ け で 良い こと 。 
各 中 間 細 胞 の 受信 キュ ー の 設定 が 、 予 め 必要 で ある こと 。 


各 中 間 細 胞 に 与え る パラ メー タ に お いて 。 


それ ら の 結合 先 が 、 固 定か 可変 か を 決定 する パラ メー タ 。 
それ ら が 、 固 定 細 胞 か 、 思 考 細 胞 か を 決定 する パラ メー タ 。 
そう し た パラ メー タ が 、 新た に 必要 で ある こと 。 


それ ら の 結合 の 大 さ が 、 固 定か 可変 か を 決定 する パラ メー タ 。 
それ ら が 、 固 定 細 胞 か 、 学 習 細 胞 か を 決定 する パラ メー タ 。 
そう し た パラ メー タ が 、 新 た に 必要 で ある こと 。 


入力 刺激 の 連続 に 対応 し て 、 出 力 を 連続 させ る こと 。 

資源 管理 基盤 へ の 資源 供給 の 減少 に 対応 し て 、 発 火 の 抑 制 を 連続 さ 
せる こと 。 

その 結果 。 出 力 を 、 連 続 し て 停止 させ る こと 。 


СОЕД ЖСК. НЯ СООО, 
例 。Python に お ける 、Tkinter の 利用 。 


生物 的 神経 系 に 対す る 和信 力 の エリ ア 。 
物 的 神経 系 の 神経 回 路 の 内 部 情報 の エリ ア 。 
生物 的 神経 系 か ら の 出力 の エリ ア 。 


GUI 操 作 パ ネル 部 分 を 、 独 立 し た プロ セス と する こと 。 

その プロ セス が 、 他 の プロ セス に 対し て 、 キ ュー を 用 いて 、 デ ー タ 
を 送付 する こと 。 

例 。GUI 操 作 パ ネル に よる 、 生 物 的 神経 系 の 操作 。 

その プロ セス に 対し て 、 他 の プロ セス が 、 キ ュー を 用 いて 、 デ ー タ 
を 送付 する こと 。 

fll, ЕН СК, СОМЕЛ ЖФ, 


生物 的 神経 系 に 対す る フィ ー ド バッ ク に お いて 。 
フィ ー ド バッ ク 値 の 逆転 。 
その 実装 が 必要 で ある こと 。 


フィ ー ド バッ ク 出 力 に つい て 、 そ の 出力 の 正 逆 を 指定 する パラ メー 
タ を 、 追 加 す る こと 。 
EOS. SHEET 4 種類 の 出力 の 設定 が 必要 で ある こと 。 


1Е->1Е. 
1Е-> 34, 
逆 - > 正 。 
逆 - > 逆 。 


フィ ー ド バッ ク の 有無 に つい て の 刻 定 結果 を 送付 する 機構 。 
その プロ セス に お いて 。 
そう し た 4 種類 の 出力 を 、 配 列 化 する こと 。 


生物 的 神経 系 に お ける 、 終 了 や 死 。 そ の 実 准 。 
それ は 、 以下 の 内 容 で ある 。 


生物 的 神経 系 に お いて 、 以下 の 機能 を 実装 する こと 。 
資源 を 貯蔵 する 機構 を 、 付 与 す る こと 。 


初期 の 資源 蓄積 量 を 、 予 め 設 定 す る こと 。 
資源 蓄積 の 適正 量 を 、 予 め 設 定 す る こと 。 


キュ ー に よっ て 、 和 実験 者 か ら 、 資 源 蓄 積 の 増減 量 を 、 そ れ ぞ れ 受 け 
取る こと 。 


資源 落 積 量 を 、 恒 常 的 に 、 一 定量 ずつ 消費 し 減少 させ る こと 。 


資源 蓄積 量 が 一 定 割合 以下 へ と 転落 し た 場合 。 

その 資源 蓄積 量 の 、 適 正 量 に 対す る 割合 。 

その 数 値 を 人 算出 する こと 。 
EORMIEM-EW FICK TEA. ЕН, ВВ ЖО 
警告 を 、 自 主 的 に 発する こと 。 


資源 蓄積 量 が マイ ナス へ と 転落 し た 場合 。 
各 プ ロ セ ス に 対し て 、 終 了 処 理 を 行う こと 。 
その 結果 。 全 て の プロ セス を 、 終 了 さ せる こと 。 


生物 的 神経 系 に お ける 、 思 考 細 胞 と フィ ー ド バッ ク と の 組み 合わ 
+. CORR, 
それ は 、 以下 の 内 容 で ある 。 


資源 管理 機構 。 
神経 回 路 。 
それ ら の モジ ュー ル 化 。 


それ ら は 、 以 下 の 内 容 で ある 。 

マル チ プ ロ セ ス の モジ ュー ル 化 。 

マル チ プ ロロ セス と 、 そ れ ら に 付随 する 複数 キュ ー の 、 グ ルー プ 化 と 
モジ ュー ル 化 。 

それ ら は 、 例 えば 、 以下 の 内 容 で ある 。 

マル チ プ ロ セ ス の 、 配 列 化 。 


マル チ プ ロ セ ス と 、 そ れ ら に 付随 する 複数 キュ ー の 、 多 重 配列 化 
や 、 多 次 元 配列 化 。 


生物 的 神経 系 の 出力 細胞 に お ける 、 環 境 へ の 出力 。 
その 出力 結果 を 、 以下 の 内 容 へ と 、 仲 介し リダイレクト する こと 。 


その 生物 的 神 縦 系 自身 の 資源 管理 基盤 へ の 、 資 源流 入 や 資源 流出 。 
それ ら の 流入 量 や 流出 量 。 


その 場合 。 以下 の 内 容 の 設定 が 、 同 時 並行 的 に 必要 で ある こと 。 


それ ら の 流入 や 流出 に 対し て 無関係 な 、 出 力 結果 。 
それ ら は 、 以 下 の 内 容 で ある 。 

[中 间 细 有 有 1。 ] - > [出 力 细胞 1。] - > 资源 增加 量 。- > [资源 管理 基 
[中 間組 腸 2 ] -> [出力 細胞 2。] -> 資源 減少 量 。-> [资源 管理 基 


и ]-> 人 ] -> 何 も し な いこ と 。 無 接続 。- 
[资源 管理 基 般 。 


生物 的 神経 系 に お ける 、 資 源 管 理 基盤 か ら 神 経 細胞 へ の フィ ー ド 
バッ ク 。 そ の 実装 。 


それ ら は 、 以下 の よ うに 分 類 さ れる こと 。 


ге ド バ ッ ク 結 果 の 、 個 別 的 で 部 分 的 な 、 注 入 。 
フィ ー ド バッ ク を 、 特 定 の 中 間 細 胞 に 限定 し て 、 行 うこ と 。 そ れ 
は 、 通 常 の 神 災 細 胞 同 士 の フィ ー ド バッ ク と 同様 で ある こと 。 


フィ ー ド バッ ク 結 果 の 、 一 音 配布 。 

フィ ー ド バッ ク を 、 全 て の 中 間 細 胞 に 対し て 、 ブ ロー ドキ ャ スト す 
る こと 。 

フィ ー ド バッ ク が 、 全 て の 中 間 細 胞 に 対し て 、 同 時 に 、 同 じ 内 容 
で 、 作 用 する こと 


その 場合 。 


良好 な フィ ー ド バッ ク が な され て いる 場合 
全て の 中 間 細 胞 の 発火 が 、 そ の 最 中 は 、 全 て 促進 され る こと 。 
その 生物 的 神経 系 の 行動 が その 最 中 は 、 全 て 促進 され る こと 。 


不良 な フィ ー ド バッ ク が な され て いる 場合 。 
全て の 中 間 細 胞 の 発火 が 、 そ の 最 中 は 、 全 て 抑制 され る こと 。 
その 生物 的 神経 系 の 行動 が その 最 中 は 、 全 て 抑制 され る こと 。 


そう し た ブロ ー ド キャ スト に よる フィ ー ド バッ ク に お ける 、 待 ち 
ルー プ の 実現 。 
その 実現 が 必要 で ある こと 。 


フィ ー ド バッ ク 結 果 は 、 神 経 伝達 物質 量 の 、 加 人 算 や 減算 と し て 、 行 
うこ と 。 例 。 今 まで の ソー スコ ー ド に お ける 、4-1 と 、4-2。 

フィ ー ド バッ ク 結 果 は 、 神 経 伝達 物質 の 総量 に 対す る 、 乗 算 効 果 や 
除算 効果 と し て 、 行 うこ と 。 


資源 管理 基 削 か ら の フィ ー ド バッ ク の 流入 量 と 、 神 経 細胞 の 発火 の 
促進 効果 や 抑制 効果 の 強 さ と の 、 関 係 。 
そう し た 関係 を 示す 関数 。 


フィ ー ド バッ ク の 結果 の 量 は 、 元 の 量 の 値 を その まま 利用 する こ 


о 


フィ ー ド バッ ク の 結果 の 量 は 、 元 の 量 を 入力 値 と する 、 ロ ジス 
ティ ッ ク 関 数 の 出力 値 と し て 、 行 うこ と 。 

例 。 経 済 学 に お ける 効用 関数 。 資 源 の 購入 量 や 消費 量 と 、 そ れ ら に 
よっ て 得 ら れる 効用 や 満足 感 と の 関係 を 示す 、 関 数 。 

例 。 生 態 学 に お ける 、 生 物 の 個体 数 の 増加 。 


フィ ー ド バッ ク の 結果 の 量 は 、 元 の 量 を 入力 値 と する 、 シ グモ イド 
関数 の 出力 値 と し て 、 行 うこ と 。 

例 。 生 物 の 神経 細胞 に お ける 、 発 火 活動 を 示す 関数 。 

Hl, イノベーション の 普及 の 過程 を 示す 関数 。 普 及 率 。 新 規 採用 と 
流行 的 普及 と 遅滞 的 採用 。 


資源 管理 基盤 。 

神経 系 に お ける 、 中 間 細 胞 。 

それ ら の プロ セス を 示す 関数 。 

そう し た 関数 へ の 新た な 追加 の パラ メー タ 。 
それ は 、 以下 の 内 容 で ある 。 


フィ ー ド バッ ク 値 の 効果 に つい て 。 


有効 か 無効 か 。 
有効 な 場合 。 加 人 算 や 減算 か 。 ЗЕНА 


フィ ー ド バッ ク 値 の 事前 加工 に つい て 。 
事前 に 、 ロ ジス ティ ッ ク 関 数 を 通す か 。 事 前 に 、 シ グモ イド 関数 を 
通す か 。 そ の まま 通す か 。 


資源 管理 基盤 。 
その プロ セス 関数 へ の 、 追 加 ソ ー ス コー ド 。 
フィ ー ド バッ ク 値 の 事前 加工 の 、 場 合 分 け に よる 演算 。 


事前 に 、 ロ ジス ティ ッ ク 関 数 を 通す こと 。 
事前 に 、 シ グモ イド 関数 を 通す こと 。 
その まま 通す こと 。 


神経 系 に お ける 、 中 間 細 胞 。 

その プロ セス 関数 へ の 、 追 加 ソ ー ス コー ド 。 

フィ ー ド バッ ク 値 の 、 発 火 へ の 反映 。 

神経 伝達 物質 量 の 書き 換え 。 

神经 全 过 物质 量 人 DO、271T 一 上 八 六 夕 量 D、 加 算 产 减 算 。 
神経 伝達 物質 の 総量 の 、 フ ィ ー ド バッ ク 量 に よる 、 乗 算 や 除算 。 
上 記 の 内 容 を 反映 し た 、Python 斉 語 に よる 、 新 た な ソー スコ ー ド 。 
それ は 、 以下 の 内 容 で ある 。 


ソニ = スコ ー ド 5 


私 に よる 、 今 後 の 内 容 追 加 の 予定 。 
西洋 哲学 史 と 生物 的 神経 系 と の 対応 付け 。 
遺伝 子 配列 の プロ グラ ム 斉 語 。 その 設計 と 実装 。 


追加 内 容 。2023 年 5 月 中 旬 初 出 。 

ЕС 19 ЕЕ, MFI 
や 配列 に よる 表現 。 生物 に お け 

る 、 自 己 複 製 や 自己 増殖 や 減数 分 
裂 や 有 性 生殖 。 それ ら の 動作 原理 
に つい て の シミ ュ レ ーション プロ 
グラ ム の 実装 。 


生物 に お ける 、 自 己 複製 や 自己 増殖 や 減数 分 裂 や 有 性 生殖 。 

それ ら の 動作 原理 に つい て の 、 文 字 列 や 配列 の 操作 に よる 、 シ ミュ 
レー ショ ン 。 

それ ら の プロ グラ ム の 、Python に よる 実装 。 

それ ら は 、 以下 の 内 容 で ある 。 


生物 に お ける 人 遺伝 情報 。 
それ ら に つい て 、 文 字 列 や 多 次 元 配列 に よる 表現 が 、 可 能 で ある こ 
と 。 


文字 列 や 多 次 元 配列 の 、 自 己 複製 や 自動 置換 。 
それ ら の 、 再 帰 関数 に よる 実 義 。 


遺伝 情報 に お ける 、 突 然 変 異 。 
遺伝 子 同士 の 相互 交差 に よる 、 貴 伝 情報 の 入れ 替え 
それ ら の 、 乱 数 発生 に よる 実 義 。 


上 記 の 内 容 を 反映 し た 、Python 吾 語 に よる 、 新 た な ソー スコ ー ド 。 


それ は 、 以下 の 内 容 で ある 。 


ソー スス コード 


生物 の 細胞 や ウィ ルス に お ける 、 通 常 分 烈 。 そ の シミ ュ レ ー シ ョ 
ン 。 そ の プロ グラ ム 。 

その 実装 に お いて 、 考 慮 すべ きこ と 

それ ら は 、 以下 の 内 容 で ある 。 


通常 分 裂 の プロ グラ ム の どの 部 分 тан ое, MARIE 
な る か ? 


単純 な 自己 複製 の プロ グラ ム の どの 部 }? を 突然 変異 させ る と 、 機 能 
分 化 が 発生 する か ? 
通常 分 裂 と 機能 分 化 と の 両立 が 成立 する 革 件 は 、 何 か ? 


通常 分 裂 の 再帰 プロ グラ ム 。 

その プロ グラ ム は 、 そ の まま で は 、 無 限 に 分 裂 し て し まう こと 。 

и その まま で は 、 人 分裂 の 暴走 が 起き て し まう こ 
。 例 。 が ん 細胞 。 

= о 

その プロ グラ ム に お いて 、 分 裂 停止 を 発生 させ る 機能 の 実装 が 必要 

で ある こと 。 

そう し た 分 裂 佑 止 の 条件 の 洗い 出し が 、 新 た に 必要 で ある こと 。 


通常 分 裂 の シミ ュ レ ーション 。 

その プロ グラ ム に お いて 。 

細胞 や ウィ ルス の 活動 を 、 プ ロ セ ス と し て 捉え る 場合 。 例 。Python 
に お ける multiprocessing 機 能 。 

複数 プロ セス 間 に お ける 機能 分 化 。 そ の 、 シ ミュ レー ショ ンプ ログ 
ラム に よる 実現 が 、 必 要 で ある こと 。 

複数 プロ セス 間 に お ける 社会 的 分 業 。 そ の 、 シ ミュ レー ショ ンプ ロ 


グラ ム に よる 実現 が 、 必 要 で ある こと 。 

そう し た プロ グラ ム の ソー スコ ー ド 。 そ の 文字 列 情報 表現 。 それ 
は 、 実 際 の 生物 に お ける 、 人 遺伝 情報 や 遺伝 子 コ ー ド と 、 一 対 一 の 対 
応 関係 に ある こと 。 

そう し た ソー スコ ー ド に 基づい て 、 和 実際 の 生物 に お ける 、 人 遺伝 情報 
や 遺伝 子 コ ー ド の 解読 が 、 新 た に 可能 に な る こと 。 


(cist. COMSNA. 
それ ら は 、 以下 の 内 容 で ある 。 


自己 保存 。 
恒常 性 の 維持 。 
それ ら は 、 以下 の 内 容 で ある 。 


細胞 や ウィ ルス の 活動 を 、 プ ロ セ ス と し て 捉え る 場合 。 例 。Python 
に お ける multiprocessing 機 能 。 

プロ セス の メン テ ナ ン ス 。 

プロ セス 関数 コー ド の メン テ ナ ン ス 。 


例 。 


資源 不足 に 陥っ た プロ セス へ の 、 資 源 の 補 答 。 
壊れ た り 傷 つい た けり し た プロ セス の 修復 。 
古く な っ た プロ セス の 更新 。 


消え そう に な っ た プロ セス 関数 コー ド の 、 書 き 直 し 。 
壊れ た り 傷 つい た り し た プロ セス 関数 コー ド の 修復 。 
古く な っ た プロ セス 関数 コー ド の 更新 。 


自己 複製 。 
それ ら は 、 以下 の 内 容 で ある 。 


細胞 や ウィ ルス の 活動 を 、 プ ロ セ ス と し て 捉え る 場合 。 例 。Python 
に お ける multiprocessing 機 能 。 


プロ セス の 新規 生成 。 
プロ セス の 増殖 。 


プロ セス 関数 コー ド の 複製 


АБЫ, ФФ С, 


その 場合 に お いて 、 考 慮 すべ きこ と 。 
それ ら は 、 以下 の 内 容 で ある 。 


最初 は 短かっ た 情報 内 容 が 、 突 然 変 異 に よっ て 、 よ りり 長く な る こ 
と 。 例 。 染 色 体 の 数 の 増加 。 

最初 は 長かっ た 情報 内 容 が 、 突 然 変 異 に よっ て 、 よ り 短 く な る こ 
2. Я. TELIA. 


複製 され た 情報 内 容 に お いて 。 

最初 は 同一 で 同等 だ っ た 情報 内 容 が 、 突 然 変 異 に よっ て 、 互 い に 、 
異な り 相 違 す る よう に な る こと 。 

その 結果 。 

それ ら が 、 互 い に 、 相 互 依 存する よう に な る こと 。 

それ ら が 、 互 い に 、 分 業 す る よう に な る こと 。 


自己 複製 され た 生物 の 細胞 や ウィ ルス 同士 が 、 互 い に 相 互 作 用 する 
よう に な る こと 。 

自己 複製 され た プロ セス 同士 が 、 互 い に 相 互 作 用 する よう に な る こ 
と 。 

それ ら が 、 互 い に 、 ま と まっ て くっ 付く こと 。 それ は 、 液 体 的 生体 
で ある こと 。 例 。 多 細胞 生物 。 

それ ら が 、 互 い に 、 バ ラバ ラ の まま 、 働 きか け 合 うこ と 。 それ は 、 
気体 的 生体 で ある こと 。 例 。 単 細胞 の 粘 菌 同士 の 相互 連 矯 。 


坦 伝 情報 は 、 自 己 複製 を 行う 高 分 子 化合 物 の 内 部 に お いて 、 自 動 的 


に 、 徐 々 に 形成 され て いる こと 。 

生物 の 起源 は 、 一 回 きり で は 無く 、 何 時 で も 、 ECCH, MATH 
生 し 続け て いる こと 。 

生物 に お ける 、 恒 常 性 や 自己 保存 性 。 生 物 に お ける 自己 複製 性 。 
それ ら は 、 人 遺伝 情報 が 発生 し た 最初 の 状態 に お いて 、 既に 、 あ る 程 
度 得 られ て いる こと 。 


遺伝 情報 の 、 自 動 的 な 自己 複製 。 そ の 実行 プロ セス に お いて 。 
それ ら の 機能 分 化 の 実現 の た め に 、 見 逃す べき で 無い 、 急 所 と な る 
ポイ ント 。 

それ ら は 、 以 下 の 内 容 で ある 。 


遺伝 情報 が より 長く な る 瞬間 。 
遺伝 情報 が より 短く な る 瞬間 。 


遺伝 情報 が 、 分 節 化 する 瞬間 。 そ れ は 、 情 報 内 容 の 配列 化 で ある こ 
с 

その 場合 。 

配列 の 中 の 一 つの 要素 だ けが 、 活 性 化 さ れる よう に な る 瞬間 。 


同一 の 遺伝 情報 を 共有 する 異な る プロ セス 毎 に 、 活 性 化 さ れる 要素 
が 、 互 い に 異 な る よう に な る 瞬間 。 


遺伝 情報 が 、 今 まで と は 違っ た も の に な る 有 瞬間 。 
複数 の 遺伝 情報 同士 が 、 相 互 依存 的 に な る 瞬間 。 
複数 の 遺伝 情報 同士 が 、 相 互 利 用 的 に な る 瞬間 。 
複数 の 遺伝 情報 同士 が 、 市 場 交易 的 に な る 瞬間 。 


遺伝 情報 が 、 相 互 作用 の 原動力 と な る 瞬間 。 
遺伝 情報 が 、 相 互 の まとまり の 原動力 と な る 瞬間 。 


同一 の 生物 に お いて 。 


異な る 遺伝 情報 同士 が 、 相 互 分 業 化 する 瞬間 。 
それ は 、 結 局 は 、 以 下 の 内 容 と 同一 で ある こと 。 
別々 の 、 相 互 に 独立 し た 生物 同士 が 、 相 互 分 業 化 する 瞬間 。 
同一 種別 の 生物 同士 の 場合 。 異 な る 種別 の 生物 同士 の 場合 。 


遺伝 情報 の 個別 の 内 容 。 

遺伝 情報 の 全体 の 内 容 。 

それ ら の 内 容 の 、 環 境 適 応 度 。 

それ ら の 内 容 を 持っ た 生物 に お ける 、 個 体 数 の 増減 。 


上 記 の 内 容 に つい て 。 

それ ら の 瞬間 を 、 プ ログ ラム 関数 の ソー スコ ー ド その も の の 突 然 変 

異 と し て 、 表 現す る こと 。 

その 実現 が 、 生 物 が 所 有する 遺伝 情報 内 容 の 解読 に お ける 、 と て も 
要 な 鍵 と な る こと 。 


生物 を 含む 物質 一 般 に お ける 、 機 能 分 化 に つい て 。 
それ ら の 内 容 に つい て は 、 私 が 別途 執筆 し た 、 物 質 一 般 の 動作 や 社 
会 に つい て の 電子 書籍 を 、 参照 し て 下さ い 。 


追加 内 容 。2023 年 6 月 上 旬 初 出 。 
生物 と 社会 的 禁忌 と 社会 的 真実 。 
真 に 役立つ 科学 理論 の 確立 と の 関 
連 。 


生物 に と っ て の 社会 的 禁忌 。 


それ は 、 総 括 的 に は 、 以 下 の 内 容 で ある 。 
彼ら 自身 に と っ て 、 極 度 の 生き に くさ の 実現 に 繋が る 行為 。 


それ は 、 上 具体 的 に は 、 以 下 の 内 容 で ある 。 


彼 己 自身 O 脆 能 性 着 急 所 在 、 外 部 作 直 接 晒 才 行为 。 例 。 排 泄 行为 。 
性 行为 。 


彼 己 自身 DO 健康 硅 损 双 与 行为 。 不 卫生 太行 为 。 例 。 排 泄 物 八 O 接 
fit, 怪我 な ど に よる 、 HM, 


彼ら 自身 に 不快 な 思い を させ る 行為 。 彼 ら 自 身 に お いて 不快 な 感覚 
9 1725. Ol. НЕНИЛ ФМ, НЕНИФАИЕ СС с, 8 
な 状態 の 人 間 が 、 い き な り 他 者 に よる 性 行為 に 、 遭 遇 する こと 。 


彼ら 自身 に と っ て の 人 遺 伝 的 異常 を も た ら す 行為 。 例 。 彼 ら 自 身 に 
と っ て の 人 遺伝 的 同質 者 と の 性 行為 。 近親 相 逆 。 

彼ら 自身 に と っ て の 文化 的 異常 を も た ら す 行為 。 例 。 精 神 異 常 者 と 
付き 合う こと 。 


наем 94173. Я. Aix 


RS EBS COTOMBBERTITIA. И. МО. РМО. 8 
м9 CE, 

асы ФФ) CE. Я. AMICSITS, м 
人 。 人 間 に お ける 、 人 肉食 。 

彼ら 自身 と 近接 し た 種別 の 生物 を 滴 す こと 。 例 。 人 間 に お ける 、 家 
BOR, 
R5SABSIMULCHEPITSESASBERT (IA. Hl Bale 
Foe, AMICSIVS, КЕФЕМ, 


RS BSICCOCOMAMRE. ROBSORRSCHSCUHS 
行为 。 


внес сому, ROBSCHELERNOFET 
ある と 褒め る 行為 。 


例 。 

移動 生活 様式 社会 の 人 々 。 彼ら は 、 生 活 上 の 必要 に 迫 ら れ て 、 日常 
К. RBEBRIScCE, 

彼ら が 、 以 下 の 内 容 を 、 認 め る こと 。 


人 間 は 、 生 物 の 一 種 で ある り 、 そ れ ゆ え 他 の 生物 と 同類 で ある こと 。 
人 間 と 他 の 生物 と の 間 に 、 本 質 的 な 違い は 存在 し な いこ と 。 
人 間 社 会 と 他 の 生物 の 社会 と の 問 に 、 本 質 的 な 違い は 存在 し な いこ 


と 。 

人 間 に よ る 性 行為 と 、 他 の 生物 に よる 性 行為 と の 間 に 、 本 質 的 な 違 
い は 存在 し な いこ と 。 

人 間 に お ける 性 差 と 、 他 の 生物 に お ける 性 差 と の 間 に 、 本 質 的 な 違 
い は 存在 し な いこ と 。 


家斉 は 、 人 間 と 同様 に 生物 の 一 種 で あり 、 そ れ ゆ え 人 間 と 同類 で あ 
る こと 。 

人 間 と 家 間 と の 間 に 、 本 質 的 な 違い は 存在 し な いこ と 。 

人 間 に よ る 性 行為 と 、 家 間 に よる 性 行為 と の 間 に 、 本 質 的 な 違い は 
存在 し な いこ と 。 


人 間 は 、 物 質 の 一 種 で あり 、 そ れ ゆ え 他 の 物質 と 同類 で ある こと 。 
人 間 の 精神 は 、 神 秋 細 胞 の 発火 に 基づく 物質 活動 の 一 種 で あり 、 そ 
れ ゆ え 、 他 の 物理 的 電気 的 発火 現象 と 同類 で ある こと 。 

人 間 と 他 の 物質 と の 間 に 、 本 質 的 な 違い は 存在 し な いこ と 。 


彼ら 自身 と 正反対 の 思想 の 存在 を 、 認 め る 行為 。 
彼ら 自身 と 正反対 の 思想 の 存在 を 、 許 す 行 為 。 


例 。 

エネ ルギー 性 の 思想 の 所 有 者 た ち 。 気 体 的 思想 の 所 有 者 た ち 。 移 動 
生活 様式 社会 の 人 々 。 男 性 優位 社会 の 人 々 。 例 。 欧 米 諸国 。 

彼ら が 、 以 下 の 内 容 の 存在 を 、 社 会 的 に 許認可 する こと 。 


物理 学 や 化学 に お いて 。 物 質 に お ける 、 エ ネル ギー や 運動 と 対立 す 
る 力 。 物 質 に お ける 、 止 め る 力 。 物 質 に お ける 、 保 存 力 。 保 存 性 物 


質 の 研究 。 液 体 の 研究 。 
社会 科学 に お いて 。 液体 的 思想 。 集 団 主義 。 調 和 主 義 。 全 体 主 義 。 
女性 の 優位 性 。 


例 。 

保存 性 の 思想 の 所 有 者 た ち 。 液体 的 思想 の 所 有 者 た ち 。 定住 生 活 様 
式 社会 の 人 々 。 女 性 優位 社会 の 人 々 。 例 。 ロ シア 。 НЕ, 

彼ら が 、 TE RAR ED aa 
认 9=]95< こと 


气体 的 思想 。 个 人 主义 。 自 由 主义 。 个 人 和 本 動 。 自 閉 的 な 行動 。 個 人 
に よる 抜け 駆け 。 自 由 な 行動 。 プ ライ バシ ー の 重視 。 リ スク を 冒す 
精神 。 チ ャ レン ジ 精 神 。 

彼ら 自身 の 社会 の 内 部 情報 の 、 対 外 的 な 全面 公開 。 液 体 の 研究 。 


彼ら 自身 と 正反対 の 思想 の 所 有 者 の 存在 を 、 認 め る 行為 。 
彼ら 自身 と 正反対 の 思想 の 所 有 者 の 存在 を 、 許 す 行為 。 


例 。 

エネ ルギー 性 の 思想 の 所 有 者 た ち 。 気 体 的 思想 の 所 有 者 た ち 。 移 動 
生活 様式 社会 の 人 々 。 男 性 優位 社会 の 人 々 。 例 。 了 欧米 諸国 。 

彼ら が 、 以 下 の 内 容 の 存在 を 、 社 会 的 に 許認可 する こと 。 


液体 的 思想 の 所 有 者 た ち 
女性 優位 社会 。 
それ ら の 実例 。 ロ シア 。 НЕ, 


生物 が 、 社 会 的 真実 に 到達 する こと 

生物 が 、 真 に 生き や すさ を も た ら す 科学 理論 に 、 到 達する こと 。 
生物 が 、 真 に 役立つ 科学 理論 に 到達 する こと 

それ ら の た め に は 、 以 下 の 内 容 の 実現 が 必須 で ある こと 。 


НЕПИВЕЯОНЯ STE 
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生物 に お ける 暗黒 な 面 を 、 敢 えて 直視 する こと 。 


社会 的 真実 。 真 の 科学 理論 。 

それ ら は 、 社 会 的 禁忌 を 乗り 越え た 先 に 、 存 在 す る こと 。 

それ ら の 確立 の た め に は 、 社 会 的 禁忌 を 、 敢 えて 破る 必要 が ある こ 
Ce 


追加 内 容 。2023 年 6 月 中 旬 初 出 。 
生物 と 、 社 会 的 禁忌 と 、 保 存 力 や 
保存 的 思想 。 生 物 に お ける 性 差 の 
機能 分 化 。 その 根本 的 な 原因 。 


生物 と 、 社 会 的 禁忌 と 、 保 存 力 や 保存 的 思想 。 


保存 力 。 止 め る 力 。 保 つ 力 。 それら の 力 に 基づい て 生成 され る 、 保 
存 的 思想 。 

それ ら の 存在 が 、 液 体 的 思想 の 社会 や 女性 優位 社会 や 定住 生活 様式 
社会 に お いて 、 明 示 的 に 積極 的 に 、 ほ と ん ど 主 張 さ れ て こ な か っ た 
се. ФЕН. 

それ は 、 以 下 の 内 容 で ある 。 


それ ら の 力 は 、 そ うし た 社会 の 内 部 機密 情報 の 真髄 で ある こと 。 そ 
れ ら の 力 の 外部 公開 は 、 そ うし た 社会 に と っ て 、 社 会 的 禁忌 に 当 た 
る こと 。 そ れ ゆ え 、 そ れ ら の 力 は 、 そ うし た 社会 の 内 部 に お いて 、 
隠蔽 され 、 分 析 を 拒否 され 続け て きた こと 。 それ ら の 力 は 、 そ の 存 
在 を 、 そ うし た 社会 に お いて 、 外 部 か ら 見 えな いよ うに 、 外 部 か ら 
アク セス 不能 と な る よう に 、 自 動 的 に 消さ れ て きた こと 。 


そう し た 社会 に お ける 、 進 取 の 気性 の 欠如 。 そう し た 社会 は 、 不 動 
で あり リ 、 体 積 一 定 で あり 、 新 し い 領 域 に 進出 し よう と せ ず 、 新 し い 


思想 を 、 自 ら は 生み 出さ な いこ と 。 そ れ ゆ え 、 そ うし た 社会 は 、 そ 
れ ら の 力 の 存在 に 、 明 示 的 に 気付 ぐ く こと が 、 こ れ ま で 無かっ た こ 
と 。 


生物 に お ける 性 差 の 機能 分 化 。 そ の 根本 的 な 原因 。 


生物 の 社会 は 、 以 下 の 二 つの 部 門 へ と 、 分 か れる こと 。 

エネ ルギー 部 門 。 対 象 を 変動 させ 破壊 する 部 門 。 仕 事 を する 部 門 。 
稼ぐ 部 門 。 こ の 部 門 は 、 男 性 が 主導 する こと 。 

保存 部 門 。 対 象 を 介 止 させ 保持 する 部 門 。 治 癒す る 部 門 。 原 状 回 復 
する 部 門 。 補 給 す る 部 門 。 生物 に と っ て 、 メ イン に 相当 する 部 門 。 
この 部 門 は 、 女 性 が 主導 する こと 。 


生物 の 社会 の い 、 そ うし た 二 つ の 部 門 へ の 分 離 。 そ の プロ セス 。 
それ は 、 以下 の 内 容 で ある 。 


生物 は 、 自 己 保存 状態 を 維持 する た め に 、 資 源 を 必要 と する こと 。 
生物 は 、 そ の 資源 を 、 外 部 環境 か ら 取 得する 必要 が ある こと 。 
生物 は 、 そ うし た 資源 取得 を 行う た め に 、 エ ネル ギー を 行使 し て 、 
外部 環境 を 改変 し 破壊 する 必要 が ある こと 。 

自己 保存 する 生物 は 、 必 然 的 に 、 環 境 破壊 を 行う こと 。 自 己 保 存 す 
る 生物 は 、 必 然 的 に 、 環 境 を 変動 させ る こと 。 例 。 人 間 活 動 が も た 
ら す 、 地 球 の 気候 変動 。 

生物 に お ける 、 外 部 環境 の 改 変 や 破壊 。 そ れ ら の 実行 の 際 に 、 危 険 
を 伴う 作業 が 、 どう し て も 必要 で ある こと 。 例 。 岩 盤 の 発破 。 
そう し た 危険 を 伴う 作業 。 そ うし た 作業 は 、 生 物 に お ける 自己 保存 
その も の を 、 田 か すこ と 。 

そう し た 事態 に 対処 する た め 、 生 物 は 、 彼 ら 自 身 の 内 部 か ら 、 以 下 
の よう な 存在 の 生物 を 、 新 た に 分 離す る 必要 が ある こと 。 

そう し た 危険 な 作業 に 対処 する た め の 、 専 用 の 副 次 的 な 道具 と し て 
の 、 生 物 。 エ ネル ギー 性 の 生物 。 気 体 性 の 生物 。 彼 ら は 、 男 性 で あ 
る こと 。 

そう し た 分 離 を 行っ た 後 の 、 元 の 生物 。 大 元 で 根源 的 で 中 枢 的 で 中 
心 的 で 主要 な 存在 と し て の 生物 。 保 存 性 の 生物 。 液 体 性 の 生物 。 彼 
ら は 、 女 性 で ある こと 。 

自己 保存 する 生物 は 、 エ ネル ギー 部 門 を 分 離し て 、 そ の 部 門 を 、 危 


険 な 破壊 活動 を 行う た め の 専 用 の 道具 化し て 、 ひ た すら こき 使う こ 

と 。 そ うし た 道具 と し て の 生物 。 それは 、 エ ネル ギー 性 の 生物 で あ 
男性 で ある こと 。 大 元 の 自己 保存 する 生物 は 、 保 存 性 の 生物 で 

あり 、 女 性 で ある こと 。 

そう し た 道具 と し て の 生物 が 、 酷 使 の 結果 、 消 耗 し 傷 付 い た 場合 。 

大 元 の 生物 は 、 そ うし た 道具 と し て の 生物 に 対し て 、 補給 や 治癒 を 

行う こと 。 例 。 食事 作 り 。 看護 。 

大 元 の 生物 は 、 そ の こと で 、 そ うし た 道具 と し て の 生物 を 、 再 び 、 

有効 な 道具 と し て 活用 可能 な 状態 へ と 、 原 状 回 復 さ せる こと 。 それ 

は 、 道 具 の メン テ ナ ン ス で ある こと 。 

それ は 、 以下 の よ うに 斉 い 換え 可能 で ある こと 。 

エネ ルギー 性 の 生物 が 、 酷 使 の 結果 、 消 耗 し 傷 付 い た 場合 。 保 存 性 

の 生物 は 、 そ うし た エネ ルギー 性 の 生物 に 対し て 、 補 給 や 治癒 を 行 

うこ と 。 例 。 食事 作り 。 Е, 

保存 性 の 生物 は 、 そ の こと で 、 そ うし た エネ ルギー 性 の 生物 を 、 再 

び 、 有効 な 道具 と し て 活用 可能 な 状態 へ と 、 原 状 回 復 さ せる こと 。 

それ は 、 道 具 の メン テ ナ ン ス で ある こと 。 

それ は 、 以下 の よう に 言い 換え 可能 で ある こと 。 

男性 が 、 酷 使 の 結果 、 消 耗 し 傷 付 い た 場合 。 女性 は 、 そ うし た 男性 

に 対し て 、 補 給 や 治癒 を 行う こと 。 例 。 食事 作り 。 ВЕ, 

女性 は 、 そ の こと で 、 そ うし た 男性 を 、 再 び 、 有効 な 道具 と し て 活 

用 可能 な 状態 へ と 、 原 状 回 復 さ せる こと 。 それ は 、 道 具 の メン テ ナ 

ンス で ある こと 。 


そう し た エネ ルギー 部 門 は 、 強 力 性 を 売り に し て 、 そ の 活動 が 、 泊 
手 で 目立つ こと 。 

そう し た エネ ルギー 部 門 は 、 本 体 の 保存 部 門 に と っ て は 、 如 次 的 
で 、 使 い 捨 て の 道具 に 過ぎ な いこ と 。 

そう し た エネ ルギー 性 の 生物 。 男性 。 彼 ら は 、 表 面 に 出 て き て 、 強 
が り 、 目 立つ こと 。 

そう し た エネ ルギー 性 の 生物 。 男 性 。 彼 ら は 、 生 物 の 存在 と し て 
は 、 副 次 的 で 、 使 い 捨 て の 消耗 品 に 過ぎ な いこ と 。 


生物 社会 に お ける 保存 部 門 。 

保存 性 の 生物 。 

彼ら は 、 遣 伝 的 子 拓 を 生成 する た め の 資 源 と 設備 を 、 自 前 で 占有 し 
て いる こと 。 

彼ら は 、 遣 伝 的 子 拓 の 生成 と 養育 に お いて 、 主 要 で 重要 な 機能 を 担 


5=&. 彼ら は 、 本 体 と し て の 生物 で ある こと 。 
彼ら は 、 彼 ら 自 身 の 自己 保身 の た め に 、 彼 ら 自 身 の 存 在 を 、 対 外 的 
に 、 秘 匿 し 隠蔽 し 見 えな くす る こと 。 


生物 社会 に お ける 、 そ うし た 、 エ ネル ギー 部 門 と 保存 部 門 と の 、 分 


それ は 、 生 物 に お ける 、 遺 伝 的 子孫 の 生成 時 の 、 遺 伝 情報 の 突然 訟 
異 の 積み 重ね に 伴っ て 、 偶 然 に 、 自 動 的 に 、 発 生 す る こと 。 


保存 性 の 生物 個体 が 、 エ ネル ギー 性 の 生物 個体 を 、 手 元 に 、 生 き て 
いる 道具 と し て 、 絶 え ず 意 き 付け て お く 必 要 が ある こと 。 

それ を 実現 する た め の 仕 組み か 。 そ れ は 、 性 的 誘引 で ある こと 。 
それ を 実現 する た め の 能 力 。 それは 、 性 的 誘引 力 で ある こと 。 


保存 性 の 生物 個体 に お ける 、 エ ネル ギー 性 の 生物 個体 に 対す る 、 性 
的 誘引 力 の 行使 。 

それ は 、 以下 の よう に 言い 換え 可能 で ある こと 。 

女性 に お ける 、 男 性 に 対す る 、 性 的 誘引 力 の 行使 。 


生物 は 、 自 己 保存 状態 を 維持 する た め に 、 外 部 環境 か ら 、 絶 え ず 資 
源 入 手 が 必 須 で ある こと 。 

生物 は 、 そ の た め に 、 外 部 環境 の 、 破 壊 や 変動 を 、 必 然 的 に 生み 出 
すこ と 。 

そう し た 、 生 物 に お ける 、 外 部 環境 を 、 破 壊し 変動 させ る 活動 。 そ 
れ は 、 生 物 に お ける 、 産 業 で ある こと 。 

例 。 生 物 と し て の 人 間 の 、 産 業 活 動 が 、 地 球 に お ける 、 環 境 破 壊 や 
気候 変動 を 、 生 み 出 し て いる こと 。 し か し 。 そ うし た 産業 活動 は 、 
人 間 以 外 の 生物 も 、 普 通 に 行っ て いる こと 。 そ の 例 。 無 聞 に 繁茂 し 
まく る 、 熱 帯 や 温帯 の 植物 群 。 彼ら は 、 二 酸化 淡 素 を 、 夜 間 に 大 量 
排出 し て 、 気 候 温 暖 化 を 生み 出す こと 。 結局 、 人 間 ば か り で 無く 、 
他 の 生物 も 、 環 境 破 壊 や 気候 変動 引き 起こ し た 責任 か ら は 、 逃 れる 
こと が 出来 な いこ と 。 


そう し た 、 生 物 に お ける 産業 の 、 主 要 な 立役者 。 そ れ は 、 生 物 に お 
ける 、 エ ネル ギー 部 門 で あり 、 エ ネル ギー 性 の 生物 で あり 、 男 性 で 


ある こと 。 

そう し た 、 生 物 に お ける 環境 破壊 活動 の 、 主 要 な 立役者 。 そ れ は 、 
生物 に お ける 、 エ ネル ギー 部 門 で あり 、 エ ネル ギー 性 の 生物 で あ 

り 、 男 性 で ある こと 。 

LAL, 生物 に お ける 保存 部 門 や 、 保 存 性 の 生物 や 、 女 性 。 彼 ら 
が 、 結 局 は 、 そ うし た 、 生物 に よる 、 産 業 活動 や 環境 破壊 活動 に お 
ける 、 真 の 親玉 で ある こと 。 な ぜ な ら 。 彼ら は 、 エ ネル ギー 性 の 生 
物 の 、 真 の 使い 手 で ある か ら 。 彼ら は 、 生 きた 道具 の 、 使 い 手 で あ 
る こと 。 そ の 生き た 道具 は 、 そ の 使い 手 に よっ て 、 産 業 活 動 や 環境 
破壊 活動 の た め に 、 こ き 使 われ て いる こと 。 そ の 生き た 道具 は 、 エ 
ネル ギー 性 の 生物 で あり 、 男 性 で ある こと 。 その 道具 の 使い 手 は 、 
保存 性 の 生物 で あり 、 女 性 で ある こと 。 

その 結果 。 

生物 に お いて 。 そ の エネ ルギー 部 門 は ば はかり で 無く 、 そ の 保存 部 門 
も 、 環 境 破壊 や 気候 褒 動 を 引き 起こ し た 責任 か ら は 、 逃 れる こと が 
出来 な いこ と 。 

エネ ルギー 性 の 生物 ば か り で 無く 、 保 存 性 の 生物 も 、 環 境 破 壊 や 気 
候 変 動 を 引き 起こ し た 責任 か ら は 、 逃 れる こと が 出来 な いこ と 。 
男性 ば か り で 無く 、 女 性 も 、 環 境 破 壊 や 気候 変動 引き 起こ し た 責任 
か ら は 、 逃 れる こと が 出来 な いこ と 。 


追加 内 容 。2023 年 6 月 下旬 初出 。 
有 性 生殖 の 生物 に お ける 、 性 的 誘 
引力 の 根源 。 


有 性 生殖 の 生物 に お ける 、 性 的 誘引 力 の 根源 。 


生物 に お ける 、 自 己 保 存 の 維持 に と っ て 必要 な 資源 の 獲得 に お い 
て 。 


男性 の 場合 。 
女性 に と っ て の 、 必 要 資 源 を 獲得 する た め の 有 用 な 道具 と し て の 、 
能力 。 
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能 で ある こと 。 性 的 不能 で 無い こと 。 例 。 精 子 が 、 有 効 で ある こ 


と 。 

彼 自 身 が 所 有する 、 人 遺伝 情報 や 文化 的 情報 が 、 環 境 適応 に お いて 、 
十分 に 有 能 で ある こと 。 

一 般 的 能力 の 場合 。 例 。 知 能 の 高 さ 。 運 動 能力 の 高 さ 。 

男性 特有 の 能力 の 場合 。 エ ネル ギー 性 の 行動 能力 。 例 。 動 か す 能 

力 。 破 壊す る 能力 。 改変 する 能力 。 移 動 す る 能力 。 運 動 す る 能力 。 
仕事 を する 能力 。 稼 ぐ 人 能力 。 危険 に 対し て 立ち 向かう 能力 。 責任 を 
取る 能力 。 

彼 自 身 が 所 有する 、 外観 や 容姿 や 性 格 。 そ れ ら が 、 エ ネル ギー 性 や 
気体 性 を 連想 させ る 性 質 を 、 十 分 に 所 有 し て いる こと 。 例 。 肝 し 

さ 。 失っ て いる こと 。 自 由 独 立 性 。 チ ャ レン ジ 精 神 。 先進 性 。 


女性 の 場合 。 

自己 保身 を 行う 能力 。 必 要 資 源 を 獲得 する 行為 を 、 男 性 へ と 丸 投げ 
する 能力 。 道具 と し て の 男性 を 、 こ き 使 う 能 力 。 道具 と し て の 男性 
を 、 メ ン テ ナ ンス する 能力 。 道 具 と し て の 男性 を 、 身 近 に 惹き つけ 
続け る 能力 。 

彼女 自身 が 所 有する 、 巨 大 な 、 生 殖 資 源 や 生殖 設備 が 、 十 分 に 使用 
可能 で ある こと 。 性 的 不能 で 無い こと 。 例 。 МРЪУЕМ BUT 
ある こと 。 

彼女 自身 が 所 有する 、 人 遺伝 情報 や 文化 的 情報 が 、 環 境 適 応 に お い 
て 、 十 分 に 有 能 で ある こと 。 

一 般 的 能力 の 場合 。 例 。 知 能 の 高 さ 。 運 動 能力 の 高 さ 。 

女性 特有 の 能力 の 場合 。 保 存 性 の 行動 能力 。 例 。 ФЛ. Ат 
する 能力 。 栄 養 を 補給 する 能力 。 原状 回 復 す る 能力 。 定 住 す る 能 
力 。 有 受け止め る 能力 。 禁止 する 能力 。 包 含 す る 能力 。 

彼女 自身 が 所 有する 、 外観 や 容姿 や 性 格 。 そ れ ら が 、 保 存 性 や 液体 
性 を 連想 させ る 性 質 を 、 十 分 に 所 有 し て いる こと 。 例 。 豊潤 性 。 円 
満 性 。 親密 性 。 癒 着 性 。 調 和 性 。 前例 踏 衣 性 。 


追加 内 容 。2023 年 7 月 下旬 初出 。 
有 性 生殖 の 生物 に お ける 、 生 活水 


準 の 規定 要因 。 保存 性 の 生物 が 好 
む お 行動 。 生物 に と っ て の ユー ザビ 
1) ティ 。 


有 性 生殖 の 生物 に お ける 、 生 活水 準 の 規定 要因 。 


ある 道具 の 使い 手 。 

その 使い 手 の 生活 水準 が 向上 する 度合 い 。 

その 度合 い は 、 彼 自身 が 所 有する 道具 の 性 能 の 高 さ に 、 比 例 す る こ 
Cs 


道具 の 使い 手 に と っ て 、 そ の 上 位 生活 水準 の 実現 は 、 結 局 は 、 道 具 
頼み で ある こと 。 


高 性 能 な 道具 の 使い 手 は 、 高 水準 の 生活 を 送る こと が 出来 る こと 。 
低 性 能 な 道具 の 使い 手 は 、 低 水準 の 生活 を 送る こと し か 出来 な いこ 
Ce 


男性 。 
女性 に と っ て 、 彼 女 自身 の 生存 に 必要 な 資源 を 獲得 する た め の 、 生 
き て いる 道具 。 


そう し た 道具 と し て の 男性 。 そ の 使い 手 と し て の 女性 。 

男性 の 使い 手 と し て の 女性 の 生活 水準 が 向上 する 度合 い 。 

その 度合 い は 、 道 具 と し て の 男性 が 内 蔵 す る 、 資 源 獲 得 力 の 高 さ 
に 、 比 例 す る こと 。 


資源 獲得 力 。 仕 事 を する 力 。 稼 ぐ 力 。 高い エネ ルギー 性 。 
それ は 、 以下 の 内 容 で ある 。 


有人 能 性 。 そ の 道具 自身 が 保有 する 、 エ ネル ギー を 行使 する 力 。 そ の 
道具 自身 が 保有 する 、 性能 の 高 さ 。 

既得 権益 の 大 き さ 。 そ の 道具 に 付随 する 、 付 属 品 や ユー ティ リティ 
や ゃ や サー ビス や サポ ー ト が も た ら す 、 エ ネル ギー を 行使 する 力 の 度合 


い の 、 豊 富 さ 。 


それ ら は 、 以 下 の 内 容 で ある 。 
道具 と し て の 相対 的 優位 性 。 
道具 と し て の 社会 的 上 位 性 。 


そう し た 道具 と し て の 男性 。 そ の 使い 手 と し て の 女性 。 

男性 の 使い 手 と し て の 女性 の 生活 水準 が 向上 する 度合 い 。 

その 度合 い は 、 道 具 と し て の 男性 が 内 蔵 す る 、 社 会 的 上 位 性 に 、 比 
例 す る こと 。 


資源 獲得 力 が 高い 男性 。 上 位 の 男性 。 そ うし た 上 位 男 性 の 使い 手 と 
し て の 女性 。 
彼女 は 、 上 位 者 と し て の 生活 を 送る こと が 、 出 来る こと 。 


道具 の 使い 手 に と っ て 、 そ の 上 位 生活 水準 の 実現 は 、 結 局 は 、 道 具 
頼み で ある こと 。 

女性 に と っ て 、 そ の 上 位 生活 水準 の 実現 は 、 結 局 は 、 男 性 頼み で あ 
る こと 。 


資源 獲得 力 が 低い 男性 。 下位 の 男性 。 そ うし た 下位 男性 の 使い 手 と 
し て の 女性 。 
彼女 は 、 下 位 者 と し て の 生活 を 送る こと し か 、 出 来 な いこ と 。 


道具 の 使い 手 自身 の 、 道 具 非 使用 時 に お ける 、 道 具 と し て の 能力 。 
道具 の 使い 手 自身 の 、 道 具 欠 如 時 に お ける 、 道 具 と し て の 能力 。 
例 。 

女性 自身 に 備わっ て いる 、 資 源 獲得 力 。 例 。 稼 ぐ 力 。 

それ は 、 一 応 、 一 通り の こと を こなせ る 能力 は 、 最 低 限 は 、 備 わっ 
て いる こと 。 

し か し 。 

それ は 、 あ くま で 、 予 備 的 な 能力 で ある こと 。 

それ は 、 本 格 的 な 使用 を 、 余 り 想 定 し て いな いこ と 。 

それ は 、 使 い 過 ぎる と 、 程 無く 故障 し て し まう こと 。 例 。 長期 に わ 
た る 、 激 務 や フル 稼働 に は 、 耐 える こと が 出来 な いこ と 。 

それ は 、 本 来 の 道具 使用 時 に 比べ て 、 成 果 水 準 が 、 一 回 り 低 いこ 
と 。 


道具 の 使い 手 に 備わっ て いる 力 。 女 性 に 備わっ て いる カカ 。 

それ は 、 以下 の 内 容 で ある 。 

普段 使用 し て いる 道具 を メン テ ナ ン ス する 力 。 男 性 を メン テ ナ ン ス 
TF S71. 


道具 の 使い 手 に と っ て 。 そ の 使い 手 が 、 上 位 の 生活 を 送る に は 、 上 
位 性 を 備え た 道具 の 、 入 手 と 永続 的 保持 が 、 必 須 で ある こと 。 

例 。 女 性 に と っ て 。 そ の 女性 が 、 上 位 の 生活 を 送る に は 、 高 い エ ネ 
ルギー 性 を 備え た 男性 の 、 入 手 と 永続 的 保持 が 、 必 須 で ある こと 。 


保存 性 の 物質 。 液 体 。 保 存 性 の 生物 。 女 性 。 女 性 優位 社会 の 人 々 。 
彼ら は 、 匿 名 行動 を 好む こと 。 彼ら は 、 名 を 伏せ て の 行動 を 好む こ 
と 


彼ら は 、 一 体 行動 を 好む こ と 。 彼 ら は 、 全 体 一 斉 行動 を 好む こと 。 
RS lk, ВЕС LCOUTMEHOCE, 


例 。 

液体 に お ける 、 一 音 の 流れ 下り 。 巨 大 河川 の 流れ 。 海 洋 に お ける 、 
津波 の 流れ 。 

中 国 の 巨大 血縁 集団 の 家系 図 に お いて 、 女 性 の 名 前 が 伏せ られ る こ 
ta 

日 本 に お いて 、 匿 名 掲示 板 の 利用 が 盛ん で ある こと 。 

現代 の 日 本 社会 に お いて 、 欧 米 リ ベラ ル 派 の 流れ を 波 む 人 々 が 、 主 
流 涯 と し て 、 偉 そう に 傍 若 無人 に 振る 舞っ て いる こと 。 


匿名 行動 。 そ の 行動 が 、 彼 ら に 好ま れる 理由 。 


個人 と し て 。 
彼 自身 の 存在 の 大 き さ を 、 無限 に 最大 化 出 来る こと 。 
彼 自身 の 存在 を 、 無 限 に 強大 化 出 来る こと 。 


彼 自身 の 存在 の 、 大 き さ や 位置 を 、 不 定 化 出 来る こと 。 
彼 自 身 の 存在 の 、 大 き さ や 位置 を 、 特 定 さ れ な く な る よう に 出来 る 
aes 


彼 自 身 の 行 動 責 任 を 、 取 ら ず に 済む こと 。 


それ ら の 結果 。 
彼 自身 は 、 例 え リ スク を 最大 限 取 っ て も 、 問 題 無く 自己 保身 する こ 
と が 出来 る こと 。 


全体 一 斉 行動 。 一体 行動 。 そ れ ら の 行動 が 、 彼 ら に 好ま れる 理由 。 


個人 と し て 。 

彼 自身 の 存在 を 、 彼 自身 が 所 属す る 集団 全体 の サイ ズ へ と 、 巨 大 化 
出来 る こと 。 

彼 自身 の 存在 を 、 彼 自身 が 所 属す る 集団 全体 の 勢力 へ と 、 強 大 化 出 
来る こと 。 

責任 を 、 集 団 全 員 へ と 分 散 さ せる こと が 出来 る こと 。 

彼 自身 の 行動 責任 を 、 最 小 化 出 来る こと 。 

それ ら の 結果 。 

彼 自身 は 、 例 え リ スク を 大 きく 取っ て も 、 問 題 無く 自己 保身 する こ 
と が 出来 る こと 。 


AIK DS BUR PE RIM (СФ, ИБ, RS lc 
まれ る 理由 。 


個人 と し て 。 

彼 自 身 の 存 在 を 、 彼 自身 が 所 属す る 流 閥 全体 の サイ ズ へ と 、 巨 大 化 
出来 る こと 。 

彼 自 身 の 存 在 を 、 彼 自身 が 所 属す る 流 閣 全体 の 勢力 へ と 、 強 大 化 出 
来る こと 。 

責任 を 、 流 閣 全員 へ と 分 散 さ せる こと が 出来 る こと 。 

彼 自身 の 行動 責任 を 、 最 小 化 出 来る こと 。 

それ ら の 結果 。 

彼 自身 は 、 例 え リ スク を 大 きく 取っ て も 、 問 題 無く 自己 保身 する こ 
と が 出来 る こと 。 


リス ク を 取る 行動 。 
それ は 、 以 下 の 内 容 で ある 。 


相手 を 攻撃 する 行動 。 


相手 を 破壊 する 行動 。 相 手 を 傷付け る 行動 。 
相手 を 勝手 に 改変 する 行動 。 


相手 か ら 反 撃 を 受け る 可能 性 が ある 行動 。 
相手 か ら 報 復 を 受け る 可能 性 が ある 行動 。 


彼 自 身 が 、 そ うし た リス ク を 取る 行動 を 取る こと が 出来 る 理由 。 
それ は 、 以下 の 内 容 で ある 。 


匿名 の 場合 。 名 を 伏せ て いる 場合 。 
相手 か ら 、 彼 自身 の 存在 を 特定 され な いこ と 。 
その 結果 。 相 手 か ら 、 決 し て 報復 され ず に 済む こと 。 


全体 一 斉 行 動 や 一 体 行 動 の 場合 。 

ARPS ОМЗ & Ц 179 S44. 
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来る こと 。 

例え 、 相 手 か ら 報 復 され て も 、 被 害 を 最小 限 に 止め る こと が 出来 る 
こと 。 


生物 に と っ て の ユー ザビ リティ 。 


ユー ザビ リティ 。 
ター ゲッ ト に な る 物質 や 生物 に お ける 、 道 具 と し て の 有用 性 の 大 き 
=. 


それ は 、 以 下 の 内 容 へ と 区 別 さ れる こと 。 


エネ ルギー 性 。 

例 。 環 境 改変 性 。 環 境 破 壊 性 。 資 源 獲 得 性 。 斬 新 性 。 イ ン パ クト が 
大 きい こと 。 人 危険 性 。 不 安定 性 。 変 動 性 。 

生物 に お ける 、 男 性 性 。 


保存 性 。 自 己 保 身 性 。 

Gl, ‘Amat, 補給 性 。 現 状 維 持 性 。 原 状 回 復 性 。 慣 性 。 既に 慣れ 弟 
し ん で いる こと 。 茎 に お 気に入り で ある こと 。 
生物 に お ける 、 女 性 性 。 


有 用 性 。 性 能 。 
それ は 、 以 下 の 内 容 へ と 区 別 さ れる こと 。 


エネ ルギー 性 の 道具 。 保 存 性 の 道具 。 そ れ ら の 、 道 具 と し て の 有用 
性 。 


それ ら を 実現 する 能力 の 高 さ 。 

それ ら を 実現 する 能力 の 取り 出し や すさ 。 それ ら を 実現 する 能力 の 
引き 出し や すさ 。 例 。 真 接 操作 。 BRR, 目立ち 易 さ 。 分 か り 易 
さ 。 見 易 さ 。 Bead, 

それ ら を 実現 する 能力 の 常用 可能 性 。 時 間 的 無限 定性 。 安 定性 。 一 
Blt ЧЕН, ЗИ, Bett РУБЛЯ, 

それ ら を 実現 する 能力 に お ける 、 安 全 性 や セキ ュ リ ティ の 、 高 さ 。 


ユー ザビ リティ と 生物 的 神経 系 。 


ユー ザビ リティ の 、 生 物 的 神経 系 の 機能 の 側面 か ら の 分 類 。 
それ は 、 以 下 の 内 容 で ある 。 


神経 回 路 に お ける 、 入 力 端 。 


入力 の 検知 し や すさ 。 
入力 の 飽き に くさ 。 入力 が 刺激 的 で ある こと 。 


神経 回 路 の 内 部 。 


思考 し 易 さ 。 神経 細 胞 間 の 新規 結合 の 、 形 成 し 易 さ 。 新規 の 神経 回 
路 の 、 構 築 し 易 さ 。 

学習 し 易 さ 。 神経 細 胞 間 の 結合 の 太 さ の 、 調 節 し 易 さ 。 

制御 し 易 さ 。 神 経 細胞 の 発火 の 、 促 進 と 抑制 の 、 調 整 し 易 さ 。 
慣れ 易 さ 。 保 存 し 易 さ 。 保 持 し 易 さ 。 記憶 し 易 さ 。 


変え 易 さ 。 試 行 錯誤 し 易 さ 。 チャレ ンジ し 易 さ 。 壊 し 易 さ 。 


ギー の 行使 し 易 さ 。 


神経 回 路 に お ける 、 出 力 端 。 


出力 し た いい 意図 内 容 の 、 環 境 へ の 刻印 し 易 さ 。 
出力 し た いい 意図 内 容 の 、 環 境 へ の 反映 し 易 さ 。 
出力 し た い 意 図 内 容 の 、 他 の 生物 へ の 伝達 し 易 さ 。 
神経 回 路 の 、 他 の 生物 へ の 、 コ ピー し 易 さ 。 


保存 性 行動 の 、 し 易 さ 。 


温室 性 。 そ の 実現 。 

疲れ に くさ 。 負 担 の 低 さ 。 快 適さ 。 楽 で ある こと 。 
島 や スト レス の 、 低 減 。 治 癒 性 。 快楽 性 。 
lA. ое, ЕОс. 


エネ ルギー 性 行動 の 、 し 易 さ 。 
運動 性 。 活 動 性 。 そ れ ら の 実現 。 


動き 易 さ 。 立ち回り 易 さ 。 
攻撃 し 易 さ 。 反撃 し 易 さ 。 報復 し 易 さ 。 


エネ ル 


追加 内 容 。2023 年 8 月 下旬 初出 。 
エネ ルギー 的 思想 。 気体 的 思想 。 
保存 的 思想 。 液体 的 思想 。 それら 


QD, ЕК KORE, 
れ ら の 、 神 縦 回 路 に よる 実現 。 
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Е CORE. 


エネ ルギー 的 思想 。 気 体 的 思想 。 
保存 的 思想 。 液 体 的 思想 。 
それ ら の 、 生 物 的 神経 系 に よる 実現 。 
それ ら の 、 神経 回 路 に よる 実現 。 


それ ら は 、 以 下 の 内 容 で ある 。 


エネ ルギー 的 思想 。 気 体 的 思想 。 
逆転 。 

拡散 と 普遍 化 。 

独立 。 

许可 。 

自由 。 

危険 行動 。 


保存 的 思想 。 液 体 的 思想 。 
順応 。 

中 心 へ の 移行 。 

同调 。 访 送 船 团 方式 。 
禁止 。 

管理 統制 。 
安全 第 一 の 行動 。 


物体 に お ける 、 プ ラス の 加速 度 。 
それ は 、 そ の 物体 に お ける 、 動 か す 力 の 根源 で ある こと 。 
それ は 、 エ ネル ギー の 根源 で ある こと 。 


物体 に お ける 、 マ イナ ス の 加速 度 。 
それ は 、 そ の 物体 に お ける 、 止 め る 力 の 根源 で ある こと 。 
それ は 、 保 存 力 の 根源 で ある こと 。 


エネ ルギー 的 思想 。 気体 的 思想 。 

ある 個体 が 、 自 分 自身 に 対し て 、 プ ラス の 加速 度 を 、 随 時 、 行 使 し 
続け る こと 。 

ある 個体 が 、 周 囲 の 他 個 体 に 対し て 、 プ ラス の 加速 度 を 、 随 時 、 行 
使 し 続け る こと 。 

その こと で 、 速 度 を 増加 させ る こと 。 

fl, EN, BS), 変動 。 破壊 。 チ ャ レン ジ 。 


保存 的 思想 。 液 体 的 思想 。 

ある 個体 が 、 自 分 自身 に 対し て 、 マ イナ ス の 加速 度 を 、 随 時 、 行 使 
し 続け る こと 。 

ある 個体 が 、 周 囲 の 他 個 体 に 対し て 、 マ イナ ス の 加速 度 を 、 随 時 、 
行使 し 続け る こと 。 

その こと で 、 速 度 を 減少 рано“. 

Я. mlb, SAF, ХЕМН, GREE. ЕО DRIAL. 


そう し た 個体 動作 を 制御 する 働き を 持つ 生物 的 神経 系 の 実現 。 
それ が 、 生 物 的 神経 系 に お ける 男女 の 性 差 の 解明 に お いて 、 決 定 的 
に 重要 で ある こと 。 


動作 方 向 や 通信 内 容 に お ける 、 逆 転 動作 。 それは 、 そ の 個体 に 対し 
て 、 個 別 動 作 を も た ら す こと 。 そ れ は 、 和 気体 的 思想 の 発生 に 繋が る 
< 


動作 方 向 や 通信 内 容 に お ける 、 順 応 動作 。 それ は 、 そ の 個体 に 対し 
て 、 同 調 動 作 を も た ら す こと 。 そ れ は 、 液 体 的 思想 の 発生 に 繋が る 
St, 


エネ ルギー 的 思想 。 気 体 的 思想 。 

ある 個体 が 、 周 囲 の 他 個体 に 対し て 、 逆 転 動作 を 強制 する こと 。 
その 結果 。 

その 個体 が 、 周 囲 の 他 個 体 に 対し て 、 自 由 独 立 性 や 自主 性 や 革命 性 
や 新 機軸 性 を 、 強 制す る こと 


保存 的 思想 。 液 体 的 思想 。 

ある 個体 が 、 周 囲 の 他 個 体 に 対し て 、 順 応 動作 を 強制 する こと 。 
その 結果 。 

その 個体 が 、 周 囲 の 他 個体 に 対し て 、 同 調 性 や 一 体 性 や 調和 性 や 退 
Bite. 9 се. 


そう し た 、 プ ラス の 加速 度 の 行使 。 
そう し た 、 マ イナ ス の 加速 度 の 行使 。 
それ ら は 、 そ の 個体 自身 より も 質量 の 小さ な 他 個 体 に は 、 有 効 で あ 


それ ら は 、 そ の 個体 自身 より も 質量 の 大 き な 他 個体 に は 、 無 効 で あ 


マイ ナス の 加速 度 の 行使 。 

その 個体 自身 より も 質量 の 小さ な 他 個 体 の 動き を 、 全 て 、 強 制 的 に 
止め る こと 。 そ うし た 止め る 力 の 行使 

それ は 、 専 制 支配 で ある こと 。 そ れ は 、 保 存 的 支配 で ある こと 。 
я. 

その 個体 自身 より も 弱い 他 個 体 の 動き を 、 全 て 、 強 制 的 に 封じ 込め 
る こと 。 

その 個体 自身 より も 弱い 他 個 体 を 、 全 て 、 彼 女 自 身 の 信 域 の 内 部 へ 
と 、 強 制 的 に 閉じ 込め る こと 。 

その 個体 自身 より も 弱い 他 個 体 を 、 全 て 、 彼 女 自 身 の 領域 の 外部 へ 
と 、 強 制 的 に 締め 出す こと 。 


プラ ス の 加速 度 の 行使 。 

その 個体 自身 より も 質量 の 小さ な 他 個 体 を 、 全 て 、 強 制 的 に 動か す 
こと 。 そ うし た 動か す 力 の 行使 。 

それ は 、 暴 力 支 配 で ある こと 。 それは 、 エ ネル ギー 的 支配 で ある こ 
と 。 


例 。 
その 個体 自身 より も 防御 力 の 弱い 他 個 体 を 、 全 て 、 強 制 的 に 壊す こ 
te 


神経 回 路 の 動作 に お ける 、 プ ラス の 加速 度 の 創出 。 


нЕ! 5. вы ФЕИ. 

それ ら は 、 エ ネル ギー 的 思想 や 気体 的 思想 で 動く 、 生 物 的 神経 系 の 
創出 に 繋が る こと 。 

神経 回 路 の 動作 に お ける 、 マ イナ ス の 加速 度 の 創出 。 

神 経 回 路 の 動作 に お ける 、 順 応 反 応 の 創出 。 

それ ら は 、 保 存 的 思想 や 液体 的 思想 で 動く 、 生 物 的 神経 系 の 創出 に 
繋が る こと 。 


それ ら の 実現 に お いて は 、 以下 の よう な 機能 を 持つ 神経 細 胞 ユ ニッ 
ト が 必要 で ある こと 。 


エネ ルギー 的 思想 。 気 体 的 思想 。 
プラ ス の 加速 度 を 伴う 出力 値 を 順次 出力 する 神 縦 回 路 。 
逆転 反応 の 出力 値 を 順次 出力 する 神経 回 路 。 


保存 的 思想 。 液 体 的 思想 。 
マイ ナス の 加速 度 を 伴う 出力 値 を 順次 出力 する 神経 回 路 。 
順応 反応 の 出力 値 を 順次 出力 する 神経 回 路 。 


速度 を 増加 させ る 力 。 プ ラス の 加速 度 を 行使 する 力 。 そ うし た カカ を 
保有 する 物体 。 
例 。 火 炎 。 熱 源 。 自 動車 の エン ジン 。 


速度 を 減少 させ る 力 。 マ イナ ス の 加速 度 を 行使 する 力 。 そ うし た カカ 
を 保有 有する 物体 。 
例 。 電 気 抵抗 。 緩衝 材 や クッ ショ ン 。 自 動車 の プレ ー キ 。 


マイ ナス の 加速 度 の 実体 。 保 存 力 の 実体 。 
それ ら は 、 以下 の 内 容 で ある 。 


不動 で ある こと 。 微動 で ある こと 。 
質量 が 十分 に 大 きい こと 。 
その 結果 。 


他 個 体 に お ける 、 エ ネル ギー や 、 プラ ス の 加速 度 を 、 打 ち 消 すこ と 
が 出来 る こと 。 

そう し た 性 質 が 、 他 個体 に 対し て 、 マ イナ ス の 加速 度 と し て 作用 す 
る こと 。 


癒着 する こと 。 接着 す る こと 。 粘着 する こと 。 

その 結果 。 

他 個 体 の 足 を 引っ 張る こと 。 

他 個 体 の 位置 を 、 元 に 戻す こと が 出来 る こと 。 

他 個 体 の 位 買 を 、 原 状 回 復 さ せる こと が 出来 る こと 。 

その 結果 。 

他 個 体 に お ける 、 エ ネル ギー や 、 プラ ス の 加速 度 を 、 打 ち 消 すこ と 
が 出来 る こと 。 

そう し た 性 質 が 、 他 個体 に 対し て 、 マ イナ ス の 加速 度 と し て 作用 す 
る こと 。 


一 旦 縮 むこ と 。 その後 、 ゆ っ くり 元 の 形状 に 戻る こと 。 再び 、 伸 び 
る こと 。 再 び 、 拡 が る こと 。 

緩衝 。 クッション 。 受け 止め 。 吸 収 。 没 収 。 

= Bilas СС. 

その 結果 。 

他 個 体 の エネ ルギー を 、 吸 収 し て 無効 化す る こと 。 

他人 個体 に お ける 、 エ ネル ギー や 、 プラ ス の 加速 度 を 、 打 ち 消 すこ と 
が 出来 る こと 。 

そう し た 性 質 が 、 他 個体 に 対し て 、 マ イナ ス の 加速 度 と し て 作用 す 
る こと 。 


生物 的 神経 系 に お ける 、 エ ネル ギー 的 思想 や 保存 的 思想 の 実装 に お 
ける 、 考 慮 すべ き パ ラメ ー タ 。 
それ ら は 、 以下 の 内 容 で ある 。 


プラ ス の 加速 度 。 動 か す 力 。 エ ネル ギー の 根源 。 
マイ ナス の 加速 度 。 止 め る 力 。 保 存 力 の 根源 。 


物理 的 運動 。 


通信 地 一 夕 D 送 受 。 


生物 的 神経 系 の 機能 。 


途中 の 計算 プロ セス 。 中 間 神 経 細 胞 群 が 形 成す る 神経 回 路 。 発火 促 
進 タ イプ の 神経 細胞 。 発火 抑制 タイ プ の 神経 細胞 。 
最終 的 な 出力 。 出 力 細胞 。 筋 肉 細 胞 。 


生物 的 神経 系 に お ける 、 中 間 神 経 細 胞 の 機能 。 
それ は 、 以 下 の 内 容 で ある 。 


発火 の 促進 。 

プラ ス 値 の 発火 の 促進 。 

マイ ナス 値 の 発火 の 促進 。 こ れ が 無い と 、 逆 転 値 の 出力 は 不可 能 で 
ある こと 。 こ れ が 無い と 、 エ ネル ギー 的 思想 や 気体 的 思想 の 実現 
は 、 不 可能 で ある こと 。 


発火 の 抑制 。 

抑制 の 発動 。 そ れ に よる 自己 停止 。 十 分 な 自己 質量 の 確保 。 そ の こ 
と で 、 他 個体 の 動き を 止め る こと 。 こ れ ら は 、 マ イナ ス の 加速 度 の 
実現 に 繋が る こと 。 


中 間 細 胞 の 出力 は 、 プ ラス や マイ ナス の 符号 を 、 持 た な いこ と 。 そ 
の 出力 に は 、 逆 転 が 無 いこ と 。 

出力 細胞 か ら の 最終 出力 の み が 、 プ ラス や マイ ナス の 符号 を 、 持 つ 
こと 。 


生物 的 神経 系 に お ける 、 逆 転 の 発想 の 実現 。 
それ は 、 以下 の 内 容 で ある 。 


既存 の 人 工 知 能 の ニュ ー ラ ルネ ットワーク 。 
それ は 、 順 応 の み を 行い 、 逆 転 を 行わ な いこ と 。 
それ は 、 逆 転 の 発想 が 出来 な いこ と 。 

それ は 、 新 機軸 の 発想 が 出来 な いこ と 。 


方 。 
生物 の 男性 。 
彼ら は 、 逆 転 の 発想 が 出来 て いる こと 。 
彼ら は 、 新 機軸 の 発想 が 出来 て いる こと 。 
そう し た 、 逆 転 の 発想 や 、 新 機軸 の 発想 の 、 能 力 。 


そう し た 能力 に は 、 生 物 学 的 基盤 や 、 神 経 回 路 に お ける 基盤 が 、 本 
来 、 あ る は ず で ある こと 。 


生物 の 神経 細胞 に は 、 逆 転 の 発想 を 行う 機能 は 、 元 々 、 皆無 で ある 


こと 。 

それ ゆえ 。 

生物 的 神 縦 系 に は 、 逆 転 の 発想 を 行う 機能 は 、 元 来 は 、 備 わっ て い 
な いこ と 。 


彼ら が 、 彼 ら に と っ て の 未踏 分 野 に 、 新 た に 進出 する こと 。 

彼ら が 、 そ の こと で 、 今 まで と は 相互 包 盾 する 逆転 事象 に 、 新 た に 
出会う こと 。 

彼ら が 、 そ の こと で 、 そ の 場 限 り で 、 逆 転 の 発想 を 、 新 た に 手 に 入 
れる こと 。 

逆転 の 発想 は 、 内 発 的 で は 無く 、 外敵 事象 ドリ ブン で ある こと 。 


複数 の 異な る 物理 的 事象 や 局所 的 環境 。 

пьес, FBPHRBMGETS cE, 

En5lk, НКС. ЛЕ СфЬС Е. 
РЕНИ 14, => ЕЕ СС 5, Я 
め て 、 逆 転 の 思想 を 手 に 入れ る こと が 出来 る こと 。 


逆転 の 発想 。 

それ は 、 生 物 的 神経 系 に と っ て 、 内 在 的 に は 、 実 現 や 実装 が 、 不 可 
能 で ある こと 。 

一 方 。 


新 機軸 の 発想 は 、 思 考 細胞 に よる 、 生 物 的 神経 系 内 部 に お ける 、 新 
た な 結合 の 生成 に より 、 生 物 的 神経 系 自身 が 、 容 易 に 生じ させ る こ 
と が 出来 る こと 。 

そう し た 新しい 結合 の あり 方 に よっ て は 、 結 果 的 に 、 逆 転出 力 へ と 
繋げ る こと が 出来 る こと 。 

神経 回 路 内 部 に お ける 、 相 互 に セグ メン ト 化 され た 、 外 部 か ら の 出 
入り が 困難 な 、 相 互 に 未踏 な 領域 へ の 、 新 た な 結合 。 

神経 回 路 内 部 に お ける 、 相 互 に 矛盾 する 内 容 の 領域 同士 の 、 新 た な 
aa. Я BRCEA, 

Ea lea, EMNMBAICHIFS, НЛС МСС. 
そう し た 結合 は 、 生 物 的 神経 系 に お ける 、 逆 転 の 発想 の 内 在 的 実現 
に 繋が る こと 。 

その 結果 。 

生物 的 神経 系 に は 、 逆 転 の 発想 を 行う 機能 が 、 回 り 道 の 形 で 、 存 在 
する こと 。 


ЕСС. 


動か す 力 。 プ ラス の 加速 度 を 行使 する 力 。 そ うし た 力 の 行使 。 エ ネ 
ルギー 的 思想 。 

例 。 

解放 の 命 念 。 自 由 化 の 命 念 。 そ うし た メッ セー ジ を 送信 する こと 。 
改変 。 破 壊 。 買 換 。 そ れ ら の 実行 を 促す メッ セー ジ を 送信 する こ 

で 5 

チャ レン ジ 。 新 機軸 の 創出 。 そ れ ら の 実行 を 促す メッ セー ジ を 送信 
する こと 。 


止め る 力 。 マ イナ ス の 加速 度 を 行使 する 力 。 そ うし た 力 の 行使 。 保 
存 的 思想 。 

例 。 

禁止 。 制 限 。 НЫ. ПРЕвОЗЬХУе- УВЕЗ БС, 
RI. RT. メン テ ナ ン ス 。 そ れ ら の 実行 を 促す メッ セー ジ を 送信 
する こと 。 

原状 回 復 。 リカバリ 。 そ れ ら の 実行 を 促す メッ セー ジ を 送信 する こ 
Ge 


マイ ナス の 加速 度 。 止 め る 力 。 保 存 的 思想 。 液 休 的 思想 。 そ れ ら の 
実現 。 

液体 分 子 運動 に お ける 分 子 間 力 と 同様 の カ 。 

個体 間 力 。 

そう し た 個体 間 力 を 、 後 付け で 、 個 体 問 に お いて 、 働 か せる こと 。 
そう し た 各個 休 は 、 生 物 的 神 怒 系 を 、 内 蔵 し て いる こと 。 

そう し た 生物 的 神経 系 に お いて 、 個 体 間 力 に 対応 し た 動作 を 、 実 装 
する こと 。 

そう し た 個体 間 力 の 発現 能力 を 、 各 個体 内 部 に お ける 神経 回 路 へ の 
実装 の 形 で 、 後 付け で 、 実 現す る こと 。 


各個 体 が 、 物 理 的 位置 や 社会 的 位置 や 通信 内 容 を 決定 する 動作 に お 
いて 、 互 い に 、 足 を 引っ 張り 合う こと 。 


それ ら の 実現 。 


(参考 ) 
社会 的 位置 。 
各個 体 の 、 社 会 関係 上 の 位置 づけ 。 


EF RMA ABA. 
社会 的 な 近 さ 。 


友達 関係 。 相互 の 親 し さ が 存在 する こと 。 
相互 依存 関係 や 相互 癒着 関係 や 相互 融通 関係 が 、 存 在 す る こと 。 


物理 的 な 、 社 会 的 な 、 通 信 的 な 、 相 互 近接 。 
そう し た 相互 近接 の 、 常 態 化 。 
それ が 、 個 体 間 力 の 発生 に 、 繋 が る こと 。 


複数 個体 間 に お ける 、 通 信 的 な 近接 性 。 

同じ 内 容 や 似 た 内 容 の 、 送 受信 。 

内 容 の 相互 了解 に つい て の 、 合 図 の 、 送 受信 。 

そう し た 送受 信 が 、 同 時 に 、 あ る い は 、 シ ー ケ ン シ ャ ル に 、 行 われ 
る こと 。 


相互 近 接 化 。 相 互 一 体 化 。 

それ は 、 同 調 で ある こと 。 

その 結果 。 

相互 関係 に お ける 調和 が 、 も た ら さ れる こと 。 


個体 間 に お ける 、 個 体 間 力 の 実現 。 そ の 神経 回 路 へ の 実装 。 
その 応用 に つい て 。 


ШУ. COSI. 

ある 個体 が 。 

彼女 自身 か ら 離 れ て 行く 他 個 体 に 対し て 。 

相互 距離 を 再び 縮め る た め に 。 

その 他人 個体 に つい て の ネガ ティ ブ な キャ ン ペ ー ン 。 
その 他 個 体 の 行く 手 を 邪魔 する こと 。 

それ ら の 行為 を 、 延 々 と 粘着 的 に 、 行 うこ と 。 


そう する こと で 、 そ の 他 個 体 の 足 を 引っ 張る こ 
例 。 

同僚 の 組織 内 昇進 を 邪魔 する 、 勤 労 者 。 
社会 的 上 下方 向 に お ける 、 個 体 間 力 の 発現 。 


その 根底 の 意図 。 そ の 意図 の 、 神 経 回 路 へ の 埋め 込み が 、 必 要 で あ 
る こと 。 

ある 個体 が 。 

他 個 体 に 対し て 、 彼 女 自 身 か ら 離 れ て 欲し く 無 いこ と 。 

他 個 体 が 、 彼 女 自身 と 、 ず っ と 一 緒 に 居 て 欲し いこ と 。 

彼女 自身 が 、 他 個体 に 、 本 当 は 、 一 緒 に 付い て 行き た いこ と 。 

し か し 。 実 際 に は 、 彼 女 自 身 は 、 他 個体 に は 、 一 緒 に 付い て 行け な 
いこ と 。 

その た め 。 互い に 一 緒 に 居 続 ける た め に は 、 他 個体 の 動き を 邪魔 す 
る し か 無い こと 。 


Miz, HBC Ce, BM. CENSOR, 

HSA, AHMOHMEADS, HERA, BMNICMSNSc 
と 。 

それ は 、 社 会 的 な 制 裁 を 目的 と する こと 。 例 。 社 会 的 な 融通 の 打ち 
切り 。 社 会 的 な 相互 扶助 の 打ち 切り 。 

その 個体 へ の 、 個 体 間 力 の 、 意 図 的 な 打ち 切り 。 

その 個体 へ の 無関係 化 を 、 実 行 す る こと 


個体 間 力 の 打ち 切り 。 そ の 原因 。 


意思 疎通 の 不調 。 話 が 通じ な いこ と 。 そ の 個体 が 、 自 閉 症 的 で ある 
こと 。 そ の 個体 が 、 気 が 狂っ て いる こと 。 


その 個体 が 、 抜 け 駆 け 行動 や 個人 行動 や 非 同 調 行動 を 、 独 自 に 繰り 
返し 行っ た こと 。 


その 個体 が 、 事 前 申告 や 事前 承認 の 無い 、 自 分 勝手 な 動作 を 行っ た 
こと 。 

その 個体 が 、 余 り に も 、 多 動 的 で ある こと 。 

そう し た 個体 へ の 同調 の 、 打 ち 切 リ 。 


EO MAM, НОС. ЖЕСТ С =. 

その 個体 が 、 内 部 機密 を 、 外 部 へ と 、 勝 手 に 漏洩 し た こと 。 
ИБ ФЕ, 

内 外 を 区 別 す る 枠 が 、 存 在 す る こと 。 そう し た 枠 は 、 社 会 的 上 位 者 
に よっ て 、 予 め 設 定 さ れ て いる こと 。 

その 枠 に お いて 、 表 面 張 力 が 、 存 在 す る こと 。 

そう し た 枠 や 表面 の 、 実 現 が 、 予 め 必 要 で ある こと 。 


男女 の 性 差 に つい て 。 エ ネル ギー 的 思想 や 保存 的 思想 と の 関連 。 


弱者 男性 。 

エネ ルギー に 欠け る 存在 。 

稼ぐ 力 。 変 える 力 。 壊 す 力 。 仕 事 を する 力 。 布 教 す る 力 。 普 遍 化 す 
る 力 。 チャレ ンジ する カ 。 

それ ら の 力 に 欠け て いる 存在 。 

そう し た 男性 。 


弱者 女性 。 

保存 力 に 欠け SFE, 

メン テ ナ ン ス する 力 。 補 給 す る 力 。 治 癒す る 力 。 原 状 回 復 す る 力 。 
自己 保身 する 力 。 社 会 の 中 心 へ と 行く 力 。 

それ ら の 力 に 欠け て いる 存在 。 

そう し た 女性 。 


そう し た 彼ら 。 

ИБ ФАЕР. 

配偶 者 を 得 ら れ な いこ と 。 
社会 的 な 結果 を 出せ な いこ と 。 
彼ら 自身 の 子 了 拓 を 残せ な いこ と 。 


社会 的 上 位 者 に な れ な いこ と 。 
社会 的 支配 者 に な れ な いこ と 。 


女性 は 、 男 性 に と っ て 、 以下 の よう に 作用 する こと 。 

本 来 自由 な 存在 で ある 男性 を 、 彼 女 自 身 が 予め 設定 し た 枠 内 に 、 粘 
着 し て 閉じ 込め る 存在 。 男性 に と っ て の 年 獄 。 

それ は 、 以下 と 同様 で ある こと 。 

本 来 自由 な 存在 で ある 気体 を 、 液 体 自身 が 予め 設定 し た 枠 内 に 、 粘 
着 し て 閉じ 込め る 存在 。 気 体 に と っ て の 定 獄 。 


男性 は 、 女 性 に と っ て 、 以下 の よう に 作用 する こと 。 
リス キー な 暴力 装置 。 暴 れ 馬 。 

それ は 、 以下 と 同様 で ある こと 。 

気体 に お ける 、 拭 発 的 な エネ ルギー 性 。 


男性 の 一 生 。 

それ は 、 女 性 に と っ て の 便利 な 多用 途 の 道具 と し て 、 女 性 か ら 一 方 
的 に こき 使わ れ 続 け て 終わ る 、 辛 い 一 生 と な る こと 。 

女性 の 一 生 。 

それ は 、 暴 力 的 な 道具 と し て の 男性 を 、 絶 えす ず メンテナ ンス し つ 
つ 、 そ うし た 男性 か ら の 稼ぎ を 、 一 方 的 に 収奪 し 享受 し 続け る 、 相 
対 的 に 、 楽 で 快適 な 一 生 と な る こと 。 


追加 内 容 。2024 年 1 月 中 旬 初 出 。 
女性 に お ける 性 的 誘引 力 。 それ ら 
を も た ら す 、 女 性 の 生体 的 機構 。 


男性 開 別 。 そ の 根源 的 な 要因 。 


女性 に お ける 性 的 誘引 力 。 それら を も た ら す 、 女 性 の 生体 的 機構 。 


女性 の 生体 が 発する 、 性 的 刺激 や 性 的 郊 力 。 

女性 の 生体 に お ける 、 性 的 反応 の 素晴らし さ 。 

それ ら は 、 以 下 の 内 容 で ある 。 

彼女 が 、 男 性 か ら 、 精 子 を 搾取 し 吸い 尽く す 、 度 合い 。 そ の 度合 い 
を 、 完 全 化し 最大 化す る た め に 仕組 まれ た 、 彼 女 自 身 が 内 蔵 す る 、 
生体 的 広告 機構 。 

彼女 自身 に お ける 、 生 体 的 に 完成 され た 、 男 性 か ら の 搾 精 の 機構 。 


そう し た 広告 。 
それ ら は 、 生 物 の 様々 な 感覚 に 対し て 訴求 力 を 持つ こと 。 


視聴 覚 。 触覚 。 

例 。 人 間 の 場合 。 

温度 に お いて 。 温 か さ 。 例 。 素 肌 の 温もり リ り 。 

湿度 に お いて 。 湿り気 。 粘り気 。 滑 けり の 良さ 。 ロ ーション 性 。 例 。 
すべ すべ の 素肌 。 愛液 で 濡れ た 女性 器 。 

双 軟 度 に お いて 。 菜 ら か さ 。 し な や か さ 。 ク ッ シ ョ ン 性 。 例 。 薬 ら 
か い 上 乳房 。 肉感 的 な 太もも 。 


それ ら の 感覚 の より 上 位 に 相当 する 、 よ り 総 合 的 な 感覚 の 指標 。 
例 。 人 間 の 場合 。 

綺麗 さ 。 例 。 和 綺麗 な 素肌 。 長く 豊か な 髪の毛 。 甘美 な 喘ぎ 声 。 
新品 で ある こと 。 未 使用 で ある こと 。 例 。 処 女 で ある こと 。 
Salt, RE, Hl, 長い 髪の毛 。 豊 か な 乳房 。 潤い に 溢れ た 素 
Al. Halil Se 3 7K AROS AA. 


そう し た 広告 。 

それ ら は 、 時 系 列 的 に 持続 し 、 物 語 と し て 作用 する こと 。 

それ ら は 、 最 初 の 部 分 は 微熱 的 だ が 、 途 中 か ら ど ん どん 盛り 上 が 
り 、 最 後 の 部 分 に お いて 絶頂 を 迎え る こと 。 例 。 前 戯 か ら 性 的 絶頂 
まで の プロ セス 。 

それ ら は 、 男 女 到 方 に と っ て 、 精 神 的 な カタ ル シ ス を も た ら す 、 一 
種 の 効果 的 な 物語 で ある こと 。 


女性 の 生体 に お ける 、 そ うし た 広告 機構 。 
その 最終 目的 。 
それ は 、 以下 の 内 容 で ある 。 


彼女 が 、 狙 っ た 男性 を 、 彼 女 自身 に 対し て 、 確 実に 撃沈 させ る こ 
an 

彼女 が 、 狙 っ た 男性 を 、 捕 まえ て 離さ な いよ うに する こと 。 
彼女 が 、 男 性 の 精子 を 、 完 全 に 、 搾 り 取 り 吸 い 尽 くす こと 。 


その こと で 、 双 方 の 受精 の 成功 を 、 最 大 限 に 確実 に する こと 。 
その こと で 、 彼 女 自 身 の 遣 伝 的 子 拓 を 残す こと に 、 確 実に 成功 する 


その こと で 、 そ の 都度 、 男 性 を 性 的 不能 に させ る こと 。 

その こと で 、 そ の 都度 、 男 性 を 動け な くす る こと 。 

その こと で 、 男 性 を 、 彼 女 自 身 の 支 配下 に 置く こと 。 

その こと で 、 男 性 を 、 彼 女 自 身 の 枠 内 か ら 出 られ な くす る こと 。 
その こと で 、 男 性 を 、 彼 女 自身 の 囚人 と する こと 。 

その こと で 、 男 性 を 、 彼 女 自 身 に よる 消化 吸収 の 対象 と する こと 。 
それ は 、 以 下 の 内 容 で ある 。 男性 は 、 飛 北 す る 昆虫 で ある こと 。 女 
性 は 、 そ の 昆虫 を 誘引 し て 撃沈 させ 捕食 する 、 食 虫 植物 で ある こ 
Cs 

それ は 、 以 下 の 内 容 で ある 。 女 性 に お ける 、 男 性 に 対す る 、 根 本 的 
な 優位 性 や 支配 性 の 末 れ 。 


男性 差別 。 そ の 根源 的 な 要因 。 


一 般 的 で 普遍 的 な 男性 差別 。 
それ ら は 、 以下 の 内 容 で ある 。 


保存 性 生物 に よる 、 エ ネル ギー 性 生物 に 対す る 、 社 会 的 差別 。 
エネ ルギー 性 や 破壊 性 。 そ れ ら は 、 結 局 は 、 音 保 存 性 や 反 保存 性 で 
ある こと 。 

生物 の 本 質 は 、 あ くま で 、 自 己 保存 性 や 自己 保身 性 で ある こと 。 


男性 は 、 エ ネル ギー 性 生物 で ある こと 。 女 性 は 、 保 存 性 生物 で ある 
ご で 。 

男性 は 、 気 体 性 生物 で ある こと 。 女 性 は 、 液 体 性 生物 で ある こと 。 
気体 性 や 気体 的 思想 は 、 エ ネル ギー 性 の 表れ で ある こと 。 液 体 性 や 
液体 的 思想 は 、 保 存 性 の 表れ で ある こと 。 

エネ ルギー 性 は 、 生 物 に と っ て 、 自 己 保 存 の 持続 に 必要 な 各種 の 資 
源 を 獲得 する た め の 、 あ くま で 派生 的 で 副 次 的 な 性 質 で あり 、 決 し 
て 、 生 物 の 本 質 で は 無い こと 。 

そう し た 生物 の 本 質 に 沿っ た 生き 方 が 出来 る の が 、 保 存 性 生物 と し 
て の 女性 で ある こと 。 

そう し た 生物 の 本 質 に 沿っ た 生き 方 を 封じ られ て いる の が 、 音 保 存 
性 生物 や 反 保 存 性 生物 と し て の 、 男 性 で ある こと 。 

男性 に お ける 、 音 保 存 性 生物 や 反 保 存 性 生物 と し て の 性 質 。 それ 
が 、 生 物 の 社会 に お ける 、 女 性 に よる 男性 に 対す る 社会 的 差別 の 根 
源 で ある こと 。 


それ ら の 具体 例 。 女 性 に よる 、 男 性 に 対す る 、 以下 の よう な 扱い 。 


男性 を 、 女 性 自身 の 自己 保身 実現 の 道具 と し て の み 、 専 ら 活用 する 
こと 。 
例 。 盾 と し て の 利用 へ の 偏り 。 


男性 を 、 女 性 自身 の 既得 権益 を 増加 させ る た め の 道 具 と し て の み 、 
専ら 活用 する こと 。 

例 。 稼 ぐ 者 と し て の 利用 へ の 偏り リ 。 下 請け の 便利 屋 と し て の 利用 へ 
の 偏り 。 


生物 が 生き て いく の に 必要 な 、 各 種 の 資源 。 

そう し た 資源 の 所 有 者 に お ける 、 そ うし た 資源 の 非 所 有 者 に 対す 
る 、 社 会 的 な 優位 性 が 存在 する こと 。 

それ は 、 以下 の 状況 を も た ら す こと 。 

そう し た 資源 の 所 有 者 に よる 、 そ うし た 資源 の 非 所 有 者 に 対す る 、 
社会 的 な 差別 。 


有 性 生殖 の 生物 が 、 生 殖 行 動 を 行う た め に 必要 な 、 各 種 の 資源 。 生 
殖 の た め の 資 源 。 生 殖 の た め の 設 備 。 

そう し た 資源 の 所 有 者 に お ける 、 そ うし た 資源 の 非 所 有 者 に 対す 

る 、 社 会 的 な 優位 性 が 存在 する こと 。 

それ は 、 以下 の 状況 を も た ら す こと 。 

そう し た 資源 の 所 有 者 に よる 、 そ うし た 資源 の 非 所 有 者 に 対す る 、 


社会 的 な 差別 。 


そう し た 資源 の 占有 者 が 、 女 性 で ある こと 。 そ うし た 資源 の 非 所 有 
者 で 借用 者 な の が 、 男 性 で ある こと 。 

それ は 、 以 下 の 内 容 で ある 。 

そう し た 資源 の 占有 者 と し て の 女性 に お ける 、 そ うし た 資源 の 非 所 
有 者 と し て の 男性 に 対す る 、 社 会 的 な 優位 性 が 存在 する こと 。 
それ は 、 以下 の 状況 を も た ら す こと 。 

そう し た 資源 の 占有 者 と し て の 女性 に よる 、 そ うし た 資源 の 非 所 有 
者 と し て の 男性 に 対す る 、 社 会 的 な 差別 。 

そう し た 資源 の 占有 者 と し て の 女性 に よる 、 そ うし た 資源 の 間 所 有 
者 と し て の 男性 に 対す る 、 社 会 的 な 収奪 行為 の 、 正 当 化 。 


それ ら の 具体 例 。 女 性 に よる 、 男 性 に 対す る 、 以下 の よう な 扱い 。 
生殖 行為 の 実施 に お いて 、 女 性 が 、 男 性 に 対し て 、 予 め 、 各 種 の 朝 
責 を 要求 出来 る こと 。 男性 が それ に 応じ な い 場 合 、 女 性 は 、 男 性 に 
対し て 一 方 的 に 生殖 行為 の 開始 を 拒絶 出来 る こと 。 

それ は 、 以下 の 内 容 で ある 。 女 性 が 、 男 性 か ら 、 セ ックス 税 を 、 一 
方 的 に 徴収 出来 る こと 。 

それ は 、 以下 の 内 容 と 同等 で ある 。 不 動産 の 所 有 者 が 、 そ の 借用 者 
か ら 、 家 賃 を 、 一 方 的 に 徴収 出来 る こと 。 

女性 優位 社会 固有 の 男性 差別 。 例 。 日 本 や 中 国 や ロシア や 韓国 に お 
いて 固有 の 、 男 性 差別 。 

女性 優位 社会 に お ける 、 女 性 に よる 、 男 性 に 対す る 、 以下 の よう な 
価値 観 や 社会 規範 の 強制 。 

液体 的 思想 の 強制 。 気 体 的 思想 の 否定 や 抑圧 。 

例 。 集 団 行動 の 強制 。 同 調 行 動 の 強制 。 コ ミュ ニケ ーション の 強 

制 。 単 独 行動 の 抑圧 。 自 由 行動 の 抑圧 。 独 自 行動 の 抑圧 。 危険 行動 
の 抑圧 。 退 軸 的 精神 の 強制 と と 。 チ ャ レン ジ 精 神 の 抑圧 。 社 会 的 上 位 
者 に 対す る 批 麟 行動 の 抑圧 。 前例 踏 謀 的 行動 の 強制 と 、 独 創 的 行動 
へ の 抑圧 。 


それ ら は 、 全 て 深刻 な 男性 差別 で ある こと 。 
それ ら は 、 全 て 深刻 な 、 男 性 の 生き る 権利 の 侵害 で ある こと 。 
それ ら は 、 全 て 、 男 性 の 本 性 を 歪め て いる こと 。 


追加 内 容 。2024 年 1 月 下旬 。 周囲 
か ら の 働き か け に 対す る 、 保 存 性 
物質 と エネ ルキ ギー 性 物質 НФ, М 
応 。 FSBO, НЫ АНЯ 
回 路 や コン ピュ ー タ プロ セス と し 
CO, 表现 。 エネ ルギー 性 思想 や 
保存 性 思想 が 、 科 学研 究 に 対し て 
も た ら す 、 分 析 視 点 の 歪み 。 生物 
の 神 4 对 回路 に お け る 、 逆転 思考 や 
反転 思考 。 


周囲 か ら の 働き か け に 対す る 、 保 存 性 物質 と エネ ルギー 性 物質 の 、 


応 。 


周囲 か ら の 働き か け に 対す る 、 保 存 性 物質 の 反応 。 

周囲 か ら の 入力 。 周 囲 か ら の 発信 や 送信 。 

周囲 か ら の 衝突 や 突入 や 打撃 。 

その 働き か け の 度合 い が 弱 い 場 合 。 無 視 。 無 反応 。 締め出し 。 
その 働き か け の 度合 い が 十 分 に 強い 場合 。 盲 目的 な 丸呑み に よる 受 
容 。 順応 。 

保存 性 物質 の 例 。 液 体 。 生 物 一 般 。 女性 。 定 住 生活 様 式 の 社会 。 


周囲 か ら の 働き か け に 対す る 、 エ ネル ギー 性 物質 の 反応 。 

周囲 か ら の 入力 。 周 囲 か ら の 発信 や 送信 。 

周囲 か ら の 衝突 や 打撃 。 

その 働き か け の 度合 い が 弱 い 場 合 。 弾き 返し 。 逆 転 。 

その 働き か け の 度 含 い が 十 分 に 強い 場合 。 飛散 。 彼 自身 が 弾き 飛ば 
され る こと 。 逃 走 。 


エネ ルギー 性 物質 の 例 。 気 体 。 ウィル ス 的 な 生物 。 男 性 。 移 動 生 活 
様式 の 社会 。 


物質 動作 の 、 論 理 回 路 や 神経 回 路 と し て の 、 表 現 。 


论 理 回 路 。 神 经 回路 。 

それ ら は 、 周 囲 か ら は 、 以 下 の 内 容 と し て 捉え られ る こと 。 

刺激 と 反応 の 回 路 。 入 力 と 出力 の 回 路 。 

周囲 か ら は 、 そ うし た 回 路 の 末端 の 末 面 部 分 し か 、 真 接 観察 する こ 
と が 難し いこ と 。 それら は 、 次 の よう に 呼称 する こと が 出来 る こ 

と 。 表面 回 路 。 

そう し た 回 路 の 内 部 は 、 ブ ラッ クボ ックス で ある こと 。 そ れ ら は 、 
次 の よう に 呼称 する こと が 出来 る こと 。 内 部 回 路 。 


論理 回 路 。 神経 回 路 。 

それ ら の 回 路 を 用 いて 、 物 質 一 般 に お ける 、 保 存 性 や エネ ルギー 性 
の 挙動 を 、 表 現す る こと 。 

その 実現 が 、 情 報 通 信 技 術 を フル 活用 し た 、 物 質 科学 や 生物 科学 や 
社会 科学 の 発展 に お いて 、 必 須 で ある こと 。 

それ ら の 回 路 を 内 蔵 し た 、 和 粒子 状 の 個体 。 

そう し た 個体 を 、 コ ンピュータ シス テム に お ける 個別 の プロ セス と 
し て 、 表 現す る こと 。 

その こと で 、 人 分子 運動 の コン ピュ ー タ シミ ュ レ ーション に お ける 個 
人 主義 的 な アプ ロー チ を 、 新 た に 実現 する こと が 出来 る こと 。 
そう し た シミ ュ レ ーション に お いて 、 個 体 間 力 を 表現 出来 る こと 
が 、 特 に 重要 で ある こと 。 

その 理由 。 個体 間 力 が 、 個 体 同 士 が 社会 を 形成 する 際 の 社会 力 の 、 
根源 的 な 源泉 で ある か ら 。 

物質 を 、 複 数 粒子 の 構成 体 と し て 捉え る 場合 。 粒子 間 力 が 、 物 質 に 
お ける 社会 構成 力 の 源泉 と な る こと 。 

社会 構成 力 。 そ れ は 、 物 質 一 船 が 内 蔵 す る 、 自 力 で 社会 を 構成 し て 
行く 力 で ある こと 。 そ の 力 は 、 物 質 の 一 種 と し て の 生物 へ と 、 引 き 
継が れる こと 。 そ の 力 は 、 生 物 の 一 種 と し て の 人 間 へ と 、 引 き 継 が 
れる こと 。 


物質 動作 の 、 コ ンピュータ プロ セス と し て の 、 表 現 。 


物質 を 、 コ ンピュータ プロ セス と し て 表現 する こと 。 

1 個 の 個体 。 そ の 個体 を 、 コ ンピュータ シス テム の 1 個 の プロ セス 
と し て 表現 する こと 。 それ は 、 よ り 根 源 的 な スー パー クラ ス の 概 意 
で ある こと 。 

その プロ セス は 、 和 人 入力 と 、 出 力 と 、 そ れ ら を 媒介 する 内 部 処理 と 

の 、 3 種類 の 動作 を する こと 。 人 入力 と 出力 は 、 pee ee 

と 。 内 部 処理 は 、 外 部 か ら は 隠蔽 され る こと 。 

それ ら の 内 容 は 、 以 下 の 2 種類 へ と まとめ る こと が 出来 る こと 。 外 
部 か ら 掌 所 可能 な 可視 的 な 処理 と し て の 、 表 面 処理 。 外 部 か ら は 掌 
握 不 能 な 不可 視 的 な 処理 と し て の 、 内 部 処理 。 

その サブ クラ ス に 該当 する コン ピュ ー タ プロ セス の 例 。 それら は 、 
以下 の 内 容 で ある 。 

1 個 の 物理 的 粒子 。 そ の 粒子 を 、 コ ンピュータ シス テム の 1 個 の プ 
ロロ セス と し て 表現 する こと 

それ は 、 物理 プロ セス と し て は 、 他 物 体 か ら の 衝突 の 受容 と 、 そ の 
衝突 に 対す る 反作用 動作 と 、 そ れ ら を 媒介 する 内 部 動作 と の 、3 種 
類 の 動作 を する こと 

1 個 の 通信 装置 。 その 粒子 を 、 コン ピュ ー タ シス テム の 1 個 の プロ 
セス と し て 表現 する こと 。 

それ は 、 通 信 プ ロ セ ス と し て は 、 受 信 と 、 発 信 と 、 そ れ ら を 媒介 す 
る 内 部 処理 と の 、 3 種類 の 動作 を する こと 

1 個 の 生物 。 そ の 粒子 を 、 コ ンピュータ シス テム の 1 個 の プロ セス 
と し て 表現 する こと 

それ は 、 心 理 プ ロ セ ス と し て は 、 和 人 入力 刺 激 の 受容 と 、 反 応 の 出力 

と 、 そ れ ら を 媒介 する 内 部 処理 と の 、 3 種類 の 動作 を する こと 


1 個 の 抽象 的 な 個体 。 そ の 個体 を 、 コ ンピュータ シス テム の 1 个 O 
プロ セス と し て 表現 する こと 。 

その プロ セス は 、 エ ネル ギー 性 と 保存 性 と の 、 2 種類 の 動作 を する 
こと 。 

エネ ルギー 性 の 動作 。 それは 、 と て も 高速 で ある こと 。 そ れ は 、 個 
体 間 力 を ほとん ど 持 た な いこ と 。 

保存 性 の 動作 。 それは 、 と て も 低速 で ある か 、 速 度 ゼ ロ で ある こ 
と 。 それ は 、 個 体 間 力 を 強く 持っ て いる こと 。 


1 個 の 抽象 的 な 個体 。 そ の 個体 を 、 コ ンピュータ シス テム の 1 个 O 
プロ セス と し て 表現 する こと 


その プロ セス は 、 エ ネル ギー 性 と 保存 性 と で 、 以下 の よ うに 異な る 
動作 を する こと 。 

その プロ セス が 行う 出力 に つい て 。 

エネ ルギー 性 の 個体 の 場合 。 そ の 出力 の 、 他 個体 に 対す る イン パク 
ト が 、 大 きい こと 。 

保存 性 の 個体 の 場合 。 そ の 出力 の 、 他 個体 に 対す る イン パク ト が 、 
小さ いこ と 。 

その プロ セス が 受け 取る 入力 に つい て 。 

エネ ルギー 性 の 個体 の 場合 。 そ の プロ セス は 、 以下 の よう な 出力 を 
返す こと 。 弾 き 返 す 動 作 。 入 力 内 容 を 反転 させ る 動作 。 入 力 内 容 を 
逆転 させ る 動作 。 

RE 。 そ の プロ セス は 、 以下 の よ うな 出力 を 返す こ 


err, ン パ クト が 小さ い 場 合 。 入力 内 容 を 無視 する 動作 。 入 
力 内 容 に 対し て 無関心 を 決め 込む 動作 。 入力 内 容 を 無効 化す る 動 

fF. 入力 を 締め 出す 動作 。 入力 に 対し て 門 を 閉鎖 する 動作 。 

その 入力 の イン パク ト が 大 きい 場合 。 入力 内 容 を 盲目 的 に 丸呑み す 
AT OA 


それ ら の 個体 間 に お ける 、 出 力 と 入力 と の 、 相 互 の 結び 付き 。 
分 岐 。 分 配 。 1 つの 出力 に 対し て 、 2 つ 以 上 の 入力 が 、 対 応 す る こ 


统合 。 混 合 。 2 つ 以 上 の 出力 に 対し て 、 1 つの 入力 が 、 対 応 す る こ 
円 環 。 あ る 個体 に よる 出力 が 、 そ の 個体 自身 の 入力 へ と 、 対 応 す る 
始 端 。 何 も 無い 真 室 領 域 に お いて 、 あ る 個体 が 、 自 発 的 に 出力 を 行 


终端 。 ある 個体 が 、 出力 を 一 切 行 わな いこ と 。 ある 個体 が 、 何 も 無 
い 真 室 領 域 に 向け て 、 出 力 を 行う こと 。 

ネッ トワ ー ク 。 そ れ ら の 種類 の 組み 合わ せ 。 

それ ら は 、 以下 の 内 容 と 、 同 様 で ある こと 。 鉄道 線路 の 配線 。 テ レ 
ビ の ケー ブル 配線 。 


エネ ルギー 性 思想 や 保存 性 思想 が 、 科 学研 究 に 対し て も た ら す 、 研 
究 視 点 の 歪み 。 


エネ ルギー 性 思想 で 動く 生物 社会 。 例 。 移 動 生 活 様式 の 社会 。 男 性 
優位 社会 。 そ うし た 社会 の 、 人 間 に お ける 具体 例 。 欧 米 諸国 。 
そう し た 社会 の 学者 や 知識 人 に お ける 言論 の あり 方 。 そ れ ら は 、 以 
下 の 内 容 で ある 。 

物質 や 生物 や 人 間 に つ いて の 分 析 に お いて 。 

エネ ルギー 性 を ひたすら 賛美 する こと 。 

保存 性 を 、 ひ た すら 無視 し 敵視 し 批 交 し 、 そ うし た 存在 を 彼ら 自身 
の 意識 上 か ら 故 意 に 抹消 する こと 。 

例 。 

族 化 や 変革 や 変動 や 革新 や 創造 や 移動 や 自由 独立 や 挑戦 を 、 ひ た す 
ら 敬 美 す る こと 。 現 状 維 持 や 復古 や 慣性 や 不動 性 を 、 ひ た すら 批 鹿 
する こと 。 

エネ ルギー 性 の 性 質 を 持つ 対象 物 の み を 、 ひ た すら 採用 し 取り 上 げ 
CHELMITS CE, Fl, 気体 。 男 性 。 父 性 。 

保存 性 の 性 質 を 持つ 対象 物 を 、 ひ た すら 無視 し 敵視 し 、 そ うし た 存 
在 を 彼ら 自身 の 意識 上 か ら 故 意 に 抹消 する こと 。 例 。 液体 。 女 性 優 
位 社会 。 そ れ ら の 無視 や 敵視 や 抹消 。 

保存 性 の 性 質 。 それ ら は 、 結 局 、 彼 ら 自 身 に と っ て 、 社 会 的 禁忌 で 
ある こと 。 そ うし た 社会 的 禁忌 を 破る 者 。 彼ら は 、 犯 差 者 や 逸脱 者 
や 狂っ た 者 と し て 、 社 会 的 迫害 を 受け 続け る こと 。 

具体 例 。 

欧米 中 心 の 物理 学 の 世界 に お いて 。 

彼ら が 、 物 体 運動 や 、 物 体 に お ける エネ ルギー 活動 や 、 高 エネ ル 
ギー 物体 と し て の 気体 や 流体 を 、 積 極 的 に 推進 すべ き 研 究 対象 と し 
<. BEBLMITTIIScCE, 

その 一 方 で 。 彼 ら が 、 物 体 に お ける 不動 性 の 維持 や 、 物 体 に お ける 
自己 保存 動作 や 、 高 保存 性 物体 と し て の 液体 を 、 研 究 対象 か ら 故 意 
に 除外 し 続け て いる こと 。 

欧米 中 心 の 社会 学 の 世界 に お いて 。 

彼ら が 、 保 存 性 の 価値 観 で 動く 女性 優位 社会 の 実在 を 、 い つま で も 
決し て 認め よう と し な いこ と 。 


保存 性 思想 で 動く 生物 社会 。 例 。 定 住 生活 様式 の 社会 。 女 性 優位 社 
会 。 そ うし た 社会 の 、 人 間 に お ける 上 只 体 例 。 中 国 や ロシア や 韓国 や 
日 本 。 

そう し た 社会 の 学者 や 知識 人 に お ける 言論 の あり 方 。 そ れ ら は 、 以 
下 の 内 容 で ある 。 

物質 や 生物 や 人 間 に つ いて の 分 析 に お いて 。 

保存 性 を ひたすら 区 美 する こと 。 


ТЖ, UES 5 BR О ОН, ЕР ОЕНЕа 
ら 自 身 の 意 識 上 か ら 故 意 に 抹消 する こと 

例 。 

安定 や 安全 や 現状 維持 や 前 例 や 定住 や 統制 や 禁止 を 、 ひ た すら 次 美 
する こと 。 革 命 や 破壊 や 単独 行動 や 自由 行動 や 危険 行動 を 、 ひ た す 
ら 批 記す る こと 

保存 性 の 性 質 を 持つ 対象 物 の み を 、 ひたすら 取り 上 げ て 次 美 し 続 け 
る こと 。 例 。 液 体 。 女 性 。 母 性 。 

エネ ルギー 性 の 性 質 を 持つ 対象 物 を 、 ひ た すら 無視 し 敵視 し 、 そ う 
し た 存在 を 彼ら 自身 の 意識 上 か ら 故 意 に 抹消 する こと 。 例 。 気 体 。 
男性 優位 社会 。 そ れ ら の 無視 や 敵視 や 抹消 。 

ТАЛЬ EOE. | それ ら は 、 智司 、 彼 ら 自 身 に と っ て 、 社 会 的 
SHEP OREEUT. HAMBEREIMITE CC. 

そし て 。 

彼ら 自身 が 保存 性 思想 を 所 有 し て いる 事実 自体 を 、 外 部 に 対し て 、 
機密 情報 扱い に し て 、 隠 蔽 し よう と する こと 。 そ の 理由 。 保 存 性 の 
物質 や 生物 は 、 一 般 的 に 、 彼 ら 自身 の 存在 を 、 外 部 か ら 、 隔 離し 隠 
蔽 し よう と する こと 

具体 例 。 

中 国 や 韓国 の 社会 学者 た ち が 、 礼 節 や 前 例 踏 相 を 重視 する 、 女 性 優 
位 の 信教 思想 を 、 根 底 に お いて 、 引 き 続 き 支持 し 続け て いる こと 。 
日 本 の 社会 学者 た ち が 、 日 本 社会 が 実際 に は 女性 優位 社会 で ある こ 
と を 、 対 外 的 に 、 ひ た すら 否定 し 続け て いる こと 。 


生物 の 神経 回 路 に お ける 、 逆 転 思考 や 反転 思考 。 


逆転 思考 。 反転 思考 。 

ある 生物 が 、 閉 寒 し た 現状 を 、 打 開 し 逆転 し よう と する こと 

彼 自身 が 、 そ の 実現 の た め に 、 従 来 と は 上 真 逆 の 入出 力 を 行う こと が 
出来 る よう に する こと 。 

その た め に 、 彼 自身 の 内 部 神 縦 回路 に お いて 、 以 下 の 機 能 を 実現 可 
能 に する こと 。 和 人 入力 値 の 正負 を 、 新 た に 逆転 させ る こと 。 和 人 入力 値 の 
有無 を 、 新 た に 逆転 させ る こと 。 


生物 の 神経 回 路 に お いて 、 逆 転 や 反転 の 思考 や 発想 が 新た に 発生 す 
る た め の 条 件 。 
彼 自身 の 内 部 神経 回 路 に お いて 、 以 下 の 機 能 を 実現 可能 に する た め 


Ф={. 入力 値 の 正負 を 、 新 た に 逆転 させ る こと 。 入力 値 の 有無 
を 、 新 た に 逆転 させ る こと 。 


その 1 つ 目 。 

その 生物 が 、 手 持ち の エネ ルギー を 利用 し て 、 周 囲 に 対し て 打撃 を 
与え る 行為 を 、 継続 し て 試み る こと 。 

周囲 の 物質 に つい て 、 そ れ ら の 破断 や 破壊 や 打開 を 試み る こと 。 
周囲 の 物質 に つい て 、 そ れ ら の 変動 や 変化 を 発生 させ る こと を 、 試 
みる こと 。 

それ ら の 試行 錯誤 を 成功 させ る た め に 、 以下 の よう な 手順 を 採用 す 
る こと 。 

それ ら の 物質 に お ける 服 弱 性 を 発見 する こと 。 CORR. BOAO 
た 、 そ れ ら の 物質 に お ける 騰 弱 部 分 を 集中 攻撃 し て 、 突 破 す る こ 
と 。 

そう し た エネ ルギー 利用 が 、 そ の 生物 に お ける 反転 思考 や 逆転 思 
QO. 1 つ 目 の 根源 と な る こと 。 


その 2 つ 目 。 

閉 寒 し た 現状 に つい て 、 何 か 風 六 が 開か な いか と 考え て 、 あ れこ れ 
いき あたり ば っ た りり に 試行 錯誤 を 続け る こと 。 

фи, 偶然 、 現 状 に 風 六 が 開い て 、 事 態 が 打開 され る こと 。 
その こと で 、 今 まで と は 真 逆 の 状況 が 、 突 然 、 新 た に 、 彼 の 眼前 に 
出現 する こと 。 

その 結果 。 そ の 生物 は 、 今 まで と は 逆転 し た 入出 力 を 行う 内 部 回 路 
を 、 学 習 に よっ て 手 に 入れ る こと に 、 新た に 成功 する こと 。 

そう し た 試行 錯 庫 が 、 そ の 生物 に お ける 反転 思考 や 逆転 思考 の 、 2 
つ 目 の 根源 と な る こと 。 


追加 内 容 。2024 年 2 月 上 旬 。 生物 
D、 活 动 一 般 关 神经 回路 上 神经 细 
胞 に お ける 、 エ ネル ギー 性 と 保存 
性 。 生 物 の 行動 に お ける 性 差 と の 


生物 の 活動 一 般 に お ける 、 変 動 性 や 破壊 性 。 彼 ら 自 身 の 活 動 に お け 
る 、 移 動 や 変化 や 自己 破壊 や 革新 の 、 優 越 。 

生物 の 活動 一 般 に お ける 、 軽 量 性 。 彼 ら 自 身 の 活動 に お ける 、 消 費 
НЕХ, ВЯ, BRCHScCE. 

それ ら は 、 以下 の 内 容 で ある 。 生物 活動 に お ける 、 エ ネル ギー 性 。 
それ ら は 、 以下 の 存在 に 由来 する こと 。 エネ ルギー 性 の 身体 部 位 。 
細胞 や ウィ ルス 。 

そう し た エネ ルギー 性 。 そう し た 性 質 は 、 精 子 や 男性 に お いて 、 よ 
り 大 きい こと 。 


生物 の 活動 一 般 に お ける 、 不 動 性 や 復旧 性 。 彼 ら 自 身 の 活動 に お け 
る 、 定 住 や 現状 維持 や 自己 治癒 や 原状 回 復 の 、 優 越 。 

生物 の 活動 一 般 に お ける 、 重 量 性 。 彼 ら 自 身 の 活動 に お ける 、 貯 蔵 
や 貯 落 や 蓄積 の 、 優 越 。 身重 で ある こと 。 

それ ら は 、 以下 の 内 容 で ある 。 生物 活動 に お ける 、 保 存 性 。 

それ ら は 、 以下 の 存在 に 由来 する こと 。 保存 性 の 身体 部 位 。 細胞 。 
そう し た 保存 性 。 そ うし た 性 質 は 、 琉 子 や 女性 に お いて 、 よ り 大 き 
いこ と 。 


神 終 回 路 と 神経 細胞 に お ける 、 エ ネル ギー 性 と 保存 性 。 行 動 に お け 
る 性 差 と の 関連 。 


神経 回 路 に お ける 、 独 創 性 や 新 機軸 性 や 突破 性 。 回 路 内 容 に お け 

る 、 新 規 性 と 、 前 例 破壊 性 。 

神経 回 路 に お ける 、 変 動 性 。 回 路 内 容 の 、 移 転 や 変化 や 自己 破壊 や 
革新 。 

それ ら は 、 以下 の 内 容 で ある 。 神経 回 路 に お ける 、 エ ネル ギー 性 。 
それ ら は 、 以 下 の 存 在 に 由来 する こと 。 エ ネル ギー 性 の 神 終 細 胞 。 
そう し た エネ ルギー 性 。 そう し た 性 質 は 、 男 性 の 神経 細胞 や 神経 回 
路 に お いて 、 よ り 大 きい こと 。 


神経 回 路 に お ける 、 不 動 性 。 回 路 内 容 の 、 現 状 維持 や 自己 治癒 や 原 
状 回 復 。 

神経 回 路 に お ける 、 前 例 蓄 積 性 。 前 例 に あたる 回 路 内 容 の 、 丸 暗記 
で の 学習 と 、 そ うし た 学習 済み 内 容 の 館 く 無き 貯蓄 。 

それ ら は 、 以 下 の 内 容 で ある 。 神経 回 路 に お ける 、 保 存 性 。 

それ ら は 、 以 下 の 和 存在 に 由来 する こと 。 保存 性 の 神経 細胞 。 

そう し た 保存 性 。 そ うし た 性 質 は 、 女 性 の 神経 細胞 や 神経 回 路 に お 
いて 、 よ り 大 きい こと 。 


神経 回 路 に お ける 、 変 動 性 と 不動 性 。 

それ ら は 、 以下 の 内 容 で ある 。 

結線 の トポロジ ー に お ける 、 変 動 や 不動 。 

思考 細胞 が 、 今 まで に 無い 新た な 神経 細胞 と 結び 付く こと 。 思考 細 
胞 が 、 結 び 付 く 相手 の 神経 細胞 を 新た に 変え る こと 。 

結線 の 大 さ に お ける 、 変 動 や 不動 。 

神経 細胞 同士 の 結び 付き の 太 さ が 増加 する こと 。 記 憶 学習 。 神 縦 細 
胞 同 士 の 結び 付き の 太 さ が 減少 する こと 。 記 憶 忘 却 。 

神経 回 路 の 、 自 己 改変 や 自己 破壊 。 

そう し た 度合 い が 大 きい こと 。 そ うし た 動き が 活発 で ある こと 。 そ 
れ は 、 和 神経 回 路 に お ける 、 刻 動 性 で ある こと 。 それ は 、 和 神経 回 路 に 
お ける 、 エ ネル ギー 性 で ある こと 。 そ れ は 、 多 数 の エネ ルギー 性 の 
神経 細胞 の 存在 に よっ て 、 も た ら さ れ て いる こと 。 

そう し た 度合 い が 、 小 さい か ゼロ で ある こと 。 そ うし た 動き が 、 不 
活発 か 皆無 で ある こと 。 それ は 、 神 縦 回 路 に お ける 、 不 動 性 で ある 
Ce, それは 、 神 経 回 路 に お ける 、 保 存 性 で ある こと 。 それ は 、 多 
数 の 保存 性 の 神経 細胞 の 存在 に よっ て 、 も た ら さ れ て いる こと 。 


神経 回 路 に お ける 学習 と 、 変 動 性 と 不動 性 。 

学習 内 容 そ の も の の 、 記 憶 と 貯蔵 と 蓄積 を 、 ひ た すら 目指 す 場 合 。 
それ は 、 保 存 性 の 学習 で ある こと 。 そ れ は 、 女 性 が 得意 と し て いる 
こと 。 

その 時 々 の 学習 記憶 内 容 を 基 に 、 タ ー ゲ ッ ト に 内 在 す る 騰 弱 性 を 発 
見 し 、 タ ー ゲ ッ ト の 破壊 を 目指 す 場合 。 それは 、 エ ネル ギー 性 の 学 
習 で ある こと 。 それ は 、 男 性 が 得意 と し て いる こと 。 


TARIVF—-tMEOMAAA CORBIS, ULFONARTHS. 
動作 が 大 きい こと 。 動 作 が 活発 で ある こと 。 動作 に お ける 、 消 費 性 
や 消耗 性 が 、 高 いこ と 。 


保存 性 の 神経 細胞 。 そ の 特徴 は 、 以 下 の 内 容 で ある 。 
動作 が 、 小 さく 微細 で ある こと 。 動作 が 静か で 穏やか で ある こと 。 
動作 に お ける 、 貯 蔵 性 や 蓄積 性 が 、 高 いこ と 。 


тжл+- ЕО, 変動 的 な 神経 回 路 。 そ れ ら の 持ち 主 と し 
て の 、 男 性 。 

保存 性 の 神経 細胞 。 不動 的 な 神経 回 路 。 そ れ ら の 持ち 主として の 、 
女性 。 

男女 の 行動 に お ける 性 差 。 それら は 、 彼 ら の 神経 細胞 に お ける 、 エ エエ 
ネル ギー 性 と 保存 性 と の 差 に よっ て 、 生 じ て い る こと 。 


神経 系 の 外部 入出 力 に お ける 、 エ ネル ギー 性 と 保存 性 。 


エネ ルギー 性 の 入出 力 。 

例 。 

出力 の 場合 。 腕 や 脚 の 筋力 が 大 きい こと 。 腕 や 脚 の 動き が 、 粗 維 で 
低 品 質 で ある こと 。 

入力 の 場合 。 動 体 視 力 が 大 きい こと 。 

それ ら は 、 男 性 的 な 特徴 で ある こと 。 


保存 性 の 入出 力 。 

例 。 

出力 の 場合 。 腕 や 脚 の 筋力 が 小さ いこ と 。 腕 や 脚 の 動き が 、 微 細 で 
高 品 質 で ある こと 。 

入力 の 場合 。 静 体 視 力 が 大 きい こと 。 

それ ら は 、 女 性 的 な 特徴 で ある こと 。 


神经 系 世 机 付 各 、 工 永 儿 在 一 性 上 保存 性 。 
それ ら の 内 容 は 、 以 下 の 内 容 の サブ クラ ス で ある こと 。 
生物 活動 に お ける 、 エ ネル ギー 性 と 保存 性 。 


生物 活動 に お ける 、 エ ネル ギー 性 と 保存 性 。 


それ ら の 内 容 は 、 以 下 の 内 容 へ と 繋が る こと 。 
男女 の 性 差 一 般 。 

HRAICEIFS, LRIDF-H CRITE. 
それ ら の 内 容 は 、 以 下 の 内 容 へ と 繋が る こと 。 
男女 の 行動 に お ける 、 性 差 。 


一 般 的 な 細胞 の サブ プク ラス と し て の 、 神 妊 細胞 。 

一 般 的 な 細胞 構成 の サブ プ ブ ク ラ ス と し て の 、 НЕ, 

それ ら の 構成 要素 の 組み 合わ せ に より 、 和 神経 回 路 網 に お ける 男女 の 
性 差 が 、 生 み 出 され て いる こと 。 

神経 細胞 や 神経 回 路 に お ける 、 反 転出 力 や 逆転 出力 。 

それ ら は 、 以下 の 内 容 で ある 。 破壊 的 出力 。 攻 撃 的 出力 。 

それ ら は 、 エ ネル ギー 的 出力 の 一 種 で ある こと 。 

神経 細胞 や 神経 回 路 に お ける 、 順 応 出力 と 、 弱 い 入 力 の 締め 出し 。 


それ ら は 、 以下 の 内 容 で ある 。 保身 的 出力 。 防 御 的 出力 。 
それ ら は 、 保 存 的 出力 の 一 種 で ある こと 。 


追加 内 容 。2024 年 5 月 下旬 。 生物 
に と っ て の 情報 。 そ れ ら の 種類 の 
分 類 。 生物 に と っ て の 目的 。 生物 
に と っ て の 生き や すさ の 実現 と 、 
生物 に お ける 、 自 己 制 御 や 環境 制 
御 と の 関係 に つい て 。 


生物 に と っ て の 情報 。 そ れ ら の 種類 の 分 類 。 


それ は 、 以下 の 内 容 で ある 。 


エネ ルギー 性 の 情報 。 気 体 的 な 情報 。 

実体 に 囚われ な い 仮 想 性 を 備え た 、 情 報 。 

デジ タル 情報 。 離 散 的 な 数 値 に よる 表現 が 可能 な 情報 。 電 子 的 な 情 
報 。 

粒子 的 な 情報 。 相 互 分 離 可能 な 、 離 散 的 な 情報 。 飛 散 し 拡散 する 情 
報 。 空 中 や 有線 や 無線 の 通信 回 線 を 経由 し て 、 室 間 内 を 自由 に オー 
プン に 飛び 回 る 、 情 報 。 

ウィ ルス 的 な 情報 。 精 子 的 な 情報 。 花 粉 的 な 情報 。 渡 り 鳥 的 な 情 
報 。 男 性 的 な 情報 。 


保存 性 の 情報 。 液 体 的 な 情報 。 金 属 固 体 的 な 情報 。 

実体 の 裏打ち を 伴う 情報 。 ト ポロ ジー 的 な 情報 。 形 状 的 な 情報 。 身 
体 動作 的 な 情報 。 

アナ ログ 情報 。 連 結 的 で 融合 的 で 癒着 的 な 情報 。 連 続 的 な 情報 。 相 
互 分 離 が 不能 な 情報 。 内 部 限定 の 非 公開 の 非 拡散 の 機密 情報 。 物 体 
を 変形 させ る 形 で 、 真 接 叩 き 込 ん で 記憶 させ る 、 有 形 の 情報 。 生 物 
の 、 神経 回 路 や 身体 に 、 真 接 教 え 込 み 覚 えさ せる 形 で 記憶 させ る 、 
有形 の 情報 。 そ うし た 有形 の 情報 は 、 時 系 列 的 に 形状 が 変化 する 場 
合 を 含む こと 。 

ЕЕ, АН, SUSAR, КО, НН 
情報 。 木 工 的 な 情報 。 女 性 的 な 情報 。 


気体 的 な 情報 は 、 男 性 と 相性 が 良い こと 。 
液体 的 な 情報 は 、 女 性 と 相性 が 良い こと 。 


生物 に と っ て の 目的 。 生 物 に と っ て の 生き や すさ の 実現 と 、 生 物 に 
お ける 、 自 己 制御 や 環境 制御 と の 関係 に つい て 。 


生物 に と っ て の 目的 。 

彼 自 身 の 生 存 の 確保 と 維持 。 自 己 保 存 。 自 己 増殖 。 

それ ら の 実現 に 必要 な 、 各 種 の 資源 や 設備 を 、 絶 え ず 確実 に 取得 し 
確保 し 続け る こと 。 生 き や す さ の 取得 や 確保 。 


ENS5O0ZR SD, SHOBM PISA, АЗИИ 
ける こと 。 生 き に くさ の 除去 。 


生物 に と っ て の 生き や すさ の 実現 。 

その 実現 が な され た こと を 、 彼 自身 が 実感 で きる こと 。 

それ は 、 以 下 の 内 容 で ある 。 

生物 が 、 自 己 保存 や 、 自 己 増殖 や 、 そ れ ら の 実現 に 必要 な 資源 や 設 
備 の 確保 の た め に 、 彼 自身 や 、 周 囲 の 環境 を 、 操 作 し よう と する こ 
=. 


そう し た 、 生 物 に と っ て の 操作 対象 。 そ れ ら は 、 以 下 の 内 容 で あ 
る 


彼 自 身 の 神 経 回 路 。 彼 自身 の 自己 制御 。 

彼 自 身 を 取り 巻く 環境 の 制御 。 環 境 制 御 。 そ れ は 、 以下 の 内 容 で あ 
る 。 

内 部 環境 。 彼 自身 の 体内 臓器 。 そ れ ら の 制御 。 

外部 環境 。 体 外 の 物体 。 他 の 生物 個体 。 他 の 無生物 の 物体 。 そ れ ら 
の 制御 。 


生物 に と っ て 、 操 作 対 象 が 、 彼 自身 の 思い 通り に な る こと 。 生 物 

が 、 そ うし た 操作 に 成功 する こと 。 

そう し た 、 生 物 に と っ て の 操作 対象 が 、 彼 自身 に と っ て 制御 可能 で 
ある こと 。 生 物 が 、 そ うし た 制御 に 成功 する こと 。 

そう し た 、 制 御 可 能 性 。 そ れ が 、 生物 に と っ て の 生き や すさ の 根源 
で ある こと 。 

そう し た 、 制 御 可 能 性 。 そ れ は 、 生物 に 対し て 、 有 能 性 を も た ら す 
こと 。 それは 、 生 物 に 対し て 、 有 人 能 感 を も た ら す こと 。 生物 は 、 そ 
の こと で 気分 が 上 昇 し 、 高 揚 す る こと 。 “МН, ЦЕНЕ 

=. AS, MRE, ЕЖУ 5С“. 

そう し た 極限 的 な 有 能 性 。 そ れ は 全能 性 で ある こと 。 そう し た 全能 
性 を 実感 する こと 。 それ は 、 全 能 感 で ある こと 。 生物 は 、 そ うし た 
全能 感 を 、 根 底 に お いて 、 根 源 的 に 絶え ず 追 求 し 続け る こと 。 生 物 
は 、 根 本 的 に 、 彼 自身 が 、 絢 対 者 や 神 に 、 な り た が る こと 。 

そう し た 、 制 御 可能 性 。 そ れ は 、 生物 に と っ て 、 操 作 対 象 に 対す 

る 、 彼 自身 の 優越 性 を も た ら す こと 。 それ は 、 生 物 に 対し て 、 優 越 
感 を も た ら す こと 。 生物 は 、 そ うし た 優越 性 の 実現 を 、 絶 え ず 追求 
し 続け る こと 。 生物 は 、 そ うし た 優越 感 を 、 絢 え ず 実 感 し た が る こ 
と 。 


そう し た 優越 性 の 実現 者 。 そ れ は 、 社 会 的 上 位 者 で ある こと 。 それ 
は 、 社 会 的 有力 者 で ある こと 。 それ は 、 社 会 的 支配 者 で ある こと 。 
その 結果 。 生物 は 、 社 会 的 に 、 可 能 で あれ ば 、 絶 え ず 上 位 へ と 上 昇 
し た が る こと 。 生物 は 、 社 会 的 に 、 可 能 で あれ ば 、 最 も 上 位 へ と 上 
昇 し た が る こと 。 £¥lt, ZSLEHAM EMER, ASHES L 
た が る こと 。 

一 般 的 に 。 生 物 は 、 無 生物 を 含め た 物質 社会 に お ける 上 位 者 に 、 い 
つも な けり た が る こと 。 生 物 は 、 生 物 社 会 に お ける 上 位 者 に 、 い つも 
な けり た が る こと 。 生 物 は 、 可 能 で あれ ば 、 社 会 に お ける 最上 位 者 
に 、 い つも な り た が る こと 。 EMIS, "ВЕСФИЗ, ХС, 1 
つも な けり た が る こと 。 例 。 人間 は 、 地 球 に お ける 最上 位 者 に 、 い つ 
も な りり た が る こと 。 

生物 は 、 そ れ ら の 実現 の た め に 、 な けり ふ リ 構わ ず 何 で も する こと 。 


その 一 方 で 。 

生物 に と っ て 、 操 作 対象 が 、 操 作 対 象 が 、 彼 自身 の 思い 通り に な ら 
な いこ と 。 生物 が 。、 そ うし た 操作 に 失敗 する こと 。 

そう し た 、 生 物 に と っ て の 操作 対象 が 、 彼 自身 に と っ て 制御 不能 で 
ある こと 。 生物 が 、 そ うし た 制御 に 失敗 する こと 。 

そう し た 、 制 御 不能 性 。 そ れ が 、 生 物 に と っ て の 生き に くさ の 根源 
で ある こと 。 

そう し た 、 制 御 不能 性 。 そ れ は 、 生物 に 対し て 、 無 能 性 を も た ら す 
こと 。 そ れ は 、 生 物 に 対し て 、 無 能 感 や 無力 感 を も た ら す こと 。 生 
物 は 、 そ の こと で 気分 が 下降 し 、 落 ち 込 むこ と 。 生物 は 、 そ うし た 
無能 感 や 無力 感 を 、 絶 え ず 回 避 し 続け る こと 。 

そう し た 、 制 御 不能 性 。 そ れ は 、 生物 に と っ て 、 操 作 対 象 に 対す 

る 、 彼 自身 の 劣等 性 を も た ら す こと 。 それ は 、 生 物 に 対し て 、 学 等 
感 を も た ら す こと 。 МЗ, ЕЕ РЕНО НЕ, MAT He 
し 続け る こと 。 生物 は 、 そ うし た 労 等 感 の 実感 を 、 絶 え ず 回 避 し た 
が る こと 。 

そう し た 劣等 性 の 実現 者 。 そ れ は 、 社 会 的 下位 者 で ある こと 。 そ の 
дна, 生物 は 、 社 会 的 に 、 可 能 で あれ ば 、 社 会 的 下位 へ の 下降 を 、 
絶え ず 回 避 し た が る こと 。 生 物 は 、 そ うし た 社会 的 下降 の 回 避 を 、 
В ЭОС Е. 

一 般 的 に 。 生 物 は 、 無 生物 を 含め た 物質 社会 に お ける 下位 者 に は 、 
な り た く な いこ と 。 生 物 は 、 生 物 社会 に お ける 下位 者 に は 、 な り た 
く な いけ こと 。 例 。 人間 は 、 地 球 に お ける 下位 者 に は 、 な り た く な い 
ac. 

生物 は 、 そ れ ら の 実現 の た め に 、 な けり ふ リ 構わ ず 何 で も する こと 。 


生き や すさ を 最大 化す る こと 。 生き に くさ を 最小 化す る こと 。 
対象 制御 に お ける 成功 を 、 最 大 化す る こと 。 対 象 制御 に お ける 失敗 
を 、 最 小 化 する こと 。 

有 能 性 を 最大 化す る こと 。 無能 性 を 最小 化す る こと 。 
優越 性 を 最大 化す る こと 。 労 等 性 を 最小 化す る こと 。 

社会 的 上 位 性 を 最大 化す る こと 。 社 会 的 下位 性 を 最小 化す る こと 。 
それ ら は 、 生 物 に お ける 究 a 生物 は 、 そ れ ら の 
実現 の た め Ic, 151) 19\1) 構わ ず 何 で も する こ こと 


追加 内 容 。 2024 年 10 月 下旬 。 = 
女 の 性 差 。 そ の 本 質 に つい て の 、 
比 嘩 を 用 いた 、 総 合 的 な 要約 。 


男女 の 性 差 。 そ の 本 質 に つい て の 、 比 喉 を 用 いた 要約 。 
それ は 、 以下 の 内 容 で ある こと 。 


男性 。 
高速 で 肛 発 的 に 動き 回 る 、 暴 れ 馬 と し て の 存在 。 
高い エネ ルギー 性 の 行動 を 取る 能力 を 持つ 存在 。 
の 能力 に より 、 周 囲 の 障害 物 を 貫通 し 破壊 し 変容 させ る こと が 出 
来る 存在 。 
その 結果 。 
生存 困難 な 状況 を 打開 し 、 周 囲 に 光明 を も た ら す 人 存在 。 
仕事 や 稼ぎ を 沢山 行う こと が 出来 る 、 道 具 と し て 有用 な 存在 。 


その まま で は 、 絶 え ず 暴れ まわ り リ 、 彼 自身 や 周囲 の 他 者 に 対し て 、 
怪我 を 負わ せる 、 御 し が た い 和 存在 。 

周囲 の 他 者 に 怪我 を 負わ せる 、 御 し が た い 和 存在 。 

その まま で は 、 内 的 エネ ルギー を 浪 賀 し て し まい 、 直 ぐに 消耗 し て 
動け な く な っ て し まう 存在 。 

生物 で ある に も 関わ ら ず 、 自 己 保 存 や 自己 保身 が 出来 な い 存 在 。 そ 


の まま で は 、 捨 て 身 の 自 爆 行為 を 延々 と 繰り 返し て し まう 存在 。 
そう し た 暴れ 馬 と し て の 存在 。 


女性 。 生 物 一 般 。 

そう し た 暴れ 馬 そ の も の を 、 丸 ご と 包含 する 存在 。 

そう し た 暴れ 馬 に と っ て の 、 調 教 者 や 飼育 者 や 、 棋 や 監獄 と し て の 
役割 を 、 同 時 に 兼ね る 存在 。 

そう し た 暴れ 馬 の 飼 い 主 と し て の 存在 。 そ うし た 暴れ 馬 の 、 保 有 者 
や 所 有 者 と し て の 存在 。 

そう し た 暴れ 馬 に 対し て 栄養 を 補給 し て 、 そ の 暴れ 馬 を 養育 する 存 
在 。 

そう し た 暴れ 馬 を 、 飼 い 慣 らし て 制御 可能 に する 、 教 育 者 や 指導 者 
と し て の 存在 。 

そう し た 暴れ 馬 を 、 外 部 へ と 逃げ 出せ な いよ うに 、 常 時 閉じ 込め て 
自由 を 奪い 専制 支配 する 、 加 害 者 や 抑圧 者 と し て の 存在 。 

そう し た 暴れ 馬 か ら 暴 行 を 受け て 、 思 わ ず 致 傷 す る 、 被 害 者 と し て 
の 存在 。 


高い 保存 性 の 行動 を 取る 能力 を 持つ 存在 。 

低い エネ ルギー 性 の 行動 し か 取る こと が 出来 な いり 存 在 。 

その 結果 。 

彼女 自身 の 能力 で は 、 周 囲 の 障害 物 を 引 通 し 破壊 し 変容 させ る こと 
が 出来 な い 存 在 。 前 例 踏 相 や 現状 維持 に 長け た 存在 。 

彼女 自身 の 能力 で は 、 生 存 困難 な 現状 を 打開 し 打破 する こと が 出来 
な い 和 存在 。 彼 女 自 身 の 能 力 で は 、 周 囲 に 光明 を も た ら す こと が 出来 
な い 、 暗 黒 的 な 存在 。 

彼女 自身 の 能力 で は 、 仕 事 や 稼ぎ を 沢山 行う こと が 出来 な いた め 、 
道具 と し て は 、 相 対 的 に 無用 な 存在 。 

むし ろ 。 

上 記 の 高 エ ネル ギー 性 で 動く 道具 。 そ うし た 道具 の 維持 管理 に 長け 
た 存在 。 そ うし た 道具 の 保存 に 長け た 存在 。 

そう し た 道具 に 対し て 、 そ の 性 能 劣化 を 防止 し 、 そ の 性 能 発揮 能 
を 維持 する た め の 、 基 本 的 な 設備 や 資源 を 提供 する 存在 。 そ うし た 
道具 に 対し て 、 雨 十 を 凌ぐ た め の 住 居 を 提供 する 存在 。 

そう し た 道具 に 対し て 、 エ ネル ギー の 補給 を 行う 存在 。 そ うし た 道 
具 に 対し て 、 栄 養分 を も た ら す 存在 。 

そう し た 道具 の 能力 を 、 更 に 育み 伸ばす 存在 。 そ うし た 道具 に と っ 
CO, 養育 者 と し て の 存在 。 

その こと で 。 


そう し た 道具 に 対し て 、 消 耗 状態 か ら の 原状 回 復 を も た ら す 存在 。 
そう し た 道具 を 、 再 び 元 気 で 快活 に させ る 和 存在 。 

そう し た 道具 を 、 再 び 高い エネ ルギー 性 で 行動 で きる よう に 、 調 整 
を 加え る 存在 。 


そう し た 道具 に と っ て の 母屋 に な る 、 不 動産 的 な 存在 。 そ うし た 道 
具 に と っ て の 玄 護 者 に な る 存在 。 


私 は 、 上 記 の 内 容 を 、 以 下 の よ うに 要約 し た 。 


男性 。 大 力 の 行使 者 と し て の 存在 。 エ ネル ギー 性 で 動く 存在 。 気 体 
的 な 存在 。 

エネ ルギー の 消費 に よっ て 動作 する 、 道 具 と し て の 存在 。 

高 エ ネル ギー 性 の 動作 が 可能 な 、 ハ イス ペッ ク な 道具 と し て の 存 

在 。 

そう し た 動作 に より 、 物 事 を 動か し 変化 させ る こと で 、 仕 事 や 稼ぎ 
を 行う 存在 。 

そう し た 動作 に より 、 物 事 を 破壊 し 変質 させ る 存在 。 そ の こと で 、 
保存 性 に 対し て 逆行 する 、 危 険 な 存在 。 

そう し た 動作 の 継続 に 伴い 、 内 的 エネ ルギー の 消耗 に より 疲 疫 する 
こと 。 そ うし た 不足 エネ ルギー を 補給 する メン テ ナ ン ス を 、 必 要 

する こと 。 

そう し た 動作 の 継続 に より 、 そ れ 自 身 の 筐 体 が 摩 祈 し 致傷 する こ 

と 。 そ うし た 摩 穫 や 傷 を 治 癌 させ る メン テ ナ ン ス を 、 必 要 と する こ 
と 。 

そう し た セル フ メ ン テ ナ ンス 能力 を 自前 で は 保有 で き て いな いこ 

と 。 自 力 で 自己 保存 を 行う こと が 出来 な いこ と 。 

そう し た 、 単 な る 道具 と し て の 存在 。 

そう し た セル フ メ ン テ ナ ンス や 自己 保存 に 必要 な 設備 や 資源 を 、 自 
前 で は 保有 で き て いな いこ と 。 それ ら の 設備 や 資源 を 、 外 部 か ら 借 
用 する し か 無い 存在 。 

そう し た 、 身 軽 で 清 貸 な 借用 者 と し て の 存在 。 


女性 。 生 物 一 般 。 引力 の 行使 者 と し て の 存在 。 保 存 性 で 動く 存在 。 
液体 的 な 存在 。 
セル フ メ ン テ ナ ンス や 自己 保存 の 能力 を 、 豊 富 に 保有 する 存在 。 そ 


うし た セル フ メ ン テ ナ ンス や 自己 保存 に 必要 な 設備 や 資源 を 、 予 め 
豊富 に 所 有 出 来 て いる 、 富 裕 な 茎 得 権益 者 と し て の 存在 。 

そう し た 能力 を 、 周 囲 の 他 者 に 対し て 、 お 福 分 け す る 存在 。 

そう し た 能力 を 、 周 囲 の 道具 的 存在 に 対し て 、 お 福 分 け す る 存在 。 
その こと で 。 

上 記 の 高 エ ネル ギー 性 で 動く 道具 。 そ うし た 道具 を 、 使 いこ な し メ 
ン テ ナ ンス する 、 使 用 者 や 保守 管理 者 と し て の 、 護 者 的 な 存在 。 
そう し た 道具 の 保有 者 や 所 有 者 と し て の 存在 。 

そう し た 道具 を 使い こなす こと で 、 そ の 道具 を 縦 由 し て 、 外 部 か ら 
資源 を 取得 する 存在 。 そ うし て 取得 し た 外部 資源 の 一 部 を 、 そ の 道 
ANC, THe SFE, 

=> LIBRE, BRUCIBMVUMALOGE FIALRBRS, 
常時 専制 支配 する 、 加 害 者 や 抑圧 者 と し て の 存在 。 

そう し た 道具 が 引き 起こ す 暴 発動 作 に よっ て 、 思 わ ず 致 傷 す る 、 被 
害 者 と し て の 存在 。 


トッ プペ ー ジ に 戻る 。 


項目 
健康 性 


利便 性 


安全 性 


余裕 性 


. 付 与 


说 明 
死に に くさ 。 病 気 へ の 
な けり に くさ 。 生 まれ や 
ta, 育ち や すさ 。 生 
き や す さ 。 
生活 が 不便 で な いこ 
と 。 て 生活 が 便利 で あ 
る こと 。 ) 交通 や 通 
信 、 市 場 が 発達 し て い 
る こと 。 (機能 の 相互 
交換 が 行い や すい こ 
&) 
ес. ILI 
MHSICCIICE, 
険 が な いこ と 。 安 心 し 
て 生活 で きる こと 。 
生活 に ゆとり が ある こ 
&, €2PT CER 
し な い 内 容 。 それ ら の 
成長 や 発展 。 それ が 、 
生命 に よっ て 、 受 け 信 
NS5n4Se ce, Hl, 
楽 。 ゲ ー ム 。 芸 術 。 


说 明 具体 例 
ЖИВ MMS, BA 
る 、 持 た せる 、 EATS. № 
乗せ る 機能 。 素 は 、 機 能 物質 
で ある 。 
機能 物質 を 運ぶ が 機能 が 乗っ た 物 
機能 。 機 能 物質 HB. fl, MAS 
を 巡ら す 機 能 。 内 包 し た 赤 血 
球 。 そ れ ら を 運 


at 
5} 


soo 
ot 
ву 


加工 ・ 


機能 物質 を 外部 
か ら 集 め る 機 


eb 
BeEo 


機能 物質 を 貯蔵 
する 機能 。 


機能 物質 を 加 

T+ WRI 5% 
能 。 新 机 能 O 生 
成 を 行う 機能 。 


ぶ ぷ ぶ の に 必要 な も 


の 。 

(1) 機能 の 位 
Bens, 
ンジ ン や 原 動 
力 。 (心臓 。 そ 
nik, Mine eH 
DS, MA. < 
れ は 、 燃 料 と な 
5. 神経 細胞 の 
シナ プス の 活 
動 。 そ れ は 、 情 
報 を 生み 出す 原 
動力 と な る 。 ) 
( 2) 機能 が 通 
過す る 通路 。 
(Я. ШЕЕ 
Ш. Hn 
5 RNS Ш 
=. 
肺 で は 、 酸 素 が 
集め られ る 。 
口 ・ 胃 ・ 腸 で 
は 、 栄 養 や 水分 
が 集め られ る 。 
脳 は 、 情 報 行動 
を 起こ す 。 それ 
は 、 外 部 環境 か 
ら 機 能 物 質 を 取 
得する た め に 、 
必要 で ある 。 
肝臓 で は 、 集 め 
られ た 栄養 分 
7 ВАМИ 
て 、 保 管 さ れ 
る 。 
体内 の 様々 な 酵 
素 。 そ れ は 、 元 
と な る 機能 物質 
を 化学 変化 させ 


6 残余 物 処 理 
7 防衛 、 保 全 


トッ プペ ー ジ に 戻る 。 


項目 
搭載 


5 


В ЖЕ 


5. MAIL, = 


れ ら を 、 さ ら に 
別 の 新た な 機能 
を 持っ た も の へ 
と 作り 替え る 。 
機能 を 消費 し た 静脈 で は 、 不 要 
後 の 残 余 物 を 処 な 二酸化 淡 素 が 
理 す る 機能 。 集め られ る 。 腎 
( 例 。 外 部 に 搭 臓 で は 、 一 度 
て る 機能 。 リ サ 使っ た 水 を リサ 
イク ル す る 機 TINGS. B 
能 。 ) 腸 は 、 全 て 栄養 
分 を 利用 し 尽く 
し た 後 の 大 便 を 
外部 に 放出 す 
る 。 
機能 を 阻害 する БН, Me 
外部 要因 。 (外 ショ ッ ク か ら 守 
敵 、 シ ョ ッ ク な る 。 肪 骨 は 、 臓 
ど 。 ) それ ら か 器 を 圧迫 か ら 守 
ら 生 体 を 守る 機 る 。 手 足 は 、 外 
能 。 敵 の 攻撃 か ら 身 
を 守る 。 
具体 例 


コン ピュ ー タ 製造 業 。 
それ は 、 半 導体 に 、 情 
報 処 理 の 機能 を 与え 
る 。 調 理 器 具 製 造 業 。 
それ は 、 鉄 の 固まり 


に 、 食 品 調理 の 機能 を 
与 元 名 。 

トラ ッ ク ・ 鉄 道 な どの 
運送 業 。 電 波 に 情報 を 
乗せ て 広域 に 巡ら す 、 
放送 ・ 通 信 業 。 

みか ん を 収穫 する 農 


トッ プペ ー ジ に 戻る 。 


加 工 、 改 变 


残余 物 処 理 
防衛 、 保 全 


交換 ・ 市 場 


表 4 
项 目 具体 例 
1 扱え る 情報 。 
その 量 や 種 
類 。 そ の 多 画 可 能 最長 時 
さ 。 間 。 (デー タ 
Е#=- КФ 
有無 。 ) 


録画 が 、 地 上 
波 の 放送 だ け 
で な く 、 衛 星 


評価 基準 


家 。 農協 の 集荷 場 。 そ 
れ は 、 農 家 が 取っ た み 
か ん を 一 力 所 に 集め て 
処理 する 。 РИН 
業 。 そ れ は 、 石 油 を 
取っ て 集め る 。 
倉庫 業 。 それ は 、 
作っ た 製品 を 貯め て お 
く 。 銀行 業 。 そ れ は 、 
預貯金 を 扱う 。 
石油 化学 工業 。 そ れ 
は 、 石 油 を プラ スチ ッ 
ク に 変え る 。 

地方 自治 体 の ご み 処 理 
場 。 
警備 業 。 それは 、 人 家 
や 学校 の 安全 を 守る 。 
НЕ СИЗ, ЛЖ 
を 寒さ か ら 守 る 衣類 を 
製造 する 。 
小売 業 。 そ れ は 、 交 換 
用 トー クン や 貨幣 を 用 
いて 、 製 品 と 利用 者 を 
出会わ せる 。 


必要 な (環境 
適応 に 役 立 
つ ) 理由 


対応 する 外部 それ は 、 多 い 利 用 者 は 、 多 
メデ ィ ア の 録 ほ ど 良 い 。 


く の 情 報 が 保 
存 可 能 な ほ 

ど 、 環 境 適応 
に 必要 な 情報 
を 取っ て お き 
PTL, 


放送 や ネッ ト 


確 に 、 録 画 が 
開始 され る 機 


の 放送 に も 対 
応 し て いる か 
どう か 。 
2 動作 の 速 さ 外部 メデ ィ ア それ は 、 速 い 利 用 者 は 、 時 
を 巻き 戻す の ほど 良い 。 間 を 節約 で き 
に か か る 時 間 る 。 利 用 者 
OHS, 4, И, 
(4004 その 他 の 生き 
速 。 ) る た め に 必要 
な 行動 に 回 す 
こと が で き 
る 。 
3 扱え る 情報 録画 可能 な 画 そ れ は 、 き め 保 存 で きる 情 
の 、 き め 細 か 質 の きめ 細か 細か い ほ ど 良 報 が きめ 細か 
さ さて 8K 画像 い 。 い ほ ど 、 利 用 
へ の 対応 。 ) 者 は 、 生 きる 
た め に 必要 な 
情報 の 詳細 を 
つか みや す 
し \。 
4 小さ さき ・ 軽 さ 対 応 す る 外部 それ は 、 小 さ 利 用 者 が 持ち 
メデ ィ ア 。 そ く 、 軽 い ほ ど 運 べ る 室 間 範 
の 重 さ 。 そ の 良い 。 囲 。 そ れ が 増 
大 き さ 。 そ の える 。 利用 者 
持ち 運び や す が 利用 可能 な 
さ 。 Я. tn 
広がる 。 利 用 
者 が 生き る 上 
で 役立つ 場 
面 。 そ れ が 増 
える 。 
5 動作 の 正確 さ テ レビ 放送 の それ は 、 正 確 正確 な ほど 、 
や エラ ー の 少 時報 に 、 録 画 な ほど 良い 。 利用 者 は 、 生 
な さ 機 の 内 蔵 時 ョ きる た め に 必 
を 合わ せる 機 要 な 情報 の 取 
能 。 そ の こと りり 逃がし が 少 
で 、 時 間 に 正 な く て 済む 。 


能 。 
操作 の 簡単 放送 番組 の 予 
さ 。 (操作 手 約 に お いて 、 
順 の 少な さ 。 放送 チャ ン ネ 
操作 の 分 か り ル 、 開 始 時 間 
や すさ 。 求め を 個別 に 入力 
Na 
や すさ 。 操作 く 機 能 
の 手間 の 少な ら が 、 少 
а. ) 柏 数 D 数 值 入 

力 だ け で 可能 

に な る 機能 。 


操作 手順 。 扱 従来 機種 と の 

う 情 報 。 その 操作 手順 の 共 

互換 性 。 通 性 。 な い 
し 、 異 な る 仕 
様 や フォ ー 
マッ ト の 情報 
を 、 そ の まま 
記録 する こと 
が で きる 度合 
し \。 


扱う 情報 の 純 本 来 の 放送 番 
粋 さ 。 そ の 確 組 の 内 容 に 関 


それ は 、 Е 

な ほど 良い 。 必要 な 機 
ИЗ СЕВ 
出せ る こ 
と 。 その こと 
は 、 生 死 を 分 
ける 状況 下 
で 、 利 用 者 を 
助け る 。 
操作 する 上 で 
必要 な 心理 的 
労力 や スト レ 
ス 。 そ れ が 少 
な く て 済む 
と 。 それは 、 
利用 者 の 寿命 
の 延長 に つ な 
が る 。 

それ は 、 高 い 情 報 の 扱い 方 

ほど 人 展 い 。 に お いて 、 共 
通 性 が 確保 で 
きる こと 。 
利用 者 は 、 そ 
の こと で 、 以 
下 の 内 容 を 減 
ら せ る 。 操作 
手順 の 学習 労 
力 。 操 作 間 違 
LOD 频 度 。 
活用 で きる 情 
報 の 種類 が 増 
AS cE, Fl 
用 者 は 、 よ り 
多様 な 情報 に 
接する こと が 
で きる よう に 
な る 。 

それ は 、 多い 利用 者 は 、 本 

KER. 来 の 生き る た 


保 。 係 な い 情 報 。 め に 必要 な 情 


不要 な 内 容 の 報 の み に 、 視 
情報 。 例 。 コ 聴 上 の 注意 を 
マー シャ ル 。 集中 で きる よ 
それ ら を 、 自 うに な る 。 
動 的 に カッ ト 

で きる 機能 。 

9 操作 上 の 安全 子供 な どの 外 そ れ は 、 安 全 そ れ は 、 以 下 
さ 。 操 作 上 の 部 の 他 者 に よ な ほ ど 良 い 。 の 内 容 を 防止 
セキ ュ リ る 、 機 器 に 対 する 。 外部 か 
ティ 。 そ れ ら する いた ず ら の 侵入 者 に 
の 確保 。 ら 。 tne よっ て 引き 起 

止 す る 機能 。 こさ れる 機能 
(チャ イル 不全 。 その 発 
ド ・ ロ ッ 生 。 

Dx) 


トッ プペ ー ジ に 戻る 。 


Source code 1 
# coding: UTF-8 


import multiprocessing 

from multiprocessing import Process, Queue, Pipe 
import os 

import time 

import random 


env_value_input = 300 

env_value_output = 0 

cell_name_array_input = ['input_01'] 
cell_name_array_output = ['output_01'] 
cell_name_array_neuron_middle = ['neuron_0O1'] 
cell_type_num_array_neuron_middle = [1] 
sleep_time_length_input = 3 
sleep_time_length_neuron_middle = 5 


sleep_time_length_input_sum = 30 
spike_threshold_neuron_middle = 100 


output_value_neuron_middle = 100 
input_for_sum_num_length = 100 

spike_num_percent = 0 

spike_threshold_learning_variable = 1.4 
sleep_time_length_neuron_middle_learning_variable = 1.4 


input_low_threshold = 50 
input_high_threshold = 200 
input_amp_variable = 1.5 


event_array = [] 

for sub_num_a in range(2): 
event_temp = multiprocessing.Event () 
event_array.append (event_temp) 


q_value_array_input = [1] 


for value_num_i in гапсе (1): 


q_temp = Queue () 
q_value_array_input.append(q_temp) 


q_value_array_neuron_output = [] 


for value_num_i in гапсе (1): 


q_temp = Queue () 
q_value_array_neuron_output.append(q_temp) 


q_value_array_interval = [ 
for value_num_i in range(2): 


] 


q_temp = Queue () 
q_value_array_interval.append(q_temp) 


def subprocess_timer(sleep_time_length, event): 


def 


sleep_time_length_changed = sleep_time_length 

count = 0 

event.set() # #KTScEeK, Ignite. Зажигание. MMA, 

while True: 
event.clear() # 発火 し な いこ と 。Do not ignite. He 
time.sleep(sleep_time_length_changed) 
event.set() # #KTFScEeK, Ignite. Зажигание. в 


subprocess_timer_using_queue(sleep_time_length, ever 
sleep_time_length_changed = sleep_time_length 
q_len_now = 0 
count = 0 
event.set() # #KTScEeE, Ignite. Зажигание. 点 燃 。 
while True: 

#print ("Sleep_time_length now=" + str(sleep_time 


event.clear() # 発火 し な いこ と 。Do not ignite. He 
time.sleep(sleep_time_length_changed) 
event.set() # #RKTFScEe, Ignite. Зажигание. = 


if(q.empty() == False): 


q_len_now = q.qsize() 

for q_num_i in range(q_len_now) : 
sleep_time_length_changed = float (а. 

print ("event sleep_time_length_changed=" 


def cell_input (name, env_value, g_output_array, sleep_time_ 


value_array = ['',''] 
low_amp_times_num = 1 
high_amp_times_num = -1 


q_input_get_array = [] 
while True: 
time.sleep (sleep_time_length) 


for q_output_array_i in range(len(q_output_array 
if(env_value < input_low_threshold): 


print ("env_value is too low. " + str(en 
env_value = env_value * (input_amp_varié 
print ("env_value_changed="_ + str(env_val 


if (env_value < input_low_threshold): 
low_amp_times_num = low_amp_times_nt 
elif (env_value > input_high_threshold) : 
print ("env_value is too high. " + str(er 
env_value = env_value * (input_amp_varié 
print ("env_value_changed="_ + str(env_val 
if (env_value > input_high_threshold): 
high_amp_times_num = high_amp_times_ 


else: 
env_value = env_value 
gq_output_array [g_output_array_i].put (env_val 


def cell_output (name, env_value,q_input): 


аеЕ 


value_array 
q_input_get 


И 


array = [] 


while True: 
env_val 
print (" 


ue = float (q_input.get (True) ) 
env_output=" + str(env_value) ) 


cell_neuron_middle (name, type_num, q_input, q_output_a1 


value_array 
q_input_get 


= [tt,' 3] 


input_for_s 
q_output_va 
sum_of_inpu 
sum_of_inpu 
learned_val 


array = [] 
um_array = [] 

lue_learned = g_output_value 
ts_pre = 0 

ts_now = 0 

ue_for_q_output = 0 


first_flag 
sleep_time_ 
while True: 


= 0 
length_neuron_middle_learned = Sleep 七 ime 


if event_array[0].is_set(): # 発火 タイ ミン グ か どう 


if( 


q_input.empty() == False): 
q_input_len now = gq_input.qsize() 
for q_input_num_i in range(q_input_len_r 
q_input_get_array.append (int (q_i 


print (q_input_get_array) 

gq_input_sum = 0 

for q_input_array_i in range(len(q_input 
gq_input_sum = q_input_sum + q_input_ 


if (q_input_sum >= spike_threshold): 
for q_output_array_i in range(len(q_ 
gq_output_array [qg_output_array_i] 


input_for_sum_array.append(q_output_valt 
if (len (input_for_sum_array) > input_for_ 

input_for_sum_array.pop (0) 
q_input_get_array = [] 


else: 


####f0r Windows 


input_for_sum_array.append (0) 
if (len (input_for_sum_array) > input_for_ 
input_for_sum_array.pop (0) 


if event_array[1].is_set(): # 集計 タイ ミン グ か どう 
print ("sum_event_occred" ) 
sum_of_inputs_pre = sum_of_inputs_now 
sum_of_inputs_now = sum(input_for_sum_array) 
if (first_flag > 0): 


learned_value_for_q_output = (Sum_ of _ inf 
q_output_value_learned = q_output_value_ 
print ("learned_value_for_q_output=" + st 


spike_threshold = spike_threshold * (ler 
print ("learned_spike_threshold=" + str(s 
sleep_time_length_neuron_middle_learned 
print ("sleep_time_length_neuron_middle_] 
q_value_interval_array[0].put (sleep_time 


else: 


first_flag = 1 


at name ' main re 
# tt HH 
tin 


tin 


ner_sub_O_proc = Process (target=subprocess_timer_t 
ner_sub_l_proc = Process (target=subprocess_timer, 


cell_input_proc = Process(target=cell_input, args=(c 
cell_neuron_middle_proc = Process (target=cell_neuror 


cell_output_proc = Process (target=cell_output, args= 


timer_sub_0O_proc.start () 
timer_sub_1_proc.start () 


cell_input_proc.start () 
cell_neuron_middle_proc.start () 
cell_output_proc.start () 


To return to the top page. 


Source code _2 
# coding: UTF-8 


import multiprocessing 

from multiprocessing import Process, Queue, Pipe 
import os 

import time 

import random 

import copy 


env_value_input = 300 

env_value_output = [0,0,300] 

cell_name_array_input = ['input_01'] 
cell_name_array_output = ['output_01', 'output_02', 'outpt 
cell_name_array_neuron_middle = ['neuron_0O1'] 
cell_facilitation_suppression_type_num_array_neuron_midc 
cell_plasticity_type_num_array_neuron_middle = [0] 
sleep_time_length_input = 1 
sleep_time_length_neuron_middle = 2 
sleep_time_length_input_sum = 10 
spike_threshold_neuron_middle = 100 
output_value_neuron_middle = 100 
input_for_sum_num_length = 100 

spike_num_percent = 0 


spike_threshold_learning_variable = 1.1 
sleep_time_length_neuron_middle_learning_variable = 1.1 
input_low_threshold = 50 

input_high_threshold = 200 
input_amp_variable = 1.1 


event_array = [] 

for sub_num_a in range(2): 
event_temp = multiprocessing.Event () 
event_array.append (event_temp) 


cell_neuron_middle_all_num = 1 

cell_intput_all_num 1 

cell_output_all num = 3 
cell_new_connection_target_all_num = cell_neuron_middle_ 


q_value_array_connection_target = [] 

for value_num_i in range (cell_new_connection_target_all_ 
q_temp = Queue () 
q_value_array_connection_target.append(q_temp) 


q_value_array_input = [q_value_array_connection_target [( 
q_value_array_neuron_output = [] 


q_value_array_interval = [] 

for value_num_i in range(2): #36, Sit. 
gq_temp = Queue () 
q_value_array_interval.append(q_temp) 


q_value_array_env_common = [] 

for value_num_i in range(1): # 環 境 変 数 。 
q_temp = Queue () 
q_value_array_env_common.append(q_temp) 


аеЕ 


аеЕ 


аеЕ 


add_new_item_to_existing_list_with_all_list_with_sin 
new_list = [] 

new_list = copy.copy(existing_list) 

out_num_temp = random.randint (0, (len(all_list)) - 1) 
new_list.append(all_list [out_num_temp] ) 

return new_list 


subprocess_timer(sleep_time_length, event): 
sleep_time_length_changed = sleep_time_length 
count = 0 
event.set() # #KTScKeK, Ignite. Зажигание. 点 燃 。 
while True: 
event.clear() # 発火 し な いこ と 。Do not ignite. He 
time.sleep(sleep_time_length_changed) 
event.set() # #KTFScEeK, Ignite. Зажигание. в 


subprocess_timer_using_queue(sleep_time_length, ever 
sleep_time_length_changed = sleep_time_length 
q_len_now = 0 
count = 0 
event.set() # ЖЛ9 534. Ignite. Зажигание. 点 燃 。 
while True: 

#print ("Sleep_time_length now=" + str(sleep_time 


event.clear() # 発火 し な いこ と 。Do not ignite. He 
time.sleep(sleep_time_length_changed) 
event.set() # 発火 する こと 。 Ignite. Зажигание. 点 
if(q.empty() == False): 


q_len_now = q.qsize() 

for q_num_i in range(q_len_now) : 
sleep_time_length_changed = float (а. 

print ("event sleep_time_length_changed=" 


def cell_input (name, env_value_input_origin, q_output_arreé 


env_value_input = env_value_input_origin 
value_array = ['','"] 

low_amp_times_num = 1 

high_amp_times_num = -1 


q_input_get_array = [] 
while True: 
time.sleep (sleep_time_length) 


if (q_env_received.empty() == False): 
q_input_len_now = g_env_received.gqsize() 
for q_input_num_i in range (q_input_len_now) : 
env_value_input = env_value_input - 
if (env_value_input < 0): 
env_value_input = 0 
print (name + " епу_уа1ае_пом=" + str(env_value_i 


for gq_output_array_i in range(len(q_output_array 


if (env_value_input < input_low_threshold): 


print ("env_value is too low. " + str(en\ 
env_value_input = env_value_input * (int 
print ("env_value_changed=" + str(env_val 


if (env_value_input < input_low_thresholc 
low_amp_times_num = low_amp_times_nt 

elif (env_value_input > input_high_threshold) 
print ("env_value is too high. " + str(er 
env_value_input = env_value_input * (int 
print ("env_value_changed=" + str(env_val 

if (env_value_input > input_high_threshol 
high_amp_times_num = high_amp_times_ 


else: 
env_value_input = env_value_input 
if (env_value_input > 0): 


аеЕ 


аеЕ 


gq_output_array [qg_output_array_i].put(env 


cell_output (name, env_value_output, q_input, q_env_senc 
value_array = ['',''] 
q_input_get_array = [] 
while True: 
env_value_temp = float (q_input.get (True) ) 
q_env_send.put (env_value_output) 
print (name + " env_value_change_minus=" + str(er 


cell_neuron_middle (name, facilitation_suppression_tyt 
value_array = ['',''] 

q_input_get_array = [] 
gq_output_array_changed 
q_output_array_changed = 
input_for_sum_array = [] 
q_output_value_learned = 


[] 
copy.deepcopy (q_output_arré 


gq_output_value 


sum_of_inputs_pre = 0 
sum_of_inputs_now = 0 
learned_value_for_q_output = 0 


first_flag = 0 
sleep_time_length_neuron_middle_learned = sleep_time 
while True: 

if event_array[0].is_set(): # 発火 タイ ミン グ か どう 


if(q_input.empty() == False): 
q_input_len_now = gq_input.qsize() 
for q_input_num_i in range(q_input_len_r 
gq_input_get_array.append (int (q_i 


print (q_input_get_array) 

print ("\n") 

gq_input_sum = 0 

for q_input_array_i in range(len(q_input 
q_input_sum = q_input_sum + q_input_ 


if (q_input_sum >= spike_threshold): 
if (len (q_output_array_changed) > 0): 


for q_output_array_i in range (1е 
q_output_array_changed[q_out 


print ("len (q_output_array_changed) =" 
gq_output_array_changed = add_new_ite 


input_for_sum_array.append(q_output_valt 

if (len (input_for_sum_array) > input_for_ 
input_for_sum_array.pop (0) 

gq_input_get_array = [] 

else: 

input_for_sum_array.append (0) 

if (len (input_for_sum_array) > input_for_ 
input_for_sum_array.pop (0) 


if event_array[1l].is_set(): # 集計 タイ ミン グ か どう 

print ("sum_event_occred") 

sum_of_inputs_pre = sum_of_inputs_now 

sum_of_inputs_now = sum(input_for_sum_array) 

if(first_flag > 0): 
learned_value_for_q_output = (Sum_ of _ inf 
q_output_value_learned = q_output_value_ 
print ("learned_value_for_q_output=" + st 


spike_threshold = spike_threshold * (ler 
print ("learned_spike_threshold=" + str(s 
sleep_time_length_neuron_middle_learned 
print ("sleep_time_length_neuron_middle_] 
q_value_interval_array[0].put (sleep_time 


else: 
first_flag = 1 


####fOr Windows 
ie name == ' main Ys 


HTH HH 


timer_sub_0O_proc = Process (target=subprocess_timer_u 
timer_sub_1l_proc = Process (target=subprocess_timer, 


cell_input_proc = Process(target=cell_input, args=(c 
cell_neuron_middle_proc = Process (target=cell_neuror 


cell_output_l_proc = Process (target=cell_output, arc 
cell_output_2_proc Process (target=cell_output, arc 
cell_output_3_proc = Process (target=cell_output, arc 


timer_sub_0O_proc.start () 
timer_sub_1_proc.start () 


cell_input_proc.start () 
cell_neuron_middle_proc.start () 
cell_output_1l_proc.start () 
cell_output_2_proc.start () 
cell_output_3_proc.start () 


To return to the top page. 


Source code 3 


# coding: UTF-8 

import multiprocessing 

from multiprocessing import Process, Queue, Pipe 
import os 


import time 
import random 
import copy 


env_value_input = 300 

env_value_output = [300,-600, 300] 

cell_name_array_input = ['input_01', 'input_02"] 
cell_name_array_output = ['output_plus', 'output_minus'"] 
cell_name_array_neuron_middle = ['neuron_0O1'] 
cell_name_array_pm_detect = ['pm_detect_01"] 
cell_name_array_io_detect = ['io_detect_inflow', 'io_dete 
cell_name_array_send = ['send_inflow', 'send_outflow'] 
cell_facilitation_suppression_type_num_array_neuron_midc 
cell_plasticity_type_num_array_neuron_middle = [0] 
sleep_time_length_input = 1 
sleep_time_length_neuron_middle = 2 


sleep_time_length_inflow = 0.3 
sleep_time_length_outflow = 0.3 
sleep_time_length_input_sum = 2 
sleep_time_length_result_out = 3.5 
spike_threshold_neuron_middle = 100 
output_value_neuron_middle = 100 
input_for_sum_num_length = 10 

spike_num_percent = 0 

spike_threshold_learning_variable = 1.1 
sleep_time_length_neuron_middle_learning_variable = 1.1 
input_low_threshold = 50 

input_high_threshold = 200 
input_amp_variable = 1.1 


event_array = [] 

for sub_num_a in range (4): 
event_temp = multiprocessing.Event () 
event_array.append (event_temp) 


cell _neuron_middle_all_num = 1 


cell_intput_all_num = 1 
cell_output_all_num = 3 
cell_new_connection_target_all_num = cell_neuron_middle_ 


q_value_array_connection_target = [] 

for value_num_i in range (cell_new_connection_target_all_ 
q_temp = Queue () 
q_value_array_connection_target.append (q_temp) 


q_value_array_input = [q_value_array_connection_target [( 
q_value_array_neuron_output = [] 


q_value_array_initial = [] 

for value_num_i in range(2): # ダ ミー 変数 。 Dummy variable.¢ 
q_temp = Queue () 
q_value_array_initial.append(q_temp) 


q_value_array_interval = [] 

for value_num_i in range(2): #4 Я, Acquisition. Agc 
q_temp = Queue () 
q_value_array_interval.append(q_temp) 


q_value_array_env_common = [] 

for value_num_i in range(1): #8. Environment varial 
q_temp = Queue () 
q_value_array_env_common.append(q_temp) 


q_value_array_flow_in_out = [] 

for value_num_i in range(2): #ЖЛ. ЖШ. Inflow. Outflow. 
q_temp = Queue () 
q_value_array_flow_in_out.append(q_temp) 


q_value_array_flow_plus_minus = [] 
for value_num_i in range(1): # プ ラス 。 マ イナ ス 。 Positives. 


q_temp = Queue () 
q_value_array_flow_plus_minus.append(q_temp) 


q_value_array_facilitate_inhibit = [] 

for value_num_i in range(2): # プ ラス 。 マ イナ ス 。 Positives. 
q_ temp = Queue () 
q_value_array_facilitate_inhibit.append(q_temp) 


def add_new_item_to_existing_list_with_all_list_with_sin 
new_list [] 
new_list = сору. сору (existing_list) 
out_num_temp = random.randint (0, (len(all_list)) - 1) 
new_list.append(all_list [out_num_temp] ) 
return new_list 


def subprocess_timer(sleep_time_length, event): 
sleep_time_length_changed = sleep_time_length 


count = 0 

event.set() # ЖЛЭ95ес 4. Ignite. Зажигание. 点 燃 。 

while True: 
event.clear() # 発火 し な いこ と 。Do not ignite. He 
time.sleep(sleep_time_length_changed) 
event.set() # #KTFScKeK, Ignite. Зажигание. в 


def subprocess_timer_using_queue(sleep_time_length, ever 
sleep_time_length_changed = sleep_time_length 
q_len_now = 0 
count = 0 
event.set() # #KTScEeK, Ignite. Зажигание. MA, 
while True: 
#print ("Sleep_time_length now=" + str(sleep_time 
event.clear() # #RMLB’LICE, Do not ignite. He 
time.sleep (sleep_time_length_changed) 


event.set() # 発火 する こと 。 Ignite. Зажигание. = 
if(q.empty() == False): 
q_len_now = q.qsize() 
for q_num_i in range(q_len_now): 
sleep_time_length_changed = float (а. 
print ("event sleep_time_length_changed=" 


def resource_flow_amount_in_out_send (name, env_value_outt 
value_array = ['',''] 
gq_input_get_array = [] 
while True: 
if event_array.is_set(): 
q_env_send.put (env_value_output) 
print (name + " env_value_send=" + str(env_ve 


def resource_flow_amount_in_out_detection (name, env_value 


env_value_input = env_value_input_origin 
value_array = ['',''] 

low_amp_times_num = 1 

high_amp_times_num = -1 


q_input_get_array = [] 
while True: 
time.sleep (sleep_time_length) 
if (q_env_received.empty() == False): 
q_input_len now = а епу_ геселуеа.аз1те () 
for q_input_num_i in range (q_input_ len_ now) : 
env_value_input = env_value_input + 


gq_output_array.put (env_value_input) 
print (name + ' ' + str(env_value_input) + '\п') 
env_value_input = 0 


def resource_flow_plus_minus_detection (name, facilitatior 
value_array = ['',''] 
q_input_get_array = [] 
q_output_array_changed = [] 
q_output_array_changed = copy.deepcopy (q_output_arré 
input_for_sum_array = [] 
gq_output_value_learned = 


q_output_value 


sum_of_inputs_pre = 0 
sum_of_inputs_now = 0 
learned_value_for_q_output = 0 


first_flag = 0 
sleep_time_length_neuron_middle_learned = sleep_time 
while True: 

if event_array[0].is_set(): # 取得 タイ ミン グ か どう 


print ("spike_event_occred\n") 
if (q_input.empty() == False): 
q_input_len_now = q_input.qsize() 
for q_input_num_i in range(q_input_len_r 
q_input_get_array.append (int (q_i 
print ('q_input_get_array=") 
print (q_input_get_array) 
print ("\n") 
q_input_sum = 0 
for q_input_array_i in range(len(q_input 
gq_input_sum = q_input_sum + q_input_ 


input_for_sum_array.append (q_input_sum) 

if (len (input_for_sum_array) > input_for_ 
input_for_sum_array.pop (0) 

q_input_get_array = [] 

else: 

input_for_sum_array.append (0) 

if (len (input_for_sum_array) > input_for_ 
input_for_sum_array.pop (0) 


if event_array[1].is_set(): # 集計 タイ ミン グ か どう 
print ("sum_event_occred\n") 
sum_of_inputs_pre = sum_of_inputs_now 
sum_of_inputs_now = sum(input_for_sum_array) 
print ('input_for_sum_array=") 
print (input_for_sum_array) 
print ('sum inputs now=' + str(sum_of_inputs_ 
if(first_flag > 0): 
if (sum_of_inputs_now < 0): 
#'sum_value_minus_thus_inhibit' 
q_value_interval_array[1].put (-1) 
elif (sum_of_inputs_now > 0): 
#'sum_value_plus_thus_facilitate' 
q_value_interval_array[0].put (1) 
else: 
#'sum_value_zero_thus_do_nothing' 
sum_of_inputs_now = sum_of_inputs_nc 


else: 
first_flag = 1 


def resource_result_output (name, env_value_output, q_input 
value_array = ['',''] 
q_input_get_array = [] 
while True: 
env_value_temp = str(q_input.get (True) ) 
print (name + " output_value_result_end=" + str (в 


####f0r Windows 
if name == ' main Ms 


ИНН 


timer_sub_1l_proc = Ргосез$ (target=subprocess_timer, 
timer_sub_3 proc = Process (target=subprocess_timer, 


timer_sub_al_proc = 
timer_sub_bl_proc = 


resource_flow_amount_in_send_proc = 
resource_flow_amount_out_send_proc = 


resource_flow_amount_in_detection_proc = 
resource_flow_amount_out_detection_proc = 


resource_flow_plus_minus_detection_proc = 


resource_result_output_1l_proc 
resource_result_output_2_proc 


timer_sub_1_proc.start ( 
timer_sub_3_proc.start ( 
timer_sub_al_proc.start 
timer_sub_bl_proc.start 


) 


) 
) 
( 
() 


Process (target=subprocess_timer, 
Process (target=subprocess_timer, 


Process (target=1 
Process (target= 


Process (tar 
Process (七 = 


Process (七 = 


Process (target=resotl 
Process (target=resol 


resource_flow_amount_in_send_proc.start () 
resource_flow_amount_out_send_proc.start () 


resource_flow_amount_in_detection_proc.start () 
resource_flow_amount_out_detection_proc.start () 


resource_flow_plus_minus_detection_proc.start () 


resource_result_output_1l_proc.start () 
resource_result_output_2_proc.start() 


To return to the top page. 


Source code 41 


# coding: UTF-8 

import multiprocessing 

from multiprocessing import Process, Queue, Pipe 
import os 

import time 

import random 

import copy 

import tkinter as tk 


#env_value_input = 300 

env_value_input = 0 

env_value_input_plus = 1 

env_value_input_minus = -1 

env_value_output = [300,-300, 300] 
env_value_resource_preservation_init = 1000 
env_value_consumption = 20 
env_value_preservation_amount_full = 2000 
cell_name_array_io_input = ['io_input_01', 'io_input_ 
cell_name_array_pm_output = ['pm_output_plus', 'pm_ou 
cell_name_array_neuron_input = ['nr_input_01', 'nr_ir 
cell_name_array_neuron_output = ['nr_output_01', 'nr_ 
cell_name_array_neuron_middle = ['nr_middle_01', 'nr_ 
cell_name_array_pm_detect = ['pm_detect_01"] 
cell_name_array_io_detect = ['io_detect_inflow', '10_ 
cell_name_array_send = ['send_inflow', 'send_outflow' 
cell_name_array_p_amount = ['p_amount_01'] 
cell_facilitation_suppression_type_num_array_neuron_ 
cell_thickness_plasticity_type_num_array_neuron_midc 
cell_thinking_plasticity_type_num_array_neuron_middl 


sleep_time_length_input = 1 
sleep_time_length_neuron_middle = 2 
sleep_time_length_inflow = 0.4 
sleep_time_length_outflow = 0.2 
sleep_time_length_input_sum = 2 
sleep_time_length_result_out = 3.5 
spike_threshold_neuron_middle = 100 
output_value_neuron_middle = 100 
#Ooutput_value_result_out = 30 


input_for_sum_num_length = 10 

spike_num_percent = 0 
spike_threshold_learning_variable = 1.1 
sleep_time_length_neuron_middle_learning_variable = 
input_low_threshold = 0 
input_high_threshold = 
input_amp_variable = 1. 


1000 
1 


event_array = [] 

for sub_num_a in range (4): 
event_temp = multiprocessing.Event () 
event_array.append (event_temp) 


cell_neuron middle all num = 3 


cell_input_all_num = 1 
cell_output_all_num = 1 
cell_new_connection_target_all_num = cell_neuron_mic 
#cell_new_connection_target_all_num = cell_neuron_mi 


q_value_array_neuron_middle = [] 
q_value_array_connection_target = [] 


#for value_num_i in range(cell_new_connection_target 

for value_num_i in range (cell_neuron_middle_all_num) 

#No.0. НЕА ФОЛЛ, No.1. 出力 細胞 1 の 入力 値 。 nN 
q _ temp = Queue () 

+ q_value_array_connection_target.append(q_temp) 
q_value_array_neuron_middle.append(q_temp) 


q_value_array_neuron_input = [] 

for value_num_i in range(cell_input_all_num): 
q_temp = Queue () 
q_value_array_neuron_input.append(q_temp) 


q_value_array_neuron_output = [] 

for value_num_i in range(cell_output_all_num): 
q_temp = Queue () 
q_value_array_neuron_output.append(q_temp) 


q_value_array_initial = [] 

for value_num_i in range(2): #36, Е, 
q_temp = Queue () 
q_value_array_initial.append(q_temp) 


q_value_array_interval = [] 

for value_num_i in range(2): #36, Sit. 
q_temp = Queue () 
q_value_array_interval.append(q_temp) 


q_value_array_env_common = [] 

for value_num_i in range(1): # 环 境 变数 。 
q_temp = Queue () 
q_value_array_env_common.append(q_temp) 


q_value_array_flow_in_out = [] 

for value_num_i in range(2): # 流 入 。 流 出 。 
q_temp = Queue () 
q_value_array_flow_in_out.append (q_temp) 


#qQ_value_array_resource_preservation = [] 


#for value_num_i in гапае(1): #88. 
# q_temp = Queue () 
# q_value_array_flow_in_out.append(q_temp) 


q_value_array_flow_plus_minus = [] 

for value_num_i in range(2): # プ ラス 。 マ イナ ス 。 
q_temp = Queue () 
q_value_array_flow_plus_minus.append(q_temp) 


q_value_array_facilitate_inhibit = [] 
for value_num_i in range(4): # プ ラス 。 マ イナ ス 。 
q_temp = Queue () 


q_value_array_facilitate_inhibit.append(q_temp) 


q_value_array_pm_temp = [] 


def 


def 


def 


add_new_item_to_existing_list_with_all_list_witt 
new_list = [] 

new_list = copy.copy (existing_list) 

out_num_temp = random.randint (0, (len(all_list) ) 
new_list.append(all_list [out_num_temp] ) 

return new_list 


subprocess_timer(sleep_time_length, event): 
sleep_time_length_changed = sleep_time_length 
count = 0 
event.set() # ЖЛЭ95ес 4. Ignite. Зажигание. = 
while True: 
event.clear() # ЖАЦЖИСС. Do not ignite 
time.sleep (sleep_time_length_changed) 
event.set() # #KTScEeK, Ignite. Зажигани 


subprocess_timer_using_queue (sleep_time_length, 
sleep_time_length_changed = sleep_time_length 
q_len_now = 0 
count = 0 
event.set() # 発火 する こと 。Ignite. Зажигание. 点 | 
while True: 

#print ("Ssleep_time_length пом=" + str(sleep_ 


event.clear() # ЖАЦЖИСС. Do not ignite 
time.sleep (sleep_time_length_changed) 
event.set() # #KTScEeK, Ignite. Зажигание 
if(q.empty() == False): 


q_len_now = q.qsize() 

for q_num_i in range(q_len_now) : 
sleep_time_length_changed = floé 

print ("event sleep_time_length_chanc 


аеЕ 


аеЕ 


resource_flow_amount_in_out_send (name, env_value_ 
value_array = ['',''] 
q_input_get_array = [] 
while True: 
if event_array.is_set(): 
env_value_temp = float (q_input. 
q_env_send.put (env_value_output) 
print (name + " env_value_send=" + str(er 


resource_flow_amount_in_out_detection (name, facil 


env_value_input = env_value_input_origin 
value_array = ['','"] 

low_amp_times_num = 1 

high_amp_times_num = -1 


q_input_get_array = [] 
while True: 
time.sleep (sleep_time_length) 
if (q_env_received.empty() == False): 
q_input_len_now = q_env_received.qsize() 
for q_input_num_i in range(q_input_len_r 
env_value_input = env_value_inpt 


if (env_value_input < 0): 
env_value_input = 0 


env_value_input = env_value_input * faciliteé 


print (name + " env_value_now=" + str(env_ve 
for q_output_array_i in range(len(q_output_ 


if (env_value_input > 0): 
g_output_array[q_output_array_i].pv 
g_output_array.put (env_value_input) 


gq_output_2_array.put (env_value_input) 
print(name + ' ' + str(env_value_input) + ' 
env_value_input = 0 


def resource_preservation_amount_sum_calculate (name, 


env_value_input = env_value_input_origin 
env_value_consumption = env_value_consumption_o1 
env_value_preservation_amount_full = епу_уа1ае_т 
value_array = ['','"] 

low_amp_times_num = 1 

high_amp_times_num = -1 

preservation_rate = 0 


q_input_get_array = [] 
while True: 
time.sleep (sleep_time_length) 


if (q_env_received.empty() == False): 
q_input_len_now = q_env_received.qsize() 
for q_input_num_i in range(q_input_len_r 
env_value_input = env_value_inpu 
# if (env_value_input < 0): 
# env_value_input = 0 
env_value_input = env_value_input - епу_уа1х 
# env_value_input = env_value_input * facilit 
# print (name + " env_value_now=" + str (env_ve 
# for q_output_array_i in range (len(q_output_ 
# if (env_value_input > 0): 
# gq_output_array[q_output_array_i].pv 
# gq_output_array.put (env_value_input) 
print(name + ' resource_preservation_amount 
preservation_rate = env_value_input / env_ve 
print(name + ' resource_preservation_rate= 
if ((preservation_rate < 0.1) and (preservati 
print(name + ' The living thing has bee 
# env_value_input = 0 


if (env_value_input < 0): 
print(name + ' The living thing was tex 


def resource_flow_plus_minus_detection (name, facilité 


= = + +++ 


value_array = ['',''] 

q_input_get_array = [] 

gq_output_array_changed = [] 
q_output_array_changed = copy.deepcopy (q_output 

gq_output_array_changed = q_output_array 
input_for_sum_array = [] 

gq_output_value_learned = 


q_output_value 


sum_of_inputs_pre = 0 
sum_of_inputs_now = 0 
learned_value_for_q_output = 0 


first_flag = 0 
sleep_time_length_neuron_middle_learned = sleep_ 
while True: 


if event_array[0].is_set(): # 発火 タイ ミン グ ナ 
print (name + " spike_event_occred\n") 
if (q_input.empty() == False): 


q_input_len now = gq_input.qsize() 
for gq_input_num_i in range(q_input_1] 
q_input_get_array.append (int 


print (name + ' q_input_get_array=") 
print (q_input_get_array) 
print ("\n") 


q_input_sum = 0 
for q_input_array_i in range(len(q_i 
gq_input_sum = q_input_sum + q_ir 


if (q_input_sum == q_input_sum): 
if (q_input_sum >= spike_threshold): 
if (len (q_output_array_changed) 
for q_output_array_i in rar 
q_output_array_changed | 
q_output_array_changed | 


print ("len (q_output_array_chanc 


Se = = + + 


gq_output_array_changed = add_ne 


input_for_sum_array. append ( 

input_for_sum_array. append ( 

if (len (input_for_sum_array) 
input_for_sum_array.pop 

gq_input_get_array = [] 

else: 

input_for_sum_array.append (0) 

if (len (input_for_sum_array) > input_ 
input_for_sum_array.pop (0) 


q_output_ 
q_input_s 


> 
(0) 


if event_array[1].is_set(): # 集計 タイ ミン グ カ 
print (name + " sum_event_occred\n") 
sum_of_inputs_pre = sum_of_inputs_now 
sum_of_inputs_now = sum(input_for_sum_a1 
print (name + ' input_for_sum_array=") 
print (input_for_sum_array) 
print (name + ' sum inputs now=' + str(st 
if (first_flag > 0): 

learned_value_for_q_output = (Sum_ < 


gq_output_value_learned = qd_output_ 
print ("learned_value_for_q_output=" 


spike_threshold = spike_threshold * 
print ("learned_spike_threshold=" + 
sleep_time_length_neuron_middle_leeg 
print ("sleep_time_length_neuron_mic 
q_value_interval_array[0].put (sleer 
if (sum_of_inputs_now < 0): 
#'sum_value_minus_thus_inhibit' 
q_value_interval_array[1].put (-1 
q_value_interval_array[3].put (1) 
print ('") 
elif (sum_of_inputs_now > 0): 


аеЕ 


аеЕ 


#'sum_value_plus_thus_facilitate 
q_value_interval_array[0].put (1) 
q_value_interval_array[2].put (-1 


else: 
q_value_interval_array[0].put(' 
q_value_interval_array[0].put(' 
sum_of_inputs_now = sum_of_input 
else: 


first_flag = 1 


resource_result_output (name, env_value_output, q_i 

value_array = ['',''] 

gq_input_get_array = [] 

while True: 

env_value_temp = float (q_input.get (True) ) 

env_value_temp = str(q_input.get (True) ) 
print (name + " env_value_changed=" + str(en\ 
print (name + " env_value_output=" + str(env_ 


q_env_send.put (env_value_output) 
print (name + " env_value_change_minus=" + < 


cell_input (name, env_value_input_origin, q_output_ 


env_value_input = env_value_input_origin 
value_array = ['','"] 

low_amp_times_num = 1 

high_amp_times_num = -1 


q_input_get_array = [] 
while True: 
time.sleep (sleep_time_length) 
if (q_env_received.empty() == False): 
q_input_len_now = gq_env_received.qsize() 
for q_input_num_i in range(q_input_len_r 


# env_value_input = env_value_ing 


env_value_input = int (q_env_rece 
if (env_value_input < 0): 
env_value_input = 0 

print (name + " env_value_now=" + str(env_val 


for gq_output_array_i in range(len(q_output_z 


if (env_value_input < input_low_thresholc 


print (name + " env_value is too low. 
env_value_input = env_value_input * 
print (name + " env_value_changed=" 4 


if (env_value_input < input_low_thres 
low_amp_times_num = low_amp_time 

elif (env_value_input > input_high_threst 
print (name + " env_value is too higt 
env_value_input = env_value_input * 
print (name + " env_value_changed=" 4 

if (env_value_input > input_high_thre 
high_amp_times_num = high_amp_ti 


else: 
env_value_input = env_value_input 
if (env_value_input > 0): 
gq_output_array [gqg_output_array_i].put 


def cell_output (name, env_value_output, q_input, q_env_ 
value_array = ['',''] 
gq_input_get_array = [] 
while True: 


env_value_temp = float (q_input.get (True) ) 
q_env_send.put (env_value_output) 
print (name + " env_value_change="_ + str(env_ 


def cell_neuron_middle (name, facilitation_suppressior 
value_array = ['',''] 


gq_input_get_array = [] 

q_output_array_changed = [] 
q_output_array_changed = copy.deepcopy (q_output 

q_output_array_changed = q_output_array 

input_for_sum_array = [] 

q_output_value_learned = 


q_output_value 


sum_of_inputs_pre = 0 
sum_of_inputs_now = 0 
learned_value_for_q_output = 0 


first_flag = 0 
sleep_time_length_neuron_middle_learned = sleep_ 
while True: 


if event_array[0].is_set(): # BXYT=YTt 
print (name + " spike_event_occred\n") 
if (q_input.empty() == False): 


q_input_len_now = gq_input.qsize() 
for q_input_num_i in range(q_input_1] 
q_input_get_array.append (int 


print (name + ' q_input_get_array=") 
print (q_input_get_array) 
print ("\n") 


gq_input_sum = 0 
for q_input_array_i in range(len(q_i 
gq_input_sum = q_input_sum + q_ir 


if (q_input_sum >= spike_threshold): 
if (len (q_output_array_changed) > 
for q_output_array_i in ranc 
q_output_array_changed[c 


if (thinking_plasticity_type_num 
print (name + " len(q_output_ 
q_output_array_changed = adc 


input_for_sum_array.append (q_output_ 
if (len (input_for_sum_array) > input_ 
input_for_sum_array.pop (0) 


gq_input_get_array = [] 


else: 


input_for_sum_array.append (0) 
if (len (input_for_sum_array) > input_ 


input_for_sum_array.pop (0) 


if event_array[1l].is_set(): # 集計 タイ ミン グ カ 
print (name + " sum_event_occred") 
sum_of_inputs_pre = sum_of_inputs_now 
sum_of_inputs_now = sum(input_for_sum_a1 
if (first_flag > 0): 

if (thickness_plasticity_type_num == 


learned_value_for_q_output = (st 
q_output_value_learned = q_outpt 
print (name + " learned_value_fo1 


spike_threshold = spike_threshol 


print (name + " learned_spike_th1 
sleep_time_length_neuron_middle_ 
print (name + " sleep _ time_lengtr 


q_value_interval_array[0] .put (31 


else: 


else: 


spike_threshold = spike_threshol 
spike_threshold = spike_threshc 


first_flag = 1 


####f0r Windows 
iF name == 


Hatt tH Ht 


q_send_disp = Queue () 
q_send_a = Queue () 
q_send bl = Queue () 
q_send_b2 = Queue () 


# timer_sub_O_proc = Process (target=subprocess_ti 
timer_sub_1l_proc = Process (target=subprocess_tin 
# timer_sub_2_ proc = Process (target=subprocess_ti 


timer_sub_3 proc = Process (target=subprocess_tin 


# timer_sub_a0_proc = Process (target=subprocess_t 
timer_sub_al_proc = Process (target=subprocess_ti 
# timer_sub_b0O_proc = Process (target=subprocess_t 


timer_sub_bl_proc = Process (target=subprocess_ti 


# resource_flow_amount_in_send_proc = Process (tar 
# resource_flow_amount_out_send_proc = Process (七 = 
# resource_flow_amount_in_detection_proc = Proces 
# resource_flow_amount_out_detection_proc = Proce 
resource_flow_amount_in_detection_proc = Process 
resource_flow_amount_out_detection_proc = Proces 


#def resource_preservation_amount_sum_calculate (name 
#env_value_consumption = 20 
#env_value_preservation_amount_full = 2000 


resource_preservation_amount_sum_calculate_proc 


### ま 変数 の 変更 が 必要 。 促進 信号 と 抑制 信号 の 両方 を 、 そ れ ぞ 


resource_flow_plus_minus_detection_proc = Proces 


resource_result_ 
resource_result_ 


cell_input_proc 


q_middle_output_ 
q_middle_output_ 


output_l_proc = Process (target=1 
output_2_proc = Process (target=1 


= Process(target=cell_input, arc 


array 1 = [] 
array_l.append(q_value_array_net 


cell_neuron_middle_1l_proc = Process (target=cell_ 


q_middle_output_ 
q_middle_output_ 


array_2 = [] 
array_2.append(q_value_array_nev 


cell_neuron_middle_2_proc = Process (target=cell_ 


q_middle_output_ 
q_middle_output_ 
q_middle_output_ 


array_3 = [] 
array_3.append(q_value_array_net 
array_3.append(q_value_array_net 


cell_neuron_middle_3_proc = Process (target=cell_ 


cell_output_l_proc = Process (target=cell_output, 
cell_output_2_proc = Process (target=cell_output 
cell_output_3_proc = Process (target=cell_output 


timer_sub_0O_proc.start 


) 


timer_sub_1_proc.start ( 


( 
) 
timer_sub_2_proc.start ( 
timer_sub_3_proc.start () 
timer_sub_a0_proc.start 
timer_sub_al_proc.start ( 

timer_sub_b0_proc.start 
timer_sub_bl_proc.start ( 


cell_input_proc. 


) 
() 
) 
() 
) 


start () 


cell_neuron_middle_1l_proc.start () 
cell_neuron_middle_2_proc.start() 
cell_neuron_middle_3_proc.start() 
cell_output_1l_proc.start () 


Se = = + 


cell_output_2_proc.start () 
cell_output_3_proc.start () 
resource_flow_amount_in_send_proc.start () 
resource_flow_amount_out_send_proc.start () 


resource_flow_amount_in_detection_proc.start () 
resource_flow_amount_out_detection_proc.start () 
resource_preservation_amount_sum_calculate_proc. 


resource_flow_plus_minus_detection_proc.start () 


resource_result_output_1l_proc.start () 
resource_result_output_2_proc.start () 


window = tk.Tk() 


frame_disp = tk.Frame() 
frame_a = tk.Frame() 
frame_bl = tk.Frame() 
frame_b2 = tk.Frame() 


label_a = tk.Label (master=frame_a, text="To inpv 
label_a. pack () 


label bl = tk.Label (master=frame_bl, text="In Tc 
label_b1l.pack () 


label_b2 = tk.Label (master=frame_b2, text="Out 了] 
label_b2.pack () 
entry_disp = tk.Entry(master=frame_disp) 


entry_disp.pack () 


entry_a = tk.Entry (master=frame_a) 
entry_a.insert(0, "100") 


entry_a.pack () 


entry_bl = tk.Entry (пазкег=Егапе_Ъ1) 
entry_bl.insert(0, "100") 
entry_bl.pack () 

entry_b2 = tk.Entry (master=frame_b2) 
entry_b2.insert(0, "100") 
entry_b2.pack () 


def command_a(): 
text_entry = entry_a.get () 
q_send_a.put (text_entry) 


# entry.delete(0, 4) 
# entry_a.delete(0, tk.END) 
# entry.insert(0, "Python") 


def command bl(): 
text_entry = entry_bl.get() 
q_send_bl.put (text_entry) 


# entry.delete(0, 4) 
# entry_a.delete(0, tk.END) 
# entry.insert(0, "Python") 


def command_b2(): 
text_entry = entry_b2.get() 
q_send_b2.put (text_entry) 


# entry.delete(0, 4) 
# entry_a.delete(0, tk.END) 
# entry.insert(0, "Python") 


button_a = tk.Button ( 
master=frame_a, 
text="Submit", 
width=25, 
height=5, 
bg="green", 


fg="white", 
command=lambda: window. quit () 
command=lambda: command_a() 


button_a.pack () 


button_bl = tk.Button( 
master=frame_bl, 
text="Submit", 
width=25, 
height=5, 
bg="blue", 
fg="white", 
command=lambda: window. quit () 
command=lambda: command bl () 


button_bl.pack () 


button_b2 = tk.Button ( 
master=frame_b2, 
text="Submit", 
width=25, 
height=5, 
bg="red" ; 
fg="white", 
command=lambda: window. quit () 
command=lambda: command_b2 () 


button_b2.pack () 


frame_disp.pack () 
frame_a.pack () 
frame_bl.pack () 
frame_b2.pack () 


window.mainloop () 


To return to the top page. 


Source code 4 2 


# coding: UTF-8 
import multiprocessing 


from multiprocessing import Process, Queue, 


import os 

import time 

import random 

import copy 

import tkinter as tk 


#env_value_input = 300 

env_value_input = 0 
env_value_input_plus = 1 
env_value_input_minus = -1 
env_value_output = [300,-300, 300] 
env_value_resource_preservation_init = 
env_value_consumption = 20 


env_value_preservation_amount_full = 2000 

cell_name_array_io_input = ['io_input_01', 'io_input_ 
cell_name_array_pm_output = ['pm_output_plus', 'pm_ou 
cell_name_array_neuron_input = ['nr_input_01', 'nr_ir 


Pipe 


cell_name_array_neuron_output = ['nr_output_01', 'nr_ 
cell_name_array_neuron_middle = ['nr_middle_01','nr_ 
cell_name_array_pm_detect = ['pm_detect_01"] 
cell_name_array_io_detect = ['io_detect_inflow', 'io_ 
cell_name_array_send = ['send_inflow', 'send_outflow' 
cell_name_array_p_amount = ['p_amount_01"] 
cell_facilitation_suppression_type_num_array_neuron_ 
cell_thickness_plasticity_type_num_array_neuron_midc 
cell_thinking_plasticity_type_num_array_neuron_middl 


sleep_time_lengt 
sleep_time_lengt 


h_input = 1 
h_neuron_middle = 2 


sleep_time_length_inflow = 0.4 
sleep_time_length_outflow = 0.2 
sleep_time_length_input_sum = 2 
sleep_time_length_result_out = 3.5 
spike_threshold_neuron_middle = 100 


output_value_neuron_middle = 100 
#output_value_result_out = 30 
input_for_sum_num_length = 10 
spike_num_percent = 0 


spike_threshold_learning_variable = 


sleep_time_length_neuron_middle_learning_variable 


input_low_threshold = 0 
input_high_threshold 


= 1000 
input_amp_variable = 1. 


a 
二 


event_array = [] 
for sub_num_a in range (4): 


event_temp = multiprocessing.Event () 


event_array.append (event_temp) 


cell_neuron_middle_all_num = 7 
cell_input_all_num = 1 
cell_output_all_num = 1 
cell_new_connection_target_all_num = 
#cell_new_connection_target_all_num 


q_value_array_neuron_middle = [] 


cell _neuron_mic 
cell _neuron_mi 


q_value_array_connection_target = [] 


#for value_num_i in range(cell_new_connection_target 

for value_num_i in range (cell_neuron_middle_all_num) 

#No.0. 中间 神经 细胞 1D 入 力 值 。 No.1. 出力 細胞 1 の 入力 値 。 nN 
q_temp = Queue () 

+ q_value_array_connection_target.append(q_temp) 
q_value_array_neuron_middle.append(q_temp) 


q_value_array_neuron_input = [] 

for value_num_i in range(cell_input_all_num): 
q_temp = Queue () 
q_value_array_neuron_input.append(q_temp) 


q_value_array_neuron_output = [] 

for value_num_i in range(cell_output_all_num): 
q_temp = Queue () 
q_value_array_neuron_output.append(q_temp) 


q_value_array_initial = [] 

for value_num_i in range(2): #36, Е, 
q_temp = Queue () 
q_value_array_initial.append(q_temp) 


q_value_array_interval = [] 

for value_num_i in range(2): #36, Е 
q_temp = Queue () 
q_value_array_interval.append(q_temp) 


q_value_array_env_common = [] 

for value_num_i in range(1): # 环 境 变数 。 
q_temp = Queue () 
q_value_array_env_common.append(q_temp) 


q_value_array_flow_in_out = [] 
for value_num_i in range(2): # 流 入 。 流 出 。 
q_temp = Queue () 


q_value_array_flow_in_out.append(q_temp) 


#qQ_value_array_resource_preservation = [] 


#for value_num_i in гапае(1): #8. 
# q_temp = Queue () 
# q_value_array_flow_in_out.append(q_temp) 


q_value_array_flow_plus_minus = [] 

for value_num_i in range(2): # プ ラス 。 マ イナ ス 。 
q_temp = Queue () 
q_value_array_flow_plus_minus.append(q_temp) 


q_value_array_facilitate_inhibit = [] 

for value_num_i in range (4): # プ ラス 。 マ イナ ス 。 
q_temp = Queue () 
q_value_array_facilitate_inhibit.append(q_temp) 


q_value_array_pm_temp = [] 


def add_new_item_to_existing_list_with_all_list_witt 
new_list = [] 
new_list = copy.copy(existing_list) 
out_num_temp = random.randint (0, (len(all_list) ) 
new_list.append(all_list [out_num_temp] ) 
return new_list 


def subprocess_timer(sleep_time_length, event): 
sleep_time_length_changed = sleep_time_length 


count = 0 
event.set() # ЖЛЭ95с 4. Ignite. Зажигание. 点 
while True: 

event.clear() # 発火 し な いこ と 。Do not ignite 


time.sleep(sleep_time_length_changed) 


аеЕ 


аеЕ 


аеЕ 


event.set() # #KTScKeK, Ignite. Зажигани 


subprocess_timer_using_queue (sleep_time_length, 
sleep_time_length_changed = sleep_time_length 
q_len_now = 0 
count = 0 
event.set() # 発火 する こと 。Ignite. Зажигание. 点 | 
while True: 

#print ("Ssleep_time_length now=" + str(sleep_ 


event.clear() # 発火 し な いこ と 。Do not ignite 
time.sleep(sleep_time_length_changed) 
event.set() # #KTScKeK, Ignite. Зажигание 
if(q.empty() == False): 


q_len_now = q.qsize() 

for q_num_i in range(q_len_now) : 
sleep_time_length_changed = floé 

print ("event sleep_time_length_chanc 


resource_flow_amount_in_out_send (name, env_value_ 
value_array = ['',''] 
gq_input_get_array = [] 
while True: 
if event_array.is_set(): 
env_value_temp = float (q_input. 
q_env_send.put (env_value_output) 
print (name + " env_value_send=" + str(er 


resource_flow_amount_in_out_detection (name, facil 


env_value_input = env_value_input_origin 
value_array = ['','"] 
low_amp_times_num = 1 


high_amp_times_num = -1 


q_input_get_array = [1] 
while True: 
time.sleep (sleep_time_length) 


if (q_env_received.empty() == False): 

q_input_len_now = q_env_received.qsize() 
for q_input_num_i in range(q_input_len_r 
env_value_input = env_value_inpu 

# if (env_value_input < 0): 

# env_value_input = 0 
env_value_input = env_value_input * faciliteé 
# print (name + " env_value_now=" + str (env_ve 
# for q_output_array_i in range (len(q_output_ 

# if (env_value_input > 0): 
# q_output_array[q_output_array_i].pv 


gq_output_array.put (env_value_input) 
gq_output_2_array.put (env_value_input) 
print(name + ' ' + str(env_value_input) + ' 
env_value_input = 0 


def resource_preservation_amount_sum_calculate (name, 


env_value_input = env_value_input_origin 
env_value_consumption = env_value_consumption_o1 
env_value_preservation_amount_full = епу_уа1ае_т 
value_array = ['','"] 

low_amp_times_num = 1 

high_amp_times_num = -1 

preservation_rate = 0 


q_input_get_array = [] 
while True: 
time.sleep (sleep_time_length) 
if (q_env_received.empty() == False): 
gq_input_len_now = q_env_received.qsize() 
for q_input_num_i in range(q_input_len_r 
env_value_input = env_value_inpu 
# if (env_value_input < 0): 
# env_value_input = 0 


env_value_input = env_value_input - епу_уа1х 


+ env_value_input = env_value_input * facilit 
# print (name + " env_value_now=" + str (env_ve 
# for q_output_array_i in range (len(q_output_ 
# if (env_value_input > 0): 
# gq_output_array[q_output_array_i].pv 
# gq_output_array.put (env_value_input) 
print(name + ' resource_preservation_amount 
preservation_rate = env_value_input / env_ve 
print(name + ' resource_preservation_rate= 
if ((preservation_rate < 0.1) and (preservati 
print(name + ' The living thing has bee 
# env_value_input = 0 
if (env_value_input < 0): 
print(name + ' The living thing was tex 


def resource_flow_plus_minus_detection (name, facilité 
value_array = ['',''] 
gq_input_get_array = [] 
q_output_array_changed = [] 

# q_output_array_changed = copy.deepcopy (q_output 
q_output_array_changed = q_output_array 
input_for_sum_array = [] 
gq_output_value_learned = 


q_output_value 


sum_of_inputs_pre = 0 
sum_of_inputs_now = 0 
learned_value_for_q_output = 0 


first_flag = 0 
sleep_time_length_neuron_middle_learned = sleep_ 
while True: 

if event_array[0].is_set(): # 発火 タイ ミン グ カ 


print (name + " spike_event_occred\n") 
if (q_input.empty() == False): 


Se = = +++ 


q_input_len_now = gq_input.qsize() 
for q_input_num_i in range(q_input_] 
q_input_get_array.append (int 


print (name + ' q_input_get_array=") 
print (q_input_get_array) 
print ("\n") 


q_input_sum = 0 
for q_input_array_i in range(len(q_i 
gq_input_sum = q_input_sum + q_ir 


if (q_input_sum == q_input_sum): 
if (q_input_sum >= spike_threshold): 
if (len (q_output_array_changed) 
for q_output_array_i in rar 
q_output_array_changed | 
q_output_array_changed | 


print ("len (q_output_array_chanc 
q_output_array_changed = add_ne 


input_for_sum_array. append ( 

input_for_sum_array. append ( 

if (len (input_for_sum_array) 
input_for_sum_array.pop 

q_input_get_array = [] 

else: 

input_for_sum_array.append (0) 

if (len (input_for_sum_array) > input_ 
input_for_sum_array.pop (0) 


q_output_ 
q_input_s 


> 
(0) 


if event_array[1l].is_set(): # 集計 タイ ミン グ カ 
print (name + " sum_event_occred\n") 
sum_of_inputs_pre = sum_of_inputs_now 
sum_of_inputs_now = sum(input_for_sum_a1 
print (name + ' input_for_sum_array=") 


print (input_for_sum_array) 


print (name + ' sum inputs пом=!' + str(st 
if (first_flag > 0): 
# learned_value_for_q_output = (Sum < 
# q_output_value_learned = qd_output_ 
# print ("learned_value_for_q_output=" 


spike_threshold = spike_threshold ” 
print ("learned_spike_threshold=" + 
sleep_time_length_neuron_middle_lee 
print ("sleep_time_length_neuron_mic 
q_value_interval_array[0].put (sleer 
if (sum_of_inputs_now < 0): 
#'sum_value_minus_thus_inhibit' 
q_value_interval_array[1].put (-1 
q_value_interval_array[3].put (1) 
# print('') 
elif (sum_of_inputs_now > 0): 
#'sum_value_plus_thus_facilitate 
q_value_interval_array[0].put (1) 
q_value_interval_array[2].put (-1 


Se = = + + 


е1зе: 
# q_value_interval_array[0].put(' 
# q_value_interval_array[0].put(' 
sum_of_inputs_now = sum_of_input 
else: 


first_flag = 1 


def resource_result_output (name, env_value_output, q_i 
value_array = ['','"] 
gq_input_get_array = [] 
while True: 

# env_value_temp = float (q_input.get (True) ) 
env_value_temp = str(q_input.get (True) ) 
print (name + " env_value_changed=" + str(en\ 
print (name + " env_value_output=" + str(env_ 


q_env_send.put (env_value_output) 
# print (name + " env_value_change_minus=" + < 


def cell_input (name, env_value_input_origin, q_output_ 


env_value_input = env_value_input_origin 
value_array = ['',''] 

low_amp_times_num = 1 

high_amp_times_num = -1 


q_input_get_array = [] 
while True: 
time.sleep (sleep_time_length) 


if (q_env_received.empty() == False): 
gq_input_len_now = q_env_received.qsize() 
for q_input_num_i in range(q_input_len_r 
# env_value_input = env_value_ing 
env_value_input = int (q_env_rece 
if (env_value_input < 0): 
env_value_input = 0 
print (name + " env_value_now=" + str(env_val 


for q_output_array_i in range(len(q_output_z 


if (env_value_input < input_low_thresholc 


print (name + " env_value is too low. 
env_value_input = env_value_input * 
print (name + " env_value_changed=" 4 


if (env_value_input < input_low_thres 
low_amp_times_num = low_amp_time 

elif (env_value_input > input_high_threst 
print (name + " env_value is too higt 
env_value_input = env_value_input * 
print (name + " env_value_changed=" 4 

if (env_value_input > input_high_thre 


аеЕ 


аеЕ 


high_amp_times_num = high_amp_ti 


else: 
env_value_input = env_value_input 
if (env_value_input > 0): 
gq_output_array [gqg_output_array_i].put 


cell_output (name, env_value_output, q_input, q_env_ 
value_array = ['',''] 

gq_input_get_array = [] 

while True: 


env_value_temp = float (q_input.get (True) ) 
q_env_send.put (env_value_output) 
print (name + " env_value_change="_ + str(env_ 


cell_neuron_middle (name, facilitation_suppressior 

value_array = ['',''] 

q_input_get_array = [] 

q_output_array_changed = [] 
q_output_array_changed = copy.deepcopy (q_output 

q_output_array_changed = q_output_array 
input_for_sum_array = [] 

gq_output_value_learned = 


gq_output_value 


sum_of_inputs_pre = 0 
sum_of_inputs_now = 0 
learned_value_for_q_output = 0 


first_flag = 0 
sleep_time_length_neuron_middle_learned = sleep_ 
while True: 


if event_array[0].is_set(): # 発火 タイ ミン グ ナ 
print (name + " spike_event_occred\n") 
if (q_input.empty() == False): 


q_input_len_now = q_input.qsize () 

for q_input_num_i in range(q_input_1] 
q_input_get_array.append (int 

print (name + ' q_input_get_array=") 

print (q_input_get_array) 

print ("\n") 


gq_input_sum = 0 
for q_input_array_i in range(len(q_i 
gq_input_sum = q_input_sum + q_ir 


if (q_input_sum >= spike_threshold): 
if (len (q_output_array_changed) > 
for q_output_array_i in ranc 
q_output_array_changed[c 


if (thinking_plasticity_type_num 
print (name + " len(gq_output_ 
q_output_array_changed = adc 


input_for_sum_array.append (q_output_ 

if (len (input_for_sum_array) > input_ 
input_for_sum_array.pop (0) 

q_input_get_array = [] 

else: 

input_for_sum_array.append (0) 

if (len (input_for_sum_array) > input_ 
input_for_sum_array.pop (0) 


if event_array[1l].is_set(): # 集計 タイ ミン グ カ 
print (name + " sum_event_occred") 
sum_of_inputs_pre = sum_of_inputs_now 
sum_of_inputs_now = sum(input_for_sum_a1 
if (first_flag > 0): 

if (thickness_plasticity_type_num == 


learned_value_for_q_output = (st 
q_output_value_learned = q_outpt 
print (name + " learned_value_fo1 


spike_threshold = spike_threshol 
print (name + " learned_spike_th1 


sleep_time_length_neuron_middle_ 
print (name + " sleep_time_lengtlI 
q_value_interval_array[0].put (31 


else: 
spike_threshold = spike_threshol 
spike_threshold = spike_threshc 


else: 
first_flag = 1 


####f0r Windows 


if name == '  main__': 
HHH HHH 
q_send_disp = Queue () 
q_send_a = Queue () 
q_send bl = Queue () 
q_send_b2 = Queue () 
# timer_sub_O_proc = Process (target=subprocess_ti 
timer_sub_l_proc = Process (target=subprocess_tin 
# timer_sub_2_ proc = Process (target=subprocess_ti 
timer_sub_3 proc = Process (target=subprocess_tin 
# timer_sub_a0_proc = Process (target=subprocess_t 
timer_sub_al_proc = Process (target=subprocess_ti 
# timer_sub_b0O_proc = Process (target=subprocess_t 
timer_sub_bl_proc = Process (target=subprocess_ti 
# resource_flow_amount_in_send_proc = Process (tar 
# resource_flow_amount_out_send_proc = Process (ts 


resource_flow_amount_in_detection_proc = Proces 
resource_flow_amount_out_detection_proc = Proce 
resource_flow_amount_in_detection_proc = Process 
resource_flow_amount_out_detection_proc = Proces 


#def resource_preservation_amount_sum_calculate (name 
#env_value_consumption = 20 
#env_value_preservation_amount_full = 2000 


resource_preservation_amount_sum_calculate_proc 


### ま 変数 の 変更 が 必要 。 促進 信号 と 抑制 信号 の 両方 を 、 そ れ ぞ 


resource_flow_plus_minus_detection_proc = Proces 


resource_result_output_l_proc = Process (target=1 
resource_result_output_2_proc Process (target=1 


cell_input_proc = Process(target=cell_input, arc 


q_middle_output_array_1 = [] 
q_middle_output_array_1l.append(q_value_array_net 
q_middle_output_array_1l.append(q_value_array_net 


cell_neuron_middle_1l_proc = Process (target=cell_ 


q_middle_output_array_2 = [] 
q_middle_output_array_2.append(q_value_array_net 
cell_neuron_middle_2_ proc = Process (target=cell_ 


q_middle_output_array_3 = [] 
q_middle_output_array_3.append(q_value_array_net 
cell_neuron_middle_3_proc = Process (target=cell_ 


q_middle_output_array_4 = [] 
q_middle_output_array_4.append(q_value_array_net 
cell_neuron_middle_1l_proc = Process (target=cell_ 


q_middle_output_array_5 = [] 
q_middle_output_array_5.append(q_value_array_net 
cell_neuron_middle_1l_proc = Process (target=cell_ 


q_middle_output_array_6 = [] 

q_middle_output_array_6.append(q_value_array_net 
q_middle_output_array_6.append(q_value_array_net 
cell_neuron_middle_1l_proc = Process (target=cell_ 


q_middle_output_array_7 = [] 
q_middle_output_array_7.append(q_value_array_net 
cell_neuron_middle_1l_proc = Process (target=cell_ 


cell_output_l_proc = Process (target=cell_output, 
cell_output_2_proc = Process (target=cell_output 
cell_output_3_proc = Process (target=cell_output 


timer_sub_0O_proc.start () 
timer_sub_1_proc.start () 
timer_sub_2_proc.start () 
timer_sub_3_proc.start () 
timer_sub_a0_proc.start () 
timer_sub_al_proc.start() 
timer_sub_b0_proc.start () 
timer_sub_bl_proc.start() 


cell_input_proc.start () 
cell_neuron_middle_1l_proc.start () 
cell_neuron_middle_2_proc.start() 
cell_neuron_middle_3_proc.start () 
cell_output_1l_proc.start () 
cell_output_2_proc.start () 
cell_output_3_proc.start () 
resource_flow_amount_in_send_proc.start () 


# 


resource_flow_amount_out_send_proc.start () 
resource_flow_amount_in_detection_proc.start () 
resource_flow_amount_out_detection_proc.start () 
resource_preservation_amount_sum_calculate_proc. 


resource_flow_plus_minus_detection_proc.start () 


resource_result_output_1l_proc.start () 
resource_result_output_2_proc.start () 


window = tk.Tk() 


frame_disp = tk.Frame() 
frame_a = tk.Frame() 
frame_bl = tk.Frame() 
frame_b2 = tk.Frame() 


label_a = tk.Label (master=frame_a, text="To inpv 
label_a.pack () 


label bl = tk.Label (master=frame_b1l, text="In Tc 
label_b1l.pack () 


label_b2 = tk.Label (master=frame_b2, text="Out 1 
label_b2.pack () 

entry_disp = tk.Entry(master=frame_disp) 
entry_disp.pack () 

entry_a = tk.Entry (master=frame_a) 
entry_a.insert (0, "100") 


entry_a.pack () 


entry_bl = tk.Entry(master=frame_b1) 


entry_bl.insert(0, "100") 
entry_bl.pack () 

entry_b2 = tk.Entry (master=frame_b2) 
entry_b2.insert(0, "100") 
entry_b2.pack () 


def command_a(): 
text_entry = entry_a.get () 
q_send_a.put (text_entry) 


# entry.delete(0, 4) 
# entry_a.delete(0, tk.END) 
# entry.insert(0, "Python") 


def command bl(): 
text_entry = entry_bl.get() 
q_send_bl.put (text_entry) 


# entry.delete(0, 4) 
# entry_a.delete(0, tk.END) 
# entry.insert(0, "Python") 


def command_b2(): 
text_entry = entry_b2.get() 
q_send_b2.put (text_entry) 


# entry.delete(0, 4) 
# entry_a.delete(0, tk.END) 
# entry.insert(0, "Python") 


button_a = tk.Button ( 
master=frame_a, 
text="Submit", 
width=25, 
height=5, 
bg="green", 
fg="white", 
command=lambda: window. quit () 
command=lambda: command_a() 


button_a.pack () 


Dutton bl = tk.Button ( 
master=frame_bl, 
text="Submit", 
width=25, 
height=5, 
bg="blue", 
fg="white", 

command=lambda: window. quit () 
command=lambda: command bl () 


button_bl.pack () 


button_b2 = tk.Button( 
master=frame_b2, 
text="Submit", 
width=25, 
height=5, 
bg="red" Е 
fg="white", 
command=lambda: window. quit () 
command=lambda: command_b2 () 


button_b2.pack () 


frame_disp.pack () 
frame_a.pack () 
frame_bl.pack () 
frame_b2.pack () 


window.mainloop () 


To return to the top page. 


Source code 5 


# coding: UTF-8 

import multiprocessing 

import subprocess 

from multiprocessing import Process, Queue, Pipe 
import os 

import time 

import random 

import copy 

import tkinter as tk 

import psutil #pip install psutil 

from subprocess import check_output 

import signal 

import sys # python の シス テム 関連 の モジ ュー ル る る 
from signal import SIGINT 

import math 


#env_value_input = 300 
env_value_input = 0 
env_value_input_plus = 1 
env_value_input_minus = -1 
env_value_output = [300,-300,600,-600] 


env_value_feedback_output = [300,300,300, 300] 


env_value_resource_preservation_init = 1000 


env_value_consumption = 20 
env_value_preservation_amount_full = 2000 
cell_name_array_io_input = ['io_input_01', 'io_input_ 
cell_name_array_pm_output = ['pm_output_plus', 'pm_ou 
cell_name_array_neuron_input = ['nr_input_01', 'nr_ir 
cell_name_array_neuron_output = ['nr_output_01', 'nr_ 
cell_name_array_neuron_middle = ['nr_middle_01', 'nr_ 
cell_name_array_pm_detect = ['pm_detect_01"] 
cell_name_array_io_detect = ['io_detect_inflow', 'io_ 
cell_name_array_send = ['send_inflow', 'send_outflow' 
cell_name_array_p_amount = ['p_amount_01'] 
cell_name_array_termination = ['bio_termination'] 
env_name_array_mediate = ['mediate_01', 'mediate_02', 
cell_facilitation_suppression_type_num_array_neuron_ 
cell_thickness_plasticity_type_num_array_neuron_midc 
cell_thinking_plasticity_type_num_array_neuron_middl 
cell _feedback_add_multiplicate_flag_num_array_neuror 
cell_feedback_newest_average_flag_num_array_neuron_n 
cell_facilitation_suppression_type_num_array_pm = [1 
cell_thickness_plasticity_type_num_array_pm = [0,0] 
cell_thinking_plasticity_type_num_array_pm = [0,0] 


sleep_time_length_input = 1 
sleep_time_length_neuron_middle = 2 
sleep_time_length_inflow = 0.4 
sleep_time_length_outflow = 0.2 
sleep_time_length_input_sum = 2 
sleep_time_length_result_out = 3.5 
spike_threshold_neuron_middle 
output_value_neuron_middle = 100 
#output_value_result_out = 30 
input_for_sum_num_length = 10 
spike_num_percent = 0 
spike_threshold_learning_variable = 


ll 
bh 
© 
© 


input_low_threshold = 0 
input_high_threshold = 
input_amp_variable = 1. 
sigmoid_logistic_flag = 2 


1.1 
sleep_time_length_neuron_middle_learning_variable 


event_array = [] 

for sub_num_a in range (4): 
event_temp = multiprocessing.Event () 
event_array.append (event_temp) 


cell_neuron_middle_all_num = 6 

cell_input_all_num = 1 

cell_output_all_num = 3 
cell_new_connection_target_all_num = cell_neuron_mic 
#cell_new_connection_target_all_num = cell_neuron_mi 
io_mediate_all_num = 5 


q_value_array_neuron_middle = [] 
q_value_array_connection_target = [] 


#for value_num_i in range(cell_new_connection_target 

for value_num_i in range (cell_neuron_middle_all_num) 

#No.0. 中间 神经 细胞 1D 入 力 值 。 No.1. 出力 細胞 1 の 入力 値 。 nN 
q_temp = Queue () 

+ q_value_array_connection_target.append(q_temp) 
q_value_array_neuron_middle.append(q_temp) 


q_value_array_neuron_input = [] 

for value_num_i in range(cell_input_all_num): 
q_temp = Queue () 
q_value_array_neuron_input.append(q_temp) 


q_value_array_neuron_output = [] 

for value_num_i in range(cell_output_all_num): 
q_temp = Queue () 
q_value_array_neuron_output.append(q_temp) 


q_value_array_initial = [] 

for value_num_i in range(2): #36, Я, 
q_temp = Queue () 
q_value_array_initial.append(q_temp) 


q_value_array_interval = [ 
for value_num_i in range(2): #36, Е 
q_temp = Queue () 
q_value_array_interval.append(q_temp) 


q_value_array_mediate = [] 

for value_num_i in range(io_mediate_all_num): #5482 
q_temp = Queue () 
q_value_array_mediate.append(q_temp) 


q_value_array_env_common = [] 

for value_num_i in range(1): # 環 境 変 数 。 
q_temp = Queue () 
q_value_array_env_common.append(q_temp) 


q_value_array_flow_in_out = [] 

for value_num_i in range(2): # 流 入 。 流 出 。 
q_temp = Queue () 
qd_Value_array_ flow_ in_ out .append (q_temp) 


q_value_array_feedback_send = [1] 

for value_num_i in гапде (cell_neuron_middle_all_num) 
q_temp = Queue () 
q_value_array_feedback_send.append(q_temp) 


#qQ_value_array_resource_preservation = [] 


#for value_num_i in range(1): #8. 

# q_temp = Queue() 

# q_value_array_flow_in_out.append(q_temp) 
q_value_array_flow_plus_minus = [] 


for value_num_i in range(2): # プ ラス 。 マ イナ ス 。 
q_temp = Queue () 
q_value_array_flow_plus_minus.append(q_temp) 


q_value_array_sum_of_inputs_now_out_array = [] 

for value_num_i in range(4): # プ ラス 。 マ イナ ス 。 
q_temp = Queue () 
q_value_array_sum_of_inputs_now_out_array.appenc 


q_value_array_facilitate_inhibit = [] 

for value_num_i in range (4): # プ ラス 。 マ イナ ス 。 
q_temp = Queue () 
q_value_array_facilitate_inhibit.append(q_temp) 


q_value_array_pm_temp = [] 


q_value_feedback_calc_out = Queue () 


def stable_sigmoid (x): 


if x >= 0: 
Z = math.exp (-х) 
sig = 1 / (1 + 2) 
return sig 

else: 
Z = math.exp (x) 
sig =z / (1 + 2) 
return sig 


def add_new_item_to_existing_list_with_all_list_witt 
new_list = [] 
new_list = copy.copy (existing_list) 
out_num_temp = random.randint (0, (len(all_list) ) 
new_list.append(all_list [out_num_temp] ) 
return new_list 


def subprocess_timer(sleep_time_length, event): 
sleep_time_length_changed = sleep_time_length 


count = 0 

event.set() # ЖЛЭ95ес 4. Ignite. Зажигание. 点 

while True: 
event.clear() # ЖАЦЖИСС. Do not ignite 
time.sleep (sleep_time_length_changed) 
event.set() # #KTScKeK, Ignite. Зажигани 


def subprocess_timer_using_queue (sleep_time_length, 
sleep_time_length_changed = sleep_time_length 
q_len_now = 0 
count = 0 
event.set() # 発火 する こと 。Ignite. Зажигание. 点 | 
while True: 
#print ("Sleep_time_length now=" + str(sleep_ 


event.clear() # 発火 し な いこ と 。Do not ignite 
time.sleep(sleep_time_length_changed) 
event.set() # #KTScEeK, Ignite. Зажигание 
if(q.empty() == False): 


q_len_now = q.qsize() 

for q_num_i in range(q_len_now) : 
sleep_time_length_changed = flos 

print ("event sleep_time_length_chanc 


def resource_flow_amount_in_out_send (name, env_value_ 
value_array = ['',''] 
q_input_get_array = [] 
while True: 
if event_array.is_set(): 
# env_value_temp = float (q_input. 
q_env_send.put (env_value_output) 
print (name + " env_value_send=" + str(er 


def resource_flow_amount_in_out_detection (name, facil 


env_value_input = env_value_input_origin 


value_array = ['',''] 
low_amp_times_num = 1 
high_amp_times_num = -1 


gq_input_get_array = [] 
while True: 
time.sleep (sleep_time_length) 


if (q_env_received.empty() == False): 

q_input_len_now = q_env_received.qsize() 
for q_input_num_i in range(q_input_len_r 
env_value_input = env_value_inpu 

# if (env_value_input < 0): 

# env_value_input = 0 
env_value_input = env_value_input * facilitée 
# print (name + " env_value_now=" + str (env_ve 
# for q_output_array_i in range (len(q_output_ 

# if (env_value_input > 0): 
# gq_output_array[q_output_array_i].pv 


gq_output_array.put (env_value_input) 
gq_output_2_array.put (env_value_input) 
print(name + ' ' + str(env_value_input) + ' 
env_value_input = 0 


def resource_preservation_amount_sum_calculate (name, 


env_value_input = env_value_input_origin 
env_value_consumption = env_value_consumption_o1 
env_value_preservation_amount_full = епу_уа1ае_т 
value_array = ['',''] 

low_amp_times_num = 1 

high_amp_times_num = -1 

preservation_rate = 0 


gq_input_get_array = [] 
while True: 
time.sleep (sleep_time_length) 
if (q_env_received.empty() == False): 


q_input_len_now = q_env_received.qsize() 
for q_input_num_i in range(q_input_len_r 


env_value_input = env_value_inpu 
# if (env_value_input < 0): 
# env_value_input = 0 
env_value_input = env_value_input - env_valt 
# env_value_input = env_value_input * facilit 
# print (name + " env_value_now=" + str (env_ve 
# for q_output_array_i in range (len(q_output_ 
# if (env_value_input > 0): 
# gq_output_array[q_output_array_i].pv 
# gq_output_array.put (env_value_input) 
print(name + ' resource_preservation_amount 
preservation_rate = env_value_input / env_ve 
print(name + ' resource_preservation_rate= 
if((preservation_rate < 0.1) and (preservati 
print(name + ' The living thing has bee 
# env_value_input = 0 
if (env_value_input < 0): 
print(name + ' The living thing will te 


q_bio_terminate.put("1") 


def resource_flow_plus_minus_detection (name, facilité 
value_array = ['',''] 
q_input_get_array = [] 
q_output_array_changed = [] 
q_value_calc_out_array_changed = [] 

# q_output_array_changed = copy.deepcopy (q_output 
q_output_array_changed = q_output_array 
q_value_calc_out_array_changed = q_value_calc_ot 
input_for_sum_array = [] 
q_output_value_learned = q_output_value 
sum_of_inputs_pre = 0 
sum_of_inputs_now = 0 
learned_value_for_q_output = 0 


Se = + = ++ 


sum_of_inputs_now_out = 0 

first_flag = 0 
sleep_time_length_neuron_middle_learned = sleep_ 
while True: 


if event_array[0].is_set(): # BXYT= Tt 
print (name + " spike_event_occred\n") 
if (q_input.empty() == False): 


gq_input_len_now = q_input.qsize() 
for q_input_num i in range(q_input_1] 
q_input_get_array.append (int 


print (name + ' q_input_get_array=") 
print (q_input_get_array) 
print ("\n") 


q_input_sum = 0 
for q_input_array_i in range(len(q_i 
gq_input_sum = q_input_sum + q_ir 


if (q_input_sum == q_input_sum): 
if (q_input_sum >= spike_threshold): 
if (len (q_output_array_changed) 
for q_output_array_i in rar 
q_output_array_changed | 
gq_output_array_changed | 


print ("len (q_output_array_chanc 
q_output_array_changed = add_ne 


input_for_sum_array. append ( 

input_for_sum_array. append ( 

if (len (input_for_sum_array) 
input_for_sum_array.pop 

q_input_get_array = [] 

else: 

input_for_sum_array.append (0) 

if (len (input_for_sum_array) > input_ 
input_for_sum_array.pop (0) 


q_output_ 
q_input_s 


> 
(0) 


Se = = += + 


if event_array[1].is_set(): # #HOT= Tt 


print (name + " sum_event_occred\n") 

sum_of_inputs_pre = sum_of_inputs_now 

sum_of_inputs_now = sum(input_for_sum_a1 

print (name + ' input_for_sum_array=") 

print (input_for_sum_array) 

print ('\n"') 

print (name + ' sum inputs now=' + str(st 

if (first_flag > 0): 
learned_value_for_q_output = (sum_c 


gq_output_value_learned = qd_output_ 
print ("learned_value_for_q_output=" 


spike_threshold = spike_threshold * 
print ("learned_spike_threshold=" + 
sleep_time_length_neuron_middle_leeg 
print ("sleep_time_length_neuron_mic 
q_value_interval_array[0].put (sleer 
if (abs (sum_of_inputs_now) > 0): 


if (sigmoid_logistic_flag == 1): 
sum_of_inputs_now_out = stak 
elif (Sigmoid_logistic_flag == 2) 
sum_of_inputs_now_out = matt 
else: 
sum_of_inputs_now_out = abs 
print (name + " sum_of_inputs_now_out 


if (sum_of_inputs_now < 0): 
#'sum_value_minus_thus_inhibit' 
q_value_calc_out_array_changed [1 
q_value_calc_out_array_changed[: 

print('') 

elif (sum_of_inputs_now > 0): 
#'sum_value_plus_thus_facilitate 
q_value_calc_out_array_changed[( 
q_value_calc_out_array_changed[z 


else: 


# q_value_interval_array[0].put(' 
# q_value_interval_array[0].put(' 
sum_of_inputs_now = sum_of_input 


#Q_value_calc_out.put (sum_of_inputs_ 


if (sum_of_inputs_now < 0): 
#'sum_value_minus_thus_inhibit' 
q_value_interval_array[1].put (-1 
q_value_interval_array[3].put (1) 

# print('') 

elif (sum_of_inputs_now > 0): 
#'sum_value_plus_thus_facilitate 
q_value_interval_array[0].put (1) 
q_value_interval_array[2].put (-1 


else: 
# q_value_interval_array[0].put(' 
# q_value_interval_array[0].put(' 
sum_of_inputs_now = sum_of_input 
else: 


first_flag = 1 


def resource_result_output (name, env_value_output, q_i 
value_array = ['','"] 
q_input_get_array = [] 
while True: 


# env_value_temp = float (q_input.get (True) ) 
env_value_temp = int (q_value_calc_input.get | 
#env_value_temp = env_value_temp * env_value 
#env_value_temp = q_input.get (True) 
print (name + " resource_value_changed=" + st 

# print (name + " env_value_output=" + str(en\ 

# print (name + " env_value_output=" + str(en\ 

# q_env_send. put (env_value_output) 

# q_env_send.put (env_value_temp * env_value_c 


q_env_send.put (env_value_temp) 


+ print (name + " env_value_change_minus=" + < 


def cell_input (name, env_value_input_origin, q_output_ 


env_value_input = env_value_input_origin 
value_array = ['','"] 

low_amp_times_num = 1 

high_amp_times_num = -1 


q_input_get_array = [] 
while True: 
time.sleep (sleep_time_length) 


if (q_env_received.empty() == False): 
gq_input_len_now = q_env_received.qsize() 
for q_input_num_i in range(q_input_len_r 
# env_value_input = env_value_ing 
env_value_input = int (q_env_rece 
if (env_value_input < 0): 
env_value_input = 0 
print (name + " env_value_now=" + str(env_val 


for gq_output_array_i in range(len(q_output_z 


if (env_value_input < input_low_thresholc 


print (name + " env_value is too low. 
env_value_input = env_value_input * 
print (name + " env_value_changed=" 4 


if (env_value_input < input_low_thres 
low_amp_times_num = low_amp_time 

elif (env_value_input > input_high_threst 
print (name + " env_value is too higt 
env_value_input = env_value_input * 
print (name + " env_value_changed=" 4 


аеЕ 


аеЕ 


if (env_value_input > input_high_thre 
high_amp_times_num = high_amp_ti 


else: 
env_value_input = env_value_input 
if (env_value_input > 0): 
gq_output_array [g_output_array_i].put 


cell_output (name, env_value_output, q_input, q_env_ 

value_array = ['',''] 

q_input_get_array = [] 

while True: 
env_value_temp = float (q_input.get (True) ) 
q_env_send.put (env_value_output) 
print (name + " env_value_change=" 


+ str (env_ 


cell_neuron_middle (name, facilitation_suppressior 
value_array = ['',''] 
q_input_get_array = [] 
gq_output_array_changed = 
#q_output_array_changed = 
q_output_array_changed = 
input_for_sum_array = [] 
q_resource_feedback_get_array = [] 
q_resource_feedback_sum = 0 


[ ] 
copy.deepcopy (q_output 
q_output_array 


q_resource_feedback_average = 0 
q_resource_feedback_newest = 0 
q_output_value_learned = q_output_value 
sum_of_inputs_pre = 0 

sum_of_inputs_now = 0 


learned_value_for_gq 
first_flag = 0 
feedback_result_value = 1 
feedback_result_value_init 


output = 0 


ll 
bh 


sleep_time_length_neuron_middle_learned = 
while True: 
if event_array[0].is_set(): # 発火 タイ ミン グ カ 
print (name + " spike_event_occred\n") 


sleep_ 


if (q_input.empty() == False): 
q_input_len_now = q_input.qsize() 
for q_input_num_i in range(q_input_1] 
q_input_get_array.append (int 


print (name + ' q_input_get_array=") 
print (q_input_get_array) 
print ("\n") 


gq_input_sum = 0 
for q_input_array_i in range(len(q_i 
q_input_sum = q_input_sum + q_ir 


if (q_input_sum >= spike_threshold): 

if (len (q_output_array_changed) > 
for q_output_array_i in ranc 
if (feedback_add_multipli 
q_output_array_chanc 
elif (feedback_add_multix 
q_output_array_chanc 

else: 
q_output_array_chanc 


if (thinking_plasticity_type_num 
print (name + " len(q_output_ 
q_output_array_changed = adc 


input_for_sum_array.append (q_output_ 

if (len (input_for_sum_array) > input_ 
input_for_sum_array.pop (0) 

q_input_get_array = [] 

else: 

input_for_sum_array.append (0) 

if (len (input_for_sum_array) > input_ 
input_for_sum_array.pop (0) 


#q_resource_feedback 
if (q_resource_feedback.empty() == False) 


q_resource_feedback_len_now = q_resc 
for q_resource_feedback_num_i in rar 
#q_resource_feedback_get_arr 
q_resource_feedback_get_arré 


print (name + ' q_resource_feedback_c 
print (q_resource_feedback_get_array) 
print ("\n") 
q_resource_feedback_sum = 0 
q_resource_feedback_newest = 0 
for q_resource_feedback_array_i in 1 
q_resource_feedback_sum = а_гезс 
q_resource_feedback_newest = q_1 
q_resource_feedback_average = qd_resc 
if (feedback_newest_average_flag == 
feedback_result_value = q_resour 
elif (feedback_newest_average_flag == 
feedback_result_value = q_resour 
else: 
feedback_result_value = feedback 
print (name + ' feedback_result_value 


if event_array[1].is_set(): # 集計 タイ ミン グ カ 
print (name + " sum_event_occred\n") 
sum_of_inputs_pre = sum_of_inputs_now 
sum_of_inputs_now = sum(input_for_sum_a1 
if (first_flag > 0): 

if (thickness_plasticity_type_num == 
if (len (input_for_sum_array) > 0) 
learned_value_for_q_output = 


q_output_value_learned = а с 
if (learned_value_for_q_outpt 
print (name + " learned_\v 
spike_threshold = spike_thre 
if(spike_threshold > 0): 
print (name + " learned_s 
sleep_time_length_neuron_mic 


if (sleep_time_length_neuron_ 


print (name + " Sleep 七 in 
q_value_interval_array[0].pu 


else: 
spike_threshold = spike_threshol 
# spike_threshold = spike_threshc 


else: 
first_flag = 1 


def environment_mediate_output_to_input (name, env_val 
value_array = ['',''] 
q_input_get_array = [] 
env_value_output_changed = env_value_output 
q_env_send_array_changed = [] 
q_env_send_array_changed = q_env_send_array 


while True: 
env_value_temp = int (q_input.get (True) ) 
env_value_output_changed = env_value_temp 
for q_send_array_i in range(len(q_env_send_z 
q_env_send_array_changed[q_send_array_i] 
print (name + " env_value_mediate=" + str(em\ 


def terminate_all_bio_processes (name, q_input, bio_pre 


value_array = ['',''] 
gq_input_get_array = [] 
while True: 


env_value_temp = int (q_input.get (True) ) 
if (env_value_temp == 1): 
print (name + " Biological_termination_st 


for ps_array_i in range(len(bio_process_ 
pt = psutil.Process (bio_process_id_é 
pt.terminate () 
print (name + " following_pid_was_ter 


print (name + " Biological_termination_wé 


####fOr Windows 


if name == ' main ": 
НН 
q_send_disp = Queue () 
q_send_a = Queue () 
q_send bl = Queue () 
q_send_b2 = Queue () 
q_send_for_termination = Queue () 
# bio_process_name_array =['timer_sub_1_proc', 'ti 
bio_process_array = [] 
# timer_sub_0O_proc = Process (target=subprocess_ti 
timer_sub_l_proc = Process (target=subprocess_tin 
# timer_sub_2_ proc = Process (target=subprocess_ti 
timer_sub_3 proc = Process (target=subprocess_tin 
# timer_sub_a0_proc = Process (target=subprocess_t 
timer_sub_al_proc = Process (target=subprocess_ti 
# timer_sub_b0O_proc = Process (target=subprocess_t 
timer_sub_bl_proc = Process (target=subprocess_ti 
# resource_flow_amount_in_send_proc = Process (tar 
# resource_flow_amount_out_send_proc = Process (七 = 
# resource_flow_amount_in_detection_proc = Proces 
# resource_flow_amount_out_detection_proc = Proce 
resource_flow_amount_in_detection_proc = Process 


resource_flow_amount_out_detection_proc = Proces 


resource_preservation_amount_sum_calculate_proc 


### ま 変数 の 変更 が 必要 。 促進 信号 と 抑制 信号 の 両方 を 、 そ れ ぞ 


resource_flow_plus_minus_detection_proc = Proces 


resource_result_output_1l_proc = Process (target=1 
resource_result_output_2_proc = Process (target=1 


gq_input_output_array_1l = [] 
gq_input_output_array_1l.append(q_value_array_neu1 
cell_input_proc = Process(target=cell_input, arc 


q_middle_output_array_1 = [] 
q_middle_output_array_1l.append(q_value_array_net 
cell_neuron_middle_1l_proc = Process (target=cell_ 


niddle_output_array_2 = [] 

niddle_output_array_2.append(q_value_array_net 
q_middle_output_array_2.append(q_value_array_ne 
cell_neuron_middle_2_ proc = Process (target=cell_ 


qn 
q_n 


niddle_output_array_3 = [] 

niddle_output_array_3.append(q_value_array_net 
q_middle_output_array_3.append(q_value_array_ne 
cell_neuron_middle_3_proc = Process (target=cell_ 


q_n 
q_n 


niddle_output_array_4 = [] 

niddle_output_array_4.append(q_value_array_net 
q_middle_output_array_4.append(q_value_array_ne 
cell_neuron_middle_4 proc = Process (target=cell_ 


qn 
q_n 


q_middle_output_array_5 = [] 


cell_neuron_middle_5_proc = Process (target=cell_ 


q_middle_output_array_6 = [] 
cell_neuron_middle_6_proc = Process (target=cell_ 


cell_output_l_proc = Process (target=cell_output, 
cell_output_2_proc = Process (target=cell_output, 
cell_output_3_proc = Process (target=cell_output, 
cell_output_2_proc = Process (target=cell_output 
cell_output_3_proc = Process (target=cell_output 


#def environment_mediate_output_to_input (name, env_ ve 


Se = = + 


Se = = + 


= [] 
.аррепа (q_value_array_feedk 
.аррепа (q_value_array_feedk 
.аррепа (q_value_array_feedk 
.аррепа (q_value_array_feedk 
q_mediate_out_array_a.append(q_value_array_feedk 
q_mediate_out_array_a.append(q_value_array_feedk 
q_mediate_out_array_a.append(q_value_array_neur 
q_mediate_out_array_a.append(q_value_array_neur 
q_mediate_out_array_a.append(q_value_array_neur 
q_mediate_out_array_a.append(q_value_array_neurt 
environment_mediate_output_to_input_3_proc = Prc 
q_mediate_out_array_b = [] 
q_mediate_out_array_b.append(q_value_array_feedk 
q_mediate_out_array_b.append(q_value_array_feedk 
q_mediate_out_array_b.append(q_value_array_feedk 
q_mediate_out_array_b.append(q_value_array_feedk 
q_mediate_out_array_b.append(q_value_array_feedk 
q_mediate_out_array_b.append(q_value_array_feedk 
q_mediate_out_array_b.append(q_value_array_neur 
q_mediate_out_array_b.append(q_value_array_neur 
q_mediate_out_array_b.append(q_value_array_neur 
q_mediate_out_array_b.append(q_value_array_neur 
environment_mediate_output_to_input_4 proc = Prc 
q_mediate_out_array_l = [] 
q_mediate_out_array_l.append(q_send_b1) 


q_mediate_out_array 
q_mediate_out_array 
q_mediate_out_array 
q_mediate_out_array 
q_mediate_out_array 


oo 9 © @ ow oO | 


b 
b 
b 
b 
b 
b 


== = = + 


environment_mediate_output_to_input_1l_proc = Prc 
q_mediate_out_array_2 = [] 
q_mediate_out_array_2.append(q_send_b2) 
environment_mediate_output_to_input_2_ proc = Prc 


bio_process_array = [] 
timer_sub_0O_proc.start () 
timer_sub_1_proc.start () 
timer_sub_2_proc.start () 
timer_sub_3_proc.start () 
timer_sub_a0_proc.start () 
timer_sub_al_proc.start() 
timer_sub_b0O_proc.start () 
timer_sub_bl_proc.start () 


cell_input_proc.start () 
cell_neuron_middle_1l_proc.start () 
cell_neuron_middle_2_proc.start() 
cell_neuron_middle_3_proc.start () 
cell_neuron_middle_4_ proc.start () 
cell_neuron_middle_5_proc.start() 
] ) 


cell_neuron_middle_6_proc.start ( 
cell_output_1l_proc.start () 
cell_output_2_proc.start () 
) 
( 


cell_output_3_proc.start ( 
cell_output_2_proc.start () 
cell_output_3_proc.start () 
resource_flow_amount_in_send_proc.start () 
resource_flow_amount_out_send_proc.start () 


resource_flow_amount_in_detection_proc.start () 
resource_flow_amount_out_detection_proc.start () 
resource_preservation_amount_sum_calculate_proc. 


resource_flow_plus_minus_detection_proc.start () 


resource_result_output_1l_proc.start () 


resource_result_output_2_proc.start () 


environment_mediate_output_to_input_1l_proc. 
environment_mediate_output_to_input_2_ proc. 
environment_mediate_output_to_input_3_proc. 
environment_mediate_output_to_input_4 proc. 


bio_process_id_array 


bio_process_id_array. 
bio_process_id_array. 
bio_process_id_array. 
bio_process_id_array. 
bio_process_id_array. 
bio_process_id_array. 
bio_process_id_array. 
bio_process_id_array. 
bio_process_id_array. 
bio_process_id_array. 
bio_process_id_array. 1 
-append(cell_output_1l_proc.f 


bio_process_id_array 


bio_process_id_array. 
bio_process_id_array. 
bio_process_id_array. 
bio_process_id_array. 
bio_process_id_array. 
bio_process_id_array. 
bio_process_id_array. 
bio_process_id_array. 
bio_process_id_array. 
bio_process_id_array. 
bio_process_id_array. 
bio_process_id_array. 


start 
start 
start 
start 


= [] 

append(timer_sub_1_proc.pic 
append(timer_sub_3_proc.pic 
append (timer_sub_al_proc.pi 
append (timer_sub_b1_proc.pi 
append (cell_input_proc.pid) 


append (cel 
append (cel 
append (cel 
append (cel 


1_neuron_middle_1l1 
1 neuron_middle_z 
1_neuron_middle_: 
1 neuron_middle_£ 


append(cell_neuron_middle_& 
append (cell_neuron_middle_é 


append(cell_output_2_proc.f 
append(cell_output_3_proc.f 
append (resource_flow_amount 
append (resource_flow_amount 
append (resource_preservatic 
append(resource_flow_plus_n 
append(resource_result_outt 
append (resource_result_outt 
append (environment_mediate_ 
append (environment_mediate_ 
append (environment_mediate_ 
append (environment_mediate_ 


for n_id_i in range(len(bio_process_array) ) : 
bio_process_id_array.append((bio_process_ar 


print (bio_process_id_ 


terminate_bio_proc = 


array) 


Process (target=terminate_al 


terminate_bio_proc.start () 


window = tk.Tk() 


frame_disp = tk.Frame() 
frame_a = tk.Frame() 
frame_bl = tk.Frame() 
frame_b2 = tk.Frame() 


label_a = tk.Label (master=frame_a, text="To 1прх 
label_a. pack () 


label bl = tk.Label (master=frame_bl, text="In Tc 
label_bl.pack () 


label_b2 = tk.Label (master=frame_b2, text="Out 1 
label_b2.pack () 


entry_disp = tk.Entry(master=frame_disp) 
entry_disp.pack () 


entry_a = tk.Entry (master=frame_a) 
entry_a.insert (0, "100") 
entry_a.pack () 


entry_bl = tk.Entry(master=frame_b1) 
entry_bl.insert(0, "100") 
entry_bl.pack () 

entry_b2 = tk.Entry (master=frame_b2) 
entry_b2.insert(0, "100") 
entry_b2.pack () 


def command_a(): 
text_entry = entry_a.get () 
q_send_a.put (text_entry) 

# entry.delete(0, 4) 

# entry_a.delete(0, tk.END) 


# entry.insert(0, "Python") 


def command bl(): 
text_entry = entry_bl.get() 
q_send_bl.put (text_entry) 


# entry.delete(0, 4) 
# entry_a.delete(0, tk.END) 
# entry.insert(0, "Python") 


def command_b2(): 
text_entry = entry_b2.get() 
q_send_b2.put (text_entry) 


# entry.delete(0, 4) 
# entry_a.delete(0, tk.END) 
# entry.insert(0, "Python") 


button_a = tk.Button ( 
master=frame_a, 
text="Submit", 
width=25, 
height=5, 
bg="green", 
fg="white", 
command=lambda: window. quit () 
command=lambda: command_a() 


button_a.pack () 


button_bl = tk.Button( 
master=frame_bl, 
text="Submit", 
width=25, 
height=5, 


bg="blue", 

fg="white", 

command=lambda: window. quit () 
command=lambda: command bl () 


button_bl.pack () 


button_b2 = tk.Button( 
master=frame_b2, 
text="Submit", 
width=25, 
height=5, 
bg="red" 
fg="white", 
command=lambda: window. quit () 
command=lambda: command_b2 () 


button_b2.pack () 


frame_disp.pack () 
frame_a.pack () 
frame_bl.pack () 
frame_b2.pack () 


window.mainloop () 


To return to the top page. 


Source code 6 
+ —*- Coding: utf-8 一 * 一 


import time 
import random 


import numpy as np 


#Replacement of strings in each element of the array 
#3aMeHa строк в каждом элементе массива. 
# 替 換 数 組 中 毎 不 元素 的 字 符 串 。 
# 配 列 の 特 要 素 に お ける 、 文 字 列 の 置換 。 
def replace_string(arr, old_str, new_str): 
arr = np.array (arr) 
arr[arr == old_str] = new_str 
return arr.tolist() 


#Element replacement. 
#3aMeHa элемента. 


о, 
# 要 素 O 置 换 。 
def element_replace_e(sa,sb,sc): 
if(sa == sb): 
за = sc 


return sa 


#Element replacement. 

#3aMeHa элемента. 

# 元 素 替 換 。 

# 要 素 O 置 换 。 

def element_replace_t(sa,sb,sc): 
за = sa.replace(sb,sc) 
return sa 


#Substitution of array elements. Recursive function. 
#3aMeHa элементов массива. Рекурсивная функция. 
НН, 28 НРАЖХ, 
# 配 列 要 素 O、 Е. ЕЕ, 
def element_replace_all(f,L,sb,sc): 
#print (L) 
if isinstance(L, list): 
if L == []: 
return [] 
else: 
return [element_replace_all(f,L[0], 3, < 


else: 
return f(L,sb,sc) 


#print (l_a) 
#print (element_replace_all(element_replace_t, l_a, 


#Flattening of array elements. 
#+Уплотнение элементов массива. 
# 对 数组 元 素 进 行 扁平 化 处 理 。 
ОФ, 75 Ht. 
from collections.abc import Iterable 
def flatten(l): 
for el in 1: 
if isinstance(el, Iterable) and not isinstar 
yield from flatten(el) 
else: 
yield el 


#print (l_a) 
#1 $ = list (flatten(l_a) ) 
#print (l_s) 


#String, self—-replication and self-propagation. 
#Строка, самовоспроизведение и самораспространение. 
# 字 符 串 ， 自 我 复制 和 自我 传播 。 
# 文 字 列 の 、 自 己 複製 と 自己 増殖 。 
def self_copy_str(n, d_str): 
if п <= 1: 
return d_str 


else: 
#print (n) 
#print (d_str) 
d_str = (d_str + d_str) 
# return self_copy(n - 1, (d_str + d_str)) 
return self_copy_str(n - 1, d_str) 


#Array, self-replication and self-propagation. 
#MaccuB, самовоспроизведение и самораспространение. 
+85! , BRERA RAE. 
# 配 列 の 、 自 己 複製 と 自己 増殖 。 
def self copy_array(n, d_str_array): 
if n <= 1l: 
return d_str_array 


# if n <= 3: 
# return d_str_array 
else: 
#print (n) 
#print (d_str) 
#d_str = (d_str + d_str) 


#print (str(len(d_str_array) ) ) 
time.sleep (2) 
print (d_str_array) 
d_str_array_2 = d_str_array.copy() 
d_str_array = [] 
d_str_array.append(d_str_array_2) 
d_str_array.append(d_str_array_2) 

# return self_copy(n - 1, (d_str + d_str)) 
return self_copy_array(n - 1, d_str_array) 


#String, with mutation, duplicate. 


#Строка, с мутацией, дубликат. 
# 字 符 串 ， 有 突变 ， 重 复 。 
# 文 字 列 の 、 突 然 変 異 有 りり の 、 複 製 。 
def str_copy_with_mutation(d_str, mutation_probabili 
d_str_changed = d_str 
d_str_temp = "" 
d_str_copied = "" 
for Qi in range (len(d_str_changed) ): 
random. seed () 
d_str_temp = "" 
d_str_temp = d_str_changed[d_i] 
if (random.random() > mutation_probability): 
print ("mutation occured! \n") 
d_str_copied = d_str_copied + d_str temr 
else: 
d_str_copied = d_str_copied + d_str temr 


random. seed () 
return d_str_copied 


#Substitution of sequence elements, with mutation. 

#Замена элементов последовательности, с мутацией. 

# 替 换 序 列 元 素 ， 有 变异 。 

ИО, ЗН. Е, 

def element_replace_c_with_mutation(la,nb): 

# if((isinstance(la, list)) & ((str_hit_flag == ( 
if((isinstance(la, list))): 

for la_v in la: 
element_replace_c_with_mutation | 

else: 

# print("la is not list. \n") 


if(type(la) is str): 
# print ("la is str. \n") 
la = str_copy_with_mutation (la, float (nb) 
else: 
element_replace_c_with_mutation (la, nb) 
return la 


#Substitution of array elements. If two arguments. 


#+Замена элементов массива. Если два аргумента. 
# 数 组 元 素 的 奉 换 。 如 果 有 两 个 参数 。 
# 配 列 要素 の 置換 。 引数 が 2 つの 場合 。 
def element_replace_all_2 elements(f,L,sb): 
#print (L) 
if isinstance(L, list): 
二 二 == []: 
return [] 
else: 
return [element_replace_all_2_ elements (1 


else: 
return f(L,sb) 


#Self—-replication of sequence elements. Containing п 
#Самовоспроизведение ее последовательности. C 
# 自 我 复制 的 序列 元 素 。 含 有 变 
# 配 列 要 素 の 自己 複製 。 ラ 5 RRERESOC 
def self_copy_array_with ое d_str_array, pk 
d_str_array_2 = [] 
if п <= 1: 
d_str_array_2 = element_replace_all_2_elemer 
d_str_array = [] 
d_str_array.append(d_str_array_2) 
return d_str_array 
else: 
time.sleep (2) 
print (d_str_array) 
#d_str_array_2 = d_str_array.copy () 
d_str_array_2 = element_replace_all_2_elemer 
d_str_array = [] 
d_str_array.append(d_str_array_2) 
d_str_array.append(d_str_array_2) 
# return self_copy(n - 1, (d_str + d_str)) 
return self_copy_array_with_mutation(n - 1, 


#Content mutation of two strings by cross-intersecti 
+Содержательная мутация двух строк путем пересечения 
# 两 个 字符 串 的 内 容 变 异 是 通过 交叉 交错 进行 的 。 
# 2 つの 文字 列 の 、 相 互 交差 に よる 内 容 変 異 。 


def crossing_2_strings(d_str_array, mutation_probabi 


if(((len(d_str_array) == 2)) and (type(d_str_arz 
d_str_copied_l = "" 
d_str_copied_2 = "" 
d_str_changed_1l = "" 
d_str_changed_2 = ™" 
d_str_changed_1l = d_str_array[0] 
d_str_changed_2 = d_str_array[1] 
for Qi in range(len(d_str_changed_1)): 
random. seed () 
if (random.random() > mutation_probabilit 
print ("crossing mutation occured! \n'" 
d_str_copied_1l = d_str_copied_1 + d_ 
d_str_copied_2 = d_str_copied_2 + d_ 
else: 
d_str_copied_1 d_str_copied_1l + 
d_str_copied_2 = d_str_copied_2 + 


а_ 
а_ 


random. зееа () 


str_array_changed = [] 
str_array_changed. append (d_str_copied_1) 
str_array_changed. append (d_str_copied_2) 
# print ("Str_array_changed") 
# print (str_array_changed) 
return str_array_changed 


else: 
return d_str_array 


#Content mutation due to a cross between two arrays. 
+Мутация содержимого в результате скрещивания двух № 
# 由 于 两 个 数组 之 间 的 交叉 而 导致 的 内 容 变 异 。 

#2 つの 配列 同士 の 相互 交差 に よる 、 内 容 変 異 。 


num _ cr = 0 
num_cr_array = [] 
la_c = [] 


def element_crossing_c_with_mutation(la,nb,num_cr): 


global num_cr_array 
global la_c 
if((isinstance(la, list))): 
if((len(la) == 2)): 
if((type(la[0]) is str) and (type(la[1]) 
la = crossing_2_strings (la, nb) 
num_cr_array.append (1) 
la_c.append(la) 
else: 
for la_v in la: 
element_crossing_c_with_mutatior 
else: 
# print (num_cr_array) 
# if(len(num_cr_array) < 1): 
for la_v_2 in la: 
element_crossing_c_with_mutatior 
else: 
# print ("replace") 
# print (num_cr_array) 
la = element_replace_c_with_mutation(la,nb) 
la_c.append(la) 
# print ("la_c") 
# print (la_c) 
return la_c 


#Multiple arrays, meiosis. 

#+Множественные массивы, мейоз. 

ЕЛ , ETA. 

ЕЯ -Ф. WAAR. 

def meiosis_ array 2 2 extendqedq (q_str_array_ ldq_ str = 
d_str_array_out = [] 
d_str_array_out.append(d_str_array_1) 
d_str_array_out.append(d_str_array_2) 


mutation_probability_num = mutation_probabil 
d_divide_l_array_1 = [] 
d_divide_l_array_2 = [] 
d_divide_2_array_1 


— 
._ 


d_divide_2_array_2 = [] 


1)) 


print (len (d_str_array 
print (len (d_str_array 


2)) 


if ((len(d_str_array_1) 


== 2) 


g_i = 0 


and (len(d_str_ 


#for g_i in range(len(d_str_array_1)): 


random. seed () 
гапа_1 пам = 
random. зееа () 
rand_2 num = 


if ((rand_l_num == 0) 


d_divide_l_array_l. 
d_divide_l_array_2. 
d_divide_2_array_l. 
d_divide_2_array_2. 


elif ((rand_l_num == 0) 


d_divide_l_array_l. 
d_divide_l_array_2. 
d_divide_2_array_l. 
d_divide_2_array_2. 


Sa ay) 


elif ((хапа_1 пам 


d_divide_l_array_l. 
d_divide_l_array_2. 
d_divide_2_array_l. 
d_divide_2_array_2. 


elif ((rand_l_num == 1) 


d_divide_l_array_l. 
d_divide_l_array_2. 
d_divide_2_array_l. 
d_divide_2_array_2. 


else: 
g_i = 0 


meiosis_array = [] 


meiosis_array_temp = [] 


random.randint (0, 


random.randint (0, 


and 


1) 


1) 


(rand_2_num == 
append (self_copy_ 
append (self_copy_ 
append (self_copy_ 
append (self_copy_ 
and (rand_2_num = 
append (self_copy_ 
append (self_copy_ 
append (self_copy_ 
append (self_copy_ 
and (rand_2_num = 
append (self_copy_ 
append (self_copy_ 
append (self_copy_ 
append (self_copy_ 
and (rand_2_num = 
append (self_copy_ 
append (self_copy_ 
append (self_copy_ 
append (self_copy_ 


meiosis_array_temp.append(d_divide_l_ar1 


meiosis_array_temp.append(d_divide_2_ar1 
meiosis_array.append(meiosis_array_temp) 


neiosis_array_temp = [] 
neiosis_array_temp.append(d_divide_l_ar1 
neiosis_array_temp.append(d_divide_2_ar1 
neiosis_array.append (meiosis _array_temp) 


neiosis_array_temp = [] 
neiosis_array_temp.append(d_divide_l_ar1 
neiosis_array_temp.append(d_divide_2_ar1 
neiosis_array.append(meiosis_array_temp) 


meiosis_array_temp = [] 
meiosis_array_temp.append(d_divide_l_ar1 
meiosis_array_temp.append(d_divide_2_ar1 
meiosis_array.append(meiosis_array_temp) 
meiosis_array_temp = [] 


return meiosis_array 
# else: 
# return d_str_array_out 
else: 
return d_str_array_out 


#Sexual reproduction, between multiple arrays. 
#Половое размножение, между несколькими массивами. 
# 性 繁殖 ， 在 多 个 阵列 之 间 。 
# 複 数 配列 同士 の 、 有 性 生殖 。 
def sexual_reproduction_array_2 2(meiosis_array): 
g_i = 0 
#for g_i in range(len(d_str_array_1)): 
random. seed () 
гапа_1 пом = random.randint(0, 2) 
random. seed () 
rand_2_num = random.randint(0, 1) 
print ("гапа_1_пим=" + str(rand_1l_num) ) 
print ("rand_2_num="_ + str(rand_2_num) ) 
sexual_reproduction_result = [] 
failure_result = ['reproduction was failed."] 


if (len(meiosis_array) == 4): 


ТЕ ((гапа_1 пом == 0) and (rand_2_ num == 0)): 
append (meiosi 


sexual_reproduction_result. 
sexual_reproduction_result 
sexual_reproduction_result. 
sexual_reproduction_result. 


sexual_reproduction_result. 
sexual_reproduction_result. 
sexual_reproduction_result. 
sexual_reproduction_result. 


sexual_reproduction_result. 
sexual_reproduction_result. 
sexual_reproduction_result. 
sexual_reproduction_result. 


sexual_reproduction_result. 
sexual_reproduction_result. 
sexual_reproduction_result. 
sexual_reproduction_result. 


sexual_reproduction_result. 
sexual_reproduction_result. 
sexual_reproduction_result. 
sexual_reproduction_result. 


sexual_reproduction_result 

sexual_reproduction_result. 

sexual_reproduction_result. 

sexual_reproduction_result 
else: 

g_i = 0 


- append (meiosi 


append (meiosi 
append (meiosi 
elif ((rand_l_num == 0) and (rand_2_num 


== 1) 


append (meiosi 
append (meiosi 
append (meiosi 
append (meiosi 
elif ((rand_l_num == 1) and (rand_2_num 


== 0) 


append (meiosi 
append (meiosi 
append (meiosi 
append (meiosi 
elif ((rand_l_num == 1) and (rand_2_num 


== 1) 


append (meiosi 
append (meiosi 
append (meiosi 
append (meiosi 
elif ((rand_l_num == 2) and (rand_2_num 


== 0) 


append (meiosi 
append (meiosi 
append (meiosi 
append (meiosi 
elif ((rand_l_num == 2) and (rand_2_num 


== 1) 


. append (meiosi 


append (meiosi 
append (meiosi 


return sexual_reproduction_result 


else: 
return failure_result 


. append (meiosi 


HEE EH 

#An example of executing the above program function. 
#To regard genetic information in living things as := 
#To regard self-replication and self-propagation in 


#+Пример выполнения приведенной выше программной фуне 
+Рассмотреть генетическую информацию у живых сущесте 
{Рассмотреть самовоспроизведение и самораспространеь 


# 一 个 执行 上 述 程序 功能 的 例子 。 
# 将 生物 体内 的 遗传 信息 视 为 字符 串 或 数组 元 素 。 
# 将 生物 体内 的 自我 复制 和 自我 传播 视 为 字符 串 和 数组 元 素 的 复制 和 传 


# 上 記 プ ログ ラム 関数 の 、 実 行事 例 。 

# 生 物 に お ける 遺伝 情報 を 、 文 字 列 や 配列 要素 と し て 、 捉 える こと 。 
# 生 物 に お ける 自己 複製 や 自己 増殖 を 、 文 字 列 や 配列 要素 の 、 複 製 や } 
Hatt ttt 


#print (self_copy_str(5, 'ABCD_")) 


d_str_array = ['ABCD_'] 
#self_copy_array(5, d_str_array) 


d_str = "ABCDEFGH" 
#print (str_copy_with_mutation(d_str) ) 


#d_str_array_l = ['ABCDE', 'abcde'] 

#0_str_array_2 = ['PQRST', 'pqrst'] 

d_str_array_1 = [['ABCDEFGHIJK', 'abcdefghijk'], ['FC 
d_str_array_2 = [['XK'],['Y']] 


print ("origin") 
print (d_str_array_1) 
print (d_str_array_2) 


num_cr_a = 0 
num_cr_b = 0 
la_c = [] 


d_str_array_1l_crossed = element_crossing_c_with_muté 
la_c = [] 
d_str_array_2_ crossed = element_crossing_c_with_muté 


#print (meiosis 2 2 extended(d_str_array_1,d_str_arreé 
#print (sexual_reproduction_2_2 (meiosis_2_2_ extended | 
#print (meiosis _array_2_2 extended(d_str_array_1,d_st 
#print ('\n') 

print ("\n") 

print ("crossed") 

print (d_str_array_1_crossed) 

print (d_str_array_2_crossed) 

#result_array_sr = [] 

print ("\n") 

print ("meiosis") 

result_array_sr = meiosis_array_2_2_extended(d_str_eé 
print (result_array_sr) 

print ("\n") 

print ("result") 

print (sexual_reproduction_array_2_2(result_array_sr) 


To return to the top page. 
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a ОФЕ, 生物 は 暗黒 で ある 。 人間 は 暗黒 で ある 。 
生物 の 存在 。 生 物 の 本 質 。 そ の 暗黒 性 。 


生物 の 暗黒 性 。 そ の 理由 。 

生存 を 強制 する 力 。 生 存 へ の 圧力 。 生 物 へ の 規制 。 
生物 へ の 規制 。 そ の 性 質 。 

生物 へ の 規制 。 そ の 内 容 。 

生物 が 、 そ の 一 生 を 、 充 実 さ せる こと 。 そ の 系 件 。 
生物 が 、 救 済 さ れる こと 。 そ の 奈 件 。 

生物 は 、 宗 教 を 必要 と する 。 

生物 へ の 規制 。 人間 へ の 適用 。 


人 間 の 本 性 の 層 化 。 
人 間 へ の 規制 。 そ の 暗黒 面 。 


人 間 の 暗黒 面 。 そ の リス ト 。10 箇 茶 。 
人 間 の 暗黒 面 。 そ の 詳細 な 説明 。 


人 間 の 暗黒 面 。 問 題 意 識 。 

人 間 の 本 性 は 、 不 良性 や 暗黒 性 で ある 。 
生物 と し て 、 成 功 す る こと 。 そ の 条件 。 
自身 の 存続 。 そ の 最 優先 。 

味方 の 数 を 増やす こと 。 敵 を 消す こと 。 
滴 傷 や 破壊 を 行う こと 。 

有人 能 さ や 、 有力 さ を 誇 示す る こと 。 
ШС с 
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支配 する こと 

略奪 する こと 。 横 取り を する こと 。 
嘘 を つく こと 。 

保身 する こと 。 

快楽 に は まる こと 。 
身勝手 で ある こと 。 


他人 を 、 見 捨て る こと 。 
嫌がら せ を する こと 。 
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AMOR. CORR. 
人 間 の 良心 。 そ の 限界 。 


見 か け の 良さ を 好む こと 。 
生物 嫌い の 生物 。 人 間 嫌 い の 人 。 


生物 嫌悪 の 思想 。 人 間 嫌 悪 の 思想 。 

人 間 嫌 い の 人 。 彼 は 、 何 に な り た いか ? 

人 間 嫌 い の 人 。 彼 の 生き 方 。 

人 間 嫌 い の 人 。 彼 の 生き が い 。 

人 間 嫌 い の 人 。 社 会 的 真実 に 近づく こと 。 そ の 方 法 。 
人 間 嫌 い の 人 。 社 会 的 真実 に 近づく こと 。 そ の 心 が 
け げ 。 

女性 優位 社会 に お ける 、 社 会 研究 者 の 、 無 能 性 。 
男性 優位 社会 に お ける 、 社 会 研究 者 の 、 無 能 性 。 


生物 の 心理 。 そ の 光明 性 。 そ の 暗黒 性 。 


生物 が 共通 に 持つ 心理 。 生 物 が 共通 に 持つ 意思 。 
Е. Л. 彼ら 自身 の 生涯 を 光明 性 で 満た す 方 法 。 
自分 自身 の 生物 を 光明 に 変え る に は 。 

生物 の バト ン 。 生物 の リレー。 生物 の 運命 。 

生物 の 権利 。 生物 の 倫理 。 生 物 の 宿命 。 

生物 の 義務 。 生き る こと 。 

感情 。 情動 。 生 物 維 持 と の 関連 。 

生物 社会 の 人 工 的 な 生成 。 

生物 の 倫理 。 移 動 生活 様式 中 心 社 会 の 場合 。 


生物 に と っ て の 理想 。 そ の 実現 は 、 不 可能 で ある 。 


鈴 論 。 生物 に と っ て の 理想 。 生 物 の 本 質 。 そ の 両者 の 
関係 。 

生物 の 本 質 。 それ ら の 主要 な 内 容 。 

生物 に と っ て の 理想 。 そ の 実現 が 不可 能 で ある こと 。 
生物 に と っ て の 理想 郷 。 

生物 に と っ て の 理想 と 、 そ の 主唱 。 

生物 に と っ て の 理想 。 そ れ が 持つ 、 生 物 に と っ て の 効 


生物 に と っ て の 、 理 想 と 、 現 実 。 
人 間 の 本 質 。 生 物 の 本 質 。 そ の 両者 の 問 に お ける 、 同 質 性 。 


人 間 の 身体 。 生 物 の 身体 。 男 女 の 性 差 。 そ の 根本 的 な 
規定 要因 。 

生物 の 維持 。 そ の 実現 の た め の 、 前 提 条 件 。 

生物 に お ける 、 基 本 的 欲求 。 生 物 に お ける 、 基 本 的 傾 
向 。 
生物 に と っ て の 、 生 き や す さ 。 そ の 内 容 分 類 。 

良い 存在 。 良い 生物 。 良 い 人 。 良い 異性 。 そ の 分 類 。 
友だち 。 そ の 分 類 。 

本 書 の 内 容 。 そ の 最終 的 な 目的 。 

社会 的 真実 に つい て の 情報 。 そ れ を 、 著 書 と し て 、 公 
開 す る こと 。 そ の 行為 が 持つ 、 危 険 性 。 

機密 情報 の 公開 。 社 会 的 真実 の 解明 と の 関連 。 

社会 的 真実 を 、 取 得する こと 。 そ の た め に 必要 な 行 


為 。 
人 間 の 本 質 に 、 迫 る こと 。 その た め に 必要 な 、 考 え 


Е. ВПО НЕ, DEORR, ФЕ, 
それ ら の 、 以下 の 内 容 の 発生 と の 関連 。 社 会 的 な 優 
劣 。 社 会 的 な 厚遇 と 准 遇 。 社 会 的 な 差別 や 虐待 。 

親 と 子供 と の 関係 。 生物 の 本 質 と の 関連 。 

人 生 に お ける 、 生 殖 の 本 質 視 と 、 そ の 隠 べ い 。 人 間 に 
お ける 、 そ うし た 行為 の 発生 。 生 物 の 本 質 と の 関連 。 
人 間 と 、 他 の 生物 と の 間 に お ける 、 断 絶 や 、 根 本 的 な 
相違 。 そ れ ら の 主張 の 、 移 動 生活 様 式 と の 関連 。 

人 間 社 会 の 現実 。 上 位 者 と 下位 者 と の 関係 。 人間 の 下 
位 者 が 持つ 、 家 畜 的 な 性 質 。 

人 間 社 会 の 真実 に 、 到 達する こと 。 そ の 方 法 。 

人 間 は 、 世 界 社会 レベ ル に お いて 、 生 物 の 本 質 や 、 人 
間 の 本 質 や 、 社 会 の 本 質 に 迫る こと が 、 不 可能 で あ 
る 。 
ФМ. ЖФЕМ, BOA. ROA. 
差別 。 そ れ は 、 生 物 や 人 間 の 本 質 で ある 。 
血縁 関係 の 分 類 。 血縁 制度 の 分 類 。 
通貨 高 社 会 。 通貨 安 社会 。 


通貨 。 言語 。 物理 キー ボー ド の 文字 キー 配列 。 そ れ ら 


DR PARC, РЕМ С ORE. 
生物 に と っ て の 、 物 語 。 

物語 に お ける 、 感 動 。 そ の 発生 の 要因 。 生物 に と っ て 
の 場合 。 

生物 に と っ て の 物語 。 そ の 内 容 の 分 類 。 

表層 。 BE. ЖЕ ПОЗ, +НФЖЕЕО 
関連 。 

救助 。 援 助 。 福 祉 。 搾 取 。 生物 の 本 質 と の 関連 。 
生物 に と っ て の 、 社 会 的 な 羨望 の 対象 。 生 物 は 、 社 会 
的 上 位 者 に な り た い 。 

REVS WSHNUSEA CENSOEM, £ 
物 社会 の 本 質 。 

生物 に よる 、 エ ビデ ンス の 提示 。 そ の 限界 。 

生物 。 そ の 純 物 質 的 な 本 質 。 その 利己 性 。 そ の 革新 
性 。 そ れ ら の 純 物 質 レベ ル で の 実現 。 

生物 に お ける 、 悪 行 。 

生物 の 本 質 を 突く こと 。 そ れ は 、 生 物 に と っ て 、 不 快 
で ある 。 

社会 的 真実 の 解明 。 そ の 効果 的 な 手法 。 

息 統 や 品種 と 、 生 物 の 本 質 。 

自己 顕示 欲 と 、 生 物 の 本 質 。 

気候 変動 。 地 球 温暖 化 。 生 物 と の 関連 。 

生物 と 愛情 。 

生物 と 、 所 有 や 占有 や 私 有 。 

生物 の 欲求 。 そ の 存在 の 筐 高 性 の 確認 。 

生物 と 社会 性 。 

生物 と 、 休 息 や 睡眠 。 

ЕС, МВС, ЕЕ, 

生物 と 支配 。 

SMC. SEPTec, BaP, в, =. 
生物 の 感情 と 、 生 き や す さ 。 

生物 と 、 生 き や す さ と 、 負 人 荷 。 

生物 の 本 質 に 基づい た 、 依 教 に 対す る 考察 。 

生物 の 本 質 に 基づい た 、 ユ ダ ヤ 教 や キリ スト 教 や イス 
ラム 教 に 対す る 考察 。 

生物 の 本 質 に 基づい た 、 仏 教 に 対す る 考察 。 

生物 代理 。 そ の 内 容 が 目指 すべ き 、 真 の 方 向 性 。 
生物 と 、 地 球 温暖 化 。 

無能 な 生物 と 、 外 部 社会 。 

社会 的 存在 と し て の 、 生 物 。 


生物 に お ける 、 同 質 性 と 異質 性 の 確保 。 

生物 の 生存 維持 に お ける 、 優 先 性 。 

社会 的 下 位 者 上 、 生 物 O 原 罪 。 

生物 社会 と 、 革 命 や 民主 制 。 

生物 と 、 有 能 性 。 

生物 と 、 評 価 。 

生物 と 、 反 省 や 内 省 。 

生物 と 、 攻 撃 や 防御 。 

生物 と 種 。 

生態 学 。 そ の 内 容 の 根本 的 な 変革 。 そ の 必要 性 。 
生物 の 生体 。 そ の 操 じ 作 。 その 加工 。 それら は 、 生 物 固 
有 の 権利 で ある 。 

生物 と 秩序 。 生 物 と 法律 。 

生物 学 や 生態 学 に お ける 、 人 間 や 生物 に 対す る 、 視 
点 。 男性 優位 社会 の 場合 。 

生物 と 集団 。 

生物 と 既得 権益 。 そ の 、 資 本 主義 や 社会 主義 と の 関 
Е. HKOVIVIAZAEBICMS 5, CORBRO 
提案 。 

生物 の 縦 済 学 と 、 生 物 社 会 の 改革 と の 関連 。 従 来 の 人 
ШОН. ЕВ, 

生物 の 共同 体 。 そ の 形成 の 基盤 と し て の 、 生 物 の 間 に 
お ける 、 共 通 性 と 統合 性 の 存在 。 気 体 的 な 共同 体 と 、 
液体 的 な 共同 体 。 

生物 に お ける 、 社 会 的 な 、 優 位 性 や 上 位 性 。 生 物 に お 
ける 、 社 会 的 な 、 劣 位 性 や 下位 性 。 

生物 に お ける 、 有 人 能 性 。 

生物 に お ける 、 社 会 思想 史 。 

西欧 や 北米 に お ける 、 社 会 思想 の 、 特 徴 。 
中 国 に お ける 、 社 会 思想 の 、 特 徴 。 

生き や すさ の 無償 提供 。 製 品 の 無償 提供 。 そう し た 行 
為 が 、 生 物 に 対し て も た ら す 、 効 果 。 

高 吉 要 の 生き や すさ の 、 供給 。 そ うし た 行為 が 、 生 物 
に 対し て も た ら す 、 効 果 。 

社会 に お ける 、 生 き や す さ の 蓄積 の 、 促 進 要 因 。 資本 
主義 の 促進 要因 。 社 会 の 近代 化 の 要因 。 
社会 学 に お ける 、 伝 統 的 な 分 析 概 念 に つい て の 、 再 検 
讨 。 M.Weber. 

社会 学 に お ける 、 伝 統 的 な 分 析 概 念 に つい て の 、 再 検 
讨 。 G.Simmel. 


+2595. БЯО, BR 
=. E.Durkheim. 

周囲 と の 同化 を 拒絶 する 、 生 物 や 人 間 。 彼ら を 待ち 受 
ける 、 苦 酷 な 運命 。 

社会 の 近代 化 。 そ の プロ セス の 把握 。 

社会 変動 の 要因 。 

上 位 者 に よる 、 社 会 支配 。 下位 者 に よる 、 そ れ に 対す 
SRA. <ПБФяЯЕ, 

生物 と 、 社 会 的 な 禁忌 。 

生物 に お ける 、 民 主 主 義 の 基本 。 


Masha. 親子 関係 。 それら の 、 生 物 に と っ て の 、 根 本 的 な 
重要 性 。 


生物 に お ける 、 血 縁 関係 と 親子 関係 。 

息 縁 関係 。 それ は 、 生 物 の 社会 の 中 心 で ある 。 
親 と 子供 。 そ の 分 類 。 

母性 と 父性 。 母 権 と 父 権 。 

母性 ・ 父 性 と 、 女 性 性 ・ 男 性 性 と の 関係 
子供 と 母性 ・ 父 性 関係 の 3 类 型 

父性 ・ 母 性 と ドラ イ さ ・ ウ ェ ッ ト さ と の 関連 
母性 、 父 性 と 液体 、 気 体 

父性 ・ 母 性 と 子供 の 養育 

母性 、 父 性 スキ ル の 世代 間 伝 達 
母性 と "か わい さ " 指 向 

母性 的 組織 と 父性 的 組織 

母 権 社 会 と 父 権 社会 

ROR, BOI 

母 権 社会 と 、 父 権 社会 。 社 会 的 温室 性 と の 関連 。 社 会 
的 代 末 性 と の 関連 。 

母性 的 国家 と 父性 的 国家 

愛国 心 の 違い と 父性 、 母 性 

近代 的 自我 と 父性 ・ 母 性 
父性 ・ 母 性 と 民主 主義 

母性 的 、 父 性 的 な 、 住 宅 や オフ ィ ス 

母性 的 職業 、 父 性 的 職業 

密着 操作 、 遠 隔 操 作 と 、 母 性 、 父 性 

相互 監視 社会 と 父性 、 母 性 
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温室 。 温 室 社 会 。 温 室 集 团 。 


温室 社会 。 温 室 集団 。 そ れ ら の 定義 。 

温室 性 の 確保 と 、 そ れ に 伴う 、 代 表 性 の 回 避 。 

温室 の 提供 者 と 享受 者 。 彼 ら の 間 の 上 下関 係 。 

温室 内 部 か ら の 社会 支配 。 

温室 性 の 確保 。 男 性 優位 社会 に 支配 され る 、 女 性 優位 


社会 の 場合 。 


調和 。 調和 主義 。 調 和 社 会 。 調 和 集 団 。 そ れ ら の 特徴 。 そ の 
総合 的 な 分 析 。 


調和 。 生物 や 人 間 に よ る 、 そ の 実現 。 そ の 、 社 会 的 な 
理想 化 。 生 物 の 本 質 と の 関連 。 

調和 社会 。 調 和 集 団 。 そ れ ら に つい て の 、 概 観 。 
調和 社会 。 調 和 集 団 。 そ れ ら に お ける 、 調 和 の 崩壊 。 
不調 和 者 。 調 和 社 会 に お ける 、 社 会 へ の 不適 応 者 。 彼 


ら の 特徴 。 
調和 者 。 調 和 社 会 に お ける 、 社 会 へ の 適応 者 。 彼 ら の 
特徴 。 


調和 社会 に お ける 、 調 和 集 団 。 そ の 特徴 。 

調和 社会 。 調 和 者 が 引き 起こ す 、 不 調和 。 そ れ ら の 発 
生 の 原因 。 

調和 社会 。 そ の 生き に くさ の 要因 。 

調和 者 。 彼 ら の 行動 原理 。 

調和 社会 。 調和 集団 。 調 和 を 保つ 、 意 思 決 定 プ ロ セ 
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調和 社会 。 調 和 集 団 。 そ れ ら の 内 部 に お ける 、 調 和 の 
破壊 。 そ の 発生 要因 。 

調和 社会 。 調 和 集 団 。 そ れ ら の 内 部 に お ける 、 嫌 が ら 
せ の 発生 。 その プロ セス 。 

調和 社会 。 調 和 集 団 。 そ れ ら の 内 部 に お ける 、 不 調和 
状態 の 解決 。 そ の プロ セス 。 

調和 社会 。 調 和 集 団 。 調 和 者 の 、 社 会 行動 に お ける 、 
動機 。 そ の 内 容 分 類 。 

調和 と 、 専 制 支配 や 独裁 。 

調和 主義 。 それ は 、 女 性 優位 社会 に お ける 、 社 会 的 価 
値 観 の 中 述 で ある 。 


無機 質 主 義 。 


無機 質 主 義 。 そ の 基本 的 な 考え 方 。 生 物 の 無機 質 的 な 
把握 。 
意識 物質 。 意識 の 、 無 機 質 的 な 把握 。 


生き や すさ の 素 。 生 物 の 機能 主義 。 生物 と し て の 社会 。 


本 書 の 執筆 目的 。 

生物 の 分 類 。 

機能 。 

生き や すさ の 水準 。 

機能 物質 。 

機能 の 分 類 。 

機能 の 分 析 。 

機能 の 交換 。 機 能 の 市 場 。 

ユー ザビ リティ 。 

社会 の 維持 。 体 制 の 維持 と 転覆 。 


生物 と 、 救 い 。 
生物 の 生活 に お ける 、 苫 酷 な 現実 と 、 救 い の 追 求 。 


生物 の 生活 に お ける 、 苦 酷 な 現実 。 
生物 の 生活 に お ける 、 救 い の 追 求 。 
生物 に と っ て の 救い 。 そ の 、 内 容 面 に お ける 上限 
界 。 
救い と 、 恨 心 。 


社会 的 な 不良 者 。 真 の 不良 者 。 両 者 の 違い り 。 


社会 的 な 良い 者 。 社 会 的 な 不良 者 。 そ の 定義 。 
社会 的 不良 行為 。 そ の 実行 者 と し て の 不良 者 。 
社会 的 不良 行為 。 性差 が も た ら す 問題 。 

社会 的 な 不良 者 。 そ の 分 類 。 

社会 的 な 良い 者 。 社 会 的 な 不良 者 。 そ の 二 次 元 分 類 。 
BORIS. SORE. 


生き が いり 。 充 実 し た 人 生 。 そ れ ら の 源 。 
は じ め に 。 内 容 の 総括 。 


生き が いと は 、 何 か ? 
生き が いと 生計 。 


Fe ILA ? 
FICS SC EMAD ERED, 
AEOBEIC. FRORE, 

生物 や 人 間 に と っ て の 生き が い 。 
子孫 を 後世 に 残す 上 で 、 重 要 な こと 。 
失敗 人 生 。 

称 来 的 に 無効 化 さ れる 行為 。 そ れ を 、 自 発 的 に 実行 す 
る こと 。 人 生 を 消費 する こと 。 

人 生 に お ける 、 そ の 他 の 生き が い 。 
IT と 子孫 。 

社会 的 な 有名 さと 子孫 。 

世代 内 の 記憶 と 、 子 孫 。 

遺伝 的 子 拓 と 遺伝 子 の 交配 。 
ЛЕС, BE. 

FAM, ЗЕСВЬЕЕ. 
71 ЛЕ. 
権利 と し て の 、 子 孫 の 残 存 。 

生き が いと 、 物 品 の 買い 支え 。 
子孫 残存 と 、 能 力 の 必要 性 。 

生き が いと 、 生 活 ス タイ ル と の 関連 。 
人 生 に お いて 、 最 も 大 切な こと 。 


BROMABCIERA. その 利点 と 欠点 。 

資源 所 有 者 の 利点 と 欠点 。 

資源 非 所 有 者 の 利点 と 欠点 。 

資源 所 有 者 と 資源 非 所 有 者 と の 関係 。 
8% СВ, 経済 的 格差 の 発生 。 そ の 原因 と 解消 法 。 

4 СВ, 経済 的 格差 の 発生 。 そ の 原因 と 解消 法 。 
社会 的 上 位 者 の 心理 。 社 会 的 下位 者 の 心理 。 

社会 的 上 位 者 の 心理 。 社 会 的 下位 者 の 心理 。 

生物 の 社会 。 社 会 的 な 上 下関 係 。 それ ら の 決定 要 


社会 的 上 位 者 。 
社会 的 下位 者 。 


国家 の 本 質 。 生 物 の 本 質 と の 関係 。 
本 文 。 国 家 の 本 質 。 生 物 の 本 質 と の 関係 。 


生物 の 神経 系 の 、 コ ンピュータ ー シ ミ ュ レ ーション に よる 、 
リア ル な 再現 。 心 理学 や 社会 学 へ の 応用 。 


生物 の 、 神 経 系 と 精神 と 社会 。 

神経 系 の 研究 。 そ の 内 容 分 類 。 

生物 の 心理 学 。 

神経 系 と 、 生 物 の 個体 。 

生物 の 神経 系 と 、 生 物 の 魂 。 

神経 系 と 、 性 差 。 

神経 細胞 の 学習 能力 。 神 経 細胞 の 可 張 性 。 シ ナ プ ス の 
SRB. VIF FAOM Bt, 

生物 に お ける 、 和 神経 系 の 、 位 置 付 け 。 

神経 系 の 社会 学 。 そ の 、 プ ログ ラミ ング 技術 に よる 、 
研究 の 実現 。 

生物 の 神経 回 路 の 実装 と 、 そ れ に よる 、 生 物 の 神経 系 
の 社会 行動 の 再現 。 そ の た め に 、 ク リア すべ き 、 課 
题 。 


ミニ マム 神経 系 。 


ミニ マム 神経 系 の 社会 学 。 
ミニ マム 神経 系 の 構成 要素 。 


生物 の 社会 。 生 物 の 神経 系 。 そ れ ら の シミ ュ レ ー シ ョ 
a 


生物 神経 系 や 、 生 物 社会 の 、 人 工 的 な 生成 。 マ イ 
クロ ニュ ー ロ コン ピュ ー タ の 生成 と 、 相 互 作用 。 
実 動 プロ グラ ム ソ ー ス コー ド 生 成 の 実践 。 そ れ ら 
の 手順 の 概要 。 

作成 が 必要 な 、 神 経 系 の シミ ュ レ ーション プロ グ 
ラム の 内 容 。 そ の 作成 に 当たっ て 、 考 慮 すべ き 

点 。 
神経 系 へ の 、 機 能 の 実装 。 

神経 系 プロ グラ ミン グ 。 そ の 手法 。 

神経 系 プロ グラ ミン グ 。 その 初期 に 決定 すべ き 、 
内 容 。 

神経 系 プロ グラ ミン グ 。 そ の 例題 の 設定 。 


(参考 ) 論理 回 路 に お ける 、 関 数 モジ ュー ル 。 
神経 系 の プロ グラ ミン グ 。 そ の 開発 に お ける 、 適 
格 者 。 

神 縦 系 の シミ ュ レ ーション 言語 。 

神 縦 系 シミ ュ レ ーション 。 そ の 、 マ ル チ プ ロ セ ッ 
シン グ に よる 、 和 実現 。 

神経 回 路 綱 の 配線 。 そ れ ら の 、 設 計 と デバ ッ グ 
の 、 容 易 化 。 路 線 バ ス の 路線 系 統 図 の 転用 。 
них А ФЕ] = ФЕ Э9. ЕНОТ 


动 。 

神経 系 に お ける 、 神 経 回 路 以 外 の 末 現 の 、 必 要 
is 

神 縦 回 路 の 設計 図 。 そ の 凡例 。 

神経 系 に お ける 、 環 境 と の 入出 力 。 そ の 設 半 。 
神 縦 回 路 の 学習 機能 の 設計 に お ける 、 注 意 事 項 。 
神経 回 路 に お ける 、 入 出力 の 自動 調節 の 、 必 要 
性 。 

神経 回 路 に お ける 、 入 出力 の 自動 調節 。 神 縦 回 路 
に お ける 、 必 要 な 、 構 成 要 素 。 

DOWMRADS, ПОНЯЛ, НЕОН 
ピー。 そ の メカ ニズム の 設計 。 

生物 の 神経 系 に お ける 、 反 転出 力 を 行う 能力 の 、 
欠 如 。 

MRAICSIFTS, MCRACOKA, CDAA= 
ズム の 設計 。 

神経 回 路 の プロ グラ ミン グ 。 そ の 最初 期 段 階 の 、 
実現 。 

神経 系 に お ける 、 学 習 と 忘却 。 そ れ ら の 、 プ ログ 
ラミ ング に よる 、 和 実現 。 

神経 系 に お ける 、 神 経 回 路 の 新規 創出 。 そ の た め 
の 、 神経 系 自身 に よる 、 試 行 錯誤 。 神 縦 系 に お け 
る 、 思 考 。 そ れ ら の 、 プ ログ ラミ ング に よる 、 実 
現 。 

神経 系 に お ける 、 新 規 の 神経 回 路 の 、 自 動 生 成 。 
その プロ セス 。 

生物 に お ける 、 資 源 の 入手 と 、 障 害 物 の 除去 。 そ 
れ ら の 、 神 縦 回 路 プ ログ ラミ ング に よる 、 和 実現 。 
神経 回 路 の 実装 に 必要 な 、 基 本 的 な 神 終 回 路 の 、 
モジ ュー ル 化 。 そ れ ら の 、 基 本 的 な ライ ブラ リ と 
し て の 、 整 備 。 


神经 回路 DO 设计 DO、 自动 化 。 乏 O 必 要 性 。 

神经 回路 办 设计 人 有 示 片 名、 最 上 位 OO 概念。 去 机 己 
の 設定 の 必要 性 。 

HRAICEITS, FEPORREANBA SHE 
力 。 神 経 系 に お ける 、 環 境 の 中 を 移動 する 能力 。 
ПФ. ЗЕЯ, 

神経 系 に お ける 、 環 境 を 変動 させ る 能力 。 そ の 、 
Е. 

神経 系 に お ける 、 環 境 に 対し て 、 刻 印 を 、 行 い 、 
残す 、 能 力 。 そ の 、 和 実装 。 

神経 系 に お ける 、 環 境 と の 間 で 、 倍 号 や 記号 を や 
り 取 りす る 、 能 力 。 そ の 、 実 装 。 

環境 に お ける 、 神 経 系 に 対し て 、 任 意 の タイ ミン 
グ で 、 任 意 の 入力 刺激 を 発生 する 、 能 力 。 そ の 、 
Е. 

THRACE IFS, ЖМИ. <ПЬФ, BR, 
神経 系 に よる 、 他 の 存在 に お ける 資源 性 の 有無 
DO, Hak, CORREO, EA, 

神経 系 に よる 、 他 の 存在 に お ける 生物 性 の 有無 
QD, KAP. CODED, ER, 
tHE OREO. КЕ. COR 
装 。 

HEAICSITS, HAA. COME. 

生物 の 神経 回 路 に お ける 、 フ ィ ー ド バッ ク 機 能 
OD, Е. 

出力 細胞 に よる 出力 。 そ の 有効 性 の 、 神 経 系 自身 
に よる 、 和 評価 。 そ の 評 価 能 力 の 実装 。 

НФ < 95, BROAF. ЗФ 
され た 、 基 本 的 な プロ セス 。 

通信 的 空間 。 通信 に よる 移動 。 そ の 実像 。 

神経 回 路 の モジ ュー ル 化 の 、 必 要 性 。 

神経 回 路 の プロ グラ ミン グ 。 EO, pythonesslc 
よる 。 サシ プル ヨード 。 


НЕНИЯ СФО ИС, 脳神経 科学 で 生き よう ! 


は じ め に 

脳 の 活動 を 監視 する ヘル メッ ト や へ ヘ へ アバ ンド 。 そ れ ら 
の 存在 に よる 、 良 心 の 発生 。 

死後 の 世界 は 存在 し な い 。 НАС, Е, 


無 宗 教 や 無神論 者 の 人 で も 救 わ れる こと 。 そ の 実現 方 
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全て の 神 は 、 人 造 神 で ある 。 

大 自然 は 、 人 格 を 持た な い 。 そ れ は 、 神 に は な り 得 な 
い 。 

本 当 の 聖人 。 

АПФ, TR. MTS. 

НЕ СЖ< TH. ЯНЬ 21. 

精神 病 と し て の 宗教 信仰 。 精神 科 医 と し て の 無神論 
者 。 
墓 の 本 当 の 意義 。 

天国 も 、 地 獄 も 、 存 在 し な いこ と 。 

無神論 や 無 宗 教 の 主張 。 そ れ は 、 脳 神経 科学 に 基づい 
て 行え ば 、 良 い 。 

生物 や 人 間 に と っ て 、 最 も 大 切な こと 。 

生物 の 脳 と 、 人 間 の 脳 は 、 共 通 で ある こと 。 

善行 を 行う 存在 。 そ れ は 、 救 われ る 必要 が ある 。 
ARID, BOFELBUIRARC. BITETSCE, 
その よう に 持っ て いく 方 法 。 そ の 確立 。 そ れ が 必要 で 


ある こと 。 
神 や 宗教 無し で 、 人 々 に 対し て 、 善 行 を 行う 気 を 起こ 
させ る 方 法 。 


神 や 宗教 を 、 不 要 に する こと 。 その た め に 、 一 番 効 果 
が ある こと 。 それ は 、 何 か ? 

プラ ス の 価値 の ある 存在 と し て 、 残 り た いこ と 。 

人 間 が 救 わ れる に は 、 ど うす れ ば 良い か ? 

生き 残れ な けれ ば 、 何 も な ら な いこ と 。 

従来 の 神 や 宗教 。 そ れ ら の 本 当 の 存在 意義 。 それら の 
代替 と な る 存在 と し て の 、 脳 の スキ ャ ン ニ ング 。 
考え る 神 と 、 物 理 的 な 神経 回 路 網 の 必要 性 。 

無神論 や 無 宗教 は 、 地 動 閲 と 似 て いる 。 

無神論 を 主張 する 人 が 少な いい 理由 は ? 

自立 や 自助 の 思想 と し て の 、 無神論 。 

相互 扶助 の コミ ュ ニ ティ と 、 そ の 統合 の シン ボル 。 
この 世に は 、 超 人 的 な 存在 に よる 加護 は 、 無 いこ と 。 
生命 は 、 皆 、 原 湯 を 負っ て いる こと 。 

実証 主義 。 証 拠 主 義 。 そ れ ら に よっ て 、 生 きる こと 。 
创造 主 不 要 论 

マル クス 主義 の 衰退 。 科 学 的 唯物 論 の 今後 の 発展 。 
死 と 、 救 いり 。 神 や 宗教 の 起源 。 


無限 な 生命 を 得 た い 思 い 。 宗 教 の か らく り 。 
宗教 と セッ クス 。 

無神論 に よっ て 、 人 間 社 会 を 上 手 く 回 すこ と 。 機 能 
義 的 な 無神論 。 

脳神経 科学 の 発展 と 、 宗 教 の 消失 。 

現 人 神 。 そ れ は 、 和 実現 不可 能 で ある 。 

脳 の スキ ャ ン ニ ング に よっ て 、 善人 か 悪人 か を 砂 定 で 
きる よう に する こと 。 


権力 者 へ の 対応 。 

ずる い 人 、 小 賢 し い 人 へ の 対応 。 

遺伝 学 の 発展 と 、 無 神 論 。 

脳神経 科学 の 進展 と 友達 作り や 、 恋 愛 や 、 結 婚 へ の 対 
応 。 


人 間 は 、 結 局 は 、 猿 で あり 、 動 物 の 一 種 で ある 。 
人 工 装 置 が 、 神 に な る こと 。 
機能 主義 的 生き 方 、 人 生 観 。 無神論 と の 関連 。 


歴史 の 法則 。 シ ステ ム と し て の 歴史 。 生 物 に と っ て の 歴史 。 


は じ め に 。 本書 の 目的 。 
歴史 の 法則 の 解明 。 そ の た め に 必要 な 、 主 な 視点 。 


(1) 現状 の 課題 

(2 ) 歴史 の 法則 の 抽出 手順 。「 歴史 の 部 品 」 の 
割り 出し 。 

(3 ) 歴史 の 法則 の 抽出 作業 を 行う こと 。 そ の た 
め に 必要 な 前 提 知 識 。 

(4 ) 歴史 の 法則 の 抽出 作業 。 そ の 実践 。 


(4. 1 ) ЖЕФУХЕ, ФЕ АО 
作业 。 

(4.2) 有 歴史 の 法則 や 歴史 の 部 品 。 そ れ 
ら の 抜き 出し と 整理 。 そ の 重要 ポイ ント 。 


А. 势力 

В. № 

С. 支配 体制 

D 生活 

E. 变化 

Е. 指導 者 

G. 文化 . 芸術 . 科学 


Н. 宗教 
(5 ) 抽 出し た 歴史 部 品 。 抽 出し た 歴史 法則 。 


1 ) 勢力 の 興亡 の ルー ト 、 コ ー ス 
(5.2) 文 化 発 展 の ルー ト 、 コ ー ス 
(5.3.1) 進 歩 の 法則 
(5.3.2) 後 退 の 法則 


[ 参考 ] 歴史 書 の 文 斉 の 言い 換え 方 。 そ の 内 容 を 
一 般 化 する 手法 。 


(参考 ) 既存 の 歴史 書 。 そ の 記述 の 一 般 
化 。 そ の 事例 。 


生物 性 。 人 間 性 。 汎 用 的 な リス ト 。 


生物 性 。 人間 性 。 汎 用 的 な リス ト 。 作成 の 方 針 。 そ の 
说 明 о 

生物 性 。 人 間 性 。 汎 用 的 な リス ト 。 根 本 原理 。 

生物 性 。 人 間 性 。 汎 用 的 な リス ト 。 和 詳細 な 内 容 の 一 


覧 。 


追加 の 内 容 。2022 年 9 月 初出 。 生 物 的 神経 系 。 そ の 神経 回 路 
の 、 設 半 と 実装 。 液 体 性 と 気体 性 。 男 女 の 性 差 。 それら の 、 
神経 回 路 へ の 、 実 装 の 必要 性 。 

IBMONA. 2022105 Ш. ЕМИНЯ, СОН 
QO, ЕЕ. BBR. WIENNFO-RELT 
の 、 生 物 的 力学 。 生 物 の 精神 に お ける 傷 や 病 。 それ ら の 神経 
回 路 に よる 、 表 現 。 

追加 内 容 。2022 年 10 月 初出 。 そ の 2。 生物 的 神経 系 に お け 
る 、 神 縦 細 胞 の 独自 暴走 と 、 統 合 失 調 症 の 発症 。 

追加 内 容 。2022 年 10 月 初出 。 そ の 3。 生物 的 神経 系 に お ける 
発達 障害 と 、 気 体 性 や 液体 性 と 、 性 差 と の 、 関 連 。 生物 に お 
ける 親子 関係 と 、 信 頼 の 形成 と の 、 関 連 。 神 縦 回 路 に お ける 
傷 の 治癒 と 。 む 、 カ ウン セリ ング や 心理 療法 と の 、 関 連 。 男女 の 
恋愛 感情 に お ける 特性 の 、 性 差 。 

追加 内 容 。2022 年 10 月 初出 。 そ の 4。 ЭНЕН 5. Ж 
力 的 な 異性 。 そ の 特質 。 生物 一 般 に お ける 、 絶 力 的 な 個体 。 


その 特質 。 

追加 内 容 。2022 年 11 月 初出 。 生 物 に お ける 、 圧 力 や スト レス 
や 欲求 不満 や 葛藤 や 矛盾 。 生物 に お ける 、 社 会 的 抑圧 。 生 物 
に お ける 、 親子 関係 の 成立 。 生 物 力 学 は 、 物 理 的 な 力学 の 一 
環 で ある こと 。 液体 性 の 生物 と 気体 性 の 生物 。 生 物 の 神経 系 
に お ける 、 調 語 と 戦略 立案 と の 、 共 通 性 。 生物 の 神経 系 に お 
ける 、 意 識 と 無意識 。 

追加 内 容 。2022 年 11 月 初出 。 そ の 2。 生物 や 無生物 に お け 
る 、 資 源 管理 。 生物 や 無生物 に お ける 、 急 所 。 気体 性 社会 や 
液体 性 社会 に お ける 、 急 所 。 

追加 内 容 。2022 年 11 月 初出 。 そ の 3。 生物 の 有 性 生殖 に お け 
る 、 病 気 や 障害 の 、 分 類 。 

追加 内 容 。2023 年 1 月 下旬 初出 。 神経 回 路 に お ける 、 フ ィ ー 
ド バ ッ ク 待 機 機能 の 実装 。 生 物 に お ける 恋愛 。 情 報 通 信 産 業 
と 、 商 業 や 交通 物流 産業 と の 、 共 通 性 や 同質 性 。 

追加 内 容 。2023 年 2 月 中 旬 初出 。 そ の 1。 生物 に お ける 、 自 己 
複製 や 自己 増殖 。 そ れ ら の プロ セス の 、 コ ンピュータ シミ ュ 
レー ショ ン に よる 実装 。 

追加 内 容 。2023 年 2 月 中 旬 初 出 。 そ の 2。 生物 的 神経 系 プロ グ 
ラミ ング に お ける 、 機 能 実装 の 進め 方 。 

追加 内 容 。2023 年 2 月 中 旬 初 出 。 そ の 3。 物質 や 生物 に お け 
る 、 パ ラド ックス 。 社会 的 パラ ドッ クス と し て の 、 社 会 的 な 
嘘つき や 社会 的 な 矛盾 と 、 社 会 的 な 正 し さ の 主張 と の 関連 。 
物質 や 生物 の 進化 に お ける 、 恨 好 な 進化 と 、 不 良 な 進化 。 そ 
うし た 進化 に お ける 、 パ ラド ックス 。 

追加 内 容 。2023 年 2 月 下旬 初出 。 そ の 1。 生物 と 資本 主義 。 生 
物 個 体 に お ける 、 社 会 的 資本 の 蓄積 と 、 社 会 主義 や 共産 主義 
と の 関連 。 

追加 内 容 。2023 年 2 月 下旬 初出 。 そ の 2。 物質 や 生物 に お け 
る 、 保 存 力 の 行使 。 女 性 的 職業 と の 関連 。 

追加 内 容 。2023 年 3 月 上 旬 初 出 。 生 物 に お ける 、 配 偶 者 選択 
の ポリ シー。 液体 性 や 気体 性 の 、 社 会 的 強制 。 

追加 内 容 。2023 年 3 月 中 旬 初 出 。 生 物 的 神経 系 に お ける 

フィ ー ド バッ ク 機 構 の 、 コ ンピュータ シミ ュ レ ーション 。 = 
の ソー スコ ー ド 。 

追加 内 容 。2023 年 4 月 下旬 初出 。 生 物 的 神経 系 の シミ ュ レ ー 
ショ ン に つい て の 、Python の ソー スコ ー ド の 追加 。 

追加 内 容 。2023 年 5 月 中 旬 初 出 。 生 物 に お ける 人 遺伝 情報 の 、 
文字 列 や 配列 に よる 表現 。 生 物 に お ける 、 自 己 複製 や 自己 増 
FAP MMAR PHYS, それ ら の 動作 原理 に つい て の シ 


ミュ レー ショ ンプ ログ ラム の 実装 。 

追加 内 容 。2023 年 6 月 上 旬 初 出 。 生 物 と 社会 的 禁忌 と 社会 的 
真実 。 真 に 役立つ 科学 理論 の 確立 と の 関連 。 

追加 内 容 。2023 年 6 月 中 旬 初 出 。 生 物 と 、 社 会 的 禁忌 と 、 保 
存 力 や 保存 的 思想 。 生 物 に お ける 性 差 の 機能 分 化 。 そ の 根本 
的 な 原因 。 

追加 内 容 。2023 年 6 月 下旬 初出 。 有 性 生殖 の 生物 に お ける 、 

性 的 誘引 力 の 根源 。 

追加 内 容 。2023 年 7 月 下旬 初出 。 有 性 生殖 の 生物 に お ける 、 

生活 水準 の 規定 要因 。 保存 性 の 生物 が 好む 行動 。 生物 に と っ 
て の ユー ザビ リティ 。 

追加 内 容 。2023 年 8 月 下旬 初出 。 エ ネル ギー 的 思想 。 気 体 的 
思想 。 保 存 的 思想 。 液 体 的 思想 。 そ れ ら の 、 生 物 的 神経 系 に 
よる 実現 。 そ れ ら の 、 神 経 回 路 に よる 実現 。 男女 の 性 差 と の 
関連 。 

追加 内 容 。2024 年 1 月 中 旬 初 出 。 女 性 に お ける 性 的 誘引 力 。 

それ ら を も た ら す 、 女 性 の 生体 的 機構 。 男 性 差別 。 そ の 根源 
的 な 要 大 |。 

追加 内 容 。2024 年 1 月 下旬 。 周 囲 か ら の 働き か け に 対す る 、 

保存 性 物質 と エネ ルギー 性 物質 の 、 反 応 。 物質 動作 の 、 論 理 
回 路 や 神 縦 回 路 や コン ピュ ー タ プロ セス と し て の 、 表 現 。 エ 
ネル ギー 性 思想 や 保存 性 思想 が 、 科 学研 究 に 対し て も た ら 


す 、 分 析 視 点 の 歪み 。 生 物 の 神経 回 路 に お ける 、 逆 転 思 考 や 
反転 思考 。 


追加 内 容 。2024 年 2 月 上 旬 。 生 物 の 、 活 動 一 般 や 神経 回 路 と 
神経 細胞 に お ける 、 エ ネル ギー 性 と 保存 性 。 生 物 の 行動 に お 
ける 性 差 と の 関連 。 

追加 内 容 。2024 年 5 月 下旬 。 生 物 に と っ て の 情報 。 そ れ ら の 
種類 の 分 類 。 生 物 に と っ て の 目的 。 生 物 に と っ て の 生き や す 
さ の 実現 と 、 生 物 に お ける 、 自 己 制御 や 環境 制御 と の 関係 に 
kT; 

追加 内 容 。2024 年 10 月 下旬 。 男 女 の 性 差 。 そ の 本 質 に つい て 
OD, RELI, BANE, 

私 の 書籍 に つい て の 関連 情報 。 


私 の 主要 な 書籍 。 それら の 内 容 の 、 総 合 的 な 要約 。 
芋 者 の 執筆 の 目的 と 、 そ の 実現 に 当たっ て の 方 法論 。 
参考 文献 。 

私 が 執筆 し た 全て の 書籍 。 そ の 一 覧 。 

私 の 書籍 の 内 容 。 そ れ ら の 自動 翻訳 の プロ セス に つい 


а 
私 の 略歴 。 


私 の 書籍 に つい て の 関連 情報 。 


私 の 主要 な 書籍 。 それら の 内 容 の 、 総 


ZK). 


//// 

私 は 、 以 下 の 内 容 を 、 発 見 し た 。 

男女 の 社会 行動 上 の 性 差 。 

その こと に つい て の 、 新 た な 、 基 本 的 で 、 斬 新 な 、 説 明 。 


男女 の 性 差 。 

それ は 、 以下 の 内 容 で ある 。 

精子 と 卵子 と の 、 性 質 の 差 。 

EN5O0, BRN, ERTS, RR, 


男女 の 社会 行動 上 の 性 差 。 
それ ら は 、 以 下 の 内 容 に 、 忠 実に 、 基 づい て いる 。 
精子 と 卵子 と の 、 社 会 行動 上 の 差 。 


それ は 、 全 て の 生物 に お いて 、 共 通し て いる 。 
それ は 、 生 物 の 一 種 と し て の 人 間 に も 、 当 て は まる 。 


男性 の 心身 は 、 精 子 の 乗り 物 に 過ぎ な い 。 

女性 の 心身 は 、 卵 子 の 乗り 物 に 過ぎ な い 。 
FROLRICWMBR, RBA CK. 

У, CNSEO,. MPRBBCH, SHBACHS. 


生殖 设备 。 
女性 は 、 そ れ ら の 所 有 者 で あり 、 占 有 者 で ある 。 


卵子 が 占有 する 、 栄 養分 や 水分 。 
精子 は 、 そ れ ら の 、 借 用 者 で ある 。 


女性 が 占有 する 生殖 設備 。 
男性 は 、 そ れ ら の 、 借 用 者 で ある 。 


所 有 者 が 上 位 者 で あり 、 借 用 者 が 下位 者 で ある 。 


その 結果 。 

栄養 分 や 水分 の 所 有 。 

それ ら に お いて は 、 卵 子 が 上 位 者 で あり 、 精 子 が 下位 者 で ある 。 
生殖 設備 の 所 有 。 

それ ら に お いて は 、 女 性 が 上 位 者 で あり 、 男 性 が 下位 者 で ある 。 


卵子 は 、 以 下 の 内 容 の 権限 を 、 一 方 的 に 占有 する 。 

そう し た 上 下関 係 を 利用 する こと 。 

その こと で 、 精 子 を 、 一 方 的 に 選別 する こと 。 

その こと で 、 精 子 に 対し て 、 受 精 を 、 一 方 的 に 許可 する こと 。 
そう し た 権限 。 


女性 は 、 以 下 の 内 容 の 権限 を 、 一 方 的 に 占有 する 。 

そう し た 上 下関 係 を 利用 する こと 。 

その こと で 、 男 性 を 、 一 方 的 に 選別 する こと 。 

фе, ЕОс, Ща, РС дес“. 
そう し た 権限 。 


女性 は 、 以 下 の 行 為 を 、 行 う 。 
そう し た 上 下関 係 を 利用 する こと 。 
その こと で 、 男 性 を 、 様 々 な 側面 か ら 、 総 合 的 に 搾取 する こと 。 


卵子 は 、 精 子 を 、 性 的 に 誘引 する 。 
女性 は 、 男 性 を 、 性 的 に 誘引 する 。 


Flt, UFOAROMRA, —AWICHATS. 
それ 自身 の 内 部 へ の 、 精 子 の 進入 。 

その こと に つい て の 、 許 認可 。 

その 権限 。 


女性 は 、 以 下 の 内 容 の 権限 を 、 一 方 的 に 占有 する 。 


ВЕС 9 5, ФУУХФЕНАР|, 
その 権限 。 


彼女 自身 伙 所 有 才 台 生殖 设备 。 
男性 に よる 、 そ れ ら の 、 借 用 。 
その 許認可 。 
その 権限 。 


男性 か ら の 求婚 。 
それ に 対す る 許諾 。 
その 権限 。 


生物 が 、 有 性 生殖 を 行う 限り 、 以 下 の 内 容 は 、 確 実に 存在 する 。 
男女 の 社会 行動 上 の 性 差 。 


男女 の 社会 行動 上 の 性 差 。 
それ ら は 、 無 く ぐ す こと は 、 決 し て 出来 な い 。 


私 は 、 以 下 の 内 容 を 、 新 た に 説明 する 。 
世界 に は 、 男 性 優位 の 社会 だ け で な く 、 女 性 優位 の 社会 も 、 同 様 
に 、 普 通 に 、 多数 存在 する こと 。 


それ は 、 以下 の 内 容 で ある 。 
女性 優位 社会 の 存在 の 明瞭 性 。 
その 、 世 界 社会 に お ける 、 新 た な 再 確認 。 


男性 優位 社会 は 、 移 動 生活 様式 の 社会 で ある 。 
女性 優位 社会 は 、 定 住 生活 様式 の 社会 で あぁ る 。 


精子 。 
その 乗り 物 と し て の 、 男 性 の 心身 。 
彼ら は 、 移 動 生 活 様式 者 で ある 。 


卵子 。 
その 乗り 物 と し て の 、 女 性 の 心身 。 
彼ら は 、 定 住 生 活 様式 者 で ある 。 


男性 優位 社会 は 、 例 えば 、 以下 の よう な 社会 で ある 。 
欧米 諸国 。 中 東 諸 国 。 モ ン ゴル 。 


女性 優位 社会 は 、 例 えば 、 UROLIBHETHS. 
中 国 。 ロ シア 。 日 本 。 韓 国 や 北朝 鮮 。 東南 アジ ア 。 


男性 は 、 行 動 の 自由 の 確保 を 最 優先 する 。 

男性 は 、 上 位 者 に 反抗 する 。 

男性 は 、 下 位 者 を 、 暴 力 で 強引 に ね じ 伏 せ て 、 服 従 さ せる 。 
男性 は 、 以 下 の 内 容 に つい て の 余地 は 、 少 し だ け 残 す 。 
下位 者 に よる 反抗 。 

その 可能 性 。 

下位 者 に よる 自由 行動 。 

その 可能 性 。 

それ ら の 余地 。 


男性 優位 社会 は 、 暴 力 に よる 支配 を 行う 。 


女性 は 、 自 己 保 身 を 最 優 先 す る 。 
REA, EMBO UCT. RET S. 


Е, RIBS, Еее. 


それ は 、 以下 の 内 容 で ある 。 
// 
最大 限 の 高慢 さと 尊大 さ を 、 用 いる こと 。 


下位 者 に よる 反抗 や 自由 行動 。 
それ ら の 行動 の 余地 を 、 完 全 に 封 角 し て 、 一 切 不 可能 に する こと 。 


それ は 、 以下 の 内 容 で ある 。 

周囲 の 同調 者 と 、 予 め 、 示 し 合わ せ て 、 行 われ る こと 。 

下位 者 に よる 反抗 を 、 一 切 、 許 さ な い こと 。 

下位 者 を 、 逃 げ 場 の 一 切 無 い 、 密 閉 室 間 に 監禁 する こと 。 

上 位 者 の 気 が 済 む ま で 、 粘 着 的 に 、 行 われ れる こと 。 

下位 者 を 。、 サ ンド バッ グ 代 わり に し て 、 一 方 的 に 、 虐 待 し 続け る こ 
Gs 

ae 


女性 優位 社会 は 、 専 制 に よる 支配 を 行う 。 


欧米 諸国 と 。 ロ シア や 中 国 と の 、 対 立 。 


それ ら は 、 以下 の 内 容 と し て 、 十 分 に 説明 可能 で ある 。 
男性 優位 社会 と 、 女 性 優位 社会 と の 、 対 立 。 


移動 生活 様式 は 、 男 性 優位 社会 を 、 生 み 出 す 。 
そこ で は 、 女 性 差別 が 起き る 。 
定住 生活 様式 は 、 女 性 優位 社会 を 、 生 み 出 す 。 
そこ で は 、 男 性 差別 が 起き る 。 


女性 優位 社会 で は 、 以下 の 内 容 が 、 恒 常 的 に 発生 する 。 

上 位 者 と し て の 女性 に よる 、 以下 の よう な 行動 。 

自己 弱者 性 に つい て の 、 應 意 的 な 連呼 。 

男性 の 強者 性 に つい て の 、 應 意 的 な 連呼 。 

EN5IX, UROABRS, МЕСЕЖУ 5. 
女性 の 社会 的 優位 性 。 

男性 差别 。 

ЕТ, GHBUASOFETOEOS, УМС, BRT S. 


女性 優位 社会 に お ける 、 そ の 内 部 の 機密 性 や 閉鎖 性 や 排他 性 。 
その 内 部 情報 の 非 公開 性 。 
それ ら は 、 女 性 優位 社会 の 存在 その も の を 、 対 外 的 に 、 隠 蔽 する 。 


生物 や 人 間 の 社会 に お いて 、 性 差別 を 無く すこ と 。 

その 実現 は 、 不 可能 で ある 。 

そう し た 試み は 、 し ょ せん は 、 生 出 事 の 理想 の 主張 に 過ぎ な い 。 
それ ら の 行為 は 、 全 て 無駄 で ある 。 


男女 の 性 差 の 存在 を 強引 に 否 定 す る こと 。 
性 差別 に 反対 する こと 。 

欧米 主導 の 、 そ うし た 社会 運動 。 

それ ら は 、 基 本 的 に 、 全 て 無 意 味 で ある 。 


男女 の 性 差 の 存在 を 前 提 と する 、 社 会 政策 。 
その 展開 が 、 新 た に 必要 で ある 。 


//// 

私 は 、 以 下 の 内 容 を 、 発 見 し た 。 

ложи, 

それ ら に つい て の 、 新 た な 、 基 本 的 で 、 斬 新 な 、 説 明 。 


当方 は 、 以 下 の よ うな 見 方 を 、 根 本 的 に 転換 し 、 破 壊す る 。 


従来 の 、 欧 米 や ユダ ヤ や 中 東 に よる 主導 の 、 移 動 生 活 様式 の 思想 。 
ENSIX, ARIC. ЛЕ\ЛФО+ЕИ ея, 895. 

それ ら は 、 以 下 の 内 容 に 基づく 。 
ЕН Ея, COMB, 

そう し た 見 方 。 


私 の 主張 は 、 以 下 の 内 容 で ある 。 


人 間 の 存在 は 、 生 物 一 般 の 存在 へ と 、 完 全 に 包含 され る 。 

人 間 の 本 質 は 、 以 下 の 方 法 に よっ て 、 よ り 効 果 的 に 説明 で きる 。 
人 間 を 、 生 物 の 一 種 と し て 、 眺 め る こと 。 

人 間 の 本 質 を 、 生 物 一 般 の 本 質 と し て 、 捉 える こと 。 


生物 の 本 質 。 
それ は 、 以 下 の 内 容 で ある 。 
自己 の 複製 。 
自己 の 存続 。 
自己 の 増殖 。 


それ ら の 本 質 は 、 生 物 に 対し て 、 以下 の よ うな 欲求 を 、 生 み 出 す 。 
私 的 な 生き や すさ 。 

EQ, Ш BSIEX, 
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その 欲求 は 、 生 物 に 対し て 、 以下 の よ うな 欲求 を 、 生 み 出 す 。 
有人 能 性 の 獲得 。 
既得 権益 の 獲得 。 
それ ら へ の 欲求 。 


その 欲求 は 、 生 物 に 対し て 、 以 下 の 内 容 を 、 絶 え ず 生じ させ る 。 
生存 に お ける 、 優 位 性 。 

その 確認 。 

その 必要 性 。 


その こと は 、 結 果 的 に 、 生 物 の 間 に 、 以 下 の 内 容 を 、 生 み 出 す 。 
社会 的 優劣 関係 。 
社会 的 上 下関 係 。 


その こと は 、 以 下 の 内 容 を 、 必 然 的 に 生み 出す 。 
上 位 者 の 生物 に よる 、 下 位 者 の 生物 に 対す る 、 虐 待 や 搾取 。 


その こと は 、 生 物 に 対し て 、 原 漠 を 、 回 避 不 可能 な 形 で 、 も た ら 
す 。 
それ は 、 生 物 を 、 生 き に くく する 。 


そう し た 原潜 や 生き に くさ か ら 逃 れる こと 。 

その 実現 。 

どん な 生物 も 、 そ の 内 容 は 、 生 き て いる 限り 、 決 し て 、 実 現 出来 な 
い 。 

それ は 、 生 物 の 一 種 で ある 人 間 に お いて も 、 同 様 で ある 。 

人 間 の 原 洪 は 、 生 物 で ある こと その も の に より 、 生 じ て い る 。 


//// 

私 は 、 以 下 の 内 容 を 、 新 た に 発見 し た 。 
従来 の 生物 学 に お いて 主流 で ある 、 進 化 論 。 
それ に つい て 、 以下 の 内 容 を 指摘 する こと 。 
その 内 容 面 に お ける 根本 的 な 誤り 。 

その た め の 、 新た な 説明 。 


それ は 、 以下 の よう な 見 方 を 、 根 本 的 に 否定 する 。 
人 間 は 、 生 物 の 進化 の 完成 形 で ある こと 。 
EMO Ral. ДЕ НЭС. 


そう し た 見 方 。 
生物 は 、 自 己 複 製 を 、 ひ た すら 、 機 械 的 に 、 自 動 的 に 、 繰 り 返 す だ 
け で ある 。 


生物 は 、 そ うし た 点 に お いて 、 純 粋 に 物質 的 な 存在 で ある 。 
生物 は 、 進 化 へ の 意思 を 、 全 く 持 た な い 。 


生物 の 自己 複製 に お ける 突然 変異 。 
それ ら は 、 純 粋 に 、 機 械 的 に 、 自 動 的 に 、 起 きる 。 
それ は 、 生 物 に 対し て 、 新 た な 形態 を 、 自 動 的 に も た ら す 。 


従来 の 進化 論 の 説明 。 
そう し た 新た な 形態 が 、 従 来 の 形態 より も 、 優 れ て いる こと 。 
そう し た 説明 は 、 何 も 根拠 が 無い 。 


現状 の 、 生 物 の 一 環 と し て の 人 間 の 、 形 態 。 

それ が 、 生 物 に よる 自己 複製 の 繰り 返し の 過程 に お いて 、 そ の まま 
保 た れる こと 。 

そう し た 保証 は 、 一 切 無い 。 


生物 を 取り 巻く 環境 は 、 常 に 、 予 想 外 の 方 向 へ と 変化 す る 。 

以前 の 環境 に お いて 適応 的 だ っ た 形質 。 

それ ら は 、 次 の 変化 し た 環境 に お いて は 、 往 々 に し て 、 以下 の よう 
な 形質 と な る 。 

その 新た な 環境 に 対し て 、 不 適応 で ある こと 。 


その 結果 。 

生物 の 形態 は 、 自 己 複製 と 突然 変 異 に より 、 常 に 変化 する 。 
それ は 、 以下 の 内 容 の 実現 を 、 全 く 保 証し な い 。 

より 望ま し い 状 態 へ の 進化 。 

その 持続 。 


//// 
私 の 、 上 記 の 主張 。 
それ は 、 以 下 の 内 容 で ある 。 


世界 の 上 位 を 独占 する 、 世 界 一 の 既得 権益 者 。 
そう し た 、 男 性 優位 社会 。 

欧米 諸国 。 

ユダ ヤ 。 


国際 秩序 。 

国際 的 な 価値 観 。 

それ ら は 、 彼 ら を 中 心 と し て 、 生 成 さ れ て いる 。 

それ ら の 内 容 は 、 彼 ら が 、 彼 ら 自 身 が 有利 に な る よう に 、 一 方 的 に 
決定 し た 。 

それ ら の 背景 を な す 、 彼 ら の 、 伝 統 的 な 社会 思想 。 

キリ スト 教 。 


进化 论 。 

リベラ リズ ム 。 

民主 主義 。 

彼ら に と っ て 、 一 方 的 に 有利 な 内 容 の 、 様 々 な 社会 思想 。 
それ ら の 内 容 を 、 根 本 的 に 破壊 し 、 封 外し 、 初 期 化 する こと 。 


国際 秩序 。 

国際 的 な 価値 観 。 

それ ら の 決定 の プロ セス に お ける 、 女 性 優位 社会 の 関与 の 度合 い 。 
その 拡大 。 

その 実現 を 、 更 に 促進 する こと 。 


女性 優位 社会 の 内 部 に お ける 、 根 本 的 に 生き づら い 、 社 会 的 内 実 。 
それ は 、 上 位 者 へ の 隷 従 と 、 下 位 者 へ の 専制 支配 に よっ て 、 完 全 に 
満た され て いる 。 

例 。 

日 本 社会 の 内 実 。 


そう し た 不都合 な 社会 的 内 実 。 

その 発生 メカ ニズム を 徹底 的 に 解明 する こと 。 
その 結果 の 内 容 を 、 暴 志 し 、 内 部 告発 する こと 。 
そう し た 内 容 で ある こと 。 


//// 

私 の 書籍 。 

それ ら の 内 容 に お ける 、 隠 れ た 、 重 要 な 目的 。 
それ は 、 以 下 の 内 容 で ある 。 


女性 優位 社会 の 人 々 。 
彼ら は 、 今 まで 、 以 下 の 内 容 に 頼る し か 無かっ た 。 
男性 優位 社会 の 人 々 が 、 彼 ら 自 身 の た め に 生成 し た 、 社 会 理論 。 


女性 優位 社会 の 人 々 。 

彼ら が 、 彼 ら 自身 の 社会 を 説明 する 、 自 前 の 社会 理論 。 
彼ら が 、 そ れ を 、 自 前 で 持つ こと が 出来 る よう に する こと 。 
その 実現 。 


その こと に よる 、 以 下 の 内 容 の 実現 。 
世界 秩序 の 形成 に お いて 、 現 在 、 優 位 に 立っ て いる 、 男 性 優位 社 
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それ ら の 弱体 化 。 
女性 優位 社会 の カ の 、 新 た な 強化 。 
私 が 、 そ れ を 、 手 伝 うこ と 。 


女性 優位 社会 の 人 々 。 

彼ら が 、 自 前 の 社会 理論 を 、 い つま で 終っ て も 、 な か な か 持つ こと 
が 出来 な いこ と 。 

その 理由 。 

それ ら は 、 以下 の 内 容 で ある 。 


分 析 行 動 そ の も の を 、 心 の 底 で 、 嫌 っ て いる こと 。 
対象 と の 一 体 化 や 、 対 象 と の 共感 を 、 対 象 の 分 析 よ り も 、 優 先 す る 
Eee 

RS BSORASMHO, SRL 排他 性 关闭 锁 性 。 


彼ら 自身 の 社会 の 内 実 を 解明 され る こと に 対し て 、 強 い 抵 抗 感 を 
持っ て いる こと 。 


彼ら 自身 の 女性 的 な 自己 保身 性 に 基づく 、 強 い 退 軸 性 。 
未知 の 危険 な 領域 を 探査 する こと を 嫌う こと 。 
安全 性 が 既に 確立 され た 、 前 例 踏 相 ば か り リ を 優先 する こと 。 


前 例 の 無い 、 女 性 優位 社会 の 内 実 の 探査 。 
そう し た 人 行動 その も の を 、 嫌 うこ と 。 


前 例 と し て の 、 男 性 優位 社会 の 社会 理論 。 


その 内 容 を 、 ひ た すら 暗記 学習 する こと 。 
それ し か 、 能 力 的 に 、 出 来 な いこ と 。 


( 2022 年 3 月 初出 。 ) 


筆者 の 執筆 の 目的 と 、 そ の 実現 に 当たっ て の 
方 法論 。 


私 の 執筆 の 目的 。 


生物 に と っ て の 生き や すさ 。 生物 に と っ て の 生存 可能 性 。 生 物 に 
と っ て の 増殖 可能 性 。 そ れ を 増大 させ る こと 。 

それ は 、 生 物 に と っ て 、 一 番 、 価 値 が ある こと で ある 。 ИЗ + 
物 に と っ て 、 本 質 的 に 、 番 で ある 。 それ は 、 生 物 に と っ て 、 本 質 的 
に 、 光 明 性 を も た ら す 。 

社会 的 上 位 者 に と っ て の 善 。 そ れ は 、 以下 の 内 容 で ある 。 最 上 位 の 
社会 的 地位 の 獲得 。 媒 権 の 獲得 。 獲 得 し た 既得 権益 の 維持 。 
社会 的 下位 者 に と っ て の 善 。 そ れ は 、 以下 の 内 容 で ある 。 有 能 性 の 
獲得 に よる 、 社 会 的 上 昇 。 社 会 的 革命 の 生成 に よる 、 社 会 的 上 位 者 
の 既得 権 浴 の 、 破 壊 と 初期 化 。 

その 実現 に 役立つ 思想 。 真実 。 生 物 が 、 自 分 自身 の 真実 を 知る こ 
と 。 それ は 、 生 物 に と っ て 、 冷 酷 で 厳し く 辛 錬 な 内 容 で ある 。 そ の 
受容 。 そ の 助け に な る 思想 。 そ れ ら を 、 効 率 良 く 生 み 出 す 方 法 。 そ 
の 確立 。 


私 の 方 法論 。 

上 記 の 目的 。 そ の 実現 に 当たっ て の 手順 。 そ の 実現 に 当たっ て の 勘 
所 。 そ の 実現 に 当たっ て の 注意 点 。 そ れ ら は 、 以下 の 内 容 で ある 。 
ネッ ト 検 索 や ネッ ト 閲 覧 に よっ て 、 環 境 や 生物 社会 の 動向 を 常に 佑 
上 骸 し 観察 し 把握 する こと 。 それら の 行為 は 、 以 下 の 内 容 の 源泉 に な 


る 。 

環境 や 生物 社会 の 真実 や 法則 の 解明 に お いて 、 説 明 力 や 説得 力 の あ 
る アイ デア 。 

ある アイ デア に よっ て 、 上 真実 を 8 ОН СЕ ВЕ (1 > 
た 場合 。 そ の アイ デア の 内 容 を 、 ど ん どん 書き 出し て 、 体 系 化す る 
こと 。 真 実に 近 そ うな 、 説 明 力 の 高 そ うな 思想 を 、 独 力 で 、 ど ん ど 
ん 生み 出す こと 。 そ の 行為 を 、 最 優先 する こと 。 

詳細 な 説明 を 後回し に する こと 。 難解 な 癌 明 を 避け る こと 。 

過去 の 前 例 と の 照合 は 、 後 回 し に する こと 。 正 し さ の 完全 な 検証 
は 、 後 回 し に する こと 。 

簡潔 で 分 か りや すく 使い や すい 法則 の 確立 。 そ の 行為 を 、 最 優先 す 
る こと 。 そ れ は 、 例 えば 、 以下 の 行為 と 同様 で ある 。 ШС!) 
や すく 使い や すい コン ピュ ー タ の ソフ トウ ェ ア の 開発 。 


私 の 執筆 に お ける 、 理 想 と スタ ンス 。 
私 の 執筆 に お ける 、 理 想 。 


それ は 、 以下 の 内 容 で ある 。 
// 


私 が 生成 する 内 容 の 説明 力 の 最大 化 。 
その た め に か ける 手間 や 時 間 の 最小 化 。 
Th 


それ ら の 実現 の た め の 方 針 や スタ ンス 。 そ れ ら は 、 下 記 の 内 容 で あ 
る 。 


私 の 執筆 に お ける 、 ス タン ス 。 


私 が 、 文 章 の 作成 に お いて 、 考 慮 する 、 根 本 的 な 方 針 。 
それ ら の 対比 。 

それ ら の 主要 な 項目 一 覧 。 

それ は 、 以 下 の 内 容 で ある 。 


上 位 概念 性 。 / 下 位 概念 性 。 
要約 性 。 / 详细 性 。 
根 干 性 。 / 枝葉 性 。 
一 般 性 。 / 个 别 性 。 
基本 性 。 / 应 用 性 。 
抽象 性 。 / 具体 性 。 
純粋 性 。 / 混合 性 。 
集約 性 。 / 粗 放 性 。 
Bt, / 变动 性 。 
普遍 性 。 / 局 所 性 。 
ЯН, / 例外 性 。 
定式 性 。 / 非 定 式 性 。 
簡潔 性 。 / 複雑 性 。 
論理 性 。 / 非 论 理 性 。 
実証 可能 性 。 / 実証 不能 性 。 
客観 性 。 / ЗЕЕ, 
新規 性 。 / 既知 性 。 
破壊 性 。 / 現状 維持 性 。 
効率 性 。 / 非 刻 率 性 。 
结论 性 。 / 中 途 性 。 
短 缩 性 。 / 冗長 性 。 


全て の 文章 に お いて 、 内 容 面 で 、 以 下 の よ うな 性 質 を 、 最 初 か ら 、 
最上 級 の 形 で 、 実 現す る こと 。 


概念 上 位 性 。 


要 约 性 。 
根幹 性 。 
一 般 性 。 
基本 性 。 
抽象 性 。 
純粋 性 。 
集約 性 。 
—Е М. 
普遍 性 。 
网 给 性。 
定式 性 。 
簡潔 性 。 
論理 性 。 
実証 可能 性 。 
客観 性 。 
新規 性 。 
破壊 性 。 
効率 性 。 
结论 性 。 
短 缩 性 。 


その 実現 を 最 優先 し て 、 文 章 の 内 容 を 、 執 筆 す る こと 。 

その 内 容 を 、 な る べく 早く 完成 させ る こと 。 

その 内 容 を 、 書 き 上 げた 部 分 毎 に 、 真 ぐに 、 本 文 に に マー ジ し て い 
く こ と 。 

それ ら を 、 最 優先 する こと 。 

例 。 

固有 名 詞 を 、 使 わな いこ と 。 

ロー カル な 、 抽 象 度 の 低い 意味 の 語句 を 、 使 わな いこ と 。 


先進 的 な コン ピュ ー タ プロ グラ ミン グ 技 術 を 、 文 章 作成 の 方 法 へ 
と 、 積 極 的 に 、 応 用 する こと 。 


例 。 

オブ ジェ クト 思考 に 基づく 、 文 章 作 成 の 技術 。 
クラ ス と イン スタ ンス の 概 念 の 、 文 章 作成 へ の 応用 。 
上 位 ク ラス の 内 容 の 優先 的 な 記述 。 


例 。 


アジ ャ イル 開発 の 方 法 の 、 文 章 作成 へ の 応用 。 

wa. AR OMe, BIRT CE, 

電子 書籍 の 内 容 の 、 バ ー ジ ョ ン ア ッ プ 。 

その 電子 書籍 ファ イル の 、 公 開 サ ー バ ー へ の アッ プロ ー ド 。 


私 は 、 従 来 の 学術 論文 の 作成 方 法 と は 異な る 方 法 を 、 採 用 し て い 
る 


従来 の 学術 論文 の 作成 方 法 は 、 説 明 カ の ある 内 容 の 導出 に お いて 、 
JERE CHS. 


書籍 の 執筆 に お ける 、 私 の 視点 。 
それ は 、 以 下 の 内 容 で ある 。 


統合 失調 症 の 患者 か ら の 視点 。 

社会 に お ける 、 最 下位 者 か ら の 視点 。 

社会 に お ける 扱い が 、 一 番 、 劣 悪 な 者 か ら の 視点 。 

社会 か ら 、 拒 絶 さ れ 、 差 別 さ れ 、 迫 害さ れ 、 追 放さ れ 、 隔 離さ れ た 
者 か ら の 視点 。 

社会 不適 応 者 か ら の 視点 。 

社会 で 生き る こと を 諦め た 者 か ら の 視点 。 

一 番 、 社 会 的 ラン ク が 下位 の 病気 に 確 患 し た 患者 か ら の 視点 。 
社会 に お ける 、 一 番 の 有害 者 か ら の 視点 。 

社会 に お ける 、 一 番 の 嫌 わ れ 者 か ら の 視点 。 

社会 に 対し て 、 生 涯 、 心 を 閉ざし た 者 か ら の 視点 。 

生物 や 人 間 に 対 し て 、 根 本 的 に が っ か り リ し た 者 か ら の 視点 。 
生物 や 人 間 に 対 し て 、 絶 望 し た 者 か ら の 視点 。 

人 生 を 諦め た 者 か ら の 視点 。 

Е ОЖ, НВ CeCe, HAN 
に 拒絶 され た 者 か ら の 視点 。 

確 患 し た 病気 の せい で 、 極 め て 短命 に 終わ る こと 。 その こと を 、 運 
命 付け られ た 者 か ら の 視点 。 

選 患 し た 病気 の せい で 、 生 き や す さ や 救い を 、 生 涯 、 得 られ な いこ 
と 。 そ の こと が 、 予 め 確 定 し て いる 者 か ら の 視点 。 

確 患 し た 病気 の せい で 、 有 能 性 を 、 生 涯 、 得 られ な いこ と 。 その こ 
と が 、 予 め 確 定 し て いる 者 か ら の 視点 。 

和 患 し た 病気 の せい で 、 生 涯 に わた っ て 、 社 会 か ら 、 虐 待 や 搾取 を 
受け 続け る こと 。 そ の こと が 、 予 め 確 定 し て いる 者 か ら の 視点 。 
そう し た 者 に よる 、 生 物 社 会 や 人 間 社 会 に 対す る 内 部 告発 の 視点 。 


私 の 人 生 和 目標 。 

それ は 、 以 下 の 内 容 で ある 。 

男女 の 性 差 。 

人 間 社 会 や 生物 社会 。 

生物 その も の 。 

それ ら の 本 質 を 、 自 力 で 、 分 析 し 、 解 明 す る こと 。 


そう し た 、 私 の 人 生 目 標 は 、 以 下 の よ うな 人 々 に よっ て 、 大 きく 妨 
害さ れ た 。 


男性 優位 社会 の 人 々 。 例 。 了 欧米 諸国 。 

そう し た 、 男 性 優位 社会 に よっ て 支配 され て いる 、 女 性 優位 社会 の 
人 々 。 例 。 日 本 と 韓国 。 

彼ら は 、 女 性 優位 社会 の 存在 を 、 決 し て 認め な い 。 

彼ら は 、 男 女 の 本 質 的 な 性 差 を 、 決 し て 認め な い 。 

彼ら は 、 男 女 の 性 差 に つい て の 研究 その も の を 、 社 会 的 に 、 妨 害 
し 、 禁 止 し て いる 。 

そう し た 、 彼 ら の 態度 は 、 男 女 の 性 差 の 本 質 の 解明 に と っ て 、 本 錦 
的 に 、 邪 魔 で あり 、 有 害 で ある 。 


人 間 と 、 人 間 以 外 の 生物 と の 、 本 質 的 な 共通 性 。 

彼ら は 、 そ れ を 、 決 し て 認め な い 。 

彼ら は 、 人 間 と 、 人 間 以 外 の 生物 と を 、 必 死 で 、 区 別 し 、 開 別 し よ 
うと する 。 

彼ら は 、 人 間 の 、 人 間 以 外 の 生物 に 対す る 優位 性 を 、 必 死 で 、 主 張 
し よう と する 。 


そう し た 、 彼 ら の 態度 は 、 人 間 社 会 や 生物 社会 の 本 質 の 解明 に と っ 
て 、 本 質 的 に 、 邪 魔 で あり 、 有 害 で ある 。 


女性 優位 社会 の 女性 た ち 。 例 。 日 本 社会 の 女性 た ち 。 

彼ら は 、 女 性 優位 社会 に お ける 女性 の 優位 性 を 、 表 向き は 、 決 し て 
認め な い 。 

女性 専用 社会 や 、 女 性 優位 社会 に お ける 、 そ れ ら の 社会 の 内 部 の 真 
実 。 

彼ら は 、 そ の 公開 を 、 決 し て 認め な い 。 

そう し た 、 彼 ら の 態度 は 、 男 女 の 性 差 の 本 質 の 解明 に と っ て 、 本 錦 


Mic, СФ!) BECHS. 
そう し た 、 彼 ら の 態度 は 、 人 間 社 会 や 生物 社会 の 本 質 の 解明 に と っ 
て 、 本 質 的 に 、 邪 魔 で あり 、 有 害 で ある 。 


上 記 の よう な 人 々 。 

そう し た 、 彼 ら の 態度 は 、 私 の 人 生 目 標 を 、 根 本 的 に 、 妨 害し た 。 
そう し た 、 彼 ら の 態度 は 、 私 の 人 生 を 、 そ の 土台 か ら 、 狂 わせ 、 破 
壊し 、 台 無し に し た 。 

私 は 、 そ れ ら の 結果 に つい て 、 と て も 恋 っ て いる 。 

私 は 、 彼 ら に 対し て 、 鉄 村 を 下 し た い 。 

私 は 、 彼 ら に 対し て 、 以下 の 内 容 を 、 何 と し て で も 、 理解 さ せ た 


私 は 、 以 下 の 内 容 を 、 何 と し て で も 、 自 力 で 解明 し た い 。 


男女 の 性 差 に お ける 、 真 実 。 
人 間 社 会 や 生物 社会 に お ける 、 上 真実 。 
A 


ЖЗ, ЛЕНЕ, ЮВЕ, BRAC. DIALED Te, 

そこ で 、 私 は 、 人 間 社 会 か ら 、 一 時 的 に 、 私 自身 を 、 隔 離し た 。 
FAIS. APRS OTHE «7h 2 Te. 

私 は 、 人 間 社 会 の 動向 を 、 ネ ッ ト 経 由 で 、 毎 日 、 ひ た すら 、 観 察し 
続け た 。 


その 結果 。 
私 は 、 以 下 の 内 容 を 、 手 に 入れ た 。 
人 間 社 会 の 全体 を 、 最 下位 か ら 佑 騰 す る 、 独 自 の 視点 。 


その 結果 。 

私 は 、 以 下 の 内 容 を 、 自 力 で 、 何 と か 、 掴 ん だ 。 
// 

男女 の 性 差 の 本 質 。 

人 間 社 会 や 生物 社会 の 本 質 。 

ae 


その 結果 。 
私 は 、 新 た な 人 生 和 目標 を 、 手 に 入れ た 。 


FLO, ЕВ ЛЕ, 


彼ら の 社会 的 妨害 に 対し て 、 対 抗 し 、 挑 戦 す る こと 。 
そし て 、 以 下 の 内 容 を 、 人 々 の 間 に 広 く 知 ら せ る こと 。 
ЙА 

私 が 自力 で 掴ん だ 、 男 女 の 性 差 の 真実 。 

私 が 自力 で 掴ん だ 、 人 間 社 会 や 生物 社会 の 真実 。 


// 

私 は 、 そ うし た 目標 の 実現 の た め に 、 こ れ ら の 書籍 を 作成 し て い 
る 。 

私 は 、 そ うし た 目標 の 実現 の た め に 、 こ れ ら の 書籍 の 内 容 を 、 


日 々 、 熱 心 に 、 改 訂 し 続け て いる 。 
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学 出版 会 , 1970/3/1 


/// 地域 。 

//// 村落 。 

中 田 SE (編集 ), 坂井 達朗 ( 编 集 ), 高橋 明善 ( 编 集 ), 岩崎 信彦 ( 编 集 )， 
农村 (リー ディ ング ス 日 本 の 社会 学 ) , 东京 大 学 出 版 会 , 1986/5/1 
蓮見 音 彦 ( 著 ), 苦悩 する 農村 一 国 の 政策 と 農村 社会 の 変容 , 有 信 堂 
高 文 社 , 1990/7/1 

HE (4), 日 本 農村 の 社会 問題 UP 選書 , 東京 大 学 出 版 会 , 
1969/5/1 

余 田 博通 ( 编 集 ), 松原 治郎 ( 编 集 ), 农村 社会 学 (1968 年 ) (社会 学 選 


=), 川島 書店 , 1968/1/1 
SHEE 编著 , 日 本 の 過疎 地帯 (1968 年 ) (岩波 新書 ), 岩波 書店 , 
1968-05 


きだ みのる (=), RE AVS HACT (冨山 房 百 科 文庫 31), SWE, 
1981/1/30 
きだ みのる (=), に っ ぽん 部 落 (1967 年 ) (1967 年 ) (岩波 新書 ) 


//// 都市 。 

SAIL ВЯ 篠原 隆弘 编 , リー ディ ング ス 日 本 の 社会 学 7 都市 , 
東京 大 学 出版 会 , 1985/11/1 

倉沢 4 (=), 秋元 律 郎 (=), 町 内 会 と 地域 集団 (БЕ 
書 ) , ミネ ル ヴ ァ 書 房 , 1990/9/1 

佐藤 文明 (2), あな た の 「 町 内 会 」 総 点検 [ 三 订 增 补 版 ] 一 地域 の 
トラ ブル 対処 法 (プロ ブレ ム Q&A), 緑風 出版 , 2010/12/1 


//// エリ ア 毎 の 特色 。 

京都 新聞 社 (編さん ), 京 男 ・ 京 お ん な , 京都 新聞 社 , 1984/1/1 
丹波 元 (=), こん な に 違う 京都 人 と 大 阪 人 と 神戸 人 (PHP 文 庫 ) , 
PHP 研 究 所 , 2003/3/1 

+54 ХНА (=), 近江 商人 に 学ぶ , サン ライ ズ 出 版 , 
2003/8/20 


/// ШЕИ. 

有賀 喜 左 衛門 (=), 日 本 の 家族 (1965 年 ) (日 本 歴史 新書 ) , NB, 
1965/1/1 

光吉 利之 ( 编 集 ), 正岡 寛司 ( 编 集 ), 松本 通 晴 ( 编 集 ), 伝統 家族 
(リー ディ ング ス 日 本 の 社会 学 ) , 东京 大 学 出 版 会 , 1986/8/1 


/// 政治 。 
石田 雄 , 日 本 の 政治 文化 - 同調 と 競争 , 1970, 东京 大 学 出 版 会 
京極 純一 , 日 本 の 政治 , 1983, 东京 大 学 出 版 会 


/// ルー ル 。 法律 。 

青柳 文雄 , НЖЛФЗЕСЯ, 1980, 第 一 法 规 出 版 

川 遇 武宣 , 日 本 人 O 法 意识 (岩波 新書 青 版 A-43) , 岩波 書店 , 
1967/5/20 


/// 行政 。 


过 清明 新 版 日 本 官僚 制 の 研究 东京 大 学 出 版 会 1969 

藤原 弘 達 ( 著 ), 官僚 の 構造 (1974 年 ) ( 讲 谈 社 现代 新 书 ) , 講談 社 , 
1974/1/1 

НЕЕ (4), 日 本 官僚 制 と 行政 文化 一 日 本 行政 国家 論 序 説 , 東京 大 
学 出 版 会 , 1982/4/1 

竹内 B— ( 著 ), 日 本 の 官僚 一 エリ ー ト 集団 の 生態 (現代 教養 文庫 ) , 
社会 思想 社 , 1988/12/1 

教育 社 ( 编 集 ), 官僚 一 便覧 (1980 年 ) (教育 社 新書 一 行政 機構 シリ ー 
Х (122) ), 教育 社 , 1980/3/1 

加藤 栄一 , 日 本 人 の 行政 ーー ウ チ の ルー ル (自治 選書 ), 第 一 法規 出版 , 
1980/11/1 

新藤 宗幸 (4), 技術 官僚 一 その 権力 と 病理 (岩波 新書 ), 岩波 書店 , 
2002/3/20 

新藤 宗幸 (22), 行政 指導 一 官庁 と 業界 の あい だ (岩波 新書 ) , 岩波 書 
店 , 1992/3/19 


武藤 HC (4B), 入札 改革 一 談合 社会 を 変え る (岩波 新書 ) , 岩波 書店 , 
2003/12/19 


BABS, BRP OF, 1993, 講談 社 


/// 経営 。 

问安 ,日 本 的 经 当 - 集团 主义 DO 功 罪 ,日 本 经 济 新 闻 社 ,1973 

岩田 龍 子 , 日 本 の 経営 組織 , 1985, 講談 社 

高城 幸司 (#2), "RRs SMHS 社内 政治 の 教科 書 , ダイ ヤ モ ン 
ド 社 , 2014/10/31 


/// 教育 。 

At 義彦 ( 著 ), 大 学院 の すす め 一 進学 を 希望 する 人 の た め の 研 究 生 
活 マ ニュ アル , 東洋 経済 新報 社 , 2004/2/13 

жет (=), 人 脈 社会 学 一 戦後 日 本 社会 学 史 (御茶の水 選書 ) , 御 
茶 の 水 書房 , 1983/7/1 


/// スポ ー ツ 。 
Whiting, R., The Chrysanthemum and the Bat 1977 Harper Mass 
Market Paperbacks ( 2+ 217, 菊 と バッ ト 1991 文藝 春秋 ) 


/// 性 差 。 

// 母性 。 母 親 。 

Caudill,W., Weinstein, H., Maternal Care and Infant Behavior in 
Japan and America Psychiatry,32 1969 


河合 隼雄 , 母性 社会 日 本 の 病理 , 中 央 公論 社 1976 

佐々 木 孝次 (=), 母親 と 日 本 人 , 文藝 春秋 , 1985/1/1 

小此木 SS ( 著 ), 日 本 人 の 阿 聞 世 コ ンプ レッ クス , 中 央 公論 社 , 1982 
mies, Г "RRs ИФА и 講談社 1995 

山村 賢明 , 日 本 人 と 母 一 文化 と し て の 母 の 観 訪 に つい て の 研究 , 東洋 
馆 出 版 社 , 1971/1/1 

土居 健郎 , 「 甘 え 」 の 構造 , 1971, 弘文 堂 


山下 МУ ( 著 ), ВЯ ГЕ, 」 の アル ケ オ ロジ ー, 河 出 书房 新 
社 , 1988/3/1 

山下 悦子 ( 著 ), マザコン 文学 論 一 呪 科 と し て の 「 母 」( ノ マ ド つ 叢書 ) 
‚ 新 上 曜社 , 1991/10/1 


中 国 新 闻 文 化 部 ( 编 集 ), ダメ 母 に 苦し め ら れ て (女のコ コロ と カラ ダ 
シリ ー ズ ) , ネス コ , 1999/1/1 


加藤 秀俊 , 辛口 教育 論 第 四 回 衣食 住 を な くし た 家 , 食 農 教 育 
200109, 農山 漁村 文化 協会 


//// 女性 。 

木下 律子 ( 著 ), 妻たち の 企業 戦争 (現代 教養 文庫 ) , 社会 思想 社 , 
1988/12/1 

AREF (=), 王国 の 妻たち 一 企業 城下 町 に て , 径 書房 , 1983/8/1 
中 国 新 闻 文 化 部 (編集 ), 妻 の 王国 一 家庭 内 “校則 ” に 縛ら れる 夫 た ち 
(女のコ コロ と カラ ダシ リー ズ ), ネス コ , 1997/11/1 


//// 男性 。 

中 国 新 闻 文 化 部 (編集 ), 長男 物語 一 イエ 、 八 八 、 ヨ メ に 征 られ て ( 女 
の ココ ロ と カラ ダシ リー ズ ) , ネス コ , 1998/7/1 

中 国 新 闻 文 化 部 (Ams), 男 が 語る 離婚 一 破局 の あと さき (女のコ コロ 
と カラ ダシ リー ズ ) , KA, 1998/3/1 


// 社会 間 比 較 。 


/// 欧米 諸国 と の 比較 。 

山岸 俊男 , 倍 頼 の 構造 , 1998, 东京 大 学 出 版 会 

松山 幸雄 「 勉 縮 」 の すす め , 朝日 新聞 社 , 1978 

木村 向 三 郎 , ヨー ロッ パ と の 対話 , 1974, HABA ATA 

栗本 一 男 (=), 国際 化 時 代 と 日 本 人 一 異な る シス テム へ の 対応 
(NHK ブ ックス 476) , 日 本 放送 出版 協会 , 1985/3/1 

/// 社会 の 特殊 性 。 そ の 有無 に つい て の 検討 。 

高 野 阳 太郎 、 继 坂 关子 , " 日 本 人 の 集団 主義 " と "アメ リカ 人 の 個人 
主義 " - 通 説 の 再 検討 - 心 理学 研究 vol.68 No.4,pp312-327,1997 
杉本 良夫 、 ロ ス ・ マ オア , 日 本 人 は 「 日 本 的 」 か - 特殊 论 在 超 元 多 
元 的 分 析 へ - , 1982, 東洋 経済 新報 社 

/// ШЕЯ. 

増田 光吉 , アメ リカ の 家族 ・ 日 本 の 家族 , 1969, 日 本 放送 出版 協会 
中 根 千 枝 『 家 族 を 中 心 と する 人 間 関 係 』 講談 社 1977 

/// コミ ュ ニ ケー ショ ン 。 

WAR 洋二 СЕ), ジェ イク ・ ロ ナル ド ソ ン ( 翻 识 ), 日 本 人 が 誤解 さ 
れる 100 の 調 動 100 Cross-Cultural Misunderstandings Between 
Japanese People and Foreigners【 日 英 対訳 】 (対訳 ニッ ポン 双書 ) ， 
IBC パ ブリ ッ シ ン グ , 2010/12/24 

铃木 孝夫 (=), こと ば と 文化 (岩波 新書 ) , 岩波 書店 , 1973/5/21 
/// 独創 性 。 

西沢 潤一 , 独創 は 闘い に あり , 1986, プレ ジ デ ント 社 

(LIBRIS, VPAUA CAA - ニュ ー ヨ ー ク で 考え る , 1980, 読売 新 
間 社 

ве, 日 本 人 と 創造 性 , - 科学 技術 立国 実現 の た め に , 1982, 共立 出 
版 


S.K. ネ トル 、 桜 井 邦 朋 , 独創 が 生ま れ な い - 日 本 の 知 的 風土 と 科学 , 
1989, 地 人 書館 


/// 経営 。 

Abegglen, J.C.,The Japanese Factory:Aspects of Its Social 
Organization,Free Press 1958 ( 占 部 都 美 BER 「 日 本 の 経営 」 ダイ 
ヤ モ ン ド 社 1960 ) 

林 周二 , 経営 と 文化 , 中 央 公論 社 , 1984 

AWS (=), 個人 尊重 の 組織 論 , 企業 と 人 の 新しい 関係 (中 公 新 書 ) , 
中 央 公論 新 社 , 1996/2/25 

/// 保育 。 

Caudill,W., Weinstein, H., Maternal Care and Infant Behavior in 
Japan and America Psychiatry,32 1969 

/// 教育 。 


岡本 Е (4), 新 不 思 議 の 国 の 学校 教育 一 日 本 人 自身 が 気づい て いな 
いそ の 特徴 , 第 一 法規 , 2004/11/1 

SS 宗 七 ( 著 ), 帰国 子女 一 逆 カ ル チ ュ ア ・ シ ョ ッ ク の 波 叙 (中 公 新 
書 ) 中 央 公論 社 , 1990/1/1 

グレ ゴリ ー・ ク ラー ク СЕ), Gregory Clark (原著 ), な ぜ 日 本 の 教育 
ISBDSRWIOCTAY? , 東洋 経済 新報 社 , 2003/9/1 

恒 吉 僚 子 , 人 間 形 成 の 日 米 比 較 - か くれ た カリ キュ ラム , 1992, PR 
公論 社 

/// "EE. 

//// 女性 。 

杉本 MF (=), Л К MR), 武士 の 娘 (筑摩 叢書 97) , HES 
FS, 1967/10/1 

//// 男性 。 

グスタフ ・ フ ォ ス ( 著 ), ARORA, 新潮 社 , 1977/3/1 

/ 韓国 。 

// 単独 社会 。 

ЖК Feith , 醒 い 韓国 人 , 一 われ われ は 「 日 帝 支 配 」 を 叫び すぎ る 
(カッ パ ・ ブ ックス ) 新書 - , 光文社 , 1993/3/1 

朴 ЖЕ (=), 韓国 スラ ング の 世界 , 東方 書店 , 1986/2/1 

// 社会 間 比 較 。 

コリ アン ワー クス , 知れ ば 知る ほど 理解 が 深まる 「 日 本 人 と 韓国 

人 」 な る ほど 事典 一 衣食 住 、 言 葉 の ニュ アン ス か ら 人 づき あい の 習 
慣 ま で (PHP 文 庫 ) 文庫 - , PHP 研 究 所 , 2002/1/1 

造 事務 所 , こん な に 違う よ ! 日 本 人 ・ 韓 国人 ・ 中 国人 (PHP 文 庫 ), 
PHP 研 究 所 (2010/9/30) 

/ 中 国 。 

// 単独 社会 。 

/// 社会 全 般 。 

ЖЕ (=), Е tat (=), 舱 山 明 音 (=), 日 本 人 が 知り た い 中 国人 
の 当たり 前 , 中 国語 リー ディ ング , 三修社 , 2016/9/20 

/// 心理 。 

園田 茂 人 , 中 国人 の 心理 と 行動 , 2001, 日 本 放送 出版 協会 

デイ ヴィ ッ ド ・ ツ ェ ( 著 ), 吉田 RE (=), 関係 < グ ワ ン シ ) 中 国人 と 
の 関係 の つく りか た , ディ スカ ヴァ ー・ ト ゥ エン ティ ワン , 
2011/3/16 

/// 歴史 。 

加藤 A (=), 西 太 后 一 大 清 帝 国 最 后 O 光 芒 (中 公 新 書 ) 新書 - , PR 
公论 新 社 , 2005/9/1 

宮崎 市 定 (SF), 科挙 一 中 国 の 試験 地獄 (POMS 15), 中 央 公論 社 , 
1963/5/1 


/// ШЕЯ. 

瀬川 BA, 現代 中 国 に お ける 宗 族 の 再生 と 文化 資源 化 東北 アジ ア 研 
究 18 pp.81-97 2014-02-19 

// 社会 間 比 較 。 

OB к (#), 騙し て も まだ まだ 騙 せ る 日 本 人 一 君 は 中 国人 を 知ら な 
さす ぎる , 突 业 之 日 本 社 , 1998/87/1 

BBE (4), 中 国人 と 日 本 人 , 中 央 公論 新 社 , 1993 

/ ロシア 。 

// 単独 社会 。 

/// 社会 全 般 。 

ヘ へ ドリ ッ ク ХЕХ (38), 飯田 健一 BR), М ПУУЛ(Е),Н 
本 放送 出版 協会 , 1991/2/1 

NFUY ХЕХ (=), 飯田 健一 BR), 新 ・ ロ シア 人 さく 下 )〉 , 日 
本 放送 出版 協会 , 1991/3/1 

/// 歴史 。 

伊賀 上 菜穂 , 結婚 儀礼 に 現れ る 帝政 未 期 ロシア 農民 の 親族 関係 记 
述 資 料 分 析 の 試み スラ ヴ 研 究 , 49, 179-212 2002 

奥田 央 , 1920 年 代 ロ シア 農村 の 社会 政治 的 構造 (1 ) , МУ" т Е 
と 農民 共同 体 , 東京 大 学 , 経済 学 論 集 , 80 1-2, 2015-7 https:// 
repository.dl.itc.u-tokyo.ac.jp › econ0800102 

KE is, スラ ヴ 派 の 共同 体 論 に お ける 「 ナ ショ ナル 」 意识 - 民族 意 
識 か ら 国 民意 識 へ の 展開 - , 札幌 法学 29 巻 1・2 StS (2018), 
pp.31-53 

// 社会 間 比 較 。 

/// 心理 。 

アレ ックス イン ケル ス (8), Alex Inkeles (原著 ), 吉野 sR= (М), 
国民 性 論 一 精神 社会 的 展望 , 出光 書店 , 2003/9/1 

服部 祥子 ( 著 ), 精神 科 医 の 見 た ロシア 人 (朝日 選書 245), 朝日 新聞 
社 出版 局 , 1984/1/1 

/// 民俗 。 

アレ クサ ンド ル ・ プ ラー ソル , ロシア と 日 本 : 民俗 文化 の アー キタ 
イプ を 比較 し て , 新潟 国際 情報 大 学 情報 文化 学部 紀要 第 10 号 、2007. 
/// ШЕЯ. 

高木 正道 , ロシア の 農民 と 中 欧 の 農民 , 一 一 家族 形態 の 比較 
经 研究 , 42415 рр.1-38, 1993 

/// 経営 。 

宮坂 純一 , ロシア で は モチ ベー ショ ン が どの よう な 内 容 で 教え られ 
て いる の か , 社会 科学 維 誌 』 第 5 巻 (2012 年 11 月 ) 503-539 
宮坂 純一 , 日 口 企 业 文 化 比较 考 , 『 社 会 科学 維 誌 』 第 18 巻 (2017 
年 9 月 —, рр.1-48 


, 法 


/// 性 差 。 

Д.Х. Ибрагимова, Кто управляет деньгами в российских 
семьях?, Экономическая социология. Т. 13. № 3. Май 2012, 
рр22-56 


/ 東南 アジ ア 。 

// 単独 社会 。 

丸 杉 孝之 助 , 東南 アジ ア に お ける 農家 畜産 と 農業 経営 , 熱帯 農業 , 
19(1), 1975 pp.46-49 

中 川 8] (=), 不思議 の フィ リピ ンー 音 近 代 社 会 の 心理 と 行動 (NHK 
ブッ クス ) , 日 本 放送 出 版 协会 , 1986/11/1 

// 社会 間 比 較 。 


= = 液体 。 

/ 液体 の 性 質 。 液体 の 動き 。 

小野 周 著 , 温度 と は な に か , 岩波 書店 、1971 

小野 周 ( 著 ), 表面 張力 (物理 学 one point 9), 共立 出版 , 1980/10/1 
イー ゲル スタ ッ フ ( 著 ), 広池 和夫 (BR), 守田 A СЕК), 液体 論 
門 (1971 年 ) (物理 学 叢 書 ) , 吉岡 書店 , 1971 

ЕВ 政文 ( 著 ), 湿度 と 蒸発 一 基礎 か ら 計測 技術 まで , コロ ナ 社 , 
2000/1/1 

称 松 照 子 (2), 湿度 の お は な し , 日 本 規格 協会 , 1997/8/1 
伊勢 村 A= (=), KOR (化学 の 話 シ リー ズ (6)) , 培風館 , 
1984/12/1 


力 武 常 次 ( 著 ), 基礎 か ら の 物理 総合 版 (チャ ー ト 式 シ リー ズ スズ) , 数 研 
出版 , 数 研 出 版 , 1986/1/1 
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Ah A (=), 華 億 の 奥義 一 生 お 金 に 因 ら な い 儲 け と 成功 の 法則 , 日 
本 実業 出版 社 , 2019 


徳永 tH (AMS), 厚東 洋輔 ( 编 集 ), 人 間 ウ ェ ー パ バー 一 人 と 政治 と 学問 , 
ЗРЯ, 1995 

Жи AGE (=), 小野 塚 知 二 (4), 共同 体 の 基礎 理論 他 六 篇 , 岩波 書 
店 , 2021 

水田 洋 (=), アダ ム ・ ス ミス , 講談 社 , 1997 


村 武 精 一 (編集 ), 佐々 木 RF ( 编 集 ), 文化 人 类 学 , 有 斐 间 , 1991 
小沢 A= ( 著 ), 小沢 滋 子 С), 影山 异 ( 著 ), 今井 BF ( 著 ), 教育 思 
想 史 , BSE, 1993 

田中 成 明 ( 著 ), 竹下 = (=), 深田 三徳 ( 著 ), BA 洋 (=), 平野 仁彦 
(==), 法 思想 史 第 2 版 , 有斐閣 , 1997 

小 笠原 弘 親 (#), 藤原 保 信 (=), 小野 紀明 (32), 政治 思想 史 , ЗЕ 
Fa, 1987 


伊藤 真 (=), 伊藤 真 の 民法 入門 第 5 版 , 日 本 评论 社 , 2014 
川井 健 ( 著 ), 民法 入 站 第 7 版 , BSE, 2012 


塩野 七生 , マキ アヴェ ッ リ 語録 , 新潮 社 , 1992 

トマ ス ・ ホ ッ プ ズ СЕ), 高野 清 弘 ( 著 ) , 法 の 原理 一 自然 法 と 政治 的 
な 法 の 原理 , 行路 社 , 2016 

田中 7 (=), ホッ プ ズ ーー リヴ ァ イ ア サン の 哲学 者 , 岩波 書店 , 2016 


森永 卓郎 ( 著 ), な ぜ 日 本 だ けが 成長 で き な い の か , KADOKAWA, 
2018 

ロナ ルド ドー ア (=), Ronald Dore (原名 ), 藤井 真人 (MR), 日 本 型 
資本 主義 と 市 場 主 義 の 衝突 一 日 ・ 独 対 ア ング ロサ クソ ン , 東洋 経済 
新報 社 , 2001 


私 が 執筆 し た 全て の 書籍 。 そ の 一 覧 。 


Iwao Otsuka (Aug 12, 2020) Sex Differences And Female 
Dominance 

Iwao Otsuka (Aug 12, 2020) 性 别 差 异 和 女性 主导 地 位 

Iwao Otsuka (Aug 12, 2020) Половые различия и женское 
превосходство 

Iwao Otsuka (Aug 12, 2020) 男女 の 性 差 と 女性 の 優位 性 


Iwao Otsuka (Aug 12, 2020) Female-Dominated Society Will Rule 
The World. 

Iwao Otsuka (Aug 12, 2020) 女性 主导 的 社会 将 统治 世界 

Iwao Otsuka (Aug 12, 2020) Общество, в котором доминируют 
женщины, будет править миром. 

Iwao Otsuka (Aug 12, 2020) 女性 優位 社会 が 、 世 界 を 支配 する 。 


Iwao Otsuka (Aug 12, 2020) Mobile Life. Settled Life. The origins of 
social sex differences. 

Iwao Otsuka (Aug 12, 2020) 移动 生活 。 定 居 生 活 。 社 会 性 别 差 异 的 
起 源 。 

Iwao Otsuka (Aug 12, 2020) Мобильная жизнь. Урегулированная 
жизнь. Истоки социальных различий по половому признаку. 
Iwao Otsuka (Aug 12, 2020) 移动 生活 样式 。 定 住 生活 样式 。 社 会 的 
性 差 の 起源 。 


Iwao Otsuka (Aug 12, 2020) The essence of life. The essence of 
human beings. The darkness of them. 


Iwao Otsuka (Aug 12, 2020) 生物 的 本 质 。 人 类 的 本 质 。 他 们 的 黑 


io 

Iwao Otsuka (Aug 12, 2020) Сущность жизни. Сущность 
человеческих существ. Их тьма. 

Iwao Otsuka (Aug 12, 2020) 生物 の 本 質 。 人間 の 本 質 。 それ ら の 暗 
黒 性 。 


Iwao Otsuka (Aug 21, 2020) On Atheism and the Salvation of the 
Soul. Live by neuroscience! 

Iwao Otsuka (Aug 21, 2020) 论 无 神 论 与 灵魂 的 救赎 。 靠 神经 科学 生 
存 ! 

Iwao Otsuka (Aug 21, 2020) Об атеизме и спасении души. Живи 
неврологией! 

Iwao Otsuka (Aug 21, 2020) Ня CORO BUAIC DUNC. 脳神経 科 
学 で 生き よう ! 


Iwao Otsuka (Aug 24, 2020) Dryness. Wetness. Sensation of 
humidity. Perception of humidity. Personality Humidity. Social 
Humidity. 

Iwao Otsuka (Aug 24, 2020) 干 性 。 湿 气 。 湿 度 的 感觉 。 对 湿度 的 感 
知 。 性格 湿度 。 社 会 湿度 。 

Iwao Otsuka (Aug 24, 2020) Сухость. Мокрота. Сенсация 
влажности. Восприятие влажности. Личностная влажность. 
Социальная влажность. 

Iwao Otsuka (Aug 24, 2020) ドラ イ さ 。 ウェッ ト さ 。 湿度 の 感覚 。 
湿度 の 知覚 。 性 格 の 湿度 。 社 会 の 湿度 。 


Iwao Otsuka (Aug 26, 2020) Gases and liquids. Classification of 
behavior and society. Applications to life and humans. 

Iwao Otsuka (Aug 26, 2020) 气体 和 液体 。 行 为 与 社会 的 分 类 。 在 生 
活 和 人 类 中 的 应 用 。 

Iwao Otsuka (Aug 26, 2020) Газы и жидкости. Классификация 
поведения и общества. Применение к жизни и человеку. 

Iwao Otsuka (Aug 26, 2020) 気体 と 液体 。 行 動 や 社会 の 分 類 。 生物 
や 人 間 へ の 応用 。 


Iwao Otsuka (Sep 3, 2020) Elements of livability. Functionalism of 
life. Society as life. 

Iwao Otsuka (Sep 3, 2020) 宜 居 的 要 素 。 生 活 的 功能 主义 。 社 会 即 生 
活 。 

Iwao Otsuka (Sep 3, 2020) Элементы благоустроенности. 
Функциональность жизни. Общество как жизнь. 

Iwao Otsuka (Sep 3, 2020) 生き や すさ の 素 。 生物 の 機能 主義 。 生物 
と し て の 社会 。 


Iwao Otsuka (Sep 4, 2020) The laws of history. History as a system. 
History for life. 

Iwao Otsuka (Sep 4, 2020) 历史 的 规律 。 历 史 是 一 个 系统 。 历 史 的 生 
物 。 

Iwao Otsuka (Sep 4, 2020) Законы истории. История как система. 
История на всю жизнь. 

Iwao Otsuka (Sep 4, 2020) 歴史 の 法則 。 シ ステ ム と し て の 歴史 。 生 
物 に と っ て の 歴史 。 


Iwao Otsuka (Sep 21, 2020) Social Theory of Maternal Authority. A 
Society of Strong Mothers. Japanese Society as a Case Study. 

Iwao Otsuka (Sep 20, 2020) 母亲 权威 的 社会 理论 。 强 势 母亲 的 社 
会 。 以 日 本 社会 为 个 案 研究 。 

Iwao Otsuka (Sep 20, 2020) Социальная теория материнства: 
Общество сильных матерей. Японское общество как пример. 
Iwao Otsuka (Sep 15, 2020) 母 権 社会 論 - 強い 母 の 社会 。 事例 と し 
て の 日 本 社会 。 - 


Iwao Otsuka (Sep 21, 2020) Mechanisms of Japanese society. A 
society of acquired settled groups. 


Iwao Otsuka (Sep 21, 2020) 日 本 社会 的 机 制 。 后 天 定居 群体 的 社 


a 
Bo 


Iwao Otsuka (Sep 21, 2020) Механизмы японского общества. 
Общество приобретенных оседлых групп. 

Iwao Otsuka (Aug 28, 2020) Н——ЕФХЯ-ХД., #КИЕЕЕ 
団 の 社会 


Iwao Otsuka (Oct 25, 2020) Inertial Society 

Iwao Otsuka (Oct 25, 2020) 惯性 社会 〈( 中文 版 本 ) 
Iwao Otsuka (Oct 25, 2020) инерционное общество 
Iwao Otsuka (Oct 25, 2020) 慣性 社会 (日 本 語 版 ) 


Iwao Otsuka (Oct 27, 2020) Neurosociology 

Iwao Otsuka (Oct 27, 2020) 神经 社会 学 ( 中文 版 本 ) 
Iwao Otsuka (Oct 27, 2020) Нейросоциология 
Iwao Otsuka (Oct 27, 2020) 神経 社会 学 日 本 語 版 ) 


Iwao Otsuka (Oct 29, 2020) From transportation-centric society to 
communication-centric society. The Progress of Transition. 

Iwao Otsuka (Oct 29, 2020) 从 以 交通 为 中 心 的 社会 向 以 通信 为 中 心 
的 社会 。 转 型 的 进展 。 

Iwao Otsuka (Oct 29, 2020) От общества, ориентированного на 
транспорт, к обществу, ориентированному на коммуникации. 
Прогресс переходного периода. 

Iwao Otsuka (Oct 29, 2020) 交通 中 心 社 会 か ら 通 信 中 心 社会 へ 。 移 
行 の 進展 。 


Iwao Otsuka (Nov 9, 2020) The Sociology of the Individual -The 
Elemental Reduction Approach. 

Iwao Otsuka (Nov 9, 2020) 个 人 社会 学 -元 素 还 原 法 。 

Iwao Otsuka (Nov 9, 2020) Социология личности -Элементный 
подход к сокращению. 

Iwao Otsuka (Nov 9, 2020) 個人 の 見 える 社会 学 - Еду 
ロー チ - 


Iwao Otsuka (Nov 9, 2020) Introduction Of A White Tax To Counter 
Discrimination Against Blacks. 

Iwao Otsuka (Nov 9, 2020) 引入 白人 税 以 打击 对 黑人 的 歧视 

Iwao Otsuka (Nov 9, 2020) Введение белого налога для 
противодействия дискриминации черных 


Iwao Otsuka (Nov 9, 2020) 黒人 差別 対策 と し て の 白人 税 導入 


Iwao Otsuka (Nov 20, 2020) Personality and sensation, perception. 
Light and dark. Warm and cold. Hard and soft. Loose and tight. 
Tense and relaxed. 

Iwao Otsuka (Nov 20, 2020) 人 格 与 感觉 、 知 觉 。 明 与 暗 。 温 暖 与 寒 
怜 。 硬 和 软 。 松 与 紧 。 紧 张 与 放松 。 

Iwao Otsuka (Nov 20, 2020) Личность и ощущения, восприятие. 
Светлое и темное. Тепло и холодно. Твердый и мягкий. 
Свободный и тугой. Напряженный и расслабленный. 

Iwao Otsuka (Nov 20, 2020) 性 格 と 感覚 、 知 覚 。 明暗 。 温 冷 。 硬 
軟 。 緩 さと きつ さ 。 緊張 と リラ ックス 。 


Iwao Otsuka (Nov 21, 2020) Motherhood and Fatherhood. Maternal 
and paternal authority. Parents and Power. 

Iwao Otsuka (Nov 21, 2020) 母性 与 父 性 。 母 权 和 父 权 。 父 母 与 权 
力 。 

Iwao Otsuka (Nov 21, 2020) Материнство и отцовство. 
Материнская и отцовская власть. Родители и власть. 


Iwao Otsuka (Nov 22, 2020) 母性 と 父性 。 母 権 と 父 権 。 親 と 権力 。 


Iwao Otsuka (Dec 15, 2020) Sex differences and sex discrimination. 
They cannot be eliminated. Social mitigation and compensation for 
them. 

Iwao Otsuka (Dec 15, 2020) 性 别 差 异 和 性 别 歧 视 。 它 们 无 法 消除 。 
对 它们 进行 社会 缓解 和 补偿 。 


Iwao Otsuka (Dec 15, 2020) Половые различия и дискриминация 
по половому признаку. Они не могут быть устранены. 
Социальное смягчение и компенсация за них. 

Iwao Otsuka (Dec 15, 2020) 男女 の 性 差 と 性 差別 。 そ れ ら は 無く ぐせ 
な いい 。 それ ら へ の 社会 的 な 緩和 や 補償 。 


Iwao Otsuka (Dec 18, 2020) Mechanisms of acquired settled group 
societies. Female dominance. 

Iwao Otsuka (Dec 18, 2020) 后 天 定居 群体 社会 的 机 制 。 女 性 主导 地 
位 。 

Iwao Otsuka (Рес 18, 2020) Механизмы обществ приобретенных 
оседлых групп. Доминирование женщин. 

Iwao Otsuka (Dec 18, 2020) 後天 的 定住 集団 社会 の メカ ニズム 。 女 
性 の 優位 性 。 


Iwao Otsuka (Dec 24, 2020) Ownership and non-ownership of 
resources. Their advantages and disadvantages. 

Iwao Otsuka (Dec 24, 2020) 资源 的 所 有 权 和 非 所 有 权 。 其 利弊 。 
Iwao Otsuka (Dec 24, 2020) Владение и не владение ресурсами. 
Их преимущества и недостатки. 

Iwao Otsuka (Dec 24, 2020) "ФЕТ ЕР. その 利点 と 欠 


ハ パ N い oO 


Iwao Otsuka (Jan 3, 2021) Wealth and poverty. The emergence of 
economic disparity. Causes and solutions. 

Iwao Otsuka (Jan 3, 2021) 财富 与 贫穷 。 经 济 差距 的 出 现 。 原 因 和 解 
决 办 法 。 

Iwao Otsuka (Jan 3, 2021) Благополучие и бедность. Появление 
экономического неравенства. Причины и решения. 

Iwao Otsuka (Jan 3, 2021) вс, 経済 的 格差 の 発生 。 その 原 
と 解消 法 。 


Iwao Otsuka (Jan 4, 2021) Social delinquents. A true delinquent. 
The difference between the two. 

Iwao Otsuka (Jan 4, 2021) 社会 不 良 分 子 。 真 正 的 不 良 分 子 。 两 者 之 
间 的 区 别 。 

Iwao Otsuka (Jan 4, 2021) Социальные преступники. Настоящий 
преступник. Разница между ними. 

Iwao Otsuka (Jan 4, 2021) 社会 的 な 不良 者 。 真 の 不良 者 。 両 者 の 違 
い 。 


Iwao Otsuka (Jan 8, 2021) How to enjoy game music videos. 
Iwao Otsuka (Jan 8, 2021) 如 何 欣 赏 游戏 音乐 视频 。 

Iwao Otsuka (Jan 8, 2021) Как наслаждаться игровыми 
музыкальными клипами. 

Iwao Otsuka (Jan 8, 2021) ゲー ム 音 楽 動画 の 楽し み 方 。 


Iwao Otsuka (Jan 17, 2021) Life worth living. Fulfilling life. The 
source of them. 

Iwao Otsuka (Jan 17, 2021) 值得 生活 的 生活 。 充 实 的 生活 。 他 们 的 
Iwao Otsuka (Jan 17, 2021) Жизнь, достойная жизни. 
Полноценная жизнь. Источник их. 

Iwao Otsuka (Jan 17, 2021) 生き が い 。 充 実 し た 人 生 。 それ ら の 
源 。 


ОЕ, ПБ ФНО УП 
ス に つい て 。 


ご 凛 問 あ り が と う ご ざ いま す ! 


私 は 本 の 内 容 を 頻繁 に 改訂 し て いま す 。 

その た め ` 読者 の 皆様 に は 、 随時 サイ ト を 訪れ て いた だ き 、 新刊 や 
改 親 版 の 書籍 を ダウ ン ロ ー ド し て いた だ く こ と を お 勧め し て いま 
す 。 


自動 翻訳 に は 以下 の サー ビス を 利用 し て いま す 。 


DeepL プロ 
https://www.deepl.com/translator 


本 サー ビス は 以下 の 会 社 が 提供 し て いま す 。 


DeepL GmbH 


私 の 本 の 原語 は 日 本 語 で す 。 
OAD ASME OMB ILA F OW CT. 
日 本 語 一 英語 一 中 国語 、 ロ シア 語 


どう ぞ お 楽し み 下 さい ! 


私 の 略歴 。 


私 は 、1964 年 に 、 日 本 の 神奈 川 県 で 、 生 まれ た 。 

私 は 、1989 年 に 、 東 京 大 学 文 学部 そ И 

私 は 、1989 年 度 の 日 本 の 国家 公務 員 採 用 試験 の I 種 区 分 の 、 社 会 学 
の 職種 に 、 最 終 合 格 し た 。 

私 は 、1992 年 度 の 日 本 の 国家 公務 員 採 用 試験 の I 種 区 分 の 、 心 理学 
の 職種 に 、 最 終 合 格 し た 。 

私 は 、 大 学卒 業 後 は 、 日 系 大 手 IT 企 業 の 研究 所 に 勤務 し て 、 コ ン 
ピュ ー タ の ソフ トウ ェ ア の 試作 業務 に 従事 し た 。 

私 は 、 現 在 は 、 企 業 を 退職 し て 、 執 筆 活動 に 専念 中 で ある 。 


